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部 版 出學大 田稻早 


續 干 N 

本 全書 完璧の 爲に旣 約 十二 卷 完結の 後に 左-さ 二 書 (五 卷凡 三千 莨) 

嬢 刊乜ん とす、 左 氏 博に I- 書の 完成.^ 画る 所以、 傳習錄 は 朱子學 

派の 近 思 錄に對 すべき 陽明學 派の 大著 * 楚辭は 本 全書が 殆と 全く 

南方 文 舉.^ 缺 ける.^ 補 ふ 所以、 共に 本 全 誓に 缺 くべ 、力ら す (子 類の 

缺は下 Si の 法に 依て？ ^ふ) 於是本 全書 は 一 大 完璧た るべ し、 

第 十一 二、  4. 四、 十五 卷 

春秋 左. 氏 降 加 藤 正 庵講述 


杜預の 集 解に 據リ經 文 及び 註解の 全部.^ 詳解した る ものな リ、 一 

刊本 LL は 本文な き^以て 今 は 本文^? i ひて 刊行 ぜんとす、 一 

第 十穴卷  一 

傳習錄 三輪 執 齋講述 一 

卷 尾に 佐 藤 一 齋の奥 書文數 行わ リ、 講述 文の 傍に 奥 営 體齋の 香 一 

入れ もリ、 蓋し tffi^ が 一 齋 門に 在りし とき 一 齋の藏 本.^ 謄寫し 一 

て 之に 加筆 VI しもの なるべし、 今 は 本文^ 加へ て 刊行 V ん とす； 

(土 佐 谷 內泰明 氏 珍藏寫 本) 

第 十七 卷 (最終 卷)  一 

楚  辭 淺見 綱 齋講述 一 

朱熹の 集註 本に 據リ 楚辭 全集の 本文 及び 註解 文の 全部.^ 講 述ぜ， 

しもの なリ、 今 は 本文 及び 註解 文.^ 加 へ て 刊行 ぜんとす 京 d 

國 分靑虔 氏 珍藏萬 本)  力 
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附 告 ， 

墨 子、 苟子、 韓非 子、 管 子等の 名著 

は 先哲の 國 字解 書の 絕 無なる を以 

て 本大學 漢文 科 講師に 喊 託して 起 

稿 を 求めつ 、あ. - 近き 將來に 於て 

發农 すべし (八 卷凡六 千 頁) 


通リ に、 眼前に あら はれ 現す るが 如く、 誰れ が 此集を 一 

みても いかさま にも、 于 鱗が 選そう なと 云 ふや うに 一 

した、 豈偸 快な ことで はない か、  i 

1 プ ヘラ クル サハ トフ-一- 1 一 

潜溟嘗 謂不. 昧者 心、 想當， 百 年 一 

メニ フナル  一 

前 爲，， 子 遷， 道； 


これにつ いて、 思て みるに、 滄 溟が嘗 謂 ふ に は、 不 ，朽 

者 文不， 眛者 心と、 吾れ 想 ふに、 于 鱗が 百年 以前に 當 

時子遷 がた めに 道た であらう、 

物 茂 卿 題 


唐詩 選國 字解 終 nln 

,  唐詩 S  m 徠 先生 祓  三 七 七 


廣— 詩 選 , 徂徠 先生 级  

祖 <t 'う 生 

#老£ 滄溟" 詩，： 蛾 眉 天外 雪 

看、 其 >ト 唐詩， 亦 復爾、 

< 并老は 王 元 美が こと、 明 史王世 貞本傳 曰 世 桌自號 鳳 

洲又號  < 井 州 山人、 搶溟 が、 作 る 詩 を 評判して、 夫の 

詩の 氣 高く してす る どき こと は、 峨眉 山の 天外に 聳 

た を、 雪の 中に 見る 如 く、 外の 詩人 多い 中に も、 すぐ 

れた 詩お や と 云た が、 其の 搶濱が 高き 眼 を 以て 選ん 

だもの ゆへ、 唐詩の 多い 中 を、 諸人の 過 刻な ど、 云 ほ 

どに、 隨分 よい 詩ば かり を ゑら みいだした、 

爾称奈 近來坊 si 諸 本、 率 属，， 孟 

浪； 不則 何物 狡 兒、 巧 作， 五 里 霧； 

芙蓉 5^ 尺 殆不. 可. 辨 矣、 

近來 ひと.^ きのどくな ことに は、 唐詩 多い 中で、 諸 

人の 過 刻と 云 ほどに、 ゑらん だ を、 やくたい もない 惡 


きハ 

詩な ど を さしいれ、 妄 りな ことにして、 とれが 搶溟 が 

ゑらん だの やら、 知れぬ やうに なった、 さて 又そう で 

なければ、 流布す る 唐詩 訓解な ど ， 云 ふ 本が あ つ て 、 

何もの、 さるが しこい 者が、 して 出て したやら、 後漢 

の 公 超が 道 術 を 以て、 五 里が 間に、 霧 を ふらせた やう 

な もので、^ 尺の 鼻の さきに ある、 富士山の 高き も 見 

へ ぬ 如く、 于 鱗が 芙蓉 山の 高い 如く、 ゑら び 出した 精 

密の 選に、 一 ニ首づ ぬきさし、 たれば、 五 里の 間に 

霧 を ふらせた やうな、 どれが よ い 詩 やら わるい 詩 や 

ら、 見 わかち もなら ぬ やうに しなした、 

今 閱， _此 刻； 剔抉 幾 盡、 頓 復， 舊 觀； 

三峯 宛然 在 入， 目隨； 豈 不： 偸 快， 

乎、 

今 此の 詩選の 刻 をみ るに、 まぎら はしい 詩 をば、 總て 

爪で もの をけ づり をと すが 如く、 剔抉し つくして、 頓 

に 奮の 搶溟が ゑら び 出した、 正本の 通りに かへ り復 

し、 唐詩の 精密なる のみ そろうて あるが、 霧に かくれ 

て ある、 芙蓉の 三峯も 霞が はれて、 宛然と むかし 見た 


吾が 來 ている 關塞 は、 さむい 處 なれば、 かたから 梅花 

をみ ると 云 ふこ ともなく、 いつが 春 やら 知らねば、 梅 

花のお つる を も 見る とい ふこと もない はす ぢゃ、 ゆ 

ふべ のころ、 胡の ものが 來て 吹く 笛聲の 中に、 落 梅の 

曲 をき いて あるが、 中々 都の やうに 眞の 梅花 を 目に 

見る こと はならぬ 處へ來 ている ことで ある、 

勞 勞 亭 上 春 應 k  、夜夜 城 南 戰 

ダ ラ 

未. 同、 

はるかに 思 ひやって みるに 我が 故鄉 の、 勞々 亭の あ 

た，.^ は、 春 も わたり、 梅 も ひらいて 邊 塞と は 格別で あ 

らうが、 か へって みたけれ ども、 1^ 々城の 軍陣 最中な 

れば、 みち も 物 騷で歸 る こと もなら ぬ、 


僧院  釋靈 一 

虎 溪間月 引 相 過、 帶. 雪 松 枝 掛，， 

薜蘿： 

虎溪 は、 盧 山の 中に あ .=^、惠遠法師の居た處、僧院ゅ 


へ 假り用 ゆ、 此の 僧院 へ來て みれば、 惠遠 法師の い ら 

れた、 虎溪 とも 同前な 處で、 月 も 間に てらし、 月の ひ 

かりに 引かれて、 こ、 かしこと 過て 見れば、 秋の 末の 

こと ゆへ 雪を帶 た、 松 枝に 薛蘿 がま ばらに 掛.^  、おも 

しろい 氣色ぢ や、 

無. 限 靑 山 it 欲. 盡、 白 雲 深處老 

僧 多、 

此 僧院の 近 處の靑 山 無限 多い こと ぢゃ、 この 山 を み 

な ， J と- <\' く あるき つくさん と 田 J ふて， そこら をみ 

れば、 白雲 深處， に、 種々 の淸慣 たちの 引 こんで 御 坐な 

さる 、いかさま 人間と は、 格別で、 もの しづ かな 處ぢ 

や、 


赓 詩選 


七苢絕 句 ， 


m 七 五 


00m 


七 言 絶 


三 七 四 


一 月 主人 笑 幾 回、 相 逢 相値且 

き、 

そこ 元と、 吾れ と、 親しい 中 なれ ども、 一 月 の 中に こ 

の やうに 出會 て、 あそぶ こと は 度々 は あるまい、 まれ 

な ことで あらう、 今日 かや う に te 逢た 時、 とも、 


酒宴して、 たのしむ がよ い、 

眼 看 春色 如 流水； 今日， 殘花昨 

ク 

夜 開、 

なせ、 この やうに 云 ふなれば、 眼前に 見る * 色の すぎ 

ゆく こと は、 流水の 如くで、 且 もと  >  まらぬ もの ぢ 

や、 昨日 開た 花が、 はや 今日は 散. 0 落る、 人の 壽命も 

此の 如くで、 今日あって 明 H を 知らぬ 身 なれば、 相 値 

ふたと きに 杯 を ふくみ、 笑 ひたの しむが よい、 

宿ス： 踩 陂亂，  王 周 

秋 染， 棠 梨， 葉 半 紅、 荊 州 東 望 草 

ナリ 一一 

平レ 穴ェ、 


秋の 最中の ことなれば、 i 釆の薬 も 霜に 染， 9、 紅葉して 

み ゆる、 この じぶん-吾が 故鄕荆 州の 方 を、 東に のぞみ 

見れば、 どこまでも 村里 もみえ す、 た  >渺 々と 草ば か 

り、 はえし げり、 《41 らと 1 つに-平らかに 見 ゆる、 この 

やうな、 ものすごい 旅に 宿す るが、 

誰 知 孤 宦天鉱 意、 微雨 瀟瀟古 

鼠 中、 

たれ も 吾が 孤宦の 身と なって、 天の はてまで 來て、 さ 

ま < ^の愁 ある こと を 知て、 あわれんで くれる もの 

も あるまい、 ことに 天の は てまで 來て、 さま < ^の 

愁 ある こと を 知て、 憐で くれる もの も あるまい、 こと 

に、 雨 も少々 降りて、 古驛 中に 潇々 とも の さびしく、 

難義 にあ ふこと を たれ も 知て、 あわれん でく れる も 

の もない、 

塞 下 曲  釋 咬 然 

寒 塞 無. 因. 見， _落 梅： 胡 人 吹 入，， 笛 


よかな しみが ます、 


又 

朔 風 吹 Jjl 透，， 刀 瘢： 飮. 馬 長城窟 


冬の ことなれば 朔風が 吹き 來り、 合戰場 なれば、 手 負 

た瘢 にしみ わたって たへ がた い、 馬に 水 かひに、 長 

城く つの 番手に 行て 見 たれば、 雪が 降 b か、 つて、 つ 

ねよ， 0 も、 さらに さむく ものうい に、 

夜 來火來 知. 有. 敵、 一 時^^1賀 

蘭 山、 

1^ 半 ごろ、 相づの 火が 來 るが 見 ゆる ゆへ に、 さて は 敵 

方が せめ 入と 云 こと を 知て、 大 せいの ものが、 一 時に 

齊く 出て、 賀 らん 山 を、 てきに とられぬ やうに 大切に 

守 b て 居る、 さてく ものすごい、 


宴， 城 東 莊， 


崔敏童 


一 年始 有」 年 春； 百歲曾 無： 百 

歳 人； 

1 年す ぐれば、 はじめて 又い つに かわらぬ 一 年の 春 

が ある、 人間の 壽命 は、 百 さいが、 かぎ， 0 と いへ ども、 

むかしから 百年まで、 いきた とい ふ もの もない、 

能 向，， 花 前， 幾 回 醉、 十 千 活. 酒 ^ 

ル r  ヲ 

レ辭. 貧 

亭主 をな ぶ つて、 人は定 ない もの なれば、 この やうに 

花 前で、 酒宴な ど をす ると 云 ふこと は、 度々 あるまい 

ほどに 御 亭主 も、 少々 高く とも 酒 を沽 へば、 餞が いる 

貧な によって、 かわれぬ など、 辭 返せら る、 な、 百年 

の 人 もなければ、 たれで もい つ 死な ふ も， しれぬ なれ 

ば、 た  > 飮で且 くもた のしむ がよ い、 

奉 和 同前  崔惠童 

崔敏童 崔惠童 は、 いとこ 同士な，. ^  、又の 說に敏 童 

が 弟な. 
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0  00 七 言 I ゆ 句  . . 匿 

西 施 石  樓穎 

女の禮を、ならふた處な，<.^、 

西 施 昔日 浣 紗ノ津 、石 上ノ円 苔 思, 

i ス チ * 

西 施は英 王に 愛せられ たが、 むかし この 川ば たて、 妙 

を 洗濯して あ つ た、 その 洗濯した とき、 腰 を かけた 

石ぢ やと いふて 、今 は 苔む して あるが、 こ/' を 通る ほ 

どの ものが、 この 石 をみ て は、 西 施 を 思 出さぬ 者 はな 

r  、 

1 去，， 姑 蘇， 不，， 復返； 岸傍ノ 桃李 爲 

力 ナル 

h ず 

したが 西 施 も 一 たびさって、 吳國の 姑 蘇臺へ 行て よ 

,9、 遂にむな しく か へ ら ぬ、 た  >  この 川の 傍に 桃李 

の 花が、^ つれて あるが、 西 施 は 居ぬ に、 誰が ために 

* の景 をな すぞ と、 花に 情 を もたせて おくな り、 


Imll  ョ七ニ 

和スき 秀才 邊庭 四時 ノ紙， 

盧弼 

八月 霜 飛 柳 遍黃、 蓬 根 吹斷賜 

ま 翔、 

これ は 四 首 あれ ども、 こ へ は 秋 冬の 二 首 を えらび 

出した、 凡月邊 さい は、 中國. と はちが ふて、 早 や 八月 ご 

ろから、 霜が とひ、 柳な ども どれ も かも、 遍く 黄み お 

もてさむ くな り、 沙漠の 蓬 根 も、 風に 吹きた  >  よ はさ 

れて、 雁な ども、 おそし と 南に 1 かける やうな、 ものす 

ごい 處に來 て、 なん ぞ なぐさみ でも あるかと いふに、 

隴頭 流水 關 山ノ 月、 泣 上，， 龍 I, 望ー，， 

チ 

故鄕； 

耳に は隴 山の 水の すさまじい をき /-、 目に は 關 山の 

月の、 朧々 たる をみ て 居る が、 いつ 故 鄕へか へらう や 

ら 知れぬ と 思へば、 かなしみ をな し垂る 、 淚を おさ 

へて、 せめて 故 鄕の方 を 見て なりと、 なぐさま うと 思 

ふて、 龍堆へ 上.. >  みれ ども、 故き やう はみ へす いよい 


紅顔； 

この やうな 處 へきて、 艱難 をす る ゆへ に、 手前の 頭の 

白髮 になった こと は、 明鏡 をて らして みる を、 待に 不 

及、 知れて いる、 なせ なれば この 風の 吹 まく 沙漠に 居 

れば鏡 を 見い で も 、紅顔の、 おとろ へた こと は、 自解 

し、 合點 して ある、 さて/^ いたまし いこと ぢゃ、 

邊詞 ，  張敬忠 

五 原. 春色 舊來遲 、二月 垂楊 未タ 

ケ ヲ  • 

. 辩絲、 

邊 土の 五 原 あたり は 1 寒氣 のつ よい 處 なれば、 都と は 

ちが ひ、 * 色 もお そい 處で、 今ば か.： > で ない、 舊來の 

むかしから かう ぢ や、 二月 時分 は 春の さか. 0 ぢ やに 

この 處は まだ 柳 も 糸 を、 かけすめ ざ ぬ くらい； i 

や、 

即今 河畔 冰開 日、 正是長 安花ノ 

落 時、 

0^0 七-言 絶句 I  1 


即今 漸く、 川ば た の冰 解し 時分が、 正し く、 これ 都 長 

安な どに は、^ く 花 も 散て、 春の 末 ころ ぢゃ、 この や 

うな 寒氣 のつ よい 處に、 久しく 居る は、 かなしい こと 

軍、 

九日 宴  張 鍔 

秋 葉風 吹 黄 颯颯、 晴雲 日照 白 

登高の節ゅへ、これも登高の作なh^、上•ってみれば木 

の 葉 も、 風に 吹かれ 黄ばんで、 * 々と 、ひ" るが へり、 そ 

らも 晴れ わた 、日て らし て、 ゎづか のこった 白雲 

が、 鱗々 と、 きら/^ 見 ゆる、 

歸 來 得 ま， 菜 菟ノ 女； 今日 登 高 

ク  力、 

山より 下， 0 來れば 麓に 百姓の 子どもの、 茶 爽を賣 る 

女が 居る から、 何と 今日は 大 せい 上った であらう が、 

幾人 ほど 酒宴 をし 醉たぞ と 問 ふ、 大 かた われ ばかり 

でも あるまい、 どれ もどれ も みな 醉た であらう とな 

"  三？ T 


選 — 七 言絕句 


漢 家 自. 失，， 李 將 軍； 單 于 公然 來 

フ 二 

牧レ 馬、 

これと いふ も、 都に いにしへの 李廣將 軍の やうな、 よ 

ぃ大將 がない ゆ へに、 これ を 知って、 軍 于の胡 どもが 

公然と、 を ほて やかに、 中 國をは  >  からす 胡笳 など を 

吹きた て、 馬に 草な ど を かふて、 中國を あなどる、 よ 

い 大將が あらば、 威 をお それやう が、 よい 大將 のない 

は殘 念な ことお や、 公然の 字の 內に、 胡笳 のこと を ふ 

くんで いふな，..'、 

塞 上 曲 ■， 王烈 

紅顔 歲歲 老，， 金 微： 沙磧 年年 臥，， 

鐵衣； 

われ 若い じぶんより、 くる 年 も.， C 'も、 故 鄕へ歸 る こ 

ともなら す、 老 になる まで、 この 處に 戌り をして、 こ 

の沙磧 にくれ 行き、 幾年 も鐵 衣の、 よろいに ね ふし を 

して、 よろい をぬ いで、 休息す る 間もなく、 


三 七 〇 

白 草 城 中 春不乂 、黄花 戌 上 賜 

へ 二 プ 

長 飛、 

白 草 城 中 云々、 その をる 處 はと いふに、 京と は 違て、 

白 草 城 中で、 さむい 處 なれば、 いつが 春ぢゃ やら、 い 

つも 同じ やうに して、 花 をみ る と いふ こ ともなく、 

黄花 戌の あたり は 雁の み 四時 不斷、 いつも 他 處へ行 

くこと もな く、 この 處に 居て、 京と は 格別な り、 

孤城 夕對戎 樓， 閑、 廻 合 靑 冥 萬 

% 山、 

邊塞 は、 孤城で よいえ うがいになる 城 もない、 m 暮が 

た、 この 方の 戌樓 のまん.： 1： ふに、 何の 用 も なく 、打對 

して 居る、 た  >靑 冥に も、 そ びえ たくらい に、 高い 离 

W の 山が、 と..^ 廻して ある、 これ 1 つ をた のみに して 

こもつ て S る 

明 鏡 不. 須 \生〔白 髮ヲ： 風 沙自解 老： 


函關歸 路千餘 里、 一 夕 秋風 白 

髮生、 • 

吾が か へる 故 鄕函關 の 方へ の、 みちの， 0 を、 つもつ 

て みれば、 はるかに. 千里 もあって、 か へる こと もなら 

ねば 、いよく 思 ひを勞 したる ゆへ か、 たった 一夜 

のうちに、 この 秋風の 吹く じぶん、 白髮 がに はかに 生 

じて、 年が よ，.？ -しら が あたまに なった、 いつ 故 鄕へか 

へ る こと やら 知れぬ、 

初ナ 過，， 漢 江，， 無名氏 

襄陽好 向，， 峴 亭， 看、 人 物蕭條 屬，， 

ノ ナル -I 

歲闌； 

た、 今 漢江を わたり、 襄 陽に 来て、 この 處の峴 山の 驛 

亭の 風景 を 見れば、 おもしろい 處 なれ ども、 冬の こと 

なれば、 人 SiHS 物 も、 ものさびしくて、 はや 追 付 年の 

鬧 なると は 年 もなかば すぐる じせつに あたって、 年 

もつ き あらたまらん と、 する ころ ぢ 1^、 


IL 渡 


爲報習 家 多 置 酒、 夜來 

Jd 寒、 

ために 報す、 この 襄 陽に は 習 氏の、 富赏な ものが あつ 

て、 夫の 地で K 陽 侯 が いにしへ 酒宴な ど をせられ た 

とい ふこと おや、 爲報 やる ほどに 習 家の 衆 中 は、 置 酒 

して われに も洒を のませ、 なぐさめて く れ よ、 こと 

に 今夜 は、 風雪が して、 江 をす ぎ、 この 方まで さむく 

なつ たれば、 どうしても さむさ を ふ せ ぐ に は、 さけ 

にこした もの はない ほどに、 多く 置 酒 を、 いたされと 

なり、 

胡笳曲 

月明 星 稀 霜 満. 野ノ氈 車 夜 宿 陰 

^下、 

今夜 は、 そら も 晴れた ゆ へ 、月 さえ わたり、 星 も すく 

なくなり、 霜 野に みつる 夜 ふけの じぶん、 胡の もの ど 

もが、 この 月夜 を考 がへ、 氈車 にの h 、中國 ざ かいの 

陰山 あたりへ 宿して、 中國を 侵さん と、 はがねな らし 


唐 選 


七 言 絶句 


三 六 九 


Is 選 

よせ 來て 居れば、 


セ言絕 句 


征馬 長思靑 海上、 胡笳 夜聽隴 

. ^頭、 

われ も 馬に のり、 今日 かけ 出 やう 5- 、 明日 かけ 出 やう 

かと、 つねに 靑海 あた. 0 へきて 居る、 胡の 方 を 防ぐ こ 

，と を 思 ふて、 たるま や 居れば、 胡 笳の聲 が の ころ、 

隠山 あた..^ 間ち かく、 きこ ゆろ ゆ ゑ、 且ら くも 帶びほ 

といて、 居る 間 もない、 


水 鼓 子 第 一 

これ は 太平の、 ときを 云、 

雕弓 白羽 獵初 回、 薄 夜 牛羊復 

リ ル 

下來、 

世間が、 さわがしい と獵 をす る ひま もない が、 今 は 治 

つた 御世 なれば、 雕弓 をお び、 白羽 を さしはさんで 居 

る、 獵人も 今朝 行た ものが、 くれ 方 初て かへ つた、 簿 

は 早くれ 合な れば、 野 飼に してお いた、 牛 羊 も 山よ 


.  三 六 八 

り 下り 來， 0 か へ る、 これ も 軍事が なければ 馬 牛 もい 

らぬ ゆへ、 野が ひに してお く、 

夢 水 河 邊靑草 合、 黑山 峰外陳 

雲 開、 

軍が あれば、 草 も ふみから して 生へ ね ども、 太平のと 

き ゆ へ 、夢 水 河の ほと，.^ も 草が、 どこに も はえし げり 

合て あ. o、 軍陣 最中に は、 黑山 あた.. >  に は、 陣雲 がそ 

ら にたな びいて 見えた が、 今 治つ たれば、 その 雲 も ひ 

ら けて 太平の 御代で ある、 

雜詩  陳祐 

これ は 征伐に 來て 、故郷の こと を述 ぶ、 

無定河 1 

人情、 


：、 赫連 臺畔旅 


た、 今 この 無定 河邊の くれ 方に、 もの かなしげに、 笛 

の聲 がすれば、 赫迚 臺畔の 旅人 は、 さまぐ の 愁情を 

ひきお - - して、 故鄕の こと. 思 ひだす、 


も あるまい、 

却ァ羡 落花 春不 JdS 、御 溝 流得ナ ft 

人間； 

これにつ けて、 うらやましい は、 この 處の 落花 は、 お 

ち 散れ どもた れも不 管と、 かまわす、 落 散る に まかせ 

て、 御 溝の 水と、 ともに ながれ 出る が、. は さすが 

一 旦 天子の 御手に ついた もの なれば、 人間に 出る こ 

ともなら す、 い たづら に 宮中に、 年よ る のみ、 さて さ 

てな げか はしい こと ぢゃ、 


力 |& 歌 第 


張子 容. 


この 詩、 何 をい ふたこと、 もしれ ぬが、 邊塞 むき 

の體を いふな，^、 第 一 疊と いふ は、 陽 關三疊 など 

とい ふやう に、 うちか へしう ちか へして、 うた ふ 

ゆへ に、 1 曲 ことにし やうが もち か ふなり、 

平沙 落日 大！^ 西、 隴 丄 明 星 高 

1 低、   ， 


平々 たる 沙漠 の、 ゆ ふ ni が 夕つ 、との、 世界の はて 

大 荒の 西 を みれば 隴 山の 上に ある 星が、 たった今 高 

いかと 思へば、 ひく、 たれて、 とつく と、 夜に 入 たれ 

JH、 

孤山 氣處 肴， 烽 火； 戰 士連. 營 ま， 

鼓鼙： 

孤山 幾處 どの 山で も、 方々 で 合圖の 火が 見 ゆる ゆ ゑ、 

戰士の 陣屋 を 立て 連ねて 居る もの どもが、 今 もや 陣 

太鼓の 音が する かと、 しばらく も ゆだんせ ぬ、 

凉州歌 第二 疊 

朔風 吹. 葉臈門 秋、 萬 里烟塵 昏，， 

戍樓； 

秋の ことなれば、 朔風 も 木の葉 を 吹、 散亂 して、 雁 門 

郡 あた 秋の 風景 なれば、 胡の おこる とき ぢゃ、 胡 

の もの どもが、 萬 里が 間. たに 烟塵 をとば して、 合戰不 

.絕 して、 この 方い 戌樓 でも 昏 く，， -て、 間ち かく、 せめ 


七- iiir 紀句 


三. K 七 


唐詩 選 


七 言 絶句 


三 4 ハ六 


今 はこの 玉闌 干に よ て、 たれ この H をみ る もの も 

ない、 うちす たれた 體ぢ や、 

古 別離  韋莊 

晴烟 漠漠 柳耗ノ 魏、 不. 那， 離 倩 一 酒 

ナリ 

半酣、 

春の はじめの ことなれば、 { 仝の 風景 も はれわたり、 漠 

々と 一 面に して、 柳.，、 錄々 と 風に 吹う ご？ - されて、 お 

もしろ い、 かう した を hN から、 わが 親しい ものに わ 

かる、 は、 殘念 なが、 離 情 は 是非 も なけれ ども、 も は 

や 酒 もり も、 なかばすぎて あれば、 この 酒 .5:;- を 仕 まふ 

とい なや 、おき にわかれ ねば ならぬ、 それに つけて 

も， 

更 把 チ，， 玉 1, 雲 指ス、 P 腸ヲ春 色 在ノ 

江 南： 

こなた も 馬に のり、 われ も 馬に の つ て 送る に、 玉 鞭 を 

と， 9 て 行く さき 雲 外 を 指して、 こなた は あの方よ. o、 

江 南の 方へ 行かる 、が、 腸 をた つば か. -に思 ふ、 江 南 


は 春 もはやい 處な れば、 江 南の 春色 を みられたなら 

ば、 いよ^ (-^ 思 ひ がます で あらう と 思 ひやる で こそ 

あれ ノ錄々 はう ごく 貌 なり、 


宮謂 


李建勳 


これ は、 吾 若 ざ かりの 身 なれ ども、 寵愛 もな けれ 

ば、 いっそ 町屋へ 出て、 人の 女房に でもなら うと 

思へ ども それ もなら す、 い たづら に 年の 老る を、 

なげくな h> -、 

宫門長 ク閉舞 衣 間、 略識 君王鬓 

已 斑、 

手前に 於て は、 た V 今 は 帝の 御 寵愛に も、 ぁづ からね 

ば、 宫門 を閉ぢ て、 ついに ひらいた こと も なく、 舞 衣 

も、 帝の 御 そば へ 出る とい ふこと もなければ、 すて ， 

匮て、 着る とい ふこ ともなく， 間で ある、 略と は、 たし 

かに、 やうす は 知らね ども、 大槪は 知れて 居る、 天子 

が 若ければ、 また 用ら る 、MJ も あらう が、 君 王 も鬆に 

白髮 がま じ hv て、 御 年 よられ たれば、 もはやて う あい 


て、 老 たる 人が ある ほどに、 橫 笛の 調子に、 かなら す、 

塞 上の 聲を 吹き出して くれるな、 その 聲を きくなら 

ば、 もの かなし からう ほどに、 かまへ て 吹な と、 大將 

を なぐさむ るな り、 

返 \1¥,, 終 南山，， 李 極 

これ は、 亂 後の、 風景 を 云 ふ" 

紫 袁朝罷 辍，， 鵷鸞； 丹 鳳樓前 駐ナ 

た. や 今 其 中に 於ても、 紫 51^ 殿に 朝參し 儀式 も すんで 

&リ鸞 の 行く ごとく、 行列 をみ ださ や、 歸る さに 禁裡の 

まわり、 丹鳳樓 前に、 馬 をと  > めて 看れば、 

唯 有，， 終 南山 色 在； 晴 明 依 .舊 満，， 

長 安； 

京の 風景 も、 いにし へ より は、 なにもかも か はり はて 

あるが、 た  > 終 南山の 色の み、 靑々 として 晴 明と、 

はれ やかに して 依舊 もとの 通りに 相 かわらや、 長 安 


の 中に みちて、 どちら を みても、 聳 へて 見 ゆる、 朝廷 

の やうす は、 すつ へり 格別 ぢゃ、 


華淸宮 

草 遮 h 磁， 絕 J 

殿 寒、 


崔魯 

,1ぉ樹 深深 碧 


天子の 行幸な さる 5、 回 確の 石 坂 山み ち も、 久しく 行 

幸が なき ゆへ 草が はへ しげり、 さ へ ぎって、 御 車の、 

すヒ者 もた えた、 この 華 淸宫の あたりに、 雲間に 秀た 

大木 も、 深々 と、 おくぶか く I V けり： こんだ、 その 中の 

碧 殿な ども、 ものすご くして、 誰れ 柱來 する もの もな 

く、 さびしいて いぢ や、  , 

明 nr- 自 來還自 去、 更 舞 入 倚，， 玉 

た  >  むかしに かわらぬ、 明月 はてら しきた hs  、てらし 

さって 、ちが はね ども、 む し は 支宗も * 妃 など 、 、 

ともぐ この 宮殿で、 大勢 引 つれて、 なぐさんだ が、 


唐詩 選 


七 言 結句 


111 六 五 


唐詩 選 


七 言 絶句 


三 六 HI 


黃昏：  ， 

鳳 S  、これ も 帝と もろともに 見たならば、 おもしろ か 

らうに、 寵愛 もす たれて あれば、 帝の 鳳輦 も 不來、 春 

は盡 きはつれ ども、 たれみ る もの もな く、 むなしく 鶯 

のな く聲 のみ を 餘 しと  >  めて、 朝から 晚 まで 鳴て、 居 

れ ども、 たれ 愛する もの もない、. 

宮怨  司 馬禮， 

柳 色參差 掩 Ji 樓； 曉 鶯 啼送満 

{ 呂愁、 

柳 も 榮ぇ參 差と なが ぃ梭も あ.^、 短い 枝 も あり、 女中 

の 居る、 書 樓を掩 ひ、 しげって ある、 ことに 曉方鶯 な 

どが、 この 柳の ほとりで ないで 居る が、 みるう へ 聞う 

へが、 みな 滿宮 の、 かなしみの たねと なる、 

年年 花 落 無，， 人 見； 空ク 逐， 春 泉， 出，， 

ヲ 

® 溝】 

年々 花 はおち 散て ゆけ ど 、をく ぶかき ゆ へ に、 人の 


きたりみ る もの もな く、 むなしく 水上に、 おちち つて 

春 泉の ながれ を逐 ひ、 御 溝 を ながれ 出る のみ ぢゃ、 

下た 心 はこの 花の をち しごとく、 年 も，.^ り 顏 もお 

とろ へ 行け ども、 奥ぶ かき 宮中に 居れば、 人に もしら 

れす 君に も 寵愛せられ す、 むなしく 老い ゆく をな け 

くの みお や、 

宴 J 邊 將，，  張 喬 

一 曲 ノ促州 金石 淸、 邊風蕭 颯動ノ 

ヲ 

江 城： 

この 凉 州の 一 曲 を、 金石の な b ものに 奏すれば 曲と 

云 ひ、 みな きよらかに、 淸みゎ つて 聞 ゆる、 を ふ 

し、 邊 土の 風 はげしく 吹き、 蔬 a と、 ものすご く  f -て、 

江 城 をう ごかす、 

坐 中 有. 老； 一沙 氣， 客； 橫 笛 ぁ.^;: 塞 

上. 聲： 

#t に、 わかき じぶんより して、 この 沙場 AJ^ りに 來 


が、 知 昔 は 今年 は どこ へ 行た か 一 人 もない が、 風景 は 

依 稀と、 どうやら、 ほのかに みた やうで、 去年に 相 か 

わらぬ が、 人と いふ もの は、 さだめない もの ぢ やと、 

感を おこした るな， 0、 


温 庭 舞 


楊柳 枝 

みな 柳の 名處を あげてい ふ、 

館娃 宮外鄴 城 西、 遠 映， 征帆， 近 

き、 

吳王夫 差の 立ら れた、 館娃 宮も、 柳の 名處 で、 柳が 靑 

々と榮 て あり、 魏の 都した 鄴城 も、 名處で 柳が さかん 

に 芽 ざして あり、 この 柳 を みれば、 遠く は 舘娃宮 のま 

へ にある、 柳 は、 はるかに 向 ふ を 通る 舟に、 决じ 、近く 

は鄴 城の 西に ある 柳 は 枝 打 たれて、 堤 を うち 拂 ふて 

見 ゆる、 この 柳 を 見れば、 頻. 9 に 故郷 へ歸 りたい おも 

ひが すれ ども、 

繋お ル }^ 孫 歸 意ノ 切； 不. i-, 春 纥 錄 

妻 妻 1 


唐詩 選 


七 言 絶句 


繋 得と いふ は 柳の 糸が つなぎと めか へさぬ とい ふこ 

、ろ、 これ は 楚辭に 王孫 遊 兮不， 歸、 春 草 生 兮萋々 た 

りと いふから、 旅に 立た もの は、 春 草の、 わかく と 

生じた を 見て は歸 心が 生す るな り、 われ も 王孫の 如 

く、 旅に あそんで いるから 、故 鄕へか へ ひたいと しき 

に 思へ ども、 どうも この 柳の 糸が 歸心 を、 つなぎと 

めてか へさぬゅへ に、故鄕春草の生じて、綠..^に靑々. 

i しげりた を、 ぁづ か- みる こと もなら ぬ、 

折 楊柳 . 段 成 式 

枝 枝 交. 影 鎖， 長 門； 嫩 色 曾 雷雨. 

露 恩、 

暴の こと ゆへ 柳も榮 へ、 枝々 影 を まじへ、 どこが 宮殿 

やら 知れぬ やうに し げり、 とざして 居る、 これ も饿 

色の、， 0 かばえの とき は、 雨露の 恩澤に うる ほふて、 

かやう に 盛 長した も のぢ や、 底意 はわ かい ときには 

君の 御 寵愛に ぁづ か.^、 恩澤 をう けたと、 女の 情 を 云 

ふ、 

鳳 輦 不. 來春 欲. 盡、 空 留ニ鶯 語， 1: 

ニニハ 三 


 唐詩 選 七 言 絶句  . 

同き 

これ は 秋の 感じで、 わが 年の よる、 と を 思 ふて、 作た 詩 

な.^、 琪樹 の、 うる はしい 木の 間に、 西風のお こる じ 

ぶん、 たか. むしろ をた かくして、 庭の 風景の もの さび 

しいに、 凉 しい を 枕に して、 ねころんで 居て みるに 付 

て、 我が 若い ときを 思 ひ 出して、 先 づ句面 は 我れ わか 

いとき は、 楚國の あたり 湘 水の あた h- を、 i び あるい 

て、 あそん だが、 年よ， 0 て あ. 0 しむ かしが、 思 ひ 出さ 

る \ 底意 は、 楚 雲と いふ は、 巫 山の 神 女の こと、 湘水 

は娥 皇女 英 のこと ゆへ わかい とき は、 春の じぶんな 

ど は、 色 あそび をして、 美女 どもと、 なぐさみ あそん 

だが、今はこのゃぅに年ょ，.^たれば、た  >  打 臥して、 

居る のみ ぢゃ、 

高歌 一 曲£ 明氣； 昨日 少年 Ar 

白 頭、 

なにも なぐさみ はなく、 この 詩 を 1 曲 高々 とうた ひ、 

なぐさむ、 わか いじ ぶん は、 鏡 を とり 出して、 男ぶ り 

を、 たしなん だが、 もはや このごろ は 鏡 を、 手に とつ 

て も 見ぬ か，！ 箱に 入れて、 とって をいた、 むかし 少 


三 六 二 

年のと き はかう であった が、 今 は 白 頭に なった、 この 

やうに はやく 年の よる もの かと、 秋に 感じて、 愁 にた 

へられぬ > 

江 樓 書. 感  趙 嘏 

江樓に 上て 、感慨 を 書す るな hs、 

獨 上，， 江 樓， 田 仏 渺 然、 月 光 4.^ 水 

き 天、 

去年 は、 大勢 もろともに、 上って あそんだ が、 今年 は 

われひと-.^ 上て、 さびしい に 付て、 渺 然と、 はても な 

くさ まくの こと を 思 ひ 出して、 去年の ことまで が 

思 はる y  、樓 上よ. xs- み わば、 月 もさ へて 水のお もて を 

まつ 白くて らして、 水 * 天 一 色に、 うつ らふ て、 おもし 

ろい 風景 なれ ども、 何 をい ふても 一 人 なれば、 なぐさ 

みに もなら ぬ、 

來翫. 月 人 何 ノ處、 風 景 依 稀 似，， 

去年： 

去年 この 樓上 にと もぐ 來て、 月 を SS び たのしんだ 


秋 池 1 

こなたの 方から、 いっかへ ると 問 ふて、 おこされた が 

まだいつ 歸 へらう も 知れ ぬ、 ことに 巴 山め た b は、 

今夜 ものさびしく 雨が 降て、 水かさ もまし、 秋 池に み 

なぎり、 此 風景に 對 して 、慕して 居る、 

何 當. 共 翦， 西牕ノ 燭； 却 話. 巴 山 夜 

}i 時；  t 

われ も、 いっか 早く 故鄕へ か へ.. >  、ともに 西 牕の燭 を 

蘭. 0 ヽ かきたて 、、今夜 巴 山 1^ 雨 の、 もの さびしい、 

旅のう き難義 の、 ものがた， 9 をした う 思 ふが、 いっか 

へ らう も 知れねば、 さきの あて はならぬ-こと ぢゃ、 

寄， 令 狐郞 

二字の 氏な，. >、 

嵩 雲 秦樹久 離 居、 雙 鯉迢迢 一 

ノ 

紙 書、 

相ゎかれてょh^、ぉれは嵩山の方に居，=^、こなたは秦 


の 都に ゐて、 各々 處を へだて 居 ますれば、 た  >  書狀 

のと- 9 やりの みぢ やが、 これ も このごろ は 双 鯉の た 

よりも、 迢々 と はるかにして、 一 紙の 書狀 のた よりも 

なく、 お とづれ もた へたが、 

休. 問，， 梁園舊 賓客： 茂 陵 秋雨 病 

相 如、 

さだめて、 こなたな ど は、 おれが 梁 園に 居る ゆ ゑ、 い 

にしへ 梁の 孝 王の 賓客、 鄒陽 等が 如く、 よい 官 にっき 

用 ひられて 居る と 思 はれう が、 必 すその やうに あら 

うと、 問 ひ たづね くれら る な、 われ もこの 夜雨の じ 

ぶん、 病氣 づき 打 臥して 居れば、 司 馬 相 如が、 病に つ i 

き 引 こんだ 如くに、.， >  うなに も、 かもうちす たれて い 

るから、 引 込が ましで あると 思て いる、 ほどに、 かな 

らす問 尋らる 、こと も、 御 無用で ござる と、 實に下 こ 

ろ はよ ぃ官 にも 立身せぬと、ぃきどほ，.^て 云 ふな 


■ 秋思  許渾 

琪樹 西風 枕簟 秋、 楚雲湘 水 憶， 


000 七 言紀句 


三 山 ハー 


® 詩選 


七 言 絶句 


三 六 〇 


へ、 この 薛を きいて かなしみ を 生じ、 淚を ながして 居 

る、 かやう に 征伐に 來て 居る もの は、 いよいよ かなし 

み を 生す る、 

漢宫詞  李商隱 

漢の武 帝の ことな， ど をい ふ ゆ へ 、漢宫 の詞と 云 

ふになる、  ， 

靑雀 id 氣 竟 未. 同、 君 王 長 あ，， 集 


これ 武 帝のと き、 靑 雀が 來て 、宮殿の 上に とまる、 こ 

れを 東方 朔に問 たれば、 西 王^で ござる とい ふ、 追 付 

西 王 來， o、 武 帝に 對し、 はなしな ど をし 歸る さに、 

三年す ぎて、 又來 やうと 云 ふて 行いた が、 終に 來 なん 

，たと なり、 そのこと を 云 ひすて 、、兼て 仙人 を、 すく 

こと を そしり、 宮女怨 を 云、 靑 雀が 一 度來 たれば、 西 

王 母が きた、 か へ る さに 三年す ぎたら ば、 こやう とい 

ふたが、 西の方へ とびさって、 三年す ぐれ ども、 つい 

に來 なんだ、 かう した あても ない、 いつは ごと ぢゃ 

-  ，一. な， 一- 靈二，  -  二.  -!  - 一二き I 一一- - 一-一  - 一  画- i 


に、 君 はまこと、 思し 召て、 常住 不斷西 王 母が、 くる 

かくと まちうけて、 集靈臺 上に ござ. 0、 かやう に 仙 

人 を こ ひした ひ、 仙人に だまされて、 仙人な どをこ 

のまる、 が、 らち もない こと、 それ も 幸い、 

侍臣 最 有. 相 如 渴； 不. 賜. 金 _ 返 露 

ヲ  ， 

一 杯： 

侍臣に、^ きの 病 を、 やんで いる、 相 如が 御 側ち かく 

侍て ゐ るから、 仙藥 をね る、 余莖. の つゆ を、 一 杯の ま 

せ て 、御らん じため して み て 、信仰な さるれば 善惡 が 

しれて よいに、 そうした こと. を もせす、 た  > めったに 

しるし もない こと を 信す る、 こればかり にか つて、 

ものいみく とて、 久しく 奥む きへ も 入らせられぬ 

は、 あさはかな、 甚だお ろかな 天子 ぢゃ、 


夜 雨 寄. 北 

友 •  たちの 方から、 いっかへ る ぞと云 ふて、 おこし 

たもの が ある、 その 答へ に 寄す るな h -、 

君 問， 歸 期， 未. 有. 期、 巴 d 夜 雨 漲，， 


がす くれた ゆ へ に、 化 赃 など ヒ する ことが きら ひで、 

た 3. ざっと 眉 も、 うすげ しゃう をし て、 天子 至尊に 

朝せられ たが、 いよく 風流で 顔色が、 うる はしかつ 

た、 

度 桑 乾，  賈島 . 

. 客舍并 州已十 霜、 歸 心 曰 夜 憶，， 

咸 

ゎれもぁかぬ故鄉をふ.^すて 、、幷州の 旅舍 すまい 

で 居る こと、 早 や 十 年に も 及ぶ こと ゆ へ、 旅 も あきは 

て、 今ごろ は 歸心を 生じ、 畫夜 故鄕咸 陽の 都 を 思 ひし 

きりに 歸，.^ た/、 なつ だ、 

無. 端 更 P 桑 乾ノ 水； 歡望； 幷 氣是 

故鄕、 

無 端 何のよ しみ もない に、 又 更に、 桑 乾の 水 を わたる 

に 付て、 あと ヒ.^ りか へり、 今 ま でいた、 幷州さ へ 遠 

ぐ 見 ゆ る、 幷州 に 居て さ へ 故鄕は 遠くみ へたに、 こ 

の 處へ來 たれば、 いよく 故鄕は 遠く 阻て、 この 處ょ 


幷州 を、 み のぞめば かく 故鄕 の、 いよく 遠くな つ 

た ゆへ、 この やうに 旅に のみ 居て、 いつ 歸 らう やら、 

知れぬ と 思へば、 猶々 思が ますで ある、 

成德樂 •  王 表，.， 

古樂府 也、 

趙 女乘. 春 上 Ji 樓： 一 聲 歌發満 

派 秋、 

趙 國は妓 女の 多い 處；^ - やが、 その 妓女 どらが 春の 風 

景に乘 じて、 窬 機に 上. 9 てな ぐさん で、 歌 を は 上て 

うた ふが その 聾が 城 中に、 みちくて、 その あた りの 

もの、 みな *S をな し、 愁を おこして、 春 ながら も 心中 

が、 秋の 如くに なった、 

Ml 端 更 1^ 關.^ 曲、 不， 是レ 征 人， 亦 

淚流、 

歌 を 聞て さ へ かなしい に、 よしな く 更に、 關山 月の 曲 

を唱へ 出し たれば この あた，.^ 征伐に きたらぬ もの さ 

三 五大 


0 詩 0  a 


 0 詩 選 七.言絕^？ 

のみで ある、 

雨 淋餘， 

これ は i 宗の、 祿 山が 亂れ で、 蜀 へお ちられし i 

き、 みちに て 長雨に あ ひ、 雨の 鳴る 昔が、 鈴の 聲の 

如くなる を 聞き， その 聲を と，^ て、 雨淋 鈴の 曲と 

して、 貴妃 をいた み 思 ひその じぶん、 樂 人の 張徽 

と 云 ふ ものが、 * 宗 について ゐて、 玄宗の その 曲 

の 調子 を敎 へられて ある、 i 宗の 製作の 曲な り-、 

雨 淋椒夜 抓歸. 氣、 猶 是張齔 一 

ナリ 

曲 寒 

むかし 玄宗 の、 蜀の 道中で 製な された、 雨 淋の曲 を 歌 

ふた 夜す がら 思 ひ 出して、 今秦の 都に 歸て、 御 坐な さ 

れど もまた その 曲 を 奏せよ とあって、 猶樂ェ のこの 

張徽 とい ふ ものが、 一 曲 奏し たれば、 いよ/、 あらた 

に、 かなしく きこえる、 

長說 上皇 垂， 涙 敎、 月 明 南內更 

無レ 人、 


一二 五八 

さて この 曲と いふ は、 張徽が はなしに も、 良くい ふに 

はこれ は 上皇 * 宗の、 淚を たれて、 かなしんで、 われ 

に を，.^ か へし を， 0 か へし、 こまかに をし へられた、 曲 

とい ふたが 此の 曲 を 今夜 明月の 夜す がら 奏する に、 

南 內の興 慶宫に は、 この 曲 をうた うた、 支宗も C てな 

く、 貴妃 もな く、 誰れ 聞く もの なければ、 いよく も 

の あわれに おも はる 、、 

截 夫人 

これ 貴 妃が姊 なり、 

虢國 夫人 承， 主 恩； 平 明 騎 .馬 入，， 

宮門； 

今 この 夫人 も、 天子 支宗 の、 御 寵愛 をう けた ゆ ゑ、 こ 

とに 此の 人 は 馬 を このんで、 平明の 夜 あけ 方に なる 

と、 にう ちのり、 天子の 宮 門に 入り、 參 内申 さ i/-、 

テフ  ノス r ヲ  ヲクテ  テス 

却 嫌 脂粉 汚，， 顔 色： 淡 拂，， 蛾 眉， 朝，， 

至尊； 

女 は 脂粉 を 以て、 装 ふ もの なれ ども、 この美 人 は氣量 


く を ぼ ゆるの み、 中々 見る 

である、 


は な らぬ ほどの 名劎 


聞，， ， 白 樂 天 左^ 江 州 司 馬， 

元 横 

殘燈 無. 焰 影 幢 幢、 此 夕 聞，， ， 君ガ 

^クセ ラル、 r ヲ -I 

iim 二 江】 

幢々 は、 不明 貌、 曉 方の ffi もな く、 追 付 きえ なんとす 

る燈 なれば、 影 も幢々 として、 小嗜 くもの さびし く/ ,レ 

て、 打ち 對 して 居る は、 何の 故 なれば、 此の ゆ ふべ き 

けば、 吾の 友た ちの 白 梁 天が、 江 州に 譎 せらる、 とい 

ふゆへ、 その 心中 を 思 ひ はかって、 夜の 目 も 不 JT お 

も ひくら して； る、 

ま 死 病中 驚テ 坐 起ス、 暗 風 吹 1 雨，^ 入，， 

寒 窓； 

わし も， 一の ごろ は、 大病で、 中々 勸 きも、 はい もなら 

ぬ が、 それ を 閡て は >  J れ はとお どろき、 は ねおき て 見 


たれば、 そと もま つくらなる、 を h, ふし 風 も 吹き 雨 も 

降て、 手前の 居 の 窓に 吹 入れ る、 ものすごい 曉方、 

旅立た る であらう が、 さぞ ものすごく あわれ に あ 

らうと 思 へど も、 行て 逄 ふこと もなら ぬ は、 殘 念な こ 

とで ある、  ぶ 


胡渭州 


張祐. 


亭 亭 孤 月 照，， 行 舟； 寂 寂 長 江 萬 

亭々 と 、高き そらに、 か 、つて ゐる 月が、 此の方の、 乘 一 

h- 行 舟 を てら す、 此の 夜す がら 寂々 と、 ものさびし 

いじ ぶん 萬 里 長江の ながれ を のり ゆく は、 いよく 

ものうい 旅路 ぢゃ、 

鄕 國不. 知 何 處，是 、雲 山 漫漫 使，， 

ヲメ へ 

人愁； 

かやう に廣ぃ 旅の、 海上 ケ ゆけば、 五：！ が 故鄉 は、 不レ知 

どこら あたりやら、 みれ ども みえすた  >雲 山の み、 漫 

々と はても なく いく ffi もつ  >  いて、 旅人の 愁を ます 


I- 詩選 


七 言^ 句 
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唐詩 選 


七 言^ 句 
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，こ. 0 樓 上へ 上て、 さびしい につけて は、 故鄕 のこと を 

思 ひ 出して、 やむ にたへ ぬ、 

酬い 浩 1 初 上人 欲 >1 仙人 

. 貽、  柳 宗 元 

珠樹玲 截隔， 翠微； 病來方 外事 

^違、  . 

仙人の 居る 處は、 人間 世と ちが ふて、 樹な ども 珠樹 

で、 玲瓏と か  >  やき、 翠微 をへ だて 、、向 ふに 見 ゆる、 

我 病身 もの なれば、 こなた もろともに、 方 外の あそび 

をし やうと 思へ どもみ なく ひち が ひ、 相違して、 思 ふ 

やうに もなら ぬ、 

仙 山 不 h 一， 分. 符 客；  一 fe 凌」 仝 錫 

杖 飛； 

もとよ. 仙人 山な ど は、 おらが やうな 符を わか っ官 

人な どに は、 附屬 せねば、 こなた は、 神 通 を 得て ござ 

るから、 141 をし の い」 じ 、錫 K を 飛ばし、 上げら る 、に 打 


任せて おく、 中々 及び もない、 うらやましい Ho;^ や、 

齓 k 平 劍齓， 

是は 干將、 莫 邪が 劍 のこと を 云 ふ 故事な b  、訓解 

又は 箋注掌 故 等に く はし、 みるべし、 見 ざれば 詩 

の 心が 合點が 行かぬ、 


- 欲. 見 難、 通津 一 去 水 


想コ像 精- 

漫漫、  ： 

干 將奠邪 二 振の 靈劎 が、 この 延渾に しづんだ と いふ 

ことお やが、 今 その 劍の Igtw を、 見やう と 思へ ども." 

見る こと はならぬ、 この 律 水の 內へ 一度 さって より、 

劎は 見へ すた  >  水 のみ、 はてし もな くな がれて ゆく、 

{ 全ク 餘，， 千 載 凌 J 相 色； 長 與， 澄 潭： 白 

日 寒、 

むなしく 千載の、 のちの 世 にても 凌 霜の、 やうな 燒き 

ps^ の 色の みを餘 して、 長く この 澄みた  >  へ た、 潭 水と 

ともに、 この 水 に あって、 白：：： に 映 じて、 すさまじ 


淚 だ濕， 衣、 . 

夢 裏 分明 見，， 關 塞 ー不. 知 何 路 向，， 

金微； 

夫 を 思 ふに つけて、 夢裡 分明に たった今、 夫の 居る 關 

塞 を 見て、 夫に 逢た やうに 思 はる、 が、 女の 身 なれ 

ば、 行かう もな く、 みち も 知ら ぬ か、 不知 何路 どこ 

から 金微に 向いて 行. たぞ、 みち も 知らぬ に、 不思議な 

ことお や、 分明に 逢 ふた やうに あった、 


郡 中即事  羊士謌 

紅 衣落盡 暗香 殘、 葉 上 ノ秋光 白 

露 寒、 

資 州に、 奉行した ときの 作な 、紅 衣の 蓮の 花びらな 

どもお ちつく し、 花 はみ な 落 散し たれ ども まだ どこ 

ともなく、 香が のこって あ る、 秋の こと ゆ へ に、 木の 

葉の つゆ をお び、 すさまじく、 ものすごければ、 

越 女 4i 情 已 無 fe  、莫. 敎，， ， 長 袖 倚，， 


この 邊は、 越國の 美人が 多け れ ば、 この 花の 落た を、 

みせたら ば 秋 情 を ふくみ、 いろくの 愁ひ を、 思 ひ 出 


すで あらう ほどに、 かなら す 長袖の 美人 ども をい 欄干 

によせ て 見せるな、 


登樓 

槐 柳蕭踩 繞，， 郡 城； 夜 添，， 山 雨ハ 作，， 


唐詩 選 


七 言 絶句 


士  1 

秋の じぶん なれば、 槐柳 などの 葉 も 落ち、 蕭疎 ともの 

さびしく して 郡 城 を、 をし めぐって、 はえて あ る、 常 

でさ へ 水の 聲が 高い に、 雨が 降た ゆ へ 、ひと へ に聲も 

高く、 ものすごい、 

秋風 南陌 無， 車 馬； 獨 上，， 高 樓， 故 

國ぎ、 

秋の この じぶん、 たれ ぞ訪ふ もの あらば、 語て なぐさ 

まう が、 南陌 あたり も 車馬 な く、 さびしくて、 われ ひ 

111 五 五 
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匈奴の もの も、 をれ が 今度 戌，.^ に來 ると 云 ふこと も 

知るまい がさて く あの 人 は、 切々 來る 人お やと 思 

ふやう で、 どうやら をれ が 名 を、 しった そうにみ ゆる 

が、 中々 その 方ら が 知った 通.. ^、戌..^ にきた ことなれ 

ば、 たやすく 名 を 云 ひ、 心 やすくす る ことで はない ほ 

どに、 必す唐 ざ かいの 陰山 あたり へきて、 鵰を 射る に 

かこつけて、 都の 地へ.^ みこむならば、 征伐に ゆく と 

おどすな り、 胡 人が、 中國 へ ふみこ み、 鷹 をと り、 矢 

の 羽に する を、 射鵰と い ふ、 是 れ中國 を、 かろんす る 

なり、 

又 

朔雪 飄飄 開， 雇 門； 平 沙歷亂 捲，， 

蓬 根 一 

邊塞 なれば、 北方より 風雪 飄々 とふり きたる ゆ ゑ、 雁 

門の 陣屋の、 門 を ひら、 いて 見 れ ば、 平 々たる 沙漠 も、 

#」 亂と 風が 吹きみ だして、 蓬 根な ども ふき まかれて、 


枯れて み ゆる、 

功名 ^ 計，， 擒 生 數： 直 斬， 樓 蘭， 報，， 

國恩， 

とても この やうに、 寒い 處へ きて、 苦勞 する から は、 

大功 をた て  名 を 天下に 擧 たが よ い、 中に 生擒 にす 

る を、 功名の やうに 覺て、 それ の み にか、 つて 居る 

も、 はづ かしい こと ぢ や、 わ れは その やうな、 ことに 

はかま わ ぬ、 直に 樓蘭 王の 首 をき つ て、 一 國の御 恩 

を 報じ、 忠義 をた て やうと 存 する、 

秋閨思 

碧 窗斜月 靄 T 深 輝； 愁, 聽 寒 蟹き 

ス ヲ 

濕. 衣、 

女中の 居る、 もじば りの 窓 へな、 めに、 月が さしこん 

で、 おくぶかく きら/.^ とみ へ て、 ものさびしい をり 

ふし、 さむそう にきり < ^すが、 うる はしくな く をき 

けズ 、いと  >  さびしうな つ て、 夫の こと； W 思 ひ 出し、 


らの 風景 は、 山地 驛路 も、 i<i 纖と くもり、 今まで、 降た 

雨 も、 烟の やうに な つ て、 どこが どこ やら、 見 わかち 

もなら ぬ、 

路 C 嘉 陵， 頭 已 白" 蜀 門 西 更上ニ 

靑 天； 

どこまでも、 かやうな 處 を 通る ゆ へ髮 もしろ くなる 

ほど、 つかれた るが、 今 通る 嘉陵 は、 半分み ちで、 西の 

方蜀 門まで は、 なにほど ある やら、 しれぬ 遠い ことお 

や、 

漢苑行  張 仲 素 

0 雁 高 氧太 液 池、 新 花 低 發ス上 

林ノ 枝、 

* のこと ゆへ 雁な ども 高く、，^ 液 池よ、 り とびさつ て、 

北 へ か へる、 泰の最 中 なれ ば、 上 林苑の 花樹の 枝に 

も、 あらたに 花が さきつ れ て、 地へ つく ほどに、 み 

だれて、 見 ごとな こと ぢゃ、 

i 七 言 絶句  I 


年 光到處 皆堪. 賞、 春色 人間 總 

未. 知、 

この 春光の いたる 處、 賞す るに たへ、 おもしろい 風景 

おやが 、宮中の 春色 ゆ へ 、天 子 のみ 御覽 なされて、 人. 

間 外の もの は、 みる こと もなら ぬ、 又の 說に、 天子 を、 

はじめ、 人間す ベ て、 未知 この 花 を" たれ ひと b みる 

もの もない、 ヒ れは亂 後の 風景に も 通す るな り、 

塞 下 曲 

ビテ  ヲ. タ ビル チセ ィキゥ リ  一 I 

三 戌， 漁 陽， 再 度. 遼 、辭 弓 在. 臂 箭 

われ も 此の 漁 陽 あたり へ、三度ほども戍，.^にきたり、 

この 遼 東へ 、今度で 苒び戌 に きた る ， J  > -ぢ や、 邊塞 

へ 戌. CS にきて ゐれ ば、 .g: 弓を臂 にかけ、 箭を 腰に はさ 

みよこた へ て、 しばら く も、 身 を はなさす、 用 じん を 

する こと-^ や、 

タリ スル 一一 ラント  ヲ  3  ナ  -I  -I 

匈奴 似. 欲. 知， 名 姓； 休. 傍， _陰 更 

J  二  H=, 三 


000 七 言 絶句， 


三 五 二 


濕 ふて 見 ゆる、 

今夜 月明 人盡 望、 不. 知 秋 思 一 4,, 

力-一力， 

誰 家 1 . 

今】 仪は三 五の 月と て、 どこでも かしこで も、 のぞまぬ 

もの はない が、 此の 風景 を 感じ、 秋 を悲】 み 思 ふ は、 わ 

れ ばか じあら う、 , 


S 起 居， 


武元衡 


起居が、 高位に 役が へして、 故鄕 へ か へ る を 送る 

f、 

相 如擁； 傳 有，， 光 輝； 何事 闌干淚 

ス チ 

濕. 衣、 

いにしへ 司 馬 相 如が、 中郞 將に拜 せられた ときに、 御 

傳 馬で、 蜀 の故鄉 へ か へ ると て、 美し，、 花や か に、 か 

ざり たて いたと 云 が、 こ なた も 出 低して、 此度故 

鄕へか へらる、 ゆ ゑ、 相 如が 如 く處々 で、 傳馬 を擁 

し、 とりまわし、 光輝 ありて び じうして ゆかる 、ゆ 


ゑ、 喜ばしい ことなれ ど も、 われ はどうした ことか、 

闌 干と、 淚が ながれ、 かわく まも な く、 なごりが をし 

舊府東 山餘妓 在、 重 將ニ歌 舞， 送，， 

〃ヲ  ■  - 

君歸， . 

なに かなと おも ひ、 知らぬ 妓女 は、 初對而 で、 なぐさ 

みに もなる まい ゆへ、 こなに の舊 つとめられた、 役 K 

の 近處、 東 山 あたりの、 なじまれた、 餘 んの妓 女が あ 

る を よびよせ、 前の 如く 歌つ 舞つ、 ともん、 になぐ さ 

めて、 送， 君歸 一に、 

嘉陵驛 

此の 詩 は、 k5 へ 行く 道中、 嘉陵驛 での 作な.^、 

タル  ハイ ヌグル  チ  T: キ  モウ トメ 

悠悠 風 飾 遶，， 山川； 山 驛筌漆 雨 

面、 

悠々 ふ、 はてし もない、 S 巾 こ とに もち 行旆 など， JJO、 

風が 吹な びかし、 山川の 難處 をめ ぐり ゆく みちす が 


紫陌の 都の 町 も 今 は を ごり ものが 出來 て、 町中 を 毎 

日 每日大 せい 往來 をす る ことな れば、 麇を けたて 、 

面と 面 をす はら ふて 通 る、 都 中の ものが あそびに 

のみ か、 つてい る ゆ へ、 どれに 逢ても 花 をみ て かへ 

ると、 云 はぬ もの はない、 

玄都觀 裏 祧千樹 、盡是 劉郞去 

後 栽、 

老子を祭った、支都觀のぁた，.=^も、花がさきっれ桃も. 

4 ベ て 千 本 ほど も あ ら う？」 れは 手前 劉郞が 都に い 

たうち は、 なかった が、 他國 したの ちに う ゑた であら 

う、 む かし と は、 か わり はてた こ とかな、 言 は禺錫 

回， 京、 E 繁蒂盛 。於 昔時； 暫時 變 改 京師 事，， 豪奢；， 惡、 

蓋 譏 fes 時 多 態 1 也、 

凉州詞  張籍 

鳳 林 關裡水 東-流、 白 草 黃楡六 

十 秋、  

唐詩 選 七 言 絶. ¥1 


鳳林關 あた.^ は、 いつも 水 東に ながれて、 もとより 都 

の 地 なれ ども、 いつの ころよりか、 白 草 黄楡の 夷の 地 

になる こと 年久しく、 六十 年 ほど も 森 はれて いるが、 

邊將皆 承 一 主 i 澤 ¥1 人 豚 1€ 取，， 

どれ もみな 君の 御 恩 をう け てゐぬ もの はない が、 た 

れ でも 此の 地 をと. 0 もどそうと 云 もの 、ない は殘念 

な >  J とおや、 

十五夜 望月  王 建 

中庭 地 白ッ樹 棲； 氣冷 露 無； 聲 R 

4E  E、 

今夜 は 三 五の 夜と て、 中庭の 風景 まっしろ く- - て， 月 

もさ へ わた b  、庭樹 に 鴉な どが 宿して いるが、 宵のう 

ち は 月影に、 おどろいて さわいだ が、 夜 ふけに なった 

れば、 おちついて 樹の 中に すんで ゐる、 夜 ふけ ゆ。 へ か 

冷なる 露が おくと は 知れね ども、 聲 なくして、 桂 花が 

三 五 I 


唐詩 選 


七 言 絶句 


io 


與， 歌 者 何 戡， 

二十 餘 年別，， 帝京； 重 聞，， 天樂， 不 

レ勝 レ情、 

われ 帝京 を わかれて よ b 久しく 漂泊し、 邊 土に ゐて、 

今 都に 歸り、 ふた 、び 禁裡の iti 曰樂 をき く ゆ へ、 おも 

しろ かりそう な もの なれ ども、 二十 餘年 前の こと を 

思 ひ 出し、 却ても のかな しい、 

舊人唯 有，， 何 戡在； 更 與殷勤 唱，， 

胃 成、  . 

今 朝廷 をみ るに、 む か し 吾と もろともに 對 した 朋友 

は 一 人 もな く、 た 5. もと の ものと て は 何 戡の歌 者の 

みあって、 さらに 殷勸 にう ちか へしく、 先年 離別の 

じぶんうた ふた、 渭 城の 曲を唱 へて きかす るが、 是れ 

をき けばい よ- かなしみが しゃう する、 


浪 淘沙詞 

此の 詩 は 古樂府 にして 閨 中の 情 を 云 ふ、 


鸚鵡 洲頭 浪颭. 沙、 靑樓春 望 日 

-I ント 

將 レ斜、 

鸚鵡 洲 あたり、 浪に沙 がた  >  よはされ ている 景色 を、 

-靑樓 よ. 0 みていれば、 今日の 日 もはや 西に かたぶき、 

くれなん とする、 ながき 春の 日を每 日な がめ く. し 

てゐ る、 

銜. 泥 燕 子 爭歸. 舍、 獨自 狂夫不 

家、 

なせみ ている なれば、 わが 夫と は 他國に 出て、 歸 るべ 

き 日限 もす ぎぬ れば、 どうし た >  J とで あらう と あん 

じ、 向 ふ を みれば 燕 子が 泥 レ，」 ふくんで 、慕 方 かへ るべ 

き ときには か へる に、 狂 夫 は 妻 や 子どもの こと を 思 

はぬ そうな、 ふと  > きな 人で は ある、 

自，， 朗州， 至 1 京 ぼ-贈， 看. 花， 諸君 一 

紫 陌紅鏖 拂. 面 來、 無 _,人 不， 道，， 看 

チ ルト 

レ花 回： 


この 風け いの さびしい をり か ら、 どこで やら 蘆 管の 

曲 を 吹が きこ ゆる、 此 の 曲 をき いて は 此の あた，.^ へ 

征伐に きた もの は、 故 鄕を思 ひ 出す であらう、 われば 

か hs では あるまい、 

從： 氣 北证ス 

天 山 雪 後 海風 寒 、横笛 偏 吹ノ仃 

路難、  . 

天 山 あたり も 雪 後 なれば、 海風 さ むくして 、この あ；：！ 

を往來 する さ へ ものすご い に、 橫笛を 偏に どこで 

も かしこで も 吹く、 外の 曲ち あらう に、 旅人 を かなし 

まする 行路 難の 曲 を ふく、 

磧裏征 人 三十 萬、 一 時间. 首 月 

中 看、 

此の 沙磧 のうちに、 征伐 にきて いるもの も 三十 萬 ほ 

ど あらう が、 1 時に 首 をめ ぐらし ふ h^ む い て、 やれ 

^^此の やうな あはれ な 曲 は、 どこで 吹 こと ぞと、 月 

0^0  士 言 絶句  隱 


中に ふく 方 をみ てゐ る、 

楊柳 枝詞  劉禹錫 

唐の 世に出 來 た樂府 な .9、 柳の こと を 云 へ ば 楊 

柳 枝になる ゆ へ 、隋の 爆 帝の こと を か， 9 用 ゆ、 

爆 帝ぽ 宮 水， 濱、 數 株 ざ 柳 不 

. 勝. 春、 

むかし 揚 帝：？^ 河 を ひらか れ て、 を く 行幸な され 

た 宮殿な ども あり、 又 柳 や」 愛せられた ゆへ、 此の^ 河 一 

の濱， ^にう ゑた、 數 株の 楊柳 も、 春 は 芽 ざし 靑 やぎ、 j 

不勝赛 どこも かしこ も 春お や、 

晚來風 敝 7 花 如. 雪 ぼ 入 二宮 墻- 不 

.見. 人、 

日 くれ 方に 見れば、 風の お こる に 吹き ちらされて、 楊 

の 花 も 雪の 如く、 飛み だ れ て、 宮墻に 入れ ども、 たれ 

愛する もの もない、 むかし 爆 帝の 繁昌な ときと は、 格 

別な こと ぢ やと、 いにし へ を 懷ふ てな げくな，.^、 

.  三 四 九 


I  , 喪 選 七 害 絶句 

に、 爆 帝の 宮殿 は、 あとかたもなくな つた、 

行 人 莫； 上：， 長 堤； sS 風 起テ楊 花 黎 

ス ヲ 

殺人； 

この あたり を 通る もの、 必す この 長 堤に 上て、 のぞみ 

見たがる が、 かまへ て 見るな よ、 なせな れ ば、 長堤揚 

柳が 風に 吹とば されて，、 見る に 忍びぬ ほどに、 見るな 

とい ふが、 手前の 愁を ひろく 云 ふなり、 

聽ぎ 角 一 

邊霜 昨夜 堕， 鶴 楡； 吹 1 角 當 城 片 

ナリ 

月 孤、 

邊塞は早ゃ昨夜のころょ，^^霜が ふり、 關處の あたり 

もよ ほど 塞く、 もの すご •  く なった、 楡 は關處 などに、 

大分 植ゑ 置く 木なる ゆ へ、 闢楡と 云へば 關 處 のこと 

になる、 ことに 胡 の聲が 城に あたり、 曉の片 月の て 

らす じぶん、 もの かなしく きこえて、 いよくた へが 
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氣. 限" 塞 鴻 飛 ビ不. E ぎ 風 吹ナ 入， 小 

單于； 

鴻雁 などの 飛来る 時節 なれ ども、 よくく 此の 角聲 一 

が 悲しい やら、 此の方へ とび わたらぬ、 鳥 さ へきく に 

たへ がたいそう な、 もう 止む かと 思 ふに、 秋風 吹く に 

まかせて、 小 „4 于の曲 を 吹 出 し て 、聞に 忍びす、 かな 

しうな つた、 

夜 4, 受 降 城， 聞 .笛 

0 樂 峯 前 沙 似 jr 受 降 城外 月 

如 J 相" 

夜受降城にのぼ，9みれば、回樂5^-の近腐は、沙漠の上 

がまつ 白くて、 雪の やうに 見 ゆる、 手前の のぼった 受 

降 城 あた.^ は 霜の 降た 如く 白く 月が さ え て、 ものす 

ごい、 

不. 知 何處吹 i 管 二 夜 征人靈 

望. 鄕、 


孤 猿更叫 秋風 裏、 不，， 是愁 人， 亦 

そのうへ 秋風の 裏に 孤 猿が さけび、 ものがなしい、 こ 

れは旅宿ばか.^か と思 へ ば、 愁 へのない 人 も 哀情 を 

催す、 や われらが やうな もの は、 « だかな し い、 旅 

は 同じ ことなれば、 さ だ めて そこ もとな ども かなし 

からう と、 我が 思 ひ を 寄す るな り、 

寄，， 楊 侍 御，  包 何 

一 官 何ノ 幸 > 侍 .同. 時" 十 載 無 〔媒 0. 

見. 遣、 

われ も かやうな かろき 一 官 でも あれ、 どうした 仕 合 

で この やうに そ こもとな ど ゝ、 同時につ とめて いる 

ぞ、 是れ 幸な ことなれ ども、 そこ もとはつ か/ \ 'と 立 

身せられ たれ ども、 われ は不仕 合せで、 いつも 同じ 役 

でい る、 たれ 媒と な，. y て す 、め あげて くれる もの も 

なく、 ひとりの こされ ものに なって ゐる、 

ilTi 七 言 絶句 


今日 莫 ji 腰 下 組、 請 君 看取 鬓 

邊 ノ絲、 

今にな つて は、 役の 高い の 低 い とい ふやうな こと は 

いふて くれら る な、 もラ その だんで はない、 髿邊ぃ 

と をみ だした 如く、 しらがに なつ たれば、 官 にす、 ん 

でも 役に た ぬ、 看 取 と は みてくれら れいと いふ ほ 

どの ことで、 取 はっけ 字 な..^、 腰 下の 組と いふ は、 官 

人の 腰の 飾の 糸、 官の 高下に よ h- 色 品に かわ. ある 

なり、 

^^河曲  李 益 

^河と いふ は C 國の 歌の 曲な.^、 隋の煬 帝の 整 

-.^ し 河な り、 

^ 水 東" 流， 無 一 限， 春、 隋 家ぎ 闕 已 

成. 塵、 

むかし 爆 帝の、 此の 河 を さく  通されて よ，.^ この か 

た、 くる 春 も/^ も、 か ぎりな く かわる こと もない 

111 一四 七  m 


唐 詩選 


七 言 絶句 


昔し 漢の武 帝の 壇 を 築て 天の 神靈を 祭た 如 く、 玄宗 

にも 祠られ 、その じぶんに は 玄宗の 幸な されて、 新豊 

宫の あた b 樹の陰 林の 邊 に は、 官人 どもが 警 固し 繞 

て、 花やかな ことで ありし が、 

那知 今夜 長生 殿、 獨 閉，， 空 山 月 

影が； 

那んぞ 知らん 思 もよ ら や、 今夜 此の 長生 殿の やうす 

を みれば、 古と はちが ひ、 閉ぢ ふさいで、 たれ 往來す 

る もの もな く、 月 をみ る もの もな く、 ものさびしい こ 

とかな と、 古 をかん じていた むな， 9、 

湖 中 

靑艸湖 邊日色 低、 黃茅 瘴裡鹧 

鴣啼、 

靑草 湖の あたり、 日 も かたむき、 暮 合に 黄 茅の 中な ど 

に は、 都に みなれぬ 鳥がない てゐ る、 此 やうな 處へ來 

やうと は 思 ひも よらぬ に、 もの すごい 處に 來てゐ る 

ことかな、 


三 四 六 

丈夫 飄蕩 今.^.^、 一 =i 長歌 楚 

水ノ 西、 

吾 もな に をが な 功 を 立て、 高 位 にも 上らう と 志した 

る 丈夫 なれ ども、 か や うにお ちぶれ てな くさむ 方 も 

なければ、 此の 詩 を 一 曲 作り、 楚 水の 西に うた ふて、 

吾が 心の 愁を はらす のみお や、 蒼 梧の 南、 毎歲^ 風瘙 

氣と いふて、 惡熱氣 があって、 炎 を なすこと で、 夏 は 

靑草瘙 とい ひ、 秋 は芽瘴 とい ふ、 

夜 發>- 江 一 寄 ¥ 穎 川 劉 侍 郞- 

, . 戴叔倫 

半 夜 艮舟， 入，， 楚 鄕 一月 ゼ 水 共 

蒼 蒼 

半夜 舟 をう か ベ て、 楚鄕の 方へ まが，. >  こせば、 そら も 

晴れ わた b  、月 もさへ、 山が 水底に うつ 、 て、 ともに 

蒼々 と 見 ゆる、  • 


月 落 _ 烏 啼 霜 満. 天、 江 楓 漁火 對，， 

旅 泊の ことなれば、 通宵寐 や、 曉か と 驚た 體を云 ふ、 

山に 入， 9 か  る 月 かげが 淼 へさし こんだ ゆ へ、 驚て 

烏が 啼を 聞て、 これ は 夜が 明た そうな と 思て、 舟から 

かほ を 出して みれば、 月 も 入り、 空 も きらめ い て、 川 

ばた の楓の 間から、 漁火の すな どり する 火が、 愁 眠の 

1 とねい りして、 さつば とさめ ぬ 目に うち 對 して 

み ゆる、 さて は 夜が 深い、 促し 夜が あけた のかと 疑て 

きけば、 

姑 蘇 城外ぶ.^ - 山寺、 夜半 ノ鐘聲 到，， 

客船：  . 

姑 蘇 城外の 山寺の 夜半の 鐘の 聲 が、 手前の 乘てゐ る 

船 on こ ゆるから、 夜が あけぬ をん t9、  , 


. し. 角 思. 歸  顧 況 

故 園 黄葉 満，， 靑 苔 夢 後 城頭曉 


角哀、  . 

ころし も 秋 ゆ ゑ、 木の葉 も 黄ばみ 落て、 庭の 靑苔 みち 

-,. ^たで あらう、 たれ 掃除す る もの もなければ、 さ だ 

め て 荒 は て た であらう と愁 へ 思 ふ 、寐ざ め に きけば、 

曉 がた 胡 角の 舞が ものがなし くきこえ て、 旅の 愁を 

引 を こす- 

此ノ夜 斷腸人 不. 見、 起 行殘 月影 

徘徊、 

此の 曲 を 聞て、 かなし さケ 1 ^ れ とかたら ふ もの もな 

く、 愁 ふかう して 寐も やられす、 あちこち あるいて み 

ゆば、 どこ へ も かしこへ も、 月が うつ  >  てみ ゆる ゆ 

ゑ、 いよく 愁 がます ことで ある、 


支宗の 離宮の あった 處 なり、 

武 帝 祈」 靈 太 乙 壇、 新 豐 樹 色 繞ニ 

千 官； 


席 詩 S 


七 言^ 句 


三 四 A 


0 詩 選 七 言 絶句 

とが、 說苑 にある ゆへ、 奉行の ことにと り 合せて 云 ふ 

なり、 

宿，， 石邑， 山中， 

浮 雲ボ T 共 1 此" 一 山 靄 蒼 蒼" 望 

幾 迷、 

此の is? したる 山 は、 たかき ゆ へ に 、浮-富 もやう やく 半 

腹 を 廻. 0 て、 山と 不齊、 山 も >  J んも b として 茂 て あれ 

ば、 どこが どこと もし れ す、 方角の わかち もな く、 望 

轉た迷 ふ、 

曉月暫 ク飛千 樹ノ 蓑、 秋 河 隔 在 「數 

峯虹； 

ぁ^^ぁけの月のすこし今までみぇ たと思ふた に、 早 

や 飛んで 千樹 のうちに かくれて み へす、 秋の そらの 

漢河 は、 此の方と は 隔て、 草木の しげった 數峯の 西の 

方に あれば、 どれが どれ やら 見 分ち もない 廣ぃ 山で 

ある、 


.  三 四 四 

送，， 劉 侍 郞ー  李 端 

宣 城の 舉 行であった ものと 見 ゆる、 

クカ クル  ダバ I ル ニチッ 

幾人 同 入 謝 宣 城、 未 卵 恩 隔：. 

死生； 

謝眺が 如く、 そこ もと も官に ついて ござる うち は、 幾 

人か大 せい 入 こんで、 恩 をう けたが、 官を すて たれば、 

人 もみす て、、 受た恩 を も 報せ す、 死 をへ だてた やう 

にみ まひに くる もの もない、 

唯 有；， 夜 氣知； 客 恨？ 嚜 陽 溪路第 


此の うらみ を • たれに かたる もの もない、 人 はみ すて 

、來る もの もない が、 此 人の う ら みある こと を 知て 

鳴く もの は 猿ば かりおや、 是れ をき かれたならば、 さ 

ぞ かなし からう、 

楓橋 夜泊  張繼 


其 中： 

そこ もとの ゆかる、 方 は、 山つ  >  き で 黛の 如く 靑く 

にゥ チウ 

しげ b み ゆるが、 さだめて あの 客 路をゅ か れる であ 

らうと、 いた はしく うれ へ おも ふとな hv、 

. 慕 食  § 維 

冬至ょり百五日めな^-ニ月にぁ，.^、 

春 城 無 一， ^,.0 食 東風 御 

柳 斜ナ" 

* の 寒 食の じぶんに は、 都の あ た. >  どこも かも 花の 

とびちらぬ ところ もな い、 此御 築地の 廻りの 柳な ど 

も、 東風に 吹轉 せられて、 斜めに たれて ある、 

日暮漢 ^£傳：_蠟 燭ー靑 烟ハ散 ズ，， 五 

侯ノ 家；  , 

塞 食 の 日 慕に は、 あらたに きり.， K をして、 そ れを 蠟燭 

に點 して、 一お 下 どもに 下さる 、を、 人々 受傳 へて、 先 

0 詩 i  ？ iji. 句 


最初に 靑烟 の烟， 0 のこい 處を、 一 番 がけに 持て ゆく 

處が、 天子の 御 一 門の 五 侯 七 貴の 門に 行く ことお や、 

ル ノ タル テ カク  -1 

送， 客 知， 鄂 州， 

知 はっか さどる とよ ませて、 奉行の ことになる、 

これ は 韓翊に 客た る 人な らん、 

江 nf 千 家 帶， 楚 雲 一江 花 亂點雪 

今 わかる、 處の江 口 は、 家の 千 軒 も ある 處で、 楚邊の 

空と も 入 交 hN て い る、 川端の 花 も 風に 吹きとば され 

て、 雪と 共に 紛々 と甄れ て、 おもしろい 風景お や、 

春風 落日 誰 相 見、 靑 翰 舟 中 有，， 

鄂君； 

寒風 落日の じぶん、 そこ も との うけとりの 方へ 行か 

れた りと も、 此の 風景 を と もに 見る もの も あるまい 

なれば、 ひとり 觅て いらる であらう、 痛 はしい こと 

おや、 鄂 君は楚 王の ゆ 弟子 晳、 靑 翰の 舟に 乘じ たこ 

三 四 三 


0  00 


七 言 絕句 


三 四 二 


南北 相 過殊不 JT 暮潮歸 去 早 

潮來、 

したが、 又 逢 ふこと も 心 易い、 なせ なれば 、慕の 潮の 

じぶん 歸て、 朝潮のと きに ござらる、 ほどに、 いつ 逢 

う と も 自由 ぢゃ、 さの み うれ ひらる なと、 なぐさめ 

ていふ、 


i 十 六 還， 一 蘇 州， 

皇甫冉 

秋 夜 沈沈此 送. 君，、 陰蟲切 吼ゾ不 

クニ 

. 堪. 聞、 

秋の 夜 沈々 とふけ ゆき、 もの さ びし いじ ぶん そこ も 

と を 送る、 わかれと いふ もの はたい さへ かなしい に、 

陰蟲 切々 としき， に 鳴いて、 いよく もの かなしい、 

閡に たへ がたい、 

歸舟 明日 毘 陵ノ 道、 间. 首，^ 姑 蘇 是 


白雲、 

明日は歸るとて、舟にの，^^、ffi陵のみちをはるかに行 

かれな ば、 こ ひしう 思 ふて、 首 を囘 してみ て も、 あと 

かげ もみえ す、 た  > 姑 蘇 山の あた h- に、 白雲の み渺々 

として、 吾が うれ ひ をます であらう と、 明朝 わかる 

ときの こと を 思 ひやるな， 9、 


. 曾 山 送. 別 

凄 凄 遊子 苦 一， i?t 明月 淸搏祇 

ク ウス 

暫同、 

凄々 は をち ぶれた こと、 そこ もとの 旅立の やうす を 

みるに、 凄々 とみす ぼらし く、 遊子の ことな れ ば、 55 

もさた めす、 飄蓬 とよ もぎのと ぶ 如く、 あなた こなた 

を 遊行 せらる、、 こ の たび も 曾 山の 方へ ゆかる、 ゆ 

へ 、今 1^ 月の 夜す がら、 洒 も，. を すれ ども、 こ /- とても 

しばらく のこと ぢゃ、 

藤 千 山 一如； き 色 ¥ ^君， 客 路 あ；， 


このところ は帝舜 の后娥 皇女 英の 身の 沈め た る處な I 

れば、 その 神靈 二十 五紘の 琴ケ」 、夜 月に It して あらう 一 

ならば、 その 御 うらみに た へす して、 却て あとす さり 

に 飛で あらう、 

登樓 寄， 主 卿， 韋應物 

邵主も 繁昌な 地へ やられす、 この やうな さびし 

ぃ處 へやら る X- ゆ ゑ、 も の かなしい とい ふ を 含 

一 む、 

i ヲ  デ  ヲ ウラム ラクハ  ル r ヲ カラ 

踏. 閣攀. 林 恨 不. 同、 楚雲搶 海 

思 無. 窮、 

韋應 物が 郡の 奉行で 居て、 樓に のぼって 作るな， 9、 

一 林 中より すいと 出て ある 閣 ゆへ、 かう いふな， CN  、高き 

一 坐し きょり 見れば、 林 は 目の 下にみ えて、 攀上 たやう 

にみ える 高い 樓閣ぢ や、 そこ もと  >  ー處に 上たら ば 

一 おもしろから うが、 もろともに あそぶ MJ*^ ならぬ は 

一 殘念ぢ や、 そこ もとは 楚 雲の 方に いらる、 が、 われ は 

一 搶海 にいて、 相へ だ、 つて ー處 にいる こと もなら ね 

  ：  ：:  .,; や；.；：：. ：：  


ば、 さま のこと をお も ひだす、 

數家^§:£秋山>.、ー 郡ぼ榛 寒 

雨中、 

登て みれば、 どこも かしこ も 砧の音 がする が、 秋 山の 

下にき こえても の 悲 い、 1 郡 は ひとむらの 在鄕 をい 

ふ、 荆榛 のむ ちゃくち やと はえて、 役に も 化、 ぬむ ぐ 

ら 中に あるが、 雨中に もの 寂しう み へ る、 そこ もと、 

1 處にゐ たらば かう は あるまい に、 

酬. 柳 郞中春 日歸， 楊 州， 南國 

ル、 ノ レヲ 二 

見. 別 之. 作. 

一 

廣 陵 三 月 花 正 開、 花 裏 逢. 君 醉「 

揚州の廣陵ぁた^^も、ま三月ゅへ、花の最中でぁる、此 

じぶん 外で も あるが、 花の 襄で そこ もとに 逢て、 酒 も 

b をして たのしむ が、 早 や 追 付 わかれねば ならぬ、 

三 四 一 « 


唐詩 選 


七 言 絶句 


三 四 〇 


オ.^ れも かと 思へば、 と めぬ そうで、 結句 此の 人が 

馬に の b 草： t ^わけて 行かる れ ば、 あとから 靑々 と 生 

じて 、おくる やうに 思 はる /-、 さて/.,^ 是非 もない こ 

と；^ や、 


春 行 寄 k ノ、 ( . 李 華 

宜陽 城下 草萋 i  、澗水 東流復 

フ 二 

向. 西、 

この 河南 府 にある、 宜 陽 城 もむ かし は 繁昌な ことで 

あつたが、 今 はたれ も往來 する もの もな く、 掃除す る 

もの もなければ、 草の み 生へ しげ， 0 て、 荒れ はて、 む 

かしと はか わ. 9 ゆき、 た  >  かわらぬ ものと て は、 潤 水 

の 東に ながれて、 又 西へ 流れ ゆく のみお や、 

芳 樹 無乂 花 自 落、 春 山 一 路鳥 

ク  ゥ 

空啼、 

昔 は 大勢 どよめき、 花見な ど をした が、 今 はたれ も 見 

る もの もなければ、 た  >  空く 自然にお つるに まかせ 


て 置く、  S 陽 城の 道ば たで は、 * 山に さびしげ に、 鳥 

のない てゐ るの み、 たれ 愛する もの もない、 むかしと 

は 格別な 體 をい ふなり、 


セン 


錢起 

此說は 瀟湘で 作る 心な，^、 又 此方に ての 作に し 

て みるべし i いふ 說ぁ， o、 そ の とき は點 もちが 

ふなり、 

く ヨリ  プ トウ カン-一  ル  t ドリ 二  ナリ 

湘 何事 等 間间、 水 碧 沙明兩 

岸 苔、 

雁が瀟湘ぁた..^に來て居るが、何 ご とぞ どうした こ 

とで 心 をと めす、 等閑に か へる こと ぞ、 潇湘の 風景 

は、 水 砦り に沙 明かに おもしろ ぃ最ぢ やに、 なせす て 


や 


とぞ、 


二十 五絃 彈，， 夜 月； 不. 勝，， 淸怨， 却 

飛來、 

琴の 曲に、 歸雁 操と いふが ある ゆへ、 と b 合せて いふ 


て、 ものすごく 見 ゆる、 


更 催，， 飛 將， 追，， 驕 虜 遣，， 沙 場 匹 


チノ 


この 時分 胡の もの どもが いりこむ ゆへ 飛將 軍な ど、 

いふ 大將を 催しつ か は し て、 都 を 何とも 思 はす 責る 

驕虜の ゑび す を 追 は ら ひ、 大將の 下知 を 下す ことお 

や、 


ガ へ ンセ ラル， 


重 送 郞 中 ^一吉 州， 

猿 啼キ客 散ス 暮江ノ 頭、 人 自 ^s..;- 水ハ 

自流、 

さて 其 もと を 送る とき は、 日 くれがた ゆ へ 、猿 もな き 

おく， o、 見送 b に 來た客 もちり くに、 此の 江 頭 を わ 

かるれば、 行く もの もお くる もの も、 こゝろ をいた ま 

しめ、 わかれ を かなしむ に、 此の 江 水 は 何 ご、 ろな く 

ながれて いる、 


七 盲 絶句 


同 作， 逐臣， 君更 遠、 靑山萬 里 一 

孤舟、 

我れ も そなた も、 同 じ く 都 を 追 ひし， 9 ぞ けられた 逐 

臣 なれ ども、 その 中で も そこ もと は まだ 遠國 へな が 

されて、 靑山萬 里の あなた へ 、孤舟 をう か ベ て 行かる 

、は、 いたまし いこと ぢゃ、 

送，， 李 判 官 お，， 潤 州 行 tS, 

萬 里 辭. 家 4 鼓 ぎ 金陵驛 1§ 楚 

雲ば、 

今 ま そこ もとは 家を辭 して、 萬 里の あなた へ 鼓鼙の 

軍事 を こと して、 金 陵の 傳馬を 通り 、楚國 の 西 潤 州 

の 方へ 行かる， 1、 

江 春 不，， 肯 留，， 行 客； 艸 色 靑 靑 送，， 

馬 蹄； 

我がと/' めぬ まへから 川ば たの 春色が もしも t> め 

三 111 九 


唐詩 選 


七 f;:: 絶句 


三 三 八 


こと ぢゃ、 かやう にれ き/^ と あそぶ ゆ ゑ- 

チキ  スべテ  レキモ  フク 

一 擲 千金 渾是膽 、家 無，， 四擘不 

レ知. 貧、 

を ごり をき わめ、 博爽 など をして、 一 擲に 千金 をも棄 

れ ども、 總 身が 膽で ふとい ゆ へ に、 何とも 思 はすに 居 

る 、如, 此の 中 貴人と 肩 をなら ベ て、 侈り をき わむ る 

ゆ へ に、 我がい る處に は、 四方の in 障子 もない やうな 

れ ども、 その 貧に も. かま は ぬ やうな うはき ものが 多 


江 南 行 

婦人の 情 をい ふ 


張 P 


茨 據葉爛 別. 西灣； 蓮 子 花開猶 

未レ 還、 

茨菰は 水草 な ，.^、去年吾が夫に茨菰の葉の爛る 、秋 

の 末 此の 西灣 で、 わかれ： たが、 早 や 一 年 も たち、 蓮の 

花の 最中に なつ たれ ども、. まだ か へらぬ、 


妾 夢 不」 

凰 山， 


6 上 水 X 傅 郞 在 鳳 I 


妾が 心 夢にもう つ 、 に も、 去年 わかれた 江上の 

水 を はなれす、 わかれた 時分の 心 もちで、 いつも あり 

と 見る やうに 思で い る、 このごろ 人の いふ をき 

けば、 吾が 夫 は 鳳凰 山 あた に、 鳳凰の 雌雄の 中の よ 

い 如く ほかに むつまじい 近付 を も ち て、 この 方 をば 

わすれて 居らる 、 と いふが、 もし さう した MJ な ら ば 

うらめしい、 何とも ふと  >  きな、 聞 へ ぬ人ぢ やと 云 ひ 

すて 置て 面白い、 鳳 匦山を 山の 名と みる はわる い、 


ゲン 


軍 城 早 秋  嚴武 

昨夜 秋風 入： 漢 關 一朔 雲 邊 月 满； 

昨夜の ころから、 秋風の 吹 来り、 IS 腿， のたり もさむ く 

な，.^、 征伐の 時節に を もむ き、 ことに 朔富も そらにた 

なびき、 邊 塞の 月 もす みゎ た て、 西 山に みち < 


は 知らす、 どこへ 行て 酒 をのみ、 且つ わかれの をし 

たもので あらう ぞ、 

今 日 暫ク 同，， 芳 菊畲； 明 朝 象 作.：， 斷 

m 飛： 

明日 は 早 やわ かる 、ぢゃ が、 今 曰 しばらくの 間 この 

菊の 酒 をと もに のみた の し み、 明日 は 互に 斷 蓬の 如 

く、 ち hN/^ にわかれ ねばならぬ、 ひとり ある 故人 t 

わかる 、 と 思へば、 別してな ご b- をし い、 

洛陽ヾ 各舍ぼ 1 祖咏， §严妥 

S が 希 寂， 

綿綿 漏 鼓洛陽 城、 客 舍平居 絕，， 

プゥ ゲ イチ 

送迎； 

綿々 は 不絕貌 、早朝よ. - 述り績 いて 打つ ときの 大鼓 

の聲を 聞て、 洛陽 城の 客舍 にいれば、 ものさびし くた 

れ あって 來て訪 ふこと もなければ、 送迎 も いらす、 心 

ぼ そく 思て いる 處ぢ や、 


逢. 君 買. 酒 因 成. 醉、 醉 後焉知 世. 

上 情、 

そこ もとに あ ふた ゆへ、 何が なと 思 ひ、 置 酒して す、 

むる によって、 われ 酒 をのんで なぐさむ、 酒に 醉た內 

は 世上の こと を わすれて 居 る が、 醒 たのち はなん と 

あらう、 

少年 行  吳象之 

承. 恩 借 獵小平 津、 き  1 氣， 常 遊 中 

貴人、 

小 平 滓 は、 公孫 弘が 知行 處な. 、宰相の 知行 處 のこと 

にか. 用るな. 9、 都の 少年の 馬鹿 ど も が、 御上の 御 

意 を受 て、 手前の 狩 場で も ある MJ か、 宰相の 知行 處を 

借. 0 て 慰み に獵 をし て あそぶ、 使氣と い ふ は、 漢書 に 

ある 通り、 酒で もの み氣 一 杯に わが ま、 に氣 象な こ 

と を 云、 吾が 氣 一 ぱいに わが ま、 にして、 賤 いものと 

は あそばぬ、 御近處 むきの 御 扈從 など、、 念 にす る 


唐詩 選 


七 言 絶句 


三 三 七 


唐詩 選 


セ言 絶句 


三 三 六 


長 路關山 何日 盡、 满 堂 絲竹爲 

き、 

そこ もとの ゆかる、 さ. き は 長 路の長 道 中で、 ことに 

難處を 通る こと ゆへ、 いつ 先の 盡 とい ふこと もな く、 

毎日^,^ 行かる、 であらう と 思 へ ば、 何 をが な錢別 

に is ひ、 この 坐し きで うち はやし をしても、 おもし 

ろから す、 そこ もとの ゆかる、 先 を 想像て みれば、 滿 

堂 絲竹爲 君愁、 

レゥシ ゥシ—  ク ハン 

凉州詞  王之渙 

黃河氣 上白 氣間タ 一 片， 孤城 萬 

仞<  • 

黄河の 方よ.^、 遠く 河 上への ぼ，.^ ゆけば、 雲間に も 上 

る やうに 思 はる 、、かやうな 處へ ゆく も、 城數 でも あ 

る處 なれば たのしみ も あ れ ども、 た  >  1 片の はなれ 

城が 萬の 山の 上に あるの み で、 これ を 目 あてに ゆく 

こと ぢゃ、 


羌笛 何、 須. 怨，， 楊 柳； 春 光 不 玉 

1 蜀、 

p. 

た  > 胡の ものが、 笛 中で 折 楊柳の 曲な ど を 吹く が、 離 

別の 感を おこして 惡 いとて きらへ ども、 笛に なにも 

うらみ もない、 なに ゆへ なれば 玉 顧よ. この 方へ は、 

* 光 も わたらぬな れ ば、 いつも 春と も 秋と も 知ぬ か 

ら、 楊柳な どの こと はしらぬ ゆ へ 、うらみ もない とい 

ふが、 至極 うらみが ふかい、 春の わたらぬ 處へ來 て 居 

れば、 旅の 情 を 感じ、 心 ぼ そい 情が ある、 

• 九日 送別 

薊 酵 蕭 故 人 称、 何 ノ氣登 1 高- _0f 

ン チ 

送 .歸、 

我が 今 居る 薊 庭 は、 蕭瑟 とさび しうて、 我が 知 昔と い 

ふ はない、 やうく そこ 元 一 人 あれ ども、 追 付 わかれ 

る、 今 H 幸に 九日 登高の 節 なれば、 どうぞ 高き にの ぼ 

-.9 餞別 をし やうと s へ ども、；^ のこと なれば やうす 


霑. 裳、 

古人 九日 陶淵 明が 處へ、 白衣の 人が 酒 を 送った とい 

ふ 如く、 吾が 方へ も 貰 ふたれ ども、 何 を 云 て も、 三年 

楚國に 旅客と なって いれば、 裳 をうる ほして、 淚 のか 

わく まもない、 


題，， 長 安 主人 壁 一 


胃 

言 


この 詩 は、 張 謂が、 及第に 試ら る、 た め に、 都に 

居た とき、 親い 旅客の 主人 も、 及第に す、 まぬ 前 

に は 君に 用いら る 、で あらう と 思 ふて 敬 ひ、 そ 

のじ ぶん は、 金銀 を 持 行た ゆ へ、 と. 9 持た が、 落 

第の段に成たれば、かまゎぬゅへ、人の交.^とぃ 

ふ もの は、 水く さい も の と、 憤りて、 この 詩 を 壁 

に貼し置しな，.^、 

世 人 歡. 交 ノ£黃 金 一黄 金 K^; ち 交 „^ 

不. 深、 

總 じて、 世人の 交りと いふ もの は、 黄 余； でも 澤山 にと 


... 'あっか ふ內 は、 深く 交り を すれ ども、 貧になる とか 

ま はす、 まじ は h, 'もうす くなる、 

タ ト t センタ クメ  ク ヒス ly  -1 レ  タル 

縱令 然諾 暫相 許、 終 是 悠 悠 行 

路ノ 心、 

たと ひ 然諾と、 相 見れば、 相 ゆるす ゆ ゑ、 たのもしう 

思 ふても、 つ ひ 金銀で もな く な b  、貧になる と、 今 ま 

で 懇意に した ものが、 悠々 と、 はても ない みち 通りの 

如く、 見ぬ 顏 をして いる やうになる、 さて^ 人と 云 

ふ もの は、 實 のない ものお や、 


スル HV 


000 


七 言 ®? 


送，， 入 使， 河 源， 

黃河の河上へ使にゅくな..^^ 

故人 行 役 向， 邊 州： 匹 馬 今朝 不，， 

クモ  ラ 

少 留： 

そこもとは今御上からの使と なh^、邊州河源の方へ 

ゆかる、 が、 大勢 供 まわ.^ を つれる でもな く、 御用の 

こと ゆへ 匹 馬に 乘 てとりい そいで ゆかる /-、 

三 三 五 


唐詩 選 七 言 絶句 

てし もない こと ぢゃ、 

日暮 孤舟 何 ぼ 泊、 天 涯 一 望斷： 

テ 

人 腸： 

この 處へ、 舟 をの b 出して、 今夜 は どこ を 便， 0 に、 舟 

を 泊す るで あらう と、 天涯 ま で も、 見 望で、 便り もな 

く、 唯渺々 として、 腸 をた つ 如くに 思 ひ、 愁 へらる、 

であらう、 

ス カン ハウ 二  リキ 

寄ニ韓 鵬，  李 頗 

爲. 政 心 間物自 間、 朝 看 飛鳥 暮 

飛 還、 

河 中に 奉行 をして 居らる 、 が、 政 をす るに いそがわ 

しからす、 何にも かまわす 無爲 にして 治めら る 、ゆ 

へ、 萬 物 も從容 自適し て、 問に して ある、 一 日 何 をす 

る こと もなければ、 朝々 飛行く 鳥が、 くれ 方に ね ぐら 

を 尋て飛 か へ る を、 慰に みていら る /-、 

寄 .書 河 上 神明 宰、 羡ム氣 城 軋 ^ 


•  三 三 四 

^ 1」 

われ はこの やうな 人 を 愛する ゆ ゑ に、 今 手前が 書 を 

寄す る 、河 上に 奉行 を つとめて ござる、 そこ もとな ど 

は、 人世に 異なる 神明の 德 ある 奉行 おや、 羡し いそこ 

もとの ござる 近處に は、 姑射 山と いふ 仙 居に 對 して 

居る ゆ へ 、姑射の 神人の 如 く、 無爲 自然に 治む る、 神 

德の ある こと を、 うらやむ である、 

九日  崔國輔 一 

江邊楓 落ぎ 花黃、 少長 登； 高 一 

望. 鄕、 

もはや 秋の すゑ ゆへ 川ば たの 楓の葉 もお ちつく し 一 

て、 菊花 もさ かりに 黄ばんだ、 九 c: に は 登高の 佳節と 一 

て、 老少 も、 ともに みな 高に の ぼって たのしむ が、 そ 

の 中に 吾が 如き 旅客 は 、 た  >專 ら故鄕 の 方 を 見 望で 

いる、 

タウ 力  li?  スト チ  -1 

九日 陶家 雖 JS5 二 年 楚客已 


くが、 だんく 吹つ のって、 落 梅の 曲に いたる、 

借問 梅花 1^ 處落、 風 吹 一 夜 満，， 

二 

關山； 

借問し、 うけたまわ. りたい もの ぢゃ、 今 は 落 梅の ない 

時分 じ やに、 いづれ のと ころ ぞ、 どこ へ おちて あの 曲 

を 吹く こと ぞ、 風に 吹 ちらされて、 夜もすがら 關 山の 

中に みちて、 たれ 聞かぬ もの は な い、 この 曲 を 聞て 

は、 この 處へ 征伐に きている もの は、 故 鄕の思 ひ を 引 

おこして、 かなし からう、 みな 春の けしき ぢゃ、 

ル トウ  -I 

tl^  ニ董 ナ I 

十 fflf 黃 雲 白 曰 曛、 北 風 吹. 雁 雪 

紛紛、 

鼻の さきに 見 わたす 處 を 十 里と 云 ふ、 この あた を 

見 わたせば、 空もう す 曇て、 雪 を 催 ふ す 、白日の 夕暮 

なれば、 北風な ども 吹來 て、 雁 を も 南に吹送，..^、はた 

して 雪 紛紛と 降て、 ものすごい 時せ つ、 そこ もとは 旅 

^ 選 七 言 絶句 


へ ゆ^る、 

莫. 愁前路 無，， 知 己； 天下 誰 人不， 

ラ  ヲ 

莫愁 なぐさむ る辭 なり、 そこ もとは、 手前が やうな 親 

しい 友達に わか るれば、 前路で 知己な ものが ある ま 

いと、 氣の 毒に 思し 召すな、 そこ もとは 器量す ぐれた 

人な れば、 ゆ くさきで 重 じ、 君 を 待 受る であら う 程 

に、 愁 すに 氣象 にして ゆかれい、 

送， ，，杜 十 四 之，， 江 南， 

孟 浩然 

荊 吳相接 水爲. 鄕、 君 去 春 江 正 

へゥ バウ 

淼茫、 

楚と吳 と 相 接し 交て、 ど こ からど こまで もみな 水の 

上 をす みかと する やうな 處ぢ や、 君 去り ゆかれた な 

らば、 見ら る 、であらう、 泰 になれば、 水 もまし、 水 は 

. ^も 不知 どこから どこまでも、 茫々 とかぎ. 9 なく、 は 


唐詩 選 


七 言 絶句 


三 三 二 


靑 海 只 今 將 .飮. 馬、 黃 河 不. 用 更 

ク r テヲ 

防. 秋、 

靑海 あた.. >  へ 行て、 馬に 水 か はふと しても、 胡の もの 

が、 かまわぬ 太平の 御 世 なれ ば 、黄河 あた b 秋 を 防 

で、 中國へ 胡が 入らねば する こと もない、 すれば 功 を 

立る こと もなら ぬ、 殘念 である、 防. 秋と い ふ は、 胡 

が 中 國へ入 こむ 時節 ゆ へ、 關所 をた て、 防ぐ ことな 


ヂ 3 


除夜 作 

リ 3 ク ハン ノ 

旅館 寒燈 

セィ ゼン 

凄然、 


不 fe  、客 心 何事 


寒燈は ほそい 灯 を い ふ、 今夜 は 除夜 なれば、 故鄕で 

は、 夜中 灯 を 多く 灯 をと もして たのしめ ども、 旅の 除 

夜 なれば、 灯 を ほそ としてい る ゆ へ 、何が と 思が 

生じて、 寐られ ぬ、 此 れ も 旅客の 身 ゆ へで あらう が、 

客 心 どうした ことで、 この やう に、 轔凄 然と、 もの あ 


われに、 さびしく ている こと ぞ、 吾 が 身ながら も、 さ 

とられぬ、 

故鄕 今夜 思，， 千 里； 霜鬓 明朝 又 

1 年、 

今夜 は、 除 1^ と て、 人 はみ なにぎ やかに たのしめ ど 

も、 吾れ はこの やうに、 千里の 故鄕 のこ と を、 思 ひ 出 

して かなしむ、 今夜 明けたら ば、 又 一 年、 明朝 は 年 を 

かさねて、 あたま も だ ん く、 霜眞 にな 、旅にば か 

,9 いて 、故鄕 へ はいつ かへ る そと 思へ ば、 いよく 凄 

然と ものうい こと、 

-I メ. ク クチ  チ 

塞 上 聞. 吹. 笛 

雪 淨胡天 牧 還、 月 明 羌笛戍 

n ウノ  ^ 

雪 もちら くと、 空に 映し て 見へ る 時分、 野 飼に し 

て 置た 馬 を、 ひきつれて、 か へりた れ ば、 たれ か はし 

ら ぬが、 月明の 夜す がら、 充笛を 戌樓の あたり で、 吹 


別 即; ノ 

情 ケン 


避哪 
取 


000 


七 言 絶句 


V 一三" 


春の こと ゆへ、 花 もさ か. 0 に、 楊 も靑ゃ い で、漢水12^ 

映 じうつ らふて、 淸ら かにみ ゆる、 この じぶん 林 を 吹 

く 風 も、 はげしから や、 そよ そよ 吹く ゆ へ、 花 も 散 Ls^ 

す、 おもしろい 景色 ぢゃ •  j 

江 北 還 如 fe" 愁！^ 江 南 離" 


こなたの ゆかる、 江 南の 方 は、 春 も 早い 處 ゆへ 行；^ 

る じぶんに は、 春 もす ぐるで あらう、 江 南の さびし 

い 風景 を みられた な. 5- ば、 離別の 情 を 感じ、 江 北の 1 

景 A,! おも ひやって、 愁らる /1 であらう、  一 

三日 尋， 李 九莊，  ノ 

, ハヤ ム  トウ トノ ホ トリ  トラ カス • 

雨 歇楊林 東 渡 頭、 永 和 三日 盪，， 

輕舟；  ， _ 

ゆ ふべ まで 雨が. ふり し が、 今朝 は 楊 林の ある 東 渡 © 

ほと. 0 まで、 はれわた つてみ ゆる、 今日は 幸 ひ 三 

へ 、むかし 王義 之が、 永 和 年中 に蘭亭 にあ そんだ M 


く、 われ も 輕舟を こぎ 出し、 友 だち の 處を尋 て 行で あ 

る * 

故 入 家 在 「桃 花ぶ 到 ー，門 前 ^ 

ノ レニ 

水流つ 

故人の 家 は、 ど こぞと 思 ふに、 向 ふの 桃花の つれた 

岸に あるから、 此溪 水に 舟 をう か ベ て ゆけば、 直に 門 

前にいたり 付て、 風景.^ み れ ば、 もの しづかで、 武陵 

の 桃源へ きた や うぢ や、 

九曲詞  ？ I 

鐵馬 橫行鐡 si 頭、 西 看 纏 

封 侯： 

われ も 何 をが な、 功 を 立 やうと 思て、 鐵 馬の 手 づ よい 

^に乘 り、 鐡嶺頭 あたり を、 こ、 やかし ことかけ 廻 

b  、西方 邏， 途國ヒ 目 あてに して、 若し を ご， 0 手 向 ふ も 

の あらば、 うち 入て その 國を とり、 大名 になら うと、 

思 ふていた に、 


宭 詩選 七 言 絶句 

塞 下 曲 二 首  常 建 

ギヨ ク ハク テゥク ハイク  ム  チウ  ソン  リ  テ 

玉帛朝 间 望，， 帝 鄕： 烏 孫 歸去不 

夷の 國 王が 帝鄕を のぞみ 仰で 來， 9、 中 國に歸 服し 玉 

帛を 以て、 朝參 する、 胡 も 今 ま で も、 王號を 名のって 

ぃたれども、鳥孫も、中國にしたがひ、 へh^く•たって、 

王と 稱 せす、 

ガイ シヅ カナ ル P  シ セィ セン  セ ウメ  ル 

天涯 靜處 無，， 征 戰； 兵 氣 銷 爲，， 日 

ノ リ卜 

月光：  ♦ 

天の はつれまで、 しづかに 治つ て、 どこから どこまで 

も 征伐の やうな こと はない、 軍が あれば、 天に 兵氣 が 

たなびく が、 それ も 銷し盡 て、 日月 も 明に 輝 て、 淸平 

の 世と なった、 むかし かう した ことがあった、 よい 天 

子の 在す ときの こと をい ふ、 

二 

北海 陰 風 動. 地來、 明君 祠上 望，， 


三 三 〇 

i 镇、 

青き 

明君 祠は、 王昭 君が 墓處な 夷の 北海から、 すさまじ 

い 陰 風が、 地 を動搖 して 吹きき たる、 龍堆 は、 沙 場で、 

龍の 形の やうな によって いふ、 渺々 と はて しもない 

と， J ろぢ や， 

髑 髏 盡ク是 長 城ボ、 日 暮沙場 f^" 

ル ハヒト 

作レ 灰、 

昔より、 都から 此處 へきて 討死した、 士卒 どもの 死骸 

を、 たれ 片付る 者 もな け れ ば、 白骨ば かり ぢ やが、 sj^ 

合に みれば、 ち ほこりと な つ て、 風に 吹きと ぶ、 番 

手に きている、 われ^- -も、 如此 であらう と、 感にた 

へられぬ、 

送つ-宇 文 六 一 

花 1, 垂楊 囊水淸 、微風 林裘 一 

力 口 シ 

枝輕、 


故鄕を 出て より、 年久しく、 旅客と な つ て、 十 年に も 

なる、 秋の ことなれば、 子 美が 在處 は、 瓜の 名物 ゆへ、 

旅で 瓜 を みても、 今 まじ ぶん、 吾が 里 に も、 よい 瓜が 

あらう かと、 故 鄕を思 ひ 出す、 

ルビ ケ ツチ  ン 力  二 モトム 

今日 南 湖 采，， 激蕨， 何人 爲覓鄭 

瓜 州、 

今日、 南 湖 あたりへ 來て 居て は、 故鄉 でみ なれた、 瓜 

はなく して、 はや 春に なりて、 蕨 を とる とき なれば、 

ひとへ に 故 鄕を思 ひ 出す、 せめての ことに、 鄭瓜 州と 

いふ、 朋友に な とも、 逢 ふて なぐさま ふ と、 思へ ど 

も、 逢 ふこと もなら ぬ、 たれ かわが ため に、 尋 てつれ 

て來 て、 逄 せて くれやう ぞ、 たれ もつれて くる もの は 

あるまい、 鄭瓜 州と いふ は、 出來 口 で、 故鄕の やうな 

瓜で も 持てき て くれたら ば、 吾が うれ ひも 、とけ やう 

t な hs、 

書 鼠欽 夜 復， p 李 尙 tsl^.. 

,馬 月下 賦 

00  0 七 〈ほ 絕句 


  ヒ トモ ニキ ヨシ ザン ソン オリ テ  ヨリ  タ 

湖 月 林 風 相 與淸、 殘樽下 ja| 復 

ク カタ フク 

同 傾、 

書當 の、 湖上の 月 もき よく、 風 色 も よ し、 此の 湖上の 

ほとり へ來て みれば、 林 を 吹く 風 も、 きょら か に、 す 

みわた 、風月な にから 何まで、， y7、 つばり と、 いさぎ 

よければ、 見す て、 か へる が、 殘念 さ に、 飮 あました 

酒 を、 馬より 下りて、 復た 打ちよ つて、 傾けの む、 

シク ハンス ャ ク ハクノ ナル ヲサゥ ビン ノサ モアレ パァレ リン ケ イノ ル rls- 

久 搏 ，，，野 鶴 如雙 弯； 遮 莫隣雞 下，， 

ゴ  n ゥ -1 

久锛 とい ふ は、 た 、すてる とい ふこと ではない、 世の 

中の こと は かまわ ぬ、 も ふ 世間の ものが、 しからう 

が、 かま はぬ、 夜が あけても かまわぬ、 人 はわが 如く、 

酒 をのめば、 亂 なと いふて、 用 いぬが、 それ もく るし 

からぬ、 野 鶴の 如く、 わが 頭 も、 しら がとな.^ はてた 

れば、 何と いわれ やうと ま よ、 世間に かまわぬ 氣 

になつ たれば、 遮 $4^ と、 ま 、よ、 さて 隣の 一 番雞、 二番 

雞、 五更の、 夜 あけに ならう とも、 のみあかさねば、 な 

ら ぬと、 時世 をい きど ほりて いふ、 

三 二 九 


唐詩 選 七 言 絶句  « 

この 人 は、 故鄕へ ゆかんと し て、 使官を やめて、 ゆか 

る が、 けっこうな 人 ゆへ、 民 を むさぼらす、 一 錢の 

たく わへ なく、 故鄕 の親屬 に、 みやげに 贈る もの もな 

r  、 

江 山路 遠 羈 酔 日 # 馬 誰 1,, 感 

膨人； 

これから、 故鄕 へ かへ るみち も 遠く、 江山 を經て ゆく 

ことお や、 裘馬 は、 富貴 の 人、 都に は 富貴な 人 も 大分 

あるが、 この 人の 貧窮で、 潔白な を 感激. し、 憐んで や 

る もの もない は、 是非 もな いこと ぢゃ、 羈離、 起旅途 

也、 

奉. 氣_膨 あ >f 城 >  秋 一 

秋風 嫋^ 動-高 旌； 玉 帳 分ぎ 射，， 

P  エイ テ 

虜營： 

嫋々 は、 風のう ご かす 貌、 西 域 に ゆく 支度 をす る を 

云、 秋の ことなれば、 風 か 嫋々 と 吹き、 陣： IHt: 高く 立て 


11 三 八 

、ある 旌を なびかす、 征伐の じぶん なれば、 大將の 帳 

慕に、 大勢 來 ている に、 弓 を わかち、 手 分 をして、 胡の 

方の 陣 へ 、矢 を 射 かけて、 戰て參 れと云 ひ 付る、 

ス.！ プニ ォ サメテ テキ ハク  Z  チス ント ホウ ハ 

已 收ニ ■ 博 雲 間 戌； 欲. 奪， 蓬 娑 雪 

ノ  チ 

早 やた、 かひ 滕て、 滴 博の 地 を、 嚴武が 方で を さめた 

れば、 その 地の 雲間の 高い とこ ろ に、 戍樓を 建て、、 

番手の もの を 置く、 遠見の 番處も いらぬ やうに な.. >、 

收は、 と. 0 を さめて とい ふこと、 終に は その 勝に 乘じ 

て、 蓬 婆 城 あたり も、 みな 奪 ひとつ て、 慕 下に 隨んと 

せらる、、 よい 勇士お や、 雲間 雪と い ふ は、 高い こと 

のた とへ である、 

カイ モン 

解悶 

愁のぁるを、解散するな，.^、 

タビ  メ  ヲ タビフ  チ トニ  ル  チ すモフ 

一 辭，， 故 國干 經. 秋、 每. 見， 秋 瓜， 憶，， 

n  キゥヲ 

故 丘； 


ン 

新 林 は 地名、 春の けしき、 おもしろ か らうと 思 ふて、 

故 鄕の新 林の 浦邊 に、 二月 じ ぶ ん、 舟に 棹 さして、 歸 

て あれば、 春 水 も、 靑々 とた、 へて みへ る、 花 もまつ 

最中で、 山々 に 見 ごとに 開て ある、 さ だ めし、 孫 山人 

もこれ をみ ていら る 、であら う、 何んでも 逢 ふとお 

も ひ、 

借問 故園隱 君子、 時時 來払 

ス^ カト  二 

住， 人間： 

尋問 たれば、 思 ひの 外に、 どこ へ か 行きて いられぬ、 

隱 君子 なれば、 人 問 に まじ はり そ う もない ものお や 

が、 人間に も 住居して いらる、 か、 がてんの ゆかぬ こ 

とで こそ あれ、 

P 花 卿，  杜甫 ■ 

花 卿 は、 御 か 、 への 大將と 見 ゆれ ども、 妓女 のこ 

とに みても よし、 

SlTi 七 言 絶句 


^ ン ジャ ウノ シク ハン  二  リ  一一  ハ 

錦 城 絲管日 紛紛、 半 入，， 江 風， 半 

入. 雲、 

蜀の 都で、 この ころの 絲管 は、 半 は 江 風な どに したが 

ひ、 半 は 雲に 入て、 天に も ひ きわたる、 

此曲？ g 應，， 天 上 有； 人 間 能. 得； i 

タビカ riK 

间聞： 

此の 曲と いふ は、 じたい 民間 て きくこと はならぬ 曲 

ぢゃ、 この やうな 音の 妙なる 曲 は、 天上の 支宗 ごとき 

の、 天子の 御き、 なさる、、 曲な れ ば、 世間で は 中々 

つねにき くこと はならぬ、 この 曲 をき くと いふ は、 花 

卿の、 このところに ござれば こそ、 きくこと である、 

手テ ル テイ レン- 1 

重 お 1 萬 ぎ 

官を やめて ゆくな り、 

二 ント ャム  チ ノウ 二  シ  ノ ス<^ 

鄭 子 將. 行 罪 使 臣； 囊 無，， ， 一 物 獻，， 

尊 親；  •   


15 詩選 


七 言 絶句 


如レ 鳥、 

西域の 火山 を 五月 じぶん 通 b み れ ば、 旅人が 一 人 も 

通らぬ、 さびしい 處ぢゃ 今 こなた は、 向 ふの やうす を 

知らぬ ゆ ゑ、 た  >  ひとり 氣 象に 馬 を 飛せ て ゆかる さ 

7  、 

トシノ  ノ  タビ  ク 

都 使行營 太白 西、 角聲 一 動 胡 

天 ぼ、 

こなたの ゆかる 、、行 營の 陣屋 は、 太白 山の 西で 胡 へ 

ちかい 處 なれば、 胡 天の あか つ き 方. に、 どこと もな 

く、 角 を 吹 上たら ば、 かなし からう、 はじめ 馬 をとば 

せた ときの やうに は あるまい、 

山氣春 事， 

リャ ゥヱン -ー チ ボ  ラン ヒノ ァ キ 3 ク モク  タリ 

梁 園 日暮亂 飛雅、 極 目 蕭條三 

兩家、  • 

いにしへ は、 繁昌な ことで、 有つ らう が、 今 は 人の 住 


來も なく、 梁 園の あと も、 日の くれ かた に は、 鳥が む 

れ 飛で いる、 極 目と 向 ふの はて ま で、 目 をき わめて、 

どこまでも 見れば、 蕭條 と、 ものさびし う て、 むかし 

の樓閣 など はなく、 唯 だ 野人の 家居が、 二三 軒 もみ ゆ 

るば かりおや、 


ル r_M 


力 へ ッテ ヒラク キゥ 


庭 樹不. 知人 去盡、 春來 還發舊 

時 花、 

このところに、 何の こ 、ろ もな く ある 木 は、 古の 庭 

木 なれ ども、 その 庭 を 愛した 人 も、 すぎ 去て、 たれ 愛 

する 人 もな けれども、 それ を もし ら す、、：： b ない 花 は、 

* になれば、 舊 時の 枝に ひらけ ども、 見る 人 もない、 

おとろ へたる ことかな とい ふて、 實は 我れ も、 枚乘鄒 

陽に も、 を とらぬ、 里 なれ ども、 用る ものがない、 今 

に、 孝 王の 如き 人 あらば、 もち ひらる、 であら う と、 

孝 王 をした ひ 思 ふ 情が ある、 

寄 1 孫 山人， 霧 

新 林 一 一月 孤舟 還、 水 满ニ淸 江， 花 


ォ モムキ  -1 テロ ゥヌ  フ ヲ 

赴，， 北 庭， 度. 隴 思. 家 

西 向，， 輪 臺， 萬 里 餘、^ 知ぎ 信 日 

べキ rih ソ^^ 

われ 此の 處へ 行く に 、面の 方 輸臺の 方 を みれば、 萬 里 

餘 また 遙々 な こと ぢゃ、 こ 、らさ へたより がない に 

いよく 也た 知る 鄕 信が 次第に 遠ざか， o、 たよ， 9 を 

きくこと もなる まい、 

隴 山龢 ^ 能ぎ 語セ" 爲！ # 家 人 .¥ 

寄レ 書、 

隴山 あた，.^ は、 鸚鵡の ある 處ぢ や、 これ か ら は、 狀文 

のた よ..^ のない 處ぢ やと 思. 5 から、 故鄉の 妻子に、 狀 

をお こせと 云 ふて くれ、 大 かたは 十 をの ものが、 一 つ 

ならではと  >  かぬ、 人 便， 0 のない 處ぢ や、 鸚 g の 如 

く、 羽で 飛で くるより 外 はない、 

酒 泉， 太守， 席丄 福： 作ス 

唐詩 選 ^言 絶句 


酒 泉 太守 能劍 舞、 高堂 置 酒 夜 

撃. 鼓、 

革 中の 酒 も， 0 ゆ へ 、なまぬるくて はすまぬ とて、 劎の 

舞な ど をす る、 再三 と KV 出して する ゆ へ、 よくと い 

ふ、 夜な ども、 堂に 上 hs  、夜 あけまで 酒 も.. >  をして、 歌 

つ 舞つ、 何 心なく たのしむ ことお や、 これまで は氣象 

にあり しが、 この 舞の は てをきけば、 

胡 笳 一 曲. 斷〕 人 腸！ 坐 客 相 t 看テ艮 

如. 既、 

胡 ffi の灘 がする 、此を 聞けば、 愁を ひき を こ し て、 は 

じめ は氣 象に あ. >  しが、 その 坐 中の ものが、 顔と かほ 

と を 見合 て 、故鄕 のこと を 思 ひ 出し て、 淚を はら はら 

となが している、 

送， 劉 判 官 赴，， 磧 西， 

火山 五月 行人 少、 看 君 馬 去 疾 


唐詩 選 


七 言 絶句 


三 二 四 


絳， 得 秋 字， 

虢 州の 城 後に ある 亭 のこと、 

西 原驛路 掛，， 城 頭； 客 散， 江 亭_, 雨 

未： 休，、 

西 原の 城より、 上 へ に 山へ かけて 海道が ある ゆへ 掛 

ると いふ、 江亭 まで 送て 來 た、 客 もみな 歸.^  、さびし 

くな， 0 まして、， 雨 もやます うそ さびしい 時節 道中せ 

らる /-、 さぞ かなしから ふ、 

君 去 試看汾 水ぶ、 白 雲 猶 似，， 漢 

時ノ 秋； 

さて そのみち すお、 汾 水の あた...' に は、 漢の武 帝の 古 

跡が ある、 君 去て 試みに 看よ、 漢 の ときの 人 は、 あと 

かた も あるまい、 白雲ば か り 漢 のとき ので あらう、 樓 

船 を 浮ぶ とい ふやうな こと は ある ま い、 この やうな 

こと を、 みられたならば、 古へ を感 じ. て、 猶 かなし か 

らう、 


ァゲテ ムチチ 


r 揚レ鞭 只 共レ鳥 


送，， 人 還 U 京 

匹 馬西來 天外 

われ は 西へ ゆく に、 西の 高き 方よ，. ^、東へ 向て かへ る 

ゆへ、 天外よ か へ ると いふ、 都へ か へる こと ゆへ- 

をた/" きたて /-、 鳥の ごとく、 早くい そいで か へ らる 

る、 うらやまし いこと ぢゃ、  ， 

送 ー君テ 九月 交河ノ 北、 雪 裏 軋 艮 

衣、 

そこ もとは、 か へらる、 か ら、 うれしから うが、 吾 は 

か へる こと もなら ぬ、 此の 交 河の 北に 居て、 今 まこの 

處で、 こなた を、 おくり みれば、 さむい じぶんで、 早 や 

雪が ある、 此の 雪 をみながら、 詩 を 作り 送る について 

も、 吾 はこの やうな、 さむい 處 へきて い る が、 こなた 

は、 か へらる が 吾 はいつ 歸るこ i やら、 又い つ 逢 ふ 

やら、 しれぬ と 思へば、 かなしう なり、 淚滿， 衣 


れば、 いよく 悲みを 生す る、 

フ  ル  ユッカ ml  • 

、 逢， 入. 京 使， ， 

京へ 歸る をみ て羡 しく 思て 作る、 

故 園 東 望 路漫？ i  、雙 袖： 龍鍾： ぼ 

力 ワカ 

不レ 乾、 

我れ 此の 邊 塞へ 來 ていれ ば、 故 鄕の路 は漫々 と 遠い 

こと ぢゃ、 此^ 旅の みち r 、都への 使に 逢た れ ば、 な 

にか を、 うちわ すれて、 兩 方の 袖に、 淚を濕 して、 かわ 

く 間がない、 龍鍾 は行不 進貌、 

馬上 相 逢 無， 紙 筆； 憑 ，君_- 傳 語 報； 

平， 安： 

龍鍾 と、 ゆき やらす、 使の も の を、 うら や ましう 思 

ひ、 < 偽 上で 今 此のと ころで、 こ なた に 逢 ひ、 故 鄉の狀 

をた のまう と 思 ふても、. 偽 上 なれば 紙擎 はなし、 た > 

こなたに よって、 傳 言す る ほ ど に • すいぶん 息 炎で、 

ゐ ると いふて. くれられい、 


磧中作 

至極 通りに/ 


ところで、 西へ 行 ほど、 土地が 高 一 


シ メナ 


i 西 來 欲. 到. 天、 辭. 家 見，， 月 兩 

ナルテ  .. 、 

御用 ゆへ、 すいぶんと いそいで、 馬 を 走らし めて 上れ 

ば、 次第に 高くて、 天へ も 上る やうな、 家を辭 して、 こ 

の 道中へ 出てから、 十五 日 を、 二度 歷た ゆへ 二た 月に 

なる、 

今 夜 不 k ぜノ 良， ％ 平 沙萬里 絕 I 

ヱ ンヲ、 

どこら に、 とまらう やら、 萬 里渺々 とした 平沙 で、 人 

の 家 もみ へや どこ をた のむべき 處も な い、 大方 この 

沙 上に 宿す るで あらう、 、いぼ そ いこと ぢゃ、 

クハ クシ ウノ  ニメ ル ガ ヒメ タテ シン 

虢州 後亭ま 李 判官 使 赴，， 晉 


七 も 3 絶句 


三 二三 


0  0 選. 


七 言 絶句 


照. 營、 . 

今日目出度ぅ、魚海ぁたh^ へ來たじぶん、雲雨がこの 

方の 陣を、 むか への やうに して、 降て 來た、 さすれば 

兵な. 洗 ふ、 瑞雨 とみへ た、 軍が 收 たれば 何の 氣っ かひ 

もな く、 月營を てらす、 

モウ シュク ホウ ニノ ス  1| 

昔蓿烽 寄， 家人， 

家人 は、 妻な. -、 

萏蓿 锋邊逢 1 立 春 it^i^ 河 上 it 

ウル ホス テ 

AJ わ、 . 

、> ^レ^ I 


邊 塞の 道中で 、春の 景色に な， 9、 早 や 毒に なった かと 

感を おこして、 去年の 立 * は 妻子 ども、、 一 處に 居た 

がと 思 ふて、 故鄕 のこと を 思 ひかな しめば、 淚の かわ 

く 間 もない、 

閨中只 是空相 憶、 不. 見，， 沙 場 愁, 

殺 人； 


閨中 でさ だめて われ を 思 ふ て 、愁 ふるで あらう が、 む 

だ MJ おや、 この 方が 今 まこの 旅 の沙 S の愁 とい ふ も 

の は、 たへ がたい、 此沙 場の やうす をみ ぬ ゆへ、 何と 

も 思 ふまい が、 みたな^ば、 なを- かなし からう、 


シ ュ "ホ 


ゾ ヲシム 


玉 園 寄，， 長 安 李 主 

東 去，， 長 安， 萬 里餘、 故人 歡 §1 一 

行 書、 

東方 長 安 を 去り 萬餘 里の、 ゑび す 境の、 玉門まで 來て 

居る に、 こなたな どが、 せめて 狀で もこして くれそう 

な もの ぢゃ、 どうして、 i 筆 もお こして くれぬ ぞ、 

ス レバ ハラワ タ タリ ルニ ンャ タ  レ 

玉 關西望 腸 堪. 斷、 况 復 明朝 是 

セ イシ ョナ ルテャ 

歲除、 

玉門の 方から さぎへ は、 なんぼう ある やら 知れぬ が、 

此のと ころへ、 行かねば ならぬ と 思へば、 腸が 斷 へる 

やうな、 此の かなしみ を 思 ひやって くれられい、 その 

かなしみ さへ あるに、 旅 中で 歲 除に 逢 ひ、 年を越るな 


と 云る、 が、 都 を はなれ て、 岳 陽 あたりへ ゆきて さ) 

へ、 蕭條 ともの さびしい に、 此れよ， 9 東の 長 沙南畔 の 一 

あた h,- へ、 ゆきたら ばいよ 都 は 遠く な hv  、こ、 一 

ろぼ そから う、 濶と いふ は、 ひろい ことで は な い、 間 一 

になに もない をい ふなり、  j 

旨 ホウ.^ タイフ ャ ブル ハ センチ マ 力 

シ ン シ ン 


.播仙は、西域の、ゑびすな，.^、 凱歌 は、 てがら を 

して か へ る こと、 

漢 將 f ^恩， wf 象考 き #1 

ワウ キゥ 

央宮、 

總大將 に 仰 付ら れ恩 をう けて、 御 目が ねの 通， o、 何の 

苦 もな く、 討 {J して 來た、 捷書 は、 ゑび す を 討. C して 

參 たとい ふ、 早 追の 捷狀な b  、首尾よく 討て 參 たとい 

ふ狀 を、 みなの 歸らぬ さきに、 天子 へ 奏聞す る こと 

ぢゃ、 捷狀 などの 來 たじぶ ん は、 帝 も 未央宮 で、 御ら 

唐 詩 選 七 言き 


ん する こと； C\ や， 

ァラ カジ メ テリ ンカ クチ  ジタ V  マ 力 カゾ へ ン ジ 

天子 預 開，， 麟閣， 待、 祇今誰 數，， 貳 

師功； 

なんでも 都へ、 上たならば、 帝の 褒美 を 下 ださる であ 

らう、 天子 も封大 夫の か へらぬ さきから、 麟閣を ひら 

いて 待つ、 このたびの 封大 夫の てがら を 云 は  >  、贰師 

將軍廣 利の 功 は、 莫大と は い へ ども、 中に か ぞ ふるに 

足らぬ、 すれば 勝 さった 手が らぢ や、 

二 

テェン  n  カク  ル  メンバ クメ  ッ 

日 落 轅門鼓 角 鳴、 千 群 面 縛 出，， 

蕃 R 

轅門 は、 陣屋の 門な り、 日 慕 じぶん に は、 凱陣の 太鼓 

をう つて かへ る、 夷の 方の 降參の ものな ども、 手前 

で、 繩をか 、.^ 蕃 城より、 引出され ている、 

ァ ラッテ  チ  ム 力へ  テ マ クサ カフ テ -1 リャゥ タイ 

洗. 兵 魚 海 雲 迎. 陣、 秣. 馬 龍堆月 


諍 透 セ言^ 


ョニ  0 


雪晴 雲散 北風 寒、 楚水吳 山道 

カタ シ 

路難、 

冬と 見 へて、 降た 雪が 晴れ、 雲 も は れ、 雪 後め こと ゆ 

へ、 北風が 吹て、 さむく ものすご いじ ぶ ん、 常 州へ ゆ 

かる、、 その 路は .キ 地 もな く、 道路 難く、 至極 ゆきに 

くい、 路 すがらで ある、 

ル ヲスべ カラ クックス エイ ヲ  t ォモっ re 

今日 送. 君 須， 醉、 明朝 相 憶 

チマン マ ンタ ラシ 

路 漫漫、 

今日 酒 をす むる か ら、 十分 のんで、 醉を つくされ 

よ、 なせ なれば、 明日 わかる  身な れ ば、 もういつ 逢 

ふこと やら しれぬ、 路漫々 と、 遠い 處へ ゆかる なれ 

ば 相 逢 こと も、 はか がたい、 


メ 子テ 


ベ ヅス； 


岳 陽樓重 宴别 王 八 員外 

ヘン セラ ル、 -I 

長 沙， 

二 ッ ラナ ル  ノ ゥシ 二  メパ シ 

江 路東連 千里 潮、 靑 雲 北 望 紫 


微逢、 

岳陽樓 は、 西北の 方、 長沙 は、 洞 庭の 南の 水の はて ゆ 

へ、 岳 陽樓の ある 處ょり は、 まだ 南ぢ や、 洞 庭 湖の 北 

の 方に は、 江 水が つ  > きながる、 が、 岳陽樓 よりみれ 

ば、 洞 庭の 江 水が きたり、 柬 の 方 へ つらなりつ  > き 

て、 渺々 と 千里に 潮が みちて あ る、 このところ を、 舟 

に乘. 9 ゆかる、 が、 をり ふし 靑 雲の そら を 仰で、 北 地 

の 都の 方 を のぞめば、 都 の そらに ある 紫微 垣の 星な 

どが、 きく 見 へて どこと もしれ ぬ、 ともと もに 都 か 

& 、遠い ところ へきて いる われ も そなた も、 天子の 御 

側に いる 身 なれ ども、 追 退けられて、 天子の 御 坐な さ 

れる、 紫微宮 など もみ へ ぬと い ふこと で、 天の 紫微 

と、 兩 方へ もちあ はす、 

莫. 露 「巴 陵 湖水 稀 長 沙前 i- 更" 

シャゥ 1 ブゥ 


空 濶 となに もない、 西方から 北 ま で、 さわ. 0 はない、 

員外が 云 ひぶんに して、 岳 陽から 長沙 まで、 なにもな 

い 湖水つ  >  き おやから、 朝に 舟に の.. >  、晚 方に はか へ 


西 亭春望 

日 長ク風 ま 靑 靑、 北 雁ま胁 入； 

ヨウ-メイ 二 

窗冥； .  . 、、 

* の あた、 かな じぶん ゆへ、 柳も靑 々 と、 めざして、 

雁 も 北 へ かへ る、 正月の ころよ，. >歸 り そめて、 春 中 は 

飛ぶ が.^ 春 もす ゑに なつ たれば、 雁 もとび つ き て、 は 

て もない. g 目 冥に 入り、 故 鄕へー 者 信 もなら ぬと、 ゆく さ 

きもみ. へぬ こと をい ふて、 都の こと を、 慕 ひ 思 ふてい 

る、、  ト 


岳 陽 城 上聞， 吹 笛： 能 使き 心 ま，，. 

洞 庭： ， 

この 春 心. の 中には、 なにやかや  >  なめ； ぜ、 左遷 せられた 

こと も あ， 0-、 泰 をいた みかな しむ も ある、 た  >  さへ 心 

あしい を.^ ふし、 吹 笛 をき けば、 愁を ひきおこし、 春 

を烕 やる 心 をして、 洞 庭； どこも かも 愁 になった、 

1 初 至，. ヒ 陵， 與， 李 十二 白， 同ク SS, 


洞 庭 湖， 

楓 S: 紛¥ 落葉 多 庭， 秋 水 M 

ラ ィ ナ  一 Z タ ソ 

來波、 

南 國の巴 陵 あたりへ 左遷せられ て來. o、 楓岸 紛々. 、 

皆な 楚辭の 字な b  、秋の じ ぶん ゆへ 岸の 楓 など も紛 

々と、 散亂 し、 木の葉お ちて、 さびしく なった、 川の面 

を みれば、 秋風が 吹く ゆ へ、 波 もた ち、 何とな う 屈 原 

が こと もこ もって ある、 左遷の 身 なれば、 兩人 ともに 

心 を 得す、 屈 原と 同じ 境界お や、 

乘 kN、 輕 舟 無 k 遠： 白 雲 明 月 hK, 

シャ ゥガテ 

ほ號、 

お 須 J 


舟に の. 0 遠近の 差別 もな く、 の. 0 まわして、 この やう- 

に、 はてし もな く 居たら ば、 白雲の  はれた 明月の 夜す 

がら は、 湘君 の廟を も、 とむら ひそうな もの ぢゃ、 

, 送き 侍 郞ぼ， ぎ 州； 


唐詩 S 


七 言 絶句 


1  一二 丸 


0  00 七 言 絶句 

都に 居て 作るな り， 

艸色靑 青柳 色黃 、桃花 歷亂李 

花香、 

春の さかりの 體を い ふ、 草の 色も靑 く、 柳 も 黄ばん 

で、 芽 ざす じぶん、 桃花 も暌 みだ れ て、 * のさ か， 0 な 

れば、 何の かなしい、 こと もない が、 

春 風 不嫁 吹 一 m へ 去 一春 日 偏 能ク iS 

レ恨 長、 

この やうに、 花 も春ぢ やと こ 、ろよ くさき、 人 も 春と 

思 ふて、 おもしろく なくさみ、 泰 風の 吹か ぬ こと もな 

いが、 なせ 吾が 愁を 吹きち らし て は、 くれぬ ぞ、 * 日 

の 長いに ついて、 朝から 晚ま で、 ひとへ に愁 が、 とり 

ついては なれぬ、 

11 

此の 詩が、 なせ 春 思になる なれば、 世上 はこの や 

、うに、 春の おもしろい ありさま なれ ども、 吾れ は 


一 1 二八 

慕が ある ゆ へ、 この E 一 1$ 色 も、 おもしろくない とい 

ふて、 * 思になる なり、 

n ゥ フン ァ タツ テ ^  ノ ラウシュ 力 イス 

紅 粉 當. 壚弱柳 垂、 金 花臘酒 解，， 

卜 A ビテ 

紅粉の 美女が、 酒の うりばの、 墟に 當 て、 柳な どが 奇 

々と、 たれ しげって ある、 寒づ く.^ の 酒の 上 に、 金 花 

のうかぶ や うぢ やゆへ、 金 花 はよ ぃ洒 のこと をい ふ、 

酴醵の やうな、 名高い 酒と、 解し、 合點 して ある、 ちゃ 

うど 山吹の、 花の 如くお やと、 合點 した こと に も、 き 

こ ゆる、 酒 をと きての ますこと にもなる、 

シャゥ 力  レテ  クト、 ム  チスィ サッス  ケィ 

笙歌 日暮能 留. 客、 醉 殺 長安輕 

薄兒、 

妓 女な どが、 さかなに 笙 歌舞な ど をして、 その上に ：= 

くるれば 大勢と，^ こんで、 酒 も，^ など をす る、 それ ゆ 

へ -輕薄 の a どもが、 常住 このところで あそび 、酒に ゑ 

ひ たわむれて、 乘 まわれ ども、 われ はお もしろう な 

い ゆへ に、 たのしむ こ ともない、 


たれ 往來 する もの もない、 


ル ィ 


<シ ラシ メチ 


送，， 韋 評 事， 

欲き， 將 軍， 取. 右 » ；沙 向，， 

キヨエ ン -I 

居延： 

今度 こなた は、 邊 塞の 大將の あと を逐 て、 右 賢の 夷の 

大將 を、 と， 0 こにし やうと 思 ふ て、 いさみす/ -ん で、 

居延の 方へ、 向い おもむかる、、 

二  ル  シ ャゥク ハン ノ  ウレへ  ル 

遙知漢 使蕭關 外、 愁見 孤城 落 

日邊、 ，. 

なにの やうす もしらぬ ゆへ、 氣象 にし て、 ゆかる、 

が、 はるかに 蕭關 あたり へ ゆきて、 孤城の くれ 方に 

は、 ものさびしく、 故鄕の こ と を 思 ひ 出されたなら 

ば、 哀れに 愁 ていら る/' であらう、 中々 はじめ 勇んだ 

やうに は あるまい、 

ル シン シ  フク ガ  ヲ  一一 

. 送 k 子 福 之， 江 南， 


江 北から、 江 南の 方 へ 、ゆく を 送るな b、 

ャゥ リウ ト トウ  マレ ナリゴ シ チシナ *?. ヂチ  フ 

楊柳 渡 頭 行 客 稀、 罟 師 葬楚 向，， 

リン キニ 

臨 折； 

本 海道 も あらう が、 今 こなた を 送る 處の 渡り は、 本 海 

道で はない ゆへ、 行 客の 往來 もす くない、 罟師は 漁 人 

なり、 臨 折 は 川ぎ しの 出 はづれ な..^、 漁 人が 舟 を こい 

で、 江 水 を わたす であらう、 なご をし い ゆ へ、 あと 

かげ を 見 のぞめば"  . 

唯， 有，， 相 思 似，， 春 色； 江 南 江 北 送テ 

. 君歸、 

さて 江 南 は 、奢の 最中で、 春色の ない 處 はな い、 吾が 

相思の 情 は 口で いふても しる し ない、 どこも かも 春 

色の ある を 見て、 吾が 情の かぎ.. >  ない を、 思 ひやつ て 

くれられい、 心 はさきへ 身 はも どる ゆ へ 、送 君 歸と云 

？、 


春 思 二 首 
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九月 九日 憶，， 山 中 兄弟， 

獨， 在， 異 鄕， 爲，， 異 客； 每. 逢，， 佳 節， 倍 

フ  テ 

思. 親、 

他國に 居て、 作た 詩な，^、 王 維が 十七 歳のと きの 作な 

、親兄弟と もに 故鄕に 居る に、 われひとり 他 國の異 

客と なり、 旅すまい をす る ことぢ や、 た  > さ へ こ ろ 

ぼ そいに、 佳節に あへば、 國 もと で は 親兄弟と、 酒 も 

,9 する こ ，こぢやが と、 おも ひだす、 

-ール  ル -1  ク サシテ シュ ュチ カク ラン 

遙知 兄弟 登. 高 處、 遍 揷，， 菜 英， 少，， 

チ 

1 人； 

九日に は 、さだめて 相と もに 酒な ど を、 のんで いるで 

あらう、 われ 一 人 兄弟の 中で、 かけて いる ゆへ さぞ ど 

うして、 いる やらと 思て、 くれる であらう と 云 て、 こ 

の 方から、 いよく 向 ふ を、 思 ふが き こ える、 親と い 

ふ は、 親兄弟 1 家中の こと をい ふ、 

P  ェン ク 《イシ ャゥ 3 キル サイ シ m シ  n ゥ ソゥガ 

tk-M. 員； 外 Jl,p 崔： 處； 士，. 興， M— 


一一 メ 


リュ ライ M 

, 林 亭， 

リヨ ク ジュノ チャウ ィ ンォ、 フ  チ 

綠 樹 重 陰 蓋，， 四 隣： 靑 苔 日厚自 

無. 塵、 

g 處士 は、 官 にっか や、 山 やしきな どの やうな 處に、 

とぢ こもって いる、 綠樹 がいくへ もしげ りて、 四方の 

隣 も あらう が、 綠 樹が掩 ふて ある ゆ i へ ぬ、 ものし 

づ かな 處ぢゃ 、庭の 靑苔 芝草な ども、 人. の往來 なく、 

はき さう じ も せ ね ども、 自ら 魔 もな く、 氣 高い 人 ゆ 

へ、 めったな 人に はっき あはぬ、  、 

クハ トウ 二  メキキ ヨス  ノ  -1 クミ ル  ノ 

科 頭 箕踞長 松 下、 白眼 看 他 世 

ノ  ヲ 

上人； 

科 頭 は、 散らし 髮を いふ、 甚だぶ しっけな こと、 此の 

處 にいる 人 は、 風流な 人で、 世 に 求 もな く 冠 もき や、 

ちらし 髮で長 松の 本 に、 足 を なげ 出して い る 、究踞 

は、 足ケ」 ふみ 伸ばして い， る こ と、 意中に、 なんにも か 

まわぬ もや う を 形容す、 世 問の も の に、 一 人 も氣に 

入た ものが、 なければ 白 服つ けて いら る ゆへ に、 


1 


ひ を もして、 §  く ゆ ゑ、 一 一度 も 三 度 も、 わかれる 

な， o、 これ を 重 別と 云 ふ、 

莫. 道 秋 江 離別 難、 舟 船 明日 是 

長 安、 

前方から、 わかれ を 云 ひ 出 し て、 このごろまで は、 秋 

江の 風波 を 見 八 n せて、 滯留 している によつ て、 急に も 

わかれ はせ ま い と 云 ふた ゆ へ に、 それ， V」 たのみに し 

て いたが、 もう 明日 はわ かれねば ならぬ、 葜道 なせな 

れば、 W 日 は 舟に のり 長 安の 都へ 早々 歸ら る、、 

ゴ  キ  ゥ ハン プノ  テ  ヲ シ ムス ィ イナ レ セィ フゥ 

吳姬緩 舞 留. 君 醉、 隨 意 靑楓白 

露 寒、 

今夜 はせ めての ことに、 ゆ る， 9 とな ご ぢ やと 思 ふ 

て、 なぐさみに は妓 女に 舞な ど を させて、 洒 をす む 

る つもり ぢゃ ほどに、 ゆる b と 留 hN® に醉 て、 たのし 

んで くれられよ、 この 離別す る 川端の、 靑楓の 木陰の 

酒 もり ゆ へ 、夜 ふけに は 寒く なれば、 內に 入る ことな 

れ ども、 今夜 は それ も隨 意 に、 ま、 よしやれ と 思 ひ、 

なご. c を をし み、 酒 も hs す， る こと ぢ， や、 


少年 行  王 維 

m 身 仕レ漢 羽 林 郞、 初 メ隨ぼ i, 戰； 

ギヨ ャゥ -1、 

出身と いふ は、 名 目 文字な，„^、親な ど の 討死した 子 

ども を、 羽林郞 にして し 出 し、 武藝 など を、 たしな 

まする こと ぢゃ、 われ も 少年の ころより、 羽 林 郞の宫 

に、 めし 出されて、 朝廷に 仕て いた、 はじめ if 騎將軍 

など  >  い ふやうな、 大 將に從 て、 一 軍して 來て ある、 

レカ ンル. r テ テ  .-1  マタト ヒ ス re  テ  ンケフ 

孰 知 不. 向，， 邊 庭， 苦； 縦 死 猶 聞， 俠 

n ヅノ  rtts 

骨 香 一 

こ 、が氣 象な こ と ぢゃ、 わきから 人 が 見た な らば 

陽 あた b で、 さぞ 精力 をつ くし、 合戰 をし つらう と 

思 をう が、 をれ は 命 をす て 、戰ひ はせ ぬ、 あのく らい 

のこと に、 命 をす て 、胡の 地で 死んだ 分で は 犬 死と 

云 ものお や、 たと ひ 死す とも、 都で われ 一 人と、 いは 

る 、ほどに 功 を 立て 、、死後に も 骨身まで も. - 香ばし 

い 名の 立つ ほどで なければ、 面白くない、 


席 詩選 
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し、 此の 江 樓で醉 て わか る 、こ ろし も 秋 ゆへ 橘 柚 

など も 熟して、 香 は し く、 に ほひ を そ へたる じぶん、 

こなたの 此 ところより、 み... ゆ/、 舟の 上 を、 江 風が ふ 

い て 、風 を 引 入 て凉 い、 こ、 では 凉と いふ は 少し 寒う 

覺で あらう、 總體此 さき の - J と を、 お も ひや つてい ふ 

が 、甚だ あわれむ 情が ある、 

フ ガ  二  テ シャゥ  ノ  二 ウレへ キイ テ . セ ェンテ ム 

憶 君 遙在湘 山 月； 愁脆 淸 猿， 夢 

リニ カラン r ヲ 

裡 長、 

ゆくさきの、 il^: 愁を思 ひや b  、こ れ から、湘山ぁたh^ 

へ ゆかれたならば、 月 をみ て さ へ あわれに、 思 ふ もの 

ぢ やに、 淸猿 のす みわたった、 猿 の 長くな く を、 夢の 

よもすがら、 きかれたならば、 夜 も ねられす、 愁 てい 

らる であらう. • いたわし いこと ぢタ、 


盧 溪 別乂 

武陵醇 £ ぎ扁 舟ば 水 隨ぎ 向， 

二 ル 

匕. yrr 

ゾ. nr だ 


武陵溪 、舟に のりて ゆかる、 が 、あまりな ご をし い 

ゆ へ に、 舟 をと  > めて、 溪水を みれば、 うらやましい、 

水 はこな たにつ いて、 北へ ながる、 が、 おれ は 水に も 

及ばぬ、 從 ひゆく ことが ならぬ、 殘念ぢ や、 

テテ  -ー ラバ  カウ 二 レモ ツナ  ヲスル r 

行 到 二 荊 門， 上，， 三 峽； 莫 艙，， 孤 月， 對， 

ヱン シゥニ 

猿 愁，、 

ゆくさき のこと を 云 ふ、 荆 門の あた， 0 へ ゆき、 三峽な 

どへ 上たならば、 猿の たく 山な 處ぢ やが、 目に は 月 を 

み、 耳に は 猿 をき かれた な ら ば、 さぞ かなし からう、 

そうない やうに しゃれ、 月夜 ざしの じぶんに は、 別し 

て 猿も啼 くものお や V きかれたならば、 旅のう れい を 

そ へ て、 さびしから う ほどに、 かま へ て 孤：：： を 以て 猿 

聲 に 對し てきく やうな こと を せらる、 なと、 行 さき 

のかな しみ を、 思 ひやって いふ、 

力 サ子テ ルリ へ ウジ 二 

重 OS^J  二 李 評 事 1 

十日 ほど 前に、 旅立 をす ると いふ こと を 云 ふて、 

わかれて 旅へ 出て ゆく じぶ ん に、 錢 別の ふるま 


ぢゃ かどうし ている ぞ と、 問た" ば、 一 片氷 心と は、 

世の中に のぞみ は絕 へきった を 云 ふ、 ちょっとした、 

こ ろの いきお ば か，.^ を、 は な して くれられよ、 む 

かし 都に いたと き は 功名 富 * を も、 たのみに したが 

今 は、 吾が 一 片の 心が 玉壺の 氷の 如く、 さつば りと し 

て、 世 をす て 功名 富 * を S ふ 處： 存 はない から、 もう 

都 へ ゆく 氣 はなくな つたと 云 ふて、 くれられい、 


A- ィガ  クチ アン リク 一 


送，， 薛大 赴， 安 陸， 

大と いふ は、 兄弟 行の 第 一 なり、 安 陸 郡 も、 今 わ 

かる、 處 から、 遠い 處と はみ えぬ、 


津 頭 雲 雨 暗， 湘 山， 遷 客 離憂楚 

ノ カンパ セ 

地 顔、  ♦ 

今 まこな た を 送る、 わたしばで みれば、 をり ふし 風雨 

のじ ぶん ゆへ 湘 山な ども、 雲 雨に と ぢられ てみ へ ぬ 

楚 地の 顔と い ふ は、 楚辭に 顔色 憔衰 とい ふ、 文字が 

ある ゆ へ颜 色の、 おとろ へた こと をい ふ • 離 憂と いふ 

も、 楚辭の 文で 楚辭 では、 憂に か、 ると いふ ことにな 


るが、 こ、 では やはり 別離の、 憂 云 ふ、 我れ は 左遷 

の 身 なれば、 此の 楚國 の 地 に、 顔色 慌衰の 境で 送れ 

ば、 吾が 身に そへ て、 別しても のかな しい、 

ハル 力 二  ル  チ アン リク グン  レノ カボク 

遙 送，， 扁 舟， 安 陸 郡、 天 邊 何處穆 


舟に のり 安 陸へ ゆく を 送る こ とぢ や、 あまりな ごき 

をし さに、 あと かげ を みれば、 雨が 暗う して、 安 陸 郡 

より、 穆陵關 は 高い 處 ゆへ、 いつも この 處 より、 天邊 

に そ ひて み ゆるが、 今日せ めて のこと に、 のぞめ ど 

も、 こなたの ゆかる、、 安 陸 郡が、 雨 や 雲で み へ ぬ ゆ 

ゑ、別してなごh^をしぃ、 

プゥ べッス ギ  -ー 

送 i 魏三， 

三 は 兄弟 行、 

ス ィべッ n ゥ 口 ゥ キッ ュ カウ バシ  ナ  チ. y 

醉別江 樓橘柚 香、 江 風 引. 雨 入 

二 ス シ 

レ 船凉、 

せ 」 ^.^.ゅ、©.,沙 .め. i5Li^ かれ る ，{  iihs..^. 
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將 のない は、 是非 もない こと ぢゃ、 


リャゥ 


梁 

梁の 孝 王の 修竹 園と 云 ふ て、 長 い 竹 を植て 愛せ 

られ た、 

梁 園， 秋 竹 古 時氣、 秋 外 風 悲ム欲 

.暮 天、 

梁 范の竹 は、 古 時 孝 王の 如く、 相 替らゃ 茂て あるば か 

りで、 古 時の 景色の 通り ぢゃ孝 王のと き は、 けっこう 

な ことで あ ，0. つらう が、 城外 を みれば、 くれ かたに 秋 

の ものすごい 風な どが 吹 て、 あれはて /- ものがなし 

ぃ體ぢ や、 

萬 氣旌旗 何， 處 在、 平 氧 貧 客 有 

レア ハレ マン 

レ^ロ  .4;^ 

孝 王の さかんな とき は、 天子 同前であった ゆへ に、 萬 

事 天子の まね をな されて ござった が、 今 は あとかた 

もない、 その 時分に は、 相 如鄒陽 如きの、 文人 才子 を、 


むか へ 愛せられ たとい ふが、 孝 王の 去られて のち は、 

これらの 賢者 を、 たれ あはれ む もの もない、 今の 世に 

孝 王の 如き 人 あらば、 吾 も 相 如な どの ごとく、 用 ひら 

れ？ フ 一 、 となり、 


二  メ 


. 芙蓉 樓 送，， 辛漸， 

寒 雨 連. 江 夜 入. 吳ギ 明 送. 客 楚 

づ ナリ 

山 孤、 

われ 今 左遷の 身で、 雨ふりの さむい じぶんに、 雨に う 

たれながら、 川ば た 通り を、 夜る 楚國 よ .=^、吳國 へ ゆ 

く、 この 處で こな に 出逢て、 芙蓉 樓に 上り、 夜 あけ 

がた の をり ふし、 客 を 送て みれば、 楚國の 方に、 一 つ 

はなれた 山が ある ゆ へ、 いよ/ \- 思 を そへ る こと 甚 

しい、 楚山 孤と は、 みると ころの 景を いふなり、 

ノ   t つ，  ノ ヒャゥ シン  リ 

洛陽 親友 如 相 問、 一 片氷心 在，， 

玉壺； 

もし あの方、 洛 陽へ ゆきつ いて、 友 だち どもが、 無事 


門 靑 
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くない 


秦時 明月 漢時關 、萬 里 長征 人 一 

未レ 還、  二 

ズ  .  一 

今に はじまらす、 秦の 時分に も來 とい ふが、 ちかい 一 

みちで もな い、 萬 里 長征し、 長 城と いふ を 築て、 責な 

ことがある、 そのと きも 合 戰に來 たもの が、 此の 明月 一 

を 見て、 故鄕 のこと を 思 ひかな し み、 漢 のとき も 、萬」 

里の 關山を 經て來 て、 苦戰 し、 秦漢 よりこの かた 多 一 

は、 歸た もの はな. い、  ... 一 

メパ  ノ  子 メラ  シメ  ヲメ ヮ タラ 一 

伹使 籠城 飛將 在； 不 fe„, 胡 馬 度， 一 

陰山；  一 

この やうに た、 かひの やまぬ と 云 ふ は、 羅竟は 都に 丄 

よい 大將 がない ゆ へ に、 胡 人が 都 を あなどって、 かう 一 

した ことお や、 但 夷の を そる \ 飛 將 軍の やうな 衆 中： 

が あらば 胡 人が 害へ 打い る こと は ある ま い、 よい 大 t 


長 雲 暗， 雪山； 孤城 遙 一望 玉 

この 樓に 上り みれば、 た  > 渺 々として、 吾が 來 ている 

は、 夷の 地、 靑 海の 北 なれば、 雲が 長く たなびいて、 雪 

山まで もまつ くろ にして、 ものすご くみ ゆる、 玉關は 

都から みれば、 西北の すみ で、 遠い 處ぢ やに、 そこ を 

通りて、 まだ 遠い 此の 番手の もの 、いる、 孤城 あたり 

へ來 て、 又 玉門 山 をの そむ さへ、 遠い に 都 は、 いよい 

よ 遠い、 

ク ハウ シャ  ゥ カツ  ヲ ンハ  ラロ ゥ ランチ  一一 

黃 沙百戰 穿， _金 甲； 不. 破，， 樓蘭， 終， 


ジ 


沙漠で、 たびく 合戰が ある ゆへ、 よろい をぬ ぐ まも 

なく、 この やうに し て い て は、 いつ 故 鄕へか へらう 

ぞ、 大方 は 樓蘭を 破りし ま はす ば、 か へらぬ であら 

う、 いっとい ふかぎ り も な く、 大方し ぬるで あらう、 

やぶらね ばか. へる ことで はない と、 氣 象に みる は、 よ 


唐詩. 選 


七 言絕句 
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^クル 

盡時： 

えびすの 地 は、 草 も 靑 か ら や、 白き ゆ へ 白 草原と 云 

ふ、 故 鄕の京 をした ひ、 のぞめ ども 都 はみ へす、 さて 

く 遠い 處 へきた ことかな、 都 は、 いづく の ほど ぞと 

思て、 見 のぞめ ども、 都 は！： S へす、 た  >  みる ものえ て 

は、 つくる こと もな く、 渺々 と 西より 東の 方へ 黄河の 

流る 、のみお や、 . 

秋 天膨& 行. 人 ま、 馬首 東來知 

レ  ソ 

是 誰 

塞 外の - ^ となれば、 秋 天曠濶 たる 野原で 、人影 もな い 

處ぢ やに、 馬に のって 東から 來 る は、 たれで あらう、 

なにも のぞ 人影 もない 處 で、 ひょっと 人 をみ た ゆ へ 

甚だ、 驚た 體ぢ や、 


グン 


從軍行 三 首 

從 軍に、 塞 上の こと はい はれる、 塞 上の 曲と 出し 

て、 從軍 のこと は 云 はれぬ、 此 をば 塞. 上の 曲に し 


て 見ても よい、 同じ 樂府 題ぢ や、 

ハウ クハ  ヒャ クシ ャク ロウ ク ハウ コン ドク ザス 

烽火 城 西 百 尺 樓、 黃 昏獨坐 海 

氣秋、 

烽火 は、 遠見の 番の相 圖な个 、胡へ しれぬ やう に、 小 

城 をき づき、 それ を條火 城と いふて、 用心に す る、 條 

火 を あぐる 場の ぐるりに、 人に とられぬ やうに、 かま 

へ. をして おくな り、 この 處へ從 軍に 來て、 ひと.^ 坐し 

ていれば、 夷の 方から、 秋風が 吹來 て、 ものすご いこ 

とぢ や、 

-ー ク キヤウ テキ チ  ン トモ スル r   

更 吹. 羌 笛， 關 山 月、 無. 那-- 金 園 萬 

ノ ヒ テ 

里愁； 

かう した 風景 を 見る さ へ ある に、 此の ものがなしい 

に、 更に いづ 方に か、 笛充を 吹が きこ へ る、 殊に 關山 

月の 曲 を ふく ゆへ、 我 はかま はね ども 故鄕 を、 思 ふ 情 

が 生じて、 どうも ならぬ、 金 M とい ふ は、 妻子 どもの 

こと を むな り、 


白馬 金 鞍 從，， 武 皇； 旌 旗 十 萬 宿，， 

長 楊； 

玄宗の 色 を このむ を、 漢の武 帝 に 比し て、 武皇と い 

ふ、 武士のう わ き な もの どもが、 白馬に のって、 帝の 

御遊 輿に 御供 をして、 はなやかな こと ぢゃ、 御幸の 時 

分に は、 旌を たてなら ベ、 大勢 にぎやか に、 長 楊宫に 

宿く する、 

ロウ ト ウノ  ナ ラメ サゥ チ  ス ハ^カ 二 ル トバメ チリ テ ル r_K 

樓 頭少婦 鳴， 箏 坐、 遙 見 飛. 塵 入，， 

ケン シ ャゥュ 

建 章： 

この 時分、 樓 頭の 少婦 遊-女 ど も が、 箏 など をなら し 

て、 坐して 居な が ら、 はるかに 向 ふ を、 吾が 念 ごろに 

する 少年 どもが、 廑を とばして 通り、 建 章に 入る をし 

,.^目で、みて ぃると、云すて 、置で、ぉもしろぃ、此の 

少年 ども 、、 おれ を 見て、 い るで あらう と 思 ふて、 り 

つばな なり をして ゆき、 女 ども 此の方へ、 くる もし 

れ ぬと 思 ふて、 だてな けわいし ている 情 をい ふ、 


閨 中少婦 不. 知. 愁、 春 曰 凝. 粧 上 二 

スィ ロウ 二 

翠樓： • 

親の 手 を はなれてから、 まだつ い に 夫と にわかれ た 

こと もな け れ-、 なんにも 愁とぃ ふ こ と を しらすし 

て、 春の 景色 をみ やうと 思 ひ、 かたち、 つくろ ふて、 手 

前の いる 翠樓 に、 上って みれば、 


唐詩 選 


七 言 絶句 


忽 見，， 陌頭 楊柳 色， 悔 敎. 夫 婿 覓，， 

ホウ コゥ *■ 

封 侯； 

乍ち 陌頭 楊柳の 色 をみ て、 春の すぎゆく を 感じて、 夫 

とのこ と を 思 ひ 出して、 さ てく 殘念な こと は、 夫と 

にわかる、 時分に、 をれ は 軍 中に ゆく が 手柄 を すれ 

ば、 大名に なること ぢ やと、 云われた ゆ へ、 やった が 

今 思 へ ば 殘念ぢ や、 くやしい こと をし ねと 、あおきな 

くい ふて おもしろい、 

シュッ サイ カウ 

出 塞 行 

白 草原 頭 望， 京 師； 黃 河水 流 無，， 

I  1110 九 


唐 詩選 


セ言 絶句 


三 〇 八 


ない 如 在に しゃう と い ふ氣 もない ゆへ、 もしも 此ゃ 

うな 明月の 夜な どに は、 ひよ つ t ござらう も 知れぬ" 

大 かた ござ.^ はせ まいが、 むだ ごと なれ ども、 待てい 

る、 班 媛 妤が、 紈 扇の 歌の 如く、 掩 ひかくして、 取て お 

く 意な，. y  、 .  J の やうな 美人 を、 す てお かる 、は 殘念ぢ 

やが、 をれ はま だ珠翠 香ばしい 時分、 そら を みれば、 

まだ 月な どが ある、 名月 は 長 門の 賦の意 で、 吾が 心 

に、 くもりない、 しぞ こない はない i 云 心な， CN、 

長 信秋詞 

シン セィニ ハク メイ  ク ジン シス  二  ナ  チサ メナ 

眞成 薄命 久尋 思、 夢 見，， 君 王， 覺 

後 疑、 

眞成 はほん ぼんに とい ふこと、 薄命 不仕 合な り、 班姬 

が こ、 ろに 寵愛の すたれた 我 れは 薄命と 思へ ども、 

まだ ほん ぼんに、 寵愛の すたれた こと やら、 すたれぬ 

こと やら どうした ことで、 君に すてられ たやら、 しら 

ぬと 久しく、 尋 思し、 おも ひき わめら れ ぬ、 一 向 薄命 

を、 お. きわ むれば、 何の うらみ もな い、 なせ 尋思 


した なれば、 しばらく 夢の 內 にたし か、 君に 御 目に か 

、り、 寵愛に 逢た と、 思た に、 さめて みたれば、 うそで， 

あった そうな、 是れは 夢で あつたか、 ゆめでなかった 

かと、 うたが ふなり、 


ラメ 


火 照，， 西 宮， 知， 夜 飲； 分 明 複遒奉 

レ恩 時、 

さめての ち、 長 信よ hN  、よ くみれ ば 昭陽宮 の あた. 9 

の、 火が 西宮 を、 てらす が あ れ は、 昭陽宮 に 御遊が あ 

つて、 夜 酒 もりで も、 ある そふな、 さ， r> ながら、 むかし 

複道 通.^ で、 恩 をう けた 如く、 分明に、 たった今、 御 目 

にか、，c^、恩をぅけたゃぅにぁったが、夢のゃぅでは 

なかった が、 さめて みれば、 帝の 宮は向 ふに あ る、 ゆ 

めであった そうな、 さて^- -ど うした ことで、 この や 

うにす てられた やらと、 思 ひかな しむ、  , 

セィ D ク キ 3 ク 

靑樓曲 

靑樓 は、 けいせい やの ことで、 羽 林の 宫の 少年な 

どの、 あそびに ゆ/、 やうす を 云、 


恨 長、 

西宫 に、 班 孃妤が ひとり、 夜も靜 にして い る に、 花 も 

さか， 9 に 香ばし、 この 花 を 見やう と 思て、 珠簾を 捲ん 

とすれ ども、 氣む つかしい、 寿の 景色 をみ て も、 愁が 

生す る ゆ へ、 うちすて おく、 

ナ、 メ 一一  イダ ィテ  ヲ  ク  ル  ヲ ロウ >-\ タル  タリ 

斜 抱， 囊 和， 深 見； I：；：、 朧 朧樹色 隱，， 

雲 和 は、 琴の こと、 ものうい あ ま..^、 なにとぞ 愁を散 

じ やうと 思 ふて、 斜と ゆがみながら 琴 を ひき、 深 月 

と は 、奥の 方から、 簾 ごし に、 月 を み ていれば、 抱と 

はだき か  >  へた ことで はない、 頭 を さげて、 よ. 9 か 

る 意、 朧々 は、 すき こして み ゆる を 云 ふ、 朧々 とほの 

かに、 をぐ らいゆへ、 さつば りと はみ へ ぬが、 樹 色の 

から、 昭陽宫 が 、奥深く み ゆる、 昭 陽宮 は 、趙 飛燕 が 

寵を 得て 、毎夜々々、 帝 の 御遊 興な さる、 處 U ノゃ、 を 

れは その やうな 坐し き、 帝の 御坐處 へ ゆいて 、寵を 得 

る こと もなら ぬ、 月 も はっきりと はみ へ ぬ、 た V 宮殿 

の 高く 見 ゆるの みぢ や、 

席 詩選 七 言絶 句 


西宫 秋怨、 

フヨ ゥモ シカ ノョ ソホヒ  テシュ 

芙蓉 不レ及 美人 被、 水 殿 風來珠 

翠香、 

けはい 立た 處は、 芙蓉の 花 も 及ばぬ やうな 美人 ぢゃ、 

これ も 美人が、 み づ からか う 云 ふ はす はない など 

、、な づん でみ る はわ る い、 た  > う はさの ことば 

や、 芙蓉 は 天下の 名花と い へと も、 此班捷 妤には 似，.^ 

つかぬ、 連 池の 上へ 作た 殿 ゆ ゑ 水 殿と 云 ふ、 その 水 殿 

の 邊へ蓮 花が 生して ある、 か の 美人-が この 水 殿の 坐 

敷へ 出て 居て みれば、 風が 吹き 來て、 蓮 菜に うかん 

だ、 露 も 玉の 如く、 香ばしい こと ぢゃ、 

力へ ッテ ウラム フク ンテ  ヲ フ r テ  テム ナシク カケテ  チ 

却 恨 含. 倩 掩，， 秋 扇； 荃懸ニ 明 月， 

待，， 君 王？ 

芙蓉 も 及ばざる、 美人が 君の 寵愛す たれた ゆへ、. 女の 

ことなれば、 辭 では 云 はや 情 を ふくんで いるが、 この 

やうに 秋 扇を掩 ひかた ぶけた やう に、 寵愛の すたれ 

て あるが、 手前の こ、 ろ は W 月 を かけた 如く、 くもり 

三 〇 七 


唐詩 選 七 言 絶句 

ノ  ク  ヲン  カン  サ n 

此 夜曲 中 聞， 折 柳； 何人 不. 起，， 故 

ェンノ ジャ ウテ 

圜情； 

何 を 吹 ぞと思 ふに、 別離の、 折 柳の 曲 を 吹く、 旅に い 

る もの は、 たれで も かなし からう、 われ も 旅に いる こ 

と ゆ へ 、うれ ひ を 引お こすで ある、 

春宮曲  王昌齡 

新參 女中の、 あらたに 寵愛 を うけてい る を、 外 か 

ら見 ている 心 を、 作た とみても よし、 宮 女の 怨を 

も 云 ひ 帝の 遊興の こと を も 云 一 ふ、 恨む る こと を 

こめて きく も、 勝手次第 ぢゃ、 

ク  / ビ ワウ ノゼ ンデン 

昨夜 風 開 露 井祧、 未 央前殿 月 

り ン シ 

輪 高、 

露 井と は 屋根の ない、 井 trL- のこと、 この ころまで は、 

ひらかなん だが 昨夜 あたり、 風 も あた、 かにして、 御 

庭の 桃花 も ひらき、 帝 も 花見に 出御 あつ て、 未央 殿の 

まへ で、 御遊け うなされて、 月の 高く のぼ る は、 夜 ふ 


三 〇 六 

け を 云 ふなり、 

ノ  タニゥ クチ ヨウ チレン グハ ィ サム ウメ フ 

平 陽 歌舞 新 承 ，寵、 簾 外 春寒 賜，， 

キン ハ ウテ、 

卒陽公 主 は、 漢の武 帝の をば ご で、 その 下女 を、 武帝 

の つれて 歸て、 衞 皇后と 云 ふに せられた やうな、 美人 

を 寵愛な されて、 御殿で もろともに、 あそばる  と 云 

ふて、 赏世を あ て る、 簾 外に 外の 宮女、 みている 體を 

云 ふ、 夜 ふけに なった ゆ ゑ さむくな つた、 此新參 女中 

に は、 帝の 御氣が つかれ て、 塞から うとて けっこう 

な、 錦袍を 下された、 これ はなはだ 寵愛の すぐれた こ 

と を 云 ふ、 ほかの 女中が、 新參 女中の、 愛せら る、 を 

みている 情 言外に あり、 

西宮春 § 

西宫 は、 班 癱妤が い る 長信宮 な り、 宫怨 に、 春の 

景色 を 加 へ たもの ゆ へ に、 * 怨と云 ふ、 みな 樂府 

題な り、 

3 ル シッ カニメ  カウ パシ メ  >• カント シュ レン！ K 

西 宮夜靜 百花 香、 欲， 捲，， 珠 簾， 春 


先づ絕 句の 詩 は 起承轉 合と て、 三 句で 轉 すれ ども、 こ 

の 詩 は 三 句まで 一 とつかき で、 一 言お や、 越 王が さ 

かんに なりて、 吳王 を、 ほろぼし た が、 その 時分 功 を 

なして、 褒美 を もら う たこと をい ふ、 それ か ら越王 

も 倨り を 極め、 宮 女な ども 大分 あり、 花の 如くな 美人 

が、 春 殿に みちて さかんな ことで、 あ， 9 つらう が、 

只今 惟 有 飛.； 

今 は 野原と なり、 鷓鴣のと ぶの みお や、 越 國には 鷓鴣 

が 大分 ある ゆへ に 云 ふな，. y、 

與史郞 中 ま， 聽；； 黃鶴樓 上-" 吹 I 

これ も 都から 來 ていて、 落 梅花の 曲 を 吹 を きい 

て 、故 鄕を思 ひ 出し て 云な り、 

一 爲二 遷客， 去， 一長 沙； 西 望 二 長 安， 不 

. 見. 家、 

都 を、 しりぞけられ、 長 沙に來 て 居 れば、 長 安の 方 は 


逮ぃ、 吾が 故鄕長 安の 方 を 見 のぞめ ども、 わが 家 はみ 

へ ぬ、 われ も そこ 元 も、 もろと も に 左遷の 客と なり、 

此の やうな 邊 塞へ 來て、 居る ことか と 思へば、 いよ 

かなしい、 


黃鶴樓 中 吹，， 玉 笛； 江. 城 五月 落 

梅花、 

黃鶴樓 は 川の ある 處 ゆへ 江 城と 云 ふ、 愁て い るに こ 

の あたりで 玉 笛 を ふくが 段々 に 吹つ のって 落 梅花の 

曲 を ふく、 思 ひも よ らぬ 五月 時分に 落 梅の 曲 をき け 

ば、 都 を 思 ひ 出して こ ひしい、 落 梅 は 離別の 曲な ち、 

春夜洛 派" 聞； 笛，^ 

誰 家 ノ玉笛 暗 飛. 聲、 散 入き 風， 満- 

洛城； 


唐詩 選 


七 言鲍句 


誰れ が 吹く ぞ、 たれと いふ こと もしれ ぬが、 暗 春風に 

ふきちらされて、 都 中 どこも かも、 この 聲の、 きこへ 

ぬと いふと ころ は あるまい、 

三 〇 五 


00  0 七 言 絡 句  I  I 

下 は ひらく ゆへ、 荆 門と 云 ふ、 

霜 落 荊 門 江 樹荃、 布 帆 無. 恙 掛，； 

秋風； 

荆 門の 山林な ども、 秋 ゆへ 霜に かれて、 木の葉 もお 

ち、 まばらに なった ゆ へ、 江 樹空、 晋 の顧愷 之が 云 ふ 

た 通り、 こ ろよ く吳 中の 方へ、 つ、 がな く 無事にし 

て、 のり ゆく 秋風に、 帆 を かけて、 ゆく ので ある、 

ノ カウ  ニァラ 口 ギヨ ノ クハ イノ ラ アイ メ  チ  ル 

此 行 不 鱸 魚 艙； 自 愛， 名 由， 入，， 

ゼ ン  一 1 

^ 中， 

秋風の 吹く に乘 じて ゆく は、 張 翰が 如く、 鱸 魚の 鱸 を 

思 ひ 出しで、 官を やめて 去て 行く ではない、 もとより 

吳 中が 故鄕 でもない から、 その 爲 ではない が、 吳中は 

山の 多い 處ゅ へそれ を、 見ん ために ゆく こ とおや、 

ッ タイ ノ ラン コ 

蘇 臺 覽 古 

キゥ ヱン ク ハウ タイ ャゥ リウ  タナ リレゥ 力  セィ シャゥ 

舊 苑荒臺 楊柳 新、 菱 歌淸唱 不 


1ニ〇 四 

タ へ -1 

レ勝レ 春、 

こ、 は吳 王の 古跡お や i いふ、 さ だ めて 古へ は 宮殿 

など も、 美麗で ありつら う が、 今 は あとかた もない、 

春は變 する こと も なく、 楊柳 新 な， 9、 古 は 宮殿 を 建 

てなら ベ て、 人 を も 入れなん だとい ふが、 今 は 野原な 

り、 た 丄瘦を と る 野 夫が 歌を唱 て、 往來 する、 どこも 

かも 、春お やが むかしと は かわりはてた、 不勝 * どこ 

も かも 春ぢ やとい ふこと、 

只 今 惟 有，， 西 江 ノ凡？ 曾 照，， 吳 王 宮 

ヮ ノ  ヲ 

裡人； . 

た  >今 惟 ある もの i て は、 月の みで、 吳 王の 宮殿 は あ 

とかた もない、 吳 王宮 裡の てらされた 人 はなく 、た》 

宫人 をて らした、 月の みむかし にかわらぬ、 


ヱッ チウ ク ハイ n 

越 中懷古 

越 王 i  吳.. 歸、 義 士  R 家 ^ 

錦 衣、 宫 女 如. 花ぎ，， 春 殿： 


望，， 天 

天 門 中 i 楚江 開" 碧水 東ぎ ビ * 

-I ヌグル 

. 北 迴、 


天 門 山 は 東に 博 望 山 西に 梁 山と 云 ふが 立 並んで その 

中を楚 江と 云 ふ 川が 流る /-、 碧水の 川面 を みれば、 靑 

々として、 東の 方へ 一流、 れ ま た 北の 方へ 迴り ながる 


ゝ 


兩岸靑 山相對 出、 孤帆 一 片 日 

邊來、 

たちきれた 雨 祟の 靑 出が、 川面へ 出て ある 其 問 を、 ひ 

と. 0 舟に の. o、 夕日 影に この 處へ來 るを受 て、 曰邊と 

云 は 都の こと、 都より の、 ちつ いきと いふで はない、 

李 白が 都よ b この 處 へきて、 舟に のり 天 門 山 を、 見の 

ぞむ なり、 はじめて この 處へ來 た 情 を 云 ふ、 日邊 をい 

ふとて、 都から 直に 來 たとい ふで はない、 外の 舟 はみ 

へ ぬ、我が舟ば炉^^ぢゃとぃふ意で、 1 片 とい ふこの 

やうな、 ところ へ きている は、 かなしい ことお や、 


唐詩 選 


早 發， 白 帝 城， 

朝 辭白帝 彩 罠 間、 千里 ビ陵 一 

-I カヘル 

日 還、 

早朝よ，. > 、白 帝 城の 雪 間 をの り おろして、 これから 

は 千 S も あると いふが、 舟が 早い ゆへ、 たった 一 日に 

來た、 . 

ガン ノ ェン セィ  テ  ト*、 マラ  ||  ク 

兩 岸猿聲 啼不. 住、 輕舟已 過 萬 

3 リ 

兩 方の 岸で、 猿が な く を 聞ながら 下 る、 一 處 でもな 

い、 ゆくさき/ \- で、 啼不住 どこか &ど こま で も、 帝 

ついいて やまぬ、 旅の 愁を引 起す かと 思て、 ふり か へ 

つて みれば、 早く 萬 重の 山 を、 のりす ぎた、 さ て も 早 

いこと ぢゃ、 

ル  チ 

荆 門は荆 州に あり、 山が 岸の 際にあって、 上 は 合 

1 一 10 三 


唐詩 選 七 fi 句 

ク ハウ カク ロウ ニン. ル  カク テ  二 

黃鶴樓 送， 孟 浩 然 之， 廣 陵， 

故人 lif& 黃鶴樓 ー烟花 三月 下，， 

I  t ト 

吾が 親しい、 こな た と、 此 黃鶴樓 の、 烟 花の 風景 をと 

もに 見たならば、 おもしろから うに、 こな た は、 これ 

を 見す て 、川下 もの 方に、 舟 をのり おろ し て、 ゆか 

る、、 

，^碧 {5 き、 惟 見 長江 天 

-! ル、 テ 

際 流、 

あま， 0 殘念 さに、 こなたの 跡 影 を 見 のぞめば、 外に は 

何もみ へャ、 た V そ こ 元 の乘り ゆく、 舟の み 見 ゆる 

が、 みている 內 空の 靑 いと、 一 つに なって、 みえすた 

> 見 へる もの は、 長江の 天と 一 つに なって、 流る/' の 

みお や、 外に 何も 見へ ぬと いふが、 深い 情が ある、 

パイ メ ゾク シュク ケィ ホウ ジ  ラフ ヨウ  ビ 

陪族叔 刑 部 侍 郞曄及 中 書 


I  三 0  二 

4! 人； i 具 至 一遊，， 洞 庭 湖； 

族叔は 父方の 叔父 な b  、陪は 相伴 人 な り、 洞 庭 

に 共々 舟 をの.. 0 出して 作る、 賈至舍 人が 詩に、 答 

る 心で いふ、 八 百 里 の 湖 で、 南天の 果 までみ ゆ 

る、 かぎ， CS もな く、 廣 いこと ぢゃ、 

洞 ild ぎ楚江 先、 水 靈 南天 不 

レ見レ 雲、 

洞 庭 湖 は 西の方 楚 江が 入な がれ、 南の 方 は、 南天の は 

てまで み ゆる、 甚だ 廣 いこと である、 

日 落長沙 秋色 遠、 不. 知 7 何 歡 

シャウ クン ヲ 

湘君； 

はや 日 も くれて、 長沙 あた， 0 の 秋の 氣色 を、 遠くみ る 

に、 賈 至が 白雲 明月 FJ? 湘 君と、 この やうに の b 行た な 

らば、 湘 君の 處 へ も ゆきそう な もの おやと 云 ふに、 答 

て、 不 k 知な に をい ひや る ぞ、 中々 どこ やら 知れぬ 廣 

いこと ぢゃ、 


一 一 

ケンカ クノテク ク ハン  ノ  >  ノ，  ク 

劍閣 重關蜀 北門、 上皇 歸馬若 

. 雲 屯、 

御歸 りなされ たこ と を 云 ふ、 劍閣 は蜀の 出口の 門 ぢ 

や、 劍閣の 道々 にか こんで あ る、 蜀の 北門 を、 上皇 玄 

宗の今 都に、 御 歸.. >  なさる について、 供迴 りが 雲の 

如く、 とりまわして いる、 

少 帝 長 安 開， 紫 極： 雙，， 戀 曰 月， 照，， 

ケ ン コンテ 

乾坤； 

今 都に おいて は、 少 帝肅宗 の、 紫 極の 即位 をな し て 

ござる ゆ ゑ 都へ、 御歸 りなされ たらば、 日月 を 並べ か 

けた 如で あらう、 徳行 を帶 て、 喜と 深 愛 を 云な す、 

聞. 王 昌 齡 左 n ぎ 龍 標ま 1- 有； 

此ノ 寄， 

李 白 も、 遠く できい て、 せめての ことにと 思 ふ 

,000 七 言^ 句  Ji 


て、 この 詩 を 作て、 寄す るな b、 

楊 花落盡 子規 啼" 聞 逾ぼ標 1;; 

ケィテ 

五 溪； 

第 一 句 は 別れのと きの 景； hi い ふ、 揚花 もお ち て、 春 

もつ きなんと 欲し、 ほと、 ぎす もな き、 春の 日 も くれ 

ゆく 時には、 た  >  さ へ ものがなしい、 折 か らに、 こな 

たは 五溪を 過て、 寵標 あた， 9 へ、 ゆかる、 げな、 

我 寄，， 愁 心.； 與； 明 月； 隨 K  到； _ 夜 

郞西； 

われ も 共に 居たならば、 離別 もしゃう けれども、 はる 

かに へ だて、、 いる ことな れ ば、 逢 ふこと もなら す、 

そのこと をき いて、 愁 ている、 この 愁を たれに たのん 

で、 こなたに 知らす る も の もな い、 明月 は どこも か 

もてら すなれば、 これに こ とづ け て、， o> ける ほど 

に、 月 をみ る ごとに、 我が 愁を思 ひ、 やつ て くれられ 


三 〇一 


i5 詩選 


七 言 絕句 


三 〇〇 


高い 山に 月が、 半分 か、 つ た をみ て 作た、 李 白 

は、 旅行の 詩が 名人お や、 

/  カケハ  テ  キヤウ 

蛾 眉 山 月 半輪 秋、 影 入，， 平笼江 

-_ ル 

水， 流、 

舟に 乘て、 此の 山の 下 を 通，^ みれば、 月が 半分 は 山に 

お ほ はれ、 半分 はてら す、 其の 月 か げが江 水に 入，.^、 

流る、 此の 時分に、 

メ  テフ  カウ-一  re ヲ  タル 

夜 發， 淸 溪， 向 J  二 峽； 思. 君 不. 見 下，， 

ぎ が 

淸溪 の、 たにあい を、 舟での り 出 し、 三峽 あたり へ の 

りこめば、 もう くら く て、 み へ ぬ、 どうぞ 瑜州 あたり 

へ ゆきたら ば 、月が 少しも あらう と 思 ふて、 すいぶん 

ぃそぃで、の^^ゅ くで あ る、 至 ごく 舟の 早い こと を 

云、 川上よ 川下 へ の b 下す、 君と は 月 を さす、 

上 皇 西 k 南 京， 一 一  首 

上皇 は 玄宗を 云 ふ、 玄 宗の祿 山が 亂を さけて、 西 


蜀へ御 ざつ た を、 巡狩に 云 ひなす ゆ へ 、即 南京と 

云 ふ、 四 首 ある 內をニ 首 出した、 御歸 りなされ た 

のちに、 作た 詩な り、 帝の 都 を、 おちさ せられた 

とはい はすに、 いは ひな をして、 西 S と 云、 


誰 道 君 王 行路 難、 六 龍 西 幸 萬 

m  a  n ブ 

蜀道 は、 行路 難しと て、 君 の 御幸 は あるまい と 云 ふ、 

この やうな こと は、 たれが 云 ふぞ、 天子の 御幸な さる 

、は、 何の 苦 もない ことお や、 道の 險難 にない 證據に 

は、 六 龍に めされて、 蜀の 方へ 帝の 幸め ると いへば、 

德を 仰ぎ、 民 どもが 歡 ぶこと ぢゃ、 天子から も、 賜物 

などが あって、 萬人歡 と、 いは ひな をして いふ、 


地 轉，， 錦 江， 成，， 渭 水； 天 P 玉 壁， 作； 

長艮 

蜀の、 錦 江を轉 じて、 長 安の 渭水も 同 • 前に 思 ふこと ぢ 

や、 長 安 は、 山が 四方に とりまわして あ る が、： 勘 も 玉 

壘 山が をし まわして、 ある ゆ へ に、 直に 長 安で ある、 


に 入お や、 いつでも 君 王の 此花 をみ て、 笑を帶 愛せら 

る ， に 依て、 かやう に 相歡で をる、 


解 .釋 春 風 無 fe 恨、 沉 香 亭 北 倚，， 

ラ ン カン-一、 


花の 心に も、 先き も晚れ 行く ゆ へ に、 此れから 春風に 

吹 ちらさる であらう と 云、 恨みが あり、 女の 習と し 

て、 つねに * 風な どの 吹に 逢て は、 吾 氣量も をと ろ へ 

寵愛 もす たらう かと 思て、 * 風に は 限り な き 恨が あ 

るが、 此 美人 は その やうな、 恨 もな く釋 こと を、 合點 

して 心に 愁も なく、 花 をみ てた のしんで、 君と ともに 

沈香 亭の、 北闌 干に 由て、 何の 懷も なく、 たい 牡丹 を 

愛し 居らる /-、 


客 中 行 


古い 題で もな く、 唯 旅の 客 中の こと を 云に 付て、 

行の 字 を 付た、 

レ ウノ  ゥ  n ン カウ  ワン モリ  ル n 

陵 美酒 鬱金 香、 玉 碗 盛來琥 


拍光、 

凡べ て 香し いこと に、 攀金 香と 云、 手前 は 旅の 客で を 

るに、 この 亭主に 於て はさまで、 懇意と 云 ほどに も 無 

れ ども、 かくの 如くよ き洒 を、 結構な 器に 盛 て、 もて 

なさる、 は、 さりと はかた じけ な い、 蘭 陵 も、 よい 酒 

の 出る 處ぢ や、 香い 酒 を、 玉 碗に 盛 て、 のめば 號珀の 

ひかりの ごとく、 すき 通て、 見 ゆるな b、 

但 使 主 人 能， 醉き、 不. 知 风處 是 

主人 は、 今 か 、つて を る、 主人 此客 中に、 酒 を 振舞て 

下さる ゆへ、 面白くて いづく の、 どこが 故鄕ぢ やや 

ら、 知ら やにた のしんで をる、 下心 は悲 みが あ る、 能 

と 云、 使と 云 ふ は、 他鄕 なれ ども、 酒 をのむ うち は、 し 

ばらく 故鄕 のこと を 忘 るれ ども、 酒 をのまねば、 故鄕 

を 思 ひだす によつ て、 すい 分し いて、 のませて 下され 

ど 云 ふな-.^、 

蛾 眉 山 月 歌 


唐詩 選 七 言 絶句 


二 九九 


唐詩 選 


七 言絕句 


二 九 八 


のこと で、 泰 風が 檻ケ」 吹狒て 天下一 の 名花の、 花盛り 

の 露の 濃 かなる を 見て、 此の やうな 美人 を 得たい、 と、 

思 ひくら して、 

若 非， 羣 玉 山 頭 見； 會 S 臺 月 

下 - 逢、 

群 玉 山の 頭り、 王 母が 方で みるに 非ん ば、 瑶臺の 仙女 

の ある 處で、 逢 ふか 外で は、 見る こと はなるまい、 と 

て も、 人間界に は あるまい、 


1 1 

ジャゥ 

枝 濃 


一二つ ス  ラ  フ  3  > 一一 

凝. 香、 雲 雨 巫山枉 


ダン 


其 二、 牡丹の、 たった 一 本の 一 枝の、 色つ やの 美い に 

露な どが、 凝り 浮んで ある、 これで 貴妃 が、 年盛りの 

こと を もたせた、 思 出した こと は 比類な くち やう ど、 

此 花の 如く、 美人 も 花も幷 びない、 貴妃 得た から 見 

れば、 巫 山の 紳 女が あした に は、 雲と な hs  、ゆ ふ ベ に 


は、 雨と なりて こようと 云た を、 おのみに した は、 狂 

に斷 陽し、 慕 ふたと 云 ものお や、 


モンス』 


タレ 力 タル ユタ^ rlK 


ェン 


借問 漢宮誰 得. 似、 可憐 飛燕 倚，， 

シ ン  二 

新粧； 

借問す 先 づ資妃 の や う な 美人 は當 代に は 無い が、 漢 

の 宫內に は、 誰が 似た ぞ、 可憐 はか はいらし いと 云 こ 

と、 かはいら しい 趙 飛燕な ど ものが、 けはいで も 

して 來た ならば、 少し は 似 やうが、 中々 すめんで 來た 

ぶんで は、 及び も ない こ と、 倚と 云 は 思 ひたの むこ 

i  、けはい を、 おのみに する こゝ ろ、 


ケィ  ナカラ t ョ B コプニ  ノナ 

名花 傾 國兩相 歡、 常 得 君 王 帶 

ワラ ヒヲ や r チ 

. 笑 看： . 

其 三、 花 も * 妃が やうな ものに 詠せられ、 貴 紀も花 を 

見て、 雨ながら 相歡 ぶ、 牡丹 は 帝の 御 a なさる、 名花 

なり、 貴妃も 帝の 御 寵愛の 类人 なり、 兩 ながら、 御氣 


て も 限り もな く、 思て 居る であらう、 

レゥ シゥシ  カン 

凉州詞  王 翰 

邊 塞の 國の 名、 

葡 美酒 夜光 杯、 欲 k 琵琶 馬 

二 モヨ フス 

上 IT 

葡萄の 美酒 は、 凉 州で 出來る 酒、 琵琶 を 馬上に 彈 する 

と 云 も、 凉州 あた です る こと ゆ へ に、 其處 にある こ 

と を 云て、 此 所へ 番手に 居て、 氣 象な こと を 作る 詩お 

や、 iP 萄で かもした 酒 を、 夜光の 盃に 引う け て、 飮ふ 

と 思て 肴に は、 馬上に て 琵琶な どを彈 して、 すゐ 分と 

飮 むこと ぢゃ、 

ヱフプ フス  一一  レフ r  セィ セン  パク 

醉臥， 沙場， 君莫. 笑、 古 來征戰 幾 

力 カヘル 

人间、 

したが 此 やうに 酒を飮 で、 醉 おふれて 居る を 定めて、 

人が 笑 ふで あらう が、 それ も かまわぬ、 古から この 處 

へ 征伐に 來て、 無事で 歸た者 は 少ない、 大方 討死した 


.c^、病死した.oしてしまふ、吾も明日の 命 も、 知れぬ 

によって、 隨分 酒で も飮 で、 たのしむ が よ い、 酒に よ 

うたやう に 云 ひなして、 至極お もしろう 云 ひなす、 


淸平調 詞三首 李 白 

淸平調 は、 玄宗の 牡丹 をみ て、 一 つのんだならば 

よから うとて、 淸 平の 一 樂を なさる、 時分に、 と 

て もの ことに、 頌雅を 付たら よから うと 有て、 

作た 音の 頌雅く はしく 訓解に あ り 可 見、 此詩 

可， 解不 JH\ 解と 云 やう で、 聞 こ へ にくい、 貴 ffi を 

名花に 比して、 美人 を 云 中には、 花の こと を 含ん 

で 云 ひ、 房 &：. 奥む きの 樂の 名 で、 即席に 李 白に、 

仰 付ら れて 出來 た、 

二 〔ォモ t ィ シャ ウテ -ーハ フ カト  ハラ フテ カン ヲ 

雲 想，， 衣 裳， 花 S8 風 拂. 檻 . 露 

n マヤ カナリ 

華 濃、 

其 一 、雲 を 衣裳に する は、 仙女な.^、 此れ は 4>1 宗の美 

人 を まだ 得ぬ うちの こと を 云 ふ 、雲 を みても、 花 をみ 

て も、 この やうな 美人 を 得たい と 思 ひくら し、 折節 春 


000 


七 言 絶句 


二 允 七 


0  00 


七 言 絶句 


二 九 六 


道士と 云 は、 仙 道 を學ぶ 者、 天子から 召れ て、 又 

天台 へ 歸る とき 仰 付ら れて、 官人 ども が 詩 を 作 


る、 


白 


羽 客 笙歌此 地 違、 離 筵數』 

雲 飛、 

羽 客の、 打 はやしな ど、 云 は、 中々 人間で は 聞く こと 

ならぬ が、 此 人の 签歌故 聞 た が、 只今 此處 を、 逢 ひ 去 

る ゆ へ にこれ ぎ， 9 ぢゃ、 座敷 を 見れば どこ へ も、. かし 

こへ も 白雲が たな 引て、 道士 を 迎に來 たや うぢ や、 あ 

まりせ はしうて なご hs をし い、 

蓬 萊闕下 長 相 憶、 桐 柏 山 頭去テ 

不 .歸、 

此の 處で相 別れて、 早 桐 柏 山 へ 、歸 られ たな ら ば、 も 

う 此の 處へ歸 る こと は ある ま い、 これより こなたに 

逢 ふこと はなる まいから、 蓬 萊闕下 禁中で、 長く こな 

たのこと を、 相 憶 ふで あ ら う、 蓬 萊闕は 天子の、 宮殿 

のこと、 桐 柏 は、 天台の 別名、 


送，， 梁 六， 

洞 庭 湖の 中に 山 あ、 

見へ る、 


ェヅ 


kjs 1 一 ま 

れに引 こ ん で S る 人と 


巴 陵 一 望 洞 庭 秋、 日 見 孤峯 水 

上 浮、、. 

巴 陵 郡の 方から、 洞 庭 湖 を みれば、 くもりな く 秋の 風 

景が、 すみわたって み ゆる、 每日孤 峯 の、 はなれ 島が 

たった 一 つ、 洞 庭の 水の 上に 浮て あるが、 見 ゆるが 

こなた は、 あの 孤峯 を、 はるかに 目 あてに 行 て、 跡 を 

かくして、 仙 道 修行に 行かる、、 仙人に 成 て は 、人間 

に は 交 はらぬ もの ぢゃ げ な、 こなた は 今 仙人に な，.^ 

に、 行く ことなれば、 もう 追 付 逢 申す こ とも、 なる ま 

いと 思へば、 

聞 道 神仙 不. 可. 接、 心 隨，， 湖 水， 共 

ユウ ( 

悠 悠、 

見えぬ 處 なれば まだ もぢ やが、 見 ゆる 處な れ ば 日々 

こなたの こと を 思慕 吾心、 湖水の 渺々 たる ごとく、 は 


水濱、 

銅雀臺 は、 千歲 もへ たる こと ゆ へ に、 灰 ほこ.^ とな 

, ^、ぢ みく として、 跡 方 もな くな りて、 灰塵に な- 9、 

まつ 平らに 成た、 委 すると 云 は 高い ものが、 うづ もれ 

てし まふ を 云、 魏 王の、 園 陵の あた を 見 れ ば、 潭水 

の ほと にある が、 さびた ことお や、 

即今 西 望 氣 思ば ャ氣當 時 歌 

ノ ヲャ 

舞 人、 


今 園 陵の ある 處を、 西 望して さ てく 英雄と 云 はれ 

た、 人の 跡も此 やうになる もの か と、 思に 满て、 目 も 

あてられぬ、 即今 み 見る にたへ がた い、！^ や、 昔 人 

歌舞の、 官女 どもが 此の 臺 よ.^、 國陵を 望み 見た 時分 

は、 さぞ 悲し か， hs つらう、 


セン 


^山  沈佺期 

北 邙は山 の 名な り、 漢の 陵、 叉唐宋 などの 名臣 

の、 墳の 多く 有. M なり、 


北^ 山上 列， 墳塋； 萬 古 千秋 對，， 

洛城、 

さて 洛 陽の 北の方に、 人 を埋た 墓所が 多く ある、 千古 

の 昔より、 洛陽 城に S. 山が 對 して ある、 都ち かき 所に 

ある、 

城 中日 夕 歌 鐘 起、 山上 淮聞ク 松 


赓 詩選 


七 言 紀句 


今 この 處へ來 て みれば、 城 中には、 にぎやかに 歌つ 舞 

つ、 打ち はやして 居 る が、 此 山の 上で は 惟 さびしく、 

松柏の 靡 を 聞く のみ ぢゃ、 下心 は あの やうに、 千歲も 

生て 居る やうに 面白く、 に ぎ やかに たのしんで 居る 

が、 追つ けこの 處へ 埋めら る、 を 知らす に をる、 この 

氣の 付く 者がない 笑止な ことお や、 

送. 司 馬 道士 遊，， 天 口， 

宋之問 


唐詩 選 七 言絕句 

白い、 又 早う 歸ら れいと 云が、 甚だち そうに なること 

？、 

* ハムレ 二  ^チウ シ クン ノ  -I 

戲 贈，， 趙使君 美人， 

此詩、 きこへ にくい 詩お や、 趙使 君の か  >  への 

美人、 妓 女の やうな 者 を 云、 趙使 君と、 杜審 言と、 

友で 有つ らう、 戲と云 は を どけ に趙使 君の 美人 

へ をく る 故に、 實 ではぶ しっけ ゆへ に、 たは むれ 

に 贈た、 使 君が 見て も、 大事ない やうに 云て、 ほ 

めて やれば 使 君 も よろこぶ おや、 

n ゥ フン セィ ガ ヱイ ズ ソゥン 二  セキ 

紅粉 靑娥 映， 楚雲； 桃花 馬上 石 

リ ウノ モス ソ 

榴裙、  ， ： 

天氣 のよ い 時分に、 b つ ばなな b をして、 けはいた 

て、 出た を 見て 云な り、 楚 雲 と 云 へ ば 巫 山の 神 女の 

ことに、 取合せ た、 唯楚 雲に も 映す るく らいに， 0 つば 

な ことお や、 その美 人が 桃花の 如く に、 うつくしく、 

かざ たてた る 馬に のり、 石榴の はかま を、 つけて ゆ 

くな， 9、 


二 九 四 

ラフ  リテ  ニルマ >. 二  ，テ  チ  ン 

羅敷獨 向，， 東 方， 去、 謾 學，， 他 家， 作： 

使 君； . 

羅 敷の 曲の 中に、 東方と 云 字が 有 ゆ へ に、 取合せ て 

云、 さて 羅 敷の 曲 は、 趙 王の 故事な， り.、 いつも 使 君と、 

ひとつに つれだちて、 ゆかる 、が 今日はなん とした 

やら、 獨， 0 行かる /-、 謾 にめ つ たに 自らで ない、 他家 

の趙使 君と な て、 御と も 申さう と 云な り、 これ もと 

趙 王が、 羅 敷に はね か へ された やうに なぶ， 0 かけ 見 

やうと 云、 心 を ふくんで いる、 いろく こ め て 云、 今 

美人が 獨り 東へ 行た が 他家と 云 は 我 身で ない 他家 趙 

王 を學で 此の 美人に 戲れ て 見や う が、 使 君と 云 は、 

美人の、 旦那、 趙氏 にも か 、 る、 こなたに な， 9 かわつ 

て、 なぶり たわむれて、 みやう かと 云に もなる なり、 

ドウ ジャク タイ  リウ ナイ キ 

銅雀臺  劉廷琦 

曹 操が 建た 臺の 名な リ、 

ノ キゥク ハン イス ク ハイ チン 二  ノヱン レゥ シャゥ 

銅臺宮 觀委， 灰塵： 魏主 園陵漳 


ワタル シャゥ コゥラ  r  シン ゲン 

渡，， 湘江，  杜審言 

南國へ 左遷の 時、 湘江を 通る について！ つくる、 

^日 除 SlESi i; 今 春 花鳥が， 

ヘン シ ウテ 

邊 愁， 

都での 昔 遊 也、 去年 都で た の しんだ 時 は 面白 か. し 

が、 南國へ 左遷 せら れ て、 此 旅の、 遲日園 林の 風 色 を 

見る に 付て、 都 に 居るならば、 此 風景 を 見て は さぞ 面 

白から うに、 たび ゆへ 此 風景 を みても、 昔 遊 を 思 ひだ 

し悲み 返て 愁を增 す こと ぢ や、 去年 は 面白 か. 9 しが 

<i ^は 

リ ム  ノ  ナン サン セラ レテ  シャゥ n ゥ  ノ 

獨憐京 國人南 竄、 不. 似， 湘 江 水 

スルニ 

獨憐吾 は 京國北 都の ものな る に、 南方へ 左遷せられ 

て、 行は湘 江の 水の 北 流 に も 不,， 似、 水の まね もなら 

ぬ、 羨し い、 


唐詩 選 士言 絶句 


贈，， 蘇 館 書記， 

大將の 書記 役に、 行く を 云 ふ、 

ンヌ ガ  ト， ヘン，.，.. \  メニュ ルス  チジゥ -I タ！！チ 

知 君 書記 本 翩翩、 爲許 從 k 赴，， 

朔邊： 

をれ が 知て 居る が、 こ な たは 元よ.^ 文章 翩翩 とすぐ 

れて、 たれ 及ぶ 者 もな け れば、 今度 書記 役に 行いて、 

くれまい かと 賴 まるれば、 なる ほ ど大將 のために 許 

し、 戎 軍に 從て、 朔邊 の、 胡の 方へ ゆかる であらう、 

紅粉 樓中 應. 計. 日、 燕 支 山 下莫. 

フル r ヲ 

レ經. 年、 

紅粉 は 婦人 を 云、 樓中は 居間、 さだめし 御內 室が 日 を 

かぞ へて、 待た る であらう が、 必す燕 支 山 あた に 

逗留す る こと は ごむよう、 早く 御歸 りなされ い、 あ 

の 方へ 行ても、 番 手 も 日の 限りの ある こと ぢゃ ほど 

に、 早く 歸られ よ、 必す 逗留す るな と 云 こ と おやけ 

れ ども をら が やうな 卷が 云た な らば、 き、 はすまい 

に 依て、 そこで 內の內 儀 を、 出して 云 ふので、 至極 面 

二 力 m  . 
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？ A  太上隱 者， 

外の ものが、 いくつに なると 問 ふに、 答 へ るな り 

太 上と は、 上へ もない とい ふこと、 これほどの 隱 

者 はない と、 記す る 人の 云 ふな. 9、 

タマ/^ ッテ  ノ モト 二 フク マ クラ ヲ セキ トウ- 1 子ムル 

偶 來松 樹 下； 高. 枕 石 頭 眠、， 

おれ は 用が あるで もな く、 偶と 來て 此の 處に、 眠て い 

れば、 年月のう つ， 9 かわる も 知らぬ、 

シ レキ ジク 力. ン ックレ E ズ  ラ チ 

山中 無， 磨 m; 寒 盡不. 知. 年、 

今 こ に來 て、 われに 年 は、 いくつになる と 問わる 

が、 おれが 住居す る 山に は、 暦と いふ も のがない ゆ 

へ、 年月の たつ もしらぬ、 寒つ きて、 あた かに なれ 

ば、 春に なった、 そうな と 思 ふば かりで、 吾が 齡は、 い 

くつに なるやら、 自分 も 知らぬ、 

七 言絕句 

七 言絕句 は、 上から つ と 作る ゆ へ、 句 中に 字 を 入 

て、 見る くら ゐに、 作らねば ならぬ、 


二 九 二 

蜀中 九日  王 勃 

都より、 蜀へ來 て、 九月 九日に あ ひ て、 旅の あは 

れを述 ぶ、 

九月 九日 望 i き 、き II 他鄕 送レ， 

レ客 杯、 

九日に は、 高い 處へ 上る もの ぢゃと 云に よ b  、五 口 も 人 

にさ そ はれ、 蜀の望 鄕臺に 上て みるに、 故鄕 ならば 而 

白から うが、 他 席の 旅の ことで は あ. 、殊に 今：：： は此 

の處 に、 別る 、人 も ある ゆ へ、 いよいよ 悲しい、 

人情 已 艮， 南 中ノ 苦 ぼ 腕 那バ 北 

ル 

地， 來、 

をれ は 都よ， 9、 南方 蜀 のかた へきて いて、 故 鄕へ歸 る 

こと もなら ぬ、 鴻雁 はどうした ことで、 北 地より 來る 

こと ぞと、 鳥に ことよせて 云 こと、 情 態が くつろいで 

を もしろ い、 


塞 上の 曲と 同じ ことで、 閨怨 むきに いふなり、 

+ク ナラク  ジュ ヒン 子シ  ズト トカ /ィテ 

聞 道 黄花 戌、 頻 年 不. 解. 兵、 

吾が 夫と は、 黄花 戍 あたりに、 戌卒に 行て いら る、 I 

年 も、 くるとし も、 不解 兵、 合 戰に身 を やつして いて、 

世の さわき が やま ぬげな、 

シァ ハレム ケィ リノ  ヒ. r へ 二 テラス r テ カン 力/ エイ ヲ  . - 

可. 憐閬裡 月、 偏 照 ま 家營： 

可， 憐閨裡 を、 てらす 月が、 やはり 漢 家の 營を、 てらす 

であらう が、 月 は 同じ 月 なれ ども、 わが 思 を 寄す る こ 

ともなら す、 互に 相思 ふば かりで 逄 ふこと もなら ぬ、 

ソノ 

其 二 

ダ キメ ク ハウ ァゥ ジテ  レ シムル r シ ジャゥ 二 ナカ 

打 i 黃 鷺 兒； 莫. 敎，， 枝 上 啼； 

打起は、俗語の、をぃたてること、兒はっけ字な，c^、黄 

鴛と云 ふ もの は、 朝から 鳴 もの おや、 夜が あければ、 

庭の 木に きて、 わるい ほどに、 こぬ やうに 打 起し、 追 

はら ふて、 どうぞな かせと もない もの ぢゃ、 

ナク トキ ヲド *1 カン セフガ ュメテ ラシ ム ェ イタル, ー ヌ レゥ セィニ 

啼 時 驚，， 妾 夢： 不. 得 . 到， 遼 西； 

康 t お 選 Ht 言 絶句  1  I 


なせ なれば せめて、 曉の 夢に な. CS とも、 夫の いらる 、 

逯西 あたりへ 行て、 逢 ふと 思 ふて、 ねて いるに、 鶯が 

なけば、 夢が さめる ゆ へ 、ゆく こと もなら ぬ、 

力 ジ 3 力  * ィ t ジン 

哥舒歌  西 鄙 人 

哥舒翰 は、 邊 塞の 功 を 立て、 邊 土の 人 をめ ぐんだ 

ゆ へ 、邊 人よ ろ こび、 この 詩 を 作り 歌 ふなり、 

i»  ► シチ セィ  シ  ル テプ カタ ナチ 

北 七星 高、 哥 舒夜帶 力、 

北斗七星 高、 そらの さえわたった こと を 云 ふ、 夜 ふけ 

頭ら の 上に、 北 斗の ある 時分、 胡 ども が、 入. こむ ゆ 

へ に、 哥舒 はえび すのもの を、 うち 入らせぬ やうに f 

といへ ども 帶刀 を、 用心して ふせがれた、 

~ マデ >  -I ゥカ. -フボ クスル r テ チ ズ ァへ スギ リン タウ チ 

至. 今 窺. 牧 .馬 、不， 敢 P 臨 洮； 

牧 馬と 云 は、 えびす どもが 馬 を、 牧 すと いひ なして、 

唐ら ざ かいまで、 入 こむ ことなれ ども 哥舒翰 を を そ 

れて 、至：， 今 馬 を、 牧 する こと をめ つたに せす、 臨祧を 

む ざと 通らぬ、 


二れ』 


唐詩 選 


五 言 絶句 


二 九 〇 


プ レゥ 


マン シャク ズ モチ t ジス ル r_K 


于武 

勸レ君 金 屈 尾、 満酌 不， 須」 

金屈巵 は、 もっての あ る盃 な， 9、 親し い 友達に 逢 ふ 

て、 此方から、 一 ばい まいれと、 さした を 勸と云 ふ、 必 

すじぎ せらる 、な、 この やうな こと は、 またない こと 

享、 

t ライナ シ  ジン セィ タ i べッ ヮ 

花發 多， 風 雨： 人 生 足，， 別 離； 

なせ なれば、 花 ざ かりおや ほどに、 見やう と 思 ふまに 

風雨で も すれば、 をち て し まふ、 人 も その 如く、 大 

方 わかる ことが、 多い ものお や、 しかれば 逢た ときに 

酒で ものみ、 たのしむ がよ い、 


セク ェ 


秋日 湖上  薜瑩 

ラ クジッ ゴ  n  -1 ブ ェンパ  シ m  >..\ ゥ レフ 

落日 五 湖 遊、 烟波處 處愁、 


くれ 方， 五 湖の ほと h 'を、 ぶら/^ と ある けば、 波 上 

に、 烟が うかんで、 どこも かも 物 あはれ な、 

フ チン ス セン n  / ジ  レトト モニカ ン  -ー 

浮沈 千古 事、 誰與 問， 東 流： 


この 湖上へ は、 世 をの がれて 居た もの も あ，^、 譎 居し 

たもの も ありて、 浮沈き はま. 0 ない が、 たれ も われと 

心 を 同して、 問 ふ もの もない、 此 こと を、 たれに 問 や 

う もない、 た  >  湖水の 東に なかる、 に 問 ふの みぢ や、 


ス ジ 


ケィ シュク 

荊叔 


カン 


レゥ サゥ ジュ 


題，， 慈 恩 塔， 

中 唐 以後の 詩な. 

漢國 山河 在、 秦 陵草樹 深、 

この 高 き^に 上りて みれば、 やつば し漢 の^の 山河 

が あ，^ て、 古へ にかわらぬ、 秦の 方へ 近い ゆへ 始皇の 

陵が、 草樹 深く 茂て ある、 むかし は 繁昌な ことで あり 

つらう が、 今 はた > 、山河 草木の み 見 ゆる、 . 

ボ ゥン  ノ イロ  シロ トメ ト云 「イタ 了ンメ チ 

暮雲 千里 色、 無，， 處 不， 心、 

千里と、 どこから どこまでも、 暮雲の たなびいて ある 

« 色 、むかしと は、 かわりはてた を みれば、 もの f 

、ひ を、 いたまし めすと 云 ふこと なし、 


伊 州 歌 


無名氏 


メ レント ヒ クラウ ガ JS  マ  ル レノ  二 力 

欲. 別 牽，， 郞 衣； 郞 今 到 k 處； 

郞の 旅へ ゆく について、 衣 を ひいて、 こなお は どこ へ 

ゆかる、 こと ぞ 、さため て ゆかねば ならぬ ことで、 あ. 

らう なれ ども、 

ズ ゥラミ キ ライ ォゾキ 「テ レ ッテ リン キヤウ-一 ル r 

不 k,, 歸來 運； 莫. 向， 臨 5., 去つ 

行く さきの、 rn の定 たもの なれば、 歸 りの 遲 いはま 

なれ ども、 司 馬 相 如が 臨邓 で、 卓 文 君に 通じた と 云 ふ 

が、 若 も 其 あた. 9 へ ゆきて、 其 やうな こと も あらう か 

と、 氣づか はる 、、必中 われ を 置 去 にす る ことな か 

^  、 

タヅ ヌル 二 イン 、ジ ャチ ズァハ  力 タウ 

尋 h 者， Kv 遇  賈島 

ミ. T ゥ 力  フ  ニイ フシ ハ トリ リブ， 5 ト 

松 下問， 童 子； 言師 採. 藥 去、 

尋た隱 者 は、 S 守お やが、 見れば 隱者 のっか はる さ 

子が、 大木の 松の かげに、 あそんで いる ゆへ、 師はど 

こへ と、 問 たれば、 藥を とりに、 山 をく へ 行か れ たと 

云 ふ、 

タ -., ラン ノ  -I フク ズ ラ チ 

只 在，， 此 山 中： 雲 深 不. 知. 處、 


賈島、 自ら 思に 隱者 なれば、 世間 へ は 出ぬ はや ぢ やか 

ら * 此山屮 にいら る ， で 育ら うと 思 へ ども、 雲 深う し 

て どこに いらる やら 知れぬ、 

-I  メス  プン ゾゥク ハウ ティ 

宮中 題  文宗 皇帝 

文宗 の、 追 込ら れ ていて 、手前の 情 を、 作た 詩な 

り， 

レン ロズ  チ  ミツ エダ-一 

輦路 生. 秋 艸： 上 林 花 満. 枝、 

絷路 は、 御幸の 道な り、 上 林 は 天子の 苑 なり、 帝の 御 

心 まかせ なれば、 春の 時分に は、 上 林の 花見な ど をす 

れ ども、 今姦 邪の ために、 押 込ら れて 思 ふ やうに、 あ 

るく こと もなら ぬ、 吾が 御幸 路に は、 秋草 を 生じて、 

さびしく、 春の けしき もない、 

mi キニカ ゲン ノィ.  シ タジ シン ノ  i 

憑. 高 何 限 意、 無. 復 侍臣 知： 

高に 憑て みれば、 なにやかや 思 ひが あるが、 これ を 侍 

臣 あれ ども、 側に いるもの もしらぬ、 侍 E には咄 され 

ぬ、 ひと. 0 愁 ている のみお や、 いっか 吾が ま /"に、 天 

下 を 自由にす るで あらう ぞと、 憤り てつく る、 

二八 九 


0  00  五 言 絕句 

マツ ヒル 中 

午 たれと ふ もの もな く， ひと b- 悠々 と， はても なく 

いろ ノ、 のこと をお も ひ 出す、 . 

イカ ンゾ ム ケゥヲ ロセ ィホク  レ ユウ シゥ 

如何 望. 鄕處、 西北 是融 州、 

宗 元が、 高き に 登.. > 、故鄕 の、 河 東の 方 をみ や う と 思 

たに、 故鄕は 見へ す、 西北の 融州 のみ み へ て、 まだ 故 

鄕 ははる かなこと ぢゃ、 

シゥ フゥ イシ  リウ ゥ シャク 

. 秋 風、 引  蜜禹錫 

引 は 曲と 同じ、 

レノカ  ルセ ゥ ^ トメ ル ガン グンチ 

何處 秋風 至、 蕭 蕭 送，， 雁 群： 

何處 か、 はや 秋に なり、 どこから 秋が 至る こと やら、 

蕭々 とさび しげに 雁な ども、 吹き送られて、 みな 南へ 

かへ ろ、 

チウ ライ  ウテテ. 1 ジュニ  n カク モット モ ヅ  ク 

朝 來入， 庭 樹： 孤客 最先 聞、 

常 さ へ愁が あるに、 朝から 秋風が、 樹を ふきう ごかす 

をき いて は、 此方の やうな、 孤客の つれ もな く、 ひと 

..^旅にぃるものは/かなしみ思ふばか，.^ぢゃ、 


.  二八 八  1 

ケゥロ  カン ク ハイ  リヨ ラン 

鞏 路感懷  呂温 

馬 嘶， 白 曰暮、 劍鳴秋 氣來、 

旅路 を、 毎日 朝から あるいて いれば、 慕 方に は 塞うな 

り、 馬な どもつ かれて 嘶き、 秋 はもの 、かる 時分 ゆ 

へ、 腰に さしてい るハ M な ども、 か ^す るに つ い 

て、 早 や 秋に なった. と 思 ふ、 

ガ べゥ トメ シ 力 ギリ  ム ナシク ハイ ク ハイス. 

我心 渺無 JT 河 上空 徘彻、 

曰 も くれ か 、つたが、 向へ は どれほど ある やら、 どこ 

が どこと もさき の辨へ もな く、 まだ 宿 も n. だめす、 吾 

が 心，々 とかぎ. 0 なく、 河の ほと を、 あちらこちら 

と、 うろた へ ている のみ ぢゃ、 この やうに 旅に のみ、 

いた もので も あるまい が、 いつ 故郷へ かへ， o、 安穏に 

い る こと ぞと、 旅の 愁ひ をい ふ、 

.n べッリ  . マウ カウ 

古 別離  孟 郊 

大方 夫婦 別の こと をい ふ、 朋友に わかる、 を も 

云 ふ、 


イン ギン ニス ヱキ ノ  * チ コ、 ツチ フ  二 

殷勤驛 西路、 此去 向， _ 長 安： 

長 安から つ  > き の驛、 西の 路を、 の そみ て、 あの. 路を 

1 足 ふみ 出せば、 都へ ゆかる、 こと おやと、 殷 勤に、 

くり か へして、 みている のみ ぢゃ、 


サン 


シ ュク； 


ゲン シャゥ 


叔倫 

沅湘 流不. 盡、 屈 子怨何 深、 

むかし！ 1§ 原が、 楚國の 王 を 諫め たれ ども、 用いられぬ 

を 憤り、 この 處へ身 をな げた と いふが、 その 人 は な 

き 世の 人と^, たれ ども、 むかしに かわらぬ もの は 

水の ながれ、 つきぬの みぢ や、 今に その 怨を みる やう 

なが どうして、 この やうに 千歳の 後まで、 怨の 深い こ 

とぞ、 

ジッ ボ  ォ nd セゥ セゥ タリ フゥ ジコ リン 

日 暮秋 風 起、 蕭蕭楓 樹林、 

れが たに みれば、 秋風に 木の §. どが、 おちた 處 


はきつ う もの あはれ な やうす で、 此の 無心な もの ま 

でも、 みな 屈 原が うらみ を 合で、 いる やうす である、 


思 二君 恩， 


令狐楚 


宮 女の 怨を云 ふ、 

セゥ ユン ァゥカ ヤン.！ プ  テフ プ  シ 

小苑鶯 歌歇、 長 門 蝶 舞 多、 

つらく 詠めて いれば、 小苑 などに も、 春の 始は鶯 が 

多くない ていたが、 半ばす きたれば 鶯も なきやんで、 

長門宮 あたりに 蝶が、 とび あそぶ、 春の 末にな つた、 

マナ コニ ミル  ル r ヲスィ レン ズ カッテ ヨギ ラ 

眼 看 春 又 去、 翠輦 不，， 曾 過； • . 


みすく 春 もす ぎ 去り、 時節の うつ， r> か はるに つい 

て、 君の 御 心 も か は. o、 再び 吾 を 愛して、 御幸 も あ，. ク 

うかと、 思 ふたに、 この 春 も 帝の 入御 も なく、 い たづ 

らに、 春の すぎゆく をみ るの みぢ や、 


ガ サン 二 


リウ ？ 'ゥ グン 


唐詩 選 


五 言 絶句 


登，， 柳 州 蛾 山， 柳宗元 

故郷の 遠き をみ て 、感を 起す、 

ク ハウ ザン  ゴナリ t トリ ッ ティ ユウく  >  . 

荒 山 秋日 午、 獨 上意 悠悠 

荒と いふ は、 人 か げも 一ない、 す ごい 山 をい ふ、 秋 は、 

た  > さへ、 さびしい に 人 かげ も ない、 荒 山に 秋日 の 

I  1  二八 七 


000 


五 言 絶句 


二八 六 


ウメ カリ 


ブ r 


月 黑雁飛 高、 單 于遠遁 逃、 

いつも 月夜 さしに は、 夷が 入り こむ が、 今 1^ は 月 もさ 

えす 黑 うして、 雪 も ふり 雁の 聲は きこ ゆれ ども、 形 は 

みえす、 今夜 は 此方から、 逐と いふ 沙汰 を きいて、 そ 

つと ゑび すが にげました そうに ござる と、 つげる ゆ 

ゑ、 のがして はなる まいと 思 ひ、 追討に せよ とて、 單 

于は、 匈奴の 君號 な. 9、 

ホッス レバ モヅテ ケィ キヲォ ハント  i  ノ  * ゥ タウ 二 

欲. 將，， 輕 騎， 逐； 大 雪 P 弓 刀： 

輕騎 の、 かろき 武者で、 追 かけよう とすれば、 大雪 ゆ 

ゑ寒氣 が、 つようて どうも ならぬ、 

ル m シン ケ. 1 二  シ  クウ シ 3 

別 ，，盧 秦卿， 司 空 曙 

レ re ル r テ  ノ ル カタ シ  レ ノ  ノウ チ. 

知. 有，， 前 期 在： 難. 分 此 夜中、 

わかれて は、 又 逢 ふこと も 知れぬ によって、 今夜 は ゆ 

る b と、 洒 でものんだ がよ いと 云へば、 いやく 今 1^ 

はた  ねばならぬ、 わかれき ではない、 追 付 逢 ふこ 

とおやと 云 ふに ついて、 ね， たり 心に 作て おくる、 おも 

しろい、 そなたの 云 は る /-、，^ー..：>、今ま わかれ きりで 


もない 追 付 逢 ふことの 期 ある を、 おれ も 知て？ いれ ど 

も、 どうした こと やら、 なご b 惜 うて、 わかれに くい、 

先づ 酒で もの まれい、 


ル r 


セキ ユウ フゥ 1 


無. 將 k 人 酒； 不， 及. 石 尤 風： 

ゆるり と 酒 をのんで、 逗留せ よと い へど も、 きかす に 

行かる が、 石尤 風が 吹て は、 あとへ も、 さきへ も、 ゆ 

かれぬ が、 なんとし やる と留て も、 それに 前期が ある 

と 云 ふて、 ふ. 0 切て ゆかる、、 すれば おれが 酒 を 石尤 

風に 及ばす とする もの おやと、 留る である、 石尤 風と 

いふ は、 逆風で すさまじい 風ぢ や、 故事の ある ことお 

や、 


幽 州  ， 李 益 

御用で、 幽 州に 来て 居て、 故鄕を 思て 作る、 

セ ィ ジュメ  リ サゥ カン-一 子ン ，-、 ケィ スィ  ムシ 

征戌 在， 桑 乾： 年年 薊 水 寒、 

この 處へ戌 りに 來り、 一 年で 歸 らうと 思うた に、 くる 

とし も、 くるとし もこの 處 の塞氣 を、 くる しんで い 

て、 都 へ歸る こと もなら ぬ、 


班姬が い る 西宫 から、 建章宮 あ た. 9 を みれば、 * の 

時分で、 花が さか. 0 に ひらいて あるが、 てまへの いる 

處 からみへ る、 今趙 飛燕が いる、 昭陽宮 などに は、 管 

被の こ ゑが する が、 これ はい ま 天子の、 御 あそびに 出 

御な された そうな と、 思 ひ 慕 ふなり、 

シャ モンス ゥ クル オン ヲ モノ サゥ ガ  イク パク 力  キ 

借 問 承 者、 雙 蛾 幾許 長、 

あの やうに 帝の、 御意に いると 云 ふ は、 どうした こと 

ぞ、 化粧な どもす るで あらう が、 いか やう にして、 御 

寵愛に 逄 ふこと ぞと、 てま へ の 恨 を 直にい はす、 かる 

く 云 ふて おもしろい、 

ス チク リン ジー I  シュ ハウ 

題，， 竹林 寺，  朱 放 

歲月 人間 促、 烟 霞.^ 地 多、 

歳月と いふ もの は、 せわしい もので、 しばらく もと > 

まらぬ、 それにつ けて、 人間の 壽命 も、 促る なれば 朝 

夕 もしれ ぬに よって、 重て 此處 へく る こと も、 不定な 

れば、 この 烟 霞の 多い 面白い 風景 をみ て、 たのしむ が 

よい、 

Is  0  0 五 言絶甸 


イン ギン ニス  サラニ ェ ン イク タビカ ヨギ ルテ 

殷勤 竹林 寺、 更得， 幾两 過； 

殷 勤に、 ねん を いれて、 みおくが よい、 ふた、 び くる 

こと も はかりが たい、 

シゥ ジッ  カウ 

秋日  耿偉 

ヘン セゥ  ル リヨ n ゥニ ウレへ ツナ * レト. トモ 二 力 ラン 

返 照 入， 詢 巷： 憂 來 誰 共 語、 

二十 五家 を、 閭と いふ、 巷 は、 其 里の 道な り、 田舍 のこ 

となれば、 入 かげ もな く、 家居の、 兩 方へ わかれた あ 

いだから、 日が さしこむ、 此の やうな さびしい 時分 も 

在鄕 のこと なれば、 わが 愁ひ を、 たれと ともに、 かた 

る もの もない、 

コ ダウ マレ ナリ  ゥゴ カス クヮ ショチ 

古 道 少入 行； 秋 風 動- 禾 黍： 

そこら を あるいて、 其 町 は づれに 古道が あれ ども、 た 

れ往來 する もの もな く、 いねの ほな ど を、 秋風が 吹き 

うごかす のみで、 さびしい こと ぢゃ、 

ス チャウ ボク ヤノ サイ カノ キヨ クチ  P リン 

和： 張 僕 射 塞 下 曲， 盧綸 

二八 五 


唐詩 選 五 言 絶句 

今夜 は 一 處 にいれ ども、 明日 は、 そこ 元は 立 去らる、 

なれば、 吾 ひとり この 笛 を 郡齋に 向て きく で あらう 

が、 獨宿 のこと なれば、 さぞ かなし からう と、 思 ひや 

ら るゝ、 

H ク リチ 

SB 一， 

コ ヱン べゥ トメ レノヅ キ シ マサ-一 ユウ ナル カナ 

故圚眇 何處、 歸 思方悠 哉、. 

わが 故鄕 も、 思 ひ やられぬ ほど 遠く、 何れのと ころお 

ややら、 しれぬ 處へ來 て 居り、 常 さ へ歸 りたい、 思 ひ 

は あるに、 雁 をき けば、 故 鄕を思 ひ 出して、 歸思悠 哉、 

はてし も かぎり もな く、 歸， 9 たいこと ぢゃ、 

ワイ ナン  ノ  カウ サイ  クノル, 7 

淮南 秋雨 夜、 高 齋 聞，， 雁 來； 

此の 歸 思の、 ながい を hs か ら、 淮 南で 秋雨 をき くこ 

となれば、 ひ i しほた へられぬ、 吾が いる 高齋 あた， 0 

雁 も 飛來る をき けば、 なをく 愁 がまし、 ものごとみ 

なかな しみと なる ぢゃ、 高 齋は郡 齋と罔 じく、 居 家な 

り、 


二八 四  . 

答 フニ  #^ 揮 、 

李 称が、 隱 者の やうに して、 ゐ ると いふて、 こし 

つらん、 それ を さぞ 靜か であらう と、 E ひやつ て 

云 ふて やるな り、 

リン チウ i ェキヲ ヤン. デ ケィ ジャゥ タイ メ チウ-一 ナリ 

林 中 觀 .易 罷、 溪 上 對鼬 間、 

今 そなたに は、 隱者 とな b  、林 中の しづかな 處へ引 込 

んで、 常 に 易 をみ ていら る 、であらう、 それ も、 ひに と 

めて、 せ い を 出して 見る とい ふこ ともなく、 返 屈した 

ととき はやめて、 溪 上に かもめの うかんで いる をみ 

て、 さぞ 間で あらう、 

ソ ゾクヲ 、シ シ カク  ン 力 モヅ. r モ ワウ クヮ， ノス 

楚 俗鋒詢 客： 何人 最 往還、 

詞客 は、 詩文 章に、 長 じたる 人な b  、こなたの いらる 

、處 は、 楚國の 近處と み ゆるが、 楚國は 屈 原が、 文章 

を 書 出した 處ぢ やから、 今にす ぐれた ものが 多い が、 

こなたの 處へ はなに と 云 人が 親く、 往來 する ぞ、 

セ フヨ ヱ ン  ク ハウ ホセ 

婕妤怨  皇甫冉 

クハ シ  テケン シャ ウテ ホウ ク ハン ハツ ス  二 

花 枝 出， 建 章： 鳳 管 發， 昭 陽； 


ダイ 


江 行 無題 

川ば た を 通り、 名高い 医 廬 山と いふ を 見て 作る、 

シ セキゥ レフ  ヲ キヤウ ロズ  カラ^ 

尺 愁，， 風 雨； 匿 廬 不. 可. 登、 

八 寸を咫 と 云 ふ、 十寸を 尺と 云 ふ、 いま 匿廬山 をみ 

れば 甚だち かいゆへ、 とびつかれそう なが、 を， o- ふし 

雨^-ふり、登ることのならぬ は、 殘念 なと 愁 ふる な 


紙 疑雲 霧 窟、 猶 有，， 六 朝 僧； 

雲霧と は、 風なら ぬ 山と いふ こ と、 六 朝 は、 吳、 晋、 

宋、 齊、 梁、 陳を云 ふ、 猶六 朝の、 惠 遠な どの いらる、 

であらう と 疑 ふな. o、 この 嵐 外 景色 をみ て、 われ も 世 

上 をす て、、 引 込 ふと ぞん する、 

ス キゥ ジ シフ ジ 丰ン グ ハイ-一 

秋 夜 寄， 丘 二十 二 員外， 

ィ チウ プッ 

す モフナ チシ 3 クス  工 サン ホ ェ イス レゥ チン 二 

懷. 君 屬， 秋 夜： 散 步 咏， 凉 天； 

こなたの こと を、 常に 思て いるが、 今夜 は 別して、 秋 


の 夜、 もの しづかに 思 ひ、 あかぬ こと ぢゃ、 此の やう 

な 夜す がら、 互に 快く はなしたならば、 おもしろから 

うが、 われ は た  > 散歩と、 みちを も 定めす、 あちら こ 

ちらと あるいで、 此詩 を吟 1 咏 する ことお や、 

ム ナシク  ヲッ ユウ ジン べシ ダ 子 ムラ 

山 筌松子 落、 幽人 應. 未. 眠、 

散步 して、 夜の 景色 を みれば、 山 も 空う して、 松 子な 

どが おちて、 靜な こと ぢゃ、 この じぶん、 幽人ほ m な に 

も、 ねす に ゐらる であらう と、 思 ひ や るな り、 松 子 

とい ふ は、 列 • 仙 傅に、 松 子 を堯に 遺 たれば、 堯服 する 

に 暇な く、 時人 服す る もの、 二三 百 歳に いたった と • 

云 ふ ことがある、 


聽 ，，江 笛， 送，， 陸 侍 御， 

クテ.  ノ フエ チノ ゾン デサカ ツキ 二 タ ビル チ 

遠 P 江 上 笛； 臨 .觴 一 送 .君、 

どこと もな う、 いぢ わるく 笛 を 吹く、 此 なごり をし 

いわかれの 觴に、 のぞ ん で きけば、 いよく かなし 

く、 別後が 思 ひやら る、、 

力へ ッテ ウレ フ ドク シ ュクノ ョ サラュ ヅ テグ ン サイ-一 キ カン r チ 

還 愁獨宿 夜、 更向ニ 郡齋， 聞、 


唐^ 選 


玉 言 絶句 


二八 三 


i? 詩選 


五 言 絶句 


戌烟 とい ふ は、 胡 ざ かいに、 兵亂の じぶん、 この 方 か 

ら 番手の もの を、 つか はし 置 ことな 、こ、 が 戌樓と 

もい ふなり、 今 は、 邊塞も 治り て、 遠見の 番も 入ら 

す、 戍烟も すくなく、 艸も 霜枯れて、 茫々 と はて し も 

な 


，、かぎり もな く、 見 ゆるな， 9、 

トウ ナン ゾ t ン トヅル r_h  ズ .： 

頭 MP 閉、 萬 里不. 防. 胡： 


フ セガ； 


隴山 は、 邊 塞の 山の 名で、 關處 なり、 隴山 など も 胡が 

いればと おふさいで 置が、 今 は 治て、 胡 も 打 入らぬ ゆ 

ゑ、 萬 里の 外 も 人 をの こして、 胡 を 防ぐ こと は 入らぬ 

から、 すて おくな hN、 


其 一 


力へ 


ィ サ 


ジュ 


ンナ 1 


絕漠大 軍 還、 平 沙獨戌 間、 

今 は兵甄 もな く、 胡 も 鎭た ゆ へ 、沙漠 を 横に 度て、 よ 

ろ こんで か へ る、 胡が うちいる とき は平沙 に、 急 度 守 

てゐれ ども、 近頃 はよ く 治た ゆへ 戍樓も いらす、 ひま 

になって ゐる、 絕は 度る な り、 漠は 平沙沙 場と 同じ、 


空 留，， 一 片 石； 萬 古 在， 燕 山： 


二八 二 

かやう に 治た ゆへ、 燕 支 山 あた に、 石に 胡 を 平らげ 

たと、 い ふこと を 記し、 立て 置て、 萬 古の、 のちまで 

も、 人に しらし むる である、 


ァフ ケフ シャュ 

逢，， 俠者 


. 男 だて を、 おもしろ いと 思 ふて、 つくる 詩な. 5、 

ヱ ンテゥ t  .» ノ シ ヒ  フ ゲキ， マウ ガ ィへ 

燕趙 悲歌 士、 相 逢劇孟 家， 

燕趙の 間に は、 悲歌慷慨の SR だてが 多い、 今劇孟 も、 

天下に 名 ある 男 立で、 この 方 も 近付で、 出合て みれば 

たのもしい 人で、 古への、 燕 超 悲歌の 士 に も 劣らぬ、 

劇孟 は、 洛 陽の 人、 

スン シン ィヒ ズ ッ クサ  マサ ニナ， メナ ラント 

寸 心 言 不 .盡、 前 路 日 將. 斜 

ク 

よい 處で、 こたな に 逢た ゆへ、 ちとい ひたい ことがあ 

れ ども、 今 は 年よ つて 、さきがち かいから、 云て も や 

くにた  >  ぬ、 ことに、 今日は 日 も くれる から 、わが 寸 

志 も、 いひつ くされぬ、 世上 に た のみになる ものが 

ない ゆへ、 空く 年月 をす ぐると 云 を 含むな り、 


だん を 云 ふて 

ある をい ふ、 


れ られ よ、 所思と は、 なにやかや 思の 


左掖 梨花 


丘爲 


掖は兩 方の 小 門な り、 左掖は 左， 9 小 門な り 


冷艷全 欺. 雪、 餘 香 乍 入. 衣、 

外の 花 は、 紅ゐに 色つ やうる はし い、 冷の 字 を、 つけ 

たで、 おもしろい、 冷 飽と* なしの 花 はしろ く 冷なる 

が 如くに して、 雪 を も 欺て いる、 まっしろな ゆへ、 雪 か 

と 思た に、 たちまち 香が する ゆへ、 花 さうな と 思 ふ、 

春風 且 莫. 定、 吹 向，， 玉 階， 飛、 

春風が この 花 を 吹く が、 どち へで も 吹きし だいに 飛 

ぶが、 とても 吹くならば どうぞ、 この 花 を 玉 階の 方へ 

吹かせた いものお やとい ふ は、 同じ 官人 でも、 帝の 御 

側ち かくへ つかへ たいと 云 ふ 意な，.^、 


； イノ ゲン 


リウ Y ツモ 


九日 陪，， 元魯 山， 登，， 北 城， 留別 


> ァ 


蕭穎士  . 

綿 連 IS 川迥 、杏 渺膽& 深、 

今 そこ もとに、 わかれる について、 樓に のぼつ て みれ 

ば 川が 連綿と つ いき、 鴉路 の、 かちみち も、 杳渺 と、 

はても なく ふかく、 どこ までつ  > いて ある やら しれ 

ぬ、 あの 道 を、 遙々 通らる、 であらう、 

ホウ タク キヨ ゥ ズ  カラ ノ ゾンゲ  二 カス  チ 

彭 澤 興 不. 淺、 臨. 風 動. 歸 心： 

5i 澤と は、 淵 明が こと、 九日 高に の ぼる 故事 ぢゃ、 湖 

明 膨澤の 令と なると 云 ふこと が ある ゆへ、 元 魯山縣 

令に、 と， 0 合せた もの ぢゃ、 こ な たの、 今日の もてな 

し、 中々 あさはかな ことで はない ゆへ、 この 處で たの 

しんで、 ゐ たいと 思へ ども、 この 處へ 上.. >  みれば、 か 

へ る 道す おがみ へ る ゆへ、 にわかに 歸，. ^たくな つた、 


平蕃曲  劉 長 卿 

唐の 世で、 胡 を 平らげた、 凱歌の 曲な， 9、 

べゥ？ トン ジュ ェン コナリ * ハウ 〔？ （\トメ サイ サゥ カル 

渺 渺戌烟 孤、 茫茫塞 艸枯、 


唐詩 選 


五 言 絶句 


二八 


唐詩， 選， 五 言 絶句 

終南の餘雪を、禁裡ぁた，.^ょ，<^のぞむなり、祖詠が及 

第のと き、 試ら れ たる 題 な 、もと 排 律に つくる つ 

もりで、 あつたが、 四 句で 云 ひ つ くした ゆ ゑ、 さしだ 

したれば、 役人が とがめ たれば、 もう 云 ふこと がない 

とい ふた、 これが けっく、 よいと ほめに あ ふたよ い 

詩お や、 今 この 處ょ b みるに、 終 南の 背、 長 安の 方、 北 

陰 を もても、 雪が ふ，.^埋めて、浮雲の はづれ まで、 と 

>  く ほどに み ゆる、 

リン へゥ ラカニ セィ ショク  ス ボ カン IS 

林 表明， 養 色： 城 中 增， 寡 寒； 

林の を もても、 さつば りと はれて ある、 長 安 は、 ちか 

くもな けれども， お まり まつ 白で、 暮 方に みれば、 さ 

むく ぞっとす る や. うに 覺 ゆる、 

ヤメ ラレ テ シ ャゥチ サクス  リ テキ シ 

罷 作  李 適 之 

サケテ ケンテ メテ ヤメ  テ シン. テセ イチ カツ フ クム ハイ テ 

避. 賢 初罷. 相、 樂. 聖 且銜. 盃、 

われらが やうな、 不調法な ものが、 上に ゐては 外の も 

の、 邪魔になる ゆへ 、避 JS 貝罷. 相、 と は 、す み 酒 の ， V 


二八 〇 

とこ、 では、 よい 酒と、 聖人と をと り 合せて 云 ふ、 酒で 

ものんで、 たのしむ がよ い、 洒 めれば 何にも 入らぬ、 

タメ-一. r へ モン ゼンノ カク  イク パク コカ  ル. 

爲問 門前 客、 今朝 幾 箇來、 

さ ながら、 酒 をのむ にも あ ひて が い るが、 今朝い 

くた b ほど 來たぞ 、大方 二 人も來 はせ まい、 實 はわ 

れ權 威あった とき は、 大勢 來 たが、 相 を やめ たれば、 

1 人 もこぬ と 憤る である、 

リテ クリ ゴ シュク ル チ I 一  カ子 テ ヨス キ ブ サン 11- 

. 奉 .送. 五 叔み京 兼 寄， 棊母 三， 

李陋 

イン ゥン .W ブ  チイ タム  レヲ レレ ノゾ 

陰 雲 帶， 殘 曰： 恨. 別 此 何時、 

くれ 方.. うす 曇.^ の 雲が、 殘 H: に うつら ふて、 もの あ 

はれな をり から、 こなたと 別れる が、 是れ はどうした 

時節 ぞ、 

スレ _a ント  ノ チ シ ヨシ ル 1| シ ヨシ チ 

欲. 望，， 黃 山 道； 無. 由. 見. 所 思： 

今 こなたの ゆかれる について、 吾が 友達の、 綦 母 三が 

ゐる處 の、 黃山 はこの 方から、 ゆく こと も ならぬ、 此 


ゆくな らん， 

シ. 1 ナ スレぺ リ キニ  ラント シ  ノ  クリ ヲ  ル 

强 欲，， 登. 高 去： 無 X 送 .酒 來； 

九日 は 高に のぼる ことなる ゆ へ 、心 も はっしね ども、 

强て登 J€ 少しも、 うさ を はらそうと 思 ひ、 酒で も の 

み、 故鄕 のこと を、 わすれう と 思へ ども、 旅 なれば、 

酒 を 送る 人 もない、 淵 明が 故事で ある、 

ハル カニア ハレム  ノ， キク べシ ソフテ セン ジャゥ 二 クナル 

遙 憐故園 菊、 應. 傍. 戦場， 開： 

はるかに 推量し 憐 むは、 故 園 など も、 戰 場と な b 、ふ 

みちら されて、 菊も路 ばた に 開て いるで あらう、 旅に 

いる さ へ、 心 ぼ そいに 故鄕の こと を、 思 ひ *^ て なげ 

く、 

ナ ィ スィヲ フ シン セン テ 

見，， 渭水， 思， 泰川， 

シ ル レノカ イタ ラン ヨウ シフ 二 

渭水東 流 去、 何時 到， 雍州： 

渭水 は、 西域の さか ひお や、 この 渭水 はいつ も 東へ な 

がる、、 いつ 都雍 州へ ながれ 至る であらう、 おそい 

か、 はやい か、 ながれ ゆく であるが、 われ は歸る こと 

000 五 言 絶句 


もなら ぬ と FS へば、 

3 ッテ ソへテ  ノ ヲセテ ム カッテ  -I  ■ サン 

憑 添，， 兩， 行淚； 寄 向， 故 園， 流、 

兩 眼から 淚が ながれる、 この 淚ケ- 水に ことづけて、 故 

鄕へ 流さう、 淚で 水が さもます であらう、 

ルク ハン シャク & ゥ-!  ワウ シ クワン 

登 鸛鵲樓 >  王之涣 

名 だかい 處で、 古跡な. -、 

ヨリ テ  二 クキ ク ハウ ガ  テ カイ 二  ル 

白 日 依. 山 盡、 黃 河 入. 海 流、 

西の方 を 見れば、 高い ゆへ、 日の 入 つくる までみ ゆ 

る、 東の 方 を みれば、 黄河の をち こむ まで み ゆる、 ど • 

こも かもみ ゆる， 

ホッ スキハ メント  ノ  メチ サラ ニノ ボル イツ ソ ウノ  P. ゥ二 

欲 J^,, 千 里 目； 更上」 層 樓； 

鸛鵲樓 でさへ 此 通りお や、 も そっと 遠い 處の 、故郷が 

みたい と 思て、 層樓に 上て みる、 鹳鵲樓 り 高い が、 ベ 

つして しれる、 

終 南 P 餘雪， i 詠 


唐詩 選 


五 言 絶句 


二 七 八 


みて、 その 人に なぞらへ 、吾が 身の 上 を いふ、 須 

賈が 故事，^ みるべし、 

ナヲ リ チイ ハ ウノ ォクリ モノべ シ ムナ ルハン シ ュクガ カン 

尙 有，， 練 袍 贈； 應. 憐， 范 叔 寒， 

范叔が 器量 ある こと を しらす、 た、 き 殺して、 厠へ す 

て たれば、 死んだ まね をして、 ぬけて 出て、 秦に ゆき 

て、 昭 王に 仕へ、 宰相に なった、 そのの ち 須賈、 秦に使 

に ゆきし に、 范叔 は、 わざと 輕 いもの  體に まねて、 

賈 にあ ひたれば、 賈范叔 が 貧なる を 見て、 ぬの こ を あ- 

た  へた、 のちに 范叔 が、 秦 の相國 なる  こと を 知て、 大 

に 驚いた と、 云 ことが ある、 練 は、 布の fi-^ 袍は絮 な 


シナル r チナチ ナス ホ イノ 


不. 知，， 天 下士； 猶 作 _ 布 衣 看；， 

須賈 は、 范叔が 英雄な る ， 」 と を しらす、 いやしい もの 

と 思 ふ、 また 布 衣の 看 を なし たは、 馬鹿な こと ぢ. や 

と、 手 まへの、 不遇 をい きど ほる である、 


f ノ 


田家 春 望 

立身 もせぬ ゆ へ 、ひきこんで ゐて、 Kh- を ふくん 


でい ふ、 


出 h 何 所. 見、 春 色 満，， 平 蕪； 

門 を 出て みれば、 何にもお もしろ いこと はない、 田舍 

のこと なれば、 * 草が 一 面に はえて、 渺々 として、 人 

かげ もない、 


I 無， 知 己： 高 陽 一 酒徒、 

この やうな、 風景 をみ るに つけても、 可 k 歎 は、 たれ も 

知己なものもなければ、ぁた，.=^ ほと，.^ では、 高 陽の、 

酒の み 中間の、 だう らく ものと 思て いるで あらう が、 

われ を しるもの がない から、 酒で ものんで、 いねば な 

らぬ、 この やうな 田舍 へきて いる も、 われ を しるもの 

、ない ゆへ おや、 酈生、 はじめて 沛 公に 見 ゆると き、 

劍を 按じて わ * れは高 陽 酒徒、 儒生に あらやと、 いふた 

ことがある、 


カウ グン 


3  H ンテ 


行軍 九日 思，， 長 安 故 園 一 

岑參 

西の方、 行軍ながら、 大將に 付て、 書記 役 をして、 


中 ごろ 歸 つた 時分に も 、となりあた，.^ の、 ちかづきな 

ども、 あるかな いかでめ， 9 しが、 それから 段々 戰も 

多ければ、 今 は 友 だち も なくなった であらう、 この や 

うなれば、 いつ 歸ぅ もしれ ぬ、 

絕句 > 

前に 題が あって、 歌 行か 律詩が あって、 その 次に 

絶句と おいた を、 直に こ、 へ 出した ものお や、 

ェ ドリ ニメ ィョく シ  ウメ  ホソス モ ヘント 

江 碧 鳥 逾 白、 山 靑 花 欲. 然、 

川の 水の 湛た處 に、. m 鳥が、 うかんで いるが、 水 碧. 9 

なる ゆ へ 、鳥が いよく 白く み ゆる、 山が 靑ぃ ゆへ 花 

の 紅な が、 火の も ゆる やうに み ゆる、 春の さかり をい 

ふ、 

今春 看 叉 過、 何 >  是歸 年、 

この やうな、 * のけし きも、 はやす ぎ： ゆく が、 旅ば か 

りして 今年 も か へ な ことならす、 い っ歸る やら しれ 

ぬ、 此 けしき をな 鄕で みたなら ば、 さぞお もしろ から 


う 


0  ^  0 


五ュ； 2^ 句 


長 干 行  崔顥 

船つ きの 名な b 人 その 近邊は 商船 も 多く、 夫婦 づ 

れ できて いる も あ b  、密夫 はすき 次第にす る こ 

とおや、 . 

ガ  へ ジ ウス  レノ  二 カセフ ジ ウメ リク ハウ タウ 二 

君 家 住， 何 處； 妾 住 在 横 塘； 

女の 方から、 隣の 船の 男へ、 いどみ かける、 この ごろ 

久しくみ うけます が、 こなたの 在處は どこで ござる 

ぞ、 私し は橫塘 にす む もので ござる、 

ト .>  メテ ヲ  ラクジャ モンス  ハ ォ ソル  レ ドウ キヤウ ナ ラン ♦ 

停. 船暫 借問、 或恐是 同鄕、 

この やうに、 總船 一 處に居 合 も、 二世なら ぬ緣で ござ 

る、 私が 在處 も、 こなたの やうに、 舟に の， 9 諸方へ あ 

、るき まする が、 或と い ふ はわる うする とい ふこと、 わ 

るう すると、 大か たこな たと、 同鄕 であらう もしれ ま 

せぬ と、 いどみ かける である、 


詠史  高 適 

古人の こと を、 史記 などの やうな、 ものに ある を 


唐詩 選， 五 言 鲍句 

や、 大 梁と いふに 付て、 太守 を 無 忌に 比して いふ、 

マウ ジャ ゥァゥ  ハイ テキ 

^ お W  良 迪 

むかしの 城跡そう な、 拗は兩 方 をす こし 高 く- - 

て、 中 を ひきく、 それ を 首の やうに 石疊 にして お 

くこと おや、 その 城跡が 下 やしきへ 入り こんで、 

其處へ 登り あそぶ である、 

ムス ン.， テ B ヲ  ノ モト-: ヨリ X、 ル  ノ へ-一 

結，， 廬 古城 下； 時 登，， 古 城 上； 

下 やしきの 庭な どから、 城跡への ぼって 見れば、 

ァラズ チウ セキ- 一  ヲノヅ カラ ライ ヮ ウス 

古城 非 - 疇 昔； 今人 自來 往、 

もとの 形 は 一 つもない、 今の この 方な どの やうな も 

のが、 往來 する のみ ぢゃ、 今 さ へ この やうに あるから 

のちに は どの やうに あらう やら しれぬ、 

ロク サイ 

鹿 柴 

柴は、 褰の 字と 通じて、 まがき のこと なり、 

ジゾ セキ ミル  テス ナ ハチ ナル ドク ヮ ノ カク ト 

日 夕 見， 寒 出； 便 爲，， 獨 往 客： . 


二 七 六 

下 やしきの、 庭 を みれば、 日の くれ 方 など に は、 人 も 

なくさび くと した ことお や、 獨と いふ は、 世 を は 

なれて いると 云 ことで、 物の 靜 なる 體 なり、 

ズ  ラ セゥ リン ノ ジヲ タ *•，  リ クン カノ アト 

不. 知， 松林 事： 伹有， * 寵跡： ； 

この 處へ 來，. ^、寒 山の 處を みて いる の は、 獨往 の、 

さかいの もので なければ ならぬ、 この あた に 松林 一 

が ある、 どうした 松 やら、 問 ふべき 人 もな く、 われ も 一 

しれぬ、 但 鹿の 足 あとの あるの みぢ や、 山に いる も 同 

前で ある、 

フク シゥ  ト ホ 

復愁  杜甫 

前 度も愁 たが、 亦愁る を、 復愁 とい ふ、 

萬 國尙戎 馬、 故 園 今 若 何、 

故鄕 は、 さわがしい ゆへ 歸ら ぬ、 いつ ぞ はかへ らうと 一 

思て いたに、 尙 どこも かも 軍 中で、 戎 馬の やむ こと も 

なければ、 今な ど は故鄕 はどうな つたこと ぞ、 

シ リシ it サゥ シキ マレ ナリ ハヤ ク ス， テニ セン ジャゥ  シ 

昔歸 相識 少、 蚕 已戰場 多、 


ぐる、 秋の ことなれば 古城 あたり、 霜が 白う ふり、 

n  力  ル  レノ ユカ  ヲ n ス ヘン セ イチ 

胡 笳 在， 何 處； 半 夜 起，， 邊 聲； 

どこともなく、 胡 筋の もの かなしい 聲 がする が、 いづ 

れの 處ぞ、 ど こ で ふく ぞ、 た  > さ へこの 秋の 愁の あ 

る 時分 ぢ やに、 半夜の もの しづかな に、 都に き、 なれ 

ぬ、 邊瘗 の聲、 俄に 吹 起す を きけば、 いよく た へ が 


サ ウテ 一 


エイ メ 


送： 郭 司 倉，  王昌齢 

-ー ワイ スィ 5 ドリ ナリト *、ム 鄱 チ  ノロ 

映 h 淮水綠 、留 .騎 主人 心、 

今 離別す. 場の、 淮 水が 門 にた、 へ て、 綠 にあ をく み 

ゆる、 主人の 心の はれぬ ゆへ、 しばらく またれ いと 留 

て みれば、 

ヒ リャゥ ヱンニ シ ユン チウ ャ ャ  カシ 

明月 隨，， 良掾： 春 潮 夜夜 深、 

は、 善な り、 掾は、 下役 な.^、 月 の 影が、 良掾 にした 

が ひ、 行く さき- (» どこまでも、 そふて 見て ゆ かる、 

この 月影 を みら る、 ごとに、 われ を 思 ひ 出して、 くれ 

られ よ、 われ もまた 淮 水の、 潮の み つる 時 ぶんに は、 


こなたの こと を 思 ひ 夜々 深う して、 わする こと は 

あるまい、 


f ン 


シェニ 


答武 陵 田 太守， 

田 太守の 方から、 さだめて 今までの 通り、 親しう 

云て こした もので、 それに 答る に 此の 詩 を 作， CN、 

送るな り、 


唐 S 


五 言 絶句 


仗. 劍行， 千異 微軀敢 一 言、 

刺客 傳に聶 政 、仗. 劍至， 韓と云 ふ 語 を 引て、 われ 今 千 

里の 旅に ゆく とても、 微軀 のい やしい 身ながら、 I 言 

を 申しお きます る、 

カッテ ナル タ イリヤ ウノ カク ト ズ ソムカ シン レ ウノ チン 一一 

曾 爲，， 大 梁 客； 不. 負， 信 陵 恩： 

大梁 は魏の 都、 信 陵 君 は魏の 公子、 無 忌 な， o、 食客 三 

千 人 あり、 こ なた は 信 陵 君 の ごとく、 仁に して われ 

をよ く あしら ふて くれられた 大 梁の 客の やうで い 

たこと ゆ へ 、そこ もとの 恩に、 そむく やうな こと はい 

たすまい、 なん ぞ のとき は、 命 をす て 恩 を 報す るで 

ござらう、 此の 一 言 を 申し 上て、 離別 いたす のみお 

ニ麗 七 五 


唐詩 選 


五 言， 逾句 


二 七 四 


ナ ラク) 


ハヤシ ト ンゾ 


聞說 梅花 早、 何 如 ~此 地 春； 

こなたの ゆかれた、 嶺南 あた， 9 は、 早く あお、 かにな 

る ゆへ、 花な ども はやく さくで あらう が、 その 處に 

いるよ. 0 都の 地に、 いるが ましで あらう、 いた はしい 

こと ぢゃ、 

洛陽道  鄭ク 4^ 像 

洛陽 道と いふ は、 多く は 少年 行の 趣 を 云 ふ、 この 

詩 は 長 安道と、 なをして よしと 云說 あ，.^、 

大道 直 如. 髮、 春 日 佳 氣< 

都の 大道 は、 まっすぐ につ  >  いて、 どこから どこまで 

も、 髮の ごとくで ある、 春の 日 ほんの..：^ として、 のど 

かなこと ぢゃ、 佳氣 は、 はんく わに、 にぎやかな こと 

をい ふ、 , 

ゴ レ ウメ  サゥ - (^トメぶ ラス ギヨ ク お. チ 

五 陵 貴 公 子、 雙 雙 鳴，， 玉 珂： 

貴公子 は、 大名の 一 一番む す こども おや、 みな どれ も、 

りつば な 馬に のり、 つれだちて せんせいな こと ぢゃ、 

鳴 „ 玉珂， と 云 ふて、 乘馬 のこと になる、 


オヤ ゥ アン ダウ： 


シュ シニ ゲン 


長 安道 

メイ ベン ョ ギリ シュ 

鳴 鞭 過. 酒 肆； 被 服 遊，， 倡 門： 

少年 どもが、 むち をなら して、 酒店へ ゆく おや、 被服 

のよ い 衣裳 をき て、 倡 門の けいせい やで、 遊女 どもと 

あそぶ である、 

イチ ジ ヅク フ クン. I ブ ジ ャゥヲ シ ヘン ゲン 

百 萬 一 時盡 、含. 情無. 片言： 

此の 少年 どもが、 たったい つ ときの ま に、 否 萬 金の、 

身代 を も、 つか ひく づす、 さて-, \ 'ばかな こと をした 

と、 氣 のどく に 思 ふ 情 を ふくんで いれ ども、 言に は 出 

さす、 何とも 思 はぬ 顏 をして いる、 かう あ. 0 そうな も 

のお や、 

ク ハン チン ゲッ 

關山月 

詩の 中に、 關山 のこと を 出さ やに 云 ふた、 曲 中の 

閥 山の 曲お 云 ふ、 

イチ ガン スグ レン S ィテ ハン サウナ ホフ チ- 

1 雁 過，， 連營； 繁霜 覆，， 古城； 

邊塞 あたりで、 營を たてなら ベた うへ を、 雁が とびす 


など を、 さげる こと、 柳 楊 は 遊女 どもと、 たわむれの 

ことに 比す、 折と いふ は、 手 をに ぎる こと、 


モウ 


ェ ゥ 


送， 朱 大入. 秦 孟浩 然 

大は、 兄弟 行の、 第 一番 を 云 ふ、 

M  く ジン ゴレゥ 二  ル ホウ ケンァ タヒ 

遊 人 五 陵 去、 寶劍直 千金、 

遊 人に は、 いづく へ ゆかる、 と 思へば、 五 陵 あた へ 

ゆかる、 げな、 あま. 9 なご hs をし い ゆ ゑ、 なにが なと 

思へ ども、 なに もし かたがない、 今まで こんいに し 

た、 志し を しらせた いと 思へ ども、 どうも せんかたが 

ない、 幸い 吾が 腰に をび た、 IS は 千金に も、 あたる ほ 

どの、 大事の もの なれ ども、 


分. 手脫相 贈、 平生 二 片心、 

君と わかる、 とき、 せめて これな り ともと 腰よ 脫 

と 出して、 相 送る が、 これで 情が つくる と 云で はない 

五 陵は漢 代、 高、 惠、 景、 武、 昭の五 帝の 廟 陵な，. >  、これ 

を五陵と云、陵は帝王を、葬る處な，..^、 


シュ 


春眠 不 j: 見. 曉 、處處 聞，， 啼 鳥；. 

春 は、 ねむたい じぶん なれば、 夜の あける を もしら 

す、 うつらく として いれば、 鳥の 聲が きこえる、 夜 


が あけた そふな、 

夜 あ 風 li 聲、 花 落 知 多少、 

昨夜 は、 風雨が はげしかった が、 さだめて 花も大 ぶん 

おちた で.^ らう、 春の すぎゆく を をし む險 なり、，、 ん 

の 意 もない やうな、 詩 なれ ども、 眞 *! 實非 r 妙 悟 者- 不 

, 能^、 


洛陽 訪，， 袁 拾遺 木. 遇 

洛陽 P 才 ^0 嶺 作 流 人； 

才子の 字 は、 五言絕 句な どに はか  >  ぬ 字 なれ ども、 洛 

陽 才子と つかへば よい、 文選に は 此洛陽 才子と つか 

ふた 處が ある、 都に おいて、 才子 を 問 たれば、 嶺 南の 

方へ、 かるい 役に、 左遷せられ たげ な、 


唐詩 選 


五 言^ 句 


二 七三 


髏 詩選 


五 言 絍 4^ 


二 七 二 


ャ 里 ぎ 

ドク ザ  ユウ ク ハウ ノウ チ タン キン マ々 

獨坐幽 篁 裏、 彈琴復 長 嘯、 

篁 は、 竹の 林な り、 もの しづかな、 竹 藪の 中に、 たれ 問 

ふ もの もな く、 ひと.^ で、 琴 を 彈じ た..^、 長 嘯したり 

している、 かぎ リ ないた のしみ ぢゃ、 復の 字に ぎり は 

ない、 かるく みるが よい、 


深 林 人不. 知、 明月 來相 照、 

た  >  明月の み@ が 心 を、 すまして らし 來.. ^、とふ 人 も 

ない、 この 深 林の たのしみ は、 たれ もしる まい、 あい 

て - ) する もの は、 月ば か b ぢゃ、 


サゥ  サイ In ク ホ 

長 匿 草  雀國輔 

キゥチ ウノ クサ 子ン 》(\ シゥ ショニ  ズ 

長 信 宮中 艸、 年年 愁處 生、 

太后の ござな される、 長信宫 は、 人 かげ もない 處ゅ 

へ、 艸が はえる、 艸と いふ もの は愁の ある 處に 生やる 

ものそう な、 

タカシ . ジュ 


時 侵， 珠 履 跡； 不 .使. 玉 階 行； 


この 艸が 後に は、 帝の 珠履 はかせられて、 出御な さる 

、みちの、 はえまい ところへ 侵し 生え こんで、 行幸 も 

ならぬ やうに なった、 これで 帝のお いでが、 ない そふ 

な、 われ も ゆく ことが ならぬ、 おれ をき らふての こと 

ではなぃと、艸と云ひなすが、詩人のと，.^なしぢゃ、 


シャゥ 手ン 


少年 行 

としわかな ものが、 色里 へ 往來 する やうす を 云 

ふ、. 

ィ キヤ クメ サン ゴノ ムチテ  ォ ゴッテ ズ ユカ 

遺；； 却 珊瑚 鞭； 白馬 驕 不 A 仃、 

少年な ど は、 BJit を た、 き 立て、 のり そふな もの ぢゃ 

に、 鞭 を もちながら、 ぶら りと、 わすれた やう にして 

ゆく、 白馬の こと なれば、ぃき，.^ 立て、 向へ ゆかう と 

す む を、 ひきとめて やらぬ、 いそがぬ、 

ジャワ タイ チル ャゥ リウ ヲ  口  ！： ウノ ジャゥ 

章臺 折，， 楊 柳； 春 曰 路傍 情、 

なに ゆ へ いかぬ なれば、 章臺の 遊女 どもと、 たわむれ 

て、 泰 日の、 のどかな みちばたで、 左， c- へより、 右へ よ 

り、 なぐさんで いる 、珊瑚 鞭と 云 ふ は、 むち さきへ 皮 


している と 云 ふが、 甚だ 怨の ふか い 情が ある、 これ を 

詩に 不案內 な もの は、 婕妤は 賢 女 ゆへ、 ふかき 怨 はな 

い、 此 詩な ども、 うらみな く さら. 0 と 作て、 よいと 云 

評が ある、 さう でない、 文選、 捷妤 が、 恨の 秋 扇の 賦も 

あ，.^、 詩の みやう、 不 案內ぢ や、 

ザッシ 

雜詩 

閻怨 むきな り、 宮怨 むきに しても よい、 題が つけ 

られぬ ゆへ、 雜 詩と、 おいた ものお や、 

ス.； て 一  ル  ノ  t ラ クル テマ タ  ク  ノ  チ 

已 見， 寧 梅發； 復 聞. 啼 鳥 聲； 

月 曰と 云 ふ もの は、 いそが はしい もの ぢゃ、 まだ 冬に 

なる はや はない と 思て ゐ たに、 已 寒梅が ひらいた、 又 

まもなく  # になって、 鳥な どの 聲が きこえる、 時節と 

云 ふ もの は、 まの ない もの ぢゃ、 


愁心 視，， 春 草； 畏. 向 i 階， 生； 

このゃぅに、春になっ て^^^草をみるにっけても、この 

草が、 今 こそ あまり 生せ ね ど、 のちに は 階まで 生やる 

であらう と、 きのどくに、 を それ H3 ふと な hN 、女と い 


唐詩 選 


五 言 絶句 


ふ もの は、 時節のう つり か はるに ついて、 顔色 も か は 

る を、 かなしむ ゆへ な hs、 

n ク サイ 

鹿柴 

鹿柴 は、 輞川 にあ. 5、 王 維と、 裴 M と、 をり- 出 

逢て、 詩な ど をつ く，. y  、あそんだ 下 やしき な，.^、 

廣 いざしきの 閑 かな、 やうす を 云、 

クウ ザン ズ ミ チタ..、 ク ジン ゴノ ヒ.， 、キテ 

空 山 不. 見. 人、 但 聞. 人 語 響； 

此の 處は、 人里へ も 遠い 、空 山の こと ゆへ、 往來 する 

もの もな く、 人 かげ もみ へ ぬ、 さすがに 又お く 山で も 

なく、 別業 なれば どうやら 人の 聲も、 かすかに きこえ 

る やうな、 人聲、 めづ らしき を 云、 

ハン ケィ  ヅテ シン リン  一！ マタ テラス セィ タイ ノ ゥへチ 

返 景 入 深 林： 復 照 JH! 苔 上： 

やしきの まへ に、 大木が あるが、 大木 は、 したえ だが 

ない ゆへ、 ひるの 間 は、 日 かげが、 すこし さし、 八つ じ 

ぶんに は、 一 めんに さし 又返景 が、 大木の した をく  > 

つて、 深 林に さしこむ、 けさ も てらした が、 復靑 苔の 

上 をて らして、 おもしろい、 

.  二. rr 


度 詩選 五 言 絶句 

よ b 、南の はて  > 、日が 北の方から 出る と 云へ り、 日 

南珠と は、 鮫 人の 淚が、 玉に なった と、 いふ ことが あ 

る、 

リン カウ *- ィ  ワウ ィ 

臨 高 臺  王 維 

樂府 題、 別れた、 あとで 作た、 詩な り、 

ヒ リテ ノゾム  一一 セン グン エフ トメ ンゾキ ハマ ラン 

相 送 臨，， 高 臺： 川 原杳何 極、 

わかれて のち、 晚 方までの こと を 云 ふ、 相 送ての ち 

も、 まだな ご h- をし く 思て、 高臺に のぼり、 あなたの 

行が た を のぞめば、 川原の みはるかに 遠くして、 あと 

かげ もみえぬ、 あの 中 を はる/ \» ゆかる Z, で あらう 

t 、その ゆく 道す がらの ことども を、 思 ひ つ， > けて、 

みている 中に、 

ジッ ボ t テゥカ ヘリ カウ ジン  チズ. 1n< 

日暮 飛鳥 還、 行人 去不. 息、 

はや 日 も くれ、 飛鳥な どもね ぐらに か へる が、 この 人 

は、 川原 杳 として、 きわま. 0 なければ、 まだ 宿 をと. CN 

かねて、 うつら-, (-と 旅 をして、 いるで あ らう、 いた 

はしい こと ぢゃ、 あま b なご をし さに、 日 くれまで 


二 七 0 

みていた と 云 ふ 情が ある、 日暮と 云 ふが、 妙漠ぢ や、 

A ン セフ 3 

班婕妤 

缝妤 は、 漢の 成 帝に、 寵 せられ、 のち 趙 飛燕が た 

めに、 寵 すたれて 、太后 つきに なって 、長 信宮 に 

ゐた、 

アヤ シミ ル ソゥ カク ノト ヅル 「テテ ゥ ヨリ リテ ズ ァヒ ム 力へ 

怪 來壯閣 閉、 朝下不 相迎； 

怪來 ると いふに、 ふかい 義理 も ない、 壯閣は 化赃の 

間 を 云 ふ、 化粮の 間な ども、 いらぬ ゆ へ 、ひっしと、 

たてこめて ある、 さだめて 人の あやしむ であらう が、 

怪 むはす はない、 なせと ざして いる なれば、 もう 寵愛 

すたれてぃる、朝ょh'下..=^て、君の不相迎ればたれを 

目 あてに けわいす る こと もない、 • 

スべテ  ッテ  ノウ チニ クハ カン セゥ ゴノ コヱ 

總 向，， 春 園 裡： 花 間 笑 語 聲、 

このあいだ は、 太后 づきで、 女中と ひとつに な 、長 

信の、 * 園の、 花の あいだに、 笑つ 語つ して、 いるが、 

おもしろ いこと はな けれども、 吾ば か. 0 恨が あると 

て、 かなしんで いらる.. - もので ない、 む， 0 に 笑 語 をな 


白髮 三千 丈、 緣. 愁似 ta 長、 

鏡で みれば、 吾が 白髮の 長さ、 三千 丈 も ある、 この や 

うに 髮の ながくな ると 云 ふ は、 されば 愁の ある ゆへ 

に、 この やうに、 長く なった、 似. 個と 云 ふ は 俗語で、 

この やうに と 云 ふこと、 

ジ  ラ  ノウ チ レ ノロ カェ タルシ ゥ サ ウテ 

不. 知 明 鏡 裏、 何 處 得， 愁 霜： 

髮の 白い と 云 ふ は、 霜 を をび たや うぢ や、 これ は どこ 

から 得た ことお や、 五！！ も、 しら ぬ と 甚だ 驚た やうす 

ぢ や 、白髮 三千 丈な ど、 云 は、 白が できぐ ちで ある、 

ドク ザス ケィ *- ィ ザン -I 

獨 i 敬 亭 山， 

敬亭 山に 坐して ゐて、 山の 風景 をみ て 作る、 

シゥ チウ  ク  ビック シ. コ  ゥン ヒ トリ  デ お ンナリ 

衆 鳥 高 飛盡、 孤雲 獨去 間、 

今まで は 向に、 衆 鳥 も をり、 ひとむれの 雲な ども あつ 

たが、 坐して いる あい だに、 どこ へ やら、 とび つき 

て、 鳥 も 雲 もな く 間と なった、 


相看兩 不 ま、 只 有， 敬 亭 .3: 


これ は兩 なから、 をれ を、 いやに 思 ふ そうな、 た  >吾 

と 相 ひ 合 ひて、 居て 動かざる もの は、 敬亭 山の み、 こ 

れを ひと， 0 見る が、 おも しろい と、 獨 坐の 意 ヶ」、 よく 

云 ひとった、 


見， 京 兆 韋參軍 

參軍 は、 軍 中に て、 大將と 相談す る官、 量 移 は 役 

が へ のこと、こ/-では左遷せられてゅくな，.^、 

チウ スィ  ヅ デ キス ル ゥ ミニ  力へ ッテ イタル ゴニ 

潮水 還 歸. 海、 流 人 卻 到. 吳、 

東 陽に、 ゆかれたならば、 朝夕 海 を みやる で あらう、 

潮 はふ だんさして、 又 海へ か へ る ものお や、 官人も 外 

ざまから 都の 方へ. 上る が 順なる に、 こなたの やうに、 

都から 逮國 あたりへ 流されて、 ゆかる、 は、 いたわし 

い , J と. ぢゃ、 

ヒア フ 1K  へ パシゥ クヲ ナンダ ハ n  ク 一一 チ ナン ノ タマ 

相 逢 問. 愁 苦； 涙 盡曰 南珠、 

クク 

さぞ あの方へ ゆかる、 は 、かなしから うと、 たづ ぬれ 

ば、 人に 問 はれて、 日 南の 玉の 如くな 淚を、 こぼし 

て、 ともに、 なきつく すで ある、！ n 南 は、：" の 出る 處 


000 


五 言絕句 


二，： ハ 


唐詩 選 丑 言 絶句 

さむい ゆへ、 いつ 奢に なった やら しれぬ、 

ヨリ ッリ 3 ゥ サイ  メテ べシ ハルナ ル 

美人 天上 落、 龍 塞 始 應. 春、 

いま 天上より うつ く？ -ぃ、 姬宮 の、 ゆかる、 ゆへ 龍 塞 

の、 ぎ ごわな もの も、 泰と いふ こと をし るで あらう、 

龍 塞 は 地名な り、 

靜 夜 思  李 白 

樂府 題、 * 思、 秋思と 同じ ことで、 夜靜 にして、 故 

鄕を思 出して、 作る、 

シャゥ ゼ.. - ：ん  ヲ フ ラクハ レ チ * ャ ウノ シモ 

牀 前 看， 月 光； 疑 是 地上 霜、 

牀は、 寐處 なり、 牀前を みれば、 そら はれ 月 あきらか 

に、 地上が まっしろ くみ ゆる ゆ へ 、お ほかた これ は 霜 

そうな とお も ふて- 

ァゲテ カフべ ヲ ノゾミ  ヲ タレ IS べテ IV  チ 

擧 h 望，， 山 月； 低. 頭 思，， 故 鄕： 

よく^, みれば、 霜で は ない よと、 頭べ を あげて、 山 

上の 月 を のぞみ、 月 をみ るに ついて、 頭 を たれて、 頓 

に故鄕 のこと を 思 ひだす と、 うはべ は なんの こ， こも 

ない やう なれ ども、 句 中に 甚だ、 おもしろい 情が あ 


I.  二 六 八 

る、 これ 李 白が 不用意の 詩ぢ や、 

ヱン ジャゥ 

怨情 

此の 詩 は、 美人の 情 を 外から 見て、 どの やうに 思 

てゐる やらと、 思 ひやって、 つくる、 

マク シュ レン ヲ シン ザ t ソム ガ ビ チ 

美人 P 珠 簾： 深 坐 麵. 蛾 眉： • 

美人の ゐる處 ゆへ 珠の、 すだれが たれて ある を、 まき 

あげて 、奥の 方に い る を、 外から 見れば、 眉 を ひそめ、 

なにやら もの 思 ひが ほに、 み ゆるが ど ふした こと や 

ら、 しれぬ，、 

タ •* ミル ルイ n ンノ ウル ホフ r テズ  ラ  ロウ ラム タレ チカ 

但 見淚痕 濕、 不. 知 心 恨. 誰、 

見て いるう ち、 淚を はら/^ となが すが、 たれ を うら 

みて なく やら、 外から は ど ふ もしれ ぬ、 さだめて 夫と 

を、 思て なくで あらう、 

シ.ゥ ホ 力 

射 浦 歌 

遠國 にいて、 手前の 老た をな げく、 雜 詩のう ちな 

り， 


進; 公; 

主! 


唐； 選 五 言 絶句 、  •  二 六 七 


蜀 道 後. 期  張 說 

御用で、 洛 陽から 蜀 道へ ゆく、 秋に ならぬ うちに 

か へらう と 思 ふたに、 はや 秋に なった と、 感じて 

作る、 

カク シン ァ ラソフ チ ライ ワウ ァラ カジ メ キス チ イチ 

客 心 爭ぉ 月： 來 往 預 期 fei、 

都 を 立つ 時 ぶんに は、 一 日 も むだ 遨を せ まい、 幾 ：《 

に、 か へ ると 日月 を あら そ ひ、 ま へ か たより、 みちの 

り をき わめた に、 思の 外お そくな り、 

』 スメ  t マタ ヅ ルラク ヨウ ジャゥ 二 

秋 風 不相 待： 先 至，， 洛 陽 城： 

秋風 は、 吾れ を また や、 はや 洛陽 城に いたり、 最中に 

なった と、 驚た やうす を、 よぐ 云 ひと つた、 秋風 は 心 

なけれ ども、 心 ある やうに 云 ひなす が 詩人の、 もやう 

草、 

チラ メカ v-i チ ミル ハク 《ッテ  チャウ キゥ レイ 

照. 鏡 見. 白 髮， 張 九 齢 

鏡 をみ たれば、 かしらが まつ 白くな つた ゆへ、 感 

を 起す、  •」 


シュク セキ セィ ゥンノ サシサ タ、 リ ハク ハツノ トシ 

宿 昔靑雲 志、 蹉 跎白髮 年、 

わかい じぶんから、 宰相に もな りて、 君へ 忠功 をよ て 

やう と 思 ふ て 、志 を は げ まし てゐ たに、 思 ふこと ち 

が ひ、 蹉跎 と、 けつ ま づきが できて、 白髮の 年に なつ 

た、 

レカシ ラン メイ キヤ ウノ ゥチ ケィ エイ ミヅ カラ ヒア ハレ マント ハ 

誰 知 明鏡 裏、 形影 自相 憐、 

鏡に 對 して、 吾が 容體 の、 白髮に なった よ と、 鏡に う 

つる 吾 影と、 形より 外に あはれ む もの はない、 た  >  形 

影相憐 むの み、 たれ も なぐさめて、 くれる もの はな 

、 、 

ク  ノリ セゥフ トミ ルェ イラク 

同，， 洛陽李 少府， 觀，， 永樂 

ルチ パン-:  ゾ ン 

入 . 遜 

ゑび すめ 方へ よめい，.^ して ゆく おや、 

ヘンチ ァゥ クハ  ナシ  レ Hi ダヲボ へ タナ 

邊地鶯 花 少、 年 來 未. 覺. 新 

ゑび すの 國の、 邊 塞と 云 ふ は 、寒に なっても さむ い ゆ 

へ、 驚 花な ど、 いふ やうな、 きゃしゃな こと はない、 


詩選 


五 言 結句 


二 六 六 


围 女が 卷の風 I^K に 感じて、 心 を ひき いだされ 陌 頭の 

みちの ほとりで 楊柳の、 風に なびく をみ て、 もはや 最 

中の 春に なった、 これにつ いて、 夫の こと をお も ひ 出 


し- 

セフガ -S 


マサニ ダン ゼッス 


テモヒ ナン ゾ 


ル r テ】 


妾 心 正斷絕 U 君懷那 得. 知、 

妾と は 夫に 對 して 云 詞 c;^* り、 この 方の 心 は たちきる 

やうで ある 、夫 は 遠 u に ゐ て 久しく 便り もな い が 、大 

方 は をれ が こと を、 わすれて いらる、 で あら ラ、 吾 

が この 思 ひ を、 しらせた いものお や、 君懷那 得， 知、 


南樓望 


置 巽 


此の 詩、 ニ說 あ，. -盧 員外が 故鄕が 三 巴で、 この 

處へ來 り、 樓 よりみれば 故鄕は 、遠い と 云 ふ說も 

あり、 故鄕は 外で、 三 巴 にきて み れば、 故 鄕は遠 

いと 云說も ある、 


力 ト丄 


去 im  二 巴 遠、 登. 樓萬里 春、 

故鄕を はなれ、 この 樓に 登て みれば、 萬 里 春お や、 こ 

れ につけて 故鄕 を、 思 出す、 


ァラズ J 


傷. 心 江上 客、 不，， 是故鄕 人； . 

旅に ゐて も、 せめてし る 人で も あらば、 愁を はらす こ 

とも あらう が、 江上 を 通る 人 も 大分 あれ ども、 知った 

人 は 一 人 もない、 心 をいた ましむ 、他郷で こそ ある、 


ジャゥ J 


、-&  i  , あ  0  0 

漢の武 帝の、 船 あそびせられ だ處 なり、 

* 風 吹，， 白 雲： 萬 里 渡. 河 、汾： . 

夏 かと 思 ふたに、 はや 秋風が ふき わたる、 秋に なった 

ゆへ 白雲な どもと ぶ、 この ものさびしい じぶん、 吾れ 

は 萬 a! の 旅に ゐて、 汾河を わたり、 

. シン -；' ョ ァフ ヨウ ラ クニ シゥ セィ ズ ベ カラ キク 

心 緒 逢，， 搖 落； 秋 聲 不. 可. 聞、 

心緒と 云 ふ は、 糸す ぢを 引た る 如く、. なに や かや、 跡 

より 愁の 出る を 云、 搖 落と 云 ふ は 木の 菜の おつる こ 

みば かりで はない、 老の身 をな げくき も あり、 不仕合 

で 立身せ すに いる を も 云、 なにやかや、 愁の あるじぶ 

ん、 秋風 をき けば 聞て いられぬ ほど、 かなしう なる、 

秋 聲不. 可. 聞、 


0 詩 では 


玉 言 絶句 


二 六 五 


を 報じに、 秦に 行く とき、 髮の 毛が 立て、 冠 を つく や 

うにあった と 云、 歌に 曰 風蕭々 兮易水 寒、 壯士 一 去兮 

不， 復還 一と 云 ふた、 其氣 象な 出立 を みれば ぞっとす る 

やうに、 あつたと 云 ふが、 今 この 處で 別る、 について 

や は， 9 むかしの 太子 丹に、 わかれた ときの やうに あ 

ると、 全體男 立の 氣象を 以て、 作た もの ぢゃ、 

セキ ジ  スデ  ー| ボッシ  ミヅ ナテ サ ムシ 

昔 時人 已 沒、 今 曰水猶 寒、 

その 荆軻が やうな、 氣 象な もの も、 死し はて、、 跡 方 

もな けれども、 今日 この 易 水 を 見れば、 猶塞 ぞっとす 

る やうに ある、 むかし をみ る やう おや、 かく いへば 

送別の やうに はな けれども 今 ま 別る 人 も、 氣 象に 

して、 悲歌慷慨 L て ゆく ゆ へ かう 云 ふたもの ぢゃ、 

チ クル キヤウ シ ギヨ-一  チン シ カウ 

贈： 喬侍 御， ， 陳子昂 

fM 土 あおりの、 目 付 役 を、 よく つとめても、 餘 hs 

見. H されす、 よい. 1!::! にも、 つかぬ を 云 ふ、 

チイ サ カフ カウ ク ハン  C スンズ ヘン n ゥヲ 

i 庭 榮，， 巧 宦； 雲 閣 薄， 邊 功； 

IS の 代， のう わさ を 云 ふて、 當 代に あてる、 いま も 器量 


がなくても、 奉公ぶ りが よければ、 皆 高宦に のぼる、 

吾ら が やうに、 功 を 立る もの は、 却て その 功 を 薄 せら 

れて、 用いられす、 

シァ ハレム ソゥ パノ シ  ハク シュ タメ-一力 レガ ユウ ナル 

可， 憐 ii 馬 使、 白 首 爲 fc 雄、 . 

雲閣に は邊 塞で、 功 ある もの を ゑが い て 、重ん する こ 

となる に、 驄 馬に のって 白 首まで、 邊 塞の 功 を 立 やう 

と 思て、 氣象を 出さる、 が、 これ は 誰れ が 爲ぞ、 君の 

ため なれ ども、 見出 もの、 ない は、 外から みる も 笑止 

に存 する、 可， 憐と、 もとって み る べし、 巧宦は 小人 

の、 功な くして、 高宦 につく を 云 ふ、 雲閻は 雲臺 なり 

漢の明 帝、 名 S を鼸 して、 此の 閣に 列 ぬ、 驄 は、 靑 

白 毛の 馬 を 云 ふ、 後 漢の梪 典侍 御史 となる、 常に 驄 

にの つて、 往來 する、 京に て 驄馬御 &と號 す、 この 時宦 

宫權 をと る、 桓典 は、 剛 正の 人に て、 宦官 をお それす、 

宦官 かへ つて、 桓典を 避く、 

シ ヤシ ユン 力  クハ クシ；' 

子 夜舂歌  郭振 

樂府 題な り 、閱怨 なり、 

ハク トウ ャゥ リウ シ ステュ  ル  -ー フカ 

陌頭 楊柳 枝、 已被， 春風 吹； 


0^0 五 ^絶句 

あ る 、 

ラン ャ マン-一 ウレ フル r カフ riK テ ノウ チウ オノ ヅ カラ リ セン 

莫. 謾 愁，. 沽. 酒、 囊 中 自 有. 錢、 . 

賀知 章が 、この 處へ きたり 、酒店-か ら酒 をと りよせ、 

近付で もない に、 何の 辨へ もな く、 めったに のむ ゆへ 

あの やうに、 のまば よほど 酒 を、 沾すは なるまい と、 

きのどくに 思 はる まい もので もない が、 此の方の 囊 

中に も それほどの、 餞 は ござる と、 主人 をな ぶる やう 

に 云 ふが、 甚だ あいさつ にもな り 、林 泉 を 慕 ふ 意が ふ 

か い、 なせ なれば この 風景 ヶ」、 みすて、 は どうも、 か 

へられぬ、 てま へ で沽 ふて な b とも、 のまいで はと 云 

ふが、 主人 も よろこぶ ことお や、 かく いへば、 下劣に 

きこ ゆれ ども、 却て 風流で ある、 

ル  ル テゥ ショウ ヲ  ィャゥ ケ. 1 

夜 送， 一 趙縱， . 楊燜 

故鄕へ還るを送るな.：^、夜とぃふ字に、心をっく 

べし、 

テゥ シ レン ジャ ウノ タマ ュ ライ  ヅ タフ 

趙氏連 城壁、 由來 天下 傳、 

卞 和が 玉 は、 秦の昭 王の 方から 、超 王に 書 を よせて、 


二 六 四 

十五 城に、 かへ やうと いふた、 名高い 玉で、 天下に 傳 

へ て、 たれ 知らぬ もの はない、 今 ゆく 人の 才を、 玉に 

比して 云 ふ、 • 

レバ ガ カヘル テキ ゥフ -1  ミツ  -I 

送. 君 ま舊 府： 明 月 满. 前 川： 

趙 氏が 玉 を、 秦の 方へ とられそう な處 を、 とり かへ し 

た ことがある、 題に 夜と ある ゆへ 明月の 字 を つり 合 

に、 と， CN 合せた もの ぢゃ 、そ， J もと 气もと ：3 氏で、 し 

か も 趙璧の ごとき 才 なる ゆ へ 、その 才 賢 天. 下に 傳 へ 

て、 れ 知らぬ もの もな く、 名高い 人なる に、 いま S 

府 にか へらる、 は、 玉の かへ るが ごとく、 名譽の 光り 

は 明月の 前 川に みちた ごとく ぢゃ、 この やうな 人に * 

わかる、 は、 別して ざんねんに ぞん する、 

ヱキ スィ ソゥ べッ  ラタ t ン ワウ 

, 易 水 送別 • 騷蜜王 

賓 王が、 人 を 送る について、 むかし ものがたり を 

する、 

ノ  ルェン タン ニサゥ シ 力 I ヅク カン ムリチ 

此 地 別，， 燕 丹： 壯 士 髮 銜. 冠、 

むかし この 處は、 荆軻 が、 燕の 太子 丹に、 たのまれ 讎 


キン 口 勺ゥ ゥ ゴィテ チ トウ クラ ク  n へ  ッテチ 

金爐香 動螭頭 暗、 玉 佩聲來 維 

尾 一 咼.、 

御爐の 香氣が 動て、 出御と は 知 るれ ども、 曉方 のこと 

ゆ へ 、天子の 御 面 はみ へぬ、 螭頭は 階下の 切 石の かど 

を、 あま 龍の 貌 にして、 ある を 云 ふ な ， ^、天子の 朝 儀 

の 間に 玉 佩 をなら して、 出御な さる がき こ へて、 雜 

尾 を 以て 玉 顏を掩 ている がみへ る、 

ジゥ フク ノ ボリ リシ ッテ ゥケ  ジュ ク r ン レツ ジメ ェ イス 

戎 服上趨 承， 北 極； 儒 冠 列 侍 映，， 


サゥ 


そうすると、 北面の 武士 どもが、 戎 服して 走り 向へ ひ 

きつ かいて 謎衞 して をり、 文官 は 冠 を 逆て 、東の 方よ 

ち 西の方へ、 ひきつ  > いて、 南面して いる やうす を 云 

ふとみ へる、 

ノジ セッミ  シァヒ ラウ ショ ンゾモ チヒン frls 

太平 時節 身 難. 遇、 郞 署何須 笑，， 

ノヅ モウ チ 

二 毛； 

かやうな 御规式 も、 さかんにあって、 世の中の 太平な 

を， に は、 御 不足がない ゆへ、 立身 も f にくい、 因 


て郞署 におら が やうな おやお が、 役替 もせす に いる 

も 笑 ふこと はない と 云 ふて、 實は 手前の 不遇 を いた 

むので あ， 、二 毛 は左傳 にあり、 

五 言 絕 句 

五 言絕句 は、 むづ かしい もので、 作り にくい、 七言絕 

句よりも 古い 一 體ぢ や、 六 朝の 時分 か ら ある、 韻字 

など も、 仄音 のと ころも あり、 古る めかし うつく るの 

*p  t  、 、 

力よ レ 

ス ヱン シガ べッ ゲ フニ 

譯袁氏 別業， - 賀知章 

袁 氏の、 しもやしきへ、 つれ を さそ ひ 合 ふて、 き 

たものと み ゆる、 

ズ  ヒシ ラグ ゥザ タメ ナリ リン セン ノ 

主人 不， 相識： 偶 坐 爲，， 林 泉； 

思 ひ よらす、 この 處 へきて いる は、 なにの ため ぞ、 林 

まの すぐれた ゆ へ ぢゃ、 主人 は たれと 云 ふ 人 か は 知 

らす、 あの方から よぶ でもな く、 外から いき やれと 云 

ふたで もない、 主人 を しらぬ ものが、 かう している が 

風流^ や、 偶 坐 は、 なに となう、 坐した と 云 ふこと で 


廣 詩選 


五 言 絶句 


二. 一 ハ三 


唐詩 選 


七 言 律 


二 六 二 


て、 心 易い 四 人の もの も、 四 州の 刺史 になって い 

る ゆ へ に、 みな 同じ 心て あらう と 云 ふ 趣 を 作て 

寄す るな り、 


マサ 一 


城 上高樓 接，， 大荒； 海 天 愁思正 

茫ぉ、 

吾が いる 柳 州の 高樓 よ，. >  向 ふ を、 見 わたした 處が 世 

界の はて へ ひきつ やいて ある 南海の. 天が、 茫々 と は 

てし もな くみ へ る、 吾が 愁思も 天の はてし もない 如 

くで ある、 

ケィ フゥ ミグ レ センス フ 3 ウノ  ミツ ゥ ナ. メ-ー  ヲ カス ヘイ 

驚 風亂颭 芙蓉 水、 密雨 斜侵薜 

レイノ カキ 

墻、 

一 どっと 吹く 風が 城ぎ はの 水に ある、 芙蓉な と を； 吹 励 

かして 通 、晴れ 間もなく 雨 に^が 吹つ ける ゆへ、 橫 

V- ぢか いに S の ある 垣 へ ふり か 、 る、 


嶺樹重 遮 ¥ 里 目： 江 流 曲 似： 九 

ノ ハラ ハター 一 

M 昜、 

故郷 やそこ 元た ちの、 いる 方 を のぞみ 見やう と、 S て 


も嶺樹 がいくへ も 、目 を 遮て みせぬ、 江 流の いろ 

に 曲て、 流る、 を みても 腸に しみ か へ る、 九迥 の. a 

似て かなしい、 


ル ヒャク 


ナチ ヲノヅ カラ 


共 來百粤 文身 地、 猶自音 書 滞"， 

みな かやう に 夷の 地へ、 流され ものに なって 、遠く へ 

だて、 いる ゆへ 狀 文の 便り すら、 一 遍に と  >  まって 

思 ふやう にならぬ なれば、 まして 相 見る こと はなら 

ぬ、 百粤 文身 は莊 子の 字、 しごくの 夷の こと を 云、 

ま 一 四 igti 長 元 日 

テゥ ：；！ リル ヲ  カン ュ 

朝 迴，  韓愈 

テン ヂ マウ ョル ゲン 二  メタ ッ ゥ パゥヲ  子 クッテ  ヲ ケゥ 

天 仗宵嚴 建， 羽 旌； 春 雲 送. 色 曉 

ケィ サな、 

元旦の こと ゆへ、 天子の 御先 拂 ひの 役人な どが、 まだ 

夜の あけぬ うちから、 羽旄 をた て、 番をして ゐ る屮 

に、 雲な ども 段々 あかるう なって 夜 あけの 雞も なき、 


鹽州 過，， 胡 兒飮馬 泉， 

. 李 益 

邊塞へゅき1^州を通，.^ むかし この 處で、 胡が 馬 

に 水 かふた « とい ふに ついて、 作る ので ある、 

リヨ ク ャゥ ツイ テ  二 クサ  シケム リノ モト  レ I コ. ジ  ィ. \ 

綠楊 著. 水草 如 h  、舊 是 胡兒飮 

馬 泉、 

飮馬 泉の やうす を 見る に 川ば た 通りの 、楊柳が 糸 を 

たれて 水に つき、 草な ども こん もりと 如. 烟 も へ 出る 

やうす である、 この 處は昔 胡 a が 馬に 水 かふた と 云 

ふ處ぢ や、 以下 二 句 訓解の 註よ くない、 

イク パク ロカ クカテ  ノ  ナン X.- トカ ョル ケンニ 

幾 處 吹 i 加 明 月 夜、 何 人 倚. 劍 白 

雲 天、 

この 處で胡 a が、 月夜に 笳を ふく をり に は、 もの あは 

れな ことで ありつら ふと、 むかし を 思 ひやって 云、 さ 

てこ、 へ は 何お が 番手に きて、 あった やらた  >  一と 

ふりの 劍 によりか 、つて、 秋の. t 全で 笳を ふく 昔 を、 も 

の あわれに き つら ふ、 


、ジゥ ライ トウ ガ フス ク ハン ザンノ ミチ  ブン リウス カン 

從來凍 合關山 道、 今 日 分流 漢 

シノ  へ 

使 あほ 

去年の 冬 通た を b は、 この 處も 氷が 一 めんに はって 

あり、 さびしかった が 今き て みれば、 奢の こと ゆへ 氷 

がと けて、 あた かに あ る、 漢 使と は、 御用で 通る ゆ 

へ 手前 を さして 云 ふ、 

レシ ムル r  ヲメテ ラサ ヨウ ビン ヲヲ： M フク ハ P カン セゥ ス イノ ルニ 

莫 .遣，，， 行 人 照，， 容 髩； 恐 憔 悴 入，， 

新年； 

これにつ いても、 のち このところ を 通る ものに 云て 

おく、 かなら す この 處て 水鏡 をみ ぬがよ い、 なせ なれ 

ば 大方 は 新年に 入て、 顔色の 衰 へた を みて は 肝 をつ 

ぶす であらう と 云て、 實は 手前の こと を 云 ふ、 吾が み 

て 驚た ゆへ にこの 詩 を 作て おくと 云篛 なり、 


登，， 柳 州 城樓， 寄. 漳汀封 連 四. 

シ シニ  リウ ゾゥ グン .ぃ 

州 刺史，  柳宗元 一 

この 詩 は 柳 宗元柳 州 へ 流されて 舉行 になつ て い』 


唐詩 選 


七 言 禅 


ニ山ハ 


15 詩選 七 言 律 

カク タラ ントハ  二 

客， 寨 關； 

吾れ 儒者に なって 思 も よらぬ、 世 の亂に 逄 ふて 白髮 

になる まで、 うろた へて いやう と は 思 はなんだ、 

« 'ク シ 3 ゥガ タク-一 メ  ノ ゥチ サグル インチ 

陸 勝 宅 秋雨 中 探 J1  、同前 . 

チョウ ナン シ 

張南史 

九月 九 《2 の 詩と み へ る 、探， 韻と 云 ふ は、 韻字の 

下に、 秋雨 なにとぞ 書て ある、 その 題で 先に 作た 

ものが ある ゆへ、 や は， 9 その 題て 作る ゆへ に 同 

前と、 本 集に よって S た、 

ドウ ジン エイ ジッ ヲノヅ カラ ァヒ t キュ • ンン チク カン ヱン グ ウス 

同人 永日 自相 將、 深 竹 間 園 偶，， 

へキ . ？ゥ 一一 

辟疆； 

同じ も A すきな ものが 1 日 ゆる hN と、 なぐさむ つも 

り てみ ないひ 合せた やうに 來て あ 、自 相將と は、 

云 ひ 合 もせぬ に 自ら 来たと 云 ふこと に なる、 いかさ 

ま 深 竹の 中の、 ものし つかな 園の 趣 は いにしへ 、名高 

ぃ晋の 顧辟疆 が、 園に もお とらぬ である、 


二 六 〇 

ス- デ-! カウ プル  ノ シムル r ヲチモ ハク ハイ チサ ラニ ク  ス、 ムルヲ 

已被 秋風 敎 Jiii、 更聞 寒雨勸 

ス fits サ カツ キチ 

レ飛 レ觴、 

この 秋風 をき けば、 故 鄕の鎗 を 思 ひ 出して、 洒が飮 た 

いに、 今：！：  そ 雨 をき いて は ひとし ほ 酒が のめる、 

シン  レ フ r  ノ  リ 3 フク マカス ウル テス-一 

歸 心莫. 問 三 江 水、 旅 服從. 沾九 

ノ シモ 

日 霜、 

常 は 故 鄕へ歸 りたい と 思 ふ なれ ども、 今日ば かり か 

やうに 心よう なぐさむ について は、 故鄕の こと を 思 

ひ 出さぬ がよ い、 三 江 水 は 魚 鮑と 同じ ことで 、故郷の 

ことになる 故事 ぢゃ、 九月の 霜が 旅 服を沾 しても、 沾 

すに まかせて かま はぬ がよ い、 

ス イリ  ス タヅ子 ント *• パ  チセゥ ギゥ トク /  リ 

醉裏 欲. 尋 騎馬 路、 蕭 條是處 有，， 

垂楊； 

きつく 醉て歸 路を尋 る ほどに あれ ども、 今 か へ る 人 

と 思 へ ば あまり なご b をし く、 心 も琉條 となつ て き 

て又來 やうと 思て 醉の 裏に、 垂楊に も 目 をつ けて み 

る， 


ズ . ^-ハ マラ 

不. 窮、 

山の 苔 なめらかな、 古道 を あるいて みられたならば、 • 

どこも かしこ も、 木の 薬の 落る 音 や、 まの ながる、 お 

と をき かれて、 さ ぞ もの す ご い 景色で あらう , 

サラニ ヲモフ サゥ ホ ウノ サイ カウ テゥ  /  ロゴス V 

更憶雙 峰 最 高 項、 此 心 期 k,, 故 

キ r テ 

人-同； 

また その上へ、 雙峯の 高い ところ をみたい が、 ゆかぬ 

かと 云 ふて こされた が、 なるほど こされた 詩 を みて 

は、 ゆきて みたい 氣 になった、 かなら す參 るで ござら 

う ほどに、 やくそく をち が へぬ がよ い、 

長 安春 望  臉 |き 

中 唐の a 後に、 都に か  >  まっていて、 世に 用いら 

れ ぬと 云 ふこと を 作る、 

チ テス グ チカへ ッ テメパ ヲサゥ 

東 風 吹」 雨 過， 靑 山； 卻 望，， 千 門， 艸 

シ3 ク カンナ リ 

色 間、 

泰 のこと ゆへ 柬 風と 云、 1#雨 が靑山 降て 通る をみ、 

I  ,  000 七 言 律  — 


それより とって 返して、 禁裡のう ち を のぞめば、 草な 

ども 甄の こと ゆ へ 、た ^い たづら に はえて、 誰れ みる 

もの もな く、 一 向の あれ 地の やうに なって いる、 

ィへ  リ  ニレノ カイ タラン ル  テ  二 イク パク 

家 在 夢 中， 何 曰 到、 春 來， 江上-幾 

力 カヘル 

人 還、 

かやうな 亂れ 立た 世の中 ゆへ、 故 鄕を戀 しう 思 ふて、 

毎" 仪家 にかへ る夢ヒ みるが、 實に か へ る こと は なら 

ぬ、 今 この 江上へ、 故鄉を はなれて 大勢き ている が、 幾 

人 か 故郷へ 歸 たで あらう、 われひとり 歸ら ぬと 云 ふ 

では あるまい、 

セン ゲン レゥぜ ウス フ ゥ ；，， メ 力 キゥ ケヅ シン シ タリ ラク 

川原 繚繞浮 雲 外、 宮闕參 差 落 

セ ウノ ダ 

なほ tfl、 

川原へ も、 おもしろ からぬ 浮 雲の みが、 と. 0 ま はして 

あり、 禁 g の、 宫闕の 高う 低う 立て あるが、 もの さび 

しい、 夕 曰の 間にみ へ る、 浮 雲 落照亂 後の もの さびた. 

景を云 ふ、  • 

レ カチモ ハンナ ヅテ ジュト ァフ セ， 1 ナンニ ヒ トリ モ ツナ スィ ビン ヲ 

誰 念 爲 .儒 逢. 世 難： 獨 將，， 衰 彎， 

,  "1 TTa 九 


褎 詩選 


七 言 禅 


二 五八 


リ ウノ ゥチ 

流 中、 

此を のぞみ 見れば、 遠い 山々 の 樹木 どもが、 さび 

i  、天の ほと b にある やうに みへ、 川の 面 を みれば、 

夕日の影がぁかるぅなったり、くらぅなった..^、流；？£ 

にした がク てきら めき、 

n ソン，. 'ク パク トシ ソ ノゾム ィ ガン 二 チ ガン メナ レ. K タル 

孤村 幾歲 臨，， 伊 岸 二 雁初晴 卞，， 

朔風； 

伊 水の 河ぎ し 通，^ に、 六 七 軒 も ある 孤村が、 伊 水への 

ぞむ やうに 作て ある、 いつ 通ても か はらす にある、 空 

が、 はじめて はれき ると、 雁が 一 匹 北の方へ 鳴て わた 

るが みへ、 

タメ  二-ホウ ゼ ョラク ケゥ ユウ ク ハン ノト モ ヘン シゥ  ズ ヅ ナガ ト 

爲報洛 橋遊宦 侶、 扁 舟 不 與 

レ心 同、 

題 を 知らす に 註した ゆへ、 訓解の 註が よくない、 この 

詩 を 作て 寮 友に 送る、 おれが ために、 洛 陽の 友 だち ど 

もに 云て 下され、 吾が 心 は どこ へ、 落 付 ふと 云 ふ處は - 

ない、 乘り 出した 舟の 如くで ある、 


ジニ 


:.錢 起 秋 夜 宿； 靈臺 寺； 見， 寄 

ラウ シ  ゲン 

郞士元 

セン ン シャゥ ジャ ズ ケィメ  シ  ルタ、 ィテ セン t ッ ヱッス 

石 林 精 舍武溪 東、 夜 叩輙 扉， 謁，， 

チン n ウー I 

遠 公； 

唐の 太 宗の諱 を さけて、 武と S たけれ ども、 虎溪 のこ 

とな..^、さてこの靈臺寺は、ぃにし へ逮公のぃられた 

虎 溪に建 置れ た、 その 處へ 夜叩禪 扉案內 をして、 遠 公 

の 如き、 高價に 逢に ゆかれた が、 

ツナ  二 ショ ボン カナリ CI ヂメ ハン グチ パン 

月 在 二 上 方， 諸 品 靜、 心 持，， 半 偶， 萬 

ェン ク ウス 

さだめて 秋 夜の こと ゆ へ 、月が 頭ら の 上に、 すみわた 

K 一  切の 鳴. 00 者 もせ や、 しん）^ とした こ. .0 であら 

う、 上方 は 上の 方と 云 ふ 意に 兼て 用た、 又 心に は 諸行 

無常の 半 谒 を、 念 持し ている ゆへ 、何 か に 引かる 、處 

の 萬 緣も打 わすれ、 

サゥ タイ ノ  n ダウ ユイ テ ベ.； - アマ 子 カル ラタ ボク カン セン 

蒼 苔 古道 行應 JT 落 木 寒 泉 


人の 行列 を そろへ て 、參內 す る さきぐ に、 雪が あつ 

て 光. 、ゆくさき ごとに、 雪が あって、 光と 云 ふ義な 


長 信 月 留 寧 避 宜 春花満 

ズ サ カウチ 

不. 飛. 香、 

西の方 長 信宮の 上へ 降て ある 雪が、 月の 如く まつ 白 

く、 やはり 曉の 日まで お もしろう み へ 、宜 春苑 へ は 花 

の 如く、 雪が みちて あれ ども 、本より 花で ない ゆへ、 

香 ひが 飛ばぬ、 

t トリ ミル セキ ソノ コル riK セィ キン 二 ス. テニ チ ボフ ケィ カン ノ ュヅル r_s 

獨 看 積 素 凝，， 淸. 禁； 已 覺 輕 寒 . 箅 

禁裡の 立 並んで ある 御殿へ ふり つ ん である 氣 色^、 

獨 かくべつ， 0, つばに 見へ る、 雪 は いこ ふつめ たい も 

のと S へて ゐ たに 、今日は あた、 かに 思 はる、、 しか 

れ ばつめ たい 雪 も、 太陽に はまけ て あた かになる、 

ス 《シラー； セィ メイ カヌ ゼソ シ ャゥヲ  レカ ッグ  ノ.， 

題. 柱 盛 名 兼， 絕 唱： 風 流 誰繼漢 

1 ァ ン ラ ゥ 

；.、 
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もとよ ，0- そこ もとは、 注 に P せらる  >  とい ふやう に、 

名高い 人で、 殊に 雪 を 詠せられ た 詩 も、 勝れた る 絶唱 

である、 しかれば 古今に ならびない 風流 男と い はる 

、漢の 田 鳳に、 相つ > くもの は 誰れ であらう、 こなた 

ならではない、 

ヨリ ギヤ ゥ ラク シゥ. 力 ウメ  ル  二 ゾクジ . 3 ス 

自，， 鞏洛， 舟行 入， 黉河， 即 事寄，， 

フ ケン / レゥ ィゥ 二 

府縣 寮， 友， 韋應物 

鞏洛ょ.0舟で乘り下して、北の方黄河に入，，^、即 

景を 作て、 あと 役の もの ども、 寮 友に よせる ので 

ある、 

ハ サム  チサ ゥ サン  チ  フ シニ トウ ナン ャマ ホガラ カニク 

夾. 水 蒼 山路 向. 東、 東 南山 豁大 

河 通、 

鞏洛の 西の方 は 山で、 谷 あいのやう なせまい 處に、 東 

に 向て、 乘.^ 出して みたれば 、東南に 山の くわら hsi 

推し ひらいた、 大河に のり 出て- 

カン ジュ ィ ビタリ ェン テン ノ  メイ メッス ラン 

寒 樹依微 遠 天外、 夕陽 明滅 亂 
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二 五六 


かやうな 月の、 陽 和の 時分に は、 すこし は 愁も散 じ そ 

うな ものて あるが、 吾が この 不化合 に ゆきつか へ て 

ある ゆへ、 愁は 散せ ぬ、 かく 不仕 合で あても な い ゆ 

へ、 天子へ 御 仕へ 中したい と 云 ふ、 こ.、 ろ は 絶へ た、 

ケンメ フテ ■  ナヲダ グ ウセ ハヅ ラクハ モ ツチ  チ タイス ル r 

獻 k 十年猶 未. 遇、 羞 將，， 白 髮， 對， 

ズ 

シ ン 二 

華簪： . 

我が 文章 を、 天子へ 御覽に 入ても 久しい こと ぢ やが、 

今に 御と りあげ もな く、 歲の よるまで、 役替 もせ やに 

いる、 この 白髮を 以て、 歷々 に對 すると いふ は、 恥 か 

しい ことお や、 

ヮス ワウ イン グハ ィガ セィ セッ ヅ トニ チウ スルヲ 

和 主 員外 晴雪 早朝， 

シ ビノ セィ セソ ォプ ヲン ク ハウ ヲ メグ ツナ ヂ ャゥヲ ヒト へ- 1 カフ ェン 

紫 微晴雪 帶 M 光； 繞 k 偏 隨，， 鴛 

ロノ カウ 二 

鷺 行； 

禁 襄の大 庭な ど へ 、昨夜 降た 雪 か、 今御規 式の ある 處 

をみ る ゆ へ 、天子の 御 恩 をう けて、 雪の ひか も 格別 

にみ へ ijc:^ つこう にみ ゆ.， るに よつ て 、 恩 光. V  V ふ官 


こと もない、 滚倒は 落 魂の 貌、 

ケッ -R  ニノ テ クル "ィ • シ ャ ニン ンニ  セン キ 

闕下 贈， 裴舍 人， 錢起 

闕 下は禁 奥の 御門 下な 

ジ ゲック ハウ リ  プ  一一  シ キン ァカ ツキ 

二月 黃鶸 飛， i 林； 春 城 紫禁曉 

陰 i、 ， 

二月 は 春の さかり ゆへ、 鶯 などが 鳴 飛で、 上 林 も 陰々 

と、 くも. 0 わたつ てみ へる、 

ノ シャゥ セィ  ュッ キリヤ ゥチ / リウ ショク 

長 樂鐘聲 花 外盡、 龍 池 柳 色 雨 

二  シ 

中 深、 

など も、 花が さか. に^て ある、 その 中 

くる 時の 鐘の 聲が、 夜 あけのと きをつ 

の ゆへ に盡 とい ふ、 M 池 あた の 柳 も、 

たやう に、 沾を もって あ，^、 何 を みても 

ャゥ クハ ズ サン セキゥ トノ ゥラ？ -チ セゥ カン ク カク サ、 グ i 

陽 和 不. 散，， 窮 途恨； 霄漢長 懸： 捧 

ヲ  ヲ 

レ日 心； 


酒赛 カン 


傣 詩選 


ill* 


二 五 玉 


今 は 年寄て 病 は あ，. y  、元との 身で はない によって、 た 

》寢 てば か.^ いる、 この やうな 絕 塞に 來 ている も、 世 

の 亂れた ゆへ と 思て、 秋を愁 て、 また 日の くれぬ うち 

から、 門 を掩ぃ 塞いて ゐる、 

ズ  ラ  クト * マル サイ n  ノラ ンニ  マコト ュ リ  タ 

不. 可，， 久 留. 豺 虎亂； 南方 實 有，， 未 

ザル 

マ 子 力 n ン 

レ 招魂； 

か やうな 豺痕 虎の やうな、 惡 人が 大勢 ゐ て 、亂を 起す 

處に留 る もので はない ゆへ 、歸 らうと は、 思 ふけれ ど 

も、 度々 兵亂が つ  >  いて、 魂が 散た から、 招で か へら 

ねば 歸られ ぬ、 

登高 

キ フニ  フッサ i セゥ アイ シ 3 キ 3 ク ィサゴ ウメ トリ 

風 急 天 高 猿 嘯哀、 猪 淸沙白 鳥 

トビ 力へ A 

飛 廻、 

秋の 末 九月の こと ゆへ、 風 も はげしく、 そら もす みの 

ぼ..^塞ぃゅ へ、猿もものかなしぅ嘯き、ことに鳥が川 


通り や、 川の 中な ど を 食物 を も とめて あるいても，" 

何にもない ゆへ に 、とびか へ るな り、  ^ 

ム ヘン ノラ ク ボクセ ウセ ゥ トメ グリフ  ノ  コン ■• 

無邊落 木蕭蕭 下、 不盡 長江 袞 j 

n ント メタル  j 

衰來、  一 

向 を みれば、 山 も 峰 も 一 面に 木の葉の なる をと が、 も 一 

の 寒う きこへ て、 江 水が 不盡に 常住 ふだんに 流る、、 一 

袞々 は 水の 不， 絕貌 なり、  1 

パン T  ヒ シゥ  子 二 ナリ カク ト  タ  べゥ  リ 

萬 里 悲秋常 作. 客、 百年 多病 獨ー 

ル  -ー  ； 


吾が 身 は 萬 里 を 隔て /-、 來る年 も くるとし も、 旅客 il 

なって いる ゆへ、 ひとし ほ 秋の 氣色 ももの かなしく 1 

1 生 病に か ,9、 他國に ぬれば、 伴 ふ もの もな く、 

.J 'ひとり 樓に のぼる >  一 

ナン ハナ ハダ ウラム  <ン サゥ ビン レゥ タウ  ト 'ム ダク 

難 苦 恨繁霜 奪、 潦 倒 新 停溺ー 

杯、  一 i 

かやう に、 艱難にば か，. >  出逢 ふゆへ、 頭 もまつ しろに 

な り 、老衰 ゆへ 酒 を 止め たれば、 いよく 氣の晴 る > 
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セン 


野哭 千家 聞，， 戰 伐； 夷 歌幾處 起，， 

ギヨ セゥ -I 

^ 焦、 

今に 戰が 止ます、 方々 で 討死 をした ものが、 多い によ 

つて、 野へ は哭 する 聲が きこ へ 、家で 死 だもの は 家で 

哭す、 戰 場で 討死 をして、 どこで 死んだ やら、 死處の 

しれぬ もの は野哭 する、 この あた は 大方 夷に 奪わ 

れて ある ゆへ、 あそこ こ、 の 木 こ，. >  山が つの 家で も、 

夷 歌 をうた ひ 出す、 

グハ " ャゥ ャクパ  ィ -ーク ワウ. r  イン. ソョ マン-一 

臥龍 躍 馬終黃 土、 人事 音 書 漫 

セキ レゥ 

寂寥、 

か は b はてた をみ て、 つくぐ 思に、 忠臣の 臥龍 も 謀 

叛 人の 公孫 述が、 この ところに、 馬 を を どらせ て、 白 

帝と 稱し たも、 みな 土に なって しま ふた、 それにつ け 

て も、 なにやかや 人事 故鄕 の、 を とづれ など も、 漫に 

とふて なら ふが、 かまわす に 寂寥と 打す て をく、 

ハ * セゥ 


二 五 四 

返照と いふ 題で、 作た ではない 、晩景の 西より さ 

す をみ て、 見 わたす 處の景 を、 作った もの ゆ へ に 

あとから 傲た 題ぢ や、 

ソ ワウ  ノタサ 二 カウ n ン  ノ  シクハ 

楚 王宮 北 正 黄昏、 白 帝 城 西 過 

ウノ  n ン 

雨痕、 

この 處 はむかし、 楚の襄 王の 巫 山の、 神 女 を 戀ひ慕 は 

れ たこと があった とい ふに よって、 詠めて いれば、 ち 

うど、 日の くる 、やうに ある、 實は 日の くる、 ので 

はなぅて、雨くも..^でぁる、西方白帝城ぁたbを雨が 

降て 通れば、 

テ -ー t ルガへ シセキ へキチ *• ゥン ヨウ メジ ュ！ K シクス 

返 照 入. 江 飜，， 石 壁； 歸雲 擁. 樹 失，， 

サン ソン テ 

山村； 

直に 夕日が 江に さしこんで、 石 壁の 影が、 江の 中へ さ 

かさまに、 さしこん でみ ゆる かと 思へば、 襄 王の 花宫 

の あたり 植て ある 樹木 を 、雲が とりこめて、 山村 を 見 

失 ふやう にある と、 1 と 通り 景色 を述 ぶ、 

スィ 子ン べゥ ハイ タ，， ウス  >-ク1 フチ ゼッ サイ ウレへ ナ テ ハヤ タ 

衰年病 肺 惟 高. 枕、 絕 塞 愁. 時 早. 


カゼ ヒ ルガ ヘメ リツ リヨ テ  t ク ハス ル r ヅナリ  ソフ テク ハン  ニイ タ パク 

風 飄，， 律呂， 相 和 切、 月 傍， 鶴 山； 幾 

ロカ ラカナル 

處明、 

起句の 風の 字 をう けて、 律呂と い へば、 聲の 上げ下げ 

のこと で、 風が 笛の 聲を 高く 低く ひるが へして、 拍子 

よく 間ぢ かくき こべ る、 この 夜 は 月が、 どこも かも あ 

きら か にあら う、 

n  *• チウ セゥ タへ タリ ホク ソ ウス ルュ  ノ イツ キヨ ク ォモフ 

胡騎中 宵堪. 北 走： 武陵 一 曲 想，， 

南征； 

かやうな 夜す がら、. 笛 をき いて は、 どの やうな 氣 象な 

胡騎 ども /• みなち り/^ になって、 歸 るで 有 ふ、 むか 

し漢 の馬援 が、 南征 したと きに、 門人 袁奇 生と 云.；^ も 

のが 吹く 笛 を、 ml 援 がきいて かなしんで、 武溪深 曲と 

いふ を 作て、 和した とい ふが、 さぞ この やうに かなし 

かった であらう、 

コ ヱンノ ャゥ リウ イマ ェゥ ラクス  ンゾ Vj ン シゥ チウ ガ へッテ 

故 園 楊柳 今搖 落、 何 得，， 愁中却 

コト. 4_T- ク ス： ir!N 

盡 生； 

今秋の こと ゆへ、 故 園の 楊柳 も、 枯れて しま ふ 時分で 


あるに、 今 この 折 楊柳の 曲 を 吹く をき けば、 楊柳が は 

え 出る やうに 思われて、 しきりに 故鄕を 思 出して、 悲 

しうな つ てく る、 

なク ャ 

閣夜 

. このと き藝 州に 居て、 城 樓の閣 へ 登て、 亂 世を悲 

んで 作る、 

歳暮 陰陽 催 短 景： 天 涯 風 雪 霽：， 

カン セゥ 

寒 宵； 

歳の くれゆ ゑ、 晝夜も 短う せ はしう 移る 時分で、 天涯 

風雪 どこも かも、 晴れ わたって さ へ、 寒う 見え、 

ゴ 力. ウノ コ F? ク n へ ヒサ ゥ サン カフ セィ 力  カゲ 

五更 鼓 角 聲悲壯 、三 峽星河 影. 

ドゥエ ゥ 

動搖、 

今 こ、 らも、 さわき が 止まぬ ゆへ、 番手の 陣屋で 鼓 角 

の聲 が、 もの 悲しう きこへ、 三峽 あたりの さえさび た 

空 を のぞみ 見れば、 星影が きら- うごいて、 もの さ 

びし く 漢武の とき、 星辰 影勸搖 す、 柬方朔 云 民 勞之應 

星の 字ば か， 9 河の 字に 用 はない、 

二 玉 三 
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都の こと を 思 ふて、 昆明池 は漢武 のとき に、 ひらかせ 

られた 池で、 武帝 のこの 池で、 船 軍 を 習 はせ られ た.、 

今 も 目に 見る やうで あると、 玄宗の 御 在位のと きに 

比すな， o、 

ショク ジ 3 キ シ ム ナシク  セキ ケィ リン. カフ -ク 

織女 機絲 虔，， 夜 月； 石 鯨 鱗 甲 動，， 

秋風； 

池 中に ある 織女な ども、 たれ 見る もの もな く、 むなし 

く うちすて/' あるで あらう、 又 石 鯨な ども、 秋風に 動 

て あるで あらう が、 亂後 のこと ゆへ、 たれ も 手 さす も 

の も あるまい、 

ナ i タヾョ (メ  n ベ イチ チン ゥン  ク ヒャ 、力-一 メレン バウ 二 ヅィ 

波 漂，， 菰 米， 沈 雲 黑、 露 冷，， 蓮 房， 墜 

フン  力 ヰナリ 

粉 紅、 

むかし は猛 など も 、人が とった が 今は大 かた、 波に た 

、よふて、 底へ 沈んで まっくろに、 黑 雲の やうに なつ 

て あるで あらう、 蓮な どの 赤 う^て あるの も、 たれと 

る もの もな く、 むなしく 散て しま ふで あらう、 


二 五 二 

ク ハン サイ  タ.； テゥ ダウ ゴゥ コ  マン チ  チ 

關塞極 天 惟 鳥 道、 江湖 満地 一 

ギ m チウ 

漁 翁、. 

我れ 蜀へ來 て、 關 塞の 鳥 道 をへ， だ てられ、 江湖の 廣ぃ 

あいだに、 舟にば か.^ のって、 漁 翁の やうに なり， つ 

ている こと ゆ へ、 a 明の 勝 をみ る こと もなら ぬ、 極 天 

と 云 は、 天の はてから はてへ きている 意な り、 みちの 

遠い ことになる、 

スィ テキ 

吹 笛 

藝 州に 居て、 吹 笛 を 聞て、 關山月 折 楊柳な どの 曲 

を 作る、 

フ t ナフェ ヲ  3 シ レ ガイへ ゾ タクミ 二 ナス ダン 

吹. 笛 秋 山風 月淸、 誰 家 巧 作，.， 斷 

チヤ ウノ へヲ 

腸聲； ， 

いづく ともなく、 吹 笛の 昔が きこ へ るが、 を， 0 ふし 秋 

のこと ゆへ 、風月 もさえ 塞う 淸ぅ あり、 何もの か は 知 

ら ぬが、 さ，.^ と は 上手に、 人 を かなしむ る やうに 吹で 

ある、 


ドウ ガクノ セゥ 子ン  クハ ズ ィ ヤシ カラ  ノ  f  パ ヲノヅ カラ 

同學 少年 多 不. 賤、 五 陵 衣馬自 

輸^、 

若い 時分に 同じく 學問 をして、 同學の 少年 ども、、 み 

な 立身して、 五 陵 あたりの、 歷々 の • 富貴な ものに なつ 

ている に、 おれ はこの やうに うろた へて いる、 


4^^{示のことを思ひ出して、述るばか，9で、別して 

諷する ので はない、 

ホウ ラ イノ キゥ ケッ  ス  二 シャゥ ロノ キン ケィ セゥ 

蓬萊宮 闕對， 南 山； 承 露金楚 霄 

カン ノ ァ イダ 

漢間、 

蓬萊の 宮殿 は、 まん 向 ふの 終 南山に 對 して あり、 金莖 

の 承 露盤な ど は、 天へ もと、 きそうに、 すっと 出て あ 

^、必 竟 御殿の 高い を、 きかせた ものな り、 

セィパ ウス レバ ェゥ チ  ク ダリ  トウ ラ イノ シキ  ッ 

西 望 瑶池 降，， 王 母； 東 來 紫 氣 満，， 

カン ク ハン 二 

面關： 

s 宗の 時分に は、 自由な ことそう で、 西へ 御望み なさ 

，唐 ITi  .?si 


れ ると、 直に 西 王 母が 下り、 東の 方 紫氣が 立て 老子の 

下られた と 云 ふ、 これ 實事 をい ふ、 

ク モウ ッリテ チ -ビ キ キゥ センチ t  メグ ッ ナリヤ ゥ リン シル 

雲 移 維 尾 開，， 宮員曰 繞龍鱗 識，， 

セ. 1 ガン ヲ 

天子の 龍 顔 をお ほふ 處の、 雲の 如くなる 錐 尾 扇 を、 百 

官の朝 儀のと き は、 わきへ 去る によって、 其と き は 天 

子の 兗 龍の 御衣 を、 めして ござる 御 姿が、 朝日の 霧 

ひらいて 出る 如く 、きら..，..^ する 顏を、 拜し てあつ 

たが、 

イチ グハ サゥ n ゥヲ ドロ ク セィ パンニ イク タビカ セィ サ テン セシ 

一 臥 搶江驚 歲晚； 幾 间靑瑙 點，， 

テゥ ハン 二 

今お ちぶれ て、 搶 江に 臥して いるに ついては、 年の く 

れゅ くにお どろき、 つく  <\- 思て みれば、 われ もむ か 

し は 度々 朝參 して、 郞官 のな みに ちょっと 加て、 ゐた 

こと もあった が、 この やうに も おちぶれる もの かな、 

四 

n ンメ イチ スィ カンジ ノ  n ゥ  ノセィ キ  U 

昆明池 水漢時 功、 武帝旌 旗 在，， 

二 五 一 


0  00 


七 言 律 


去年 もこの 處へ來 て、 替た處 で 菊 をみ ると 思て、 菊の 

花 を 詠て R を 流した が、 今年 も 去年の 通りに、 菊の花 

をみ て 泣く、 去年 この 處で 孤舟 を かり、 この 處 につな 

いでお いたが、 今年 も 孤舟 を 一 つに つなぎとめて お 

いて、 乘，. > 出して 故 鄕へか へ ると いふ こと も、 なさ そ 

うなと 云 ひすて zv おくが、 おもしろい である、 


メ ギフ ナリ 


催，， 刀 尺； 白 帝 城 高 急，， 


寒 衣處" 

暮砧？ 

今歲も 秋の すゑの こと ゆ ゑ、 方々 でと， 9 いそいで、 綿 

入れの 仕度 をす る、 白 帝 城の 高い ところでは 、墓 合が 

けに 別してせ わしな く、 砧を うつが、 それ をき くにつ 

，けても、 旅の もの あわれお 情 やひき おこす、. . _ 


シヅ カナー 


千家 山郭 靜，， 朝 暉； 日 日江樓 坐，， 

スィ ビニ 

翠 称 1 

樓に のぼって、 瞎方藝 州の 山城の まわりに、 家の ある 

ところ を 見れば、 いかう ひつ そ， 0 とみ へ、 樓が 江の 


二 五 〇 

づた ひの 樹の、 しげった 中に 建て、 あるに よって、 翠 

微と いふ それへ 每曰來 て、 つ 、くりとして みて いる、 

以下の 二 句、 こ、 で樓 よ，.^ 江 水 をみ る景 をい ふ、 

シン シュ クノ ギヨ ジン ッテ ヘン ..-.^ セィ シ ウノ ェン シ ナチ 

信 宿 漁 人 還 泛泛、 淸秋燕 子 故 

飛 飛、 

昨夜から 居る 漁 人が、 やつば り まだ 舟に 乘て、 うかみ 

あるく とい ふて、 した. ご、 ろ はわれ も、 あの 漁 舟の 如 

く、 旅 中に うろた へて いる、 秋になる と 燕 は 南 國へ歸 

る ものお やが、 秋の すゑ 淸 秋まで、 なを 燕の 飛と わが 

身の 故鄕 へ歸ら ぬに 比して 云 ふ、 

キヤウ カウ ァゲテ ショテ  スク リウ キヤウ へテ ケィ -K 

匡衡抗 k 功名 薄、 劉 向傳. 經心 

事 違、 

いにしへ 漢の E 衡は、 元 帝のと？ に上疏 して、 功名 も 

高かった が、 おれ も上疏 をば した けれども、 功名の さ 

たもない、 劉 向は宣 帝のと き、 經霄の 學を傳 へ て 名 を 

あら はした が、 われ も 若い 時分から、 經 術を傳 へたけ 

れ ども、 名 も あら はれぬ、 若い ときの こ /^ろ LJ はこ、 

ろが いこ ふちが ふてきた、 


北極のう ごかぬ を 以て、 天子の 御座に 比して、 おもし 

ろうい ひとる、 天-子の 御座と いふ もの は、 改 ると いふ 

こと はない もの ゆへ に、 一 たび 都 を 吐 蕃に奪 はれた 

れ ども、 終に はと か へ した、 さるに よって、 西域の 

胡の 都 へ うちい ると いふ こと は あるまい、 寇盜 ども 

が なにほど、 侵した とい ふて、 都 を とらる ことで は 

ない、 かなら す 侵な、  . 


ィサ 


-ャゥ 


可. 憐 後 主 還 祠. 廟、 曰 暮 聊 爲，， 梁 

ホノ ギン ヲ 

甫吟； 

見れば 笑止な ことに は、 蜀の 先王 昭烈 皇帝の 廟に、 親 

から 請と つた、 大切の 國を滅 し、 天下 を 人に 奪 はれた 

後 主劉禪 も、 一 つに 祭られて あると いふ もの は、 いこ 

ふ 外聞の わるい ことお や、 それにつ けても、 孔 明が こ 

と を 思 ひ 出して、 粱 甫の吟 をな すと 云て、 今 この 詩 を 

以て 比す、 下心 は 後 主の やうな 埒 もない 人が、 廟に祀 

られて ある を以、 當 時の 歷々 に、 らち もない 人が 高位 

になって ゐ るに 比す、 


秋 興 四 首 

南方 藝 州で、 秋 典 を 八 首 作た 中、 四 首ぬ き 出して 

ある、 杜子类 が 詩 はっか まへ どころ がない、 それ 

でけ つくよ い、 情 を はっきと うわべえ 現 はさす. - 

こう も あらう かと 推量して、 みる 隱に る、 


玉露 凋 傷楓樹 林、 巫 山 巫峽氣 

セゥ シン 

蕭森、 

時分 がら 秋の こと ゆへ に、 白露に いろづいて、 楓の葉 

もし をれ てみ へ 、巫 山の 十 一 一峯 あたり も、 さび か へ つ 

てみ ゆる、 

n ゥ， カン. V ハ ラウ 子テ  1K ヮキ サイ  ノ  マジ ハツ テ 

江 間 波浪 兼. 天 湧、 塞 上 風 雲 接 

二 ク モル- 

レ地 陰、 

巫 峽の江 水な ども、 秋風に 激して、 波が 高う つきあが 

h>  、巫 山のう へ白帝城のぁた..^も、雲がひっ付てぁる 

やうに みへ て、 くも わ わたり、  ， 

サゥ ク フタ 、ビク  ノ.  n  -ンゥ イツ-一 ツナ グ n 

叢 菊 兩開他 to 涙、 孤舟 一 露 故 


園 、い、 


唐詩 選 


七 言 律 


二 四 九 


唐詩 選 七 言 律 


二！： 八 


tl タ イノ フゥ ヂン 


海內 風塵 諸 弟隔、 天涯 涕淚 一 

身遙  . 

海內 世界中が みな、 亂れ 立お 時分 ゆへ、 兄弟 もちり ち 

に へだて をり、 われ はづ 、との 遠くの、 天涯の はづ 

れに、 身 を 遠く さけて いる ゆへ、 しきりに 淚が ながれ 

る、 

タ， モヅナ チ ボテ キヨ ウス タ ベ ゥ-ー  ダ ラケン ァ イノ フル 

惟 將，， 遅 暮， 供，， 多 病； 未. 有-, 涓 埃 答， 

晷 事 

つくく、 五 口が 身 を 思て みるに、 年より はて 、何にも 

らちの あかぬ 遲暮を 以て、 多病に ふ.. y あてが ふて、 い 

るよ h' 外 はない、 すれば つゆち. 9 ほど も 君 へ 御 恩 を 

報 やる こと はならぬ ゆへ 、大方 このま で、 くちはて 

るで あらう、 


跨. 馬 出. 郊 時 極. 目、 不. 堪，， 人 事 日 

セゥ Tr ウタル -ー 

蕭條； . 

さ ながら、 馬に のって 郊外へ 出て 見 わたせば、 遠く 

は 三 城、 近く は 人事 百姓 どもの 家な ども、 日々 さびれ 


てく る をみ て は、 かま はすに は をき がたい、 ど ヶも堪 

忍なら ぬ、 

卜ゥ ロウ 

登樓 

ハナ  フメ  -I イタ マ、： ム  チ  タ十ン ニノ  n、-l 

花 近. 高 樓， 傷. 客 心： 萬 方 多難 此 

卜ゥ リンス 

登臨、 

高樓に 間近く、 花 て あると いふ もの は、 おもしろ 

いはす であるに、 何 をい ふても、 今 _s 方 多難に して 兵 

亂の砌 ゆへ、 心なら や 遠國 へきて みる こと ゆへ、 おも 

しろうな く、 却て こ ろ をいた める、  • 

■ キ ンコ ウノ  リ  ギヨ クル イノ フ ゥン ヘン ズ 

錦 江 春色 來， 天 地； 玉 壘浮雲 變，， 

コ  っン 

.5コ 

錦江のぁたりをみれば、^^色はぃっも、かゎもゃ來る 

が、 玉壘 山の 浮 雲 を みれば、 古今 變 態して 大 にか はり 

はてた と、 王室の 亂の こと をい ふ、 

ホク キヨ ク テゥ チイ 一一 ズ ァラ タメ  ノコ ゥ ^^ゥ  レ 

北極 朝廷 終不. 改、 西 山寇盜 莫，， 

ヒ カス r 

相 侵： 


よ 


おもしろ うない、 しかれ ども 自ら、 こ 、 ろ を 

まして 慰て みれば、 與も きたり 而 白うな つて、 今 

日 そこ もとの 家で、 歡をっ く，. -て樂 しむ、 以下 一 一句 以 

上 二 句の 心 を 云 ふて、 老を なげく、 

ハヅ ラクハ モッテ タン ハッチ ッテ カル *r ヲボ ゥヲ ツナ ャトフ ナ ， ハウ ジン チ 

羞 將，， 短髮， 還 吹 .帽 、笑 倩，， 旁 人； 

タメ  二 サシム ムリヲ 

爲 正. 冠、 

いにしへ、 孟嘉 が落帽 のとき は、 若い によって 風流に 

あつたが、 いま 吾が 冠 を 吹 落されて みたれば、 直に は 

げ あたまが、 みえる ゆへ はづ かしい、 さ， .TV ながら 興が 

きて、 すこしお もしろ いに よって、 笑 ひながら 人を賴 

んで、 冠 を 正う しても らふ、 

藍 水 遠 從，， 千 澗， 落、 玉 山 高 並_, 兩 

二  ム シ 

峰， 寒、 

景 をの ベ て、 藍 水より 逮く、 谷川の ながる、 やうす •、 

おもしろい、 藍 田 を 陸海の 珍 藏と云 ふて、 藍 田 生 玉と 

いふに よって、 玉 山と いふ 藍 田の 兩 峰に、 並び 晴れき 


つてみ ゆる ゆへ、 寒い とい ふ、 

ンヌ レカ 


ト ツナ シュ ュチ 


明年 此會知 誰 健、 醉 把，， 茱萸， 


仔細 看、 

今日 この やうに、 おもしろい について、 來年も 逢 ふと 

思 ふが、 W 年 はたれ が 死なう やら、 生きて いても ち hs 

になら うやら しれぬ、 それ ゆ へ に、 何の こと もな 

ぃ、肴に出た茱^^^とっ て、明年はどこでみゃぅも知 

れ ぬと、 目 をと めて、 つく  <^ と みるが、 仔細に 見る 

である、 

野外へ 出て、 蜀の 西の方 を 吐 蕃が攻 る、 それ ゆへ 

三 所に 番手 を 置て、 きっと 守て、 ゐる やうす をみ 

て 作る、 實は當 時 政事の しかたが よくない ゆへ、 

民 も難義 をす る、 われ.^ たらば、 治めて やらう 

もの をと、 亂 をな げくので ある、 

西 山， 白雪 三 城 戌、 南 浦淸江 萬 

リ ケゥ 

里 毋巧 

蜀の西 山の 方に、 雪の 降て あるが みへ、 我れ は 今 ま 南 

浦の 淸江、 萬 里 橋の あた，.^ に、 うろく して をる、 


赓 詩選 


七 《* 


二 四 七 


00  0  ia 律 

ると いふ は、 外 ざまの もの ならぬ こと ぢゃ、 

♦3 ク n ゥ タイス  二 

曲 江 對. 酒 

ェン グ ハイ n ゥ トウ ザメ ズ  ヘラ スィ シャゥ キゥ 1 アン ウタ、 

苑 外 江 頭 坐 不 JT 水 晶 宮 殿， 轉 

t ビ 

霏微 

世の 不遇 を 憤る ので、 曲 江の 芙蓉 苑の御 築地の 外の、 

曲 江の ほとりに 坐して、 參内 のす むに かま はす、 歸ら 

すに いる、 水晶の 如くす きと をる やうな 宫殿 も、 ほの 

か に麓微 として、 ある やらな い やらと い ふ に、 心 をと 

めて みぬ やうす を い ふ、 訓解の 註 あ し 、 ，り つ ばな 

宮殿の やうな もの も、 奉公に こ ろ をと めす、 すてる 

氣 になって いる ゆへ、 いらぬと 云 やうすな， o、 

タウ クハ n マヤ 力 二 テフ テ  ヲ チク ハウ チウ -1 カ子 ナ 

桃花 細 逐，， 楊 花， 落、 黃 鳥 時， 兼，， 白 

ヲ プ 

鳥， 飛、 

それより して 、桃花 ゃ揚 花な どのち b ゆく やうす、 黄 

鳥な どの 飛が、 おもしろ いと 思 ふて、 

シャゥ イン  ク ハンス t ト  二 ス ツル r テ ラン チウ シン-一 ト 3 

縱飮 久拚人 共棄、 懶朝 眞與. 世 


_-  .  ニ&六  

議  画 

ヒ タガフ 

相違、 

吾が 大酒 を飮 を、 世間の ものが 馬鹿 ぢ やとい ふて、 わ 

らふが、 それ も覺 悟の 前と、 打す て 、 をく が 持ぢ や、 

このごろ は參內 もこ ろに そま や、 仕 へ ともない， 精 

出して、 つとめる ものと は、 つきあ はぬ、 

リ ジャゥ ラニ チボフ サゥ シ ウノ キ r チラウ * ィ タ *、 -1 ィ タン.. テ ダ 

吏情更 覺搶洲 遠、 老 大徒傷 未 

レ d 衣チ、 

仕官 ゆへ、 搶洲へ 赴が 遠くなる やうに、 思 は る、、 搶 

洲 は、：^ 人の いると ころで あ る、 老いく さるまで、 思 

ひきつ て 引 込 もせす に、 いると 云 ふ は、 きたない こと 

ぢゃ、 た  >  心 をいた めて いるば か..^ である、 拂衣 とい 

ふは隱者になることな^^、 

ラン デシ サイ シノ サゥ 

九日. 藍 田 崔氏莊 

t テ ヒシゥ シ 1 ァ -t ヅ カラ ュ ルフス キヤウ テ ヅクス 

老去悲 秋强自 寬、 興來 今日 盡，， 

ガ 3  口  n ビテ 

君歡； 

秋 はわ か いとき さ へ、 もの かなしい に、 いま 老い 去て 


s に歸 る、 返 食に 歸る も、 いつもい つも 遲ぅ歸 ると な 


紫 袁殿返 朝ロ號 

紫 5^ 殿の 御規式 すんで、 退 朝す る ときの 


ちゃ 


さみな，.^、 

コ グハ イセ ゥ ヨウ シ  シゥ タル サゥ 

戶外昭 容紫袖 塗、 雙 御 座， 引，， 

ヲ 

朝 儀； 

あ さ 紫 g 殿に 出御の 趣 を 云、 外 は 口 の 方で • 杉 

のき わまで、 昭容の 女官の ものが、 天子の 御先に 立 

て、 紫の 釉を たれ、 腰 を か  >  めて 二人ながら、 天子の 

御 足 もと を、 ふり 返て みながら、 朝 儀の 御規 式の ある 

紫袁 殿まで、 案內 してめ ぐる、 


香 飄，， 合 殿， 春風 轉、 花 覆，， 千官， 淑 

景移、 

御爐の香のにほひが、^^^風にひるが へって、 御殿 中に 

みちて香ばしぃ、居る：5|の官人たちには、花がふ，0^か 


> つ て あり、 見て いるう ちに、 暖な 朝日の 景が 移って 

高う あがる、 

チウ ロウ マレ ニノ  r  ヨリ シテン ガン  テョ 口  n ビキン 

晝 漏 稀 ta 高 閣 報 、天 顔 有 kn 近 

臣知、 . 

あけ 六 つ より 以後が 晝 漏で 、夜 漏に 對し て 云 ふ 、漏刻 

の あいが 遠くして、 きこ へぬ と 思 ふたれば、 表の 高閣 

より 吿げ 知らす る、 かやうな やうす を御覽 じて、 天子 

の 御き げんの よい 御顔 を、 拜 するとい ふこと は、 外 ざ 

まの もの はならぬ、 この 方の やうな、 近臣ば かり 知る 

こと ぢ， や、 

n トニ  テ、 ル トウ セ. 1 二 ク ハイ ゾ ウメ キ リャゥ チア ッ マル 

宮 中 每. 出 歸， 東 省； 會^  0 龍， 集，， 

羼 池つ 

それより 御規式 すんで 、宮中より 左 省に 歸る にも、 御 

頭ら 役の 尙 書中 書 門下へ 送り 見 まひ に ゆきて、 今日 

は 首尾よく 御 規式も すんで、 目 出たい など いふて、 

そうして 手前の 鳳 池の 中 書 省に か へ る、 このと き杜 

子 美が かしら 役 は 中 書 令で ある、 藝龍は 舜の賢 こ 

、では 中 書 令に 比す、 かやうな 重い 衆に、 心 やすう す 


000 
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二 四 玉 


0  00 七 言 

興に 乘 じて、 いろくの、 おもしろい はなし をして い 

たれば、 杳 然として、 歸路に 迷 ふて 人^へ 出る みちを 

わすれた、 そこ もとの やうな、 無心な 人に 對 して はな 

したる は、 吾が こ、 ろ も、 虔舟を うか ベ た 如く、 無心 

になった、 

セン セィ 1 プン ヨリ タイ テ ウメ パン-一 ツチ ェキチ  • 

宣政殿 返 朝晩 出，， 左 掖； 

舊史に 合 元 殿 之 後 曰， 宣政， 宣ぁ 左右 有。 中 書 門 

一 一省 一公 爲 a 左 拾遺- 門 1 一 故 曰， 左 液，、 政 が 終て 

歸る やうす を 作く る、 

ィル ワウ ゴンノ ハウ シ ユン デシ ハレ クン ズ セキ 

天 門 日射 黃金榜 、春 殿 晴曛赤 

ゥ キ 

3  fir 

^ 想 

起句 訓解の 註が、 よくない、 天 8： といへば、 宣政 殿の 

前の §： で 朝： n が 出る と、 直に 宣政 殿に かけて ある、 金 

字の 額に、 日が さし か やき わたる、 宣 政の 前に 赤 羽 

の 鳥の かいた 旗が 立て あるに、 朝 口が きらくう つ 

る • 

t トメ ゥケ. 1 ハ. 1 チ 口 ヱン サ. If- トメ ト, ム 

宮 艸非菲 承， 委 珮； 爐烟 細細 駐，， 


二 四 四  . 

ユウ シテ 

遊絲； 

宣政 殿の 大庭を みれば、 若草が 菲々 ろよう、 も . 

え 出て ある、 委 佩と いふ は 腰 をか^ め、 佩 玉が たれて 

ある ゆへ、 委と いふ、 それ をむ つくりと 受 るが 承る で 

ある、 御爐の そら だきの 烟， 9 は、 ほつ とたち のぼ 

つて、 いとゆう を あつめた やうな 烟が 多くた つゆへ、 

駐と いふ、 

雲 近，， 蓬 萊， 常 五 色、 雪 殘. 縝 鶸， 亦 

多 時、 

このと き、 安祿 山が 亂もを さまり、 肅宗の 御世に なつ 

た 時分 ゆへ、 五色の 雲が ふだん、 蓬萊 殿の あた，^ にた 

な 引て あ.. >  、塞い 雪の やうな もの は、 とうにき へ て暖 

にな， o、 殘は 消るな b  、五色に 對 して 多 時と 云、 また 

四 五 R 以前の 義 なり、 

ジ シン クワン ホメ  ヘル セィ サニ タイ シ ョク. ン ヨウ ヨウ トメ ル 「 

侍臣 緩步歸 靑瑙： 返 食從容 出 

ツ子 二 ヲソシ 

每遲、 

侍臣と は、 吾が こと を 云 ふ て、 春の 暖な 景色 を みて 

いる ゆへ、 八つ どき 歸る のが、 七つ 時に 左 換を出 て、 靑 


る、 吾が やうに 不仕 合な もの は、 水鳥の 如く 住處を さ 

だめす、 あちこち うろた へ て あるく、 も i より 猿の 山 

に 住んで 處を 得た やうに、 仕 合の よい もの は、 都に を 

ち 付て 勤て いる 、吾が やうに 仕 合の わるい もの は、 水 

鳥の 如くう ろた へ あるく、 

レカタ ヘン  -I  ノウ チ ナン. トメ パンニ パゥ - トメ 

誰 堪，， 登 望， 雲烟裏 、向. 晚茫茫 

チコス リヨ シゥテ 

發旅 愁； 

さて 名 は 目 出たい が、 この 萬 歳樓に 上て、 風景 をみ て 

喜ぶ もの は あるまい、 ことに くれ 方になる と、 茫々 と 

わけもなく、 愁が 生じて くる、 


杜甫. 


ボク 


く トメ 


題，， 張 氏 隠居， 

. 氏 は 家の 字の 意 • 

フメ トモ ヒ トリ  t ムレ パ 

春 山 無 .伴 獨相 求、 伐木 丁丁， 山 

ラニ カス カナリ 

^ 幽 

時節 がら は 春で、 張 氏が 山 ごもり して、 いるに よって 

伴 ふ もの もな く、 た  >  ひとり ゆきて 求め 尋 るに、 伐木 


の 一 IjB など をき いて、 別して 山 も 奥深く 思 はる 、、詩 

經の 字で 伐木 丁々 たり 鳥 鳴嘤々 言 求 k 也、 

澗道餘 寒歷， 氷雪； 石 門斜日 到，， 

リン キゥニ 

林 丘； 

谷 あいの、 日の あたらぬ 處は、 餘 寒で 氷の はって ある 

處を 通って ゆく、 それよ..^ 張 氏の 門口に 至て みれば、 

石 を かたと つて、 門に して ある、 朝 早う 出て 來 たもの 

が、 やうく 夕日 方に、 林 丘に ゆきつ いた、 

ズメ ムサ ボラ  シリ  ノ チ ト チサ ケテ テ タ tf ミル ビ 

不， 貪 夜 P 金 銀 氣； 遠 J0 朝 看， 麋 


鹿 遊- 

二 句 世 を はなれた 趣 をい ふ、 山 をく に、 靜 にして いれ 

ば 金銀の 氣を 知る とい ふが、 張 氏 は 貪らす 取る 氣の 

ない 人 ゆへ、 いよ-,, \ 'よく 知らる、 であらう、 た V 見 

る もの は、 鳥獸の 世の 害 を 避て、 あそぶ を みるの みお 

ゃノ 


ジャ ウメ キ 3 ゥニ ヱゥ ぜン トメ 


* イス レバ ェ フ ラクハ ゥ カプル 力" 


乘 . 興 杳 然 迷，， 出 處； 對. 君 疑 是泛- 


虔舟； 
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000. ゅ言律 


二  a 二 


と ゆ へ 、函 谷の 月 を みても、 早う 故鄕 へ 歸 りたい と愁 

へ、 常々 扶 風の 礎 溪へ、 か へりたい と 思 ふていら る. - 

こと ゆへ、 夢ば か b みていら れつら うが、 この度 か へ 

らる、 について、 うつ 、に みられた 山々 を、 みて 通ら 

るゝ であらう 


ゼンノ 


マサ- 1 スべ カラク 


3 シ 


簾 前 春色 應 須 ，惜、 世上 浮 名 好 

Y シ 

レ カンナ リ 

是間、 

た 、 ひきこんで、 いらる 、こと ゆへ 、簾 前の 1^ 色 を 詠 

めて、 これ は 花が 散らねば よいが と、 をし まる、 ばか 

b で、 曾て 世上の 浮 名な どに はか はらす、 一 向に ひ 

で をら る 、であらう、 

ノ方 メパ キヤウ ク ハン ヲ ハラワ タホ ヅスタ ヘン タ.. -ス レバ -ー シン シゥ i ィ 

西 望，， 鄕 關， 腸 欲 レ斷 、對. 君 衫 袖 涙 

コ ン マ ダラ ナリ 

痕斑、 - 

>v こもとの 扶 風に、 歸らる 、をみ て、 故 鄕へ歸 りたう 

なって、 郷闞を のぞんで、 腸 もた ちきる やう . ^や、 今 

そこ もとに、 わかる、 について、 あま， なげい たで、 

釉 はなんだ 斑い お、 


ワウ シャゥ 


萬歲樓  王昌齢 

潤 州の 城 上の、 西南の 隅、 晋の刺 史王恭 が 建た 古 

迹なり、 

江上 魏餽萬 歲樓、 不. 知 經歷幾 

セン シゥ 

千秋、 

江 水へ さし のぞんで あ るぬ^ 樓が巍 々と、 高う 建て 

ある、 萬歲樓 とい ふから、 經歷 幾千 秋と つか ふたもの 

ぢゃ、 定めて 久しい ことで あらう、 

子ン f\ ョ pn ビ ル  トコ シ ナヘ 二 ル 「テ ニチ /、 カナシ ミ ミル 

年年 喜 見 山 長 在、 曰 日悲看 

t トリ ル 、 r_h 

水獨 流、 

上の 千秋の 句 をう けて、 樓の 向に ある 山へ、 來て みる 

に 易ら す あるが、 それと はちが ふて、 水の 流れと いふ 

もの は、 去て 歸らぬ もの ゆへ、 かなしう 思 はる. -、 

ェン ィゥ ナン ゾ カッテ ハナ レン ボ レ イチ 0 ジ  ク ヲノヅ 力 ラウ ガブ 

猿 犹何曾 離篡 嶺； 鷓 鱗 空 自 泛，， 

寒洲； 

猿と いふ もの は、 ふだん 山 を はなれす 落 付て いる、 仕 

*i 口な もの ぢゃ、 下の 川 を みれば、 白鳥が 水に ういて い 


するな， CN  、思 も よ らす、 つよく 風が 吹て、 雨 もに わか 

に 降て 通. 0、 渭城 あた， CS の 新 花な ども、 散て 泥の 如く 

になって ある、 


秦女 峰頭 雪 未， 盡、 胡 公陂上 日 

メナ タル  ズ 

初 低、 

藍 田 群に 在る むかし、 弄 玉が あそんだ 山な ども、 雪が 

消殘て あり、 鄂縣の 胡 公 陂の方 を 詠めて い る 中に、 * 

の 日 も、 夕陽に かたむき、 

ウレへ チ クテ.  ハ デビ & クチ ク ユラ クハ レナ  ュ チモフ 

愁 窺，， 白 髮，, 微 祿； 悔 別， 靑 山， 憶，， 


溪； 


つら >(» と、 わが 身の ことに、 氣を 一つけ て みれば、 何 

となく 愁が 生じて くる は、 何 ゆへ なれば、 此白髮 にな 

るまで、 ゎづ かな あてがい を、 もらうて いると いふ は 

a かしい こ， こぢや、 故 鄕の靑 山に 別れて こ ひしう は 

思 へ ども、 微祿を うけてい る ゆ へ 、舊溪 に ゆく こ とも 

ならぬ、 


* ク ナラク モウ 


ギ 3 ク 


道 輞川多 一勝 事； 玉 壺春酒 正 


タリ タヅ サ フルー 


堪 レ檇、 

さて、 そこ もとの ござる、 藍 田の 近くの 輞川 あたり 

は、 面白い ことが 多い. ふが、 この間に 手搏を 摘へ 

て、 氣 ばらしに 參 ふぞ、 


チイ ユン 


暮春 碱州東 亭ま李 司 馬 歸，， 

フ フゥ べッ II 二 

お， 別廬ー 

ャナギ タレ ァゥ コビテ ハナ マタ アン タリ n ゥ ナイ リヨ ク シュ  ル 

柳 譁鶯嬌 花 復殷、 紅 亭綠酒 送， - 


時節 がら 暮春の こと ゆへ、 柳 もい よく 糸 を たれ、 鶯 

も 囀り 花も^ みだれ、 左 傳左輪 朱殷と あ，^、 うつくし 

ぃ東亭 で、 柳 をみ 鶯 をき /- ながら、 酒 をのんで そこ も 

との 歸らる  を 送る、 


n ク シゥ チ ウノ 


溪夢 


到 來函谷 .愁 中 月、 歸 去- 

衝山、 

そこ もとが、 此方へ 到來 せられても、 旅に いらる、 こ 


唐詩 選 
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I? 詩選 
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長 水， 

使 君と 云 ふ は、 御 史中丞 と 見 ゆる、 

セッ シ ォゥ 力 ウメ  ノ方 ダス イク サチ ナ ラシ ミテ ッ ラヌク カブ トテ 

節 使 橫行西 出. 師、 鳴. 弓 擐 . 甲 

ゥ リン ノジ 

羽 林兒、 

衞中丞 は 節旌を 賜つ て、 大將 になって、 ゆかる こと 

ゆ へ 、夷の 地 を、 自由自在 にかけ 廻り、 能く 落 付た 心 

で 、今 西域の 方へ 軍 を 出て 、氣 象な 若い ものば かり 引 

つれて ゆかる、、 


サゥ ィ シノギ 


サッ 


臺 上 霜 威 凌，， 草 木； 軍 中殺氣 傍，， 

セ キニ 

ことに 御史を 兼て、 ゆか る、 ゆへ 、威勢 も はげ しく、 

威 霜 凌 草木と、 置く もので、 草木 をな びかす とい ふ ほ 

どの ことで ある、 すぐれた 大將 のこと ゆへ、 軍 中に 於 

て、 敵に うちかつ 處の殺 氣が、 いま ゆかる、 旌 旗に そ 

ふて 見 ゆる、 

ァラ カジノ ル  ノ  ノブ 4 ィヲ ヒ マサニ レ n デン  スル 

預知 漢將宣 .威 曰、 正 是胡塵 欲 


レ滅 時、 

上の 二 句 をう けて、 預 いまから しれて いる、 遂 塞へ ゆ 

かれて 霜 威 をの ベら る、 日が、 直に 胡 塵が 滅す るに、 

決定して ある、  . 

タメ 二  ズ シ クン  クウ 力べ テキ クテ ラニ モ ツチ グン ク ハン テ ェへ. r 

爲報使 君多泛 JT 更 將 k 管， 醉，， 

トウ リニ 

東籬； 

このう へ にも 、まだ 申す は 送別の こと ゆへ、 常の 九月 

九日よ， 0 は、 にぎやかに うち はやし をして、 柬 離の 菊 

をみながら、 酒で ものみ、 ゑ ひ を もよ ふした がよ い、 


シ _1 シュ 


カウ カウ チ イス ラン ダン ノ チャウ 


首春渭 西郊 行呈， 藍 田 張 一 一 

シュ. ボニ 

ク ハイ フゥト ゥ ィ ノ サイ サゥ シンク ハフ ンギ 

间風度 雨渭城 西、 細 草 新 花 踏 

ナス ギ イト 

作レ 泥、 

郊 行と いふ は、 城下 は づれを 用 もない に、 ぶらく あ 

るく こと、 張 氏が 藍 田の 下屋敷に、 引 こんでい るに 呈 


よく- (V み. れば 、雪の 白いで ある、 禁裡の 御殿が たか 

く 建て ある 下 を、 雲が とりまわして ある やうに、 屋极 

のうへば か， ON 雪が あるが、 下から さ げた やうに 見 

へ るな り、 , 

キク ナラク セン ラウ  フト  チ  ゾ  クワス ル 

聞 道仙郞 歌，， 白雪； 由 來此曲 和 

マレ ナリ、 

王 員外が 陽 * &雲 を、 うお ひ 出された が、 すぐれてよ 

いについて、 中々 和す る もの はない、 此方な ど は 及び 

もない こと ぢゃ、 

セィ ェキ セィ？ 'ク ジ 

西 掖省即 事 

セ イエ キノ  クシ ヨキ チ  ノゾゥ テン ズ 

西 掖重雲 開. 曙 暉； 北山 疎 雨點， 

チウ ィ-1 

朝 衣； 

實景 をのべ て、 我がい る役處 より 空ら を みれば、 夜 あ 

けの こと ゆ へ、 らも 陰で ある、 その 間 だ を 推し 開い 

て、 朝 曰の 光，^ がみへ、 をり ふし まばらに ふる 雨が 宮 

入の 朝 衣に ふり か >p. 


千 門 ノ柳色 連， 靑 纆； 三 殿 花香 え，， 

シ ビニ 

紫微； 

千 sz の 柳 も、 さかんに もえ 出て、 糸 を 引て 靑填 にたれ 

三 殿に 植て ある、 花の香が、 天子の 御座め 間の 方へ に 

ほひ こむ、 三 殿 は蓬萊 紫良舍 元な り、 

タ、 シ ウメ  n ヅヲ パイ- ン ェン レツ 二 ハク ボ .タレ11' ムチテ マ 力 fe ナ 

平 端. 翁 陪，， 鵷 列； 薄 暮 垂. 鞭 信 

fe 歸、 

それより して、 あさとう から、 笏を 持て 席順に 立 並ん 

で參內 して、 くれ 方まで 勤て、 每 曰々々 鞭 を たれ. 馬に 

まかせて、 役處へ かへ る、 

クハジ ッタ^^>; -»-ヅカラ i ム カウべ ハク， ンスル r_K ジ シ * ガン 力 二 

宦 拙自悲 頭 白盡、 不. 如巖下 

フ サン-一 ハケィ t-1 

偃，， 荊 扉； 

畢竟つ とめが 下手 ゆへ に、 かやう に 白 首になる まで、 

役が へ もせす にいる、 これより はいつ そ 山へ 引 こん 

で、 隱 者になる がよ いと、 憤て いふなり、 

シ クン ノセ キー I メ ツル セン ジ エイ  ガ ム クニ 

九日 使 君 席 奉. 餞. 衞中丞 赴，， 

二 11 ー丄 


is 


二 一 え 


千， 官； 

朝 儀の 體を いふ、 明け六つが なると、 禁裡の 千 門萬戶 

が 一 度に 押し 開て、 玉 階の もとまで、 旗 をた て、、 朝 

儀の 官を 擁して ある、 

ム 力へ テケン ハイ ヲ ハ  メテ  ハ ハラ フチ セィ ネテ 

花 迎，， 劍佩 ，星1 初 落、 柳 拂，， 旌 旗， 露 

タ 力 ハカ 

階の もとまで、 花が うえつ 3. けて ある、 そこまで ゆき 

つくと 星 も をち て、 そろ-/.,, 'あかるく なり、 靑琪 門の 

近くの 柳な ども、 糸 を たれ、 夜 あけ ゆへ 露 も か はかぬ 

である、 


獨有ニ 鳳凰 池 上 客： 陽 春 一曲 和 

ナカ タシ 

皆 難、 

賈至 へ の あいさつに、 ひとり 中 書と いふ、 すぐれた も 

のが、 しらべの 高い 陽春の 曲 を 作て、 こされた が 和す 

る ことかた くして、 たれ もまね もなら ぬ、 

ス シ ホウ  セッゴ ッ トニ スルノ ソク 

和，， 祠 部 王 員外 雪 後 早朝 即 


ML 


- ラメ 


ラナ ル 


長 安 雪 後 似， 春 歸； 積， 素 P 華 連，， 

ショ キ -I  t カリ 

sal fM -、 

曙 輝， 

蚤 安の 雪 後の やうす を ひ 出し て 、雪の 降た けしき 

を みれば、 まつ 白に なって 、春の 花 ざ かりの 如くで あ 

る、 まつ 白な 雪の 光りが、 明け方の 日の 光り に つれ 

て、 いよく ひかる、 

ハ リテ  力 ニマョ t ケゥ ネニ リハ ソフテ ギン ショ クニ ホ カラ 力 

色 借，， 玉 珂， 迷，， 曉 騎： 光 添，， 銀 燭， 晃，， 

朝 衣； 

雪の 白い と、 S の かざりの 玉珂 の、 白い が 一 つに なつ 

て 見 わけられぬ ゆ へ 、迷と 云、 雪の 光 り と、 ffi の 光り 

が 一 つに なって、 手前の 衣に 移ら ふて、 きらく ひか 

西 山 ノ落月 臨，， 天 北亂 i-li 捧，， 

*. ン I ヲ 

禁 闈； 

西 山が まつ 白く、 落 月の 如く、 天 仗に の そみ か /'る を 


カウ ク ハン ハリテ トモ シビチ  タ  シ ャ シャ ウノ サン ゲッ カリ 

高 館 張 .燈 酒 復淸、 夜 鐘 殘月雁 

へ ル へ 


これ は 手前の、 座敷で はない そうな、 先づ 結構な ざし 

きへ 燈を つけて、 酒 を も隨分 吟味して とりよせ、 夜の 

ときの 鐘 もせ わしう つき、 月 も 西へ 傾て ある 時節に、 

雁の ないて 通る 音な どの、 きこへ る、 雁と い へば、 兄 

弟の つらなる やうす も、 こもって ある、 

え.， ィフ ティ チウ タへ タリ ムル -1 トモ チ シィ カン re スル r  スル -K 

只 言 啼 鳥 堪 レ求レ 侶、 無レ那 春風 欲 

ヲク ラント ヲ 

レ送レ 行、 

た  >啼 鳥の 友 を、 もとむ るに 堪 たりと いふまで、、 何 

とも 是非 もな い こ と は、 追 付 春になる と、 そこ もと を 

送らねば ならぬ、 侶 を もとむ ると は うらはら ぢゃ、 

ク ハウ 力 キヨ ク ウ ィサゴ ナリ キシ. r  シン ヘン ャナギ 

黃河曲 裏 沙爲. 岸、 白馬 津邊 柳 

フ  ロニ 

向レ 城、 

ゆくさき を 思 ひやって 、黄河の 曲， 9 曲て 沙岸 通リ は、 

路がぞ ろくして 通りに くい、 白馬 律な ど は、 柳が 城 

に 向 \S びっしりとう ゑて ある を、 ひと， 0 みられ さぞ 

^  ^  ^ 七 言 律  ^ 


かなし からう、 

レ ゥ ラムル r  ラクリ ベ ッスル r_K ンヌ ガ イタル  口 ラン 

i 他鄕暫 離別、 知 君到處 有，， 

ホウ ゲイ 

逢迎； 

他鄕へ ゆかる について は、 しばらく、 わかれる とて 

も かなら す、 なげき やるな、 そこ もとの やうな 才 のす 

ぐれた 人 は、 人が もてはやして、 逢迎 する ものである 

とぞん する、 

ヮス 力  シ シャ ジン ッ トニ チウ スル  一一 

和 J 貝 至舍人 早朝，， 大 明宮， 之 

' f  シン シン 

作.  岑參 

-I ハ トリ ナヒテ シ ハク-一 シ 3 ク ハウ  シゥグ t スナ ンメ  二 

雞 fjf- 陌， 曙光 寒、 鶯 囀，， 皇 州， 春 

タケ ナ N ラリ 

色闌、 . 

禁裡 の景 をい ふ 、曉方 に は 鳥の なく じぶんに 、參內 す 

る、 また ほんのりと、 夜が あけぬ ゆへ、 寒と いふ、 1^ が 

あけて みたれば、 鶯が都 中に みち わたって なき、 春 も 

さか， 9 すぎで ある、 

キン ケッノ ケゥ シャゥ  キ  ヲ  力 イノ セン 一 ヂャゥ 3 ウス 

金 闕曉鐘 開，， 萬 戶； 玉 階 仙 仗 擁，， 


唐詩 選 七 言 律 ， 

を 持て 行かれても、 わるう したら ば、 天子の みるに し 

のびぬ とて、 わき へ おしのけられ やう も、 知れぬ と 云 

て、 實 はなぶ るので ある、 

ル リ セゥ フガ ヘン セ ラレ カウ チウ 二  ガ ヘン セラ ルヲ 

送. 李少府 P 峽中， 王少府 ^ 

長沙，  高 適 

李少府 は、 峽中西 蜀の方 へ 流され、 王 少府は 南方 

の 長沙に 流さる 1 首 を、 二人へ をく るな り、 

サス  ガ ノ レコ、 P ィ  カント.,、 メ  チノ ンデ ハイ テ  フ 

嗟君此 別意 何 如、 駐. 馬銜. 杯 問，， 

タク キヨ ヲ 

謫居； 

さて/..^ 笑止な 義で、 そこ もと、 此 わかれ は 何と 心得 

て ござる * 心 ぼ そい ことで あらう、 こなた 衆 二人 は ど 

こ へな がさる ことで あると、 譎居を 問な hN、 

フ カフ ノ ナイ ェン ス カフ ノ ナンダ カウ ャ ウノ  イク 

巫 峽啼猿 數行淚 、衡陽 歸雁幾 

ホ ウノ ショゾ  ♦ 

封書 

李 氏 は 西の方 蜀 の巫峽 を、 通らる 、こと ゆへ 、猿の も 

の あはれ になく を、 聽て かなしう 思て、 淚を 流さる 


二三 六 

であらう、 王 氏 は 南方 衡陽 あたり へ、 ゆかる、 ゆ-へ 歸 

雁 を みても、 都の 方へ 狀文を こされた からう、 又 都 か 

ら 文の 來らぬ AJ も、 かなしまる であらう、 

セィ フゥ  シゥ テン  ク  ヘン  n 

靑楓 江上 秋 天 遠、 白 帝 城 邊. 古 

ボク ソナリ 

木踩、 

長沙の 靑楓江 あたりから は、 都へ は、 遙々 のこと ゆへ 

に 心 ぼ そく、 蜀の白 帝 城な どの、 木 薬の まばらに なつ 

た、秋の風景をみられたならば、さぞ.^4 がなしから 

ラ" 

ii  ^ 即今 多， 雨 k 暫 時 分パ 手" 

チウ チヨ スル r 

躊躇； . . 

さりながら、 御上み がす ぐれて、 御 恩の ふかい 時分 ぢ 

やによ つて、 別れる と 云 ふても、 しばらくの あいだで 

追 付 召し 歸 八 さる  >  であら う ほ どに、 別れ を かなし 

んで、 躊躇して ござるな と、 いさめる である、 

夜 別，， 韋 司 士， 


の 段で はない、 美女 どもに、 命 を とられそう なと な 


n ゥ プッチ タ ハムレ- 1 チ クル 


杜侍御 送，， 貢 物， 戲 


張 謂 


このと き 天子より 珊瑚 珠 など を もとめに 杜侍御 

をつ か はされ それ を才覺 して 都に 上る について 

天子の 御 威勢が つ よければ 國 々 か ら献 する はす 

のこと なる に、 そうはな くても とめに つかわさ 

るゝ t いふ はい こふ をち たこと/^; g るき みで 戯 

と 置た もので 先づ おどけに かう いふて やる とい 

ふこ ，こぢや、 


トウ チウ シュ ガイ 


銅 柱 朱 崖 道路 難、 伏 波 橫海舊 

ノボル ダン 二 

登レ 壇、 

嘀 海の 銅 柱の ある あたりより 朱 崖 郡な ど、 いふまで 

甚だ 遠くみ ちの なんぎな 處ぢ や、 いにし へ 前 漢の伏 

波將 援が横 海將 軍， と 云 ふに 仰 付ら れ手抦 をした 

ところお や、 


、ヅ カラ n ウス 一 


越 人自貢 珊瑚 樹、 漢 使 何勞獬 

チ ク ハン 

豸冠、 

越 人が 都に 歸 伏して 珊瑚 樹 など を あの方から 貢物に 

差 上た とい ふ、 しかれば わざ 'とりに つかわさる 

、に 及びそう もない ものお や、 獬豸冠 は即神 羊楚執 

チノ スル 

所， 服 冠 也、 

t ぐ  レへノ クル、 チコ シフ  ヲ ソル 

疲 1BI 山中 愁，， 日 晚； 孤舟 江上 畏，， 

氨寒；  . 

そこ もと 寶を 都へ もって 上ら るれば 道々 百姓 馬に つ 

けて 上らる ゆへ くたびれ 山中な ど を 通らる 、 とき 

は m の くれぬ うちに 宿 をと りたい と 思 ふて H のく る 

、を愁 へ、 舟路も あるが まだ 初 * のこと ゆ へ 風が あ 

らくて 乘り にくから う、 


由來此 貨稱. 難. 得、 多 恐 君王不 

シ ノビ ？-ル 二 

レ忍レ 看、 

老子の 字 を 出して、 いにしへ より、 君子 は 得が たき 寶 

•HK:^ あるれ よって、 そこ もとが 珍ら し い 1.P 樹， 


蜜 詩選 


七 言 禅 


二三 五 


唐詩 選 七 言 律  I 

その やうな あても ない こと を 思 ふて ゐゃ うよ-.^、 近 

くの 彭澤 の宰の 如く、 劉 明 府の處 へ 行て 、九日の こと 

ゆへ、 快く 菊花 杯に 醉 たがよ い、 追付參 らう ほどに 酒 

でも 支度して、 待て ござれ、 彭澤 は陶淵 明が ことで あ 

る、 

ゴ ジッニ  ギチ  パン ソ 

五日 觀 k  萬楚 

五月 五日に 人の 家に ゆきて、 妓のを どる をみ て、 

うき 世 を はなれた やうす を 作る、 

セ 1 シ マンニ イソ ァ ラフト  チへキ ギヨ ク n. ンジ タ、 カフ 

西施謾 道浣， 春紗； 碧玉 今時 鬭，， 

レイ クハニ 

麗華； 

昔 西 施が 苧羅溪 に 布 を さらして いた こと を、 すぐれ 

たことの やうに いふが、 これめ つたな 云 ひ分ぢ や、 よ 

いに もせよ たった 一 人で あ る、 今 曰 古への 碧玉の 麗 

華のと 云 ふやうな 妓女 どもが、 まけす を とらす、 大勢 

藝を する を、 よくく みれば、 西 施が 一 人して さわい 

だとい ふて、 つ ^くもので はない、 

ビ  タイ ダッ シャ ウス ケン サ ウノ  11 n ゥ クン ト サ イス セキ 

眉 黛 奪將萱 草色、 紅 裙妬殺 石 


二三 四 

リウ グ, / 

槱花、 

まゆす みのうつ くしい こと も、 萱 草よ，^ すぐれて、 色 

よく 萱 草の 色 を 奪 ふとい ふき み で、 將は助 字な り、 

妓 女が 赤い うらの つ いた、 したば かま も、 その 赤い 色 

が、 石榴 花の 上に 出る である、 妬と 云 ふ は、 その上へ 

出 やうと、 ねたむな，.^、 

シン 力 イツ キヨ ク  ム n- メヱ ンセス イブ  サゥ ボウ ヲサ メナ 

新 歌 一 曲 令，， 人豔； 醉舞 雙脾歛 

ビン テ ナ *  メナ リ 

.髫 斜、 

かの 妓 女が、 今やう の 歌 をうた ひ 出す と、 あまり を も 

しろ さに、 心が とけぐ となる、 酒 もり 場 で、 酒に 醉 

て 人 をみ る 目つ きも、 うつくしく、 舞 を まふて 髯のそ 

けた 處 をな AJ し て、 客の 前によ こすお かいに なつ 

てゐる やうす に、 命 もた まらぬ、 

レ カイ フ ゴ  シ ョク ッグト チ チカへ ツナ A  セ 

，誰 道 五絲能 續. 命、 却 令，， 一 今 日 卜が 

君 家； 

むかしより 五月 五 ほ は 績命樓 とい ふて 五色の いと を 

臂 にかけ て 命 をつな くと いふが 今 H 中々 命 をつな ぐ 


チャウ エイ. ヲ 

長 纏； 

われ わかいと きから、 投 筆の 吏で はな けれども、 今 こ 

の 薊 門の やうす をみ て は、 忠功を 論じ、 還て 長 櫻 を 請 

て、 軍 をして、 功 を 立て みたい と云氣 象な 氣 になつ 

乙、 

_K  二 ナイス リウ メイ フニ 

九 日 登，， 仙 臺， 呈，， 劉 明 府， 

サイ シ m 


九日 登高の 節 ゆ へ に、 漢の文 帝の たてられた 仙 

臺に のぼって、 つくる、 實は 仙人す きを するとい 

ふ は あてのない こと ぢ やと 云 ふこ とが、 古詩 以 

來 ある ゆ へ 、その 意 を 作り、 しまいに は 劉 氏の 殺 

處へ 追付參 らうと 云 ふて 呈 するな り、 

漢文 皇帝 有 二 高 臺； 此日 登臨 曙 

ラク 

色 開、 

むかし 漢の文 皇帝の たてられた、 仙臺 へ、 此日 九日に 

登臨す るに、 夜の あける やうす も 推し ひらけて みへ、 

i.Fi  5 言 律  ， 


三 晉雲山 皆 北 向、 一 一 陵 風雨 自 

. 東來、 

春秋 P ときの 晋の地 後戰國 にい たって、 韓魏趙 に 分 

た ゆへ、 三 普と 云 ふ、 高い 山々 どもが、 みな 北へ 向て 

あり、 左 傳 に I 有」 一 陵， 南 陵 夏 后 皋之墓 北 陵 文 王 之 

所， 避 a 風雨 一と ある ゆ へ、 風雨と いへば、 風景の ことに 

なる、 二 陵の 風雨が 東よ，.^ 見へ たるの み、 外 は 何もな 

レ 

ク ハン モン レイ イン レ ガョク シ ラン 力 ジャ ウノ セン チウ ナ 

關門令 尹 誰 能識、 河 上 仙 翁 去 

ス 力 ヘラ 

不 .间、 

， J の 函谷關 に 近い ゆへ、 云 ひ 出して 、今 も關 s: の 令 尹 

喜が やうな、 仙人が あるで も あらう けれども、 誰れ も 

人間に 見知る もの もない、 漢の文 帝の 時分に、 河 上 翁 

とい ふ、 仙人 を やちが あつたが、 どこへ 行た やら 去て 

回らぬ なれば、 仙人と いふ もの も あてに ならぬ、 

ヅッス ク タヅ子 テ ホウ タク ノ サイ ヲ タウ ゼン トメ 一一  ヱ ハント キク 

且 欲 k 尋. 彭 澤宰； 陶然 共 醉. 菊 

クハノ ハイ 二 

花 杯： 一   

二  i 


縻 詩選 七 言 律 

木の葉が 鳴て を づるゃ うす、 いよく あわれ を 催 ふ 

す、 つき もない 枯柳の えだに 鵠の とまって いるまで、 

かなしみ を 生じ、 

チ モフテ チ ナンダ ヲク  ノセ. 1 ク ンヌ 

憶. 君 淚落東 流水、 歲歲花 開 知 

き 

盧 五が こと を 思 ふて、 淚が おちて、 東 流のと まらぬ を 

見て は、 いよく 思 ひ を そ へられて、 かなしい 心ない 

花 はたれ もて あそぶ 者 もな い に、 年々 いつもの 通. 9 

に て、 花に も 心 をいた ましむ るで ある、 

ム ケィ モンテ  ソ エイ 

i ^二!^  P1  M 11.1 に 

この 詩な ど は、 赂賓 王 が 宿 溫城望 軍 § 詩と 同 

じこと で、 薊 門 にきた つて、 陣營を 望て 氣象 にな 

つて、 陣中の 趣 を 作る ので ある、 

ェン ィ タビ ヅテ カク シン  ク シ ャゥ n  ケン (f カン 

燕臺 一 去 客 心 驚、 笙鼓 喧喧漢 

シャ ウノ エイ 

將營、  . 

燕臺 は、 すなわち 蓟 門な，^、 今 この 燕臺へ 一 とたび 都 


-  二三 二 

から 去， 0 來て みれば、 なに かの 景色 も、 都と はちが い 

扨 もと 思 ひ 心が おどろく、 又燕臺 より わきへ 去る 心 

にもみ る、 この 處へ おさへ にきて ゐ るぢん やの 中で、 

签 鼓の 聲が喧 々とか まびす しく 服に きこへ、 

萬 里ノ寒 光 生：， 称 蒙； 三 氣曙色 ft 

キ ャ イチ 

危旌； . 

すっと 向 を みれば、 至極 寒い、 寒 光雪の 光， 0 が 積雪に 

生じつ 、と 北の はて ゆ へ に、 三邊 とい へ ば、 東西 北の 

方 をい ふ、 三方の 天の 明け方の あさ 日の ひかりが、 大 

將の營 の 高い 旌の 上に うつら ふて、 きら/ \- とする、 

シャ デャ ウノ ホヴ クハ ヲカシ n グッチ カイ ぐノノ  ョ ウス 

沙場 烽火 侵，， 胡 月； 海 畔 雲 山擁： 

ケイ. ジ  >-ゥチ 

薊 城；  •， 

兵亂 のじ ぶん ゆ へ に、 西北の 沙場 でも、 相 H の 火 を あ 

げる、 その 煙リが 月の さす あいだに 侵し こんで、 くら 

くみへ、 東海の 山 々が 薊 城 をと，.^ まわして、 いだく や 

うにみ ゆる、 

セゥ .f- 3 リ - へ ズ. r トウ スル テ リ 二  メ  *s ナス ，ハント 

少 小 雖. 非， 投 JI- 吏： 論. 功 還 欲 Jl_ 


を、 とっくり ときいて いればい こふ わが 心 も、 淸淨に 

なるやう に覺へ る、 

セ ゥ.！ アウト 乂ス. 1 ブニ  テ  -I シリカ 二 サッ タフ トメ ナチ  テ 

蕭 絛 已 入，， 寒 筌， 靜、 颯 沓 仍隨， 秋 

雨， 飛、 

さ 曰 を ひくう 乙に ひいて、 唱 ると き は、 蕭々 として、 塞 

穴丄 に 入り、 靜 にきく にたえ がたい、 その 鲽は 秋雨に 托 

し、 a 沓 として、 あるが 如く、 なきが 如く、 寂々 とした 

やうす である、 

メナ ヲ ホフ フ  セィ キ r_K ジゥ ジャク トン 二 シム  メ  セ 

始覺 浮生 無，， 住 著； 頓 令，， ， 心 地 欲，， 

キ ヱ セント 

歸依； 

この 處に 來て梵 をき いたにつ い て は、 夢の さめた や 

うにな つて、 始 て 浮世に 住 著ない とい ふこと を さと 

つて、 にわかに 吾が 心が 淸淨 になって、 佛 道に 歸 依す 

る氣 になつ 4:i、 

チ クル P ゴガ キゥ キヨニ 

贈，， 盧 五舊 居， 

盧五は 死んで 葡居 にいる 妻子 に、 作て やる とき 


こ へ る、 

モノ リ ナフ メ シ ケン丰 カン- ティ ツナ イデ . ヲズ 

物 在 人 亡 無，， 見 期； 間 庭 舞 馬不 

夕へ カナシ ムニ 


もの は かわらや、 もとの 如くに ありながら、 人 は 死去 

ていぬ ゆへ、 相會て 見る 期がない、 ものさびしい 庭に 

馬 をつな いで、 思 ひ 出して みれば、 頻りに かな じみが 

多く 成て くる、 

ソゥ ゼン リヨ ク チク ジ  ュ モン グハ イノ セィ ザン 二 タリ 

窓 前綠竹 生，， 空 地； 門 外 青山 似，， 

キゥ ジ 二 

舊時： 

窓の 前に 植て ある、 竹な ども、 誰れ 手 入 を するとい ふ 

こと もない ゆへ 、穴 Vi: 地まで ひろがつ て ある 起句 をう 

けて、 門前の 靑山 はや はり 昔の 如くで ある 、それにつ 

けても、 盧五 をお も ひ 出し、 

チャウ パ ウス レバ セィ テン ナリ ツイ エフ サン ゲン タル n リウ スム 

、悵望 青天 鳴ニ墜 葉： 嗜 1^ 枯柳 宿，， 

カン ジ 

寒 鵜； 

そこら を 見 まわして いれば、 をり ふし ものさびしく 


0 


七言摔 


キ 3 ゥシ 


グチ 


歲 發， 金 錢， 供御 府； 晝 看 h 液 注 U 

離宮； 


第 一 句 をう けて、 年々 運上 をと b 立る は、 天子の 私し 

つかいになる によって、 御 納戶藏 に を さめる、 #H に 

は 湯 池が ある、 仙 液と い へ ば、 湯 池の こと、 みへ る、 

今 行幸に つ いて ゆきて いる ゆ へ 人の みる ことのなら 

ぬ 仙 液の 離宮 注ぐ をみ る、 

セン カン ノシ ョセ ツキ モン ノ へ  ノ  レン 

千 巖曙雪 旗 門 上、 十月 寒花輦 

路中、 

離宮 をう けて. a の 上に、 か， 9 御殿が たて、、 すぐに 旌 

旗 をた てなら ベ て、 門が まへ して ある ゆへ.. 旗 門と 云 

十月 時分 は 菊な どが さかりに 咬 て、 天子の 御舆 にめ 

して、 御鷥 なさる、 を 御供して、 みら る 、 であらう、 

ズミ  トトチ  ミツ カラ ィ タム リウ タイ メ ル r チ 

不. P 聲 名 與 k 物； 自 傷 留 滯 去，， 

われ 遠國 にいる こと ゆ へ、 他 顧に ない 都の 聲名 文物 

のす ぐれた をみ る こと もなら ぬ、 關 東に 滯 して、 歸 


二-き 

る こと を 得る こと もなら ぬ は、 いか さま あさまし い 

ことで ある、 

シ ュクメ エイ n ウノ ぜン ハウ 一一 キク ボン テ 

宿，， 瑩公禪 房， 聞. 梵 

ノ  フ ツビ、 :、：  レチ  一一 ショウ 

花 宮仙梵 遠 微微、 月 隱，， 高 城， 鐘 

ロウ- マ レナ M 

梵と は梵ー H 曰に ふし をつ けて、 うた ふ驃明 である、 古へ 

は 日本に も傳 へて、 あつ たと いふ、 ふし あいの 殊勝 

なやう す をき いて、 聲 の 高い を もむ きを 形容して い 

ふ、 花宫 はすな はち 本堂の * 殿 を さしてい ふ、 つ い に 

人間に き、 なれぬ 凝 明の 聲が 遠く 微々 とかす かにき 

こえる、 月 も 高 城に か く れ、 曉方 になって、 ときの 鐘 

など も 間遠に きこえる、 

ゥゴ カメ サゥ "ンチ キ  カト ツキ イチ チン ライ ヲ ハツ ス 

夜 動 ，1 相 林， 驚，_ 落 葉； 曉 聞，， 天 籟， 發，， 

セィ キチ 

淸機； 

夜に 乘 して 動けば、 霜 林に 散す る ゆへ、 その 聲に 驚て 

落葉 かと 思われ、 凝の 高うな りて、 天籟に 和して なる 


ちが ふ、 この間に、 一 つ 車に 乘て、 洛 陽に、 赴かる. -そ 

ふな、 

n  ヘン タビ スダ シャゥ くノフ フゥ リウ *t ス レイ 

顧盼 一 過 丞相 府、 風流 三 接 令 

力 ウノ カウ, 

公香、 

あの方へ 行れたならば、 ふきとい はすに、 中 書 令の 役 

所、 丞相の 府下に 行て、 顧盼 しゃる であらう、 それよ 

りして、 もとよ 風流な、 亞相 の こと ゆ ゑ、. 節々 ゆく 

であらう、 1 度と 云 ひ、 三度と 云 ひ、 數を かぎる こと 

ではない、 令 公香 は、 苟 If が 故事な り、 

ナン セン カウ タウ ハナ ヲカ、 ン ケンヲ セィ レイノ ゥ A 力 - イロ 

南 川 梗稻花 侵， 縣、 西 嶺 雲 霞 色 

f グ -1 

満. 堂、 

そこ もとは 治め 方が 上手な 人 ゆ へ 、南 川 あた の、 稻 

の 花が、 そだって、 縣を 侵して、 生へ こむ であらう、 潘 

安仁が 故事 を 用て 云 ふ、 西嶺の 雲霞の、 堂に みちて、 

詠て いやる であらう、 役人の、 ひま あ る を、 好し とす 

る ゆへ、 かう した ものな， 9、 


カウ フル. 


シカ ナル ？.！ 


共 遒 進. 賢 蒙 二 上 賞； 看. 君 幾 歳 作， 


臺 郞； 

人の 評判に も、 天子へ 賢者 をす、 めた ものに は、 御褒 

美 を 賜 はると いふが、 そこ もとの やうな 賢者 は、 す、 

むる 人 も、 多から うによ つて、 まもなく、 郞官 などに、 

ならる /^でぁらぅ、 


サン- 1 

山， 


唐詩 選 


七 言 律 


送，， 李间 

シヌ ガクハ ン シ 3 クスル r_K  ... 

知君官 屬，， 大司 農； 詔 幸， 一 

ショク ジ ユウ ナリ 

大司 農と 一 云 は 漢以來 九 卿の 役で 天下の 運上 をと り 立 

る役ぢ や、 屬す とい へば、 下役に なった ものと みへ 

る、 金銀 をと b 扱 ふやく ゆへ、 しぞ こない が あ る、 李 

囘は 潔白に つとめる やうす を、 作る、 そこ もと 司 農の 

下役と いふ は * 兼て 知て いる、 このたび 天子の 驪山 

に、 行幸な さる、 について、 先達て ゆ きて、 世話 をい 

たし ませい と、 詔り をう け て、 ゆかる 役が ら とい 

ひ、 すぐれた 義 である、 

I  I  ニニ 九 


000 七 言 律  IIIII 

ス セン n ゥ サン チニ 

題， „薄 公 山 池， 

環 公 は、 山 居 の 僭で、 庭の 蓮 池な ど をみ て 作 

る、 

チン n ウノ トン セキ 口 サン ノ シン カイ シ  ィゥキ ヨス キ， 

遠 公 遁跡廬 山 專、 開 士 幽居 紙 

ジ ュ リン 

樹林、 

環 公の 山 池 は、 廬 山の 惠遠 法師の 跡と 同じ こ とで あ 

る、 開士は 貴んで いふ、 尊い 雜 公の 奥深う 幽居し て、 

祗 樹林の 內 にいら る、、 

ヘン セヰ n ゥン  ヒシキ サゥ ヲセィ チ  っゥ ゲッ  ラス 

片、， 石 孤 雲 窺，， 色 相； 淸 池 皓月 照-一 

ぜン _ シン チ、 

しづかな 廬を 云て、 ちっとした 石 も 孤雲 も、 ことぐ 

く、 開士の 色相 を、 伺 ふやう にみ へ、 淸淨な 池に うつ 

らふ 淸ら かな 月 も、 もの しづかに 出て、 玲 公の 禪心を 

てらし、 

シ  キク -I ョ イチ ナン ケ  チザ グハ メ カンパ ゥニ 

指, 揮 如意， 天花 落、 坐, 臥 閑 房， 春 

艸深、 


この 雜 公の、 如意な ど を、 振 廻され たらば、 奇特が あ 

つて、 天花な どが ふる で あらう、 もの しづかな 閑 房 

に、 坐 臥して、 * 艸の生 へる に は、 かまわす をく ゆ へ 、 

深し i 云 ふて ある、 

ノ  ゾク ジン スべテ ズ ソメ タ *、 アマ ク ゲン ドチ- ゥ 

此外 俗塵 都 不 唯 餘 i 度， 得，， 

t ヌル r テ 

相尋； 

さて このほか、 俗情の けがら は しい も のに、 そまら 

ぬ、 た .5- 俗なら ば、 惠 遠と あそん： U 許 支度が やうな も 

のば かり、 ゆるして よせら る > -、 

ヨス キ  プサン  一一  二 

寄， 綦母 三， 

綦母は 二字 氏な り、 三と は 、絶 にみ へ た ひ、 洛 

陽の、 縣の 令に、 なって ゆく、 

ァ ラタ-一 へテ  ヲヂュ ナチ キナリ チカ ゴ Q トモ 二 タン シャト  フ 

新 加，， 大 邑， 綬 仍 黃、 近 與， 單 車， 向，， 

洛陽； 

今 あらたに、 大邑を 加ら れて、 洛 陽の 縣令 になって 行 

かる が、 印 较の色 はや はり もとの 如く 黄色で、 位 は 


お ■  I 


ラン や  レ  ウー フク ノ  n シ クシ ムル 「  ヲメ ヤス カラ 

莫 長 安行 樂 處、 空 令 _,歲 月 易： 

サ タシ 

蹉跎； 

さて こなたに 云 ふて やる ことが あ る、 長 安 はお もし 

ろ ぃ處 で、 に行樂 ばか， 9 したくなる ほどに、 そこ も 

とも、 行樂 ばかりに か、 つて、 立身す る こと を わすれ 

ッサ ツキ 

て、 思の 外に、 蹉跎 のでぬ やうに、 しゃれと なり、 

ヨス & シ.， クン キング ハイ-一 

齊， 盧 司 勳 員 外， 

リウ シ ラフ ケッ タル 力 ャゥチ  シン 子ン ハツ ス 

流渐 臘月 下，， 河 陽； 艸 色 新年 發，， 

ケン シ ャゥュ 

建 章； 

流澌 とい ふ は、 氷の 流る、 ことで、 臘月の 末の こと ゆ 

へ、 氷 もとけ て、 河 陽 あた Ky を、 乘ち をろ すに よい 時 

分ぢゃ 、さだめて そこ もと §  、都に ゆきつかれた をり 

は、 草色 ももえ 出て、 新年で あらう、 

シン チノ  ッタへ  ヨリ  ノ ダイ チウ チモフ 

秦地 立春 傳，， 太 史； 漢宮題 柱 億，， 

セン ロウ ヲ 

山 $、 

I  ilTSI  漏 


秦地 は即長 安な.^、 立春の： ：！ に は、 大史が 立春お やと 

いふ こと を、 傳 へ る ことなる が、 その 時分 は さぞ 面白 

からう、 そこ もとは、 郞宮 で、 器量の すぐれた 人 ゆ へ 、 

に、 天子の 御 目に とまり、 柱に 題 せらる であらう、 

キ  n ゥ ホ ッスヮ タラント  ノ  ジ . ジョ ァ ラタ 二ソフ 

歸鴻 欲. 度 千 門 雪、 侍女 新 添 五 

ヤノ カウ 

夜 香、 

歸 雁の 都に 渡るな ど を、 禁裡に きいて いやる であら 

う、 郞官 のこと ゆへ、 女官た ち が 、毎朝 そこ もとの 装 

束に、 香 をた きそ へ るで あらち、 

サゥ バンス、 メ. ン ユウ プン  タル ノテ  マス-デニ フス 

早 晚 薦， 雄 文 似 者； 故人 今已 賦，， 

長 楊； 

早晚 とい ふ は、 早い か遲 いか を 窺 ふ 語で ある、 この 方 

など も、 楊 雄が 文に を とらぬ ほどに 似せて、 今 そこ も 

と 故人 をれ が、 長 楊の 賦を 書て 置た によって、 早い 

か遲 いか とりもって、 立身 を させて くれられ、 楊 雄が， 

文、 司. a| 相 如に 似た る を 以て、 成 帝のと き に、 勸 めら 

れ たと 云 ふ 故事 を 引く、 

n  I  I  ニニ 七 


唐詩 選 七 言 律   

スィ  ル 

翠來、 

段々 に、 雲 も 暗れ、 1^ 氣も なく、 散して くる、 雨 も はれ 

て、 南山の 靑み もみ へ きたり、 

ギヨ "ゥ ハ i 力-一 ツナ デャゥ 【一 ハけ シ、？ i  "广 ^fc  ノり パン J 

御柳遙 隨，， 天 仗， 發林 花 不. 待-晩 

フ ウー 1 ク r チ 

風 M 

御幸 道の 並木の 柳； a, 、行幸に したがって、 段々 に ほこ 

ろび、 林の 花な ども、 晚風を またす、 朝から ひらいて 

ある、 

ス.； て 一  ルセ ィ タク  ク キ 「チ 9  二  3&3 プ  ル 「テ 

已知 聖澤深 無. 限、 更 喜 年 芳 入，， 

サ 11 

睿才；  ♦ 

下の句 をい ふために、 もとより、 天子の 御 恩澤の 草木 

まで も、 かぎりなく、 ゆきわたつ たとい ふこと を 知て 

いる、 そのう へ にも、 悅 ばし いこ と は、 柳 花な ど 美し 

い、 年芳 がす ぐれた る、 天子の 睿才 の、 詩の 御 趣向に 

入と 云 は、 よろこばし いこと である、 

ルギ パンガ ュ クチ  《-  9  # 

送， 魏萬 之， 京  李頎 


ニニ 六 

ァシタ -1  ク  トナ フルチ リカ テサ クャビ  サゥ  メナ 

朝 聞 遊子 唱， 離 歌； 昨夜 微霜初 

ワタル 力 チ 

度. 河、 

二 句 訓解の 注が 惡ぃ、 遊子と 云 へ ば 旅人の ことにな 

, る 、今朝 承れば、 そこ もとが、 離 歌を喂 へられた が、 夜 

前 あたり は、 この 方 さ へ、 うす 霜の 降る く： ら ゐ なれ 

ば、 河南から 河北 へ わたられ たらば、 ちと 塞い くら ゐ 

であらう、 

n ゥ ガン ズ  タへ シゥ リ- 一 キク-一  ィ ハン ャ  レ 

鴻雁 不. 堪，， 愁 裏聽； 雲 山 况是客 

II ス クル チヤ 

中 過、 

殊に ひと ほつ". 'ゆかる、 こと ゆ へ、 ものさびし 

い 中に、 雁の なく を 間に、 た へられ ま い、 山路 は 《めに 

さ へ ようない ものお やに、 客 中に 過る こと ゆ へ、 いよ 

いよ かなしから ふ、 

クワン ジャ ウメ シ 3 シ ョクモ 3 フス r ンチ ク ギヨ ェンノ チン セ； 1  ツナ 

關城曙 色 催レ寒 近、 御苑 砧聲向 

パ ン 二  . 卜 

.晚 多 

都 近うな つたならば、 秋 もす へに なつ て 冬めき、 砧な 

ど をう っ聲 も、 格別 多く、 塞 も 多いで あらう、 


いま 二 公の 引 こんで いらる、 は、 天竺の 無 著大 士の、 

其 弟の 天 親 菩薩と、 いひ 合せて、 引 込で いられた やう 

な ものお や、 この 蘭 の、 眞向ふ に は、 一 峯が 高う 晴 

れ 切て、 境地 もお もしろ い、 

ショク ッテ メイ ケィニ サゥ ゥ  ダリ  フム クウ リンチ ラク 

食 隨， 鳴 磬， 巢 烏 下、 行 踏， 空 林， 落 

葉聲 へ、 

鳥 も 食 時の ころ を、 き /| つ-け て、 さばな ど を、 もら ふ 

て 喰 ふに よって 、碧の 昔 をき くと、 下， 0 る、 また そこ 

らを、 步んで みれば、 空 林に 木の葉の 落る 音 の、 きこ 

へて、 人 昔と いふ は、 少 もない 、無心な 體を い ふ 、 

ハウ スィ メテ チ カメ カウ アン ヲ ウル ホ サン  ベ. ン  -ー セキ 

迸水定 侵， 香 案， 濕、 雨 花 應. 共，， 石 

シ ャゥト カナ ル 

牀 「チ、 

地から 水の わき 出る も、 香 爐臺へ ほとばしって、 沾す 

であらう、 誌 公が 錫杖 を 以て、 地 を 突た れ ば、 水が ほ 

とばしった ことがある、 それ を 引て 云 ふ、 « 師 の坐禪 

せらる 、坐禪 石の 上に、 雨 花が ふ， 0 つんで、 眞 平らに 

なって ある、 


ケン ぜ ンタ： 


深 洞 長 松 何 所. 有、 儼然 天竺 古 

セン セィ 

先生、 

深 洞の ほら 穴の 內に、 なに か あると 思 ふて、 のぞいて 

みたれば、 きっとして、 釋迦 如來が 立て ござる、 佛を 

先生と いふ こと、 gl 陽 雑 姐が 出處 である、 


奉. 和. 聖 製 從，， 蓬 萊， 向，， 興 慶， 閣 

ダウ チ ウノ リウ シ ユン  ノ シ ユン パゥ ノ  サク iK チウ 

道中 留春 雨中 春 望 之 作 .應 

セィ  リ  トフ 

李燈 . 

シ ュクキ モヨ ホス  ミナ テン ズ 

淑氣 催、 三 宫路轉 鳳 

皇 臺、 

別館 は、 即ち 留 宫をさ す、 あた かな 淑氣が 催し 

て、 日々 に 春めかし うなって く る、 三宮 は、 蓬 萊與慶 

望 春な り、 この 一 二宮に、 路が 宛轉 し、 鳳凰 臺は、 臺 をい 

ふで もない、 た  >  美しく 作た ものそう な、 


雲 飛 北 闕輕陰 散、 雨歇 南山 積 


唐詩 選 


七 言 律 


ニニ 五 


ま 詩選 七 言 揮 

ムクフ ク ハク ギゥ ジニ 

酬，， 郭 給 事， 

トウ モン  アイ タリ ョ  キ 二  イン /、トメ リウ 

洞門 高閣 靄，， 餘 暉； 桃 李 陰 陰 柳 

絮飛、 

洞門と 高閣と、 向 ひ 合て、 くる， 0 と 廻て、 道が 通りぬ 

けて あり、 夕 tn のきら/.^ する を、 菴藹 し、 お ほふと な 

,.^、故に桃李も、陰々として昌んに、靑柳の糸なども、 

風に なびいて、 を もしろ ぃ景 である、 . 

ノ ソ  シャゥ  -クレ セィ チ ウノ テづ テゥ リ 

禁裏 疎 鍾官舍 晚、 省 中 啼 鳥 吏 

ジ ン マレ ナ^ 

春の こ. と ゆ へ 日が 永うて 、ときの 鐘 の、 間が きれて、 

ゆる とつく 昔が 吾が いる 役處 に、 くれ 方き こ ゆる、 

省 中に いてきけば、 た ^鳥の 心よう さ へ づ る 着が、 き 

こえ、 吏人の 通 b が、 簿く なって、 面白い、 

ァシタ -1 ゥゴ カメ  ハ.. -ヲ ヮシリ  二 へ-! ホ ウメ  チ ハイス 

晨 搖，， 玉 佩， 趨，， 金 殿； 夕 奉， 天 書， 評 

熳 閻；  I 

そ こもとの 役儀と いふ は、 晨に、 装束 をして、 金 殿に 


ニニ 四 

つ め、 慕が たに は、 天 書 を さ /-げ て、 靑斑門 へつ めて、 

天子 を拜 し、 . 

シ t テ スルー 1 シタ. ガ ハント 二 シィ カン BJ スル r チ マサニ  3 ッテ グハ t ャゥ- 一 

强 欲 .從. 君 無. 那 . 考將. 因，， 臥 病， 

ト カント 1  チ 

解 中 朝 衣 上 

吾が 身の 述懷を 云 ひ 出す、 われ も どうぞ、 む..^ にも そ 

こ 元た ちに 隨て、 つとめ や う と、 思 へど も、 なに を 云 

て も、 年が よった ゆへ、 それ も な..^ か ぬるに つけて 

は、 病 を. & 立て、 朝 衣 を 解て 引 込 ふと 思 ふと 云 は、 役 

が へ もせす に、 年よ るまで この やうに している ゆ へ、 

引 込と いふで ある、 

3 ギル ジ ヨウ -ー 3 ゼン シ  セゥ n ジ  スゥ * ウノ ラン 

過. 乘如 禪師蕭 居士 嵩 丘 蘭 

-1 ャ -I 

若， 

禪師 と、 居士と、 云 ひ 合せて、 引 こ ん でいた もの 

ぢゃ、 

ム  チヤ クチン シン ティト トケィ  ノ ラン ニヤ イク 

無 著 天 親 弟與. 兄、 嵩 丘 蘭 若 一 

ホウ ハル 

峰晴、 


い、 蔗漿 は、 砂糖つ く. 9 の、 しぼりし るな、 9、 


タン 尹 一 


酉 レ<^ 與ニ. nl_14  ？?^ 一 

裴迪 が、 世間の もの、、 ふたの もしい こ-と を 云 ひ 

出した ゆ ゑ、 なるほどそう ぢ やと、 はなし をす る 

やうに 作るな h -、 


酌 .酒 與. 君 君 自寬、 人情 翻 覆 

ハ ラン 

波瀾： 

そなたが、 あま. 0 世間 をい きど をら る/, が、 盃に酌 だ 

酒 を、 そなたへ やる ほどに、 これ をの ん で、 われと 我 

がで に、 氣を ひろく もちやれ、 憤て やくにた ぬ こと 

おや、 誠に そなたの いふ 通り、 人情の あてに ならぬ と 

いふ は、 たちまち ひつく りかへ りて、 波瀾の 如くみ i 

めぬ 中に 易る、 


ハク シュ シャゥ 


アンス ケンチ シュ モ ■ 


白 首相 知 猶按. 劍、 朱門 先達 笑- 

タン ク ハンチ 

彈冠； 

白 首になる まで、、.^ 易う し 合 ふた 中で も、 ちと 貧乏に， 


なると、 逢 ふ て も、 見ぬ ふり をす るの みな らす、 とき 

によって、 劍を ひねくり ま はして、 にらみ 付る、 先達て 

我が 友が、 立身 をして、 歷々 になって いる ゆ へ、 立身 

をと り 持て くれる かと 思 ふ て、 彈. 冠 待て いれば、 結 

句 あほ ふ もの i いふて、 笑 やうに する、 


マツ タク へチ 


カン. -ri 


艸色全 經，， 細 雨， 濕、 花 枝 欲. 動 春 

風 寒、 

春の こと ゆへ、 艸も 細雨に 逢て、 心よ くそ だ つ と、 草 

を 以て、 小人 どもの 雨露の 恩に 預て、 立身 をして いる 

に 比す、 花 枝が ひらきそう にあ る が 、春風が 寒いで、 

ひらき かねてい る と、 花 枝 を 以て、 君子に たと へて、 

我が ことに 比す、 此ニ句 比 興で ある、 


カウ グハ メー 


000 


七 言 律 


世事 浮 雲 何 足. 問、 不. 如 高臥且 

ヘン ニハ サン チ 

加 餐、 

世の中の 浮 雲、 何ぞ問 ふに 足らん、 かま はすに をく が 

よ い 、加餐 裴迪 へ あいさつ にい ふ、 折角 引 込で 息災で 

ござれ、 

ニニ  i 


唐詩 選 


七言审 


プ？ S 


物 華： 

なにも 知らぬ も の は、 天子が 正月な にしに 通らる 、 

ことと、 思 ふで あらう が、 陽 氣に乘 じて、 民に、 たがや 

し を、 をし へさつ しゃる ためで ある、 一 通.^ た  >  物 華 

を もて あそんで、 なぐさみに な さる とい ふで はな 

ぃ、時令は、趨記月令にぁ，.„^、 


チ m ク シス 


ュ H. 


敕；^ 賜 百官 櫻 桃， 

三月 晦日、 櫻祧を 廟へ献 じて、 すぐに、 百官に わ 

かち 下される、 

フ  3 ゥケ？ V 力 ク ハイス  チシ キン ノシュ ヱイ  ッ 

芙蓉 闕下 會¥ 官； 紫 禁朱櫻 出，， 

ジャゥ ラン ヲ 

上 蘭； 

今日 祧を 下さる、 にあって、 みな 禁裡に、 千 官を御 あ 

つ めな される、 その 桃 は どこから 出る とい ふに、 や は 

b 禁裏の 上 林苑の 御苑から 出る、 紫と いひ、 朱と いひ 

て. * 句 中に 對を とる、 

ヮッカ 二 レ シン ヱン ルス、 メテ チ ス アツ カルニ ギヨ ェン 

纔是寢 園春薦 後、 非 .關，， 御苑 


鳥 銜殘； 

纔 のまの ない 內に 、おきに、 天子の 御座 處へ、 さし 上 

げ、 それよ.. >廟 へ 御 薦めな さる、、 當 日直に、 百官に 

下さる 、、 鳥の くいさし を 下さる と 云で はない、 

キ アン キソ t オメ セィ シ ロウ チウ シ シ キリ-一 カタ プク セ々 

歸鞍競 帶靑絲 籠、 中 使 頻傾赤 

ギヨ ク パン 

玉 盤、 

そこでみ な官人 どもが、 にの つて 歸る にも、 大切に 

して、 靑ぃ絲 など を 以て かざ 立た 籠へ 入て、 持て 歸 

る、 中 使の 近習 衆の 使役 人 も、 赤 玉 盤の さはち へ 入て 

をく、 桃 を 頻りに ひた もの、 うちあ け て、 をし ますく 

れ ると、 ふ いちやう する 意に いふで ある、 


ァ クマ デ 


シ ョクメ ス  モチ t ル r_h ナイ 子ッヲ  ツナ 

食 不. 須 P 內熱； 大官還 有，， 


シャ シャ ウノ 


蔗漿 寒： 

さて この 山 李 を、 たくさん 喰へ は、 熟が 發るを わるい 

とい ふが、 それ を 氣づか ひせす と、 飽 まで 險 たがよ 

い、 なせ なれば、 御臺處 に、 熱 を さます 藥の、 砂糖水 

が、 澤山 にある によって、 それ を もら ふて のんだ がよ 


ニニ 一 


唐詩 選 


七 言 律 


カン キゥ ヲナ、 メナ リ 

漢 宮， 斜、 

留春閣 よりみれば、 渭水 がまへ くの 通、 秦塞を ま 

つ ふて 流れ、 北の方 を みれば、 黄 山が やつば.^ もとの 

如く、 武 帝の 離宮 をと り まわ し て、 よこす ぢ かいに、 

まがって あ b、  ，  、 

ラン ョ ハル 力 二  ゾ  ノ ャナギ カク  メ クラシ ミル ジ ャゥ； 

鸞舆逾 出 千 門 柳、 閣 道 廻 看 上 

苑花、 

いま 天子の、 蓬 萊宮の 方より、 鎏 輿に 乘 じ て、 禁裡の 

中の 、御成り みちの、 並 木 の うわって ある 間 を 通つ. 

て、 閣 道より 、ふち か へって、 上 苑の花 さか，.^ を、 御覽 

なされ、 

雲  一 i 帝 城雙鳳 i  、雨中， 春樹萬 

人ノ 家、 

雲間へ 高く、 御殿 雙鳳闕 のお こって あるが みへ、 西に 

人家の 間にう へ こんで あ る 樹木 どもが み へ る、 

メナ リ y  二 フカ シ レ. f ヲ アラス  レ シン ィ ゥモテ アップ 二 

爲. 乘， 陽 氣， 行， 時 令； 不， 是 袞 遊 玩- 


天 意 同， 入 意； 萬 歲 千秋 奉， 

今まで 天の 御意 は、 どうした ものと いふ こと を、 知ら 

なんだか、 この度で しれた、 なせな れ ば、 上に 天子が 

聖德 なれば、 かやう に 靈芝慶 雲な ど、 いふ やうな、 嘉 

瑞を あらわし、 天子の 塞德 な を、 悅び たま ふこと は、 

天意 も 同じ ことで ある、 然れ ば， 萬歲 千秋の 末まで も、 

かやうな 塞 君に 仕へ ると いふ は、 歡 ばし いこと ぢゃ、 

クル シ  ヨリ ホウ ライ  フ コゥ ケィニ カク 

奉. 和 製 從，， 蓬 萊- 向-興 慶， 閣 

ダウ  ノ：： 'ゥシ ユン  ノシ ユン ボ ウノ  クヲ テゥ 

道中 留春 雨中 春 望 之 作. 應 

セィ 

蓬萊 殿よ， 9、 興慶宮 へ ゆく 廊下 道に、 留泰閣 と 云 

座敷が ある、 雨中の 春 望と 云まで が、 天子の 題で 

ある、 

1  スィ チノ ヅ カラ メグ リテ シン サイ プ ► 力 レリ  モト ヌクツ テ 

渭水自 紫， 秦塞 一曲、 黃山舊 繞，， 


0  00 七 言 律 

キク ナラク カン セン ョク ケ ンズト フチ ハル 力 二 ル t トリ ル r_K 

聞說甘 泉能獻 fe 、懸 知獨 有，， 子 

雲 あ 

このごろ きけば、 甘 泉の 賦を 作られ たげ な、 今どき は 

諫書 など を、 さし あぐる 人 はな い に、 そこ もとは、 揚 

子 雲が 才 にも を とらぬ 人で あると、 主簿へ の あいさ 

. 大 同 殿- 生 一 .5K  &龍 氣 上へ 有 「慶 

モ 二 ミル スナ ハチ * モフ ェ ン ラ クチ 

雲： 百 官 4i ハ 觀、 聖 恩 便 賜，， 燕 樂； 

敢 書， 即 事， 

靈 芝と、 慶雲 と、 いづれ もめ でたい もの ゆへ、 祝 

ひませ いと、 官 人に 宴樂を 賜た ゆ へ、 恐 多い こと 

なれ ども、 見る 處の即 事 を 記す、 

スヮラ ハント  ノ カス ルテ スルヲ カウ-一 ッテカ B ンズ * ン ブノ ム 「_K 

欲 J< -周 文 訶. 燕 .鎬 、還 輕 漢武樂 

3  n タ (ルヲ 二 

I、 

古へ 周の 武 王の、 天下 を 取た 祝に、 鎬で樂 を 仰 付ら れ 


ニニ 〇 

た を、 大な ことにい ふが、 今： n の宴樂 よりみれば を か 

しい やうに 思 はる 、、漢 の武 帝の、 汾 水に 舟 を 浮べ 

て、 樂 まれた も、 これに はより つくもの ではない、 

ァニ ラン ャ  スルヲ サン シ ウテ ナン ゾ ラント ゥチ  ス 1 

豈 知； 玉 殿 生』 一秀； 詎有， -銅池 出，， 

五 雲； 

どうして この やうに、 笑 ふなれ ば、 何として 周な ど 

は、玉殿に目出度ぃ靈芝の生するなどぃふことは^§ 

^^もせぬ箬のことぢゃ、龍池の 上 に、 五色の 雲の、 た 

なびくな ど、 云 こと は、 むかしに もこ へた 義 である、 

三秀 は、 芝草な り、 銅 池 は 銅 どひな り、 

ハク ジャ ウノ ゲゥ ソン カタ ムケ  _N  ノシ ユン ザク ゥゴ カス 

陌上堯 尊 傾，， 北 斗； 樓 前舜樂 動- 

ナン クン！ S 

^  s、 

堯は衢 樓と云 ふこと が ある 龍 池 へ 行幸の こと ゆへ、 

堯樽 へ 酒 を 入 て、 陌上 へ 持て、 北 斗の 如 き、 手 のつ い 

た、 大升を 以て、 打 まけく、 民に 御洒を 下され、 樓前 

に は、 天子の 御 目通りに 於 て も、 E の 治った を、 悅ば 

しう 思 召して、 舜の樂 、南風の 詩の 如き 歌 をうた ひ、 

南薰 殿まで、 さわぎた つ、 


冕旒 を拜 し、 頭 を あげる と、 まさに はじ め て、 すっと 

仙 掌の 上に、 日の さすがみ へ、 朝日が 出た もの ゆへ 

に、 御爐の 香の 烟. 0 の、 立の ぼる やうす がみ へ る、 


ナウ ヤン テ 


カラク サ イス j 


ま 


朝 罷須. 裁，， 五色 詔； 珮聲； 

へ シ 

ホウ チ トウ 

鳳 池 頭、 

ひと 通， 0 朝 儀が すんでも、 舍人 あとに 殘て、 天子の 詔 

の 下書せ ねばならぬ、 それ もす むと、 や は 手前の い 

る、 侍 中の 役處 へ歸 る、 五色と 云 も、 た》 詔の こ と 

を、 美しく 云 ふためで、 むかしよ ある t 云 ふ、 言ぢ 

や、 


シュ * 


ラン セン ノ グゥ 


和，， 太 帝 韋主簿 五郎 温泉 寓 

モク _K 

目， 

寓目と は、 左傳 にも ある 通り、 目 をよ せて 見る を 

云 ふ、  い 


主 離宮 接，， 露臺； 秦川 一 半 夕 


陽 開、 

漢の文 帝、 露臺を 建る つも であった が、 百 金の 費 を 

借んで、 やめられた、 漢王を か て、 當時を 諷する、 今 

の a 泉宮 は、 古へ 露臺 のあった あた b まで、 引績 いて 

あり、 秦川 は、 幅 の 廣ぃ 川で、 あ る に、 あま b 離宮が 

立 並 ベ て ある ゆ へ に、 半分 は、 夕日が さ し て、 半分 は 

離宮に 掩 はれて ある、 

n ト. VJ,- ク  レシ ュ キ メグ リ へキ カン 力へ ッテ 3 リ 

青山 盡是朱 旗繞、 碧澗翻 從，， 玉 

殿， 來、 

どこも かしこ も、 山々 で、 御成の 御殿が 立て ある ゆへ 

に、 朱旗繞 ると いふ、 小 谷な どの 上に も、 玉 殿が、 かけ 

作h^にしてぁるゅへ、水がながれてぃづる、 

シン ホウ ジュ リ  ヮ タリ セゥ ユン ジャゥ ヘン レフ 

新 豐樹裡 行人 度、 小苑 城邊獵 

新豐ぁたh-は、もとょh^ 繁昌な 處 であるに、 この間 

は、 別して 人通りが 多い、 小苑、 これ も 離宮で、 獵 など 

する ものが、 大勢 往來 する である、 


唐詩 選 


七言 律 


二  I 九 


唐詩 選 
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爐香； 

官 人の 帶 ている 佩 玉の 聲が、 みなよ き 順に、 立 並ん 

で、 御殿の 前の た、 き 土の 上な ど を、 足 を そろ へ て 通 

るに よって、 その 步み にした が つ て、 玉が なる、 それ 

よ h.- 、御殿へ 上る と、 直に ごせん 近く、 つとめる こと 

ゆへ に、 天子の 御爐 の、 香のに ほひが、 手前の 装 東に、 


とまる、 


-モ- 一 


ホ. r: 


ッメテ カンテ ジス 


共 沐，， 恩 波， 鳳 池 上、 朝 朝 染 侍，， 

君 王： 

そなた 衆 もろともに、 天子の 恩 波に 沐浴して、 中 書の 

役 をつ とめて いる こと 一 ゆ へ、 毎朝 每朝 詔の 下書 をす 

る、 筆 を そめて、 君 王の 側に いると いふ も の は、 仕 合 

せな 事と ぞん する、 鳳凰 池と い へ ば、 中嘗 の役處 のこ 

iになる、池とぃふにょh^、波とっかふたものぢ，ゃ、 


シャ ジン ッ トー 


スルノ タイ メイ 


和. 賈 至 舍人早 朝，， 大 明 宫， 之 

サクテ  ワウ ィ 

作，  王 維 


ニー  八  I 

n ゥ * キノ ケィ ジン ホ ウス ケゥ チウ チ シャゥ ィ マサ ニス、 ム スィ 

綠幘雞 人 報，， 曉籌； 尙衣方 進 翠 

ゥ ンキゥ  * 

雲 裘、 

賈至舍 人が 詩の 和 作で ある、 赤い 頭巾の やうな もの 

を かぶって いて 、ときを 吿る もの ゆ へ に、 雞人 とい 

ふ、 それが 曉方を つげ、 よあけて ござ る と、 天子へ と 

きを 吿る、 そこで、 女官た ちが、 天子へ 装束 をめ させ、 

翠雲裘 は、 天子の 装束の.^ つばな やうす を、 ほめて い 

ふ、 言ば なめ、 

キゥ テン ノ シャゥ カフ  キ  チ  ノ イク ハン ハイス 

九天 閽闔 開， _宮 殿； 萬 國 衣冠 拜： 

ベ ン 《 'ウテ 

冕 蔬； 

朝 儀の 庭 をい ふ、 夜が あけ は なる、 と、 御門 を はじ 

め、御殿御殿のe'も、くゎらh^とぉしひら く と、^ 國 

の官 人た ちが、 冕 旒の冠 をめ して ござる 天子 を拜 し、 

九天と いへば、 禁裏 をお しくる めて 云 ふ、 

ヮッカ ニノ ソン テ  -I ゥゴキ カウ ェン  ス ソフナ n ン 

日色纔 臨 二 仙 掌， 動、 香 烟 欲. 伊衰 

リャゥ 二 ハント 

龍-浮上 

纔の 字、 こ では、 まさに はじめて と いふ 意になる、 


鷺洲、 

塵 天府の 西南の 三 山が、 半ば は 雲に 掩 はれて あ， 9、 半 

分 そらより、 ふら と 下った やうに 見へ、 句容漂 水の 

兩 山の 間よ， 0 流れて、 建康に いたつ て、 流れ を 分け 

て、 白 鷲洲 をと b- まわして、 ながれ る を、 見 のぞむ 處 

の 景色で ある、 

スべ チタ メニフ ゥンノ  3 クチ、 フガ  チ  ズ ミへ  シ 4 

總 爲， 浮 雲 能 蔽， 日、 長 安 不. 見 使，， 

チメ レ へ 

人愁； 

都 を 見 のぞまん と 思へ ども、 浮 雲と いふ ものが、 日 を 

蔽ぃ、 くらまして、 長 安 を 見せぬ につ い て、 人 をい ろ 

いろに、 愁 へさせる とい ふ て、 實は、 高 力士な どが や 

うな、 讒者 にたと へ、 日と い へ ば、 天子 玄宗 のこと に 

なる、 讒 者と いふ もの は、 よく 君の 心 を 蔽 い、 くらく 

する もの ゆへ に、 わが 如き も の も、 この やうに、 うろ 

たへ ている と 云 ふ は、 悲 い ことお や、 使と 云 字に つ 

いて は、 元 美が 詩 話に は、 むつ かしう 論じて あるが、 

南郭 先生 はとらぬ、 


二 I  メ 


ナイス リャゥ セ イノ レゥ ユウ 二 
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早朝， _大 明宮， 呈-兩 省 僚友， 

賈至 

兩省 は、 中 書 省、 門 下 省な，..^、 

ギン シ 3 ク ナウク  ニシ ハタ  シ キン ジャ ウノ 

銀燭 朝. 天紫陌 長、 禁城 春色 曉 

サゥ 

蒼 蒼 

まだ ほのぐら いうちに. S 內 する ゆ へ、 けっこうな 蠟 

燭を とぼし 參內の 道の 間 も 遠 く、御城まゎ.=^の樹木 

も、 さかんに しげ- 9 て、 曉方 のこと ゆ へ、 城邊も ほの 

ぐらうて、 蒼々 と 見 ゆる， 

ノ ジャ リウ タレ セィ サ -1 ハタ チン ノ リウ T ゥ ヌグル 

千 絛弱柳 垂，， 靑繅； 百 囀流鶯 遶，， 

ケン シャ ウテ 

建 章； 

靑瑣 門の あたりに、 植て ある、 柳な ども、 いくす おも.、 

枝が 長く たれて ある、 囀 は、 鳥の さ へ づる聲 、流鶯 と 

い へ ば、 鶯が いくつ も繞 て、 建章宮 のま わ ち を、 と hs 

まわして、 さへ づる、 

ケン f イノ へハ  t  チ / ホ-1 ィ ク ハン ノ  ハ t ク ギ 3 

劍 佩 聲 隨，， 玉 揮 歩： 衣冠 身 惹， 御 

Im  I  二  j 


唐詩 選 


七 言 律 


掩 いか、 つて ある もみへ、 同く 武 帝の 建ら れ た 仙人 

の 掌な ども 雨が はれて、 はっき，.^ とみ へ る、 

力 サン ノ方ノ ゾンテ  二 ケン -1 ェキ 口  ノ方ッ ラナ ヅテ 

河 山 北枕， 秦 扉險、 驛 路 西 連， 漢— 


ジ -I 


畤 一平、 . 

山川 は、 此方 を 推し 廻して、 秦關の 方へ、 高う さかの 

ぼって、 險し うみ へ、 枕と 云 ふ； も、 高い も の を乘す 

る氣味 合お や、 驛路 は、 西の方 漢 時の 方へ っ^いて、 

眞 平らに み へる、 畤と云 は、 神 を 祭る 地形 を さして 云 

ふ、 ときに 當 時の 天子の 仙人 祭 をして 置 處を云 ふと 

み ゆる、 

シャ モンス P  ハウ メイ リノ カク  シ シクハ  ノ  フユ 

借問 路傍 名利 客、 無. 如， & 處 學，， 

長生； 

今 われ この 處に來 て、 路の傍 を ゆいて、 名利 を 求る も 

のど もが、 何 かいそが しそう に、 かけまわ h> 、しづか 

な 處の山 を 見す に 通る、 た わい もない こと；. り や、 わが 

思 ふに は、 この もの しづかな 處へ ひきこんで、 長生 不 

死の 仙術 を學* たら、 この 上 は あるまい と 思 ふ、 


登 _ 金 陵 鳳 皇 臺， 


二 一 六 

李 白 

李 白が 黄 鶴 樓へ來 て 作らう と、 思 ふとき に 先達 

て、 崔顥 が來て 作た 詩 をみ るに、 はなはだ よくで 

きた ゆへ、 それより、 取て か へ し て、 この 鳳凰 臺 

へ * て、 つくった、 その 評 ¥ が、 三 家 詩 話な どに 

も ある、 

プ  リ ムナシ フメェ 

皇臺上鳳皇遊、鳳去臺{<1^ 江 

5 ラ ^ 

自流、 

この 金 陵の、 鳳凰の 出て あそんだ と 云ふ處 が、 今 は 鳳 

凰が とびさって、 江 水の むなしく 流る を、 見る のみ 

である、 

ゴ キ ウノ クハ サゥ ゥヅ i ユウ ケ イエ シン タ イノ  ル 

吳宮花 艸埋， ，幽 徑； 晋 代 衣冠 成，， 

n  キゥト 

古 丘； 

見下す 處、 いにし へ、 吳王夫 差の、 宮殿 花 草の やうな 

もの も、 幽徑に うづみ、 麈 になって しま ふ た、 六朝晋 

のとき の歷々 も、 古 丘と なって、 跡 方 もない、 

ナカ パ チ ッ  ノ ジス ィ  ス. ハク 

三 山 半落靑 天外、 二 水中 分 白 


ク ハウ ク ハク タビ  テス  タラ  f  ^ 

黃鶴 一 去 不，， 復返； 白雲 千載 空 

ィゥ ( 

悠悠、 

仙人の 乘た鶴 も、 再び 來ら す、 その 時よ 易らぬ もの 

は、 白雲の みお や： 千載 を 空く 悠 々 と、 かぎ hs もない 

こ i ぢゃ、 

セィ セン レキ  >、 タリ  ノ  セィ く タリ ァゥ 

晴川 歷歷漢 陽樹、 芳艸 萋萋鸚 

ム シゥ 

鵡洲、 

黄鶴樓 より 見下せば、 川のお もて も はっき b とみ へ 

わた.^、 漢 陽の 樹木が 歷々 として、 かぞ へらる、 やう 

にみ へ る、 昔 黄祖の 禰衡を 殺した 、鸚鵡 洲の方 を みれ 

ば、 芳艸 のみ 萎々 と はえて、 あう むの 賦を 書た 禰衡は 

見へ ぬ、 


日暮鄕 關何處 是、 烟 波 江上 使，， 

サメ ウレへ 

人愁： 

樓に 上て 慕 方に なった ゆへ、 故 鄕がこ ひしうな， 9、 思 

出し 出し のぞんで みれ ども、 何の 處が是 なる、 どこも 

しれぬ 、た》 江上の 烟波 のみ が、 目に ふれて、 いろ 


いろの 愁が 起てく る は、 何ぞ とい ふ に、昔人は去^^、 

黄 鶴 は來ら す、 顧衡は 居らす、 故鄕を のぞめば 烟 波の 

みが 目に ふる ゆへ 、烟波 江上が 、我 を愁 へ さ せる と 

いふが、 使の 字で ある、 


カン ケィニ 


サン ホウ ケ ツル re 
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行^ 華 陰， 

崔嶢太 華 俯， 咸 京； 天外 三 峰 削 

ズ ナラ 、 

K. レ成 

秦咸 陽と いふが あるに よ..^、  嶢と 高い 太 華 山が 都 

の 方へ うつむき か つて ある やうに み へ て、 太 華の 

嶺 の三峯 が、 何れも 高く 天の 上まで もと >き そうに 

あるの が、 人の 細工に 削. たてた と 云 ふて 、出来る も 

ので はない、 蓮 花 毛 女松檢 の三峯 を、 古人が けづ りな 

したと 稱 する ゆ へ 、文字 を 折 用した、 

シ I ゼン ス サン セント シャゥ シャゥ ァメ 

武 帝 祠 前 雲 欲. 散、 仙人掌 上 雨 

メテ ハル 

初晴、 

向 ふ を みれば、 漢の武 帝の 仙人 を 祭られた 祠に、 雲の 

111 】 £ 


00  0 
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二 一 四 


來 たもの ゆへ に、 數と いふ、 次の 句 は、 立春と いふ こ 

と をき かせる、 春と は 云な が ら、 立春の こと ゆ へ に、 

山に 花が 澤山 には^かぬ、 た  >  1 花の ひらく に 逢 ふ、 

力  ヘン ノシ ュクキ ム 力へ ハウ サゥチ  ノ ケィ フゥ マツ 

河 邊淑氣 迎，， 芳艸； 林 下輕風 待，， 

ラク パ イチ 

落 梅； 

河邊の * の暖 な淑氣 が、 芳艸に 早う 生へ 出よ かしと、 

迎へ ている を 云 ふ、 迎と は、 吾が ゆく 先々 に、 芳艸が 

はえて ある ゆ へ に、 迎と 云 ふ、 林 下に、 冬から て.^ 

る 梅の 花な ど も、 さか.^ が 過て、 輕 風が 吹たら ば、 直 

に 散らう と、 云 やうに して、 待てい る、 

シゥ ケンフ  チウ カウ シャゥ  リ  ケ.. 'シ ヨリ  ヮ 

署裏和 


秋憲 府中 高唱 入、 春" 

力  ル 

哥 ^ 

これよ. = '以下、 訓解の 註が よくな！，、 御史の 役處を 秋 

憲と いふに ついて、 題の 韋侍 御と いふが これ ぢゃ 、鱧 

部の 別 稱を春 卿と いふに ついて 、題の 諸 公の 中に、 鱧 

部 郞の官 の ものが あると み ゆる、 韋恃 御の 處へ、 そこ 

もとの 詩の、 すぐれたる 處の、 高唱が 入 り、 そこ もと 

のがよ い ゆ へ に、 * 卿署裏 の、 歷々 たちが、 和 作 をせ 


られ たやう す、 すぐれた ことで ある、 


リト セ.. 1 セィ ヅ クル 


共 言 東 閣 招. 賢 地、 自 有，， 西 征 作 

フ サイ , 

それ ゆ へ に、 柬閣 丞相 方の 歷々 どもの い ふ 評判に も、 

そこ もとの こと は、 潘 安仁が 才 にも、 おとらぬ と 云 ふ 

て、 ほめら る、、 これ 又 題の 自， 洛入」 Mi いふ を、 西征 

とい ふてき かせた ものお や、 むづ かしい ことで ある、 


カウ ク<ク ロウ 


サイ カウ 


黃鶴樓 •  3^ 顥 

これ 評判の ある 詩で、 歌 行に ちかい、 なるほど、 

風 調の 高い 詩お や、 


セキ ジン ス デニ ジャ ウメ 


-ー ル 


昔 人 已乘， 白雾 去、 此地 空餘黃 

ク ハク CX ゥ 

鶴樓、 

むかし この 處へ 仙人が きた. 9 遊んで、 黄 鶴に 乘 じて 

去た、 今 この 地に、 むなしく 殘て ある も の は、 黄鶴樓 

ばか. 9 で、 仙人 はふた びきたら ぬ、 


ジャゥ ホゥ！^ 


織女 橋 邊烏鵲 起、 仙人 樓上鳳 

ワウ トブ 

皇飛、 

織女 橋と もい ふべき 橋の 下に は 烏鵲が 飛び立 やうに 

して 居り、 仙人 摟 とも いふ べき 樓には 鳳凰が とぶ や 

うに 見 る、 

テザ ニヒル ガ へ- ン  チ パク スィ  ッテ カイ-一 ソ、 グ 

流 風 入 .座 飄， 歌 扇； 瀑 水 當. 階 濺，， 

舞お； 


滯..^^なく風がそょ/\と、座しき へ吹き入て、顏にぁ 

て 、歌て ゐる圑 扇 を、 飄 して、 いよ く 風流で ある、 

泉水に 落 こむ 瀧 水 は 階の もとまで 流れ て、 舞 ひ 子の 

衣裳へ そ、 ぎ かける やうに み ベ て、 いよくお もし 


^ シ チ カメ 


今 日 還 同. 犯，， 牛 斗； 乘. 槎 共 泛，， 海 

今日は、 古へ い か だに の つて、 織女の いる 天河に 至 

て、 海 へ のり 出して、 歸 たもの が. Q つたと 云 が、 今日 

わが こ  >  にき たれば、 そ れ u ちゃう ど 司 じこと であ 


る、 犯と いふ は、 あいさつで、 來るま じ き處 へきた を 

云、 牛 斗 も、 織女と い ふ ベ き なれ ど も、 言ば が 拙く 

なる ゆへ 牛 斗と S たものお や、 


ヮス サ 
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和お 司 張 員外 自. 洛使 入. 京、 

一一 テ ヅチ， モムキ ■ -1 ァ t  ノ  -1 チ クルチ 

中路先 赴， ft 安； 逢，， 立春 日； 贈， 

韋侍 御及諳 公一 遜逖. 

自洛使 するとい ふよ b し て、 張 氏が 題な. 9 、洛 

陽よ.^、 御用で 出 て、 中路 から、 外の ものより 先 

きに、 西の方 長 安の 都 へ來 て、 立 * に 逄 ひ、 靠侍 

御 及び 諸 公に 贈る 作 を 和す るので ある、 題に 氣 

VJ 付て みねば しれぬ、 

ノ  i ル   ス ガン ノ ヘル チラ-一 ァフ  イツ. 

忽覩， _雲 間 數雁廼 ；更 逢，， 山上 一 

クハノ  t ラ クル 二  * 

花 開； 

中路 にして、 長 安に 赴く と、 いふから して、 云 出す こ 

と ゆ ゑに、 雁の 歸 るに 云な して、 數雁 とい ふ は、 大勢 

つれ 立て、 來 るべき ものが 、中路 よ b  、張 氏が 先立 て 


00  0 


七 言 律 


二  一  二 


安、 御き げん を 伺て、 か へらる、、 そのつ いでに、 金輅 

にめ して、 御苑に # 遊な さ れ、 博 望 苑と云 は、 漢の武 

帝の 苑の 名お や、 故に か，.^ 用て 云 ふ、 以下の 二 句 は、 

此 御意で、 その 時 はかう あらう と 思 ひやって いふ、 

ィ ス イノ セ イク ハウ ゥゴ カシ  チ  カキ  ル 

渭水晴 光 搖，， 草 樹； 終 南佳氣 入，， 

&ゥ タイ-一 

樓臺： 

渭 水の はれ やかな 晴 光が、 御苑の 草木に うつら ふて、 

直に 渭 水が 庭の 中に ある やう に 思 は る、 終 南山の 目 

出たい 氣が、 樓臺 にの b こんで くる やうに みへ る、 題 

の颺 目と いふ はこ 、おや、 以下の 二 句、 御供に 出た も 

の を ほめて いふ、 

► 手 クケン テス ギニシ タカへ  メ チタ クメ  ヲ へッテ メス ゲフ 

招. 賢 已 從 h 山 老； 託. 乘 還 徵 ，鄴 

カノ サイ ヲ 

下才： 

御苑へ 御遊 興に、 御 出な さる、 にも、 御 もりになる 四 

皓の やうの、 老人 を めしつれられる、 太子 は學 文す き 

ゆへ、 そえの，..' の 車な どへ も、 書物 を のせて、 いづれ 

もす ぐれた 才人 を つれられ、 詩文 を 作らる 、、故事 は 

一 一つと もに、 世說 にあ， 0-、 


ヒ トリ リウ タイス man ブラ クハ フ r チ ユイ 


臣在， 東 南， 獨 留 滯、 忻 逢，， 睿 藻 

ヘン ヨリ ルニ  • 

日 邊來； 

東南の 遠國に 、滞留して、 御 ともをせ ぬと い ふ は、 殘 

念と は 云 ひながら、 太子の すぐれた、 御作に 逢 ふと 云 

ふ は、 喜ばしい ことで ある、 


スルテ 


奉. 和 _,,初 春 幸，， 太 平 公 主 南 莊， 

チウ セィ  リ ィ 3 ゥ 

應制  李崑 

ヅテニ  ク  ノシ キセキ  タル  3  ヲ 

傳聞 銀漢 支 機 石、 復見金 奥 出-, 

シ  ビヲ 

紫微； 

公 主 を 織女に 比して 云 ふに つ い て、 いにしへ 海邊の 

人が、 天河に いたって、 織女の 機 石 を もら ふたと いふ 

が 今 公 主の 庭の 石 を みれば、 こ れ は 支 機 石と いふ も 

ので も あらう かと、 庭の あいさつ をして、 その上 天子 

の 御成 のとき、 紫 徵宮を 出で この 處 へ 行幸 ある， t 

云 はめ づ らしい こと /1、 風景に よそ へて 云 ふ、 


名 は 天子の 御 筵に ちかい こと ゆ へ に、 天子の 御覽に 

入て、 ひとし ほ景氣 もす ぐれた、 氣は 天子の 目出度い 

氛氲 の氣を かりて、 そだつ こ と ゆへ、 格別に よい、 こ 

の 二 句 も 起居が 天子の 氣に 入って、 名の 高くなる に 

比して 云 ふ、 

力 * ッ ナチ-一 テキ 》.\ トメ ト-_. 、メ クハ ロヲ ェ ン カイ チョウ ハ ラフ 

懸 k 的 的 停， 華 露； 偃 蓋 重重 拂，， 

スィ ウンナ 

瑞 雲： 

この 松の 下 枝が、 池 の 方へ さし か、 つて あるに つい 

て、 池の 水 を 吸 あげて、 きらく 露 を 停めて あ る、 禁 

とはっゅの光，..^をぃふ、ぅは枝はぃく重ともなく、笠 

の樣 になって 高く 天子の 目出度い 瑞雲の 松で ある、 

ズ ヲシマ  タス クル 「ヲ セン テ イチ クハ モッテ ティ カンテ ホウ ゼ： V 

不 .惜_,流 膏 助，， 仙 鼎 M 將，， 楨 幹， 捧- 

明君， 

天子の、 仙藥を 御ね，. >  なさる、 時分 は、 松 やにが いる 

について * この 偃 松よ リ、 とらう と あつ て も、 少しも 

をし む氣 はない、 松脂 は を ろ か、 御用と あれば、 直に 


木 を もさし 上げて • 御 奉公 申す 處存 とい ふて、 實は流 

膏助仙 鼎と いふ は、 平ら 骨 を 折て 勤め る 氣、 將楨幹 

と は、 何ん ぞの ときには 命 を もさし 出して、 御 奉公 申 

す 處存の 人と、 起居に 比して い ふ、 


ン 二 シ 3 ク モク スル， チウ レイ 


唐詩 選 


-^1 


奉. 和 春 曰 出. 苑 囑目， 應令 

貴 ipnl 

この 詩、 訓解の 註が、 よく な い、 こ れ は、 太子の 

苑に 出て、 囑目な さ れ た 御作 を 和し ませい と 

ある 令に 應 じて 和す る である、 囑目は その あた 

,9 に、 目 をよ せて 見る こと、 令 と は、 太子 皇后の 

御言ば を、 令と 云 ふ、 敎 とい へば、 諸侯 王の 御言 

ばの ことになる 賈曾は 太子 づきの もの なれ ど 

も、 御用で 外へ 出て いて 作る、 

トウ リャゥ ツキ t ライ テ フテ ンテ ヘル P ル ンダ ハク 

銅 龍曉闢 問. 安 廻、 金 酪春遊 博 

パゥ JJ ラク 

望 開、 

さ て 太子が 早朝に、 銅 龍 門 を 通 て 、出御 はま だ か と ra 

二 1 一 


唐詩 選 七 言 律 

もしらぬ 鳥の 雙 がする、 

禪 室從來 雲 賞、 香 臺 豈 是レ t 

ノ ジ ャゥナ ラン 

中 情、 

なるほど 道心の 生やる はやで ある、 禪 室と いふ は、 も 

とより 世間 を はなれた、 雲 外に 坐して いる やうに、 思 

はれて、 中々 おもしろい、 こ の 香臺 の、 寺と いふ もの 

が、 世間の 情 を はなれた もの ゆ へ に、 道心が 生す る は 

すぢ や、 

雲間 東嶺千 重出、 樹裡南 湖 一 

ラ カナリ 

片明、 

この 寺より 東の 方 を みれば、 雲の あいだよ. o,、 山々 が 

幾 ともなく み へ 、樹木の 間に、 湖水が みな は 見 へ ぬ 

やうに あきらか にみ へる ゆへ 一片と 云 ふ、 * 

シシ. - ハサ ゥ ユウ IK  メ ウセ ノ  ■ チジ *V ッテラ ヘイ テ 力へ 

若 使，， 巣 由 同，， 此 意； Kv 將， 蘿 薜， 易， 

シン エイ 二 

簪纓ハ 

いにしへ 巢父許 由が、 山 ごもり をした を、 たかい こと 

の やうに いふが、 われ らは 高と せぬ、 なせ なれば、 わ 


二 1^ 

れは官 人で いながら も、 道心 を 生じた、 隱者 装束 を も 

つ て、 官 人の 冠に へて、 引 込 はせ ぬ はすの ことなれ 

ば、 窮屈に 引 込に は 及ばぬ、 やはり 官人 であ. 9 ながら 

も、 この やうな 處 へ 來 れ ば、 隱 者の 趣に ちが ひ はな 

r  、 

ゥ， 力-一 フス サイ キ キヨカ ェン シャゥ ヘン 二 

遙同， 蔡 起居 偃 松篇， 

蔡は 氏、 起居 は、 御近處 役、 禁襄の 起居が い る 役 

處の 庭に、 松が ある を、 ほめて 、起お に 比す、 假松 

ひ-いふ は、 笠 松の 枝の 橫に ふして ある を 云 ふ、 

セィ ト  シゥ ボク スべテ エイ フン ヅテ 二 ィフ コ  シャゥ モット モ 

淸都衆 木 總榮芬 、傳道 孤松 最 

ィヅト ダンテ 

出レ 群、 

淸 都と いふ 文字が、 ある ゆ へ 云 ふ、 都 は 衆 木 もす ベ 

て 格別に すぐれよ いと 云ながら、 そこ もとの 孤松 は、 

中に も 群 を 出て よいと きいた、 そこ もと、 すぐれた 人 

とうけた ま はった、 

ハ セッン  -I  ク  ハ ッ ラナ クテ  ケッ -I カル 

名 接，， 天 庭， 多， 景 色： 氣 連，， 宮 闕， 借，， 


如. 梅、 

去年 は、 荆 州の 暖かな 處 にいた ゆ へ、 冬の 巾より、 梅 

が^て、 雪 に似てあった が、 今年 は、 荆北幽 州レく 至極 

さむい 處 へきて みれば、 春 も 雪 を 下して まつ 白く、 枝 

につ いて ある、 きついち が ひで ある、 

トモ-一  ル  ンゾ カッテ マラン カツ  コブ ン  ヅ チ 

共 知人 事 何 嘗 定、 且 喜 年 華 去 

タ ル r_K 

復來、 

上の 二 句 を、 く、 つて、 いか さ ま、 この やうに うろた 

へて いるが、 人事の さだめな いと 云 こと は、 兼て 知て 

いる、 且 喜なる ほど、 この 人事の 定ら ぬがお もしろ 

い、 此 年が くれて、 來年 にもな つたな ら ば、 都 へ めし 

かへ されう も 知れぬ、 


ゥゴキ 1 


邊鎭戌 歌 連日 動、 京 城 燎火徹 

ユ ヒラク 

レ明 開、 

われ 邊 塞の を さ へに なって いれ ば、 き、 なれぬ 戍歌 

は、 每： n 每 H きいて いる、 春めかし い こ i はない、 今 

正月の こと ゆ へ 、京 城に は、 庭に か 火 を、 夜の あ 


くるまで たきと をし、 さぞ さかんな ことで あらう、 

ヱゥ ，，、トメ  ノ方チ  ノ  ニクハ 夕 テマ クラン ノ ジュ 

遙遙 西 向，， 長 安 日； 願 上，， 南 山 壽 

イツ ハイ チ 

一 杯； 

いま、 遙 にへ， たて /- ある こと ゆへ、 せめての 志 に、 西 

の 方 長 安の 日に 向て、 た  > ゆ くこと はならぬ、 願く ば 

どうぞ、 天子に 壽を 上げたい ものであると、 君 を わす 

れぬ志 をい ふ、 長 安 近， 日 と い ふ 語が あるに よって、 

日と い へば 天子へ あて、 云、 


邋湖 山寺 

南方 潜 湖山 あた の、 役人に な つ ている とみ へ 

る、. E 寺へ 上て つくる、 


レキ トメ 


筌 山 爛道 心 生、 虛 谷 S 野 

鳥聲、 

今 この 寺に 來て みれば、 すきと、 ものおと もせぬ やう 

に、 しづかな ゆへ、 どこと も な く、 佛道を 慕 ふ 道心が 

生じて きた、 何もない 谷 あい を のぞみ 見れば、 なにと 


唐詩 選 


七 言 律 
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0  00 
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シュ ン 1 


ナン サゥユ 1 


ita 春 幸，， 太 平 公 主 南 莊： 


シュ ダイ 


セン 


主 第 山門 起，， 灞 川； {辰 遊 風景 入，， 

初年； 

山門 は、 山莊と 同じ ことで、 公 主の 南 莊の山 やしき を 

云、 都の 南灞 水の ちかくの 山に 立て 、ある、 今 日 天子 

の 行幸な され、 御遊 典 あそばさ る 、、風景 も、 春の こ 

と ゆへ、 何 やか や 春めいて、 おもしろい である、 


ニンへ 


ジャク ケゥ トウ ホガラ カナ i 


鳳 皇樓下 交，， 天 仗； 烏 鵲橋頭 敝，， 

御 筵； 

鳳皇樓 とも 云 ふべ き 公 主 の樓 に、 めづ らしう 天子の 

行幸の こと ゆ へ 、天位 を 交 へ 立 て、 ある、 御 筵の を ざ 

しき を みれば、 烏鵲 橋と も い ふ ベ き 橋が 、高く 敞 にり 

つ ばに 見 ゆる、 

往彻花 間 逢，， |ま 石； 時時 竹 見，， 

紅 泉； 


二 〇 八 

庭の 花木の 間 だな ど を 廻て み れ ば、 見 ごとな 石が あ 

ち こちに ある、 綵石は 五色の 石で、 織女の 支 機 石 を も 

ち こんでい ふ、 竹 裏に 泉 などが きれいに 湧て ある や 

うす、 紅 はう つくしい 意、 女中の 居處ゅ へ、 この やう 

にか ざって 云 ふ、 

n  t ッス  ズ ゥラャ マ ジャ ゥズル r ヲ 

今朝 扈蹕平 陽 館、 不. 羡 乘，， 槎 

雲 漢瘗； 

かやうな 處へ は、 この 方 一 分で は 來られ ぬが、 天子の 

御供 をして 何の 苦 もな く 天河に きた やうに 思 はる 

、、むかし 槎に乘 じて 雲漢 に ゆく やうな こと は羡し 

くもない、 平 陽 公 主 は、 武 帝の 女で、 これ も顏 水の 近 

處 にやしき があった ゆへ かり 用 ゆ、 太； 牛 公 主 は、 天子 

の をば なり、  , 


幽州 新歲作  張說 

去年、 荆 南の 暖な處 よ， 、北方の 夷 さか ひ幽 州に 

きて 、奉行に な.^、  * の やうす を哀で 作る、 

キヨ セィ ケィ ナン  タリ -ー  ケィ ホク ユキ 

去 歲荊南 梅 似 JIT 今 年 葡北雪 


かやうな りつば なざしき で、 天子の 袁遊 なされて、 に 

ぎ はしう うち はやし も あり、 われ-/^ まで も、 卸 酉 宴 

にあ づ かり、 公 主 御 夫婦 も 双 鳳の 和嗚 する ごとく、 中 

よく 威锻 をと の へ て、 天子の 御馳走な さる、 は、 喜 

ばし いこと おや、 來 儀と 云 ふ は、 鳳凰の 羽つ くろ ひ 

して、 Si 人の 世に出た ことにな り、 今 公 主 御 夫婦 威儀 

ヶ」 と、 の へて、 出て ゐ させら る、 ことに もな り、 秦の 

弄 玉が 故事に もなる、 

ツル ヮシ  カウス ル テ バウ シ ユン キ ウー I チウ セィ 

奉. 和， 春 曰 幸， 望 春 宮， 應 制 

ノ方メ パパ ゥシ ユン 二 ハル  シ レム サラニ フテ  二 ャナギ 

東 望，， 望 春， 春 可. 憐、 更 逢，， 晴日， 柳 

ム  ^ 

いま 扈從 して、 馇 水の 西の きしに ある 望春宮 よ. 、東 

の 方 を のぞめば、. 1^ のけし きもうら かに、 あ いらし 

く、 を .0- ふし 天氣 もよ くて、 柳 も 烟をふ く み、 r ぃ景 

色で ある、 

タシ  ル  ノヅ クルチ  ラカ -I  ム 

宮中 下見 南山 盡、 城 上 平 臨， 北 

唐詩 選 七 ^  ！ 


ノカ、 ル IK  . 

斗懸- 

宫の高 い を 云？  J の宮 より みくだ せ ば、 南山の はづ れ 

から はづれ まで かみへ、 城 上から 平に みれば、 北 斗の 

高う か 、 つて ある をみ おろす やうに ある、 

サイ サゥ ヒトへ 二 ゥク ク ハイ レン ノ  ロヒ  クハ n ト チラ 二  ッ ブノ 

細 草 偏 承 间輦處 、飛 花 故 落 舞 

シャ ウノ へ 

觴 前、 

上に は 廣大な こと を 云 ふ て、 こ  では 小い こと をい 

ふ、 わか 草な ども 鳳絷 のきた る をむ か へ、 承る けしき 

にみ へ 、花 も 舞に つれ て、 わざと 盃の中 へ とびこむ で 

ある、 

シン ィゥ タイ メ  n  、一一  ヨロ コビ  シ  リテゥ ロウ 力  セィ ，ジ ハル 

袁 遊 對. 此 歡 無 .極、 鳥 弄 歌 聲 雜，， 

ク ハン ゲン 二 

管絃； 

この 處へ 天子の 行幸 ありて、 景色に 對 して、 御き げん 

よく、 おもしろ きこと きわまり なし、 寿の こと ゆ へ 、 

鳥の こ ， ろよ くな くこ ゑと、 管^と が、 ひとつ になつ 

て、 ひとし ほお もしろ い、 


二 〇 七 


000 
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城池 をへ てきた るに ついて、 公 主 も 樓臺を ひらいて、 

待 かけて こざな さ f れ る、 羽 騎 は、 矢 を 負て いる 武士 

のこと、 駸々 は、 -馬 のい き つて 過る をい ふなり、 

ソ、 ヒ- デセィ キ  テ  ッテ ガン -ンゥ 

露 灑 旌 旗 雲 外 出、 風 廻 巖！！ 雨 

ニゥ ツル 

中 移、 

をり ふし 、小雨が ふ つ て、 旌旗 など もしつ ぼり と沾 

て、 雲 外へ 高う ひるが へり、 小雨が 風と 一 つに、 蚰 

の あいだ を 吹めぐ り 、だんく 先へ うつる がみ へ る、 

ッテ ケンニ ナ カバ チッ  ノ  メグ ッテ ケィ -I  タク タル ゲッ 

f 半 落 天河 水、 遶. 徑 全 低 月 

ジュノ ェ ダ 

樹枝、 

座敷の 當軒 まむ かふの、 瀧の 水の をつ る を 見 立 て 天 

河と いふ、 實は 織女の 居處 とみる 義ぢ や、 庠の まわ hs 

の徑 のわきへ うえて あ る 樹木の 枝 を たれて ある や 

うす を、 月 宮殿の 桂に 見立て、 まことに 天女の すみか 

i おも はる >, 

セゥ n  シン ィフ パ イエ， ンノ  クハ メイ ゃゥ ホウ ヨロ  n プ 

簫鼓宸 遊陪宴 曰、 和 鳴雙鳳 喜，， 

ライ ギ n- 

來儀： 


ェン ラク ス.； て 一  フメギ 3 サゥ エイズ ゥケテ  チサ ラニ スソゥ セント 

宴 樂已深 魚 藻 咏、 承. 恩 更 欲 .奏，， 

カン セン ヲ 

甘 泉- 

さる ほどに、 今日の 御酒 宴に 長 じ 深して、 御た のしみ 

なさる、 やうす は 詩 經の魚 藻の 詩 の 如くで ある、 そ 

れゅ へ に 詩 をつ くり ませい と 仰 をう け た ゆ へ 、及ば 

すながら、 楊 雄が まね をして、 甘 泉 を 奏し や う ぞと、 

廿泉 はこの 詩 を さして 云 ふ、 合て 諷 意が こもって い 

る、 楊 雄が 甘 泉の 賦に、 天子の 御酒 宴 を さかんに 云 ひ 

立て、 實は 諷する ので ある、 

侍， 宴 安樂 公 主 ぼ~# ま 制 

ゾ ティ 

. 蘇趙 

羽騎 歷，， 城 池； 帝 女 樓臺向 

天子の 御成 b ゆ 人 先 ばら ひ の 羽騎が 、馬 を はやめ て 、 


ことに そこ もとは、 南方 漲 海の、 はてし もない 處に行 

て いらる /- ゆへ 、どこに いると いふ 居處 も、 しれぬ く 

らいで ある、 南方の 內 でも、 北の方 吾が いる 處の回 雁 

* の あたりまで、 雁 も少々 つ きていれ ども、 それよ 

,.^南へは 一 向 雁が 飛ばぬ とい ふ は、 故鄕 へたよりの 

ならぬ 義を云 ふ、 

兩 i 江山 萬餘 里、 何 時 重 謁 ，，聖 

明君， • 

今 そこ 元と、 江山 萬餘里 をへ だて、 いるが、 いつじぶ 

ん罪を 御免な さ れ て、 天子へ 御 目 見 をす るで あらう 

ぞ、、 む ぼ そい ことで ある、 


n ゥ ケィ チェ メ ジス  二 

興慶池 侍. 宴應制 

ィ ゲン タン 

韋 元 旦 . 

サゥ チ バウ カウ タリ  ノ ヘン n トニ マサ レリ n ン メイ ホル 一一 

滄池漭 沉 帝 城 邊、 殊 勝-, 昆 明 鑿，， 

カン 子ンニ 

漢年； 

起句の 四 字、 文選の 字 を 用て、 滑 池と いへば た.^ 海の 

唐詩 七 言 律 


如く 廣 いこと、 港： S は 水の 靑々， 0 た 、へて ある 

しかも 禁裏の 御城の 近くに ある、 こ とに この 池は自 

然に できた もの ゆへ、 武 帝の ほられた 見 明 池より よ 


サシハ サム キシチ セィ キ ワカ チ レン タウ チ  ノセク n フル フ 

夾 .岸 旌旗 疏，， 輦 道； 中 流簫鼓 振，， 

ロウ セン 二 

樓船； 

天子の 行幸の こと ゆ へ 、岸ぎ わまで 御幸 路が ついて、 

みちの 兩 かわに は 旌旗を 立なら ベ て、 格別に 道 を わ 

けて、 つけて ある、 それより 天子の 御座 船 を 、中流に 

うか ベ て、 うち はやしな ど をして、 樓船を ふる ひ 動か 

す やうに あり， 

ゥン ホウ m モニ ヲ コリテ  へ シシ ァ クチ. •  ,  V 

雲 峰 四 起 迎. 宸 幄， 水 樹千重 入，： 

ギヨ ェン- 一 

御宴； 

風景 を 船の 中よ，. >  みれば、 山々 どもが 高く 起て、 これ 

みて 下されい と 云 ふまでに して い る、 樓 船の SS ばり 

を ひらく と、 山が 直にみ へ來 るに よ り、 迎 ふと 云 ふ、 

ぎ は 通り へ 、幾重 ともなぐ うえて ある 樹木 どもが、 

御 目通りへ 入來る やうに み へ て、 風景が いたってよ 

I  二 〇五 


唐詩 選 七 言 律 

哀擎の 額が かけて ある、 

テハ ガ t カウ レン トウ セン ノ ミチ-一 ザメハ ヅク n ヱン カウ 

行 隨， 香 輦 登仙 路； 坐 近，， 爐 烟 講 

ホウ，' ェン -1 

法 筵； 

吾れ 御 近習 役の こと ゆ へ に、 天子の 仙 遊な さる をり 

に は、 不 斷香輦 にした が ひ、 御供 を 申し、 いま 此 道場 

にきたり 坐して は、 官僧 たちの 法 華八講 など を 聞く、 

ヅ カラ ョ pn プ シン チン パイク ジ ジゥニ リャゥ テゥ ト； 1 シナ /- 一  ル riK 

自 喜 深 恩 陪，， 侍從； 兩 朝 長 在， 聖 

人 y 

かやうな 深 恩 を 蒙り、 不斷 陪侍 從御 前代よ b 入 r 當代、 

兩 朝の S 人 天子の 御前に 振舞と い ふは、ぁ，.^♦かたぃ 

義と 自ら 喜ぶ、 

ハル 力 二 フスト イン  ガス グ^- 1 レイ ヲ 

遙 同，， 杜 員外 審言過 . 

杜審 言と ともに 南方に 左遷せ ら れ、 審 言が 過嶺 

と 云 題で、 詩 を 作た で あ る、 遙と云 は、 遠い に 追 

思て、 志 を 同す るに よって 云、 


二 〇 四 

ク  t  ロウ クレイ トウ  ル リ テ ハナ レテ ヲ  ル 

天 長 地 翻巔頭 分、 去. 國 離. 家 見- 

白雲； 

そこ もと、 同く、 南方 へ 左遷 せらる >^ によつ て、 さ だ 

めて 一 っ處に 居る で あ らうと 思 ふたに、 今 この 嶺頭 

にいた つて 見れば、 思の 外 あてが 違 ふてきて、 土地 も 

ひろく、 嶺も いくつと もな く、 別れて、 みなち，.^, (- 

に 別れ ゆく、 國を 去， 9 家 を 出て、 嶺に 登て、 故鄕 をの 

ぞ めば、 故鄕は 見へ やして 、たい 白雲の み 見 ゆるで あ 

る、 

ラク ホノ  ンノソ 一一 タ^ ソゥ サン ノ シャゥ レイ ズ 

洛浦 風光 何 所. 似、 崇山 瘴癘不 

タへ キク-一 

レ堪レ 聞、 

.洛 陽の 風景に は、 一 つも 似た ことがない、 た >氣 の 毒 

な こと は、 南方へ 左遷 せらる/ - と、 多 は瘴癘 にあ てら 

れて、 生きて 都へ 歸る もの はすくない、 われら も 死す 

るで あらう と 思 へば、 きくに た へ ぬ、 

ノ方 ゥ カム チャウ 力 1 一  レノ ソ /方 パ カウ ， カリ 

南 浮，， 漲 海 一人 何 處、 北 望，， 衡 陽， 雁 

イク パク クン ゾ 

幾 群、 


のうちに、 紅 樓院の や う な、 淸淨 な處が ある なれば、 

山 を 愛して 引 こむ に は 及びそう もない もの . である、 

達磨の はるく 遠い 處 より、 海 を わたって 来られて、 

ほどなく 山へ 引 こまれた は、 これむ だ 路を步 まれた 

と 云 もので あ る、 抑揚の 法で ある、 

キヤ.！^ セィ  ヤン.？ ァ キ ， テン ゴチ 口 キ  ァシタ 二  t ルガへ ツナ 

經 聲 夜 息 聞，， 天 語； 鑪 氣 晨 飄 

セヅス ギヨ カウ-: 

接， 御 香： 

直に 天子の 御殿へ 近いに よって、 經の聲 が 止む と、 天 

子の 御 はなしの 一 者な どが 聞 へ 、佛 前の 香の 烟と、 天子 

の 御 香の 烟 りと、 一 つに 接す、 

レカ ィフ コノ ゥチ カタ シ キ r イタル ミヅ カラ ァ ハレム シン イン ウル ris 

誰 謂此中 難. 可. 到、 自 憐深院 得，， 

ク ハイ シ ャゥヲ 

棚 翔； 

世間の もの は、 みなこの 中に 大體 のこ と ではいたら 

れぬ とい ふが、 いま 吾れ 深院に 徘徊す る こと を 得る 

と 云 ふ もの は、 わが 身ながら も 仕 合せな 義と、 自ら あ 

はれむ ので あると な hN、 


^00 七 言 律 


フタ- ビ ッテ ダウ ヂ ヨウ 二 キス コト チ 

搏 入， 道 場， 紀. 事應制 

前の 詩に もい ふ a り、 禁裡の 內 道場で 、とき-.^ 

官 僧が あつまつ て、 法 華八講 などの ある 處 のこ 

と を紀 する ので ある、 w と 云へば、 南方へ 一度と 

ざま 役に、 追 やられた ものが、 中 宗の御 即位に よ 

つて、 めし か へ され、 御 近習 やくに なった ものと 

見 ゆる、 

ヘリ テ フタ. ビ ズ -ー ナイ ギン  n トナリ 

南方 歸去再 生 k  、內 殿 今年 異，， 

セキ 子ン -1 

昔年： 

此度、 御 恩 を もって、 南方より めし か へ さ れ、 再び 御 

前ち かく 召 仕 はる、 とい ふ も の は、 天に 生た 如く あ 

りが たい 義で、 いかさま 御代の かわった ゆへ か、 內殿 

も、 御前 代のと きょり、 もの ごふ 替 たやう に 見 ゆる、 

ゲン-一 ヒラヒ テケン n ンヲ タュ  y ヲ ミス，'、 ダイ メ  チサ ラニ 

見 闢，， 乾 坤， 新 定. 位、 看 題，， 日 月， 更. 

ク カク 

高懸、 

上の句 をう けて、 現在 乾坤 を 開闢な され、 天子の あら 

たに 御 即位 をな された こと ゆ へ に、 內 殿の 道場 も、 御 

二 〇 三 


唐詩^ 七 言 律 

池と 云へば、 黑 龍が い で 、水 を 飮だ渭 水に も を とら 

ぬ 廣大な ことで ある、 

サゥ ロウ ス. 1 ク ハウ シメ チメト 、メヅ  カク キン ホ  サ， ツチ 

粧樓翠 幌敎， 春 住： 舞 閣金鋪 借 

チ カケ 

レ日 懸、 

公 主の 化 ffi をな さる/' 被樓な ど も a ごとな、 幌 とば 

りな ど ケ-- かけた て 、、不 斷 常住 * のと 5. まって ある 

やうに 思 はる 、とい ふ が、 女中の 顔色 春 を 留めて い 

つまで も 苦くて 居る とい ふこと に なる、 舞閻 にう つ 

て ある 金銀の くぎ か くしな ど：： も、 天子の 御 威勢で、 

日 を 借 b て かけた やうに きら-/... 'とか  > やいて あ 

る、 懸と云 ふ は 高い 處 にある ゆ へな り、 

々イシ ョ ウノ、； ンャゥ ョニ  リ ノ  ニァ ケサグ t- キ ヲケン メジ ュチ シム 

P 從 乘 舆， 來_此 地； 稱」 鷓 獻 JI 樂， 

キ ン テ ン ヲ 

釣 天； 

今 我れ 天子の 御供 をして、 この 地へ 來たゅ へ に、 公 主 

の 天子へ l^i を 上られて、 目出度 壽を獻 せられ、 t のなら 

ぬ智樂 を 聞て、 たのしむ と 云 もの は啊 がたい ことで 

ある、 釣 天樂は 天上の 樂 である、 


 1.5 二 

n ゥ ロウ イン ノ チウ セィ 

紅 樓院應 制 

紅樓院 は、 この 方の 紫袁殿 で 、護摩 を燒 て 祈禱を 

する やうに、 彼方で も、 内 道場が 立 つ て、 天子の 

歸侬 僧が あつまりて、 祈禱 をす る、 そこへ 天子の 

行幸な されて、 詩 を 作り ませい と あつ て、 作た で 

ある、  ， 

t ルビ ャク ガウ ク ハウ テラ セマ ツナ シン キヨニ フク ス 

紅樓疑 見白毫 光、 寺 逼，， 富 居， 福，， 

セィ タウ ヲ 

盛 唐； 

さて この 禁裡に、 白毫が ありさ う もない ものとう た 

が ひ 見れば、 やはり 紅 樓 K の御佛 の白毫 である、 この 

寺 は、 天子の 御座 處宸 居の 近くに ある ぞ、 何 ゆへ なれ 

ば、 唐の 御代の 神 ヒ祈禱 する ためで あ る、 法 華經、 佛 

放，， 眉間 白毫相 光； 

シ トン アイク ヲシャ ウマン-一 セッニ ドン マ ゥ カン.. テ 二 

支 遁 愛. 山 情 漫. 切、 曇 摩 泛. 海 路 

ム ナシク シ 

{<H 長、 

むかし 支遁 が、 切と 急に 淸淨 な 地 を才覺 したと いふ 

が これ にめ つたな MJ と 云 ふ もの、 しかれば 禁裡 


の 言に、 飛 龍 在 J< と 云 ふ その 寵の德 は、 先 k あら は 

れ たけれ ども、 天の 御ぞん じ なされた ゆへ に 天に た 

が はや 、一天 子に ならせられた、 すぐに この 句 をう け 

て、 

ィケ  t チ  チチ  チ  ヅナ  -1  ル 

池 開，， 天 漢， 分，， 黃 道； 龍 向，， 天 門 夂，， 

シ ビニ 

紫微：  、 

それより して、 隆慶 池が 天の河の 如く ひら い て 黄道 

を わかち、 それより 龍が 天 門に むか つ て 紫 徵宮に 入 

、天子に おな， なされて ある、 

邸 第樓臺 多， 氣 色； 君 王， 雁 有， ~ 

ク 〔ゥ キ 

光輝； 

そこで 隆慶坊 の 邸 第樓臺 まで も 格別に もったい がよ 

くな り、 天子の 出させられた 處ゅ へに、 池に あそぶ 鳧 

雁まで も、 格別うる はしく み ゆる、 


爲報變 中 百 川 水、 來辆此 地， 莫，" 

トウ キス ル r 

東歸； 

それ ゆへ に 天下の 百 川の 水 ども、、 かなら す 東海に 


ながる、 に 及ばぬ、 みな 此 地に 來 朝した が よ い、 水 

の 東海に 歸 する を、 官 人の 都 に來 朝す るに 喩 へて 云 

ふ、 


ジメ エシュ 


シン タタ 二 


侍， 宴 安樂 公 主 新宅， 崖 制 

安樂 公 主 は、 中 宗の御 娘 子で、 - J の 度 あらた に 御 

別業が 出來 たにつ いて、 天子の 御幸な されて、 御 

酒宴に ぁづ かって 作るな り、 

主 好， _神 仙； 別 業 1 初 開 雲 


唐詩 選 


七官律 


皇家は 天子の 家 第と いふ ほとの こ と、 此姬宮 はぁぢ 

な ものす きをな されて、 人 間 を はなれた 神仙す きを 

なさる 、それ ゆ へ に 御 下 やしき も、 天の河の ほと， CN 

に 御 建な された、 

テ •  n ト /、 ク ク メイ ホ ウノ レイノ  ナツ テ ズ ュヅラ イン 

山出盡 如，， 鳴 鳳 嶺： 池 成 不 JP 飮 

ノ  二 

さて この 御 庭の 築山な どもむ かしの 鳴 鳳 山 をう つし 


唐詩 選 セさ $ 

はなし を 出して、 盧 家の 少婦 が、 夫婦 中よう おもしろ 

そうにして い るが、 をれ は それと は うらはらで、 ひと 

よもすがら、 あ か しかねて きけば 秋の こと ゆへ 處 

々で、 砧 など をう ち 木の葉の をつ る 音が きこ へ るが、 

この 時分 さだめて、 吾が 夫と も遼陽 あた b では、 塞か 

らう、 かりそめに わかれた やう なれ ども、 早 や 十 年に 

なる、 

ハク ラウ カノ キタ イン ショタ へ タン ホウ  ノ  シゥ 

白 狼 河北 音 書 斷、 丹 鳳 城 南 秋 

夜長、 

白痕 河の あた は、 遠い こ と ゆへ 狀文 のた よりもた 

へ、 われ は 丹 鳳 城の 南に た 3« ひと， o、 夫との ことのみ 

をお も ひ あかし かねてい れば、 いよく 秋の 夜 も 長 

いで ある、 

レカ タメ 二 フ クム ウレへ ヲ ドク フ ケン サラ -I シム  チメ テラ 4- 

誰 爲 含. 愁 獨 不 見、 更 敎，， 明 月 照，， 

リウ クハ ウテ 

流 黃： 

この をり から 誰か 何も のぞ いぢ わる ふ 笛の 曲 も 多い 

に、 夫と を 慕 ふ獨不 見の 曲 を 吹く、 更 月まで 閨の とば 

りに さしこみ、 一 入 心 ぼ そい、 流 黄 は 染色の 名で この 


二 〇〇 

方の 玉 色な ど、 いふ やうな も の で、 女中の 閬のと 

ば.^ を 流 黄色に する、 題 の 古意 は閣怨 むべき が 作て 

ある、 一 々獨不 見と 題して ある、 訓解に 木 葉の 出處が 

出して ある、 I だ わ る い、 遼 陽と 對 をはづ したが、 結 

句 初 唐の 格で おもしろい、 木の 紫 をむ りに 地名に し 

たがる は、 詩に 不案內 な義ぢ や、 

龍池篇 

龍 池 篇と云 ふ 商雅に 支宗の 親王で、 隆慶坊 とい 

ふに 御座あった とき、 坊の 南の 大地が さけて、 大 

• きな 池が 出 * た を、 中宗の 卜者に 占 はせ 御らん 

じたれば、 この 處 より 後に、 天子になる 人が 出 や 

うとい ふた、 案の ごとく 支宗の 出て 天子に なつ 

た、 それ を 出して、 

リ ヨウ チ チ ドヅテ リヨ ゥ  >,..<  スギ -I  ブ  トク サキダ ツナ -1 

龍 池 躍 JS 龍已 飛、 龍德先 . 天 天 

ス タガ ハ 

不. 違、 

易の 乾の 卦の言 を 以て、 先づ 隆慶坊 のかた わらの 池 

よ hv  、龍が 飛で 出て、 すでに 天子に なった 易の 乾の 卦 


淸 潔に 治められ たと 云、 水 至淸と 云 ふ 語が あ る ゆ へ 

淸 潔に 治た ことになる、 

ハへ テキ セキヲ トマリ  ハ テ  二  ケ 

船經 k 石， 住、 路  <亂 山， 行、 


船路 も あるが 川 中へ 石が によき くと 出ば つ て、 舟 

も ゆきつか へ、 山と い へ ばいく つもく こ へ て ゆく 

こと ゆ へ、 いこう なんぎで あらう、 

ヲヒテ >4  サゥ シ ウノ  キテ  ィ タム  ノ  チ 

老 得， 僚 洲 趣； 春 傷， お 首 情： 

搶洲世 を はな れ た隱 者の 趣 をえ て、 今 ま そこ もと > 

一 處に ゆきた う 思 へ ど も、 白 首に なつ ている ゆへ ゆ 

くこと もなら ぬ、 た >  く よ^, \ -ぃ たんで いるば か 

I、 


嘗聞馬 南 郡、 門下 有， 康成； 

さ， 9 ながら 薛侍 御の 門下に いらる /-、 模樣を みれば 

古 へ 漢 の- 融 が 弟子に 鄭+^ が あ りし 如 く、 主 從 とも 

にす ぐれた 才 であると いふが、 あいさつ おや、 鄭氏ゅ 

へ、 鄭 支が 故事 をつ かふ、 

七 言 律 


七 言 律 は、 一 句 を 下す がむ づ かしい、 先づっ b 合格 調 

がお もで、 五 言 律の やうに 故事 をた くさん 用いても 

わるい、 一 向に 故事がなければ 見 ともなうて ならぬ、 


古意 


沈栓期 


唐詩 選 


七 言 律 


古意 は梁府 題で、 M 怨の趣 を 作る ので ある、 

P  カノ セゥ フ  ゥ  コン ダウ カイ ェン サゥ セ イス タイ 

盧 家少婦 鬱金 堂、 海 燕 雙樓玳 

マ イノ リャゥ 

瑁 梁、 

起句の 分 はは なれ ものに な つ て、 にた 通 ひに 見 ゆる 

1 通り は、 盧 氏の 富家の 少婦 などが かざ. 9 たてた 座 

しきのう ちに、 夫婦な かよ う 海燕の ならび 棲で いる 

やうに している と、 うらはらで、 夫 を 征伐に やって い 

まに 歸ら ぬと いふに もみ ゆる、 また おれが この 盧家 

に 嫁入して きて、 海燕の ならび 棲で いる 如く、 夫婦 中 

よういた もの を、 ふっと 夫と が 征伐に 出て、 いまに か 

へらぬと云義にもみゅる、兩方ともに可な，.^、 

カン テン モヨ フス  チ  セイジ ュ テもフ 

九月 寒砧 催， 木 葉； 十 年征戌 億，， 

レゥ ャゥヲ 

遼陽； 

. 1 九. S  I 


唐詩 選 五 言徘律 

らへ てむか ひ に 出る、 孟子 云 單食壶 漿以迎 一一 王師,、 鶉 

衣は苟 子の 文字な .9、 

リ テア 了 ン ダン ガン チ ホウ  テチ、 フ  チ 

水 歸 餘 ：斷 岸： 锋 至 掩，， 孤 城； 

以下 ニ句淮 南の、 を さめに くいこと を 云 ふ、 洪水の の 

ちゆへ なんの 役に た 、 ぬきり岸ばか，.=^*かのこっ てぁ 

り、 ひた もの さわき が 起て、 吾が いる 孤城 をた て ふさ 

いで ある、 

晚 日 赏， 千 騎： 秋 風 合， 五 兵； 

しかれ ども 仕 合な ことに は 一 人し て、 千騎 にも あた 

る やうな そこ もとの 來ら る、 ゆ へ、 日 くれの もの さ 

びし いじ ぶん に もなん とも 思 はぬ、 此の ゑび すの さ 

わぐ じおん なれ ども、 大將の 五兵 を 合して いる ゆへ 

それ をかん にんして いる、 

コゥ シャゥ サイ モト P リ ス n ャ カナリ サゥ ペン デキ  ラン 

孔璋才 素 健、 早 晚檄書 成、 

殊に そこ もとは、 古の 陳琳に 劣らぬ 才智 ゆへ、 この さ 

わぎの じぶん なれば いっか 早く 軍 中に 於 て、 檄文 を 

かいて 手 がら を しられる やう に と、 書記 を かねてい 

る ゆへ 文武と もに ほ， めて 云 ふな， 9、 


一九 八 

ル ティ ヱヅガ ユイ テ キフ シゥニ エツ スル ヲセッ ジ ラウ-一 

送. 鄭說 之ニ歙 州， 謁， 薛 侍郞， 

鄭說は 諸 生と み ゆる、 薛侍郞 は、 侍 御の 官で緻 州 

の 太守に なって ゐる、 それ ゆ へ ゆく を 送るな り、 

へゥ ハク メ  «,  二 チウ 力  ミツ  -I 

漂 泊 來， 千 里； 謳 歌 満，， 百 城； 

さて、 この 鄭說 は才 のす ぐれた 人 なれ ども、 ときに あ 

はす おちぶれて 千 S の 都よ * て、 今歙 州に ゆかる 

る、 そこ もとの ゆか る 、處の 薛侍御 は 治め 方の よい 

人 ゆ へ、 百姓 どもが よろこびうた ふて、 そこらう ちに 

1 つばい の、 評判で ある、 

漢 家 尊，， 太 守ー魯 國 寘， 諸 生！ 

瀵 家の 天子に 於ても、 太守 は 重い 役 ゆ ゑ 大切 に 思 召 

御 尊びな さ る /-、 歉州は 古の 魯 11 の 地で 學 文の はや 

る處 ゆへ、 そこ もとの やうな 諸 生の ゆかれたならば、 

重ん する であらう、 

ソク ヘン メ  クチ サメ  タフ  ノシ  セィ 

俗 變人難 .理、 江傳水 至淸、 

歙州 はもと 孔子の ござった 處ゅ へ 風俗 もよ かった 

が、 今 はいこう 治めに くい、 このごろ きけば 侍 御の 


らる、 に、 色々 の 木 をう えつ 、けて ある 路を 段々 に、 

影が うつ 、て 通 る、 また 御用で 通る 使臣の 衣裳な ど 

へ 、花の香が ばっとうち つける やうに、 香 ふ てく る、 

テ -ー  ヒチ ダウ-一  テ ヲセッ スキン イエ 

入. 徑 迷，， 馳 道； 分. 行 接， 禁 闈； 

吾が この 並木 をう えたて た徑へ 入て み れば、 これ は 

天子の 御成り みちで はない かと 迷 ふやう に あ る、 よ 

く， - -.. 思 ふて みれば 御 通りの 路の方 は 行 を 分 て、 禁 

裏の 方へ ひきつ- > いて あ る、 馳 道に はなみ 木が うえ 

て ある、 


-1— クン 


何 fsM,, 仙 蹕； 攀 折 奉， 恩 輝； 

攀 折と 云 ふ は、 高 い 枝に 及びつ くこと ゆ へ 今う え 立 

た 木より 攀 折と 云 ふ、 い 、つ か 早く 天子の 御 車の 御供 

をして、 吾が このうへ 立た 木 を御覽 に 入たい もので 

ある、 


カウ エイ ニメ ムクフ 


行 營 脚， 呂侍 御， 劉 長 卿 

行營と は、 ゆくさきに わかに 出來た 陣屋な. y  、こ 

の 營には 重い きっとした 大 E が大將 になって い 


000 


五 言排律 


て、 國々 から 年貢 をと つ て、 兵糧に す る、 呂侍御 

は その 下役で 詩 をよ こした に酬 ふな， o、 

ズ ァへテ  二 フサ  テ ヮシル  ノ  - 

不， 敢淮南 臥： 來 趨， 漢 將 營： 

劉 長 卿 は、 淮 陽の 太守に なって いるが ゆ ゑ、 兵糧 を 出 

せの なんのと 云て、 めったにつ かわれる 、毎日 大將の 

陣營に ゆきで は、 匍つ くばね ばなら ぬ、 淮陽 にての 

ことなる ゆへ 、汲 黯臥閣 の 故事 を 出し て 、少 々 氣 色が 

わるい と 云 ふて； も わが ま、 に 臥て いる こと もなら 

ぬ 、毎日 々 々大將 の 陣屋 へきて 御き げん を 伺 ひ、 大將 

の げぢ をう けて 出る、 

ゥケテ コ トハテ i サ ヱ ツチ タス ケテ ヒヲ ス ゼン セ イチ 

受. 辭瞻， 左鉞， 扶. 疾拜， 前旌； 

府 では 大將の 左の 鉱の 立て ある 下から みあげ、 氣色 

がわる うても かまわす に 先手 備 をみ る と、 直に ^ か 

-5- まねば ならぬ、 

セィ ゼィ ジュン ィ  シミ n シャゥ ク ハク ハツ ム カフ 

井稅鶉 衣樂、 壺漿鶴 髮迎、 

年貢 をと る も、 呂侍 御の せわの やき やうが よい ゆへ、 

つ ，>れ を 着て いる 貧乏な も の も、 苦に 思 はすに 年貢 

を 出す、 鬢の そ、 けて あるお ゃぢ どもが、 辨當を こし 

1 丸 七 


廣 詩選 


五 言徘律 


九- 


ときはなかぬ ゆ へ 窺 ふと 云 ふ、 

ンゾ ズシモ トウ ゲン ノ ゥチ シン キヨ ナルノ ミナ ラン イン リント 

何 必祧源 裏、 深 居 作，， 隱淪； 

何ぞ 桃源のう ちへ、 深く かくれいでも すむ、 この やう 

な處 にいれば、 や は り 桃源の を もむ きに を とらぬ で 

ある、 


フメ  t チジュ 


-1 ゥュル r プ クヮ ジュチ 


奉. 使 巡； 檢 兩京路 種，， 果樹； 

チ ハリテ ル 一一 ョッテ エイ カス  ティ シン 

事畢入 .秦、 因 詠歌 鄭審 

長安洛 湯の なみ 木が 枯れた 處が ある ゆへ 植 ませ 

いと 仰 付ら れて、 奉行に なって う ゆるな り、 秦と 

いへば 長 安の 都に 歸て 作る で あ る、 菓樹と はみ 

な 通りの ために なるやう に、 梨 栗な ど を 種る こ 

となり、 


聖 德 周，， 天 壤； 韶 華 满，， 帝 畿； 九 重 

ゥケク ハン カン チ  ゥュ ハウ t テ 

承，， 澳 汗； 千里 樹， 芳菲； 

御當代 天子の すぐれたる 處 の 聖 德、 天地に 行 はる 

ゆへ、 春 もの どかに て-..^ わたり、 中華に、 みちくて 


吾が 九重の 禁裏に 於 て、天子ょり兩京の路の^5^樹を 

う ゑ ませい と、 綸言 を か う むり、 王の 言 如 と 云 ふ 

意で 渙 汗と 云 ふ、 易の 漁の 爻辭 である、 それより して 

千里の みち はた 通りに 花 さき 實 のる 芳菲 をう へたて 

、見 たれば、 

セン サイ 3 イン ウス ク ク C ン 力 キゥ ショク ビナリ ハツ セィ 

狭 塞餘陰 薄 、園 河舊色 微、 發 生 

クヮ  キ ホウ ショク  キス 

和氣 動、 封植衆 心歸、 

陝 塞の あたり も、 餘寒 がう すくなった やうに あ b  、關 

河 あた、 り も 並木 をう ゑて みた れ ば、 もとの さびしい 

景色 はなくな，^、 今春の ことなれば 陽 氣が發 勤して、 

諸 木も植 つく じぶ ん； で、 勿論 民の ため にな さる、 ゆ 

へ、 衆 心が 歸し悅 びた つてう える、 よく 根が つくで あ 

る、 封植と は、 木の 根本と へ 土 をよ せる ことな， 9、 

シ ユン p  エタ へク 3 ハ カル  ク ハサ タメ テ n ヘン * 

春 露 條應レ 弱、 秋霜 果定肥 

* 露 を かう むつ て、 條も 弱く わか やいで あら ふけれ 

ども、 秋に なって は 木の 實 の-. ^がよ いで あら ふ、 

カゲハ ゥ\ ノル  ノ カイ カウ ハ ゥッ シ シン ノ IJ-k- 

影 移行 子蓥、 香撲 使臣 衣、 

都 海道の こと ゆ へ歷々 の 公子 方が きぬ 傘 を さして 通 


ある やうに にみ ゆる、 榼と云 は 吸 筒の やうな もの か 

ら酒を 出しての むな. H# の 右の 方 は 谷川が ながれて 

通る、 その かたわらに、 瓜 白 S が 作つ て あるが み ゆる、 

ビ クーン ンゾ ラン イフニ アイ カク シ パラク 、ヒ タヅ サフ タ、 リ 

微 官 何 足. 道、 愛 客且相 檇、 唯 有： 

ャゥ ェンノ ト nn ィ ィ トメ  i ズ マョハ 

鄕 園處； 依 依 望 不. 迷、 

つね は 微官. V」 なげ、 ど も、 今 m は その やうな ことで 

はなぃ、愛^^のっき合ゅへ世間むきのこと は うちわ 

すれて 云 ふに たらす、 おもしろ いけれ ど も 高い 處に 

上る と、 故鄕の 方が 依々 として どうで も、 望不迷 はつ 

き， ft 'とみへ てきの どくで ある、 

エンス シ クン リウ ラウ ノ   I 一 

淸 明 宴，， 司 勳劉郞 中 別業， 

祖， 詠 

淸明 は、 三月の 節 寒 食の 次の 日な り、 

，テ ンカ  タ  シン カウラ クズ  タガ ハ  ン - 

田家 復近 臣、 行 樂 不 J1 親、 

劉 氏 は田舍 すまいの やうに し て、 もの しづかに して 

いらる、 けれども、 し か もまた 天子の 近臣で あ る、 


隱て不 違 親と 云 ふ は、 郭有 道が 語な り、 隱 者すまい の 

や， つに していら る 、が、 行樂ケ 1 してした しい ものに、 

不違 風流な 人で ある、  一 

セイ ジッ ヱン リン 3 シ  ェ ンクハ  タナリ  _ 

霽日園 林 好、 淸明烟 火 新、 

三月 ゆへ そら も 晴れき つ て、 園 林な ども、 おもしろ 一 

い、 淸 明の 日に は、 火 を 切 かへ るに 火 新な りと 云 

ふ、 

テ  チ子ニ  シ チ n レ  ヲノヅ カラ ス ヲ 

以.文 常 會. 友、 惟 德 自 成. 隣、 

論語に も ある 通，..' 劉 氏 は、 をと なしい 人で、 朋友の つ 

き 合 も 文章 を 以てし、 德 もす ぐれた 人 ゆ へ 聚てゐ る 

もの も、 みな 同じ もの， できな 人ば かりおや、 

池 1 スゅ 卿 未 ボ ^ ゆ 春、 

くれ 方 風流に、 池の はたの 藥 草お S のき わで 酒 も を 

する ゆへ、 藥 草の 香い が 杯の 中へ 、うち 入て くる • 

ラン ゼン  テ、 ヒ  子. チク ゲ ハイ トリ  フ  チ 

欄 前 花 覆. 地、 竹 外 鳥 声 人、 一 

櫊 前に は 花が すき まもなく、 地 を 複 て^て あ b  、竹 藪 

の 外の 方に、 鳥が 人 一 者の せぬ ときはなき、 人 昔の する 一 

一九 五 
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九 四 


淸吟可 疾 、摘. 手暫 同歡、 

かやうな もの しづかな 境地へ、 いづれ も 上手な 詩人 

ばかり 集って 詩 をつ くる ゆへ すこしの 頭痛な ど は、 

愈そう にある、 

墜葉 和， 金磬； 饑烏 ゆ， A 盤； . 

しかれ ども 永く. たのしむ ことが-ならぬ、 追 付 わかれ 

ねばならぬ、 木の葉の ちる をと が余馨 に、 和して きこ 

へ 九輪の 上で、 鳥が ひたる そうに 鳴く、 

伊^  ii. 東 れ Efi、 

今 伊 水で、 そこ もとに 別る、 に つ いて 、そこ もとは 灞 

水 を 渡 hs て、 東の 方 をみ て 別れ を惜 み、 我れ は 西へ 向 

て 11 水の 方 を、 こ ひし ふ 思 ふて 望み 看る てあらう、 

モト * クス  ノ  ||  セゥ ナン ヅ ラン カタ シ トス ル II 

舊 託，， 合 香 署； 雲 霄 何 足 J^、 

いま 都に ゆかれな ば、 そこ もとは もと 郞官の こと ゆ 

へ 、まもなく 立身 せらる、 であらう 託 は よせて ぁゴ 

ける 意 ゆ へ 、便 b になる であらう と 云 ふこと な hN、 


サゥ シゥ 


ヅテ 


, 早 秋與， 諸子， 登， 號州 西亭， 觀 

眺、  岑參 

亭高 33,, 鳥 外； 客 到與. 雲齊、 

此の 西亭 は、 山の 上に 建てあって 高く 飛鳥の 上へ 出 

て ある、 令 この 處に 上て みれば 雲の 中に いる やうに 


あ- 

ジ ュ テン メ 


チイ サキニ 


ン， チ 


樹點 千家 小、 天 圍萬嶺 低、 

亭 よ，. >  見 おろせば、 樹木の あ ひだに、 千家が ひとむら 

ひとむら ぼつち bi 點を うった やうに みへ 四方が た 

れ下、 り 山々 が、 ひくう み ゆる、 


セン ホ< 


殘 虹 挂， 陝 北： 急 雨 過 .關 西： 

遠く 陝 北の方 を みれば、 初秋の こと ゆへ、 虹が きえの 

こつ てぁ.^>、關西のぁたりをみて ぃるぅちに、た  >  ち 

に 小雨が 降て 通る、 

シュ カウ ョ ，  へキ ニクハ ギン ソフ リヨ ク ケィニ 

酒 檎 緣靑 壁； 瓜 田 傍，， 綠 溪； 

亭の 左は靑 壁の き.^ 岸で、 其方へ 亭が よ か、 つて 


の 冬の 景を云 ふ、 

翠柏深 留. 景、 紅 梨 逾 得 J 相、 

柏樹 などが 茂て 日の かげ をと どめて、 おぐらう み へ 、 

梨な どが 霜 をう けて、 紅葉して ある、 

フゥ サゥ  キ ギョク チウ チ P セィ コ ホル ギン シャゥ 

風 箏 吹，， 玉 柱： 露 井 凍 二 銀 床： 

廟の まわ.. > に風鐸 などが さがって あるが、 柱に つき 

あたって あ 、屋根の な い 井戶が 冬の こと ゆへ、 井 

桁まで 氷り あがって ある、 


身 返 卑， 周 室； 經 傳 拱 ま 皇； 

老" 子の 周 室の 世に は、 いやしい 書物 藏の 番をして い 

られ たが、 世の をと ろへ を 見 かぎりて 引 込れ た、 それ 

よ，..^ 周 室が いよく をと ろ へた、 その 後 は  一 u 曰 も 沙汰 

もなかった が、 漢の文 帝のと きに 至て、 老子 經を もつ 

て 無爲に 治る と 云 ふて、 iy 鄕の ものまで 素讀を させ 

られ た、 なるほど 能く 懷ろ手 をして、 治る と 云 やうに 

それよ，^ 治た、 

モシ ンパ ャ フテセ ツチ サラニ レノ ゾ 

谷祌如 不. 死、 養. 拙 更 何鄕、 


老子 は 舯を虛 にして やしな ふて いれば、 死なぬ もの 

と 云 はれた、 人 は 賢が わるい、 すいぶん 拙に おろかな 

がよ いとい はれて あるが、 老子の み ffi れた 通りに、 も 

し 死なす に、 いられ やうならば 拙 を やしな ふて、 大方 

ど こぞに 居らる であらう と 云 ふて、 實は 一-営 時の 仙 

人ぐ るゐ をす るに あて 、云 ふな， ftN、 


, , -  > ル ハイ テキ ガ ルヲ 

聖善閣 送，， 裴 迪 入， 京 


李 1^ 


唐詩 選 


玉 言排律 


聖善閣 は、 道觀 とみ ゆる、 裴迪が 都 へ 行に わか る 

. 、f、 

セッ クハ ミヅ カウ カク 二 タイ シ 3 ク  ルコゥ ラン 二 ャク サゥ 

雪 華 满. 高 閣： 苔 色 上，， 勾 欄： 藥 艸 

クウ カイ  カニゴ  トウ ハン シャゥ  ムシ 

空 增 靜、 梧 桐 返照 寒、 

朝夕 雪が 高閻 のう へ に、 消の こ つ て ある、 庭の しば 草 

など も 人が ふむ ことのない ゆへ えんさきまで 生 へ の 

ぼ b 、道観の こと ゆ へ 、藥艸 畠が、 きざ はしの もとま 

である やうす、 もの しづ かにみ へ 、梧桐のう ゑて ある 

方 を みれば、 ゆ ふ 日が さむさむ とさし こんで ある、 


滅 


一九二 


わらまで もと  > いて、 ある やうに 見 へ る、 


山河 扶， 繡 戶； 日 月 近，， 雕 梁： 

繡戶 とい ふ は、 廟の ほりもの をした 戶 びら で、 廟 のま 

ゎ^>に山河がと，.„^まゎしてぁる、扶くと云ふは、左右 

からか、 へて いる やうな、 あんば ぃな-.^、高ぃ處に 

廟が 立て ある ゆ へ 、 天の 日月 もー雕 梁に ほど 近う 隔ら 

ぬ やうに 見 ゆる、 

セン リ ハン コン  4  - ーィ ラン ヱキ ヱフ テル 

仙 李 盤根 大、 猗蘭变 葉 光、 . 

庭に 李樹 がう へ て あるが、 盤根 大と 根ば. >  も 大 にし 

て、 老子の 德も すえばり に さかんに なる、 蘭 な どの 

う ゑて あるが 見 ごとに、 枝葉が さかへ て あ hs  、後漢 

の宣帝 は、 猗蘭 殿に 生れた ゆ へ、 こ、 へ 出した、 枝葉 

のさ か へ ると 云 もの は、 子孫の 繁昌になる こと、 

世 遣， 奮 史； 道 德 付， 今 王： 

漢 の大史 公司 馬遷 が、 史 記に 孔子な ど を ^ 家に のせ、 

老子 をば 列 傅に のせて、 何とも 思 はぬ や、 つ-にして あ 

るし かれ ども 老子の 道 德經と 云 ふ ものが、 た  >  なら 

ぬ もの ゆへ 今 も玄宗 などの、 時代に なって きがさ か 


ん にあら われて きた、 支宗の 老子に 註 をせられ た、 

以下 道士が 鎗を ほめる、 

畫手 看-先輩 マ 吳生氣 擅 場ゥ、 

吾が 先輩に もす ぐれた、 啬 かき どもが 澤山 あるが、 吳 

道士が 書に つづく はない、 擅 ^ 場と 云 ふ は 相撲と b て 

いへば、 大關 など 上 K ふ義 て、 書かき の 中で も 道士に 

つ > くもの はない i 云 ふこと になる、 

シン ラ れチ ヂクプ ゥ ゼッ カス *• ゥ シャゥ ァ 

森 羅 P 地 軸； 妙 絕 動，， 宮 墻： 

天地の あい. たに、 あると あらゆる 草木 など を うつし 

て 持てき たやう にみ へて、 神妙に えがいた もの ゆへ 

に、 廟の 壁から 勤て 出る やうに 兑 ゆる、 


. 五 聖 聯， 龍 袞； 千 官 列， 雁 行 M 旒 

トモ 二 シゥ ハツ セィ ハイ n ト，、 ク t  ャゥ  • 

倶 秀發、 旌旒盡 飛揚、 

五代の 天子た ちが 袞龍の 御衣 をめ して 列 を つらねて 

薔て あり、 天子の わきに 孰れ も官 人が 席順に つらな 

つて あ る、 冕旒の 玉の 冠 をめ して 御座な される がい 

づ れも發 明に み へて、 旗な ども びら くと 飛揚す る 

やうに み へ る、 こ まで 書の i を 云て、 是ょ hN みる 處 


ゆる、 この. 二 句で. E 水の こと をく  N つて 云 ふ、 

ク ハイ ジ n ゥ シュ ゼッ ユウ キン. キヨ ゥゲキ カウス 

繪事 功殊. 絕、 幽襟 興激； r 

まことに、 殊 絶に 世間に すぐれた けっこうな、 績 であ 

る、 靜か な 山水 を 愛する ところ 幽 襟の 典が 出て くる 

激昂 は、 書 を み ている うちに 出て くる やうに み ゆ 

る こと、 

ジゥ ライ シャ タイ フ キゥ ガク ミチ シ ヮスレ 

從來謝 太 傅、 丘壑道 難. 忘、 

結句 嚴武 への あいさつに、 もとより 晋の謝 安が 如く 

丘壑 すきの 人 ゆ へ、 かねて 坐し きの まわり を 山水 を 

えがいて、 愛せら る  >  おれらが ものす ぎと 同じ こと 

である、 

トウ ジッ ラク ジャゥ *• タエ ヅス ゲン /„»  ノべ ウー 1 

冬日 洛城北 謁，， 支 元皇 帝廟； 

廟 有"，， 吳 道士 畫五 齓圖， 

唐の 世で 老子 を 先祖 あしらいに して、 廟を たて 

てまつつ て ある その 中に 吳 道士と 云 ふ書師 が、 

高祖 太宗 中宗容 宗高宗 五代の、 天子 を 儘い て お 

^  S  m 言^ 雄 


いた をみ て、 つくる、 

ハイメ  -I  ヒス ョッテ キ ニキ； V ギヨ  シ 

配. 極 *H 都 閟、 憑. 高 禁 爾 長、 

さて、 この 老子 をば 天に 於て は、 第 一 直い 處の 北極に 

配し ならべ て、 北極 を 以て 天子に 比した もので ある 

支 都 は 仙人 のゐる 處な り、 すなわち 靡の ことなる 

に 常に 人の みる ことの ならぬ やうに、 門が 鎖して あ 

る、 し か も廟が 高. ぃ處 にある が、 と，0, まわして 墻が 

長く して ある、 

シュ ナウ ゲン-一 シ グ レイ チ シャゥ セッ チン ス t ジャゥ _K 

守 祧 嚴真 鱧： 掌 節 鎭ニ非 常： 

K と 云 ふ もの は、 位牌の やうな もので、 守灘 とい ふ は 

それ をぁづ かる 神主の やうな もので、 牌 前に きっと 

まもり..^ そな へて を く、 掌 節 は 士大將 の ことで 大勢 

の 武士 を つれて、 非常の もの 入り こまぬ やうに、 急 

度 番をして いる、 

へキ グハ ショ カン  キン ケィ  カタ ハラ 

碧 瓦 初 寒 外、 金莖 一 氣旁、 

屋根の S など も靑々 とみへ、 初 寒 外と 云 ふ は 冬至の 

こ と ゆへ さむ/^ とみ ゆる ことに なる、 金楚 などが 

つ 、と 高う、 人間の 氣の まじらぬ 天の 一 元氣の かた 

：;  匿 一九 1 


ま 詩 1 


で、 壁に； a 山 f 化 江の 圖 がかいて ある、 

タ スィ ノゾ i  -ー  ミン ザン チ モムク 二 ハ 

沱 水 臨，， 中 座； 岷 山 P 北 堂； 白 波 

キ フン へキチ セィ シャ ゥサシ ハサ ムデゥ ■ リ ャゥ- 一 

吹，， 粉 壁： 靑 嶂 挿，， 雕 梁： 

1 句々々 に 書の ことで きかせる、^ 水の 流の やうす 

が 壁に 書て あるに よって、 中 坐に のぞむ え 云 ふ、 泯_ 山 

が 北 堂の 方へ 書付け て ある ゆへ 赴く と 云 ふ、 f 化 水の 

ft 波の やうす をく まどつ て あるが、 白壁に 吹かけ た 

やうに 見 ゆる、 岷 山の やうす が靑 々として、 梁の きわ 

までと 3- くやう にか いて ある ゆへ 揷と云 ふ、 

タ、 チニ イブ カル シン セ ウノ ス、 シ キカト テ フ レイ 力 ウノ カウ セヅ ゥン 

直 訝 杉 松 冷、 兼 疑 菱^ 香、 雪雲 


虛點 綴、 沙艸 得 _微 茫： 

杉 松の やうす をよ く 書きと つた ゆへ に、 冷と する に 

ある、 これ は 合 點の ゆかぬ と 思 ふ ほどの ことで ある 

水中に うき 艸が あまりよ くかいて ある ゆ へ に、 見れ 

ば 香い がして くる やうに うたが はる 、、雲が 雪 を 催 

ふす やうに ちょつ/,^ と 切れ <\ 'に 書て あるが 縫の 

ことなれば わきへ 飛と 云 ふこと もない ゆへ 虛と云 ふ 

川ば た 通りの 草な ども、 遠い 處を よく 書と つた、 得る 


一 九 〇 

と は、 よく かき を、 せた と 云 ふ 意な り、 

レ. 1 ヴン ヒ ガウ パッ二 セン ケ. 1 ノム レンク ハウ チト パク チ 

嶺 雁 隨. 毫 末； 川 霓 欽. 練 光； 評 紅 

シゥ ズィ  レ ハラ フテタ イチ セキ ラ  シ 

洲蕊亂 、拂. 黛石蘿 長、 

嶺を 雁の わたる やうす を 一 とふで がきに ゑが いて あ 

るが、 黑の 色の こい 中に かいたの は、 雁が 大きく 見へ 

段々 うすくな るに 隨 て.、 小く み ゆる 川の ト； に にじな 

どが づぃ とかいて あるが 地 をのんだ やうに み ゆる 

赤い 彩色 ゑの ぐて 草木の 花の し ベ の やうす を、 川ば 

た 通りに 赤う かいて ある ゆ へ亂 ると 云 ふ、 黛は裔 

い ゑの ぐで、 石に つたの は へ か、 つた やうす が 見 へ 

る、 

アン n ク  ズ ァヅ カルニ 1K タン フゥ ズ タメ ナラ ノ シゥ * シャゥ 

暗 谷 非. 關. 雨、 丹 楓 不 JC 相、 秋 城 

ゲン ホノ  ケィ ゾッ ドウ テ イノ カタ ハラ 

玄圃 外、 景物 洞 庭 傍、 

谷 あいな どが くらう 見 へ るが、 雨の 降て 陪ぃ ではな 

いが、 書の こと ゆへ 暗い やうに かきな した 處が、 雨の 

ふるやう に 思 は る 、、楓 の 葉な どが 紅 菜して あるが 

霜 ゆへ ではない 泯 山の 上に 家が 黴て あるが、 仙 焼の 

* 圃の やうに み ゆる、 沱 水の 景物 は 洞 庭の やうに み 


は 江 陵に 都 をう つそうと いはれ た ことがある、 

今 杜氏 江 陵の 東に きて ゐて、 今の 天子 も こ へ 

御幸な され やうと あるに よって、 なるほど 行幸 

なされて よいと 云 ふ 心に 作る、 それ ゆへ 江 陵の 

よい ことば かり を 云 ふ、 

ユウ ト モット モ サゥ レイ メパ ミユキ チタ チマチ 二 ィ シン 

雄 都 尤壯麗 、望. 幸 欽 威 神、 

上 元年 中に 江 陵 を 南都と 稱 した、 さ てこの 江 陵は尤 

りっぱで 繁昌な 處ぢ や、 今 天子の 御幸な され やう と 

ある ゆへ 格別に、 威 神の くら ゐが あがって きた やう 

に、 思 はる、、 

  ノ方 ジショ クニ  ノ方 ラス テ 

地 利 西 舞蜀、 天 文 北 照 .秦、 

いかさま この 處は 自由によ ぃ處 で、 地理 を いへば 西 

の方蜀 につ  >  いて 通路 もよ く、 天文 は、 北の方 秦に ふ 


力 


エツ 


風 煙 含， 越 鳥： 舟 楫 控，， 吳 人； 

風景 は 越の 方へ こめ ふくんで あり、 船路 は 吳國の 方 

へ かけ、 なに をと りよせ やう も 自由な ところで ある、 

ダマ ゲ  ノガヲ -I ゴス  ノジ ユン ヲ 

歩 枉，， 周 王 駕； 終 期， 漢 武 巡； 


いまだ 周 王 天子の 駕を まげ 行幸な されぬ うちに、 江 

陵の K どもが 巡狩な さる、 とい ふこと を 期し、 あて 

にして 待てい る、 周の 稳王 漢の武 帝の 故事な り、 

カフ ヘイ  チ セィ. ンチ キヨ シュ フス  二 

甲 兵 分 ，，聖 旨； 居 守 付 i 示 臣； 

さる ほどに 甲兵 を 以て、 ゑび す を ふせぐ やうな 義は 

曰 を 分て に 仰 付ら れて、 都の 御 留守居の ぎ は、 一 

の大 E にあ づけな され、 

クン  ノチ テン ハ ヲ n セ カク リンチ 

早 發， 雲 臺 仗； 恩 波 起，， 涸 鱗； 

はやく 御供 まわり を發 して、 天子の 御 恩 波 を 以て、 水 

にかつ えてい る 處の民 を うる ほさせ かし と、 天子の 

御幸 を 待つな り、 雲臺 仗と は、 光武の 二十 八將 のこと 

で こ では 天子の 御と も 廻りの ことに な る、 涸瞵は 

莊 子の 字な り、 


i ゲン ティ 


iy ザン タ n ウノ 


奉. 觀 ，巖 鄭公廳 事 岷山沱 江 

圖， 

廳 事と 云 ふ は、 この 方の 書院 さきの やうな もの 


詩選 


玉 言排律 
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八 八 


故事 を 用いて 云 ふ、 

シャ ト ウノ ボ ク ハウ ク ハク シ ナフ テ トモ チ タ アイ ガウス 

沙 頭暮黃 鶴、 失 . 侶 亦 哀號、 

岸ば た 通り を みれば 鶴が 一 羽 友 鳥 を 失て かなしそう 

に 鳴く が、 われ も そこ もとに わかる、 が、 あの 通りお 

や、 

春歸 

蜀の 草堂へ 三年め で、 歸る ゆへ 寿 歸と云 ふ、 

タイ ケィ ノゾム -ー タケ パゥ ェン チ ホフ  ヲ 

苔 徑 臨. 江 竹、 茅 簷 覆. 地 花、 

草堂のまは..^に竹が植てぁ-9、江の方へ こみ ちが つ 

いて ある、 * のこと ゆへ に、 吾が いる 茅ぶ きの 軒の 下 

に、 花が ちって ある、 

ぺッ ライ シキ リニ カウ シ  キ タウ タチ マチシ ユン クハ 

別來頻 甲子、 歸到忽 春 華、 

頻 甲子 は 左 傳の字 を 用て 頻 年の 意な り、 しきりに 甲 

子 を 藤て、 今歸て みれば 三年め で 春の こと ゆへ 花な 

ども、 見 ごと に^て ある、 

ョ リナ ッへニ  I  n セキテ カタ ブケテ コヲ ック セン サニ 

倚 k 看， 孤 石； 傾 就淺 沙： 


川ば た 通り を 杖に すがって、 此石も か はらす、 元の 通 

,0 であるよ と氣 をつ けて みて 是れは 一 のます ばな 

るまい と 思 ふて 沙 地に、 ついの みかける、 

ェン チウ ゥ カン.； ブ 二 シヅカ ニケィ ェン ゥケテ チ メナ リ 

遠鷗 浮. 水靜、 輕燕受 k 斜、 . 

遠く 向 ふの 水の面 を みれば 鶊 などが 水に もの しづか 

にう かんで をり、 燕が 風 をう けて よこす おかいに 飛 

で ゆく、 おもしろい ことで ある、 

セィ 口  へ re シト フサ ガル r ガセ. 1  タリ 力 ギリ ノ  i 

世 路 雖. 多. 梗、 吾 生 亦 有. 涯、 此 身 

サメテ タ エフ ジャ ウメ キヨ ゥ二 チス  へト 

醒 復 醉、 乘. 興 即 爲. 家、 

吾が 身の こと を 云 ひ 出して、 故鄕へ かへ る こと もな 

らぬ 立身す る こと もなら す、 世路が あそこ こ ゆき 

つかへ きて 思 ふ 通りな こと は 一 つもな い、 梗は 塞の 

の義 で、 吾が この 生と 云 ふ もの は、 かぎりの ある もの 

で、 百まで は 生きす、 隨分醒 て は、 のみく して 典に 

乘じ即 家郷： t 思 ひなして ゐる である、 


-1 メ 


江 陵 望. 幸 

もと代 宗の 蕃に いぢめ られる をい やに 思 召て 


の 如くに か  >  やいて、 子孫 繁昌に あり、 

レゥ シン ヮ ダカ マリ クウ キヨ クニ ユウ， ヒ  ルス ィ ビュノ 

陵 寢 盤，， { 全 曲： 熊 0 守，， 翠 微： 

陵の 寢廟が 山の 間に 建て 續て ある、 外の かまへの 方 


る 


再 窺，， 松柏 路： 還 見 i 雲 飛； 

かさねて 松柏の、 みちをう か  > ひ 、宗廟の 高い を のぞ 

み晃れ ば、 なに か はしらす、 五雲 を乘 じて 通る やうに 

見 ゆるが 、まだ 、神霊が きえう せぬ そうで ある、 


王 閬州筵 奉. 酬，， 十 一 舅惜. 別 

ノサ クニ 

之 作， 

閬 州の 奉行の 座し きな 、舅 は 母方の をお ゆ へ 

姓 を か、 ぬで ある、 

パン ガ ク ジュ セィ ミチ セン ガイ  シ フシ フ. 

萬壑樹 聲 t  、千 崖 秋 氣 高、 浮 舟 

，テ ダンク ハク 7 べッ シュ ヨス コゥ タウ 二 

出 二 郡葡， 5^ 酒 寄 二 江 濤， 

次の 句に 浮 舟と ある ゆ へ 、谷川 を乘 b 出す 景色 を 云 


ふ、 秋の こと ゆ へ ハ 4： 川の 口に ある 樹 どもに、 風の 鳴る 

昔が みち わたり、 舟の 中より 千 崖の いはほの 方 を 仰 

いで みれば、 秋色が そらさむ うすみ のぼって 高く、 そ 

れ より 舟 を國は づれの 方まで 乘り 出して 直に、 江濤 

の 波の 上 を 酒 も b などの しど ころに して、 以下 なげ 

きを 云 ふな. C -、 

リャゥ クハ. 1 ズ  .タ シ カラ ノ  ンリ ハナ ハダ ラウ セル キゥ シフ 

良 會 不， 復 久； 此 生 何 太 勞、 窮 愁 

夕.、、  リホ 子グン タウ ナテ  シ  / 

但 有. 骨、 群 盜 尙 如. 毛、 

かやうな 出 會と云 ふ も、 明日まで はつがれ ぬ、 今の ま 

にわかれ てし ま はねば ならぬ、 どうした ことで おれ 

はこの やうに なんぎ をす る こと ぞ、 至極 愁を きわめ 

て その 身 も 骨ば か になった やうに あり、 亂の みぎ 

りなれば 盜人 どもが 大勢 出て、 さわぐ ゆへ どこへ ゆ 

くと 云 ふても あぶない、 


吾 舅 惜. 分 、使 君 寒 ，，贈 袍； 

それ ゆへ 吾が 舅 も わかれ を おしまる、、 杜氏が 身に 

か、 る こと、 じぶん がら、 秋の こと ゆへ 王 氏の 使 君 

が、 綿入れ を 贈て くれら る  、かたじけな いと 范叔 が 
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1 八 六 


とき <\- は祸 衣が ひとり 出て 箱の 上に あると 云 ふ、 

大功 を 立：：；： 人の 魂 は 化： でも 消へ ぬと いふが、 誠に そ 

う もめる そうな、 鐵 -mT に 乗て とき <\ 'は かけまわら 

る 、 そうで 汗 をな が している 丄 K ふ が 、 

松 柏 ま虛 殿： 塵 沙 立， き 途； 

此の方の 目に はた  >、 松柏の 中に 虚 殿の 建て ある を 

のみ 見て、 塵沙 のけ がら はしい 暝途に 立て をる 境界 

ゆへ、 太宗の 魂の さわいで あるかる、 も 見べ ぬで あ 

る、 

セキレ ウタ リカ， 1 n ク,  リウ n ン  ミツ サン >s々-l 

寂 寥 開 國 曰、 流 恨 満，， 山 隅： 

冬 寂 と、 も のさび しうて、 太 宗の國 を ひらかれた じ 

ぶんの やうな こと はない ゆ へ 、さかんな こと を 思 ひ 

出して みれば、 しきりに もの かなしう なつ てきて、 そ 

こらの 中の 隅々 まで 満ち わたる、 流 はっきぬ 意な り、 

子ナ  チ 

エイ ユウ チコ リ チウ 力 レキ スゥ キス 

草昧 英雄 起、 謳歌 曆數 歸、 


草 味 は、 天地 ひらけざる を さして 云 ふに よって、 隋の 

末の 亂れ 立た ffi の 中 を 云 ふになる、 この 亂れ たつ た 

世の中に 英雄 太宗の 起ら れた、 天の 曆數の 歸 する 

と 云 ふこと は、 先達て 謳歌に あらわれた、 隋の爆 帝の 

生きて いらる、 うちに 、楊 枯李盛 天 之歷數 有， 爾身 一と 

云 ふ、 はや， 0 うたが 出た、 

フ ゥヂン  ノケン シャシ ョ クイ チジゥ ィ 

風塵 三尺 劍、 社稷 一 戎衣、 

漢の 高祖の 如く、 三尺の 劍を ふり 捣て たった 一 度 軍 

して、 天下 を 治られた 武 王の 如で ある、 

m ク リャゥ ティナ リ  ヒ ジャゥ ヲ サム ブ  ィヲ 

翼 亮 貞 k 德； 丕 承 戢， 武 威： 

翼亮の 二字で、 太宗 親子の ことになる、 唐の 祖に天 

下 を とらせ て 、太宗 が 箕亮し 手傳し て 、文 ig をお K に 

かわらす 保って いられた、 それから、 天より 大 にうけ 

つかる 即位せられ てより、 彌々 あらぎな 武威 を 袋に 

入れて を さめて、 文 を 以てし、 鰭 を 以て して、 を さめ 

られ た、 

聖圖天 廣大、 宗ま 日光 輝、 

すぐれたる 處の計 は 天の 如く、 廣大 にして 宗祀も 日 


ら やに 高祖に 即位 を させて、 手前 は 諸侯に なって 居 

られ た、 天 黡 は 天然の 御つ  >  きと 云 ふ 意、 兄の 太子 建 

成は惡 人であった ゆ へ 堯の舜 にゅづ つた やうに 位 は 

自然に 太宗の 手に入て きた、 その 世界の 神妙に 治め 

られ た處の 功と いふ もの は、 夏の 禹王 にも おとら ぬ 

人で ある、 

ヒ ゼ. ッ ッ クニ  ヅグ  ク -I 

m 雲 隨，， 絕 足； 日 月 繼，， 高 衝： 

殊に 臣下 ども、 みな 思 ひ 合 ふた こと ゆへ、 絕 足の 馬 

の 足の 早い など、 云 やうに 何の 苦 もな くちつ との ま 

に、 天下 を とられた、 それより して 日月の 如く、 天子 

の 御 位 を數代 御つ ぎな された、 


ナカ パ ラウ 


文物 多師. 古、 朝廷 半 老儒、 

文物 なにやかや も、 みな 古へ を師 として 古の 如/、 に 

せられた、 太宗學 文す きを せられた ゆへ 朝廷に も、 學 

文の 功 者な 儒者 ども、 大勢 あつま て、 

チヨ ク シ ムシ 口 リク ヂョク セラ レン ャ  ズ  クナラ 

直 詞寧戮 辱、 賢 路 不，， 崎 嶇； 

きつく 諫など を 云 ふ もの をば、 天子 も いやがる もの 

である、 能く 諫言 をき 入る 人で、 諫を云 ふ ものに 戮 


辱 をく わ へ ると 云 ふこと もな く、 賢者 をば みちの さ 

かしい やうに なく、 つ 、と 立身 させて やる、 以下 訓解 

の註非な，9、起句へ立か へ..^て、太宗の功をほめるな 


ナテ ク ダリ サ 


唐詩 選 


五 言排律 


往 者災猶 降、 蒼生 喘 未. 蘇、 

往 者と は、 隋の 末の こと を 云 ふ、 隋の 末に は 天よ.. -ひ 

たもの 災が 降て、 蒼生 ども、 か たいきに なって いる 

處を、 

シ /キ  ン ジソク トヲ タウ チキ ナヅ  n ゥ ロチ 

指 揮 安，， 率 土：？ M 滌 撫，， 洪 鑪； 

太宗 がさし まねいて 率土 安寧に 治められ 民 を 撫で 安 

ん せられ 天下 を さつば と 洗 ひす いだ やうに せら 

れた、 洪鑪は 天地 造化の こと、 

か ナシミ レゥ ィフチ ユウ ジン  ス チイ n テ 

壯 士悲， 陵 邑： 幽 人 拜，， 鼎 湖； 玉 衣 

ヅトュ ヲノヅ カラ キヨシ テツ パ ァセメ  二 ハシル 

晨 自 舉、 鐵 馬 汗 常趨、 

さる ほどに、 今 どの やうな 氣 象な 男が 陵に きても、 太 

宗の 功に 感じて かなしみ なげかぬ もの は な い、 幽人 

は 手前 を さ す、 吾れ この 處に來 て 太宗の 陵に 感じて 

いれば、 御廟の 中に 太宗の 御衣 を 入た 唐櫃が あるが、 

.1  "一ん 五 


唐詩 選 
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八 四 


にぶし と 云 ふやう に、 それよ hv さき は • たん-^ 換 へ 

るで ある、 うた も くれ 方 かけて さま <^  、風と 同じ や 

うにうた ふ、 いかさま おもしろい ことで ある、 

セキ ャゥ ナリ  -1  ミヅ シゥ クウ-一 

夕 陽 連， 積 水； 邊 色 满， 秋 空； 

夕日 かげが 川の面に よこす ぢ かいに 水に つらな. o、 

秋色が 空に、 みちて おもしろい、 

メ キ ヨウ  ク トウ ズ 力 ツチ ムカ へナ man ビチ レ サ クル r ソ ウテ 

乘. 興宜. 投. 轄、 邀 .歡 莫. 避 Ji、 

かやう にめ づ らしい 典に 乘 じて 參 たこと ゆへ、 いつ 

まで もい るが よい、 平生は 御^の こと ゆへ 恐れる こ 

となれ ども、 今：：： はお ぢす 打く つろ いでゆる b と、 な 

ぐ さま, フ と ぞん. ^る、 

レカァ ハレ マン デメ ジャク ウテ ナチ スル r_K トモ ナハント ェン n ゥニ 

誰 憐 持 一一 弱 羽； 猶 欲 ， 伴 一一 0 鴻； 

吾が このす > めの やうな 羽が いで、 大 鳥と あそばう 

と 思 ふている を、 たれ もし ほらし いこ 、ろと、 あはれ 

んで くれる もの は あるまい、 


ジス. 


行 次 昭陵，  杜甫 

唐の 太 宗の陵 ある 處に ゆきか り、 太宗の 功 を 


たてられた やうす を、 問 ふ 心に 作るな， 0-、 

キゥ ゾク ッな ルイ ヨウ シュニ グン ユウ  フ ドク マテ 

舊 俗 疲， 庸 主： 群 雄 問，， 獨 夫： 

隋の 末の こと を 云 ひ 出して、 隋の 末の 奮 俗 どもが、 庸 

は 凡庸で なみく の 主人に つかわれて、 かたいき に 

なって ゐた、 そこで 天下 中に 英雄が を こって、 爆 帝に 

云 ひか 、 つてな せこの やうに 世を亂 したと K め 問つ 

めて、 とっての ける やうに し た、 獨夫 は、 揚帝を さし 

て 云 ふ、 人に 見 はなされて ひとり はなれの e?; と 云 ふ 


讖歸龍 鳳 質、 威定 虎狼 都、 

太宗 の四歲 のとき に 卜者が みて、 龍 鳳の すがたが あ 

るに よ b て 天下 をと る 人と 未 來記を 云 ふたが、 架し 

て 其の 通に なって きて 十八 歲の 年に 切て 出て 天下 を 

とられた、 亂世 ゆへ 虎痕の やうに 人々 の かまへ てい 

た惡人 ども を、 太 宗の御 威勢 を 以て、 をし 潰して しま 

はれた、 

チン ショク タツ トビ  ヲ シン n ゥね ナフ ゥ ボニ 

天 屬 尊，， 堯 典： 神 功 協 ，，禹 謨： 

その上に も 太宗の をと なしい 義は、 手前 は 天子に な 


文官の 九 卿の 劉 卿が、 武官に なって 嶺 南の 役 處慕府 

に のぞみ、 大將 になって 向 はる、、 

カイ ハ タイ メ  ュ ヒロ ク  ッ ラナ ツナ  二  シ 

海對羊 城， 翻、 山 連， 象 郡， 高、 

嶺 南の 景を云 ふ、 海 は 五 羊 城に 對 してく わら.^ と、 押 

しひら いて あり、 山 は 象 郡の 方へ つ ^きつら なって、 

高く そび へ、 

フゥ サゥ カリ シャゥ レイ, K  ワタル ハ タウ, K 

風 霜 驅， 瘴 癘： 忠 信 涉， 波 濤： 

そこ もとの 霜の 如くぐ つと する 威勢 を 以て、 南方の 

熱氣を か， 9 出さる 、であらう、 た  >  一 と すぢに 忠 

信 を 思 ひこんで、 波濤 を も 何とも 思 はすに ゆかる /-、 

べッ n ン  ヒ  二  ダッス ハウタ ゥチ 

別 恨 隨， 流 水： 交 情 脫， 寶 刀： 

今 そこ もとが 流水に 隨て、 行かる、 について、 吾が わ 

かれの 恨 もしたがって ゆく やうに 思 はれる、 それ ゆ 

へに はなむけに 吾が 大事の 寶刀 をぬ いて やる、 

レバ サイ  シ ズ ト云 「わ ナハ ュケ  レ タ-, 、二 スル r 

有. 才 無. 不 .適 、行 矣 莫， 徒 勞； ， 

そこ もとの やうな、 才の ある 人 は どこ へ 行ても、 適 は 

ぬと いふ こ ともなく、 みな 人が もてはやす もの ゆへ、 


000 


五言排 律 


折角 息災で、 とてもの ことにむ だ 骨 を 折らす に、 功 を 

たて /- か へられい となり、 

パイク トウ ジ ギヨ 二 ゥカプ レイ ゥン チ 

陪竇侍 御， 泛， 靈雲 池， 

寶 氏が 邊 塞のお さへ をして いると み ゆる、 靈雲 

池よ 川への b 出して、 船 遊山す るな り、 

< クロ  ダブ テ-ー クダ^  ヒズ  マラ 

白 露 先. 時 降、 淸 川 思 不. 窮、 ■ 

七月 はじめつ かたの こと ゆへ、 白露 も くだらぬ はす 

おやに、 邊塞 のこと ゆへ^ 候に さきだつ て 降 、乘 

出した 處の 川の面の 景色、 おもしろうて 思 ひ きわま 

らぬ、 

ゴゥ n ナ IS サイ ジャゥ シフ シフ  リ  -ー 

江湖 仍塞 上、 舟楫 在， 軍 中； 

いかさま 方の 江湖へ、 舟 遊山に 出た やうに 思 はる 

> が 、能く 氣を 付て みれば やはり 邊 塞で、 舟 もこの 方 

の 軍 中で ある、  -. 

マ t ハ カフ ノゾ ムシン 二 ジュ ウタ ハ チ * シ ナン，， 、トス ルバン 二 

舞換臨 .津 樹、 歌饒 向 .晚 風、 

妓 女の を どり こ をの せて 舞 も 歌 も 川ば た ah- の 木 を 

あてに して、 この 木より、 あの 木まで、 なに を どり、 な 


.0  0  0  ii 


八 ニー 


んで 去らなん だと 云 ぶが、 呤張說 も 無心 無爲 にし て 

窗ら. る、 ゆ， ベ、 民. も 自然にな つ， く、 

クン、 プッ コ リコ ショニ  . べンズ シ イチ - 

舟 中 よわみる. 處の景 を述 て、 向 ふの はなれ 島な ど を 

みれば、 さむい じぶん ゆへ、 雲が ー處 に、 かたまつ て 

あるに よって 凝と 云 ふ、 江山 も 四方の 隅み まで、 はつ 

Ih-LC-^ へる、 


晚來風 稍緊、 冬至 日 行 


冬の こと ゆへ 晚 方に は 風が いよく きびしく 吹て、 

塞く 冬至よ，.^ 後 は 日 も， 少し 長うな るに よって、 人の 

、ひも ゆるやかになる、 


ギヨ 


獵響 驚， 雲 夢； 漁 歌ま楚 辭； 

楚の 土地 を 過る ゆ へ 、雲 夢 澤の方 を みれば 、百姓が 獵 

をす る售 がさ わぎ 立て、 雲 夢 を 驚かして きこへ、 川ば 

た 通. rrv にすな ど. 0 する もの どもが 奥州み なま， 0 ぶし 

の やうな 歌 を、 鼻に かけて すへば りに、 高く うた ふ、 

楚辭と 云 ふ は 書物の 名で はない、 こ 、では 奧州 なま 

-9 など、 云 ふ ほどの ことな，.^、 激 はに はかに 高く、 は 


う. あげて 歌 ふ 意で ある、 

ショ キゥ  レノ カゼ ナル  クラ ウメ  ヅ スィヅ クン カュ カント 

渚宮何 處是、 川 M 欲，， 安 之： 

五 口が 行く 港宮 も、 ど こらと 云 ふ  >  - とも 知らす、 そ の 地 

をな がめ ている うちに は * はや 川 も くらくな つ て iiiSfJ 

れは どこ へ ゆく ぞと S ふやう である、 


送. 柴 司 戶 充，， 劉 鯽 判 官， 之， 嶺 

グハ...： '-1  カウ セキ 

•  高 適 

柴は 氏で 司 lit- の官の ものが、 嶺 南の 判官に ？ 

おさへ になって ゐる もの、 下役に あてられて 

行く を 送るな.^、 

トル ユウ チン 二 ナウ タン チヨ ウス セジ バウチ 

嶺 外 資， 雄 鎮： 朝 端 寵. 節 旌； 

そこ もとの ゆかる、 嶺外 は、 のこらす 雄鎮を ちから 

にして、 それ を もっている 處、 雄 は a いと 云 ふ 意に、 

此字 を？ もの ぢ や、 資と 云 ふ は、 それ を ちからに 

して 治る 意な ，9、 そ れゅ へ 朝廷に も 格 に 節 旅 を 寵 

した まふて、 

ゲヅケ ィ ノゾ ムバク フニ  ヅシ サゥヲ 

月 卿 臨. 慕 府： 星 使 出. 詞 曹： 


諾 謂，， 楚 人 重； 詩 傳， 謝 眺 淸； 

季布 は、 楚國の もの ゆへ 故事 を 出して、 むかしよ b 楚 

國は 人の たのもしい 處と 云 ふ ことに、 謝 眺と云 ふ 名 

だかい 詩人 もいた 處 ゆへ、 今に その 詩の 位 を 傅て、 詩 

人 も あらう、 二 句 謙 退して 云 ふ、 

サゥ ラウ  レ リク 3 セテ  ル タウ カメ  n  r; 

滄浪吾 有. 曲、 寄 入 h 歌 聲： 

吾が 漁 父の 歌の 如き 詩 を 作て、 送別に よせる が せめ 

て 船中の 櫂 歌に でもして くれられい、 


陪： 張 丞相， ま， 松滋 江， 東 泊 k 

キゥ -1  マウ カウ ゼン 

宮，  孟 浩然 

張說？ ^一 相の 相伴 をして、 松滋 江よ.^ 港宮 まで 下 

る 道す がらの やうす を 作る、  . 


放. 溜 下， 松 滋； 舞 舟 命， 樹 師； 

溜に 放と は、 溜 は 水の 川上より ながれき て、 よどんで 

つ 、となが る、 川で ある、 舟 を 放て 溜に したがって、 

松溢江を乘り出すっも..^で、舟に登b 楫師に これよ. 


港 宮へ舟 を や， 9 ませい と 命つ け る、 二 句 倒句で あ 


る 


A  -V  P ヮスレ • ノヤ ク， 1 イノ  ヲ ズ ハ.、 、カラ ゴ カン ノ トキ ヲ 

寧 忘，， 經濟 日： 不 .憚_.,冱 寒 時； 

S 塞の さむい をり に、 不憚 洛宮に 下らる は， なぐさ 

みのた めで はない 天下 を 治る 處の、 經濟の 政 を 心に 

かけて、 わすれす いらる、 ゆへ であると 云 ふが、 張說 

への、 あいさつ なり、 經濟は 政事の 世話 を やいて、 民 

を 治る を 云な り、 

ァ ラフ r サ クチ ァニ ヒ トリ シへナ ラン ャフ r エイ テ マコト 二 リコ * ュ 

洗 fe 豈獨 古、 濯. 緩 良 在. 兹、 

いにしへ 陸 通 仙人が、 冠 を 水に あら ふと 云 ふが、 ひと 

hN 古な らん や、 今 そこ もと も 仙人に を とらぬ- <  であ 

る、 纓を澄 ふと 云 やうな 潔白な 義も 屈 原ば かりで は 

ない、 良に 在 そこ もとで ある、 以下 張說が 治め か 

たのよ い を 云 ふ、 

マツリ n ト ッテ ヲノヅ カラ リシ キ ヤン テ  シ ウタ ガフ f 

政 成人 自理、 機 息 鳥 無. 疑、 

政事 をな すに も、 事が 小 細で なく、 こせつかぬ ゆへ 人 

が、 自然に 理し 治る、 列 子に ある 海上の 人 機 をく  b や 

んで をる 間 は、 鳥が うたが はすに 一 つに なって あそ 
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ギヨ ガ 


鰲 身 映. 天 黑 、魚 眼 射 k 紅、 

海中に 驚 魚の 舟を吞 みさう な 大魚 などが i< 

うかんで、 天に 映 じて まつ 黑に みへ、 魚 眼の ひか..^ で 

波 を 射て、 紅に 見 ゆる その やうな 處を 通て ゆかる、 

と 云 ふ もの は、 いかう なんぎな ことで あらう、 


サゥ. 


鄕國 扶桑 外、 主人 孤島 中、 . 

そ こもとの 國は 曰の 出る に 近いと 云 ふに よって、 扶 

桑の 木の 近處 であらう、 こなたの 主人 孤島の 中での 

天子 ゆへ、 そこ もと 中國 からかへ り 大きな こと ばか 

h' みた 目で は、 さぞき うく つ にあら， フ、 

べッ リ マサ ニイ ィキ イン シシ イカ ンガ ッ ゥゼシ 

別離 方 異域、 音信 若爲 通、 

異域に わかれて いる こと ゆへ 、音信 を 通す ると 云 ふ 

こと もなる まいと 思 へ ば、 別して なごり 惜ぅ ぞんす 

る、 

ル チヨ ヨウ ガ ュク ヲ プ シャ ウー 1 

送，， 儲 1 之，， 武 昌， 李 白 

李 白 江 夏に あるとき、 をり く 江に 臨で 月 をみ 

る、 わかる、 について 思 出して 作る、 


黄 鶴西樓 月、 長江 萬 里 倩、 

今 そこ もとの ゆかる、 について、 われ も 共に 行て、 武 

昌の黄 鶴 樓の月 を 見たい と 思 ひ 出し、 a 江 に のぞん 

での 情 さぞお もしろ からう、 

サン ジフ ド ム ナシク ヲモ フ 

春風 三十 度、 筌 憶武昌 城、 

ゆきたい と 思 ふの みで、 春の くるた び ごと 二三 十 年 

このかた、 空く 思 ふば かりで 武昌へ 行か やに ゐる、 

ヅテ ヂテ シ ナシ レ IS フ クン ゲ 《ィヲ チ シン ギ ダ カタ ムケ 

送. 爾 難. 爲. 別、 銜. 杯 惜 未. 傾、 

今 そこ もとが ゆかる、 に隨 て、 共々 ゆかれぬ ゆ ゑ、 爾 

を 送る が、 ことのほか わかれに くう 思 ふ、 今 この 酒 を 

飮て しま ふと 直に ゆか る に よって、 すこしも 座 を 

長う したう 思 ふて、 S を かた ふけての みかぬ る、 

n ハ ヅ ラナ リ ハル  ヲ  二  《オフ ゥカ ブル ヲ  チ 

湖 連，， 張. 樂 地； 山 逐，， 泛. 舟 行； 

さて、 みちす がらむ かし 黄 帝の 咸 池の 樂を、 洞 庭の 野 

に 張られた、 これ 名處 であるが、 それ をみながら 通ら 

る 、であらう、 舟に 乘て 山 を 見ながら 通らる 、なら 

ば、 さぞお もしろ いで あらう、 山 をみながら 通る ゆ へ 

逐と云 ふ、 


そこ もとの ゆかる、 役處は 山お くに ある ゆへ、 その 

あたりに 荒れ はてた 番手 屋 しきな どに、 野 花の なに 

とも 名の しれ ぬ 花な どが て あるで あらう、 行容の 

足音が 人 かげ もない {4i 林に ひ  >  いて、 もの さびしい 

海道で、 

ハ： ン テク  クァメ サン ジャゥ ヒル ッス ト 

板屋 春 多 jr 山城 鼙欲 .陰、 

おく 山の 家な ども 板屋 根に して ある ゆへ、 寒 雨が ふ 

りか れば さわがしい によって 多し と 云 ふ、 山城 ゆ 

へに 晝も 雲が 掩 ふて、 うすく、 もって あ h -、 

シク ハク リャ クニ ハク ゥ タル ケィ シン 二 

丹 泉 通 .虢 略： 白羽 抵，， 荊岑； 

丹 泉 は 川の 名で この 流れ は 貔略縣 の 方に 通て ある、 

又 白羽 山な ど、 いふ 高い 山が、 楚國の 荆 山の 方に た 

れて ある、 

モシ ハ  ノ ゾゥチ べシ ルク ハウ キノ  &ヲ 

若 見. 西 山 爽； 應. 知，， 黃 綺 心： 

西 山 は即商 山で、 商 山の 爽 とした 景色 を みられた な 

らば、 古へ 商 山に 隱 ていた 四皓の 心の 高い を も、 しら 

る でが な あらう、 奉行な ど は 山 を みる. 隙の ある を 

よいと する ゆ へ かく 云 ふて やるな リ、 

00  0 五 言排禅 


送お 書晃監 還，， 日本， 

晃 は 阿陪仲 e が ことで、 支宗の とき 秘書 監ズど 

して ゐ て 日本へ かへ る を 送るな り、 

セキ スィ ズ  ねラキ ハム イツ クン ゾラン サゥ 力 イノ シ 

積 水 不. 可. 極、 安 知 清 海 東、 

賴水は 海な り、 海と いふ もめ は どこまでも • つ  > いて 

はても ない ゆへ 不可 極と 云 ふ、 搶 海の 東に、 なにが あ 

ると 云 こと もしれ ぬ、 

レノカ *  シ ジ ャゥズ ルガ 二 

九州 何處 遠、 萬 里 若. 乘き、 

いにし へ 驄衍が 天地の 間に、 唐の やうな 國が 九つ あ 

ると 云 ふたが、 そこ もとの か へらる、 r" 本 も、 九州の 

內 であらう が、 何 ほど 遠い やら しれぬ ゆ へ、 め つれに 

た  > 空に乘 する やうに して ゆかる、、 

-iji 衡 ik 日、 歸 ま 伹 信. 風、 

きけば 朝日の 出る を 目 あてに して 行と 云 ふが、 か へ 

ると 云 ふても いそぐ こと もなら す、 と  >  まること も 

ならす、 風し だいにして 風 をた のみに 行と 云 もので 

ある、 

1 七 九 
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玉乘を 以て 大客を 御迎 へな され、 か へらる、 に は 金 

の 節旄を 下され、 道中 筋 も は  > で 歸らる /- であらう、 

金 節玉乘 ともに 重器な. 9、 

ソセキ カタ ムケ  チ ケンィ  フ  二 

祖席 傾』 一 省； 褰帷 向， 九 州： 

今 か へらる 、について は、 は な むけ ざしきの 祖 席に 

は 三省 傾いて、 みな 官人 たちが 馳走す る、 太守の 車 は 

寨帷、 九州 は 方々 の國々 のこと、 

ャゥ クハ  ビ  ニク ハイ ショ クィンス ッゥ n ウー 一 

楊 花 飛，， 上 路： 槐 色 P 通 溝； 

時節 がら « のこと ゆへ 楊 花な ども、 飛ち つて 都の 海 

道 も、 にぎやか にある、 御 溝の まわりに ある 槐樹な ど 

もしげ つて、 水に 蔭が うかぶ、 


來 預，^ 天 樂： 歸 分， 漢 主 憂： 

都に 來ては 正月の 御 儀式 钩 天の 樂に ぁづか hs  、國に 

か へって は 天子の 憂.^」 分て、：^  W 姓 を 大事に かけら 

る \ 


シャゥ ^イス 力 カン 二 


シ ャゥ： 


宸 章 類，， 河 漢： 垂 象 満，， 中 州： 

お hK 子. 作の ゆか. さつ 子 s:.^  詩 * 


首 作て みなに 下される、 天子の 篾 章の： 御製 作 は 天の 

河漢の 如くに して、 その 垂 象の ひか が 九州に みち 

わたって、 のこる 處 もない 大 なる 義と、 手前の 詩 は 和 

作 ゆへ、 天子 を ほめて 云 ふ、 


-1 シュ ノヲモ ムクテ 


, ( 太 守 赴，， 上 洛， 

李 氏が、 上洛 郡の 太守に なつ て 行く を 送るな， 9、 

カヌ ソ トウ テ セキ スィ アイ トメ チン 

商 山 包，， 楚 鄧； 積 翠藹沈 沈、 

そこ もとの ゆか る 、商洛 山の あた. r> は、 古へ 漢の と 

き は 楚鄹の 間、 ことに * のこと ゆへ 山が 靑々 として 

藹々 として、 をぐ らく 沈々 とおく ふか いこと で、 何 ほ 

どつ  > いて ある こと やら しれぬ、 

ェキ 口  ソ * ギク ハン モン ラク ゥ  シ 

驛路 飛泉 灑、 關門落 照 深、 

山路 をの ぼって ゆかる、 ゆへ、 はるかに 高い 處 から 

飛泉な どが そ、 ぎて を ち、 落 照の をり は賙 門に いら 

る 、ならば さぞ さびしい ことで あらう、 深の 字に 氣 

をつ けて みるが よい、 

ャ クハ  ラキ n ジュ -I カウ カク ヒ *、 ク クウ リン-一 

野 花 開， 古 戌； 行 客 響， 筌 林； 


り、 けっこうな ig 劍に名 を かきつけて 下さる、 肅宗の 

せられた ことなり、 

ィ テフ 1K  ィサ ミム ハ カッテ ヲゴ 、ジゥ  ク 

聞 k 六 郡 勇、 計. 曰 五戎 平、 

聞， 風と は 先の こと を 云 ふ、 さきにい る處の 六 郡の 武 

士 ども は、 そこ もとの 家風 をき いて よろこび いさん 

で、 まち かけて いる、 かう した 勢 ひの よい ことなれば 

日 を 計 へ て 追 付 夷 どもが 平らぐ であらう、 

サン ホ ヘル r べシ トカル リウ コゥ n ゥ マタ ナル 

山 甫歸應 .疾、 留 侯功復 成、 

仲山甫 は、 周の 宣 王の 一 の 大臣 ゆへ 張說に 比して 云 

ふ、 上の句 をう けて 五 戎が忽 に 平らぐ こと ゆへ、 さ だ 

めて 早く か へらる 、であらう、 張 良が 如く 骨 も をら 

す 大功 を 立て、 

力 シャ ゥャ、 シ  ムシン セキ ァニ ガタ カラン ャ キ 

歌鐘旋 可. 望、 枕 席 豈 難. 行、 

まもなく か へらる、 について は 天子より 樂 器の 歌 鐘 

を 下さる を 追 付 のぞみ 見る ャ あらう、 今 邊塞を 治 

めら れ たなら ば、 た、 みの 上 を ゆく やうに、 心 易くな 

るで あらう、 


四 牡 何時 入、 吾 君 聽， 履 聲： 


凱陣の を.. に は 四 牡の 車に の. o、 何れの とき か 早う 

歸られ て、 吾が 君の そこ もとの 履の 聲を きいて、 よろ 

こば せらる 、やうに したい もので あ る、 漢 の 哀帝 鄭 

崇 が履聲 をし る尙 書の 故事で 親い 義 な-^、 

氣., & 衝 Si 春 € 朝 集 歸， 


レ 應 P 


朝 集 使 は國々 の 郡 主の 方から、 人別 帳 など を 持 

て、 上て すぐに 正月の 御 儀式に 逢 ふて 歸る、 郡 主 

が 間に は 直に 來る こと も ある、 郡 主 を 以て 古へ 

の 諸侯に 比して 作る、 天子の 御製 作が あるに 付 

て、 それ を 和す るな り、 

パン コク ァフギ  ヲ  ハイス ベン リ ウテ 

萬 國 仰， 宗 周； 衣 冠 拜，， 冕 旒： 

春秋の じぶんの やうに 云 ひかけ る、 唐の 都の こと を 

周と 云 ひ 出して、 郡 主 を 諸侯に 比 す、 萬國 の 諸侯が 

みなく 唐の 御世 を 貴び-きっと、 衣冠 東帶 をして IS 

旒の 御衣； W めして ござる を、 拜 みに 來 るに よって、 

玉 乘 迎， 大 客； 金 節 送，， 諸 侯； 
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ヲ クルチ 


奉. 和 ，聖 製 送，， 尙 書 燕 國公說 

チモ ムクヲ サク ハ ウノ グン 二 

赴， 朔 方 軍， .， 

大臣 燕國 公張 說が朔 方の 軍に 赴か る 5 について 

天子より 御 直に 送別の 詩 を 被. 下 それ を 和し ま 

せいと、 詔 ありて 和す るな ，0-、 

ゾゥ シン コト、 ス ル r ヲ  サン  リャ ムルニ テ 

宗 臣 事. 有. 征、 廟 算 在. 休. 兵、 

かやうな、 大將の 征伐に 出る を， 9 に は、 天子 を はじめ 

百官が 宗廟に 於て、 御 儀式の 上で 仰 付ら る、 に よつ 

て、 廟算 はは か，. ^ごとな り、 宗臣は 一 の 大臣と 云 意 は 

鎭り にくい 朔 方に 一 の 大臣の 征伐 を 事と せらる、 は 

1 通りの 車 を 治る やうな、 大將と はちが ふて 休. 兵 こ 

と を、 もと して 行か る >, 


天與， 兰台 座； 人 當，， 萬 里 城； 

大臣と 云へば 天に 於て は 三 台、 人事の 上で は 三 公に 

當て、 甚だ 重い ことで、 その 人と いへば 一 人で、 萬 里 

の 城に あたる ほどの 人 ゆへ 夷 どもが めった に、 てき 

た ふこと は 及び もない こと ぢゃ、 

マサニ  ノべ フシ 力 クチ 力 ィゥ  ク ァグ ハタ チ 

朔 南方 偃. 革、 河 右 暫揚； 旌、 


かやうな 人 ゆ へ朔 南に ゆかれて、 直に しづ まり、 兵 革 

をの ベ ふし 治る であらう、 河 右の ぁた..^に しばらく 

旗 を 揚られ たら、 忽ち、 亂も しづ まるで あらう、 

寵 败 pi 禁； 光 華 出，， 帝 京： 

それ ゆ へ に天子ょ，.^も、格別ぃろくの賜を下され、 

その上に 御製 作まで 下され、 花やかな 體で 都 を 出て 

ゆかる /-、 

ッ トメ ェン リャ クチ ゲン シフ シン ス  ヲ 

山 川 勤， 遠 路； 原 陽 珍，， 皇 情： 

山川の 遠い 處 まで、 をめ ぐらし 勤る 心で ゆかる、 

世界の はて、 野^ 澤の をく まで も 天子の 公なる 皇情 

をめ ぐらして、 今 そこ もと を つか はされ る、 轸は、 車 

のょこ木をして車をゃ^ものな，.^、張說が ことに な 

る、 又 琴の 系 をし めよ せる もの を 云 ふ、 しめく、 ると 

云 ふ 意な. cs、 

タメ  二  シ クン キン ノシャ ウテナ テ  ス ハウ ケン ナチ 

爲 奏， 薰 琴 倡； 仍 題，， 錄 劍 名： 

それ ゆ へ に 今 そこ もとの ために、 南風の 詩 を 一 者 頭 を 

と， CS てうた われて ある、 此 送別の 詩 を さして 云、 倡 

は、 をん ど をと る ことなり、 よつ て その上に も 天子よ 


橾刀 割と いふ は、 黄 帝の 言 を 述て民 を 治る ことに な 

る、 もとよ. 0 才の すぐれた 人 ゆへ 刀 を 操て、 何ぞ 一 と 

つむ づ かしい 治めに くいこと が あらば、 治て みたい 

，こ 常に 願て ゐらる  > ゆへ に、 持/斧 大將に なられた、 

ハタ メス グレタ モノ ナ -, 

竟 雄 と稱を とられた、 

チ ウメ テキ 二 ヘイ • メナ ヲコ リヨ ッテ  二 リヨ  スム ナシカ ラント 

應. 敵 兵 初 起、 緣 虜 欲」 <H、 

應. 敵と 云 はこの 方から、 あたまが ちに 出す に 隨分敵 

がさ わいで、 あの方から 軍 をし かける を 待て、 とつく 

とやう す を 見と  >  けて、 此方の. <數 を 起し 敵に 應じ 

て ふせぐ ゆ へ いつでも この 方の ~ 勝に なる 、緣. 邊と 

いへば、 緣は 衣裳な どで いへば ぐるりの へりの こと 

になる、 邊 塞の 北から 西 をお しまわして 爽 どもが み 

な^^、 そこ もとに 追 はれて にげて しま ふで ある、 

シ シャ へ ロウ ゲヅテ セィ ハイ メグ ル 力 ヲ 

使 車經. 隴 月； 征 旆 繞，， 河 風： 

御用で往來する ことゅ へ 使車旗を 立 て ，^  、隴頭 ^；义河 

の あたり を、 往來 せらる であらう、 

タ チマチ マグ ケン キン ノジ ンテ ：ズ タ.； でグサ カフ 一 1 コ ウノ ミニ 

忽 枉，， 兼 金 訊； 非 徒 秣 fe 功； 

ことに 隙の ない 中から、 詩と いふ 心 もこ もつ て ある、 
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けっこうな をと づれ をして くれられて、 かたじけな 

い、 枉と はこす まじき 處 からこし たが 枉 である、 今 そ 

こもとの けっこうな 詩 をみ るに、 徒に 馬に 称 ふの 武 

功の みに あらす、 文章 もす ぐれた 人で ある、 

キハ スム ホ 力 イノ ク へハ ミツ ハク タ イノ ゥチ 

氣淸蒲 海 曲、 聲 满柏臺 中、 

器量の すぐれた 人 ゆへ 蒲 海 あた hs. も 靜謐に 治 ，9、 そ 

の 名の きこ へ も、 柏臺 もた に満 るで あらう、 

力 ヘリ ミル ー1 レテケ ガス クハ セィテ 子ガフ ガウ ゴ カス 「ヲ ェン ジゥヲ 

顧 JU 麈， 華 省； 欣 君 震，， 遠 戎； 

そこ もとの やうな すぐれたの も あるに よつ て、 吾が 

身 を かへ り みれば、 何の 功 も 立てす 歴々 と 二 っ役處 

に ゐて華 省 けがして ゐる は、 はづ かしい ことお や、 

こなたが 遠 戎に威 を ふる はる は、 うらやましい こ 

とで ある、 

メイ ジ ヒ トリ ズ ホウ ゼ  一一  ス シリゾ カント ビ キゥ！ S 

明時獨 匪. 報、 常 欲 .返，， 微 躬： 

御 當代は ^德 な 御上み ゆへ になん ぞ 一 つ 功 を 立て、 

御 恩 さ へ 報じて あらうならば、 なげ や h\ に は なされ 

まい、 それ も 得なら ぬに ついては、 いっか この 少しの 

微躬を 退き 引 こま ふと ぞん する、 

, 一 十五  . 


セィ クハ  ノ タ カラ シュク ャ -. ゾ シン ノ  P 

聲 華大國 寶、 夙 夜 侍臣 心、 

ほめて、 そこ もとの やうに 獰華 人と 云 ふ もの は、 まこ 

とに 大國 の寶 である、 夙夜 君の 左右に 侍して、 忠義 を 

盡 さる 心で いらる、 ならば、 これに まさる 國の た 

から はない、 

イツ キヨ ゥ  シ  二 ユウ ヒ  リ  一一 

逸 興 乘_ 高 閣： 雄 飛 在禁 林： 

才人の こと ゆへ 興に 乘 じて 高閣に 登..^、 詩 を 作て よ 

こされた が、 今 禁裡に 寓 直して いる 中に も、 そこ もと 

に 先達て 飛ぶ もの は あるまい、 たれで も そこ もと に 

つ ^くもの はない、 雄飛と いふ は 男 鳥の 女 鳥に 先達 

て 飛ぶ 意で ある、 

ムシ p ヲモ ハン ャヒゾ 力 二 テゥッ モノ  ハッスル ハタ メナ リチ イン ノ 

寧 思竊扑 者、 情 發 爲， 知 音： 

吾れ もとより 詩 を 作る 氣も なかった が、 そこ もと の 

すぐれた 詩 を 見て 思 はす しらすに、 和す る 情の 發す 

る は そこ もとの 詩 を、 よろこぶ ものが あるが 何ん と 

ど ふ 思 やる ぞ、 寧 思ん や i かへ つて みねば ならぬ、 

竊扑と 云 ふ は、 樂 のこと なれ ども 此の方の 小謠 を、 よ 

くうた ふ もの /^近處に居て、きくときに 手前に 心覺 
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への ある もの は、 おもしろい 處へ ゆく と 思 はす しら 

すに、 手拍 をう つやうな が竊扑 である、 知 音 は 鐘 子 期 

伯雅が 故事であって、 琴の 音 を き 5 しる 樂の 上に 

ついた ことなり、 

ムクフ テゥ ジ ジ ギヨ シガ  -I メ チ クル リャゥ セィ 

酬 ，趙 二 侍御史 西軍膪 ，，兩 省 

キゥ リャゥ -ー ノ サ クニ 

舊寮， 之 作， 

， 西 軍の 大將 になって いて、 舊 寮と いへば もとの 

相役で、 九齡も 同役であった とみ へ る、 それに 詩 

を 贈た ものである、 

石室 先 曝 者、 金 門 待 制 同、 

石室 は、 天子の 秘書 を を さめて を かる、 藏て、 學 者の 

る 處 である、 先 鳴 は、 左傳 にも ある a り、 雞の蹴 合 

に 勝った 方が 先き に 鳴 はじめる こと、 さて 石室で 大 

勢 て ゐる 中に も、 人に 先立て 鳴 出した は そなた ぢ 

や、 金^ 門に 天子の 詔 を 待て、 同じく 及 をした もの 

ゆへ そなたの、 器量の すぐれた こと をよ く 知て ゐる、 

テ カタ ナヲ 二  フ サ カン 「ヲ ヂシ ヲノヲ ツイ 二 シャ ウス ユウ ト 

操. 刀 常 願. 割、 持. 斧 竟 稱. 雄、 


御 か へりの こと ゆ へ ，みな 御迎に 出る、 いかさま 繁昌 

な ことで ある、  ， 

ヅチク n 力 ウノ グン ゲン シュ エイズ ル 「テ カウ サ イチ 

還 聞 股肱 郡、 元首 咏，， 康哉； 

いにしへ 漢の 世から して、 此 蒲關 あたり は 都ち かく 

のこと ゆへ 、股肱の 如く 大事に 思 召す 處ぢ や、 今 元首 

天子の 四海 康哉 安寧に 治た やうす を、 詩に 御作り な 

された を 見て、 股肱の もの も， みな 康哉を 1咏 じ、 われ も 

また 天子の 和 韻 を 仕ります とい ふ ことなり、 書經に 

元首 明 哉 股肱 良 哉 庶事 康 哉と あり、 

ヮス キ 3 キゥ 、ジガ チヨ クャニ カン スルヲ  -1 

和，， 許 給 事 直 夜 簡， 諸 公， 

簡諸公 を 題に して 作た 詩で、 九 » も 諸 公の 內ゅ 

へ 和す るな り、 簡は 手紙の やうに して つかわす 

- J となり、 

ビ  3 ゥ シャゥ ロウ クル セン ゥ アイ トメ チン ）（-» 

未央鐘 漏晚、 仙 宇 靄 沈 沈、 

くれ あいのや うすから 云 ふたもので、 未 央宮に 於て 

入相の鐘 もな り、 日 も くれて 禁裡の 御殿 も こん もり 

と、 おぐらく 沈々 とおく ふかく 見 ゆる、 
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武衞 千廬合 、厳 萬戶 深、 

武衞は 夜もすがら、 はり 番をする 役で、 役處 がくる り 

ととり まわして ある ゆ へ 合すと 云 ふ、 需は 萬 ux- に き 

つと 番をして いて、 非常の ものな どが めったに、 のぞ 一 

きみ もなら ぬ やうに して、 いる を 云 ふ、 

サ ヱキ りテ ノ キテ ナン ゾゥ ：ん ノノ ゾムヲ 

左掖 知， 天 近： 南 窻 見，， 月 臨： 

そこ もとの 詰て いらる ふ左掖 は、 直に 天子の 御近處 

にあって、 南 窓 を ひらく と、 月影が つむりの うへから 

さしこむ、  I 

ジュハ ゥゴ カス ノ ツユ ニハ、 セッス  ノ カゲ  一 

樹搖金 掌 露、 庭 接玉樓 陰、 一 

甚だ 高い 承 露盤が たちのぼり、 庭の 樹木 も つ と 高 

く、 金 室に よりか 、つてみ ゆる ゆへ 搖と云 ふ、 左掖の 

庭 は 禁裡の 玉樓の 後ろに ある、 

タジッ  ク カウ チヨ クチ  ショ キン 二 

他日 聞 k 直： 中 宵 羼， 所 欽； 

この 中から、 そこ も のか わり 番に 出ら る、 と 云 ふ 

こと をば きい ていたが、 しかと 知れなん だに、 中 宵 

ちゃうと あたつ てきた と 云 ふ 意で、 屬所欽 と 云 ふ、 一 

i  二 七三 


唐詩 選 


五 言排律 


一 七 二 


羣臣 願. 封 . 岱、 P 駕 P 鴻 名： 

群臣 どもが 兼々 岱山封 禪の義 が あれ かしと 願て いる 

について、 こ れ よりす ぐ に 天子 に も駕を め ぐらし、 岱 

山に 御幸な され、 封 禰の御 儀式が あって 天子の 鴻名 

をも勒 し、 われく まで も 名 を； しるして か へりたい 

ものと、 天子 をお す 、 め 申す 心に 云 ふなり、 


, 奉. 和 b 製 早 度 蒲 

張 九 齢 

四 字が 天子の 題で、 蒲關は 汾 水の わきの 關處な 

ギ ブ  ノ  ロケ ンク ハウ トフ テ チ ヘル 

魏武 中流 處、 軒皇 問. 道 廻、 

むかし 魏の 武侯吳 起と、 西 河に 舟 を泛べ て、 美 哉 山河 

の 固是魏 國の寶 也と 云 はれた 處で、 今 天子 も 都に 御 

か へりな さる、 義 なれば、 古へ 黃帝軒 1 の廣 戌に 

道 を 問 はれし に 同事で あると、 人に 比して 云 ふ、 


長 堤春樹 發、 高 掌 曙 雲 開、 


汾 水の 堤に う ゑて ある 並木 ども.^ 春 をえ て 花が ひら 

き、 以下の 一 句で 題の 早の 字が きこ へる、 華 山の 高 掌 

の ある 方 を はるかに 見 のぞめば、 夜の あける に した 

がって、 雲 も ひらき、 


龍 負 主 舟， 度、 人 占，， 仙 氣 來； 

天子の こと ゆ へ 水中に い る 龍 も、 王 舟 を 負 て 度り こ 

の 處の人 も、 天子の 御 か へ， 9 なさる、 こと を、 雲氣で 

見て しり、 此は令 尹 喜が 老子の 東より 來られ し を、 紫 

氣の立 を 見て 知た ことに 比して 云 ふ、 

力 シンク ハ イシ  ヲ  ヂ ヨウ ヱ キス  チ 

河津 會，， 日 月； 天 仗 役. 風 雷： 

河津の 水神が 會 日月 天子の 御供 を し、 風 雷が 御先 拂 

ひ を するとみ へ る、 文選の 相 如の 賦の 意で ある、 天子 

の 旗 もさ まぐ あるが、 みな 模樣に H 月 風 雷が 窗で 

ある ゆ へその こと を 云 ふた ものである、 會 H 月と は 

正月 晦日の こと をき かせた もので、 晦朔の 間に 日月 

が會 する ゆ へ 月が なくなる であ. る、 


東 顧 重 關盡、 西馳萬 國陪、 

東の 方 關處を 通り 盡し、 西の方の 國々 の 諸侯た ち も、 
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當. 看 勞 旋 日、 及，， 此 御 溝 花； 

勞旋と 云 は、 邊 塞に 出て 手 がらで も あると、 天子より 

いこ ふ苦勞 にあった とて、 御酒 宴 を 下される を 云 ふ 

大方 邊 塞へ ゆかれたならば、 その ま、 治めて か へら 

る 、 であらう に よって、 御酒 宴 を 下さ る のがち や 

うど、 此の 御 溝の 花の^く じぶんに あらう と、 祝て や 

るな り、 及と は 一 足ち がふても、 及ぶ ではない、 ちゃ 

うど、 そろへ ゆく が 及ぶな hN、 


ツル ウジ 


ガ クチ 


奉. 和，， 聖 製 途 經，， 華 嶽 


-張 きが 


. 天子の 行幸な さる、 に. ついて、 經 獄 一とい ふが 

天子の 題で、 大華山 は 都の 西に あたって、 天下の 

五岳の 中の 一な り、 

セィガ クチン シ  テ  ル  . 一一 

西 嶽 鎭，， 皇 京； 中 峰 入，， 太 淸： 

先づ 此の 華 岳 は 都の 西に 在て、 皇 京の 鎭讒に なる 山 

で、 頂きに 三峯が ある、 眞 中の 一 峯は、 天に と  >  いて 

ある loipN にみ ゆる、 


玉鑾重 嶺應、 線綺 薄雲 迎、 

それ へ 行幸な さる、 ゆへ 天子の 御 車の 玉 藤と 云 もの 

が こだまに ひ》 いて 山に 應じ、 S 騎の 赤い 装束した 

御先 手が、 うす 雲 を わけ 上る ゆへ 迎と いふ、 

力、 リ  -I カン クウ エイズ ケッセ ィ-! 

白 日 懸，， 高 掌； 寒 空 映 _ 削 成； 

白日が 高く 掌の あたりに 懸 てみ へ る、 華 山 記に 華.？ 

四面 峻如 = 削 成， 上 有， 五 崖， 比壑破 ji 而速自 下 遠望 如 

,掌、 寒 と 云 は、 そらの 晴れき つたこと で、 削 成に 映 

じ は つ きりとみ ゆる、 

ケン ユウ スル -1 -1 メ ム ヲ ジャゥ 

軒 遊 育 神處、 漢幸 望. 仙 情、 

むかし この 山で 黄 帝軒轅 氏の 神仙に 會 せられた 處で 

漢の武 帝の この 山に 行幸して、 高臺 をた て 、 神仙 を 

のぞまれた 情 も、 今日 天子の 思 召 も 同じ ことで ある 

と、 むかしのこと を 云 ふて 今の 天子の ことに 比す、 

キゥ べゥ セィ リン フリ シン ヒ リヨ ク ジ  ズ 

舊廟靑 林 古、 新 碑綠字 生、 

靑 林の 中に 山 神 を 祭て ある 舊廟 は、 もの 古り てみ へ 

此の ごろ 建ら れた 石碑に も、 なだらかに 苔が 生じて 

ある、 以下 訓解の 註が わるい、 


唐詩 選 


五 言排律 
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唐詩 選 
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ならば、 故 園の 草の はえ しげつ て ある 處を、 刈り 彿ふ 

て、 引 こむ 氣 になった、 謝眺が 詩に 方 同，， 勝戰者 ，41- 舅 

北山 萊， と あり、 


力 ヌル _K グン シフノ  -r 


同 餞 „, 楊 將軍 兼，， 原 州 都督 御 

シ チウ ジ ヨウ ヲ  ゾ  ティ 

史 中丞，  蘇賴 

此 とき 大勢 てん 手に、 送た もの ゆへ 問と 一 云 ふた 

もの. おや、 楊將 軍が 原 州 都督と 御 史中丞 と を 兼 

. て、 西域の 方へ ゆく を 送るな り、 

ィゥ チ セ ヅシキ シャニ  マカス n ガニ 

右 地 接. 龜沙： 中 朝 任. 虎 牙つ 

をよ そ 人 南面 するとき は、 西 は 右に、 あたる、 そこ も 

との ゆかる、 右 地 西域の えびす、 くちの 龜沙に つ > 

いて ある 處は、 大切の 處 ゆへ 朝 撰に 於て、 そこ もと を 

虎牙將 軍の 重い 官に仰 付けられて、 つか はさる、、 虎 

牙 は、 漢の將 軍の 號で龜 沙と對 をと る、 

ゼン メ. 1 マサ-; ァ- 「タメ ゾクテ キヨ ヘイ ズ ナサ ィへテ 

然明方 改. 俗、 去 病 不 家、 ■ 

そこ もとの 胡の 地へ ゆかれて、 漢 の張然 明が 如く、 夷 

の 風.^ を改ん とせら る、、 漢の武 帝霍去 病が ために、 


第 を 治ん とす、 去病辭 して 曰、 匈奴 未 滅何ぞ 家を以 

てす る こと を せんと、 云 ふたことが ある、 

シャゥ  ヅテ ダン 二  ン グン ヨウ チ、 チ ハ ナヤ カナリ 

將 禮 登. 壇 盛、 軍 容 出. 塞 華、 

それ ゆ へ 天子よ， CV も、 きっと 壇 を 設け て 大 將の醴 を 

と、 のへ， o、 さかんな ことで ある、 この度 大勢の 人數 

を 引 つれて、 塞に 出ら る、 は 誰が みても、 華やかな こ 

と ぢ -、 


朔風 搖， 漢 鼓： 邊 月 思，， 胡 笳： 

さて、 あの方へ ゆかれたならば 塞の 朔風が この 方の 

漢鼓 をう ごかし、 また 月夜 ざしの じぶん 胡^ をき か 

る であらう と、 今 B ひやる、 


旗 合 無. 邀. 正、 冠 危 有. 觸. 邪、 

旗 合して と 云 ふ は、 人數 のよ くそろ ふたことになる、 

この 方の 正しき， に、 えびす どもが 向 ひ 近づく こと は 

なるまい、 殊に 御史を かねて ゆかる、 ゆへ に、 人のお 

そる /'冠 を かぶって 居ら れ うに よつ て、 えびす ども 

が を それる であらう、 觸 邪と 云 ふ は、 御史 がきつ と吟 

* して、 姦 邪な ものに 觸れ あたる こと、 


ゥガ、 ッ テキ ヲ n へ ミン シ T ウテ  メ  -I  ム-  ヲ 

候. 曉 踰，， 閩 嶂； 乘. 春 望，， 越 臺： 

候， 曉 夜の 明る を 見合せ まって、 閩山を こ へ て 越の 方 

へ ゆく、 春に 乘 じて 越 王の 臺の、 あとな ど を 見る、 

宿 雲 鵬 際 落、 殘 月 if 中 開ク、 

鵬 際と は 莊 子に 北溟 有， 魚 其名爲 化而？ 1^. 鳥 其名爲 

,鵬 々之 背不， 知 其 幾千 里， 也 怒 而飛其 翼 若 fel 天 之 雲， 

と ある ゆ へ 、雲と 鵬 とつり あ ひに なって、 鵬 際と は實 

に 天際の ことになる、 宵の 內 から、 宿 雲が みへ たが、 

曉 方に みれば 天際に をち て 見 へ ぬと 云ふ ^i なり、 

蚌は 水中に ある もので、 蚌の 貝の 中から 玉が 出る と 

云 ふこと ゆへ に、 月と つり 合せて た  >  西の方 を 見れ 

ば殘 月が 水上に み ゆると 云 ふ義ぢ や、 

ヘイ レイ ゥゴ カシ  ヲク ハウ ラウ ラ、 フ へキ タ イチ 

0 荔 搖， 靑 氣； 桄 榔 舅 碧 苔； 

山路の 體を云 ふ、 夜の あける に 隨て薛 ^などの 靑々 

としげ りて あるが み へ る、 枕榔は 南國に 澤山 ある 木 

で、 葉の 大分つ いて ある 木で、 此の方の 糉憫の やうな 

もの、 苔の 上に 覆て ある ゆ へ 鬚と 云 ふ、 

ケ イカ 7 パシ ウメ  B 1 フシ  t. 、、ィ テ  カヘル 

桂 香 多 露 裏、 石 響 細 泉 同、 

唐詩 選 五 言排律 


桂 はた  >  さ へ 香ばしい もの が、 朝露が 一 ぱい しめり 

ついて ある ゆ へ 、尙尙 香ばしい、 谷 あいな どの 泉の さ 

ら》 /^と 石に ひ  > きて、 ながる /'一 者が きこ へる.' 

イダ ヒテ ハチ ゲン ェン ゥ ゾブキ マ クン. テ テ t  • スィ  ル 

抱，， 葉 支 猿 嘯、 銜. 花 翠 來、 

山の 木の葉の かげで、 猿の うそぶく 聲が きこへ、 中國 

に はめ づ らしい 裴翠 鳥が、 花 を ふくんで とびまわる、 

^ シ トヨ 口  n プ  t. 、二 ユウ ナル カナ 

南 中 雖. 可. 悅、 北 思 曰 悠 哉、 

かやうな おもしろい 義を、 雖 ；5\悅 おもしろうな いは 

なせ なれば 都 を 思 ふ 、北 思が 日々 はるかに なって、 い 

つかへ ると 云 ふこと も 知れぬ ゆへ である、 

シン ハツ ニハ カニア リ ソト  ス. デニ ナルク ハイト 

鬓髮俄 成 .素、 丹心 已作. 灰、 

それ ゆ へ 、吾が くろ 髮もー 素くな，..^、 大功 をた て 、立 

身し やうと 思 ふた 丹心 も 灰と なり、 なにもかも やく 

にた、 ぬ、 あさましい 義ぢ や、 

イツ 力 マサ ニム カフ キ B  二 ュクく  .* ラ. \  n ヱンノ ライ ヲ 

何 當 首， 歸 路； 行 翦 k 園 萊： 

心 は 火な り 火の 色 は 赤に よって、 丹と 置た もので、 火 

より 灰と つり 合て ある、 何當首 歸路、 都に 歸 であらう 

一 丄ハ丸 
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m ゥハ ッ』 


寵就黃 扉 日、 威 廻白簡 霜， 

御近處 むきの こと ゆへ 天子の 御 そばへ 近付て、 格別 

に 御 寵愛 をう けられ、 もとの 御史の ときには 白簡に 

邪惡の もの を 書付て、 直に 天子に 御 目に かける きつ 

い 霜の 如くなる 威勢 は、 廻て 何でもお それた、 

^ ク ダイ ウッツ  テ モシ ラン ショ ェテ  ヲ カフ ハシ 

柏 臺 遷. 鳥 茂、 蘭 署 得乂 芳、 

そこ もとの 本 役 處柏臺 も、 鳥 を うつして そこ もとの 

役替 をせられ た ゆへ あと も 繁昌に ある 箬、 朱 博が 朝 

た 鳥の 故事 を もちこん た、 郞官の 役の 役 處闞署 も、 そ 

こもと を 得て よ-^、 外分 もよ く： f 方う して ある、 


メ 


禁靜鐘 初徹、 更 陳漏更 長、 

寓 直の やうす を 云 ふ、 禁裡に よもすがら もの 靜 にし 

てゐら る、 ときに 鐘 をつ き 出す と、 はやく 通. i ソ ぬけ 

てき こ へ更 のうつ る も、 間い が 遠く 刻 を つげる も、 長 

く 思 はれ、 

^  4： 低武 庫： 流 火 度-文 昌マ 

曉方 そら を みれば、 禁裡の 西南の 方に ある 武庫の 方 


へ 天河が 低れ、 じぶん がら 七月の こと ゆ ゑ 大火 心 還 

も、 西南に ある 文 m 曰宮の 方に わた.. T -、 

グゥ チヨ ク  キ ラ モク ジャゥ i ゥ サゥ カン アガ^ 

寓直 光輝 重、 乘 秋 藻 翰揚、 

寓 直の やうす も、 そこ もとの 番をして いらる、 ゆへ 

に、 人 も かくべつに 思 ひ、 乘 秋と は 秋の けしきに 乘じ 

て 、文章 も すぐれ て、 よく 出來 るで あ らう、 翰 は 文章 

のこと ながら も、 鳥の 高く 飛 上る やうな と 云 ふ 意 を 

合で ある、 

アン トウ ム ナシク ホ ッスレ U ゼン. r  テゥ ズ ナサ シャ ウテ 

暗 投空欲 . 報 、下 調 不 k  J 早、 

思 ひも よらす、 名 詩 をみ る こと もなら ぬ、 この 方に 暗 

に 投じて くれた ゆへ 出來ぬ ことなが らも、 和 をした 

う 思 へど も、 何 を 云 ふても、 下 調の こと ゆへ 章句 をな 

さぬが残念なと、謙返して云ふな.=^、 


早發， 始興江 口， 至. 虛氏村 -作 

宋之 問が 南方に 左遷せられ たじ ぶんに、 南方 始 

興 縣 の 江 口より 發 足して、 虛氏 村と 云ふ虑 に來 

てつく る、 


節晦蓂 全 落、 春 遲柳暗 催、 

it 艸 はとけ いの やうな 艸で、 堯 のとき に 生じた、 當代 

を ほめる 義 になる、 寞 は朔 H より 一 葉づ 、生して、 十 

六日から 一 葉づ 、散る、 今 晦日の i ゆへ 全く 落と 云 

ふ、 春の ことなが らま •  た 餘 寒が ある ゆへ 柳な ども も 

へ 出ぬ ゆへ 暗に 催す と 云、 

シャゥ メイ i ョク ケィヲ セゥ カフ ベン ズ チン タハ イチ 

象溟 看-浴 1 刼 辨，， 沈 灰； 

象溟は 池の 大きな こと を 云 ふ、 溟 海と 云へば 海の こ 

とになる ゆ へ 溟に 象る と 云 ふ、 洛景は あさ 日の 海水 

に 沐浴す る やうに 出る を 云 ふ、 こ. では 池に 日影の 

うつる を 見て 浴景と 云て ある、 池の 深い こと は 三災 

の 燒け灰 を、 武 帝のと き、 此池を ほる とて 底から ほ 

出されて、 靡 唐竺法 蘭が 見て、 劫 灰と 云 ふこと を 知た 

これ 甚だ 深い こと を 云、 

カウィン-  ノガク フン 力 カン ブノ サイ 

鎬欽周 文樂、 汾歌漢 武才、 

今 H の 天子の 御 制作 は、 漢の武 帝の 汾河を わたって、 

秋風の 辭を 作られた にも を とらぬ、 今日の 音樂 は、 周 

の 文 王の 樂 にも を とらぬ、 


不 .愁，， 明 月 盡； 自 有，， 夜 珠 來； 

今日はめ づ らしい 御游 興で、 ことに 夜に 入る まで 還 

御なら ぬ、 今宵 は 晦日の こと ゆ ゑ 月が なけれ ども そ 

れ も苦勞 になら す、 大方 魚が 明月の 珠を ふくんで 來 

るで あらう、 見 明 池の 魚が、 武 帝に 珠を献 じた 故事が 

ある、 


ヮス m ゥ キゥ ジ ダウ 


和， 姚給事 寓直之 作， 

御史 より 給 事に なった と 見 ゆる、 

セィ B ン ミチ  二  スセキ ラウ- 1 

淸 論 満，， 朝 陽； 高 才 拜，， 夕 郞； 

そこ も t のこと は、 大勢の 中で もす ぐれた ものと、 朝 

廷 一 ぱいの 評判 ゆへ ー咼才 を 以て、 選び出され、 郞官に 

仰 付ら れた、 m 慕入對 一一 靑瑣 門ー拜 する を、 夕郞 とい ふ、 

ッテ リ サ クル ヲ  ジテ セッス サシハ サム ギ ウテ 二 

還 從ニ 避. 馬 路； 來 接，， 琪 行； 

そこ もとは 人に 馬 を さけら る 處の、 御史の 役よ，.^ 來 

て、 御近處 むきの 貂を さしはさむ 給 事の なみに 入ら 

れた、 後 漢の梪 典が 故事な，^、  ffl 貂 とはいた ちの 尾の 

やうな もの を、 冠の 間に さしはさむ、 


唐詩 1^ 


五 言排律 
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唐詩 選 五 言排律 

この、 やひのと 云 ふ もので、 金銀の 箔を 以てさい しき 

して、 五色の ふさな どが さげて ある、 それ を 御殿の 外 

にたて、 ある ゆへ 綵 仗の 外と 云 ふ、 幔を もって 假..^ 

つくった 御座 處の中 も、 そろく  * めかし くな，.^、 

ラク シ メ クラシ シャ ジッヲ 力  シ  ヅグ  チ 

樂 思 P 斜 日： 歌 詞 繼，， 大 風： ， 

廻斜 曰 は淮南 子の 故事で、 天子 も たのしう を ぼしめ 

す 御酒 宴 ゆへ、 日 を 永 く，. - たく 思 召し、 西へ 傾く 日 を 

御 威勢 を 以て、 よびか へし、 日 を三舍 反す は魯陽 公が 

故事で ある、 天子の 御 制作 を ほめて、 むかし 漢の 高 

帝 沛宮に 御幸あって、 酒酣 にして 大風 起兮雨 飛揚す 

と 云 ふて、 すぐれた ことに 云 ふが 今日の 天子の 御 制 

作 歌詞 も、 大風の 歌に 相 繼でを とらぬ、 すぐれた こと 

である、 

トシ ズ カラ シュク ゾン ヅゥチ 

今朝 天子 貴、 不. 假 ，_叔 孫 通； 

以下 抑揚して 天子 への ご あいさつ を 云 ふ 、漢の 高祖 

は在鄕 から 出て、 天子に なられた ゆ へ 朝 儀が 治まら 

いで、 叔孫 通が 朝 儀 を 起した と 云 ふが、 今の 天子に を 

いて はもと よ b 貴い ゆへ、 叔孫 通が やうな もの を か 

るに をよ ばぬ、 高祖よ まさった とな b  、漢の はじめ 


一 六 六 

群臣 飲酒して、 功 を あらそ ふ醉て 妄りに さけび、 a を 

ぬいて 柱を擊 つ、 高祖 これ を 御い といな され 叔孫通 

に 仰せつ けられ、 朝 儀の 禮を おこされ たれば、 諸侯 王 

以下 百官 群臣 威 を、 おそれて つ /- しむ、 高祖 曰 吾 今 

乃 知， 爲， 皇 帝 一之 貴， 也と 云 はれた ことがある、 一 

氣. 和き 曰 ISh, 昆 明 池， 應 制 

世說 にある 通 、正月 晦 H の 行幸な り、 

春歡靈 鄭會、 滄波帳 殿 開、 

* の 行幸 ゆ へ 春 豫と云 ふ、 靈 池と は ほめた 言ば で あ 

る、 * 見 明 池に 御幸 なれる について、 池の » 波に のぞ 

んで、 假の 御殿が 押し 開て 立て ある、 

ハ シ ノィギ セキ ゲイ チ リ サハ ハラ フテ ト ギゥヲ ヘル 

舟 凌，， 石 鯨， 度、 接拂. 斗 牛， 廻、 

武 帝のと きに 池に 石 鯨 を こしら へた が ある、 御贿舟 

を 押し こんで 通る、 同じ 池 中に 牵牛 織女 を 石 を 以て 

こしら へたが ある、 その あた b を掉を さして 乘て ま 

わる 、接の 字、 斗 牛の 字に 綠が ある ゆへ、 假て 梅の 字 

にかへ る、 以下の 二 句 正月 晦日と 云 ふ 5 をき かせる、 一 


らう、 

ゲン トメ  シ  ノ  テ フン トツ fn リ セゥ カン カヘル ガ 

儼 若.. 祌仙 去、 紛 從，， 霄漢， 间： 

装束 つ き、 たち ま はりの つ ばな - J と を ほ め て 、天子 

の 御 目通り を往來 せらる、 に 衣裳つ きが、 儼に して 

つばな こと ぢゃ、 棘 仙の さつ て ひら. 9 と、 霄漢ょ 

下る ごとく、 凡骨の ぬけ 通る 立ち ふるま ひ をす る 人 

である、 紛は ひら-,. \ 'とする あんばい である、 


千 春 奉， 休 曆； 分 禁 熹趨 陪； 

千 春と もに かやうな けっこうな、 御世に 奉じつ かへ 

て、 才德 のす ぐれた そこ もと  >  、分 JK とも ぐ 趨陪 

する は 仕 合な 義と • 喜 こばし ぅぞん やる、 休 暦 はか わ 

ら ぬけつ こうな 御代-と 云ふ義 になる、 趨は趨 走の 義 

でう やま ふ MJ  、陪は 相伴 ふ， と 分禁と 云 ふ は韋氏 は、 中 

書郞 で、 ま へ は 尙書郞 、ともに 御 近習む きの 役 なれ ど 

も、 禁中の 內 で役處 が、 ちが ふゆへ 分 JI いふ、 


ルヲ 


ジャゥ 


奉. 和 .幸，， 長 安 故城 未央？ 

宋之問 


十一 一月 三十日の 御幸な.^、 漢の 都の あと 未央宮 

のあった 處は、 長 安より は すこし 北へ よって あ 

る、 御幸の 作 を 和す るな， 0,、 

ダ ヤメ 夕、 カヒチ セゥ シャゥ スナ ハチ イト ナム チ 

漢 王 未. 息. 戰、 蕭 相 乃 營. 宫、 

漢の 高祖の 戰を やめす 自身 征伐 に 出られた あとで、 

蕭 何が 未央宮 をつ くった、 

壯齓 一 朝 盡、^ 靈 千載 空、 

壯麗 になければ 威が かるい とて、. 9 つばに 作. たて 

た 殿閣 も 一朝に 盡き はて、、 すぐれたる 處の 威靈も 

年 をべ て あとかたもなくな，.^ てし まひ、 

イタ. t ゼンセ キヲチ  シュ エンス グン n ゥヲ 

皇 明 悵，， 前 跡； 置 酒 宴ニ羣 公； 

今 ま德の あきらかな 天子の この 處へ 行幸あって、 む 

かしの あと を ごらんな され、 さても、 はかない ことと 

悵みを ぼしめ し、 それ ゆ へ 群 E へ も 御酒 宴 を、 下され 

る、  • 


サイ ヂ ャゥ- 


寒輕 It 仗 外、 春 發幔城 中、 

天氣 もよ く、 天子の 行幸 ゆへ 寒 も うすく あた、 かに 

思 はる、、 綵： M と 云 は 天子の 御先 拂ら ひの 道具で、 ほ 


000 


玉 言排律 
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ーハ四 


公用の しげい 役處 ゆへ 装束 をと く まも なく、 夜 あけ 

の 漏 を まつ て、直に參內せらる、漏は水どけぃな^^、 

明朝 題， 漢 柱； 三署 有， 光 輝： 

漢の田 鳳が 郞官 をつ とめし とき、 容儀 端正な り、 靈帝 

の 目に とま 、題 曰 堂々 乎 張 京 兆田郞 と ほめられ 

たこと が ある、 明朝 そこ もと 參内 せられ、 黑量 すぐ 

れた ゆへ 格別に 天子の 御 目に とま，..^、 柱に 題 せらる 

/'ならば 同役の われら、 三署の ものまで もい かう 外 

ぶんの よい ことお や、 尙書 省、 門下 省、 中 書 省 を 三署 

と 云 ふなり、 

同，， 韋舍 人， 早朝 

あさとく から、 參内 する ゆへ、 夜 あけのこと を 云 

ふ * 


連レ雲 起、 巖廊拂 開、 

夜が 明け はなれる と、 禁裡の 表 御門の 雲に 連て、 高く 

起て あるが みえ 廊下 廻..^ の ひら など も、 曉方霧 を 

拂て そろく ひらく、 巖は た H 咼 いと 云 ふに ついた 


もの ぢゃ、 

ギヨ ク 力 リャゥ エイ リシ ュ リガン カウ 

玉 珂龍影 度、 珠履 雁行 來、 . 

それより 官人 どもが 玉珂 のか ざり た， てた、 龍の 影の 

やうな すぐれた 馬に のって くる も あ.^、 珠履を ふん 

で 順に 列て、 參內 する も あり、 

長樂宵 鐘盡、 明 光曉奏 催、 

長樂宮 は、 鐘の ある 處\ ^、夜の うちにつ く 鐘 もつ きし 

まふた ゆへ 明 光 殿に 天子へ 奏聞す るぎ を 催し、 いそ 

がしくな つてき てと、 これまで はわれ も靠舍 人と 同 

じ やうに つとめて、 いる こと を 云 ふ、 -' 

イツ ケィ ッタへ . ^ゥ .i- ク： K  ヌ ギンズ エイ サ イチ 

一 經傳 奮德； 五 字擢ニ 英材： 

以下 一 一句で 學文を ほめる、 そこ もとは 親の 窗德 をつ 

た へ て、 漢の韋 賢に も を とらぬ、 才の すぐれた 人で あ 

る、 漢韋賢 爲>  丞相， 少子 玄成復 、以。 明經- 歷-位 宰相； 鄒@ 

の 鋒 曰 遺-子 黃金満 羸， 不. 如敎 子 一 經 1、 魏の 景 王の K 

松が 草 表 を、 鐘 會が五 字な をし たれば、 明文に なつ 

て 帝の 御き げんに 入た こ. とが ある、 そこ もとの 英才 

で • 文章 を 書れ たなら ば 、さだめて 御き げんに 入で あ 


とで あらう、 そこ もとは 文章の 達者 ゆ へ に、 いかう 軍 

中の 調法に ならる、 ぎで ある、 

ョ 力 力へ ラバ  二 ハウ ユウ ミ タン  キー 一 

輿 駕 還，， 京 邑 M 遊 满. 帝 畿： 

大將の 總人數 を そろ へ て、 京に か へらる、 に は、 朋友 

どもが 都に みちて、 待てい る、 

マサニ キス  ヅテ  ガイ ヲ 力  ブ  -! セン r_s キチ 

方期來 獻. 凱、 歌 舞 共. 春 &  • 

今から 預め 期して いる 來寿 首尾よく か へられて 凱陣 

の 歌を献 じて、 天子より 御酒 宴 を 下され. た ならばと 

もど も 歌舞して、 たのしむ であらう、 

ムクフ ソ イン グ ハイ t グンガ 力 パン ュ グゥ チヨ クメ セィ 

酬. 蘇 員外 味玄夏 晚寓" 直 省 

チウ ラル、 二 ヲク  シ ン セン キ 

中， 見.， 贈  沈牷期 

同役の 郞官 が、 六月の 末 天子のと のゐ番 にいて、 

詩 を 作て こした に酬 ふなり、 

ュ ゼ ラレ テ リ  -I  .... ウセ ゥ  クスレ イイ 二 

0 命 登 二 仙 閣； 通 宵 直 鱸 闈： 

員外 は尙書 省に 屬 して、 » 仙 門の 內 にあ b  、故に 仙閣 

と 云 ふ、 崇鱧門 は尙書 下舍の 門なる ゆへ 鱧闈と 云， 今 

唐詩 選 言排律 
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われ も そなた も 同じ 郞官に 命せられ て、 仙閣 にの ぼ 

る ことに 今夜 は そこ もとの 當番で 員外 郞 のっとめ 處 

崇鱧 門の わきに ある、 踡 闈に寓 直して と V まつ て ご 

ざる、 

キヨ ゥシク  ヲ  ゴス  a ^き 

大 官 供 宿 膳； 侍 史 護，， 朝 衣； 

それ ゆ へ 天子の 大手の 臺處？ -ら、 夜食 を 供し あてが 

う 侍史 は、 女官で 郞官の こと ゆへ 女官が 二人して、 明 

朝參 内の 朝 衣に 伽羅な ど をた きこめ、 守護して いる、 

パ マン ヲ テン 力  リ ケパ マドチ ゲク i ビブ 1、 

卷. 幔 天河 入、 開. 窻月 li 微 

役 處の景 を 云 ふ、 幔を まくと に 天河が さしこむ や 

うにみ へ 窓 を ひらく と、 うす 月夜 ゆ へ 露の お いた 氣 

色な どが ほのかに みへ る、 

. ^涂殘 暑 返、 高樹蚤 凉歸、 

夏晚の こと ゆへ 暑氣も しりぞき すいしく な b ヽ また 

秋に ならぬ うちから、 冷 かに 秋に な，.^ か 、つた やう 

すで ある、 

ク ハンケ ン ク |ー  トク 「ケン シャ マツ テ a ウテ ヅ 

冠 劍 無二 時 釋； 軒 車 待. 漏 飛、  


唐詩 選 五 Ills 排律 

ャ ジュ サゥ ェン タへ シン a ゥ パン * コス  レカ ラン 

野樹蒼 烟斷、 津 樓晚氣 狐、 誰 知 

ノ  チ モフテ へ テ マサニ チ チウ セント ハ 

萬 里 客、 懷. 古 正 踟 蹰、 

野 はらに 樹木な どが み へ るが、 蒼烟 斷 へ て しち はげ 

て ある、 わたし 場な どが み へ るが、 むかし は さぞ 家 

もた くさん あつたで あらう が、 今 はた  >  一 つ はなれ 

の樓が あるの みぢ や、 われ 萬 里の 遠き より きて 古へ 

のこと をお も ふて、 踟蹰 している と 云 ふ を、 たれ もし 

るまい、 

チ クルソ ミ ダウ- 1  トシ ングン 

贈，， 蘇 味 道， 杜審言 

* 道 北狄の 方へ 番手に 行て 居る に をく るので あ 

る、 

北 地 寒 應 J ぜ 城 お . 

今 そこ もと 北 地へ 行て いらる MJ ゆ ゑ、 さそ さむう 

てなん ぎな ことで あらう、 都 へ かへ る こと もなら や、 

つとめて いらる、 と 云 は 太義な ことで ある、 北 地に 

對 して 都の こと を、 南 城と いふ、 

ヘン む- ィ  リ キヤウ テキ テ  マク ジゥ ィヲ 

籩 聲 亂. 完 笛； 朔 氣 捲，， 戎 衣； 
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起句の 苦の 字 をう けて この さむい に ついて、 邊 塞の 

胡 どもが どこでも かしこで も、 笛 を澤山 ふくで あら 

う、 亂の 多い 意になる 北風が はげしう 吹て、 よろ ひな 

ど を ふきまくつ て、 いよ-/ \» さむから う、 

ゥ セッ  クラ ク フゥ サゥ  マレ ナリ 

雨 雪關山 暗、 風霜 艸木 稀、 

雨 雪 も ひお もの 降て 關山 あたり も、 くも， 9 わたりて、 

暗く 風霜の 强ぃ ゆへ 草木な ども まばらに ある、 これ 

まで 第 一 句 をう けて 云 ひ、 以下 はなぐ さめて 云 ふ、 

n ヘイ  ヒ  スヅ キント カン ソッ ナチ サヌカ nt ヲ 

胡 兵 戰 欲. 盡、 漢 卒 尙 重. 圍、 

さ、 Q ながら 胡の 兵 も 大半 盡 たと 云 ふ、 その上へ この 

方から 行て いる 兵 どもが、 胡 を 打 かこんで この 方の 

よはみ はみ へ ぬ、 

キヨ ウメ ェゥ セィ チチ  フメ サイ パ n へ * リ 

雲 淨妖星 落、 秋 高 塞 馬 肥、 

そ らも はれ 惡星も をち たれば、 追 付 軍 も 治る であら 

う、 ことに 馬 も 肥て 達者になる じぶん ゆへ かけまわ 

b にも、 よから う、 

ョッテ アン 二 ユウ ケン ゥゴ キゥゴ カメ チウ シ m  プ 

據. 鞍 雄 劍 動、 搖. 筆 羽 書 飛、 

鞍に よって 太刀 を ふりまわし、 さぞ こきみの よい こ 


上の句 をう けて 岸 通りの 51^5 を 見て 云 ふ、 深山 を のぞ 

んで みるに 岩が さし か、 つて 主 H 簾が 壁の 如くけ づり 

たてた やうに あり、 險 阻なる ゆ へ に 碧水 も ひと いき 

にす つ， とな がれて 通る、 

ジ  -ーキ ハン  ヅム チウ- 1 

古木 生，， 雲 際： 歸帆 出，， 霧 中； 

兩 方の 山 もた かいこと ゆへ に、 雲が お ほひ か、 つて、 

古木 も 雲の 中に 生じて ある やうに みへ、 川 中に も 霧 

が 下りて、 まっくら になって ある 處を、 舟に 乘てか へ 

る、 

セント  チ シ サ カク シ ソ.. 、ロニ ンゾキ ハマ ラン 

川途去 無. 限、 客 思 坐 何 窮、 

いかう 水が 早い によって、 まっくらな 中 を どこと 云 

ふめて どなし に、 乘て 行き 客 中の 思 ひも また さま ざ 

ま 生 すれ ども、 きわめて 思 ひとめる まもない である、 

ケン ザンク ハイ n 

岘山懷 古 

マグサ カフ テ 二  ノ  f ク ハウ テン-一 テ キ-1  キゥ トヲ 

称. 馬 臨， 荒 甸： 登. 高 覽， 舊 都； . 

厲 兵秣- あとて、 左 傅の 文字で ある、 峴山は 聞 及んだ 處 

ゆ へ 夜中から したくして、 朝と く覜 山に のぼ ，0-、 古 は 


繁！ な ことで ありつら うと、 都の あと をみ のぞむ、 む 

かし 晋の羊 祐が襄 陽 を 旗て、 峴 山に あそぶ > ^を たの 

しんで、 民 を 思 ふ 惠澤の 深い 人 ゆへ 羊祐が 死ぬ と峴 

山に 碑 を 立て、 これ をみ る もの 淚を ながし、 のちに 杜 

預が 墮淚の 碑と なづけた、 碑 は 平 字 ゆへ ？ I と をいた 

もの ぢゃ、 碑と 同じ ことお や、 今 この 岘 山に のぼって 

墮淚の 碑 を よんで みれば、 や は...^ 古へ にか はらす、 か 

なしく 思 はれる、 

ナチ カナシ ム ダ ルキノ ケッ 十 チ ヲモソ グハ "ャ ウノ ト 

猶悲墮 淚碣、 尙想 臥龍 圖、 ， 

孔 明が 隱れ 居た 隆中山 を 見 のぞむ に ついて、 孔 明が 

几 陣を石 を 以て 鬮 してみ たと 云 ふこと を 思 出す、 

ジャゥ ィフ ハル 力-一 チ ソヲ  ナカ パ ル -I >  _  , 

城邑遙 分. 楚、 山 川 半 入. 吳丘 陵、， 

タ、. 、-ー ts ノヅ カラ -プ  イク パク カテゥ n ス 

徒 自 出、 賢 聖 幾 凋 枯、  . 

さて 麓の 城邑を みれば、 地勢が 楚國へ 入 こんで ある、 

た  >  山 々がに よきく と 出て あるが みへ る、 襄腸は 

賢者の 多い 處で耆 舊傳と 云 書 も あれば 今 は その 賢者 

の 塚 もみへ す、 湖枯は 死んで しま ふたと、 云ふ義 であ 

る、 


00  0 
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かたわらの 岩の かげな どに、 なって ある 處を みれば、 

いか さま 靠 氏の 先祖の 內 どれ ぞ、 丹藥 など を ねられ 

た處 とみ へ る、 又 古き 岩穴な どが ある、 これ も 定て先 

祖 たちの、 道 書で もお さめて 置れ た處 そうな、 以下 嗣 

立が 器量に 比して 云 ふ、 

ジュ -1 ハ クス ハウ ッ チ  -ー ハヒソ ムホシ イマ、 ナ ルタ、 -1 ウテ 

樹宿搏 k 鳥、 池潛 縦 .塾 魚、 

大木な どが 生へ 茂て ある ゆへ 大鳥 などが すまいそう 

にある、 池な どに も大 魚が ひそまって いる やうに み 

へる、 


ラ ソ ャに 


寧 知 天子 貴、 尙 億，， 武 侯 盧； 

結句 は嗣 立が 御 恩 を ふかく かう むる を 云、 蜀の 先帝 

の 諸 葛武侯 を、 御訪ら ひなされ た 如く、 わざく 御幸 

の あると 云 こと は 大抵の ことで は ない、 嗣立も 有が 

たく 思 はれい と、 云 ふので ある、 


白 帝 城懷古 陳子玲 

後漢の 光武帝のと きに、 公孫 述が 蜀の 成 都に み 

や こして、 白 帝と 稱 した ゆへ 白 帝 城と 云 ふ、 下の 


谷川な どに 船 を かけて 居て、 作る である、 - 

ハ  ヅサゥコゥノクレト^^メテカチチ -フ  IS 

曰 落 滄江晚 、停. 橈 問 i 風： 

さて、 夕 H 方に 白 帝 城の 川 庠 に 橈 をと  >  めて、 舟 を か 

けて こ、 は 何と い ふところでい かやうな こ. との あつ 

た處ぞ と 、土 風 を 問と むらへば、 、_  ,  . 


ボッ. <^ 


城 臨 巴 子國、 臺沒漢 王宮、 ， 

すな はち 土 風 をの ベ て云、白帝城から ^^に 見 をろ す 

處が、 いにしへ # 秋のと き 巴 子が もった 國て、 かたわ 

らに むかし 劉玄 德の吳 より 敗軍して 歸られ て、 <s 腹 

縣を あらた め て 永 安と 名づ けて、 こ、 に 宮殿 を た て 

られたが、それも今は沒して、ぁとかたも、なくな^^、 

ク ハウフ クナテ シゥ テン  ナテゥ  コゥ 

荒 服仍周 甸、 深 山尙禹 功、 

見 わたす 處を云 ふ、 今 荒 服の 如くな つて ある 處が 周 

の 都に て ある なれば、 や は..^ 甸 服で 深山 ひらけて、 今 

往來 もなる と 云 ふが これ^ の 大功 である、 これまで 

の懷 古で ある、 


懸 靑 壁 斷、 地 險 碧 流 通、 


この 韋嗣立 は、 洛 陽の 東南に 引 こんで いられり、 尋 *s 

の ものと はちが う ゆ へ 天子 も、 師匠の 如く 交り を ぼ 

しめす 契 は 上に かなう を 云 ふ、 しかれば 東 山に 引 こ 

ん でいながら、 天子の 補佐 も 同前と 云 ふ ものである、 

ユウ ジャゥ ヮスレ フヅ ベン 9, シン ケン ミル シャゥ ギヨ チ 

幽 情 遺， 紱 『免； 宸 眷 囑，， 様 漁： 

さて この 處へ 御幸な さるれば 山中 ゆへ 、幽 情が 生せ 

られ て、 天子 * き 御冠 御 装束 を も 御 わすれな されて 

其 あたりの 樵 夫な どの、 いやしき もの を も御覽 ある、 

セィ  シ トウ サン ノ  trs チン ハ メグ^ ハ ス イノ ョ 

制 下 峒山蹕 、恩 间灞水 輿、 

崆峒 山で い にし へ 黄 帝の 黄 成 子 に、 みちを 問 はれた 

ことがある によって、 こ、 へ ち こんだ もの ぢゃ天 

子ょ，^^もぅ御供まゎh^そろ へませ ぃと仰せ付られが 

ある、 嗣立 をば 格別に を ぼしめ す ゆへ 天子 も、 御輿 を 

めぐらさる、 洛 東の！ 1 水の ほとりへ 御幸な された、 

ト-- 、メ セィ ガイ ヲ ヘイ ァク クシ キヨ テ_ 

松 門 駐， 旌 蓋； 薜 幄 引 J 曰 裾， 

山莊の やうす を 云、 隱者 のこ と ゆ へに 門 近くに 松が 

梳 ゑて あるに、 天子の きぬかさ ゃ旌 などが、 松の 間に 

立てい るに よって、 と  > むと 云 ふ、 坐し きぎ はの つた 


の ある 處を、 すぐに 慕 を はり まわして 置いて、 大勢の 

官 人た ち を 案内し て 、奥の 方へ 引て ゆく、 

セキ トウ ラカニ ク ハウ リク 二 ェン ロウ ナカ パナリ シ キヨニ 

石 磁 平， 黉 陸； 烟 樓 半， 紫 虛； 

黄 陸 は 黄道と て、 日の 通，.^ みちで 今 この 山の 石段 を、 

天子の 御 通りな さる/' ゆへ に、 日の みち も 同前で あ 

る、 又烟の 中に 立て ある 樓も、 天子の 御 入な された こ 

と ゆ へ に 半 は 御 坐處も 同前 だ、 

ゥン 力  セン - P  クキン シュ ゾク チン ソ ナリ 

雲霞 仙路 近、 琴 酒 俗塵 疎、 

雲霞 は 仙人の ことに 用 ゆる もので、 實 に仙路 も、 ほど 

遠く はない そうで、 雲霞 もれな び.^、 琴 酒の たのしみ 

も 俗 を はなれて しづかな ことで ある、 

ケゥ ボク セン レイノ  ケン セン t ャク ヂャゥ m 

喬木 千齡 外、 懸泉百 丈餘、 

以下 屋 しきの 古い こと を 云 ふ、 先祖 以來 久しく この 

處に 居らる、 ゆへ に、 年 古り たる 大木 も そろうて あ 

,.^庭のか、，..^の瀑布なども、百丈ほどぁって、高ぃ處 

よ. 5 をつ るで ある、 

キシ  フク へ 子^ 1>テ リチ アナ フリテ モト _K サム  _T 

崖 深 經. 鍊. 藥、 穴 古 舊 蔵 JT  II 
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一 五八 


光 殿 への ぼり、 天子の 詔 を 書く ことなれば、 直に 天子 

の 御淸覽 にあ づ かり、 各 二人ともに、 雲 を披て 白日 を 

のぞむ 如く、 天子の 玉顔 も 自由に 拜 まる z-、 

m 口  n ビ ウル r ヲラゥ ベ ウノ キヨ ラ ナゲク ナス r_h タイ カク ノ  チ 

喜 . 得，， 廊 廟 擧； 嗟. 爲， 薹 閣 分： 

K ばし いこと は 今 このほどの 官 にまで なられた 上 は 

のちに 廊廟 の舉を 宰相 大臣に も ならる で あらう、 

一 一人 同役と 云 ひながら、 うけとり ま へ の：： 役處が ちが 

ふて あるげ なが、 とてもの ことに 一つ 役處に 居られ 

たなら ばよ からう に、 臺閣の わかって あるが ちと 氣 

の 毒に ぞん する、 

n リン ヲモ t  チ シン ァクへ ダ クランク ンチ 

故 林 懷，， 柏 悅； 新 握 阻，， 蘭 薰； 

文選に 松 茂ければ、 栢悅 ぶと あって、 同類 柏 感じて 同 

役の 立身 を よろこぶ となり、 又 御史の 役處に 柏が う 

ゑて ある、 そこ もとの 故 林の 御史 ども、、 をら が 中 

間から 郞官 にぬ き 出された は 、外聞 もよ い と 云 ふて 

悅 であらう が、 今から は 蘭 をに ぎつ て、 郞官に なられ 

たこと ゆへ に、 近よ つ て こ ろ やすくす る こと も な 

るまい、 故 林と 云より 新 握と 云 ふて、 握 蘭と 云 は尙書 

郞 のこと である、 


カゲ 


ム カフ ズ， 


ノ グノ 


冠 去 神 羊 影、 車迎瑞 維羣、 

神 羊 は獬豸 のこと で、 辦豸 冠と 云 ふ は、 御史の 冠で 人 

のお それる 處の 冠で ある、 ft?^ は漢蕭 芝が、 尙書郞 に 

除せられ たと きに、 雑 子が あつまり 車の 送，.^ 迎 をし 

たとい ふて、 尙書郞 の 故事で ある、 御 史冠を 去て それ 

より、 上の 郞官に なられた、 けっかうな 義 である、 


遠 從，， 南 斗 外； 遙 望，， 列 星 文； 

我 遠 南斗の 外より、 はるかに そこ もとた ちの 列 星の 

文官に なられた を うらやみ のぞんで、 贈る と 云ので 

ある、 列 星 は、 天の 帝 坐の かたわらの 郞官の 星で、 す 

な はち、 崔 馬の 二 郞官を 云 ふので ある、 


ル ヮシ カウス ル 


奉. 和 Jh, 韋 嗣 立山 莊 制 

李嶠 

韋嗣立 は中宗 の御歸 依の 隱 者で、 このと き 彼が 

宅へ 天子の 御幸なら せられて、 御製 の あ， 9 ける 

を 和し 奉る のて ある、 

ナン ラク シ シン ノ ケィ トウ ガン ワウ サ / キヨ 

南 洛師臣 契、 東 巖王佐 居、 


に、 霜が やきばに 轉 じて、 きら//. する やうす ぢゃ、 

《クウ ゥゴ t テ ク ノ  タ へテ  シ / 

白羽 搖 如. 月、 靑 山 斷 若へ 雲、 ， 

白羽の 矢 を 負て 武者 どもの むらがりて 居る が、 白く 

みへ 月の 照す やうす、 その あたりの 靑 山が はるかに 

みれば 斷 へたり、 つ いきたり して 雲の やうに みへ る、 

ケムリ ソニメ  ヒ マ クカト ► ンチ チリ キへテ タリ ス^ー 1 フン ヲ 

烟 踝 疑. 卷. 幔、 塵 滅 似 .銷. 氛、 

烟も きれぐ になつ て兑 へ るが、 軍事 も 終て、 幔 慕な 

どを卷 やうに 思 はれ 、塵埃 もた.' すに 軍事の 惡氣も 

きへ て、 おさまり か へ つた やうに み ゆるに 付て、 手前 

もこの やうに 1 とつ 功 をた て 、、立身 を したいと 云 

志 を、 以下の 四 句に 云 ふ、 

トゥク フン. 一 ャチ チモヒ ハン ゲフヲ ノゾン デジ ゥニ ヲモフ n クン チ 

投. 筆懷， 班 業； 臨. 戎想ニ 顧 勳； 

われ も 筆 を 投じて、 後 漢の班 超が 如く 功 をた て、 やみ 

たい 氣 にな.. >  、今 この 陣中 を みれば 大將の 功 は、 古の 

晋の顧 榮が勳 功に もお とらぬ と、 その 功 を 思 ひやつ 

て 云 ふ、 

力へ ヅテ べシ キヨ メテ ノ チモ ツチ レチ ズ  -!, 

還 應. 雪， 漢 恥； 持. 此 報. 明 君； 

漢の 恥と 云 ふ は、 高祖の 匈奴に 園れ、 のちに 和親して 

廣詩遂 玉 言排律 


緣 者に なられた こと を 云、 われ 今 この 陣中の 治た を 

みるに、 班 超 顧榮が 如く、 えびす を 「平らげて、 漢の耻 

をき よめて その 手 がら を 以て、 明君の 御 恩 を 報じた 

いもので ある、 

チ 二 ク サイ パ ジ ギヨ シガ ビ-ー ルテ 

在. 廣 聞， ，，3 佳 馬 二 御史並 登，， 相 

臺：  . 蘇^ 道 

崔氏馬 氏が 二人ともに 御 史の官 より して、 相臺 

宰相の 役處 につめる、 尙書 郞の宫 になった を、 南 

. 方廣 州に 居て 聞て 作て やる ので ある、 

シン 口 ヮ タカ 二 ブ セン ァゥ ク ティ プンス 

振 駕纔飛 日、 遷 鶯 遠 聽 聞、 

詩經 に振于 飛と あり 纔に 飛ぶ 日と 云 ふ は、 いま がた 

參內 せられて と 云 ふで ある、 振々 たる 鷺の 如く、 行列 

を 並べ て、 二人 つれで 參內 せられて まもなく、 鶯の喬 

木に うつる やうに 立身せられ た やうす を、 はるかに 

遠く 閬 及ぶ である、 

明 光 共 待. 漏、 淸 k 各 披. 雲、 

今 尙書郎 に なられた ゆへ に、 朝夕に 漏刻 を まって 明 

I  n  1 1 玉 七  . 
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五六 ふ 


氷 も、 きびしくない によって、 草木 も 凋む 葉 も しぼま 

ぬ 葉 も あり、 

シュク レイ タツ トビ 力 イチ t  タイア ラフ ハン 力 ウテ  - 

夙 齢 尙，， 遐 異： 披 對 滌ニ煩 囂： 

われ わか い ときより、 かやうな 遐異の 世 を はなれ 

、た處 を、 おもしろう 思 ふていた が、 今 この 處 へきて む 

ね を ひらいて、 この 境に 對 すれば、 心の 煩囂 のぼん の 

う を さ つ はりと、 滌ひ 流した やうに なつ て 、どこと も 

なう 菩提心が、 を こって きたと、 

マ ツナ  ルチ  ノ チュミ 3 ヮガ ル r_h  チ 

待. 入，， 天 台 路： 看 余 渡，， 石 橋；. 

老僧な どに 對 して 云 ふ、 また この やうな だんで は な 

い、 追 付 仙術 をえ て、 天台 山の みちをみ つけて、 石橋 

の 危き處 を、 わたって おめに かけやう、 靈隱 寺の すぐ 

れ たにつ いて、 天台 山まで ゆく 氣が ついた、 


メ チン ジャゥ -1 


ゲン ェ イチ 


宿，， 温 城， P 軍 

通り か、 つて、 軍營 のさかん なを 見て、 作った の 

である、 

n ェ 


地 寒 膠 折、 邊城 夜柝聞 


弓のに ベが かわいて、 北狄の ひた ものうち 入る じぶ 

ん ゆへ、 邊 城の 軍營 でも、 みな 夜 まわ， 5 の 拍子木 をき 

びし く 撃て、 油斷 せぬ である、 

ヘイ フ ク ハン シ ティ ケッニ  ゥゴ カス  チ 

兵 符 關，， 帝 闕； 天 策 P 將 軍： 

大將の 重い こと を 云 ふて、 大將の 兵の わ，.^ 符は 天子 

ょ..^、ぁづかって居る大切なものぢゃ、人事の善惡は 

大將 一 人に か 、りて、 何ん ぞ 事が 出来る と、 天 策 ま 

でが 動す ると 云 ふ、 すれば i ぃ義 である、 

サイ シヅカ ニメコ 力 テジシ ィサゴ ラカ ニメソ レン ワカ^ 

塞靜胡 笳徹、 沙明楚 練 分、 

大將の 下知 はよ いに よって、 よもすがら 陣屋の ひつ 

そりと して ある ゆ へ に、 胡 筋な ども 通り ぬけて き こ 

ゆる、 沙 はらに 陣 とり をして 居る に、 沙の 白い と 兵 ど 

ものき ている 衣裳の 白い とが、 はっきり t みへ 分つ 

て ある、 


ルガへ 


サゥ 


風 旗 P 翼 影： 霜 劍 轉， 龍 文； 

大將の 陣屋の 方に は、 旗 をた てなら ベ て あり、 をり ふ 

し 風が 吹て、 旗の 足の やうな もの を 吹な びかす で あ 

る、 みな 劎を ぬきみに して 立なら ベ て をく こと ゆ へ 


ちかつ ところの、 勝 色の 氣が a 中と 云 ふ 處を繞 つて、 

此方の 師の 勝になる と 云 ことが 知れる である、 

風雨悦1^別、琴樽此日同、 

今日 そこ もと /- 同く、 洒を飮 に 琴 を彈て わかれる が、 

この 後 何つ までの 別にな りて、 何ん 年の 雨風 を經る 

で、 あらう やら、 

リ チイ ズ  ラ ノゾム n ゥ スィ チノ ヅ カラ セ ィ ト ウス 

離 亭 不. 可. 望、 溝 水自西 東、 

今 こそ 離亭 よ. 9 溝水が み ゆれ ども、 のぞまれぬ、 なせ 

ならば この 離別 を かなしむ 目で みれば、 こ ろ ほそ 

い 溝水が 西 東へ なかれる まで も、 かなしうて のぞま 

れぬ である、 

レイ イン ジ  ラタ t  > サゥ 

靈隱寺 . 路賓王 

この 寺 はす ぐれた 名處 で、 この 詩 は赂賓 王が、 坊 

主にな つて、 宋之 問が あとから 來て、 作った とも 

云 ふ、 

ジュ レイ ゥヅ トメ セゥ グゥ リャゥ キゥ ト ザメ セキ レゥ タリ 

鷲嶺營 5 召嶢、 龍宮鎖 寂寥、 

先づ 山から 云 ひ 出して、 鷲嶺鍵 然として、 岧嶢と 高い 

0^^0 五 言排律 


處に 寺が 立てあって、 門 を も、 とざして ひつ そ hN と、 

人お ともせぬ やうに あ， o、 以下の 八 句す ぐれた こと 

のみ をと， 0 出して、 境地 を ほめる、 

ロウ- 1 ハ ミ サゥ 力 イノ テ  ハ タイス セッ n ウノ ゥシホ 二 

樓 觀，， 滄海 日； 門 對浙 江 潮； 

樓^ らは 直に 搶 海よ 出る 日 をみ る やうす、 門は浙 

江の 潮に 向 ひ あ ふて ある やうな に よって、 對 すと 云 

ふ、 

ケィ シ  ヨリ オチ チン カウ  -I  t ルガ ヘル 

桂 子 月 中 落、 天 香 雲 外 飄、 

よもすがら 月が ほがらか にあ ク て、 月 中より * 桂 子が 

をち て その 香い が 雲の ほとり まで も、 ひるが へり 香 

ふと 庭に 木の 實 などの をつ る を 見て 云、 昔靈隱 寺に 

桂 子が をち たとい ふが、 實 のこと である、 

トツ テ ッタチ  ル r  ククボ メナ チ ル r  t チ カナリ 

捫. 蘿 登. 塔 遠、 刳. 木 取. 泉 遙、 

山の たかく 遠い ところに、 塔が 建て ある を、 蘿に とり 

ついての ぼる、 木 を くぼめて、 かけ ひに して はるか 遠 

くの 山 をく の 方から 泉 を 取 やうすな どが ある、 

シモ ウス フメ  力 ハル/..'  t: マ *■  n ホリ フメハ タガ t  二 シボム * 

霜 薄 花 更發、 氷 輕葉互 凋、 

霜が うすいに よって、 花が かげから はさきく する、 

1 五 玉 


 唐詩 濯 五 ^吕排 律  

チ クル リウ カウ シ ヨガ シ タガフ テグ ン 二 

送，， 劉 校 書從： 軍 ， 楊炯 

劉 氏の 校 書と 云 ふ 書 役の 官 にて、 軍に 從て、 邊塞 

へ 行 を 送る の. である、 

ナン シャゥ ク ダリ  ラ  ッラヌ ゴ ジゥチ 

天將 下， 兰宮： 星 門 列， 五 戎； 

對句を 以て 作り出す、 天將は 天の 將 軍と 云 ふ 星の こ 

と を 用て、 すな はち 大將 のこと に なる、 三宮 はすな 

はち 三 殿と 云 如くに て、 天子の 御殿の ことになる、 星 

門 は 天の 星に なぞらへ て、 軍門 陣屋の こと を 云て、 上 

の 天 將と對 になる、 五戎と 云へば 五兵の 義 にて、 弓矢 

ル又 矛戟を もった 兵 もの 、こと もこ もって ある、 先づ 

出て 立つ やうす を 云 ふて 大將が 天子の 御殿へ 參內し 

御い とま を 申して 陣屋へ 下り 人數兵 もの を つらねて 

用意 をな す、 

ザ ボウ * スケ べゥ リャ クチ t ゲキ マツ プン ユウ チ 

坐 謀 資廟 略 M 檄 佇， 文 雄； 

坐 謀 は 陣屋に 坐して 大將の 謀 をた すける と 云 ことで 

廟略は 何に ぞ 天子に 重い 大事が 出來 ると、 大臣 など 

がより 會て、 宗廟に 於て 相談が ある、 こ、 では 總大將 

の 謀 ごとになる、 飛檄は 檄文と て、 軍 中で 急に 人數の 


1 五 四 

入用な ときに、 近くの 身方の もの へ 檄と いふ 書を以 

て、 加勢 を 乞 ひ、 その外 急な こと を吿る ことがある ゆ 

へ、 とぶ や うぢ やと 云 ふ 意で、 飛の 字 をつ けた ものお 

や、 つとめ かたの こと を 云 ふ、 さて そこ もとは 戰 へ 供 

に 行き やっても、 軍 場へ 出す に 大將の 側へ 召されて 

居ながら、 謀 をめ ぐらし 大將の 計 を、 資け ら る、、 い 

かさます ぐれた 義 である、 ちょっと 檄文 を 書と 云の 

でも、 文章の 達者な もので なければ ならぬ ゆ へ に、 そ 

こもとの やうな 文 雄 を 佇て、 書せ る ことお や、 害 K の 

あいさつ これで すんだ、 

セキ ト リウ セ イノ ケン ゥ ガウ ， メイ グッノ コ i  * 

赤土 流星 劍、 烏號 明月 弓 

軍装の さかんな やうす を 云 ふ、 華 陰と 云 ふと ころの 

赤土 を 以て、 ぬぐ ひたて た、 の 流星の ひかり 

やうな、 劍を帶 し烏號 とい ふ 明月の やうな、 弓 を 持て 

ゅかる 、、流星は^§のゃき？^、爲號は弓の名でぁる、 

シゥ イン  ジ ショク ダウ 二 サッ キ メグ ルク ハウ チウ- s> 

秋 陰 生， _蜀 道； 殺氣 繞，， 湟中， 

ゆくさきの 景を云 ふ、 時節 がら 秋の こと ゆ ゑに、 蜀道 

あた にも そろく、 秋 陰が 生じて さむい じぶん、 殺 

氣と 云へば、 秋 は 殺伐の 氣 なれ ども、 こ では 敵に う 


聖粟寺  釋虚 

聖果 寺の 下 は 餞塘と 云て 、甚だ 繁昌な、 船 付で あ 


る 


ヘイ 


路 自，， 中 峰， 上、 盤间 出，， 薜 蘿： 

さて、 この 塞果 寺へ 上る に は、 中峯 まで は あちこちと 

道 も わかれて をれ ども、 中峯 よ. 9 聖果 寺へ さして、 ゆ 

く K のみちが あちらこちらへ 曲って 付て あ る、 しか 

もった かづら などが、 おひか、 つて ある そめ 中 を、 通 

. ^ぬけて 寺に いたって みれば、 甚だ 風景の よ い 處で 

ある、 


- タヅ テ ュ ゴ 


ェク 


到. 江 吳 地 盡 、隔. 岸 越 山 多、 

江 水に いたって、 これが 吳國の はてと 云まで がみへ、 

江 水 をへ だて、 まん 向の 方に は、 越國の 山々 どもが、 

みへ わた.. y、 

■n ボク アツ マリ セィ アイ 二  H ゥ テン ヒ タス  -ー 

古木 叢靑 靄： 遙天浸 二 白波； 

古木の こん.？ 9 と、 茂て ある やうすな どが、 何となく 

靑々 とみへ、 はるかに 江 水 を みれば 海の はて の 方 は 


天と 水と が 一 つに なって、 白波の たつ やうすな どが、 

のこ h- なくみ ゆる、 これたかき 處 より のぞ む 處の景 

-^. ^，フ あら  > フ、 


C ク 


下方 城郭 近、 鐘磬雜 k 歌； 

直に 山の ふもと は、 錢塘の 城郭 繁昌な 處 ゆへ に 打 は 

やし をす る 鐘 離の 鳴る 音に 笙を と. 0 ませて 吹く おと 

が 近く 聞 ゆる、 寺の 鐘磬に 城郭の 签が まじ はる と 云 

こと 歟、 未 V 知、 しかしな が ら鐘 磬は樂 器な り、 签 歌と 

相 ひ 奏する ものなる ゆへ 鐘磬の 間々 に签 歌が 雑って 

聞 ゆると 云義 にかよ ふ、 


ゴ ゴ 


唐 選 


S 言排禅 


五 言 棑 律 

五 言排律 はさまぐ の 說が多 けれども、 排 行の 義で 

よい、 たと へば 大名の 供 まわりの 如く、 せいの 平らに 

そろうた、 男 をえ らんで 左右に わかつ が排 である、 そ 

の 通りに すいぶん 堅い、 うつくし い 文字 をと. 0 そろ 

へて 對を とらねば ならぬ、 二 句 或は 四句づ に 一 つ 

こと を 云 ひ、 轉 じて ゆく、 上の 四 句に て ざしきの こと 

を 云へば、 其 下の句に は亭 まの こと を 云て ある、 

一 il 


00  0 


五 言 律 


今 この 別る 場所の 楚山 などの、 もの ふりた る やう 

す も あはれ にある、 幽州 あた，. „ ^を 通らる 、 にも、 風景 

もさび か へ つ て、 ひの なぐさむ こと も あるまい、 


城池 百 戦後、 耆舊幾 家殘、 

さて、 それより 漁 陽に 歸ら る、 にも、 ひた もの 軍の あ 

つ た亂 後の こと ゆ へ に、 耆舊の 家居な ども の こ.. >  少 

になつ て、 大方 は あるまい、 

ショ ホウ カウ アマ 子シ キ ジン チフテ ナンダ テ 

處處蓬 蒿徧、 歸 人掩 看、 

みると ころ どこも かしこ も、 野原に なって 蓬な 

どの はえて ある をみ て 通らる 、 ならば、 しきりに 愁 


ダ. r ス ャゥ 


ェ *- 一 


題，， 松 汀 驛，  張 祐 

サン ショク  ク  ム クウ サゥ * ハウ タク タリ コ タノ  シ 

山 色 遠 含. 空、 蒼茫 澤國 東、 

この 松汀驛 は、 山の 中に ある 馬 次 ゆ へ に、 山奥の 方 を 

みるに 遠く 』み を、 ふくんで 先 きのはて もみえぬ やう 

にある、 土地の はて をい へば、 蒼茫と 遠く、 はても な 


一 五 二  . 

くど こも かしこ もみな 水 海の やうに み ゆる、 水國で 

ある、 


マヅ 


ハル 力- 


海 明 先 見. 日、 江 白 逾 聞. 風、 

この 松汀驛 より 東海 を、 み をろ すに 海のお もても、 は 

れ やかに あって、 日の出る やうす も、 まづ 一番に 見へ 

來る、 江 水 も まぢかう み ゆるが、 これ は定て 風が 吹く 

さうな と、 思 やる くらいに ある ゆ へ迥 聞く と 云、 

チウ ダウ. カウ ゲン-一  リ ジン ェン セゥ ゥ.1 ッゥズ 

鳥 道 高原 去、 人煙 小徑 通、 

野原よ. 0,、 山中の 方へ ゆく みちが 付て あるが、 いかさ 

ま難處 らしう み ゆる、 かたわらに 小路の おくふかく 

付て あ. るお くの 方 を みれば 隱者 住居の やうな、 人の 

家が み ゆるが、 いかさま を もしろ さうな やうす に み 

ゆる、 


那知舊 遺 逸、 不. 在. 五 湖 中： 

舊 時の 逸民と 云 者 は、 勝地の 中で も、 五 湖の 中へ 引 こ 

む もの かと 思 ふたが、 此小徑 の をく にも 居らる、 そ 

うなと、 この 隱者 らしい ものに 對 して、 あいさつに 云 

>J5 と 見 ゆる， 


ガク ャゥ パン ケィ  チャウ キン 

岳 陽晚景  張 均 

張 均が 部尙 書た b しが、 罪 を 得て 饒州 へ せ 

られた とき、 岳 陽樓へ 上って、 夕方の 氣色を 作 

る、 

晩景 寒 縣集、 秋風 旅 雁歸、 

m も くれに 及ぶ 時分 ゆ へ に 腾 もも そろ ね ぐら へ. 

る， 時分 がら 秋の こと ゆ へ に、 旅 雁な ども そろ/.^ 

歸 りきた る、 

ゥ カメ テ チ デカ サイ エイ メ ェ -I  / 

水 光 浮. 曰 出、 霞 彩 腴. 江 飛、 

前の 句 をう けて、 洞 庭 をみ おろせば 夕日が よこす ぢ 

かいに さして、 水面が 一 面に きらくと み ゆる、 霞 彩 

が 赤く 映して みた も、 そろ /-.»と きへ ゆく である、 

ス  フ メロ  ，クハ ハキ ソノ クレナ ィニメ シ エフ マレ ナリ 

洲白蘆 花 吐、 園 紅 柿 葉 稀、 

秋風の 句 をう けて、 洲 のまつ 白な 沙 地に 蘆 花が ひと 

しほ 白う さいて あるに よって、 吐と 云、 吐と は 花の 十 

分に さくこと を 云、 園の W など も 紅葉 をし、 葉が 落て 

稀れ なで ある、 

唐詩 選 00 


ヒ - ンッノ  マ デニ グ ナサ モ _K 

長 沙卑濕 地、 九月 未. 成. 衣、 

ズ 

長沙は 暑氣の つよい 處ゅ へに、 九月 時分まで も うす 

かたびらで 居る、 九月 授 衣と 云 ふ 語が あるに よって、 

云 ふで ある、 

ボク リ ャゥク ハン ノ. 二  メァフ ノ ルニ ギヨ ャゥ- 一 

穆陵關 北 逢，， 入歸， 漁 陽， 

リウ チャウ ケィ 

劉 長 卿 

穆陵關 は、 楚國 につ  >  いた 地の 名で ある、 北方の 

漁 陽に 歸る ものに 行 逢た に よって、 それ を 送る 

のお や、 

ァフ  -ー ボク リャ ウノ ミチ ヒッパ  フサ ゥ カン 二 

逢. 君 穆陵路 、匹 馬 向. 桑 乾： 

君と 云 ふ は 題の 人で、 今 この 穆陵關 に 於て、 たまく 

其 もとに 出會 ふたに、 もう 匹 にの つて 北の方の 桑 

乾に 向 ふて、 か へる と 云 はる  が、 遙に 遠い 漁 陽へ ぼ 

つ-/,. \ 'と 行かる、 ならば、 さぞ こ ろぼ そい ことで、 

あらう、 

ソ n ク サゥ サン フ リュウ シゥ  シ 

楚國倉 山 古、 幽 州 白日 寒、 


0  00 


五 言 律 


五 〇 


靜は 波の 一 習の ない こと を、 ふまへ ていふ、 楊子 江 は 直 

に 海に 近い ゆへ に、 海盡 と云邊 地の はてまで も、 何の 

さわぎ もない 靜に 治って、 時分 がら 川ば たはもう、 北 

風が 立てさむ い、 

サラ -1 キク フゥ エフ ノ  * ル riK 

更聞楓 葉 下、 

川ば た 通 にある か へ で などが、 ばらく と をち る 

音が して， 秋の すゑの ものさびしい やうす である、 

き 歷 度 秋 聲； 

淅歷は 風の 木の葉な どに あたって、 ばらく と 鳴る 

一 者が 、すな はち 秋 となって 渡る、 


ジュ 


聞. 笛  張 巡 

張 ^ は 玄宗の 忠臣で、 唯 陽の 太守に なって 居て、 

安祿山 方の ものに、 かこまれ 籠城して ：}^： て 、作た 

詩で ある、 

ャゥ ゲゥ コ、 口 ミニ イチ リンス 口  キ  ヅク セ， 1 イン 二 

2^1 嶢試 一 臨、 癆騎附 ，城 陰： 

ぉ嶢と 高き やぐら へ 上て 、敵の やうす を 見れば、 えび 


すの 騎 ® 武者 どもが、 城き はに ひっしり と、 とりかこ 

んで 居る、 

ズ ベン ゼ フゥ ヂンノ ヲィヅ クン ゾ ラン ノチ 

不. 辨 k 塵 色； 安 知， 天 地 心； 

どうして かやう に 風塵が 起って、 さはが しう して ど 

ぅな.rt^ゅくことゃら、ゎきま へ られ ぬに つけて、 天地 

の 心 はな を 知らぬ である、 なせ なれば 天の 思 召の 通 

り ならば、 惡 人は惡 るい はすで あるに、 この やうに 逆 

を 以て、 順 を 侵す やうな ことが 出來 ると いふ もの は、 

どの やうな 天の 御 心 やら 知れぬ である、 

テ ヘン ゲヅ  クタ、 力 t クル シン.. テ  シ 

門 開邊月 近、 戰 苦陳雲 深、 

門 を ひらいて みれば、 奥の 方まで 月が さしこんで、 も 

のさみ しく ひた もの 合戰 する こと ゆ へ に、 陣雲 も、 ち 


る 間がない さうな、 


へ ハル 力 _ 


旦夕 更樓 上、 遙聞橫 笛 音、 

朝 も 晚も樓 上に は 番人 を 登せ て をいて、 敵の やうす 

をう か  >  は せる によって、 吏 どもが 樓 上に 居て きけ 

ば、 はるかに 遠い 處で、 橫笛を 吹く 一 が 聞 ゆるが、 幾 

S かこんで 居る やら、 知れぬ である、  ， 


らう、 なつかしい 篛 である、. • 


サン 


常 建： 


破 山寺 後禪院 

破 山寺の 奥の院へ 行て 作る、 

淸 晨 入，， 古 寺； 初 日 照，， 高 林； 

日より がよ い ゆ へ に、 朝とう から 出て、 古き 山寺 へ わ 

け 入て みれば、 朝日が にょいと 出て、 直に 寺の 高 林 を 

てらして もの ふ， 0 たる やうす、 え も 云 はれぬ、 おもし 

ろい 景色で ある、 


曲徑 通. 幽處； 禪房 花木 深、 

後の _禪 院へ 行く 處の地 を 云、 この ニ句對 なし、 これ 上 

手藝ぢ や、， 禪院 へ 行く 道-か、 曲りくねって ある、 それ 

を だんく わけ 上て みれば、 思 ひも よらぬ、 花木の し 

げ つた 虞に、 驟 房が 立て ある、 

ョ a コン -i ブテゥ セィヲ タン エイ ク ウス  チ 

山 光 悅， _ 鳥 性； 潭 影 空，， 人 心； 

出 山 も 朝 n が あた、 かに さすに よって、 鳥 も 心よ く 

鳴て、 潭 影に 對 してみ ていれば 、分別 も わすれ て 、自， 


然と、 無心に なった、 

萬 衝此倶 寂、 惟 聞鐘磬 音、 

風 や 木の葉の おとも なく、 ひっそり ともの をと もせ 

ぬ、 中に 鐘磬の 鳴る 音の み、 殊勝に 閒 ゆるで ある、 


渡，， 楊 子 江，. 
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000 


五言榫 


楊子 江 は 直に 海に 近くて、 川 はやく 廣 いこと で、 

此方の 七 八 里 ほど も あると 云、 . 

y-i シフ  二  ム クウ ハ リャゥ ハン  ラ-? r ナリ 

桂楫 中流 望、 空 波兩畔 明、 

楚辭を 出して、 桂 構と いへば すぐに、. 舟に 乘じ たこと 

になる、 今 この 楊子 江に、 乘 出して 方々 を み のぞめ 

は、 をり ふし 波 もない によつ て、 兩岸も はっき. りと み 

へて、 

シ ハラ ク  ェキ ハ スジ ユン シゥ ジャゥ 

林 開 楊子 驛、 山 出 潤 州 城、 

北の方に は、 しげった 林の 間 か ら、 楊子 驛 がみへ、 山 

をう ち こして、 潤 州 城が み ゆる、 

カイ グキナ ヘン イン カラ リ ェ フ メサク スィ シャゥ ば 

海盡邊 音靜、 江 寒 朔吹生 


0  00 五 言 律 

晋の劉 現が 胡 騎に圍 まれて、 難儀な ときに 軍 中に よ 

く、 笳を 吹く ものが あって、 樓に 上て 笳. 吹 たれば 曉方 

ゑび す どもが、 かなしみ にた へやして、 みな 去た こと 

が ある、 手前に 胡笳を 上手に 吹く ものが あって、 出 塞 

曲 を、 はるかに 逮 くまで、 聞 ゆる やうに ふく、 

キク r ハ ノ ゾンテ ク ハン ゲッ- 一 クル シク セィハ  テ  -ー ビナリ 

聽.. 臨，， 關月， 苦、 淸 入. 海風， 微、 

た  > さ へ哀 な、 曲ぢ やに、 關月を のぞんで 聞る ゆ へ に 

いよ-, あわれに ある、 笛の 曲に 關 月と いふが ある 

によって、 それ を おもにい ふたもの である、 聲 がすみ 

上って 風に したがつ て、 胡の 居る 方まで 聲が、 ほそう 

- すがれて、 きこ ゆるで ある、 

サン ッゥ カウ n ウノ ァカ ツキ n ヒト テフ テ ナンダ チ ル 

三奏高 樓曉、 胡 人掩. 淚歸、 

金 笳は羽 子 を 金で こしら へて 入る、 、胡 J 加 三度 吹て 

曉 方に いたって、 高 樓 よ，.^ みれば 哀しみに たへ すし 

て、 一 入歸り 二人 歸， 9、 みな 歸る である、 

ク  デゥ  ト  -ー  リチモ t 

同， 主徵 君， 洞 庭 有. 懷 

チャウ ィ 

艮 胃 
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王 は 氏、 徵 君と 云 は 天子よ. 5 召 出され たれ ども 

仕ぬ、 徵 君と 稱 する である、 此人 と 共 に、 洞 庭に 

あそんで 都を戀 しう 思て、 作る ので ある、 

ノ アキ セゥ シャゥ 二 ル 

八月 洞 庭 秋、 瀟湘水 北 流、 

八月 ころ 洞 庭へ 來て 秋の 風景 を みれば、 洞 庭の 南に 

ある 瀟湘の 水が、 北 流す る やうに、 

還. 家 萬 里ノ 夢、 爲. 客 五 更ノ 愁、 

故 鄕を戀 しう 思 ふ 故に、 毎夜 每夜 家に か へ ると、 夢に 

見れ ども、 五 ia- のころ にさめ て、 みれば や は b 旅客と 

なりて、 他國 へう ろた へ て 居る、 夢 さ へ 如是 なれば 《：5 

々かたとき も、 故 鄕の事 をば 忘れぬ、 

ズ  t ク r ヲ ショ. チッヲ ヒト へ- 1 クル  -I 

不. 用 開，， 書帙： 偏宜. 上，， 酒樓： 

かやう に 悲しい を に は、 中々 書物 をみ る だん へ は 

行かぬ、 一 すぢに 酒ば か b 飮て、 愁を 忘る、 がよ い、 

ケィ ラ クニ  i ソ  レノカ * ドウ ユウ セン 

故人 京洛 満、 何日 復同 遊、 

朋友 を 思 出して、 吾が 親しい 故人 どもが、 京洛に 滿て 

居る が、 何れの 日 か 都に か へって、 共々 にあ そぶ であ 


リキ ョノ タン セィ キト メ サゥ 口  n マヤ カナリ 

客 有， 歸與 歎： 淒其霜 露 濃、 

これらの 風景 をみ るに 付ても、 どこと も な うさむ 

くと み へ て、 急に 故鄕 にかへ-.^ たうな つて、 凄 然と 

さむうな つ て 、霜 も 露 も 濃くな つ て 、時節の う つ h^ ゆ 

く をみ て、 かなしむ で客愁 を、 おこす である、 

シ ュクス リャゥ コ ウジ-一  ネプ  セン 

宿， 龍 興 寺， 綦母潛 

畫 この 寺へ 來て、 夜る までの こと を、 作る ので あ 

る、 

カウ セッ ョル 二プ ヮスル ル 「チ ハシ  ノ トホソ 

香 刹 夜 忘 .歸、 松淸 古殿 扉、 

今 この ffi 興 寺に 來て みれば、 何 かの 風景が 面白い に 

よって、 夜まで か へる こと を わすれて 宿る、 香 刹 は 寺 

の義 である 松な どもみ ごとに しげって、 寺 も 古々 し 

う 見へ、 

トモミ ビハ ラ カナリ  ノシッ タマ ハ カク ビ タノ  nn モ 

燈明 方丈 室、 珠繋 比丘 衣、 

方丈の 奥の間の 方に、 常夜燈 が夜晝 となく 明かに、 老 

僧た ちが 衣に 玉 を かけて、 德に 象り、 みな 淸淨な 衣 を 

きて、 罟らる ， 、 

ilFlsl 五 言 律 


ハク ジッ ン シン キヨ ク セィ レン ュ  ハフ ビナリ 

白日 傳心 淨、 靑 蓮喩 法微、 

そらに 白日の きょく か /'つて ある を みて 、老僧た ち 

の 傳心も かくの 如の 淸淨 ならん と、 傳 心の 淸 淨な義 

が 知らる、、 

テズ ッ クサ ショ， トリ フ クン. 1 プ トプ 

天花 落不 .盡、 處 處鳥啣 飛、 

庭に 逮 池が あるが、 その 靑 連の 如く、 にご. に 染まぬ 

法 を 以て、 人に 微妙 を瑜 さる である、 花の ちって く 

る を、 鳥の ふくんで 飛 まわる やうす、 いかさま 淸淨な 

義 である t 

In 力 キ3 ク  ワウ シャゥ レイ 

胡笳曲  王昌齢 

樂府 題で、 籠城して 135 て、 笳を 聞て かなしむ、 詠 

物の 意で 作る、 

ジャゥ ナン 口 ス 1 プ -I シ  イク チャウ 力 コム 

城 南慮已 合、 一 夜 幾重 圍、 

城の まわり を ゑび す どもが.？ り卷 て、 一 夜 幾重と も 

なく、 とひ かこむ、 

ヲノヅ カラ リ キン カノ イン. ク  ム シュッ サイ テク V 

自 有，， 金 笳 引： 能 令，， 出 塞 飛； 

I  ■   Mr 

一 il 七.  ； 


唐詩 選 五 言 律 

なげく、 

ソ シ べク ヂフ 

夢 氏 業 

蘇 氏の 者の、 下屋敷に 行て、 作た ものである、 

ス ユウ シ m 二 タウ ライ  ズ イン シン ヲ 

別業 居， 幽 處； 到 來 生ニ隱 心； 

さて、 此蘇 氏の 別業 は 都 を はなれて、 もの しづ かな 處 

で、 我 はつねに は 城下に 居る もの ゆへ に、 隱 者の 趣き 

は 知らぬ が 今 この 處に來 て、 もの しづかなる を 見る 

に 付て、 隱 者の 心に なった、 

アタリ n ィ ヨウ 二 レイ スィ エイズ ェン リン 二 

南 .2 當，， 戶 牖； 澧 水 映， 園 林； 

向 ふに は 南山が 腸に むかひ、 澧水は 園 林に うつろ 

ふて、 庭 を 流る 、も 同前で、 おもしろい、 

ハヲ、 ヒ フル  ヲ キテ ハ クラシ  ク ュフ ベナラ カゲ 

竹 覆 冬 雪； 庭 昏未. 夕 陰、 

ズ 

屋敷の まわ， 0 に 竹が 栽て あって、 きえ 殘て ある 雪の 

上に、 覆 ひか  >  つて あり、 庭の まわりに 樹木が しげつ 

て ある ゆ へに いまだ 昏 ざるに をぐ ろう 見えて、 

レ ゥ.， \- タリ  グ ウノ 力 カン ザメ キク シ ユン キン ヲ 

寥寥 人境 外、 間 坐 聽，， 春禽； . 
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實に かやうな 風景と いふ もの は、 他處 にない ことで 

人間 中の ことと は 思 はれぬ と、 ぶら..^と 坐して 居て 

諸 鳥の さ へ づ る をき いて、 日 を くらす である、 

望；， 秦 R  ぉチ ^ 

秦川は 長 安に ある 川で、 それ を 望で、 はれた 體を 

作る ので ある、 

シン セン テゥ バウ ハル カナリ 《  ヅ  ノ， I 子ヱン キン 

秦川朝 望 逾、 日 出 正東 峰、 遠 近 

サン 力  キヨ ク ィ ィ トク ジャゥ ケッ カサ ナ^ 

山河 淨、 達 逸城闕 重、 

秦 川の 廣々 と ある 處へ來 て、 朝た に 見 望めば、 あた..？ S 

さは b もな う 見へ て、 朝 曰が すっと 東方の 山の まん 

中よ， 5 出て、 をち こちの 山 も 川 も 朝 H に、 うつろ ふて 

さゥ ば， 9 と、 淨 うみへ て それより 都の 方 を みれば 、達 

述 として 長く つ  >  いて、 城闕の 幾重 も かさなり たつ 

て 、あるが 見 ゆるで ある、 

シゥ セィ パン n  タケ カン ショク ゴ リャ ウノ 

秋 聲萬戶 竹、 寒 色 五 陵 松、 

さて、 その 家 ごとに 植て ある、 竹に 風が あたって 鳴る 

音な どが 聞へ、 五 陵の 松の 植 こんで あるが 見へ る、 


以上の 二 句 名句で ある、 み わ ^す處 の 景を 云 、今 この 

北 固山の 下よ， 9 東方 を みれば 、まだ 七つ どきす ぎで 

も あらう と、 思 ふ 時分に、 もはや 日の出る が みえ、 江 

南 は 格別 あた、 かに ある ゆ へに、 冬の 中から * めか 

しう、 花な どが^て と、 上 はべ は めづ らしう 云 ふて、 

W は 驚く と 云 ふ 旅情が ある、 

キヤウ ショ  レノ  二 力 タヅせ ンキ  ガン ラク ャ ウノ ヘン 

鄕 書何處 達、 歸 雁洛陽 邊、 

江 南の 替っ たこと をみ るに つけても、 故鄕の こと を 

思 ひ 出して、 狀文を やらう にも、 外に 便り もない に 付 

て は、 歸 雁の 洛 陽の 方へ 飛ぶ に、 あつら へて やりたい 

ものと、 たよ. 9 のしに くいこと を 云 ふ、 


江 南 旅情  祖詠 

. 楚國ょ .TV  、吳 國へ歸 るお の 詩と、 みへ る、 

ソ ザン ズ  カラ キ ハム キ. 口  ■ タ.>  セゥ ，チウ 

楚山不 .可.極、 歸路伹 蕭條、 


楚山 極む ベから す、 はてし も かぎ もない 處を、 ひと 

-吳國 へ かへ る こと ゆへ に 道す がら も、 蕭條 ともの 

さびしう ある、 


000 
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海色晴 看. 雨、 江 聲 夜 聽. 潮、 

海のお もて を みれば、 近く ははれ て を， 9 ながら、 遙に 

遠く を、 雨の 降て 通る がみ へ る、 又 說に海 色が はれき 

つ て を b ながら、 氣を つけて 遠く のぞみ 見れば、 雨の 

ふるやう に 思 はる 、と、 い ふ說も あ， 9 畫の間 は そう 

もお も はぬ が、 夜になる と、 潮が みちて、 鳴る 一 H 曰が も 

のさび しい、 靜 になる ゆ ゑに 水の なる *i 曰 も、 たかく 閡 

ゆる、  - 

ケン ハツ テ  トニ ク ハ m セテ  -1 ハル カナリ 

劍留. 南斗， 近、 書 寄， 北 風， 遙、 

わが 腰に さして をる 劍は、 南斗 の 星 の 近 く、 逗留し 

て、 よって 都へ は 得 か へらぬ 、都め 方に 狀文を やらう 

と 田 5 ふ て も、 はるかな こと ゆ へに と 3- けられ ぬ、 

タメ  二 ホウ ズ クウ タン ノ キッ  シ ナカ ダチ ヨス ルー I ラク ケゥニ 

爲 報筌潭 橘、 無. 媒 . 寄二洛 橋： 

吳楚の Si に は、 橘 柚な ども、 たくさんに 路 ばた にも は 

へ て ある、 北方の もの はめつら しがる ものお やが、 空 

潭の 川ば たに も 橘 柚が 多く ある、 これ を どう ぞ郤の 

朋友に やりたい と 思へ ども、， Ob 次いで くれる 媒が 

ない は、 殘 念な 義 であると、 たよりの しにくい こと を 


m 
m 
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登，， 岳 楊樓， 

洞 庭の 岳 陽樓に 上て 懷 をの ベ て 作る ので ある、 

昔 聞 洞 S 水、 今上 岳 陽樓、 

昔 洞 庭 風景の こと を、 は， なしに 聞て 居た が、 今 岳陽樓 

にの ぼって 直に、 見お ろす に、 

ゴ ■ リ- トウ ナン-一 サ ケケン n ン  ゥ カブ 

吳楚 東南 拆、 乾 坤 日夜 浮、 

いかさま 聞 及 だほ どあって、 吳楚柬 南の 方に うち ひ 

らいて、 くわら， 5 と 見 へ 、又 乾坤の 間に、 あると あら 

ゅるものが^^る畫となく、浮みてみゅる、 

シン ハウ  ク  ラウ べゥ  リコ  シゥ 

親 朋 無，， 一 . 字； 老 病 有，， 孤 舟； 

方々 をな がむ るに 付て、 都 を 思 ひ 出して、 久々 此邊に 

うろた へ て 居れ ども、 都の 朋友 どもの 方から も、 一 字 

の 消息し 通路 もな く、 年老 はて、 たのしむ 處の もの 

は、 た ，5- 此 小舟ば か b ちからに して 居る と 云 ふ は、 あ 

さましい 義 である、 以上 王仲宣 が、 登 摟賦の 言 を、 う 

けて 云 ふ、 

ジゥ パ ク ハン-サン ノ  タ ョッテ ケンニ ティ シ  ル 

戎馬關 山 北、 憑. 軒涕泗 流、 


今關. H の 北 あた，. も、 ゑび す どもが さわいで B^s^ が 

た へぬ に 付て、 屮々 故 鄕へ歸 ると 云 ふこと も、 りょう 

じに はならぬ、 軒に よつ て 故鄕を >  J ひしう 思 ふ て、 し 

き. 9 に、 泪が 下る である、 

ャ ドル ホク n  サン 力 二  ワウ ワン 

次，， 北 固山 下， 王灣 

南方の 北 固山の 下に、 舟に のって、 來 て、 とまつ 

て 居る ので ある、 

カク 口  セィ ザンノ  カウ シゥ リヨ ク  ノ  へ 

客 路靑山 外、 行 舟綠水 前、 

舟 巾より みれ ば靑 山の ほとり、 川岸 MK^r^ 客 路の狭 

來が引 つづいて ある、 手前 はや はり 始終 舟に のり、 此 

北 固の ほ-とりに 來て、 

ゥシホ 力-; メ  ヒロ ク  シフ ノイツ パン 力， ル 

潮 平兩岸 翻， 風 正 一 帆懸、 

おりふし 口 暮れの こと ゆへ に、 潮が 一ば いに みちて 

きて、 兩 傍の 岸 もぐ， わら. CV と 打 ひらいて み へ 風 も お 

い てが 出て ある ゆ へ に、 舟の 帆 も まんろくに か、 つ 

て、 

ま ^ き殘 夜-; 江 春 ん ，き あ： 


吾る 


ゾ tl タ^ 


飄何 所. 似、 天地 一 沙鷗、 

此 やうな、 不斷 常住 ひょいとして、 舟に のって 居る と 

云 もの は、 何に 似た であらう ぞ、 向 ふの 沙 原に 鶊が居 

るが、 あの 鷗の やうな 境界で ある は、 あさましい こと 

である、 

フ子 • ツチ キ シ ウノ クハ クチ ス ァメ ゥ i_K フテ ズ  ノボル r ヲ 

, 船 下 二 養 州 郭： 宿、 雨 濕 不. 得. 上 

キシ -1  ル ワウ シゥ シ ハン グハ ンニ 

. 、別， 主十ヒ 判官， 

藝 州の 城下の 外と 郭ゎ を、 の，.^ おろして 泊て 居 

たれば、 をり ふし 雨が 降て、 わが 友 王 判官が 處へ 

も、 行かれす、 是非 も ない 義と 思て、 招 別に 作て 

やる、 

ナイ サゴ -1 ス 力 セン-一 セキ ライ ツキ ケ. ン ( 

依. 沙 宿，， 舸 船： 石瀨月 娟娟、 . 

磯ぎ はの 砂の 上へ 大船 を、 推し あげてと まつ て 居る、 

船の 中から、 その あたり を みれば、 岸ぎ はの 洲の 出て 

VJ る 水の 淺ぃ瀨 の 上に、 月 かげが 娟々 ときよら か に 


さしこんで、 面白う あつたに、 


五 言 律 


風 起 春 燈亂、 江 鳴 夜雨 懸、 

にわかに 大風が 吹て きて、 燈を 消し さう になった、 其 

ときに 江 水が 鳴て、 大雨が あたまの 上へ 降て きて、 岸 

ヽ 上る こと もなら ぬで ある、 

シン ショウ  -1 ウル チ ヒシ ャゥチ  ヒトへ ナ=^ 

晨鐘雲 外濕、 勝地 石 堂 偏 

城下の 方で、 ときの 鐘 をつ く-音が 雨 を帶 てき こ ゆる、 

勝れて 景色の よい 處 なれ ども、 石 堂の 方 は かたわき 

へよ つたと ころ ゆ へ、 雨中で 舟よ，.：^ 上て、 行て みる こ 

とがなら ぬは殘 念な 義 である、 

.ジゥ 口 ケ. 1 子 ウノ フ クン， I ブ セィヲ ヲボフ -ヂノ ケンチ , 

柔 鵃輕鷗 外、 含. 悽 覺，， 汝 賢： 

さて、 夜 あけがたに 見れば、 小舟が 輕鷗と 一 つに、 自 

由に のつ てぁh^くが、ぁのゃぅにぁるかる 、ならば、 

乘て 行て 王 判官に 逢て 來 やうに、 何 を 云 ふても、 大船 

にの つ て 居て、 自由な こ ともならぬ ゆへ に、 悽 然と あ 

はれ を 含で、 いかさま 小舟と 云 もの は、 こ こうな も 

ので あると いふな. 、汝と は 柔鵃を さす、 


SI: 


詩選 


五 言^ 
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で、 禹廟の あ れ はて た、 荒 庭に 橘 柚が たれて あれ ど 

も、 たれと る もの もない、 

クへゥ ティ タレ キッ ュ  n  チク ェ カク リャゥ ジ ヤヲ 

荒 庭垂， 橘杣， 古 屋畫. 龍 蛇； 

廟を のぞいて 見れば、 天井の 板に 龍 蛇 を、 畫て ある、 

雲 氣 生，， 虛 壁； 江 聲 走： 白 沙： 

廟 のかた わきの 處の、 壁の 問に すきの ある 處 より、 雲 

がちら と 立 上って、 下 の 谷川な ど をの ぞいて 見 

れば、 水が 早くして 白沙 などが 流る、、 これ 禹の 功で 

ある、 


早 知 乘，， 四 載： 疏鑿控 J  二 巴； 

水に は 舟 陸に は 車 泥 に は、 辗 山に は 棵 此の 四 載に 乘 

じて、 山河の 世話 を やかれた、 大功 をとう から 知て い 

る、 向 ふに 見 へ る 處の三 巴、 江 古 は 水が たまって 泥の 

やうに なって、 をった を 岩 土 を ほり、 さくって たまつ 

てあつた 水 を 流し 出された である、 


旅 夜書懷 


杜子 美が、 南方に うろた へて 居た 時分に、 舟に の 

つ て 居て、 よもすがらの 景を 作る、 


サイ サゥ 


細艸 微風 岸、 危檣獨 夜 舟、 

前 對で云 出す、 さて 此 川岸に 舟 を つ ないで かわばた 

通.：.' を みれば、 そろく と徼 風が 草 を 吹な びけ て、 面 

白い、 かやうな 風景 を、 舟の 中に た  > ひとり 見て 居る 

と 云 ふ は、 あさましい 義 である、 危樯と 云 ふ は 帆 をお 

ろして、 柱ば かり、 にょいと 立て ある ゆ へ に、 危 檣と 

云 ふたもの である. - 

ハ  ッテ  -I  ta ク ツキ ハ ワイ テ * ィ n ゥ -I  ル 

星 P 平野， 濶、 月 P 大江， 流、 

舟 中より 平野の 方 を 見 のぞめば、 一 面に 星が きらき 

ら とし、 ぐ わら. 0 と をし ひらけて あって、 又 H 影は大 

江の 水と ともに ながる、 やうに、 あって、 


名豈 文章 著、 官 P 老 病， 休、 


わが 境界 をつ く<\ 'と 思て みるに、 名と いふ もの は、 

文章 を 上手に 書た とて あら はる もので もない そう 

な、 われ も 人に 劣らね ども この 通りに 浪人して 居る、 

官人 であるべ き 身 なれ ども、 老病 ゆ へ に &を やめて 


觀，， 李 固 請 司 馬 題 山水 圖， 

掛け もの か卷 きものに あると 見 へる、 

スべテ ッ ラナ リ 二 テン ダイ スべテ エイズ  -I 

方丈 渾 連. 水、 天 台 總 映 .雲、. 

海上の 仙境 方丈 山 は、 渾べ て 水が くる b ととり ま は 

して 、書て ある、 陸地の 仙境 天台 山 は、 總て 雲に 映 じ 

て 書て ある、 


-- ルクハ 


ウラム ム ナシク ク riK 


人間 長 見 .畫、 老 去 恨. 筌 聞； 

かやう に 天台 方丈な ど へ は、 道を修 せねば 行かれぬ 

ゆへ に、 た^ 人間 は 書でば か..^ 見て 居る、 本ん の 天台 

山 をば 空く、 詩でば かり 聞て、 われ も 年が 若く ば 行て 

見やう に、 いま は 年が よった ゆへ に、 いよく 行く こ 

ともならぬ、 殘 念な 義 ではめ る、 

ハン. リイ フ子 ヒトへ 二 チ イサク ワウ ケゥ ツル ス グンセ 

范龜舟 偏 小、 王 喬鶴不 Jf 

方丈の 水中に、 小舟が 一 艘 書いて あるが、 これ はいか 

さま 音の 范蠡 が、 功 成名遂 て 身 返 は、 天の 道 也と 云 

て、 五 湖に 舟 を 浮べ て 去た と 云 ふ が、 いかさま、 これ 

は范 翁が 舟で も あ ら う、 偏の 字で 書の こと をき かせ 


る、 天台の かたわ ら に、 鶴が 一 羽 格別に 書て あるが、 

いかさま これ は王喬 が、 鶴で がな あらう、 

n  ノセィ  フ  二い ノ 一一  力 ン チン フン ヲ 

此 生 隨， 萬 物： 何 處 出，， 塵 氛； 

さて、 この やうに 王 喬が仙 鶴 や、 范蠡が 舟な どに のつ 

て 行くならば、 方丈 天台まで も、 行かれまい もので も 

ない が、 何 を 云 ふても 吾が 世界 は 萬 物にしたがって 

鹿氛を 出かね てゐ るに よ つ て、 中々 仙境に 到る こと 

はならぬ、 畫で ばかりみ て 居る より、 外の こと はない 

である、 

ゥ  べゥ 

禹廟 

禹は 天下 を、 かけ ま はつ て 世話 を やかれた ゆへ 

に、 處々 に廟を 立て、 祭て あ る、 これ は 三 巴 あた 

b にある と 見へ た、 

禹廟 空山ノ 裏、 秋風 落日 斜、 

寵蛇は 孟子の 文字、 橘 袖 は 書 經、 禹 買の 文字で ある 

が、 ものさびしい 空 山の 內に禹 王の 祠が 立てあって、 

時節 は 秋な り、 曰は晚 方で いか ふ ものさびしい 時分 
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錫杖 を ふりま はさる 、 けれ ど も、 書の こと ゆ へ に 飛 

ばぬ であ る、 錫 飛 は 梁 僧 誌 公が 、故事 を 用た 常と い ふ 

字で 、書の - J と を しら せ るで ある 、玄武 S 師 は、 否 渡 

の やうに 無心なる 人 ゆ へ に鵰の そ. ば を 通られ て も、 

驚かぬ で あ る、 不 驚の 一 一 字で、 書と き かせる、 

タリ  テロ  サン ノ ミチ； K シン ュ  ヅ -K ェ  ヲン- ーァソ フニ 

似. 得 魔 出路； 眞 まま 遠， 遊： 

この 坐 敷の 鱧 をよ くくみ れ ば、.？" がふ 處 もない 廬 

山の ごとくに 思 はれ、 重武 驟-師 は、 惠遠 法師の 如き 人 

で、 ことさら 故人；， り やによ つて、 や」 魔 山の みちを 得 

て、 惠遠 法師と 縱遊 する も、 同じ ことで ある、 


玉 臺 觀 

滕王ま 嬰の たてられた 道観で ある、 

1ぶ 劫 因，， 王 造； 平 臺 訪古 遊； 

浩劫は 道 書の 文字で、 すっと 世界の 始 のこと になる、 

た ^、ひさしい ことに 借り 用 ふ、 さて この 玉 臺觀は 

すっとの 始に は、 誰が 立た と 云 ふとき に、 滕王 * 嬰の 

たてられて、 古の 梁の 孝 王 の、 平臺 にもお とらぬ、 盛 


んな義 であらう、 我 今古 遊を訪 ひ、 

0 雲 蕭 史 駐、 文 字 魯 恭 留、 

ら ん ま な ど に 綵 雲 の 中 に 蕭 .5-弄 玉 な ど を 、 ほ h^ も の 

にして あって、 滕 王の 與擎の 額な どが 掛けて ある、 ® 

の靈光 殿の 額 を、 恭 王が 寄れた によって、 借 用る で 

ある、 

キゥ ケッ ■ ジグン テ. ー 二 ケン コン イタル シッ シゥニ 

宮闕 通. 羣 帝： 乾 M 到 十 洲； 

かやうな 道觀に は、 まん 巾の 本. 尊 に は、 天帝 をた て そ 

れょ b  、段々 四方の 神 を 祭て あるに ついて 、宮闕 に は 

天帝の 檄が 立て あ り、 それより 廊下 づ た い に 帝の 

やしろが 立て ある、 乾坤の 問 に 二十 洲の仙 ffi が ある 

と 聞た が、 いかさまそう も あるかして、 觀 にきて 

みれば、 1^ に 十 州に 至った やうに おもわる、、 

ハツ タフ  テ シャゥ ク ハク  ニス ゲト  ノ ホ トリ rK 

人 傅 有，， 笙 鶴： 時 過， お 山 頭： 

人の はなしに きけば 、仙人が 鶴に 乘て笛 を 吹て、 この 

北山の 頭り を 過る と 云 ふ が、 いかさま 腺 王す fei の 仙 

人に なって、 居らる 、 であらう、 われ ら が、 目に は 見 

へね どもと、 いふ でめる、 


送 遠 

この 詩 は 三日 も あとから 作て やった そうな、 

帶甲満 ，关 地： 胡 爲君遠 行、 一 

今の 世 は あそこに も 、こ、 にも、 よろ ひ 武者が、 みち 

わたって あるかう した 時分で あ る に、 何として 遠く 

行かる、 ぞと、 おしんで 云 ふ、 

シン ホウ ッ クイ プ n クニ アン パ  ル n シャ ウテ 

親 朋盡」 哭； 鞍馬 去，， 孤城； 

とてもと. 3- まらす 鞍馬に のって 行かる、 ゆ へ に、 朋 

友 ども も 泣く より、 外の こと はないで ある、 

セ ィゲッ クレク ハン 力  サゥ セッ  シ 

草木 歲月晚 、關河 霜雪 淸、 

今 は 歲の晚 である ゆ ゑに、 さき へ lb れ ていか ふ 難儀 

な ことで あらう、 淸と云 字 は 寒い きみになる、 春む き 

のこと などに、 へたに つか ふとつ か ひそ こな ひに な 

る、 


ス ，テ- 1 


別離 已昨 日、 因 見 古人 情、 

やう やく 一 兩； n 以前に、 別れた けれども そなた を、 こ 

ひしい と 思 ふに 付 て は、 古人が 別れ を悲ん だはい か 


さま、 尤な こと、 おも ふ、 


譚， 支武 禪師屋 壁， 

壁に 墨霱 がかいて ある を 見て、 作る ので ある、 

レノ 力 3  n トウ マン へキ 工 カク サゥ シ ウテ 

何年 顧 虎 頭、 満 壁 畫ニ搶 洲； 

座舖 中の 壁に 山水 を、 ゑが いて あ る がし かも 仙境の 

搶洲 いかさま、 古い もので 常の 者の 書と は 見へ ぬ、 晋 

の顧憬 之が 盡 でが な ござらう と 云 ことで ある、 この 

方で 云 ふなら ば、 いか ふ 古う 見へ ますが、 いかさま 古 

法眼の 書で ござらう と、 云 ふ ほどの こと、 

セキ ジッ セキ リン ノ  カイ/  \ 

赤 日 石 林氣、 靑天江 海流 q 

くまど，.^ がして あるが、 書きに くい 日の 氣で、 よく 書 

たと ほめる、 朝日影の あた、 か そうな 氣が石 林に う 

つろ ふて 見へ るが、 ほんの 朝日の やうに 思 はれて 江 

海に 天が うつろ ふて、 とも <\ '流る 、やうに み へ て、 

シャク トン デ  ,1 ク ツル 二 ハイト ス  力 チウ？ 

錫 飛 常 近. 鶴、 杯 渡 不. 驚. 鷗 

支 武臟師 が、 かたわらの 壁に 鶴が 書て あるが 近くて、 
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ゆ へ氣 をつ けて、 閡て をる、 

メゥ テゥ  リ ホウ シ シ パ /、、 トフ ョル ィ  カン 

明 朝 有，， 封 事； 數 問 夜 如何、 

明朝 人の 出ぬ さきに、 人に 知らせす に 天子へ、 御諫書 

の 出す ことがある ゆへ に、 度々 下役 人 どもに、 も ふ 何 

時で ある ぞと、 まちかねて、 いる やうす を 云で あ る、 

封 事と は 天子の 直に、 御覽 する やうに 封 じて、 人に 見 

せぬ 言上が きで ある、 

シン シゥ サッ シ 

秦州雜 詩、 

秦州は 西北の 方 で、 雜 詩と 云 ふ は澤山 ある 中 か 

ら、 此 1 首 をぬ き 出した である、 

ホウ リン ホ n  タヤ マ ギ 3 カイ ミチ  -1  シ 

鳳 林 戈 未. 息、 魚 海路 常 難、 

世の 亂を なげいて いふ、 秦州 にある 鳳林關 あた b も、 

さはき が 今に やまぬ によ つ て、 魚 海の あた b も路 が 

ふさがって、 常の 往來 はならぬ くらいで ある、 

n ゥ クハ ゥン ホウ トク ケン グン パク セ イカ ワク 

候 火 雲 峰峻、 懸軍 幕 井 乾、 

每 夜々々、 山々 にし かけて ある 處の、 あいづの 火が あ 


がって、 懸軍 はこの 方へ 義經ひ よど， 9 ごえ をお. CS ら 

れ たやうな、 とこ ろ で、 山々 の 難處を うちこして、 陣 

ど， 0 をして ある ゆ へ に、 三國 のとき 鄧艾 がした こと 

で、 道の 無い 切 岸 ゆへ 車 も 馬 も ぶらさげて 卸し、 士卒 

はてん くに 蒲團 毛氈な ど を 身に 卷 て、 ころげおち 

る 佐々 內藏 助が さらく 越と 云 やうな、 所作 ぢゃ軍 

中 井な ども 乾て、 いか ふ 水に 迷惑して、 

ッ ラナ ツナ  ゥゴキ  スギテ ホク ティ  シ 

風 連 西 極 動、 月 過 北 庭 寒、 

風 連て 西の 本： はつれの 星な どのき らくと 動く がみ 

へ 、月が 北狄の 方まで もさし こんで、 心 ぼ そふ 物 さび 

しう みへ、 風勸月 塞と 云 ふ もので、 塞 外の 亂 のこと を 

こめた ものである、 

コ  ラウ  フ t  チレ ノ カギ センチ ク ダン チ 

故 老 思，， 飛 將； 何 時 議， 築 壇： 

それに 付ても 此 間に 居る 故老の 功 者 もの ど もが、 淡 

の 李廣が 如きよ い 大將が 出で あ らうなら ば この や 

うに、 ゑび すが さわぐまい もの をと、 飛將を 思いつか 

早う 都に 於て 壇 を 築 い て、 よい 大將を えらぶ と 云 ふ 

の、 御 詮議 を、 あらせたい ものである、 


馬で、 もとよ，. r 名- のこと ゆ へ 骨ぐ み 高く かどた つ 

て、 間 すくなに よく 骨ぐ みが、 そろうて ある、 

ゾィテ サゥ ジ  トク  ヅテ  チイ  シ 

竹批雙 耳峻、 風 入 四 蹄 輕、， 

耳な どもつ >  く- ns と、 竹 をき そいだ やうに つ >* 立 

て、 竹の そいだ 魔 を 見た て、、 峻と 云、 四 蹄 風 を 生じ 

て、 足 どり がよくて、 足が 地に、 つか ぬ やう に、 みへ 

て、 

フ  シ  ク ハツ シン 二 タへ タリ タク スルニ  チ 

所. 向 無き 濶： 眞 堪. 託 V 死 0 

向に 足が、.^ のない やうな 處をも 直に 飛 付て、 ゆく 

によつ て、 無-一 塔- 濶 一で あ る、 向に 二三 間 がら b と あい 

て.；； 41， なと ころが ある やうに おもわる、 ほどな 達¥? 

な馬ぢ やによ つて、 行か ふ處 がない、 然れ ばか やうな 

名^ は、 の，. >  ての 死生 かぎ. に まかせて、 おいても 大 

事ない、 

.K ゥ トウ  リ クナル  ノ  シ ワウ カウ ク 

驍騰 有. 如. 此、 萬 里 可 二 横行- 

實に 如， 此足 つよき 馬に のつ て、 萬 里に 横行し 何萬騎 

の 敵中 を も、 自由に のりまわして あらうならば、 たれ 

でもよ. 0 つくもの は あるまい、 

唐詩 選 五 首 律 


手前 役處に 居て 作た ので ある、 

ク f イン ェキ ェンノ クレ シゥ く トメ セィ チウ スグ 

花隱拔 垣 暮、 嗽 默 棲 鳥 過、 

くれ 方 左 省に 居て、 垣の まわ に 花の t; た を みれば、 

ね ぐらに 歸る 鳥が 嗽々 と 羽 をなら して 飛ぶ、 

ホシハ ノ ソン テ  -1 ゥゴキ  ハリ フテ キゥ セゥニ  シ， - 

星 臨， 寓戶， 動、 月 傍 n 九霄， 多 

星が 千 門 萬 に のぞんで、 きら， （- 動き、 月 は 天子の 

御座 ある 處、 九霄 にそうて、 幾え も/ \ 月 影が さして 

あるに よって、 多 \ ^とい ふ、 多の 字が おもしろい、 何 

ない 處 なれば 月 かげ も 一 面に み ゆれ ども、 禁裡の 立 

並で ある 御殿と もへ それへ もこれ へ も、 月 かげが さ 

すに よって、 多し とい ふたもの である、 

ズン イ子 キ、 キン ャクテ テ 二 ヲモフ ギヨ クカテ 

不レ寢 聽，， 金 鏡： P 風 想，， 玉 珂； 

夜もすがら、 寢 すに 表て 御門の、 鑰の嗚 る 音 を 聞て 居 

て、 かぎが なると 直に、 參內 すると こ ろ の、 路ま では 

我 居る 處 より は、 遠い によつ て、 風 の 昔な ど を 聞て、 

ど ふか 官 人な ど が、 馬に の つ てく る やうに 思 はる、 
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ジ 二』 


白髮老 h 事： 靑 雲 在， 目 前； 

白髮に 年よ るまで 、やはり 世 をい となます に、 酒を飮 

だり 字 を 書いた して 居る、 立身す る ことが 鼻の さ 

きに あっても、 その や うな ことに 目 もやらぬ 人で あ 

る、 


シャゥ J 


サラ 一一 1 


床 頭 一 壺酒、 能 更幾间 眠、 

不斷 住、 とっくりに 酒の 入 て、 床上に おかる、 が、 

幾 皮か醉 て、 眠らる で 冇ぅぞ と、 はなしの やうに 云 

かくる、 


ルェン シ 


杜甫. 


登，， 兗 州 城樓， 

杜子 美が 親の 處へ 見舞に 來て、 

ヮシル  二  ホシ イマ • ュ スチ 

東 郡 趨 te 日、 南 樓 縱. 目、 

一 4^ 州 東 郡の 親の 居らる 、處 に趨庭 し て、 親 をう やま 

ふ、 趨庭は 論語の 文字で ある、 南樓 にの ぼ つ て、 縱目 

して 望む-初 上る といな や、 み ゆるが、 

メフ  ゥン ラナ リ  *- ィニ  ルセ ィ ジ 3  二 

初 浮 雲 建 海 代 山： 平 野 入 ，靑 狳： 
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東海 岱 山の 方に、 浮 雲が つ  >  き 連って nl^ へ 書 經に海 

岱惟靑 州 海岱及 淮惟徐 州と ある ゆ ゑに つ か ふ、 今 こ 

の處 にならん で おらぬ である、 遠く のぞみ 見れば、 一 

面の 平地が 靑州徐 州の 方へ 入り こんで ある、 

n  i ャゥ シン ヒ  ！：'  P  テン アマ^ 

孤 嶂秦碑 在、 荒城 魯殿 餘、 

鄒！. 山の 方 を みれば、 孤 * の はなれ 511- のかた わらに、 

秦 の始皇 のた てられた、 石碑が 缺け のこりて みへ、 

の 共 王の 殿閣 魯 地に 靈光 殿の 石す ゑな ど が、 の こ つ 

て晃 ゆる、 

ジフ ライ シ  リン チウ ヒ トリ チウ チ ヨス 

從 來 多， 古 意： 臨 眺獨禱 踏、 

それに 付ても もとより、 この 方 は 人と ちが ふて、 古意 

が 多い によって、 ちょっと 臨眺 する やうで も、 久く踪 

緩して 、た Jf^ やす ふ 居、 る/  IC  . 、 』 


サゥ 


房 兵曹 胡馬 

タイ ェンノ  ホウ リャゥ シゥ n ッ ナ〃 

胡馬 大 宛名、 鋒 稷瘦骨 成、 

さて、 こ の 馬 は 西域 大宛國 よりきた る 腐の 名 だか い 


カル  ヲ  ノキ タホク  ヘン. パガ ナシム 

驅. 馬 薊 門 北、 北風 邊馬 哀、 

敗軍の 逃 足の こと ゆ へ に、 馬 を 追 立て 、薊 門の 北よ 

りか へ るので ある、 

サゥ バウ タリ  ノ ホ トリ ク ハツ タツ トメ  ク 

蒼茫 遠山 口、 豁達 胡 天 開、 

にげる つもりで、 山路の 入， OV  くちに 入て みれば、 蒼茫 

i して" 先 きのはて はみ へぬ によ つ てこれ はならぬ 

と 思て、 とりいそいで を 追 立 て、 出 たれ ば豁 とおし 

ひらいた 處へ 出て みた れ ば、 やつば り また 胡の 地で 

あつ て、 おどろく やうす である、 

スヂ -1  ク リ  マタ ナカ パ カヘル 

五 將已深 入、 前軍 止 半廼、 . 

さて、 このたびの 軍の 魚け になった と 云 は、 手前の 大 

將 どもが、 案內を 知らぬ 處へ 深 いり をした もの それ 

ゆへ に、 思の ほか 先手の ものが 過半 討死 をして しま 

ふた、 

レカァ ハレム  メ  n、B テ  リ リ ル riK 

誰 憐 不. 得. 意、 長 劍獨 歸來、 

さて かやう に、 不得意 本 をと げすして、 のさく と 

大 脇差-を さして、 負る と 云 ふ もの は、 いか ふ 無念な こ 


一 

とぢ やと、 我心に は 思 ふけれ ど も、 これ を 誰でも、 な 

ぐ さ め て くれる 者 は あるまい、 

スィ ゴ ヲ クル 手ャゥ キ ゥ キヨ クニ 

醉後 贈，， 張 九 旭： 

マンニ ヒシル ノ チウ コ トニ ズ カラ 

世上 漫 相識、 此翁 殊不. 然、 

張 旭 は 酒の みで、 草書 をよ く 書て 風流な ものお やに 

よつ て、 高 適が 座し きで、 共々 酒 をの ん で、 はなし を 

しかける やうに、 此詩を 作た もの で、 訓解の 註は惡 

い、 世上の 者が 交り も、 ふかく もない にめ つたに 相識 

と 云 ふが、 この 翁獨 り不. 然 かわり 者で あ つ て、 中々 

常 一 通りの もの 、見知る 者で はない、 おれば かり は 

よく 知て 居る、 

キヨ ゥ ヅテ チノ ヅ カラ ナリ スィ ゴ ゴ トモ テン ズ 

奥 來書自 聖、 醉後語 尤顚、 

何の 思 ふこと もな く、 ふ と 興に 入て 草書な ど を 書/、、 

と、 自然に 出來 るで ある、 さて 醉 てく る と、 あとさき 

も 合 はぬ 氣違者 のい ふやうな こと を 云 、替た 翁 で あ 

る、 颠 狂と 云て、 本の 氣 ちが ひで 氣違 « の やうな 義で 

ある、 

― .  I  3^ 
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雲の 一 面に ふさがって ある 幽路を 通って 行く を い 

かう 難義 に、 を も はり や ふが しかし 仕 合せな ことに 

は、、 時分 がら 秋の こと ゆへ. に、 南方の 暑氣 退く こと ゆ 

へ. に、 瘴癘 にあ てらる 氣づ かひ もない、 

チノ ヅ カラ マサ-一 ァフ ゥ  口-一  ュケ  ク. -シメ  ヲ 

自 當. 逢， 雨露： 行矣 慎，， 風波； 

追 付 都に、 めし か へさる であらう ほどに、 苦にし や 

るな、 なせ なれば 結構な 御 代 で、 雨露の 御恩德 が、 ふ 

かいに よって 折角 息才 で、 風波 を愼 で、 身 を 大切に し 

て ござれと、 なぐさめて や る、 行 矣と云 ふ は、 折角 息 

才で ゆき やれと 云ふ詞 である、 

夷 W: 入 一， iSS 一 

淸夷 軍と 云 ふ處 へ 御用で 行 き、 居庸 塞と 云關處 

の ある 處へ 行き か /- つて、 作る ので ある、 軍と 郡 

と 春秋 已來 用る ことで ある、 

t ク パ ュク X- マサニ ナ ラント  ヅテ ウタ、 カタ シ 

匹 馬 行將. 夕、 征途 去轉 難、 

フ 

伴 ふ もの もな く 匹 馬に のって 每日每 n: 暮 件まで 道中 

をして、 行けば 行く ほど、 難處に 行き か、 つて、 


1 三 四 

ズ ラ  ノべ ツナ ル 「プ タ.>  イブ カル カク イノ  へ ナルテ 

不. 知邊地 別； 祇 訝，， 客 衣單； 

邊 塞の 地の 格別に、 靠 いと 云 こと を不. 知、 おのれが、 

衣裳のう すい ゆ へ に、 この やうに さむい が、 合 點のゅ 

かぬ ことお やとい ふが、 なげく ので ある、 

タ -I  t ャ、 カニメ  クル シ i ムナ シフメ  力 ワク 

溪 冷泉 聲苦、 山 筌木葉 乾、 

溪 水な ども、 寒く して 石に あたって ゆきつかへ てく 

るし み 鳴る 音が して、 もの 悲しう、 苦 愁と云 字が ある 

ゆへ、 うれ ふると 云 ことになる、 かたわらの 空 山な ど 

を みれば 梢 もみな、 黄葉し かわいて、 

レイフ r ク ハン サイ キハ マル トウ セッ ナチ マン く 

莫 jn 關 塞 極、 雨 雪 尙 漫 漫、 

淸夷 郡に 行て 邊塞 これぎ りに、 きわまつ たと 云まい 

ぞ、 ゆく 處を みれば、 ことに 雨 雪が 降て、 漫々 と、 はて 

しもな くみ へ て、 中々 大 ていで は、 ゆかる もので は 

£- 、 、 

09 ケ ィホク  ヘル 

自： 薊 北， 歸 

薊 北より 敗軍して 歸 るので ある、 


征馬 向. 邊 州； 蕭 蕭 嘶 未. 休、 

ズ 

征ぬ嘶 は樂麻 題で 別る、 の あわ れ に、 いな 、くと 

云 意で、 別離の 情 を 作りた て、、 その 人 を 送る ので も 

る 、判官の 乘てゅ かる、 征" 今朔 方に 向 て ゆかる、 

ゆ へ に、 蕭々 ともの あはれ にいな /- いて、 やまぬ、 

K  フク  二  ブ  レヲ  タフ ルハ メナ リカ ヌル 力  チ 

思 深 常帶. 別 聲斷爲 X ま 秋、 

人 も s;? も 思が 深く して 、 不斷別 を おびて ゆく、  S 聲 の 

もの かなしく 思 はる、 は、 た > さ へ 悲しい に、 時分が 

ら 秋なる ゆへ、 別して 心が 凄 然と 斷絕 する、 

キ  P  マサニ カラン トク ハン  ニゥ レフ 

岐路 風 將. 遠、 關 山 月 共 愁、 

ス 

わかれて ゆく 岐路に のぞんで み れ ば、 遠 さが 將に何 

ほど あらう やら 知れぬ、 關 山の 月 をみ て、 そなたの あ 

はれに 思 はる  や、 「 に、 われ も かなしう 思 ふ、 


贈. 君從. 此去、 何 曰 大刀 頭、 

今 こそ 征 _iiT 嘶 を、； S に 作り立て をく るが、 そなた はこ 

れ よ.^ さられて、 いつ 時分に、 か へらる で • あらう、 

古樂府 に何當 大刀 頭と あって、 還と 云 ことで ある、 劍 


のっかに S と 還と は 、通 やる ゆへ、 か へる とい ふこと 

になる、 


000 


送. 鄭侍御 謫，， 閻中， 

タク キヨ  レゥ ラムル 11  レモ トヨ ギレ リ 

謫去君 無. 恨、 閩 中我舊 過、 

さて 此度鬧 中へ 謫去 せらる、 に 付て、 いかば か， 0 か、 

氣の赛 に 思 はる、 で あらう が、 おれが もと 通って み 

たが、 あま..^ 替 つた.， こと もない と、 慰めて やる けれど 

も、 下心 はみ なか なしい ことば かりが、 とり そろ へ. 

て ある、 

ヲ、 ム 子シゥ カン  クタ .>  レャ  ェン  シ 

大都秋 雁少、 只 是夜猿 多、 

閟中 は 、 七 閩と云 て廣 いこと で 、秋の 時分 に も 雁が 少 

く 居る 處 である、 これが かわった こと ぢゃ、 都 は 秋 雁 

が 多い が、 こ、 に は 雁が をらぬ である、 た  >  ある もの 

とて は、 猿が 澤 山に 居る ばかりであった、 これが 悲ぃ 

ことで、 

トウ 口  ガッシ  テン シャゥ レ<  ク ハス 

東 路雲山 合、 南 天瘴癘 和、 
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て も、 羡 しく ぞん する、 

セィ チウ  シケッ ジ ミツ カラ チボフ ガン ショ/ 

聖 朝 無，， 闕 事； 自 覺 諫 書 稀、 

おれ も 一 つ、 天子に 御い さめ も 申し 上て、 功 をた てた 

いと 思へ ども、 御 當代は 結構な 御代で、 闕 事がない に 

よって、 諫書を 奉る こと もなら ぬ、 實は 御諫を 申して 

も、 御と. 0 上がない と 云 こと を 云 ふ、 

ルソゥ ヂ カク 二 

登，， 總 持閣， 

. 禁裡の、 近處 にある 閣 である、.. 

高 閣 逼-, 諸 天 #  & 近 ン，， 日 邊一 

總持 寺の 閣へ 上って みれば、 つ、 とたかく、 天へ も冲 

入て ある 如く 思 はれ、 下 をみ おろせば、 まのあたり 禁 

裡の 御殿 どもが み へ て、 そらに 近いと 云から、 日邊の 

故事 を ふまへ た、 

ハレ テ t ラク パン セ イノ ジュ ウレへ ミル ゴ リャ ウノ ケブリ 

晴開萬 井樹、 愁看五 陵 煙、 

井 は 町 わりの こ i である、 をり ふし、 日よ hN も はれき 

つたこと ゆ ゑに、 長 安の 町 わ. 9、 萬 家のう らくの 樹 


までが、はっきh^とみ へ て、五代の天子の陵のぁる^l 

の 風景 をみ て は、 何となく、 愁が 生じて 來て、 

カン グハ イタ レ シン レイ ソゥ チウ  ナ リイ 

檻 外低寨 嶺； 牕 中 小，， 渭 川； 

この 句まで、 第二 句 を うけてい ふ、 濫の 外の 方 を みれ 

ば、 秦嶺も ひきく たれて みへ、 牕の 間より 渭水を みれ 

ば、 はるかに 遠くち いさくみ へ て、 

ハヤ ク シラパ  ■  ノリヲ  1ー ハン ズル 「チ  -1 

早 知， 淸 淨理； 常 願. 奉， 金 仙： ， 

今 この 處に のぼるに 付 て、 像 道の 淸淨 の理を 合點し 

たが、 早く この 理を、 さとって あらうな ら ば、 佛 につ 

か へ て、 をら ふ もの を、 氣の付 や う が、 おそかった は 

殘念 である、 


っラ リウ へ. p- -シ 7 テラル、 ヲ  ノ  -- フ-ン  タリ 

送，， ， 劉 評 事 充，， 朔方判 官： 賦る侍 

セィテ  カウ セキ 

征馬 嘶，  高 適 

充と 云 ふ は、 さきの ものが、 役替 でもす るか、 死 

する かした 其 あとへ やらる の 義 である、 朔方 

の 都 護の 下役に なって、 行た とみ ゆる、 


織て、 居る と 云 ふ、 

カイ ハク ラシ  ノア メ  • 

海 暗 三 山 雨、 

英都の賦にもぁる通り、南方は^^氣のっょぃ處で、海 

上も《！^に雨が降って、深山などもまっくらくに 成て 

ある、 

ハ ラ カナリ ゴ i イノ ル 

花 明五嶺 春、 

南方 五嶺 あたり は、 春の こと ゆへ に、 花盛りで あら 

-ラ、 

ノ  シ ホウ ギヨ ク ッ、 シン， テ ナ カレ イト フ r  チ 

此鄕 多， 寶玉： 慎 勿. 清貧； 

この 南海の 地 は、 资 玉の 澤 山な ところに て、 貪 利な 奉 

行が .ゅ くと、 珠が 外へ 行く と 云 ふ ほどに 隨分 大義な 

がら、 淸貧を 守って ござれ、 

寄： 左 省杜& 遺， 

杜子美 も、 X 「參も 、同く 拾遺で、 役 處が 左右に 分 

つて ある、 

レン ホメ ハシリ タン へ. 1 二 

聯步释 丹 陛： 


朝參內 する を h. は、 丹陛 のき だはし を 一 つ に 聯步し 

て、 のぼる、 

フン サゥ ル シ ビ -1 

分 曹 限， 紫 微； 

退 朝す る 時には、 左右 省の、 役處 が、 禁裡の 御殿の 左 

右に あるに よつ て、 紫 微に& ぎら れて おる、 

ァ カツ キハ シタ カッテ ジャゥ 二 リ レニ ハ t ィテ ギヨ ヲ ル 

曉 脾 天 仗， 入、 暮 惹， 御 香， 歸、 

上の句 をう けて、 曉方參 内す る をり に は、 天子の 御 さ 

き拂 する 役人 どもが、 天 仗の ほこな ど を、 もちて、 行 

く、 それにしたがって 行、 もとより 御近處 のこと ゆ へ 

に 募に か へ る にも、 天子の 香 爐の香 を、 手前の 装束な 

どに とめて か へ る、 

？ク ハツ カナシ ミノル チ 

白 髮悲， 一花 落： 

かやう に白髮 になる まで、 勤めて 居ても、 役 替と云 ふ 

も、 無い によって、 花の もる を 見ても 悲しい、 

靑 雲 羡，， 鳥 飛； 

靑雲は 立身む きのこ と で、 そこ もとが 仕 合が よくな 

つて、 つ か と 鳥のと ぶ 如く、 立身 を せらる をみ 
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候 騎に出 あ ふて、 都 護 は どこに いらる、 と、 問 たれば 

燕然 山に 居らる 、と 云 ふ が、 さだめて 遠い ことで あ 

&ぅ、 候騎 は案內 物見の やうな 者で ある、 


か， 5 をす る もの i つれ 立て、 1 日出 あるい たや 

うす を 作る である、 


ウメ 


風 勁 角 弓 鳴、 將 軍 獵. 渭 城； 

冬の こと ゆ へ にから 風が はげしく、 弓のに ベ も、 かわ 

いてから くと、 弦音が 鳴て、 狩 をす るに よい 時分 ゆ 

へに 將 軍が、 渭 城へ 獵に 出る、 


艸枯鷹 眼疾、 雪盡 馬蹄 輕、 忽 過，， 

シン ホ ウノ イチ チカへ ッテ カヘル サイ リウ エイ 二 ク ハイ カン スレ パイル チウ _K 

新 豐 市； 還 歸_ 細 柳 營； W* 射， 鵰 

トコロテ  ボ ゥン ラ カナリ 

處¥ 里 暮 雲 平、 

草が 枯て、 狐 鬼の やうな もの も、 どこに 居る と 云 こと 

も 見へ、 鷹の 眼 も するどに な つ て、 鳥 も 取. 9 よい、 を 

hv ふし 雪 もき へて ある ゆ へ に、 馬の もい ろく かけ 


まわって、 こと < ^く 面白い、 獵 をして たちまち M も 

なう か へ つて、 長 安の 南の 新豊の 市に よって、 螯 やす 

み をして、 それより 何の 苦 もな く、 細 柳營の あたり ま 

で來 たれば 早 や、 日暮 合に なって、 一 日獵 をした とこ 

ろ を ふ 歸て みれば、 遙に 遠く 慕 雲が つ いて、 平ら 

かに 見 ゆる、 さてく 獵と いふ もの は 面白い もので、 

思 はす 知らす に 遠い 處 まで 來 たもの かなと 云 ふ義で 

ある、 射鵰 は. H 字ば かり を ME りる、 


タル テ 


シン シン 


送，， 張 子 尉， 南 海， 岑 參 

ズ  エラ パ  ノ ィ テ  リ ラウ シン 

不 Jt, 南 州 尉： 高 堂 有，， 老 親； 

南海 は 人の いやがる 處ゅ へ に、 常の 者なら ば 行く ま 

いけれ ども、 この 人 は 母親 を 養 ふためにば か.^、 行か 

る 、奇怪な ことで ある、 

ロウ タイ 力 サナリ シン キ ィフリ マジ フ カウ ジン ヲ 

樓 臺 重，， 蜃 氣； 邑 里 雜， 鮫 人； 

南方 は か わ つた 處で、 海中 樓臺 が出來 て、 直に 乾闥婆 

城に あるの は、 給の ふく 氣ぢ やとい ふて、 城な どの あ 

る を こめて いふ、 南海に は 魚のば けものが 來て、 耦を 


い を 以て、 波 を はった と 打つ こと、 櫓 を 推す と 舟が つ 

とかろ く揚て ゆき、 


日 落 江湖 白、 潮來 天地 靑、 . 

くれ 方日景 が 橫すぢ かいに、 海に うつろ ふて、 まつ 白 

に 見へ、 潮 も みち 來 ，hN  、どこ を かぎりと 云 ふと もな 

く、 廣 くみ へ て 天地 を 見 わたす と、 廣ぃ こと を 云で あ 

る、 

メイ シュル カツ *  -I 

明 珠歸， 合 浦； . , 

合 浦の、 近くに 行かる に 付て は、 そこ もと も 古の 孟 

甞が 如く、 廉潔な 人 ゆ へ に、 明珠 のわき へ 徒って あつ 

たも、 其 元の 德 をした ふて、 かへ るで あらう、. 


應. 逐， _ 使 臣 星； • 

使 星と 云 ふ 文字が あるに 付て、 使臣 星と 云 ふ も、 や は 

太守の 義 になる、 珠と緣 の ある 字 ゆへ に、 にらみ 合 

てっか ふ ものである、 


使 至，， 塞 上 一 


御用で 邊塞 都護府 など へ 行く とみ ゆる、 

* ンシ T  メ ハント チ ショク n クスグ  チ 

單車 欲. 問 .邊、 屬國 過，， 居延； ■ 

大勢の 大將 とい ふで もな く、 た  >  1 人邊 塞に 向ひ尋 

ぬる 義で、 手 廻 b 少々 で、 單 車に 乘て 行く、 段々 天子 

へ屬 している 屬國 ども を 吟味して、 居 延邊塞 あた b 

を、 通. 9 すぎて ゆく、 

セィ ホウ  チ  チキ カン  ^  || タイ パク 

征 蓬 出，， 漢 塞； 歸 雁 入，， 胡 天； 大 漠 

n  ェン_ チヨ ク チャウ 力  マドカ ナリ 

孤 烟 直、 長 河 落日 圓、 

漢塞を 出て、 蓬の 飛が 如くに あても なく、 遠く ゆき、 

歸雁 とともに、 胡の 地に ゆく、 行く にした が つ て、 く 

わらり とした 沙漠に 出て、 山 もない に 付て、 風がない 

ゆへ、 一 つ はなれの 家な どより、 烟 りが 上る が、 まつ 

すぐにの ぼって、 何の さはり もな く、 又た 夕日の 海に 

入るな ど を も、 初て みて おどろく 心 を、 上 二 句 旅情 を 

云て、 日圓の 二字で みせた、 

- にトゴ  リエ ン ゼンニ 


蕭 關 逢，， 候 騎； 都 護 在， 燕 然； 

もう 都 護の 府へ間 も あるまい と 思て、 蕭關 あた， で、 


唐 iiS 選 


五 言 律 


一 二 力- 


唐詩 選 五 言 律 ： 

も かり 用て いふで ある、 

や リウ シ チヨ クガ チモム クチ アン セィニ 

送，， ， 劉 司 直 赴， 安 西， 

安西 都 護の 役に なって 行く、 

セ ツイ キ  ノ  n シャ ト サイ チン 

絕 域陽關 道、 胡沙 與，； 塞 塵； ， 

中國 から 絕 きつ た 西域 安西の 方へ 行か る に 付て 

は、 陽關を 出て、 行かる  道す がら、 胡 國の沙 はらで、 

あって、 

一一 9 カリ  ，レナ リ 

三春 時 有. 雁、 萬 里少ニ 行人； 

さて、 其 もとの 行かる、 西域の 地 は、 * の 間 も、 塞い 

ゆへ に 不斷雁 を 見る、 これに 都で 見付けぬ と 云が、 こ 

もって ある、 かやうな さむい 處を 1 曰 あるいても、 わ 

るう すると 行人に 出逢 はぬ やう な 處、 心 ぼ そい こと 

である、 

モク シュク  t  ニブ  ドウ オフ  チ マサ-一  ム 

苜 蓿 隨，， 天 馬； 蒲 萄 逐ニ漢 臣： 當. 令，， 

チノ ヲソ レザレ  チ モ トメ  チ 

外 國 懼； 不，， 敢 覓，， 和 親； 


,   一  二八 

さて、 そこ もとの 行かる に 付て は、 漢 の李廣 利が 如 

く、 中國の 威勢 を 見せつ け て、 西域の、 名物^ 草の 茵 

Si や、 名馬 を 貢 に 上さ せ、 蒲萄 など を漢 使を逐 かけ 

て、 献 する やうに しゃれ、 隨 分外 國に威 を 振 ふて、 必 

す漢の 高祖の 如くに、 匈奴と かなら す 和睦 をして、 親 

類になる やうな 手ぬ るい こ i をして、 中國の 外聞 を、 

うしな はぬ やうに しゃれ、 

ルケ ィケ イシ フチ  » 

送，， 邢 桂 州， 

邪 は 氏、 那 氏の ものが、 合 浦 桂林 郡の 太守に なつ 

て、 行く を 送る ので ある、 

タウ- ス イカ マ ビス シク  -I  ル  チ 

鐃吹 喧，， 京 口； 風波 下，， 洞 庭； 

太守が 通らる、 ゆへ にどら や、 吹 物な ど を 鳴して、 喧 

しく、 にぎやかに し て、 今此京 口より、 舟に のり 南方 

洞 庭 を、 乘. - こして、 

シャキ ハタ セ キ ガン グキ タイ T タ ャゥ "ィ 

赌圻將 赤 岸、 擊汰復 揚齡、 

西方の 山 を 見に、 吳國の 陣屋の ある 猪 折な ど を 見て、 

通られ、 そこより 赤 岸 山 下 をの， おろし、 擊汰 はろ か 


二 七 


00  0 


玉 言 律 


へて、 

ドン サゥ ゥケフ ザ チ  t* 、ク ボン セィ 

嫩艸 承，， 趺 坐： 長 松 響梵 聲； 

若草の 上に 結加跌 坐して 見れば、 むつく りと 心よ ぐ、 

長 松の 間に 經を よむ 聲がひ 3- き閡 へ て、 

空 居 法 雲 外、 觀. 世 得， 無 生； 

浮世 を、 はなれて 空 居 法 雲の ほとりに、 來 世の 無常 を 

親して をれば、 無 生 法 恩 を 得た かと 思 はる、、 二 首な 

がら 一 つ 主意で ある、 

ル ヘイ タン ゼン  チ 

送，， 平 淡然判 官， 

西域の 征伐 大將の 添へ 役に なって 行く、 

ズ シラ ャゥク ハンメ チヲ タエ フ チイ ェン カウ 一一 

不 Ji,, 陽 關 路； 新 從， 定 遠 侯： 

今始 て、 行か る、 こと ゆへ に、 西域の 方 は 出口の 陽關 

を 不知、 後漢 の、 班 超 西域 を 征伐して、 五十 餘國を 安 

集し、 定遠 侯に 封せられ た、 その やうな 頭 役 に、 從っ 

て 行かる. -、 

黃 雲 斷， 春 色： 畫 角 起， 籩 愁； 


段々 邊 地に 行に したがって、 穴 も はれ やらす、 * 色 も 

斷 へて、 た  >  ものさびしい 道中で あらう、 ついにき 

なれぬ 角の 聲 など を 聞かる、 ならば、 こ、 ろぼ そい 

義 であらう、 

カン カイ ケ f  ンノ レ 

滿辦經 年 

西域 瀚海 あた， 0 は、 甚だ 遠 いこと ゆへ に、 ちょ つ とが 

ニー  二 

て歸る こと はならぬ、 すれば 經 年の、 別れに なると 云 

ふ もの、 

カウ ガ  テ • ヲ ル 

交 河 出. 塞 流、 

交 河が 入 交って、 塞 を 出て 流る 、をみ て、 通らる 、を 

り はさ ぞく^び れら る、 であらう、 

スべ カラク ジム  ノ シヲメ  ラノム r_K  / ベ ii 

須. 令. 外國 使、 知. 欽，， 月 支 頭： 

さて、 邊 塞に 行かれて、 胡 人 どもが、 つか ひ をよ こし 

てあらうならば、 むかしの 漢の 世、 大月支 王が 首 を 斬 

て、 飮器 にした やうに、 こぎつ いこと など を 云て きか 

せ、 この 中國の 威勢 をみ せっけて ござれ、 氣 よはい こ 

と をして みせや る な と、 古事 を 借 用て、 匈奴の 

月 支 王が 首 を、 飮 器に 作お こん-は 、撥 夷の 故事 なれ ど 


唐詩 選 五 言^ 

香 積 寺 は、 長 安子 午 谷の あいに、 在る、 

不. 知： 香 積 寺； 數 ぎ 入；， 雲 峰 一 古 木 

無，， 人 逕： 深 山何處 鐘、 

香 積 寺が、 あると は 聞け ど も、 終に 來て 見ぬ ゆへ に、 

不レ知 香 積 寺 へた、 もの 來て雲 峰 を わけて 入に 、古木 

の はへ しげって、 人逕 もない に 付て、 これ は 香 積 寺 は 

ない ことそう なと 心 ぼ そくな つ た、 をり か ら、 とつ 

と、 山の 奥の 方に 遠い 鐘の-音 がする によって、 これ は 

と 思て、 行て 見れば 果して 寺が ある、 

セン セィ ムセビ キ セキニ 

泉 聲 咽，， 危 石： . 

以下 寺に 至- 9 付ての 景 である、 さすが 寺 ほどあって、 

寺まゎh^の澗水などのさら/\-と、危石にむせんで、 

ながる  がいか さま、 もの しづかな 義 である、 危石と 

いふ は、 石の 出ば つて 兩 方た か く、 なって ある を い 

ふ、 

日 色 冷， 青 松； 

山お くのこと ゆ へ に、 夕日 景も靑 々とした 松の 下に、 


1 二 六 

さしこむ のが、 もの すさまじく さすと 見 へて、 

薄 暮 空 潭 曲ク、 安 禪 R 毒 龍！ 

いか ふ もの しづかで 面白 さ に、 暮 合まで も 空 潭の人 

かげ もな い 水ぎ はに とつ く，？ と坐禪 をして、 淸淨の 

道理 を 、観念して いれば 、吾が 心の中 も 毒 龍 を も、 制 

伏しお さへ なつけた やうに ある、 

登， 辨 覺寺， • . 

チク ケィ リス レン ホウ ダス チ ゾゥ チウ 

竹 逕 從. 初 地； 蓮 峰 出，， 化 城： 蒽 中 

ソ  ヅキ リン グ ワイ キゥ n ゥ ラ カナリ 

三 楚盡、 林 外 九 江 平、 

辨覺寺 は どこに あると 云 ふこと も 知れぬ で あ る、 初 

地 は 入りぐ ちの ことに な る、 また 佛 語に 初 地と 云 こ 

とが あり、 入りぐ ち は、 竹 藪で その 竹 や ぶ を、 わけ 入 

て あれば、 思 ひも よらぬ 處に、 寺が 大地から 出現して 

あると、 驚て 云 ふ體で あ る、 景色の よい 處で、 窓の ま 

んむ かふに は、 楚國の はて か ら、 £1- までが つきて 見 

へ 、林 を うちこして、 洞 庭 九 江が 其 平 ら に、 一 面に 見 


庭の 池の 中に 蓮 花の 淨 きが、 t; て ある を 見て、 さぞ 義 

公の 意 も、 世俗に そまぬ、 淸淨 であら う と、 云 ふこと 

を 知た、 

終 南山  ！^^縦 

タイ イツ ク テン 二 

太 乙 近，， 天 都： 

終 南山 は 一 名 乙 山と も 云 ふに 付 て、 近 „天 都， とい ふ、 

さて 此終 南山に 於て は、 甚だ 高 く，. -て、 天帝の 御座に 

已に、 近い かと 思 ふと 云 ふて、 今の 都に 近い こと を 云 

ふ、 


ザン 


カイ グゥ -I 


連 山 到， 海 隅： 

山の わたりの 廣 いこと を 云 ふ て、 ぎ やう さ んに云 ひ 

立る、 さて 終 南よ， 0-0 .5. きつら なって、 小山 どもが 見 

わたす 處、 四海の すみ  - までつ  >  いて ある やう に 

見へ る" 


白 雲 P 望 合、 

今まで 向 ふの 峰が みへ たが、 ちょっと わき 目 をす る 


うちに、 白雲が 合して 一 面に み ゆる、 

セィ アイ  1K カン 二  シ 

靑 靄 入. 看 無、 

山 を 遠くから 見 望 だとき に、 一 面に 靑々 とみ ゆる 

も、 ちかく 寄って みるに したが つ て、 靑 みがな くな 

る、 

中 峰 if 陰晴 &i 气ま" 

山の 上 も 廣大な こと ゆ ゑに、 二十 八 宿の、 分野 も 中 峰 

にて、 變じ わかって ある、 谷 合 をみ おろせば 或は 曇つ 

て、 小雨な どの ふ る も あり、 又 1 向に 晴れき つて あ 

る 谷 も あ，. ^  、これまで 山の 大な こと を 云 ふ て、 下の 

二 句で、 ちいさい こと を 云 ひ 出した が 面白い、 

ノト ウメ ェ セント テ 二 フシ ャゥ フニ 

欲 k 二人 處， 宿 水 問 n 樵 夫； 

ど こぞの 人の 處に 投じて とまりた いものお や と， 思 

ふ 折から、 谷水 をへ だ て、 向 に、 木こりが をる ゆへ 

に、 こ、 らに家 は あるまい かと、 問 かける である、 

3 ギル カウ シャク 


過， 香 積 寺， 


0^0 


玉 言 $^ 


二 五 


鹰 詩選 


五 言 律 


1 二 四 


欲. 濟 無，， 舟 楫： 端 居 恥，， 聖 明； 

書經 に、 高宗 の 傅說 に 謂 て 云 、若濟 „ 巨 川 一 用お 作，， 舟 揖.； 

濟と いふ は 天下 を 治る こと な り、 舟揖は 天下 を 治む 

る 才智の ことになる、 吾れ も 一 つ 天下 を 治めて、 見た 

いものと 思へ ども、 何 を 云 ふても、 舟楫 となる 才 がな 

いに よって、 御當 代の 塞 明の 御 さば きに 恥て、 端 居 

と、 とつ く， 9 と 手 を こ まぬ いて、 何もせ すに おる、 下 

心 は 我 は傅說 にもお とらね ども、 吾 を とりもつ てく 

れる ものがない、 當 代の 天子が 暗い によって、 吾が 器 

量 を 見知つ てと， 上る ことが なら ぬ と、 云 ことで あ 


る、 


タル 


タ i. 


9 子 ラフ 


ジャゥ 


坐 觀 垂. 釣 者、 徒 有，， 羡. 魚 倩； 

董仲舒 が 策に 臨 ，淵 羨， 魚不， 如。 返 而^, 網と あつ て わ 

れも 居ながら、 釣り を垂る もの を 見て は、 魚が ほし 

いと 思 へど も、 魚 をと る 道具 もこ しらへ すに、 た  >  お 

も ふの みで ある は、 徒 事と 云 ふ ものである、 下心 はわ 

れも 一 つ 世に いで 功 をた てたい と 思へ ども、 中々 

此方からへ つら ふて、 仕へ る 所存 はない と、 自負して 

おれ ども、 うはべ に は 見へ ぬで ある、 


題，， 義 公 禪 房，  . 

此義 公と 云 人 は、 坐臟 やきで 有 て、 習。 禪寂， 引 込 

て 居られ、 庵室が 空 林の、 人 かげ もない 處に 有た 

を、 作る である、 

フ ゼン ジャ クチ ムズン ウテ  ル クウ リン 二  n グ ハイ 

義 公 賈， 禪 寂； 結. 宇 林 X 外 

イツ ホウ ヒィテ カイ ゼン シゥ ガク  シ 

一 峰秀、 階 前衆墾 深、 

さて、 景色 もよ ぃ處 で、 座敷の rns を ひらく とまん 向 ふ 

に、 一 峯が たかく 秀で 見 ゆる、 鼻の さき を 見 れ ば、 谷 

々がふ かく つらなって ある、 

ッ ラナ リ 

夕 陽 連，， 雨 足； 

折節 夕立な どが 降て 通 る が、 雨の あしが すきと ほつ 

て、 雲の 間 •  たにみ へる である、 

{$  & 落 一 庭 陰； 

木が しげって、 なに i なく 靑く見 ゆるの が、 庭へ かげ 

がさして、 をぐ らうなる やうに あって、 

カン シュメ レン  ノキ m キチ マサニ  ルフ セン ノ シン ヲ 

看 I： 花. 淨 H— 心 L I 


宛溪、 勾 溪の兩 水が、 宣 城の 兩ゎ きを 流れて、 明鏡 を 

さしはさむ ごとく、 きら^ み へ て、 

サゥ ケゥ  ス サイ n ゥ 

雙 橋 落， 彩 虹； 

兩 水に かけて あ る、 双 橋が みごとに 虹の ごとくに そ 

つ て、 水中に うつろうて 見 ゆる、 落と 云 は 水中に うつ 

ろう 義 にも 見 へ 、水の 上で 低く 見 ゆる やうな、 あんば 

い も あ る 、 


ジン 


サム ク キッ 


人 烟 寒，， 橘 柚： 

人烟 とい へば、 人の すみかの ことで、 楚國の 地 は 夷の 

近處 で、 人家 もま ばらな と 云 ことが、 塞の 字で 閒ゅ 

る、 橘 袖も靑 いうち は どこに あると 云 こと も 知れぬ、 

時節が らも さむい に 付 て 、橘 柚 も 黄葉し て、 まばらに 

ある 家に、 あそこ こ にう ゑて あ る隨 柚が はっきち 

とみ A ん て/、 る ， 

オフ ゴ トウ 

秋色 老，， 梧 桐： 

秋 もす ゑに なって、 梧桐な ども 黄ばみ 、おちて、 物 さ 

びし うみ ゆる、 


誰 念北樓 上、 臨レ風 ま 謝 公； 


さて、 此 やうな 風景 をみ るに つけ て、 古の 謝眺 如き、 

詩に 上手な ものが 居たならば、 ともぐ 詩 を 作つ て、 

なぐ さま ふに と、 風景に 臨ん で、 どこ とも な く、 謝 

公 をした ひ 思 ひ 出して を る と は、 誰も 氣 がっく ま 


リン トウ チイ  モウ n ゥ ゼン 

臨 洞 庭  孟 浩然 

岳陽樓 にの ぼって、 洞 庭 を 見お ろし、 仕 廻に 手前 

のい きど ほ， 9 を述 る、 

ハツ グッ n  スィ カナリ ヒ タメ キヨ ヲ n ンズ  二 

八月 湖水 平、 涵， 虛 P 太 淸； 

八月 頃 は 湖水が 一 面に た へ て、 まづ 1^ になって 有 

るに 付て、 洞 庭 は、 甚だ 廣 いこと ゆ へ に、 太淸に 混じ 

で 一 枚になる である、 

ハ ムス ゥン ボウ タク ナ i ハ ゥゴ カス カク ャゥ ジャゥ 

氣蒸雲 夢澤、 波 撼岳陽 城、 

朝日の 出る 時分に、 楚の七 澤の中 雲 夢澤の 下から 水 

氣が むし 上り、 大波が 起 て 、岳 陽樓の 石垣 にう ちつけ 

てく る を、 見お ろす 處の 風景で ある、 洞 庭の 湖水 をの 

ぞ むと 云 ふ 意に して、 手前の 志を述 る、 


唐 選 


五 言 律 


二三 


虞 詩選 


5 言 律 


T ョ r 


送， 友 人 入 

ナラク サン ソ ウノ  i チ 

見說蠶 叢路、 

見說と は、 見る とい ふ義 、蠶 叢と は、 黃 帝の 子 昌 意が、 

山 氏の 娘 を 后と して 帝嚳を 生 だ、 其 弟を蜀 へ 封 じ 

て、 知行 を、 あた へ るを蠶 叢と 名づ けた ゆ へ に、 蠶 叢と 

い へば 蜀の ことになる、 

キ ク トメ ズ ヤス カラ ユキ 

崎 嶇 不. 易. 行、 

さて、 其 もとの ゆかる、、 棧道蜀 の 路は入 口 に、 劍閣 

山な ど ， V ふ 山が 有 て、 け はし い 山道 を ゆかる  こ 

となれば、 先き が ゆきつか へ て不， 易 A 仃、 


山從， 入 面， 起、 雲 傍，， 馬頭， 生、 

山 はつ 、とたかく、 鼻の さきから おこり、 雲 も 馬の 頭 

の、 きわから むら と 立 上る やうす、 道す がらの 風 

景を 云、 

ハウ -ジュ n  メ シン サン チ シ ユン リウ メクリ ショク ジ ャゥチ 

芳 樹 籠寨 梭； 春 流 遶，， 蜀 城： 

棧 道の 兩 わきに 植て ある、 芳樹 などが 花が て、 覆 ひ 

か、 つ て 見へ、 その 下 を 見れば、 春の あた かな、 水が 


蜀 道へ 流る、 を、 見ら る 、 ならば、 さぞ 面白から う、 

ショウ チン べシ ス. -tl マル ズ ズシモ 

升 沈 應，， 已 定； Kv 必 問， 君 平； 

人の 仕 合不仕 合と いふ もの は、 前から 定て あるで が 

な あ らうに よって、 かなら すし も、 うたが ひ をお こ 

して、 占者の 君 平な どに 問 はる に 及ばぬ 義で、 有ら 

うと 存 する、 

ル セン ジャ ウノ シャ テゥガ ホク ロウ 二 

秋 登， 宣 城謝眺 北樓， 

謝眺 は、 名高い 詩人で 、其 北 樓が殘 て あ る、 その 

樓に のぼって 戀 しう 思 ふて 作る、 

n ウジ ャゥ  シ グハ リノ サン ケゥ  ム  チ 

江 城 如畫 裏； 山 曉 望， 晴 空； 

雨 方 川が たて はさんで 有て、 その 與 中に 宣 城が ある、 

まこと に 書いた やうに あつ て、 六 朝の 體 である、 如 

窬裡三 字 六 句に かけて みるが よ い、 朝日が 川 水に さ 

しこんで くる 時分に 別 れ て、 暗れ きってみ ごとで あ 

る、 


兩 水 夾， 明 鏡： 


胡 兵沙塞 合、 漢使玉 關 囘、 

聞けば 夷 どもが さわいで、 邊塞は 軍 まつ 最中で、 此頃 

も 都から 御用で 通る 御 使が 玉關 からさき へ は 入り か 

ねて、 回た と 云 ふが、 


セィ カク  二 へ si ヒ ムナ亡 ク <K ラ ^ム クイ ラタ ノ ク タクれ 【 

征 客 無， 歸 曰： 空 悲 蕙 草 摧、 

我が 夫 は征客 なれば、 いっかへ ると 云 こと も 知れぬ、 

わるう したら ば 夫の 歸ら ぬう ちに 、顔色が くだけて、 

衰 ふるで あらう、 かなしい ことで ある、 蕙草は 婦人の 

顔色 を 云、  - - 


-I 


メク， _ 


送， 友 人， 

靑 山 橫，， 北 郭； 白 水 遶，， 東 城； 

起句に 景を述 て、 今 別る 場所より 北の方 を、 のぞみ 

見れば 靑 山が、 北郭の 方に 橫 つてみ へ 、白水が 東 城 を 

遶て、 流る、、 


ナシ 


此地 一 爲レ 別、 孤 蓬 萬 里征、 

今此處 にて 別る、 に 付て は、 斷 蓬の 如く、 萬 里に つれ 


もな く、 ひと， 9 行かる /-、 

フ  ゥン ユウ シ入 ィ 

浮 雲 遊子 意、 

遊子 は 旅 をす る を 云 ふ、 今 そこ もとの 心 を 思 ひやる 

に、 萬 S| 獨往 して、 どこ へ 落つ くと いふ こと もな く、 

浮 雲の 如く、 行かる、 に 付て は、 さぞ かなしい で あ 

らう、 

n  ノ ジャゥ 

落日 故人 情、 

この 地に 止って 居る 我 は、 落日の 暮方、 ものさびしい 

時分な どに は、 さぞ 其 元の こと を 思 ひ 出し て、 をる で 

あらう、 


ルフテ 


ナク 


唐詩 選 


五 言 律 


揮， 手 自. 兹 去、 蕭蕭班 馬 鳴、 

互 ひに、 手に 手 をと りか はして、 をる ものが かう ふ ひ 

切て、 自兹 東西に 別 かる i 義 なれば、 たが ひに 乘て出 

る 馬 も 哀れ を 知る と 見 へ て、 蕭々 と、 もの かなしく、 

嘶く を 聞で ある、 班 馬 は 東西に 乘， 0 別る /-義 で、 左傳 

の 文字、 馬の かなしみ を 云て、 人の 悲しみ を、 ふくま 

せて、 おいた ものである、 


二 1 


00  0 


五 言 律 


二 〇 


銅 虎符、 竹使符 二つと もに、 わり 符で 平生 竹 使 符を用 

る、 わり 符 のこと ゆ ゑに 分つ と 云、 これ を 以て、 大將 

が出陣して、入次第にどこな，.^とも云 付 て、 軍兵 を、 

出さす る、 

セン シ プス 

戰 士 臥： 龍 沙： 

さて、 大將が 天子より わ.^ 符を 賜つ て、 大勢の 人數 

を 引 つれて、 邊 塞に おもむき、 邊 塞に 行つ く と、 寵沙 

ぁた^^^-に，陣どりをし て、 沙 原の 上に 起臥 をして を 

る、 


グプ 


エイ 一一 


サゥ ハ ラフ ケン 


邊 月 隨， _ 弓 影： 胡 霜 拂二劍 花； 

夜もすがら、 きっとね すに 弓矢 を 、劍 をぬ きみに 

して 居る によって、 弓に 月 かげが さし、 剣に 胡 霜が ふ 

か 、 る を 云、 月の 弓な りに 光て、 弓に そうて あると 

いふ、 劍に 霜が ふり か、 る こと を 云て、 劍 のやきば の 

ことになる、 

n トニ  * ラセ ゥフ  レ  ス iir 

玉關殊 未. 入、 少 婦 莫， _ 長 嗟； 

夜晝 となく、 軍にば か， CN か つて 居る に 付て は、 玉關 

にさへ 入る ことが な ら ぬ、 況ゃ 都に か へ るな ど> 云 


ことに 想 ひすて、 居る によつ て、 都の 女 ども も 思 ひ 

切て、 なかぬ が よ い、 歸ら ぬと 云 ふこと ではない、 1 

向に 思 ひ 切た がよ い、 

シゥ シ 

秋思 

景色に 付て 閨怨を 云 ふ、 

ェンシ  カウ エフ テヅ ラン  ン. iv- チノ ヅ カラ や  ヱ 

燕 支黃葉 落、 妾 望 自 登. 臺、 

時分 がら 秋の こと ゆへ に 、我が 夫の 居る、 燕 支 山の あ 

た-.^ の 木の葉 も 黄葉して 散る であらう と、 思 ひ 出す 

に 付て、 益 もない ことなが らも、 自ら 我れ 知らす に 登 

臺て、 燕 支 山の 方 を、 のぞみ 見る、 

海上 碧 雲斷、 單于 秋色 來、 

我が 夫の 居る 方 は、 あそこ かと 思て 海 を のぞんで、 見 

れ ども、 一 向に 何の わけもなく、 碧 雲が 斷 へ て、 見 ゆ 

るで ある、 北狄 單于の 方よ も、 秋色の もの さ びし 

い、 模樣 がつ  >  き來 て、 どこと 云. i もな く、 遠いで あ 

る、 寒い に 付て は、 北 狄單于 の 方 か ら、 秋色 も 來るゃ 

うに、 阿と なく 見 ゆるで ある、 


これ は i 宗の、 蜀 から 歸り がけの、 詩と 見 ゆる、 

ケン カク ョコタ ハツ テ- ーサ 力- ン ラン ョ シュ ッシュ メカ ヘル • 

劍閣 横. 雲峻、 鑾 舆 出狩间 

劍門 山の 高き を 云 出て、 つ 、とたかく 橫 雲に 峻く、 天 

子の こと ゆへ に鑾 輿に して、 蜀に出 狩して 歸る、 出 狩 

は 天子 他國 へ 出る を、 春秋 以 * は 出 狩と いふ、 

スィ ヘイ セン ジン ガッシ 

翠屛千 « 合、 

さて、 道の 左右 を 見 る に、 何れも 屛風を 立た やうに、 

千 W の 山 どもが つ. V きつら なって、 合し て 1 枚に な 

つて 見 ゆる、 

タン シャゥ ゴ チイ  ラク 

丹 嶂五丁 開、 

切り通し 道で、 道の 兩 わきの、 赤 岩の かげな ど を 見る 

に 付て、 これ は 昔の 五 人の 力士が 出て、 切通 しれと 云 

が、 いかさま 人間 わざと は 見 へ ぬ、 


灌 木 營. 旗 轉、 

灌木の 樹木の 中 を、 旗 をた てまが， 9 榑 じて、 御 通りな 

さる によって、 梢 旗が まと ふやう に 見 へ て、 

仙 雲 拂 .馬 來、  ， . 


甚だ 高山の こと ゆ へ に、 雲が 直に 馬の さきから、 むら- 

/\ 'と 立 上る である、 

スル r ハ 二 サ -I リ 二 サス ナン デ a クスル メイク 

乘. 時 方 在. 德、 嗟 爾 勒. 銘 才、 

今と きに 乘 じて 天下 を、 治む ると 云 ふ はま さに、 德義 

にある こと ぢゃ、 これに 付ても、 尤な義 と 嗟嘆し て、 

孟 陽が才 を、 御 ほめな さる、 である、 

塞 下 曲  李 白 

築府 題で 出征す る 趣き を 作る である、 

サイ a  > ヲダ 

塞 虜 乘. 秋 下、 

秋 は 馬 も 達者なる に 付て、 塞虜の ゑび す どもが、 秋に 

乘 じて 都の 方へ せめく だ る、 みやこの 地 は 北 狄の地 

より ひくい に 依て、 下る と 云 ふ、 

天 1?ハ 出， 漢 家； 

北狄 がせめ 來るゅ へ 、捨 おきが たく 思 召て、 是非な く 

天子よ， 0-、 防ぎに つか はさる /-、 

シャゥ グン  チ n チ クチ 

^  Pt チニザ ゲ 1 


赓 詩選 


五 言 律 


1 一九 


唐詩 選 五 言 律 

かやう に邊 塞に 來 て、 人に もてはやさる と 云 もの 

は、 天子の 御 恩の 深い 故で あ る、 邊 塞の 大將 になつ 

て、 みねば 知らぬ ことで あると、 すらりと 云 ひかけ て 

おいて、 これみ な はんじもの である、 上の 六 句に 氣を 

つけて 見た がよ い、 凉風 蕭瑟と 都より はも のさび し 

く、 劍舞 胡笳、 總て おもしろ からぬ ことで あ る、 都の 

一 H 日樂吹 物と は、 いかう ちが ふて 天子の 御前で、 御酒 宴 

にあ づ かる やうに はない、 

クス  ジノ カク-一  タン テキ 

宿，， 雲 門 寺閣， 孫 進 

雲 s: 寺の 山門に 登て、 とまって 居る である、 

カウ カク  ノ モト 

香 閣東山 下、 

雲 門 寺 は 東 山の 下の 一 段 高い 處に 建て ある、 

ェン クヮ シャゥ グハ イイ ユウ ナリ 

烟花象 外幽、 

烟 花の そこらの 風 景 も、 一 通り 人間 世の 風 色と は 違 

ふて、 格別 物 しづかに 奥 ふかく あ つ て、 象 外 は、 人の 

見つけぬ 處を いふ、 曰 暮れて、 そこら を、 見れば 山寺 

のこと ゆへ に、 高く 燈な どが、 かけて あって、 


1 1 八 

カク トモ シヒヲ セン シャ ウノ  、マク マン TK ゴ  コノ 

懸. 燈 千 嶂 夕、 卷. 幔 五 湖 秋、 

夕の 字 夜の 字と 心 を 同じ ことにつ よくい ふたもので 

ある、 幔は In, ちゃうの やうな もの を卷て 見る に、 まん 

向 ふに 南方 五 湖の 方が のこらす 見 ゆる や う に、 あつ 

て、 

クヮへ キアマ シ  チシ ャゾゥ  クス  チ 

畫 壁 餘. 鴻 興紗 窗 宿，， 斗 牛； 

壁に 畫 がかいて あ るが、 古びて 處々 に 雁な どが 一 二 

匹き、 のこ つ て 有て、 紗窗の もじば りの 窗の あいから 

見れば、 斗 牛の i まぢかく たれて 見へ、 

更 疑天路 近、 夢與， 白雲， 遊、 

上の句 を受 て、 斗 牛の 間近く 見 ゆる は、 うたが ふべき 

である、 更に 其 上天 へ 上る みちす ぢも、 近い やうに 思 

はる、 、夢に 白雲の そばに 來て 白雲と も あそぶ かと、 

うたが はる、、 

力 ウメ ショク -I  二 シノ方 i  A 

幸 ji 西 至，， 劎 門， 

ゲン ゾゥ ク ワウ ナイ 

支宗 皇帝 


れょ もの を 食 ひし まって、， 0 かる、 段に なって、 互 

に 著た 處の、 征衣の はおりな ど を、 重ねて 出會 ふしる 

しにと 云て、 取 かへ て、 着て、 別れて、 あつたが、. 

シキス  ノゼナ ir テ ィ タム ジン タイ ノ  t ナル riK 

昔 記 山川 是、 今 傷 人 代 非、 • 

吾 一 人此處 に歸て みれば、 む か しに か はらぬ もの は 

山川ば かりで ある、 記と 云 は 記憶して を ぼ へ て 居る 

ことで ある、 人 代 非に し て、 高 六な ど は 死んで 居ら 

ぬ、 これに 付ても、 ひとし ほな げか はしい 義 である、 

ワウ ライ  ナ ノ チ  ズ  シ ウセ キテ 

往來皆 此路、 生死 不. 同 .歸、 

わかれて 行く にも 今歸 るに も、 この 路を 踏で 通る が、 

死生 は 道 異にして、 高 六 は 死す、 われば かり 生て 歸す 

る處 を、 同う せぬ が、 なげか はしい 義 である、 


ユウ シフャ  イン 

幽 州夜飮 

幽州は 北方の 土地で ある、 大將 などに なって、 居 

る 者と 見 ゆる、 酒宴 をして、 氣 象な こと を 云な し 

て、 都へ 歸 りたい と 云 ふこと を 作る、 


凉風 吹， 夜 雨 ；蕭 瑟 動 二 寒 林； 

時分 がら 秋の こと 故に、 凉 風が 夜雨 を 吹て、 塞 林 を 動 

かして、 風の なる 音が 蕭 然と、 もの さみしく 聞へ て、 

正ぎ： 高堂 氛； 銜 E 除暮 4^ 

正と 上 をう けて さびしい に 付て、 皆が とり はやして 

高堂に、 酒 を 催して なぐさめて、 くれる けれ ど も、 此 

年 も 末にな つたよ と 思 ひ 出して、 わすれ かねる、 遲暮 

は 月日の 行く 義 なれ ども、 下心 は 年の 行まで も、 この 

やうに 志 を 得ぬ と 云 ふが、 遲暮 である、 

クケン ヤス サイ シャゥ ンス チ 

軍 中 宜，， 劍. 舞； 塞 上 重， 笳 音， 

へ シ  . 

軍 中の こと ゆ ゑに、 常に なぐさむ こと、 云て は、 相應 

に劍 舞な どすべき ことなれ ど も、 下心 は あらつ ぼい 

劍舞 など /- 云 もの を、 馳走に すれ ども、 これ も 都で 見 

なれぬ もので と 云 ふ、 下心で ある、 又 吹く もの はとい 

へば、 邊 塞で 胡 人が 笳を、 おもんじて 大切に する こと 

ゆへ、 馳走に 吹け ども、 これ また 都で 見なれ ぬ もの 

で、 都の ものが 聞て は、 結句 悲 うなる、 


不. 作邊 城 將； 誰 知 k 遇 深 - 


000 


1 七 


唐詩 選 


五 言 律 


1 1 六 


ば、 才人の 大勢 あつまって、 居る ことになる、 . 

誦 fe 聞 h 政： P 易 見，， 天 化： 

國々 の 詩 をみ せて、 風俗の 改る こと を 御 問な され、 或 

は 易の 講釋を させて は、 天の 心を考 て御覽 する、 

ィハ タス ミ クヮ 力 ウノ  ネ チ 

位 竊， 和 羹 重； 

書經 に傅說 が、 殷の高 宗へ始 て 仕へ たと きに、 高宗の 

云 はる、 に は 、若 作 和 奠惟鹽 梅と なれと あつ て 、天下 

の 政 を、 任す る を 云、 こ、 では 重き 位の ことになる、 

ヲンハ ミ タリ 一一 ステ  一一 キチ 

恩 叨. 醉 fe 深； 

我が 如き 不才の 者 が、 和羹の 重き 位 をう けて 居る と 

云 もの は、 及 もな く 似合 はぬ 義で あ る、 かくの 如く、 

御 恩 をう けて、 御酒 宴 をた ま はると いふ も、 みだ， に 

かう むる も 同じ こと ぢゃ、 重 恩 位と 云 字 を 折 用した 

もので、 詩 經の拌 水の 鴛を うけて 云、 浮 は泮宫 とて 學 

問處 のこと な，.. N  、拌 水の 篇は魯 侯の 御供して、 泮宮に 

あぞんで、 酒 をのみ たのしむ こと を 作る、 

スナ ハチ フシ ユン キヨ ウノ ク  ッ クスハ ナリ チ インチ 

載 歌 春 興 曲、 情 竭 爲， 知 音； 

すな はち、 春舆 曲の 詩 を 作て、 申し あげる、 天子の 詔 


が 御 ねんごろな ゆ へ に、 如是 憚から す 情 をつ く？ -て、 

申し 上る、 知 In 曰は奢 樂に 付た ことなれ ども、 こ、 では 

詔が 御 ねん， ごろな ど、 云 ふ 意になる、 


* ン シゥ ェ キー 一 


還 至，， 端 州驛： 前與， 高 六， 別處 

嶺南ょ，.^端州驛に歸て、前に高六に別れた處で、 

今 は 高 六 は 死 だに 付て、 思 出し 悲で 作る、 

キゥ クワン 二 フン n ウノ ホ トリ 

舊館分 江 口、 

端 州 驛に來 て 見て、 さて 此分 江の ほとりの 館で、 昔 高 

六に 別れた 處と、 思 ひ 出して、 

セィ セン トメ ム ラク キチ 

凄 然望ニ 落暉： 

しかも 夕日 影な ど を のぞむ に 付て、 凄 然として、 何と 

なく 哀を、 增 して、 


ヒフテ へ  チノ ゾンテ レニ カフ  ， 

相 逢 傳， 旅 食； 臨. 別 換， _征 衣； 

さて、 此處 にわかる. - 時分、 互 に 相^ ふ て禮儀 をし 

て、 傳 。旅 食 一先 づ其元 まいれな ど  い ふ て、 旅 食を傳 

へ て 有た が、 傳 食と 云 は、 儀 鰻に ある ことで あ る、 そ 


w 管默凰 調、 


調 は 和 調の 義で、 調子のと、 の ふこと になる である、 

御酒 宴の 中に 昔樂 などが 有と 云 ふ て も、 世の常なら 

ぬ、 すぐれた ことで あ る、 實は弄 玉が 故事 を 用て、 公 

主 御 夫婦が 中よ く 天 子 に、 御ち さう 申す と 云 ふこと 

になる、  - 

マジ ハツ テ 


樹 接，， 南山， 近、 


廣 庭から 樹木が 終 南山の 方 に、 引つ いいて ある やう 

にある、 


ン. 1 プ 


ルカ- 


煙 含 - 北 渚， 遙、 

見 わたす 處 の風烟 風景と 云 へ ば、 北 港まで を 含み こ 

めて ある やうに み へて、 至極よ い 景色で ある、 

ゥケデ  テ ミナ ス デニ ェ フ 

承. 恩 咸 已醉、 

皆が 御洒 宴に ぁづ かり、 恩 をう けて 酒に 醉て、 居る に 

付て、 

> ダ へサ クッハ l_K 


此公主 へ 挨拶で、 み な 洒に醉 て 座し きの 風景に 見 ほ 


唐詩 選 


れて、 天子へ 御歸り をす むる 者 もない、 天子 も 還 幸 

を わすれて、 御座 ある を 云た ものである、 


セィ f ノ. 


恩 敕麗 正殿 書院 賜. 宴 應 

タリ ノヲ  チャウ エツ 

制 得，， 林 字， . 張說 


麗 正殿の 書院で、 玄宗 いろくの 學 文の 世話 を 

やかれた によって 、此處 講釋を 答な どの あ る 所 

である、 其處に 御酒 宴に ぁづ かって、 詩 を 作れと 詔 

があって、 作た である、 切り 韻で 林 字 を 得たり、 


東壁圖 書府、 


東 壁の 二 星 は 文鐯を 主る 星で、 天下の 圖 書が 納めて 

有に 付て、 麗 正殿の 書院に おいて は、 東 辟 も 同じ 

で、 大切な 書物 を 納めて おかる 處で 有る、 


カン ボク. 


西 園 翰墨 林、 .  • 

さて、 其處へ あつまって 居る 者 はと 云へば、 古へ 魏の 

文 帝の 弟、 陳思 王の 西 園に 聚て 居た やうな、 翰墨に 達 

者な 才人が 林の 如く、 大勢 聚 つて ゐる、 翰墨 林と 云へ 


五 言 律 


.1 1 五 


唐詩 選 


五 言 律 


四 


尋て 行かる に 付て、 天子から 仰 付ら れて、 大勢 萬騎 

が 通 莊の岐 へ 出て、 餞 をす る義 である、 

クイ テ  -I リ チイ  ク ヮ タツ テ 一一へ ッ &  シ 

就. 日 離 亭 近、 彌， 天 別 路 長、 

別れる 處も 天子の 御近處 で、 はるかに 天の はてから 

はてまで、 おしわたして ある 處へ 遠く、 行かる、 義な 

れば 別路 長で ある、 彌 天の 道 安 を もち こ ん だものお 

や、 

ケィ ナン 力 ヘリ ヂャゥ ハジ 

荊 南 旋， 杖 鉢； 

南方の 蜀 の地荆 南の あたり を、 杖 鉢 をめ ぐらして、 濟 

渡せら る 、であらう、 

渭 北 限， 津 i: 

それに 付て 今都渭 北の方に おる 者 は、 山川 を かぎ， 

へだて、 ある、 高佾 たちの 濟 度の 律 梁に 逢 こと も 有 

まい、 その 實は渭 北に は 甚だ 難處 な、 舟 渡たり が ある 

について、 もちあ ふて ある、 

レノ  t 力 マト 7チ  チ リツ テ ン  -I 

何 日 紆， _眞 果； 還 來 入，， 帝 鄕； 

何れの 日 か 異果を 全うして、 修行 成就し、 帝都に 歸ら 


る であらう、 早く 還らる  やうに したい もの ぢ& 

i  、まち かける ので ある、 


チャウ チ， 


-1 メ 


長 寧 公 主東莊 侍. 宴 

リ ケゥ 

李嚼 

長 寧 公 主 は 中 宗の娘 御で あ つ て、 楊 慎と 云 ふ も 

のに 嫁せられ て、 そ の 別業に 天子の 御供 をして 

行て、 作る ので ある、 

ノゾム セ. J ギン-一 メイ ラン  ル シ セゥチ 

別 業 臨， 靑 甸； 鳴 鑾 降， 紫 霄； 

さて、 此 別業に 至って みれば、 靑は 東方の 色で、 東方 

の 都 は づれの 原野が、 一 面に 見へ て かやう に 景色の 

付て、 鳴鑾が 紫 霄を御 下りな されて、 わざ • 


よ 


云へば 天子の こ 


御幸が あると 云 ふで あ る、 紫霄. 

になる、 

ヱン ェン B アツ マリ 

長 筵鶴鷺 集、 


さる ほどに、 公 主の 御座 敷の 長 筵に 百官 百士、 編鷺の 

如く 位に よって、 席頓に 並んで、 


宋之間 

高宗の とき、 泰. 5 に 封 輝の あ つたと き に 、扈從 し 

天子の 御幸な さる、 に、 御供 をして 上る、 

ゥッ トメ サイ ク ハイ  トー I サ カンナ ル カナ 

帳殿鬱 3 佳 鬼、 仙 遊實壯 哉、 

途中に 御茶屋の やうな 處が こしら へ て、 御 休息な さ 

る、 ことがある、 しかも 崔嵬と 高く 鬱然と、 しげって 

ある 間に 帳 殿が 立て 有 て、 かやうな 天子 の^んに 仙 

遊な さる、 と i:, ふ もの は、 實に壯 なる かな、 終に 見ぬ 

義 である、  - 


曉 雲 連. 幕 捲、 夜 火 雜. 星 囘， 


山に 登る に隨 て、 そろく 夜が もく るに よって、 帳 殿 

の 慕 を、 はって おく 處か ら、 夜が あけて くる \^ ある、 

雲と 慕と 1 とつに なって、 めぐる やうに 見へ、 苣 束が 

光と 雜 はって、 山 をめ ぐる やうに、 み へ る、 

谷 暗 千 旗 出、 山 鳴 萬 乘來、 

天子の 萬乘 が、 谷 あいの 暗い 間よ， -、 供 廻りが 上る も 

そろく 高み へ 出て 見 へ る、 供 廻り を つれて、 行幸な 

さる、 こと ゆへ に、 大勢の 者の、 打 はや し が、 こなた 


へ ひ  > いて 山 も 鳴て、 漢の武 帝の 時 封禪が 有た、 其と 

き 山 呼 萬 歲と云 ことが 有に よって、 それ を ふま へ て、 

云 ふで ある、 


-ボシ 


扈遊良 可 k 、終 乏，， 谈 天 才； 

如此 相互に 仙 遊扈從 すると 云 も の は、 良に めづ らし 

いこ とで、 良に 可賦と 仰ら れそ う な もの なれ ども、 

楊子 雲が 如き 谈 天の 才に乏 いに よ つ て、 天子の 御 目 

通， 0 に 出る やうな ことで は ない と 云て、 下心 は 楊 雄 

に 劣らす、 文才 CI 慢 である、 文選 蜀都賦 の 中に 楊 雄が 

才を ほめて、 榴操 後天 庭と あって、 楊 雄が 文 を、 天子 

の 御 目通り へのべ あら はすと 云 ふこと である、 


ゲン サゥガ 


ルチ 


i 門 弘景道 俊玄莊 還，， 荊 

 二 チウ I セィ 

此 三人 は 天子の 歸侬倌 である、 

1 乘歸， 淨ィ 域； 萬騎 餞， 挺莊； • 

三人の 高僧た ちが、 一 つ 車に 乘て蜀 の 方 淸淨の 地 を、 


康 詩選 


五 言 律 


三 


蜜 詩 <^ 


ル サイ ユウ チ 


五 言 律 


送，， 5# 融， 

崔 融が從 軍して 書記に 行く と 見 へ る、 

君 王 行 出將、 

此 時分に 天子の、 御 出陣と 云 ことはなかった、 どれ ぞ 

親王 方 か、 諸侯 王たら と 見へ る、 

書 記 遠 從. 征、 

さて 今度 出征な さる \ 大將 は、 甚だ 重い 君 王 方が、 直 

々 に 御 出な さる、 で 有、 去る ほどに 才智す ぐれた、 其 

もと をえ らんで、 書記 役に 仰 付ら れて、 遠く 征に 行か 

る、 は、 いか ふ 晴れな 義 である、 

ラ. K リ  二 

祖 帳 建 河 闕； 

祖帳 は、 はなむけ するとて 慕な ど を、 河水の あたり ま 

でも、 はりつら ねて あ る、 祖と いふ は、 はなむけ する 

處で、 道の 紳黃 帝の 子壘祖 を、 祭る である、 

軍麾 動. 洛 城： 

軍 蒙と 云 は、 軍 兵 を さ しづす る 小 旗 ざいの やうな も 


I  ニニ  ほ 

の を、 それ を かたはらに 持たせて、 大勢 人数 を 引 つれ 

て 行か る 故に、 動 。洛 城， こ の 一 一句、 邊 塞へ 行く に 付 

て、 景を思 ひやって 云 ふ、 

セ ィキタ -1 

旌旗朝 朔氣、 

旌旗を 朝 立て i  、朔氣 の 北風の、 塞い にも、 油斷 せす 

にたて つらねお き、 

笳. E 夜 邊§、 

夜もすがら、 つ i に 聞かれぬ 胡 $ 加の あはれ な IS を 

閡 かれて あらうならば、 さぞ かなし い こ t で、 あら 

ラ、 

ソ *  ロニ テ. ボ フェン デシ フ r チ  n  ホク 7 

坐 覺烟塵 掃、 秋 風 古 北 平、 

坐に 居ながら、 たのしんで をる は大將 にも、 まことに 

其 もとの やうな すぐれた 人 をつ れ て、 行かる こと 

ゆ へ に、 邊 塞の 烟鹿 をも拂 ら ひ、 蕩 かし、 はら ひ しづ 

め て 秋の 時分 は、 久々 の 間 胡 人に 取られ て 居た 北 平 

^あたり も、 今度 はとり か へし てきやる で、 あらう、 


厚從 登 封， 途 中 作 


來て みれば、 一 向 見なれ ぬ もの を み て、 驚く と、 云き 

みに なって くる、 

シ ュクキ モヨ フシ  チ  テン ズリ 3 ク t ンチ 

淑 氣 催， 黃 鳥： 晴 光 轉， 綠 頻； 

淑氣 の、 あた、 かな 氣が鶯 を 催して、 春の はじめの こ 

と ゆ ゑに 蘋な ども まばらに あ る、 それに 晴 光の 日の 

影が きら， とうつ る、 轉 の 字で 浮 草の まばらに あ 

ると 云 ことが、 しれる、 

チイ デ フ プ n チウ！ S キ シ ホッス ウル ホ サン .*■ ヲ 

忽 聞. 歌. 古 調； 歸 思 欲. 沾. 巾、 

其 もとの 古 調の 中 に、 古鄕戀 しいと 云 ことが 作りた 

て /'あった をみ て、 吾 も 忽ち 古 鄕へ歸 りたうな つ て、 

ス ントヲ 

欲. 沾. 巾、 

ス カウ ゴカ  ンテ  チ ルチ チモ t 

和，， 康 五 望. 月 有， 懷、 

康 五が、 望月 有懷 とい ふが 、題で ある、 

カウ シゥ ハル カナリ シゥ ジン  ドク ャュ ミル 

明月 高 秋 逾、 愁人獨 夜 看、 

秋の t:s€ うすみ のぼって ある 處 へ、 月が 高く か、 つ 

て遙 にみ へる、 た いさへ 月 はもの さみしい もので あ 

鹿 詩選 五官 律 


るに、 有懷愁 人が 獨 居て、 みるに 付て はかなし いで あ 

る、 

ラクト  ビニ リカへ ツナ ト  キ -I マト カナリ 

暫 將. 弓 M 曲、 翻 與. 扇 倶 圑、 

將の字 兼の 字與の 字み な 同じ 心で あ る、 前後の 文字 

をむ すんで ある、 こ 、では 丁度と 云 意な り、 此 ごろ 七 

八日の 間、 暫く 弓 は， 9 月であった が、 もう 十五夜に な 

つた もの 故に 團扇 なりに なった、 

ツユ リ， ィテ セィ キヲ サへ ヒル 力 ヘメ ヲ シ 

露 濯， 淸輝， 苦、 風飄素 影， 寒、 ， 

露が しつ ぼり と、 おりて あった、 淸輝 月の さ へきった 

の を あら ふやう に 見 へ て、 苦 は 苦 梁の 義で 月影が さ 

へきって、 塞 ふ 見へ るが 苦；^ や、 風 も： ：！： かげの さ へき 

つ た 素 影 を飄し て、 いよく 塞 うみべる、 

タビ コ、 二  テ トン 二  ジム  ラノ カタ カラ 

羅衣 一 此鑒、 頓使， 麓 離 難； 

さて- 旅と 云 もの は、 はかない. ものである は、 八月 

頃此 やうに 寒くなる まで やつ ば り、 夏衣 のま、 で 

居 る を、 みるに つけて、 に はかに 別離 のしに くいと 

云 ふこと を合點 した、 離別の しやすいと 云 は、 そ  う 

な こと ぢゃ、 人 は 別れに くいものに、 き はまった、 


唐詩 選 


五 言 律 


長 安 は、 北斗星の 直に 下に 當っ て ある 故に、 北 斗 城と 

も稱 する である、 北 斗 の 星 は 禁裡の あたまのう へ に 

つらなつ て 有て、 終 南山 蓬萊 殿の 、鼻の さきにつ、 と 

高う おこって 蓬萊 殿に もたれ か、 つて あ. る、 

ゥ ンへゥ キン ケッ ハル 力 ニシュべ ゥ  ゆ 

雲標金 闕逾、 樹粆 玉堂懸 

三 殿より みれば 金闕が 雲の はづれ より 見 へ て、 玉 堂 

は 大抵 天子の 御 坐る 處 を 云、 時に こ 、 では 終 南山の 

上に 祭て ある、 山 神 堂 を 云 ふとみ ゆる、 實は 知れね ど 

も、 そう もして 見 ね ば、 つり 合が わるくな つ てく る、 

終 南山の 頂に 樹 などが、 うちこんで 山 神 堂が、 高う か 

， つ て 見 へ る、 

ハジ レイ  ジカ キチ  メクル ズィ ェン， 

半 嶺 通，， 佳 氣； 中 峯 繞，， 瑞 烟； 小 臣 

デメ  ンス  チ ク -I イタ.、、 ク  ヲ 

持 獻 ，壽 、長 此 戴， 堯 天； 

御所の 佳氣 が、 終 南山まで 通じと V いてあって、 中 峰 

のまん 中 ほどまで、 都 天子の 目出度 瑞雲が、 引きめ ぐ 

つて ある、 小臣幸 ひに 南山 騫けゃ 崩れす と 云 こ と を 

以て、 献 J 寄 御 祝 申て いつまでも、 堯 天の 如くの 御世 

にっかへ て われ もお りたい も の と、 君 を 思 ふ は 
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身 を 思 ふと 云、 辨を 付て みれば よく、 知れる である、 


和，， 晉 陵陸丞 早春 遊撃 

早 # 遊 望と 云 ふが、 さきの 題 で、 晋陵 は、 ffi 方 其 

邊の 住する、 陸 氏の 者で ある、 

リ  iK  ノ  t トへ ニク  ノ タナル 一一 

獨 有，， 宦 遊 人； 偏 驚；， 物 候 新； 

春 は、 面白い 箬 であるに、 我 も そなた も獨 り、 52^ 遊の 

人ば かり、 偏に 一 とす ぢに節 物 風 候の 新たなる に、 驚 

くで ある、 

雲 霞 5!. 海 曙、 梅 柳 度. 江 春、 

殊に 南 國に來 て 居る こと 故 に、 朝 も-富 霞が ちと 赤う 

み ゆると、 海より 日の出る が 見 ゆるで ある、 梅 柳な ど 

もい まだ 花 さかぬ に、 度， 江 江 南の 方に 來 て は、 花 ざ 

か， CS である、 此ニ句 名句 おやと 云が、 いかさま さう も 

あらう、 なんの ことなしに 風景 を、 すらりとの ベて s 

て、 下心 は 都 は 北の方で、 海 は 遠い によ つ て、 海から 

日の出る など/ -云 こと は、 見た こと もない、 梅 柳な ど 

も 早春の 時分 は 都で、 花 はさ かふと もせぬ に、 南國に 


マサ ニシュ クサ ッ  メテセ ユセ イス 

金 天方肅 殺、 白 露始 專征、 

余： 天と 云 は、 秋 天の ことにな る、 かたい 文字 なれ ど 

も、 下の 白露と 對 する によ つ て、 好いで ある、 秋 物 を 

肅 殺す 殺伐の 氣に乘 じて、 征伐す ると 云 ふが、 古の 纏 

である ゆ へ に 白露 七月に 成て、 始 て專征 す、 

ノ  ズシ ムニ  t ヲ 

王 師 非. 樂. 戰、 

さて、 この 王者の 師を 出す と 云 ふ も の は、 有 無戰 

と 云 ふて、 是非な く 兵 をつ か は さ る、 けれども、 さき 

の 者が、 しづ まると 直に 師を御 か へしな さる、 義で、 

戰を 全くた のしう 思 召す ので は な ：-、 それ故に この 

詩 は、 崔 著作 を さして、 兵 をよ みして 軍 好 をせ ぬ やう 

にやれ、 

n  ノ  n ッ、 シメ  si スル r_h  チ 

之子愼 Jtt  , 兵、 

佳 兵 者 不祥 靨と 、老子の 文字に ある、 海氣は ゑび すの 

氣が、 中國 都の 近處 まで、 侵し こ ん で、 邊風は 北 平 郡 

の あたりまで、 吹て きたと 云 こと、 . 

カイ キ ヲカシ ナン ホウ テ  ハ ラフ  ヲ 

海 氣 侵，， 南 部； 邊 風 掃，， 北 平； 

海氣邊 風中國 の 方へ、 ゑび す どもが 侵し ふみ 込で く 


るに 付て、 すてお き 難く 思 召て 、其 元な ど を 征伐 に つ 

か はさる、、 其 元の 心得の 爲に 云て やる、 

莫 .賣1 盧軋 塞： 歸 邀. 歐酣名 〔 

盧寵 塞、 あたりで、 好い いき を ひに こしら へ ごと をし 

て、 それ を うり つけて、 都へ 歸て麒 轔閣に 名 を、 

題 せらる /1 やうな こ • と は、 しゃるな、 此 時分 邊塞 へ 行 

て も 夷の てきた わぬ さきに 此方から 軍 を、 いどみ か 

けて 夷の 首 を 十 も 二十 も 取て、 都に 歸て 廣大な 手が 

らに云 ひ 立る、 天子 は御覽 せぬ こと 故に、 實と思 召て 

褒美 を 賜 或は 立身 をした， とが 有る 其義 云て ある、 


ホウ ライ  二 シテ 1| ゥケテ チヨ ク エイズ 

蓬 萊三殿 侍. 宴、 奉. 敕、 咏，， 終 南 


山， 


杜審言 


唐詩 選 


五 言 律 


蓬萊三 殿に、 御酒 宴が あって 杜審言 も、 御供に 侍 

して、 終 南山 と 云 題 で、 作り ませい と 勅が あつ 

て、 作た である、 

； 一、 


北 斗 鋒， 城 邊； 南 山 倚， 殿 前； 
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唐詩 選 


五 言 律 


〇 八 


ば 別して 心細いで ある、 迷と 云 字 を 非の 字と なして、 

やはり 非 舊國と 云 ことで あ る、 それよ，. して 道路の 

かたわら、 山城な どの ある 處を 通つ て、 みて これの み 

少 々 、舊國 にか はらす 存じ て あれ ども、 野 戌 番手の 居 

る處 など も、 昔き てみ たと は、 一 向に あれて 人 かげ も 

ないやう に、 ある、 だんく 奥山な ど を 見 れ， 「ば、 古木 

のえ だが まったいら かに、 そろ ふて 見える、 


ェン ナク 


如何 此時 恨、 嗷嗷夜 猿 鳴、 

如何 ぞ唯. たさへ かなしい に、 此 時の 愁嗷々 と、 の猿啼 

く聲 など も 聞て は、 どうも 堪 へ られ ぬ である、 


春 夜 別， 友 人， 

吾に 餞 をして、 くれる 人に、 留別に 作 て、 おくる 

ので ある、 


ギン シ 3 ク 


セィ ェンチ 


キ ェンニ 


銀 燭 吐 ，靑 烟： 金 尊 對，， 綺 筵： 

夜 酒 盛の こと ゆ ゑに、 銀箔 を以. て 飾た、 りっぱな 蠟燭 

をと ぼす ゆ へ に烟り もよ く 吐 て、 金 樽の b つばな 檸 

に 酒 を 入れて、 綺 筵に 對し てあつ た、 馳. y の 趣 を 云 


た、 亭主への 挨接 である、 

リ  ダウ  ヒ  チべッ & 

離 堂 思，， 琴 瑟 M 路 繞，， 山 川； 

さて、 今夜の 別れの、 座敷 離 堂で やさ- - う、 琴 瑟を彈 

たて 、、うち はやして くれら る 、に 付て は 、明日 別れ 

て、 山川 をめ ぐる おりに は、 さぞ 思 ひ 出す であらう 

と、 思 ふと 云 字 を、 1^ の 旬に かけて、 見る がよ い、 


ボッス ケゥ 


明 月 隱. 高 樹： 長 河 沒，， 曉 天； 

そうして い る內 に、 宵の 間 は 見 へ た 明月 も、 高榭 にか 

くれて 見う しな ひ、 長 河の あまの が はも、 曉方西 へ な 

がれう せて 見へ す、 

ュ ゥ 7、 トン  二 ラバ ノ  ラン レノシ -1 力 

悠悠 洛陽 去、 此會 在， 何 年； 

悠々 と はてし もな く、 明 3 洛 陽へ 去 て、 あらうなら 

ば、 此會を いづれ の 年に する であらう ぞと、 友に なご 

,5 を 惜み禮 をい ふで ある、 


寧 別 3 佳 著作 東 征， 

崔 氏の 著作 郞の官 の 者 が、 書記で もして 行く 

昆 ゆる 、心得に なること を、 作て やる ので ある 


ぐに その 人の、 才を ほむる になる、 

與. 君 蒙 1 、同 ク是 宦 氣人、 內 

ンスチ キテ  シ t リン/ 

存，， 知 己； 天 涯 若， 比 鄰： 

今 其 もと、 離別す るに 付て、 別して 名殘 おしい、 なせ 

なれば、 我 も そなた も宦 遊の 身の こと ゆ へ に、 此年ご 

ろ 都で そこ もと、 つき 合 ふたに、 今 其 もとに 離れて、 

來年 はおれが どこの 國 へ、 逐 やられ やう も 知れぬな 

れば、 び會 ふこと も はかり 難いに ついて、 離別の 愁 

が 深い、 さ. りながら 相互に 心 を 知，. >  合 ふた、 知己と 云 

もの は、 海內 四海の 內 どこに 居ても、 死なす に 存在し 

たらば、 天涯の そらの はてまで も、 鄰 同志の やうな も 

ので ある、 

T ジキ ナシ アツ テ ギ 口-一  ジ ジ m-r  -I ウル ヲス r-IK チ 

無 爲 在岐 路； 兒 女 共 沾. 巾、 

無爲 は、 無益な ことと 云義 であ る、 好く 思 ふて みれ 

ば、 わかれぎ はに 岐路の つじで、 a 女の をん なわら ベ 

の やうに、 沾. 巾て なくと 云 も の は、 無益な ことで あ 

る、 なせ なれば、 心さ へ か はらねば 天涯 を 隔 て、 居て 

も鄰も 同前お や 、共と 云 は 別れて 行く 人と 送る 人と、 

唐詩 透 S^Ji  _ 


共に である、 

パンニ ャ ドル ラク キヤウ ケン- 一 

晚次， 藥 鄕縣， 陳子昂 

樂鄕縣 は、 南方に あ る、 これ 訓解の 註が わるい、 

.1^ の 字が あるに よつ て、 從 軍の ことに 見た、 全く 

さう ではない、 亂後 の體を 作て、 前へ こ S 處へ * 

てみ たと は、 いかいち が ひが あると、 云 こと を 作 

るので ある、 

故 鄕 無 ji  、日 暮且 ^蛇、 

今 この 樂鄕縣 の 近處 にきて、 故鄕を ふり かへ.^ てみ 

れば、 杳 然と 遙 にして、 無. 際獨り 旅の こと ゆへ に、 暮 

方まで、 ぼつぼつと 宿 へ つく ま で は、 あるかね ばな 

らぬ、 ものうい ことで ある、 

セン ゲン  £  二 ダウ 口  ル  -ー ャ  ジ ュ 

川 原 迷. 舊 國； 道 路 入，， 邊 城； 野 戌 

ク ワウ ェンタ へ  へ. 1 一 1 

荒 烟斷、 深. S 古木 平、 

前 かたに この 處 へきて みた I は、 何もい かふち がふ 

て、 不。 舊國 1 これ もちが ふた、 あれ もちが うたと、 思 へ 

I 〇 七 


.  唐詩 選 五 言 律 .  - 

千 夫 長 萬 夫 長と 云 ふが あるに 付 て、 百 夫の 長と いへ 

ばゎづ かな 小頭で ある、 

ムシ ロナ ル re  ノ トマサ レリ ナル- 一  ト 

寧 爲，， 百 夫 長； 勝. 作，， 一 書 生； 

漢 にて 寧ろ、 このまぬ ながら も、 ゎづ かな 百 夫の 長に 

なった が、 此方 如き 一書 生で ある に、 まされる であ 

る、 なせな^ば この やうな、 さわがし いことの あるお 

りに は、 百 夫 長の やうな かるい 者で も、 邊 塞へ 行て 少 

の 功が あると つが- と 立身 を す る ことがある、 こ 

の 方 如き ： い 書生 は 一 向に、 役に た、 ぬと 云が、 當時浮 

世の^れ たる を、 そしる ことで ある、 

ュク ジン 二 シ ョク. シゥ -I  ■ ワウ. ボッ 

杜少府 之，， 任蜀 州， 王 勃 

杜は 氏、 少 府は官 で、 蜀 州へ 役人に 任せられ 行に 

付て、 送別す る ことで ある、 

シ ャゥケ ッホシ  チ 

城闕輔 J  ニ秦； 

城 闕と云 へ ば、 禁裡の 、闕の 字 を 付た はなせ なれば 

蜀は耍 害の よい S で、 天子が 都に ふみと める ことが 

ならぬ ときには、 先 一 番に蜀 の 方に か 、つて、 こざら 
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ねばならぬ、 i 宗蜀 へ おちさせられて 後、 蜀を 都と 稱 

した も此 ゆへ なり、 ゆ へ に闕 とおいた ものである、 三 

秦と云 ふて 項 羽が ときに 關屮を 三分し て、 三 大將を 

居た ことがある によって、 三 秦と云 ふて、 長 安の 都の 

J になる、 輔と. 云 は、 漢 のとき 有た ことで、 都の まん 

中に 京 兆 尹と 云て 、町奉行 處が 立て ある、 三 S も 四 里 

もへ だて、 、東に 左 碼翊と 云が あ，^、 又 西の方に 右扶 

風と 云 ふが ある、 これ を三輔 とい ふ、 此三處 の 役處の 

中で どれに、 さわぎが 起ても、 殘 りの 一 ー處 から 人 を 出 

して 、相互に たすけあ ふに ついて、 輔 i いふた もので 

ある、 これで 字義が 知れた、 

フゥ ェン  ムゴ シン チ 

風烟望 i 津； 

さて、 其 もとの 行かる、 蜀の 城闕に 於て は、 都の 難義 

な 時 は三秦 が都輔 となる 處で、 大切な 處、 乂風烟 風景 

の 分 は、 南の 方 五 律蠻 よりえ び すの 南 蠻の地 へつ > 

いて、 時々 は狄 どもの さわぎ 出す 處で、 汕斷 のなら ぬ 

所で ある、 かやうな 大切な 處 へ、 つか はさる、 と 云 

は、 そこ もとの やうな、 才の すぐれた 人で なければ な 

ら ぬと、 其 人の 行く 處を、 ぎ やうさん に 云 ひたて、 す 


カッテ トク 》v 


牧 人 驅. 犢 返、 獵 馬 帶. 禽 歸、 

近く を みれば、 牧人な どが 暮合 にもなる ゆ へ に、 犢の 

野 飼の こうし を 先にた て 、歸 る、 獵 人が、 馬の 下 くら 

にけ だもの をく、 り 付て か へる ばかり、 我がより た 

のみに はならぬ である、 


相 藤 無， 相 識- 


どこ を みても 、無， 一 相識； 誰れ を 相手に、 はなそう やう 

もない は あさまし い ことで ある、 


チモフ サイ ビ _K 


長 歌 懷， 采 薇； ， 

この やうに、 たよ， 9 な く も、 なる もの かと 此詩を 作 

て、 長歌す るに 付て、 古への 無道 を かなし ん で、 伯 夷 

釆 薇の、 詩 を 歌 ふたと 同じ 意で、 有と 云義、 言外に 亂 

世. V,- 悲しむ ことがある、 


シャゥ グン カウ 


ィャゥ ケィ 


從軍行 

樂府 題で 人の 從軍 をして、 行く を 見て、 手前の 不 

遇 を、 いき ど をる、 意が ある、 


唐詩 選 


五 言 律 


烽火 P 西 京： 

此 ごろ ひた もの 邊 塞に、 さわぎが あるに 付て、 方々 に 

烽火の あいづの 火が あがって 、西 京の 都 を 照す、 

IK  ノッ カラ  ナラ 

心中 自 不¥、 

たれ も かも 都 中の、 ものが 氣づ かひに 思 ふて、 氣が落 

つかぬ、 心中 不， 平、 

ガ シャ ウジ シ ホウ ケッ テテ ヅキ メクル チ 

牙 璋 辭， 鳳 闕； 鐵 騎 繞， 龍 城； 

其 ゆへ に、 大將は 割符 をた ま はり、 牙 璋の旗 をた て辭 

鳳 闕都を 出て、 邊 塞に ゆきつく と鐡 騎の よろ ひ 武者 

が、 邊塞寵 城 を、 二重 三重に と， 9 まわして、 

雪 腈 凋，， 旗 畫： 

雪の 降る にも 旗 を 立てなら ベ て、 軍 をす るに よって、 

旗の もやうな ども、 しづんだ やうに 成れ、 

フク マジ ハル n セィ 

0 多 雜ニ鼓 聲， 

邊塞は 風 もつ よいに よ つ て、 人數を かけひき する 大 

鼓の 聲と、 風の 鳴る 一 I？ "が、 ひとつ になつ て ある、 是れ 

軍兵 どもの 寒 苦 をす る やうす を 云、 二 句悲懷 である、 


i5 詩選 五 言 律 

五 言 律 は 七 言 律より、 堅く 作る こ. と 故、 作りよ ぃ方ぢ 

や、 七 言 律 は 甚だ、 難い もの ぢゃ、 誰も 知て 居る 通り、 

總 體頷聯 では、 先づ 上の 二 句 をう けて 云 ひ、 聯 ねて 起 

承轉 合の 意で、 跡 先の よく 格の つ > くやう に 作る が 

よい、 今の 詩人の 詩 を 見れば、 唐詩 を まねて、 その 內 

から 一 字 二字 づ 、、切て 作る ゆへ に 間に は、 よい 句 も 

あれ ども、 始終の 脈絡が っ^かぬ ゆへ に、 よい 句が 有 

て もやく にた、 す、 全 體が惡 いに よって、 取られぬ、 

先づ これ を 合點 して、 あとさきの 脈つ  > きを 合 點し 

て、 學ん だが よい、 諸家の 詩 話に 云た 通り、 頷 聯頸聯 

と、 いろく 名が あって、 むづ かしい こと ぢ や、 これ 

をば 上手に 成て は、 何もかも いらぬ、 初心な 內 のこと 

ぢゃ、 上手 は その 中に 自ら そな はつ て先づ この やう 

に頷聯 で、 上の句 を 象り、 頸 聯で轉 じ て、 外の こと を 

云て、 一 篇の 脈の つ > くが よ い、 た  > 何となく、 すい 

と 平地 を、 みる やうで はわる い、 その 內には 山 も聲へ 

川 も、 流れねば、 風景が 面白くない、 初の 頷聯 より、 頸 

聯は轉 じても 云が よい、 尤も 此內に はすぐ に 云 も、 間 

に は あれ ども まづ轉 じて、 つくる がよ い、 五 言 律 起句 

が 破 題 1 1 句含聯 1 一 句頸聯 1 一句、 結句 1 一句 あ る 時、 句 
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がらよりも、 つり 合が 大切で、 字聯が ある 選に ある 詩 

は、 皆 どれ も 手本に、 よいで おる、 

Iri  王績 

野外へ 出て そこら を、 なが め て、 作る 意ぢ や、 王 

績は隋 の 末の もので、 世間の 亂れ 立て、 寄處 もな 

いやう す を、 悲で 作る、 

トウ カウ ハク ボニ  ノゾム 

東皐 薄暮 望、 

王績が こと を、 東阜 子と 云 ふこと が あれ ども、 こ、 で 

は東皐 は、 東方の 岡 山と 云 ほどの、 ことで ある、 

シ ィ トメ ス クニ ント 

徙倚 欲，， 何 依； 

徙倚は 徘徊の 貌で、 ぶら りと して 居る ことで ある、 上 

の 句 を 承る 欲 何 依の 三 字が 眼目で ある、 

シュ. f  ナシゥ ショク タ *、 ラク キ 

樹樹皆 秋色、 山山 惟 落暉、 

樹々 の 秋色 山々 の 落隊、 常 さ へ もの かなしい もので 

あるに、 たよりも なく 來て みるに 付ても、 彌 みる ほど 

のこと が、 心 ぼ そくなる、 こ、 では 遠く 見 のぞむ 體で 

ある、 皆と いひ 惟と 云て 感が ある、 


丁 仙 芝 

餘杭 は縣の 名で、 了 仙 芝 は、 餘 杭の 令と 見える、 

吳 山人と いふ は、 無官の もので、 下役に なるまい 

かと 云 ふたが 、いやと いふ、 もと 風流な もので あ 

つた を、 ほめて 作る のぢ や、  . 

ケ ゥぺク n ゥ キン ノエン  ハク n ゥ ノウ 夕 V  ッテ 

曉幞紅 襟 燕、 春 城 白 項 烏、 只 來，， 

二 カタル ス  ッテ  二 ヮシラ ジャゥ トウ カン  トメ 

粱上， 語、 不. 向，， 府 中， 趨 〔城 頭坎坎 

n  セィ ァク マン ティ  ター I ゥュ ヱイ タウ ジュ タウ クヮ 

鼓聲 曙、 満庭 新種 櫻 祧樹、 桃花 

レ ウラン トメ  ク ッテ ケンニ ハツ シテ ヲ ヱイ ズ  二 

昨夜 擔亂 開、 當. 軒 1 映， 樂 臺； 

力へ ェ タリ ョ  力 ウノ  ，■ 

十 千 兌 得餘杭 酒、 二月 春 城 長， 

ノ ハイ シュ ゴ ト .>  メテ チ マツ  チカへ ッテ モッテ 

命 杯、 酒 後 留 待， 朗 月； 還 將， 朗 . 

テ ル 力 カヘル チ 

月， 送，， 君 间； 

曉方、 夜が 明ければ、 珍しい、 くびす おの 赤い 燕が 來 

て、 朝から 晚 まで、 はなして おる、 幞 といへば、 天井の 

ことになる、 吾が 居る 卷 城へ くびす おの、 珍ら しい、 

烏が 來て、 城に すんで 居る、 此方の 府中の 下役 人に で 


もなる まい かとい へど も、 氣 象の 高い 烏で、 いやと 云 

て 、向。 府中， 不， 趨趨は 走の 義 であ る、 城： § の、 夜 あけ 

の 大鼓 をう つ 音が、 坎々 と 聞 へ V- 、夜 明に、 庭の 方 を 

見れば、 新たに 種た てた、 櫻 桃が 見 ごとに さか へ、 桃 

花な ども 春 を 得て、 昨夜よ り、 撩亂 とさきみ， たれて、 

當， 軒まん 向の 方へ さいて あつ て、 其 色が 樓臺 に、 う 

つろ ふて くる、 餘 杭の 酒 は 名物で、 餘 杭の 酒に 斗 十 千 

と 云 ふが ある これ は 一 斗が、 餞 十 » 文 にあた ると い 

ふこと 唐の 頃の 壹斗 は、 日本 今の 壹 升に あたる、 さて 

く 高い 酒で ある、 兌と いふ は、 俗語の 現金 に、 かふ 

ことで ある、 とり か へ ものに、 する こと ぢ や、.. H にい 

ふ 如く、 山水 は 絶景な り 酒と 云 へ ば 名 だ い の 酒で、 時 

分と 云へば、 二月 暴の 最中の こと 故に、 別して 面白い 

こと、 i て もの ことに、 蓦るま で も、 やはり 飮で たの 

しむが よい、 日が 慕 るれば、 明月と い ふ、^ りで 送ら 

する から、 やつ はり 暮る ま で、 飮 まれい と 云 ふで、 な 

ほ 風流で あると なり、 


五 言 律 


席 詩選 


00 
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七 Iw 古 
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武 帝のと き、 東方 朔が、 金 馬 門に 書し て、 三冬、 學文、 

手 習して、 文章が、 用に 立つ やうに、 なりました と、 手 

前の こと を 自慢して、 書て 出し たれば、 かわりもの ぢ 

や L0 云 ふて、 めし 出されて、 立身した、 われら も、 ほこ 

る ベ き ほどの 才は あれ ども、 とり 用 ゆる ものがない、 

まだ 十 年 不調と、 役が へ も せす に、 邋迥 と、 けつ まづ 

き、 あとし さ， 0 をして、 いつもい でが あが ら す、 らち 

が あかぬ、 

キゥ アン 夕キ * ィョ /\ .  ft ヅン n ゥカク  ダ 力 

汲 黯薪逾 積、 孫弘閣 未. 開、 

ズ ■ 

汲 黯は始 に は、 九 卿の いは ありし に、 其 ころ は 公孫 弘 

も、 張 湯 もみれば 小役人に て、 汲 黯 に 這 か  >  みたり 

しも のな るが、 間もなく 兩 人と I もに、 だ ん.. （-' 立身 

して、 公孫 弘は 相丞に 至り、 張 湯 は 御史大 夫に 上 る、 

汲黯 もと 相丞 たりし ときに みな 同列に な ... -、 また 汲 

黯 より 重く 用いられたり、 そこて 汲黯 がぶ きげんで、 

武 帝へ 向て、 もうす に は、 御前の 舴 HH を、 用 ひた まふ 

は、 薪 を賴み 上る やうで、 あとから 來た 者が、 上へ あ 

がると、 云た こと が ある が、 只今の 天子 も そのと ほ 

りで あとから、 くる ものが 上へ 上り、 器量 ある もので 


も、 下になる、 また その 公孫 弘が、 相丞 のとき に、 閣を 

ひらいて、 賢 を 待と 云 ふて、 東閣 とい ふ 座敷 を 建て、 

才智 ある 人 を あつめ た が、 今どき 公孫 弘 ともい ふべ 

き歷々 の 宰相 も、 中々 賢 を 招くな ど、 云 やうな、 風流 

な 人 はない、 

レカ チシ マン チャウ サノフ  リ オフ ris  ノ サイ チ 

誰 惜長沙 傅、 獨 負， 洛 陽才； 

賈誼 は、 洛 陽の 人で、 すぐれた、 才子 ゆへ、 吳 公と いふ 

人が す、 め て、 もうしあげた ゆへ 十八 歳で 博士に 

めし 出された、 され ども、 わかげで あ ま り、 くち をき 

、すぎた によって、 周 勃の 灌 嬰のと いぶ 、おやお ども 

がに くんで、 長沙 王と いふ、 國 もち 大名の 附け 人に し 

て、 長沙 とい ふ、 逮國へ 流人 同 せんに し て、 やられた 

され ども 文 帝が、 おしみ 思しめ したに よって、 後徴し 

かへ された、 おれ も賈 誼が ごとく、 一 國へは  >  かる ほ 

どの、 才幹 はたらき は あれ ども 誰も 憐れんで くる > 

もの もない、 洛陽才 と は、 洛陽 中の 才智 を、 一 人して 

もってい ると、 いふ こと、 

3 カウ ノス ィ  チ クル  -ー 

餘杭醉 歌 贈，， 吳 山人， 


毒な ことで ある、 たのもし う 思 ふ 故人 は 湮淪し おち 

ぶれて おる も ある、 今 近付に な つ た 新 知 は意氣 のた 

の も しづくと 云 ふ は 少しもな し、 

ク ハイ シス カン アン n ク ラ シャ ウス テキ ティ ィ 

灰死韓 安國羅 傷翟廷 尉、 


韓安國 が 法に あ ふて、 牢 へ は い つたと き、 牢屋の 役人 

の、 田 甲と 云 ふ ものが、 いろくの， i を 云 て、 恥 かし 

め たれば、 安 國が云 ふやう に は、 死灰 獨不， 復燃， 乎 一 

度 は、 もえる こと も あるで あらう と 云 ふた、 のちに 韓 

安國が ゆるされて、 もとの 官 になつ たれば、 田 甲 は 欠 

落した が、 お れ は 人にば か に しられき りに 一 度 世に 

出る ことが なさそう な、 下 卦の翟 公と 云 もの、 廷 尉の 

官を あげられた ときに、 誰も- <  が來 ぬに よって、 門外 

に、 可； お 雀羅 一と 云 ふやう に、 に はかに さみしく なつ 

た、 のち また 廷 尉になる と、 日々 人が 大勢 對 客に 求た 

ゆへ 門に 大きな か きつけ をして、 曰く 一死 一生 乃 

知， 交情； 一 贫 一 富 乃 知 A 乂態； 一 貴 一 賤乃 見-交情； と 書 

て、 恥し めた が、 今と きの もの もさう で、 官を も、 とり 

上られ、 ちっと 足 な みが わるくなる ともうよ りっか 

A:i 條 とお，： き 崔雜. ^.s り 雀-を.：^. t?, や. 


さびしく なって 人に、 輕ん せらる 、T  、心外な こと ぢゃ 

と、 傷む とい ふこと、 


00  0 


七 言 古 


已 矣哉歸 去來、 

已矣 哉と は、 しょせん めんどうな、 なんの 面白く もな 

い 、故郷へ 歸ら す、 歸 去来、 

パ ケィ ジメ ショク テ クプン サゥ ャゥ ユウ ッ 力へ テ カン 二 トホシ 

馬 卿 辭. 蜀 多， 文 藻； 楊 雄 仕. 漢 乏- 

リャゥ パイ 

良媒； 

fS§ 、司 馬 相 如 長 卿 は、 在 處の蜀 を はな れ て、 都で 文 

章が 多く 出來て 天下に 名 を 知られ た が、 おれら は 長 

卿に もお とらす、 文 章 を かけ ども 長 卿が やうに よき 

中立がない によって、 誰も、 と..^ もつ も のが、 ない ゆ 

へに、 文藻 を あら はさう やう もない、 楊 雄 はす ぐれ 文 

者 なれ ども、 漢の武 帝のと きに、 よい 中立がない によ 

つて、 執 戟と云 ふて、 郞官 になって 居 た、 おれ も その 

通りで ある、 

ミツカ ラホ コル  二 ル r テ ^二  チウ セラ レイク パク 

三冬 自矜誠 足. 用、 十 年 不. 調 幾 

セン ク ハイス 

邐 廻、 
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唐詩 選 七 言 古 

る、 

ク ハウ ジャク タ *、 -I スク t ケィニ  ツイ-一 ゥュ フ" チ 

黃雀徒 巢 fer 靑 門 遂 種， 瓜、 

漢の成 帝 のとき に、 謠に 云く、 桂 樹花さ い て實 のら 

や、 黄雀 其 巔に巢 をく ふと い ふ謠 を、 ふと 謠ひ 出し 

た、 黄雀 は、 王莾が こと を 云 ひ、 桂樹 は、 漢の 世の こと 

になる、 王莾は 、黄 帝の 子孫で、 中央の 土德 を、 たっと 

む、 漢 は火德 をた つ とむ、 火 は 木 を 以 て、 母と する に 

よって、 火 も 木 も 同し ことで あ る、 その 木の 上に、 土 

がの ぼった もの ゆ へ に、 漢の 不吉 で あ る、 果して 後 

に、 漢の天 T を、 一 旦に 奪た ことが あ る、 これから 思 

へば さかんな 漢の 御世で も、 定 つたこと はない 王莾 

が やうな、 山 仕に つぶさ れ た、 靑門 は、 漢 のとき の 長 

安の、 東門の 名で ある、 秦の邵 は、 もと 秦 のとき に 

東 陵 侯と 云 ふ 大名であった、 秦が 破れての ちに、 漢の 

世に なって、 百姓に なって、 長 城の 東 の、 靑 門の 瓜 作 

りに なられた、 大名の やうな、 大身 代な もので も あて 

にならぬ である、 

セゥ レキ メゾ シ 、ンズ イツ キ イジ ヤン カウ 

黄金 銷鑠素 絲變、 一 貴 一 賤交 


1〇〇 

ジャゥ i 

情 見、 

さて、 世間の 人の 交情の 薄々 しい こと は、 黄金 を、 つ 

か いきった と 見る と、 白い 絲の 色の 變る やうに、 見ぬ 

ふり をして、 もの もい ひかけ ぬ、 一 貴 一 賤の內 に 人の 

交情の きた ない が 知れる、 一 貴 一 賤 交情 乃 見と いふ 

が翟 公が 故事お や、 

シュ クセキ ハク トウ タナリ ダッ ゾク ホ f 力 B ンズ 

紅顔 宿 昔 白 頭 新、 脫粟布 衣 輕，， 

故 人： 故 人 有，， 湮 淪； 新 知 無，， 意 氣； 

紅顔 宿 昔、 わかいと きから、 懇意な、 もので も、 ちっと 

腰に、 金が なくなった と 見る か、 賤 うなった ときけ 

ば、 今 新 に 近付に なった もの 、やうに 見ぬ ふ，. >  をす 

る、 公孫 弘が、 立身 をして、 丞相に なった に 付て、 もと 

の 近付き 高 賀と云 ふ ものが 行きた れ ば、 脫粟 飯と 云 

ふて、 黑 米の 食 を、 たいて く は せ て、 布 衣 をき せて 臥 

せた、 これ 輕ん じた、 仕方 ぢ や、 今 ど き の、 世間の 人 

が、 そうで ある、 もと 懇意に した も の が、 歷々 の官人 

になって 居る が、 おれが やうな 故人 を、 引た て、、 く 

れ るかと 思 へ ば、 か へ つて かろんじば かにす る、 氣の 


ハク リャ ウノ カウ ェン  マ クニ 力  ル  リ  孑ン ゴロ  二 

柏 梁 高 宴 今 何 在、 春 去 春來苦 

ヲノヅ カラ  ハセ ァ ラソヒ  ヲ フ テリ テ タ、、 、二 シ カス  ク クテ 

自 馳、？ 名爭. 利 徒爾 爲、 久 留，， 

ラウ ショニ ツイ 二  シ ゲゥシ  ク ハラ フテ  テ 二 カレン シラ 

郞 署， 終 難. 遇、 空 掃， 相 門， 誰 見. 知、 

漢の武 帝 は、 栢梁臺 を 立て、 群臣 を 集 め て、酒もh^を 

せられて、 さすが 名高い ことであった が、 今 は あと か 

たも なくなり、 この やうに 今 歳の 春 は 去て、 來 年の 春 

が來る 如くに、 いそが は し く、 馳せ 行ぐ やうに ある、 

それ をも氣 がっかす に、 名を爭 ひ、 利 を 求て、 いつ 死 

ぬ ことと もしら すに 身が ま へ ばかりす る は、 ばかな 

ことで ある、 又漢の 中頃、 武 帝の と き、 白髮 おや ぢの 

御番 衆が 御前へ 出て 居た ゆ へ、 其方 は 何れの 時に 爲 

,郞 と 云 はれ たれば 臣は文 帝のと き爲， 郞文帝 好， 文臣 

好， 武景帝 は、 好 を 臣が貌 醜し、 陛下 好ん ノ而 臣已に 

老た，.^、これを 以 て、 三世 不遇と 云 その 言に 感じて、 

會稽の 都 尉に とりま； けられた、 顏駟が ことで、 其 言に 

感 せられて、 武 帝のと き は 立身 もした が、 われら は そ 

う もなくて、 立身 もな ら ぬ、 魏勃 は、 曹參と 云 ふ もの 

が齊の 相で 居 たれ ども、 魏勃 貧なる ゆへ 誰と， 0 つぐ 

唐詩 選 七 言 古  I 


もの も 無て、 普 參に逢 ことが ならぬ ゆへ に 早 旦に起 

て、 下役 人舍 人の 居る 門外 を 、毎日 朝早く 人の 見ぬ う 

ちに、 掃除した、 そ こ で舍 人が 依んで、 問 ふて 其 やう 

になせ、 しゃる と 云 ふたれば、 魏 勃が 云 ふやう に は 相 

の 御 目に か 、りたく 思 へ ども、 つてがない によって 

この やう にします と、 云 ふたに よつ て、 舍 人が つれて 

出て、 曹參 にあ は せ て、 下役 人の 舍人 になった、 &へ 

の魏動 は、 相 門 を 掃て しまいに は 立身 もした が、 今 は 

く、 掃く のみ、 誰 見し つて、 とりあ げ てく る、 もの 

もない、 

イツ タン ホシ イマ、 ニシ ハン クハヲ ミヅ カラ  フ  サイ 

當 時 一旦 擅，， 繁 華； 自 言 千 載 

ク ケゥ シャ セント シュ クコヅ トメ ハウ ヅテ  二  シゥ ョ 々ヲ シュ 

長 驕奢、 倏忽搏 k 生，， 羽翼； 須 

ユー 一 シッメ ナミ ヲ イス 1 アイ サ 

史 失 .浪 委，， 泥 沙： 

當時 一 旦 のとき を 得て 繁花を 擅に し て、 えよう をす 

る もの どもが 半々 手前から 云 ふ に も、 千年 もこの や 

うに 傲て 居る と 云 ふて、 倐 忽と大 鳥の 搏風 如く、 羽翼 

を 生じ 立身 をす るかと 思へば、 須臾に 大 鯨の 失 ^ 浪委" 

泥沙 1 あと へ も、 先 へ も 行かれぬ やうな めに 逢 も あ 

*九 
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のが、 俄に 重い ものに なった、 

ダ ヱフセ  ノキ  ヅ クセ キク ハク 

未 k 金 陵氣、 先 開 石槨 文、 

未 厭と 云 ふ は、 秦 の始皇 の、 金 陵に、 王氣が 立と、 きい 

てきみ わるく 思 はれ、 まじないに 行く とて、 道中の 沙 

丘と 云 ふまで、 行て 死で しま はれた が、 果して 金 陵 

の、 近 處の沛 よ り、 高祖が 興られた、 衞の靈 公と いふ 

人、 衞國の 主な，.^ しが、 これ も此 沙丘へ 來て、 死なれ 

たによ つて、 こ、 へ 葬る とて 地 を、 掘 たれば 石の 空 

櫃を掘 出した、 その 內に銘 が 雕てぁ つ た、 その 銘に、 

不憑其 子靈公 奪而埋 之と あった、 死なぬ さきから、 こ 

こに 埋ら れ靈 公と 諡り名 を 付と 云 ふことまで が、 定 

めて あった、  、 

朱 門 無二 復 張 公 子； 灞 亭 誰畏李 

シャゥ クン  • 

將軍、 

漢の武 帝が、 潜行と 云 ふて、 夜 あるきす る ことが 好き 

で、 獨り あるかれ たに よって、 役人が とがめ たれば、 

張 公子と 云 ふ もの おやと、 云て あ るかれ た 、朱門 

の歷々 も、 この やうな 元 氣の人 は 今 はない、 漢 の李廣 


が、 將軍を やめられて 居た と き に、 伴 を 一 人 つれて、 

酒を飮 であ そびながら、 曰が くれて、 灝亭に ゆき たれ 

ば、 讓亭の 役人が 酒に 醉て 大きにし かって とがめた、 

そこで 伴の ものが もとの 李將 軍で、 ござる ぞ 、慮外 を 

なさるな と 云 ふたれば、 尉が 云い やうに、 今の 將軍さ 

へ不禧 _ 一 夜行, 何の ゆへ そやと 云 ふ て、 李廣を 止た こ 

とが ある、 

ル-ー ハク レイ  ナ リ ッ r キヨ ゼン トク パン クハ n*.o ク 

相 顧 百 齢 皆 有， 待、 居 然 萬化咸 

ヘシ ァラ タマル 

應レ改 

世上 林 をみ るに、 百齡 みな、 まつこと あ， 9 て、 j 度 は 

みな、 死なねば な ら ぬ、 居然と、 居ながら 見て ゐ るう 

ち、 萬 化し、 かわって 咸な、 ことごとく 改る、 

ケイ シノ ハウ キ ス.. テニ セゥ パゥシ 

桂 枝芳氣 tg 銷亡、 

漢の成 帝 は、 李 夫人が 若 死 をし た を、 いたまれて、 辭 

を 作て 云 く、 秋風 僭 以凄厲 兮桂枝 落而銷 C すと いは 

れた、 その 辭を 直に 用た もので みな、 改まる しるしに 

は、 桂 枝の ごとき、 若 ざ かりの 李 夫人 も、 銷 しきえ う 

せて、 しま ふた、 


けた ことで はない、 

^ 論 三 萬 六 千に 疋、 寧 知 四十 九 

年ノ, 

遊俠 する もの どもが、 常に 云 ふに も、 百年の 內は 一 日 

でも 、むだな こと はない、 常住 遊で 居 る、 これ は是ぢ 

や、 これ は 非お やと 云 ふに、 氣 はつ か ぬ、 五十まで 生 

きても、 四十 九 年の 非 を、 わき ま へ る やうな もの はな 

いと、 下 を 起して くる、 四十 九 年の、 非 を 知る は、 蘧伯 

玉が 故事で ある、 

n ライ メ イリ  シフ ゥンノ  ィ フク， マ』 コト 一一 

古來 名利 若 二 浮 雲； 人生 倚 伏 信 

シ チ 

難. 分、 

古來 から、 人の 求る 名利と 云 ふ もの は、 論語の 文字 

で、 浮 雲の 如く、 定 のない もの. であ つ て、 人の 生涯 

と 云 ふ は、 禍が 福に ならう やら、 さい わ ひが 禍 になら 

うやら、 知れた ことで は な い、 s は禍の 伏す る處、 禍 

福の 分ち 難い、 證據に は 老子に、 禍兮福 所 倚 福 兮禍所 

伏、 

0  七 言 古 


メナ ル テン トウ  t ィ タツ ス i 「テ 

始見田 竇相移 奪、 

竇嬰 は、 漢の武 帝のと き、 御袋 樣文 皇后の 從 兄の 子な 

hs しが 資 太后に 惡 まれて、 其 身 も勸を いやに 思て、 病 

氣を云 たて、 、官 を辭 せし に、 その ち吳 楚七國 征伐 

のとき、 いき ほひ もよ く て、賓客もJ*^く集h^たれど 

も、 のち 相 を 罷られ 、ついに 勢 を 失 ふた、 田蛻 は、 景帝 

の 御袋 樣の同 母 弟で、 はじめの 間 はかる いものに て 

ありし が、 其 ころ 竇嬰 は大將 軍に て、 威勢 さかんな り 

しゅ ゑ、 田蛻も その 諸曹の 郞と爲 て、 竇 嬰が 方へ 出入 

して 家來の やうに ありし が、 景 帝の 末年に 段々、 立身 

してつい に は、 竇 嬰が 勢 ひ を 奪 て、 仕舞た ことがあ 

るゝ 

-ー ハカ 二 ク エイ カク ル 「チ n ゥ クン 

俄 聞衞霍 有， 功勳： 

衞靑、 字 は 中 卿 は、 鄭 李が 子な り、 姊の衛 子 夫 は、 武帝 

のきさきであって、 衞靑 も、 車騎將 軍に 萍 せら れ て、 

匈奴 を 討た 功 を 以て、 長 平 侯に 封せられ た、 霍去病 は 

衞靑 が、 姊の少 a が 子で、 これ も 匈奴 を 討て、 手柄が 

あった ゆ へ 、冠 軍 侯と なり、 また 鰾騎將 軍と 成 て、 知 

行 も衞靑 にお とらぬ やうに な つ た、 どれ も かるい も 
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京華の 遊俠 ども、 輕 肥のお ご. を こと、 して 居る、 

輕肥は 論語の 字で ある、 

ェン 手ン ジョ ティ サゥ t シ  リ 

延年 女 弟雙飛 入、 

李 延年が、 李 夫人と、 兄弟 つれで、 禁裏へ めされ、 m 嬖 

を 得て 登城した やうな もの も ある、 

ラフ ノシ クン  ル-. 

羅 敷の 曲に ある、 使 君と 云 ふ やう な、 うわ き 殿 樣が 

大勢い の、 供 まわり を つれて、 歸るも あ.. >  、使 君 は 殿 

さまと、 云 ふ ほどの ことで ある、 羅敷 は、 秦 氏の 女で、 

在た が羅 敷が 桑 をと りに 出た とき、 趙 王が いどまれ 

たれば、 羅敷 がお のれが、 所存 を 明して、 作た 詩に、 使 

君と 稱 した、 この 桑 をと る、 羅 敷の やうな、 ぬし ある 

女 を そ なかして、 見 もしそう な、 浮氣 な道樂 大名が 

大勢、 とも まわ. 9 を、 つれて か へる、 

ケッ ノ オビ レン リ シ 3 ク セ イノ 

同心 結 縷帶、 連理 織 成 衣、 

女中の する ことで、 同心 結 縷帶と 云 ふ は、 この 方の、 

あげまき、 むすびの 玉縷 と、 いふ やうな 義で、 帶 など 

へ 結で、 かざりに さ げ る、 これ は 互に 心 を 同く して、 


九. 1^ 1 . 

ほどけぬ とい ふ 心 を 表した もの ぢゃ、 織 成と 云 ふ は、 

名目 字で 羽お. 地な らば、 羽織 地、 帶 地な らば、 おび 

地と、 丁度 それ <\ 'になる や う に、 織 立た が、 織 成す 

と 云 ふで ある、 それに も 連理の だき 合た 形 を、 かたに 

つけて きる である、 

春朝ぉ寧5^-55ぎ、梅8-蘭燈^ 

ゥビ ス イク ハウ シュ レンズ リ ヱ イセ ► ホウ 

九 微、 翠 幌珠. 簾 不，， 獨 映； 淸 歌 寶 

シッ ヲノッ カラ ヒ 3 ル 

瑟自相 依、 

* 朝、 秋 夜と は、 辭を 互にした もので、 春の： n の、 なが 

いに も、 秋の 夜の 長い も、 酒盛り し て、 くらす とい ふ 

こと、 桂 樽の りっぱな、 樽に いれて、 おくさけ も、 百^ 

ながら 味が、 別々 にある、 蘭 燈と云 ふ は、 溪の 世に 外 

國 から、 献 じた 孅燭 立お や、 その やうな 類、 それ を、 あ 

rV こに もこ、 にも、 とぼして 、春夏秋冬 二六時中、 酒 

も， をして たのしむ、 翠幌朱 簾の 中に も、 か そめに 

も、 ひと り は 居ぬ、 必す 男と 女と 居て、 淸歌を よくう 

た ふ ものに は、 必す よい 琴 ひきが 付て あるいで うた 

う 時 は 三味線 ひきの、 ない など、 云 やうな、 ことの か 


陸 賈 分， 金 將，， 燕 喜； 

陸賈 は、 漢の高 帝の 時、 南海の 尉陀を 立て、 尉 陀が處 

より、 金 千 雨 を もら ふて、 都へ かへ つて、 五 人の子 ど 

もに、 二百 兩づ S  くれて 手前 は、 安 車に 乘て、 五 人の 

子ども をぐ る ぐる とめぐつ て、 酒 を 飲んで、 ある 

いた、 


- ウメ 力 ツチ ナチ ト- 


陳 遵投. 轄尙 留 ir 

陳遵 は、 人が 來 ると 一 日 酒 も.^ をして 、晩方に か ？ 

そうにな ると、 其 人の 乘 てきた 車の 轄を、 拔て井 10, の 

中へ 投 こんで、 かへ さなんだ、 この やうな もの も、 あ 

ると 云 ふこと である、 燕 喜と 云 ふ は、 酒 もり を して、 

たのしむ ことな. r>、 

テゥ リ  ケィ クハ ミツ 一 1 

趙李經 過密、 

趙李 は、 誰 を さすと も不. g  、阮鐯 が 詩に、 趙 李の 文字 

が ある、 それ を 用て 漢書の、 外戚 傳に、 李 氏と、 趙 氏と 

中の よい ものが 有た によって、 それ を 經 過密 也と 云 

ふ、 綿密に 往來 した ことで ある、 

セゥ シュ カウ ケッ シタシ 

蕭朱交 結 親、 


蕭育 も、 哀帝のと き、 執 金 吾の 官で、 御史 大夫朱 博，. 

云 者と、 中が 好かった、 

タン ホウ シュ ジャゾ  レ  カン ケン 一- ゥ 

丹 鳳 朱 城 白日 暮、 靑 牛紺欞 紅 

ヂン ワタル ケフ カク ノ キン ダン スィ ャ ウノ  シャゥ フノ 

塵 度、 俠 客金彈 垂楊 道、 娼婦 銀 

n ゥ サイ サ ウノ ミチ 

韵採 桑路、 


丹 鳳 は 禁裏の、 御城 を さす、 暮 がた などに、 靑 牛に KV 

つ ばな 紺 の 蟪 など を、 か け た 車に の つ て 、麈 をけ た て 

、通る、 俠客 どもが、 金彈を さしはさんで、 垂楊の 道 

の 方へ あそぶ も あ h  、美女の 居る 方に ゆく 道で ある、 

娼婦な どが 桑 を 採 に 出る にも、 桑 を 入る 籠 を さげ 

て 鈎 を、 銀 ごしら へ にして あ h,- く、 はでな こと を そし 

るで ある、 

シャフ カノ タウ リ チノ ヅ カラ ハウ t 

娼家 祧李自 芳菲、 

女郎屋の 娼妓 ども は、 平生、 つく， 9 たて、 かざ.^ たて 

、§ る ゆへ 花 ざ か..^ の 節、 梅醍 いろ を、 爭 ふやう であ 


る 


ユウ ケフ 


京華 遊 俠事輕 肥； 


廣 詩選 


七 言 古 


九 五 


唐詩 遂 七 言 古 I  

平 臺戚里 の お ごり を 出して、 嵌牖と いふ は、 高屛 のこ 

とで 御 築地 をい ふ、 上に いふ 東宮御所 も、 御 皇后 また 

御寵の 婦人 方 の、 御 一 家 衆の 御屋敷 も崇 腸が と り ま 

き ある、 炊 金と いふ は、 食の りっぱな こと、 饌 玉と 云 

ふ は、 料理の 念の 入った ことで、 しかも 大勢 人が いる 

によって、 くいに あつまる にも 大鐘を 鳴らす を、 きい 

てあつ まる、 

小堂ノ i 帳 三千 戶、 大道 靑樓十 

二重、 

ト堂 は、 小 ざしきな ども、 いくしき， りに もしき つ て あ 

るに よつ て、 出ぐ ちが 多くて、 三千 ほど ある、 大道 

を のぞむ 處を、 女中の もの 見 を、 十 一 一段に 高く たて > - 

ある、 

ホウ ガイ テゥ アン キン ラク パ 

寳蓋雕 鞍 金 絡 馬、 

寳蓋 は、 りつば なきぬ がさ を さし、 雕 鞍の ほ ものな 

ど をした 鞍 は 金箔な どで かざった、 おも つら を かけ 

た l£T に騎て 通る も ある、 

ラン ゾゥ ：.. ゥ チウ ギ 3 ク パン リャゥ 

蘭 牕繡柱 玉 盤 龍、 


九 四 

女中の 居る 座し きの、 まど い へ ば、 蘭 の、 すかし に 

ほって 窓の かう しにして、 雨 方 へ 立る 處の、 柱 をばぬ 

ひものな どした やうな、 彩色で ある、 恣の柱 を 持つ 處 

のうで 木が、 出て あるが、 そのき b こぐち を この 方の 

象の 頭の やうに、 盤 « などが、 こしら へ て ある、 

シゥ チウ セン ダイ フン へ キ ェ イジ 

繡柱雜 題 粉壁 映、 

上の句 をう けて、 繡柱玻 題と 云 ふ は、 たるきの、 き， 9 

こぐちで ある、 そのこぐ ち を 玉 を 以て、 かざって ある 

のが、 白壁に 映 じ、 うつろ ふで ある、  ？ 

サゥ キン メイ  ンナリ 

鏘金鳴 玉 王侯 盛、 

王侯、 大臣が、 馬の 轡を玉 や、 金で 飾る ゆ ゑ、 辦々 と 鳴 

て、 さかんな ことで ある、 

王侯 貴人 良， 近臣； 朝 遊，， 北 里， 暮 

ナン リン 

南鄰、 

王侯 、貴人、 或は 天子の 御 近習 御 出頭 などが、 朝から 

して 北 里の、 色里に 行き、 慕 あいに、 南 隣の かたに、 か 

け ま はり、 


する こと ぢゃ、 其 場の わきに 槐樹の 木な ど をう ゑて、 

璧 玉の 形、 飯櫃 形に、 堀 を ほつ て をく、 其樹の 影が ほ 

に 浮んで み ゆる、 

ドウ . ゥ ヲ ウメ  二  グリ 

銅 羽應. 風 廻、 

禁裡の 西 御門な どに、 銅で こしら へ て、 しゃち ほこの 

やうに、 鳳凰の 象ち を、 こしら へ て ある、 もと を ほそ 

くして ある ゆ へ に、 風に 隨て、 くる，. と、 廻る、 

キン ケィ ゥケテ テ  ル 

金 莖 承. 露 起 

さて、 天の 第一 の、 まじりの ない 處の、 露 をと つて、 丹 

藥 をね ると 云て、 銅 柱 を、 つ、 と 高く 立 て 、^人 に 逑 

の 葉 を、 もたせて をく、 これ を金莖 の、 承 露盤と いふ、 

天/もと いくほどに、 高く 起る、 

カン， カフ ヲ  ロク カク 

校 k 天祿 閣，、 

si つめて 、書物 校合 を させる 處の 、天 祿閣 など 

も、 御殿 近くに 在る、 劉 向が 故事 あ， 5、 

ナラ ハス 夕、 お ヒヲコ ン メイ スィ 

習 . 戰昆明 水、 

習， 戰は、 漢の武 帝のと きに、 見 明 國と云 ふ、 水 國を攻 


ると 云 ふて、 大きな 池 を ほつ て、 舟 軍 を 習 はした、 摩 

騰竺法 隨が刼 灰 を辨 じた も、 この 池での 事で ある、 

朱 狐 抗，， 平 臺： 

朱 邸 は、 大名 やしき、 平臺は 東宮 樣 など 云 やう な、 親 

王 方の、 御座る 處ぢ や、 抗と云 ふ は、 一 杯に 水 を 入れ 

て、 人が 二人して あげる、 片 ぶき も せす に、 まっすぐ 

に 上って、 少しも、 上..^ 下りの ない が 抗ぢ や、 此 では 

大名 やしきが きれいに して、 親王 方の 御殿に、 少しも 

おとらぬ やうに たて /- あるな. o、 

カウ t ズセ キリ 二 

黃 扉 舞戚 異 . 

戚里は 天子の、 母方の 御 一 家の ござる 處ぢ や、 漢は土 

德ぢゃ とい ふて、 四方の 築地 を、 大津 壁に した、 これ 

を、 黃 扉と いふ、 禁裡 四方の、 御 築地 を大津 壁に 塗 ま 

はして あるが、 戚 里の 御 一 家 方の ござる 處 までに、 通 

じ 用て ある、 これから、 いか ふ お ごる こと を そろ/. \> 

云 ひ 出す、 

セ キ リ オビ ソ ウイ ゥヲ キ ヲ ナ チ マツ 

平 臺戚 里 帶_崇 興饮. 金 饌. 玉 待，， 

メ ズ， シ ヨウ チ 

鳴 鐘；  .  


唐詩 選 


七 言 古 


九 二 


シャク 


複道斜 通 璃鵲觀 、交 衢直指 鳳 

ヲゥ ィ 

凰 臺、 

鴒鵲觀 の、 物見 御殿の 方 へ 、天子の 御 通りな さる i 

道が、 斜に、 橫すぢ かいに 引きつ いいて、 交衢 の、 四つ 

：9 からみれば、 まん 向 ふに 高く、 鳳凰 臺が 見えて、 

健^南^5£入、簪纓北闕來、 

平旦 に、 御 8： が あくと、 魏を はき、 履 を ふんで、 武官が 

參內 をし、 又 文官の、 簪の、 かん ざし 冠の ひ ぼ を たれ 

て、 北闕の 方よ. ^  、來る もの あ-.^、 

.t- ィ メイク ハン タ リク ハン ウー 一 

聲名 冠，， 寰宇； 

上 をく、 つて、 聲名、 もの 名 を つける と 云 ふても、 

天下 中に、 都の 上へ 出る と 云 ふこと はならぬ、 すぐれ 

たこと である、 寰宇は 天下 中の ことで ある、 

カタ ド ル セゥ ク ハイ 二 

文物 象， 昭间： - 

物に 模樣 をつ ける と 云 ふても、 日月 星辰 を、 かたどつ 

て、 もやう を あら はす、 これ 禁裡よ， 0 外で ならぬ こと 

であ る、 徵名 文物 は、 左傳の 字、 昭回 は 日月 星辰の 天 

や—  . -  - 1 1  .  .  ^ 


象で ある、 詩經の 文字、 

n ゥ チンジュ ク タリ ラ ン シ 二 

鈞陳 肅，， 蘭 5^  • , 

釣陳は 星で、 天の 帝座の まわり を、 守護す る 星で ある 

こ、 では 禁裡の、 御殿 の、 つ いぢ ま は，.^、 すみぐ の 

方へ まわりて、 役所が あって 武士が 詰て 居て、 閱のほ 

り もの をした、 きり 石の まわりに、 立ち つらなって、 

肅 然とお ご そかに 番をして をる の を 云 ふ、 • 

へキ セゥ ゥ カブ ク ハイ シ 一一 

璧沼 浮， ニ槐 市； . 

璧沼 は大學 校の まわ， 0 に、 池 を ほりて ある をい ふ、 槐 

市と は、 大學 校の 門外に 槐を植 て ある、 大學 校に 聚て 

居る 諸 生 どもが、 何れも 貧な 者で、 國々 から 品々 の も 

の を 持て 來て、 月に 幾日と 云て、 市： 《 を 立る ゆへ 槐市 

とい ふ、 人の 見知らぬ 者、 めったな もの.^ 入，.^ こまぬ 

やうに、 まわり にいけ を ほって、 その 土手 へ も 槐木を 

う ゑて ある、 又大學 校の かまへ にもなる 池と 云 心で、 

璧 沼と 云た、 こ、 では この やうな、 きっとした ものが 

御殿の まわりに 有と 云 ふこと で ある、 乂璧沼 は 大學 

校の こと、 漢の 大學校 は、 諸國の 書生 どもが 入て おる 

不自由に、 ないやう に、 中間 どうし 市 をた て、、 通用 


漢の 高祖の， ときに、 五 星が、 東 井に 聚 つた、 今 も 天子 

の 御ざる ゆ へ に、 五 星な どが 聚 b 渭水 Ml 水の、 八 水 等 

が 流る、、 外と は ちがうて、 格別な 事ぢ やと 云 ふ 意、 

空に 在て は、 五線 影、 五つ は 木 火 土 金 水の 五 星で あ 

る、 五 星が 一 處に あつま つて 居る、 纒は 星の 居る 處 

なり、 地 を 云 へば 關內の 八 水、 徑渭壩 消^ 1^ 澧消 がと 

り まわして 大地に 橫て ある、 軸と 云 ふ は、 此 世界の 下 

に、 大な 輪が あつ て、 めぐ る に 付いて、 此 世界が、 し 

ばらく も、 やま やに、 まわる である、 これ を 地軸と 云 

ふ、  ， 

シン. サ イノ チョウ ク ハン イツ t ャク ジ 

秦塞重 關ー百 二、 

都 はや は. -、 秦の 地なる によつ て、 塞 は 關 塞の 義で、 

さかいの ことになる、 都 ま は b の、 關處と 云 ふ にて、 

どれ も かためが よいと 云ながら、 函谷關 など は、 崤と 

云 ふ 一 騎 うちの 難處 を、 か、 へて おる によって、 二 萬 

の 人數を 以て、 百 萬の 人數に 對 する ほどの ところで 

ある、 

ノリ  キゥ  リク ケ. 1 チン イン シン トメ  シ 

漢家 離宮 三十 六、 桂 殿陰キ 對，， 

玉樓； 


唐 選 


七 言 古 


さて、 其內に は漢の 天子の、 御遊 奥な さる、 離宮、 別 

館、 三十 六處 ほど ある、 いづれ ともに 結構な、 御殿で 

あって、 陰 X 「と 高く たち こんで、 をぐ らくみ ゆる 玉樓 

に、 相對 して ある、 

セゥ バウ ヱゥ テゥ トク ナル キン テク- 1 

椒 房窃雜 連，， 金屋； 

椒房 は、 后 方の 御座 敷が 窈雜 と、 をぐ らく ふかく 立て 

あって、 金屋 天子の、 御座 處に つて ある、 漢官 儀に 

女中の 居る 處の壁 を、 椒を もって 塗て、 溫暖 をと ると 

云 ふこと が あるに よってな り、 

ツキ セィ ワイ 二 

三 條九陌 灑，， 城隈： 

御門 通り はと 云へば、 天子 は、 東西 南北 一 方に、 門が、 

三つ 宛 ある、 その 門の 通に は、 三筋づ 、 路が ある、 其 

道 は 車九兩 ならぶ、 甚だ 廣ぃ、 道で ある、 九陌は 八 街 

九陌 とて、 小路で ある、 此の 道が、 禁裡の 御城へ、 つき 

か、 つ て ある、 灑は、 つき、，.^、 つきぬけて 有り、 

萬戶千 門平旦 開、 

あさ 夜が あければ、 禁裡の 千 門萬戶 が、 一 度に おし ひ 

らいて 有て、 いかさま、 b つばな ことで ある、 

1  九 一 


唐詩 選 


セ言古 


九 〇 


近く、 長 安の 古意よ.^、 文字な ども、 しっかと し 

て、 きつば， 9 と手づ よい 方で ある、 それ故に 近體 

に 近い、 古意 は、 うるわしき 文字 あれ ども、 又 六 

朝 向きへ 近い、 此詩は 六 朝よ b 唐へ 近い、 少 々優 

劣が ある、 古事な ども 前漢の 故事 を 用て、 漢の世 

の、 うわさ をす る やうに 作って、 實は 古意と 問う 

して、 當代 のこと を、 あてつけて 云 ふ、 

山河 千里.^ 國、^ 闕九ま 門、 

先づ 帝都から 云 、たい 都の 總 かこいに は 山河が、 と.^ 

ま はして ある、 其 中邦畿 千里 は、 御 直 支配で ある、 城 

闕の 二字で、 禁裡の こ とに なる、禁裡の4は，.^には、 

九重の 門が ある、 

ンバ i  ノ サゥ チイ ヅ クン ゾ ン  ノ ソン テ 

不. 覩 ，_皇 居 壯： 安 知，， 天 子 尊； 

漢の 高祖、 秦を 破て、 都 を 立る とき 高祖が、 韓王 信が、 

殘黨 を、 征伐に 出られた 留 i で、 蕭 何が 未 央宮と 云 ふ 

廣大な 御殿 をた てた、 高祖が 歸 てき. f を つぶして 腹 

を 立てられ たれば 蕭 何が 云 ふに は、 天子 は 四海 を 家 

內と思 ふ もの ゆ へ 、宮殿 を 壯麗 と、 けっこうに 造作せ 

ねば 威勢が 重から ぬと 云 ふた、 それ を ふまへ て 云た 


もので、 天子の 御座 處 をば、 如此壯 魔に して おかね 

ば 、在郷の 百姓な どが、 初めて 都へ 出た 時 天子の 御殿 

を見て、ぁ，c^がたぃと思はぬ、 


カン 


皇居 帝 里嶋函 谷、 . 

上の句 をう けて、 四方 堅固な 體を 云た てる、 九 闕の中 

の 皇居. 3 河の 帝 里に、 東の 方に 函谷關 と 云 ふ は、 左 傅 

にも ある 通り、 峰に 二 陵 あ hs と 云て、 二 陵の 中 は、 1 

騎 うちの 道で ある、  ， 

ジ ユン ャ  n ゥ チン フク 

鶉 野 龍 山侯甸 服、 

井 鬼 柳 三 宿 を、 鹑首 星と す、 その 分野の 下に 當て ある 

句 中に 對を とって、 東方の 處， に は 鶉 首 山と 云 ふて、 秦 

の 都の、 目 じる しになる 山が ある、 星の 名 も こもる、 

西の方に は 龍 山が、 都の まわり をと り ま はして ある、 

天下 を 五 服に 分る とき は、 邦畿 千里の 外、 四方 五百里 

つ 、 を甸 服と い ふ、 これ は 天子の 御 知行 處、 甸 服の 

外、 五百里が 諸侯の もち まへ ゆへ 侯 服と 云 ふで ある、 


一一 Jr  Fr- フ  ラ  ，リセ ィ 

五 緯 連 .影 集， 星 

チ ヂ クニ 

也 由、 

M 車 一 


X 水 分 k 


吳宮怨 .  衞萬 

絕句にも作る、吳王夫差の、跡かたもなく^^っれ 

を 哀んで 作る、 

ズャ -,、 ゴ ヮ ウメ  ノ ゾンギ 二 ルズメ マ 力 

君 不. 見 吳 王宮 閣 臨. 江 起、 不. 捲，， 

シ ユレ ンヲ  ル  チ 

珠簾 一見 一一 江 水： ^ 

さて、 此吳 王の 宮殿 は、 至極 高く、 江に 臨て おこ， 9、 珠 

簾を不 捲して 向に、 江 水 を、 見下す やうに、 立て ある、 

ケゥ. キ  ハレ  ルサゥ ケッノ  ダ 

曉氣晴 來雙闕 間、 * 

曉 がた、 下の 方 は 、まだ 暗い を から も、 御殿のお も 

て 門へ は、 曰が さしてく る、 此句 は、 樓の 高ぃを聞^^ 

せる、 日 は 高閣 を、 てらす によって ぢゃ、 

潮 夜 落 千 門裡、 . 

この 向 ふの 江 水の、 潮の なる 1 者が 、よもすがら、 千 a: 

の內に 聞え る、 此 句で、 かまへの 廣ぃ こと を 云、 是ま 

で隨 分りつ ばな こと を 云た て、 

n ゥ セン  ズ ■ キ ウジ ユン-一 

勾 踐城中 非 奮 春； 

これ を、. c した 越 も 勾 Sf 诚中 も、 迹方 もな くな つて 仕 


舞て、 非 奮 春、 昔の 風景 は、 一 つもない、 

コ ソ  タイ 力  スク ハウデン ヲ 

姑 蘇 臺下起 二 黄塵： . 

姑 蘇 山 は、 吳國の 山で 臺も あ， 9、 吳國の 元の 名で ある 

まして、 勾踐に C された、 吳 王の 姑蘇臺 など は、 塵 ほ 

こ，.=^などが立て、石ゃゑも、殘らぬゃぅになった、 


唐詩 選 


七 言 古 


祇今唯 有. 西 江 月； 曾 照，， 吳 王 .宮 

鞞人； 

只今、 惟 西 江の in; のみ、 きらきらと、 替ら すに ある、 古 

し へ の 奥 王宮 裡の人 を、 照らした. 月で あらう、 てらさ 

れた人 は、 1 人もなく皆しにはて/^しまふた、 

ナイ ケ T- ヘン  タ t ン ワウ 

： 帝京 篇、 .. 驗賓王 

主意 は、 長 安の 古意 も 同じ ことで、 古意 より、 か 

たぃ文字ばか，.^、吟*してっかふたものゅへに、 

それだけが よいで ある、 これ も漢の 故事の、 うわ 

さ を、 云 ふやう にして、 當 代の 繁花を 諷し、 仕 廻 

に、 手前の 不遇 を、 いき ど をる ので ある、 又 一 說 

に、 大風 長 安の 古意と 似た もので、 初 唐の 近體に 

I  八 丸 I  . 


^  ^  m 七 言 古 

さ みしうな つ てく る、 又說に * の 時分 なれば、 歸雁 

など も、 月の 光りの ある、 宵の うち は 見えた が、 光り 

不. 渡 ゆ ゑに 見えぬ と、 說 下た 心 は 同じ こと、 

ギヨ リャゥ セン ィャク  ナス ブンテ 

魚 龍 潜 躍 水 成. 文、 

魚な ども、 月の 光の あるう ち は 水の 上で 躍る が 見え 

たが、 夜 深た ゆ へ か、 どこ へ か 潜りて 見えぬ、 雁な ど 

もど こ へ かゆき、 魚な ども ひそまり 見えぬ と 云 ふ は、 

夜深けて、 ものさびしい 氣色 云 ふ、 

昨夜 間潭 夢， 落 花： 可 fe 春半不 

力 ヘラ ィ へ 一一 

家、 

昨夜 も 間潭の あたりで V 花が 散た と 夢 を みて あった 

が、 今年 も 春の 半ばまで、 故 鄕へ歸 る こ ともならぬ、 

メヲ テス ッ キント 

江 水流. 春 去 欲 .盡、 

かやう になげ いてお る 中に 江 水流， 春 去 て 、欲盡 、春 

もす ぎる 時分に なって 來て ある、 

n ウタン ノ  マタ  ニナ、 メナ リ 

江潭 落月復 西斜、 

あれこれ 云ふ內 に、 江潭の 明月 も 西へ、 傾いて 夜 あけ 


八 八 

になって、 

シャ グッ チン ，，\ トメ 力 クル カイ ム -I 

斜月沈 沈藏， 海 霧： 

斜月 沈々 とふ かく、 海霧に かくれて、 見う しない、 

ケッ セキ セゥ ■ シャゥ  リ ミチ 

碣 石瀟湘 無 .限 路、 

« 石 は 北で、 瀟湘は 南で 、遠い 處 なれ ども、 雁 は往來 

する、 無限の 路と云 へ ば、 遠く 隔たって ある、 故鄕 へ 

は、 歸る こと を 得ぬ と 云 ふ 意になる、 

ズ シラ ジャ ウメ  ュ イク パク 力  ル 

不. 知 乘. 月 幾人 歸、 

此月を 見る に 付け て は、 誰し も、 故鄕 へ歸 りたい は 同 

じこと である、 この 夜な ど は、 いくた hs ほどか 歸 りつ 

らう、 大方 は歸ら ぬがち であらう、 手前の 居る 處の w 

方から、 故鄕の 遠き こと は、 51 石と 瀟湘 との 如く 遠い 

雁 は 羽が 有て 飛行く が 我れ は 行く ことが ならぬ、 

ゥゴカ メジャ ゥヲ？ ッ コゥ ジュ -I 

落月搖 fe 満，， 江 樹； 

月が 入り 切る と 見る と、 しき hs に、 もの 一 悲しい 淸が、 

動て きて どこ を 見ても、 物 哀しくな つた を、 江 樹に滿 

ると 云 ふ、 花 を、 あいしろ ふ 意が ある、 


と は、 多い と 云 ふこと である、 

レカ へゾ  ヘン シ ウノ  n  レノ 力 It  フノ  

誰 家 今夜 扁舟 子、 何處 相思 明 

ノ  n ゥ、 

誰 家 は、 誰 人と 云 ふ 心で ある、 誰家ぞ 今夜 小舟に 乘て 

出た 人人 は、 おれば か. では あるまい、 さぞ 故鄕 を、 

はなれて 居る 者 も、 又 故鄕に 居る 女房 ども も、 此月を 

みるに 付けて は、 さぞ こ いしう 相思 ふで あらう、 ろう 

は 女中の 居る 處を さし \ ^云 ふ、 

シ レム II ゥ ジャゥ  ハイ ク ハイ 

可. 憐樓上 月 徘徊、 

上の 二 句 をう け て、 可， 憐義は 故鄕に 居る 女房 ども 

が、 樓 上に 月が さし 込て、 徘徊 は、 月影の 徘徊す るの 

である、 

べシ チラス リ ジン ノ サゥ * ャゥ ダイ ヲ 

應. 照， 離 人 被 鏡臺： 

夫と に 別れて 居る、 離 人の、 化糚 部屋な どへ、 月が さ. 

し 込て、 夫と を 思 ひ 出さす るで 有らう、 

レン チウ マケ ire ズ  ラ 

玉 戶簾中 卷不. 去、 

婦人の 居る、 玉 の 簾な どへ 月の さす を、 みる をい や 


に 思て 簾 を 捲け はいよ く 月が さし 込て きて、 捲け 

ども 不 

タウ ィ チン ジャゥ ハラへ re マタ  ル 

濤衣 砧上拂 還來、 

衣 をう つ、 きぬた の 上へ、 月が さしこむ を、 氣の毒 に. 

思 ふて 拂へ ども、 還た 來る を拂 つて こ ぬ やうに して 

もま た來 る、 月の 光，.^ をみ れば、 夫と を 思 ふ 情、 甚し 

き ゆ I に、 捲たり 拂 ふた-.^ するとな り、 


唐詩 遒 


七 言 古 


此 時相 望不， 相 聞； 願 逐，， 月 華， 流 

サン  ヲ 

P 君、 . 

Inl 舟 子の 情 を 云 ふ、 此 やうな 月明なる に 付て は、 男 も 

女 も、 たが ひに 相 望め ども、 通路 も なく、 相 聞せ やう 

便 もな し、 とう ぞ なる ならば、 月影 を 逐 つて、 月と 1 

つ にな，.^ て、 M 中の、 女 を 照らした う 思 ふで ある、 

コゥ ガン ク ンギ リズ ヮタラ 

鴻雁長 飛 光 不，度、 

夜 ふけ の 體を云 ふ、 夜が 深くな つ て來 て、 鴻雁も 飛 

でし まふて、 雁の 影 も 不^$ 見えぬ で ある、 もう 夜が 

ふけて きた もの 故に、 水 そこの、 魚な ども、 人 音が な 

い ゆ へ に、 上へ をよ ぎ 出て、 波な ど を、 たつる が 見え 


虞 詩選 七 言 古 

では 郊外の ことになる、 月が 花 林の 棺を、 てらす をみ 

れば、 みな あられの やうに、 み ゆる、 

クウ りノ リウ サゥ ズ ラボへ プ riK ティ ジャ ウメ  ミレ _a 

空 裡流霜 不， 覺. 飛、 汀 上白 沙看 

不 >r 

どこも かしこ も、 月影で まつ 白に あるに よって、 いつ 

の 間に か、 白く 霜が、 ふったが、 おほえぬ で あるきし 

通りの 沙地 も、 月が さへ きって ある 故に、 月の 光りの 

白い と沙の 白い とが、 1 つに なって、 み わかたぬ であ 

る、  • 

シ セン ヂン ケゥ f\ タリ  ノ 

江 天 一 色 無二 繊塵； 咬皎 空中 孤 

リン 

天上 を みれば、 皎々 と 孤月が 塔 一中に まん 九に、 きらめ 

いて 有て、 江 水と 天の 色と が、 一 色で、 ほそい 壅 も な 

い、 夜の けしき を、 よくい ふたもの である、 

n ゥ i ン  ン カメ テル チ  レノ カメ テ 

江畔 何人 初見お、 江 月 何年 初 

ラス チ  ダイ， \ シキ ハマリ ャム r 

照乂、 人 生 代代 無， 窮 已： 江 月 年 


t 八 六 

年 相 ヒ^ 

江 水の ほとり を、 今 おれが みるが、 昔 何者が 見て 有た 

ぞ、 江 月 は 何の 年 人 を 照し 初めて ある ぞ、 始めは 知ら 

ぬが、 昔よ.^ 人も替 て、 窮. >  止 むこと なく、 江 水 は 古 

へ も 今 も、 替る こと はない はす、 

ズ  ラ  スン カタ *、  ル  ノル r_K 

不. 知 江 月 照，， 何 人； 伹 見 長江 送，， 

チ 

流水、 

何人 を か、 いくた， ともなく、 照した で 有う が 替り替 

りて 仕舞て、 但江 月の、 海の 方へ 流れて 行く を、 みる 

のみで ある、 人世 は 江 水の 流れて、 歸ら ざるが 如く ぢ 

やと 云 ふ、 下た 心で 作た、 

白雲 一片 去悠 g、 

よいの 間 •  た 、白雲が 一 片 ちら-^ と 見えた が、 もう 去て 

悠々 と 行方 も、 知れす になった、 我 身 も 丁度 あの 如く 

ぢ やと、 思へば しき. 9 に 哀情が、 起って きて、 

セゥ フゥ ホ ジャゥ ズ  タへ ウレへ 二 

靑楓浦 上 不. 勝. 愁、 

靑 鬼の 浦 上、 どこ を 見ても、 哀しうな つて くる、 不勝 


ナヅテ カク ト ズ イタう ィへ 二 

年年 爲. 客 不. 到. 舍、 

もふ此 年で、 二 年 他國に 居て、 客に なって 故郷の、 家 

にか へら や 、不， 到. 舍、 

キゥ n クノ ソン バウ ナン ゾ ェン ル r_K 

舊國 存亡 那得. 知、 

奮國 よ.^ は、 久しくた よりもな いに 付て、 妻 や 子な ど 

も 生た やら 死： U やら、 知らぬ である、 

n  ヂン  ビヲ n ッテ ミ ダル  レノノ  カラン 

胡 塵 一起 亂，， 天下； 何處 春風 無，， 

ベジ リ 

口々 禽, 

兵亂が 起て、 天下 中の 大 さはぎ おやに よって、 どこも 

世上 一 同に、 離別 をして、 うろた へ て 居る であらう、 

是非 もない ことお や、 

シ ユン n ゥ クハ グッ ャ  チャウ シャク -H ョ 

春 江 花 月夜 張若虛 . 

これ は、 陳の、 后 主の、 學文 すきで、 有た に よつ 

て、 宮女 ゃ昵臣 を、 あつめて、 こしら へ られた 題 

である、 春 江 花 月と 云 ふこと を、 麗な 文字で、 

作 b たてる ので ある 、主意 は絕句 で 云 て も、 すむ 

唐詩 選 七」 おお 


ことで ある、 

ノ テゥ スィ ッ ラナ ッテ カイ 二  カナリ  ノ  トモ 二 

春 江 潮水 連. 海 平、 海上 明月 共 

ゥ シホト ズ 

レ潮 生、 

辭を重 もに 云、 さて 此江水 は、 海へ 連って 有に よつ て 

潮の 満た 時分に は、 潮 上と 江 水と 連 つに なって 

向に 平らかに なって 見 ゆる、 海上の 明月 も、 潮の 满る 

時分、 潮と ともに 出て ある、 

ェン /、トメ フナ ミニ  レ/ 力  ラン 

谶 灘隨. 波 千 萬 里、 何 處春江 無，， 

月明： 

1^ 々は、 水に 光りの、 うつろ ふてきら，^,^ する こ. とで 

ある、 灕々 と、 月影が 波に したが ひ、 移りて 見渡す 處 

千 萬 里 ほどに 見える である、 何れの 處の奢 江、 どこも 

かしこ も、 明月 は ある 箬ぢ や、 

ェン テン トメ  メグ ル ハウ テン ヲ  ラク  テ ナ 

江 流 宛 轉遶ニ 芳甸： 月 照 二 花 林， 皆 

タリ サ ン 二 

似レ 霰、 

花 を あいしら うて、 江 水の、 別れた 小 河 どもが 宛轉し 

廻て、 城下 はづ れに取 廻して ある、 芳甸を 廻る、 こ、 

ス 五 


15 詩選 

ジャゥ 、， ゥ キヨタ 

城 傍 曲 


七 言 古 


ワウ シャゥ 

王昌 


古い 題で ある、 城下 は づれの 野外に 出で 獵を 

して、 歸，. ^がけの やうす を、 わきから 見て 作る の 

である、 

ナ ラス サ ウギ ウテ  フン- コ ト ヲゴル 

秋風 鳴，， 桑條； 草 白狐 觅驕 

時分 は 秋の こと 故に、 秋風 も はげしう 吹、 桑 條草も か 

れ てまつ 白に なって ある 間 を、 狐 鬼が 野， にいき つて、 

かけ 廻る、 か. 9 をす るに よいと きで ある 

カン タン /ミ  ル  ダ セ ウセ  ヘイ ニメ セ イス 

邯鄲. 飮來酒 未. 消、 城 北 原 平 掣，， 

サゥ テゥ： TN セキ セッス クウ ヱイ ノ リャゥ トウ コ 

皂鵰； 射殺 空 營兩騰 虎、 

邯鄲城 あたりの、 氣性 なや つらが、 獵に 出て 酒 を ひつ 

かけて 來て、 醉 のさめ ぬう ちに 北 野に 來て くまた か 

など を掣 しっか ふて かり をす る、 其 足です ぐに 空營 

の あき 屋敷な どに 虎が 出て、 あばれる と 云 ふが、 行て 

射殺さう など、 云て、 かけ 付て 人に も 飛つ きそうな、 

あらい 虎 を、 何の 苦 もな く、  二 匹 射 ころし、 

メグ ラメ テ キヤ ク ゲッニ ォブ キゥ サゥチ 

迴， 身 却 月，，， 弓 鞘； 


八 四  ほ 

それから さあ 歸 らうと、 西の方 へ かたむく 月 を、 うし 

ろに して、 弓矢 を 帶て歸 る、 却 月 は 三日月 を 云 ふ、 佩 

と 云 ふは脊 なかに 佩るな り、 狩 をして 歸る體 、弓て と 

を 帶て歸 るが、 西の方より、 東の 方へ 歸る ゆ ゑ、 月 を 

うしろに して 歸る、 月が 脊中を 照す を、 見る と 云 ふこ 

と、歸るを見る體を、云ふな，.^、 

シ ウノ カク シャ ニン 


グフ 


洪 州客舍 寄，， 柳 博士 芳， 

薛業 

洪 州の 客舍に 居て、 柳 は 氏、 博士 は官 で、 名は芳 

と 云 ふ 者の 處へ、 兵亂ゅ ゑに、故鄕に歸..^たぃと 

云 ふこと を、 作て やる ので ある、 

去年 燕 i 主 人屋、 今年 花發路 

ハ" ノ エダ ^ 

傍 枝 

比の 體 である、 兵亂の 時分 故に、 つばめの 遠い 處 より 

きて、 人の 家に 巢を、 く ふやう に 主人の 家に 居て、 今 

年 もまた、 路傍の 枝に 花 さく 時分まで、 故 鄕へ歸 る こ 

と を 得ぬ、 


飲む ゆ ゑ 樂で不 厭、 く たびれ も せす、 面白い ことお 

や、 是 ほど なた のしみ はない、 

ノイツ ソン  トコ シナ へ 二 ミツ  パ ン ジ  シ 

眼前 一 樽 又 長 満、 心中 萬 事 如，， 

トウ カン ノ 

等 間； 

1^ 生、 何 やか や、 いろくの こと をく よく 心に、 思 

たが また 亭主が、 不斷酒 をの ませら る 、によって、 心 

中 萬 事 どう 有ても、 大事ない と 云 ふや うに. なった、 

等 間 は 心に とめす、 どうで もま、 よと 云 ふ ほどの こ 

と、 

リシ ョ パン m  n ク ダク ラウ ストべ シ. 

主人 有 萬餘 石、 濁 醪 數斗應 

ルチシ マ 

レ不 レ惜、 

ことに 湖 中の 亭主が、 酒に つくる 黑 きび も 澤 山に 有 

て、 濁り酒 を 作. 0 込て、 おかれた 故に、 おしまる ， 氣 

も 有まい と 思て、 此方 も 主人に 心 をお かぬ である、 

ゾク n ン  ヒ  メ ン パック サョ ビ テ べッ ゴ  t  フ BJ  タ 

即今 相 對不. 盡. 歡、 別後 相思 復 

ンノ ェ キア ラン 

何 益、 ^1^^^^^ 

II _  唐詩 選 七 言 古 


此 以下 主人の 辭な， - 、借まぬ う へ に 主人が、 親切に 云 

はる、 に は、 今相對 している うちに ゆるゆる 歡を赛 

して、 酒で も飮 まれい、 明日に も 別れ て、 後に はなん 

ぼ殘 念に 思 ふても やくにた  > ぬ ことで ある、 

シュュ  ワン トウ キ B ハル カナリ クハ  シ パラク セョ 

茱宽灣 頭 歸路賒 、願 君且宿 黃 

公ガ 家、、 

明日 は茱 -M 灣の 方へ か 、つて 歸 ると 云 はる、 が、 い 

かにしても 殘 念に 存す るに よって、 どうぞな らうな 

らば、 おれが 處を黃 公が、 酒盧の 酒屋と 思 ふて、 留ら 

れい、 

クメ  ノ  ン パェハ シン シ トメ  n フセン トウ 

風光 若， 此人 不， 醉、 參 差 辜；； 負 東 

ェンノ  二 

園 花； 

ことに 如此、 此の 風光に 酒 を飮ん で、 醉 はやん ば 參 差 

とく ひち がって きて、 東 園の 花に そむく と 云 ふ もの 

おやと、 亭主が 云 は る、 は、 かたじけない、 黄 公 は 酒 

屋 のこと 世說に 出た， ft -、  . 


1u 


0  00  七 iiis 古 

ェン "ウス 

涼 留、 

喬林 は、 去年 文章 を 書.^ て 上げて、 不見收 、とり 上られ 

ぬに、 今年 もや はり、 寄 親 やな どの 處 にか、 つて、 寄 

食し 、滞留して 吾ら る、 

ゥ ラャム ガテ  ョク スナ ハチ ス r チ ャムガ  メ ぜ 一一  ク 

羡 君 有 .酒 能 便 醉、 羡 君 無. 錢 能 

ル r ヲ ウレへ 

不 レ憂、 

坐 席で 作て やった もの ゆ へ に 直に 咄を する やうに 云 

かける、 世間の 者 は、 落第す ると、 酒な ども めったに 

飮 ぬが、 其 元は、 それと は 差て よく 洒に醉 て 居らる、 

落第せられ たこと 故に、 餞 も 有まい けれども、 それ を 

何とも 思 はぬ、 

今 五 侯 不. 待に 各テ、 き ム^  C ん， 五 

ノ ユイ. マ . マサニ ミ * ッ カラ モッ ハラ ニス ャム ガ 

侯 宅； 如 今 七 貴方 自 專、 羡君 

ル r ヲ ヨギ ラ  ノ  .11  » 

不. 過， 七 貴 n 

今の、 五 侯た ち は、 漢の五 侯と は 違て、 賢人 賓客 を 待 

せす、 其 元は、 それへ 此方から、 ていれ をして、 ゆく で 

もない、 如 今 七 貴 外戚、 威勢 を專 にして g れ ども、 そ 


八 二 

こ へ 行て 立身の、 手が 、h^をこしら へ やうで もない、 

向 ふから 呼んで さへ 行かぬ、 

ヂャゥ ブ カナ ラズ べシ  ルチキ  ユウ ナン ゾ 

丈 夫會 應. 有， 知 己； 世 上 悠 悠 安 

タラン ズルニ 

足. 論、 

二 句 慰 さめて、 したが、 うらみ やる な、 丈夫と 云 ふ も 

の は、 必すど こぞの ほどに は 見知て くれる 者が ある 

もの ぢゃ、 世間む き  一 ah- の、 たのもしく ない、 つき 

あ ひ はい ひ 出す に、 およばぬ、 

n  チウ タイ メ  -I サクス 

湖 中對. 酒 作 ■ 

湖 中 は、 南方に ある 湖 中で 旅 宿して、 亭主の 心よ 

•  く あ ひしら ふの を、 喜で 作る ので ある、 

ャデズ イト ハ n  ノ  チウ カウズ  ハ 

夜 坐 不 k 湖 上 月、 晝 行 不 k 湖 

ノ  * 

上 山、 

先づ湖 中の、 面白い £ を 云 出して 夜 ふけまで、 湖上の 

月 を 詠め、 酒な ど を くれら る 故に 返 屈 もせす、 晝の 

うち は 湖上の 山 を、 一 日 かけある きて 慰み、 酒な ど を 


令，， ， 君 心 不，， 自 保； 

金罄 の、 結構な 酒 入に、 よい 酒 を 入れて、 滿座 も賑は 

しい で 有て、 主人 は 平原 君が やうな、 愛， 才人で、 賓 

客 も 大勢 聚て 居る、 堂 座敷 中の 人が、 皆 忠義の 士で 

有と 思て 居た に、 思 も よらぬ 讒諛の 人が 諫言した、 反 

復と はさ， 9 と はよ く、 人 を こまらせる， どうも 云 ふに 

いはれ ぬ、 上手な 仕方で、 どの やうな 賴 もしい 君の、 

心で も： IJ§b やすい やうに して、 始終 をた もち、 お ほせ 

ぬ やうに する、 保と 云 ふ は、 いつも か はらぬ と 云 ふ 意 

以下の 四 句 比 興で ある、 祧李を 以て、 我方に 比す、 

ホク ヱン  タ ニゥュ タウ リ / エダ 

北 園 新 栽 桃李 枝、. 

北 園に、 此頃 新たに 、桃李 を 植て、 未だ 根本 も かたま 

らぬ にあち こちう ゑ か へる ことで ある、 本が 韓氏外 

傳の 字で ある、 陰 をな し實 のなる やうに なること は、 

こなたの 心に ある ことで、 わきの 者に 聞せ たと 云 ふ 

て、 わき の 者の 知る 義 ではない、 亭主の 人の 目 利 を、 

知らぬ と 云 ふこと を 云 ふ、 

コン シュ  ダカ タカ ラ ンゾ テン イス i 

根 株 未. 固何轉 移、 


わきから、 なんの かのとい へば、 それ を まことにして 

此方 も、 御用に たつ 心ぢ やに、 それ をた とへ て 云 は > 

そだつべ き 桃李 を 人の 云 ふに まかせて、 たびく う 

ゑ か へ る やうな もので、 用 立 吾 も 其 如く 人の 惡く云 

ふに も かま はすに、 おけば、 後 は 大功 をな すまい もの 

でもない、 大功 をな す 所存で 居れ ども、 何 を 云ても 用 

ひられねば、 役に た、 ぬ、 

ナシ ガゲテ ブ r ハ ミチ  ミヅ カラ トレ モシ トハ *、、 バウ ジン-一 ナン ゾ 

成 .陰 結. 實 君 自 取、 若 問 二 傍 人， 那 


得レ 知、 

此木 をし げらせ、 實を も、 ならせ やうと 思 も 君の 心に 

ある こと ぢゃ、 外の 者 は 知らぬ MJ おや、 吾 を 用 ひやう 

が 用 ひまい が、 心に ある ことで、 外の 者と 相談すな に 

も 及ばぬ こと、 外の もの 、知た MJ ではない とな， CN、 


リン ニー 


,0 林，  張 謂 

及第に 都に 上て、 落第して 居れ ども、 何とも 思 は 

すに、 酒 を飮で 居る、 大器 量な を 譽て云 ふ、 

シャゥ サクメ ズ  ラレ ヲサメ  ギ シ ョクメ ナチ 

去年 上策 不. 見. 收、 今 年寄 食仍 


廣 詩選 
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フメ  ク  カンナ リズ サマタ ゲノ. ./ テ タ 

終 日 無/心 長 自 間、 不. 妨 飮 fe 復 

タル T» 1 ノヅ リヲ  々 ..、 ョク  ヅテ  ヒ ワウ ク ハン セョ 

垂. 釣、 君 但能來 相 往還、 

朝から 晚 まで、 終 曰 何もせ すに、 ひまで、 不妨 かま はや 

に、 飮酒、 復其 上に 垂釣 ば か.^ である、 其 元が 来よう 

と 云て おこされ たが、 すゐ ぶんご ざれ 世間 一通りの 

者 は、 中々 よせ 付く る 所存 はな けれども、 其 元は おれ 

が 物好き を、 よく 知って 居らる ゆ ゑに、 時 々は來 

て、 とも あそばれい となり、 

モウ モン カウ  サイ カウ 

孟門行  崔顥 

孟門山 はけ はしき 山で ある、 世間の 交 にくい こ 

と.^ ヽ孟 門. H の險 阻な にたと へ て 云 ふ 心で 作る、 

此詩 は、 崔顥 に、 かねて 賴 もしう 云 ふた 者が 人の 

讒言 を聽 て、 急に みはなした、 夫れ を、 崔顥 が、 實 

事 を、 作る ので ある、 

ケ ハウ ジャク r クし  子/ ン /、、トメ ゾ フ ェン ゲキ -ー 

黃 雀銜， 黃 花： 翩 翩 傍， 達 隙： 

比 與の體 である、 むかし 楊寳と いふ 者-か 、黄雀が、 被 

,瘡 を 見て、 收箱中 5i 黄花く は せ たれば、 ほどなく よ 


八 〇 

くな つて、 はなして やった、 それから 毎 □ 、椽寶 が 家 

の 簷へ來 て、 旦に來 て 、慕に 去る、 ある 夜 黄 衣の 少年 

が來 て、 その 鱧に 玉 一 双 を 持てき て、 此玉を 掌に して 

あそぶならば 後に 公と なるべし と 云て、 かき けす 如 

くにう せた、 其 後に だんく 三 公に 成た、 後 四 代な か 

ら、 三 公に なった、 そうして 度れ すに、 磨の 間た など 

にちやん と來 て、 居る と、 咄を 一 一句 出して、 以て 實事 

を あぐ、 

トギス ゼント 二 ザ. 1 カン ゾ ツナ タン シ ヤス ル 

本 擬. 報，， 君 恩： 如 何反彈 射、 

本と 此 黄雀の 、黄花 を銜 て く る の は ^；；恩を 報ゃ る つ 

もりで 有た、 如何 そ 思の 外、 不便と は 思し 召さす して 

か へって、 彈 射し 大きな めにあ はする ぞ、 此方 も 雀の 

如く、 御 恩 を 報じたい と 親しう する に、 人の 讒ゅ へ に 

はじき 出さ る 、 は、 どうした こと ぞ、 

キン ライ メ  マン ザノ  ヘイ ゲン アイ メ サ イナ シ 

金罌 美酒 満座 春、 平原 愛. 才 多，， 

シリ ヒン マン  n ト厶、 ク レ  ン ゾチモ ハン トハ 

衆賓： 満堂 盡是忠 義士， 何 意 得 

^  < き ま ^  i 可パ i  、化 4 


漠邊、 

この やうな、 名 魏 を 持て 居る と、 魍魎の、 ばけ もの な 

どもよ， o- つかぬ と 云 ふが、 實に そうで あらう、 氣も檩 

然とつ ような つてき て、 どこ へ 出ても、 恐る こと は 

なく、 おも はれて、 その 勢 ひ は、 沙漠 を淸 風が、 吹 捲く 

如くの、 勢 ひお や、 

マス ル r ハ モ ッテシ  ノ チ ァ ラフ r ハ モッ テス  トク - 

磨 用，， 陰山 一 片玉： 洗 將，， 胡地獨 

リ ウノ ィヅ ミテ 

流 泉： 

さて 此劍 をと ぐに は、 陰山の、 玉の われた る ので、 と 

ぎた て、 洗 ふに は、 胡 地の、 至極つ めたい、 獨流 泉で、 

あら ふて ある ゆへ 切れる であらう、 

ノへゥ フ ゥ ッスキ ジャ ウテ テツ サゥ キンク ハン グン トメ 

主人 屏風 寫， 奇 狀； 鐵 鞘 金環 儼 

t  フ 

相 向、 

以下、 佩の 字 を 云 ふ、 左に あるの が、 さや、 右の 方に、 

劍を 持て、 きっと 相 向て 居る、 鐵鞘 は、 鐡 作りの さや、 

金 作りの 環 をぬ きみに して、 並 ベ て ある ゆ へ に、 相 向 

ふと 云 ふ、 

唐詩 選 七 言 古  ri 


メグ ラシ へテ タウ クマナ n ヲ -ー イツ カン ス レ，" シム ヨガ ヲメ ラ コゥ 

i 瞪. 目 時 一 看、 使¥ 心 在， 江 

ホトュ 

さて 此の 烏 孫 王の 緒が、 屛 風に 書て ある こと ゆべ に、 

回 頭して、 瞪 目して、 目 を 留めて 見れば、 此刀を さし 

て、 世界 を、 かけ 廻て みたい やうに なって くる、 江湖 

は、 江 南、 湖西の こと ぢゃ、 けれ ども、 こ では、 天下 

中と 云 ふ ほどの ことで ある、 

フ チャウ ゴ チイ 二 

答 二 張 五 弟，  王 維 

張 は 氏、 五 弟 は、 張 氏の 若い者の 內 で、 第五 番目 

にあた る 男、 王 維、 輞川小 堂に、 居ての 作な り、 

終 南 有，， 茅 屋： 前 對，， 終 南 山； 終 $ 

フク カク ク トヅク ハン ヲ 

無レ客 長 閉 レ關、 

終の 字 を、 たてに た、 んで、 終 南に、 吾が 居る はに ふ 

の 茅 ふき 家が 有る、 前 は 鼻の さきに 終 南山が すっと、 

高く 對 して ある、 終 年、 一年中、 人の、 訪 尋ねて、 來る 

と 云 ふこ ともない によって、 長く 閉關、 

七 九  ^ 


it 


七 He 


鹿 詩選 
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夜な どに 吹く もの 故、 かやう に 胡 笳の怨 を 云た て >、 

詩に 作て、 そこ もと を 送る、 都から ほど 遠い、 秦 山に 

登て、 行かる， -、 隴 山の 方 を、 のぞめば はるかに、 遠い 

ことで ある、 

邊城 夜夜 多， 愁 夢： 向ァ. 月 胡笳誰 

3  口  n ビン ク r ヲ 

喜レ 聞、 

その 河隴 の、 邊 城へ 行き つかれ たらば、 何 や かや 愁 

て、 夢が 多いで あらう、 夜もすがら ねられす に、 月 を 

みて 居る 時 は、 誰でも 胡茄を 聞て 悅ぶ者 はない、 其 元 

も さぞ、 悲しから う、 

ゴ ヂャゥ ガヅメ べゥ プ フシ • タ リ. ゥ ソン ノ ハイ 

崔五 丈圖屛 風、 賦, 得 烏 孫 佩 

タウ ヲ  リ キ 

刀-  李 瓶 

崔は 氏、 五 丈 は 朋友 を、 あがめる 言葉で、 此方で 

殿つ けの やうな ものである、 屛 風に 繪の 書て あ 

るの を、 一 人々々 わけて、 賦す るに 付けて、 西域 

の、 烏 孫 王が 刀 を 佩た ところ を 書て 有る の を、 賦 

する ので ある、 烏 孫 王 は、 西域の 國の 王で ある、 


ゥ ソン-ヱ ゥ カン ォプ  チヤ. 1 パ ク クケチ キテ 

烏 孫 腰 間 佩. 兩 刀： 刃 可. 吹. 毛 錦 

ス I ^ビト 

爲 レ帶、  . 

. 先 づ此鳥 孫 王 は、 不斷 常住、 大小の やうに、 劍を 佩て 

ゐ る、^ を拔 きみに して、 毛 を 吹きつ くれば、 きる 

やうな、 名劍を 佩る、 佩る ところの、 さげ 緖は 錦 を 以 

て、 かざって ある、 又の 說に は、 烏 孫 王 は、 錦 織の ©を 

して、 c«s を さして、 居る を 云 ふ、 

ァク チウ チン シュ クス 土. ゥ 口 シッ パ  カツ ヒス エイ 

握 中 枕 宿穹廬 室、 馬上 割 飛 蠛 

チウ サ， 1 

蟓塞、 

弯廬室 は、 丸く 作って、 丸く 天井 を はって^る を 云 ふ 

穹廬 室に 寢て 居て、 不斷 枕元に をいて、 £ 々におに 乘 

て 蟝螺塞 あた，. =^ へ 出て、 割 飛し、 きりとば して 獵 など 

をす る、 此ニ句 は 烏 孫 王が、 不斷 はなさす、 持て 居る 

を 云 ふ、 弯廬室 は、 天井 を 丸く、 くみた る もの ゆ へ に、 

穹の字 を 付る、 胡 人の 居る 處は、 天井 を 丸く する こと 

ぢゃ、 穹廣 室と 云 ふとき は、 主人の 寢處 のこと、 

トラ パ  チ モウ リャゥ  レカョ クス、 マン  《 リン タリ  サ 

執. 之 魍魎 誰 能 前、 氣擦 淸風沙 


に、 ちって くる ゆへ に * 酒 香ば し、 玉缸 と は、 玉盃 と 

い ふと 司； （"こ. 


ガン 


胡笳歌 送 h 眞 卿 使 赴，， 河 隴， 

顔 は 氏、 眞卿は 名、 字を淸 E とい ふ、 河 隴は秦 州、 

河隴へ 御用で、 使 ひに 行く を 送る である、 

君 不レ聞 胡 ゎ办 ま 

3  thf フク 

胡 人 吹、 

胡笳. は 、中國 では 吹かぬ 笛お やによ つて 、胡國 へ 行て 

胡 笳を閒 くと、 どの やうな 氣の强 い 者で も、 た  > 悲し 

うて、 故鄕 のこと を 思 ひ 出して、 こらへ られ ぬ、 こな 

たも 今 胡國へ 行かる、 が 、定めて 行かれたならば 聞 

て、 かなしまる であら ふと、 さきの 悲みを 思 ひやり 

この やうに あら ふと、 胡 茄の歌 を 作 つて やる 、胡笳 の 

曲 は、 樂 府以來 悲しい ことに 作る、 其 わけ を 作て やる 

ので、. 4- 體胡笳 の悲を 云た て、、 總體吹 物と 云 ふ もの 

は、 どれ も悲 いと 云ながら、 胡笳の as は 別して 悲しい 

それ を 吹く もの はと 云 へ ば、 紫髯 の、 赤い 黑ぃ まじつ 


唐？ t  S 
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た髯の ある 人で、 髯は頰 にある ひげ をい ふ、 綠 眼の 目 

のおち くぼん. た、 猫の 目色の やうに 靑ぃ、 都で は 見 

なれぬ 者が 吹く 故に、 なをな を 悲しい、 

ク r  ヲ  ナブ  ダ子ハ ラシ ウサイ ス ロウ ラン セィ 

吹. 之 一 曲猶 未. 了、 愁殺樓 蘭 征 

ジ ュ ノ  ノン  ズ 

戍兒、 

吹の 字 を かさねて、 胡 笳曲を 一 曲し ま はぬ うちに、 樓 

蘭の 方へ 番手に、 行て 居る、 ど の や うな、 氣 象な もの 

も堪 へられぬ やうに、 悲しむ、 愁殺は 去聲に 作て、 き 

つう 悲しい 義 になる * 

リャ ゥシゥ  セゥク ハン ノ  キ タツ 

凉秋 八月 蕭關 道、 北風 吹斷天 

山 艸、 崑 崙山南 月 欲. 斜、 胡 人 向 

二  ク  ヲ  ノウ ラミ  マサ ュ ラント ヲ 

. 月 吹，， 胡笳： 胡 飾 怨 兮 將. 送. 君、 秦 

ス 

力 二 ム ロウ サン ノ クモ 

山 遙望隴 山 雲、 

時分 がら 秋の さむい 折りに、 蕭關 のみち を 通り ぬけ 

て 、行いて 天 山を藥 見られたならば、 草 など も、 北風 

に 吹 倒されて、 居る であら ふ、 其 元が 其 やうな 處を通 

らる は、 さぞく かなし からう、 胡 人が 別して、 月 

セ七 
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で、 武帝も 望 陵 臺の妓 女 ども！ も，、 漳 水の 流れて、 また 

か へらざる が、 如く 何も彼も なくなって、 仕舞た、 

ブテ ィキゥ チウ  リック 子ン， メニカ 

武帝 宮中 人 去盡、 年年 春色 爲 

レガ ル 

昌 んな武 帝の 宮人 も、 去盡 て、 しま ふた なれば、 誰も、 

もてはやす 者 もない に、 年 々春色 は、 誰が 爲に 來る、 

此 春色 を 友と した 人 は、 皆 なくなつ たと、 覽 古の 體で 

ある、 


韋 員外 家 花樹 歌、 

韋は 氏、 員外 郞は官 で、 韋 氏の 家の、 花木の 下で、 

花見ながら 酒 盛 をし、 花 を ほめて 作る、 花見の 歌 

と 云 ふ 意で、 題した ものである、 

今年 ノ花 d 去年 好： 去年 ノ人 到，， 今 

二 オフ 

年， 老、 

先づ、 はじめに、 花 を ほめたて、 花 ほどよい も の はな 

い 、今年 も 去年 も 同じ 通りみ ごとに t5  くが、 花に は 似 


す 去年の わかい 人 は、 今年 はば、 になる、 


シカ 


始 知人 老 不. 如. 花、 可. 惜 落花 君 

レ ハラ フ r 

莫. 掃、 

花と 人と をつ きくら ベ てみ るに、 人 は 花に 劣た と 云 

ふこと お、 今 盛 をみ て合點 した、 これにつ けても 可惜 

義 である、 花が ちっても、 ちった なりに して を か し 

やれ、 君莫 掃、 

君 家兄 弟不. 可. 當、 列 卿御史 尙 

シ 3 ラウ 

書郞、 

さて 其 元の 家の、 兄弟 * は どれ も、 歷々 であた るべ か 

らす、 世間の 者が、 まね もなら ぬ こと ぢゃ、 列 卿 御史 

尙 * 郞、 どれ も 重い 役人で、 隙 もない ことお や、 

テゥ ヨリ テ  ツ子 二. ク ハイス ヲ  ゥソァ  コゥ， 

朝 回 花 底 侄會. 客、 花 撲. 玉 .g, 春 

酒 香、 

しかも どれ も、 風流 入で 有て 、朝より 回る と： 牛 生花 底 

の、 もとに 客 を あつ めて、 酒 も を せらる 、、酒 もり 

のこと ゆ へ に、 花の香 も缸 にばつ と、 うちつける やう 


東 山 高 臥 は、 晋の謝 安が 故事で、 安 石不ん 3 は 蒼生 を 

如何と 天子に 重ん せられた ことが 有た、 吾 も 東 山に 

引 込て 居た とき は、 大抵で は 出まい と、 高く かま へ て 

居た に、 ひょっと 出た が、 不仕 合せ で 思 ひがけ もな 

い、 書物の 劍 のと 云 ふ もの をいだ いて、 他 國風麈 の 中 

に、 年老 はて、 仕舞 ふ は、 殘念ぢ や、 

リャゥ ショウ トメ テ カタ ジケナ フス  ヲ ハヅ ナン デ 

龍鍾還 忝ヒ千 石； 愧爾 東西 南 

龍鍾と 老衰る まで 、やっぱり 元の つらて 漸く 郡 主と 

なって、 二 千 石で 居る は、 はづか しい ことで、 おれ は 

少々 祿を とって 居る 間た、 そ れ r か 惑と なって 自由に 

あそびあるく こと もなら ぬ、 そこ 元な どの やうに 東 

西南 北 を、 自由に あそびあるかる/' からみれば、 此ゃ 

うな かるい 役に つながれて 居るな ど、 云 ふ こと は、 

いかう はづ かしい ぎで ある、 禮記檀 弓に 丘 也 東西 南 

北の 人 也と ある、 


A  n  ケフ ジャゥ 二 

登 _ 古 鄴 城； 


古鄴城 は、 魏の曹 操の、 城迹 おや、 此詩は 覽 古の 

體 である、 

リナ ヨリ レバ  二  ク タ 二 テ カル 

下. 馬 登， 鄴 城； 城 空復何 見、 

ふらく 馬に 乘來た 者が、 城迹に 登る に 付て 馬より 

下て、 古鄴 城に 上て みれば、 城 {4i うして、 復何を か み 

る ことで ある、 何にもない、 目 も あてられ たこと でな 

r  、 

東 風 吹， 野 火； 暮 入，， 飛 雲 1; 

さて 春の ことお やが、 暮 方に 東風が 野火 を 吹て、 飛 雲 

殿の、 屋敷 あとへ 燃て 行く、 

グゥ f  ノ方 タ イシ パゥ リャゥ  二 シャゥ スィ  メズ 

城 隅 南 對ニ望 陵臺； 漳水東 流 不，， 

力 へ ラ 

複 间； 

飛 雲と 云 ふが 持 合て、 飛 雲な どの ある、 銅雀臺 で、 城 隅 

を みれば 望陵臺 など は、 荒 はて、 ある、 魏武は 色 ふか 

い 人で、 おれが 死 だら ば、 銅 雀臺の 上で、 舞 を させて 

をれ が 陵 を 望ませよ と 遺言して、 死 だ その 妓 女に 舞 

を ま はせ て、 望んだ 城 隅の、 望 陵 臺の迹 へ S して みれ 

ば 向 ふ を、 流る、 潭 水の、 東へ 流る、 ばかり 昔の 通り 


000 


七 言 古 


七 Ht^ 


唐詩 選 


七 言 古 


七 四 


の 怒に 逢 ふて、 華 州の 司 功の 屬 とな.. >  しゅへ、 辭 

し て蜀 へ ゆく、 高 適 も 同じく 蜀、 彭、 一 一州の 刺史 

をつ とめて 居た 故に、 浪人の 子 美に この 詩 を 作 

て 贈た、 此 とき 杜子美 は、 蜀の 嚴武が 世話で、 成 

都の、 iiS 花溪の 草堂に 居る、 時節のう つり 替るを 

哀み、 不遇 を、 いき ど を，.^ たる ことで ある、 

人 日 si 亂 草堂； . 

杜子类 が 居る、 成 都 花溪 の、 草堂に、 寄る に 付て は、 


遙 憐 故人 思 k 鄕； 

はるかに、 此方が 推量し、 憐 むは、 時節の 移， 9 か はる 

に 付て は、 おれが 故鄕 を、 思 ふに 付て、 定て 故人 も、 故 

鄕を議 しう、 思 はるで あら ふ、 

リウ ギゥ n ウメ  ヲ ズ シ ノビ ルニ  ミチ テ  -I  ク 

柳 條 弄. 色 不. 忍. 見、 梅 花 满. 枝 空 

ダン チヤ ウス 

斷腸、 

柳條、 梅花の、 色 を 弄し、 枝に 満て ある は、 面白い はす 

のこと なれ ども、 故鄕 を、 戀 しう 思 ふ ゆ へ に、 みるに 

不忍腸 をた つば かりで ある、 かやうな、 景色 も、 故鄕 


で. みたら ば、 おもしろ からう が、 他鄕に 居て は、 何 を 

みても、 愁の 種と なる、 


r ダク 


身 在， 南 蕃， 無. 所. 預、 心 懷百憂 S 復 

セン リ 3  , 

千慮、 

吾 身が、 蜀の とざま 役人と なって 居る 故に、 南 蕃へ流 

され もの、 同前 なれば、 朝廷の 政に ぁづ かる こと もな 

いに よって、 朝廷へ 御諫 を. & 上たい と 思 ふても、 何 

を 云 ふても、 南蕃に 在て は、.！. 仝， しく 心に 抱き 愁て 

のみお や、 蕃 は他國 奉行の 居る 處を云 ふ、 百の 千の t 

云 ふ は、 數多 いこと をい ふ、 

今年 人 日 空 相 憶、 明 年 人 日.^ 


る 


近くに 居て さ へ も、 其 元の 處へ 行て、 遊ぶ こと もなら 

ぬ、 此方 どもの やうな、 小官 は、 明年 は どこ へ 追 やら 

れて、 人 日 を どこで しゃう も、 しれぬ、 

イチ グ f  ァニ ン ヤシ ョケン ォ ヒント ハ 

1 臥 東 山 三十 春、 豈 知書劎 老，， 

フゥ デンニ 

風塵： 


タク チ ウノ 力  セゥ ヒ、. 、二 フン ，-、  ノ  ク 

宅 中 歌 笑 日 紛紛、 門外 車馬 如 

ノ アツ マル 

. 雲 屯、 

幾度 ともなく、 報 譽人を 殺しても、 氣 象な もので 人に 

まける と 云 ふこと ヒ せぬ ゆ へに、 やつ ば，.^ 息才で tQ 

る、 遊俠 子どもの 家に は、 人が 大勢： 集って、 歌つ 笑つ 

每 H  く、 紛々 と 繁昌す る ゆ へ に、 門外に 歷々 も 雲の 

如く 大勢 あつまって、 もてはやす、 

タ  ラカン タン  テカ レニ ゼナ ルシム  ヲク ナ テモハ 

き 知 肝 膽 向 .誰 是 、令. 人 却 憶，， 平 

原 君；  - 

かやう に 人 大勢 集る 中で も、 吾心に 思 ふ ところの 肝 

膽を、 うちあけて、 はなす 者 は 無い、 是 なると 云 ふ は、 

これ ぞと 肝膽は ゆる され ぬと 云 こと、 今の 世に は、 

一 向 肝膽を 、ゆ るす もの はない によって、. #1 し 趙の公 

子、 勝、 平原 君の やうな、 俠客 すきが 思 ひ 出される、 此 

ところ は、 訓解が よくない、 我ら か氣象 は、 平原 君が 

食客に も、 おとらぬ によって は さぞ 平原 君が やうな 

人が 居たならば 面白から ふ、 趙の 平原 君、 魏の 信 陵 

君、 齊 の孟嘗 君、 楚の泰 申 君、 これ 四 人が 大名の、 男 だ 

0  00 七 言 古 


てで ある、 

君 今 人 交 薄 、黄金 用盡 

力へ ッテソ サクス  テ コレヲ カン タンク -ジシ ゥ ユウ ヲ サラニ  テ 

還 疎 索、 以. 兹 感 歎 辭， 舊 遊： 更 於，， 

時 事， 無. 所 .求、 且 與， 少 年， 飮，， 美 酒； 

セキ レフ ヤン  ノ ホ トリ 

往来 射 獵西山 頭、 

遊俠 子が 云 ふやう に は、 今時の 交 態の、 つき 合の、 う 

すくし いと 云 ふ は、 か、 つた もので はない、 黄金 

をつ かひ 切た とみる と、 踩 索して、 あて つけて、 つき 

合もう すくし うなる、 これ を 以て、 感歎して、 舊遊 

に斷 は，.^ を 云て、 此方から 交り を 絶して やる どうで 

交る にたらぬ と 思て 居る ゆへ、 更に 何も 望がない、 ま 

づ且》 少年 どもと 、美酒で も 飲んで、 往來 して 西 山の 

ほと hN に獵 など をして、 なぐさむ がよ い、 

人 日 寄，， i  二 拾遺， 

杜子美 は、 肅宗 の^ 左 拾遺の 官を授 りたれ ども、 

房馆が 宰相 を 罷られ たる を、 上書して、 諫 て肅宗 

七三 
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居らる 、ゆへ に、 必す すぐれた 佳士 にあ ふて、 手前の 

繪像. V 書いて、 くれやれ など たのまれた らば、 其 人 

を、 みる やうに、 か /- るで あら ふ、 さていた はしい こ 

とに は、 #1 はか やうに、 人に 用 ひられた が、 今 は 干戈 

の 際にお ちぶれ て、 居らる 、 に 付て、 此邦 にても 土 佐 

の 、何某が、 天文 永 祿の亂 に 逢て 、大 53： 繪を 書て、 渡世 

したやう に、 しば 道 通りの 人に、 たのまれても か 

いて、 やらねば ならぬ やうに なられた は、 をし いこと 

である、 度々 不仕 合せが、 つ 3. いてさし つか へが 出來 

て、 何も 知らぬ 者にまで、 にらまる 、 やうに なった、 

世間に 貧乏な も の も 多い が、 そこ 元の やうな、 文才 

風流で、 貧乏な 人 はない、 - 

ii ^ 古來盛 下、 終日 坎 壤 纏： 

ノ 子 

其 身 一 

この 二 句 は 霧が 不仕 合せな を 慰る ので ある、 但看昔 

から、 さかんな きこ へ ある 人に は かなら す さしつ か 

へ る ことが、 付て 廻る もの ぢゃ によって、 そう 思 ひ あ 

きらめて 居られい、 坎璟は 左り まへ になる こと、 纏と 

は、 不斷 常住 身に、 からまって 居る 心で ある、 


七 二  - 

カン タン セゥ 子ン カウ  カウ セキ 

邯鄲 少年 行  高 適 

邯鄲 は、 今の 趙州 のこと、 これ は樂府 題で、 上べ • 

は 少年の 氣 象な こ. -ろ もち を 云、 下心 は 手前の、 

世間に あは や 世の中の 交り は、 薄い 者ぢ やと、 世 

をい きど ほり、 みかぎつ；^ こと を 云、 邯 鄆 も 天下 

の 五 都の 一都、 

サンタン  ケ フシ ラホ コル スト 

邯鄲城 南遊俠 子、 自 矜 生 ft 邯 

ノ ゥチニ 

鄲裏； 

邯鄲 の、 城 南に 生れた、 男 だての、 遊俠 子どもが、 他國 

へ 出ても、 つね < ^自矜 て 自慢 をして、 云 ふ に は、 お 

れら は、 邯鄲 生れお や 近くよ つて、 けが を しゃるな、 

% と 云 ふが、 自ら ほ，  > るのお や、 

ヤン ヂ ヤウホ シ イマ •  -ーメ ハ クチ へ ナチ  イク パク ロガ  メ ァダ fN 

千 場 縱 . 博 家仍 富、 幾處 報. 譽 

身 不. 死、 

かの 男 • たて どもが、 千 場の、 そこで も、 こ、 でも、 錢を 

惜します ほしい ま にばく ち を 打ても 、やつば う、 身 ， 

K がよくて 居る、 


支宗 御き げん の、 あま に 思 ひ 出し て 、大 宛國 から 献 

じた、 玉 花 驄と云 ふ 名^ を、 平生 1 みる やうに と、 思 召 

て、 これまで 上手の 肅 かき ども を、 あつめ て、 書 せら 

れ たれ ども、 よくない に よって 、凌-富 閣の、 盡の 彩色 

がよく 出來た を、 御 覽 じて、 さらば 將 軍に^  、せいと 

あって 御榻 のしら すの 前の、 た、 き 土の 赤禪の 下へ、 

引て 來る 模様が、 はるか 向の 圃閬 門の 方 か. ら、 長 風 を 

生じて 、すさまじ くみえて 來る、 さあ、 あの 馬 を、 絹 素 

の繪耦 に、 かき ませい と 仰 付ら れた、 拂と 云 ふ は、 無 

造作な、 もやう、 うちな ぐると、 いふ ほどの こと、 意匠- 

はこ 、 ろつ も， 0, をす る こと、 5^ 澹は、 無造作に つもる 

こと、 經營 は、 燒筆を あて、、 した 繪を つける 、繪 が 

出來 あがって、 見れば、 斯須と は たちまちの うちに、 

禁裡の 奥の間に 、具の 龍が、 出た やうで あった、 これ 

まで、 此駿 を寫 した 人 も、 多く あれ ども、 外の 人々 

の貌 した、 繪 ども は，； みな 洗 ひ だした やうに、 なって 

仕舞た、 そこで 天子 も、 御き げんで、 手 を榻の 上へ、 か 

けて 御らん する に、 御 榻の盡  一 £:? と、 庭前の 玉花驄 とが 

屹 とかう ベ を、 上げて、 にらみ <^ て 居る やうな を、 御 

らん じて、 天子 も、 御き げんよ くな つてき て、 さあ、 褒 


美に、 黄金 を とらせい と、 あった ゆへ に、 赤塌 に、 ひざ 

をつ いて 居る、 圉人太 僕の iiT ぁづ かりと もが、 惆悵と 

うらやましそう に、 見て 居る と、 よく 云 ふた もので 

ある、 

カンカン  ク  リ  二  ョクェ ガイ ナ  テキ ヮム 

弟子 韓幹早 入 i  、亦 能 畫. 馬 窮，， 

シュ や ウテ カン ハ 夕.、、 .1 テ ニクヲ ズ ヱガ、 チ シ ノン- テ  ム クハ 

殊 相； 幹 惟 畫. 肉 不 .畫. 骨、 忍 使，， 驊 

リウ チン  チウ サ ウセ 

騮氣凋 喪：. 

中に も韓幹 は、 奥義 を、 き はめて、 すいぶん よく か、 

るれ ども、 た  >  上 は ベ の 肉ば か. 9 で、 神 骨 を か 、す、 

うつくしう 出^て、 忍て 無 利に 驊騮の やうな、 名馬 も 

氣が なくなって くる、 

ノゼン グハ ケダシ リ  ラズ ァハパ 力 シ-ー  タ 

將軍善 畫 蓋 有； r 必 逢，， 佳 士， 亦 

ゥッ サン シン ヲ ゾ ク コン ヒャゥ ハク カン クハノ ァヒダ シパ？ t^- ハク ス ジン 

寫 .眞、 即今 漂 泊 干戈 際、 屢 貌 尋 

ジャゥ ノ ミチ キ 〈マツ テ テ ル ゾク ガン 二  二 ラマ 

常 行 路 人、 途 窮 反 遭，， 俗 眼 白； 世 

ダ ラ ク ナルコ ウノ マヅシ ギガ 

上 未. 有. 如 X ム 貧； 

將 軍の 窬は 上手の 段で はない、 格別に 神妙 を 窮て、 
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. 我 如， 浮 雲 マ 

曹將軍 は、 天下の 能書に なら ふと 思 ふて、 王義 之が 師 

匠の、 衞 夫人 を學ん で、 見られ たれ ども、 王義 之が 上 

へ は 出られ まいと 思 ふて、 書に か られ た、 さて それ 

が 面白うな つて、 年の よる を もしら す、 そ れ故 、世間 

の 富貴 福祿 は、 何とも 思 はや、 打す て、 おかる で、 

ある、 


ケンス 


開 元 之 中 嘗 引 見、 承. 恩 數上南 


ナシ 


薰 殿、 凌 煙 功臣 少， 顏 色； 將 軍 下 

ヲ ク セィ メンチ リャゥ シャゥ ヅ  ノ  ク ハン モウ 

.筆 開，， 生 面； 良 相 頭上 進 賢 冠、 猛 

シャゥ ヱゥ カン ノ タイ ゥ セン ホウ , -ゥ ガク 力れ モウ ハツ 

將 腰間 大羽箭 、褒 公 鄂 公毛髮 

キエ ィ シ サッ サゥ トメ ル カン セン ヨリ 

動、 英 姿 楓爽來 _ 酣戰； 

開 元年 中、 玄宗の 時分と ざまの 役人 なれ ども、 呼 出さ 

れ目見 を、 仰 付ら れ、 これより 以前 唐の、 太宗の とき 

に、 凌雲 閣と 云ふ閣 へ、 その 時の、 功臣 二十 四 人の 像 

を、 後世に 寫 しのこす 爲に、 書て 匱れ たが、 主 宗の時 

まで は、 六 七十 年間の ある こと ゆへ、 書 像の 彩色が、 


うすくな つた ゆべ に、 將 軍に 詔 有て、 さいしき させい 

と、 仰 付ら れ たから、 かしこまって、 直に 擎を 下す と、 

生きて 出る やうに、 彩色した、 其內の 文官の、 良 相 達 

は 冠 も、 おとなしい、 進 賢 冠 を かむ つて 居る、 武官の、 

大羽箭 なと を 帶て いる、 猛將 ども は、 毛髮 や、 ひ げ な 

ども 怒て、 直に 動て 出る やう に 見える、 英姿 は すぐ 

れた貌 、颯爽 は ぞっとす る やうに 有て、 風 を 生す る や 

うに、 す さましい 顔つきで、 たい 今戰 場より、 歸 つた 

やうに み ゆる、 酣の字 は、 たけな はと 讀て 、職 ひさい 

中. のこと である、 

ノ  プゥ グハ n ゥ  クノ ハク スピ re 

先帝 天馬 玉 花驄、 畫ェ 如. 山貌 

ラノ  キル セキ チノ モト ハル 力 二 ナ シャゥ 

不 .同 、是 曰 牽來赤 溝 下、 迥 立，， 閬 

闔， 生，， 長 風； 詔 謂將軍 拂，， 絹 素； 意 

シャゥ サン タン タリ . ケィ ヱ イノ  チ シ シュニ  シン "ャゥ 

匠 慘 澹 經 營 中、 斯 須 九重 眞龍 

ヅ イツ セン メ  ノ ハン パテ ムナ. ン  力へ ッテ  リ 

出、 h 洗 萬 古 凡 馬き、 王 花 卻 在，， 

ギヨ タウ ノ  へ 二  ティ ゼ ンキヅ トメ  t  フシ . ゾン 

御榻 上； 榻上 庭前 屹相 向、 至 尊 

フ クン- テ ヒヲ フス タマ フ r ヲテ キヨ ジン タ 1 ボク  ナ チウ チヨ ウス 

含， 笑 催. 賜. 金、 圉 人 太 僕 皆 惆悵、 


周の 穆天 子が、 河宗伯 夭と 云 ふ 水神の 處 へ-幸 ありし 

か ば、 河宗伯 夭が 、束 帛を献 じ 、加 壁の 禮を、 おこなつ 

た 故に、 天子の 寶器 を、 伯 夭に 御 見せな された ことが 

ある、 また 漢の武 帝が、 江 水 を 渡る とき、 蛟を江 中で、 

命じて 射させられた こ、 で は支宗 の 氣 象な こと を 

いふ、 i> ；宗は 豪傑で、 古への 穆 天子. の 河 伯 を 呼出して 

寳を献 じさせた、 やうな こと もあった が、 今では 崩御 

なされて、 瀵の武 帝の、 蛟を 射させられた やうな、 氣 

象な、 天子 も 無い と、 天子の 故事 を 二つ？ 3 して、 支宗 

を惜 むで ある 故に、 

君 チ見 金 1^  § 前 松柏 裡、 龍 媒 

去盡鳥 呼. 風、 

君不， 見と、 詞を あらためて S て、 支宗の やうな * 氣象 

な 天子 も、 余. 粟堆 の、 松 根の 中に、 陵が たてこめて 有 

て、 龍の 媒 になる やうな、 馬 は 去り 籤て、 た  >  野鳥 な 

どの，^^く風に呼はって居るを聞くのみぢゃと云は、 

當 時肅宗 の 勢 ひの ない こと を 云 、穆 天子の 故事 を 出 

した は、 八駿 ar かおる ゆ へ こ、 へ 的 切の ゆへ で、 


靑 引 贈 J 曰 將 軍 霸， 

丹靑 は、 さ いしき 繪ぢゃ 、霜 は 此 人の 名ぢ や、 今 

は 浪人 なれ ども、 本と は、 官 人で ^^なに よって、 

官を 呼で 曹將 軍と 云 ふ、 今官を やめて、 いらる ， 

風流 人ぢ やが、 おち ぶれて. 居る を、 なぐさめて、 

作く る、 

將軍魏 武之子 孫 、於. 今 爲. 庶 爲，， 

エイ ユウ/ カツ キヨ へ ヤンヌ ト  、フン サイ 

淸門： 英雄 割據雖 .已 矣、 文釆風 

マナ テ ソンス 

流 今 尙存、 

曹將 軍に 於て は、 誰 あら ふ、 魏の武 帝、 曹 操の 子孫 で 

ある、 今 おちぶれて 土民 庶 人に なって、 で ざれ ども、 

淸 阿の 歷々 の 家筋で、 天下 を、 二分に 割據 しさき わけ 

て 居られた 曹操 は、 英雄で 割據 して、 吳蜀 と. 天下 を 

爭た 人お や、 その やうな 勢 は、 今 は なけれ ども、 文才 

風流な こと は、 尙 やっぱり 御子 孫の 此 入に 殘て ある、 


學 JE 初 學衛 夫 人： 但 恨 無. 過： 王 

右 軍； 丹 き 不. 知 老 將」 至、 富 貴 於 


廣^ 選 
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その外の 七 匹 もす ぐれて、 いき ほひが よい、 迥 然と 寒 

穴ェ の、 雪の ふる i4l など を、 の そむ やうに すごくて、 ぞ 

っとするゃぅに、勢を：書き出した、馬の.v.^さまじぃ、 

やうす をい ふたもの である、 


霜 蹄 蹴 踏長楸 間、 馬 官厮養 森 

ス レツ ヲ 

成. 列、 

蹄も强 くて、 霜 を ふむ やうな、 すごい もやう が ある、 

長楸の 並木の 間な どに、 蹴 踏す る 處を、 書て あるが、 

生きて おどる やうに みえて、 馬 官の馬 役人が、 厨 養す 

る やうす を 書て、 馬官 どもが、 淼 然と、 列 を なして 居 

る、 

シ ユン チ 


可. 憐九馬 爭，， 神 

九 馬 爭-ー 神駿ー でれ も、 よく 出來た 故に、 みる もみる も、 

愛すべし、 可憐 は、 可愛な り、 

顧視淸 高 氣 深ま、 

氣象 高に、 うしろの 方 へ ふ.^ 向いて、 居る やうすな ど 

も、 深穩 と、 おんとう にみ ゆる、  - 


借問 苦心 愛 者 誰、 後 有，， 韋 諷， 前 

支遁、 

借問す 苦心に い かふ、 精 を 出して 愛する 者 は 誰で あ 

らふ、 古 は 支 遁が馬 やきで 有た が、 今では 御 亭 主 、韋 

諷錄 事、 其 元が 馬す きで ある、 

ヲモフ  シ ジ ユン * ゥ セン r テ シン ホウ キゥニ スィ クハ ハラ フテ チ ツナ 

億 昔 巡 奉 新 豐 宫； 翠 華 拂， 天 來 

フ 二 

向. 東、 

これに付て思ひ出したh^、玄宗の昌なる時、翠華の旌 

を 立て 、東方 新 豐宮へ 御幸の、 折からに は、. 


騰疆 磊落 三 萬 匹、 皆與， 此 圖， 筋 

コ ッ  シ 

tk 同、 

足 達者な、 力量の すぐれた 馬 を、 三 萬 匹 ほど 御 つれな 

されて、 あつたが、 みな 此醐の 馬と 筋骨が 同じく、 丈 

失 であった、 騰骧 は、 馬の足の 達者な こと、 

H  リ ケンノ ラヲ  ノ 力 ソゥニ  ン  タイル ミッチ チ 

自 獻. 寳 朝，， 河 宗： 無. 復 射蛟 江 

ノ チ 二 

水中： 


て婕妤 から 才人と 云 女官へ そのみ ことのり を 傳て瑪 

瑶 盤 を藏內 より 索 出し、 

盤 賜ー將 軍， 拜 舞歸、 

そこで 將 軍へ 瑪瑙 盤 を 賜て、 左右の 釉を ひろげて 拜 

してう けと な、 拜 答と 云 ふて 左右の 釉を ひろげて、 舞 

g: 貌の やうに する、 此方の 小 笠 原 流に した もので あ 

る、 

ケィ ク ハン サイ キ  ヒ ツイ t  •  • 

輕紈細 綺相追 飛、 

支宗 もことの ほか、 御き げんで、 輕紈 細. 綺 とて、 いろ 

-/^ の 薄物の、 たん 物 を 追々 に 下さる 、である、 

キ セキ ケン モン  テ ヒッ セキヲ メテ チ ホフ ヘイ シャゥ ズル Ills 

貴 戚權門 得 筆 跡： 始 覺 屛 障 生，， 

ク ハウ キヲ 

光輝： 

歷々 方の、 座敷な ども、 將 軍に 繪を薔 て もら ひ、 筆跡 

を 得て、 屏風から かみの やうな 物 も、 かく 別に 結構な 

ことにお も ふ、 あの人の 座し きに は醬將 軍が、 赛がぁ 

るな どと 云へば、 人が 格別に 思 ふやう にある、 

タイ ゾ ウノ ケン マウ クハ  キン ジ  ク ハク かノ  シ 

昔日 太宗拳 毛騵、 近時 郭家獅 

00  0 七 言 古  un 


子 花、 今 之新圖 有，， 一一 馬； 復 令， 識 

シ；. 'ラメ ク タン チ  レ  ナキ セン イツ テキス パン 1| 

者久嘆 嗟； 此 皆騎戰 一 敵. 萬、 

已 上馬 九つ ありと み ゆる、 昔 太 宗の御 ひさう の、 拳 毛 

a と、 近い 比の 郭子 儀が、 獅子 花と、 今の 新圖 に、 此ニ 

疋を 書かき、 まさ^ \> しく 生た やうに、 ある ゆ へ に、 

拳 毛 a  、獅子 花な ど を 見知た ものが、 みると さてく 

是は、 よく 出來 たと 云 ふて、 膽を つぶして、 嘆息す る、 

此ニ 匹の 名馬に 於て は、 戰 場に のぞんで は 一匹で 萬 

に 敵す ると 云 ふやうな、 すぐれた 馬 どもで ある、 

iiA- 漠ぼ 開，， 風沙； 

白い 槍 絹に、 二 匹の 馬 を 書て あるが、 输賴 のしろ いが 

漠々 然と 砂漠の やうに み ゆる、 それ を 推 開て 出る や 

うに 見 ゆる、 絹に 書いて ある-馬が、 いきて 出る やうに 

ある 故、 あたりの 白い ところまで も、 沙漠の やうに み 

ゆる、 

ノ  タ シュ ゼッ ケィ トメ シ  ノ スガ 

其餘七 匹亦殊 絕、 迥 若，， { 永 { や 動，， 

ェンセ ツチ  ， 

烟雪； 

^ I 


唐詩 選 
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路に迷 ふ、 


ィ フゥ ロク ジノ  * クュメ ミル サゥ  グハ パノ 

韋諷錄 事 宅 觀，， 曹將 軍畫馬 


ヅチ 


靠諷は 名、 錄事は 官名、 曹將軍 が、 書 馬 を 見て 作 

るので ある、 

n クシ ョョ リコ メ カタ ェガク 1 アン パヲ 

國初 以来 畫， 鞍 馬； 

國 初と 云 ふ は、 唐の 世の 初 也、 鞍馬 は、 くら おき 馬な 

ウル ナチ 


神妙 獨數江 都 王、 將軍 得. 名 三 

サイ 

十ぎ 

江 都 王、 名 は 緖と云 ふ 人で 有た 、敷る と 云 ふ は、 指 を 

b の 人 數と云 ふ ほどの こと、 江 都 王に 相續 では、 曹將 

軍が、 三十 年 このかたの 名と，..' である、 

人間 又 見 眞乘ゥ 黃、 

乘黄 など 、 云 ふ は、 名馬の 名で、 天よ b  P 下て、 馬 


を 產* た 、これ を 乘黃と 云 ふ 天馬で、 人間の 見る こと は 

なるまい と 思 ふて 居た に曹將 軍の 書 馬に 於て、 本ん 

の 乗 黄.^ みた、 眞の字 を 付た で、 縫と 云 ふこと が 知れ 


る 


曾 貌，， 先帝 照 夜 白； 龍 池 十日 飛，， 

へキ レ *• チ 

霹靂； 

貌と云 ふ は、 生き うつしに する こと、 先帝 は 玄宗の 時 

に、 照 夜 白と 云 ふ、 御 ひさう の 馬が. 有た 、やがて 年が 

よって、 死ぬ るで あら ふとて、 興慶 池へ 御遊の 折りに 

曹將 軍に 詔が あって、 照 夜 白 を、 生寫し に、 うつせと 

上意が あって、 忽ち 書かい て 出した、 其 妙に、 天 も 感 

應 ありし かして、 興慶. 池の あた.^ が、 十日が 間 雷が 鳴 

た、 これ 實事 である、 

タイ フ  アン n ウノ  メ  ノウ ハン セフ m  へナ In ト ノリ ヲ 

內府殷 紅瑪瑶 盤、 婕好傳 .詔 才 

モトム 

人 索、 

そこで 天子 も 御氣に 入、 御機嫌の 餘 b に內府 の、 御納 

6, の 內ち藏 にある、 えびす から 献 じた、 殷 紅色の、 

瑶盤を 賜ん と、 捷妤と 云 女官へ を ほせつ けらる、 そこ 


ィル  ヲ イツ セン マサニ 方 ッ サゥ ヒ  ョク 

射. 雲、 一 箭正 墮雙飛 翼、 

白い、 飼いた つた. に、 金の 轡を かけ たれば、 嚼嚼 と、 

くつ ゎづら を、 齧んで 馬 もい さむ、 さて 才人 女官た ち 

は、 身 を 返して、 うしろの 方 へ ふ，..' 向いて、 天 を 仰て、 

雲 を 目 あてに、 矢 を 射る が、 しかも、 一矢に ニ匹づ 、 

射て 落す 男 勝. CS の 弓の 上手で ある、 

メイ ホウ カウ シ  マ クニ 力 ル 

明眸， 賠齒今 何 在、 

其 やうな すぐれた もの、 明 蹄 維齒 の、 氣量 よい 美人 も 

今 何く にか ある、 明眸 皓齒 は、 美人の 相で ある、 

チ ケガク ユウ コン ル r テズ ェ 

血 汚 遊 魂 歸不. 得、 

楊食妃 も、 《 嵬が 原と 云 ふ 處で、 殺されて 、血が その 

遮 を 汚した、 幽魂 も 其 あたりに、 うろた へ て 居て、 都 

に歸る こと もなら す 居る であら ふ、 此の 句 は 訓解の 

注がよ くない、 唐仲舒 は、 九つで 目が つぶれて、 地理 

を しらぬ によつ て、 考へ そこな ひぢ や、 

ハ  レケン カク ハ  シ. *-m ジゥ t  シ 

淸渭東 流劎閣 深、 去 住 彼此 無，， 

シャゥ リク 

消息； 
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渭水は 西より 東へ 流る、、 劍閣出 は、 蜀の 入、 り 口に あ 

るに、 長 安の 南に あたって 有と 云 ふ は、 途方 も ない、 

方角 差 ひで ある、 淸渭は 東 流し、 支宗の ござる 魏閣 

山 は、 深く と； りて、 通路 も な い、 去 住 彼此 蜀の 方へ 去 

て 居る もの も、 此方に 住して 居る 者 も、 一 向に 消息の 

便りと 云 ふこ ともならぬ は、 あさまし いこと である、 

リ -ジ ャゥ .：；：- ウル _K ス ヲクテ 

人生 有. 倩 涙：^  JT 

人生 情 ある 者 は、 此 やうに、 むごい めに 出逢に 付て は 

か なし う てなら ぬ 故 に、 淚が むね を 沾す、 

ァニ ヅィニ キ ハマ-マン カウ n ン コ  キ  チリ 

江 水 江 花豈 終極 、黄昏 胡騎 塵 

ミツ  ロニ ス レバ ユカ ン トセ ィ  二 ヮスル  ヲ， 

満. 城、 欲. 往， 城 南， 忘，， 城 北； 

心ない 江 水、 江 花 は 極り 止む と 云 ふこ ともなく、 いつ 

でも 見 止む こと もない が、 それから 見れば、 いかい 違 

ひぢゃ 、黄昏の、 くれつ がた まで も、 うろく 思たり、 

ながめた りして 居る うちに、 安祿山 方の、 胡 人 どもが 

塵 をた て •、、 都 中 を かけ 廻る を 見て、 それ を さけ や 

う、 さけ やうと 思 ふゆ へ に、 城 中に 忍で 居る 者 も、 诚 

南の 方へ 行く こと、 思へば、 あの 城 北の方 を 忘れて、 

丄ハ五 
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少 陵野老 呑. 聲 哭、 春 日 潜行 曲 

n ゥ  ノ  トザス  テ サイ リウ シン 

江 曲、 江 頭 宮殿 鎖， 千 門； 細 柳 新 

ドリ ナル 

レ言 翁 


少陵 は、 子 美が 在處 にある、 野老は 手前 を さして 云、 

少 陵の、 在鄕を やおが、 曲 江の 曲の 去年まで と は、 ち 

がふて、 者 さびしい やうす をみ て は、 聲を たて、 泣た 

ふお もへ ども、 祿山 方の 者に 間 付ら れて は、 ならぬ に 

よって、 舞を含 で哭 す、 *02  、手 あみがさ で ひそく 

潜行して、 曲 江の、 曲へ 来て みれば、 支 宗は蜀 へ ー洛さ 

せられて 、幸 もな いに よって 、芙蓉 苑の御 な b 御殿な 

ども、 みな たてこめて 有て、 細 柳 や、 蒲の たぐ ひも、 た 

れ もてはやす 者 もない に 、やつば. 春 を わすれす、 綠 

に 芽 を、 出した、 

チモフ .シ ゲイ セィ リシ r チ ナン ェン- 一  ノ  ズ 

憶 昔霓旌 下，， 南 苑； 苑 中 萬 物 生，， 

チ 

顔色； 

去年まで、 支宗此 處 芙蓉 苑 へ 御幸の をり は 、苑 中の 萬 

物 草木まで も かく 別に、 色香 を まし、 賴色を 生じて、 


りっぱに 見 ゆる やうに 有た、 霓旌は 天子の 御. 先き の 

旌 である、 今 は 誰れ みる 人 もない に、 細 柳 や、 新 蒲 は、 

たれが ために 綠 なる、 心ない もの は、 普に か はらす、 

さきみだれ、 靑 やいだ と、 心ない 者に 云 ひよ せて、 世 

の衰へ 移た こと を、 哀しむ、 

セゥ ャゥ ギン リ  ダイ  ノ  フメ テグ ル マテ ヅ IS  -ー  ジス 

昭 陽殿裡 第一 人、 同. 輦 隨. 君 侍，， 

ノ た タハ ラ 

君側：  . 

第 一 人に、 楊 貴妃を さす、 昭陽殿 は、 女中の 居る 殿 を 

さす、 昔 を あげて、 漢の昭 陽の、 飛燕 は漢宮 で、 第 一 で 

有た と 云ぶ が、 さて 南苑へ 御幸の 折り は、 御氣 にい 

の 楊貴紀 を、 召 つれられて、 片時 も 側 を 離れす、 同 » 

に乘 て、 君の 側に 居て、 御 寵愛に ぁづ かった、 

レン ゼンノ サイ ジン ォブ ゥ センチ 

輦前 才人 帶，， 弓 箭； 

.W 宗は、 風流な 人 ゆ へ に、 ぁぢな 物す きを せられて、 

才人 女官 を、 男 出立に こしら へ、 弓箭 を帶 させて、 

しかもみ なか ざり 立た、 馬に のって、 御輿の 先に、 立 

ち 並んで 通る、 

シャク カウ ワウ ゴンノ ヲ モウラ ガ ヘシ チ ナ -I ァチ イデ 

,归 馬 M 園— 金； 勒： 翻， 身 園#— 


キタレ re 


家 眠、 天子 呼來 不. 上. 船、 自 稱 臣 

是酒中 仙、 

李 白 は 酒 さへ たんとの むと、 詩が 澤 山に 出 來る、 さけ 

にさ へ. 醉と、 どこに でも 寢 ている 男て あった、 或る時、 

支 宗の 白蓮 池の 御幸の 時に、 李 白 をよ びに、 つか はさ 

れ たれば、 酒屋へ 行て 寢て 居た を、 やうく つれて 來 

たが、 きつく 醉て 居る ゆへ 船に のる こと もなら す、 や 

うやく 人に たすけられて、 船に の， 0 ながら も、 へらす 

口 をき いて、 吾 は 酒 中の 仙人 ぢゃ によつ て、 御 許る さ 

れいな ど、 いふた、 


張 旭 三 杯 艸聖傳 、脫， 帽露 王 

<,^前、揮.毫落.紙如，雲齓： 

張 旭 は、 草書 かきの 名人 ぢ やが、 歷々 の 前で は、 冠 を 

とるな ど、 云 ふこと は、 無 醴ぢゃ を、 此男は 酒に 醉て 

は 何とも 思 はす 草書 を、 かけと 云 はる、 と 直に 心得 

ました、 など 云 ふて、 冠 をと つて 頭 を、 硯に ひたして、 

書く やうな 風流な 者で ある、 一 たびに 筆 を 握て、 書く 

に 至て は 飛白な どに 書た ところ は、 雲烟の 如く、 み ご 
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とに 出來て ある、  . . 

セゥ ィ  ► サニ タク ゼン カウ ダン ユウ ベン  カス 

焦遂 五斗 方 卓然、 高談 雄 辯 驚，， 

シ ヱンヲ 

四 筵； 

焦遂 は、 酒 吃と 云 ふて、 平生は どもり て、 酒の 五斗 も 

のむ と、 辯 舌が すぐれて、 云 ひにくい こと を も、 よく 

云 ひ 出して、 四 筵の 座敷 中 を 驚かす、 

アイ n ゥ トウ 

哀江頭 

支宗 は、 祿 山が 亂に 都 を 落て、 蜀の 西 都に ごさ 

る、 都は祿 山が 亂で、 さはが しく、  i 宗に 仕へ た、 

杜子 美な どが やうな 者 は、 方々 にかくれ て 居る、. 

都 曲 江 あた リも、 玄宗の 都な された 時分と は ち 

がふて、 さび 返った 體を哀 て、 作た 詩ぢ や、 さて 

哀江 頭と 題した は、 廣 信が 哀江 南と 云 ふ 詩 を、 作 

つた を ふま へ にして 作た、 大體歌 行な ど は、 この 

やうに ふまへ をして 作る が よい、 i 宗 方の もの 

と 、みると 取て しめらる によつ て、 曲 江に かく 

れて 居る やうす を、 よく 云 ひとった ものお や、 

遠  1 
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汝陽王 名 は 珊と云 ふて、 諸侯 王であった、 此れ か は. 

者で 有て、 常の 者 は參內 する 折りに は、 愼て酒 をの ま 

ぬ やうに する、 此男は 酒 を 三 斗ば か， 0 飮 でから、 さあ 

此 きげんで、 參內 しゃう と 云て 朝 天、 よくく 酒が す 

きで 有た と 見えて、 是 ほど 酒 を、 飮で きても、 參內す 

る 道す がら 酒 をつ けた、 車な ど を 見て は、， つばな 装 

束 をして 居りながら、 飮 みたがって 、よだれ を 流して 

と をる、 前漢の 郭弘 が、 酒 を 好んで 云 ふに は、 官に封 

せられるならば、 酒 泉 郡に 封せられ たい、 外の 望 はな 

い、 さけさ へ あれば、 よいと 云 ふたが、 吾 も そうした 

いものお や、 ならぬ は 殘念ぢ や、 

サ シ ャゥガ  ツイ ヤス パン センチ ノム 「ハ シ  ノス フガ 

左 相 曰 興 費， 萬 錢； 欽 如 ，，長 鯨 吸： 

フ クン.； ブ ハイ ヲ シ i チ  ス サクト ァ 

百 川； 銜. 杯 樂 fe 稱. P 賢、 

左 相 は、 李 適 之お や、 金 もちで 有た ゆ へ に、 ふっと 氣 

が 向いて、 酒 盛を始 ると、 1 日の 中に、 萬錢を 費す こ 

と 何とも 思 はぬ、 そうじて 大酒 を飮 むこと は、 長 黥の 

百 川 を 吸 こむ やうで ある、 手前で つね '云 ふに も、 

我れ は淸み 酒が すきで 濁り ざけ はい ゃぢ やと 云 ふて 

居る、 此句は 李 適 之が 詩に も ある、 聖と は、 すみ 酒の 


  き 

こと、 賢と. は 濁^^ざけの>.0を云ふ、是は 魏の 時、 殿中 

酒 禁制で、 あつたに よって、 時の 官 人の 云た 詞ぢ や、 

_ ソゥ シハ セ ゥシャ タル  ァケ ナサ 力 ヅネチ  -1 メ ゾム 

宗 之 瀟 濯 美 少 年、 擧. 纏 白 眼 望，， 

チケゥ トメ  シ  ノ  ノゾ ムザ  ュ 

靑 天： 皎 如， 玉 樹 臨，， 風 前： 

崔宗之 はさつ ばりと、 洗い 上た やうな、 美少年 で、 擧 

杯 白眼に して 、ふり 仰て、 世間 を 非に 見て 居る やうす 

酒に 醉て、 形義を 待く づ したやう すな どが、 皎然 とき 

よら かに 有て、 玉樹の 風前に の そむ やうに ある、 

V シン チャウ サイ メ シゥ フッノ  へ スィ チウ ワウ く アイス 

蘇晉長 齋繡佛 前、 醉中 往往 愛，， 

タ ゥ ，セン テ 

逃禪； 

蘇晋 はか はり 者で、 肴が 嫌 ひで、 常々 精進 長齋し て ゐ 

る、又ぬひ繪の彌勒佛を、(：^住床に か. けて おいて、 彌 

勒佛 は、 酒好きて あつたと 云 ふが、 をれ はこの 佛は氣 

に 入た なと 云て、 それ を 肴に して、 酒 をのみ 醉 まぎれ 

に は、 をれ は座禪 すきお やと 云て、 それ を 云 ひぐ さに 

して、 めったな 者 をば、 よせつけぬ 人であった、 

李 白 一 斗 詩 百篇、 長 安市 上酒 

 K  


ヤメ テ 土ンヲ チウ  スレパ  ス ムシ II ヲ イク パク ノ 力 ョ セン レー 一 クウ 

罷. 琴 惆悵月 照. 席、 幾 歲 寄. 我筌 

チ ウノ ショ 

中 書、 

しばらく 琴を罷 て、. M 上 を てらす 月 を 詠て 靜づ まり 

か へ， 0 て 居る うちに、 も ふ あす は 別る 、と、 思 ひ 出し 

て 見れば、 调恨 とかな しうな つ てく る、 さて そこ 元は 

仙境へ 引 込て、 仙人に ならる、 に 付て は、 我ら かやう 

な 下界の ものに も、 本 一中より 書 をた ま はらう か、 大方 

は、 それ も あるまい と 思 はる 、、彌 々なごり 惜しい こ 

とおや、 どうか 便が あるならば、 書 をよ こして 下され 

い、 上の句に 月と 云 ふこと をう けて、 空中と 出した も 

のぢ や、 

ノ方 タヅ子 テ ゥ ケッヲ ミパ  チイへ ホ モン ジン ス マ 

南 尋，， 禹 穴， 見， 李 白： 道 甫問訊 今 

ィ カント 

何 如、 

この ころき けば、 南の 方禹 穴の 方に、 李 白が うろた へ. 

て 居 るげ な、 其 元お あひなされ たなら ば、 今 はどうし 

て 居る ぞと、 杜子 美が 問 訊した と 云 ふて くだされ、 

!|^ 中 A 仙 歌 
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當 時の 我が 友と する、 すぐれた 者 は、 みな 酒の み 

相手 凡骨なら ぬ ゆ へ 、仙の 字 を 加 へ た、 皆 大酒の 

みの 無性 者ぢ やとい ふ 意、 歌 行な どと は 肌が ち 

がふ、 此人 たち は、 皆な どうらくものと 云て、 實 

お 春て 云 ふたもの、 かやう にどう らくに、 酒を飮 

て、 世 を 非に 見て 居る、 すれば どうらく 者と 云 は 

る  > が 本意 ぢゃ、 其 もの ヒ なぶる やうに 云 ふが、 

それ を 風流に して 悅 ぶの ぢゃ、 

カノ ルハ -1 タリ ノル 二  ■  二 ガン クハ  テ  二 

知 章 騎. 馬 似. 乘. 船、 眼 花 落. 井 水 

底 眠、 

貲知章 は、 吳國の 生れで、 吳は 水國ゅ へに 船にば かり 

乘 りつけ て 居る によって、 馬に 乘て も、 尻 かす わらい 

で、 舟に のって 居る やうに ある、 いつでも 酒 をのます 

にゐる ことがない によつ て、 いよ/^ ぶら/ .X- して、 

あぶない、 眼 花 は 酒に 醉て、 目が ちらついて、 井卢の 

中へ 落て、 やつば， り 眠て 居た、 是は實 事で 有った、 

ジ ョ ャゥ  メナ ス  二  ユア ファ キク  ュ  チ 

汝陽 三斗始 朝. 天、 道 逢. 麴車， 口 

ス 3 ダレ ウラム-！' クハ ル riN  メヲハ  二 

流. 涎、 恨 不，， ，移，封 向，， 酒 泉； 
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さて 其 許が 深山に 引 こまる、 に 付て は、 龍 蛇の やう 

な もの も、 近處へ はより 付かぬ であらう、 實は 安祿山 

を さす、 深山へ 引 込に 付て は、 龍 蛇の やうな 人 を 害す 

る 惡人も 遠ざかる であらう、 泰 のこと 故に 、藤く あ hs 

そうな ものが、 兵亂 のみぎ 故に、 どこ ともなう 泰 の 

餘寒も きびしい、 かやうな 時分 ゆ へ に 引 込 は尤ぢ や、 

深山 大澤生 龍 蛇と いふ は 左 傅の 文ぢ や、 

ノ  メグ ラシ  ヲシ テン メ キヨ ブチ  ク 

蓬萊 織女 P 龍 車； 指 S 虚 無， 引，， 

キ  II ヲ 

歸路； 

かやうな 時分に いそいで、 海に の， o、 蓬萊の 方へ おも 

むかる によって、 彼 仙境の 仙女な どが、 龍 車 をめ ぐ 

らし、 むかひに 出て、 そこ 元の ござる 虚無の 御座 敷 は 

あれ ぢ やと 指さし をして、 歸路を 引 道して 行で あら 

う、 引 は 引導の 義、 案內 する を 云 ふ、 

ヲノヅ カラ レ ガ ， リセンコ ッ  ナン ゾ ェン ル 「テ 

自是君 身 有 二 仙 骨； 世 人 那 得. 知，， 

ノ  へヲ ン， テ ヲ. 夕、、、 ス ク シメ  メン 「チ フ キ  ンゾ 

其 故： 惜. 君 只 欲，， 苦 死 留； 富貴 何 

シ カン サゥ ト ウノ ツユ 

如 草 頭 露、 . 


六 〇 

そこ 元に 仙骨 あると 云 ふこと を、 中々 一通りの 者 は 

知らぬ、 あまり 殘念さ に、 せ つ なくと も留っ て くれ い 

と 云 ふが、 こなたの 心底 を しらぬ によって、 めったに 

留めな がる、 こなたの こ ろ は、 世の 富 * など をば、 

草 頭の 露の ごとくに、 もない 者と おもって、 引 こみ や 

る、 それ を 世間の もの はしらぬ、 此 まで 1 とつ  > けに 

して 見る がよ い、 

サイ n ゥ セ イシ ヤコ、 口 リ ァ マリ 

蔡侯靜 者 意 有 .餘、 

蔡侯 は、 此 とき 餞別の ふるま ひな どす る 人、 蔡 氏の も 

のそう な、 靜 者と 云 ふ は、 謝禮 運が 詩に も ある 通り、 

靜 閑の 義で、 俗 を はなれた 風流な ことに 作る、 かう し 

た 人が、 巢 父に 同心して、 

セィ ャ チ シュメ  ノゾム セン ジ m-l 

淸夜置 酒 臨 二 前 除： 

前除のぇんばなで、酒も..^をする、さて此御亭主の蔡 

侯 は、 風流な 人で あって、 官 人ながら もせつ かぬ、 ゆ 

つた b とした 人で 意 有餘、 これまで は 長く 云 ことで、 

これから はせ はしく 云 ふこと、 是れが 1^ 唐の 歌 行の 

拍子 合ぢ や、 以下の 二 句 別 を 惜む情 を 云 ふ、 


靑絲 絡. 頭 爲. 君 考何由 却出橫 

モン ノ 

門 道、 

此 やうな 逸物な 馬が、 靑絲 など を； g の 飾と して、 すゐ 

ぶんい さましく 見 ゆれ ども、 戰 場に 功 を も 立てす、 そ 

こもとの 家で、 年よ つてし まふ は、 殘 念な こと ぢゃ、 

馬の 云 ひ 分 を 云 ふ、 何に よって か、 橫 門の 道 を 出て、 

邊 塞に 手 がら をす る こと も あら ふか、 大方 は橫 門の 

道 を 出て、 邊塞 へ ゆく こと も あるまい、 下心 は 都 護が 

やうな 器量 ある もの は、 都に 留めて 置 ふより は、 西域 

の 治めに くい 處 へやって、 功 を 立 させた がよ い、 

*'ナ  ガメチ キ ユウ スルチ  I 一  カ子 テ 

送，， 孔巢父 謝. 病歸 i 江 東： 兼 

.ナ イス  -I 

呈 n 李 白， 

此詩 は、 孔巢 父が 病 を 云た て、、 江 東 在處の 方へ 

歸る について 送る 詩、 其 中に、 李 白 へ 傳言を も 兼 

言て やる ので ある、 

サぺ フ フル ゥナ ペチ ズ ザ ヘン ゼト、 マ iris  ノ方 マサ-一 ナ -- 

巢 父 掉. 頭 不. 肯 . 住、 東 將， 入. 海 


ハント ェン ーム 二 

.巢 父 は 風流な 人 故に、 も そっと 見合せ て ござれ、 つい 

に は 立身す る こと も あら ふ ほどに と 云て、 とめても、 

I 父 は 見き りの よい 人で 有て、 思 ひこ まれた 望が あ 

るに よって、 いやくと 掉頭不 JR. 住 をう け か はぬ で 

ある、 肯が はぬ と 云 ふ は、 どうした ことで あると 思 へ 

ば、 東方 海上より 乘， 9 出して、 烟 霧のう ちへの り 込で 

隱 者に ならる  >  つもりお や、 烟 霧と 云 へ ば隱 者む き、 

また 仙人む きになる、 

シケン  クト、 ム  ノ  ダ ナウ カン  ス ハラ ハント サン 

詩 卷長留 天地 間、 釣竿， 欲. 拂 0 

ゴ 一、 ュ、 

巢父も 道 人で 有て、 天地の 間、 人間へ 詩ば かりの こし 

てお かる 、、さて 逮く烟 霧の 中に 隨 はる /- に 付て は、 

定めて 仙境の 珊瑚 樹 などの ある 處で、 釣 を たれて 慰 

まる ゝで あら  > フと思 ひやる、 

シン ザン タイ タク リャゥ ジ ャ  シ  ャ  イン 

深山 大澤龍 蛇 遠 、春 寒 野 陰 風， 

景 暮、 
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たびく 功 ある 故に、 都 護 も 大切に かひ 養れ て 、都に 

つれて こられた、 此馬は 足が 達者な ゆ へ に、 飄々 とと 

びかけ る やうに、 流沙 など を 通って 來ぉ 雄姿 は、 馬の 

すぐれて、 つよい を 云 ふな， 9、 

ュフ  タ  ケ フク レキ /  チ 

雄 姿 未. 受， 伏 櫪 恩： 

ザレ re 

老馬 になれば、 馬屋に 飼 殺しに すれ ども、 この 馬 は 年 

よっても、 中 々伏擾 の 恩 はう けぬ 達者な 馬お や 、 

猛 猶思 戰塲ノ 种、 

この 馬の 猛氣 は、 主人が 陣中へ 出ら る、 時分、 手 がら 

を させたい と 思 ふ、 何 ぞ兵爭 のこと が 起る と、 かけ ま 

は， 0 たがる、 これが 猛氣 である、 

ェン i ^  V ナイ  フク シ フムガ ナ ツチ 

豌促蹄 高 如 fe  .鐵、 

跌 促と 云 ふ は、 前足の ふしと、 爪との 間 だのみ じかい 

こと、 殊に 蹄 もた か く？ -て、 鐵を踏 だ やうに 丈夫に 有 

て、 

ケゥ 力 イク パク ケテ ゾゥ t ョ ウテ サク 

交 河 幾 蹴，， 層冰- 裂、 . 


• 五八 

都 護が 西域、 交 河の あたり を 通る とき、 冬の 塞い 時分 

にも、 餍冰を ふみかいて、 通る やうな 氣 象な 馬 ぢゃ、 

ゴ クハ サン ズナル  マン シン  マサュ ル ァセ 

五花 散 作 雲 満身、 萬 里方 看： 汗 

ス rih チチ 

流. 血、 

. 五花 は、 馬の 立髮 を、 五 處ゅは へ て 置く、 その外 は、 ぶ 

つちら してお く、 それ を 見立て 云 ふ、 五花の 立髮 など 

も 長く 散て いるの が、 雲の やうに 見、 殊に 身に i とひ 

ついて ある、 萬 5.1 の 遠い 邊塞 より、 骨 を 折て 來 たもの 

ゆへ に、 汗血 を 流し て 名- ij^ とみ ゆる、 さて 汗血 促 蹄 

高踏 鐵と云 ふ は、 皆 名馬の 相、 liiJ のす ぐれた こと を 云 

て、 都 護が 才を ほめる ので あるな り、 

サゥ ジ ズ  ナノ ラソゥ クハ セィ テン カタ ムケナ 

長安壯 兒不， 敢騎； 走 過 掣電傾 

チ レル 

. 城 知、 

かう した 名馬なる ゆへ に、 都の 若い もの ども 、、目が 

まふて よう 乘 りえぬ、 なせの， 9 えぬ なれば、 過る こと 

は、 電の 如く 早く、 都 中 こぞって 早い 馬と 知らぬ 者 は 

ない、 


水の あた，.^ に 棹 さす 時に 節度 使に なったら ば、 其 元 

何れの 門に 向て か踏珠 履と 欲する や、 大方 おれが 處 

へ來 やる であら ふ、 此句は 故事 を 二つと り 合せた も 

の おや、 けれども 上手に つ かった ゆへ 目に た. -ぬ、 春 

申 君が 食客 三千 人躡珠 履と 有る と、 鄒 陽が 何 王 之 門 

不可 曳長裾 乎と 云 ふと、 故事 二つ を 一 句に もちいた、 

仲 宣樓頭 春色 深、 靑 眼 高 歌 望-, 

吾 子； 眼 之 人 吾 老矣、 

大方 おれが 處へ きゃらう が、 來られ たなら ば、 昔荆州 

の 劉 表と 云 ふ 大名の 處へ、 王 仲 宣が來 た 時の やうに、 

ともぐ に 泰色を もて あそんで、 靑眼 高歌して、 心 易 

く 其 元 を もてな してやる で あらう と 云 はる /-、 靑眼 

は 心よ い 目つ きて 見る こと、 王郞 のそう 云 ふて くれ 

らる 、は いが、 何. を 云ても 其 元の 見やる 通り、 眼中 

の 人の 中で は、 吾ら が ！番に 年が よった と、 仕舞に た 

つた 一 句で 答た が 面白い、 どうぞ 早く たのむ と 云 ふ 

こ ろが こもる、 哀才と 韻字 を 踏で 來て、 動と ふみお 

，として、 開徊と 韻字 を疊で 踏で、 水 履 子と 厌 韻で とめ 

た、 これ も 上手で なければ ならぬ. ことで ある、 

薛 詩選 七 言 古 


カウト ゴ プゥ パ カウ 

高 都 護驄馬 行 

高 都 讒は高 仙 之、 都 護 は 西域の を さ へ の 役な，^、 

驄馬は 名馬の こと、 蘆 毛 馬お や、 驄馬 行と 云 ふ は 

馬に 比して 當時 のこと を 云 ふ、 

アン セ イト ゴノ  n セィ ソゥ セィ 力 n ッ ゼン トメ  ナ 

安西 都 護 胡 靑驄、 聲價 欽然來 

フ  シ -1 ノ  メゾン ，テ デンテ  ク  シテ キト  ジニメ 

向 JC 此馬 臨. 陣久 無. 歒、 與乂 一 

チスチ 

つ.^ 成. 大 功； 

胡馬 は、 大宛國 より 來 つた 馬お や、 胡 靑驄は 元より 名 

高い 馬と 聞 傅へ たに、 今 忽ち 都 東の 方へ 來た、 此馬は 

陣 4.. へ 出てから は、 かけ，.^ ま はる こと、 並 もない 名馬 

ぢゃ、 此 やうな 氣な象 馬 は、 人の 思 ふやう に 廻らぬ も 

-のぢ やが、 此馬 はの リ ての 思 ふやう になって、 手柄 を 

さする、 高 氏で 都 護の 役 をして 居た が、 邊 塞で 何ぞ 

手 がら をして、 馬 を つれて 都に 歸 たに 付て、 その 馬に 

よそへ て、 高 都讒は 武功な ど をた て かねまい、 都に お 

くは惜 いこと、、 ほめる ので ある、 

ナツ テ ケィ ャ ウセ ラレ テ フ  -ース t ヨウ トメ ク 3 リ 

功 成惠養 隨. 所. 致、 飄 飄 遠 自， 流 

. 五 七 


唐詩 選 七 言 古 

短歌 行 長歌 行なと  > いふ 詩が ある、 句の 長短で 

も篇の 長短で もな い 、唐以 來樣々 の 說が あれ ど 

も、 みな あて 推量で、 實は 後世 はきと 知れぬ こと 

で、 た  >  古人の 袼調を 似せて 作る こと ぢゃ、 た > 

漢魏の 短 行 を • 似せて 作た ものお や、 長短の こと 

は、 唐人 も 分たぬ、 文選の 五臣 註に も壽命 長短の 

ことにして あれ ども、 これ も 底す みのせぬ こと、 

王 は 氏、 郞は 時の 司直の 官 である、 贈る は 席上に 

て 作て 贈った を 云 ふ、 此詩も 漢魏の 短歌 行の 體 

を擬 した 者 ゆへ、 酒 を飮 て、 相互に 慰める もやう 

を 作る、 

タケ ナハ ィテ ケンテ キッテ  チ フ パク アイ 1K 

王 郞酒酣 拔. 劍 斫. 地 歌. 莫 哀； 

長い 句の やう なれ ども、 四 字 七 字で 切れて いる、 酒 

盛 のとき、 劍を拔 とは氣 象な もやう を 云 ふ、 あま b 

そなたの やうに、 志 を 遂げぬ と 云 ふて、 悲しまぬ がよ 

い、 先つ 洒 でも 飮て慰 さまる、 がよ い、 莫哀と 云 ふて 

我 を悲み 思て くれる 心で 歌 ふ、 

レ  クヌ カン  ギガ ョ クゾク セル ライラ クノ  キ  サイ ヲ 

我 能拔， 爾抑塞 磊落 之 奇才； 

その やうに なげかる、 な、 我らが 立身したならば、 こ 
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なた の 氣象を 知つ で 居る ことなれば、 をし つけられ 

て ゐらる 、を、 おれが 拔き 出して やらう ほどに 、歎 か 

すと 酒で も飮 むがよ い、 以下 二 句 磊落の 奇才 を 云 ひ 

立てる ので、 

ョ シャゥ t ルガへ セパ -1  ゥゴキ ゲイ ギヨ フン.. ヶ ナ i!K サゥ 

豫 章 翻. 風 白 曰 動、 鯨 魚 跋. 浪 滄 

餘開、 

さて、 其 元の 磊落の 奇才に 於て は、 豫 章の 大木が 風に 

翻て、 白日 動く やうに あり、 また 鯨魚大 鯨が 沧&、 に 波 

を ふんで 通る やうに、 中々 狹陰溝堀などに住む小^?- 

などに 類を齊 うする もので ない と、 磊落の 句に 對し 

て 云 ふが 歌 行 の 拍子 合 ぢゃ、 氣 象に 云て、 

シ パラク ダヅメ ケン ハイ ヲ  i  スル rth 

且 脫二劍 ぎ 休ニ徘 徊， 

此句 一 句 はなれ もの ぢゃ、 且 らく 魏を脫 て、 じっとし 

て おられい、 

ノ. ェナ  チサ ホセ パ キン スィニ セン テ レノ  二 フ マント 力 

西 得 ，_諸 侯， 棹， _錦 水： 欲. 向： 何 門， 趿， 

シ ュ リラ 

珠履； 

節度に 成って 行く こと 見 ゆる、 大名に なって 錦 江 


V  キ  シ トコ シ ナヘ 二 ラハ カン スィモ  タ べシ 

功名 富貴 若 長 在、 漢水亦 應，， 西 

上 をく  、 つ て、 楚王屈 原が 如き 功名 富貴 も、 いつまで 

もあるなら ば、 西方から 流る、 漢水 も、 ひつく， 9 か へ 

りて、 東南から さかさまに ながる 、 で あらう と 云 ふ 

のが、 下た こ /- ろ は 屈 原に もお とらぬ 文章 を 書た と 

云 ふこと に 作った ものである、 

ヒン カウ カウ 

. 貧 交 行  杜甫 

これ はそう たい、 人と 云 ふ もの は、 手前が 富貴に 

なれば、 貧な もの をば つい 捨る もの ぢゃ、 それ を 

い きど を つて 作た 詩ぢゃ 、貧 交と 云 ふ もの は、 遂 

げ にくい ものお や、 此詩も 比 興體ぢ や、 

け ルガへ ャパ ヲナリ トク ッガへ セパチ  フン ，、タル ケィ ハケ  ンゾ 

翻. 手 作. 雲 覆. 手 雨、 紛紛 輕薄何 

モチ イン カゾ フル T- テ 

須 . 數、 

當 時の 輕はづ みに、 賴な いと 云 ふ は、 掌 を か へす やう 

な、 雲と な.. >  雨 となると 云 ふ は、 忽ち か はる こと を 云 

000  ？ S5i 


ふたもの、 紛々 と 多く 世界中が、 みなう すくし い 風 

俗ぢ やによ つて、 數へ盡 されぬ、 輕 薄と 云 ふは踩 情の 

こと、 

君不 Jn£B 鮑 六ん 此ノ道 今 人 

ステ、 シトノ 

棄 如. 土、 

, 君不 見や、 樂府 以來、 これまで 言た 辭の 端を改 むる 辭 

に 用ひ來 た、 古へ 齊の管 仲が 貧乏な 時、 鮑 叔と云 ふ 者 

と 言 ひ 合せて、 あきな ひ をした が、 いつまでも 鮑叔を 

だまして、 我ば か. 9 利 をと つた、 され ども 鮑 叔は腹 を 

立た すして、 管 仲 は 貧乏お やから その はすの ことと 

. 云 て、 中よ く 交た、 また あ ると き 喧嘩 をし てた、 かれ 

て歸 た、 人々 臆病者と て そしりし が、 鮑 叔は管 仲が 老 

母 ある ゆ へ 、尤なる ことと てます く 親しみたり、 そ 

れ ゆへ 鮑叔が 死せ しとき に、 我 を 生みし 者 は 父^、 我 

を 知た る 者 は 鮑 子と 嘆せ しと.^ b  、その やうな 道 は 

今時の 人は捨 きって、 41 の 如くに 思 ふて ある、 

タン 力  カウチ タル  シチ 3 クニ 

短歌 行 贈， 主郞 司直， 

五 五 
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aa- 一  h,   I  . 

フ ハク チウ 二 

. 心 隨，， 白鷗： 

S がな くば 面白く あるまい が、 千 斛の洒 を 置き、 殊に 

又 載 妓隨波 任 去 噩 用事が あらば 面白く あるまい か、 

隙て 波に した かって あちらこちらへ 乘ま はして、 こ 

の 面白さ を みれば、 仙人が 鶴に のって 天に 行た と 云 

ふが、 それ は 鶴 を 待てい ねばならぬ、 我ら は どこ へで 

も、 船 を やら ふと 思 へ ば 自由な こと、 さて/ \- 仙人な 

ど は 不自由な ものお や、 我 は 海 客の 如く、 何、 力なぐ 浮 

んで 居る、 莊 子の 文字 を 出した 列 子 冷然 御， 風而 有， 待 

と ある、 海 客 隨白鷗 、列 子の ぢ や、 世間 を 營む氣 も 

ない こと を 云 ふ、 船の あた に 居る 鳥な ど を みても、 

無心に してと る氣 もない によって、 白鷗の 居る き は 

を乘 つて 通ても、 にげす にと もく あそんで 居る、 突 

兀萬 W 杯と 云て、 以下 一 一句 を、 の こ つて、 あそんで あ 

る やうに いひの こして、 我が ま、 に 云 ふた 句で、 つ，..^ 

八 a も かまわぬ、 

クッ ヘイ ガ シ  フ  カケ  チ  ノタ 4 シャム ナシク 

屈 平 詞賦 縣， お 月； 楚 王臺榭 空 

外 ン キゥ 

山 丘、 

屈 原が 詞賦 は、 日月 を かけた る 如く、 千 歲も傳 るで あ 
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らう と 云 ふやう に、 文章す ぐれて 書た けれども、 しま 

いは 身 を なげて 死なねば ならぬ わけあ ひが 出來 てき 

た、 功名と 云 ふ もの もやく にた /- ぬ、 縣 日月と いふ を 

屈 原が 志に かけ てと く、 其 主人 楚王 は、 を ごり もので 

あった 故に、 屈 原が 諫を用 ひすに、 大きな 蔓 など を 立 

て さは がれた、 盛んな >i であった が、 今 は あと 方 もな 

く、 つぶれて しま ふて、 人影 もない 丘 や 山と なった、 

しかれば 功名 富貴 は、 何の 役に た、 ぬ もの ぢゃ、 一 日 

も そくさいで 居る うち、 心 一 杯に たのしむ がよ い、 榭 

とい ふ は物兒 のちん のこと、 

キヨ ウタ ケナハ ニメメ  ヲ ゥ ゴカシ ゴ ガク チ  テセゥ ガウ シノグ 

興 酣 落. 筆 搖. 五 嶽； 詩 成 笑 傲 凌，， 

サゥ シゥチ 

滄洲；  . 

一 盃 ひっかけた いき ほひで、 大文字 を 書て 慰 ふな ど 

云 ふ て搖 をして かきちらす、 すさまじう 氣象 高 に 

出來 て、 五岳 を 動す やうに 有た、 又 風流に 詩な ど を 作 

て、 世間 を も 憚らす、 笑な ど するとき は、 搶洲 仙境で 

も、 是に 及び 付く もので はない、 凌と 云 ふ は 其 上へ 出 

る こと、 


シャゥ 二 ナク、 

黄 雲 は暮方 に 、うす 曇，.^ にく もった に 曰が うつろ ふ 

によって、 黄に 見 ゆる もの ぢゃ、 棲と 云 ふ は. 烏の 夜と 

まること ぢゃ、 終日 方々 飛 あるいた 烏が、 暮 方に 城の 

林に 寢 ぐら 求めと ま.^ て啼 く、 

キ チウ ヲ， レ  キヲ  ノ ジョ、 

秦 川の 女が 夫の 方へ、 錦 を 織て やった やうに、 機 を 織 

ている、 

へキサ  クリ /へ ダ.， プ、 マドヲ  ル. 

碧紗 如. 煙 隔 語、 

碧 紗と云 ふ はも じ 障子の こと、 如 煙と は、 はっき-.^ と 

見へ ぬ模樑 をよ く 形容した、 向に 鳥の なく 聲が 聞 ゆ 

るが 間ち かくで 物 を 云 かける やうな、 

ト、 メテ ヲサテ •  トメ ヲモフ  ヲリメ 久ゥ パゥニ ナンダ 

停 .梭 悵 然 偉， 遠 人； 獨 宿，， 空 房 ま 

如 ま、 

畫の問 機 を 織て 居た うち は まぎれて 逮人を 思 ふこ、 と 

も 忘れて 居た が、 暮 方に 鳥の 聲を 聞に つけて、 夫の こ 

と を 思 ひ 出す、 又 此の 夜 も ひとり 寢 るで 有 ふと 思 ひ、 

n 席 詩選 ^isls 


悲て淚 雨の 如し、 

コゥ ジャゥ ギン 

江上 吟 

今どき 仕官しても、 中々 立身す る こと もなる ま 

い、 いっそ 江 水の 流に 屋形船 を泛 め、 躍子藝 者な 一一 

ど 大勢 載せ、 洒 翁た くさん のみく はせ、 三 終 太鼓 一一 

で、 さはいて 樂む 方が まし ぢゃ t たと へ 仕官して 一 

高官 富貴 を 得ても、 その 富貴 をと りうし な ふた 一一 

卷も 多い、 功名 富 とい ふ ものが、 いつまでもた 一 

もた る. -者 ではない とい ふが、 世 を 憤る ので あ 

る"  .  一 

モク ラン ノ エイ サ タ ウノ フ子  セゥ キン ク ハン ザス 

木 蘭 之 撤沙棠 舟、 玉簫 金管 坐，， 一 

兩頭： 

結構な 船 を 浮べ、 その上 妓女 など を、 兩 方の へさき に 

のせて、 玉簫 金管 を 吹て 樂 しむ、  一 

ソン チウ テキ セン コク テノセ ギチ テ ナ ミニ マカス 

美酒 樽 中 置. 千 斛： 載. 妓 隨. 波 任，， 

キヨ リウ 二  テ  ッ r ジク ハウ カク 二 カイ カク  フク 

去 仙 人 有. 待 乘， 黃 萑： 海 客 無 


00  0 


七 言 古 


五一 1 


唐の、 中宗、 神 ffi 元年、 張 易之 を誅 せし とき、 此四 

人 もまき ぞ へ に 逢て、 嶺南 へ 逐 やらる. -、 その 道 

中 は 端 州と 云ふ處 まで は、 一 つ * り を 行き、 それ 

より 方々 へ 別れて 行く、 その 時、 端 州の 茶屋の 壁 

に、 各 手前の 所存 を述 て、 題した 詩が 有た、 宋之 

問 も今嶺 南へ 行く とて、 休て みれば 先へ 行た 衆 

の、 詩が ある をみ て、 此詩を 題した、 


逐臣北 地 承， 巖 譴； 

北 地 は 都の こと、 承嚴譴 は、 きびしい おとがめに 逢て 

逐 やらる /-、 


ツ子- 


シス 


調 到， 南中， 每相 見、 

調と 云 ふ は、 選れて 役替 へす る を 云、 南方へ 行たら ば 

一 つと ころで 出會 ふこと と 思て、 よろこんで 來 たに、 


ワカ タント ハ 


豈 意 南中 岐路 多、 千 山 萬 水 分，， 


思 ひも よらぬ 端 州から 方々 へ、 鄕縣を 分て、 散、 

に 成て ゆく、 


サン >v^ 


t ホン 


雲搖雨 散各飜 飛、 

寄合た者どもが、風に吹ちらさる/^如く、散，0 

飜 飛し 別 かる、、 

ゥ t  D- ク  フク イン シン マレ ナリ  一 

海灑天 長音 信 稀、 • 

遠方 なれば、 一 tlB 信 も 通じ 難い、 それに、 

處處 山川 同 瘴癘、 

瘴癘と 云 ふ は、 南方に 多い 惡ぃ氣 おや、 是れ まで つれ 

立た 者 は、 ち- .^-z.-' になって、 どこ へ 行ても 同じ もの 

は瘙 癘の氣 のみお や、 

i ヅ カラ レム ク ェン イク パク. 力 ル r_K 

自憐能 得 幾人 歸； 

此 ところへ 來 たもの は、 この 瘴癘の 毒氣に あてられ 

て 死ぬ るが、 おれ も 大方そう なる であらう、 


烏 夜啼， 


李" 


鳥夜啼 は樂府 題で、 夫の 遠方へ 旅行 をして、 歸ら 

ぬ を 思 出して 作る 意ぢ や、 

カラス スス マント ヘリ ン. i ァァ 、トメ シ 

黃 雲 城邊烏 欲. 樓、 歸 飛 啞啞枝 


され ども、 一 旦 老病で 世の 交 もた へたれば、 相識の 近 

付 も， いつの 間に やらた へ 果た、 

三氰行 樂在誰 邊；. 

むかし、 三春の 比 遊 だ も、 つ いよ その こ とに なった、 

ェン テン タ ルガ  ビ ョク イク パク ゾシュ ュ  カク ハツ  レナ 

宛 轉蛾眉 能 幾 時、 須吏 鶴髮亂 

シ ィ ノ 

如. 絲、 

宛轉 と美い 眉 も、 長く はつ. >  かす、 たちまちの 間 に、 

つ ぃ衰 て、 鶴の 毛の やうな 白 頭に なり 行く、 


但 看古來 歌舞 地、 惟 有，， 黄昏 鳥 

ジ ャクノ カナシ ム  ， 

雀悲； 

むかしうた ひつ、 舞つ 繁昌した ところ なれ ども、 今 は 

かん 鳥が 棲んで、 日 くれ 方に 雀などが、囀るばかt^ 

て、 誰れ いひ 出す 者 もない、 


力 サン ウタ 


下山 歌  宋之問 

題 を、 こしら へて、 作た 詩ぢ や、 


唐詩 選 


七 言 古 


下，， 嵩 山， 兮多， 所思； 

今 面白く 樂ん だが よい、 再び 又 期しが たいと、 なご， 0 

を 惜んで 云 ふ 故に、 なにやかや、 所思が 多い、 

タヅ サへ テ 力  テ  ホス ル r チ チ タリ 

攜，， 佳人， 兮步運 連、 

終 H そなたと、 あそんで、 今 山 をく だる 故に 心が のこ 

る やうで、 名殘 惜しくて、 跡し さ， 0 する やうな • 

松 間 明月 長 如. 此，、 君 再遊 兮 I 

レノ ゾ 

何時、， 

松の 間の、 明月 はいつ も、 同じ ことで 替らぬ が、 此で 

獨 見て は、 面白くない、 そなたの やうな 衆と 見た な 

らば、 面白から う、 そなたに、 今 別れてから は、 いつ 逢 

ふゃらしらぬと、なごりを惜しむ意な，，^^、 

至テ： 端 州 見 チ，； 五審 言、 g 三， 

キュン  イン ワウ ブ  ケィガ セんヲ 力べ 二 

栓期、 閻五朝 隱、 王 無 競 題， 壁、 

カイ ぜン トメ ナス エイラ 

慨然 成. 咏 _____ 

五一  II 


唐詩 選 七 言 古 

千年 も、 萬 年 も 替らぬ やうな 物 も、 つ ぃ變 る、 

古人 無， 復洛城 東： 

まして 人の 形と 云 ふ もの は、 古人 も 幾人 か 死で、 今 は 

無い、 

今人 還對 落花 ノ風、 

落花に 對 して、 居る が 追 付 古人に 成て、 落花す るで あ 

らう、 

年 s-^ 鄭花枇 似、 ^歲年 人 

ズ  ジ 

不. 同、 

花 は 年々 同じ ことお やが、 人 は 年々 衰へ、 變る ものお 

や、 

ス  チゼン セ. 1 ノ  n ゥ ガン シ 

寄 .言 全盛 紅顔 子、 

人に ことづけして、 若い 衆に 云 ひ 聞かせて おく、 いつ 

まで も、 若い やうに 思て 我れ を、 なぶ ，0 や るが、 人 は 

いつまでも、 若うて は、 居ぬ もの ぢゃ、 

應. 憐 半 白 ま、 此 翁 白 頭 Hi 


, 五 〇 

おれ は、 半分 死 か、 つて 居る 、白頭翁お やに よって、 

この 方の やうな、 年よ つた 者 をば、 ふびんが つて、 く 

る、 がよ い、 

伊昔紅 貌 美少年、 

生れながら の 老人 もない ものお や、 われ も 一 度は少 

年であった、 其 時分に は、 公子た ちえ、 花 見物 をして 

全盛 を やった、 

ハウ ジュノ モト  メゥ プ ラク 

公子 王孫 芳樹 下、 淸歌妙 舞 落 

ノ  へク ハウ & クチ  キ キン シ ウテ  ロウ 

花 前、 光 祿池臺 開，， 錦 繡： 將 眾 "樓 

カク VT カク  チ 

閣 畫， 神 仙： 

公子 將軍、 二 句と もに、 結構な こと を 云 ふ、 前漢の 王 

根が 庭の 景色 は、 結構な こ と で、 錦繡を 開た 如くの 

處に、 あそんだ こと も ある、 將 軍梁冀 は、 奢 もの ゆへ、 

樓閣に は、 神仙な ど を 書て 、結構な 尾 形に、 住した と 

いふが、 その やうな ところに も、 あそんだ おれ ぢゃ、 

フシ テ  ヒ  一 I  シ シ ャゥ シキ 

1 朝 臥， 病 無， 相 識： 


らしたい、 

クハ ナツ テ ティ セゥト  • フリン  力 ゼン ハウ キン 

願 作， 貞 松， 千歳 古、 誰 論芳槿 一 

ノ シ ン 

^ 新 

二葉の 松の、 千尋に いたる まて、 つれそ ふて 居たい も 

のぢ や、 槿花ー 日で、 を はる やうな、 はかない 契 は、 お 

も ひも かけぬ こと ぢゃ、 

百年 同 謝 西山ノ 日、 千秋 萬 古 北 

パ ウノ チリ 


百年の 間 は 永い MJ と 思へ ど つ い 同く 謝す 、誰が さき 

へ 死ぬまい もので もない が 一 處に 死たい もの ぢゃ、 

力 ハル カナシ ム  チ 

代. 悲ー 一白 頭 一翁. 

此詩 は、 樂府 題で は なけれ ども、 樂府體 おや、 是 

は 一 生涯 は、 はかない ものお やと、 世の中に すて 

られ かなしむ ものに、 代って 作る 詩ぢ や、 

洛陽歡 東 桃李 ノ花 、飛来 飛 去 落，， 

00  0 七官古  . 


レガ -! 力 

誰 家 一 

都 桃李の 花な ども、 どこ へ か 落 飛で、 

洛陽女 兒惜， _顔 色： 行 逢，， 落 花， 長 、 

タン ソクス 

歎 J 

女兒 どもが、 此昌ん な 花の、 ち，.^ ゆく を 見て は、 美い 

顔色 も、 をと ろへ やう かと、 氣の 毒に おそれて、 落花 

に對 して、 我等が 顔色 も、 かやう に替. 9、 衰 へて かな 一 

しむで あらう と、 長歎 息す るで ある、 

今年 花落ァ 顔色 改、 明年 花開復 

レ カル. 

誰 在、  . 

去年よ. 0 は 、顔色 衰 ろへ-， 又 明年 は、 花 盛. 0 を も、 みぬ I 

やうに 死す るで あらう も 知れぬ、  ,  一 

ス 1 ブー 一 ミル セゥ ハク ク ダケ テ ナル r ヲ タキ、、、 ト -  I 

已見 松栢摧 爲 i 新、 

松柏 も、 我 若い 時分まで は、 大木で 有た が、 今 は 斬ら 

れて、 薪と なる、 

サラニ ク サゥ ，テン ヘン メナ ル 「チウ ミト 

更聞 桑田 變成. 海、 

■  1^ 


：  0  00 七 言せ  . 

テキ 7^ タルシ ュ レン  ェ イジ ガ タル  コゥ 

的 的 朱 簾 白日 映、 娥娥 玉顔 紅 

フン m ソォ 

粉妆、 

的々 ときら めく、 朱 簾の 内に 美女が、 粧 をして 居る が 

日に うつろ ひか^ やいて 、きらくす る、 娥 々と美い 

顔色に、 化粧 をして 居る、 

クハ サイ ハイク ハイス サゥ ケゥ ナフ チ ヘン n ホス rt 'ャゥ 

花 際 徘徊 雙： i 蝶、 池邊 顧步兩 

鴛鴦、 

花やかな、 公子 どもが、 美女 を つれて f  く を、 評判 

して 云 は  >  、双 蝶の、 つが ひ はなれぬ 如く、 鴛 驚の 雌 

雄 はなれぬ 如く、 ひっついて、 側 を はなれぬ、 

傾. 國 傾. 城 漢ノ武 帝、 爲 ji 爲 0 

ジャゥ ワウ 

襄王、 

漢武帝 は、 李 延年が 李 夫人 の、 うは さ をした を、 聞て 

さ へ 、戀 慕て かよ はれた、 楚 王 は、 夢に 神 女に 出逢 

ふて、 實 もない こと を こ ひ、 慕 はれ たと 云 ふが、 楚王 

や、 武帝 は、 どの やうな 美女 を、 求 やう も 自由な こと 

ぢ やけれ ども、 よくく 美人 は 、難. 得 者 なれば こそ、 


傾國の 爲へ雲 のとて 、今 ま で も 言傳 ふれと 云 ふ 意、 

n ライ ヨウ ク ハウ  ノ  口 ゥ ラャム ィ ハン ャ タ  ハル 力-一 

古來容 光人 所. 羡、 況復 今日 遙 

ヒ ミル チヤ 

相 見、 

古 へ からして、 容儀の よい 女 をば、 人が 慕 ひ 羨んだ こ 

とおや、 古 へ をみ ぬ 人 さへ 、慕 ひ 思た に や、 又 我等 

は 仕 合な ことに は、 遙に 向に す て、 置て みる こと ぢ 

や、 

. クハ ナツ テ ケィ ラト ツカン サイ ヱゥニ クハ ナツ テ  ト * ン 

願 作 輕羅， 著，， 細腰； 願爲， 辆 鏡， 分，， 

ケゥ メンテ 

嬌 面： 

願く は、 輕羅 とな て ひつ 付て、 居たい もの ぢゃ、 我 

れ鏡 となられ うならば、 あの 顏を、 うつし LJhv たい も 

のお やと 云、 美人に 親しみたがる が 我れ ら かやう に、 

手に入て 樂む もの 、、前で 咄 しもなる まい、 

ト  t ッテ ウタ. -  t シ，. /ト  ナ ラビ スン， ケ 二 セン 

與. 君 相 向轉相 親、 與. 君 雙 棲 共，， 

ヲ 

！ 身， 

この やうな、 美しい 君た ちと、 不斷向 ひ あ ふて、 こ、 

ろ やすく、 寢臥を 共に して、 同 一 體の やう にして、 く 


て 居る を 云 ふ、 ひらたく、 あまりし つ こい やうな 一 

こと を 云 ふが、 樂府の 拍子 合ぢ や、 公子 は、 富貴：： 

な 者の、 むす 子の こと 故、 たてな こと を 云 ふ、 一 


チン 


ケゥ ジャゥ 


天津 橋 下 陽春 水、 天津 橋 上 

華 チ、 馬聲 廼合靑 外、 人影 搖 

ドウス リヨ ク ハノ ゥチ  セィ. ケイ  マチ シィ サゴト 

動綠波 裏、 綠波淸 ir 玉爲. 砂、 靑 

リ  ヒ  一！ シキテ ナス  ミト 

雲 離披錦 作. 霞、 

繁昌な 處ゅ へ 、水な ども あた、 かに、 春めいて 見 ゆ 

る、 繁華な、 富貴な 者の 子どもが、 大勢 通る ゆ へ に、 あ 

ちらへ もこ ちら へ も 通，^、 兩 方から 廻り 合、 その あた 

りの. 一.4- の 景色 も、 のどかに 靑々 と 見 ゆる、 大勢 通る ゆ 

へ に、陽水に影がぅっ，.^動くゃぅに昆ゅる、景色も綠 

波とう つろ ひ 合て、 霞 も 錦 を 敷た やうに、 見 ゆる、 

シァ ハレム ャゥ リウ イタ マ シムル テジュ シ レム タウ リ タヅ 

可 .憐 楊 柳 傷. 心 樹、 可. 憐 桃 李 斷 

ハラワ タヲ 

.應 花、 

楊柳 桃李で 次の 美女の、 あそぶ 句 を 引 を こす、 楊柳 は 


美人の ことに 云 ひ、 可き は、 あいらしい ことに 云 ふ、 

傷つ $は 悲しい ことで はない、 此方の こ、 ろ を うきた 

、せ、 迷惑 さする が 傷心お や、 楊 桃で 美人の こと を 云 

ふ、 これ 興の 體ぢ や、 うはべ は 柳な ども 芽 を 出し 花 も 

開て、 面白い ゆ へ に 見す にも 行きに くい、 何 ほど 見す 

て 、行 ふと 思 ふても、 花が とめる ゆ へ に、 ゆかれぬ、 


カウ ユウ 


此日遨 遊 邀，， 美女： 此時 歌舞 入，， 

娼家； 

甚だ 樂んで 親う して、 見す てに くい ゆ へ に、 楊柳の 如 

くな 美女 を 向 へ て 、公子 ども が、 歌舞して、 娼家 へ ひ 

きつれ て 入る、 

娼家 ノ 美女 i-.sil、 , 

欝金 香、 樂府に 有る 字お やによ つて 用 ゆ、 美女 を ほめ 

て 云 ふ、 此方の 染物 のこと ではない、 すべて 女の 美し 

いす ぐれた る を 云 ふ、 

*去飛來公^.^;1フ、 

此 美女 どもが、 公子の 傍 を、 はなれす、 


七 言 古 


西 七 


^00 七 言せ 


が 云 ふこと に は、 此 やうに おご，. >  歌舞して、 千年 も あ 

りたい もの、 この やうに、 を ごり をき はめる こと は、 

ならぬ ことお-やと、 いふが これら はばかな ことお や、 

一 と 切 b -、 

セッ， フッ  ズ  t マタサ ゥヂン へキ カイ シュ 

節 物 風光 不，， 相 待： 桑田 碧海須 

ユア ラタ マル ソノカ i キン カイ ハク  イマ タ，， 、 

史 改、 昔 時金增 白玉 堂、 只 今 惟 

見靑松 在、. 

うき 世と 云 ふ もの は 一 移. 0 易て、 しばらく も またぬ も 

のぢ や、 桑田 變 じて、 海と なる は 久しい やうに 思 はふ 

が もの、 易. 0 行く に隨 つて、 須臾の 間に つい 改るも 

のお や、 其證摅 は、 むかし さかんに あった、 金堦 白玉 

堂 もた > 今 は 松林の は へしげ つて ある のみ で、 あと 

かた も なくなり、 變 じた、 

セキ ( リャゥ /、タリ ャゥ シガ キヨ 子ン ( セィ セィ イツ 

寂 寂 寥寥 楊子 居、 年年 歲歲 一 

シャ ウノ ショ 

床 書、 

こ、 で 世間 を そしる ので ある、 手前の 境界 を、 楊子に 

5^ し 一 i:®:b 法 言- 4、 讓と 云. - IT か I ある を 用て、 人 


の訪 ふと 云 ふこ ともなく、 寂々 寥々 と、 さびしく 暮ら 

して、 くる 年 も 一 床の 書に 對 して 、慕して 居る、 

リ  チ  ケ イク ヮノ  t ラ クル ヒ  ライ t  キ 3 ヅク 

獨 有，， 南山 桂 花發； 飛 來飛去 襲，， 

ノ モス ソユ 

人 裾： 

長 安の、 南の 山と いふ こと その 處を 往來 すれば、 桂 花 

がさかん に 開て 飛來， -、 飛 去って、 人の 裾な とに 花が 

つく、 是れが 世間の 榮 花よ- 9 面白い、 かく 南山に 引 こ 

んで 居る が、 まし ぢゃ、 これまで 長 安の 繁昌な こと を 

云 ひたて 、、おれが やうな、 不調法 者 は、 これ ほど 繁 

昌な 都に 居ても、 入に 用 ひられぬ ゆへ に、 南山の さみ 

しい 處に 隱遁 する が、 相應ぢ やとい ふが、 おれ は 才智 

あれ ども、 人が 用 ひぬ、 たと へ 用 ひ て も、 この やうな 

埒 もない、 世に 仕官す る こと は、 いや おやと、 高く 構 

へた ものである、 

公子 行  劉 芝 

劉廷芝 は、 初 唐の 人で、 優美な 體が 得意で ある、 

公子 行 は樂府 題お や、 樂府 は、 夫婦 の、 中 ようし 


て 美しく み ゆる、 佳 氣は目 出たい、 美しい 氣と云 ふこ 

となれば、 美しい 氣な ども 起り、 入 通り 多い 故に、 麈 

などが 立て 暗い やうに み ゆる、 1 と 切り、 

漢タ 代金 吾 千 騎來、 

娼家へ は、 金 吾の 官の やうな、 歷々 衆 中が、 大勢 供 廻 

を、 引 つれて あそびに、 來る、 

^|象屠蘇鸚鵡§:、 . 

靑々 とした、 屠蘇の 酒 を、 引う けて 酒宴 をし、 鸚鵡 杯 

は、 あ ふむ の 形に した、 盃と云 ふ ことに もみる、 又 あ 

ふむ の 色した、 蛇 ひの やうな、 盃と云 ふ こと にもみ 

る、 

ラ ジュ ホウ タイ メニ ガ トキ ヱン 力 チウ ブ  メ -I 

羅襦寳 帶爲. 君 解、 燕 歌 趙舞爲 

ガ ク 

. 君 開、 

御意 次第にな b  、燕 歌 趙舞何 ごと も 御意し だいにす 

る、 一 と 切り、 

-ー リ ガウ クハノ スル シャ ケ /、卜 チン ジ チ メグ ラメ チ ズ 

別 有. 豪 華 稱，， 將 相： 轉. 日 P 天 不， 

t ュヅ ライ  キ  ハイ シク ハンフ チ 

相 讓， 意 氣由來 排， 藩 夫； 

0^0 七 言 古 


一 轉 して、 都 繁昌な こと なれ ども、 豪華 は、 天子の 御 

袋樣の 御兄弟 方な ど將相 で大將 では なけれ ども、 將 

相と 稱 する やうな 富贵 な、 いき ほひ 昌んな 衆 中が あ 

^、王の 勢 は、 日 をも轉 じ、 天 を も ひつく りか へす、 や 

うな 勢 ひ、 天と 云 へ は、 天子に か 、る ゆへ に、 天子 を も 

自由にす ると 云ぶ こと、 その 意氣 は、 前 漢の田 蚧が我 

が 勢 ひ 意 氣は隨 分 灌 夫が 氣象も ので あつたが、 その 

灌夫を も 推し 退る、 いき ほひ ぢ やと 云 ふたが、 其 位の 

意氣ぢ や、 豪華の ものが、. 權柄を とる こと は、 宰相 國 

蕭何 など を も、 おそれぬ やうな、 權威ぢ や、 判の 字 は、 

どこから、 どこまで は、 手前の 支配 おやと、 云 ふ やう 

に 分る こと、 j と 切り， 

セン ケン ハン メズ イレシャ ゥくチ  4. キ.  ト 

專權判 不. 容，， 蕭 相： 專 權意氣 本 

ガウ ユウ セィ  ズ ヲ ミツ カラ ィフ 力 

豪 雄、 靑 紫 燕 坐 生. 風、 自 言 歌 

ブ  ズト  ザ イチ ミヅ カラ ィフ ケゥ シャ -；' ノグト  ヲ 

舞 長， 千 載； 自謂 驕奢 凌 i 公； 

この やうに 權威を 振 ふと 云 ふ も、 元 豪 i と 富貴に て、 

勢 ひ强ぃ 故へ おや、 この やうな 者が、 靑虬紫 燕の 名馬 

にの つて、 坐から 風 を 生す と 云ての 廻る、 此者 ども 

四玉 


唐詩 選 


七 言 古 


四 四 


つばな 花 まく を 張って、 通る が あれば、 どこ へ あそび 

に 行ぞと 思て、 みれば 向の 堤の あた，. >  ま では、 見えた 

が つ いど こ へ か往て 見えぬ ゆへ に、 沒 すと 云 ふ、 杜陵 

の 北 あた， 5 に は、 游 興の 人 どもが、 彈丸を 持、 鷹な ど 

を 飛ばせて、 かり をす る、 おごり 者が ある、 

サグリ  ヲ < ^ス カク-一 


探. 丸 借. 客 渭 橋 西、 倶邀 俠客芙 

3 ウノ ケン  -1  ス シャゥ カタ ゥ リノ ケィ 

蓉劎、 共 宿 娼家 桃李 蹊、 

探 丸と 云 ふ は、 男 立て どもが よ， 9 合 ひ、 役人が あって 

法度が やかましい によって、 打殺す 相談 をす る、 時に 

赤 丸 を さぐ， 得た 者 は、 奉行 を 打殺す、 黑丸を さぐ， CS 

た 者 は、 目 付 を ころす、 白 丸 を 採った もの は、 骸を 

と b 治む るな ど 云 ふこと をす る を 探 丸と 云 ふ、 借す 

と 云 ふ は 人に たのまれて、 仇 を 報じて やる を 云、 手前 

の 力 を 人に 借す こ ろ、 渭 橋の 西 あたりに 大分 ある、 

此 やうな 男 立 どもが、 共に 迎へ 合て、 芙容劎 の 蓮 花の 

やうな、 燒刃を わたした、 a を たづ さへ て あるく、 さ 

て どこに 宿す るぞと 思 へ ば、 游女屋 に、 寢臥 を. する、 

桃李と 云 ふ は、 美人の こと を 云 ふ、 一 と 切， 9、 

娼家 m 暮紫 羅裙、 淸歌 一 轉 ロチ 


氤氳、 北 堂 夜夜 人 如. 月、 南陌朝 

チャウ キタ リニ 

朝 騎 似 .雲、 

游女 どもが、 日暮 方に は うすもの 、下着な ど をき て、 

うた をうた ひ、 氤氲 と滯. 0 なく 湧出る やうに 歌って 

居る、 北 堂 あたり は 毎夜々々、 游典 人が 月の 一 福に、 

照らす やうに、 大勢 出る、 馬な どに 乘 つた 者と もが 雲 

の 如く、 大分 居る こと おやと、 一 ときり、 

ナン ハク ホク ダウ ッ ラナ ル  一一 

南 陌北堂 連， 北 里： 

北 里は游 女の 居る 所 をい ふ、 北 里 志と 云 ふ 書に、 名妓 

の 評判が して ある ゆへ に、 北 里と 云へば、 游女 町の こ 

とになる、 

ゴ ゲキ サン ギゥ ヒク サン シチ ジャク リウ セ イク J ィ ハラ フテ 

五 劇 三 條控， 兰市； 弱 柳 靑槐拂 

ヲ タレ 力  n ゥヂン クラ フノ  二  ル 

レ地垂 、佳氣 紅塵 P 天 起、 

都の ことなれば、 劇路 のち また、 路も 多く、 條は みち 

筋の こと、 三 市 は、 東に ニ處、 西の方に、 一 處の 市場が 

ある、 控 くと 云 ふ は、 その 處 より、 何 にても、 ふ b よび 

引付る 心、 其 娼家に は、 弱 柳な どが 地 を 拂 つて、 たれ 


セン 7\ タル  や， ァ グ ハウ -ー 

纖纖初 月 上， 翁 黃； 

繊々 は、 細き 貌、 三日月の やうに、 眉 をつ くる ゆ へ 、繊 

々たる 初 月と いふ、 こ、 では、 眉の ほそ いこと に 云 

ふ、 宫 女の 眉の、 ほそうして、 三 H 月の、 やうな ほそい 

眉が、 鵜 黄の 白粉な ど を、 塗りし 額へ、 上る と 云 ふ、 

縣 黃粉白 車中 出、 

ほそき 眉に、 粉 白のう すげ しゃうな ど をして、 車中よ 

.5 かほ を 出して、 方々 をみ る、 

フク ケゥヲ ン 1 プ タ イチ ジャゥ  ズ ッ-ー 

含 JI 含. 態 情 非 二、 

形ち • つくろ ひ をして、 しな を 色々 にやる 所が、 人々 

おもいれ が、 別々 で 情 非 一 、 

ェゥ ドウ ホウ パ  テツ レン セン ショ フフ ノ パン 

妖童寶 馬 鐡連錢 、娼婦 盤 龍 金 

クプ シク 

屈 膝、  、 

うつ く，， -ぃ 若衆な どが、 寳 馬の 粧. 9 立た る 馬に の，， >、 

あそびあるく、 その 馬と 云 ふ は、 鐵速錢 の I 毛 馬お 

や、 娼婦 は游 女の こと、 盤 龍と 云 ふて 、龍の 蟠 b たる 

如く、 屈 膝の かん ざしな どヒ さした、 宫女 にある、 屈 
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膝は屛 風な どの 角 かなもの 、如く、 かん ざしの、 曲つ 

た を 云 ふ、 此れて 一 切り、 

キヨ シノ フ チウ カラス  ル ナキ 

御史 府中 烏 夜啼、 

御 史は目 付の こと、 みやこの 人が 上 を 懼れぬ ゆへ、 御 

史の云 ひ 付、 法度 もき かす、 役人 どもの 役處も 人の 通 

路 もない やうに なって、 烏な どが 栖む、 やうに なって 

ある、 

ティ イノ  ス、 メホ ッスス マント 

廷尉 門前 雀 欲. 栖、 

廷尉 は、 公事 訴訟な ど を さばく 役人、 その 云 ひ 付 もき 

かぬ やうに なつ て、 役人の 處へ はみ まい もせねば、 雀 

などが 栖居 をす る やうに なった， 

NT ン， \ タル シュ 、ジ ャゥ ノゾミ  一一 

隱隱朱 城 臨. 玉 道： 

隱々と遠く高く、，^っばな朱城の樓などが、玉道の御 

幸路 に、 のぞみ 掛て ある、 

ヱゥ タル スィ ケン ボッス キン ティ- 1 サシ ハサ i ダンテ スィ ヨウ ブト 

遙遙 翠暢 沒， _ 金 堤： 挾 .0 飛 .廳 杜 

りャ ウノ 

陵 北、 

はるかに 見 わたせば、 誰か は 知れぬ が、 車に のりに 
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向 ふの 宮殿で 笛 を ふくが、 紫烟 のうら みがきこ ゆる、 

誰で ある そとと へば、 答へ て 云 ふに は、 たれ か はしら 

ぬが、 あれ は姬宮 方へ 出入して わか ぃ時分ょ..^、舞な 

ど を學び 打 はやし を して、 これで 芳年を 渡て、 くら 

す 者お やとい ふ、 吹簫 の： 文字から、 紫烟 と、 つか ふた 

もの ぢゃ、 


得. 成，， 比 目， 何 辭. 死、 

姬宮 のこと なれば、 男 を もたぬ 體を云 ふ、 我 も 比 目 魚 

の 如く、 夫婦 並んで 居たならば、 死ても かまわぬ、 

子ガフ ナ ラン r テ ェン ワウ ト ズ ゥラャ マ センチ A- ボク  シン 二 

願， 作， 鴛 鴦， 不 比 目 鴛鴦 眞 

シ ャ ムサゥ キヨ サゥ ライ ズ ミへ 

可 .羡、 雙 去 雙來君 不. 見、 


のでと く、 夫婦 並居たい もの ぢゃ、 仙人に なるこ 

と は のぞまん が 比 目鴛鸯 さて，/^ うら やましい、 常 

住 "1^ び 飛、 並び 去って 游 びたい、 それに 我が 夫と は、 

なせ まだ 見へ ぬ、 

アナ ニクャ チョウ ガク シ ウス n ランチ 

生憎 帳 額雜， 孤鸞： 

生憎 は、 いやらしいと 云 ふ、 俗し やれお や、 帳と いふ 

は、 戶 帳の こと、 額と 云 ふ は、 帳 上に 模樣が ある を 云 


ふ、 それに 孤鸞 が、 ぬひ もの にして、 あるが 晃 とう も 

ない、 


カウ シュス JJ1K 


テウス チ 


サゥ ェン ナ ラビ ン， テ メゲ 


好 取 開. 簾 帖，， 雙 燕； 雙 燕 雙 飛 繞，， 


取の 字 は 付 字、 簾 を ひらいて みれば、 簾の へ，. >  に 、双 

燕 を は.^ 付て ある、 姬宫も 双 燕の やうに、 夫婦 並んで 

居る やうに な hs たい ものと 好 取す る、 此れで 一 切、 

それより 燕の ことに、 轉 じて來 た、 楝の あた，. >  を、 つ 

ばめ の 双 飛す るが あるが、 美しく 見える 一 切り、 

羅ま翠 被營金 香、 

宫女 どもの こと を 云 ふ、 羅帷 の、 ゲす もの とばり、^^ 

つばな 寢 道具な ども 攀金 香の 袋 を 人れ、 きゃらな ど 

を、 たきこめて ある 故に、 香 ひわた る、 

へ. 一 /、タル カウ ゥン ツキ セン ビン 二 

片片 行 雲 著， 蟬 鬢； 

宫 女の 髮の、 まっくろ なが、 雲の 如くに. 見 ゆる 故に、 

片々 たる 行 雲と いふ、 元よ.^ 宮女 どもの、 髮 は-富の 片 

々たるが 如く、 髮は、 蟬の 羽の 如く、 うすく、 蟬が鬆 に 

て、 g る やうに 見 ゆる、 


イチ グン ノケゥ  モ -I ナク  二 

一 羣嬌鳥 共啼. 花、 

1 むらがりの、 嬌 鳥のう つくしい 鳥な どが、 花に 鳴く 

まづ 都の 繁昌な 賑 しい ことお や、 これて 切. 9. 、 

テイク ハ キ  デフ  ノカ々 ハラ 

啼花戲 蝶 千 門 側、 

都 繁昌な ことなれば、 諸 大名 權門 など は、 一 しほ 家々 

の 富貴に つれて、 鳥が 花に 啼、 嚷が 花に 戯る やうで、 

賑 はしい、 

へキ ジュ ギン ダイ パンシュ ノィ a フク ダウ カウ プゥ ナシ 

碧 樹銀臺 萬 種 色、 復 道交窗 作，， 

カウ ク ハン テ サゥ ケッ レン ホウ タル ホウ ョ クチ 

合 歡； 雙 闕連甍 垂，， 鳳 翼； 

み ど， の 如くの 樹、 こがね 作， の臺、 みやこ なれば そ 

れ /X- ま、 の もの やきが あって、 交 窗とは 窗を 入れ 

逮に、 明る こと、 廊下の あかりと リに S 灯 口の まどが 

すぢ むか ふて、 ある ゆ へ歡を 合する とい ふ 意て、 合歡 

窗と いふ、 天子の 門の いら かの、 かざ， 0 にしゃち ほこ 

の やうに、 鳳凰の 形な どが、 こしら へ て ある、 

"ャゥ カノ クハ カク  一一  リ 

粱家畫 閣天中 起、 

いにしへ 漢の梁 冀と云 ふ もの は、 至極 居處 を，. >  つば 
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にして、 居た ものお やが、 都 天子の 樓閣 など は、 梁冀 

が 家居の やうに、 窬 かいて、 高く み ゆる ゆへ、 天 中よ 

を こる と 云 ふ、 

カン チイ メ  ケィ  -ー ナチ シ ロウ ゼン  t ン> -ズ- 

漢帝金 莖雲外 直、 樓前相 望 不，， 

.t ラ  ヒア フテ ナン ゾ  匕 シ ラン 

相 知； 陌上 相逢距 相識、 

むかし 漢の武 帝の、 仙術 を まなんで、 金 塞と て 金の は 

しら を 立て、 その上に 承 露盤と て、 鉢の やうな もの を 

置て、 天の 精液 を 承く る をい ふが、 今 も その 金の 柱が 

ぁるが、雲外に地形ょ..^、まっすぐに 立って ある、 樓 

前の 夭 子の、 御 もの 見よ..：.'、 前 を 通る もの をみ るに、 

大勢 通る ことなれば、 近付 は 一 人 もない、 陌 上の 四つ 

比 などで、 人に あ ふても、 何か游 人と もが * かわる が 

わる 通る ことなれば、 たれ も 知った もの はない、 游人 

のさかん なる を 云 ふ、 これて 切る、 

シャ モンス  テ セ ウテ フ シ ェン カッテ へテ  ン.！ h  _K ヮタ リシ r_h 

借 問 吹 .簫 向， 紫 煙； 曾 經 學. 舞 度，， 

,芳 年； 

借， 0 に 問 ふ、 紫 烟の字 は、 姬宫 方のに つばな ことに か 

、る、 姬宮 がた の、 御 坐 ある 處を、 想 ひ 像て 云 ふな-.. -、 
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大分 奢.^、 法度 もき かす、 それ を 悲しみて 當て付 

る 下心で、 さて 手前 は 才智 あれ ども 用 ひられす、 

不遇に して 居る と 云 憤り を 述た ものお や、 大體 

此詩 は、 六 朝な どの 句法 を うけて 云 ふた もの、 

よく 心が 似て 居る、 

長 安 大道 連 ，狹 斜； 靑牛 白馬 七 

カウ シャ 

香車、 

大道 は 通り 筋の 大道 ぢゃ、 狹斜と 云 ふ は、 橫路 縱路は 

あるが 橫 町に は 多く、 はう とう 者の 遊び 處が ある、 そ 

れ を狹斜 とい ふ、 狹斜 行と いふ 詩 も ある、 まづ 大道が 

あって、 橫 筋が 幾 筋 も ある そこ を 通る 者 は、 みな 正に 

靑 年の 靑 毛の 牛に 車 を ひかせて、 富貴な 者 も あ 、白 

馬の よい 勢 ひの 白 毛の に、 のって 行く 歷々 も あり、 

大名の 二番 むすこな どが、 七處 ほどに 装 を 付た、 車に 

乘て 通る、 まづ 繁昌な ことお や、 

ギヨ ク レン ジゥ ワウ ヨギ リ  -I  ァシ ラクェ キト メ  フ 

玉 輦縱橫 過. 主 第； 金 鞍絡譯 向，， 

n ゥ 力- 1 

侯 家； 

. 玉て 駐た、 輦に のって、 たてよこ、 十 ドス 字に ゆく 者 あ 


みな どこ へ 行く ぞと 思へば、 公 主の 姬宮 方の 御 朱 

殿 へ ゆく のぢ や、 金の かざり をした、 鞍 置た * ぬに うち 

のって、 あちらへ 行 ゆく を、 どこへ ゆく ぞと 思へば、 

侯 家の 大名 屋 しきへ 行く ので ある、 

リャゥ フ クン.. テ ホウ ガイチ ゥケ  チ 

龍 銜，， 寳蓋， 承，， 朝 日； 

りっぱな、 蓋な ど を さして 皆 ゆく 、街と 云 ふ は、 天蓋 

に W 頭 を、 こしら へその 龍の 口から、 下け るに よつ て 

銜と云 ふ、 それ を 朝日が てらして、 きら/ \ 'とする ゆ 

へに、 承る と 云 ふ、 

ハイ IS リウ ソプ ォプ パン カテ 

鳳 吐， 流 蘇， 帶， 晩 霞： ， ， 

流 蘇 は、 ふさの こと、 玉 » の かさに、 鳳 虱の 形 を、 こし 

ら へ て 、あるが そのく ちょり、 ふさを、 下け た もの ぢ 

やによ つ て、 霞に 映して、..^ つばに 見 ゆる、 

ノ ユウ シ ァラソ フープ メグ リ  ヲ 

百丈游 絲爭繞 .樹、 

百 丈 は 高い こと、 主 第、 公家の、 あたり を 見 たれば、 游 

絲が、 樹を めぐる、 游絲と 云 ふ は、 * のどかな 時分に、 

ちら.^-と輪のゃぅに、見ゅるものを云ふ、先づ富貴 

な、 あた かな 體を云 ふ、 


は 雨の ふるが み ゆる、 捲の 字 も、 簾を卷 くと、 雨を內 

へまき こむ やうに 見 ゆると、 兩 方へ かけて、 皆 高い、 

閣中 よ り 見渡す 處 の 景を云 ふ、 この 閻は、 西南む きの 

閣と見 ゆる、 今按 する に、 結構に 楝 天井まで、 彩色た 

る閣 なれ ども、 今 は 住む 人 もな く、 た、 朝 雲の 飛ば か 

りに て、 朱 簾 も、 むなしく、 雨のお とつれ て、 捲 こむ の 

みお やと、 今の 寂寞 ヒ云、 

カン ゥン タン エイ t .>  二 ユウ く 

間 雲 潭 影 日 悠 悠、 

間 は、 無用の こと、 何の 心 もな く、 たな 引て いる、 雲な 

ど を 云 ふ、 悠々 遠く はつれ のく もも み ゆ る、 澤 影の 

心な いも の は、 い つま でも、 か はらす 同じ こと ぢゃ 

が、 この 閣 のま 人 は、 なくなりて、 何も かも やみ はて 

2  、 

モノ カハリ  ゥ ッリチ イク タビメ  ゾ 

物 換星移 幾度 秋、 

う つ ，.^變り て 、幾度 年 久し いこと ぢゃ、 

カク チウ/  マ イツ ク-: 力 アルガン グ ハイ  シク 

閣. 中 帝 子 今 何 在、 檻 外 長江 空 

ヲノヅ カラ ル 

自 流 

心ない もの は、 いつも か はらね ども、 帝 子 主人 は、 今 


唐詩 選 


七 言 古 


は 最早 あとば か， 0 にして、 何く へ か 行て 人 はなし、 此 

閣の檻 干に、 うち 寄て みれば 水な どが、 むなしく 心な 

く 流る 、を 見る ばか，. >ぢ や、 此水 の、 やうな 心ない 

もの は、 い つまで も、 相 か はらね ども、 有情な 人 は あ 

とば かり ぢゃ、 人と 云 ふ もの は、 はかない もの ぢゃ 

と、 覽 古と 同じ 意になる、 總 じて、 詩に 水の こと をい 

ふ もの は、 こ ろな く、 いつまでも 相 か はらぬ と 云 ふ 

が 一 意、 また 水と 云 ふ もの は、 ながれ 過て 返らぬ 如く、 

人の 死 はて、 から は、 再び 跡へ か へらぬ と 云 ふが、 一 

意で 大抵 この 意に 用 ふる、 . 


長 安 古意  慮 

長 安 は、 都の こと、 古意と 云 ふ. は、 漢魏の 詩の 內、 

この やうに、 b つばに 云 ふた、 詩が ある ゆへ に、 

それ を まなんで 云 ふと、 云 ふ 意、 又 次に は當 時の 

こと を 云 ふ 故に、 古への こと を 云 ふやら、 今の こ 

と を 云 ふやら、 知れぬ やうに、 まぎら かして 云 ふ 

意て、 古意と 置た もの、 このと き は、 唐の 則 天皇 

后の 時分に、 公子と て 大名の 二番 むすこ どもが、 

0 


唐詩 邐 


七 言 古 


文字 は、 うつくしい 文字ば かり ゆへ に 、絶句、 律詩 等 

に、 もち ひらるな. o、 王 勃 も、 盧 照 隣 も、 初 唐の もの 

で、 歌 行の 文字 は、 うつ く- - いなり、 

トウ ワウ カク  ワウ ボッ 

滕王閣  王 勃 

此詩 は、 短歌 行ぢ や、 時に 長うても 短うても、 文 

字の 仕 ひやう に 少の違 は あれ ども、 意 は 同じ こ 

とおや、 長い はた  >  美しい文 字 を、 もち ひて たし 

て 行く までの ことお や、 總體 長く 云 ふこと も、 短 

くち めて 云 ふが よいと すれ ども、 長 いも ー體 

あって、 人の 多く 作る こと ぢゃ、 この 詩な ど は、 

大體 律の か、 りに 作った もの ぢゃ、 この 滕王閣 

は、 洪州 にあって、 唐の 初に、 唐の 高祖の 子 滕王 

元 嬰が、 此 ところへ 封せられ たと き、 作った 閣ぢ 

や、 今 は 古跡に なって ある、 元 嬰の 時には、 この 

閣 中で 妓 女な どが、 舞な ど をして、 さし もさかん 

な ことで 有つ らふが、 今 はた ぃ閣 のみあって、 跡 

方 もない やうに 成た、 王 勃 此の 閣 中へ 行き、 其體 

をのべ て、 懷 古の 情 を 云 ふたもの、 

トウ ヮ ウノ カウ カク ノゾ メリ つゥ ショニ ハイ ギヨ ク .-,1 ラン ャム 

0 王 高 閣 臨 & 1.^;^ 鸞 罪 


. 1 え 

力 ブヲ  . 

坎 肆、 

哥 多 1 

この 閣は 川へ、 の そんで ある ゆへ に、 臨， 江 港 一と 云 ふ、 

滕王は 今 は 跡 方 もない が、 古しへ さかんな 時分に は、 

供 廻りな ども、，.^ つばな ことで、 玉の 佩に 鍵な ど を 付 

た、 車に うちの つて、 滕王 にっき 從 つて、 來た 人々 が、 

妓 女に 歌舞な ど を させて、 たのしまれた 處 なれ ども、 

今日 それ も、 やみ はて 、跡ば か..^ になつ て 居る、 罷の 

字 はおき 處 なさに 歌舞の 上に 置た もの、 さし も昌ん 

な、 滕 王の 時代の 珮 玉な ども、 今 は 形 も なく なり、 罷 

はてた と 云 ふこと、 

グハ トウ f ター I ブ ナン *•  ノ 

畫棟朝 飛 南 浦 雲、 

書 を か いた 、棟と 云 ふこと、 朝 慕の 字に こ、 ろ はな 

い、 た、 對に とった までの こと 、飛と 云 ふ は閟の 高い 

こ、 ろ を 云 ひ、 又 雲の 飛 こと を 云 ふ、 兩 方へ か、 な、 

この 閣 中より 見れば、 たかい ゆへ に、 南方の 川の はた 

まで 見 ゆる、 

シュ レンク レニ マク  ノア メ 

朱 簾 暮捲西 山 雨、 

結構に かざ.^ なした、 みす を 捲て みれば、 西 山の 方に 


路、 はか も ゆかぬ はすお や、 雪な どが、 上から 上へ 積 

である、 

ャク ハイ ヅコ サゥ ヨリ 

墅火 出， 枯 桑； 

一 本に 墅を 野に 作る、 その 時 は 百姓 星で、 茶で も 煎す 

る 火の こと、 大抵 百姓の 庭な どに、 桑が 種て ある もの 

ぢゃ、 其 木の葉が、 落た もの ぢ やに よって、 內て 焚く 

火が 桑の 木の間より、 見 ゆる、 其 時 は 墅火 出，； g 桑, と 

見る、 或は 野火に 作りて をく はさむ い 時分 は、 枯た木 

なと から、 自然に 火が 出る もの ぢゃ、 皆 旅の もの、 さ 

びし ぃ景を 云 ふ、 

ドク ヲゥ ミチ  クック シ 

獨 往路 難. 盡、 

つれが あらば かう も ある まいが、 獨り 行く ことなれ 

ば、 路の、 はか も ゆかす、 行きても くも、 路が靈 す、 

^陰 人 siji、. 

十二月な かばの こと おやに よって 陰氣の た  >  中ぢ 

や、 それ ゆへ 人に あたる、 

ィ タム ノフ イノ カク.， - カン ゾ 力 フムル ゥ サ ウテ 

傷 此無衣 客、 如 何 蒙. 雨 霜： 


我れ 元よ.^、 無 衣の 貧窮なる 身 なれば 寒 ぞらに 向 ひ、 

霜 を 蒙り ど をして、 この やうな さむさ に、 堪ら れぅ 

ぞ、 

七 言 古 

七 言 古詩と 云 ふ は、 歌 行の ことで、 長い も 短い も あ 

り、 此體は 唐より、 已前 にも あ：.^、 六 朝 時分に も、 あ. 9 

たれ ども、 唐人が、 もつ ばら 學ん で、 先づ 唐人が 一 番 

よい、 これに は 前に も 云 ふた 通り、 初 唐體、 盛 唐體と 

云 ふが ある、 初 唐 體と云 ふ は、 一 句で 云ひ盡 されそう 

な ことで も、 心 を ひろく 長々 と 云 ふ、 さ て 長々 と 云 ふ 

に は" 隨分 ふっきれ のせぬ やうに、 處々 で、 く、 つて 

は 云 ひくす るぢ や、 箇樣に 長々 と 云 ふに 付て は、， 9 

つばな 文字 を、 つか ふて 云 ひ 伸べ て、 おかねば、 さび 

しうな るに よって、 隨分 美しい、 文字 を 用 ひねば なら 

ぬ、 盛 唐 は 縱橫の 拍子 合 を、 おもに する ゆへ に、 十 句 

に 十 句 云 ひて 來て、 すべてた つた J 句 か、 二 句 か で、 

結んで おくお や、 盛 唐の 歌 行 は、 拍子 合の 勢 ひ を、 お 

もに する ゆ へ に、 きびしい 文字 を もち ゆる よって、 

絕句、 律詩な どに は 用 ひられぬ、 初 唐の、 七 言 歌 行の 


000 
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三 七 


唐詩 選 五 言 古 

若後來 の、 衆 中が 此 もの 淋 みしい、 氣色を みて は、 い 

にしへ 柳宗 元が 左遷の 身で、 此 ところへ 來 たなれば、 

さぞ 感慨した であらう と、 おれが 心ケ 一、 おも ひ 像て 同 

心して、 くる、 ものが、 あらう か、 大方 は あるまい、 

ッ トニ ハッタ カウ ガイ ヲ ヘル  ユ サク 

早發， 交 崖 山， 還，， 太 室， 作 

サイ シ m 

3 ま署 

此詩 は、 途中の 苦寒、 貧窮 を 傷た む、 

トゥリン キ ビ ハク 

東 林氣微 白、 

今まで は、 靑々 と 見えた 木 も、 氣微 白と うすらげに 見 

ゆる、 

タ チマチ カウ シャ ウス 

寒 鳥忽高 翔、 

もう そろ，/^、 さむうな つた 故に、 鳥な ども どこ へ 行 

くやら、 知らす 飛 去る、 

吾 亦自. 兹去、 北山 歸； w 《！llt 

鳥 さ へ も 塞む うなれば すまい せぬ に、 われ も この や 

うな 處 へ ふら- (-居 やう はす は ない と S て、 北山の 


m  三 六 

太 室に かへ る、 此れ は 一 日路ぢ やによ つて、 其 m の內 

に歸 へ ると み ゆる、 日暮に これ は 今晚の 中に 宿まで 

歸 へられ やう と、 路を いそく 體が見 ゆる、 

べゥ トフ マサニ  ハル 力-一 t ム シュク く トメ 

粆冬正 三 五、 日月 遙相 望、 肅肅 

スギ ヱイ シャ ウテ  . 


さむい はすお や、 時と 云 へば、 十二月な 、日 は 十五 

日な. one 月 はるかに、 相 望 合の 日お や、 これ は 兩句、 

一 意 前の 連山 如 波濤 奔走 似 朝 東と 同じ、 肅々 は さむ 

く 身の せまる やうな を 云、 太 室 へ かへ る 時分に S 川 

を わたれば 身の せまる やうに、 甲 3 も はる、 

ロウ，、 トメ  i. 

そらの 暗い 貌、 路の はか 行かす、 隨分 いそけ ども 冬の 

日 なれば 日 短く 日暮 まで あるいて をる、 

ベン ズ セキ チ 

辨： 夕 陽； 

辨 すと 云 は H の 入 b きらぬ うち は 諸方が、 ®  く 見 ゆ 

る もの ぢゃ an の 入き つ てから は、 さつば とみ ゆる 

もの ぢゃ、 そこて 辨すと 云 ふ、 

セン t ヨウ シ ャゥシ セキ ャ ツー I 

川冰 生， 積 雪： 


つれ も 無 けれども、 南 碼の氣 色 を、 愛し、 あちらへ 步 

き こ ちら へ あるきす る內 に、 心 を 慰 め 得る ことがあ 

るが 如く、 夫より 遂に はっかれ を も 忘る、 やうな、 

キ キン ヒ *、 キュヮ n ク 

羈 禽 饗， 幽 谷； 

羅は飢 の 字と 通す る、 ひだる そうに 幽谷に. 響て 鳥の 

鳴く が、 きこ ゆる、 

カン サゥ フリン ィュ 


頃し も 淋しげ にみ ゆる 浮 草 な と も、 淪觭 の、 さ 、波 

に 舞て 居る、 漪の字 は、 元と 詩經の 字で へんな しに 助 

字に 用た、 後來 へ んを 添て 用 ゆ、 さ  > 波と 云 は、 風の 

吹と き、 水上に 輪の やうに 波の 立つ を 云 ふ、 

ナ チ タマ シィ ス， テニ ク 

去. 國 魂 已 遠、 

此 さみしい 景色 をみ るに つけて、 故 鄕を思 出して、 さ 

てく 我故鄕 は、 遠く なって、 夢幻に さ へ 行く こと 

が、 ならぬ、  、 

チ モフテ チ ダ シク タル  ， 

懷乂 涙 空 垂、 

おも ふ 人 を、 跡へ 殘し 置て、 來た 故に、 逢たい と 思 へ 


どもなら すして、 文で も沪 ら,， フと 田 g へど も たより も 

ない、 只 泣き暮して、 居る ばかりお や、 


孤 生 舞爲. 感、 

我此處 に、 左遷 せられて あれば 誰も 相 語 ふ 相手 も な 

く 、獨立 なれば 何 をみ るに 付ても 感を なし やすい、 誰 

も 力になる 者がない、 

失 路 少. 所. 宜、 


初 は 立身 もしゃう と 思た が、 萬 事 左 ま へ に 成て かう 

した、 おちぶれた 身に なつ て は 何 ご とも、 心に 叶 ふた 

こと はない、 

索莫 竟 何事、 

もうかう した 身に なって は 立身す る こと もない、 こ 

の 上 はなに となる であらう、 

メ タ V  二  ヅ カラ ル 

徘徊 祇自 知、 

た  >  徘徊し、 うろた へて 居 このう さつら さ を、 誰 知つ 

てく る、 人 もな く、 た J5- 自ら 知る のみ ぢゃ、 

誰 爲，， 後 當 i ハ k 心， 期； 
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三 四； 


そこら あた， 0 の、 樵 夫な ど/ < つれ 立、 ふら/. \- と あそ 

ぶの みお や、 

チノ ヅ カラ マサ-一 スケン レツ 一一 レ カイ フ ス ンスセ イエ ィヲ 

自 當. 安， 蹇劣 W 謂 薄 二世 榮； 

我れ かう して 居る 故、 世間の 者 は 定めて、 韋應物 は、 

富貴 官祿 に、 のぞみ はない と、 氣性を 高く かまへ て、 

隱者 のまね をす るので 有 ふと そしる で あら ふが、 中 

々我は^?フしたことではなぃ、元ょり 無性 者で ある 

故に、 迚も 世の中に 居ても、 何の 役に も 立ぬ に 因て、 

官位 俸祿 を、 もろ ふて 浮世の 榮花を いとなむ： こと は 

いやお や、 それ ゆへ 幽居が 手前の 氣に叶 ふて よい、 お 

れは氣 か 高いで はない、 唯 無性 者 故に、 引 込て 居る ば 

かりおや、 上 は ベ はかう 云て 下心 は 我 才智 あれ ども 

世に もちいられ すに、 居る ゆへ に この やうに 隱邇し 

て 居る と、 含く ませて、 作った もの ぢゃ、 

ナン カン チウ ダイ  リウ ゾゥ ゲン 

南 碉中題  柳宗元 

此詩 は、 柳宗 元が 左遷 せられて、 居た 時 南 碉のぁ 

たり へ 行て、 あそびた らば 手前の 心 も なぐ さま 


ふ、 と 思 ふて 行て 其 あた， 0 の 風景 を 書付た 、詩お 

や、 


シゥ キ アツ マ 


, 秋氣 集， 南碉； . 

草木な ども 秋の 氣 色に 成て、 別て 物 さびしく み ゆる、 

ドク ュ ウスティ n  ノ トキ 

獨遊 亭午 時、 

人け もない 處へ晝 の中獨 行けば 至極 ものさびしい、 

我 左遷の 身て、 何 をみ るに 付ても ものうい に 誰 つれ 

もな く、 獨此 處へ來 て、 この 氣色を みれば、 ベ つして 

ものうい、 


セゥ 


廻 風 一 蕭瑟、 

其 處の氣 色 はと 云へば、 廻 風の つむじ 風が、 草木に 中 

ゥて、 蕭々 となる、 

林 久參 差、 

風が つよく 吹く 故に 木の 朵な とが 伸た.^ たはん. だり 

する、 朶の俾 た 1£ は 、林の 影が 長くな り、 た. われた i 

き は、 短 かくなる、 

メテ ッテ ゴトシ ルガ ウル r ャ，. クメ ツイ 二 ヮスル ヅ カル 「ヲ 

始 至 若. 有. 得、 稍 深 遂 忘. 疲、 


今まで は、 淸淨の 理は、 悟られ そうな もので は ない 

と、 思った が、 今日 この 處へ 來て みれば、 悟られそう 

な もの ぢゃ、 是も 前々 から 心がけて、 佛法 淸淨 の、 理 

は 難い ものお やと、 宗とし 尊 たが、 勝因 緣 と、 なった 

そうな、 

チカ ツナ  > -サニ カケ ムリチ ン .F カク ダウ タスク プ キゥチ 

誓 將，， P 冠 去； 覺 道 資_ 無 窮； 

どうで も、 世の中に 居て は 有爲の 習に、 引かされて 佛 

法に 赴きに くいから、 是非、 官を やめ やうと 思. ふ、 こ 

れも 今日 此 處へ來 たが、 資 けに 成て 無窮の 道 を、 合點 

したから おや、 鬼 角官を やめ、 佛法 に、 歸 せんと 存す 

ると な， ft -、  き 


ユウ 


3 ゥ プッ 


幽 居  韋 應 物 

官を やめ、 人に 知られぬ やうに、 引 籠て 居る を、 

幽居と 云、 . 

キ セン  へ Ire ナリト シナ レバ  テナ リイ トナ. - リ シ 

貴 賤 雖. fflL 等、 出 h 皆 有 .營、 獨 無， 

外物 牽； 遂. 此 幽居 ノ情； 


000 


五 言 古 


今 世の あ h- さま を みれば、 高い も、 低い もみな、 うち 

を 出さ へ すれば、 世の 習て、 しな こそ ちが へ、 それ そ 

れ相應 に、 さま，^ いとなみが あるが、 我 は 何 ほしい 

とも 思 はす、 何 くいたい とも 思 はぬ、 元より 富貴 に 

も、 官祿 にも のぞみ もな く、 た》 もの 無性に、 此 幽居 

に 引 込て、 それ を遂 ると 云 もの ぢゃ、 

ビゥャ ライス グズ  ラ  ノ ズル r_h 

微雨 夜來 過、 不. 知春艸 生、 

此 幽居に、 うつらく と 夜る 寢て いれば、 雨が ふ h^、 

過る そうな が、 物 無性な 幽居の すまい なれば、 に はに 

くさが 生た やら、 それ も、 知らす に 居る、 

タ チマチ ス 1 プ -1 アクレ ぺ チウ ジャク メグ ツナ ィへヲ ナク 

靑 山忽已 曙、 鳥 雀繞. 舍鳴、 

夜 あけ 方に なれば、 我家の 軒端 を繞 て、 と b がさへ づ 

る さて は、 5^ が 明た そうな と 知る、 これ も寢て 居て、 

聞く 體で、 至極の 無性な、 體を云 ふ、 

時 與， 道 人， 偶、 

幽居の、 人倫 絶た 處ゅ へ に、 時々 我と 同じ やうな、 道 

人に 出會、 

ハ ッテ シャゥ シャニ  ク 

或 隨，， 樵, 行、 II .   

三 三 


旗 詩？ 3 五 言 古 

四 角 礙，， 白 曰， 

何か此 やうに 高い 塔 故に、 四方の 軒端 もす つと： 出て 

罟 るから、 日影 さ へさ ぬ、 

シッ ソゥ マス サゥ キゥ チ 

七 層 摩， 蒼 弯； 

七重の、 高い 塔 なれば、 靑そ らも、 摩りと > く ほどに、 

見 ゆる、 

シ ゥカ *、 フテ サシ  チ 

下 窺 指，， 高 鳥； 

地び くから みれば、 鳥な どの 飛が 高く み ゆるが、 この 

高い 塔へ 上て 見れば、 飛鳥 も 目下に 見 ゆる、 

フ テイク ク  ヲ 

俯 聽 聞，， 驚 風； 

聽の字 は、 耳 を 傾けて、 きく 意、 閒の字 は、 自然に 聞 ゆ 

る 字の 意、 塔が 高い 故に、 驚 風な ども、 下から 吹く や 

うに 聞 ゆる、 

レン ザン ゴ *• ク ハ タ ウノ ホン ソゥ -1* リ スル -I シ二 

連山 若， 波濤； 奔走 似. 朝. 東、 

一 句 也、 此山々 も、 地 低く から、 みたなら ば、 高から う 

が、 たか い 塔から みれば、 山々 が 波のう ね 立て 東方 へ 

朝す.， 5^ 如ゾ、 下に てみ， る、. _  _」 . 


I 三 二 

一 セィ セゥ ハ？' ミ チ ダウ ヲ キゥ ク ハン ンゾ レイ p ウタル 

靑 松 夾， 馳 道； 宮 觀何玲 瀧、 

都 近い 處 なれば、 天子の 御路の 並木な どが 靑々 と 見 

ゆる、 其 御な り路に は、 天子の、 宫觀 など も、 立て ある 

が、 玲瓏と、 きら/. \ 'と、 きらめき 渡て、 み ゆる、 

ヨリ  リサ ゥゼン トメ ミツ  ュ 

秋 色 從 .西 來、 蒼 然 満，， 關 中； 

秋色と は、 秋 は 西の方 を 司 どるに よって、 西の方より 

と 云、 西の方 を 見れば はや 秋の 景色に なって、 都關中 

あたりな ども、 蒼然と こん も hN として、 どこも かも、 

物 さびしげ なるやう に、 み ゆる、 

ゴ レゥ ホク ゲン ノ へ パン n セィ モウ .f- 

五 陵 北 原 上、 萬 古靑濛 潔、 

都の 北の方に、 漢の 時代の 天子の 陵が、 五ケ 處 ある 

が、 此 塔より 北 原の 方 を 見れば、 古への 天子の 廟が年 

久しい ことなれ ばた^ 靑々 と， お 木が、 はへ しげりて、 

ものさびしく 見 ゆる、 さし も 盛かん にあった、 天子と 

云へば、 あの やうに なった、 さてく 人の 命と 云 もの 

は、 たのみに ならぬ もの おやと、 無 《：5 心が 出來 て、 き 

たものお や、 

ジャゥ リ  クイ 二  シサ トル シャゥ イン ッ トニ  ソゥ トス ル 

淨理了 可 fe 、勝 因 夙 . 


った、た>秋風が千里ょh^吹來るも、物かなしく聞ゅ 

る、 さてく、 人と 云 もの ははかない もの ぢゃ、 

これ も 孝 王が 賓客 を、 愛した こと を 羨み 望む 所存が 

ある けれども、 上 は ベ では、 そう 云 こと も、 知 らぬゃ 

うに、 梁 孝 王の ことば かり 云て をく、 


適 薛據， 同 登，， 慈 恩 寺 浮 


唐人の 詩 は、 惣體寺 方な どへ 行て は、 風流に 佛書 

の 文字 を 用 ひ、 唯 其 本意に かま はす、 寺 方に 親し 

い 字 を 用る ことお や、 

タウ セィ  シ ィ ユウ シ ュッス ルカ 

塔 勢 如，， 湧 出； 

塔 を みれば、 中々 の 人の ちからで は 此の やうに 高く 

は 作られまい、 大方 地よ， 0 湧出した ことそう なと、 法 

華經の 文字 を 用て 、驚く 體を 云、 

n カウ ソビュ  二 

孤 高 聳. 天 宮； 

外に 塔 も 大分 あるが、 是 につ >  く 塔 はない、 大方 天に 

もと >く やうに み ゆる、 天 宮と云 は 宮の 字に 用處は 


ない、 た  >  天の 字の み 入用お や、 韻字； 故に、 仕 ふた も 

のぢ や、 

トウ リン イデ セ カイ ヲ 

登臨 出，， 世 界； 

今此塔 へ て み れ ば 、 人倫 世界 を 出 て、 もの しづかな 

體ぢ や、 . . … . 


磴道 盤， 虚 空； 

石 坂道の ことなれ ども、 こ、 では、 常の はしごの こと 

に 云 ふ、 高い 塔 故に、 まつ 直に 梯が かけられぬ、 あち 

ら へ 廻り、 こちら へ めぐ b てかけて ある、 それ を そろ 

'と 上れば、 虛穴ュ をめ ぐる やうに ある、 

トツ n ッ トメ アツ シ シン シ ウテ 

突 ^ 服 二 め 1 

壓は 上から 下 を を さ ゆる、 安排の 字て、 目下に 見 をろ 

す 意、 都の ことなれば、 天外に 高い 家居 も あれ ども、 

あま 塔が 高い 故に、 都 中が 一 目に 見 ゆる、 


碎嶸如 鬼 ェ； 

この やうに 蝣蠑と 高い は、 外の 者の 細工で は、 ある ま 

い、 大方 鬼神の、 手ぎ はさうな と、 


唐詩 選 


S 言 古 


111 


唐詩 選 


五 言 4ct 


三 0 


雁鷺 泊、 宿處藉 葭蔽、 

夜に なった 故に、 此沙邊 に 舟 を つないで あれば、 よ 

し、 あしが、 しげつ て ある、 其 間た に、 鳥な どが 泊て あ 

る、 

ェン ゲッ トウ シ ゼン ホニ 

圓 月 逗，， 前 浦； 

そうした 上に 東方から、 月が 出て 面白い、 圓 月と 云 も 

面白い、 水 岸から まん 九に 出て、 暫く やすらう で、 見 

ゆる もの ぢゃ、 逗と云 は 月が 海上から 出る 時 は、 まん 

まるくみ ゆるが 二三 尺 も 上って から は、 水中 に 影が 

うつろうて、 滯齒 して 居る やうに み ゆる 故に 逗 すと 

云、 

コキ ン- ェ ウェイ ス 

孤 琴 又 搖曳、 

月が 出て 面白さに、 琴 杯 を 取 出して、 樂む あま 面白 

さに、 寢 すに 居る 體を 云た もの ぢゃ、 

レイ ゼン トメ  ツイ-一  シ ハク 口 ウル テス ジン べィ チ 

冷然 夜遂 深、 白露 沾入 袂： 

そうする うちに 段々、 夜が 深け たそうな と、 驚て さて 

あまり 面白さに、 夜の 深く る も 知らなん だ、 


宋中 .  高 適 

前漢 の、 梁の 孝 王の、 都した ところお や、 

リャゥ ワウ  シ ゼン セィ 

梁 王 昔 全 盛、 

梁の 孝 王 は、 天子から も、 大切に なされ たから、 全盛 

の ことでぁ，^しが、今名のみの こh^て、ぁるばかh^ぢ 

や、 

t ン カタ  タ タ サイ 

賓客 復 多才、 

その 孝 王に 付添うて、 居た 者 は、 司 馬 相 如の、 鄒陽、 枚 

乘 のとて すぐれた 者 どもが、 御 出入 申て 御遊び 相手 

に 成た、 

ユウ 》(\ タリ  チン セキ タ，， カウ タ イノ. I 

悠悠 一 千年、 陳迹 惟高 臺、 

繁昌な 孝 王 も、 悠々 と 久しく 千年に も 及 ベ ば、 其 人 は 

跡 かた もな く 成. て、 唯 ある 物と て は、 高臺 のみ ぢゃ、 

セキ パク. r  メ  i バ  -1 ヒフゥ  ョ リル 

寂寞 向， 秋 艸： 悲風 千里 來、 

むかし 繁昌な、 時分 は定 て、 家居 など も、 立 並んで 有 

つら ふが、 今 は 跡 かた もない やうに なって、 あきの 時 

ぶん は、 唯 高 臺の邊 に 草が は へ 茂りて、 物 さびしくな 


ぢゃ、 

リン ラン  カツ セキ レ イチ 

林 巒 分，， 夕 魔； 

高みの 方 を 云、 林巒 は、 たかく そら 近い 故に、 低い 處 

は、 日が 入， 9 たれ ども 林巒に はま だい， 0 日の かげが、 

きら/.^ と 見 ゆるで ある、 

ティ 》(\ トメ へキ リウ クラシ 

亭 亭 碧 流 暗、 

亭々 は、 高い 貌ち、 水の 流れ も 日影の あるう ち は、 た 

> はるかに 向 低く み ゆる もの ぢ やが、 日影が なくな 

つて は、 向 ふが 次第に 高く 暗く 見 ゆる、 

リテ n カツ グ 

日 入 孤 霞繼、 

日の あるう ち は、 見えね ども、 日が 入てから 空 を みれ 

ば、 孤 霞が 一 筋に つ  >  いて 見 ゆる、 孤 霞と 云 は 夕陽の 

影の こと、 

シゥ シ m  クイン ェ. ィ 

洲洛遠 陰腴、 

向 ふの 渚の 方 を みれば、 どうやら、 あそこ かぎ h> 、岸 

そうな がと、 さつば-. >  と はみ えね ども、 陰 映 と、 をぐ 

らくみ ゆ. る、 舟で、 はるかに 見る 景を 云、 碧 流の 句に 


崖す、 


ゥン ■ ナチ メイ セィ 


湖 雲， 尙明霽 

湖の 空な ども 日が 入，.^ きつ てからはさっば，ft^tI^&!ゅ 

る、 まだ 暮 きらぬ ゆ へ に 尙と云 ふ、 

クラ P- メソ ショク リ 

林昏楚 色來、 

楚 色と は 屈 原が 楚辭 などに、 楚國の 風 色 を みれば、 物 

あはれ に 物 さびしく、 見 ゆると 云 ことに 直に 楚 色と 

云てぁる、これらも其通h^の意で、暮方に風色をみれ 

ば どうやら、 暗く して 物 あはれ にみ ゆる、 

キシ フク ケィ モン トヅ 

岸 遠 荊 門閉、 

最早 段々、 暮方 になって、 荆 門の 岸な ども 見えぬ やう 

になった、 閉と云 は、 門と 云よ b  、もう みえぬ と 云 こ 

とに 云 ふたもの ぢゃ、 


».\ トメ ホク フゥ ハグ シ 


德 詩選 


玉 言 古 


至 . 夜 轉淸逾 、蕭蕭 北風 

はや 段々 夜に なつ たれば、 淸逾 と、 どこも かも、 すみ 

わたって、 蕭々 と 物 さびしげ に、 北風な どが はげしく 

吹く、 

^  二 九 


唐詩 選 


五 言 古 


二  < 


南山の 邊 りに 歸 臥し て 、樂 しむが よ い、 必す苒 び又官 

祿 など を 問 尋ねぬ やうに しゃれ、 

白 雲 無， 盡 時； 

ロハ 山中の 事故に、 不斷 常住 白雲 など が 、暗た， 9 曇た 

ヽ盡る 時ない、 引 込でから は、 何にも 外に 求る こと 

なく、 秋の 風景に 對 して、 樂 しむが ましお や、 鬼 角 浮 

世の こと はふ b すてた がよ いと、 何の ことなく 云捨 

て、 を くが 面白 いぢ や、 白雲の 字、 隱者 向きに 仕 ふ 字 

おや、 白雲と 云 へ ば 此 中には 無盡の 情が 籠て 居る ぢ 


や、 一 


ジャゥ ケン 


西 山  常 建 

西方の 山と いふ こ i ぢゃ、 此れ は 舟に 乘. 9 出し 

て 東より して、 其 日の 中に 先へ 行つ いた ものと 

みえる、 其 行 着いた 日暮 より 夜 迄の やうす を、 よ 

く 順にい ひとった、 

イツ シン ナル ケィ シゥト 

一 身爲， 輕舟， 

是も かちあるき なれば、 心 は 進め ども 身が 進まぬ も 

のな，.=^、路のはかも、ゅくまぃが、今日は 輕き 舟に 乘 


て、 行く ことなれば 總 身に 羽が はえて、 飛 やうに 思 は 


る > 


ァ イダ 


落日 西 山際、 

偖 西 山の 方 を 見れば、 西 山に 日 も 落 か つて 見 ゆる、 

最早 日暮 そうな、 

ツ子 一一 カヒネ ヨハン ノ  -ー 

常 P 去 帆 影； 

我 身より 先へ 舟が 行く やうす を 云 ふ、 先き へ 行く 舟 

を目當 にして、 夫に 隨て ゆく 故に、 早い、 

E 長 ^ 勢： 

さて 向 を 見 わたせば、 水涯まで、 また 餘 ほど 遠い けれ 

ども、 此方から 向の 西 山へ 飛 付く ばかりに 思 はる、、 

ブッ シャゥ キシ m セィ |ー 

物象 歸， 餘淸； 


物象と 云に は、 山 も あり、 川 も あ..^、 何も かも 籠つ て 

いるお や、 この 句 は 低み の 方 を 云、 歸餘淸 と 云 は、 日 

の ある 中 は 日の さ ぬ 處も あ て、 どこが、 どこ や 

ら、 さつば りと 見えぬ もの ぢゃ、 曰が 入 きってから 

は、 さつば りと みえる、 こ は、 低み ゆ へ 日が 早く か 


スルハ キン ョニ  コ  ブッ XJ トリ セキ パ 

當 時 侍，， 金 奥： 故 物獨石 馬、 

御 近處に 侍た 美人 ども は、 黄土と なり 、當時 金 輿 に 侍 

した もの は、 唯 古い 石 馬の、 狗 犬が 心なく 動かす に 居 

るば かりおや、 

ウレへ  テ シィテ  ヲ ザセパ n ゥ 力 ナンダ i ク ハー！ 

憂 來 藉. 艸 坐、 浩 歌 淚 盈. 把、 

草を藉 て、 とつく， 9 と 居て、 昔の こと を、 あれ これと 

考て 見れば、 自然に 烕が 起て、 淚が 兩 方の 手に、， 一 盃 

にた まる、 

冉4タぼ途間タ、誰是長1^者、 - 

冉々 は 次第々々 に 進み 行く を 云、 人の 生涯 を、 旅に 喩 

へて 云 ふ、 人の 生涯と 云 もの は、 丁度 一 日々々 と 旅 を 

して、 あるく やうで 暫ら くもと  > まらす、 行く もの ぢ 

や、 右の 如く 昌 なる 帝王 さへ かくの 如く なれば まし 

て 我らに 於て を や、 猶 以ての こと ぢゃ、 これ 當 時の帝 

にあて ZMK ことなれ ども、 直に あて 付て は 云 はれぬ 

に 依て、 御 側ま わりの 美人の こと を 云が、 詩人の 眞情 

ぢゃ、 


唐 選 五一： K 古 


送別  王 維 

此れ は、 世の いとなみ 榮を やめて、 ゆく 隱者 を、 

送る 詩お や、 

リ テョ リノ マシム -ーチ 

下 .馬 欽， 君 酒； 

先づ 人 を 送る に は 馬に のり、 夫の 處の. 出はづ れ まで 

送て、 夫から 直に 馬よ... ^下りて、 別れの 酒盛りな ど. を 

する が、 定まりお や、 君に と 云 は 今 送る 人 を 云、 飮し 

むと 云 は、 居る 者が、 向の 行く 者に 飮ま しむるな り、 

トフ  ンノ ゾュク  ハ. イソ  ズメェ  P ヲ *• クワス 

問 君 何 所. 之、 君 言 不. 得 k 、歸っ 臥 

ノ ホト リニ 

南山 陲； 

此れ は 向へ 問 を、 設けて 云、 其 許 は、 今度 どう 云 ふ 所 

存で、 何方へ ござる ぞと /- へば 君の 云 はる、 は、 をれ 

も 最初の ほど は 立身 を もしょう と 功業 を はげんで、 

見 たれ ども、 不仕 合で ふらく とんて 居る 故に、 世に 

うるさく 居よう より は、 南山の あたりへ 歸 臥して、 居 

やうと いやる かと、 

1! 去 1 きタ 問、 - 

二 七 


15 詩選 五 言 古 

詩の 上手な 者 は、 纔な 文字で、 宮殿の やうす を、 よく 

云た ものぶ や、 一 句で 玉 華 宮と云 は、 どの やうな 處ぢ 

やと 云が、 よく 知る \ 先づは 門前 は 往還で 宮殿へ は 

四 五町 もよりと、 見 ゆる かして 、宮殿な. io をめ ぐって 

行く に 松の 並木な どが、 植て あると 見 ゆる、 

サゥ ソ 力 クル n グハ 二 

蒼 鼠 竄，， 古 瓦： 

これ は 人影 もない、 やうす を、 よく 云た の おや、 晝な 

ども S の 間から、 出て 居る 鼠な ど は、 人 を 見付けぬ に 

依て、 人が 行ば、 ひた もの S の 間へ そろく と隱る 

、、 

ズ  ラ ノ ヮ ウノ テン ソ 

不. 知 何 王 殿、 

此の 何 王と 云 は、 直に 太 宗の事 なれ ども、 當 時め こと 

にあて 、云 故に、 直に 指て は 云 はれぬ、 それで わざと 

とぼけて 云が、 詩人の 上手と 云 ものお や、 

1 n ゥ ゼッ へ キノ モト 

遺構 絕壁 下、 

くみたて、 ある を 云、 宮殿の くみたてた が 、まだく づ 

れ すに、 のこって、 絕 壁の、 阻き がけの 下に ある、 

イン パゥ キク ハァ ラク  . 

陰 房 鬼火 靑、  . 


二 六 

其 玉 華 宮の內 に、 はいって 見れば C 靈の 火な どが 見 

ゆる、 これ 有る まじき ことなれ ども、 かの さびしき 體 

を 云までの こと ぢゃ、 

ク ハイ ダウ アイ タン ゾ、 グ 

壤道哀 湍瀉、 

昔太宗 の、 盛んな りし 時分、 御遊 興の 時 はかう は ある 

まいが、 今 は 御な 道な ども あれはて、 溪 水が 道へ 溢 

れて、 道 も 壊れた である、 

パン ライ シン ノ シャゥ ゥ 

萬籟眞 笙竽、 . 

莊 子の、 籟の 字と 同じ 意で、 木 草 を 鳴す 風の 音 も簫篥 一 

の聲 がする が、 昔 太宗の 盛んの 時分の ほんく も. か，. 

く か LOS はる >  、 

マサニ セ ゥシャ 

秋色 正纖 濯、 

正に は 、今 最中 の 意、 游灑 は 、ものさびしい こと、 

ル ク ハウ ド • ィ ハン ャ スナ ハチ フン タ イノ 力 リナ ルテャ 

美人 爲， 黉土； 況乃粉 货假、 

人と 云 ふ もの は、 はかない もの ぢゃ、 昔太宗 にした が 

つて 居た 美人 も 苔の 下露て、 しま ふた、 これに 付けて 

みれば あまり 色な どに、 を ぼれ やう もので ない、 


に 進み 下知 をう けて、 漸々 と 募 方に 河 陽に 至る、 

ま 日照， 大旗； 馬 鳴 風 蕭蕭、 ■ 

大將の 陣屋に は爲 などが いな  >  き、 風な どが 吹て、 蕭 

々ともの すごく 聞 ゆる、 蕭々 は、 風と 馬と 兩 方へ 持 合 

す、 # 

ヘイ シャ ッラ子 パン パク チブ  ゴ  i  マ子ガ 

平沙 列， 萬 幕； 部 伍 各 見. 招、 

大將の 陣取す る やうす を 云、 部 伍 は 大勢く み 合 こと 

を 云、 伍と 云 は 五 人く み 合の こと、 こ、 ではた》 くみ 

合の こと、 聞て 置が よい、 大將の 陣屋へ 申す ことが 

あれば 行く、 

チウ チン カケ  チ 

中天 懸，， 明月； 

此 陣屋 中蕭々 たる やうす を 云、 さて 陣屋で 、空 を 仰ぎ 

みれば、 物す ごい 景色 を 云 ふ、 

レイ ゲン ュメ  セキ リャゥ 

令嚴夜 寂寥、 

大將の 治め 方が よさに 陣屋の 者 どもが、 さはが やに 

ひつ そ， 0 として 居る、 さるに よって、 人が 居る やら、 

B ぬ やら.' 知れぬ くら いぢ や、 


Tits  I 力 ？ 

寢 すに 守 < 


セィ ゥ， ニキ 

聲 i 


をす ると 云、 證據 に、 只 陣屋で、 笛の 聲 な 

どが 開 ゆる、 

サゥ シ サン ト メズ ヲ ゴラ シャ モンス ハタ ソ> 

壯士 慘不. 驕、 借問 大將誰 

を ご ると 云 は、 直に 頭 まかち に 出る ぞ、 是は大 將の治 

めかたが 惡ぃ 故お や、 總體 軍に 行に は、 死ぬ るに 覺悟 

を 極めて 行く、 皆是は 死ぬ るに 極めた と 云て 居る か 

ら、 驕ら ぬと 云 もの ぢゃ、 この 陣屋の 者 も、 其覺悟 で 

居る ゆへ にたの もしい と 云お や、 夫の 大將は 誰ぞ、 大 

方 漢の霍 去 病で がな、 有ら ふとな り、 


恐是霍 嫖姚、 

恐らく， 0 は 大方と 云 ふ ほどの こと- 


ギ 3 ク クハ キゥ 


五 言 古 


玉華宮 

此宫 は、 唐の 太宗の 建ら れた、 至極 さつ とした- 

離宮お や、 

一  メグ ッテ  シ 

溪间 松風 長、 

|:.|； …； ；:!  .:  .:  ,  .  ■,:  


唐詩 選 五 言 古 

た、 始皇の 博 浪沙を 通る 時分に、 間近く 一 寄て、 鐵椎を 

打 かけ たれ ども、 あたらなん， た、 

ホ ウジ カン-一 へ ほ ズ トナラ  i ナ シン ドウス 

8 雖. 不. 成、 天 地 皆 震動、 

本意 を遂 なんだ は殘念 なれ ども 此 こと は 天地の 間に 

沙汰して、 此れ はと、 きも をつ ぶす ほどの ことで 有た、 

輝 椎と云 ふ は、 かなてこの 樣な 物お や、 其樣な 重い 

物で なければ、 殺されぬ、 かの. つよい 目 はしの 利た、 

もので なければ ならぬ ことお や、 是 ほどの 人 なれば 

智勇 も 有て、 人に 見出されぬ やうに、 

セン トク ァソプ 力 t 二 ァ -I ィ ハン ャァ ラズト チ ユウ-一 

潛 匿 遊，， 下 邳； 豈 曰 . 非， 智 勇； 

是れ 人の ならぬ こと 智勇 ある 人ぢ や、 

レ  ナイ ケ ウノ  * トリ-一 ヲモフ テ シへ チ キン ス エイ フゥチ Asv  ル 

我 來，， 圯 橋 上； 第 古 欽， 英風： 唯 見，， 

へキ ス イノ レ _K 

碧水 流； 

欽は、 うらやましく 思 ひ 慕 ふ を 云、 

スナ ハチ シク ハウ セキ n ゥ 

曾 無， 黉 石 公； 

張 良に 逢て 書 を 授けた と 云が、 今 は 水の 流れば か hs 

で 其 人 は 居ぬ、 . 


二 四 

タン ソクス  ノ  ッテ セゥ 1 アウト メ ジョ シ ムナ， レキ r_K  . 

嘆息 此人 去、 蕭條狳 徊空、 

さてく 殘 念な こと ぞ、 今 も 張 良が 如き 者 あらば、 吾 

も 出 會て咄 したい もの なれ ども、 今 は 其 人の ない は 

殘念ぢ やと、 淚を 流す のみ ぢゃ、 此人は 張 良と 見る が 

よい、 訓解に は黃石 公と 見た が、 それで は わるい、 そ 

うみれば、 客 主の 別ちがない、 總體 文に も、 詩に も、 客 

主と 云が ある、 石 公 は 客の やうな もので、 張 良 は 主人 

の やうな ものお や、 此人を 黄 石 公に 云 は^、 題に おも 

に 云 ふ 張 良が 外の 者に 成て しま ふのお や • 

n ウジ ュク サイ  A  本 

後出 塞  杜甫 

前後の 字に、 かま はぬ がよ い、 何 心ない 前 出の が 

九 首 あり、 後出の が 四 首 ある、 是 を安祿 山が こと 

にあて 云 は あやま- 9 おや、 邊塞 など へ 行て、 陣 

屋を 立、 陣取り をす る を、 出 塞 と 云 ふなり、 

ァシ タ 二 ス ノ ヱイ 二 レユル  ノ  -I 

朝 進 _ 東 門 營； 暮 上，， 河 陽 橋； 

此 一 一句 都 を 出る 時の こと を 云、 東門 は 京 はづれ のこ 

と、 河 陽 は、 北 さかいの こと、 朝に 東門の 大將 の、 陣屋 


J 


が 夫と は、 定めて 彼 玉門 關 あたりに 出で、 居らる、 で 

あら ふが これ も、 心無い 者 は 月 を 見、 風 を 聞ても、 何 

とも あるまい が、 おれ はどうし たこと ぢ ややら、 何 を 

みるに 付、 聞に 付ても、 皆 思の となる、 

スべ： S  レ  ク ハン ノ ジャゥ レノ カタ イラ ゲテ n  ロチ リャゥ ジン 

總 是玉關 情、 何日 平，， 胡虜； 良 人 

ヤメ ン ェン セィテ 

0M 征： 

此も 女の 情に 何と ぞ、 胡 虜の夷 を 平らげて、 我 夫の ど 

こ へ も 旅へ 行かす、 常 化內 にば か hv  、居らる 、やうに 

したい もの ぢゃ、 此ニ句 は、 見えた. 通 b や はら かに 

云た がお もしろ い、 女中の 心に あの ゑび すと やら 云 

もの を、 平らげら る  ものなら ば、 早く どうぞ 平らげ 

て、 歸 らいで と、 女の 思 ふ 情 を あおきな く 云が、 おも 

しろい、 


經，， 下 邻 祀 橋： 懷，， 張 子 房， 

本と 張 良 は、 韓 王に 仕て 居た ときに、 秦の 始皇に 

我 生 君 を、 つぶ された 故に、 財寶を まきちらし 

て、 諸方に、 よい. <  を 求た ときに 、滑 海 君と 云 者 


に まみ ゑ て 、力士 を 得 て から、 始皇が 博 浪沙を 

る 時に、 御幸 を 見物の 者に、 まぎれ 込て 居て、 通 一 

る 處を待 かけて 近く 寄て、 鎚を 打つ けたれ ども，； 

乘か へ の 車へ あたって、 終に 本意 を遂 なんだ、 何 一 

が 威勢 さかんな、 始皇ぢ やによ つて、 どこも さが 一 

したれ ども、 張 良 は 利根なる 者 なれば、 知れぬ や 一 

うに、 下邳と 云處 に、 隱れて 居た 間に、 黃石 公と ^ 

云 老人に 出逢て 書 を 授けられてから、 Sef 術 を 得 一 

た ことがある、 今 李 白が 其 古跡へ 來て みて、 張 良 一 

が 志 も、 我と 同じ ことお やと、 を も ふて 作く る、 一 


子 房 禾， 虎 


とる 、を ザ ^ る、 ひなり、 

ェテ 


唐 選 


五宫古 


虎 嘯 は、 本意 を遂 たこ- 

破ァ. 產不 家、 搶海 得 _壯 士； 椎 .秦， 

"クラウ、 ンャ  • 

博 浪沙、 

我 主人 も、 u ぼされ たによ つて、 外の 者なら ば、 財寳 

を 取 納めて、 家 をな し、 引 込 怠 も 有そう な もの を、 財 

寳を まきちらして、 我が身 方になる 者 を 求た、 そこで 

滑 海 君に まみえ て、 よ い、 力士.^」、 きもい つて もろ ふ 


二  m 


五 言 古 


ニニ 


たる、 昭王も 跡 方 もない やうに なられた、 實に 人と 云 

もの は、 はかない ものである となり、 . 


覇圖 悵 已矣、 


諸 傅で みれば、 昭王も 伯と 成て、 いせい を 振た 人 なれ 

ども、 覇圖已 ぬる かな、 悵 然として 悲み 思て 我ら も 何 

とぞ、 この やうな 人に 仕へ て、 功 を 立たい もの なれ ど 

も、 此 やうな 時に 出逢 はぬ は 殘 念お-や、 悲み 愁る、 こ 

、ろで 悵の字 をつ かふた ものお や、 五 言 ゆへ に 長々 

と 云 はれぬ によって、 切て 中へ はさんだ ものお や、 覇 

圖 がこうお やによ つて、 悵 然と 愁 悲しい と 云 義を引 

はなして、 みる 意で ある、 詩人の 辭の 廻し 上手 なが 

見 ゆる、 


ノそテ  ラ  タ  へ リ  n. 

P 馬復 歸來、 


今も昭 王の 繁昌な 時分の やうならば、 逗留しても 見 

やうが、 今 は 何も 面白い ことがない によって、 何 を あ 

て どに 遊ば ふやう もない によって、 55! を驅 て歸來 た、 

何もない と 云て、 亂後 のこと が閡 ゆる、 

是を 訓解に は歸 らうと 思 ふたが、？ r かした われて、 又 


李 白 


跡へ 立歸 たと 見た は惡 しい、 

シ ャ. ゴ 力 

子 夜吳歌 

もと、 子 夜と 云た も、 閨怨 向きの こと、 子 夜と 云 

女中が 歌った 歌 を、 子夜吳 歌と も 云、 

長 安 一 片月、 萬 戶撬. 衣聲、 

一 片は 片方の こと、 一 片の 月と 云 は、" 仪 更け 方の 月と 

云 ことになる、 片月 窓、 片月 刀な ど i 稱す、 片月は 半 

月のことなh^、或は野の、ゃぅならば 一 面に 照らせ ど 

も 長 安 は 家居が 續て ある 故に、 一 方 は 照して 一 方 は 

照さぬ もの ぢゃ、 この やうな、 夜 深の 月 は、 物の 憐み 

を 添る ものお や、 其 上 どこでも、 かしこ でも、 夫の 方 

へ寒氣 ふせぎの、 衣裳 を こしら へて やる と 云て、 夜 深 

け 方まで 取い そいで、 砧の藓 がする、 月 をみ る さ へ憐 

なに、 其 上衣 をう っ聲 をき けば、 いよく あはれ な、 

秋風 吹.^ チ窗、 

亦 頃し も 秋と て、 夜 深 方に 風が そよ くと 吹て ま 

Kipi^f  a?. や、 i£ 秋 I 時 i 


や、 

ンャ *-r_K  ノ ォソレ 

i¥ 丸 懼； 

前 漢の韓 嫣と云 ものが、 黄金で 弾丸 を こしら へて、 用 

たと 云 語が あるが、 や は b 彈丸 とみる、 なせ 金 九と 置 

たなれば、 上に 段々 美い 文字 を 置て きたから、 愛に 彈 

丸と置ては、っ.，^合が惡ぃゅ へに、 金 丸と 置た ものお 

や、 詩人の 心得になる こと、 この やうな 處 では、 案じ 

て.、 この やうに 文字 を 置が よい、 

ビ フク ウレ フ  ノ サ- ン rih 

美服 患，， 人 指： 

總體 人の 目に たつこと、 却て 害 を 招く は、 何故 なれ 

ば、 丁度 重い 身で は 結構な、 衣類な ど をき て、 居る と、 

はや 人が 目 をつ けて 指さし をす る、 これが いや ぢゃ、 

セ マル ノー 1 ク，. il 

高 明 逼，， 神惡； 

じんだいで いは  >、餘 り富貨 が 過る と、 鬼神の にくみ 

をう けて、 身代 を 亡す もの ぢゃ、 盈れば 缺る 道理で、 

十分なら ぬと き は、 鬼神が 憐を かける、 總體物 は 十分 

なは惡 いもの ぢゃ、 

T  レ ァソパ *、.  メイ 二 ョク シャ  ンノ カァ ラン シ タフ 

今 我 遊，， 冥 冥； 4^ 者 何 所. 慕、 

唐詩^ 五 


人の 近くへ よらぬ 鳥 は獵師 もとる こと がなら ぬ、 吾 

も 今 は、 とんと 人の しらぬ 處 へ 、行 たらば、 此方 を た 

れも 害する 者 はない、 どこ へ 行た やら しらぬ やうに、 

かくれ 去 ふと 存 する、 それで は 此方 をね たむ、 李林甫 

や 牛 仙 客 等が、 害する こと はなるまい、 

ケィ キゥ ラン n  チン シ ** ゥ 

薊 丘覽古 .、 陳子昂 

此れ は 燕の 昭 王が、 賢者 を 招き 禮 した 處ぢ やが、 

今 は 其 人 は 跡 かた もな く 成た と、 古の こと を感 

じみる 意て、 覽 古と 云、 この やうな 古跡 をみ て 云 

に は、 必ゃ 手前の 處在を も 云 ひ、 我 身の 上に も、 

. 掛けて 云が、 定まりお や、 

南 登， 碣 石 山； 遙 望，， 黃 金 臺； 

今此薊 丘に 登り、 « 石よ. 0 向 を 見 g 一めば、 古へ 昭 王の 

賢者 を 招かれた、 黃金臺 の 跡が みえる、 

キゥ レゥ n.rt クケゥ ポク  ィヅ クン 力 ル ャ 

丘陵 盡 喬木、 昭王 安在 哉、 

さて 昭 王の、 古へ 御遊 興な された、 丘陵な ども、 今來 

て 見れば、 只 小高い 木の みある、 さし も 盛んに 云傳 へ 

二  一 


讃 詩選 


五 言 古 


メイ レ カタ ゼン 


人 生 感，， 意 氣； 功 名誰復 論、 

意氣 は、 いきかたと 云辭、 又總體 人と 云 もの は、 いき 

かたが 大事の ものお や、 今 天子から、 目 利な され、 つ 

か はさる  1 處 の意氣 に、 感じて 艱難な 處をも かま 

わすに 行く は、 功名の 爲に 行で はない、 只 何と ぞ此こ 

と靜づ めて、 天子に も 安穏に 御座 あれ かしと、 一 筋に 

思 ひ 込て、 今 ゆく、 あながち 功名 立身の 爲 ではない、 

唐の 五 言 古詩 は、 多く は、 六句づ \ で、 意 は 切れて 居 

る やう なれ ども、 其 詩の 命脈と 云 は、 始終つ 3- いてい 

る、 上に 段々 時の こと を 云 ひ、 それから 道す がらの こ 

と を 云 ひかう した、 難 義をも かま はす、 何 ほど 苦勞な 

ことが 有と 云ても、 天子の 命が 重い によって、 行く、 

これ 功名の ためにす る ことで はない と、 句 を つ > め 

ぉもの此の詩のっり4:lひな，..^、 


感遇  張 九 齢 

先づ 好い 事に 逢て、 それに 感じても 作れ ども、 大 

涯は 心に 思 ひ 好からぬ 迷惑なことに、^?じて作 


る、 


二 〇  1 

n  n ゥ  m リル 

孤鴻 海上 來、 

全體 手前 を孤鴻 にたと へ て 云た もの、 なせ 孤と 云な 

れば 人に はね 出されて 居る と云義 也、 

チ ク ハウ ス ァへテ 力へ リミ 

池潢 不，， 敢興 . 

池 は 城の 堀の 義、 常の 鳥 なれば、 此處 へ も下.^て游ぶ 

が、 廣ぃ處 の 海上よ，. >來 た、 大鳥 は、 この やうな 處は、 

振ら 向 もせぬ と 云 こと、 手前な どの 孤鴻 の、 大 量 あ 

れ ども 立身の 望 はない に 依て、 三 公 杯 位 を このみ は 

せぬ と、 比して 云た ものお や、 

カタ ハラ 二 ル サゥ スィ チウ ノス クフナ ル r チ  シュ ジュュ キヤウ 

側 見雙翠 鳥、 巢在兰 珠樹； 矯 矯 

チン ボクノ イタ ダキ 

珍 木顚、 

此 池の 側より 見れば、 二 匹の 翠 鳥が 三 珠樹の 結構な 

木に 居る、 雙攀鳥 は、 李 林 甫牛仙 客 を 措して 云、 三珠 

樹の木 は、 三 公の 位 を 云、 さて 此 やうな 木に、 うつ く 

しい 鳥が あれば とりたい と 云、 氣が 出來て 金 丸の を 

それが ある、 常の 木 なれば、 人に も 目 を 付ら れねど 

も、 なに か 結構な ことで、 三 公の 位で 身 は、，. >  つばな、 

形り 振 で 居れば、 人に もね ねまれ 、害が 出來 る者ぢ 


しい、 

ゥッ ゥ トメ  ノ ボリ カウ シゥ -I シュッ ボッメ  ム ヘイ ゲン チ 

鬱 紆 陟. 高 岫： 出 沒 望 ¥ 原： 

山林に 草木の 茂り 込 だ を 云、 上で は 出立の 趣 を 云て、 

愛で は 其 行く 道す がらの やうす を 云な 、高い 山な 

ど を 通 、だん./ \» ゆけば 谷 合の やうな 處 へ 入たり、 

出た，.^、 又 le. 地 を も、 望み 見て ゆく、 

ナキ カン テゥ クウ サン ナク ャ VjA 

古 木 鳴，， 寒 鳥： 空 山 啼 k 猿： 

其 行く 道に は、 古木の 大木な どが、 その 中で もの 哀れ 

に 鳥な どが、 さむ げに 鳴て 居る、 空 山の 人 も 無い 處 

に、 一 夜 も 宿 すれば もの かなしく、 猿の なく 聾な どが 

する、 

ス. テニ イタ シメ  ノメチ 

旣 傷 ¥ 里 目； 

此句 は、 欝紆の 句に 應す、 高い 處へ 上て は、 故 鄕の方 

を 51S で必す 感慨が を こる もの、 これが 人情の 定りぢ 

や、 高い 山に 上り 見 望で は、 故 鄕の方 も 遠く なった 

と、 心 を 傷る、 

力へ ヅ チヲド P カスキ ゥ セッノ コンテ 

還 驚，， 九折 魂： 

00  0 五 言お 


九折 は、 至極の 難所 を 通る に はも ふ 踏 tr つして 落 は 

せまい か、 落 はせ ぬ さうな と、 魂き も をつ ぶす やうな 

處を、 せっく 通る、 

ァニ ンャハ -、、 カラ カン ケ ンチ. クチ モフ ノ チン テ 

豈 不. 憚 k 險： 深 懷，， 國 土 恩： . 

艱難 を 恐る、 は、 同じ ことなれ ども、 此人 多い 中に 我 

を 器量 者お や、 國士ぢ やと、 思 召 下さる 、、其 御 恩が 

捨 おきが たさに、 今此 艱難 を、 恐れ 憚から すに 行く、 

キ フク ジダク 

季布無 J 一諾： 

此處 では 天子の 命に 逯 はぬ こと をと る 季 布と 云 者 

は、 人の 賴だ MJ を 承 合から は、 其詞を 易へ すに、 手前 

の 身 を 捨て も 其 こと を、 なし 遂げて やった と 云 やう 

な、 たのもしい 男お や、 

n ゥ エイ ヲ モン ズ  ヲ 

侯 羸 重，， 一 言； 

此度天子ょ，.^の仰付を、なるほど>諾して、承け合申 

てから は、 一 言 を 重 じて、 身 易. 9 に 立た 如く ちっと 

も、 引 は 致さぬ、 故事に は 一 諾と あるに ニ諾と 置た は 

下の 一 言に さし 合に よって ひつく り かへ して をい 

た、 


*5 詩 «e 五 言 古 

づ まらぬ と 云 ふ辭ぢ や、 

トゥク フン ギチ コト 、ス ジゥ ケンチ 

投 JI 事， 戎 軒；  . 

後 漢の班 超が 故事で、 本と 文官で 居た が、 此 やうな 手 

ぬるい ではい かぬ と 思 ひ、 持た る 筆 をな げすて、 武 

官の 方に 成て、 功 を 立た が 菩も其 通り、 文官 は 班 超と 

同じ ことで 武官の 方へ は、 かま はぬ 官 なれ ども 此度 

は 天子より、 御意で 行て 建 成 方の 者 ども を 、静めて く 

れ よと 有に 依て、 今日 文官 を やめて、 武官と なって、 

筆 を、 投戎軒 は 唯 軍と 云義、 總體 この やうな 事 は、 訓 

解の 注に 有に よって、 それに 付て 見た がよ い、 

ジゥ ワウ f カリ コト レ re ナラ 

縱 橫計不 J^、 

古へ 蘇秦張 儀が 、辯 舌 を 以て、 向の 合點 せぬ こと を も 

云 ほどいて、 * 方に したと 云が、 此方が 今 建 成 方の « 

をな だめに 行く が、 蘇秦張 儀が やうに 此方へ 付る や 

うに やって みやう と 思 ふて 行く か、 ゆくまい か は 知 

らね ども、 

カウ ガイ ザシ ナチ ソンス 

慷慨 志猶 存、 

一 さてくな げかし いこと おや、 まだ 世が しづ まらぬ、 


 一八 

何と ぞ 及ばすな がら、 しづ めたい ものお や、 これ 手前 

の 心に も 今 文官 を や め て 、武官と な つ て 、軍事に か > 

つ て 行 は 面白 ふ はな けれども、 天子から 見立て、 仰 付 

られ たが 重い に 依て、 行く、 

ッ 匕テサ クチ エツ シ  二 

仗. 策 謁，， 天 子； 

そこで 出立して 行 を 云、 天子へ 御 暇 乞に 上り、 御 目に 

か、. 9 て、 すぐに 我が家へ 歸ら やに 行く、 

ハセ テ ヲ タク ハン モンテ 

^馬お 關鬥、 

レ lli 二 asa  oil 

函谷關 に 出て、 行く、 

n フテ エイ テ クナギ ナン ェヅ チ 3 クナ シ 3 ク-ー ダス  ハンチ 

00 繋， 南 粤； 憑 k 下， 東 藩； 

終 軍が 氣 性な 故事で、 吾 今 何と ぞ終 軍が、 南 越 王が 合 

點 いたさす ば 首 をつな いで 參 らうと 云た 如く、 辯 舌 

を 以て、 合點 いたさせう、 もし 合點 いたさ すん ば 首に 

繩を かけて 參る であらう、 又酈 生が 辯 舌 一 つで、 齊の 

七十 餘城 を、 軍 をせ すに * 方に 下し 引付る やうに し 

た、 我も此 通りの 志で 行く が 終 軍ゃ酈 生が 如くに、 仕 

遂げ やうと 思 ふぢ や、 此 古事 は 今 武勇 を 以てせす、 云 

ひな だめに 行く 故に、 辯 舌の よい 、故事 を 用た 故に 親 


唐 詩 選 

五 言 古 

偖て 序で も 云 通，.，、 唐に は 五 言 古詩の 體と云 は 無い、 

どれ も 漢魏の 古詩に 叶 ふた は 無い、 故に 取らぬ、 此處 

で 四 五 首 あるに 依て、 是は 漢魏に 叶た かと 云に そう 

でない、 かたで、 序に も 云た 通り、 古詩と 云で はない 

ぢゃ、 これが 必す 漢魏の 詩と 同じ こ ととて 選び出し 

たで はない、 詩 を學ぶ 者が 唐の 古詩の 體は、 此 やうな 

ものと 唐の 古詩 體で、 作る 時の 心得の 爲 選み 出して、 

おいた ものお や、 


先づ 詩は實 事が 有て、 其 分 をよ く、 合點 せねば 聞 

えぬ、 此の 時の 唐の 天子 は 太宗ぢ や、 時に 太宗の 

兄に、 建 成と 云が 有た、 然るに 太宗の 天下 を、 取 

たは 先づは 手柄 ぢゃ、 弟が 天下 ヒ 取た 故に、 建 成 

の E 下 どもが、 ねたむ おや、 太宗の 臣下 どもが 云 

唐詩 選 五 言 古 


合せて 建 成 を 生かして 置て は、 此方 を 害する に 

依ってと 云て、 殺す つもりに したお や、 時に 殺す 

と 云と き は 事 さはが しき こと ゆ へ 、太宗 も これ 

を 苦 勞に思 召て、 これ を しづめ たい ものと 評議 

したと きに、 魏徵に 仰 付ら れた、 そこで 魏徵が 云 

ひ ほどきに 函谷關 を 出て ゆく、 其 時 作た 詩ぢ や、 

故に 出關 とも 題して ある、 又た 末の 方 を みれば、 

手前の 志 を 述べ て ある 故へ に、 述懷 とも 云 ふて, 

ある、 

チウ ゲン マタ オフ シカチ 

中原 還逐. 鹿、 

中原の 字 は、 詩人の 多く 使 ふ は 都の こと を 云へ ども、 

是 は中國 から 夷狄な どに 對 して 云辭じ や、 愛で は 郡 

近處 と、 廣く かけて みるが よい、 逐鹿は 誰れ が 天下 を 

とる やら 知ら. ぬと 云 こと を 喩 へ て 云、 昔秦の 天下 を 

失た は、 虞 人の 鹿 を うしなった 如くお や、 時に 天下 

中、 鹿を逐 かくる やうに、 隨分 足早な 者が してと る、 

今隋 の世滅 て、 唐の 世に 成た が、 まだ 世が しづ まらぬ 

ゆ へ に、 誰れ が 天下 を、 取る やら、 知れす、 還 と 云 ふ 

は、 世の さはが しき も 止みそう な もの おやが、 まだし- 

1 七 


唐詳邋 附言 

る、 書物で みたが よい、 

寒 陋之士 往往 責， 備 一 書； 蔣注 

訓解 豈備 哉、 

貧窮な、 手せ まな 學者 は、 一 部の 書物で、 なにも、 すむ 

やうな 書物. が あら ふかと、 思お ふが 一 つの 書で、 なに 

も、 かも、 すむ とい ふこと は ない こ. とおや、 偖て 蔣仲 

舒が 注が あれ どもと るに たらぬ、 訓解 も やくたい も 

ない こと を 集めた もの ゆへ 便りに ならぬ、 詩選 1 通 

-.^ が此 書です むと いふ こと はない こと ぢゃ、 觅角ぁ 

れも、 これ も 故事な どの 書 を、 たく は へ 置て、 廣 博に 

書物 を 見ねば ならぬ こと ぢゃ、 

〇 原本 諸刊頗 < ^、ま 有. 一  一 三， 

者 ¥ 不. 取 也、 

唐詩 選の 版本が 唐 山に は、 さまぐ ある、 その 內に詩 

を 二三 首 も、 增 した 本 も あれ ども、 それ は、 と，. >  用い 

ぬ、 

キハ  <1 ガ  クフ  ノモ -M.- ル 二 

如， 字 有， 異 多 從，， 原 本尤善 者； 


一 六 

本に よって、 すこし づ 、は 字の ちがった 本が ある、 そ 

れは 注の ない 本の 內で、 字の よい 方の 本の 通りに 定 

める、 

兩 可 難. 裁、 則 就 チ，，品 彙、 詩 刪、 詩 解.、： 

十 集， 考. 之、 從，， 其 多且正 者； 

兩可難 裁と は 或は 盧家 少婦欝 金堂と も欝金 杏と も あ 

りで、 どちらが よい かと、 いふ やうな とき は高廷 鱧が 

品彙、 于 鱗が 古今 詩剛、 唐 仲 言が 唐詩 m  、唐 仲 言が 唐 

詩 十 集な どの 內で、 多分に つき、 正しい 方に よって、 

字を改 むる、 

服元喬 


故 今 所二考 訂； 不. 得. Kv 爲ニ于 鱗， 雪. 

ヱンチ ホ、 >  せィメ スゴチ スノ ガン チ 看 

. 冤 、略 贅數 語お 發， 其 贋： 

右の通り 于鳞が 精 厳に ゑら み 出した を、 むごい と 云 

ひ 訓解 を于 鱗が 選み おやと 云 ふから 宽を 雪め てお か 

ねばならぬ、 それ ゆ へ に 長々 と 數語を 付て 置て、 訓解 

の 贋 を あら はす、 

シ レ カン キヤウ トボ シキハ ムニ チ モ  *|1 

若 夫寒鄕 乏. 挾 JT 訓 解 亦 非. 無，， 

ジ 3 

一 助； 

訓解と いふ 書 も、 在鄕の 書物 少き 所では、 故事な ど を 

引て、 見る 爲 になる、 

ジ ノ ヲ ンパ ゲン ゼ ノ ギ -1  シモ キズ トシ 

, 要 辨，， 其眞， 不. 眩，， 其僞： 則 不，， 必瑕 

殄；  . 

于 鱗が 選の 眞 物なる こと を、 得と 辨じ 知て、 その 僞り 

ものに 眩せ ざると き は、 訓解 も、 とりす つる 書物で も 

ない、 あっても 害に ならぬ、 書物 を もたぬ もの/ -爲に 

は 用に たつ、 

〇 唐詩 選 原本 以：， 蔣注， 行、 あ 辨 


二 グ ス  -ー 

旣 具， 于 M 

唐本で 、蔣 仲舒が 注の ある 唐詩 選が 世上に 行 はる 5 

が 注 本 は、 惡 いその 斷りは 前方に 云 ふて 置く、 

ッテ  ガ  -ー  シモ キ セン ャ  ゆ r_h 

方，， 于 鱗 選 時； 豈 必 期-, 後 有，， 蔣 注； 

于 鱗が 意に は 注がなければ すまぬな ど、 云 ふやうな 

こと は氣 にいらぬ、 自分の 見識で 見 わけて、 すまさね 

ば 意味 深い 處は 見えぬ、 おれが 擇ん でお いたら、 のち 

の 世で、 蔣仲舒 が 注 をす るで あらう と 思 ふて 注 を、 せ 

ぬで はない、 

スル  リ， ルユ シン メン モ クチ ヅ ヘン 

今 所， 考 訂， 要 在. 見 ニ眞 面 目： 何 憂 

キテ 、 

レ まレ& 

今 我が 要と する 處は、 于 鱗が 選んだ 本意の 眞 面目 を 

見出させ やうた めに、 わざと 註の ない 本 を 用る、 

初學或 昧，， 典故； 諸 書旣自 巋然、 

^就 考. 之 可， 

訓解の やうに 故事 を 引く 書物が 巋 然とし て 大分 あ 


唐詩 選 


附言 


袁仲郞 は 明の 神 宗萬曆 頃の 人で、 七 才子 などよ.^ 後 

に 出 たれ ども 于 鱗に つ  > いて 尊敬 せられて、 七 才子 

よりのち に 出た 書生 ども を 吾が 流義に なびかせた、 

その 學 問の をし へ 方が 于鱗 など、 は 大に ちがって、 

于鱗元 美な ど は、 詩 をつ くれば 唐の 世の 人の あとへ 

付て 廻り、 文 を 書けば 漢 以上の 人の 尻へ 付て あるい 

て、 獨立 はなら-ぬと 云 ふ ものお や、 文章 も 詩 もて まへ 

の 了簡で、 一 流 を かき 出す がよ いと 云 ふて、 新奇な 體 

を 仕出して、 晚學を 風靡と なびかした 男お や、 于鱗仲 

郞の 二人 は、 この 時分 名 をな した 男お や、 

於ノ  I ま S 貝歸^  1 家 勤ま； 

かう した 男 どもで、 名 だかい もの ゆへ に、 この 時分 田 

舍の山 儒者 山 仕の 上手 組 本屋 どもが よ.^ 合て、 于鳞 

仲郞が 名の 世に 鳴る をと，..^ はやして この 書 は、 于鱗 

が 選で 仲 郞が序 を 書た といへば、 うれ もす る、 はやる 

によって、 そのために、 こしら へた、 


チウ チャウ- 


グヲ 


爲 ，_禱 張 之 具； 

この 二人の 名 を 出して、 世上の 人が うれしがって、 買 


1 四 

やうに して 世間の もの を たぶらかし、 張り ひろむる 

ためにし たもの ぢゃ、 

ュ シ ヨシ ヘン タ ン ュ 

並 署ニ篇 端： 

李攀龍 選、 袁宏道 校す と、  . 

ノヤ トフ ソン ガ クキゥ セ シュク パ クチ チュメ 

所. 倩 村 學 究 不. 辨，， 菽 麥； 廼 急 求 

ヲ スノ i  ノ  口 ボウ ヲ 

レ錢 、致，， 此. 齒莽， 已、 

寂 麥は左 傅の 字 を 出して、 訓解と いふ 似せ もの を こ 

しら へ た、 その 儒者と 云 へ ば 菽麥を も 分たぬ やうな 

もの どもが、 金 をと るが よさに こしら へ はする が 余- 

さ  へ とれば よいと 云 ふて、 ろくに 吟味 もせす に まぎ 

，ら かして、 おいた もの ぢゃ、 

于鱗選 貴 精 厳： 毫 i 出入 或 謬，， 

千里； 

于 鱗が 選に、 一 ニ首づ 、も，. 込で、 まぎら か して あ 

る、 一 二 首と 思へ ども、 それ を 手本に して、 學ぶ もの 

が段々ぁゃまh^次で、のちには千里の あやま. と な 

る、 


せた、 これ は 中郞が 外の 文に 出た 語ぢ や、 これで 中郞 

と 云ひ僞 るつ もり ぢゃ、 

ッ  ガケル  二  ^キハ ♦ ヾニ キゥ シノ i ナラ 

且中郞 於 二 清 溟； 不二 啻 仇 視； 則 亦 

不 k- 中 郞-， 所. 爲、 

中郞は 明の 萬曆 時代に 出た 人、 于 鱗と は 至極 中の 惡 

い 仇敵の やうに 云 ふて、 于 鱗が 毒に あてらる、 なと 

云 ふた ほどの 男お や、 しかれば 訓解に 載せた 詩 を、 搶 

溟が 選に 極て 見れば、 其 やうに 中の 惡ぃ 中郞が 序 を 

書 ふやう がない、 これ も 中郞を しらぬ、 もの し お 

る こと ぢゃ、 


總評 中、 竽濫 太甚、 

訓解の 最初に のせて ある 總 評の 中に、 まぎら かしが 

多い、 昔 齊の宣 王 か 竿 を、 好まれし に、 南郭 先生と い 

ふ ものが 竿 をよ く 吹ます と 云 ふて まぎら か して、 扶 

持 を 取った 故事が ある、 


プル ス サ- 


評註 取，， 蔣 唐； 頗 爲，， 刪 補； 

その 次に 蔣仲舒 が 柱、 仲 唐 言が 解 をと り、 集めて 頗る 

爲 r> 剛補 一よ いか げんに 切 こん， たもの ぢゃ、 


ュビテ 


唯 是拙ェ 代 斷、 不. 救. 傷 . 指 、其 他 

ァグテ カゾフ 

謬 妄 不. 可，， 勝 計； 

斲は削 也 老子が 云 ふた 通. >  拙い 大工が、 材木 を、 こな 

すと きに、 手前 指 を 傷つく を も、 知らす にやたら に 削 

ると ある やうに、 詩の 善惡も 知らぬ もの どもが、 詩の 

害になる を も" かま はす 删補を なした る もの ゆへ に、 

まぎら かしが 多い、 その外 謬 妄かぞ へられぬ ほど あ 

る、 

之/ 鱗 隆之 間、 爲ノ  一  ^ 文 

宗； 

嘉靖は 明朝 十 一 世世 宗の 年號、 隆慶は 十二 世 穆宗の 

年號、 この 二 代の 間に は、 大勢 文人 どもが 出た、 その 

內 から 七 才子と て、 七 人 組合 を 立た 內に 親玉と たて 

られ た、 于鳞 である、 文 宗とは 文章の 宗匠お やとい ふ 


中 郞 雖. 後、 亦 別 爲，， 一 家； 風靡 晚 


唐？ S 選 


i 


j 三 


0  00 附言 . 

歴代， 諸 家-: 人 人 知 \之" 不 k 真 齓； 

詩經 離騷經 文選 その外 漢魏六 朝歷代 諸家の 諸 作は體 

を、 そな へ て ある ゆ へ によまねば ならぬ、 右の 書物 を 

ばよ まねば ならぬ とい ふ こと は 人々 しつ て 居る こと 

で、 不待具 論 たれ も 知て 居る 委細に 云 ふに 及ばぬ こ • 

と、 

ハク メン ャク レイ re  ギト  リ 

博 文 約禮、 雖， 小 伎， 亦然、 

博 文 約 鱧 は 論語の 字と. 'ひろげる こと は 文に とる 我 

が 持ち前 をと 、守る こと は 鱧に とる、 廣ふ 知て そう 

して 拍子 合 をと， 9、 守つ て 放埒に ないやう に 作らね 

ばなら ぬ、 

世 有， 唐詩 訓 解： 其 書 剽 崖 唐 詩 

選 及仲舒 注、 仲 言 解 等； 

愛で は 訓解の H せ物ぢ やと 云 ふこと を 明す、 その 書 

と 云へば、 唐詩 選； り や、 仲 言が 解 I 等 を ぬきさし を し 

て、 まぎら かし 注と 云 へば 仲舒が 注，^ 剽 襲と、 ぬすみ 

とって、 した もの ぢゃ、 

ギ セン メ ス  一； 

僞 選 列， 藝 文； 


1 二 

あれこれ 集めて、 于 鱗が 選で、 袁仲郞 が 序 を 書た と僞 

り、 こしら へて、 そうして、 藝 文の きっとした 書物の 

內に し 入れた である、 

而詩全 用，， 于鱗 選； 出义  一二； 

1 二 首づ/ -拔 さしした もの ぢゃ * 

ノ ダイ モク スル -I  ルラ  チノ 

其. 所， 題 目； 旣 是， 不. 知 者 所 


その 題目す る處は 、澄 溟が學 文の かまへ を 知らぬ も 

の、 した こと ぢゃ、 訓解に のせて ある やうな、 人に 笑 

はる、 胡亂な 選び をす る 男で はない、 

序 則 文理 不 JT 始 無， 意 義： 

序 は 仲郞が 序と 云て あるが、 初心な ものが これ を、 仲. 

郞が 書た 序お やそうな が、 どうもす まぬ、 初心な ゆ へ 

にそうかと 思 ふ は、 その 箬ぢ や、 本より 意義 もない、 

文理 もやく たい もない こと 厨せ 物 おやと 云 ふ 證據、 

中間 引，， 道 子， 數 語 出，， 中 郞.^ 他 文： 

序の 中頃に 東坡 が、 吳道 子が 窬の 評判 を した 語を载 


こ、 に 云 ふ處は 諸家の 內で いっちす ぐれた 書 ぢゃ詩 

を學ぶ もの はこれ を讀 まねば ならぬ、 

蔣氏所 k  二三 評語、 諸家 已具、 

モ ヲナ リル モマ タナリ 

醇之 可、 不 .讀 亦 可、 

于 鱗が 選に 蔣仲舒 が 注 をつ けて.、 二三の 評語 を も 添 

て 置た が、 是れは 皆 諸家の 云 ふこと をと りかへ， 引か 

へして 注した もの ゆへ に、 讀 でも よし 讀 まいでも よ 

し、 

^  ル * ハ n レ _K ショフ ml   ベン ナリ 

仲 言 解、 備，， 之 掌 故， 則 往往 便，， 于 

シッ ハウ 二 

質訪； 

掌 故 は漢の 官名で、 故事 をく り 出す 役人 ぢゃ、 こ.' に 

ては古事に達すると云ふことにか，.^用る唐仲言が解 

は 故事 を 一 々あげて、 ある ゆへ に 故事 を 知る 爲には 

よい、 質訪と はた  >し とふと いふ ことで、 これ は 何 か 

ら 出た 故事 ぢ やと 吟味して た  > し 知る に は 善い 書お 

や、 

至 k へ 解 一詩 立 i 謬 妄 居ス. 半、 不-- も 取パ 


也、 

仲 言が 解ば か，. >  でもない が 凡そ 詩 を 注解す るに は、 

この 詩 はかう と 云 ひ つむる ゆへ わるい、 總體詩 意と 

云 ふ もの はいく 檬 にも 見 ゆる もの ぢゃ、 その うへ M 

の わるい ばか b でない、 謬妄の あやま， 9 まぎら かし 

が 多い、 こうした 書物 ゆへ に、 とる にたらぬ、 

ッハブ キヤウ シ ャゥヲ 夕..、 -I テ ミ ダル  テ ナン ゾ ュル テゥ 

且 詩 貴， 興 象； 牴 謂 擾. 心、 胡 用，， 喋 

トメ スル r ヲヲ  ン 

喋 解， 之 爲、 

詩 は 興 象. 思 ひや，. >  を 以て 云 ふこと 或は 蛾 眉 山 月 半輪 

秋な ど 云て あれば、 高山の、 間から 月 を 見た 處が、 そ 

う も ありそうな ものと、 思 ひ やられて、 景像 がかぎ 

もない、 それ を かやう、 かやう と、 注 すれば 詩 も それ 

ぎりに なって、 その 解 を 見. る ものが それに 迷て、 心 を 

虱す こと ぢゃ、 しかれば くちやかましう 詩 意 を 解し 

てこれ ぎりと、 解 を 定め、 おく はやくた いもない こと 

おや、 嚷々 は 多言の 貌、 やくたい もない こ i をく ちゃ 

かまし う 云 ふこと を 云 ふ、  • 


若 夫、 誦 J 一一  百 篇 ：讀. 騒 讀. 選、 旁 及，， 


^選 詩 


附言？ 


窻詩還 


附言 


に 選て ある は どれ もみな よい 詩お やと 云 こと を、 天 

下 中で 知る、 

ニブ r ハチ タン デノ ナルチ メ プ 二 

故學 .詩、 先 擇，， 其 善 者， 而從. 之、 

詩 を學ぶ もの も 詩の みちを、 知る は 外の 學 丈と は 格 

別で、 あれ を學 び、 これ を まなびて は惡 い、 隨分 先づ 

其好ぃと云ふ詩ばか，..^を擇んで、それを手本にして 

それに 從て 作り 習 ふが よい、 

シ モノ チクユ 

不，， 必 取， 其 億； 

手前の 億 見の ものす きに て、 わるい 詩 を も 手前が す 

いた 詩 なれば それ を 手本に して、 よい 詩 を も 手前が 

氣に 入らねば とらぬ やうに する、 たと へ 氣に 入らす 

とも、ょぃ詩を手本にして、作..^習ふたがょぃ、 

ジ ユン ジャゥ タビ  テリ メイ ュ  n ゥ-シ  メ  ナル r 

準繩 一 立、 離 明輸ェ 無， 施 不可： 

上に 云 ふた 如くす る と 自然に 一格 式 準繩も 定 b  、手前 

の 旨に のって くる ぢゃ、 丁度 離婁が よくもの を 見 分 

る 如く、 公輸が 細工に 上手な やうに、 自然の 妙 處を得 

て、 眠 b ながら 作ても よい 詩が 出來 る、 

滄溟之 刻、 安知. 非巌 師友， 哉、 


右 云 ふ 通り なれば 人の むごい と 云 ふ ほど、 搶淇 が、 ゑ 

らんだが きっとした 師匠 きっとした 友と 云 ふ もの ぢ 

や、 きっとした 友が あれば、 詩を學 ぶに も 道筋の よい 

の を 習 ふで ある ゆへ に 過 湖な が 至て よい、 

〇 初學熟 二滄溟 選； 

不斷 常住 滑 潔が 選に 熟し 絶句 を 好く もの は 絶句に 熟 

し 律詩 を 好く もの は 律詩に 熟しそう してから、 

乃 後 稍 稍 就，， 諸家， 讀焉、 則 左右 • 

レヲ  ル r ハノ ミナ モト 

取. 之 無. 不 .逢，， 其 原； 

稍々 はやう-, \ の義 そろ/ \ と 云 意、 潦淇が 選 は 諸 

家の 選よ，.^ よいに 付て その 選を讀 とき は、 もと より 

搶溟が 選の 善い に 熟して 居る ゆへ に、 左右に 諸家 之 

書 をと つても、 夫の 詩の 妙處 原に いたって 意 * 合 を 

知る、 

諸家 則 滄浪詩 話、 品 彙正聲 、禽 

シゥ シ ゲン ゲン ズィ シソゥ  レ  ノケッ  ナル ノ 

州 盾 言、 元 瑞 詩 藪、 此 其 傑 然 者、 

亦 不. 可. 不. 讀 焉、 


せよ と 云 ふて、 をし へたに よって、 その 通りに 行 たれ 

ば、 大 なる 澤の 中へ 踏 込 だと 云 ふ ことがあ るが、 初學 

の 者 も その 通， 9 で、 諸家の 不目利 どもが 揮で をいた 

に隨 て、 惡ぃ詩 を もよ いそうな と 思 ふて、 步 をす、 め 

て それ を學ん で、 わきみち を 行けば、 後に は大 澤に陷 

る ごとく、 とてつもない 處へ踏 込で、 好い 詩 を 知る こ 

とがなら ぬ、 しかれば をし へやう が 大事お や、 

^ 取 .路 之 法、 明 爲， 之 標； 而 後 不 

ィレ  ノ ァザフ キテ 

.容 お 夫 欺； 

これより は どこ へ の 路と云 ふやう に、 誰が 見ても 明 

に 知れる やうに 傍 示の 道し るべ を 立て 置けば、 田夫 

の だまし をく つて、 邪路 へ は 陷ら ぬ、 標 は、 しるしの 

こと、 その 如く、 これ はむ ごいと、 いふ ほど に于 鱗が 

選で をいた はこれ にある 詩 は どれ もく よい 詩と、 

誰が 見ても つ ぃ知れるためな，.^、後世の をし へに な 

る 此選を 手本に すれば、 詩の 本道 を 行て 他の 欺 をう 

けぬ、 しかれば、 はじめ 詩を學 ぶに は隨分 手せ まに 學 

ばねば ならぬ、 

タ トフ  ヲ  チ n ン カウ- 1 トル 二  チ  ライ カタ ラバ 

又 譬 k 入 ，_崑 岡， 采， 玉、 玉 石 磊 丽、 

唐詩 iS 


ゾ * ン レバ ス ツル 二 プカニ ハ シ ウス  チ 

愚 者 奚 別、 非 庭 下； 或 龔， 燕 石； 

書 經の字 を 出して、 崑崙に は 玉が たくさん あれ ども、 

石と まじって ある ゆ へ不目 利で は 見 分る ことが なら 

ぬ、 むかし 愚者が 玉 を ひろ ふて 玉と 云 ふこと を 知ら 

す、 夜に なれば 光に 因て、 化け ものそう なと 思 ふて、 

腐 下にす てた と 云 ふこと が ある、 また 燕 石 を 持て 居 

てこれ はけつ こうな 玉ぢ やと、 思て ^ 重も^ 包み、 

大切に したと 云 ことがある、 その 如く 愚者 は よい 詩 

も 化け ものと 思た 如く、 惡 い と 思 ひ、 惡 い 詩 も 石 を大 

切に した 如く 貴ぶ、 直に 連 城の 壁なる こと を 知. o、 分 

る ことが ならぬ、 

ス ァフテ ヘンク ハジ 二  二  ル  ヲ 

必 遇，， 卞 和 氏， 而 後天 下 知， 連 城： 

昔卞 和と 云 ふ ものが、 楚 山から， 玉 をと， 0 出して から 

世間で 玉石 を辨 別. する ことならぬ やうな もの も、 卞 

和が 璧は、 貴い もの おやと 云 ふ こと を 知た、 そのの 

ち、 この 璧が趙 國の寳 物に な， 9 しに、 秦 から 十五 城と 

とり 換 やうと 云た によって、 連 城の 壁と 云 ふ、 それ か 

らして この 壁の 貴い と； 云 ふこと をし つた、 詩 も その 

通. 目 利の 上手な ものが 得と 、吟味 して . おけば これ 

九 
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やう ど、 鼠が 穴の 中から 首 を 出して、 四方 を 見合せ る 

如く、 高 李が 間 を 思 ひ 案じ うろついて、 ぬきさし、 た 

もの ぢゃ、 かう した もの なれば、 選 ひての うち へ は、 

入れられぬ、 


シャゥ シガ 


他 若，， 鍾 氏 詩 歸： 以. 沙 投. 金、 非. 再 

フル-一 タウ タテ  ル r  ノ シン ヲ 

經二淘 汰； 無. 見，， 其 眞； 


鍾伯敬 は 搶淇と 中の 惡 いもので、 搶淇、 をう わべ では、 

わるくい はぬ ふ， 9 をして、 澄淇 が惡 いと 云 ふた 詩 を 

ば 別して 入れる やうに した、 そこ をた とへ て、 沙を以 

て 金に 雜へ たやうな 選み や うぢ やとい ふ、 淘汰 は 金 

と 云 ふ もの は 砂の 中に まじって ある を、 水に ひたし 

え..^ わけてお いて、 そうして 眞 金に する こと ぢゃ、 

^ 唐 詩、 莫ク j£ 貧 滄 氣 i! 又 艮膨， 一 


於清溟 選； 


溟が選 は、 これ も 勘忍 頃ぢ やと 云 ふて、 ゆるして と 

る やうな こと はせ ぬ、 どれ もく 精粹に 吟 * して 究 

めた である、 


〇 人 或 謂、 潜 溟選過 刻、 

前に 云て ある 通り 搶溟が 選み は、 精粹 にして、 これ は 

勘忍 頃ぢ やと 云 ふやうな こと をせ ぬ、 それで これ を 

ば 入て 大事ない 詩ぢ やが あま b 過 刻と てむ ごい 選び 

や うぢ やと、 今どきの もの も、 そう 思 ひ 唐 仲 言が、 ひに 

も、 そう ® ふで あら ふ、 

レ E  チラ ク  フン ゼン ジャ 口 

然予則 謂 後世 諸家 紛然 邪 路 

旁 藤 往往 蓁塞、 

然れ ども おれ はそう はお も はぬ、 宋元 已來の 選者 も 

諸家 紛々 と 多い が、 どれ も、 てまへ では、 本道 を ある 

くと 思て 居ら るれ ども、 そうでない、 みな 邪 路旁徑 の 

わき 路 ばか b を あるいて 居る ゆへ、 本の 道筋に は 草 

がしげ つて、 往々 蓁 塞す、 宋 元の 人々 己 も、 ろくな 詩 

を 作る ことが ならぬ ゆ へ 、ょき；^:! 選び 出す こと もな 

らぬ、 蓁塞 は、 草の しげりた る をい ふ、 

ムル r テ タビ スレ バケツ ゼン トメ チ チイ ル  -f 

学 進. 步 一 左、 蹶 然陷， 一大 澤； 


1 

史記項 羽 本 記に あり 高祖と 項 羽が 戰の とき、 項 羽が 

陰 陵に 至て、 道に ふみ 迷て、 田夫に 路を 問 たれば、 左 


選し 出した、 詩 も、 唐詩の 內 でも、 神駿の 隨分 すぐれ 

た をぬ き 出して 取た に よって、 その 餘の詩 は あるか 

ないかに なった、 ちゃう ど 伯 樂が冀 北の 野で、 よき 馬 

を擇び 目き して 、とってぬ いたれば、 よき， がな く 

なった とい ふが 如く 品 彙正聲 に、 ゑら び 出した によ 

つて、 外によ き 詩 はなき も 同前 ぢゃ、 


サクュ 


其 後明の 嘉隆の 頃 に 至 て 、搶淇 が 出た 、 

シヲ  ヲシ ハウ ッゥ タ カナリ ト 

蓋 猶 以，， 廷 禮； 爲，， 旁 通 多 可； 芬 作 

マス，、 ゲン ナリ 

益 嚴、 

于鱗 がみれば まだ、 選が とつく とせぬ、 旁 通 多 可 は 称 

康が絕 交の 書の 字で あれ も 大事ない これ も 大事ない 

と ゆるしす ぎて ある ゆ へに さ つば hslo せぬ、 炸と云 

ふ は 林の 中で 大木に もなら す、 大木の 邪魔に なる 木 

を 云 ふ、 まだ 選 ひがたら ぬと 云 ふて、 嚴密に ゑら む を 

邪魔になる 木 を、 かり すつ るが 如く、 なる に たと へ 

NJ、 

掄 i 數百 首： 唐； 11^ 之 


髙廷 鱧が 撰んだ 內 でも、 わるい 吟味の たらぬ を、 隨分 

きびしく 詮義 して、 材木 を 擇ぶ 如く、 極上の 詩ば か 

,ON  、數百 首 ほど 掄 選した、 输は 材木 を ゑら び、 そろ ゆ 

る こと をい ふ、 そこで 唐詩の 淳 粹が淼 然と、 そろって 

集まった、 


唐詩 選 


附.； U 


後 有， 唐 仲 言 解 及 十 集； 要，， 其 所，， 

^n.  シ ュソス  リノ  ダニ  ラ レツ スルー 一 

出 入； 亦 惟 第 鼠 高 李 間； 不. 足 ， 列，， 

之 選 者； 

首 鼠 は 漢書の 文字 を 出して、 鼠が 穴よ b 首 を 出して、 

人 を 恐れて どちらへ 出 やう ぞと、 思 ふて、 うろつき ま 

わる を 云 ふ、 さて こ で、 選の 惡ぃを 云 ふて、 おかね 

ば 聞 へ ぬ、 かの 選し やう を 得と、 みるに 外の 者の 選 

だ を、 ぬきさし て、 出した 者 おや、 しかれ ども 仲 言 

はわれ も 選びての 內ぢ やと、 思 ふて した もの そうな 

れ ども、 そのぬ きさした 選を考 て、 みるに これ は 勘忍 

ごろ ぢゃ によって、 入て おけと 云 ふとき に 廷禮が 品 

彙正聲 をいです 又 得と 吟昧 して 擇んで これ は、 李于 

鱗が 選 をいです 鬼 角 どちらへ して よから ふかと、 ち 

1  七 
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ひすに、 手前の もの やきに 風 調 を 立て、 作る ゆ ゑに、 

ぜヅ. ス t.. 、キチ  ガニ  チ  セン  クハ ズル シッ トウ サゥ 

P 響 大 雅； 即 所， 選 若 論； 漆 桶 掃 

シゥ  タタ..， モ サ クスル /i 

帚、 亦 惟 摸索 而已、 . 

そこで 調子 をう しな ひ、 大雅の 本體の 道 を、 絶して、 

なくす る その 了簡 ゆへ に、 選 論す る も 胡亂な こと； 

や、 それ を喩 へ て 云 へ ば、 湼盤經 に 盲人に 象 を 見せた 

れば、 足 をと つて は 漆 桶の 如しと 云 ひ、 尾 を 採て は 

の 如くな りと 云 ふて、 全 象 を さぐり. あつる ことが な 

ら なんだ ことがある、 その 如く 詩の 本體を 見ぬ くこ 

とが 、ならぬ ゆへ にた》 あて 推量に、 論 選して おい 

た、 

チ  ノ ゲン ゾゥ ラウ 二 

及，， 南 宋 嚴 滄 浪； 

嚴羽 字は義 卿、 號 は搶浪 、朱の 人な り、 

ケヮ ッぜン タル  ゼン ゾゥ メテ ル 

豁然 眼目、 全 象始 見、 

このと きみな 盲 どうしの よ hN 合で、 本體を 見る こと 

がなら なんだ、 それ ゆ へ に 別して 唐詩の すたれて あ 

つた 時分お やが、 滑浪が 出てから もとよ.. >  明な、 眼目 

なる ゆへ に、 はじめて 詩の 本 體全象 を 見出して こ、 


m   六 

で、 搶浪詩 話と 云 ふ 書 を 書た、 

雖. 有，， 來 者； 不. 能，： 間 然： 

間然 は 論語の 字す きま を 見て 人 を そしる こと、 後來 

元 明の 世で はい かふ 上手 に 詩 を 論じて 宋人 をば 都て 

うけが はね ども、 搶浪 をば 間然し、 そしる こと はなら 

ぬ、 

レ Ire  *s 一一  ズ ルノミ _s ダイ トマ アラス ル -ーチ 

然 止 論. 之、 未. 遑 詩、 

澹浪詩 話と 云 ふ を 書て、 詩 を 評判した ばか.^ で； t を、 

選ばなん だ、 

ミン ォ n ツチ  チイ  ガヒン ィ シャゥ * ィ  ヅ 

明 輿、 高 廷禮品 彙、 正 聲 出、 

明の 始に 高廷 鱧が、 品 彙と云 ふ を 選出して 大槪 よい 

が 、まだ 選びが たらぬ と 云 ふて、 正 聲と云 を また 出し 

た、 

而 唐人 諸家 玄黃不 k、 

. この 人 は、 五 言が 得手 方、 七 言が 得手 方と、 上手 を、 明 

白に 上げて 白い 黒い が 分た、 

モ カン パック シン シ ユン テキ * ク J 'グイ 二 クウ 力 

詩 亦簡& 祌駿； 冀北遂 { 全、 


附 言 


唐 山て 余献 可と 云 ふ 山 仕 本 尾が、 唐詩 訓解 と 云 ふ 

本 を こしら へ て、 李 搶淇が 撰み 出した、 唐詩 選に ぬ 

きさし をして、 搶溪が 選した と 偽た ゆ へ に その 心 

を も 云 ひ 于鳞. か 詩 を 選した 本懷を も 明かし 詩 をつ 

くる もの 心得になる ことな ど を も 云 ふな b、 

〇 近齓詩 盡，， 於 盡也 者、 盡 J 口 

t ナリ 

之 謂、 

近體 とおし 出して 云へば、 五 言 古詩の 體を 除て その 

外の 體を 云、 唐人より 前に はない、 唐人が 上手に 作 

た、唐ょ..^已後に元明の時代に至って、もっぱら唐詩 

を學で 作れ ども、 唐人の やうに 云 なすこと が なん ぼ 

でもなら ぬ、 しかれば 唐より 前後に. は、 よい 詩 はな 

い、 よい 近 體の詩 は 唐で 盡た、 盡於 唐と 云 ふ は 論語に 

盡类矣 と ある こ、 ろで 至極 美しい 詩ば かり を 選び出 

した を 云、 

而 莫 Jili- 滄 si  i,; 


その 選と 云 ふ內に 選者が 大勢 あるが、 どれ も よい か 

i 云 ふに、 そうでない 外の もの は 目がない ゆへ に、？^: 

方 もない 詩 を 載せた、 搶溟が 選よ. ^、よき はない、 

ケダシ 

蓋 後世、 

蓋し それ は、 何 ゆへ なれば、 後世 は 宋元を 云 ふ、 

ソジュ ッスル  ヲ  f  --  シ II ズ 

祖 「述 唐人， 者、 家 選、 戶論、 

唐詩 をよ い と 云 ふて 、堯舜 を 祖述す ると 云 やうに、 昔 

の 唐人 を 手本と して、 家 ごとに、 選び 出し、 In- ごと に 

評判し たれ ども、 みな わるい、 . 


ンギ 
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大抵 宋人 好自. 用， 其 調； 

なせ 惡 いと 云 ふなれば、 先づ 一通り 詩人 は 風雅の 道 

とて、 風月に こ ろ をよ せて、 人情 を やさしく 云 ふこ 

となる ゆへ 詩經 三百 篇 などの 體 こそち がへ 風雅の 道 

は 失 はぬ、 しかるに 宋 人の 學文は 理屈 を、 おもに 云 ふ 

たもので、 丁度 山 谷が 手前の 見識 を あげて、 詩 は 手前 

で 云 ふ もの なれば、 人の 手本 を 借る に をよ ばぬ、 ど 

の やうに な も 入々 心に おも ふ 通り を、 詩に つく 

るが よいと 云 ふた やうに、 宋人は 唐の 風 調 格式 を 用 


0-00 


序 


が 見へ ぬ、 然れば 至極つ くりに くいものそう な、 


スコ プル 


王 維、 李頎 頗臻. 其 妙： 

その 內 にも 王 維李頒 頗るよ ほどよい 至極つ くした と 

云で はな けれども、 先づ 勘忍 ごろお やと 大 へいな 云 

ひぶんお や、 

チ  ガ ヘン シゥ W シ. r ク ハイ ヱン トメ ラホシ イマ、 ナリ 

即子美 篇什雖 、憒 焉自 放矣、 

七 言 古詩が よいと て、 どれ もよ いかと 云に、 そうでな 

い、 こ、 で 子 美 をお さ へ て 評判す る 憒焉 はと.^ しま 

,9 のない こと、 子 美が 七 言 律の 篇什 多く 諸家の 集に 

ものせ て あれ ども、 憒焉 として 風 調 格式が やぶれ、 我 

がま、 に 放埒な 作， 9 やうが 多い、 或は 平沃が あはな 

んだ-^-韻字がちがふた^^^して，七言律は 子 美 も 餘，？ 

よくない、 諸體の 詩の 評判 は是れ までお や、 


サ 

.>、 


作者 自苦、 亦 惟天實 生， 才 不 

さて 古から 云 ふ 通， 9、 諸人 も 隨分精 を 出して、 諸體を 

かねす ベ て 作， 9、 いづれ の體も 上手に なら ふと 自ら 

くるしみ、 骨 を をれ ども 諸體は かねられぬ ものそう 

な、 唐の 世に は 天から 才を あた へ て、 詩才の すぐれた 


四 

ものが 多い が 大勢の 內 でも、 諸體を かねて 作る もの 

がない、 なるほど 一 體には 達して、 よく 作れ ども、 諸 

體 をかぬ る こと のなら ぬと 云 は、 實に 天から 悉く 一 

人に は あた へ つくさぬ と 云 もの ぢゃ、 

I 之 君子、 乃 S 集 以盡， 唐 詩 -而 

唐詩 盡，， 于此； 

搶溟 よ，^ 後の 君子た ち、 滑淇が 唐詩の よいの を、 こ、 

に ゑら び 出して 置 ほどに 此の 橥で 唐詩 はっきた、 此 

の 外に 唐詩 はない と 思 は  > 此の 集で 唐詩 はすむ と 云 

ものお やと、 大 へいに 憎く、 かいたが、 于 鱗が 氣 象で 

ある、 

濟南李 攀龍撰 ， 

濟南は 地名、 李 は 姓、 攀観は 名、 于麟は 字、 槍 は、 魷、 


ないから、 誰れ も 非難 をう つもの は あるまい と 思て、 

欺いて をいた、 

至. 如，， 五 七 言絕句 唐 三百 年 

1 人、 蓋 以，， 不用意， 得. 之、 

こ、 らも 李 白と 名 を 出しそう な ものお やが、 李 白が 

KJ を 評判す る ゆへ 名 を 出さ や とも きこ へる、 外の も 

の、 評判 を するならば 別に 名 を 出さねば ならぬ、 同 

人の 絕句， H 評判す るから、 簡古 にかいた ものお や、 初 

唐 中唐晚 唐の 三百 年の あ ひだ、 五 七 言の 絕句を 作る 

もの 大勢 あれ ども、 李 白 一人が 一番の-上手. おや、 蓋 

以， 不用意， 得 svr なせ 李 白が 絶句が よい なれば、 思案 

功夫せ すに 不圖 意に うかむ ま、 に 口に 出る に まかせ 

て、 作た ゆへ、 格別に できて 、他人が まねる こと もな 

らぬ、 人で も その 心得が ある、 鬼 角 絶句 は 律と はちが 

ふて、 雜駁 でも ゆかぬ、 又 古事 を 用いて こぢ つけても 

ごたくと して わるい、 觅角 案じて 作て は出來 ぬ、 李 

白 は 文雅 風雅の 身に あまった もの ゆへ 平生の 語が 直 

に 詩に なった と 云 ほどの 男お や、 一 斗 詩 百篇と 云た 

如く 心に 思惟せ す、 醉 まぎれに われ しらす、 ふと 云 ひ 


出した が 自然の 妙 境で ある、 

I 太白 亦不. 自フ饥：其ノ 所 k、 

自分に もこの やうに 出來 たは ど ふした こと やら 知ら 

ぬ、 

メ タク、. -ナル ハカへ ツナ ス 

而ェ 者、 顧 失焉、 

とかく 不用意で なければ ゆかぬ 、あお を やら ふとす 

ると、 ついその 妙 處を失 ふ、 その 證據は 李 白 もた くみ 

に 作た は 結句 わるい、 

五 言 律、 排 律、 諸 家 槩 あ， & 

五 言 律排律 は、 諸家に も 大分あって 人々 大槪 はよ い- 

どれ もと， 9 用 ひらる /- が、 これ も 搶溟が 見識で みれ 

ば 、全篇つ くした と 云で はない と 云 ふ 意で、 佳句 多し 

と 云 評語 は 一 詩の 內で 全篇よ いと 云 は ない、 間々 一 1 

三 句 ほ どづ、 あると、 全く ほめた 語で はない、 

七 言 律 齓 、諸 家ノ きリレ 

初 唐で も 盛 唐で も、 みな 唐人 は 諸體 を、 か ねて、 作れ 

ども 七 言 律に お いて はうる はしく， o- つばに 作る もの， 


le 詩選 序 

ると 語を轉 じて、 

陳 子 昂、 以 k へ 古 詩， 爲，， 古 詩； 弗. 取 

也、 

人々 の 中で も 古詩 を つくる もの 大勢 あれ ども、 五 言 

古詩に をいて は 陳子昂 が 一 番 上手と 後世に も傳 ふる 

ゆへ に、 此の 一 人 を あげて 唐人 大勢 を こめて 評判し 

たものお や、 その上 手の 陳子昂 が 作た 古詩と いへ ど 

も搶 潔が 見識 を 以てみ るに、 手前の ものす き 自分 了 

簡で 作た 詩お や、 そのもの すきで 作た 古詩 を 以て 文 

選體 に、 叶 ふた 古詩と すれ ども、 搶溟 など は それ を 文 

選 體に叶 ふたと して はとらぬ、 その 上手 さ へと るに 

たらぬ とすれば、 その 餘は 云に 及ばぬ、 此れまで 古詩 

を 評判した、 

• 七 言 古詩 惟子 き，" 不. 失，， 初 鼠 氣 

カク ヲ  ジ ゥ ワウ  リ  レ 

格， 而縱橫 有. 之、 

さ て七言古詩は、初唐^$-唐の ニ體が ある、 これ を 作り 

分る に は 前後の 拍子 合 を合點 せねば 作られぬ、 初 唐 

體と云 は、 文字 すくなに 云ても すむ 處を も、 文字の 美 


  . ヒ 

レイ 

麗 なをつ かふて、 だてに 長々 と對 句な ど をと つて 云 

たものお や、 又 盛 唐 體と云 は 拍子 合 を おもにと つ て、 

上から 長 句 を 段々 云て 俄に 短句な どて 變 じた. 9、 又 

急に 韻字 をと りかへ たりす る ことがある、 縱橫， ほ 在 一 

に 拍子 合 を 云 ひなす ことお や、 大勢 ある 中に も、 子 美 

のみ 妙處を 得て ゐるゅ へ に、 盛 唐體を 作れ ども、 初 唐 

の氣格 なりふり を 知，. >  、縱橫 自在に. いひな す、 

太白 縱橫、 往往 疆鹫ノ N 氣  1i  P 

長 語； 英 雄 欺. 人 耳、 

子 美に つ  >  いて 上手 なれ ども、 子 美より は おとりた 

る處が ある、 こ、 らが 文の 妙 處と云 もの ぢゃ、 無調法 一 

な もの なれば この 處へ も、 七 言 古詩と 出しそう な も I 

の なれ ども、 上に 七 言 古詩と 出して 直に 又 それ を 評 一 

判す る ゆへ、 こ S に はぬ いてお いた、 これらが 左傳な 一 

どの 名文 を 手本に した もの ゆへ 此の やうな 簡 古な 筆 一 

勢が ある、 さて 七 言 古詩に おいて は、 太白 も縱橫 自在 一 

な處が あれ ども、 ところぐ， に は 疆驽之 末 間 弓勢の 

つきて、 落る 如く 詩の 末へ 行て は 尾 たれに なりて、 處 

々 へ 長 語の 無用な. 語 を まじへ いれ 手前 ほどの 上手 は 
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，唐詩 選 序 

李 搶寓が 序 を かいて、 蔣仲舒 が 注解した、 唐詩 選と 云 

が あるが、 これ はもと 注 はない はす ぢゃ、 それ ゆへ 白 

文の 唐詩 選 を 用 ゆる、 唐詩 を 選 じた 全體の 意趣 はと 

云に、 唐人 大勢の 中で も、 得手 不得手が ある、 また 出 

來 たも あ， 9、 不出來 な も あり、 その 中で もづ ん とよい 

の を ゑら び 出した が 唐詩 選の 選お や、 偖 この 序 は 上 

手に かいた もので ゎづ かな 文字の うちで、 唐 三百 年 

の 間の 詩人の 評判 をした、 無調法な ものなら ば、 長々 

とかき そうな もの なれ ども、 切， 短 かに よく かいた 

ものお や、 唐の 詩人 初中晚 とわ かれて 大勢 ある こと 

なれば 大勢 あげそう な もの なれ ども、 若輩ら しく、 く 

どくと、 大勢 あげす、 お  >  李 白 や、 杜子 美、 王 維 李 脂 

が 如き その 中の 上手ば かり、 三 四 人出し て、 評判した 

もので、 上手 を  一 二人 あげて をけば その外 は 云に 及 

唐詩 選 序 . 漏 . I 


ばぬ、 しかる ゆへ に于 鱗が 文の 中で も出來 た文ぢ や、 

此の 文 は 中で も大 へいに かいた ものお や、 よく 氣を 

つけて 見る がよ い、 

15 無，， 五 言 古 詩： 

先づ 五 言 古詩 は 文選に 蘇武が 離別の 詩 また 枚 乘が古 

詩 十九 首 ある、 これ を 古詩の 手本に とる ことお や、 此 

れが瀵 魏六朝 時代の 溫潤 たる 風調ぢ や、 そう い へ 

とて 唐に は 一 向 五 言 古詩 を 作る ものがない と 云で は 

なぃ、ぁh^はすれども于鱗が見識を以て みるに 文選 

體の風 調 を そな へた 詩がない に よって とらぬ、 それ 

で 唐に は 五 言 古詩の 體を そな へた 詩 はない と 云た、 

七 言 古詩な ど はよ いが ある、 

}i 有，， 其ノ 古詩； 

漢魏 時分の やうな 古詩 はない が、 唐の 代の 古詩 は あ 
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人なる こと を 知て、 罟太公 §|;.\子 久矣と の 玉 へる よ 

太公望と 號 せり、 武成 王と 謚す、 古今 兵家の 祖 とす、 

在. 殷とは 初めは 紂 王が 臣 な，. >  とも 云、 又 文 王 姜 里に 

拘 はれ 玉 ひし 時、 紂の文 王を赦 さん こと を 願 ひて、 久 

しく 殷に 逗留した， 9 しこと を 云と も 云へ り、 1 段の 

意、 昔 殷の湯 王の 諸侯より 典て 天子と な b 玉 ひし 時、 

師 とし 玉 へ る 伊 尹 は、 夏の 继 王が 都に ありて 敵の 情 

を 委しく 知りた る ゆへ、 速 かに 大功 を 成就せ，， ^、又 周 

の武 王の 諸侯より 奥て 天子と なり 玉 ひし 時に 師 とし 

玉 へ る 太公望 も、 殷の紂 王が 方に あ.^ て、 敵の 情 をよ 

く 知れ る により て 、功 をな す >  J と 速 かな，^、 是皆 間な 

り、 され ども 後世の 間と はか はり、 伊 尹 太 公と もに 上 

智の 人な.. >  、上智の 人 を 間と する 時 は、 決定して 大功 

を 成就す、 され ども 明君 賢將に 非れば 上智の 人 を 見 

知る こと 能 はす、 た IJ ひ 見知ても せ； (心よ b 歸服 さす 

る ことならぬ ゆへ、 其 上智の 人 を 間に 用る ゆへ、 決定 

して 大功 を 成就す ると 云 意な り、 畢竟の 意、 軍 は 間 を 

以て 利 を 得と 云へ ども、 又 間 を 以て 收る ことにて、 

問 を 用る こと 甚む つかしき こと な リ、 是 上智の 人 を 

間に 用 ひざる が ゆ へ な^^^と云意な^-，上智の 人 は 世 


間に まれな り、 あれ ども 見， g り 難く、 見知れ ども 使 ひ 

がた きこと なれば、 間 を賴 みて 事 を 成就す る ことた 

やすから ぬ 道理な. o、 こ /- ろ を 付くべし、 叉 この 本文 

に 伊 尹 を 湯 王の 間に 用 ひ 玉 ひ、 太公望 を 武 王の 間に 

用 ひ 玉 ふと 云 こと、 唯 間に は t 智の人 を 用 ひ ざれば 

却て 其 害 ある こと を 云ん 爲 めに 云 へ るな b  、實に は 湯 

王、 武王、 伊 尹、 太公望 は 皆 聖 人に て、 其心專 天理に 住 

し、 一 點の 私な し、 揚 王の 桀王を 伐ち、 武 王の 紂王を 

伐ち 玉 ふ も、 天下 を 貪， 0 玉 ふ 心 一 點も なく、 唯 萬 民の 

なげき を 悲み玉 ふ 仁心より、 天に 代りて 誅罰を 行 ひ 

玉 ふこと にて、 間な ど を 遣 はして 敵の 情 を はかりて 

軍に 勝ん と 求め 玉 ふに は 非るな.^、 本文の 詞に 泥む 

こと 勿れと 展 代の 諸 注に も是を 論せ るな り、 

此丘ハ之要三！^ 之歡ー恃而 動， 也、 

此條は 結語な b  、此と は 間 を 措て 云、 兵 之 要と は 軍法 

の 肝要と する 所 と 云 意 な.^、 三軍 之 所， 恃而動 一也と 

は、 三軍の 働 は 間 を 力に 恃て慟 くこと なりと 云 意な 

h,- 、されば 間と 云 もの は 敵の 情 知る 道な り 、軍法に 

は 敵の！ S を 知る を 以て 耍 とする ゆ ゑ、 間 は 兵の 要な 
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るなh^、^vのゅへは 上智の人は少く、不才の 人 は 多 

し、 わが 方の 間の もの 敵方に 行きた らんに、 金玉 美女 

を 以て 其 心 を 惑 はされ、 刑罰 を 以て 其氣を 挫る、 時 

は、 慾 心と 死 を畏る 心と 人々 皆 ある ことなれば、 眞 

實を 吐露して 却て * 方の 害と なること 多き な 、た 

とひ 志 堅固なる もの も、 智辨 不足 なれば 日々 に 敵よ 

り はさま - にして 伺ひ はかる ゆへ、 ついに は 云 ひ 

落さる、 ものな り、 故に 孫子 反問 を 第 一 にせるな，x^^ 

と 知る へし、 

昔 殷之興 也 伊- 摯 在ハ 夏、 氣 之 興 

也 呂-牙 在. 殷、 故 慨 明-君 賢， 將、 > お 

以，， 上- 智， 爲，， 間-者， 必 成，， 犬-功； 

是は 間に 敵國 へ 遣す 人 は、 必 上智の 人 を 用べき こと 

を 云へ り、 昔と は 殷の湯 王 周の 武王 のこと を 云に よ 

りて 云へ るな， 9、 湯 王の 時分 は 孫子が 時分より 前 千 

1 二百 年な り、 武 王の 時分 は 五六 百年 前な b  、殷之 興 

也と 云 は、 殷の湯 王 初めは 諸侯に て 商と 云國の 生な 

りけ るが、 時の 天子 夏の 榮 王の 惡 逆によ， 9 て、 天下の 


1  三 四 八 

諸侯 萬 民 皆榮王 に そむき、 湯 王 に歸 した るに よりて、 

諸侯より 興. 0 出て、 王位に のぼ. 玉 ふこと を 云へ 

り、商の國ょ，.^天下をたもち玉ふゅ へ 商の 世と 云、 湯 

王の 子孫 盤 庚の 代に 殷と 云處へ 都 を 移して、 それよ 

, ^殷の 代と 號す、 こ 、 に 殷之興 也と 云 へ る は、 後^に 

云 ひ 習 はした る詞を 以て 云へ るな.^、 湯 王の 時に 殷の 

代と 號し たるに は 非るな. 、伊 象 と は 伊 尹の ことな 

b  、伊 は 姓 尹 は 名な り、 字 を摯と 云、 在 夏と は、 夏は桀 

王の 都 を 云、 伊 尹 は 聖 德の ほ なり、 初め 有 一 辛の 野に 耕 

して 居 玉へ る を、 湯 王 呼出して 師 とし 事へ 玉 ひ、 桀王 

の 惡逆を 歎き、 五 度まで 伊 尹 を樂王 へ^め 玉へ ども、 

架 王 用 ひすと 孟子に 見えた.^、 されば 伊 尹 は 桀 王の 

方に も 居 玉 へ る によりて、 此 本文に も 在 夏と 云 へ る 

• な 、周 之 興 也と は、 周の 武王 初めは 是 も諸佼 にて 周 

の 國の主 なれ ども、 紂 王の 無道に て 天下 皆^ 王へ 歸 

したりし ゆへ、 諸侯より 奥て 天子と な. 0 玉 ふこと を 

云 へ るな り、 呂 牙と は 太公望の ことな， 9、 呂は 姓な 

.9、 名， 尙と 云、 字 を 子 牙と 云 へ る を 略して 牙と 云た 

るな，.^、 初め 蹯溪 と云處 にて 釣 をして 居られた る 時、 

武 王の 父 文 王 獵に出 玉 ひ、 是に逢 ひ 物語し 玉 ひて 聖 


因 是而知 之と は、 是の字 は 反間 を 指して 云、 之の 字 は 

敵の 情 を 云、 右の 條に云 へ る 如く、 敵の 間 を 久しくと 

めお きて、 其 人の 云 ふ 所より して、 敵方の 鄕民 又は 士 

の樣子 をく はしく 知る ゆ へ 、敵の 鄕 民を鄕 間と なし、 

敵の 官人 を內 間にして 使 ふこと も、 この 反間よ し 

てなる ことな りと 云 意な り、 杜牧が 說には 、因. 是 而 

知. 之と 云 を、 敵の 問 さへ 利 を與 ふれば、 此方の 反間に 

なる なれば、 鄕民官 人 も 此方の 間になる ベ き 道理 を、 

これにて知ると云意なりと云 へ，..^、非說なり、 

ゅ是 而 知. 之、 ま 死-間 爲，， 誑， 事， 可 

レ使 レ吿レ 敵、 

この 是も 反間な， 、之 も 亦 敵の 情なり、 反間に ちなみ 

て 敵の 情 を 知る ゆ へへ 如此 なること に は 敵が 誑かさ 

れ たると 云 こと V」 知る によ.^ て、 死 間 を 遣 はし 敵 を 

たぶらかすべき こ と を 作り て 、敵 に吿 しむる >  J とも、 

この 反間より してなる な と 云 意な り、 

& 而 么、 生-間 可ン .爽觚ラ」1、 

これも反間にょ..^て敵の淸を知ると 云ふ こと を、 0 


Z 是而 知， 之と 云 へり、 可， 使， 如. 期と 云 は、 約束の 如に 

せらる、 と 云 ことなり、 反間に ちなみて 敵の 情 を 知 

る ゆへ 、生？ i.v」 敵方へ 遣 はし、 思 ふま に 働きて 約束 

の 如く 事 を 成就して、 日限 を 違へ す歸ら する こと も 

なると 云 意な り、 

五-間， 之 事 主 必.^ 乏，、 

右の 五し なの 間の こと をば、 主君た る 人 かなら す是 

を 知らす して 叶 はぬな り、 下の 役人な どに うちまか 

せ 置く ベ からすと云意な..^、間は 敵情 を 知る ものな 

れば、 尤 大切なる こと ゆ へ にかく 云 へ るな り、 

知. 之 必 在， 於 反 間； 故 反-間 不. 可 

. 不. 厚 也、 

知 之と は 敵情 を 知るな b  、敵情 を 知る こと は 必 反間 

にて 知る ことなり、 故に 敵方の 間 來る時 は これ をね 

ん ころに して、 反間に 用 ひすして 叶 はざる ことなり 

と 云 意な り、 厚く すると はねん ごろに する ことな b、 

總 じて 間 を 此方よ h- 仕立て 敵方へ 遣す は、 敵方よ 

b 來り たる 間 を、 この 方の 用に 立て 、使 ふに は 劣れ 
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此 する ことなる ゆへ、 雖： H この 法 を 用 ひて 楚の 陣中 

へ 忍び入.. >  たりと 云へ り、， H の條 とこの 條と は、 間 を 

用る 上に 付て 必 入用の こと を 云 へ り、 

必 氣，， 敵 間ノ 之 あ 間. 我テ 者べ 因.^ 而 利 

レ之、 導 而舍レ 之、 故 反-間 可， _ 得 而 使， 

也、 

是 よ.^ 下 は 五 間の 中に て 反間 尤 肝要なる こと を 云へ 

り、 此條は まづ 反間の 使 ひやう を 云 へ b 、必 索， 一 敵 間 

之來 間， 我 者 一と は、 總 じて 軍に は必 敵の 方より 間 を さ 

しこし 此方 を 伺 はしむべし、 是を敵 間 之 來間レ 我 者と 

云、 是非ともに それ を 尋ね 出すべし と 云 意な り、 因而 

利 Z 之と はかの 敵の 間 を 尋ね 出して、 彼が 好む ことに 

因み て、 かれに 利得 を 與ふ べしと 云 意 なり、 導而舍 

^ 之と は 宿所 を 申 付る こと を舍 すと 云、 かねて 役人 を 

申 付けお きて、 如 此の 者を尋 出して は、 面白 可 笑く 道 

をク けて、 彼が 宿 を 取 て 逗留す る樣 にす る こと を 云 

へり、 故 反間 可 „ 得而使 一と は、 如此 する ゆへ に 敵方の 

間 を 此方の 役に立る により、 是を K 間と 云 ことにて、 


反間 を 使 ふこと を 得る と 云 意な り、 1 段の 意 は 軍 を 

する に は 是非ともに 敵方の 間の わが 方へ 來 りて われ 

を 伺 ふ もの を 尋ね 出し、 かれが 欲する こ. とに ちなみ 

て かれに 利得 を與 へて、 彼れ が 心 を 惑 はし、 おもしろ 

おかしく 道 をつ けて、 彼が 逗留す る やうに しかけて、 

彼が 樣子 ていたらく を 伺 ふべ し、 日 數を經 させねば 

樣 子の 伺 はれぬ こと ある ものなる ゆへ、 宿，^  5. 付け 

て 逗留す る やうに する ことなり、 如此 する ゆへ に、 反 

間 も 此方の 用に 立て つか はる、 な- 9 と 云 意な り、 

直 解の ー說 に、 導 而舍， 之と 云 を、 みちびきて 是 をす 

つ とよみ て 、偽.^  ，  J と を 彼れ に 云 ひき かせて、 此方の 

勝利になる 方へ、 彼れ を 導き はなち か へす こと をす 

っと云と云へ，^、然る時は利を以て彼れが心を^^"て、 

此方へ 歸服 さする か、 それにても 歸 服せ すん ば、 僞事 

を 以て かれ を あらぬ 方へ 導び きて はな t? やるべし と 

云 意な り、 巧なる 說 なれ ども、 文の 意穩 ならぬ やうな 

り、 

因バ I 而 知ヒま 鄕-間 内-間 可 k 

而使， 也、 


間の 事い まだ 發せ すと は 敵國へ 間 を 遣 はして、 其 間 

歸て いま： y 將 へ 其 事 を 注進せ さる 巳 前 を 云、 先 聞 ふ 

る， V は、 間の いまだ 注進せ ざる 巳 前に わきよ.. > 其 事 

のき こ ゆる な. CV  、間 與 一一 所， 吿者, 皆 死す と は、 其 間に 

行きた る 者と、 間より き、 たる 人と、 何れも 皆 死罪に 

處 する ことな， o、 所ン吿 者と は 間に 云 ひ きかされ たる 

人 を 云、 前に 云へ る 如く、 事奠 J; ノ於間 一の. 道理なる ゆ 

へ 、問 は 事の 泄る、 を 嫌 ふな 、故に 事 を もらす 時 は 

泄ら せる 間 も、 聞た る 者 も 死罪な b  、間 を 死罪に 行 ふ 

は泄 したる 答な り、 間より き たる 人 は 間 を だまし 

てき、 たると がな り、 或は 間 を だまして 聞かす 10 も、 

外へ 又 云 ひふら すべき 氣遣 ある ゆへ、 是を 殺して そ 

れ きりに して 企めて、 わきへ 流布 させぬな り、 一 本に 

間 與，， 所， 吿者, と 云 へ る を、 聞與 吿者, に 作る、 きく 

者と^ たる 者と 云 意に て、 此時は 所 &1 者と 云 を 間の 

ことに 見るな り、 

凡 軍 之 所. 欲 き、 城： 之 所 .欲.攻 、九 

之 所. 欲. 殺、 必 先 知， 其 守- 將 左-右 

—謁- 者 門-者 舍人 之 姓 名； 令 k 口 間， 
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必 索 知乏、 

第 之 所. 欲 fef と はわが 打ん と 思 ふ 敵軍な， -、 城 之 所 欲 

攻と は、 攻んと 思 ふ 敵 城な り、 人 之 所 欲 殺と は 殺す ベ 

きと 思 ふ 人な り、 守 將とは 其 城 を 守る 將 な，.^、 左右と 

は 左右に 召 仕 ふ 近習の ものな り、 謁者は 奏者 役な.^、 

總 じて 取次き をす る 者 を 云べ し、 門 者 は 門番な り、 舍 

人 は 守舍之 人と 注して 留守居な， 9、 一  段の 意總 じて 

うたんと 思 ふ 敵軍 にても、 攻んと 思 ふ 敵 城 にても、 殺 

すべ きど 思 ふ敵將 にても、 其 敵將の 近習の もの 取次 

をす る もの 門 番 留守 をす る もの 、 假名 實名 を、 必前 

方よ b とくと 知， 0 置くべし と 云 ことな、 CV  、令 _ 一 吾 間ー必 

索 知 ^ 之と は、 もし 是を 知ら すん ば 此方の 間に 申し 付 

け、 是非ともに 是を とくと 尋ね 求めて、 知て 置かす る 

樣 にさす ベ しと 云 意な り、 軍 中に て 計の 爲に いる こ 

と 多き なり、 昔 楚國ょ hs 令 尹 子 反 を大將 として、 宋の 

國を 攻めた る 時、 宋の大 夫 華 元と 云 もの、 ひそかに 寄 

手の陣にしのび入..^、夜中に.#尹子反が.ふしたる 床 

の 上へ 上りて 物語， 0 し、 寄 手 を 引せ たる こと 左傳に 

あ， 9、 杜預が 注に、 孫子の この 文 を 引て、 軍の 法に 如 
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かけ、 使の 字 は 間 へ かけて 云 へ る詞 なり、 

あ， 微 ま； 不. 能. 得  1,- 間ノ 之 ^ 

徵 は淵微 なり、 ふかく かすかなる ことなり、 妙 は 細 妙 

なりこま かにた え なること なり、 もの 深くて 見え 

にく 、かすかに、 又 き は めて 細かなる こと を 云、 將 

の智 かくの 如く 、微細な る 所、 ふかく かすが なる 所 

を よく 察す るに 非れば、 間の 眞實を ，得る ことならぬ 

なり、 間の 眞實と 云 は、 間の もの 反て 敵に 使 はれて 僞 

を 云 こと あり、 褒美 をと.^ 金銀 を 取て え b わ， 0 と 

遠國へ ゆき、 事 成就 せ すして 歸るは 面目なくて、 自 

分と 僞て云 こと あり、 又 間の 心に 如 在 もな けれども、 

將の心 微細なら ざれば、 心得た かひに て 眞實を 失 ふ 

こと あり、 とにかくに 將 たる もの 、 智慧 ふかく かす 

か に 細かなる まで も ゆき わたらねば、 間 を 敵中 へ 遣 

はして 其 實用を 得が たきな， 9、 

ナ ルカ 十  ナル カナ  シ  ト云  チ 

微 哉 微 哉、 無. 所. 不， 用. 間 也、 

微 哉々々 と は將の 智の 淵徵細 妙なる を ほむる 詞な 

b、» も徵妙 至^なる ことなる かな、 1 切の こと 何事 


にても 問に 用 ひぬ と 云 ことなき は^の 智 にある こと 

な 、り と 云 意 な り 、無， 所へ少 用. g と は、 敵地より わが も 

とへ 往來 する 人に、 よし もな き 田夫 山賊 木こり 、獵師 

商人の たぐ ひ は 勿論な り、 總 じて 目に 見る こと 耳に 

聞く こと 、塔 吹く 風、 谷の 流、 鷄の なく  ST 犬の 吠る 一せ 

まで を も、 名 將は是 を 間に 用るな， り、 あながちに 人 を 

選み 間に 申し付けて 遣す ばか， e に は 非す、 是 微細 淵 

妙の 昝 ある 人 は、 事々 の 上に て 敵情 を 悟り、 々の 上 

にて 敵 を 計る ゆ へ かく 云 へ るな り、 古來の 注に は 何 

事に よらす、 事々 に 間 を 使 ひて 知る と 云へ b 、知る 所 

は 敵情な 、何 そ f& 々を しること を 求ん や、 敵情 は 知 

難き もの、 極 hs たる 問に 限らす、 一 切の 上 を 皆 問 に 

用 ひざれば 明かに 知る こと 難き なり、 この S ぬ现を 劉 

寅が 語に 食 息 起居、 何殊， 一 對壘； ^售 笑貌咸 可. 藏. 機と 

云 へh^、まことに職國の時は わが 左右に 敵の 間 あり 

と 知る ベ し、 前の 三 取 之 事と 云より 是 まで の 總. 論 

なり、 

齓 事 未. 發 而 先" 聞 者、 間 與， _ 所. 吿 

者， 皆 死、 


はす、 是 至極の 隱密 なり、 一 本に 密の 字審の 字に 作 

る、 審は つまびら かとよ む、 念 を 入る、 ことなり、 間 

より 大切なる もの はなき ゆ へ 、念 を 入るべき こと 是 

に 過ぎた る はなしと 云 意な，.^、 是 にて も 通す るな 

り、 

非-寧 1: 不. 能. 1> チ、 

は聖德 のこと なれ ども、 作者 を聖と 云の 聖 にも あ 

らす、 た  >  事に 於て 通せざる ことなき を © と 云の 

な.^、 然れば 通 明の 義 なり、 通 明 はと をり 明かな りと 

よみて、 ぬけと や，？ 見えす きて 曇りな き昝慧 を 云、 知 

は 智慧に て 思慮の あっき こと な，.. -、 ぬけと をり 明か 

にて、 しかも 思慮の 厚き 人に 非れば、 間 をよ く 取 用 ひ 

て 用に 立る こと はならぬ と なり、 間の 云 こと を 一 向 

に 信じ 用る 時 は、 却て 敵の 反間に 欺かる、 間の 云 こと 

を 信せ ざれば 間 はいらぬ ことな 、間 を とり 用て 用 

に 立る ところ、 全く 大將 の明智 にあり、 故に 聖 智に非 

れ ばなら ぬ ことなり、 施 子 美 は 人の 心 測り 難し、 人 を 

知る を 智と 云へ. o、 間に 遣す 人の 心 を 知る ことな 

り、 是も ^智 の 一 端 なれ ども、 こればかりに は 限らぬ 
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と 知るべし、 

•  € 仁 氣； 不. 能 J^: 間い 

將 たる ものに 仁義の 德 なき 時 は、 人の 心 を 結ぶ こと 

ならぬ ゆ へ 、間 を 使 ふこと ならぬな b  、仁 を 以て 恩 を 

. 施し、 義を 以て 人の 義心 を はげます、 深く 將の 恩に 感 

じて 義心 ふる ひ 起る 時 は、 命 を 塵芥よりも 輕ん じて 

君の 用に 立つな り、 されば 仁義に 非れば、 間に ゆく も 

の 吾が 精力 を 盡し勵 む 所う すき ゆ へ 、功 を 成就 する 

こと 難き なり、 尤軍 をす るに 士卒 を 用 ひ、 士卒 を 使 ふ 

こと も 聖智を 以て 用 ひ、 仁義 を 以て 使 ふこと なれ ど 

も、 間は獨 身に て 不測の 敵に 入る ものなる ゆへ、 外に 

間の 心 を 結びて 長く 味方と なすべき 道な き により、 

取. c わけて 間の 上に かく 云 へ るな .9、 使と 云 字 を 武 

經開宗 に は 用の 字に 作る、 七 書、 白文 集 解、 講義、 直 

解、 說約、 正解、 武經 通鑑、 武備 志に 皆 使の 字に 作る、 

そのうへ 上の 條は 、通 明の 智を 以て 間 をと り 用 ひて 

用に 立る こと を 云 へる ゆへ 、用の 字的當 なり、 こ、 は 

仁義 を 以て 間の 心 を 結ぶ 時 は、 間よ く われに 使 はる 

> こと を 云 へ る ゆ へ 、使の 字 的當な 、用の 字は將 へ 
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以下 その 司 どる わざ 樣々 あ， と 云 へ. ども、 其 さま ざ 

まの わざの 內 にて、 間より 親しき もの は： なし i 云 意 

なり、 親しき と 云 は 身に する 意な， o、 大將の 身に すべ 

きものに、 間に 過ぎ 超えた る はなしと 云 意な b. 、身に 

すると 云 へばと て、 間に はだ を ゆるせと 云 こと にて 

はなし、 軍の 勝負 は 敵の 情 を 知る としらざる にあ， 9、 

敵の 情 を 知る と 知らざる と は 間の 用 ひやう にあ，.^、 

されば 軍 中 第 一 の 大切なる こと 是に 過ぎた る は な 

し、 吾が 手足と たのむ 臣 子の 如に する 士卒 を も、 或は 

死地に おとしいれ、 或は だまし 欺き、 或は 餌に かひ、 

是を使 ふこと 芻狗の 如く せ ざれば、 軍 は ならぬ こと 

なれば、 間 とても その 如く なれ ども、 大將 直に 間の 云 

ふ 口 を 聞き、 帷幄の 中へ 召て 事 を 云 ひふくめ、 M 分と 

ねんごろ にせ ざれば、 唯 一 人 敵中へ 遣すべき もの、 よ 

く眞 實を盡 し 忠節 を勵 むべき 樣 なし、 故に 間より 身 

にすべき もの はなしと 云 意 を かく 云へ るな， 5、 一 本 

に 事と 云 字の 下 ij, 又 親の 字 あり、 三軍 之 事 親しき こ 

と 間よ. 0 親しき はなしと よむ、 義 にか は h-i^ し、 

賞 莫. 厚，， 於 間 一 
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恩賞 を與る こと 又 間より 厚き 恩賞 はなし LO 云 意な 

り、 命 をす て 、敵地 へ 入る ものなる ゆ へ 、恩賞 を 重く 

せ ざれば 反て 敵の 金銀に めで、、 敵の 方へ こ、 ろお 

よせ、 いつのまにか 敵の 間になる ものな り、 事の 害 を 

以て 云 時 はかくの 如し、 又 そのもの 、志 を 以て 云 時 

は 劍戟を 以て 戰ふ は、 * 方 を たのみ、 劍戟を たのみ、 

大將 のさい はい をた のむ 所 あれば、 勝れた る 勇者に 

て も 一 己の はたらきに 非す、 問 は 獨身 にて 前後 を 知 

らぬ 敵中に 入て、 よく 事 を 成就して 歸る ところ、 志と 

云 ひ、 勇と 云 ひ、 拔 群の はたらき な.^、 又 功 を 以て 云 

時 は、 軍の 勝負 國の存 c 、皆 間にある ことなり、 故に 

恩賞 を與る こと 間 を 第 1 とする な，.^、 され ども 其 事 

にも 輕重 あるべき ゆへ、 一 切の 間 を 云に は 非る べし、 

尤 今時の すっぱの 類 を 云に は 非るべし、 

事 莫. 密， 一 k  si! 

軍 中 一 切の こと 間よ. 0 隱密 なる は なしと 云 意な，.^、 

往 くより 歸 るまで 一 毫も 其 事 を 泄す時 は、 却て 死罪 

に 行 ふ べし、 將の 口よ b 出で、 間の 耳に 入. o、 間の 口 

よ 出で 、將の 耳に 入 h>、 一 點も 外人 は 聞く こと 能 


を この 方の 謀 を 以て うたせ たる ゆへ、 西 夏の 勢ひ衰 

へたり しも 死 間の 力なり、 


ズ ルナ： 


生 間者 反 報 也、 


生 間と は 此方よ.^ 遣 はす 間の もの、 生きて 返て 敵方 

の 事 をく はしく 見聞きて 注進す る を 云な.<=^、報する 

とに 吿る ことな 、是 は內 明かに 外 は 愚に、 形 は 劣り 

て 心 は 勇に、 或は 緒 を かき 或は 算數 さまぐ の 鄙し 

き 事まで に 通達して、 ft 塞 tvt もよ くこら へ 、恥辱 を も 

よくこら へ 、足 も 達者に 路も 早く、 辯說 もす ぐる も 

の を 用るな り、 敵の 方の 高官 大位 にて、 權を 取り 一 方 

を 固む る ほどの ものと ねんごろ なる ものな ど、 尤用 

に 立つ こと あり、 或は 巫、 山伏、 出家、 町人、 醫者、 藝者 

などに 仕立て 、遺 はし、 或は 直に 使？ S に したて 、遣 

はする い、 歷代 そのためし 多し、 昔 南， 宋 の，^ 契 丹 へ 使 

者 を 遣し たれば、 其 使者 を 馳走 ありて、 馳走の 座敷 L> 

屏風 を 立て、 あり、 其 屏風 南宋の 都 余： 陵の 地圖 なり、 

それに 立つ iJl 佥陵第  一 ^一と 云 句 を 題して あ 、かの 使 

者 を まきて 歸り、 このよし を 奏聞せ しに、 宋 朝の も 

のど も 皆 敵の 計の； t 妙なる こと を 畏れて、 彌合戰 を 


する こ 、ろな か，^ き、 是も 前方 契 丹よりの 使の もの 

、中に 繪 かきの 上手と、 算數の 上手 來 りて、 金 陵の 地 

形 を覺 えて 歸.. > 、繪圖 に 仕立て 、 合戰の てあての 助， 

けと し、 又 敵 をお どす 計 ごとせ る ことにて、 生 間に 反 

間 を 兼た るな り、 總 じて 五 間 は 分て 云 時 は 五 なれ ど 

も、 相互に 用 を なすこと 前に 云 へ る 如く、 五 間 俱起莫 

，其 道 1 これ 名 將の妙 用な り、 李筌 が. 太白 陰經 に は 

三 行人と 云 こと あり、 行人 は 使者な り、 一 に は 敵國の 

行人 來 b て わが 國を伺 ふに、 路 ひを與 へ て あらぬ こ 

とを云はす るなり、ニっ には敵ょりはし..^こむ者に、 

官爵傣 祿を與 へ て 敵の こと を 云 はせ、 其詞 合へば よ 

く 使 ひ、 合 はねば 誅 するな り、 三に は 吾が 行人 を敵國 

へ 遣 はし、 敵 國の君 近習の ものより、 執 權大將 分の も 

のな どまでの 人 がら かたぎ 、智勇 の 有無 を 伺 はせ、 土 

地の 耍 害まで を 伺 はするな りと 云 へ..^、 總 じて 五 間 

三 行人の 數 に用處 なし、 よく 間 を 用る 意を會 得せば、 

何もかも 皆 わが 間になる べき ことな， o、 

故 三-^^ 之 事、莫.親，，於 si 一 

右の 如き 道理なる ゆ へ に、 三軍の 內に 於て、 副將 よ， 9 
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る ゆ へ 、外に なすと 云、 令， n 吾 間 一知. 之而傳 # 於 敵 間， 也 

と は、 右の 如くなる 誑 事 を、 わが 間の もの 是を 知て、 

是を 敵の 間の ものに 云 ひ 傅る ゆへ、 敵の 間の もの 本 

國に歸 て 敵 將に吿 る を、 敵將は 誠と 思て わが 計に 落 

るな り、 是 間の 者 は 大形 は いやしき ものな り、 故に 其 

心 信じ 難く、 又 近世に 所 謂 すっぱと 云 もの /- たぐ ひ、 

相互に 其な かま あ，. >  て 敵の 間と も內證 親切なる もの 

なる ゆへ、 吾が 方の 間の 者まで を も だます 時 は、 吾が 

方の 間の 者 眞實と 思て、 敵の 方の 間に 吿る ゆへ、 敵 は 

いよく 信す るな b、 其 後 この 方の 仕形と、 かの 敵方 

の 間の 云た る詞と 相違す る ゆへ、 やがて 其 間の 者 は 敵 

に 殺さる な， o、 故に 是を死 間と 云な， CS  、され ども こ 

の 死 間は是 ばかりに 限ら や、 吾が 方の 間の もの、、 直 

； i 敵方へ ゆきて 其 心に 眞と思 ふこと を白狀 する に、 

其 事 いつは b なれば 敵に 殺さる も 死 間な. o、 又 和 

談の使 を 敵へ 遣し 油斷 させ、 其 使の 歸ら ぬ內に 取 

かけ 打破る 時 は、 敵 怒て 最前の 和談の 使者 を 殺す、 是 

も 死 間な，.^、 皆 是死間 なれ ども、 本文に は 敵の 間 を 殺 

さする とかき たる は、 味方の 間 を 殺させ、 味方の 使 を 

殺さす る こと は 不仁なる やうに 聞 ゆる こと なる ゆ 


へ、 敎 になり 難き によりて、 孫子. か 詞を まげて かき 

て、 讀む 人の こ、 ろ を 以て 會 得する やうに したるな 

り、 昔漢の 高祖 齊王を C さんと 思 ひ 玉 ひ、 a 食 其と 云 

へ る辯說 の士. ^使者-にして 和談を させられ たる 時、 

齊王 同心して 國 境の 軍兵 を 本 城へ く. 0 上げた る 隙 を 

伺 ひ、 韓 信と，.^ かけて 手 もな く 踏つ ぶしければ、 齊王 

怒て 酈食其 を签ぃ b にし、 遂に 滅亡せ， o、 是 高祖 は 酈 

食 其 を 死 間に 用 ひ 玉へ り、 又 唐の 太宗の 時、 唐 儉と云 

もの を 突 厥へ 使に 遣 はし、 和談の 義を とりつくろ ひ 

しに、 唐 儉が歸 らぬ內 に李靖 ihs かけて 大に突 厥 を 

f しゅ へ 、唐儉 殺されし も 死 間と 云つ ベ し、 又宋の 

世に西夏のゑびす勢ひ强か，.^ければ、曹大尉が  Si に 

て 死罪の もの  命 を ゆるし、 髮を 剃り 僧と し、 一 封の 

書 を 丸め、 上へ 蜜蠟を かけこの 惯に せて 追放し、 西 

夏國へ 遣し け， o、 西 夏 王 やがて 拷問 させければ、 かの 

僧 蠟丸を 呑せられ たる こと を白狀 す、 即ち 下しの 蔡 

を吞 せければ、 詞の 如く 蠟丸を 下す、 蠟丸を 破れば 內 

に 一 封の 書 あり、 ひらきて 兒れ ば、 西 a 王の 國政 軍法 

の 相談の あ ひて になる 臣に、 宋 帝よ，.^ 下さる、 詔な 

、西 夏 王大に 怒て、 彼 臣と侰 と を誅せ b  、智謀の 臣 


べき 心根に て、 落し もたらぬ 莒卽墨 を、 わざと 落さす 

して 月日 を 送るな りと、 燕の 惠 王の 耳へ； 吹 入れし か 

ば、 惠 王げ にもと 思 ひ樂毅 をよ び 返し、 騎 劫と 云 もの 

を 樂毅が 代， 5 に 向けられ ける、 田 軍 又 反間 を 以て 降 

兵. V」 殺させ、 城 中の 者 どもの 先祖の 墓 を 掘 出させ、 士 

卒の 怒に 乘 じて 燕 軍 を 攻め 破り、 七十 城 を 取， 返 へ 

せし も 反間の 力な， 9、 又宋の 世に 王荆公 新法 を 取. 0 

立て、 天下 萬 民の なげき を 生じ、 程 明 道、 程 伊川、 司 馬 

溫公 などの 賢者、 東坡 兄弟な どの 才人 を^ 謫 せじよ 

り、 賢者 才人 をば 皆 徒黨の ものと 名つ けて、 小人 朝廷 

にみ ちく たれば、 契 丹の ゑび す 其 隙 を 伺 ひ、 ft 京の 

都 を 追 落し、 徽宗欽 宗のニ 帝 を 生 どり にし、 宋帝は 九 

州の 內 僅に 三 州を倾 して 江 南に 栖み玉 ふ、 こ、 に 至 

て王荆 公が 餘黨 みな 小人なる こと を 悟て、 君子 又 世 

に 用ら れ、 宗澤、 岳 飛、 韓世忠 、張 俊な ど 云 へ る 名將忠 

義の志 を ふる ひ、 忠 E 義士 齒 がみ をな して 怒，. >  、合戰 

數 度の 利 を 得て、 恢復の 功 をな さんと する 勢 ひ 見え 

しかば、 契 丹の 帝と きの 勢 ひを考 へ 、いまだ 南朝の い 

き ほひ 強ければ、 合戰を やめて 二十 年 過る を 待ち、 忠 

臣 義士の 勇氣 のき ほひ ぬく る 時節に、 一 擧に 功 を^ 


すべし と 思 へ ども せん 方な かりし 處に、 秦 檜と 云 も 

の、 宋の 方の 士 にて 才智 辯 舌の ものな りしが、 契 丹の 

方にとらはれてぁh^けるを 尋 出し、 密詔を 下して 南 

朝べ 遣 はしけ， 0-、 秦檜 敵に とら はれて 中々 歸 るべき 

やうに 非れ ども、 やうく と 敵，^ たばか.^ 逃來 ると 

稱 して、 再び 宋 帝に 仕へ 云ふ處 する 所、 まことに 忠義 

才智 兼備の ものと 見えけ る ゆへ、 段々 に 立身して 宰 

相の位に備はh^、天下の政を執行ふ、かねて契丹の帝 

と 約束せ しこと なれば、 和談の 謀 を めぐらし、 宗 £ へ 

李 綱、 岳 飛 以下の 名將 忠臣、 其 外に も 和議 を 破る 輩 を 

は 悉くに 或は 殺し、 或は 賠譎 し、 南北 二 朝の 和談 にな 

る やうに して 年 移りければ、 後 は 合戰の 沙汰 を 云 も 

の もな くな て、 宋朝 ひた ものに 衰微した る も、 是乂 

反間の 術の 巧なる ものな り、 


死-間 者 爲，， 誑-事 於 外， 令.，， 吾 間， 知 

. 之、 而傳. 於 ま 間. 也、 

誑事とはぃっは.=>事な.=>、敵をもたばか，.^、.^方の間 

を もた ばかるべき ことなる ゆへ 誑 事と 云、 爲 一一 誑 事 於 

外, と は、 內には 是を用 ひね ども、 唯 外む きを 如此す 
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羅尙が 方の Sef 兵火の 手 を 見て 攻め 來る をば、 伏兵 を 

設けて 察ち 破り、 軍大利 を 得、 それよ b 李 雄が 子孫 五 

代まで 蜀の國 を 治めたり、 是又內 間 を 以て 却て 敵 を 

あざむく 計な hN、 

反-間者 因 k へ 敵， 間， 而用. 之、 

是は 敵よ，^ 間 を さしこす 所に ちなみて、 それ を 此方 

の 間に 用るな b  、或は 敵の 間 に 厚く 賂ひ を與 へ て、 そ 

の もの 心 を 傾けて 此方の 用に 立た する こと も あ 

り、 或は 其 間 を 留め 俊て 返さ  >れ ば、 彼れ が 勢 窮まり 

計壶 きて、 其 實情を 云 こと も あり、 或は これ は 敵の 間 

なりと 云 こと を 知らぬ 樣に もてなし、 其 間に 來る人 

にもし すました， 0 と 思 はせ、 兼て 敵 を たばかるべし 

と 思 ふこと をして 見せて、 その 間 を だまし 本國へ か 

へして、 あらぬ こと を 云 はする こと も あり、 其方 便 さ 

ま<^- あるべし、 とかくに 敵の 將 智 あるに 似て 愚か 

に、 間 を 深く 信じ、 間に 泥む 所 あるに 此計 ffl に 立つ こ 

とな b  、昔楚 漢の戰 に、 高祖 泶陽 城に. 於て 項 羽に 園 ま 

れ 難儀し 玉 ひ、 榮陽 城より 柬 をば 項 羽へ わたさん と 

云て 和 談を乞 はれし かど k  、項 羽き. - 入れす、 其 時 護 


JSf の尉陳 平、 ま へ かた 項 羽に 事へ て 項 羽の 人となり 

を 知れり、 項 羽 は 人 を氣遒 ひ、 人の 武功 を そね むこ、 

ろ あ， 9 て、 讒言 を 信用す る 人な りと て、 高祖に .5. し、 

黄金 四 i ，み 斤 を 以て 反間 を 行 ひける、 項 羽の 間の もの 

どもに 金 を とらせて、 范增、 鍾離昧 を 讒言. せ させ た 

り、 項 羽 果して 兩人を 疑 ひ、 榮陽 城へ 使者 を さしこさ 

れ たる こと ぁ..^しに、漢の方にて 太牢の滋味を以て 

馳走し け b  、馳走に か i りおる 役人、 後に 羽の 使と 

き、 て 仰天した る體 にて、 料理に はかに 粗相になる、 

范增の 使な りと 思 ひしに、 項 羽の 使な と 云 ふこえ 

內證 にて § えければ、 使者 犬に 腹 立て、 本陣に 歸り頌 

羽の前にて范增を讒した，..^、范增かくとは知らす、蘇 

にこの 城を攻 落すべし と 云 けれども、 項 羽 用 ひす、 遂 

に 軍に まけた る こと 陳卒が 反問の 力なり、 又趙^ が 

秦の 方の 問の ものに、 よき 料理 をく はせ て 誑かした 

る こと も あり、 又 燕の 樂毅昭 王の 命 を 銜て齊 の 七十 餘 

城を攻落し、莒卽墨のニ城殘りたる時、昭王^§2-じて^ 

王位に 卽 きたり、 齊の 田^ 即墨 城に ありし が、 反 を 

以て 燕の 方へ 云 はせ ける は、 齊の愍 王 も 生害 あるに、 

宮卽璺 を 落さぬ は 樂毅齊 の 地に 留まりて 齊王 となる 


くな り、 范增居 巢の故 鄕へ引 込み、 欝憤の あま 發背 

を 煩 ひて 死け るより、 項 羽の 備違 ひて 天下 遂に 漢の 

世と なれ.^、 是陳 平が 高祖への 奉公、 一 代に 六 度の 奇 

計 をな した b と 云、 その 一 っなh^、又隋の代に陰毒と 

云 大將、 幽 州め 大總管 として 燕の 國を 治めけ る 時、 高 

寶 寧と 云 もの 謀反 を 起しけ る を、 陰壽返 治して、 寶寧 

契丹國 へ にけ 行け b  、陰壽 は 吾が 居城 へ 歸り、 成道昂 

と 云 もの を 押 へ にさし S3i きけ るに、 寳寧幷 に 其 子 僭 

伽し ばく、 契 丹國榦 賜國の 夷まで を 引 入れければ、 

陰壽安 からぬ ことに 思 ひけれ ども 、防くべき 計な し、 

遂に 金銀 を a 寧に 贈り、 和談を 入れ、 又 ひそかに 寳寧 

が 下の 老將趙 世 模王威 を 讒言 さする やうに 間 を 入れ 

ける ゆへ、 一 月 あま..^ 過ぎて、 趙世模 王 威た ま， かね 

て降參 し、 资 寧が 鋒 これより して 弱 はり、 遂に 戰ひ負 

けて うたれ たる こと あ..^、 又 唐の 太 宗世民 いまだ 秦 

王に てまし ませし 時、 寶建德 を 返 治し 玉 ふに、 武牢と 

云處 まで 攻め 人り、 建 德が陳 城の 近邊 までせ りつけ、 

首數 あまた 伐 取.^ 玉 ふ、 建德が 方に 凌 敬と 云 もの あ 

^、諫 て 曰く、 世 民 は 智勇 兼備の 大將 なり、 今 世 民と 

爭ん こと 宜しから す、 王世充 を攻 むべ しと 云け る を、 
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建 德も尤 と 思 ひ、 すでに 其 譏に 從ん とせし 時、 王世充 

が 方よ. かねて 長 孫 安世と 云 もの を さしこし、 金玉 

を 建德が 方の 諸將に 贈りけ る ゆへ、 凌 敬 は 儒者な り、 

兵家の 謀 はかれが 知る 所に 非す と、 諸將 一 間に 讒し， 

ける によ リ、 建德 是に從 ひ、 世 民と 戰ひ 遂に 伐れ たる 

こと も あ 、是皆 內間を 以て 敵 を {J したる ためしな 

り、 此外吳 王闺魔 は、 伍子 胥が父 も 兄も楚 王に うたれ 

欝憤 甚し きこと を 知て、 伍子 胥が計 を 用 ひ、 楚の都 ま 

で攻 入..^ たる も內 間の るいな， り、 又 敵に 內間を 用る 

と 思 はせ て 敵 をた ばかる こと も あ， 9、 晋の時 の 李 

雄 を、 退治 するとて、 益 州の 刺 史羅尙 、その 將隗 伯に 人 

數を さし そへ 郫 城と 云處 にて 李 雄と 戰 はせ、 互に 勝 

負 あ b ける に、 李 雄が 計に て 朴泰と 云 もの を、 偽て と 

がに よ. 0 て笞 刑を與 へたる とて 臂を 殊の外に 打 やぶ 

b 血 を 流し、 それ を 證據に 羅尙に 思 はせ、 かの 朴泰に 

返. 忠 をし うら 切り をすべし、 其 合 圜には 火の手 を 

あぐべし と 羅尙と 約束 を させけ，^、 羅尙 朴泰が いふ 

所 を 誠， と 思 ひ、 合 圖の火 を 待け る處 に、 案の 如く 朴泰 

火の手 を 擧げ、 城の 石垣に 繩 を さげ、 羅尙が 方の 勇士 

百餘 人を繩 にす がらせ、 城の 上へ 擧け 悉く 打殺す、 又 

3 三 七 
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是も 上の 條の 如く 因の 字に 意 を 付くべし、 或は 賢德 

あれ ども 用 ひられぬ 人 ある べし、 或は 越度に よりて 

罰 を 被ぶ..^ し 人 ある ベ し、 或は 刑に 逄 たる 人の子 孫 

ある ベ し、 或は g 愛 を うくれ ども 欲心 盛んなる もの 

ある べし、 或は 才 める もの 押し か  > め られて 居る 

ある ベ し、 或は 國の亂 を 幸 ひと 思 て、 あはれ 如何 樣な 

る こ ともあれ 我が 才能 を あら はさば やと 思 ふ もの あ 

る べし、 或は もとよ.^ 信義の 心なく、 詐.^ 多く 手のう 

らを 反す 如くなる むまれ つき にて、 心 定まらぬ もの 

あるべし、 是 等の たぐ ひ 皆 その 名聞 心 か、 欲心 か、 欝 

憤 かにち なみて 使 ふ 時 は、 此方の 用に 立つな， 9、 是を 

因-其 官人 一而 用乏と 云な b  、これ を 用る に は、 或は 內 

通 を させ、 或は * 切 を させ、 或は 忠臣 良將と 主君と 

の 中 を 云 ひ 隔てさせ などす る J なり、 昔 戰國の 時 王 

蘭と 云 名將、 秦の 方の 大將 にて 趙の國 を 攻めけ る 時、 

趙の 方に は 李 牧と云 名將、 數年趙 の國の 北方 を 守り、 

匈奴 を逐拂 ひ、 威 を 北狄に あら はした る 智勇 兼備の 

將 なる を、 大將 として 王翦を ふせがし む、 李 敬が 智勇 

もとより 王翦に まさ b たる ゆ へ 〔數 度の 合戰に うち 

かちて、 秦の 方の 大將 桓騎 もう たれ、 王翦 もす でに 敗 
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北に 及ん とす、 其 時 王 煎 工夫して、 弓箭 を 以て 李牧を 一 

返 治す る ことなり 難き こと を 知り 、超 王の 出； g 人郭 

開と 云 ものに ひそかに 黄金 をお く..'、 郭開を だまし 

て 李牧が 軍功 立た ば、 郭 開が 害に なる ベ きょし を 云 

はせ たりければ、 郭開 もとよりよ こしまなる 者に て、 

李牧と 問が らも 宜しから ねば、 安から ぬ こと、 思 ひ、 

趙 王へ 讒言して、 李牧 おのれが 智勇に ほこる 餘 りに、 

秦の 方と 一 味して 趙王を 害し、 其 勸赏に 趙の 國を秦 

の 方よ 己れ が 所領に もら はんとす るな り、 如 此の 

智勇の 老將に 大 Sef を 預る こと 心 元な しと 云 ひ けれ 

ば、 趙王 わが 寵愛の 郭 開が 云 ことなれば 尤と思 ひ、 李 

牧を疑 ふ 心つ よくな り 、趙蔥 、顔 聚兩人 を 代 に 云 ひ 

付け、 李牧を よびよせて 是を 殺した. 0,、 其 後 三月 過て 

王翦 急に 攻 かけ、 大に趙 の 軍 を 破て 趙蔥を 打殺し、 趙 一 

王並に顏聚を生ど-9にした.=^しことぁ，9、又楚漢の 一 

時分、 項 羽の 戰數度 勝利 あ. 9 ければ、 高祖 陳 やに 入用 

次第に 金 釵を與 へ、 思 ま、 に はから はせ 玉 ふ、 陳"キ か 

の 金銀 を うけとり、 智術を ふる ひ、 I？ 羽の 方の 大名 分 

の もの 出頭 人へ 金銀 をお くり、 さま と 方便 をし 

て、 項 羽の 軍師 范增を 讒言 させければ、 范增 羽屮惡 


所に ちな むかす る 意な 、或は 鄕 民の 內に、 時 を 失 ひ 

たるよ，^  士の かくれ 居た るな ど ある べし、 その 如く 

なる 人 は 才能 を あら はし 官祿を も 得た きこ 、 ろ ある 

ものなる ゆ \  、其 名聞の 心に 因み て是を 用るな. = '、彼 

れ にある 所に ちなみて 取 用る 時 は、 皆 この 方の 用に 

立つな、 9、 昔 後漢の 光武の 大將に 5< 「彭と 云 人、 秦豊と 

云 敵 を 伐し 時、 敵陣 强 くし て 輙く 進む - J と を 得す、 徒 

らに數 日 を 送 し こ と ぁ^^ し に 、穴「彭 夜中 に 總軍 に 

下知して、 明朝 秦璺を 打つ べしと 云 ひ、 敵方より 生 ど 

-9 の もの 1 人 をと..^ にがした る 様 にして 返しけ り、 

かの 生 どり の もの 秦豐が 方へ 歸て、 明朝と， 0 かく ベ 

きと 云 ふ 支度^ら なりと 具に つげ 、れ ば、 秦豊 さか 

よせに すべし と 人數を 出す、 J^r 彭引 ちが へて 別陣を 

攻て大 にやぶ りし こと あ. 9、 又晋の 祖逖豫 州の 刺史 

となり、 雍丘. .0 云處に 城を搆 へて 居たり、 この 時大亂 

の 後に て 盗賊 國內 にみ ちく、 みな 人 數を聚 め、 陣城 

を 取. りたて 、敵へ. も 味方へ もっかす して 居た h ヽ是を 

其 時の 詞に S? 主と 云、 この 塢主 ともの 內に 前方よ，. y 

人質 を 遣 はし て 置た る もの も あり、 祖遞恩 信 を 施し、 

鱧義を 厚く せし かば、 人 皆 こ、 ろ をよ せけ る 時、 塢ま 
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どもの 內に 人質 を 敵方へ つか はし 置た る もの は、 敵 

味方 兩 方へ 從ふ べし、 敵方に 人質 を 置た る ことなれ 

ば、 一 向に この 方へ 從は  >人« を 殺さるべし とて、 時 

々游軍 を 遣 はして、 其陣の あたり を僞て 亂妨 など を 

する まね をして、 此方へ 志 を 通せぬ と 散 方に 思 はす 

る檨 にした， 9 けり、 諸の 塌 主み な是を 感じて、 敵の 方 

便 はか. ごと を 見 及び 聞 及ぶ に したが ひ、 皆 祖遞に 

知らせた h- ける ゆへ、 戰 ふごと に 勝利 を 得た り しこ 

と あ， 5、 又 西 魏の韋 孝 寬と云 もの、 齊の國 を 攻めけ る 

時、 金銀 布 帛を齊 の 國の鄕 民 に與 へ 、ひそか に 恩 信 を 

施しければ、 敵の 虛實を 悉皆 しらせけ り、 韋孝宽 が 下 

の 大將に 許 盆と 云 もの ありし が、 一 城 を あ づけ 置た 

るに、 許 盆 城兵と もに 敵へ 降參 したり、 孝 寬大に 怒て 

忍び を 遣して 敵方の 鄕 民へ かくと 知らせければ、 暫 

時の 間に かの 許 盆が 首 を 打て、 鄕 民の 方より 贈りた 

る こと あり、 此類 みな 鄕 間の 益な り、 

内-間者 因 k 二目 人， 而用. 之、 

其官 人と は 敵の 官 人な， o、 官 人と は 役員の ことにて、 

祿 ある もの は 皆 役 ある なれば、 敵方の 士を云 ふべ し、 
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この 四つ を 以て 知る ことなれ ども、 あながち 此 四つ 

に 泥み 拘 はらす、 間 を 用て 敵情 を 知る も その 如くな 

る ことなりと 知るべし 、葬 知 一一 其 道 一と は 、敵の 情 を は. 

か..^知るケ-敵の方ょり如何樣にして知られたりと云 

ふ、 その 道すぢ を 知らぬな り、 是間を 用る ことの 上手 

なる 人の する ことな 、是 IS 神紀と は、 右の 如に して 

敵の 情 を 知る こと を贊 美して 云 へ るな b 、神紀 と 云 

は紀は 法な..' と たる 說も ありて、 敵 を 右の 如くに 

用 ひて 敵の 情 を 知る は、 神妙なる 法と 云べ しと 云 意 

に 云へ， 9、 直 解に は紀 はしる すと よむ 字な り、 鬼神の 

あら はれ 出で 、かきしる したる 如く、 不思議なる 意 

を 云と 云へ り、 賈林は 紀は理 な と 注して、 神妙なる 

道理と 云へ..^、 說 約に は紀は 條理 な，.^ と 云て、 もの i 

すぢ みち 分れて ある ことな，.^、 間 を 用て 敵情 を はか 

ち 知る ところ、 神妙なる に 似た りと 云へ ども、 祌變不 

思議に も 非す、 其 道理の すお みち 明に 分れて ある こ 

とな，.^と.云意に云 へ，o^、何れの說にても通するな，^、 

大義の 關 かる 所に 非れば、 何れな りと も 心 次第に 取 

用 ゆべ し、 紀の字 を 一 本に絕の字に作るは誤りなh^、 

直 解、 講義、 說約、 大全、 武經 開宗、 武經 通鑑、 軍 行紀略 
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何れも 紀の 字に 作る、 人君 之齊 也と は、 この間と 云 も 

の は 敵の 情 を 知る 道に て、 敵の 情 を 知る 時 は 久しく 

對陣 すべき を も、 速 かに 勝負 を 決して 國 家の 疲れと 

ならす、 されば 君た る 人の 寶と すると ころ なりと 云 

意な り、 

鄕- 間者 因 (鄕 人， 而用. 之，、 

是 より 下 つぶさに 五 問 を說け b  、この 鄕の 字 も 亦 因 

の 字に 作む たる 本 あり-、 今鄕の 字に 從ふ、 解 上に 見 

ゆ、 其鄕 人と 云 ふ 其の 字 は 敵 を 指す、 鄕 人は鄕 民な 

b  、因と はちな む 意な り、 敵の 鄕 K は 敵の 闕 中の もの 

なる ゆ へ 、敵の 內 外虛實 をよ く 知て 居る ものな 、さ 

れ ども 敵 國の人 なれば、 吾が 用に は 立ちが たし、 因る 

と 云 字に こ、 ろ を 付べ し、 鄕 民に 敵の 官祿を うけた 

る ものに 非れば、 義心 はすくな し、 只よ く 恩澤を 以て 

撫で 養 ふ 時 は、 恩に な づきて 敵の 慮實を われに 吿る 

なり、賤きものは當分の金銀布^£にまどひ、或は始終 

その 國を 治めた る 時、 民のお めに なる ベ き ^；；！と思は 

せ、 或は 又當 座の 威 を 以てお どして 云 はせ などす る 

な hs  、是鄕 民の 欲心に ちな むか、 或は 鄕 民の 義心な き 


故 用 .間 有. 五、 有，， 鄕- 間： 有， 內- 間； 有，， 

反間； 有，， 死-間： 有，， 生 間； 

是は 上に 取 於 人と 云 へる にっきて、 間に 五つの しな 

ある こと を 云 へ， 9、 用 間と は 間 を 使 ふと 云 ことな， o、 

右に 云へ る 如く 人の いふ 所す る 所より、 敵の 情 を 取 

出して 知る と 云 は 間な り、 其 間 を 使 ふに 五つの 使 ひ 

樣 ありと 云 意な" 、鄕 間と は 敵の 鄕民を 此方の 間に 

用ることな.C^、この鄕.間を集注本には因間に作る、K 

林が 注に 因間 を 讀て鄕 間と なすと 云 へ 、張 預が注 に 

には鄕 間の 誤な りと 云へ り、 直 解に は 舊 本に 因間 を 

鄕 間に 作と 云へ り、 說 約に は鄕 問 と あ. >  、開宗 に は 下 

の 文に 鄕間 可得而 使と 云 へ る を 擧げ て、 因間に 作る 

誤 をた  >  せ b  、講義に は 因間と あり、 諸 本 を 考 るに、 

鄕 間に 作る かた 道理 も 宜しく、 下の 本文と も 合 ふゆ 

へ 今 これに 從ふ、 內 間と は 敵の 內 にある 人 を 此方の 

間に 使 ふなり、 敵の 家來を 云べ し、 反間と 云 は 敵の 方 

より さしこす 間 を、 反て 此方の 間に 用る ことな， 9、 死 

間と 云 は 此方より 逍 はす 間 を、 敵に 殺させて 用に 立 

る ことな， o、 生 間と. 云 は 此方よ. 0 遣す 間の、 生きて か 


へる やうに する ことな， o、 

五-間 俱 起 7 莫. 知，， 道ゾ  1^1 謂，， 神-き 

人 ま 之寶 也、 

五間俱 起る と は 右に 云へ る 五つの 間 を 一 度に 使 ふこ 

とな. o、 張預が 注に は 五 間 を 循環して 用 ゆと 云べ り、 

しかし 違へ るに や、 尤 同時に 五つの 間 を 皆 用 ゆる こ 

とも ある べし、 循環して 1 つ /^用ることもぁる べし、 

又， 二つ 三つ 用ての こ. 0 を 用 ひぬ こと も ある べし、 本 

文の 主意 は 畢竟 間 を 用て 敵な」 伺 へ ども、 ひたすら に 

間の いふ 詞を 信用す るに 非す、 方々 の 事 を 合せて、 間 

のい ふ 詞の實 否を考 へ、 この間の 云 ふ詞を 以て 外の 

間の 云 ふ 詞の實 否を考 へ 、わざ を 以て 詞を考 へ 、詞を 

以て わざ を考 へ、 あれこれ とする 內に 敵の 情 を 全く 

知るな り、 たと へば 醫 者の 病人の 腹の 內を 知る に は、 

望 問 聞 切の 四つ あり、 望 は 顔色 を 見て 知るな.^、 問 

は 病證を 問て 知るな，^、 聞は聲 をき  >  て 知るな，. > 、切 

は 脈 をと て 知るな り、 この 內 一 つ を 用る こと も あ 

^、二 つ を 用る こと も あり、 三つ 四つ を 皆 用る こと も 

あ.^、 四つながら 皆 用 ひすして 知る こと も あ， 0、 畢竟 
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,f  、先知 はさき 立ちて 其 事の 來らぬ 前より 是を 知る 

if. 1 段の 意 右に 云 へ る 如く、 爵祿百 金の 賞を惜 

て長陣 をし、 國を 費やし 民 を 勞 する は 不仁なる こと 

なる ゆ へ 、明 智の君 賢才の 將は 働く となれば 必 敵に 

勝ち、 國郡を 取り.、 其 軍功 を 成就す ると ころ 衆人に も 

ぬけ 出るな り、 勝負 決せす して 長陣を する ことなし、 

かくの 如く 働く. となれば 必 敵に 勝て、 軍功 衆人に す 

ぐる、 子細 はなに ゆへ なれば、 事に 先立ちて 其 事の 

來らぬ 前に 明かに 知る ゆへ な と 云 意な-, >、 

先-知 者 不. 可. 取，， 於 鬼 ま： 不. 可. 象：， 

於 事： 不. 可. 驗 n 於 度； 必 取，， 於 人， 知， 

亂之 倩， 者 也、 

前に 先知 也と 云へ る を 承け て、 こ、 に は 其 先知す る 

ゆ ゑん をと けり、 取， 一 於 鬼神， と は 鬼神の 託宣 或は 卜 筵 

などにて知ることな，.^、敵の情を 鬼神の つげよ 取 

來 b て 知る 意な b  、象。 於 事， と は、 人事の 上に て I 其 事 

のす がた 面影に て 悟ることなh^、象はもの 、すがた 

面影な 、驗 。於 度 一と は 陰陽 造化 風雲の かたち 星 月の 


めぐ に 自然の 度 ありて、 それに たよ hs て 知る こと 

なり、 度 はかね あ ひ な^^、驗むるとは其かね合ひを 

覺 えて それにて 知るな り、 取 一一 於 人, と は 人の 吿る 所よ 

. ^敵の 情 を 知るな b  、取，， 於 鬼神， 取 。於 人, と 云 二つの 

取の 字 は、 見えぬ 所よ， CV 物 を 取 出す 意な り、 一 說に不 

^^\象_ー於事,と云 へ る 事の 字 は、 士の 字に なをして 見 

るべ しと 云說 あ， 9、 講義に 其 誤り を 正せ.^、 一  段の 意 

は 右に 云 へ る 如く、 明君 賢 將の軍 をす ると なれば、 必 

勝利 を 得て 功 を 成就す る こと は、 先立ちて 其 事の 來 

らぬ 前に 其 事の いはれ を 知る ゆへ に、 如 此の 功 を 成 

就す と 云 へ る を 承け て、 その 先た ち 知る と 云 は、 如何 

檫 にして 知る となれば、 鬼神の 託宣 卜怨 などに たよ 

りて 目に 見えぬ さきの こと を 知る こと もなら ぬ 

ことな，.^、 又 人事の 上に て、 其 事 のす がた 面影に て 

悟， 0 しる こと もなら ぬ ことな， o、 又 陰陽の 造化、 

星月のめぐh^、風雲の形を以て、自然の度數を见&ぇ 

て 知る こ ともならぬ ことな リ、 唯 人の する 所 云 ふ 所 

ょリ、吾が知を以て取..^出して、敵のこ /-ろゅきを知 

る こと なりと 云 意な り、 取, 於 人 一と は すな はち 間な 


て 得 ベ き 勝利 を 得ぬ なれば、 此將は 負の 主に て 勝利 

の 主にて はなき とな，^、 一  段の 意總 じて 合戰 をす る 

と 云 は、 千 乘の阈 なれば 十 萬の 軍兵 を 催して、 路の千 

里 も ある ベ き遠國 へ 働ん に、 下 は 百姓の つ ゐぇ、 上 は 

公儀の 入 目、 合て は 一 日に 千 余の 入 目 か 、b 、それの. 

みならす 國內國 外と もに、 K 百姓 騷 動して 安堵の 思 

ひ をな さす、 兵糧 兵 具 を 蓮ぶ とて 國 元より 軍 中まで 

の 道中に 疲れた ほれ、 一 國の fm 姓 是 のみに 力 を竭し 

て、 おのが わざとす る 農業 を營 むこと を 得ざる もの、 

十 萬 の 軍兵 を 以て 軍 をす る 時 は、 七十 萬 軒の 家 皆 か 

くの 如し、 如此 なる 莫大の っゐぇ 民の 難儀 をしても、 

せで 叶 はぬ 軍 なれば する ことなる に、 敵の 情 を 知る 

こと 又 たやす からねば、 軍の 勝利 は 一 日の 戰 にて 分 

る ことなれ ども、 その 一 日の 勝利 を 得が たき ま 

に、 右の 如の 費 をしながら、 數年 對陣に 及ぶ、 數 年の 對 

陣 なれば 數年， の 間：！： に 千金 を 費やし、 數 年の 間 七十 

萬 軒の 百姓 道路に 奔走して 農業 を つとめ ざるは、.^* 

ことに 國の 主と なり、 民の 上に す はる 身に てはいた 

ましき ことに 非 やや、 間 を 用 ひて 敵の 情 を 得る 時 は 

軍の 勝利 速 かなり、 その 間 を 用る と 云 は、 或は &爵、 


或は 俸祿、 或は 百 金の 褒美の 入る までの ことな. 9、 然 

るに それ を惜 みて 問 を 用 ひす、 間 を 用 ひざる ゆへ に 

敵の 情 を 知らす、 敵の 情 を 知らざる ゆ へ に 合 戰の勝 

利 明かなら ねば、 數 年の 對陣 にて 百姓の. 疲 となる、 故 

に 間 を 用 ひぬ 將は、 官爵 俸祿 僅に 百 金の 褒美 を、 百姓 

の 疲に思 ひか ゆる ゆへ 不仁の 至 と 云べ し、 されば 

仁德を 以て 萬 民の 主と なる に 不仁なる 人 は 人の 將に 

非るな b  、主君 は 其 こ、 ろつ かすと も、 將 たる もの は 

心 付きて 主君に す /- め 間 を 用 ひさす ベ きを、 それに 

味き は、 生 君の 輔佐の 臣には 非るな.^、 勝利 は 大將の 

職分なる に、 速に 勝利 を 待る こと 能 はねば 勝利の 主 

と 云 ひがたし、 然れば 間 を 用 ひすして は 一 つと して 

よき ことなしと 云 意な り、 

故 明-君 賢- 將 所，， 以ノ 1 而 脾ん 成- 

功  出.  於  衆，  者  先-知  也、  . 

明君 は 明昝の 君な り、 賢將は 賢才の 將 な.^、 動 而滕人 

と は、 働く となれば 必 敵に 勝つ 二と なり、 成功と は 軍 

に 勝ち 功 を 成就して、 敵 を. u し圃 郡を廣 くす る を 云、 

出-於 衆 I と は 衆人に 超えす ぐれ、 もぬけ 出る ことな 
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也、 非 主 之 佐， 也、 非， 勝 之 主， 也、 

是は 軍に 間 を 用 ひざる こと を そしれ b 、凡と は總じ 

てと 云に て總 して、 間 を 用 ひすして 叶 はざる J を 云 へ 

るな..^、 興師十 萬と は 十 萬の 軍兵 を 典して 軍 を 企つ 

ことな hs  、出征 千里と は、 本國を 押出して 千里 も ある 

へき 逮國を 征伐す るな b  、百姓 之 費と は 民より 出す 

軍役 もや ひなり、 公家 之舉， 0 は 公儀の 入 b 目 を 云、 奉 

は 奉 養に て 軍兵 を 養 ふ 兵糧 等な b ヽ： n 費 千金と は 一 

n に 千金の 入 目 か  >  るな b. 、內外 騒動と は 內は國 に 

のこる もの、 外 は 軍に 打 立つ もの、 皆騷 動して やすむ 

ひまな き な b  、怠 „ 於 道路， 不 レ操レ 事 者 七十 萬 家 と 

は、 古 は 井田の 法に て、 八 軒の 家より 一 人つ 、兵 を 仕 

立て、 出す ゆ へ、 のこ...^ 七 軒の 家は國 に. 居， 、或は 兵 

糧を はこびて、 右 一 人の 兵の もた ひ をす るな， 0.、 故に 

道中 を ひた もの 往來 して 道に 疲る ヒ. I と を 怠-於 道 

路-と 云、 怠と は疲 る、 こ， となり、 不 操 と は の 

したても た ひに 勞 して、 農業 をせ ぬ こと を 云、 十 萬の 

軍兵 を 出す ゆへ、 國 元にて 塵 業 を やむ る もの 七十 萬 

家な， o、 相守數 年以ハ n 之 勝 一と は、 相 守る と 云 は 


十 萬の 軍兵、 敵と にらみ 合 ふて 對陣 して 居るな 、か 

くの 如く 數年 にらみあ ふて 居る こと は、 其內に 一旦 

勝利 を 得て、 敵軍 を 破ん こと を 欲するな り、 對 陣は數 

年 にても 勝利 は 一 日の ものな 、而 愛- 爵祿ぼ 金， 不 

に 知 。勝 之 情 1 者と は 間 を 使 はぬ ことなり、 間の もの に 

は 其し なにより、 或は 官爵を 與 へ 、俸祿 を 與 へ 、輕き 

に は 百 金の 褒美 を與 ふ、 愛 はおし むな り、 問の « に-お 

爵 傣 祿百 金の 褒美 を與 る こと を惜 みて 、間 を 入れ ぬ 

ゆへ、 敵の 情 を 明かに 知る こと 能 はぬな り、 不仁 之 至 

也と は、 間 を 用る 時 は 早く 敵の 情 を 知る ゆ へ 、勝利 を 

得る こと 速 かなる に、 問 を 用 ひざる ゆへ 敵の 情 を 知 

.9 がた く、 對陣に 手間 をと るな り、 對陣に 手 問 をと る 

ほど 本國の 民の 疲れ 夥しき こと 也、 民の 疲を考 へ ざ 

る は 不仁 之 至な， 9 と 云 意な り、 非 一人 之將 一也 と は、 多 

くの 人の 支配 をして 大將 とい はる、 人に て はなき と 

な..^、 非， 主 之 佐， 也 と は、 主 は 主君 なり、 佐 は 輔佐な 

b  、大將 は 主君の 輔佐と して 全き 勝利 を 得る 役な り、 

然るに 其將 たる 職分 を 失 ひて、 主 の 輔佐た る 人に 

は 非る となり、 非 一一 滕之主 一也 と は、 の 勝ち は 將 のす 

る 所な り、 故に 將は 勝の 主な. 9、 然るに 間 を 用 ひすし 


れ ぬと 云 意な，^、 死者 不 J? 。以復 生， とば、 合戰に 利 を 

失へば、 大將は 其 命 を 失 ふ、 死した る 人 は 又 再び 生き 

か へ る ことなしと 云 意な り、 勝利 を 見切らす してす 

る 戰ひを 深く 戒めた る詞 な，^、 

故 明-君 愼. 之 良- 將 警. 之、 此 安. 國 

全. 軍 之 道 也、 

右の 道理なる ゆへ に、 德の 明かなる 主君 は 軍 を 起す 

こと を愼 て、 妄に軍 をお こさす、 是國を 安ん やる 道な 

,9、 よき 大將 は戰 ふこと を 警めて 妄に戰 はす、 是軍を 

全くす る 道な b と 云 意な り、 されば 孫子が 主と する 

所 は、 勝利 をた しかに 見切る と 見切らぬ， 0 にあり、 誠 

に愼 むべき ことなり、 
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用 問 は 間 を 用 ざな り、 間と はしの びの もの こ 一 

とな，.^、間はひまとょむすきまの意な，o、敵のす, 

きまより 敵の 中 へ 入 hv て、 敵の ！ 5 を 同 ふ もの 一 

なる ゆへ 間と 名つ く、 1 名を諜 と 云、 又 細 作と も， 


游偵 とも 云、 總 じて 軍 は 敵の 情 を 知す して は 叶 

はぬ ことな b  、敵の 情 を 知る こと は 間にし く は 

なし、 され ども 其 人に 忠と 不忠と あり、 其 才に用 

に 立つ と 立たぬ と あり、 其詞 に虛赏 あ， 0 て 其 云 

へる 事の 有無 はかられす、 故に 間 を 用る こと 軍 

の 一 大事な b 、趙 奢と 云 名將秦 の國と 戰 ひし 時 

は、 秦の 間趙 奢が 軍 中に 入，^ しか ども、 其 情 を 得 

る こと 能 はす、 楚の間 高祖の ： 束 中に 入りし かど 

も、 陳 平が 情 を 得る こと 能 はす、 されば 間 はこれ 

を 用る 人に ある ことなる ゆ へ、 用 間と 篇に 名つ 

くるな. 9、 

孫 子 曰、 凡 興- 師 ナ萬、 出- 征 千-里、 

百-姓 ノ 之 費、 公氣 之 奉、 日 費， 千-金； 

內-外 騒-動、 良， 於 道 路， 不. 得. 操 JS 

者 七十 萬 家、 相-守 數年 h4 爭，， 一 

日 之 勝： 而 愛二 爵-祿 百-金， 不. 知， 敵 

之 情， 者 不-ね 之 至 也、 非，， 人 之 將， 
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上に 火攻 をば むさと 取り 行 ふ ベ からざる こと を 云 へ 

る を 承け て、 是ょり 一 篇の 終りまで、 總 じて 合戰 はむ 

ざ とす ま じき こと を 云へ，..'、 始計篇 の始に 兵 者國之 

大事と かき 出した る 意な b 、孫子が 深意 尊ぶ ベ し、 

非レ 利不， 動と は 勝利 ある ベ き 所 を 見切ら やん ば、 靜に 

守て 敵の 鏺を 待つべし、 妄に 働く ベから すと 云 意な 

,.^、非，得不，用とは、得と云は わがもの とし 吾が 手に 

握りた る ことな，. >  、たしかに 手に 握，. >  たる ほど のこ 

とな くんば、 水 攻火攻 を 用べ からすと 云 意な b  、非， 危 

不， 戰とは 一 呼吸の 間にて 勝負の 分る 、 危き 場へ 引 

きつめ て 合戰 をば すべし、 さなければ 全き 勝ち を 得 

がた しと 云 意な 、三 句 畢竟 一 意な，.^、 

主 不. 可，， 而 氣. 師ヲ、 將 不. 可： 以 

レ氣而 致. 戰、 合，， 於 利， 而 動、 不. 合，， 於 


利， 而止、 


主 は 主君な. 9、 國の 主たる 人 師さを 興して. 敵國を 伐 

つに は、 五 S& 七 計に てと くと 目算して、 勝利 をた しか 

に 見て 師を おこすべし、 1 旦の 怒，.^ を 以て いくさ を 


典す ベ からざる なり、 是は 出陣の 前 を 以て .云 へ..^、 將 

は大將 なり、 主君の 命 を 承りて 其 軍の 總大將 をす る 

人な り、 大將 たる 人 は、 勝利 をた しかに 見切て 戰 ふべ 

し、 一 旦の慍 り を 以て 戰ふ ベ からす、 是は 出陣 巳 後 を 

以て 云へ， 9、 慍とは 或は 主君に 對 して 溝 憤 あるか、 或 

は 敵より 恥 ® を與 へられ、 それに 腹 立て ， 戰ふ こと 

を 云へ.. 、合一 一 於 利 1 而動 と は 、勝利 ある ベ き 11 にと く 

と 叶 は い 動き 働く ベ しとな b 、不ス n 於 利 一而 4^. と は、 

勝利 ある ベ き 圖に叶 はすん ば 合戰を やむ べしと な 

,9、 主君 も 大將も 勝利の あると なきと に こ ろ を 付 

けて、 軍 をして 怒 を 以て 第 を すま じき ことなりと 

云 意な り、 

^ 可，， 以 復， 喜； 慍 可お 歡 悅： 亡- 國 

不. 可，， 以 復 存； 死-者 不. 可，， 以 復 生； 

これ は 上 をく  か へして 云へ り、 怒 可 a 以復 iSi 、慍 可- 

以復悅 一と は、 腹の 立ちた る は 機嫌の なをる ^節 あ 

ひ、 故に 一 旦の怒 を 以て 取 を 起す ベから すと 云 意な 

り、. U 國 不 JsVS 復存， と は、 合戦に 利 を 失へ ば、 主君 

は 其國を C ぼす、. LT ひたる 國 はまた ffi び と，.^ たてら 


な， o、 水 攻火攻 のる いは 多くの 人民 を 殺し、 多くの 財 

物 を そこな ふ、 殊に 火の 猛烈なる こと 是に 過ぎた る 

ものな し、 不仁の 甚 しき わざと 云べ し、 され ども 旣に 

軍 を 取り 起す こと は、 戰て 敵に 勝ち、 攻て敵 を 取る. ベ 

き爲 めな り、 戰ては 敵に 勝ん と 思 ひ、 攻ては 敵 を とら 

んと思 ふなら ば、 敵に 勝ち 攻め 取る わざ をな すべし、 

不仁なる わざな りと て 軍 をす る 上 は 厭 ふべき に 非 

す、 然るに 戰ては 勝ん こと を 欲し、 攻ては 取ん こと を 

望みながら、 火攻は 不仁なる ことな とて、 戰ひ 勝ち 

攻め 取る わざ を なさ  >  る 者 は いま-/ \ -. し きこと な 

り、 凶と はい ま-^ しきと 云 意な り、 軍 をす る ほどに 

て 勝利 を 得ざる 時 は 忽に國 の滅. I しとなる ゆへ、 いま 

いまし きこと な と 云 へ るなり、命曰§^©とは、不仁 

なること をす る を 厭 ひて、 速 かに 勝利 ある べき こと 

をせ さる 時 は、 國 家の 費え を 知らす、 長陣を して 月日 

を經る ゆへ、 是を 名つ けて 費留と 云と なり、 費 はつい 

ゆるな り、 は 逗留の 意な， 9、 ひと 軍 さ にても 阈 家の 

教え 人民の なげき 夥しき に 勝利 ある ベ きこと をせ す 

して、 長陣逗 S5 すると 云 意な り、 されば 敵の 人民 財物 

を惜 みて、 味方の 人民 財物 を « す 時 は、 不仁 を 厭 ふと 


云 へ ども、 却て 不仁の 過ちに 陷るゅ へ 、孫子が かく 云 

へ るな. 9、 まことに 不仁 を きら は V  、合戰 をせ すして 

敵 を 手に つくる 道 を 工夫すべし、 すでに 合戰 をす る 

上 は 不仁なる わざとても 厭 ふ ベ きに あらざる ことな 

.9、 故 曰 明主 盧， 之 良 將修， 之と 云 は、 古語 を 證 例に 引 

たるな hN  、明主と は德の 明かなる 君 を 云 、盧， 之 と は 

軍 を 率爾に せす 深く 思慮 を 運ら して 後に 軍 をす る こ 

となり、 良將 はよ き 大將を 云、 修， 之と は 上の 文の 不 

y 修, 其 功, と 云 をう けて、 戰 勝ち 攻る わざ をす る こと 

を 云、 火攻 など も 其內に こもる ベ し、 軍 をす る 上に は 

不仁なる こと を もせで は 叶 はぬ こと なる ゆへ、 德の 

明かなる 君 は妄に 軍を與 さや、 深く 思慮 を 運ら す、 又 

軍の 大將を 承 はる 身 は 軍に 勝つ を 主と する MJ なる ゆ 

へ、 良き 大將 は必戰 勝ち 攻 取る わざ をつ とめて、 不仁 

なること を も かへ， CS みすと 云 意な り 、古注 に 修„ 其 功一 

と 云 を、 軍功 を 賞す る こと VJ 云へ り、 火攻に 限て 取 功 

を 賞す る こと を 云 べきに 非す、 僻說 なり 用べ からす、 

今 梅 堯臣が 說に從 ふな，^、 


非. 利 不. 動、 非. 得 不. 用、 非. 危不. 戰、 


L 
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孫 子 攻第 十二  , 

へり 、数の 字， V 古 來の說 に は 多く  «壁« 珍の 星の 度 

數 のこと なりと 云 へり、 數の字 は 星の^ 數には 限ら 

ぬ ことなり、 

ュ  チ クル ル r ヲ ハ カナリ  f^ クル、 ル - ハ 

故 以. 火 佐. 攻 者 明、 以. 水 佐. 攻 者 

强、 水 可， 以絕， 不. 可，， 以奪； 

是は 水攻と 火攻の 不同 を 云 へり、 水火と もに 敵を攻 

る 佐な b  、たと ひ火ヒ かけて 燒くづ し、 水 をせ きかけ 

て水攻 にしたり とても、 それ ばかりにて 兵 を 以て 攻 

めざれば 勝利 を 得が たし、 水火 は 合戰に 力 を 合する 

ものな り、 力 を 合 はする を 佐と 云な り、 故に 火 佐 

, 攻以， 水 佐， 攻と云 へ る なり、 明かな，^ と 云 は 火 は あ 

かるき ものな り、 火 を かけて やきた つる 時 は 何 ほど 

の大 軍な りと も 明 松に 及ばす、 然る ゆ へ に * 方の 人 

數を 見す かさる、 失 あり、 得失と もに 明かなる 所よ 

り 生やる ゆへ、 以， 火 佐. 攻者 明と 云 へ-^、 强 しと 云 は 

水 は 至て 柔 かなる ものな り、 天地の 間に 於て 至て 柔 

なる もの は 至て 强し、 故に 水より つよき ものな し、 川 

水 を せきあげて 城 を 浸し、 或は せきた る 水 を 切て は 

なして 敵陣 を おしながす、 其い き ほひ 如何 樣 なるこ 
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と にても 是を ふせぎ と いむる こと あた はす、 是 水攻 

の德な-^、故に以.水佐.攻者强と云 へり、水可，以絕1不 

可 ^奪， と 云 は、 右の 如く 水 は 至て 强 きもの なれ ど 

も、 火に 劣りた る 所 あり、 水 を 以て 糧の 道 をた ち、 或 

は 敵の 先陣 後陣の 間 をた ちきる こと はなる ベ けれど 

も、 敵の 兵糧 城郭 を 奪 ひ 取る こと あた はす、 火に て燒 

く 時 は 山の 如に 積みた る もの も 一 炬に 灰燼 となる、 

水 は 物 をな くす る 德 なし、 是 水火の 異同な b. 、故に 水 

可， 以絕 ー不 ^^%以 奪， と 云 へ るな.^、 一 說に 明な りと 云 

を、 火 攻の法 は 五 火の 變箕壁 翼き 四 星の 數 明か なり 

と 云へ り、 迂遠なる 說 なり、 

レ  t チ  ン トメ  ルメノ チ  ハシ 

夫 戰勝攻 取 而不. 修_ 其 功， 者 凶、 

命 曰， 費- 留； 故 曰 明-主 慮. 之 良- 將 

ム  ヲ 

修レ 之、 

是火攻 の 法 は やむ こと を 得 やして 用る こと を 云 へ 

b  、戒 の詞 なる ゆへ 語の 端 を K めて 夫と 云へ b  、修其 

功と は、 功 はわ ざな り戰て 勝ち 攻めて 取る わざな，.^、 

水 攻火攻 のる い を 云べ し、 修と は是を とり 行 ふこと 


る 5 と 見て、 もし 遲遲 して 火 を かけざる 內に、 敵近邊 

の 草 野に 火 を かけて 手前 を やきはら ひ たらば、 其 後 

は 火 を かけても 何の せん も ある まじと 云 へ ^、是 は 

軍に ある ことな 、敵よ b 風上に 火 を かけた る 時、 わ 

わ は 風下へ 火 を かくる 時 は、 敵の かけた る 火 二 町 も 

燃 來る時 はわが 付けた る 火 又 二 町 も 燃 ゆく なり、 其 

時 その 燒 あとに 陣を 取る 時 は 火の つくべき 草な き 

ゆ へ、 敵の 付けた る 火 われ を やく こと 能 はす、 この 意 

を 以て 云へ るなる べし、 され ども 以. 時 發：， 之と 云 1 句 

を 速に 發 する こと 見る こと、 穩 ならぬな-^、 

火 發， 上 風 ，無. 攻，， 下 風； 

上 風 は 風上な り、 下風 は 風下な り、 敵の 風上に 火 出た 

る 時、 風下 へ 人數を 向けて 攻 むべ からすと 云 ことな 

り、 敵と 間く 焚？ - るべき 失 あり、 敵 一 方 を 火に て 塞が 

る  ゆへ 死戰する失ぁ.„^、風上ょ.^ 攻る時 は 風 火の 

勢に のる 得 あ hN、 

齓 I 久 C 艮止 e 

是は 風の 見やうな.. >  、晝吹 出した る 風 は やみ 難き も 
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のな b  、夜 吹 出した る 風 は 止 やすき ものな， ft- 、火攻 を 

なすに はこの 考へ あるべし と 云 意な り 、張賁 が 說 に、 

久の字 は從の 字の 誤..^ なり、 從の 字の 古字 は 人 を 二 

つなら ベ て かく ゆへ、 久の 字に 似た るに よりそ 書き 

たがへ たる ものな b  、畫の 風に 從 へと は、 晝の 風に 火 

おこらば 取 かけて 攻む べしと 云 意な り、 夜の 風 に は 

止めよ と は、 夜の 風に 火お こらば 取 かけて 攻 むべ か 

らすと 云 意な り、 その ゆへ は 夜 は 伏兵の あらん こと 

を畏 る、 故な， CS と 云へ， o、 信用し がた き說 なり、 . 

凡 軍， 必 知 ァ，， 五 火 之 氍； 以 k 守つ 厶、 

この 條は火 を 以て 敵を攻 るば か..^ に 限ら や、 眛 方に 

五 火の 變 あらん こと を 慮て 用心 を せよ と 云 こと な 

り、 凡 軍と は 總 じて 軍 を する に はと 云 意 な，.. -、 必知, 

五 火之變 一と は、 五 火の 變と云 こと あ b と 云 こと を 知 

て、 油斷 すべ からすと 云 意な り、 以. 數 守， 之と は、 數は 

術數 にて 兵 術の 總 名な b  、隨 分と 兵 術を盡 く.. -て 味 

方 を 守り、 五 火の 變の 起らぬ やうに し、 又 五 火の 變ぁ 

ると きの 手當て をせ よと 云 意な b  、前に は 敵に ある 

五 火の 變を云 ひ、 こ、 に は 味方に ある 五 火の 變を云 
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是も 上の 條の意 をく. 0 かへ して、 敵陣の さはがざる 

時の こと を 云へ， 、極， 其 火力, と は、 其 火の 勢力 一 ば 

いに もえさせて 其 樣子を 見る ことなり、 從 ふと は 其 

火の 變に從 て 攻 入る こと な， ^、可， 從而？ ^之と は、 攻 

入，.^て攻めょと云ことな，^、不％fe而止とは攻入る 

まじ くんば 攻る こと を 止めよ と 云 意な， 9、 攻入 てよ 

きと 云 は、 其 火力 を 極め 火の 勢 かぎりに 燃えつ の 

て 上に 敵に さわぎの 出た る を 云、 せめ 入る まじき と 

云 はかくの 如く 火の 勢 ひ 限. 9 に もえつの b て も、 敵 

曾て 仰天せ ゃ騷か ぬ を 云な り、 上の 條の 待と 云 意 を、 

此條に 極 其 火力と 云 へ るなh^、 

火 可 J^,, 於 外； 無. 待，， 於 内； 以. 時、 發 

ヲ 

. 之、 

火 可， 發-於 外， と は、 敵の 陣內 城內に 內通ぁ hs て 火 を 

付る に は あらね ども、 敵の 陣所茅 野 葦原の 近邊 か、 又 

陣 小屋 をく、， CN つ、 け、 船戰を もや ゐ たる 時な ど 

火 を 付け て燒 立たら ば、 大利を 得べき 見切り ある こ 

と を 云な り、 無 4 於內, と は 如 此の 見切， 0 あらば、 內 

に內 通の ある を 待つ ことなく 外よ h- 火 を かくべし と 
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な.^、 又 一 說に は內に 1« る內 通の もの 火 を かくる 

を 待ち あはせ す、 それに 構 はや 外よ. 5 火 を かくべし 

と 云 へ b  、大抵 外よ. 9 は 火 を かけ 難き ものなる ゆ へ 、 

內 通の ものに 火 を かけさす る MJ な，. =N  、外より 火 を か 

くるに 便 hN あらば. 內通は 恃っ まじき ことなり、 又 

通に よりて 火 を かくべ きと 云 相圖ぁh^とも、時刻遲 

な はらば、 或は あら はれて 敵に 殺さる、 こと も ある 

べし、 或は 凝議して 决 せぬ こと も あるべし、 然る 時 は 

內の火 を 待た や 外より 火 を かくべし、 あら はれて 敵 

に 殺された る 所 なれば、 內 通の もの 是 ばかりに 非す 

と 思 ひて、 敵の 疑心 やます、 是肷 北の 根な^^、內通の 

もの 擬議 したる 所 なれば、 內 通の もの も 外の 火に 

て內 よ， 5 も かくる ゆ へ 、其 勢 猛烈に して 敵の 亂れ甚 

し、 如此 の 利 ある ゆ ゑ 無， 待， 於內， と 云 へり、 以. 時發 

, 之と は、 前に 云 へ る 天の 燥け る 時分 か、 風の 出る 時 

を考へて火をかくることを云な，.^、講義には無，待，於 

內, と 云內 を、 胸中の ことな，..^ と 見て、 速 かに 决斷し 

て 火 を かくべし、 朐の內 にて 思慮 工夫して 時刻 を 待 

つ ベ からすと 云 へ.^、 字義 穩 ならす 用る- 」 と 勿れ、 直 

解に は以， 時發. 之と 云 を、 時に 應 じて 速 か に 火 を發す 


て 三年に 一 度つ 、閏月 を 立る 道理に て、 ほこり 出る 

ゆへ 月の やどり もとく と 合 ひがたし、 委くは 天文 者 

暦 者に 考 へ さす ベ し、 たしか に 知ん と 思 は  >  、翼 宿、 

珍 宿、 箕宿、 壁 宿の 星の 形 を見覺 えて、 月の あり 處 こ 

の 星の 南北に あらば この 宿に やどる と 知るべし、 二 

十八 宿の 形 こ  にしる す、 

凡 火- 攻 必 因，， 五 ル 之 變； 而 應. 之、 

凡 火攻と 云は總 じて 火 攻の法 はと 云 こと な. 9、 五 火 

之 變とは 上に 云 へ る 火 人、 火 積、 火 e  、火 庫、 火 隊の五 

火、 敵陣 敵 城 の 中に 發 する は 、皆內 に內 通の もの あり 

てす る ことなる ゆへ、 敵の 方に は變 なり、 故に 五 火 之 

變と 云、 因 五 火 之 變而應 之と は是 にち なむ を 因と 云、 

牒し合 せて 攻る を應 すると 云、 內 通の もの 內ょ， o- 火 

を 付けて やきた るば かりにて は、 何の ように た ぬ 

ことなり、 故に これにち なみて その 亂れに 合せて 外 

より 攻む べし、 是總 じて 火 攻の通 法なる ゆへ 、凡 火攻 

の 法 はと 云 意に てかき 出した るな. y、 

火發， 於內； 則 早鹰， 之 於：^; 

是は 上の 文 を 反覆して 云へ り、 敵陣 敵 城の 內 より 火 


發 せば、 ゆとりな く 其 間 をぬ かさす 、外より 其 火に 牒 

し 合せ 攻む べしと 云 意な り 、內は 火事に て 驚き 亂る 

. -處 へ、 外より 急速に 攻 かくる 時 は、 內 外の 變に心 を 

とられて、 敵必 仰天す る ものなる ゆへ 勝利 あるな り、 

上の 條には 必と云 ひ、 此條に は 早と 云、 しかれば 內ょ 

り 五 火の 變發 する 時 は、 是非ともに 外より 急に 攻む 

ベ きこと なり、 必の字 早の 字 眼 をつ くべ し、 

火 發メ 兵 |1¥ ぼ 而 4 あ" 

敵陣 敵 城の 內 より 火 出れ ども 敵 かって さはが す、 靜 

ま， 9 返て 動か すん ば、 是備 ある 敵と 知るべし、 待と は 

變を まつな り、 この 上に も 變の出 來るを 待つ べし、 妄 

に攻る こと 勿れと 云 意な り、 昔魏の 滿寵吳 を 征伐す 

る 時 諸將に 下知して 曰く、 今夕 風 猛し 敵 必來て 火お 

かくべし、 其 用意す べしと 云， o、 夜半に 案の 如く 敵^ 

りて 火 を かけ、 れば、 かねて 伏兵 を まふけ 待た る ゆ 

へ 事 ゆへ なく 打破り たる も 此條の 意な，.^、 

•,1 火 力； 可 而 從. 之、 不. 可. 從 

而止、 
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〕 仗に 三百 六十 六 度函分 度の 一 な.. > 、日の めぐり は 三 

百 六十 五 度 四 分 度の 一 なり、 月の めぐh^は天のめぐ 

.9 に 十 一 一度 十九 分 度の 七つ 不足な，. >  、それ ゆ へに 天 

のめぐ り 日の めぐりょ..^^は月はぁと へ ありく 道理に 

て、 二十 七日 五十 五 刻 百 分 刻の 四十 六に て、 天と 月と 

もとの 鹿に 出合 ふな，.^、 日と 月と は 二十 九 曰 五十 三 

則に てもとの 處に 出合 ふ なり、 懷胎に 九 箇月 を十箇 

月に する も、 一 一十 七日 を 1 月に してつ もる ことにて、 

二十 七日 を 十 合 はすれば 二百 七十 日に て、 常の 九箇 

月の つも. i> なる ゆへ なり、 日 i 月 と 出合 ふ を 以て 月 

の 大小 を 定め、 月と 天と 出合 ふ を 以て 月の やどり を 

定むるな.^、李签が注には月の數に日の數を加へ て、 

室 宿より 順に 數 ふれば、 其 日 は 何の 宿に あたる と 云 

こと 知る と 云 へど も、 此說 にて は あはぬ ことな，.^、 

又 今の 新暦に 一 一 十八 宿 を u に配當 する こと あれ ども、 

是又術 家 演禽の 法に て 道理 なき. i な- 9、 此 本文に 云 

へ る月のゃど，o^に非す、月のゃど，c^のことは、天文曆 

數に 通達せ ねば、 そらにて はく  難き ことな， OS  、され 

ども 大槪を 以て 云 は  >  、正月 元日 を 室 宿に あて、、 室 

宿 三 丈 二 尺四寸 九分、 壁 宿 一 丈 六尺 三寸 四 分、 奎宿三 


丈 一 尺 五寸四 分、 婁宿 1 一 丈 1 一尺 四寸 1 1 分、 胃 宿 1 一 丈 九 

尺 六寸四 分、 曰 S 宿 二 丈 一 尺 四寸七 分、 畢宿三 丈 三尺 零 

六 分、 觜宿 九分 五 厘、 參宿 1 一 丈 一 尺 零 九分、 井 宿六 丈 

三尺 1 一寸 七 分、 鬼 宿 四 尺 一 寸八 分、 柳 宿 1 一 丈 五 尺ニ寸 

七 分、 星宿 一 丈 一 尺 九寸七 分、 張 宿 三 丈 二 尺 七 寸七分 

五 厘、 翼 宿 三 丈 五 尺六寸 1 一分 五 厘、 榦宿三 丈 一 一尺八寸 

七 分、 角 宿 二 丈 二 尺九寸 九分、 亢宿 一 丈 七 尺 四寸八 分、 

S 宿 三 丈 零 九寸七 分、 房 宿 一 丈 零 六寸四 分、 心 宿 一 丈 

1 一尺 三寸 五分、 尾 宿 三 丈 六尺 1 一寸 九分、 箕宿 一 丈 九 尺 

七寸六 分、 斗 宿 四 丈 七 尺八 寸八 分、 牛 宿 一 丈 三尺 六寸 

八 分、 女 宿 1 一 丈 一 尺 五 寸六分 五 厘、 虛宿 一 丈 七 尺 零 零 

五 厘、 危宿 1 一 丈 九 尺 ニ寸六 分、 かくの 如く 周 天の 度數 

を 定め 置て、 月の 行.=^ 一  日 一 夜に 一 丈 四 尺七寸 とつ 

もり， 1 時に 一 尺ニ寸 二分 五 厘と つもり、 右の 周 天の 

度數を 次第の 如く 引お とせば、 何れの 日の 何れの 時 

より、 月の めぐ， CV 何れの 宿に か、 ると 云 J 大形 は 知 

る な. 、され ども 月の めぐ，. „ ^月 頭と 月末 は、 次第に 

はやくな り、 月 中 は 次第に 遲 くなる、 是を月 行の 遲速 

と 云、 日月と 天の めぐ， 1 歲 十二 箇月に てもとの 處 

へ 合 ふと 云へ ども、 少々 の有餘 不足 あ，.^ て、 それ を 積 
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1 ニニ  0 


行火と は 火攻を 用る ことなり、 因 はよ ると よむ ちな 

む 意な. o、 何に て もらな む 所な くんば 火；^ 用 ゆべ か 

す、 或は 敵方に 內 通の もの あるか、 或は 日て，.^ つ  > き 

て 世間 燥き たる 時、 或は 茅 葦 草 藁 竹 木な ど を 積 かさ 

ねたる あたり、 或は かや 野の 邊 など、 或は 敵の 陣 小屋 

すきまな くつ  > き 、或は 舟戰 にて 敵 舟 を もや ひて、 舢 

艫つ  >  きたる 時に 火 を 用 ゆれば 利 あるな， 、故に 火 

を 用る には必 ちな む 所 あるべし と 云 意な り、 

煙-火 必 素 具、 

煙火と は 火の 道具 を 云、 火の 道具と は 煙 破、 硫黄の る 

いの 火藥、 並に 油 並に 石火矢、 大筒、 其 外 火藥を 用る 

火器、 薪 菊 葦 茅の 類た きつけに なる もの、 火繩、 水明 

松、 總 じて 火 攻に 入る 道具な り、 素 具と はかね て 支度 

して 置く ことな， o、 火 築 火器 は 時に 臨で は 才覺 なら 

ぬ こと ある ものな， 0-、 

發. 火 有. 時、 起. 火 有. 日、 

發 すると 云 も 起す と 云 も 同じ こと な b 、火攻 の 法 を 

用る こと、 時日の 考 へ あるべ きこと を 云 へ るな り、 


時 者 天 之 燥 也、 


是は 上に 發火有 時と 云 へ る を うけて、 其 火 を 發 する 

時と 云 は、 天の 燥き たる を 云と 云 意な，^、 天の かわき 

たる 時と は、 雨 久しく ふらす 世上の 燥き たる 時な hv、 

日 者 月 在， 箕 壁 翼 珍， 也、 凡 此ノ 四- 

宿 者 風 起 之 日 也、 

是は 上に 起 火 有， 日と 云 へ る をう けて、 その 火 を 起す 

日と 云 は、 月の やど b  二十 八 宿の 內の 箕壁翼 珍の 四 

宿に ある 日 を 云と なり、 何 ゆへ に 此四 宿に あたる 日 

を 火 を 起す によき 日と する なれば、 月 この 四 宿に や 

どる 日 は必風 ふくもの なる 故な，. ^ とな b 、總 じて 星 

に 風 を 好む 星 あり、 雨 を 好む 星 あり、 雨 を 好む 星 は畢 

宿な， o、 風 を 好む 星 は 本文の 四 宿な り、 日 は 陽 精、 星 

と 月 は 陰 精と 云 へ ^^、されば星と月と同氣なる故、月 

その 星に やどれば 其 ほし 力 を 得る 道理に て、 月の や 

ど..^畢宿にぁる時は必す雨ふる、本文の 四 宿に やど 

力、 ル  ニム  タラ 

る時は必風吹くな，.^、詩經 にも 月 離- 于畢 俾， 撈^, 矣 

と 云へ，. >  、傍沱 は 雨ふりて 大水 流る 、貌 な. 9、 さて 月 

の， どり 何れの 宿に か/. ると 云 は、 周 天の 度數 三百 

六十 五 度 四 分 度の 一 にて 天體の 運す る こと、 一 日 一 


銃、 衝鋒追 敵 竹 發慣、 翼 虎 銃、 擊賊砭 銃、 神威 烈火 夜叉 

銃、 神仙 自發排 車 銃、 大 追風 館、 五 雷神 機、 五 排 鎗、 飛 

刀箭、 飛 鎗箭、 飛 劍箭、 燕 尾箭、 神 機 箭、； i 鎗、 弓 射火拓 

榴箭、 火弩 流星 箭、 長蛇 破 敵箭、 群 鷹 逐 兎箭、 一 窩蜂 

箭、 雙 飛火 籠箭、 二 虎 追 羊箭、 五 虎 出 穴箭、 七 篱箭、 九 

龍箭、 九矢鑽 心神 毒 火 雷 砲、 四十 九 矢 飛 廉箭、 百 矢 弧 

箭、 百 虎 齊奔箭 、群 豹 橫奔箭 、飛 天 神 火 毒 龍 翁、 梨花 

翁、 竹 火 館、 祌機萬 勝 火 龍 刀、 倒 馬 火 蛇 神棍、 蕩 天滅寇 

陰陽 錢、 飛火 降魔 鎚、 雷火 鞭、 緵銃、 流星 砲、 毒藥噴 筒、 

滿天噴 筒、 毒 龍 噴火 神 筒、 一 把 連、 飛 空 砂 筒、 鑽穴飛 砂 

神 霧 筒、 神 水 噴 筒、 神 行破陣 猛火 刀 牌、 虎頭 火 牌、 神火 

箭屛、 毬、 引火 毬、 疾藝 火毬、 霹霖 火毬、 神火 浪元 毬、 

燒賊迷 目 # 火毬、 煙毬、 毒 藥煙毬 、平 曠步戰 隨地滚 、風 

雷火 潦、 大條窠 、火妖 、天火 毬、 火 磚 、火 彈、 銕嘴， 火鷂、 

竹 火鷂、 燕 尾炬、 飛炬、 銜 陣火葫 蘆、 對馬 燒人 火葫 ま、 

猛火 油櫃、 太平 車、 九 牛 〈贵、 鑽架、 遊火銕 箱、 銕火牀 、火 

龍 捲 地 飛車、 街 虜藏輪 車、 火 櫃攻敵 単、 屛 風車、 萬 勝 神 

毒火屛 風車、 萬 全 車、 架火戰 車、 破 敵 火 風 鼎、 神火 萬 全 

錄圍營 、楊 風車、 姨汁油 車、 盛 油 引火 車、 行爐、 火 船、 火 

龍 出水、 水底 龍王 砲、 八面 神威 風 火砲、 飛 空 滑 水 神 油 


ぼ、 旣濟 雷、 渡 水神 機 砲、 隔河 神捷火 龍陣、 地雷 連 砲、 

合 打 砲、 地雷 炸營、 自犯 砲、 炸砲、 石炸 砲、 萬彈 地雷 砲、 

無敵 地雷 砲、 穿 山 破 地 火 雷 砲、 伏地銜 天雷 砲、 神武 點 

機 火 箱、 鋼輪發 火、 鋼 輪 伏 火櫃、 伏 雷 砲、 太 極 總砲、 隱 

跡 火 陣の類 さまぐ の 仕形 あ b て、 玉 を 飛し 石 を 飛 

し、 沙を 飛し、 烟を ふき、 或は 刀 劍ヒ. 飛し、 矢 を 飛し、 

蜂 を 飛し、 鳥 を 飛し が.^ さま <^ の. 物 を 出し、 或は 天 に 

飛し、 或は 地 を 走らし、 或は 地中より 發し、 或は 水中 

より 發し、 或は 器物の 中よ 發し、 都て 人の 思 ひがけ 

ぬ 所より 發し、 或は 二つ 三つ 四つ 五つよ.. > 百 千の 玉 

を 一 度に 飛ばす るい、 恰も 神 變の術 を 得る が 如し、 時 

によ，. > 事に 臨で 是を用 ひば 合戰の 一 助と なる ベ し、 

專 これ をた のみて 軍 を せんとせば、 まことに 愚な な 

ことならん、 或は 火の 加減 制度の 違 ひに て、 敵 を 燒.. - 

として 却て * 方 を やく こと も あり、 其 上 天の 時 地の 

利の 助けに よら ざれば、 火攻も 全き 利 を 得が たし、 其 

方法 具 さに 武備 志 を考 へて、 とくと 知る ベ. ことな 


行， 火 必 有お、 
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理、 五 火の 差別、 分明に 分ち 難き ゆへ 諸說 あ. -、 孫子 

が 本意 この 五 火の 品 は、 唯 火 を かけて 敵 を やくに さ 

ま の 心 待ぁリ と 云 こと を 明した る 迄の ことに 

て、 五の 品 は 明かに なくても すむ ことな^^^^，前の九 

地な どの 如の 肝要なる ことに は 非 やと 知る べし、 又 

張昭 杜 佑が 五 火と 云 こと ぁ，.^、火兵、火獸、火禽、火 

盜、 火驽の 五つな り、 火 兵と 云 は驍騎 とて 勇 兵の 騎 

馬、 夜中に 枚を銜み 馬の 舌を縳 へ、 背に 一 束の 薪 を 負 

ひ 、懐中に 火 を 持ち、 敵の 陣所 へ 近寄. >  て 陣屋 へ 火 を 

かくる ことな，. > 、火獸 と 云 は 瓢簞 の. 內に 艾と火 を 入 

れ、 瓢簞 に孔を 四つ あけ、 猪 鹿の 類 を とらへ 其 項に く 

、り 付け、 敵陣 近 處の草 野の 內へ逐 入る、 時 は、 風に 

從て火 出るな.^、 火 禽と云 は 雑な どのる い を 捕へ て、 

胡桃 を 二 つに わ b 中に 艾と火 を 入れ 、胡桃の 殻に 孔 

を 二つ あ. けて、 其 胡桃 を もとの 如く 合せて 雑の 首に 

く  り 付けて 、是も 敵陣 近き 草 野 へ 追 入る な，^、 火 

盜と云 はしの び ものに 申し付けて、 ひそかに 敵陣へ 

忍び入 火 を かくる ことな， 9、 火 驽と云 は ふくべ の 

內に火 を 入れ、 矢の さきに 付けて 驽弓を 以て 是を射 

る、 矢 立つ 時 はふく ベ われて 火 出るな り、 是は 後世の 


火矢の るいな，.^、 此外 にも 武備 志の 內に さまぐ の 

火藥 あり、 其 中の 佛 ® 機 鳥嘴銃 は 今い ふ 石火矢 鐵砲 

の こ とな b  、其 外に 神火 藥、 毒 火藥、 無敵 毒 龍神 火藥、 

烈火 藥、 飛火 槃、 法 火藥、 煙火 藥、 逆風 火藥、 三 火 合 一 

薬、 一 炷香、 萬般 毒、 三十 六 天 S 、水火 藥、 五 里 霧、 神喂 

噴 霧、 白雲. 神 水、 九 龍 噴水、 小 神沙、 神烟、 神 火、 結 烟、 

靑煙、 白烟、 紅 煙、 紫煙、 黑煙 など 5 て 諸の 藥方ぁ h ベ 

烟霧を 出し 沙石を 飛し、 目に 入り 膚に 付て 忽 に潸亂 

し、 或は 風に 向ても え ゆき、 或は 水中に て 彌 もえ、 或 

は 白雲 を 出して 前後左右 見え 分かす、 或は 靑黃赤 白 

黑の 五色の 煙 を 出し、 或は 其 煙の か、 る處 井の 水 ま 

でも 悉く 毒と なる 類な り、 其 器 を 云 時 は 逮く 用る に 

は 火砲、 火箭、 火 銃、 火彈、 近く 用る 時 は 火雜、 火 刀、 火 

牌、 火棍、 その ほか 宋 火砲、 威 遠 砲、 百 子^ 珠砲、 虎蹯 

砲、 迅雷 砲、 燒天 猛火 無攔 砲、 飛 雲 霹靂 砲、 《天» 露猛 

火砲、 毒 霧 神 煙 砲、 鑽風 神火 流星 砲、 西瓜 砲、 造化 循環 

砲、 群 蜂 砲、 八面 旋風 吐 霧 轟 雷 砲、 六 合 砲、 無敵 竹將 

軍、 紙 糊 H 砲、 飛 嫁 砲、 恭枝 砲、 風 逢 砲、 槃賊神 機柘榴 

砲、 天墜 砲、 轟 雷 砲、 鉛彈 一 窩蜂、 飛 本： 擊賊震 天雷 砲、 

車輪 砲、 攻戎 砲、 葉 公 神 銃 車 砲、 千 子 雷 砲、 子 母 ほ彈 


二 曰 火-積、 

是五 火の 二つな 、積 は積聚 とよみつ  >  けて、 兵糧 を 

つみ 貯 へたる 處を 云、 火 積 は 積に 火つ くると よみて 

兵糧 を やきす つる ことな 、敵 を飢 すべ き爲 めな， o、 

或は 兵糧に 火 を かくる 時 は、 敵より 必 これ を 拂んと 

て 人數を 分く るな り、 故に 敵の 人數を 分つ べき 計に 

も 用るな， 9、 

三 曰 火- 輜、 

是五 火の 三つな，.^、 輜は輜 重の 車な り、 衣服 兵 具 をの 

する 車 を 云、 火 輜は輜 に 火つ くると よみて、 衣服 兵 具 

の 荷物 を やくな b  、敵に 難儀 さすべき 爲 なり、 人數 AJ 

分く る爲 にも 用 ゆ、 

四 曰 火-庫、 

是五火の四なb、庫はくらな.r^、財寳器物を入れたる 

くら を 云、 火 庫 は 庫に 火つ くると よみて、 財寳 器物 兵 

具の 類 を 入れた る くら を燒く こ 10 な b  、上の 火輜と 

同じ ことな b  、敵の 人數を 押し 行く 時 なれば 輜重を 

やく、 城郭に 籠り 居る 時 なれば 車 を やくな hs  、意 上に 


同じ、 

^ 日 火， 隊、 

是五火の五なh^、隊は隊伍にて備立てのことなb、火 

隊は隊 に 火つ くると よみて 、備にて を亂 すべき 爲に 

火 を かくる ことなり、 前の 火 人と 同じ やう なること 

なれ ども、 火 人 は 勇猛の 兵 は 力 わざに 殺し 難き 時燒 

殺す ことにて、 その 人 へ か、 るな 、是は 人 をば 殺さ 

すと も 其 備を亂 すべき 爲に 火 を かけて、 備立を かき 

みだすな り、 この 火隊と 云に さまく の說ぁ b  、隊は 

隊 仗な， 0 と 注し て 、兵仗 武具 を やく i な b と 李筌、 梅 

堯臣、 張預 云へ 、それにて は 前の 火 庫 火 8? と 同じ こ 

となり、 そのうへ 隊仗と 云 時 は、 備， を 立てた る 時 士卒 

の 手に 持た る 兵仗 を 云な b 、手に もちた る 兵器 を や 

く ベ き やうなければ 非說 なり、 又 賈林は 隊の 字を隊 

の 宇と 通用す、 隧は 隧道と て、 地 を ほ b て 兵糧 往來の 

道 を 作る こと あ，.^、 是を燒 きくつ す こと 云へ- 9、 是 

又 一 說な.^、杜佑は隊は墜の字と通す、墜はぉとすと 

よむ、 火矢の るい を 以て 敵の 陣屋へ おとし 入る、 こ 

と、 云 へ，.^、 前後の 文例と 合 はす、 畢竟 は隊の 字の 義 
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なき ことな，^、 孫子が 合 戰の妙 この 四 句に 極まる、 敵 

に 打ち 向 ふ 始には 極めて 柔弱に て處 女の 如なる ゆ 

へ、 敵 あなどりて 油斷 す、 その 油 斷の處 敵の 芦 を あけ 

て招く所な，^、此方ょ.^無理なる戰をばせす、敵の方 

よ. CS こ /1 をうて と 打ち 處を こしらえて 渡す ゆ へ 、そ 

こ を 打て かつな り、 その 打つ べき 圖の 出た る 所 を 打 

つ こと は、 脫 鬼の 如く 速なる ゆへ、 敵 これ を 拒くべき 

ひまな し、 是亦將 も 士卒 も 一 致して、 形 名分 數 よく 熟 

し、 圓轉 自在の 兵 を 以て 自然の 勢 ひに 乘て 發 する ゆ 

へ、 其 迅速に して 網 を もぬ くる 鬼の 如く、 これ を ふせ 

ぐに 度 を 失 ふな，^、 是戰 法の 極 妙 この 四 句の 外 さら 

になし、 故に 孫子の 一 部 この 四 句に て 終るな， 9、 下の 

火攻用 間の 1 ー篇 は、 合戰の 法に 非す、 合戰 のこと は此 

篇を 終と する ゆ へ、 この 四句最 * ふ ベ きな hv、 

火攻第 十二 

火 攻は火 を 以て 攻 るな b  、元來 兵 は 國家を 有つ 

もの  >  好む 所に 非す、 已 むこと を 得すして 合戰 

に 及ぶ ことなり、 火攻の 一 事 は、 其 中に 就ても 又 


彌ゃ むこと を 得すして 用る こと なり、 その 故 は 

火 を 以て 攻る時 は、 敵の 士卒 兵糧 城郭 家居に 至 

るまで、 暫時の 間に 皆の こらす 燒蠡 くして、 ち. 9 

は 1 つ ほど もの こる： ことなし、 戰 勝ちて 其國を 

とりて 吾が ものと なして 見る 時に 至て、 人民の 

なげき 諸 品の 損 c あげて 云 ベ からす、 故に 名將 

の 合 戰には 火攻を 下策と して、 せんかた なき 時 

に 至て 用る ことな hN  、好みて する ことに 非す、 そ 

れ ゆへ 九地 篇に 深く 死地に 入りて 戰ふ 上の こと 

を 云へ ども、 少しも 戒る詞 なきに、 此篇に は戒の 

詞 丁寧な.^、 是 にて 孫子が 深意 察すべき ことな 


云 ことなり、 五の 


孫子 曰、 凡火攻 有. 五、 

總 して 火 攻の 法に 五つの 品 あ， - 

品 は 下に あ り、 

ュ  ク 

一 曰 火 人、 

是五 火の 一 つな. 5、 火 人 は 人に 火つ くると よみて、 敵 

の 士卒 を やき 殺す ことな 、力 わざに て 勝ち 難き 時 

にす る ことな hN、 


ゆ へ、 こ、 を 以て 勝利の 場と 定 むるな hv  、名 を 好み、 

利 を 好み、 酒 を 好み、 色 を 好み、 貨を 好む よ- 9、 合戰の 

上 にても 人々 の 好む 手筋の 働き あ b 、何 にても 一 穩 

好む 手筋 ある 時， は、 敗北の 道 こ 、 に 具 はる、 敵 を はか 

るの みならす.^ 方の 上 を も こ /- ろ つく べき ことな 

K 1 說に微 の 字 をな しと 訓す、 其 時 は 其 愛する 所 を 

先して これと 期す る こと なしと よむ、 此時は 先づ此 

方より 敵の 愛する 所 を 取て 勝つ べし、 何 それと 前方 

より 約束 を定 むる ことなく、 臨機 應變の はたらき を 

なすと 云 意に a るな 、此說 にても 通す、 

踐. 黾 H  、以 決ス， 戰ノ 事ソ 

墨は繩 墨と て 大工の 墨な.^、 定 b たる かねの ことな 

^、軍の 法に 一 定 したる かね あるに * へたり、 踐とは 

足に て ふむ 意に て 、 軍の 働き 千 變萬化 すと 云へ ど 

も、 軍法の かね はは づ さす、 分 合 進 返 みなこの かね あ 

ひ を 以てする こと、 喩 へて 云 は  >  大工の 引た る 墨の 

上 を はこび ゆきて、 外の 處を ふまざる が 如し、 故に 踐 

墨と 云、 隨， 敵と は 前に 云 へ る 順 _7 詳敵之 意， と 同意 な 

,.^、我を守る所は踐墨なx^、敵を制する所はぃかゃぅ 
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にな，， > とも、 敵の 意に 隨て 其虛を 見て 勝負 を ー戰に 

决 する ゆへ、 以決戰 事と 云へ..^、 一 說に踐 の 字 は剗の 

字のぁゃま，.^な，9と云 へ り、 剗 はけ づ るな， 9、 墨 をけ 

づ ると 云 はすみ かね をけ づ，？ W る 意に て、 規矩 法度 

にか >^はらぬ ことな 、敵に 隨て變 化する ところ、 千 

變萬 化して 1 定し たるの，. =N なし、 故に 墨を剗 ると 云 

へ， 、是賈 林が 說 にて 面白き やうなる 說 なれ ども、 變 

化の 極意 を 知らざる 說な， 9、 千 變萬化 臨機 應變の は 

たらき は、 1 定 不易なる もの 主と な，.. 'て、 是を 以て 千 

變萬 化するな， 9、 この 妙處を 明ん 爲 めに、 孫子が 墨 を 

踐み 敵に 隨 ふと 云 へ るな，.^、規矩 法度の 上 を はこび 

行き、 千變萬 化の 妙 を なすこと な，..^、 故に 墨を踐 むは 

まけぬ位な..^、敵に隨ふはかっ道な.^と知るべし、 

曰！^ 故 始ノ 如， 處-ぁ 敵 人 開. 戶、 後 如： 

脫- 兎べ 敵 不 kfer 

處女は いまたよ め 入りせ ぬ 女 を 云、 極めて 柔弱なる 

姿に^ へた hN  、開 芦と は油斷 する ことな h ヽ脫鬼 はも 

ぬく るう さぎな hN  、鬼の はし，^ 出る 勢 ひ 何 にても ぬ 

け 出た るが 如し、 故に 脫 鬼と 云、 不及 拒と は 拒く 間の 

ullllll  111 1 五 


孫 子 


九地 第 十 一 


と 云 は 朝廷の ことな，.^、 廊は 回廊な り、 回廊 作りに 家 

を 作る は 君の 御 坐 所ば か-.^ のこと なり、 廟とは 君の 

宗廟な..^、 君の 先祖の やしろ を 云、 大事の 政道 は 先祖 

の やしろに て 沙汰す る ことなり、 故に 廊廟之 上と 云 

時 は 朝廷に て 政道 を 沙汰す る こと を 云、 厲 むと は國 

の 仕置 を勵 み、 精 を 出して 勸 むる ことな，.^、 其 事と は 

軍の 事な り、 誅 ると は 軍の 事 をば 將に打 任せて、 成功 

の 上に て 賞罰 を 沙汰す る ことなり、 一 段の 意、 君 は 軍 

の 事に はかま ひ 玉 はす、 朝廷に 於て 政道 を はげまし 

沙汰して、 軍の 事 をば 將に打 まかせ、 その 成功の 上に 

て 賞ます るな，. と 云 ことなり、 

敵 人 開 闔ヌ必 |.^入>^、 

是ょ. hs 下將の わざ を 云 へち/敵 人 は 敵な り、 開 闔は動 

靜と 云ん が 如しと 注せり、 動靜は うごきし つかと よ 

めど も 動きの こと を 云、 開闔も ひらき とづ ると よめ 

ども 開く ことな， On  、開く と は すきまの 見 ゆる ことな 

b  、敵に すきま あら は必亟 かに 其 きまへ 入るべし 

と 云 意な，.^、 すきまへ 入る と は あながちに 合戰 をし 

かくる ことば かりにも 限らす、 わが 計 を 敵の すきま 


三 一 四 

へ 人る /1 Jな，c^、すきまなき所をば伺ふ ベ き樣 なし、 

すきまの ある 所 これ 敵の 動きなる ゆへ、 こ/' へ 我が 

計 を 入れて こ 、 より 滕を 取る ベ きな，.^、 1 說 に開闔 

と は 間者の ことな，.^、 敵の 間 をば すみやかに 關所を 

と をして 此方へ 入るべし と、 是計 をす る 便りと なる 

ゆへ なり、 是は 下の 用 間 篇の五 間の 內の 反間と 云 は、 

敵の 間 を 味方の 間に 用る こと あり、 其 意 を 以て 云 へ 

^、され ども 此 一 段 は合戰 のこと を 云た る 所 なれば、 

前後の 文と 相應 せす、 

4 氣所パ 愛、 微與. 之 期、 

其 所 愛と は 何 にても： 敵の 好む 所 を 云、 先ん する と は 

何 にても 敵の 好む こと を まづ 吾が 心に 氣を つけて 居 

る ことなり、 微與 之， 期 と は 期 は 約束な，. >  、微かと は 

心の 內 にて 人に 知らせ ャ ひそかに する ことな. ft^  、敵 

のこの むこと は 何 にても 是 わが 勝利の 場な り、 故に 

最初より これ へ 意 をつ け 置き、 人に 知らせす 心の中 

に 約束して 置く と 云 ことな，.^、 是 すな はち 前に 云 へ 

る 敵 を 1 向に あはす る 術な 、總 じて 人に は 好む こ 

と あ hs ジ J の 好む 所；.： ひかれて 目 も くらみ 智も 迷 ふ 


云 は 軍に 大勝ち をして、 士卒 も 夥しく うたれ たる 上 

のこと な， 9、 故に 夥しき 勝ちの ことに 云な， 0-、 巧 能 成 

V 事と は 巧と 云 はもの、 上手に て、 人の ならぬ こと を 

して 利 を 得る を 云、 上手に 軍 をして 勝利 を 成就した 

る ことな， 5、 1 段の 意 は、 兵家の さま にわ ざ をす 

る は 敵の こ、 ろ ゆきをよ く 察して、 敵の こ、 ろに う 

け 順 ひ、 敵に 進む 意 あれば 進ませ、 退く 意 あれば 引か 

せ、 驕る意 あらば いよく 驕ら せ、 畏る 、意 あらば い 

よくお どし、 とかく 何事 も 敵の するな りに してと 

くと 敵の 情を考 へ、 勝つ ベ き 圖と 云 は とかく 敵 を 

引 動が して 一方へ 引む け、 一 方へ さへ むけば こ、 に 

敵の 虛ぁ b  、この 虛を 打つ 時 は たと ひ 千里 あなたに 

居る敵な，.^とも、はなしかけて押寄せ、將も討死する 

ほどの 大勝 利 を 得る ことな-..'、 如此 する を 上手に 軍 

をして、 勝利 を 全く 成就す ると 云 ものな b と 云 意な 


ズル r 


是 故 政- 擧 之 日、 夷. 關 ザ符、 無. P 

4^ 使： 

政擧之 日と は 軍政 擧動之 日と 云 意に て、 出陣の 日 を 


云、 軍政と は 軍 中の 法度な， 9、 擧動は 兵 を 擧げ兵 を 動 

かす 意な り、 軍 中の 法度 を 定め、 只今 兵 を 動かして 打 

立つ 意な b  、故に 出陣の 日の ことになる なり、 夷關と 

は關所 をふさぐ ことな り 、關所 を ふさぐ と は 關 所の 

往來 をと むるな り、 關所は 人の 往來 する 道なる を、 是 

を 塞ぎて 人 をと をさぬ は關所 をな くす る 意 ゆへ やぶ 

ると 云、 折符 とは符 はわ， 9 ふに て關所 手形の ことな 

り、 異國 にて はわ，. y ふ を 用 ゆるな り、 是を 折て すつ る 

は 是も關 所の 往來 をと むる こと なリ、 出陣の 日より 

關 所の 往來を とむ ると 云 は、 一 つに は 軍 中の こと は 

君より いろ ひ 玉 はす^に 打 まかす る ゆへ、 軍 中へ は 

君よ. 0 の 使 も 將 よ，.^ の 注進 もな し、 二 つ に は 士卒の 

本 國を思 ふこ、 ろ を 引 動かす ゆへ、 使の 往來 をと む 

るな，. >  、三 つ に は本國 よ，.^ 軍 中 へ 使の 往來 あれば、 是 

に雜 りて 敵の 間者 來る ゆへ、 往來 をと むる ことなり、 

是皆 上に 云 へ る 如く、 千里 あなたの 勝 を 見切て 出陣 

する ゆへ かくの 如し、 

湾 於 廊蹶之 上お Kft 

是は 出陣の あとに て、 在國の 君臣の 上 を 云へ り、 廊廟 
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つ ことなる ゆへ、 敵に かっこと を 勝敗と 云と 云 へり、 

皆 能爲の 一 一字 を會 せざる ゆ へ 、如 此の 僻說を なせ 

用 ゆべ からす、 


スルニ 


故 爲，， 兵 之 事， 在. 順 敵 之 意； 并- 

敵チ 一 向， 千-里 殺. 將、 是 謂，， 巧 能 成， 

レ 1% 


ゾ 


これよ.^ 下 合戰の 作用 を 明す、 爲ー 一兵 之 事 一と は 或は 戰 

ひ、 或は 守り、 或は 進み、 或は 返き、 或は 敵 を 誘き、 或 

は 奇伏を 用 ひな どす る 如くに 樣々 の わざ をす る こと 

を 云、 是 兵家の わざなる ゆへ、 兵 之 事と 云な， 9、 順 

敵 之 意, と は 順 はした がふに て、 敵に さか はす 敵 をう 

けて 敵の 思 ふやう にさす る ことなり、 詳は つまびら 

かに するとよ みて、 とくと 念 を 入れて 敵の 意 ゆきを 

見る ことなり、 一 本に 詳の宇 を佯の 字に 作る、 いつは 

ると よむ 字な り、 敵の 意に うけ 順て、 佯 りて 敵 をた ぶ 

ら かす と 云 へ，.^、 義理 はさ も ある ベ けれども 文義 

穩 かなら す、 幷-敵 一 向, と は、 敵の 意 を ひとむ きにす 

る ことな， ov、 1 向 は ひとむ きな， o、 幷 すると は 動か ざ 


る 敵 は、 方々 へ 心 をく ばりて 1 向に ならぬ を、 敵 を 引 

動が して 一 方へ 向け、 其 意 を 方々 へ くばる を やめさ 

せて、 心 を 1 方へ よす る榡 にす る を あはす ると 云、 た 

とへば 法 藏院が 十文字の 術に 八本 がらみ と 云 こと あ 

り、 八本の 槍 を 對手 にして 一 人に て是 にかつ ことな 

ト人ぁ ひての 八本の やり 奇正 ♦ ^分ち て 相 助けば、 何と 

して これに 敵す る こと 能 はんや、 軍 もし かなり、 敵に 

動き 付きて 一向にな りたる 所、 * 方の 必勝の 場な り、 

故に 方々 に 心 をく ばる 敵 を、 一 方 へ 其 心 を よせさす 

る を 幷-敵 一 向， と 云な，^、 一 本に 敵の 字 を 力の 字に 作 

る、 其 時 は 力 を 併せて 一 向す とよみて 主意 は 上の句 

にぁるな，.^、敵之意を 順 詳して かつべ き圖を 見つけ 

たらば 、凝議 思量に 及ばす、 力 を 方々 へ 分た す 一 所に 

併せて 専一 に 向 ふべ しと 云 意な り、 是も 面白き 說な 

れ ども、 上の句の 順詳の 二字の 上に は いまだ たしか 

なる 勝利なければ、 幷カ 一 向と 云 は 何 を 目 あてに 如 

此 すべき、 そのうへ 下に 巧 能 成， 事と 云へ るに 相應せ 

す、 故に 古本の 幷敵 一 向と 云に 隨ふ べし、 千里 殺. 將 

と は 千里の あなたに 居る 敵な， 9 とも、 取 かけて 合戰 

し、 其將を 殺す こと もやす きと 云 意な り、 將を 殺す と 


ある ほどに 如此 すべし と 下知す る 時 は、 士卒の 愚な 

る 心に は 害 を 恐る こ 、ろつ よき ゆ へ 、將の 下知し 

玉ふ，^^,|りにするょ.：^.外にも、別に 又 この 害 を 逃る 

べき 道 や あらんと 思 ふに よりて、 疑心 生す るな り、 疑 

心 生 すれば 心專 1 なら やして、 專 1 ならぬ ところ 敗 

北の 本な り、 故に 勝利の すおば か.^ を 云 ひ 聞かせて、 

害の わる こ. と をば 云 ひき かすま じと 云 意な， cv、 

d 之 亡-地， 然 ^ 存、 陷， 之 死-地， 然" 

-- ク 

後 生、 

C 地 は 滅亡す ベ き 場な..^、 死地 は 命 を 失 ふべき 場な 

,0、 投 すると はなげ 入る /- 意な り、 陷ると はふみ かふ 

ら する 意な. o、 なげ 入る、 と 云 も ふみか ふらす ると 

云 も、 皆 前方に は 士卒に 知らせす して、 今 死 t の 場所 

へ 士卒 を 打 入れて 働かす る ことな，. ^  、然 後存と は、 如 

此せ ざれば 滅. U を 免れす、 かくの 如く 滅. U の 場へ 士 

卒を打 入る 時 は、 身命 をす て、 戰 ふゆへ 其心專 一 

にな.. M し、 士卒 ことぐ く 一  騎當 千の 勇力 出で、、 却 

て滅 13 を； る 、 ことなり、 然 後生と は 如此 せ ざれば 

士卒 命 を 失 ふこと を 免れ や、 かくの 如く 命 を 失 ふ ベ 
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き 場へ 士卒 を 打 入れて、 其 後 士卒の 心專 一 になり、 身 

命 をす て /- 働く ゆ へ 、却て 身命 を 全くす る ことなり、 

41^ 衆 陷ァ： 於 *lt 然ノ汰 能ク爲 ス，， 勝^: 

衆と は 士卒 な，^、 害と は 前に 云 へ る C 地 死地な り、 

三軍の 士卒 を u 地 死地へ 打 入れて、 其 後 必勝の 働き 

吾が 手に 入る こと を 云へ，^、 能爲 „ 勝敗， と 云 は、 勝 は 

かちな b 、敗 は 敗北な ち、 かつ べき こと もまくべき こ 

とも 此方の 自. E になる と 云 意に て、 畢竟の 働 わが 手 

に 入る こと を 能爲， 勝敗， と 云な， 9、 士卒の 一 致して よ 

く 吾が 手に つく こと は、 彼れ を 死地 u 地へ 打 入れね 

ばなら ぬ ことな hs  、されば 勝； a の 道 又 この 上の 1 重 

關 なり、 故に こ、 にも 勝敗 をな すと 云て、 下の 文に 必 

勝の 作用 を說 けり、 是 孫子が 骨髓 なり、 前に は 士卒に 

害 ある こと を吿 げすと 云 ひ、 こ に は 害に おちいる 

と 云へ り、 害 ある こと を 云 はす 知らせす して、 害の 中 

へう ち 入る 、意な..^、 是即 士卒 を 愚に して 其 心 を專 

1 にす る 道理な b  、爲 一一 勝败 一と 云 は 味方 勝てば 敵 やぶ 

る ゆへ、 必勝の こと を 勝敗と 云と 直解說 約に とけ 

,9、 又 講義に は 凡そ 勝つ と 云 は已に 敗れた る 敵に 勝 
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も 格外の 一 つなり、 前方より 申し 付る 下知 法令 をば、 

敵より 間 をつ け 置て 閡 かする ものなる ゆへ、 敵に 知 

らせ まじき 爲に は必 時に 臨です る ことな， es  、曹橾 の 

語に も令不 1 預施 _1懸 之， と 云へ. -、 司 馬 法に は 見 K 敵 作 

瞻， 功行； 負と 云 へり、 吳子は 北る 者に 賞を與 へ 、馬 

隆は戰 はざる 前に 賞を與 へたる 類、 無法の 賞と も 云 

つ ベ し、 李 想が 元濟を 伐し 時、 出陣 をす るに いづ 方へ 

向 ひ 何れ を 伐つ と 云 こと を 云 ひ 渡さす、 諸將 いつ 方 

へ か 旗 を 向ん と 問 ひければ、 東 へ と 答 へ 、六十 里 ゆき 

て いっくに 陣を 取ん と 問 ひければ、 其 時 元濟が 居城 

蔡州 へ のり こむ ベ しと 下知し ける、 い、 無 政 之 令と 

云べ し、 


モ チュ^ r 


犯」 二軍 之 衆； 若 jai 人； 

犯の 字 は 用る とよむ、 右の 如の 格外の 賞罰 を 以て 士 

卒を使 ふ 時 は、 三軍の 大勢 も 一 人 を 使 ふ 如な りと 云 

意な り、 尤 三軍の 衆 を 使 ふこと 一 人 を 使 ふ 如なる こ 

と は、 兵勢篇 に- - ける 如く、 形 名分 數を 以て 是を使 ふ 

こと、 是 平生の 修煉に あ b て 本な hs  、され ども それば 

かりに. て は 士卒の 氣を 引き立て /-、 非常の 功 を 立る 
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こと はなり 難き なり、 故に 時に 臨て 格外の 賞罰 を 用 

る ことな， 0 と，^ る ベ し、 

i  二 チ メ チ  ル ニス^ r チ 

犯. 之 以. 事、 勿吿 以 Jn、 

之と は 士卒 を 措て 云、 事と は 合戰の わざな り、 言と は 

如此 する は 何故 ぞと其 子細 を かたる ことなり、 士卒 

を 使 ふに はか、 れ 引け いづく にて. 如何 樣に せよ と、 

唯 その わざ を 下知す るまでの ことな，. ^  、何故に かく 

の 如く 働く と 云 其 子細 を しらせぬ もの な， 9、 士卒 

を 知る 時 は 必疑を 生す、 疑 生 すれ は心專 一 ならす、、 i 

專 一 ならぬ は 敗北の 本な り、 文宣 王の 語 にも 民 可， 使 

Z 由不， 可 fesk 知との 玉へ h^、  、 

犯. 之チ 以. 利 、勿吿 化. 害 

利の ある こと を 云 ひ 聞か すれば、 士卒の 心 勇み 生じ 

て專 1 になる ものな-.^、 害の ある こと を 云 時 は、 心に 

ち  >  み 付く ものな， o、 利害 は 離れぬ ものに て、 一 事の 

上に も如此 すれば 勝利 あり、 如此せ ざれば 害 あると 

云 こと あ， o、 其 時 は 其 利の ある ことば か， 云 ひき 

かすべし、 害 ある こ tAJ 云 ひ 聞かせて、 これく の 害 


な b、 のぶる と は 抑 へ 屈めら る 所な く、 思 ふま  >  に 

動く ことな 、城 を拔 くと は 城 を 落す ことなり、 國を 

墮とは圃を破る^tなh^、 一 段の 意 は 右の 如の 道理な 

る ゆへ、 眞 實の霸 王と 云 もの は、 天下の 交， 0 を 爭て鄰 

國の 諸侯の 一 味 與 力の 力 を もから す、 合戰 より 外の 

ことにて、 天下の 櫂 AJ 取る べき やうに 自然と しかけ 

て、 其 勢 ひ を 以て 天下 を 取に も 非す、 唯 われ 一 己の 合 

戰の 威勢 を 思 ふま、 に 施て、 其 威 敵の 上に お ほひ か 

/- る ゆへ 、敵の 城 を も 自由に 落し、 敵の 國を もた やす 

く攻 破るな b  、孫子 は 合戰の 名人に て、 其 書 も 合戰の 

道を說けり、古ょ..^合戰の道この 孫子の 書に 出る こ 

となし、 故に 此條 にも 外の こと をから す、 專合 戰の武 

威 を 以て 天下 を 取る こと を 至極と せり、 張預が 說に 

は、此段をも戒の詞に見たh^、天下の 交 を も举 はす、 

天下の 權をも 養 はす、 己が 私欲 を 逢く して 威勢 敵 を 

お ほふれぐ ひの 輩 は 一 必滅 t する ゆへ、 其 城 可. 拔其國 

可， 墮と 云へ り、 義理 はさる ことなれ ども、 前後の 文 

勢に 叶 はす 用べ からす、 

施： 無-法 之 賞，； 歡， _ 無 あ 之 令，； 
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上に 將の 一 心 を 以て、 士卒 を 一 致させ 勝利 を 得る こ 

と を 云 へ る を 承け て、 是ょ b 末 皆 大將の 作用 を 云 へ 

り、 孫子 一 驚の 中尤 肝要な b と 知る ベ し、 無法 之 賞と 

は 法外の 褒美 を 云、 賞罰と もに 常 格に か 、はらす、 常 

法に 外れた る ことに 非れば、 非常の 勝利 を 得る こと 

叶 ひがたし、 其內 にも 罰 を 以て 士卒の 心 を 一 致さす 

る は、 士卒の 心に ち.^ みつくる ものなる ゆへ、 賞を以 

て 士卒の 心に 勇み を 付る に は 劣れり、 故に 賞罰と も 

に 格外なる ベ けれども、 本文に は 無法 之 賞と 云て、 無 

法 之 罰 を かねたり、 是 罰よりも 賞の 方に こ、 ろ をよ 

せた る詞 なり、 され ども 本文に 賞と 云 ひたれば とて、 

必罰 を 用 ひざる に は 非す、 無 政 之 令と は、 無 政 は 常の 

政道に 外れた る 意な，.^、 令と は、 號令 にて 下知の こと 

な. y  、常の 政道に 外れた る 號令 下知 をす る こと を、 

懸 „ 無 政 之 令， と 云、 懸と云 は、 總 じて 法度 捉は 板に か 

きて 高き 處に かけ 置く ゆへ なり、 吾邦の 高 礼な どの 

類な，^、 梅 堯臣、 王晳、 張預が 注に は、 時に 臨み 敵 を 見 

かけて 褒美 をも與 へ 、下知 を もす る を 無法 之 賞、 無 政 

之 令と 云と 云へ， CN  、時に 臨て する 褒美 下知 はかり を 

云に は ある まじ けれども、 時に 臨て 褒美 下知 をす る 
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^ 霸- 王， 之 兵、 €大 則 ハ衆不 

. 得. 聚、 威 加，， 於 敵， 則 其 交 不. 得. 合、 

九地の 利 を 知らざる は覇 王の 兵に 非す と 云 へ る を 承 

けて、 九地の 變、 ® 伸の 利、 人情の 理に 通達した る 霸 

王の 兵の こと を 云へ り 、伐， 大國 一則 其衆不 低 と は 、 

其 衆と 云 は 大國の 軍兵 幷に其 一 味 徒黨の 小國を さし 

て 云、 不 Jtz 聚と は、 一 處に 力 を 合せて 敵對 する こと 

のなら ぬ を 云、 右の 如なる 覉 王の 兵 大國を 征伐す る 

時 は、 其國の  一 . ^徒黨 の 小國 も、 其國 中の 軍兵 も、 一 

處に聚..^カを合せ て われ を 防ぐ - J と 能 はぬ と 云 意な 

,9、 是 地の利 人の 情に 通達して、 屈伸 自然の 勢 を 以て 

働く ゆ へ なり、 威 加，， 於 敵， 則 其 交不棒 X 口と は、 威の 加 

はると 云 は 此方の 威勢 敵の 上に お ほひ か る 意な 

b  、其 交と は 其 大國の 鄰國と 一 * 徒黨の 交り を 結ぶ 

ことな， 0-、 不 ス 口 と は 離れち る こと なり、 我が 兵威 

敵の 上へ お ほひ か る 時 は、 この 威に のまれて 自然 

と鄰國 一 味の 諸侯 も 敵に 方 人 を せす、 はなれぐ に 

なると 云 意な b  、此條 を 張 預は誡 の詞と 見て、 其衆不 

, 得お I と 云 を、 わが 民の はなれち る こと 見、 其交不 
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合と 云 を、 鄰の 諸侯 われ を 恐れて われと 交 を 結ば 

ぬと 見た. CS  、其 意 なれば わが 威勢 をた のみて、 妄に大 

國を 伐つ 時 は、 わが 國 困窮し、 民 皆 上 を うらみて 其 心 

はなれち り、 又 わが 威勢 敵の 上 へお ほひ か、 る 時 は、 

鄰國の 諸侯 われ を 恐れて われと 交. >  を 結ばぬ と 云 意 

なり、 前後の 文勢と 貫かす 用 ゆべ からす、 

故 不. 爭. 天 ^ 之 六み： 不. 養， 天 下ノ 

之 權； 信，， 已 之 私， 威 加， 於 敵； 故 ^ 

城 可 k 其 國 可 fer  , 

交，. >を爭 ふと 云 は、 天下の 諸侯と 交， 0 を 結び、 * 方 を 

多く こしら へて、 其 威勢 を 以て 天下 を 取ん と 思 ふ 時 

は、 敵と 爭て われ ^ きに と 鄰國の 諸侯に 交り を 結ぶ、 

是を 天下 之 交を爭 ふと 云、 權を養 ふと は 天下の 諸侯 

の權を この 方へ 取る やうに、 計 を 以て 自然に 仕 かけ、 

そろく と 五 年に も 十 年に も 威勢の われに つく やう 

にす る、 是を 天下 之 權を養 ふと 云、 信 一己 之 私 一と は鄰 

國の 諸侯の 力 を もから す、 合戰の 外に 何の 仕形 を も 

からす、 わが 一 已の 兵威 を 以て 思 ふま に 働く こと 


て 火急なる 場に 臨て 下知す る 時 は、 よく 將の 下知 

に從 ふなり、 事の いまだ 逼らす 火急に なき 場に て は、 

思 ふやう に 下知 をき かぬ も のな り、 事 急に 逼て危 き 

場に て は、 人々 料簡 もっかす 度 を 失 ふ ものなる ゆへ、 

其 時に 勝利の 道 をた しかに 知て たしかに 下知す る 時 

は、 人々 頭 燃 を はら ふ 如なる こ、 ろに なり て 將の命 

に從 ふなり、 此三 句 も 皆 前の 甚陷則 不懼、 無 所往則 

固、 入 深 則 拘と云 へ る 意な り、 屈伸 之 利 人情 之 理と云 

へる は是れ なり、 過 則 從と云 一 句 古來の 注解 分明な 

らす、 多く は 深く 死地に 陷る時 は將の 下知に 從 ふと 

云へ り、 深く 死地に 陷る こと を 過ぐ ると 云 へる こと 

覺束 なし、 又 直 解の 一 說に、 敵 兵 吾が 陣處の 前 を 過ぎ 

と をら ば 跡に つきて 追べ しと 云 へ り、 是 は愚將 のす 

る ことな hs  、其 上 軍の 法に して 兵の 情に 非す、 非說な 

b 、又 一 說に其 場に 臨 で は 士卒 上の 下知 をき. - かぬ 

る ものな. o、 事す でに 過去て 後 勝利の ある を 見て 始 

て 尤と從 ひ 同、 心する ものな りと 云 へ り、 前後の 文意 

に 通 徹せぬ 說 なり、 V 

是 故 不. 知， 諸-化 之 謀.； 者ハ 不. 能， 0. 


交： 不. 知，， 中 林 險-阻 沮-澤 之 形， 者 

不. 能. 行. 軍、 不. 用， -鄕- 導， 者 不. 能. 得- 

地耔： 

この 條は 前の 軍 爭篇に 出た る 語 な り、 又 こ ， に 云 へ 

る は、 軍爭も 多く は 客戰の 上の ことにて 九地 も 亦し 

かなり、故に又こ .-に云へ„^、丁寧反複の意な..，、 

四- H=f 者 不. 知. r 、非， 霸主， 之 丘へ 也、 

四 五 は 九な り、 總 じて 數に 大数と 云 こと あり、 小數と 

云 こと あり、 大數は か け算 なり、 小數 はまし 算な り、 

大數 にて 云へば 四 五 二十な り、 小數 にて 云 へ ば 四 五 

九な.， >  、こ、 は小數 にて 九 つ の 者と 云 意に て 九地の 

こと を 云、 この 九地の 變を 1 つも 知ら やして 戰ふ は、 

霸 王の 兵に 非す と 云 意な b 、覉王 と 云 は 天下の 主 を 

王と 云、 諸侯に て あ..^ ながら 天下の 權 をと るを覉 と 

云、 霸 王の 兵に 非す と は、 天下 を 一 統 する MJ はならぬ 

と 云 意な， 9、 天下 を 一 統す るに は客戰 をせ す し て 叶 

はねば、 九地の 利 を 知ら やして は 叶 はざる 道理な， 9、 
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重 地 は 敵地 へ 深く 入りた る を 云な れ ば、 兵糧の つ > 

きを 第 一 とする ゆ へ、 其 食物の つ > く樣 にすべし と 

云 意な り、 赏地則 掠と 云と 同意な り、 

まハ吾 將 一進，， 其 ぼ 一 

圮地は 足場 あしき 地に て、 陣を 取る にも 又 嫌 ふゆへ、 

其 道に とまらす 先 へ 進み ゆく ベ しと 云 意 な り、 お 地 

則 行と 云と 同じ 意な り、 

甲 地. 吾 將ー塞 k へ 闕チ； 

圍地は 敵に 圍 まれた る 如の 地 な り、 敵より 必 落る 道 

を あけ 置く もの な り、 落る 道 あれば 士卒の 心 一 致せ 

す、 落る みちなければ 士卒の 心 一 致す、 故に その 落る 

道 を 塞ぐべし、 闕 はかくる とよみて、 まわ，.^ を 敵より 

園み たる 時 も、 又 は 險阻 にて 屛風 をた てまわし たる 

如の 地 にても、 一 處 通路 ひらけて、 味方の 落 行くべき 

やうなる 處. ある を、 物の かけめに 喩 へて 闕と云 、それ 

VJ 塞ぎて 味方の 心 を 堅固に する MJ 也、 前に は 圍地則 

f?^ と 云へ り、 計 策 をめ ぐらし て 勝つ は廣き ことに 

て、 一 言に とき 盡し 難し、 こ、 には圍 地の 手 あての 中 


にての 肝要なる こと を說 け り、 圍地 にての 第 一 阡 要 

なること は、 この 闕を 塞ぐ にあり、 

ニハ  ニス- 1  -ー  セント テ キ. 

死-地 吾將， 示. 之. 以」 不. 活、 

死地に 至て は 士卒に 必死 を 知らす るより 外の ことな 

し、 士卒 これ は 必死の 地な りと 云 こと を 知て、 身命 を 

抛て 戰ふ時 は 勝利 あるな り、 之と は 士卒 を 指して 云、. 

示す と は 知らす る ことな り、 士卒に 必死の 地に て活 

る ことのなら ぬと 云 こ と を 知す る と 云 意 なり、 前に 

云 へ る 死地 則戰 と： K と 同じ 意な り、 

故 兵 之 情圍則 禦、 不. 得. 已 則 闘フ、 

過 則從、 

是は 上の 九地の 軍法の 大意 をく りて 云 へ り、 兵 之 

情と は 軍兵の >  J  ， ろい きなり、 總 じて 取 兵 士卒の こ 

、ろい き は、 敵に 四方より 圍 まれて いきる 場な しと 

思 へ ば、 精力 を 出して ふせぎた  >  かふな り、 故に 圔則 

禦と 云、 又戰 はすして た V 居られぬ 場に 踏み こむ 時 

は、 下知な く 共よ く鬪 ふなり、 故に 不， 得. 已則 闘と 云、 

過と 云 字 は 疑ら く は逼の 字の 誤りなる ベ し、 事の 逼 


il は 速 IS にて つ > く 意な.^、 陣を 取る とき は、 手々 の 

陣屋の はなれぬ やうに し、 人數を 押す とき は、 前陣後 

陣 のきれ ぬ やうに する ことなり、 輕地 にて は 士卒の 

心にはま..^付かす、心ぃまだ浮きたちて居るゅ へ、前 

後に てみ 合て 相 助 け ざ れば 心し まらぬ ものなる ゆ 

へ、 如此 する 道理な り、 前に は 無 止と 云 ひ、 こ、 に は 

連 Ig する 榡 にせよ と 云 事 はか はれ ども、 理は 同じき 

な， 5、 

爭地則 吾 1_.趨，，ま へ 後： 

爭 地は耍 害の 地に て、 敵より 取れば 敵の 勝利と な h^、 

味方より 取れば * 方の 勝利と なる 地なる ゆ へ、 敵 を 

引出して 敵の 此地を はなれた る あとへ 趨き、 奪 ひ 取 

る ベ しと 云 >  i と を趨其 後 と 云、 敵の 此方 へ 取 かけた 

る 後に 趨く 意な り、 趨 くと は 急に はしり ゆく 意に て 

いそぎ 取 かくる ことな， OS  、前に 無 攻と云 は、 敵 この 地 

に 人數を 取り上げて 居 ば、 此方より 取 かけて 攻るこ 

と をす ベから やと 云 意 な り、 是は敵 を 此地を 引出し 

て あとの ことなり、 事 はか はれ ども 道理 同ぷ きな， 9、 

此條 を古來 さまぐ に 注せり、 曹. 操 は： 當&進 一 


と 注し て 、 い そぎて 後陣 をす 、めて、 敵より 先き に爭 

地 を 取る ぺ しと 云 意に 見たり、 李 签 は 趨の字 を 多の 

字の 誤りと 見て、 備を 益して 多くす る こと、 云 へ 力、 

杜牧 はわれ 敵より 後に 至 ら ば、 疾く趨 り おもむきて 

此地 を爭ひ 取るべし と 云 へ り、 何れも 文義穩 かなら 

す、 今陳 峰が 說と直 解の 一 說に從 ふなり、 

交-ま ハ吾 將ぼ： まへ 、 

道 幾 筋 も 入れ 交りた る 地 は 敵よ， - 不意に 取 かくる 氣 

遣 ある ゆへ、 道筋々 々 へ 人數を 置きて、 敵 を 押 ゆる を 

守りと 云、 守り を油斷 せぬ こと を 守りて 謹む と 云、 前 

の 交 地 則 無 絶と 云と 同意な り、 

-ーハ  一一 ノン トノヲ 

衢地吾 將. 固. 其 結； 

隣國 數箇國 へお. 9 合 ふ 地に て は、 其國々 への 交.. 

親く する >  J となり、 結と は其國 々 と 交 り を 結ぶ - J と 

なり、 固 丄.， S ると は 敵へ 心 を 通せす、 此方 への 交り 

の 結びの 堅固なる やうに する ことなり、 前の 衢地則 

合，交と云と同意な..^、 

重 地 吾 將. 繼，， 其ん 良： 
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敵地へ 深く 攻入、 りたる を 云 な b  、即 前に 入， 人 之 地， 

深、 背。 城邑 1 多者爲 一一 赏地 一と 云 へ る 意な り、 

んぼハ 者 輕， 地 也、 

敵地 へ攻 入る ことい まだ あさき を 云な b 、即 前の 入, 

人 之 地； 而不 者爲， ー輕地 一と 云 意な， 9、 

ニシ  ヲ -1 スルハ チ   ナリ 

背. 固 前. 陰 者 圍， 地 也、 

背， 固と は 要害 堅固の 地 をう しろに あつる ことなり、 

前 隘とは 一 騎 打の 細道 を 前に あつる ことな， 9、 如此 

なる 地 城郭の 如くなる 地 に て、 敵 もた やすく 攻め 難 

ければ、 味方 もた やすく 出る こと 叶 はす、 出入の ロ少 

なければ、 敵よ，.^ も 其 口 を さ へ 塞けば、 二重 三重に 四 

面 を圍 みたる と 同じ ことなる を圍 地と 云、 即 前に 所, 

由 入， 者隘、 所 _ 一 從歸， 者迂、 彼 寡 可，， 以 撃/吾 之 衆， 者と 云 

へ ると 同じ 意な り、 

Mi; 所. 往 者 死 ，1, 也、 

前後左右 皆 塞がりて、 わき へ 往く ベ き 所な き 地 は、 絕 

命の 地なる ゆ へ 死地 と 云、 即 前に 疾戰 則存、 不_ 一 疾戰， 
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則 C と 云と 同じ 意な り、 四 達 卷と云 よ り是 まで は 九 

地の 內 にで 五地擧 けたり、 文 を 略した るまでに て、 別 

に 義理な し、 

氣故 散-地 ハ、 吾 氣 志チ： 

志 を 一 本に 心に 作る 同じ 意な 、志と 云 はこ、 ろの 

向 ふところ ある を 云、 是ょり 下 九箇條 は、 九地の 手 あ 

ての仕樣を云 へ，.=^、是も大形前にぁることなるを、く 

,0 か へして 云へ る は、 反稷 丁寧の 意な 、散 地 はわが 

自國. の 地に て、 士卒 の 心ち り わかれ 專 一 ならぬ あ 

る ゆへ、 散 地に て戰 をせば 士卒の 志を專 j にして、 一 

途に は、 ま， 9 心の ちらぬ 樣に すると 云 意 な .0、 吾將と 

云 へ る は 前の 文 を 承け て 屈伸の 利 人情の 理に 通達し 

たる 上 は、 この 九地に 於て それぐ にわが 手 あて あ 

と 云た る 文勢な，.^、 前に 九地 を說 たる 所 は、 地の利 

の 上ば かりにて 云て、 こ、 に 至て 將の 上へ かけて、 地 

の 利と 人の 情と 1 なる 道理 を 明せ る ゆ へ、 吾と 云へ 

るな り、 吾と は將 なりと 心得べ し、 末の 八 地 皆 同じ、 

輕-地 吾 將 JiL 之 屬； 


仕樣な き は、 この 絶 地と 云 は、 國境を 越した る なれ 

ば、 九地の 內の散 地 を 除きて 外 は皆絕 地な.^、 然れば 

下の 八 地の 下に 說 く 所、 すな はち 此絕 地の 手 あての 

仕樣な り、 然 らば 下の 八 地に て 事す むこと にて、 別に 

こ  > に絕 地と 云 ふこと を 云す しても よ き を、 別して 

絕 地と 云 名 ほ を 出した る 意 は、 几 地と もに 本 國を離 

れ たる 地な れ ば、 この 絕の 字に こ  ろ を 付くべき 爲 

めな，.^と云ことなる ベ し、 尤 古書 なれば 脫簡も はか 

り 難 けれども、 此篇は 九地 篇 にて、 絕地は 九地の 數の 

外 なれば、 八 地 を 合せ て絕 地と 云と こ つうべきな 

り、 古 來の說 に 多く は 九 地の 外に 別に 絕地ぁ b と 云 

へ， -、 梅堯 臣は輕 地と 散 地の 間に あ. -と 云へ b  、此說 

は 去， 國越， 境と 云詞に はよ く 合へ ども 、絶の 字の 意に 

叶 は. す、 其 上 輕地散 地の 間に 又 一 段 立る こと、 あまり 

^細なる ことなれば 用 ひがたし、 王 晳張預 等 は、 わが 

國をも は な れ、 敵 國をも 一 つも 二つ も 打 こして 先き 

へ 働く ことな. 0 と 云 へ り 、絶の 字に はよ く 叶 ひたる 

說 なれ ども、 越境と 云 詞に合 はぬな b  、境と 云 字 を 敵 

の 境 を 越る と 注し たれ ども、 境の 一 字に て 敵 國の境 

と 見る - J と 蛇足 を 添 へ た る說 なり 用 ひ が たし、 又 直 


解の 一 說に は、 本國 と 通路の はなれき りたる 地と 云 

へ， り、 是等は 九地の 內の重 地 園 地の るい なれば、 別に 

此箇條 を 出さす ともす む ベ きこと な り、 故に 今諸說 

ともに用ひゃ、司^^1法に嘗親絕是謂ーー絕1多^-慮ーと云 へ 

h^、書は書狀 な. 、親 は 親類な り、 本國 の書狀 親類の 

便宜 を も 絶ちて、 士卒の 本國 へ ひかる、 心を絕 つべ 

き爲 めの 計な，.^ と 云 意 な り、 絕顧は 顧 をた つと よみ 

て、 か へ..^ みると は 本 國をか へりみ る 意に て、 本！ i へ 

心の 殘る ことな， 0  、慮と は 計な り.、 此文を 直 群に こ 

の條 下に 引けり、 絕 地の 手 あて に はよ く 叶へ りと 覺 

ゆ、  ， 

四-き ハ者 衢 -勝リ 也、 


これより 下く りか へして 叉 九地 を說 けり、 反覆 丁寧 

の意なh^、四達はgI方へ通達する意にて>東西南北に 

外の 諸侯の 國ぁ b て 、往還 の 道 通達す る 地 を 云 な 、 

即 前に 諸侯 之 地. 三 属、 先 至而得 天 下 之 衆と 云 へ る 意 

な气 


入 深 者 重 地 也、 
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して 其 妙 を 神 悟す ベ し、 合戰 にて 云へば 待つ は 屈す 

るな り、 か る はの ぶるな 、待 中に 懸ぁ b て 其勢銳 

な， 、おりし く は 屈する なり、 かゝ る は， るな b  、進 

返 坐 作の 節 ありて 其 鋒と》 むべ か ら す、 士卒 を 死地 

に陷る 、は 屈の 至極な り、 此 內ょ り發 動す る 勢 百倍 

のつ よみ をな す は、 屈 極 . ^て 伸る こと 猛 なる 道理な 

り、 屈の あと は 伸、 伸の あと は S 、屈 極り て 申 ひ、 申る 

こと 極， 0 て 屈まる.、 畫夜 四時の 循 環して やまざるが 

如く、 人の 呼吸 も 環の はしな きが 如し、 此 道理に 徹す 

る 時 は、 兵の 勢 はこの 屈伸の 二字に 出です して、 勝利 

こ 、 に備 はる、 九地の 樣々 なる に 付ても、 皆 それん、 

の 屈伸 ある ゆ へ 、九地 之變 屈伸 之 利と 云 へ るな，^、 人 

情之理とは、人情：^^敵味方の人情な.0、敵咪方ともに 

人 なれば、 人に は 自然の 人情と 云 もの ありて、 その 人 

情の 上に 具 は る 理屈 伸の 二つに 超え す、 是を 察せす 

して 叶 はぬ ことな， 9 と 云 意 ..=^、即前に云 へ る甚陷 

則 不懼、 無 所往則 固、 入 深 則拘、 不得 已則鬪 云へ る 

類、 皆 自然の 人情な，^、 

凡 爲. 客 之 道、 深 則 專、 淺 則 散、 
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九地 は 客戰に 限ら ざれ ども、 段々 に淺 より 深き に 次 一 

第して、 大抵 客戰を まとして 說 たる 者 故、 下に 九地の 

を 又述ん ために、 客 戰の淺 深 を こ ^ に擧 て、 其 大意 

を 括れ， o、 凡 爲客之 道と は、 總 じて 旅が けの 合 戰の道 

はと 云 意な， o、 深 則 專とは 深く 敵地へ 攻 入る 時 は、 其 一 

心專 一になる と 云 意な，. >  、淺則 散と は 敵地へ 攻 入る こ 一 

とい まだ 淺 きとき は 士卒の 心ち るな h,- 、ちる と は、 5 の 

專 一に はまら やち..^ 分る、 所の ある こと を 云な り、 

去. 國ヲ越 一 虱而 i ハ者、 絕 -i, 也、 

去國と はわが 本國を 去り 離る なり、 越 塊と は國の 

境 を 越す 意な り、 師 すると は陣を 取る 意な り、 絕 地と 

は絕 はた ゆると よ む、 本國と 絶え はなれた る 地と 云 

意な b  、されば 一段の 意 わが 本國を はなれ、 國境を こ 

えて 陣を 取る は、 皆本國 とたえ は なれたる 地なる ゆ 

へ、 其 心得 ある べしと 云 ことな り、 其 こ ろえ と 云 

は、 本國 とたえ はなれた る こ /- ろ もちに て、 心の 專ニ 一 

になる 様に すべき こ、 ろなる べし、 此 外の 九地に は 二 

皆 如何 樣 なる を 何 地と 云と 說て、 下に 其 地々々 にて 一 

の手當 ての しゃう を 云へ るに、 是 ばか に 手 あての 一 


之 事 也、 

三軍 之 衆は總 軍の 軍兵 な り、 聚 むる とは殘 さぬ 意な 

b  、險は 危き地 な ^、投 すと はなげ 入る 、意な. 、上 

の 文に 云 へ る 如く、 士卒に 事の わけ を 知らせす、 群羊 

を驅る 如く 總軍 を殘 さや、 戰 へ ば 生き 戰 はねば 死す 

る危き 地へ 打ち 入 れ て、 專 1 に はま. 0 て 合戰を さす 

る こと、 これ 大將の わざな b と 云 意な， CS  、前に 將軍之 

事と 云へ るより 是 まで、 皆大將 たる もの、 第 一 ふす 

る 務を說 け...'、 大將の 第 一 とする 務は、 士卒 を 常 山の 

蛇の 如く 使 ふこと な.. >  と 云 意な， ft- 、よくく 前後の 

文勢 を 貫通し * へて、 孫子が 深意 を 得べ きな. >、 

九， 地 變、 屈 伸大 利、 人-情 土 理、 

不. 可. 不 也、 

上の 文 はみ な 死地 則戰と 云 へる に 付て、 戰 ひの 道 は 

皆 將の麾 にある こと を 云 ひ廣め て、 こ、 に 至て 又 本 

に 返て 九地の こと を 云へ 、上 の 文に 說 ける 皆 九地 

の 常 法な， o、 九地の 內 一 地々々 に 皆 無窮の 變化 あ.. r -、 

是を 九地の 變と 云、 屈伸 之 利と は 屈 はか む 伸 はの 


ぶるな， 、利 は 勝利な. o、 九地の 變 化さ ま<\ ^あ. と 

云へ ども、 畢. S か  >  むとの ぶる との 二つな.. >  、易に 尺 

S 之 屈 以 求， 信 也 と 云へ り、 尺と b 蟲 のか むは、 さ 

きに ての びんが ため に先づ か  > むと 云 意、 是 天地 萬. 

物の 道理 皆 かくの 如し、 日 の 地中に 入る はか、 む 意 

なり、 地 S- へ 落ち 下る 勢に て 朝 又 地上へ 升る、 是 伸る 

意な b  、秋 冬に 至て 草木 も 枯れ、 天地の 氣 もし  >  まる 

は 屈 ひ 意な り、 春 夏に 至て、 草木 花 さき 實の b  、生長 

す る は 伸る 意な り、 冬 屈する ゆ へ 泰發 生す る も、 伸ん 

が爲 めに か、 む な b  、冬 大雪 ふれば 豊年の 瑞 なりと 

云 も、 冬め 陰氣 つよければ 春 の發生 厚く 盛んなる 道 

理な り、 屈する ことよ はければ； 1： る こと もよ はし、 s 

する ことつ よければ 其 勢 にて 伸る こと 又 盛んな り、 

人の 呼吸 を 以て 云 へ ば、吸氣は屈む意な.=^、呼氣は伸 

る 意な り、 吸氣 つよければ 呼氣 長し、 人の 步 行す るに 

先き へ 出す 足 は 伸る 意 な 、ふみと むる 足 は 屈む 意 

なリ、 ふみと むる 足なければ 先へ 伸る こと 能 はす、 あ 

と への ふみ は 强 げれば 先 へ 出す 足 も 遠く 伸る、 萬 

事の 道理 如此 にて、 屈伸 を はなれた る 道理な し、 S 人 

の 易の 一 都皆此 屈伸の 道理 を 明か せ b  、細かに 體認 
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も 叶 はぬ ゆ へ 、將軍の職に備らざ.^しな.^、孫臏が計 

にて 韓の國 にか ま はす、 まっすぐに 魏の 都へ 攻 入る 

と 寵渭閒 て 、韓 の^を うちすて 、本國 へ 歸陣 す、 孫臏 

が 計に 韓魏の 士卒 はもと よ， 9 武勇の 聞え あり て、 齊 

の 武士 は 臆せ b と 平日 侮な..^ 輕ん する こ そ、 よき 方 

便の たね なれ. i 思慮して、 魏國の 境へ 入， 9 し 日 は、 陣 

處に十 萬の 竈 を ぬらせ、 其 明日 は 五 萬の 竈 を ぬらせ、 

其 明日 は 二 萬の かまど を ぬらせた り、 龐涓が 方より 

も かねて 間の もの を 遣して 陣處を 伺 はせ ければ、 其 

由 を 注進す、 龐涓 喜て 元よ.^ 齊の 國 の 士卒 は 臆病な 

と 聞し が、 云に 違 はや、 此方の 國 境に 入て 三日 もた 

> ぬ に 士卒 過半 本國 へ 逃げ か へり、 心安し とて、 步た 

ちの 軍兵 をば 棄 置き、 騎馬 をす ぐり 道 を はやめて 追 

かけた 、曰 暮れに 馬 陵と 云處 をと をる ベ しと 孫臏 

かねてつ もれり、 馬 陵 は道隘 き難處 にて、 かたはら 險 

阻の 地 多く、 伏兵 を 置くべき 場所 なれば、 弩弓 一 萬 張 

そろへ て 道の 惻に 伏せ g き、 日の 暮ん ころ 火 を 燃す 

を 見ば、 それ を 合 圖に驽 弓 を 一 度に 發っ ベ し と 合圖 

をき わめた，.^、 扨路の ほと. 0 の 大木の か たく を 白 

げて、 龐渭 死， 此樹 下， と 大文字に かき 置た. 5、 案ので 


-龐涓 日暮れに 通 け る が、 大木 を 白げ て 文字の 

見えけ る を 不審に 思 ひ、 明 松 をと もさせて 其 文字 を 

讀む 所に、 驽弓萬 張 一 度に 發し、 魏軍 大きに 亂れ けれ 

ば 龐涓も 自害す、 勝に 乘て魏 軍 を 攻め やぶ.^、 太子 を 

生擒 にす、 孟子 の 內に梁 惠王齊 と戰て 長子 を 失 ひた 

,9 とて、 孟子に 向 ひ て 憤..^物語..^せられしはこのこ 

とな.^、 是孫臏 伏兵に 敵 を 打てと 約束せ しに 非す、 唯 

火 をと ぼす を 見ば 弩弓を はなせ と 下知した るな り、 

又韓 信が 背 水囊沙 の陣な ど も、 川 を 後に あて 、陣を 

取らせた， 9 し W  、又 ほしい 袋の ほし ひ を棄て させ、 沙 

を 入れ か へ て 士卒に 面々 に 持せ し 時、 敵 も * 方も怪 

みて 窃かに 笑 ふ もの も 多 か-. >  けれ ど も、 たしかなる 

勝利 得た， o、 是皆 群羊 を驅る 意な り、 一 本に 發， 其 

機， と 云 下に 、焚. 舟 破. 签と云 四 字 あ b 、されば 深く 敵 

地に 入て、 船 地 なれば 乘て來 りて 舟 を焚棄 て、 陸地な 

れば 朝まで 食事 を裕 へたる 釜 を 打破て す て、 必死 を 

示す こと 群羊 を驅 るが 如しと 云 意 な り 、まぎわにな 

ら ねば 必死 を 知らせぬ 意な り、  . 

氣， 一 一 一 軍ズ 衆 一役， 之， 於 險一 此 將， 軍ノ 


ことな. CN  、機と は驽 nr の 引手な り、 發 する ははな つに 

て驽 弓の 引 手を切て はなつ こと な b. 、是 軍に よき 圖 

よきぐ あい を 見 て、 石 を 千 W の溪 へお とす 勢 を發し 

て 、勝負 を决す る ことに 喩ふ、 群羊 は むらがる ひつじ 

なり、 一 段の 意 士卒 を ひ きゐて ともに 同く 敵 圃の地 

へ 深く 攻め入る まで、 合戰の 仕形 を 士卒に 知らせ や、 

よき 圖に 臨で、 兵 機 を發 して、 勝利 を 一 時に 決するな 

. ^、是 を喩 るに、 牧童の むらがる 羊 を か たて /^追 行 

くに、 或は か，.. V 立て かしこへ ゆき、 或は かりたて 

こ 、 へ來れ ども、 羊 は 愚なる もの ゆ ゑ 何く へ ゆく と 

云 こと を 知らす、 た  > 牧 一重の かる ま、 にあり くが 如 

し、 士卒 はた  >將 の 下知の ま、 に 何 心なく ゆきて、 今 

こ ぞと云 下知に まかせて、 命 をす て /-戰 ふゆへ、 是 

を 以て 喩と せるな り、 昔 戰國の 時、 魏の國 より 龐涓 と 

云 へ る 大將を 遣 はして、 韓の國 を 攻めけ るに、 韓の國 

より 後 詰 を 齊の國 へ 乞け り、 齊の主 威 王 諸 S を 召て、 

後 詰 を せんかす まじき かと 評議 あ， 0 け る 時、 成侯鄒 

忌と 云臣は 後 詰 をせ さる を 上策 と す、 田 忌と 云 e は 

このたび 後 詰 をせ すん ば 韓の國 は 魏の國 に從ふ ベ 

し、 さすれば 眛方を 失 ふなり、 後 詰 をせ では 叶 はぬ こ 
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とな， 0 と 云、 孫 臏と云 へ る臣の 曰く、 今 韓魏兩 國の合 一 

戰 始まる と 聞て、 早速 後 詰 を 遣 さば、 魏國の 兵 もい ま 一 

だ戰 ひに 疲れす、 韓國の 兵 も戰に 骨折らぬ 內に、 後 詰 一 

に 遺 はした る 此方の 勢魏の 兵と 戰は ん、 韓の兵 は 骨 

折らす して 味方の 兵ば かり 骨折る ベ し、 是韓に 使 は 

る と 云 ものな b  、是を 以て 見る 時 は、 早速 後 詰 を 遣 

はすこと 宜し？, らす、 又魏 王の 思 ひ 入れ 全く 韓の國 

を. U ぼすべき 所存な り、 然る に 後 詰 を 遣 はさ すん ば 

韓の國 忽滅」 しせん、 韓 の圃滅 C せば、 魏國の 勢 盛んに 

なり て、 吾が 方 へ 取 かけん こ と治定 なり 、是を 以て 見 

る 時， は、 後 詰 を 遣 はさで も 叶 はぬな り 、愚 存は韓 の 國 

と 魏の國 を あくまでに 戰 は せ、 兩國 疲れた らんころ 

ほひに 後 詰 を 遣すべし、 然る 時 は魏. 兵の 疲れたる に、 

此方の 荒 手 を かけば 戰ひ 勝ん こと 治定 な . ^、韓 の國 

も 難儀 に 及ば. --彌 この 方 を 重ん すべし と 評定し て 、 

韓國の 使に は 後 詰 をな し こすべ き 由 を 返答 し て 、出 

陣を 延引す る內 に、 韓の國 は後喆 を恃 み合戰 して、 五 

度 勝利 を 失 ふと 閒 て、 ffl 忌を將 とし 孫 臏を師 として 

後 詰の 軍兵 を發 す、 將とは 總大將 なり、 師は 軍師の こ 

とな b  、孫臏 は 刑に 逢て 足の 筋 を きられ、 上 も步行 
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都まで ますぐに 攻入 るべ し、 威 喜 一が 如きの 副將 をば、 

中 水よ. -廣漢 城へ 向け、 弱 兵 をす ぐり て 大船 十餘に 

のせ 內水 より 向 ふ べしと あ り、 齡 石すな は.，^ 其處分 

を 守り、 見せ 勢を內 水へ 遣 はし、 自身 は 總軍を 率 ひて 

路を急ぎ外水ょ.=^攻入..^け る に、 案の 如く 敵內水 へ 

人數を 出し、 見せ 勢 を眞の 敵と 思 ひ、 外 水中 水の 兩處 

をば さまで 用心 もせ ざり し 故、 た や すく 成 都 を攻落 

したる こと あり、 是 この 本文の 意な り、 王晳が 注に て 

は、 易 一 其 居 一と 云 を、 其 居 を 易に すと よめり、 易 は 平地 

な，.^、 平地に 陣を 取る ことなり、； 牛 地に 陣を 取る は 敵 

を 引付て 戰 ふべき 爲 めな b と 云 へ b  、尤 計の 千變萬 

化する 內に は、 如 此き計 も ある ベ けれども、 一 段の 文 

義に叶 はぬ ゆへ 今 是ケ用 ひす、 又賈 林が 注に は 易 其 

居と 云 は、 此方の 計を以 て 敵の 陣處を か へ さする こ 

とな-.^、 迂其途 と はこの 方の 計 を 以て、 道 をと VJ る 

敵に まわり 道 をと をら する ことな 力と 云 へ り、 是は 

二つの 其の 字 を 敵 おして 云と 見た る說な れ ば、 前 

の條の 二つの 其の 字と 碍 るな. り、 故に 用 ひす、 


帥 與. 之 期、 如 


而 去，， 其 梯； 


帥 は ひき ゆると よむ、 之と は 士卒 を 指す、 期す ると は 

戰 期な，. > 、戰 期と は 合戰の 約束な，^、 この 31 所に て 如 

何 樣に戰 へと 云 こと を 士卒 に 云 ひ 含め、 約束 を碟し 

合するな り、 帥與， 之 期 如， 登 J 咼而 去， 其 梯 一と は 合 職の 

場所 を も 仕樣 を も、 始めの 內は 士卒に， 3 ら せす、 其 場 

に 臨で に はかに 士卒に 合 職の. 手つ か ひ、 約束 を 申し 

へ. n め戰 はする こと、 たと へ ば 高き やねに のぼせて、 梯 

子 を 引た る. が 如し 、士卒 に はかに 死地へ 押 入れられ 

て、 わき へ 行き 處 なき ゆ へ 、命 を かぎ，. > に戰 はで は 叶 

はぬな り、 是即 前に 云 へ. る 士卒の 耳目 を 愚に して、 其 

心を專 一 にす る 道 な 、帥の 字 を 講義に はに はかと 

よみて、 率然の 率の 字に 用 ゆ、 文義穏 かなら す、 解 

には將 帥と a て大將 のこと、 云 ど も、 前後に は將 

と 云て、 こ にば か. 9 帥と 云 こと 文例 穩 ならす、 

帥 テ與. 之 深 ク入ァ h 侯ノ M 地 一而 ft 其 

ヲ  ルカ  テラ レテ  キレテ  レ キガ 

機； 若 1 驅， 群羊； 驅而往 驅而 來莫. 

知. 所. 之、 

帥の 字の 義 前の 條と 同じ、 發ー其 機 一と は 兵 機を發 する 


に備 はる 道理なる ゆ へ、 能の 字 を S たるな り、 味 ふべ 

し、 

易， 氣 事 一 革 >; へ 謀 一 使. ん無 J# 

其 事と は 何 にても 其 なすこと を 云、 其 と 云 も 何に 

て も 其な せる 計 策 を 云、 古米の 諸 注に、 易， 一 其 事 一 革， 其 

諜, 使， 人 無 Ji と は 今までな したる こと をし か へ、 今 ま 

での 計 策を變 じて、 別の 計 策 を すれ ども、 何故に 如此 

しか へ 改めた b と 云 こと を 士卒の 知らぬ やうに する 

と 云 こ， となりと 云へ，， 、又 一 說に は、 士卒 は 唯 何 心な 

く 上の 命に 從て 居て、 將の 今までの 事 をし か へ 、今 ま 

での 計 策 をな しか ゆる を 士卒の 知らぬ やうに する こ 

となりと 云へ り、 され ども 是 はか へ改 むる に 限らす、 

1 切の 計 策 を 皆 士卒の 知らぬ やうに する ことなる 

に、 かへ 改めた る 上ば かりに 如此 云べき に 非す、 兩說 

ともに 誤 b なるべし、 王晳、 何 氏、 張 預が說 に は、 始め 

勝利 を 得た る 事 をば せす して、 別の 計 策 をす る 時 は、 

敵 も 士卒 も將の 胸中 を はか 知る こと 能 はぬ な K 

故にい つも 同じ やうなる こと を せ す、 ひた ものに 改 

め K ふ ベ しと 云 意に 云 へ り 、此 說最 妙な り、 今 これに 
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從ふ、 

易， まへ 居， 迂 k へ途： 使 乂ズ. 得.慮、 

其居とはゎが陣處な..^、或はゎが寢處をも云べし、其 

途と はわが と をる 道路な， 9、 是も 時々 に ひた もの 變 

じ 易へ て 一 様に すべから す、 迂， ー其途 一と は 始めは 直路 

を ゆきた る ものが、 今度 は 又 引か へて まわ り 道 をす 

る ことなり、 すぐ 道 をと をる こと も あ hN  、まわ hs 道 を 

と をる こと も あり、 居 處 も 道路 も 前々 の 格 轍 守ら 

す、 度々 に變 じか へ て、 敵 も 士卒 も 思慮 了簡す る こと 

のなら ぬ やうに する こと を 云な，. y 、昔 劉裕、 朱齡 石に 

命じて 蜀の 國を攻 させられた る 時、 凡 蜀の國 へ 江 南 

ょ..^攻入る.には、內水、外水、中水 とて三っの舟道め 

b 、初め 劉 敬 宣と云 大將を 遣 はして 蜀を 征伐 ありし 

時、 內 水よ. - 攻め入 b 勝利な か， - ける、 劉裕朱 » 石に 

書付け 一 通 封の ま、 にて 渡し、 蜀の 入口 白 帝 城に 至 

りて 封 を 開き 見る ベ し、 軍の 方便 具に 此 書中に あ.^ 

と 命 せらる、 それより 朱 » 石 出陣す と 云へ ども、 三軍 

の將卒 皆い かやう に 働く と 云 こと を 知 ら す、 白 帝 城 

に 至 封 を 開き 見 れ ば、 總軍は 皆 外 水よ b 蜀の都 成 
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所 ある ゆへ 正と 云 へ b 、軍 中の 事 式々 に 調 ひて 手 も 

つれな く、 前後 を 取ち が へ、 約束の あはぬ やうなる こ 

となき に 非れば、 士卒の 合點 せぬ こと をして、 進返戰 

守の わりふ 亂れぬ やうに はならぬ ことなる ゆへ 治と 

云へ るな り、 この 靜以 幽正以 治と 云 六 字、 まことに 將 

たる もの 能事 こ  >  に 具れ り、 

能ク 愚，， 士 卒乞 耳 目 挺， P 之 無. 知、 

士卒の 耳目 を 愚に すると 云 は、 大將の 心事 をば 士卒 

に は 知らせぬ ことなり、 吾が すべきと 思 ふこ と は士 

卒に 知らせす、 士卒の 耳に は 別の ことに 云 ひ 聞かせ、 

士卒の 目に は 別の 事 をして 見せ、 當 分かれが 納得す 

る やうなる こと をして 思盧 了簡 な く、 何の 餘念 もな 

く 大將の 命に 從 ふやう にす る こと な 、車の 勝負 は 

危 きこと にて、 其 さか ひ 間に 髮 を容れ す、 明智の 人に 

非れば 疑 ひなき こと 能 は す、 故に 愁に 士卒に 是を知 

ら せつれば、 却て 疑ひ畏 る、 心 を 生じて、 其心專 一 な 

らす、 其心專 一 ならねば 合戰の 勝利 も覺 束な し、 是 す. 

な はち 前の 條に云 へ る 靜以幽 なる のこと な り、 後漢 

の 光武 淖佗 河と 云 へ る 河 を わた b 玉 ふ 時 は、 先 へ 行 


きたる 物見の もの 還て、 » や 化 河の 氷と け 水 漲て、 たや 

すく 渡る べき やうな し と 云、 光武 さは ある まじと て 

王 覇と云 もの を 1$ 物見に 遺 は さ る、 王 顧 か へ， 0 申す 

は、 氷 堅く はり つ め ていと 渡り やす か る ベ しと 云、 光 

武 さある べしと 思 ひつる とて、 遂に 滹 ^ 河 を わたし、 

難 を 免れ 蓮 を 開き 玉 ふこ と も、 士卒の 耳目 を 愚に す 

る 一 つなり、 基 人 も 民 可 由不. 可 J^, 知との 玉へ る 

な，.： rs  、され ども この 本文 は 能 と 云 字に こ ろ を 付け 

て 見る ベ し、 此 能の 字 下の 使 人不得 慮 と 云まで へ か 

、りて、 かくの 如く 士卒に 知らせす 、思慮 了簡 を 出. さ 

せぬ ことなる こと を 云 な ，cs  、是 上に 云 へ る 靜以幽 正 

以治と 云に 叶へ る將に非れば能はざること な，..^、な 

まかし こき 大將 のこの まね をして、 士卒に 知らせ ま 

じきと てす る i は、 吾が 智淺き ゆへ 士卒 見取て 却て 

將の 智慧の ほど を は か ^、將 の智の 及ばぬ 所 を ：12- 付 

けて 却て 其 命に 從 はや、 又 士卒に 了簡 思歴を させす、 

1 向に 將の 命に 異議なく 從 はせんと て は、 法令 を 厳 

にして 無體に 士卒 を驅り 使 ふ、 如此 しても 戰に 利な 

ければ、 彌 士卒の 上に. 從 はぬ こ. - ろの 長す る极 とな 

るな b 、されば 士卒 を 如此 なし 得る こと 尤將の 器： 53 
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一 將軍之 事 靜以幽 、正以 治、 

了 

一 前に 不得已 の 勢 を 以て、 士卒の 餘 念の 生せ ね やうに 

一 する こと を 云へ る を 承け て、 是 より 末 は 皆 大將の 作 

一 略 を 以て、 士卒 を 如 此に使 ふこと を 云へ.^、 將軍之 事 

一 は 大將の わざな 、總 じて 物 頭 巳 下の 諸 役人より、 下 

i  士卒に 至る まで、 皆 それぐ のっとむ る わざ あり、 唯 

一 大將 のっとむ る わざ は、 その 如くに 一事 を わが 役目 

として つ とむ る こと、 何もな き な り、 靜以幽 と 一 K は、 

j 靜は歸 もな/、 臭 もな く、 測り 伺 はれぬ ことな， o、 幽と 

はくら き 意に て、 くらき 所 を 見る 如く、 外より は 何と 

も晃る ベ き機なきことな..^?正以治とは、正は正大の 

義に てきつ とたし かなる こ ろ もち な 、治る と は 

軍 巾の 作法ても つれな く、 式々 に 調 ひて、 前後 を 取ち 

一 がへ 約束の あはぬ 樣 なる JJ のな きを 云な り、 測.^ 伺 

はれぬ 所 を 以て、 靜以幽 と 云 ひ、 あなどり 輕 しめられ 

ぬ 所 を 以て、 正以 治と 云な り、 此 注に 曹操杜 牧は靜 な 

る を. 淸 淨の義 とし、 施 子 は Kpi 事の 義 とし、 彭繼 

. 一 耀は 無欲の 義 とす、 是皆 老莊の 意に て 武將の 本色に 

一 非す、 尤 古の &將 張.：^ 蕭 何 醬參皆 老子の 意 を 得、 孔明 


も澹泊 安靜を * びた れ ども、 それ は 谷 その 好む と，" 

ろ學ぶ 所に よ て、 さる こと も ある ベ けれども、 孫子 

が 意 を 以て 見れば、 其將の 好む 所 學ぶ所 は、 何にもせ 

よそれ に 構 はす、 唯 はかり 伺 はれぬ 所 を 取て、 靜以幽 

と 云た るな b  、又 正以 治と 云 を も、 曹橾杜 牧は平 正と 

注して、 その 心の平らに かたつ b になく、 ろくなるな 

と 云へ b  、張預 は 公正と 注して、 私な く 正しき こと 

と 云へ b 、施 子 美 は 守 一 不變と 注して、 道理の 正しく 

堅固なる に 見た b  、是皆 腐儒の 見に て、 又 武將の 本 

色に そむく、 唯 直 解に 正 者 嚴厲方 持 人不， ー敢 犯， と 云 ひ、 

開 宗には 正大 整 治 使，， 一入 不 H 敢犯 一と 云 へ る說 勝れる ゆ 

へ 、今 その 意 を 以て 解す るな b  、孫子の 內に 正の 字の 

意 堂 々 之陣正 々 之 旗と 云 へるな ど、 皆き つ とたし か 

にして 犯しが たき 意 な . り 、他 書の 字義 を 以て 見る ベ 

からす、 下の 文の 意 皆 この 靜以幽 なる 5^ にて、 敵に 限 

らす、 士卒 も 將の上 を は か 伺 ふことの ならぬ こと； 

を 云へ. o、 正以 治と 云 意 は、 下 文に 見えぬ やう なれ ど 

も、 是尤 深意 ありと 知る べし、 丈夫に たしかなる 所な 

ければ 士卒 命 を 用 ひす 將を 畏れす して、 わ が 合點の 

ゆか ぬ こと を將 のす る をば あなど b て 用 ひす 從はぬ 

ml  二 九 玉 


孫 子 


九地 第 十 


二 九 四 


も獨り 引く こと なら や、 剛臆 共に 懸 き 一 同 そろ ひ 

て、 三軍の 士 悉くに 勇者になる を 云、 是は何 を 以て 

如此 なる ぞと 云に、 政 之 道な り、 政と は 軍 中の 號令法 

度な り、 軍 中の 號令 法度と 云 は、 即形 名分 數 より 其 外 

軍の 法 を 云、 軍の 法よ く 其 道 を 得る 時 は、 百 萬の 軍兵 

も 1 樣にそろひて、皆勇者になることなり、 

剛柔 皆？ I 地ノ之 也、 

剛 * と 云 は、 古來の 注に は srn 士卒の 强 弱の ことに 云 

へ .9、 され ども 剛柔の 二字 古 皆 地上 用字な り、 易に も 

立-天 之 道 1 曰陰與 ^ 陽、 立-地 之 道， 曰 柔與， 剛、 立，， 人 之 道 1 

曰仁與 と、 云 へ b 、故に 剛と は山阪 丘陵の 地 を 云 

ひ、 柔とは 海 川 沮洳の 地 を 云、 剛柔皆 得と は、 山 も 川 

も 高み も卑み も、 何れの 地 にても 皆 そ れ/ \ 'に 其宜 

きを 得て あくむ ことなき は、 何 を 以て 如此 なれば、 地 

之理 なり、 地 之 理とは 土地の 上に 具 はる 道理な り、 前 

より 地形 篇 行軍 篱幷に 此篇に 云 へ る 如 く、 土地に よ 

ち て 各 それ 其 道理 具 は て ある もの な 、此道 

理を よく 會 得すれば、 剛柔皆 その 宜きを 得て、 山 にて 

も 川 にても、 險阻 平地に よらす、 皆 手に あまる ことな 


きなり、 执 上の 條 とこの 條は、 此篇の 首より 死地 則戰 

と 云まで は 地 之理を 說 き 、所謂 古 之 善用 兵 者と 云よ 

^^下は、政の道を說きたるゅ へ 、こ 、 に此兩條を以て 

これ を 結べ， o、 剛柔皆 得と 云 ふ 皆の 字 を、 一 本に は 相 

の 字に 作る、 義 にか はりな し、 ， 


故 善 用レ兵 者、 携 レ 手 若レ使 一一 一 人： 

レバ ナ，  r ヲ 

不 .得.已 也、 

善用. 兵 者 携.， 手 若 使 一 人と は、 合戦の 上手の 人 を 使 ふ 

は、 千 萬 人 を 使 ふ も 手 をと りて 引 廻して 使 ふ 如く、 唯 

1 人 を 使 ふ 如くな h  、三軍の 士百 萬の 兵士 も、 力 を 合 

せ、 心 を 一 にして 將の 命令 を 承り、 かけ 引き 一 同に 齊 

ひて、 悉くに 皆 勇者なる が 如し、 是 何故 なれば 不得已 

也、 やむ こと を 得すと は 勢 ひの 自然にて、 如此せ ざれ 

はい やと もに 叶 はぬ 勢 ひに なり 來るゅ へ、 三軍の 士 

百 萬の 兵、 剛 なる もの も 臆せる 者 も 皆 一 同に 如此な 

, ^、前の 文 は 軍兵 を 死地に 陷れ て、 必死の 戰を なさし 

むる こと を 云より、 次第にと きひろ めた る 故、 こ  >  に 

至て 又 本に 歸て、 巳む こと を 得ざる 勢 ひ を 以て、 士卒 

を 使 ふこと を 云た るな hs、 


く會 得すれば、 常 山 蛇 勢の 妙處 こ、 にあり と 云 意な 

,0、 其 意 は 吳越は 中 あしき 國 なれ ども、 一 つ 舟に のせ 

大河の 中 ほどに て 虱に あはす る ゆ へ、 平生の 怨を忘 

れて 親子の 如になる な h ^、今 士卒 を も 必死の 地に ffi 

て、 互に 力 を 合せ 戰は ざれば ならぬ と 云 こと を 知ら 

する ゆ へ 、たと ひ 力 を 合す まじと 思ても、 精 を 出す ま 

じと 思ても、 いやと もに 力 を 合せす して 叶 はす、 精 を 

出さす して は 叶 はぬな り、 是 必 然の勢 を 以て 士卒 を 

使 ふ 道な.， 、是を 以て 常 山 蛇陣の 神理を 悟入す ベ き 

方へ と は 曹操は 縛 fe? 也と 注せ，.^、 馬 をい くつ もなら 

ベ 置きく、 り あは せ て、 別々 にならぬ やうに する こ 

となり、 杜牧が 注に は あ fes 使， 爲， 方陣 一と 云へ，， >  、備の 

形 を 四角に 作て、 利 の ある 時に 何としても 崩れて 四 

角に ならぬ 故に、 軍車 を かけた る 馬 をし ばりて、 動か 

や 崩れぬ やうに する i と 云 へ ：.=^、此說は方の字の外 

に 縛る と 云義を そへ て 見る ゆ へ、 文 外義を 生やるな 

れば用 ゆべ からす、 曹 操の說 をよ しとすべし、 直 解の 


1 說に は、 方 馬の 方の 字 は 放の 字の 誤な りと 云へ り、 

あれば かけ 出す もの ゆ へ 軍 崩る 、 によ り て、 馬 を 

放ち去 る 意 と 云 へ .，^  、是又 僻說 な る ベ し 、方 の 字 は 方 

舟の 方の 字な り、 方舟と は、 舟 をなら ベ てく、， 9 合せ 

て 船橋に する J な b  、故に 方の 字 はなら ぶる とく  、 

り 付る との ニ義を かねた る 字な り、 埋. 輪 と は 車の 輪 

を 地 へ ほりう めて 動かぬ やうに する こと なり、 この 

方 馬埋輪 は、 後世に て 柵 を ふるこ、 ろ もちな，.^、 一  段 

の 意 は備を 敵に や ふれ まじき と て、 戰 車の 馬 をなら 

ベ て備を 立た るに、 その 馬 をく、 り 合せ、 車の 輪 を 地 

に ほ うめて、 人 をう ち 殺されても 備の 崩れ ぬ ゃラ 

にす る も、 是 にて 崩れぬ と恃 みに はならぬ と 云 意な 

b  、萬づ の 仕形 模樣 にて 備を 堅固に する こと は、 至極 

の恃 みに はなら す、 恃む所 はた > 士卒の 心の 必死に 

かたまる 所な. ^  、必死に 住し た る備を 至極の 堅陣と 

云と 云 意な，.^、  、 


ナズ ^ 


齊. 勇 若 J 政 之 道 也、 

齊 勇と は 勇氣を そろ ゆる こと な ^、勇 氣を そろ ゆる 

と 云 は、 勇なる もの も 獨，. ^進む ことならす、 臆せる 者 
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幾備も 合せた る^の 形な ，c,、 一  .備 の 形 を 或は 鋒 矢に 

作り、 或は 繁 手に 作り、 或は 方圓に 作.^、 或は 一 文字 

に 作るな ど. -云 類、 皆 この 理を 知らす して、 人 は 活物 

なる， を 死物の やうに なり を こしら へ 置 て、 是 にて 勝 

べしと 思 ふこと 愚妄の 至. 0 云ん 方な し、 總 じて 圖法 

格式 は、 皆 世の 兵家 を 立る 輩、 巧みに 名 色 を こしら 

え、 口に 糊ふ媒 とす、 名將も 或は 是を 借用 ひて 敵 を 愚 

にす る 術と す、 必眞實 の會を 作す ことな かれ、 今 常 山 

蛇 勢の ことに 付て 心得の 爲に 云な り、 

テ  フ ヲパ ンャ ム クナラ  .ノ 

敢 問、 兵 可 如， 率- 然， 乎、 

是 孫子 自問自答 を 設けて、 率然の 義を 明せ b  、文の 意 

は 軍兵 を この 常 山に ある 率然と 云 蛇の 如く、 首 を 打 

てば 尾より 拂ひ、 尾 を 打て は 首よ， 0 拂ひ、 中 を 打て は 

首尾 同時に 救 ふ 如く に、 運動 自在なら しむる ことな 

る ベ きこと にやと 問 ふ 意な hN、 

日 可、 夫 吳 人 與越 人， 相 1# 也 、當： 

ノ クノ. ヲ  チ フー 1  ニノ  フャ  シ 

其 同. 舟而濟 遇 i  、其 相 救 也 如，， 

左右 手： 
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是 答の 辭な. 9、 曰 可と は 可 は ベ くと よむ、 率然の 如く 

ならしむべき やと 問 ふ をう けて、 なる 程 その 如に な 

る べき ことな， 9 と 云 意に て 可な と 云 な .0、 夫吳人 

與越 人相 惡 也と 云 は、 元來 中の 惡 くて、 相互に 助け あ 

ふま じき もの を喩 へに あげて 云 へ h.- 、夫 は發 語の 辭 

なり、 吳人は 吳國の 人な り、 越 人 は 越 國の人 な ， ^、吳 

越 兩國は 古よ.^ 敵國 に て、 其 君の 國を爭 ふの みなら 

す、 民まで も 互に 意趣 を 合み て中惡 しきな，. >  、相惡 む 

とは相互ににく、思ふ^i な ，.^、英越兩國の民は中惡 

くて、 相互に にく  思 ふと 云 意な 、當。 其 同， 舟而濟 

遇 I, 風と は、 其と は 吳越兩 國の民 を さす、 濟 ると は 河 を 

濟る i な， o、 吳 越兩國 の 民が 一 つ 舟に のり あ ひて 河 

を わたるに、 大風に あ ひて 舟の 覆らん とする 時に と 

云 意な，..^、 其 相 救 也 如 左右 手と は、 人の いさか ふこと 

あるに、 左の 手 を とら るれば 右の 手 これ を 救 ふ、 右の 

手を切られん とすれば 左の 手 これ を ふ せ ぐ、 今 L 犬 越 

國の 民た が ひに 中惡 けれ ど も、 一 つ 舟に の て 大河 

を わたる 時、 大風に あ ひ 舟 機らん とすれば、 平生の 意 

趣 を 忘れて、 互に 力 を 合せて 救 ひ 助く る こと、 左右の 

手の.^ にて、 少しも 珠 絡に する ことなし、 此 道理 をよ 


水の 邊 りに 八々 六十 四の 數に 石を疊 み、 是陣 法な， 9 

と 云へ り、 其 形皆縱 にも 几つ 、横に も 八 に て、 八々 六 

十四の數な„^、後に梪溫これを見て、是常山の蛇勢な 

りと 云 へ b  、是陣 間に 陣を 容れ、 隊 間に 隊を 容 れ、 四 

頭 八 尾觸る \處首 と な ^、奇 正變 化の 窮まらざる 妙 

あるに よ，. ^ て かく 云 へるな 、赏に は如此 なる 形 を 

や： 山 蛇の 勢 ひと 云に は 非す と 心得べ し、 又 風 后握奇 

の陣法 も、 元 その 文 ありて 圖な きを、 宋 朝の 人文に よ 

りて 圖を 作れ， 9、 日 本に て 諸家の 備立 大形 はこの 握 

奇 の陣圖 に本づ く、 握奇陣 法の 本文 古代の 文に て 、元 

來斷 文錯簡 あれば、 たやすく 其義を 得が たく、 後世 其 

文に 因て 作れる 圖、 なにと て 其 眞實を 得ん や、 唯 貴ぶ 

ベ き は 孔明八 陣の圖 なれ ども、 是又石 をた、 みて 其 

髡傑を 示した るまで なる を、 八陣 のこと に 付て 檬々 

のこと を 云へ る は、 皆 後世の 人の 加へ たるな，.^、 八々 

六十 四 陣の數 は、 漢書に 云 へ る 孫子が 乘之陣 八々 六 

十四の 數な るに 本 づけ ども、 この 數又 定格 あるべき 

に 非す、 た  >陣 法の 至極 を 明 さ ん ために 設けた る こ 

とに て、 實には 八の 數に拘 るべき に 非す 、人数に 多少 

あれば、 何とし て 小勢 を 六 十 四陣に 分つ こと を 得ん 
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や、 愚なる もの は備 をば い く つに も 分れば よきと 思 

へど も、 五十 騎を 一 備 とする は 極めて 小備 なれば、 そ 

れ よ，. >內 にて は 一 備の勢 ひ を 成 さ す、 又 五 千 騎を五 

十騎っ i 百 備に 分てば、 備に 大小の 別 な くて 輕 重の 

勢 ひ を 失 ふ、 是人數 に隨て 備數を 分つ >i にて、 八陣六 

十四 陣の數 に は 泥む ベから す、 故に 孔 明が 陣法を 明 

めた る もの は、 李衞 公に しく はなし、 李 衞公は 八陣を 

變 じて 六花 陣 とせり、 く はしく 太 宗問對 に 見えた b、 

是 數に拘 はらざる 證據な b  、又 八 陣の圖 は、 中央と 八 

方に 備を 立てた ると 心得る もの あ 、され ども 地形 

に廣狹 ありて 一 槩に拘 はるべ からす、 又 備の形 を 方 

圓 曲直 銳の 形に 作る 輩 あ り， 一 備の 形人數 のた て や 

うに、 形 を 作.. て 何の 益 か あらん、 敵に ぁふ處 はみ な 

1 文字になるものな，..^、備の形と云は備を三 つ も 四 

つも 合せた る 時に、 方圓 曲直 銳の 形になる なり、 たと 

へ ば 先き に ー備 たて、 其 後に なら ベ て 一 ー備立 れ ば、 

三角になる ゆへ 銳の 形な， 9、 三備を 一 番 二番 三番と 

次第して 立る 時 は、 直の 形な り、 四備を 四方に 立れ は 

方の 形 な 、前後左右 中央の 五つに 備れ ば圓の 形な 

り、 是皆 地形に 隨て方 圓曲慨 銳の形 分る 、ことにて、 

lulull  11 九 1 
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...^:^にもなるゅ へ なり、 鲷 處爲. 首 と は 敵の 來り ふれ 

當る處 いづくな b とも 皆 首に な， 先手になる な hs、 

其 外の 諸備 はだん —に 二番 三番 左備右 備にな. y 

て、 相互に 救應 す、 定まりて 是は 先手、 二の 見、 三番 

手、 左備右 備中備 後備と 限. 0 たる ことなし、 何時な， 0 

とも 敵に 向 ふ もの 正と なりて、 橫を 詰め 後 を 詰る も 

の は奇な b  、奇と 敵の 合 ふ 時 は奇變 じて 正と な， CS  、正 

又變 じて 奇 となる、 是皆備 のく ばり 人数の 立檨、 て も 

つれな く とぎれな く、 遠過ぎ や 近 過ぎす、 相互に 救 ひ 

助く る やうに する こと な 、其 法 は 分數を 以て 小 組 

大組を 分け、 形 名 を 以て 進 返 分 合の 度に 迷 はす、 押 行 

くも 勢 をた 、む も、 備を 立る も 進む も 引く も、 敵と 戰 

ふ も備を 分く る も 合する も、 聊手 もつれな く、 とぎれ 

なく、 人數 のた て やう 備々 の 間 友 崩れな く、 又はし か 

、りの 間數 をつ も り、 諸 備の內 一 備 として 血脈 貫通 

せ やと 云 ことなく、 一  人の 身の 手足 頭 腹の 述動 する 

如くに する より 外の こと な し、 然るに 武備 志に 載；；！ 

る ごとく、 裴 緒と 云 もの 孫子が 常 山 蛇の 陣と て、 六 千 

人の 兵 を 騎兵 二 千、 歩兵 四千に 分け、 四千の 步兵を 前 

後 左右 中の 備に 分けて 、究の 手の 如くに 備へ、 二 千の 


騎兵 を 揚奇備 伏に 用 ひて、 揚は敵 を 祧み戰 を 始め、 奇 

は橫を 入れ、 備は 後， V 詰め、 伏 は 物陰に かくれて 働く 

と 名付け、 圖を 作て 是を敎 ゆ、 其圖 


义雜 兵家に 長蛇 陣法 とて 圖 あり、 蛇 の うねる 形に 人 

數を 立てたり、 其圔 


この類^ 愚 妄不风 子 の 輩、 ft を 欺き 人 を たぶらか すの 

しわざな b  、必用る ことな かれ、： Jsii 葛孔明 井田の 法 

にの つと.. >  、風 后 搌奇 の陣 法を考 へて 魚 復と云 ふ、 江 


北に ある を 北 岳 常 山 と 云、 中 岳 嵩 山は洛 陽の 都の 傍 

にあ. 9 て、 東 岳 南 岳 西 岳 北 岳と もに 中 岳 嵩 山 よ .9 東 

西南 北へ 千 ST つ  >  へだて、 ある 大山な り、 古 は 天子 

巡狩の 時には この 山々 の 麓へ 行幸な り て、 其方 角の 

諸侯 を あつめ、 仕置 をな し 玉ふ處 にて、 何れも 名高き 

山な り、 北 岳 常 山の こと を 古は恒 山と 云、 漢の 文帝諱 

を恒と 云た るより、 是を 避けて、 漢の 世より 後 恒山を 

山と 云、 恒も常 もつ ねとよ む 字 ゆ ゑ、 字義の 通す る 

に隨て 改め 名つ けたるな hv  、され ども 孫子 は 漢の文 

帝より はるかに 前の 人な れ ば、 其 時分に は 常 山と 云 

詞は ある まじ、 漢の 世に かき 改めた る 本、 後の世に 傳 

はれる なるべし、 さ れ ども 何れの 書に も 皆 この 事 を 

引く に 常 山の 蛇と あ て、 恒 山の 蛇と は 云 はす、 故に 

今恒 山と 改めが たし、 擊。 其 首 一則 尾 至と は、 常 山の 蛇 

の 首 をうて は 彼の 蛇 尾 を 出して 是を拂 ふな り、 撃，， 其 

尾, 則 酋 至と は、 其 尾 を うて は 首來 りて 是を拂 ふな 

り、 鸛-其 中 一則 首尾 俱至 と は、 其 蛇の 眞中 をうて は 首 

も 尾 も 一 度に 來 りて 是を救 ふ な ^、右の 喩へは 一 備 

の內 にても 總軍 にても、 前後左右 中共に 一 人の 手足 

の 運動す る 如く、 しかも 通 利 自在なる JJ 彼の 蛇の 如 


く、 相互に 救 ひ 助けて、 橫を \れ 、後 を 詰め、 先陣と な 

二の 見と な 、環の はしな きが 如く 圓轉 無碍なる 

こと を 云 ヘリ、 扨 この 蛇 を 率然と 云た る も、 率然 はに 

はかと よみて 速なる， i な. 9、 此 蛇の 首の 尾 を 救 ひ、 尾 

の 首 を 守護し、 首尾の 中 を 助く る こと 神速に て、 よく 

に はかなる に應 する ゆへ 名つ くる な h- 、兵 も その 如 

く、 前後左右 中の 相 救 ふこと 神 速なる をよ しとす る 

なり、 兵に 率然 を 以て 喩へ とする こと、 兵の 一 和と 陣 

法との 一 一 つ に 皆 常 山の 蛇の 勢 あ -9、 此 本文の 意は專 

兵の 一 和す る喩 へ に 用 ひ た ，9、 右に 云 へ る 如く 士卒 

を 必死の 地に 置き、 彼が 心に 戰 より 外に 運 を 開く ベ 

き 道な しと S ひ、 必死に はま、 りて 勵く時 は、 自然と 《3e 

山の 蛇 勢になる と 云 意 な り、 常 山 蛇 勢の If 意 是に踰 

たる ことな し、 又陣 法の 喩 へ とする 時 は 八陣圖 に、 

以き爲 、以 ^爲^  、四 頭 八 尾觸處 爲く 首、 敵 衝，， 其 

中 一首 尾倶 救と 云 意な り、 以. 後爲』 1 以. 前 爲 おと は、 

敵前よりか.^ る 時 は前陣 元よ， 9 前 にして 後陣. 後な 

b  、敵乂 後よ.^ 來る時 は 後陣 を前陣 とし 前陣を 後陣 

とす、 元よ b 定まりて 是 は 前 陣是は 後陣と 云 ことな 

ければ な b  、四 頭 八 尾と 云 は、 四方 八面み な 首に もな 
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字 も 則の 字 もな し 、役-之 無, 所， 往と は、 上に 云 へ る 文 

を 又 揭げて 云 へ るな b  、諸 劍とは 諸は專 諸、 劍 は曹劍 

なり、專諸は戰國の時分の勇士な.^、吳の公子光吳王 

僚 を 殺さん とたく みけ る 時、 伍子 胥に 相談 あり けれ 

ば、此專諸はすぐれたる勇士な，.^とて公子光にす、め 

けり、 公子 光が 宅に て 吳王僚 を ふるま ひ、 料理に 出し 

たるまの 腸の 中に 劍を かくし 置 き、 專諸 これ を 取て 

吳王僚 を 刺殺し た b  、前後左右 みな 吳王 僚の 供の も 

の なれば、 早速に 殺された，.^、 是 吾が 命 をす て 一  國 

の 王た る 人 を 刺殺した る ゆ へ に、 勇者の ためしに は 

， し の 專諸を 引く  ，  J となり、 又 曹劇は 春秋の 時分、 魯の 

莊 公に 事へ し將 軍な b  、三度 齊 國と戰 ひまけ、 魯國の 

地 を 失 ひたる を 無念に 思 ひ、 其 後 魯の莊 公 齊の梪 公 

と和談 にて、 國 にて 會盟ぁ りし 時、 曹劇 小脇 指 をぬ き 

桓公を 手 こめに してたい しゃう を 請 ひ、 吾が 戰ひ負 

けて 失 ひたる 地 を 取り返し たる こと あ り、 是又死 を 

物の かすと せす、 恥辱.^ す、 ぎた る 人なる ゆ へ、 勇者 

のた めしに 引け b  、されば 一 段の 意 敵の 方へ 赴て 合 

戰す るより 外に は^に せんかた な く、 ゆき 所な き 場 

合へ 軍兵 を 打 は むれば、 一 軍の 士卒 こと <\. くに 皆 


專諸曹 劇が 如き 勇士と なると 云 意な- 


へ ハ 


故 善 用. 兵者譬 如，， 率 然： 率- 然 者 

常-山 之 蛇 也、 撃， 其 首， 则 尾 至、 撃，， 

其 尾， 則 首 至" 撃， 其 中， 則 首尾 俱 

至、 

是ょり 末 は 上の 文に、 士卒 を 死地に 匱て 戰は ざ れば 

滅. □ する こと を 人々 に 知らす れ ば、 自然と 其 心 一 致 

になり て はなれ > ^になら す、 よく 前 は 後 を 救 ひ、 後 

は 前 を 見つ き、 左 は 右 を 助け、 右 は 左 を 見す てぬ こと 

を 云へ る を 承け て、 こ、 に 率然の 蛇 勢の こと を 云 へ 

るな.^、 故 善用つ 丘 ハ者譬 如 一一 率然， と は、 右に 云 へ る 道理 

なる ゆ へ、 よく 士卒 を 使ふ大 將の備 は、 譬 へ て 云 は > 

率然と 云 もの 、如くな りと な .9、率然^?$め巾之蛇也 

と は、 その 率然の 如しと 譬 へたる 率然と は 何の こと 

なれば、 常 山と 云 山に をる へびな りと 云 意な ぶか 

山と 云 は 異國に 五岳と て 五つの 大山 あり 、東に ある 

を 東岳岱 山と 云 ひ、 西 にある を 西 岳 華 山と 云 ひ、 南 に 

ある を 南岳衡 山と 云 ひ、 中に ある を 中 山と 云 ひ、 


す、 戰 へば 萬 死の 中に 一 生 あ.. > と 明かに 知る ゆへ、 今 

日 を 限りと 思 へ ばな，.^、 無 H 餘命, と は あまる 命な しと 

云 ことな hN  、今日 を 限 hs と 思 ひ 切る なれば、 明日まで 

餘る命 はなき なり、 か く 思 ひ 切る は 壽命を 惡み嫌 ふ 

に 非す、 命 を 惜む時 は 命 を 失 ふ、 命 を 棄る時 は 萬 死の 

中に 一 生 ある こと を 明かに 知て、 餘念 なき 故な h -、 

令 發之曰 士-卒 坐者涕 霑. 襟、 偃- 

臥者涕 交. 頤、 ■ 

令發之 日と は 令は號 令な り、 士卒への 云 ひ 渡しな り、 

生死 存. U は 今日の 一 戰 にき はまる i な hN 、もし 下知 

を 用 ひすん ば 尸 を 原野に さ らして 鳥獸の 食と なら 

ん、 命 をす て、 よく 戰 はい 萬 死 を 出て 、 一 生 を 得、 敵 

にかち 蓮 を 開ん ことこの 1 戰 にあ，.^ と 士卒に 云 ひわ 

たす ことなり、 かくの 如く 號令を 云 ひ 出す 時、 坐した 

る 者 は：^ 襟 をうる ほし、 臥し たる もの は淚頤 になが 

る、 こと は、 士卒み な敏 激して 淚を ながす 故な り、 偃 

臥 はふす >  J と 也、 涕交， 頤 と は、 兩 眼より ながす 淚流 

れて頤 の あた に、 た て よこに 入れち が ひて 見 ゆる 

こと を 交る と 云な hs  、講義に 士卒 淚を 流す は、 死を畏 


る、 に は 非 やと 云へ，^、 され ども た とへ 勇士な と 

もい きとし いける 人、 など 死 を 悲み命 を惜. まざらん、 

今日 を 限りと 思 ふ 時 は、 故 鄕に殘 し 置く 父母 妻子の 

こと を 思 ひ、 功業 を 立てす して、 穴ュ しくく も はてん こ 

とを悲 て、 淚を 流す こと 人情の 常な り、 され ども 今：：： 

の 計 ごと 無二無三に 敵陣に かけ 入 b  、身命 を 擲て戰 

より 外の ことなし、 戰ふ時 は 萬 死の 內に 一 生 を 得る 

道 あり、 戰は ざれば 居な からに 餓死し、 或は やみ く 

と 敵に 廳し されん は、 無念なる 次第な，..' と 悲嘆の 內 

よ. 9 勇氣 * 發し、 將の麾 に隨て 人々 みな 一 人當 千の 

働き をな す も、 皆 この 悲 みの 內 より 出る ことなり、 荆 

轲が 燕の 太子 丹が 命 を 合 て、 秦の 始皇を 刺殺さん と 

首途 する 時、 易 水の 上に て 餞別の 宴 を 催せし に、 送る 

者 も 行く 者 も 皆淚を 流して なき け り、 酒宴 半に して 

なご„^を惜て歌ひ、皆勇氣を發し、大きに怒て皆裂け 

髮は倒に立ちた，..^と 云 も、 皆 生涯 を 思 ひ 切る 情の 親 

切なる 所よ. 、勇 氣を發 する ことな b、 

投，， 之.. 無. 所. 往 者 諸 劇 之 勇 也、 

者と 云 字 を 一 本に は 則の 字に 作 る、 又 一 本に は 者の 
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叫 やう、 馬の 乘 hv すま ひな どの 類 さ ま <\- のみ ゆ 

くしき こと、 皆是を 妖祥と 云て 妖怪の 類な b  、是を 

禁制して 軍 中に て如此 きこと を 云 はせ ぬ を 祥を禁 す 

ると 云、 去 疑と は、 右の 如くなる み ゆく しき こと は 

皆 人の 心に 疑 ひ を 付る ものなる ゆ へ、 是を 禁制 すれ 

ば 士卒の 心の 疑 を 去るな り、 至お 無辆， 之と は、 右の 

如くなる 妖怪なる こと を 制禁し て、 士卒の 心の 疑 を 

去る 時 は、 士卒 死に 至る まで 其の 心 わきへ ちる こと 

なしと云意な.c^、之とは心の他處へゅく意にて、心の 

わき へ ち b 分る を 云、 總 じて 士卒 死地 へ 陷 りて、 人 

事の 上に て は 何とも せんかた なき 場に 至 て、 人の 心 

の 習 ひに て、 神佛を 賴み： 天道 を賴 むこ、 ろになる も 

のな， 9、 人事の 上に すべき ことなくなる ゆへ 、必 人事 

を はなれた る 不思議 奇妙の 方へ 赴く こと 自然の 道理 

な，^、 故に 必死の 場に 於て 佛神 天道の 奇瑞 を賴 て、 是 

を 深く 信す るより、 心專 一 になり て 必勝 を 得た る i 

も、 世に ためし 多き ことなれ ども、 旣に佛 神 天道の 奇 

特を賴 て 勝利 を 得る なれば、 又佛神 天道の 奇 特 に 迷 

てこの 罰な- 9 彼の 災 なりと 云 所 よ ，0、 勇氣 もち. 5. み 

志 も 挫 けて、 必死の 場 に 入 て も 其 心 必死に ならす、 肷 


北を得ること治定なh^、故 に 孫子 是を禁 する こと を 

云 へ るな. 9、 昔 李 孝 恭と云 大將、 輔公祐 を 征伐す ると 

て、 士卒に 首途の ふるま ひ をし ける" 5、 杯 中の 酒 忽ち 

血に 變 じければ、 一 座み な 色 を 失 ひたり、 孝恭少 もさ 

はかす、 是れは 敵の * 方に 誅 罰せら るへ き 前表に て、 

敵の 血の 色と なるな b と 云 て、 軍士 を 勵 まし 合戰し 

て に 勝利 を 得た る こと あ り、 又 田 は 一 人の 士卒 

を 神 師と稱 し て是を あが めて、 燕の いくさ を 破り 、朱 

矩 は子產 S 神靈 託宣し て、 神 兵 を 降して 加勢 あ..^ と 

巫に 云 はせ て、 是を 以て 列 暢を攻 破りし こと も あ. .9、 

畢竟 將の 心に 妖怪 奇特 を 信せ ざ れ ば、 妖怪 奇特 を か 

りて 士卒の 心 を 一 致す る こと も ある な b 、唯 將の心 

惑 はざる を 本と す ベ きなり、 

吾 士 無 1 餘- 財， 非 .惡.貨 也、 無，， 餘， 命， 

非 .惡 J 寿 也、 

吾士 はわが 士卒な.^、 餘财 なしと は餘^ は あまる た 

からな， r>  、兵糧な ど を やきすて 明：：：！ の 食物 は 入ら 

ぬな.0'、勝^53;は今日の 一 戰 にあ-りと 思 切る こと を 無, 

^財, と 云、 是货を 惡み嫌 ふに は 非す、 戰は ざれば 死 


說と 講義の 說に、 死焉 不>  得士 人 盡. 力と 云 を 一 一句に 

分た す、 一 句と なして 見る、 其 時 は死焉 んそ士 人力 を 

盡す こと を 得 ざらん とよむ、 必死の 場へ 入りて は、 何 

として 士 人の 力 を盡 さぬ こと あらんと 云 意 に て、 義 

理 にか はる ことな けれども、 二 句 に 分けて 見る 方 文 

義穩 なるな り、 


メ  .  メ 


是 故 其 兵 不. 修 而 戒、 不. 求 而 得、 

不. 約而 親ボ. 令而 信、 . 

是は 上の 投„ 之 無， 所， 往と云 へ る 其し るし を說 け り， 

其 兵と は 之を往 ところな きに 投じた る 軍兵 な 、修 

と 云 は 軍法に 亂れ たる 所 あるか、 調 はぬ 所 あるかと、 

ひた ものに しらべ 見る J なり、 戒ると 云 は、 命令 敎戒 

の意にて、士卒に軍の勝利を云ひふくむることな，.„^、 

軍法の 亂れて 調 はぬ 所 ある かと ひた ものに しらべ 

て、 軍の 勝利 を 云 ひ 合め 下知す る こと をせ ね ども、 と 

くと Baf の 勝利 を 云 ひふくめ たると 同然 なること を、 

不， 修而戒 と 云、 不. 求而 得と は、 必死の 働 をな せ と士 

卒に 求めね ども、 おの づ から 必死の 働 を 得るな.. >  、不 

約.. § 親と は 誓約 をす る こと を 約す ると 云、 1 和す る 
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を 親む と 云、 誓約 を させ 神 水 を 呑せ A 判な ど を させ 

ざれ ども、 士卒お のづ から 一 和して、 互に 父子の 親し 

き 如く、 見す て 見 はなす ことなき こ と な b 、不. 令而 

信と は、 號令を 下し、 賞罰の 定め を 云 ひ 渡す を 令す と 

云 、信す と は 士卒 上 の 號令を 信じ 、賞罰 の 定め を 金石 

のか はらぬ 如く 思て、 よく 上の 下知 を 守る こと を 云、 

かくの 如く 號令を 下し、 賞罰の 定め を 出さね ども、 士 

卒 賞罰の 淀 を 守て、 深く 是を 信す る 如くに、 其 心 堅固 

なるな り、 是皆 士卒 を往く 所な き 場に 置て、 彼が 心よ 

. ^必死になる やうに する ゆ へ、 かくの 如く 下知 

に 及ばす して 自然と 堅固になる 道理 な り、 故に 是故 

と 云 字 を 以て、 上の 文 を 承け て 云 へ るな り、 

祥 は妖祥 なり、 總 じ て 巫 山伏な ど 又は 13. 人 にても さ 

ま<\ -の 吉凶 を 云 ひふ ら し、 是は 目出度 前表な りな 

ど 云 こ と を 信じ、 夢の 吿げ 神佛の 託宣、 或は 胸 さはぎ 

し 或は 耳 熟くな り、 或は 目 跳. o、 或は 小便の 色の 淸濁、 

沫 の；：；： 無 を 以て、 運の 盡き盡 きぬ を 占 ひ、 或は 脈 を 取 

,.^、音律を考 へ 、雲の 景氣 星の 立 合 ひ、 鳥の 鳴聲 狐の 

m  -  二八 五 
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なる ゆへ、 そのこ 、ろ を 明さん 爲、 投 やる と 云 字を以 

て說 くな り、 死且 Jf, 北 と は、 たと ひ 死に 及ぶ ともに 

ぐる こと をば せぬ とな 、何 ゆ へ なれば、 敵と 戰 ふよ 

,9 外に は、 何方 へ も 行方な き 場に 士卒 を 置く ゆ へ 、死 

に 及で もに ぐる ことなき なり、 

死 ^If 不ー得 士人 d カチ、 兵士 甚 # 

則 不. 懼、 無 往 則 固 入 深 則拘、 

不. 得. 已 則 亂、 

是は 上の 投。 之 無 7 所， 往 死且， 不， 北 と 云 意 をく りか へ 

して 說 けるな り、 死焉不 得と は、 死に 覺悟を 極めた る 

上 は、 何事 にても ならぬ こと はなしと 云 意な 、士人 

盡， 力と は、 士 人は士 はさ ぶら ひ 人 はた み な h- 、平生 

は士と 民との 差別 あ ，0 て、 士は羞 を 知る ゆ へ義 のた 

めに 命 を輕ん じ、 民は廉 恥の 心なく、 義を かへ みす 

して 死す ベ き 場 を はづす もの なれ ど も、 必死の 場 へ 

打 入れられ たる 時 は、 士 と民 との 差別な く、 皆 精力 を 

盡 くして 働く と 云 意な， 、兵士 甚陷則 不懼と は、 兵士 

は 士卒な，.^、 陷 ると は 死地に 陷る なり、 死地に 陷乞 


とする 時 か、 或は 半陷る 時は是 を 出ん と する こ、 ろ 

ある ゆ へ 、敵 を 懼れ死 を懼る 、意 ありて 弱み あるな 

, ^、され ども 至極 陷.^ き て 出つ ベ き やうな き 時に 

至て は、 懼る、 こ、 ろな くな. 0 て、 勇 氣出づ る ものな 

りと 云 意な り、 無， 所， 往則 固と はわき へ ゆく 方 ある 時 

は 、何と ぞ して そこ へ ゆかんと する ゆへ 心專 1 なら 

す、 心專 一 ならねば備堅固なきものな..=^、何方へもゅ 

く ベ き 所な き 時 は、 士卒 も おの づか ら其 心 納得し て 、 

外へ ゆくべき こ、 ろなくなる ゆ へ、 其備 おの づ から 

堅固なる ものな りと 云 意な り、 入 深 則拘と は、 拘と云 

は 縛られす くめら る  意な り、 敵地 へ 入る こと 深き 

時 は、 前後左右 皆 敵の 中な れ ば 逃 去る ベ き處 なき ゆ 

へ、 繩 などに て 縛て 置た る こ、 ろ もちに て、 制せす と 

も、 自然と 逃散る こと はなき も のな b と 云 意な h ；、 

不，， 得 jiD 則鬪と は、 鬪 はすた  >處 る ことならぬ こと を 

不得已 と 云、 た  > か はすし て た  >處 る ことのなら ぬ 

場 へ 士卒 をお しむく る 時 は、 下知せ すと も鬪 ふなり、 

なにほど 草臥れても 鬪ふ な .CV  、勢の 自然 を 以て 使 ふ 

故なh^  、是皆 敵地 へ 深く 攻 入り て 、味方の 心 @ 然と i$ 

一 になる 道理 をく. 9 か へ して 說 ける な hv、i ^解の 一 


く は へ て、 少しの もの を 多くな す 意な り、 されば 氣を 

併す と 云 は、 士卒の 勇氣を 一 度./,..' に 出させす、 二度 

にも 三度に も 出さすべき 勇氣を 抑へ 置 て、 肝 耍の處 

にて 1 度に 出さす る ことな， 9、 勇氣は 怒- 9 な. o、 平生 

も 腹 立つ こと あるに、 思 ふま  >  に 怒る 時 は、 その あと 

にて 氣泄 る、 ゆへ 怒り やむ もの な り、 腹の 立つ こと 

を こら へ 居て、 一 一度が 三度に な，.^、 三度が 四 度に な b 

て後に發すれば、其怒甚しきものなh^、是にて勇氣を 

併す る 術 を 知る ベ し、 力 を 積む も その 如し、 士卒に 精 

力 を ひた もの 出さ すれば 草 臥る 、もの な り、 精力 を 

かば ひ 置て 肝要 なる 處 にて 出す を 力 を 積む と 云な 

り、 運 兵 計 謀と は 軍兵 をめ ぐらし はこびて、 或は 分れ 

或は 合 ひ、 或は 火急に 攻め、 或は 靜に 守 り、 或は 思 ひ 

がけぬ 遠 所へ とり かけ、 或は かけ つ 引つ して 敵 をな 

やまし、 或は 静に押 行て 位 詰に する 類、 皆 軍兵 を はこ 

びめ ぐらし 自. e に 使 ふ 上の ことな 、是を 運 兵と 云、 

計 謀 は 計 策 方便 な り、 軍兵 を 自由に 使 ふ は 手足の は 

たらき の 如く、 計 策 方便 は 心の 思慮の 如くに て、 か 

たく かけて 叶 は ぬ ゆ へ、 蓮 兵 計 謀と 云へ るな り、 

爲 可 K 測 と は、 は か.. > しられぬ こと をす ると 云 意 


な..^、 計 策 方便 を 以て 軍兵 を はこびめ ぐらし、 自由に 

運用す る こと 敵 も はか. 0 知らす、 又 使 はる 味方の 

軍兵 も はかり 知らぬ やうに す る を、 客戰の 極意と す 

るな り、 この 爲， 不 測 と 云 句の 意 を、 下の 將軍之 

事 靜以幽 と 云 文より 末に 委し く 説け り、 投， 之 無サ所 

,往 と は、 之と は * 方の 軍兵 を 指 し て 云、 無 所 住と は 

敵と 戰 ふ よ，.^ 外 は 何方 へ も 行き 處 なき 場 を 云、 投ゃ 

ると はなげ 入る 、 こと な り、 味方の 軍兵 を 敵と 戰ふ 

よ b 外に は、 何方へ も ゆき どこ ろ のな き 場へ 投入る 

、意な り、 是大將 の 妙 用な， 9、 投入る、 と 云 は 如此な 

る 場へ 士卒 を 置く まで は大將 のす る こ と なり、 如此 

なる 場へ 打 入れられ て 後、 士卒の 命 をす て 、働く こ 

と は、 大將の 下知に 非す して、 士卒が われと みづ から 

戰 ふな. 9、 是を何 にても 物 を なげ 出す に は、 わが 手 を 

はなして 先き へ なげ 出す に ％ る詞 な り、 尤如 化なる 

場に 士卒 を 置く ゆ へ に、 士卒が 身命 をす て、 働くな 

れば、 士卒の 身命 をす て 、働く 處ま でも 大將の 作用 

なれ ども、 それ は如此 なる 場 に 士卒 を 置く 所より 生 

じたる 働きに て、 士卒の われと 心より 働くな り、 かく 

の 如く 士卒に 心よ b はたらか すると ころ 客戰 の. 至極 
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. の義と 叶へ b  、虛實 篇に致 人 而不致 於 人と 云 へ る を、 

古來 主客の 勢 ひと 云 こと を 以て 識 き て、 致 人 を 主と 

し、 不致於 人 を 客と す 、この 時 は 場 を 先へ 取た る を 主 

と 云 ひ、 敵の 場 を 取た る處へ よせ 來る もの を 客と 云、 

場 を さきへ 取た る もの は、 敵 を 手 まへ 引つ けて、 心 

靜 かによ き圖を 以て 敵 を 打て 勝つ な り、 場 を 敵に 取 

られて 後に 來るも の は、 敵に 其 場 へ ひきつ けらる 、 

道理に て、 進 返 皆 敵に つか はる、 な 、故に 其 時の 主 

客の 勢 ひ は、 主 をよ しとして 客 は あし  とす、 是は小 

さく 合 戰の懸 待の 上に て 云た る 客 主な り、 又 この 本 

文の 主客 は、 大きに 總體 にて 云お る 詞 にて、 懸待 にか 

まわす 地戰を 主と し、 旅が けの 戰を 客と す、 詞 のさす 

ところ 異なれ-. =>、 

掠い 於 饒， 野 一 三軍 足. k 艮" 謹 氣而 勿ク 

スル r セ  ヲ  ミ  ヲ ラメ  ヲ  ス  シ r ヲ 

っ勞、 併 k 積. 力 、運， 兵 計-謀、 爲. 不 

ス レバ ヲ -1  ス m ュ ント k 

. 測 投，， 之 Muw. 往、 死 具不. 北 

是は 客戰の 法を說 けり、 旅が けの 合戰の 仕樣な..^、 饒 

野 は ゆたかなる 野な り、 米穀 多き 處を 云、 野と 云 は 野 


二 八ニ 

原に 限らす、 總 じて 田 畠 ある 處を みな 野と 云、 田野 も 

連屬 するな.. ^、掠-於 饒 野, と は、 米穀 饒 かなる 處々 に 

て亂妨 する ことなり、 三軍 足， 食 i は、 如此 すれば 三 

軍の 人 數三萬 七 千 五 百の 大 軍な.^ と も、 食事に 事 か 

くこと なきと 云 意な り、 總 じ て 旅が けの 合戰に 難儀 

なること は 兵糧な， 本國 より 兵糧 を 取らん とすれ 

ば、 途中 敵地 をと をる ゆへ 通路 ならぬ のみなら 

す、 本圃 人民の いたみ 甚し きこと、 作戰 篇に述 たる 如 

くな り、 故に 其處々 にて 亂妨 して、 兵糧 を本國 より；.^ 

ばぬ を 以て 客戰の 法と するな り、 謹養而 勿 JR と は、 

謹と 云 は 大切に する こと な...'、 養 ふと 云 は 士卒の 氣 

力 を 養 ふこと な .9、 勿 勞と云 はむ ざと 士卒の 辛勞し 

疲る 、こと をす る ことな かれと 云 意な り、 人 長途 

を 打に 勞 する こと 甚し、 故に 士卒の 心 は 敵地へ 深く 

入る ほど 專 1 になる もの なれ ども、 辛勞甚 しく、 氣カ 

つ  >  きかぬ ると ころ、 是客戰 の 11 儀なる こと ゆ へ 、隨 

分 大切に して 士卒の 氣カを 養て、 草臥れぬ やうに す 

べしとなり、併，氣賴，カとは氣は 士卒の勇氣な..^、カ 

は 士卒の 精力 な ..=^、倂すると云はニっをも三っをも 

一 つに 合する ことなり、 積む と 云は少 しづ  積みた 


賤 上下の へ たくになる やうに す る も、 又 敵の 愛す 

る 所 を 奪 ふ も、 皆 速 かなる を 主と する J  、合戰 のこ > 

ろ ゆきな り、 され どもい かに 早き をよ しとす とも、 路 

. に 遠近 あ. o、 事に 難易 あ. 0 て、 早くす る >i のなら ぬ こ 

と あ.. >  、故に その 主 速と 云 意 を 下の 三 句に ときて、 乘 一一 

人 之不， 及、 由，， 不虞 之 道； 攻„ 其 所， 不， 戒 也と 云 へ b 、孫 

子が 云 へる はやき と 云 は、 運 速の 義に拘 はるに 非す、 

乘 人之不 及と は 人の 手のと^ かぬ 所 ある を 見 て、 其 

手の 屈かぬ 勢 ひに のる こと な -9、 由 一一 不虞 之 道 一と は、 

不虞 ははから すと よむ、 人の 思 ひ よらす、 氣 のっかぬ 

道す ぢを ゆく  - 」 と を 云な り 、攻丑 《所 不. 戒 と は、 戒 る 

と 云 は 用心 をす る こと な り、 敵の 用心 をせ ぬ 所を攻 

る ことなり、 されば 孫子が 意 は 畢竟 不意に あ.. >  、敵の 

心つ • かぬ 所 は 敵の 手の ま はらぬ 所に て、 この 處は智 

謀 も 勇力 も 多勢 も 用に た  >  ぬ處 な b  、此處 を 取て 制 

する 時 は、 我 はいつ も 先にて、 敵 はいつ も 後な.^、 さ 

一 れば是 を 速なる の 至極と す、 致. 人 而不， 致， 於 人 一の 至 

極と す、 是を虛 の 至極と す、 兵 道の 妙處こ に 至て 又 

餘蕴 なし、 一 本に 主 速の 下に 又 一 の 速の 字 ありて、 兵 

之 情 生 々乘 人之不 及と 云に 作 る、 贅言な り、 諸 本 
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に 從て今 是を用 ひす、 

凡爲； 客 之 道、 深 入則專 主人 不 

レ克、 , 

是 より 末 は客戰 のこと を 云 へり、 旅が けの 合戰 のこ 

となり、 前に 云 へ る 九地の こと、 多く は 旅が けの 合戰 

なる ゆへ なれば なリ、 凡と は總 じて と 云 意な り、 爲客 

と は 客 はたび 人と よむ ゆ へ 、たびが けの 合戰 なり、 專 

と は 心の 專 1 にて はまりつ よき こと を 云 へ り、 主人 

と は合戰 をす る 地の 兵な り、 一 段の 意 は、 總 じて 旅が 

けにて 合戰 をす る 道 を 論す る に、 敵地へ 深く 攻 入る 

をよ しとす、 本國を はなれて 深く 敵地へ 攻 入る 時 は、 

其心專 一 にて合戰のはま.„^っょき ゆ へ、 必戰 ひに 勝 

利 ある ものな り、 その 深く 他國 より 攻來る 兵と、 自國 

の 兵戰ふ 時 は、 地 戰の方 必勝 利な きものな，^ と 云 意 

なり、 地 戰の兵 は 前に 云 へ る 九地の 內の 散 地なる 故 

な b  、昔 韓信張 耳趙の 國を攻 ける 時、 趙の李 左 車趙王 

に吿 て、 韓信張 耳國を 去， 9 て 遠く 闘 ふ、 其鋒當 るべ か 

ら すと 云 へ ，.^、本國を離れて遠く鬪ひ入たれば、兵士 

の 心專ー にて 其 鋒へ は 向 ひ 難しと 云 意な 、此 本文 
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こ i なる ベ か らす、 され ども 肝耍 なる き/' 處を 取て 

制する 時 は、 左へ な， 0 とも 右 へな， 0 とも 此方の なし 

たき 様になる ものな り、 其 肝要なる き、 處と云 は、 敵 

の 大切に する もの あるべし、 或は 兵糧 か、 或は 地の利 

か、 或は 其， 主君の K 所、 或は 根城 何 にても 彼が 収られ 

て 叶 はぬ と 思 ふ 物 ある ベ し、 寄 來る敵 を 待う けて 戰 

んは、 戰て 勝利な きと 云 こと をみ す '知 ながら、 

彼が 寄 來るゅ へ せんかた なく 戰ふ 道理 に て、 戰はざ 

る已 前に はや 敵に 制せられ たる もの な -ft- 、敗北 疑な 

し、 孫子 はよ せ來る 敵に かま はす、 引ち が へ て 兵糧の 

道を絕 つか、 或は 要害の 地 を 奪 ふか、 歸路 を斷ん とす 

るか、 或は 彼 か 主君の 居處、 或は 彼が 妻子の 居處、 或 

は 臣下 旗下の 內に て も、 彼が 救 はやして 叶 はぬ もの 

あらば 是 を攻ん とし、 或 は 本 城 へ攻 入らん とする 時 

は、 衆 整の 敵な りと も、 寄來る こと を さしおきて 其方 

へ 向 ふなり、 是合戰 に 及ばぬ 前に、 敵 はや 此方の 下知 

をき く 道理に て 、敵わが 掌握の 中に 落るな り、 是 孫子 

が 深意 は、 この 方よ， 5 先 を 取て 敵に 制せられす、 大敵 

な， 0 とも、 此方より 是を 制して、 自由に わが 手に つけ 

てま はす 所 を まとす る な hN  、先の 字 こ . -ろを 付けて 


二八 〇 

* ふべ し、 總 じて 肝要なる き 處を収 る こと、 易に も 

其 意を說 けり、 大畜の 六 五に 讀豕之 牙と 云 あり、. 1 

豕とは 豕の勢 をき リ たる を 云 な り、 豕の牙 を 以て 人 

を かけ 物 を そこな ふ を 止ん と 思 は  >、 其 勢 をき るべ 

し、 勢 をき る 時 は あらき 心お のづ から 靜 まる ゆ へ 、牙 

あ， CN て も 物 を そこな ふ こと 能 は す、 豕の 牙に て 物 を 

かけあら く躁く 時、 そ の き/ -處を 制する こと を 知ら 

す、 牙の 上に 取 付きて 是を 制せん とする 時 は、 カを费 

やして 其 功な し、 其 肝要なる 所 を 制する ゆ へ 、牙 あ 

ともおの づ から 其 力 を 失 ふと 云 意な，. = 、この 意 をよ 

く會 得せば、 凡 天地の 間 六合の 內 、わが 命 をき かざる 

もの は ある まじき な...'、 是 將の將 たる 所以、 なと た い 

にわが 士卒に 將 たる i での ことなら ん や、 1 本に 聽 

の 字 を 得の 字に 作る、 義 劣れり、 用 ゆ. ベ からす、 

兵ノ之 情 主. 速、 乘人 之 不 k  、ま， 不- 

虞 ノ之  道；  攻，，  其ノ  所.  不  k  也、 

是は 上の 文 をう けて 先の 字の 意 をと け 、兵 之 情と 

は.^ ロ戰 のこ 、ろ ゆきな り、 速なる を 主と す i は、 早き 

を 第 一 とする ことな 、前に 云へ る 敵の 前後 衆 


ベ き^ 節 ある ベから す、 是智 なくて.^ の ある ふ を 

し、 決斷 なき 愚將 のす る ことな b 、必 す從 ふべ から 

す、 古本に 動の 字の 上に 不の字 あ b て、 合 於利而 不動 

と 云 へ り、 不の字 衍文な..^ 用 ゆ ベ からす、 

敢デ 問， 敵 衆 1 ぽ 將(# 待 〔之ヲ 若 何、 

ク 

是は 孫子 自問自答 を 設けて 云 へ ち、 此條は 問の 辭に 

て、 下の 條は 答の 詞な り、 前に 合-於 利 一而 動、 不， 合 於 

利, 而止と 云 へろ に 付て 戰ふ べき 利の 見え ぬ 敵の こ 

と を 云 へ るな b 、敢 問と は 物 を 問 ふ 時 に發 端に 云 ふ 

詞 なり、 敢と はさし 出た る 意な. CV  、進出た る ことなが 

ら、 この こと を 問 ふと 云て 問 ひ 出す は、 自分 を 謙 退し 

たる 意なる ゆ へ 、總 じても の を 問 ふ 時に、 必 かくの 如 

く云ことな..^、故に何の篛理もなく定まりた る 詞と 

見る べし、 敵 衆 整 而將， 來と云 は、 衆は大 軍な .-、 整 は 

と、 の ふとよ みて、 備 分け 行列の 次第 、軍 中の 法度 皆 

式々 に 整て、 少しも 伺 ふ ベ きひ まの なき ことな hN、 

將. 來と は、 敵の 方よりか、 る べき 體に見 ゆる こ 

とな 、待 之お 何と は、 かくの 如き 敵 を 待う け て、 戰 

ひ 勝利 を 得ん 造 は 如何と 間 ふ 意 な 、元 來大軍 小勢 


は 勢 ひ對揚 せぬ ことなれ ども、 整 はぬ 處 ある を 以て、 

小勢の 整た ると 對揚 する ことなり、 今大 軍に てし か 

も 整た る 敵の か、 ，9* る は、 實强の 勢 ひなれば、 是に 

勝つ こと あるべ からす、 こ れ と戰ん こと 勝利の 道に 

叶 はぬ なれば、 合-於 利 一而 動と 云 ひが た し、 戰 はすし 

て 止まん とすれ ども 敵よ，. >  よせ 來る. な れ ば、 戰 ふま 

じきと 云 こと もなら ぬな り、 是又 不， 合-於 利 一而 止と 

云 文の 意 を 守る べき こと もなら ぬ な .9、 故に 上に 云 

へ る 合， 於 利， 而 動、 不 X ロー 一  於 利 一而 止と 云 語に て は、 如 

此 なる 時節に 受用 すべ き やうな し、 如此 なる 時 は 

如可樣 にして この 敵 を 一 待 う け 戰んぞ と 問た る 意な 

り、 

曰 先 奪，， 其 所 k 則 聽矣、 

是 答の 辭な. -、 先と は 此方よ 先 だつ 意な..^、 其と は 

敵 を さして 云、 其 所 と は 何 にても 敵の 大切に 思 ひ 

恃 みに する 所 を 云、 聽とは 此方の 下 知 を 敵が きくこ 

とな. 9、 答の 意 は、 * 整に L て 寄せ 來る 敵に 實强の 勢 

ひに て、 この 方よ 自由に 是を 制して、 上の 文に 云 へ 

る 如く 前後 衆寡 貴賤 上下のへ たくになる 樣に する 
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し、 され ども 變詐 を設 ると 云 も、 其 至 理を論 やる 時 は 

實を 以て 虛を うつ に 過ぎす、 此 方 よ. 9 設け.^ る變詐 

にの て 心 其方へ 向く 時 は、 是 すな はち 虚 なり、 動せ 

ぬ もの は實 なり、 其 上 軍 をす る こと 變詐 ばかり に 限 

るに 非す、 正兵 を 以てう つべ き圖を 伺て 打つ こ と 又 

多き ことなる ゆ へ 、變詐 ばか.^ を 云 時 は 道理に のこ 

る 所 あるな b  、故に 今 梅 堯臣、 王晳、 張 預が注 に 從て 

解す るな b  、變詐 を 設 ると 云說を あし、 と 云べ から 

す、 一 本に 所謂 古 之 善用 k ハ 者と 云 を、 古 之 所謂 善 a 用 

兵， 者と 云に 作る、 義理 少し 異なれ ども、 大義に 鍋から 

ぬ ことな eos、 

氛於 利 一而 動" 不パ 合， 於 利， 而 止， 

是も 上の 所謂 古 之 善用 兵 者と 云より ひとつ  > きに 見 

るべ し、 上に は 敵の 前後 多寡 貴賤 上下 はなれぐ に 

なる 榡に する こと を 云て、 こ、 に は 其 畢竟 を 云へ，.^、 

右に 云 へる ごとく 敵の 前後 多寡 貴賤 上下の へ たく 

になる； と は、 何故に 如此 なる なれば、 わが 戰を する こ 

と 利に 合へば 動き、 利に 合 は ざれば やむ 時 は、 戰 ふこ 

と 皆よ き圜を 以て 戰 ふゆ へ、 敵 は 右に 云へ る 如くに 
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なるなh^、合於利とは滕利の道に叶ふことなh'、不合 

於 利と は 勝利の 道に 叶 はぬ こと な ^、動と は 働く と 

云 意に て、 戰 ふこと を 云 な ，.^、止とは戰はぬ ことな 

り、 勝利の 道と は戰ふ ベ き 圖を云 、職 ふ べき 圚とは 敵 

の虛 な.：^、 不意 ヒ うち 備な きを 襲 ふこと なり.、 不意 を 

うち 備 なき 處を襲 ふ 時 は、 前後に 備を 立て、 大 備小備 

を 分けて 各 其 救 應を專 と し 、貴賤 上下 その 司 b を 守 

ると 云 へ ども、 睡中 をう たれて 手足の 働きな き 如く、 

前後 多寡 貴賤 上下 皆 その 用 をな す こと を 得 す、 故 に 

上の 條に云 へ る 名 將の妙 用 は、 この 條に云 へ る 合-於 

利， 而動、 不^お 利 一而 止と 云 二 句に あるな， 9、 古來の 

注に、 上の 文に 云 へ る 如くに、 敵亂る ， と 云と もみだ 

りに うつ ことな かれ、 尙又 利に 合 ふか 合 はざる かと 

考 へて、 戰を すべ しと 云 意な と 云へ 、大きなる 

なり、 敵の 前陣 後陣へ だくに な. 9、 大備小 備救ぁ ふ 

ことならす、 * 賤 上下 力 を 合せ や、 一 備の內 も 其 心ち 

、になり、 鋒 を 合せても 衆 力 一 致せざる 所 こそ、 

勝利の た  >  な かなれ、 こ、 を 打た すして 何れ の 處を 

か 打たん、 こ 、に 至ても 尙 又 利に 合 ふか 合 はぬ かと 

考る ならば、 ひた ものに 打つ ベ き圖 をはづ して、 戰ふ 


たっとき にて 將 吏な， 、賤は い やしと よみて 士卒な 

、將吏 は 智謀 を 以て 士卒 を かこ ひて 敵に うたせ す、 

士卒 は 武勇に 以て 將吏を 守護して 敵に うたせ ぬ もの 

なる に、 將吏も 士卒 を 救 ふこと ならす、 士卒 も 將吏を 

救 ふこと ならぬ を、 责賤 不一 一 相 救 一と 云な 、上下 不 n 相 

& 一と は、 上と 下との はなる 、ことな .0-、 收む ると は 

散りた る もの を 一 處 へよ する ことなる ゆ へ、 不. 收と 

云 へ ば 上下の 心の ちり はなる こと を 云 な り、 卒離 

而不 と は、 士卒ち b くに はなれて 1 處に 集まら 

ぬ なり、 兵 合 而不. 齊 と は 鋒 を 合せて 戰 ふこ と を 兵 合 

と 云、 鋒 を 合せて 戰ふ時 は、 衆 力 を そろへ 一度に 打て 

か、 れば其 勢ひ强 きものな，. = ^、は ら くに か、 れば 

其 勢よ はきものな， 9、 ばら/^ になり て そろ はぬ を 

不齊と 云な り、 一 段の 意 兵家に 所謂る 古の 名將 は、 敵 

の 前陣と 後陣と はなれぐ. になり て、 前陣 より は 後 

陣に 手と  >  かす、 後陣よ..' は 前陣へ 手と V か ぬ樣に 

し、 又 敵の 大備と 小備と はなれぐ にな りて、 大備は 

小 備を恃 み 力に する ことな ら す、 小 備は大 備を恃 み 

力に する ことならぬ 樣 にし、 又责賤 上下 はなれぐ 

になり て、 將吏は 士卒 を 救 ふこと ならす、 士卒 は將吏 


を救ふことならす、上下の心ち.^^»(»になり、又士卒 

の 間にても 其 心ち になり て 一 致 せ す、 鋒 を 合 

せて 戰ふ時 も 力 そろ は す、 勢 ひ 一 致せぬ やうに する 

こと、 是 古の 名 將の妙 術な りと 云 意な り、 何 を 以て 如. 

此 する なれば、 その 所以 は 下の 文に く はしく 說 けり" 

こ 、に は先づ 其し るし を 擧げて 云 へ る な 、今大 峰 

を 以て 云 はんに、 以 搫 に 過 ぎ ャ、 虛は 敵の 知ら 

ぬ 所な b  、敵の 力の 出ぬ 所な 、實を 以て 是を擊 つ 時 

はせ. ハカ 猛な b 、たと へば 人の 手足の 頭目 を 守る が 如 

し、 物 ありて 頭目に あたらん とすれば、 われ 知らす 手 

足 を 動かして 是を ふせぐ こと 自然の 妙 用 な り、 され 

ども やわらの 上手 は、 敵 の 虛な る處を 知て 是へ當 る 

ゆへ、 是を ふせぐ こと 能 はす、 其 上 多 力の 人 にても 力 

を 出す こと 能 はす、 此方よ のつ る 所 は實を 以て 擊 

つゆへ 其 力 百倍す、 こ の 理を 明む る 時 は 大小 一 致に 

て 戰も亦 かくの 如し、 よく 味へ て 其 妙ヒ會 すべし、 此 

節 を 李签、 杜牧、 孟 氏より 劉 寅、 施 子 彭繼耀 、梅堯 

臣 等の 諸人 皆 變詐を 設けて 敵の 心 を 亂すゅ へ、 敵の 

前陣 後陣 大備 小備 貴賤 上下 一 致 せ す、 離れぐ にな 

ると 云へ， o、 是 もさる ことにて 其說 非な と 云 ひ 難 
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攻， 其 後一と は、 敵よりも 味方 を 見 侮りて 居た る 所 を、 

思 ひの 外に 右の 如くに 切て 出られて、 敵 も と はう を 

失 ふところ を、 銳卒を 分て 敵の 後を攻 るな り、 此是失 

道而求 生と は、 死地に 陷 たる 所 は 軍の 道 を 失て 如此 

の 地に 來 るな. o、 今 この 一 戰 にて 萬 死の 中に 一 生 を 

求る ゆ へ 、失， 道而 求， 生と 云な， 9、 故 曰 困 而不謀 者窮、 

窮 而不， 戰者 c と. 云 は、 古語 を 孫子が 引て 云へ るな 

-5、 困而不 V 謀者窮 と は、 前の 條に 園 地 則 謀と ある 意 

な- 9、 圍 地に 陷て 敵に 困 めら る こと あらんに、 奇計 

を 用る こと 能 は ざれば 必窮 するな， 、窮 すると 云 は 

ゆきつ まること にて 至極に ゆきづまりて、 すべき や 

うのなくなる ことな.^、 窮 而不， 戰者 C と は 此條の 意 

なり、 死地に 陷る時 は 進む こと もなら す、 返く こと も 

ならす わき へ 行く こと も ならす、 兵糧 もな く 後 詰 も 

なければ 久しく 守る こと も ならす、 如此 ゆきつ ま h,- 

たる 處に 至て は、 唯 命 をす て 、 死戰 をす るよ.^ 外の 

ことなし、 よく 命 をす て 、戰ふ 時 は 百倍の 力 出る も 

の ゆ へ 、必勝利を得るな..^、さなければ必滅{:lすると 

云 意な り、 . 


所謂 古 之 善 用 Jif, 者、 能 使，， ， 敵 人， 

前後 不相 及； 衆寡 不，， 相 恃； 貴賤 

不相 救： 上 下 不， 相 收； 卒 離而不 

レ集、 兵 合ァ而 不， 齊、 

上に 死地 則 戰と云 へ る を 承 け て、 これよ. 5 戰の道 を 

云へ り、 畢竟 九地 は 地の 上の ことにて、 地 は 外に あり 

兵家の 專 要は 我に あ り、 我に よく 戰の 道を會 得する 

時 は、 九地の 術 その 助けと なる、 戰の 道を會 得せざる 

時 は 九地 を 知る とも 其 益な き 道理 な b  、所謂 古 之 善 

用兵者とは、兵家にぃはゅる古の名將のことな.=^、能 

使 n 敵 人 1 前後 不一 一 相 及 1 と は、 及と 云 はと V  く 意な， 0-、 と 

>  くと は 手のと >  くこと な -.? '、されば 前陣 よ，^ 後陣 

へ 手 屈 かす、 後陣より 前陣 へ 手と  >  かぬ こと を、 前後 

不相 及と 云な 、衆 は 多勢の ことなれば 大備 な，^、 募 

は少 勢の ことなれば 小備 な り、 大備は 小 備を恃 て 手 

足と し、 小 備は大 備を恃 て 根本と する ものなる に、 大 

備小備 はなれ/ にな..^ て 持 合 はす、 互に 力と なち 

恃 みになる ことなき を、 衆寡 不。 相恃 一と 云な， 9、* は 


籠，.^ て 居る ことなり、 陣城 をし つら ひ 長く 引 込て 居 

て、 出で 、働く まじき 隱 にして 敵に 見す る ことな. h -、 

安靜勿 以隱 。吾 能 一と は、 安靜は 動か ぬ ことな b  、吾 

能 はわが 材 能と 云 意に て、 合戰 をして 勝利 を 得べき 

武の 働き を 云、 陣 城に 引 込み 静かに して 働き 出 やし 

て 居る 時 は、 戰ふ ベ き 仕形 を 失 ひたる ゆ へ 、合戰 をば. 

せ ぬ と 敵が 思 て 、味方 を 見 侮 る 意 出るな り、 是 われに 

死戰 をす る 働な しとす ると ころ、 吾 能を隱 して 敵に 

見せぬ 意な， 9、 吿 。令 三軍， 示， 不， 得， 巳 と は、 吿令は 下 

知す る ことな， 9、 總 軍の 士卒に 下知す るに は、 是非に 

及ば ゃ死戰 をす ると 云 ひ 含む る なり、 士卒の 勇氣を 

尊 一 にさせん 爲に、 必死にな ると 士卒に 思 はする 時 

は、 其勇氣 心まで 專 1 にならぬ ものな り、 故に 士卒 ま 

でに 吾が 心の底 を 知らせす、 唯運盡 きて 是非に 及ば 

ぬ 次第な"、 唯 命 をす て、 戰ひ 死すべき と 云 ひ 含め 

て、 士卒 を 人々 心よ.^ 必死の 心に なす な，.^、殺^牛燔 

, 車以饗 „ 吾士 一と は 兵糧 を つけたる 車 を燒 すて、 其 牛 

を 殺して 士卒に ふるま ふ こと な. c>  、今： 11 を 限. 0 の 1 

戰 なれば、 後 H の 兵糧 はいらぬ と 人に 思 はするな hN、 

燒， 7 盡 糧食 ー塡 井 竈 一と は、 兵糧 を やきすて； 井 をもう 
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め 竈 を も 打破り、 陣屋の あとの 地 を 平らに ならす こ 

とな. o、 是も 今日 を 限りと 思 切た. る こと なリ、割^^ 

捐. 冠絕" 去生盧 一と は 軍の 計に て S. 冑を ぬぎすて 冠 を 

着し、 平 人に まが ひて 落 行 こと ある ゆへ 、軍 中に も 冠 

を もた する ことなり、 然るに 冠 を もす て髮 をき る は、 

髮 あれば 冑を きる 邪魔になる ゆ へ 髮を きり、 今日 を 

限. 9 の合戰 ゆへ 冠 をす て、 生きて 返らん とする 思慮 

を絕去 る なり 、將無 一一 餘謀  一士 有/死 志 1 は、 將は 死戰 よ 

,9 外に 自餘. の 謀な く、 士卒 は 必死の 志 あるな り、 於是 

砥 fe. 礪， 刃 併， 氣  一 y 力と は、 右の 如く 上下 將卒 ともに 

心 を 一 途に きわめて、 甲 をみ がき 刃 をと ぎ、 勇 氣をも 

精力 を も、 三軍の 士卒 一 途に そろ へ て 打て 出るな り、 

甲 をと ぐ は 矢 石のと をらぬ 爲な り、 必死の 時まで も 

如此 する は、 死す るまで もよ く 働き、 敵 を 多く 殺す ベ 

き爲 なり、 心ば か hNa: 一  にな りても 氣と 力と そろ は 

ぬ 時 は、 百倍の 勢 をな さぬ ゆへ、 上に は 心を專 I にす 

る こと を 云た るに 尙又併 一 . 力と 云へ る なり、 或 

攻 一一 兩旁ー 震 鼓 疾譟と は、 向よりか、 るか 或は 敵の 兩ゎ 

きょ b 攻め か 、り、 雷の 如く 太鼓 を 打ち、 火急に 叫ん 

でか、 る ことな り、 敵 人 亦懼 P 知 當、 銳卒 分行疾 

二 七 五  In 
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立て 敵の 動 を 見る べし、 妄に 進んで 敵 を うつ こと 勿 

れと云 意な り、 交而 勿. 去と は 交る と 云 は 交 和の 意に 

て對陣 する ことなり、 きつ. と對陣 をして 居て、 其 場 を 

立ち 去る ベ からすと 云 意な，^、 此肷. 謀 之 法 と は、 右 

の 仕形 は 敵の 略 を やぶる 軍法な，. = ^と 云 意な h^、 

二 ハ  へ 

夕.^ 貝 戰 

死地 は 前に 云へ る 如く、 先き へ 進む こと もなら す、 あ 

と へ 引く こと もなら や、 わき へ 立 去る J もなら ぬ 場 

所に 陷て、 必死に きわま たる を 云、 され ども かくの 

如き 必死の 場に て は、 士卒 も 必死の 場な りと 云 こと 

を 知る ゆへ、 其心專 一 にな..^ゃすきものなり、精カを 

勵 まして 戰ふ時 は 百倍の 勇力 出る もの なる ゆへ、 必 

勝利 を 得る ことな， o、 故に 戰 へと 云へ， o、 吳王問 一一 孫 


武， 曰、 若師 出， 境 軍， 一 於 敵 人 之 地； 敵 人 大至圍 數 重、 

欲， 突以 出， 四 塞 不. 通、 欲 鼬 壬 激. C へ 使， 之 投. 命潰& 

則 如 之 何、 これ 問の 詞 な.^、 若師 出， 境 軍，， 於 敵 人 之 地- 

と はわが 國 境の 軍兵 を 押出して、 敵地に  陣 とる 時の 

ことなり、敵人大f^-圓.我數重とは、敵の 軍兵 夥しく 

來て、 四重 も 五重 も 取 園むな り、 欲，， 突以出 1 四塞不 km 


と は、 突 はっき やぶる ことなり、 四 塞 は 四方の 塞がる 

ことなり、 敵 兵の 園 を 突破て 出ん とすれば、 四方の 路 

塞り て 通路な きな， -、 欲， 勵， 士激. 衆 使， 之投. 命 清 "阐則 

如 之 何と は、 義理 を 以て 兵士 を 勵， ますこと を 勵士と 

云、 又下卒 をば 計 を 以て 腹 立た せ 怒りに 乘 じて 働ら 

かする を激 衆と 云、 命を投 うつ を投 命と 云、 敵の 圍 を 

つきやぶる を 潰 ^圍 と 云、 翳 書に 臈 物の 膿の 出る を潸 

ると 云よ， 9 して、 圍を 破て 外へ 出る を潸. 園と 云な..^、 

されば 義理 を 以て 兵士 を 勵 ませ、 怒 を 以て 下卒を男 

め、其の勢ひにの，.^て命を投ぅち身を捨て、敵の園を 

破て 出ん とする 時 は 如何すべき かと 云 意な り、 武曰、 

クシ チ ク メテシ r チ チ -1 メレク r シガ IS  メ  二 

深 Jf 高 i 示 守備； 安 靜勿& 以隱， 吾 能； 吿？ 三軍- 

li チ， 已、 殺^ 燔 以饗， 吾 士；， 燒， 精 食， 壊。 夷 井 

竈； 割 Jssgs 絶-去 生 慮； 將無， 餘謀， 士 有-死 志； 於 & 砥 

, 甲礪 1 .カ、或攻=兩旁，！^鼓疾譟、敵人亦懼^!^- 

y 知 當、 激卒 分行疾 攻，， 其 後； 此是失 而求. 生、 故 ほ 

困而不 y 謀 者窮、 窮而不 k 者 IT . 』 れ 答の 辭 なり 、深 溝 

高壘 示， 爲 a 守備 一と は陣 所の 掘 を さら ゆる を 溝 を 深く 

すと 云、 陣 所の * を かけ 柵の 木 等 を 堅固に する を 高 

壘と 云、 守備 は 守 b の備 へな， 、合 戰を せす 陣 城に 入 


る を 見て 、必用 心 怠り 油斷 するな り、 則 吿。 勵 士卒 I 令- 

, 其 奮 怒， と は、 敵 かくの 如く 油斷 したる と 見ば、 士卒 

を勵 まして 士卒の 怒て 勇氣の 出る やうに すべし とな 

b  、陳。 伏 良卒ー 左右 險阻 撃. 鼓而 出と は、 良卒は よきつ 

はものなh^、陳伏は或は敵にさし向けて陣を張..^、或 

は 伏兵に するな り、 士卒の 怒， 5 の やまぬ 內に 手分け 

をして、 よき 兵 を 或は 先陣 橫鎗に 備 へ 、或は 伏兵に 

し、 或は 險阻を 左に うけ 右に うけ、 險阻を かたどりて 

太鼓 を 鳴して 打て 出るな り、 是 前方 は 火の 氣も た > 

ぬ やうに 至極 弱き 形 を 敵に 見せ、 こ、 に 至て 俄に 變 

じて、 か 、り 太鼓 を 以て 打て 出る 時 は、 敵の 不意に 發 

して 迅雷 耳を蔽 ふに 及ばざる 勢 ひなり、 敵 人 若 當-疾 

擊務突 一 我 則 前 鬪後拓 左右 掎 角と は、 敵 もし 急に 擊て 

か 5 らば、 眛方は 前後左右 ともに 身命 を拋 て、 死戰し 

て 切て 出で、 其 勢 ひに 乘じ てこの 場 を 立ち去る べしと 

云 意な り、 疾 撃と は 急に 打て か、 るな り、 務 突と は眛. 

方の 備を 突き ちらさん と 無 一 一 無 三に 切 か ， る ことな 

..^、前鬪後拓は先陣鬪 へ は 後陣 は 鳥の 跖の 如く 働く、 

左右 は掎 とり 角と り、 先陣 後陣 左 備右備 ともに 力 を 

併せて 働く  > となり、 大事の 場 なれば、 一 軍 殘らゃ 粉 骨 


の勢を竭さすしては勝利を得がた.^^道理を云 へ るな 

^、又 曰 敵 在-吾 園， 伏而 深謀、 示 以 一索 以 、紛 

転 若. 亂 不. 知. 所， 之 奈何、 これ 吳芏の 再 問へ る詞 な 

. ^、上の 問答 はわれ 圍 地に 陷， 9 たる 時の こと を 云 ひ、 

こ  に は 乂敵圍 地に 陷て、 M 地 則 謀と 云 へ る 意 を 用 

ひて 働く 時の こと を 云へ り、 敵 在 吾 圓伏而 深謀と は、 

敵わが 國の 中の 圍 池に 陷て 居て、 伏し 隱れて 深き 謀 

を 述らす こと を 云 へ り 、示， 我以， 荆 と は、 我 を 誘き て 

利 を 我に 啗 はする ことなり、 索， 我以. 旗 と は、 わが 旗 

を 見て わが 軍情 を 察し 索む る こと なり、 紛！ 若. 亂不 

Z 知. 所乏と は、 元よ，..^ 智謀 ある 敵なる ゆへ、 其 備を亂 し. 

紛々 転々 として はかり 難く 察し 難き ゆへ、 我 もせん 

かた を 知らぬ 時 は 如何すべき と 云 意な り、 不知 所 之 

と はすべき やうな き ことなり、 武曰、 千 人 操， 旌分 塞， 

耍道； 輕兵進 挑 陣而勿 、交而 勿， 去此敗 ^ 謀 之 法、 , J れ 

答のことばなh^、右に云 へ る 如く 敵が 鬧 地に 陷て 圍 

地 則諫と 云 法 を 用る 時の 仕形 は、 人數を 千 人 分ち 遣 

はし、 旌を もたせ 要害の 道 を 塞がせ 置き、 敵 をと を さ 

ぬ樣 にして、 さて 進 返 自由なる 輕兵を 遣し、 敵陣 へ 取 

かけ 戰を 挑み 引出すべし、 陣而勿 と はきつ と備を 
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き ゆへ、 智謀 計 策に て 勝つ ベ き道现 なり、 奥 王 曰、 前 

有， -强敵 (後 有- fi 難； 敵 絕_: 我 糧道-利-我 宠 勢； 彼 鼓譟 不 

,進、 以觀。 吾 能 一則 如 之 何、 これ 問の 辭 なり、 進まん と 

すれば 前に 强敵 あ..^ て 進む こと を 得す、 引ん と すれ 

ば 後に 險難切 所 あ.^ て 引く こと も ならす、 敵わが 糧 

の 道を絕 ちて 兵糧 を斷 絶し、 徽 わが 走 勢 を 利して 士 

卒の心 堅固なら す、 走 勢 はに ぐる 勢 ひとよむ、 利す る 

と は 順 利に する 意に て 走ぐ る ことの 自由なる. やうに 

思 はするな り、 是 士卒の 心 を 堅固に すま じき 爲の 策 

な. 9、 鼓 譟不， 進と は鼓譟 はつ  > みうち さわく とよみ 

て、 太鼓 を 打ち 聲を たて、 おめき さけんで 味方の 氣を 

奪 ふやう にす る ことなり、 以舰 一， 吾 能 一と は 能 は 才能な 

り、 この 方の 才能の ほど 働きの 次第 を 見る ベ きため 

に、みだ，.^に攻めか 、らす 檨子を 見て 居るな り、 智謀 

あるむ つかしき 敵な，. >  、如此 なる 場に て 如 此の 敵に 

あは  >  如何 檨に せんと 云 問な.=^、武曰、圓地必塞^- 

門 1 示 fei. 所. 往、 則以， 軍爲 A 系 萬 人 同. 心 三軍 齊. 力、 幷 

, 炊數曰 無^ k 烟； 故 爲，， 毀亂寡 弱， \- 形； 敵 人 見， 我備 

必輕、 則吿 1 士卒， 令， 其 奮 怒， ¥ 伏 良卒； 左 岩 險阻， 擊 

, 鼓而 出、 敏人 若當。 疾撃務 突； 我 則 前 鬪後拓 左右 掎角、 


二 七 二 

これ は 答な.^、 園地必 塞， 其 門, 示 fe. 所， 往とは 、霧 門と 

云 は 問の 詞の走 勢と 云 へ る を 承け たる な.. >  、其 地 へ 

入りた る 口 をば 敵より 塞ぎて、 あらぬ 方に *^.=^の引 

口 を 敵より つけ 置た るな り、 敵 は こ、 より 引處 をう 

たんと たくみた る を 士卒 は 知らで、 こ を 明け S  く 

時 は引處 あ.^ と 思て 其 心 一 致せ や、 故に こ、 を 塞ぎ 

て 味方の 士卒の 引く 處 なきやう に すれば、 心專 一 に 

な る な，^、 以軍爲 家と は 、 如此 すれば 味方 の 士卒 陣中 

を わが 家の 如く 思 ふなり、 外に ゆき 處 なき ゆ へ 、士卒 

の 心の 必死に 落着く こと を 云へ b 、萬 人 同つ $ 三軍 齊 

, 力と は、 萬 人の 士卒 も 心 を 一 所に 合せ、 三 ts- の 兵 も 

力 を 1 途にぁはすることなh^、是園地の耍法なh^、是 

極惡の 地なる ゆへ 士卒の 心 一 致せ ざれば 勝利 を 得が 

たきな り、 幷 ^ 數： n 無 ー火烟 一と は 数 曰の 飯 を 一度に 

たきて 置て、 火の 氣の、 見えぬ やうに するな. CS  、是 兵糧 

きれた と 敵に 思 はす. ベ き爲 なり 、故 爲，ー毀亂^^5^弱之 

形 一と は、 故 は わさぐな り、 毀亂は やぶれ みだる、 

な，.^、 寡 弱 はすくな くよ はきな り、 わざと 味方の 勢の 

やぶれ 亂れ て、 人數 もへ 少く なりたる やうに 敵に 

見す る なり、 敵 人 見， 我備， 之 必輕と は、 敵 わが 如此な 


何、 これ 問の 辭 なり、 山川 險阻 難， 從之 道行 久卒勞 は、 

山川 あ， 9 て 地形 險 阻に 行きが たき 道に て、 しかも 長 

途を 經來， 0 て 士卒 革 臥た らん 時に と 云 意な り、 難レ從 

と は 行き 難き ことなり、 敵 在。 吾 前 一而 伏 Jfjn 後一と は 敵 

わが 前に 來り、 對陣 をして 我が 後に 伏兵 を a  くこと 

な. -、 綮在 = 吾 左， 而 守。 吾 右， と は 吾陣 所の 左に. 敵陣 を 

取. 0 ながら、 人数 を まわして， 吾陣の 右 を 守らす るな 

り、 皆 われ を 挾ん て 打つ べき爲なh^、良車驍騎とは良 

車 はよ き 車な， 、かけ 引き手 輕く 丈夫に こしら へた 

る軍車な..^、驍騎は驍勇の騎馬と云意にて、騎馬の勇 

士を 云、 耍， 吾 陰 道 一と は S 道 は 袋の 口 をく/ -h- たる 如 

のせ はき 處な り、 耍 すると は そこ へ 人數を 出して ね 

れを 打ん と 待ち かくる こと な.. >  、かくの 如く 難所に 

て 敵に つけられた らば 如何様に せんと 云 意な. 、武 

曰 一。 輕車， 去， 軍 十 里、 與， 敵 相 候 接 „ 期險 阻； 或 分而左 

或分而 右、 大將四 觀擇」 &而 取、 皆 會„ 中 一， 倦. 而 乃 止、 

これ 答の 辭な 、先進- 輕車 1 去， 軍 十 里と は、 先づ 總軍 

より 十 里 ほど 【まて 先き へ 軍車 を 押す ベ し、 與. 敵 相 候 

と は 相 候 はものみ な b  、敵の. やうす を この 軍車 を以 

て 伺 ひみる ことなり、 接， 一期 險阻 一と は 互に 救 ひ あ ふこ 


となり、 險 阻の 處 にて は 互に 救 ひ あ ひ、 敵 か らば 橫 

や を 入る やうに すべし と な，.^、或分而左或分而 

右と は、 人 數を幾 手に も わけ、 或は 左 或は 右に 分れて 

押すべし、 大將四 観と は、 總大將 は 高き 處へ あがり、 

四方 を よく 見す まして 下知す ベ し、 擇； 4i 而取 と は、 

.141 は 敵な き 方な り、 敵の なき 方 を擇て 大將の 旗本. U 

押す ベ しとな.^、 皆會 中道と は、 諸 勢み な 押 行く 半途 

にて お 合 ふことの なるやう に すべし と なり、 さな 

ければ 互に 救應 する こと ならぬ 故 な，.^、 倦而乃 止と 

は、 如 此の 道 をは隨 分に 押 行て はやく 立 去るべし、 さ 

れ ども 士卒 殊の ほかに 倦みたら ば 暫く 止まる べし、 

草 臥た る 人 數を强 て 押 行き、 敵に 逢 ふ 時 は おくれ を 

取るな， 9、 


園-地 則 謀、 


圍地は 前に 云 へる 如く 四方に 山 か 川 か あ て、 入口 

隘 くわき へ 行く ベ き やう もな く、 又 入口 を 敵守，.=^て 

引くべき やう もな く 難儀なる 地な..^、 謀れと は 計 策 

を 以て 勝つ べしと 云 意な...'、 この 地 は 敵少 勢に て 味 

方の 多勢に 勝つ ベ き 地形 なれば、 力 わざに 勝ち がた 
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つぎもの とよみて 下より 上 へ 物 を さ 、 ぐる を 何に て 

も 貢と 云 なり 、多 者 有 賞と は 、亂妨 をし て澤 m に 米穀 

衣服 を 得た る 者に は 褒美 を與 ふるな. 5、m. 地の 肝要 

この 一 事に と > まる ゆへ な.^、 若 欲 一一 還 出 一 深. 溝 高 M 

示， 1 敵且 1. 久と は、 もし 陣所を 出で、 本 國へか へらん と 

思 は  > 、陣 城の 普請 をして 尙 久しく 逗留すべき やう 

に敵に思はすべしとな，.^、深JSとは陣城の耍害堀A.J 

深く さら ゆる こと なり、 高 fen と は 壘は 土手な， o、 陣 

城の 土手な ど を 前よ. 0 は 又 高く 築き たて、 久しくす 

む ベ きてい にす る ことな. 9、 示 一一 敵且 久とは 久しく 居 

る べきて い を 敵に 見す る こと なり、 敵 疑 一一 通途 一と は、 

通途は 往還の 海道な..^、敵には引かば 往還の 海道 を 

一 と をらん と 思 はする ことなり、 私 除, 要害 一と は ひそか 

に 要害の 地 をと をり て歸 るな， 9 、要害の 地と は 險阻 

の 地な り、 除 ふと は路を 作る ことな リ、 大 軍のと をる 

に は路を 作らで 叶 はぬ もの ゆへ 、要害 を と をる こと 

を耍害を除ふと云な.^^、乃4.。輕車ー銜レ枚而行 と は、 兵 

糧 器物 をのせ ぬ 軍車 を輕 車と 云、 銜， 枚 は 前の 注に あ 

る ごとく、 忍びて 押し 行く に は 枚と 云 もの を 口に 合 

ませ て 1H 曰 を たてさせぬな b 、右の 如く 本道に てな き 


二 七 〇 

嬰 害の 路へ か、 り、 輕車を 以て 忍て 引くべし となり、 

揚 《崖 埃 1 餌以, 牛-ゆ 1-1 と は あらぬ 方に て ごみ ほこり を 

たて 、、味方が 其方へ 押 ゆく かと 敵に 疑 はせ、 又 敵の 

追 來る路 に 牛馬な ど を棄置 て、 それ を 奪 ふとて 敵に 

手間 を とらせな どす る ことなり、 敵 人 若 出 鳴レ鼓 隨レ之 

と は、 敵が もし 打て 出て、 太鼓 を 鳴らして 追來 らばと 

云 意な b  、陰 伏 J^n  士， 與之 中期 と は 、陰が にわが 士卒 

を 伏兵に して 置て、 中に て 敵 を 打つ べしと 仓圚 を定 

め 置 ことな 、中期の 期 は 期 約と て 約束 合圖の こと 

なり、 內 外相 應其敗 可， 知と は、 かくの 如く 內外 より 

牒し 合せて 打つならば、 敵の 敗北 疑 ひ あら じ と 云 意 

なり、  - 

一一 ハケ 

圯-地 則 行、 

圮地は 前に 云 へ る 如く 難所に て、 人數を 押しが たき 

地 を 云、 行けと はかくの 如き 地に は 必 陣を 取る ベ か 

らす、 急に 押 行きて 蹈 留まる ベ からすと 云 意な り、 戰 

て も 守ても 利の なき 地なる ゆへ な， 、吳王 問，， 孫武ー 

曰、 山川 險阻 難.^ 之 道 行 久卒努 、敵 在，， 吾 前 一而 伏。 吾 

後； 營在， 吾 左， 而 守-吾 右； 良 車 饒騎 要； 吾 ^£道-則 如 之 


は 兵糧 一 事 なれば、 因，， 糧於 敵， の 道理 にて、 敵の 兵糧 

を わが 兵糧に 用る に 非れば 勝利 を 得が たし、 故に 敵 

地 を 亂妨せ よと 云へ る なり、 李筌が 注に は、 重 地 則 

掠と 云 を、 £地 則 無 ， 掠 . ^云に 作れ ，9、 其 意 は 深く 

敵地へ 入て は非篛 無道な る こと をな して 人の 心 を 

失 ふ ベ か らす、 必亂妨 な ど をして 民間 の 米穀 財寶 

又は男女を生擒，c^、非義不作法なる こと をす ベ か 

ら すと 云へ， CS  、王道の 軍に て は 尤李筌 が 注の 如くな 

るべ し、 然れ ども 孫子 は 兵家 者 流に て、 合 戰の道 を 第 

1 とす、 因 一一 糧於敵 一と 云 ことす でに 作戰鴛 にも 見えた 

れば、 この 本文 無 . 掠に 非る 明白な り、 李 签が說 は 

ハクへ  ヲ  スモ， -ス ffi 

用 ゆべ からす、 吳王曰 重 地 多 逾，， 城邑； 糧道 絕塞、 設欲， 

歸還； 勢不， 可， 過 則 如 之 何、 これ 問の 辭 なり、 重 地 は 敵 

へ 深く 攻入 たる を 云 なれば、 數 多く 敵の 城 邑を逾 

え ゆく によ， 9 て、 糧の道 も絕ぇ 塞がるな り、 城 邑は城 

はしろ 邑 はさと なり、 敵の 城郭 郡鄕を 數 多く 越て ゆ 

きたる ことな b  、もし 本國へ 歸んと すと も たやすく 

歸り がた し、 第」 勝利 あ.^ て こそ 其 勢に 乘 じて 歸る 

ベ けれ、 さなければ 又數 多く 敵の 诚郭郡 村 を 越て 歸 

る ことな り 難き なり 、不, 可 ^ 過と はと をら れぬ ことな 


. り 、如此 なる 時 如何 樣 にか， せんと 問の 辭 な..^、 武曰凡 

居 k 地 II- 卒輕、 勇、 轉轍 不 掠以 P 食、 下 得 帛 1 

皆 貢， S 、上； 多 者 有 ^ 、若 欲； S 出； 深 ，溝 高 JS1 示き 且 

久、 敵， 通途， 私 除 害； 乃 f  fel 車， 銜 而； 打， 揚-其 

康埃； m 以 n 牛 人 若 出 鳴， 鼓隨 ^ 之、 陰 伏 ，-吾士1 與 

乏 中期、 內 外相 應其敗 可， 知、 これ 答の 蠡な り、 凡 居，， 

重 地 一士 卒輕 勇と は、 總 じて 直 地に て は 士卒の 心專 一 

に はま. 0 付く もの ゆ へ 、平生よ. 0 1 倍 手 輕く物 早く 

勇氣 なる ものなる ゆ へ 、合戰 の 上に は 却て 氣遣 ひな 

きものな， 0 と 云 意 な.. >  、轉輸 不， 通則 掠 以繼. 食と は、 

轉輸 はは こびいた すと よみて 兵糧の E 一 送な 、轉輸 

不. 通と は 兵糧の 道斷 ゆる ことなり、 掠以繼 入艮と は、 

甄妨 をし て 食物 を つ >  くる ことな， 0  、兵糧 の 道 塞が 

らば 敵地の 民間 を 亂妨 し、 糧を 奪て 眛 方の 食の 絶え 

たる を つげと 云 意な り、 下 得， 粟 帛ー皆 貢 一， 於 上 一と は、 亂 

妨に法 あり、 士卒 亂妨 して 得た る 者 を內證 にたく は 

へ 置く  MJ あるべ からす、 粟 は あわとよ みて 五穀の 總 

名な，.^、 帛 はきぬ とよむ、 是も布 にても 帛 にても とか 

く 衣服の るい を 云べ し、 下た る もの 亂妨 して 五穀 又 

は 衣服 を 取得たら ば、 皆 上へ 奉るべし とな hv、 貢 はみ 
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の 旁 外の 國へ 近き なり、 相當 ると は 對陣 する ことな 

、所謂 先 者と 云よ 下 は、 孫子 先の 字の 意 を 說け 

,^、 必 しも 軍兵の 敵より 先き に 其 地に 至る こと を 云 

に は 非す、 軍兵 は遲く 至る とも、 諸侯の 國々 へ 心 を 先 

きへ 通す る ことなりと 云 義を說 け. -、 必先 重， 幣輕， 使 

約 一一 和 旁 國ー交 結， 恩と は、 必 敵よ..^ 先き に、 この 方よ 

り 彼 諸侯の 國々 へ 心 を 通す るな，. ^、重. 幣とは 一 11 曰 物 を 

重く する ことな. 、輕ー 使と は 卑辭と 云と 同じ 意に て 

使者の 口上 鱧 儀に 向 ひ を うやま ひ 此方 を輕 くす ベ 

し、 輕く すると は ひきく する MJ なり、 約, 和 旁國, と は 

あたりの 國々 へ 和談の 約束す るな- < ^、交 K 親 結 と は 

親み を 交 へ 恩愛 を 結ぶ こ、 ろに て 、或は 緣 など を 結 

ぶこと なり、 兵雖。 後 至， 衆 已馬矣 と は、 如此 する 時 は 

味方の 軍兵 は 遲く其 地へ 至る とも、 衆人の 心 はすで 

に 味方へ： il して あ 、是を 先と 云た るな りと 云 意な 

. ^、我 有-衆 助 一 彼 失， 其黨， と は、 衆 助 は 衆人の 助け な 

b 、黨 は黨 類な. o、 かくの 如く われ は 先へ 使者 を 遣し 

て 諸侯と  一 * を 結ぶ ゆへ、 我 は 衆人の 助 をえ、 敵は黨 

類 を 失 ひて 獨 立ちに なると 云 意な， o、 諸 國椅角 $-4 鼓 

齊攻と は、 諸國 はわれと 一 眛 したる 諸侯の 國々 なり、 


椅は あし. とるな り、 角 は つ の iるな，i^  、%をする に鹿 

を 角 や 足 を 前後 より 捕 ゆる i なり、 それ を 喩 へ にし 

て 敵 を 前後より 打つ こと なり、 震. 鼓 は 雷の なりわた 

る 如く 太鼓 を 打ちた つる J なり、 諸侯と 1 眛 をな す 

ゆへ 諸侯 われと 心 を 合せて、 敵 を 前後より はさみ 打 

ちに し、 諸手の 太鼓の 聲百 千の 雷の な， < ^わたる 如に 

て、 力 を 合せて 一 度に 攻め か る ことな 、敵 人 驚 恐 

莫知， 所， 當と は、 如此 する 時 は 敵の 軍兵 驚き 恐れて、 

うちむ かひて 戰 ふべき てだて を 知らす、 前後 を 失 ふ 

と 云 意な，^、 

重 地 は 前に 云 へ る 如く 敵地 へ 深く 攻 入り、 敵の 城 を 

いくつ も 越え 行きて、 引 こと も 引かれす 1^ の 勢 ひ 重 

く 大切なる を 云、 かくの 如き 地に て 事の 勢 ひ 重き ゆ 

へ、 士卒の 心 却て 專 一 に はまり 强 くて、 何の あぶなげ 

もな く 勝利 も ある もの なれ ども、 眛 方の 地逮 ければ、 

難儀の 第一 は 兵糧な り、 敵 城 をい くつ も 後に して 越 

ぇ來 りたれば、 糧の道 を 敵に 絶る、 J 必定な. -、 掠む 

ると は亂妨 する ことな 、かくの 如く 難 なる こと 


は 難儀に 思 へ ども、 孫子 は 却て 是を 計 ごとの たねに 

したるな り、 その 敵の 肖 由に 攻め 來る所 こそ、 此方の 

調法 なれと 云 意な 、則 分， 卒匿. 之 と は 、わが 士卒 を 

分け 何方へ も 匿し おきて、 小勢なる やうに 見す る な 

.=^、守而易怠 と は、 國境 又は 要害の 地、 又は 城々 の 守 

のて い を、 敵ヒ あなどりて 油斷 する ていに 見す る 

ことなり、 示 一一： S 不能 1 と は 不能 は材 能な き 意に て、 軍 

旅に 拙き て い をして 敵に 見す る ことなり、 敵 人且至 

胖 伏隱. 廬出 = 其 不意， 可，. 以 有お 也と は、 敵より 攻め 來 

る 時 伏兵 を 設け 隱し餘 きて、 敵の 思 はす 知らぬ 不意 

の 場 を 打て 功 あるべ しと 云 意な り、 隱廬と 云 は、 廬は 

百姓の 田 畠に あるかり いほ な^^、かりぃほ などの 內 

に 人數を かくす ことなり、 

衢-ま ハ則合 ビハ. {、 

衢地は 上に 云へ る 如く、 三方に 諸侯の 國 ついきた る 

地 を 云、 合， 交と は 交 は 諸侯の 交り 好みな り、 合す 

と は 諸侯に 交 を 結び 好み を 通じて、 其 諸侯 を 助けに 

する やうに す べきな リ、 この 諸侯 は 敵へ もっかす 眛 

方へ もっかぬ 諸侯な り、 乂 味方へ つきた る 諸侯に て 
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も、 敵より 交 を 合せら るれば 敵の 强 みとな り、 敵に つ 

きたる 諸侯 にても、 味方へ 交 を 合する やうに すれば、 

* 方の つよみと なるな.^、^ 王 問 1 孫武ー 曰、 衞地 貴， 先 

苦 吾 道遠發 後、 雖， 馳 jBf 驟 至 不 先 則 如 之 何、 こ， 

れ問の辭な..^、衞地省，先とは衢地は 諸侯の 助 ある 地 

ゆ へ 、最， 初に この 地へ 來る もの 其 諸侯 を 手前 へ つく 

るにょh^て 勝利ぁり、故に 貴， 先と 云 〈.9、 若 吾 道 遠 

發 後と はかくの 如く 衢地 は、 先き ベ ゆ. r」 おる もの 諸 

侯の 助 を 得る ことなる に、 もし 此方より 其 地へ 道 遠 

く、 且 へ 敵の 出陣より は 此方の 出陣 遲 くんば と 云 意 

な，^、 雖， ー馳 ^ 驟 至 1 不 fey 先 則 如 之 何と はかくの 如 

く路も 遠く 出陣 もお そくん ば、 車馬 を 馳 せて 道 をい 

そぐ とも、 敵よ， OS 先き に 彼 地に ゆく こと あた はじ、 此 

時 は 如何せん 一と 云 意な，^、 武曰 諸侯 參 1^ 其 道 四 通、 我 

與， 敵 相 當而旁 有， 他國； 所謂 先 者 必先靈 輕， 使 パ^,, 和 

旁國； 交. 親 結. 恩、 兵 雖= 後 衆 已愿矣 、我 有-衆 彼 失- 

其黨； 諸 國掎角 震 k 齊攻、 敵 人 驚 恐 葬 知お i 气 これ 答 

の辭 なり、 諸侯 參廳其 道 四 通と は、 他國の 諸侯の 節分 

三方に 連 屑し、 往還の 道 四方へ 通 透して あるな b  、我 

與， 敵 相 當而旁 有 一一 他國 一と は 我と 敵と 對陣 をす る 場所 

I  二 六 七 
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ひて ある 地な り、 かくの 如き 地に て は、 敵橫 合よ 不 

意に 出て 、橫を 打ち、 * 方の 先陣と 後陣の 間 を たち 

きり、 或は 兵糧の 道 をた ちきるな ひ、 いかさま にも 敵 

にたち きられぬ 檨に する こと、 交 地に ての 心得なる 

ゆ へ 、無 絶と 云 へ り 、古来 の 注に 味方の 先陣 後陣の 間 

のきれ ぬ やうに せよ と 云へ，. y、 一 應 は如此 なれ ども、 

たと ひ 人 數述廳 してきれ すと も、 敵 橫 合より 不意に 

出て、 是を 攻めば、 前後 隔絶し て 前陣 後陣 を 救 ふ >  J 

とならす、 後陣 前 陣を救 ふこと なる まじ、 唯 敵の 兵 を 

出す ベ き 處を考 へ 、押へ を 置て と をる ベ きこと な-^、 

又 張預が 注に は、 敵の 人數を と をす まじと 絕 ちとむ 

る こと 勿れと 云へ り、 敵の か、 る 場所 をと をらん 時、 

是を絕 ちお ほせた らん は、 敵の 前後 二つに な て 眛 

方の 利 莫大な り、 され ども 道い くす ぢも j 入れ ちが ひ 

て ある 所なる ゆへ、 却て 敵に 打れ て 利 を 失 はんと 云 

意な り、 然れ ども この 本文の 意 は、 味方の 兵の 此地を 

と をる 時の こ， i なれば、 此說は 本文の 本意に 非るな 

b  、吳王 曰、 交 地 吾 4 絕^ 使. 不. 得. 來、 必<=1 吾 邊城， 

ノ  ヲ クチ  ヲ クセノ  ヲ  ル-ー  ラ  二 

修 。其 守備； 深 絶， § 一道， 固， 其 險 塞； 若 不_, 、先 S 敵人已 

備彼 可，， 得 而來， 吾不， 得 而往； 衆寡 又 均 則 如 之 何、 こ れ 


問の 詞 な.^、 交 地に ての 車 法 は この 方よ.^ 敵の 通路 

を絕 ちきり て、 敵の 來る MJ のなら ぬ 機に する MJ な， o、 

その 仕樣 は必八 "ks 邊城， 修„ 其 守備， 深 絶。 通 道， 固， 其險 

霧， なり、 邊诚と は 境目の 城な..^、 守備 を修 むる と は 城 

を 守る 手當て をす るな り、 通 道と は 敵の 往 * の 道な 

,9、 境目の 城 を 固め 敵の 通路 を 絶ちき 耍害を 固め 


て 敵 兵の 來る路 を 押る は、 交 地に て 敵より 往來を さ 

せぬ 計 ごとな 、若不 n 先 之 敵 人 巳備と はもし 此方 

よ b 右の 如の てあて をせ ぬ內 に、 敵より 却て 右の 如 

のて あて をす る こと なり、 彼 可。 得 而來， 吾 不一 待 而往ー 

と は 此方より 右の 如の 手當 をせ ぬ內 に、 敵よ.^ 手當 

をし つれば、 敵より は 攻來る こと 自由にて、 * 方よ. y 

は攻 ゆく ことなら ぬと 云 こと な..^、 衆寡 又 均 则如之 

何と は、 それにても 敵 小勢に て * 方大軍 なれば 仕形 

も ある なれば、 勢の 多少 敵 味方 同じ ことなる 時、.. いか 

> すべ きと 云 意な，...，、 武曰旣 我不. 可 一一 以往， 彼 可，， 以來ー 

則. 卒 M 一 ^ 、守 而易怠 示。 其 不能； 敵 人 且， 至、 設&隠 

,廬 、出，， 其 不意 一可。 以有" 功也、 これ 孫子が 答の 詞 な.^、 

旣 我不， 可-以往 一 彼 可， 以來 一と は、 敵に 通路 を 押 へ られ、 

われ は往 くこと ならす 敵 は 來る ことの なる を、 吳王 


目 を 惑 はすな り 、分-一 吾良 卒， 密^ 所 伏 と は、 わが 士卒 

をす ぐり て 伏兵に するな b 、敵必 出 救と は、 かくの 如 

く 敵の 見棄る ことのなら す、 大切に 思 ふ 方へ 此方の 

人數を 向る やうに 見せ、 太鼓 を 夥しく 鳴し、 旗 を た 

て、 朝夕の 烟 h- を も夥く 見せ、 ごみ ほこ を夥く 立て 

、、汗馬 入れち が へ て合戰 する ていに 見す る 時 は、 敵 

必始 め の爭地 をす て  >  其方 へ 人數 出し、 後 詰 を す 

るな. 、其 時 始の地 を 取り か へすべし と 云 ことなり、 

人欲 我 與人棄 我 取 此举先 之 道 也と は、 敵 この 要害の 

地 を 欲する を 我 も是を 敵に 取らる まじき と 爭ふ 時 

は、 敵 先にして われ 後な...^、 敵が 欲するならば 我 は 争 

はす、 御用なら ば 進す ると て 敵に 與へ、 われ は 敵に 構 

はす 敵の 見秦る ことの ならぬ 方を攻 るな り、 是.^ 人 

欲 我與と 云、 敵：： H 棄る ことの ならぬ 方 を 攻められて、 

始の 要害の 地 を 守る こと 能 はすして 棄て 去らば、 其 

時 敵の すてた る あとに て、 其 要害の 地ヒ この 方へ 取- 

るべ し、 是 軍法に て 先 を 取る 道なる ゆ ゑ、 ハ学先 之 道 也 

I 云な り、 若 我 先 至而敵 用- 此術； へ 側 選 = 吾 銳卒ー 固守-其 

所； 輕 兵 追， 之、 分， 伏 》 阻； 敵 人還鬪 伏兵 旁 起、 此 全勝 之 

道 也、 これ も 孫武が 答の 詞な b. 、上の 文 は 敵に 爭地を 


取られぬ る 時の こと を 云へ り、 是は 此方より ハ学 地 を 

取た るに 、敵より 上の 文の 計 を 用る 時の こと を 云 へ 

.^、若我先至とは、もし敵ょり 先き に 彼爭 地に 至て、 

要害 を 守ん 時に と 云 意な b  、敵 用此 術と は、 上の 文に 

云べ る 趣， 其 所" 愛の 計 を 敵が 用 ひたらば と 云 意な.^、 

選 一， 吾 銳卒ー 固守 一一 其 所 一と は銳卒 はする どなる 士卒と 云 

ことにて、 健 かなる 士卒 を ゑら びす ぐり て、 固く 要害 

の 地 を 守らす こと な. o、 輕兵 追. 之と は、 輕兵は 重荷 

を もたぬ 士卒な り、 かけ 引 自由なる べき 爲 な-. = ^、此方 

にて 大切に 思 ひ 見棄る ことの ならぬ 方へ 攻 行く 敵 を 

ば、 輕兵を 以て 追 かけさす るな，.^、 分。 伏險阻 一と は、 人 

數を分て伏兵とし、險阻の地に瞎し置くな.=^、敵人還 

鬪 伏兵 旁 起と は、 敵が 輕 兵に 追 はれて 引返し 闘ん W 

に、 彼險 阻の 地に 隱し 置た る 伏兵 四方よ. 9 起きた ち 

て、 敵 を 打取る こ. とな b 、要害の 地 を とられす して、 

敵 を 打取る ゆへ、 全き 勝ちと 云 意に て、 全勝 之 道 也と 

云へ. -、 

二  0  レタ、 ル. - r 

交-地 則 無. 絕、 

交 地 は 敵方よりも * 方よりも、 道い く 筋 も 入れち が 
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,.^、吳王問ぉ、敵若先至、據^^^保，利、簡，兵 練， 卒、 或 出 

或守、以備„,我奇「恥如之何、こゎ問の詞なり、敵|^^先至 

と は、 敵 もし われよ...' 先き に 1^ 学 地に 至 てと 云 意な 

. ^、據 耍保 利と は 、要は 耍害 なり、 敵 この 要害の 地 を 

とりしき 勝利の 地 を 守る ことな，， ^、簡 兵 練卒と は、 士 

卒を すく  えらむ ことな hN、 或 出 或 守と は、 或は 右の 

要害の 地よ. 0 人數を は， 0 出し、 或は 要害の 地 を かた 

め守ることな，.^、以備我奇とは、此方の奇兵の橫をぅ 

たんと する 備へ をす る ことな 、是 敵に 要害の 地 を 

取られた る、 時の こと を 吳王^ 問 へ るな り、 武曰爭 地 

ぶ 法讓， 之 者 得 求， 之 者 失、 敵 得 n 其處， 愼 勿， 攻， 之、 引而 

佯走建 鳴. 鼓 趣-其 所， 愛、 焚， 架揚 fe 串グ其 耳目； 分， 吾 

良卒， 密有 伏 敵必出 救、 人欲 我與， 人棄我 取、 此爭， 先 

之 道 也、 これ 答の 詞 な，^、 爭地之 法 讓之者 I 之 者 失 

と は、 爭地 にての 軍法 はこの 爭地 を爭ふ ベ からす、 敵 

この爭 地 を 取得たら ば よくこ そ 取， たれと て、 是を 

爭 はす 攻めす 敵に 讓り與 ふ ベ し、 敵に 讓， り 與れば 遂 

にわが 物と なる を 讓之者 得と 云、 敵に とられて 此方 

より 爭ひ 求る 時 は、 はや 先づ 敵に とられた る 上 にて 

^ふゆ へい 此方 は 狻に， な ていつ まで も 取り かへ 


ことならす、 此地を 失 ふな， CS  、是を 求 之 者 失 と 云、 敵 

得其處 愼勿攻 之と は、 敵 この 嬰 害の «を将 たらば、 必 

愼て 是を攻 むべ からす、 敵 は * 方に 攻めさす ベ き爲 

に、 この 耍 害の 地 を 取， 9 たるな b  、敵に とられて 後に 

この 要害の 地に 處る敵 を 攻る時 は、 敵に 引つ けられ 

れるな..^、敵の 計 中 に 落ち たるな.^、 引 而佯走 建. 旗 

嗚. 鼓 趣， 其 所 愛一と は、 其 場 を 引 去. >  て 僞り にぐべし、 

建. 旗 鳴 V 鼓 は、 敵に 外の 方 を攻る こと を 明かに 知らす 

ベ きため な b  、其 所 愛 は 敵の 見棄る ことの ならぬ 處 

を 云、 敵の 見棄る ことのなら や、 大切に 思 ふ 方へ 味方 

の人數 をむ け、 旗 をた て 鼓 を 鳴らして 攻め か、 る ベ 

し、 是敵耍 害の 地ケ- 取りた る を 此方よ は爭 はす、 引 

ちが へ て 外の 處の、 敵の 大切に 思 ふ 處を攻 る 時 は、 敵 

始 取りた る 要害の 地に 居る こと ならぬ もの なり、 是 

敵と 爭は すして 敵のと りたる 要害の 地 を， と もどす 

計ごとな..^、焚，柴揚^惑-其耳目,とは、たき  >  を 多く 

焚く は あらぬ 方に 人數の 多く ある 様に 思 はする ため 

タク 

な， o、 塵 を 揚 ると 云 は ごみ を 起る ことな b  ，是も あら 

ぬ 方に 人 數の向 ふやう に 見す る なり、 鼓 を 鳴す は 耳 

を感 はすな..^、 旗 を 建て、 柴を 焚き、 壅 を 揚るは 敵の 


り 人數を 出すべき 路へ か、 る 時 は、 敵 味方 出合 ふに 

よ，. て、 必合戰 になるな hv  、輕 地に て は 合 戰を嫌 ふゆ 

へ如此 な. 9、 設疑佯 惑 示， 若お. 去と は、 敵よ. 0 疑 ふや 

うなる こと を こしら ゆる を設 疑と 云、 佯 惑と は、 道に 

まよ ひて 進む ことならぬ やうに 详 はる な- 9、 是は路 

に 迷て 深く 攻 入る ことならす、 引 去る べき 欉に する 

こと を 敵に 見せ かくる ことな. 9、 乃 選 „ 精騎 一晴. 枚 先 

入と は、 精騎は 騎 * 鵜の 達者な b  、騎馬の 達者 を 選ぶ 

は 敵より 人數を 出して、 はら はぬ 前に 深く 入る べき 

爲 なり、 嚼 枚と は 枚 は 箸の やうなる ものな り、 兩 方に 

ひ ぼ を 付け 中 AJ 口にく わ へ 、ひ ぼ を 後へ まわし 項に 

て 結ぶ ゆへ 銜 枚と 云、 士卒に もの を 云 はせ まじき 爲 

なり、 枚 を ふくむ 時 は 馬の 舌 を も 布に て裹 むな. o、 人 

* 取に 聲を たてさせぬ は、 敵に 知らせ まじき 爲 な，.^、 先 

入と は 味方の 諸 勢に 先立ちて、 騎馬の 達者に 枚 を嚼 

ませて 先き へ 遣すな り、 掠 „ 其六畜 一と は、 牛馬 犬羊雞 

豕の六 を 六畜と 云、 牛 はう し 馬 はむ. ま 犬 はいぬ 羊 は 

ひつじ 雞 はに はとり 豕 はぶた 、牛ば T は 物 を 負 はせ て 

^にたつ ものな. 、犬 羊 雞豕は 食物になる な， 、掠る 

と は！^ 家に あ る 六畜 を a 妨 するな り、 是を 亂妨し て 


士卒に 與 ふれば、 士卒の 心 面白くな り、 興に 乘 じて 深 

く入る意ぁ..^^、少しのMJにても士卒の 心 を 轉 するな 

b  、三軍 見 進 乃不. 惧 と は 三軍の 士卒に、 なに、 て 

も 所得の ある こと を 見 すれば、 進みて 深く 入る こと 

を惧れ ぬと 云 意な.^、 分， 吾良 卒ー密 有お. 伏と は、 良卒 

rV は 物 なれたる 勇士な hs 、物 なれたる 勇士 を 手分け 

をして 遣し、 伏兵 にして置くと 云 意な，^、 總軍は ひた 

もの 深く 攻め入て、 ひそかに 伏兵 を か く，， - 置て 敵 を 

待つな り、 敵 人 若來、 撃. 之 勿， 疑と は、 如此 して 待つ 處 

へ 敵來 らば、 疑 ひなく 擊っ ベ しとな り、 若其不 、捨 

,之而 去と は、 もし 敵來ら やん ば、 其 地に と》 まらす、 

尙 深く 攻め入る ベ しと 云 意な， 9、 捨， 之而 去と 云 は、 

其地を捨て去て進みゅくことな，.^、 

爭- 則き I 攻、 

爭地は 上に 云 へ る 如く 險阻 要害の 地に て、 敵 味方と 

もに 是を 得れば 利 ある ゆ へ 、皆爭 て ほしがる 地な， ft -、 

無 攻とは 敵より 先き にこの 地 を 占めて、 敵に 攻めら 

る  やうに すべし、 もし 敵われより 先き に 此地を 取 

得て 陣を II めて 居 は、 必せ むる ことな かれと 云 意な 
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と は、 敵の 意つ かぬ 所より 切て 出で、 油斷 したる 所へ 

とり かけよと なリ、 

-1 ハ  レ マル；' 

輕-地 則 無. 止、 

1： 地 は 前に 云 へ る 如く 敵地へ 攻 入る ことい まだ 淺き 

を 云、 敵地へ 攻 入ても いまだ 深く は攻 入. ら ざる 時、 士 

卒の心 堅固なら す はまり 蒲き ゆ へ、 一 處に 踏留る ベ 

から やと 云 ことな， 0-、 引く こと 易き こと を 士卒 皆 知 

てお る ゆへ、 一 處に 踏留， 9 て W る 時 は、 心に た ゆみ 付 

で. お.； 氣ぬ くる ものな り、 速 かに 進む を 以て 利と すと 

梅堯臣 云へ，..'、 劉 寅 は 小利 を 貪て ー處に 留まる こと 

なかれと云 へり、されども是ル^:敵地 へ 深く 攻 入られ 

ば攻 入らん と、 元より 覺悟 をき はめた る 軍の ことな 

り、 元來 敵と 國境 を爭 て、 戰ふ 上の こと を 云お るに 非 

T、s ベ， 、張 M 何..^ が 注に 載せた る吳ゼ 孫武が 

E 答、 與 i: 曰、 士卒 評 進 易 退、 未. 背 三軍 恐 

S.  ノ，： 之 何.、 この 11： の S は 散 地へ 攻 入る こと いまだ 

$L くて 、士卒の 心に はまりつ かす、 本 國 へ 還ん こと を 

戶ふ によ. o、 進む こと をい やが. 0 返く こと を 好む、 い 

まだ. 敵地の 險阻 を雞て 深く 攻 入らねば、 後に 險 阻な 


ョ ハー 7 

/、引けば 引る、 ゆへ、 三軍の 心專 一 ならぬ 所よ.. 、敵 ： 

を 恐る.、 心 あ て 合 戰に利 を 得が たし、 如此 なる を 一 

ば 如何様に せんと 云 意：^ り、 武曰、 軍 在 „輕 地， 士卒 未 一 

,專 、以乂 爲、， 務、 P 以， 戰爲； 故 無. 近， 其 名 城； 無， 由， 其 通 一 

路； 設， 疑佯惑 示， 若， 將 ，去、 乃 選， 精騎， 銜， 枚 先入 掠。 其 六 

畜； 三軍 見 進 乃不， 惧、 分 „ 吾良 卒」 密有， 所， 伏、 敵 人 若 

來撃. 之 勿. 疑、 若其不 捨. 之 而 去、 これ 答の 辭な. -、 

軍 在輕地 士卒 未專と は、 軍兵 敵地へ いまだ 深く 入ら 

ざる 時 は、 士卒の 心專 一 ならぬ な， 9、 以， 入爲， 務無。 以 一 

, 戰爲 一と は、 かくの 如く 士卒の 心い まだ 專 一 ならぬ に 一 

戰ふ時 は 勝利 を 得が たき 故、 た  >  ひ たもの 敵地に 押 一 

入る こと を 第 1 の 務めと すべし、 合戰を 以て 勝利 を 

得ん とする ことな かれと なり、 故 無 一一 其 名 城 一と は、 

名 诚は耍 害の よき 城な り、 敵の 城の 要害 堅固なる あ 

らんに、 それへ は 必近ム るべ からす、 近よ..^ て は必取 一 

合 ひ 始まり、 取合 ひ始 りても 名 城 なれば たやすく 落 一 

ちす、 士卒の 心 a- 1 ならぬ に、 敵 城 落ちぬ 時 は、 士卒 一 

の 心い よく 引 支度になる ゆへ、 名 城へ 近 よらす さ 一 

わらぬ 様に すべし とな，^、 無. 由-其 通路 一と は 通路 は 一 

往還の 通路に て 、敵より 人數を 出すべき 道 を 云、 敵よ 


草 を 刈る 所 を 妨げ、 本 城より 後 詰の 道 を 塞ぎ、 われに 

虛の 出る 所 を 待ちて、 急に 來て 手痛く 攻ん時 は、； S 何 

樑にかせんと云問ひなり、武曰、^^人深入專』§輕^鬪； 

五 k 安 r 土、 陳則 不每戰 則不. 勝、 當. き 入聚. 穀、 保 k メ備 

I、 輕兵絕 。其 糧道； 彼 挑 k 不 、轉輸 不#1、 野. a 所 

お、 三軍 困骽、 因而ず 之 可- 以： 有お、 若 欲。 野 戰； 則 必 

因 ibfe 設茯、 無. 險則醉 於 1 陰晦； 出-其 不意^-其 懈 

怠； と 云 へ ，c^、是答の 詞 な.. >  、敵 人 深 入 專志輕 闘と は、 

敵 は 深く  * 方の 地 へ 攻 入.^ たれば、 九地の" s の 【重 地 

と 云 ものに なりて、 其志專 一 に はま，.^ つよくな り、 戰 

て 命 を棄る こと を 何とも 思 はぬ と 云 意な， 9、 吾兵 安 

土、 陳則不 ， 堅、 戰則 K.. 勝と は 吾が 本國に おち 着て 居 

て、 樂 なる 心なる こと を 安土と 云な. o、 味方の 軍兵 は 

吾が 自國 なれば、 もとよ-. >處 に 落ち着て 居る に よ，. y 

て、 樂 なる 心に て 合戰の はまり 蒲ければ、 陣を 取ても 

堅固に な：、 戰ても 利な きと 云 意な り、 當集 /<聚^^ 

保， 诚備 レ險、 輕兵絕 n 其 糧道 一と は、 集 人 聚穀は 士卒 を も 

兵糧 を も、 敵に とられぬ やうに 城 中に こめ 置く こと 

な. -、 保 城 備險は 城に こも.^、 或は 險難節 所要 害の 地 

に 人 數を備 る ことなり、 輕兵絕 其 糧道 は 重荷 を もお 


す、 かけ 引 £輕 き 兵を輕 兵と 云、 輕兵を 遣して 敵の 兵 

糧の道 を 絶つな，.^、 彼 挑戰不 得と は、 右の 如くす る 時 

は 敵より 此方 を 引出して 戰 はせんと する も、 此方よ 

. ^取合 はぬ ゆへ 戰ふ MJ ならぬな， 9、 轉輸不 至と は、 敵 

の本國 より 兵糧 も來ら ぬな b  、野 無 所 掠と は、 さらば 

亂妨 して 兵糧 をと らんと する も、 兼て こ、 ろえ て 米 

穀を 民間に 置かねば.、 亂妨 すべき 所 もな きな b  、三軍 

困餒と は、 困 は 困窮な り、 餒は う ゆるな り、 敵の 三軍 

困窮して 飢に 及ぶ ベ しとな り、 因而誘 之可以 有功と 

は、 右の 如に して 難儀に 及ぶ 所 を、 計 を 以て 欺かば 功 

を 立つ ベ しと云意なh^、若欲野戰とは もし 野原な ど 

廣 場へ 押し出して 戰んと 思 は と 云 意な り、 則必因 

, 勢と は、 かけ はなしの 合戰を せす、 山川の 勢 ひに よ 

b て戰 ふべ しと 云 意な り、 是は * 方 は 自國へ 踏 こま 

れ、 敵 は 此方 へ ふみ 込た る ゆ へ 、其 勢 ひ 元 來强弱 ある 

によ， て、 かけ はなしの 合戰 にて は 利 を 得が たき 故 

なり、 依， 險設， 伏と は、 險難節 所の 地 を か たど. 9 て、 

伏兵 を 傲く ベ しと なり、 無. 險 則隱， 於陰晦 一と は、 陰晦 

はくら き J なり、 もし 險 阻の 地な くば、 或は 夜陰 闇の 

^^霧などにかくる、 ことな..^、 出。 其 不意； 襲 。其 懈怠 
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是故散 地 服 無. 戰 

上 は 九地の あ b さま を說 て、 是 より 末 は 九地に て 軍 

をす る 法 を說け b  、散 地 刖無. 戰 と は、 散 地 は 士卒の 

心の 分れ 散る^ 所なる ゆ へ 、合戰 する こと あるべ か 

ら すと 云 意な り、 自國は 妻子の ある 處に 近く、 處の案 

內を知.=^、諸事覺束なきことなければ、却て士卒の心 

にし まりなくて、 合戰 をしても はまりな く、 勝利 を 得 

がた きな，.^、 其 上 敵 吾が 國 によせ 來る 時、 國 境の 要害 

を 破られ、 國屮 へ 押し入ら るれば、 吾が 恃 みし 要害 を 

取らる 、ゆへ 、士卒 多く は 力 を 落して 斗 方 を 失 ひ、 妻 

子 を 片付け 落 支度 をす る ものな. o.、 敵の 氣は 境に 入 

ると つよみ 十倍になる ものな， 9、 氣の くじけた る 味 

方の 士卒 を 以て、 つよみの 增 したる 敵と た、 かふ ゆ 

へ 、押 はなしの 合戰の 上に て 勝利 を 得る ことかた し、 

國境 の 耍害を 破ら るれば、 もはや 國は 破 れ たりと 云 

こ、 ろに なりて： る ゆ へ 、力 を 落した る 心より、 處の 

案內を 知りた る 所、 大きなる よわみに なるな， CS  、手 ま 

はし さ へ よく すれば、 陣 場；； 1 はづし 妻子 を 落し、 深山 

に 隱れて も、 他國と はか はりて 親緣も あれば、 命 を 全 


くす る こと もなる ベ しと 思 ふ 心、 よく 處の 案內を 知 

,0 たる 所よ. 0 は 生じ やすし、 是 等の 道理 を 以て、 自國 

にての 合戰を 孫子が 戒 めた るな b ヽ され ども この 意 

を 知て 戰は  >  、戰ふ とも 何の 害 か あらん、 故に 賈 林が 

注に も、 號令嚴 明に して 士卒 死 を 顧み すん ば、 何ぞ散 

る こと あらんと 云へ， x>、 古來 又自國 にて 戰て 利 を 得 

たる こと も あるな . ^、何 氏 張 預が注 の內 に、 九地に 

悉く 吳 王と 孫子との 問答 をのせ た b  、詞 本文より 甚 

委し、、 何れの 書に 出た.^ と 云 こと を 知らす、 考 のた 

めに 一 々是 をの V： ァる なり、 王& 孫武， 曰、 散 地 不^ 

.戰、，必0守不.出、若敵攻„我小诚；椋.吾田野；禁，_旮椎 

採；塞，吾要道；待。吾穴ュ虛，而^^急攻、，則 如 之 何、 こ れ 

ひの 詞 なり、 小 城 は 枝 城の ことぶ， り、 掠 吾田 野と は^ 

妨を する ことな..^、 禁吾樵 採と は 人數を 出して 山に 

て 木 を きらせぬ 檨にす る こと なり 、家 吾耍 道と は 枝 

城より 本 城への 通路 を 塞ぎ、 後 詰 を させぬ ことなり、 

自國の 地 は 士卒の 心の 戰 ひに 專 一 ならす 分れ 散る 場 

所に て戰 ふま じきと 云 戒め なれば、 回く 城 を 守り 耍 

害 を 守て、 敵に 出合 は ざらん に、 もし 敵わが 枝 城 を 攻 

め、 吾が 田野の 民家 を亂妨 して 兵糧 を 奪 ひ、 薪 を 伐り 


なり、 前後た え はなれて 行くべき 處 なく、 山の そわな 

ど を 橫すぢ かへ に 雁の 述 なる 如くに 上，.^、 又は 一 處 

へ こぞり て、 魚 を 串に さした る 如に な，^ て のぼる 岩 

道な，^、 兵陣 未， 整而 强敵忽 臨と は、 右の 如なる 場所 

にて、 わが 備をも 立 固めぬ 處へ、 忽に强 敵 高みよ b 見 

おろすな リ、 進 無 Jwk  、退 無 固 と は、 先へ 進ても 休 

息す ベ き S はなく、 あとへ 引ても 要害 を 固む ベ き 場 

所 はなき なり 、求， 戰不， 得 自守莫 と は、 戰て 勝負 を 

決せん とすれば 敵 山上に あ hN て 戰ふぺ き樣 なく、 さ 

れば 自我 を 守り 固めん とすれば、 たしかに 守h^固め 

て 安堵す ベ き 様な し、 駐則 日月 稽齒と は、 こ の 處に留 

まらん とすれば 前後左右 皆 敵なる ゆ へ、 出つべき 時 

節 を しら や、 月日 久しく 留まらす して 叶 はぬな hv  、動 

則 首尾 受 敵と は、 少し 所 を はなれて 働ん とすれば、 前 

後に 敵を受 るな り、 野 無水 草と は、 野に は 馬に 飼 ふ ベ 

き 水 もな く、 草 もな く、 軍 乏資糧 と は、 軍 中 にも 兵 具 

兵糧 乏 くなる な ひ、 馬 困 人 疲とは 人馬と もに つかれ 

はて、 智窮カ 極と は、 智慧 も 勇力 も つきはて たるな 

K 1 人守險 离夫莫 向と は、 かくの 如き 地 は 一 人險を 

守 b 耍害を 取 切れば、 萬 人な，.？' とも こ、 へ 向 ふこと 


ならぬ 地な...^ と 云 ことなり、 如 彼 itsj 敵先據 之と は、 

右の 如なる 場所 を 敵に とられ たる な.^、 如 此之利 我 

已失 守と は、 右の 如なる 場所 を 守らば 利 ある べき を 

* 方 は 是を失 ふ なり、縱有翁兵利器；亦何以施，其用- 

乎とは、驍兵は勇士な，..^、利器は驽弓佛痕機のるぃな 

b  、如此 なる 時 はたと ひ 勇力 武剛 の士 ありても、 驽弓 

佛痕 機の 如き もの あ.^ て も、 用 ひて 用に 立つ べき 樣 

なし 、若， 此 死地 疾戰則 存、 不„ 疾戰 一則 i:! と は 右の 如な 

る 地 を 死地と 云、 急に 戰 へば 命た すか.^、 手の び なれ 

ば滅 U するな り、 當須 上下 同つ 5、 併. 氣 一 y 力と は 如此 

なる 場に 於て は、 上下 心 を 一 途 にして、 餘念 なく 勇氣 

を はげ まし 精力 を 合せよ となり、 抽. 腸濺. 血 一 一死 於 

前, と はわが 腸 をぬ き 出し、 わが 血 をし ぼる ほどに 身 

をう ち はめ、 なま ほね を碎く 程に 働き、.^ 方の こらす 

枕 を 並べ、 目の前にて 一 度に死せんと心*^.けょとな 

b  、因， 敗爲， 功轉， 禍爲 と は、 右の 如くせば 收軍 をた 

てな ほして 大功 を 成就し、 禍を轉 化して 福と なすこ 

とも あるべ しと 云 意な.. >  、詞長 けれども、 よく 此 本文 

の 意を說 ける 論 ゆ へこ、 にの するな り、 
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疾ク戰 則 存、 不 ，_疾 戰， 則 亡者 爲，』 死 

ま； 

是は九地の第九な.^、疾戰則存とは、火急に戰 へ ば 命 

を 全くす るな り、 不疾戰 則 C と は 手の びなる ことな 

れば滅 c するな り、 死地と は 必死の 地な. 9、 曹 操の 注 

に、 前 有， 高山；：^ 有。 大水； 進則不 &r 返 則 有， 碍 と 云へ 

、高山 大河 を 前後に うけて、 先き へす、 むこと もな 

らす、 あとへ 引く こ ともならぬ 地 なれば、 至極の 惡地 

にて、 必死す ベ き處 な-.^、 かくの 如き 地に て は、 身命 

を なげうちて 火急に 戰ふ時 は、 却て 士卒の 心 一 致す 

る ゆへ、 萬 死 を 出で、 一 生 を 得るな. ^、凝議に 及ぶ 時 

は、 其內に 士卒の 氣 もべ じけ 兵糧 も盡 て、 滅 C 疑 ひな 

きな b 、李 衞公是 を じて 曰く、、 或^, 進&. 行. 師、 不 

, 因，， 鄕導， 陷 -於危 敗； 爲 * 敵 所, 制、 左 谷 右山、 束 馬 懸車之 

逕前窮 後絕、 雁行 魚 貫 之 岩兵陣 未， 整、 而强 敵忽 臨、 進 

フ へキテ  ム へキレ lij ヲ  ラント スルニ キ r マ レバ 

無. 所. 息、 返 無， 所 ^ 、求 不， 得、 自 守 莫会、 駐則曰 

月 稽留、 動 則 首尾 受， 敵、 野 無，， 水草； 軍， 乏， 資、 糧； 馬 困 人疲、 

智窮カ 極、、 一 人 守. 險萬 夫莫. 向 、如， 彼 耍{キ 敵先據 I、 

如， 此之 利、 我 巳 失』 寸、 縱有 兵 利器； 亦 何以 施， 其 用 1 


二 五八  . 

乎、 若 死地、 疾戰 則存、 不_1 疾 戰-則 』し 、當， 須 上下 同 

セヲ 一一 シチ  ヲテヲ  ニシ ヲ  二 テ ニシチ メ 

人 5、 併 k 1 , 力、 抽艙 mk. 一  -死 於 前 M 敗爲， 功、 $ 

, 禍爲鮞 、と 云へ り、 進軍 行師と は、 人 數を押 行く こと 

なり、 不 fer, 鄕導ー 陷，， 於危 敗， 爲敵 所， 制 と は、 鄕導は 案 

內者 なり、 危敗は あやうく やぶる、 な 、人 數を押 行 

く 時 案 內者を 用 ひざれば、 危く败 軍すべき 地へ おち 

い，， >  、敵に 取 切らる こと なり、 左 谷 右山 は、 左右に 

高山 又は 大きなる 谷 ある こと なり、 束 馬懸車 之逕と 

は- £| 車のと をらぬ 山中の 細道 を 云、 束 馬 は- 臈を つか 

ぬると よみて 山中の 細道に て は 馬の足 をく、 -rt- て、 

足 を ひろく 步 ませぬ ゆへ、 束 馬と 云、 懸車は 車 を かく 

ると よみて、 車のと をらぬ 路ゅ へ 、車 をば 繩を 付け 切 

岸よ， 9 つるして 下へ さぐ， るな り、 かくの 如く 左右に 

高山 大谷 ありて、 車馬のと をらぬ 細道と 云 意な り、 前 

窮後" 泡 は、 前 きわまり 後た ゆると よみて、 前後に 行く 

べき所なきこ..oなh^、雁行魚貫之岩とは、雁行は雁の 

つらなり、 魚赏と は 魚を 审に赏 ぬ きた る體 な...'、 雁 

の 行列 はす ぢか へなる ものな..^、 直に ゆかれぬ 逍ゅ 

へ 士卒 橫すぢ か へ につら な..^ て 進むな り、 又 魚 を 串 

に 貫きた る 如く、 1 處へ こぞり て 山な ど を 上る てい 


のこと な h ベ 破れ 崩れた る 道 は あ. o きに くき もの 故、 

それを險へ にして總じて人數を押しがたき地を云な 

.=^、險難せ っしょと云時は、前に云 へ る爭 地に 似た る 

ことなれ ども、 其 內に爭 地 は 要害よ く、 其處を 取得れ 

ば 敵より 攻る ことな，. >  にくき 地 を 云な b  、この 把 地 

は 人數を 押し 難き 處を 主として 云た る ものな b 、耍 

害の 堅固なる J はなくて、 唯 足場の あしき 地な，. 山 

林險 阻の 地に て、 人數を 止め 置き 陣を 取る ベ き樣な 

る場處 はなくて、 道の 體 かたく づれに な，.^て  ぁ，.„^き 

にく、、 又は 卑濕の 地に て 水な どつ く處、 湖海の ほと 

り、 濱 邊の沙 場な どの やうなる 處を 云べ し、 故に 曹操 

の 注に も、 何 氏が 注に も少. 固 之、 地 也 と 云 へ り 、要 害 

堅11に固められぬ所な..^、前の行軍篇に云 へ る、 絕澗 

天井 天 牢天羅 天 陷天隙 等の 地、 みな 此 把 地なる べし、 

彼の 文 を も 合せ 考ふ べし、  . 

5^,, 由 入， 者 隘、 所 挺 歸， 者 迁、 彼 寡 

可. 以 撃， 吾 之 衆， 者爲 JS 力 

是 九地の 第 八な り 、所。， S 入, 者 隘とは 入り口の せば き 

を 云、 所 = 從歸 1 者迂と は、 歸る路 のめぐ b て逮 きを 云、 
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彼 寡 可，， 以難 之 衆， 者と は、 彼 は 敵な り、 敵少 勢に て 

* 方の 多勢 を搫 つべき を 云、 圍 地と は 山 にても 川に 

て も、 四方 を 園み 繞. C . て ある 地な b  、其 內へ 入る に は 

入口せば く、 それより 本 國へ歸 るに は、 山川 をめ ぐ， c 

まが b て J5a 一にる かな， 9、 さ e«H 直む にも 良 j  く  -  > も、 其 

地へ 入る も 其 地より 出る も、 艱難なる 地な り、 如此な 

る 地に て は、 敵の 小勢に て 味方の 大勢 を 縦て 勝つ ベ 

き 地な b  、この 地 は 地形 篇の隘 形に 似た る ものな り、 

陰 形の 地 はま わ b の 山 近く 峻 しくて、 其隘 口へ 入た 

る もの、 手前の 要害に なるな，.^、 又 この 圜地 はま わ 

りに ある. H にても 川に て も、 遠く めぐりて ある ゆ へ 、 

此方 へ 取て 味方の 利と なし 雞し、 敵の 方の たよりと 

なろ ゆ へ 、敵より 園 まれた る 意に て圍 地と 云な.. >  、故 

に 地形 篇の隘 形と は うらおもての 相違な，.^、 總體地 

形篇は 地形 を 小く 見た る 上に て 云へ る な b  、この 九 

地篇 は、 地形 を 大きに 見た る 上に て 云へ るな.^、 地形 

篇は地 を 小く 見た る ものなる ゆへ 地の 形な，.^、 九地 

篱は 大きなる 上に て 云 ゆ へ 地の 勢 ひなり、 其 上 九地 

篇は散 地 を 除きて 外 は、 多く は 客戰の こと、 心得べ 

し、 

一 5 セ 垂 
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の 人民な り、 得る と はわが 手に入る ことな-. ^  、天下の 

人民 わが 手に入る と は、 天下の 歸服 する ことなり、 さ 

れば 諸侯の 地 三方 へ つ かきて、 諸方の 通路よ き 地 は、 

先き に 其 場 へ ゆきおる ものに、 彼 三方の 諸侯 歸 服し 

て 力 を 合 はする ゆ へ 、遂に 天下 も 我に 歸服 する 勢 出 

來る なり、 かくの 如き 地 は、 たと へば 四 辻な どの 諸方 

へ 通路よ きが 如し、 故に 衢 地と 云、 衝は ちまたと よみ 

て四辻の ことなh^、李签施子卖は三屬と云を、敵と我 

と 外に 鄰國の 諸侯 一 人、 この 三方へ つ ^く 意な. 9 と 

云へ り、 され ども 天下の 歸 服すべき 地と 云 時 は、 外の 

諸侯の 國 三面に ついくと 云 方 宜し かるべし、 かくの 

如き 地 も 要害よ く、 諸方の 津 にて 錯 侯へ 通路よ き處 

を 云べ し、 

A-X 之 地，^ 背，， 城 邑， 多 者， 爲： 軍 

也、 

お 一 

是 九地の 第 六な 、入， 人 之 地， 深と は、 人 之 地 は 敵地 

な.=^、敵地 へ深く攻め入る ことな. 9、 背 一一 城邑ー 多と は 

城邑は 敵の 城邑な b  、城 はしろ な b  、邑 はさと ともよ 

みむら ともよむ、 城な く，^ 0 も 郡 代 にても 差 置た る 所 


を 云、 敵地へ 深 く攻 入り、 敵の 城な ど をい くつ も 越 

え 行 き て、 我が 背の 方に 敵 城 多く ある こと を 背 一一 城 

邑ー 多と 云、 かくの 如き 地 を 赏 地と 云 こと は、 士卒の 

心の はまり 重く、 一 切の 事い き ほひ 重く 大切なる 意 

にて 重き 地と 云な り、 曹操は 難」 返 之 地と 注せり、 敵 

地へ 深く 入て 後に 敵の 城 いくつ も ある ゆへ、 本國へ 

かへ る こと 容易に なり 難き な， CS  、李 筌は堅 レ志 也と 

注せり、 本國 へ かへ る こと 容易に ならぬ と 士卒 思 へ 

ば、 志 堅固に 心の はまり 重きな，.^、 梅 堯臣は 道 難 之 地 

と 注せり、 諸事 重く 大切に 難儀なる 意な り、 王 晳は事 

勢重也と注せ，.=^、事の勢ひ 一 切み な 重く 大切なる な 

山林 險阻 沮澤凡 鼠 A6 之 道ゾ 

者、 爲 ，，5- 地； 

是九地の第七な..^、出林はゃまは，ゃしな.=^、險^は險 

難 せっしよ なり、、 沮澤 は沮は 水つ きの 地、 澤は さわと 

よみて、 湖海の るいな. -、 凡 難行 之 S1 と は、 右の 山" 怀 

險阻， 殂澤に 限らす、 何 にても 11 じて あ，^ き にくき 道 

と 云 意な 、圯 地と は 元来 大水に I： し， g ら "たる 地 


水と は 山と 川な り、 阨ロ はせば きくち な. Cs  、險 固は險 

阻に て 堅固なる 意な，..^、 山道 にても、 又 海の 舟つ き、 

大河の 渡しば、 或は 四方 を險山 大河に て 塞ぎて、 一 處 

通路 ある 様なる を、 山水の せば き 口と 云、 是險 阻に て 

要害 堅固に こ、 を 守れ ば 勝利 ある 地な，.^、 何 氏が 注 

に は 便利 之 地と 云、 勝手 てつが ひの よき 地と 云 意な 

、凡是 等の 類 皆 敵 味方の 爭て ほしがる 地なる ゆへ、 

爭 地と 云べ し、 

我 可ク， -以 往： 彼 15;^, 以 #,1 爲，， 交- * 

是 九地の 第 四な 、我 可 以往と は 此方よりも ゆかる 

、なり、 彼 可 以來と は 敵方よりも 來ら る、 なり、 敵 味 

方と もに 往來 して、 ゆきち がふ 場所 を 交 地と 云、 敵 味 

方 いれ まじ はる 地と 云 意な. o、 前の 地形 篇の 六 地の 

內の 形の 地と 似た る こと な-. > 、され ども 地形 篇の 

六 地 は、 地形に て 云た る ものなる ゆへ、 平地つ  > きて 

道に 難所 もな く、 山川 も なく、 敵よ. 0 も 味方よりも、 

通路 自由なる 地 を 通 形と 云な， o、 此 九地 篇は 地の 形 

に 非す、 地の 勢に て 云た る ものな り 、平原 にても、 山 

川 あ， 5 て も、 難所 にても、 道い くす ぢも あ. 0 て 其 道 を 


とめに くき 地 なれば、 敵 味方 入れ まじ はるな， o、 又 敵 

の 出城 も あり、 味方の 出城 も あ. 0 て、 兩 方よ. 0 詰控の 

手 あて AJ する 手つ かひよ き 地、 又 敵の * 方 をす る も 

の も あり、 * 方の 味方 をす る もの も ありて、 兩 方よ， 9 

の 通路 互にと めに くさな り、 此類 みな 地の 勢 ひの 上 

にて 云へ る 交 地な. -、 曹 操の 注に は、 道 正 相 交 ^ レ 

云 へh^、道兩方ょb入れちがふことな.o、交錯はぃれ 

まじ はる ことな， 9、 杜 佑が 注に は 有， 敫道ー 交 相と 云 へ 

り、 道い くす ぢも ある MJ を 數道 ありと 云、 道の いれ 

ちが ふ を 交 相す ると 云な り、 何れも 其義 同じ、 

諸-侯 之 地 三屬、 先 至而 得， 天下 ノ 

之 衆， 者爲： 衢氣 ： 

是 九地の 第五な， -、 諸侯 之 地 三 屬と は、 諸侯 は 敵に て 

もな く  * 方 にても なき 鄰國の 諸侯な り、 三 屬 は 三方 

へつ >  くな り、 屬 は速屬 にて つ >  くこと な.. >  、先 至 

而 得- 1 天下 之 衆 一と は、 先き にかくの 如き 地に 至れば、 

敵 にても 味方 にても、 さきに 往 きたる 方へ 右の 諸侯 

つき 從 ふゆへ、 それより 勢ひ强 くな り、 天下 も歸 服す 

る やうに なり ゆく こと を 云な b  、天下 之 衆と は、 天下 
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破 b たる 地 は、 高下 あ て あ， き 難き もの なれば な 

り、 圍は かこむ とよむ、 園 地 は 袋の 口 を しめたる やう 

なる 地 を 云、 まわ b を 園 まれた る 意な-.^、 死地と は 進 

むこと もなら す 返く こと もなら す 必死の 地な り、 く 

はしき こと は尙 下に 見 ゆ、 

諸侯 自戰 フ， k ま- 爲， 散 地 マ 


是 より 末 は 九地の あ さま を 云へ り、 是其第 一 なク， 

諸侯 自戰， 其 地 一と は、 諸侯の 自分の 持國 にて 戰 ふこと 

なり、 是を散 地と 云 は、 士卒の 妻子 家居 近く、 所の 案 

內を もよ，、 知り、 吾が 家 へ の 通路 も 自由なる ゆ へ 、心 

に ひかる、 所 あ， 5 て、 合戰の 方へ 其 心が 專 一 に 赴か 

ぬ なれば、 心の ち 分る、 地と 云 意に て、 散 地と 云な 

b、 

チノ  -I  ル カラ チ  r 

入， 人 之 地， 而不. 深者爲 ，輕 地； 

是 九地の？ ± 一  な.^、 人 之 地と は 敵地な.^、 敵地に 攻め 

入て.. T 深ぐ 攻め入らす、 いまだ 淺き時 は 士卒の 氣も 

いまだ 强く、 力 も 草臥れぬ 得 あれ ども、 引く ことな hN 

やすく 自由なる ゆ へ 、士卒の心のはま.<^かろきなh^、 


二 五 四 

故に 蒈操 は輕 也と 注し、 何 氏 李签は 皆輕。 於 退， と 

注せ 、それの みならす 一切の 事 皆 かろく やすき 意 

あ..^、 故に 輕 地と 云な hN、 

我 ？ i ハ則 称" 敵 ？ i 亦 利 # 爲， き-地 ト； 

是 九地の 第三な ，5  、我 其 地 を 取. 0 得る 時 は 我に 勝利 

あ b  、敵 其 地 を 取り得る 時 は 敵に 勝利 ある 地 は、 敵 * 

方と もに 是を 取得ん と爭 ふゆ へ 、爭 地と 云な. 9、 曹操 

の 注に は 、可， 以， 少 勝， 衆 弱 撃， 强と云 へ り 、少勢 にて 多 

勢に 勝 ベ く、 弱 兵に て 強敵に 勝つ ベ き 地 を 云と 云 意 

な b  、李筌 は扼. 喉 守， 險 地と 注せり、 喉 を 扼 ると は 人 

の 身の 內 にて は 喉 ほど 肝要なる 處は なし、 柔 かにし 

て 骨 もな く、 力 を 出されぬ 處に て、 呼吸の 通 ふ 道 なれ 

ば 至て 肝要なる 處 な...^、 故に 强 力なる 人な りと も 喉 

を しめられて は 勤く こと ならす、 それ を 喩 へ にして 

そこに 人數を く 時 は、 殊の外に 敵の 難儀す る 場所 

を 云、 險を 守る とは險 阻の 地 を 守る ことな..^、 1 騎打 

ちな どの せっしよ は 人 を 一 人 置ても 大 を も 防がる 

> な 、古語に も 一 夫當 ^ 關萬 夫奐， 進 と 云 人る 類な 

,-、杜佑が注には、山水昵ロ有，險固之利ーと云へh^、山 


と を か く 云 へ.^、 講義に は、 この 文法に 暗く して、 

知. 彼 知 はい まだ 一 偏 を 知た る もの ゆへ、 殆 きこと 

なきと 云までの ことな， o、 天地まで 知た る 時 は、 萬 全 

の 勝 を 得る と 云た る は 誤れり、 勝の 不殆と 云 は、 あぶ 

なき 勝ちな しと 云 ことにて、 全き 勝ちと 云と 同じ こ 

とな， 9、 又 この 1 篇は 地形の ことば か. 0 なる に 、こ、 

に は 知 JK と 云 こと あ 、是は 五 事の 內 にも、 道 天地 

將 法と ありて、 天と地との 二つ 何れも 知らす して 叶 

はぬ ことなる ゆへ かく 云へ， CS  、され ども 天地の 二つ 

の內 にて、 地形 尤 肝要なる ゆへ、 一 篇の、 內には 地形の 

にとば か. 0 云へ り、 孟子の 語 にも 天 時不， 如 。地 利； 地 

I 不， 如 r< 和 一と 云へ り>  ことに 千 萬 世- ヒ. (家の 至理と 

云つ ベ し、 集注の 古本 に は 、知， 天 知， 地 勝 乃 可 全と 云 

を、 知 k 知 k 勝乃不 fe に 作る、 梅 堯臣、 王晳、 張預. 皆 

是に從 ふ、 杜佑 以下の 諸說 は、 今の 本に 【同じ、 何れも 

道理に は 異なる ことなし、 

九地 第 十 一 
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に 六つ ある こと を 云 へ 、此篇 は 地の 勢 ひに 九 

つ ある こと を說く ゆへ、 九地と 名つ く、 

孫子 曰 用 パ兵ヲ 之 法、 有， 散-地； 有，， 輕- 

地； 有，， 爭- 地； 有，， 交-地； 有，， 衢- 地： 有，， 草 

地： 有，， 5?- 地； 有，， 園-地： 有，， 死-地； 

是は九地の目錄なh^、用兵之法 と は、 の 法な. y  、軍 

の 法に この 九つの 地 あ，.^、 散 はちるな り、 散 地と は士 

卒の 心ち b わかれて 專 一 ならぬ 地な. o、 輕は かろき 

なり、 輕 地と は 士卒の はま， 0 輕き 地な り、 爭は あらそ 

ふな， 9、 爭 地と は 敵よ. 0 も 取ん とし、.^ 方よりも 取ん 

として 互に 爭ふ 地な り、 交 は まじ はる な-. 、交る と 

はいれち かふ 意な り、 敵よりも 往来し、 味方よ hs も往 

來し、 敵 味方 いれ まじ はる 地な， 9、 衢は ちまた ，とよ 

む、 ちまたと は 道の ちまたな 、衢 地と は 諸國へ 通す 

る 地な り、 四方よりの 道の ちまたの 地と 云 意な 、重 

は おもきな り、 重 地と は 士卒の はま hs まき 地な， CN  、圯 

はやぶ る、 とよむ、 水な どの 出て、 押 破りた る處を 

云、 圮 地は險 阻に て あ，.^ きに くき 地な，.^、 水な どの 1： 

ll 玉. iir 
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魏趙 の六國 、精鋭の 兵 を 以て 秦の 國と戰 ひし は、 吾が 

卒の 以て * つべき こと を 知て、 敵の 擊っ ベから ざる 

こと を 知らざる ゆ へ 、勝利な かりき、 陳 渉が 秦を 攻め 

た. r> し は、 敵に 撃つ べき 所 ある こと を 知て、 吾が 卒の 

以て 撃つ ベ からざる. U と を 知らざる ゆ へ、 是又 勝利 

なか b き、 曹 操が 赤 壁の 敗れ は、 吾 は 八十 萬 敵 は 三 

萬、 對揚 すま じき 勢 なれば、 吾卒之 可.， 以擊， 敵 之 可 fef 

をば 知 たれ ども、 陸地 を 離れて しなれぬ 舟戰 をした 

る は、 地形 之不， 可- 以戰， を 知らぬ ゆ へ 、遂に 勝利 を 得 

ざ..^しな，o、高祖の韓信が言を以て、楚漢の强弱を知 

b  、敖 倉の 粟に 據て 天下 を 爭ひ玉 ひし は、 敵 を も 知り 

吾 を も 知り、 地形 を も 知り 玉 ふゆへ、 五 年の 內に 帝業 

を 成就し 玉へ るな り、 孫子が 言 まことに 萬 世の 龜鑑 

に 非す や、 

故 知 者動而 不レ 迷、 擧 而 不ま、 

是は 右の 結語な 、知. 兵 者と は、 敵 を も * 方 を も、 地 

形 を も 知た る 人 を 云な り、 動と は うごき 働く こと な 

、擧. ^は 兵 を舉げ 合戰を おこす こと な h '、知 k 兵 者 

は、 明かに 敵 * 方 地形までに 通達して、 無理なる 戰を 


せざる ゆ へ 、動き 働く こと 妄.. ^にせ ざれば、 迷 ひ 誤 ま 

る ことなく、 兵 を擧る こと 輕/ しく、 率爾なる こと 

なければ、 窮り ゆきつ まること なきと 云 怠な，. = ^、迷と 

云 は 見 そこと ひ 、勝つ まじき を 勝つ ベ きと 取ち が ゆ 

る ことな 、窮と は ひしと ゆきつ まひて 計の 出ぬ こ 

となり、 此 二つの 失 は、 知 k 〈者に は なき こと なりと 

云 意な.^、 一  本に は不 と 云 を 不， 困に 作り、 不. 窮と 

云 を不， 頓に 作る、 困 まやと 云 は窮せ やと 云と 同じ 意 

なり、 頓せ すと 云 はくる しまぬ 意な， CS  、是 にても 通す 

るな h.、  . 

一一  リヲ ル it ハ ヲチ  カラ リヲ 

故 曰 知. 彼 知. 己 勝 乃 不. 殆、 知. 天 

知. 地 勝 乃 可. 全、 

此四句 は 古語な b. 、孫子 古語 を 引て 一 篇を 結びた る 

ゆ へ、 故 曰と 云た る な-^^-，彼とは敵なり，己とは味方 

な，^、 勝 乃不. 殆と は、 あやうき 勝ら なく 勝ちの たし 

かなる ことな， o、 知 知い 地と は、 天の 時 を も 知り、 地 

の 利 を も 知る こと なり、 勝 乃； HV< ；; と は、 十分の 勝 を 

する ことな b  、この 四 句 は 文 を；：：：： にしに る 語に て、 知 

レ彼知 知， 天 知， 地 時 は、 勝 乃不， 殆、 勝 乃 可， 全と 云 こ 


こと を、 驕子 にたと へて 云 へ る は、 親の 子 を 思 ふ 如く 

士卒 を 愛する こと、 根本なる が 故な りと 知べ し、 

テ  カノ  r ヲ  ルハ  Z 

知，， 吾 卒 之 可，， 以 撃； 而 チ 知，， 敵 之 

不 撃 、勝ノ 之 半 也、 知： 敵ノ 之 可ヲ， 撃、 

而 不. 知，， 吾 ^ 之 不. 可，， 以 撃： き 之 

半 也、 知齔 之 可 jr 知，； 吾 卒ノ 之 可， 

以 擊 M 不. 知，， 地 形 之 不， 可，， 以 戰； 

き 之 さ、 


是ょ. 9 下 は 一 篇の總 結な，^、 右 一 篛の文 六 地 は 地形 を 

云 ひ、 六 敗 は 吾が 軍のと、 の はぬ と、 敵の 虛實を 料ら 

ぬ こと を 云た る を 承け て、 こ 、に は 吾と 敵と 地形と 

の 三つ を かね 明かに、 せ ざれば、 全き 勝 を 得が たき こ 

と を 云へ.^、 吾 卒とは 味方の 士卒な. >  、可以 撃と は * 

方の 士卒の 恩を感 じて、 心 專に法 を 守て 、分數 形名奇 

正 分 合の 術 をよ く 練 熟し、 兵 S ^豊かに、 安佚に して 力 

足. 0 たる、 是を 以て 敵 をうた ば、 十倍の 勢 ひ ある ベ き 
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こと を 云な，.^、 いまだ 如此 あらざる を 吾 卒之不 。以 

撃， と 云な り、 敵 之 可 JI と は 敵に 虛 なる 所 ありて、 撃 

たば 勝つ ベ きを 云、 敵 之不. 可 fet と は、 敵に 虛な るす 

きまなくて、 擊 とも 勝つ まじき を 云、 地形 之 不レ可 一， 以 

戰 一と は、 右の 六 地の 法 を 以て 察する に、 戰ふ まじき 

地形なる を 云、 勝 之 半 也と は、 いまだ 十分に 全く 勝つ 

こと を 得が たく、 勝つ ベ きと ころ 半分、 負く ベ き 所 半 

分なる こと を 云へ..： S  、されば 味方の 士卒の 敵に 勝つ 

ベ きと 云 所 を 知りた るば か b にて、 敵の 方に も虛な 

るす 411 まなく" || つ とも i つ まじき 所 ある こ と 知 

ら すして 戰ふ時 は、 全き 勝ち を 得が たし、 敵の 方に 虛 

なる すきま ありて、 撃た ば 勝つ ベ. き 所 ある こと をば 

知れ ども、. 味方の 士卒に いまだた しかに、 敵に i くま 

じき 所 ある こと も 見えぬ に 戰ふ時 は、 全き 勝 を 得が 

たし、 又 敵に も 撃つ ベ き虛 あり、 * 方の 士卒 もた しか 

に 敵に 負く まじき 所 あり て、 是を 知て 戰ふ とも、 地形 

の 上に 於て 戰ふ まじき 道理 ある こと を 知らざる 時 

は、 是又 全き 勝 を 得が たし、 敵と 味方と 地形と 三の 上 

を 明かに 知て、 三つと もに 戰ふ べきに 極まりて 戰ふ 

時 は、 全き 勝 を 得る と 云 意な，..'、 昔七國 の時齊 楚燕韓 

1 1  二 五 j 
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不 .能. 治、 譬 若，， 驕- チ不. 可. 用 也、 

是は 上に 士卒に は 恩愛 を 施す こと 第 一 なること を說 

ける を 承け-て、 恩 あ. 0 て 法令な き 時 は、 却て 害 ある こ 

と を 云 へ b  、厚く すると はねん ごろに する こ t な， cs、 

不， 能：， 使と は 下知し 使 ふことの ならぬ ことな，. „ ^、士卒 

を ねんごろに 養 ふば かりにて、 屹と 下知 を 加へ 使 ふ 

ことの ならぬ を、 厚 而不， 能：， 使と 云な り、 愛する と は 

不便に 思ひ憐 むこと なり、 不 V 能， 令 と は、 令 は 敎 令に 

て 軍の 法式 を敎へ しいる  ことなり、 士卒に 憐を加 

へ 不便に 思 ひたる ばか にて、 軍の 法式 を敎 へ 、懸引 

の 道 をよ くしい る、 ことの ならぬ を、 愛 而不. 能 k 令と 

云な b  、亂 而不 治と は、 右の 如く  士卒 を ねんごろ 

にし 養 ひ、 不便 を 加 へ憐 みたる ばかりにて 、作法 甄れ 

て も是を 仕置きす る ことの ならぬ を 云な り、 譬若。 驕 

子 1 不. 可. 用 也と は、 驕子は あまへ おご、 りたる 子な- 9、 

人の 親の 子 を 愛する は 天性の 道 なれ ども、 愛する ば 

かりにて 仕つ け をせ ねば、 親の 恩に あまへ、 心驕 りて 

親の 命 を 用 ひす、 士卒 も その 如し、 厚 く，， -て 使 はす、 

愛して 令せ す、^ れ たる を も 冶め ざる 時 は、 士卒 上の 
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恩に あまへ て、 おごり 高ぶ て 下知 ヒ 受けす、 法 を 守 

らす、 何の 用に もた 、す、 是 を不， 可， 用 也と 云な， 9、 故 

に 昔 馬讃、 孔 明が 節度に 背きて 收軍 しければ、 孔明淚 

を 流して 誅戮 し、 曹操は 田 畠，^ 損した らん もの をば 

誅 すべきと、 法 を 立 をき たる ゆへ、 自分の はなれ 

て、 田 畠 を 踏みければ、 自分の 髮を 切て 刑罰に あてけ 

る 類、 古の 良將皆 法令 を嚴に せす と 云 - J となし、 よく 

思 ふべ きこと なり、 張昭は 良將撫 御、 畏愛 I 行と 云 へ 

り、 良き 大將の 士卒 を撫 御す る 道 は、 畏と 愛との 二つ 

を 並べ 行 ひて、 1 つも かけぬ やうに すなこと なり、 た 

と へ ば 春と 秋との 如し、 春 ありて 秋なければ ^物實 

からす、 秋め b て * なければ 萬 物 生 す、 仁 ありて 義 

なく、 恩 ありて 法なければ、 春 ありて 秋な きが 如し、 

義 あ.. >  て 仁な く 法 ありて 恩なければ、 秋 あ.. >  て 春な 

きが 如し、 など 其 一 つ を も かく ベ けんや、 され ども 

前の 行軍 篇に說 ける 如く、 恩 は 先にして 法 は 後な り、 

恩 は 主にして 法 は 助けな り、 天地の 道 も を 先き に 

して 秋 を 後に し、 S 人の 道 も 仁 を まにして 義を 助け 

とす、 萬 事 皆 かくの 如し、 道理 は 符節 を 合せた るが 如 

くな り、 故に 此段 にも 法な き W は 士卒の 用に た、 ぬ 


る こと 小き ゆ へ 、全 體の上 を 知る ベ き檨 なき こと、 嬰 

a の 愚かなる が 如し、 故に 上た る 人よ..^、 隨 分に 押へ 

控へ をせ ねば 叶 はぬな り、 是を 視. 卒如 „嬰兒, と 云な 

.0、 士卒 を わが 寵愛の 子の 如に 見る と 云 は、 愛子の す 

る こと は、 たと ひ惡 しき こと をな しても、 惡 しと 思 ふ 

^^はなきものなh^、是眞實に愛する故なり、士卒をも 

その 如く、 眞實に 愛する 時 は、 罪咎を 犯す も 皆 其智の 

足-^ ぬ 故な りと 思 ひ、 孔 明が 涕を 流して 刑 を 行 ひた 

る. S くなる ベ し、 是を 視 如 一一 愛子 一と 云 なり、 可， ー與 

レ之赴 一一 深溪 一と は、 之と は 士卒 を 云、 右の 如く  士卒 を あ 

はれむ 時 は、 千尋に 深き 溪の 底へ 飛 入と も、 彼 も 元来 

わが 恩に 感じて 居る ゆへ、 少しも 掛酌 する ことなし 

と 云 意な り、 可 „ 與. 之倶 "死と 云 も、 之と は 士卒な. =>、 

右の 如くに 深く 愛すれば、 士卒 も 其 恩に 感じて、 死す 

る を も 少しも 厭 はぬ もの なりと 云 意な b 、如 „ 嬰 a; 

如， 愛子 一は、 文 を 互にして 同じ こと. なり、 可 つ N 赴-一 深 

溪； 可：： 與， 之 俱へ死 もまた 詞は 異なれ ども 義 同じ、 吳起 

魏の將 となりて、 士卒の 內 にて、 すぐれて 賤 きものと 

同じ やうなる 衣服 をき、 同じ やうなる 食物 を 食し、 夜 

臥に もしき もの もし かす、 行く にも- 車に ものら す、 


ほ 身 士卒と 同じ やうなる 腰 兵糧 を さげ、 士卒の 辛勞 

する こと あれば、 われ も 同く 其 事 をしたり、 士卒に 癰 

を 煩 ふ 者 あ.. - ければ、 吳起 自身に 其 癰の膿 を 口にて 

吮ひ 出して とらせけ り、 其 癰を煩 ひたる 士卒 の 母、 故 

鄕に傳 へ 聞き、 なげ 悲む , J と 類な し、 人 何故 ぞと問 

へば、 ゆの 曰く、 彼の ものが 父 某が 夫なる もの も、 先 

年癰を ゎづら ひて 膿 出かね たる を、 大將. の 自身 膿 を 

吮て とらせ 玉 へれば、 其 恩に 成 じて うち 死せ り、 今 又 

彼が 癰 をす ひ 玉へば、 父の 如くう ちじに せんと 思て、 

大將の 御 慈悲に て 夫の 死す る のみなら す、 子まで 死 

なんと 悲しき な， 0 と 答へ ける こと あり、 又 後 漢の段 

類 破充將 軍の 官 とな. -、 邊塞 にあ ける が、 士卒の 創 

VJ 蒙 る もの をば、 自身 見舞 て手づ から 其 手 » を裹 み、 

膏藥 など 付けて とらせけ り、 十餘年 軍 中に あ.^ しか 

ども、 1 日も搏 をし きて 臥す ことなく、 諸 將卒士 と 同 

く勞^ して、 少しも 差別な かりければ、 士卒み な合戰 

に命を惜ます、是にょ..^大功を立てたるこ.oぁh^、こ 

のる い 後世の 手本と なるべし、 

I？ 而 不. 能. #t あ 而 不 .能.<？^ まァ而 
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秦の國 より 楚國へ 使者 來て、 楚國の 寳物を 所望して 

見物 せんとす、 楚國の 大夫昭 奚恤、 その 使者に 向て 曰 

く、 楚 國の寶 物は資 E なり、 百姓 を理 めて 國を 富ます 

ことは令尹子西な，.^、幣帛をさ \げて 鄰國の 交. を 

結ぶは子方な^^、國の境を守て、鄰國ょ，.^手もさ 、 ぬ 

は 子 高な b  、伯 王の 道 を 胸に を さめ、 古今 治亂の 事に 

涉aするは、この昭奚恤なh^と對へたh^、大學にも舅 

犯が 語 を 引て、 仁人 は寶 なること を 云へ 、こ 、 に 至 

て は 兵家 儒家 その 理ニ途 なし、 諸家の 注に、 進退 を か 

け 引の ことに 云へ り、 泥み たる 說 なり、 引て 戰 はすし 

て 武名 を 得る こと も あ， 、强 ちに か 、，CN てば か b. 武 

名 を 取る べきに 非す、 君よ， 0 進めと 命じ 玉 ふ 時 返け 

ば、 返く を 以て 罪 を 得、 君よ 返け と 命じ 玉 ふ 時 進む 

時 は、 進む を 以て 罪 を 得る なれば、 退く に 限て 罪 を 免 

る 、ことに 非す、 故に 進 返の 一 一字 事の 進 返に は 非す、 

廣く 世間 へ おし 出した る 上に て 云 こと を 進む と 云、 

身 一己の 上へ たち か へ る處を 返く と 云と 心得 ベ し、 

.1^^地形者と云ょり此段までは、前に 將之至 任 なりと 

云 へ る を 承け て、 合戰 をば 大將の 身に 引う けて、 己れ 

か 任と すべ きこと を 云 へり、 
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P 卒 如，， 嬰 兒 1 故 可 ，，，與. 之 赴，， 深 ^ 

P 卒 如 k 子べ t 可 k ハ之 俱， 死、 

是ょ、 り 下の ニ條 は、 士卒 を 治る 道 を 云へ， 9、 卒は 士卒 

なり、嬰&は三^?已下のみど.9子なり、愛子は寵愛の 

子なり、視^卒如&^5^,とは、士卒を 三歳已 下の みどり 

子の 如く 見る と 云 こと な..'、 視， 卒如 3 愛子， と は、 士卒 

を わが 寵愛す る 子の 如に 見る と 云 こと な 、士卒.， ど 

みどり 子の 如に 思 ふと 云 は、 隨 分に 心 を 碎き、 こ ろ 

をす み/、 までへ 付けて 介抱す る ことなり、 三歲ょ 

リ內の 子 は 物 を もとく と 云 こと ならねば、 萬 事 萬 端 

みな わ きょ..^ 心 をつ けて、 其 塞 きか あっき か 、うえ 

たる か 食 過ぎに るかと 云 こと を 察せす して 叶 はす、 

又 心に 物の わき ま へ なければ、 わきより 考 へて 抑へ 

控へ をせ ねばならぬ ものな り、 士卒 も その 如し、 士卒 

と 上と は 貴賤の 位へ だ、 り ぬれば、 何事 も 思 ふま 

に 云 ことならす、 故に 其 衣食 萬端隨 分に こ、 ろ を 付 

けて、 不自由に なき 檨に すべ きなり、 又位卑 ければ 了 

簡全體 へ わたらす、 たと ひ昝 S ある 人な りと も、 士卒 

の 位に なりて 居れば、 おの づ から 其智 はたらか や、 司 


身 一 己に 立ち 反，^ たる 上に て 云へば、 罪過 を 逃れて、 

身 を 全くす る 了簡 もな しと 云 ほどなる 詞 な，^、 惟 民 

是保而 利。 於 主 一と は、 たい 餘念 なく 一  すお に、 民 を 安 

んじ そこな はぬ 樣 にして 、主君の 爲めを 第 一 にす る 

こと、 忠義 ある 將の 心な. 0 と 云 意な り、，；^ を も 思 ひ 君 

を も 思て、 心 君と 民と 兩 方へ 跨が hs、 一  すぢ になき 樣 

なれ ども、 民 を 安ん する こと 君た る 職分の 第 1 にて、 

1 切の 事と くと 訟議 しつむる 時 は、 民 を 安ん する よ 

外 はなし、 合戰 をす る も 民 を 安ん すべき ためなり、 

君の 爲 になる こと 是に すぎた る こと なし、 民 を 安ん 

せねば 終に は國. U ぶ、 民 を やすん すれば 國 おこり 君 

榮 ゆるな り、 されば 民 を やすん する 所、 すな はち 餘念 

なく 一 すぢ に、 君の 爲を すると 云 ものな り、 餘念 なく 

1 すお に 君の 爲を する もの は、 民 を 安す る を 極意と 

す、 故に 孫子が かく 云べ るな り、 然るに 後の世に 道理 

を 明かに せざる 人君 は、 民と われと を 二つに 思て、 民 

を 安ん せんとす る將 をば、 己が 人に 思 ひ 付かれん 爲 

に、 主君 を 次に して 民の 還 負 をす ると 云て、 却て 是を 

罪に 行 ふ、 又 道 现 を 明かに せざる 將は、 民と 君と を 二 

つ にして、 君の ためと 云て は 民 を そこな ひ 傷る こと 
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を 管せ す、 孫子 を か 、 る 世に 生れさせ たらば、 却て 不 

忠の名 を 得 んと思 はる 、察す べき ことなり 、國 之寳也 

と は、 右の 如く 名聞の 心 もな く、 身 を 大事が る 心 もな 

く、 唯 ！ すぢに 主君の ために 打 はま h, て 忠を IS くす 

將は、 國の資 と 云 ものな b と 云 意な り、 まことに 明君 

賢 王 は、 賓を 以て 賓と せす、 人 を 以て と， r  、資を 

とする は、 匹夫の 事に て 富 商の わざな り、 天子 諸侯の 

上に 於て は、 寳を 持ち たれば とて 國廣 くもなら す、 鄰 

國も畏 もせす、 兵威 も强 くもなら す、 一 毫も 國に益 あ 

る こと はなし、 故に 昔 梁の 惠 王と 齊の威 王と 寳 をく 

ら ベたり ける 時、 惠王は 珠玉の 珍しき を 持ちた る こ 

とを、自赘ぁ，.^ければ、威王の 曰く、 某が E に 檀 子と 

云 もの あり、 南 城 を 守らし めた しかば、 楚國ょ 手 

を さす ことならす、 泗 水の 上の. 十一 一 諸侯 皆 齊の國 へ 

出仕す、^ 子と 云 もの あり、 高 唐 城 を 守らし め けれ 

ば、 趙の國 より 國界の 河に て 漁 を だ もせす 、& 夫と 云 

ものぁ^^、徐州を守らしめければ、燕の國趙の國の者 

ども 七 千 餘家徐 州へ 徒る 、稀-首と 云 もの あ， o、 國 中の 

盗賊の こと を 命じければ、 道 遣ち たる を 拾 はす と 云 

へ b  、梁の 惠王 大に慙 て、 一 言の 答な かりし な.^、 又 
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故 戰道必 勝、 主 曰 戰 必. 戰 可 

ノ  マジ クンバ  へ トク メ ヒナ リ 

也、 戰 道 不. 賤主 P 必 戰， 無. 戰 可 

也、 

是は 上の 六 地の こと を 説け る 末に も、 六 敗の こと を 

說 ける 末に も、 皆 將の至 任 也と 云 へ る を 承け て、 合戰 

の 道は將 たる もの、 わが 至極の 任な りと 身に ひきう 

けて 勤むべき こと を 云へ，^、 戰道 必勝と は、 合 戰の道 

理に 於て、 必勝つ べき 道理 あらば と 云 ことなり、 主 曰 

無 戰必戰 可也と は、 主 は 主君な 、主君な 戰を抑 へ 

玉 ふと も、 將 たる もの、 我が 心に 戰は 3. 決して 勝利 あ 

らんと 思 ひ はま hN たらば、 君命に 違 ふこと を 顧り み 

す、 必戰 てよ きと 云 意 な b、 戰道不 勝 と は、 合 戰の道 

a に 於て、 必 勝つ まじき 道理 ならばと 云 意な り、 主 

曰 r 必戰 1 無/ 戰 可也と は、 主君より 戰 へとの 玉 ふと も、 

將 たる もの 我が 心に 戰 てあしき と 思 は  > 、君命に 違 

ふことを顧みす、必戰はすしてょきと云意な.=^、舉竟 

君命に 違 ふこと を將の 職分と する に は 非す、 將は大 

切の 役 なれば、 身 を棄て 、思 ひ M ま. 9 勤む ベ しと 云 

意な h\ 故に 黃石公 も、 出 fe- 行 ^ 師將 在- S 専一と 云 へ 


... '、旣 に 人數を 押出して 後 は、 將の心 ま、 にすべし と 

云 ことな. o、 昔 王 彰の將 烏桓と 云え. びす を 攻めし^、 

深く 敵地に 攻入 るべ からすと ある 命 vrsK けたり けれ 

ども、 勝利の ある 所、 何ぞ 節度に 從 はんやと 云て、 深 

く 敵地に 攻入 1 日 一 夜烏 梪と戰 て 大に收 りし こ 

と あ， o、 是 君命 を 用 ひすして 戰 ひし 例 證 なり、 又趙充 

國 勅命 をう けて、 抱芊の 梵を擊 ちし 時、 充" 阈合戰 を や 

め、 軍兵に m を 耕させ、 位 詰に して 勝け..-、是^;;命を 

用 ひすして 戰は ざり し例證 なり、 

故 進 不. 求. 名、 返 ァ不. 詳 罪、 ま 民 是 

仏 而 利，， 於 主； 國 之寶 也、 

是 上の 文 をう けて 忠義 ある 將の こと を 云へ...'、 進不 

, 求， 名と は、 武功 を 立て 、名高く 世に 呼ばれん こと を 

求めぬ と 云 意な り、 返不， 避 と は、 君命に たが ひて、 

我が 罪科に なること を 避 逃れぬ と 云意な，.^、進と返. 

とは詞 なり、 軍の かけ 引に は 非 や、 求 名 はは や，^ たる 

了簡な り、 避 罪 は 引 込た る 思案な り、 故に かたくに 

は 進む と 云 ひ、 返く と 云た るな 、世間 へ おし 出した 

.」る，^に，て云卜ば、武功.？^^1て名，ぶ求，む.，.？.^^個もなく、 


と 云 意な.^、 上 將と云 は、 春秋の 時 は、 大國の 諸侯 は、 

三軍の 軍役 を 勤る 時、 上 軍、 中 軍、 下 軍と わけて、 上 軍 

は 先手、 小 軍 は 旗本、 下 軍 は 後陣な り、 その 上 軍の 將 

を 上將と 云、 され ども こ、 にて は 上 軍の 將の ことに 

て はなく、 總大將 は 諸將の 上に 位する ゆ へ 、上 將と云 

へるな り、 總 じて 地形 を 知る こと、 後漢の 馬援が 光武 

の 御前に て、 米 を 以て 山 谷の 形と して、 敵地の 耍 害よ 

り 道路の 往來、 合戰の 方術まで、 手に と. 9 様に 申せし 

如くならば、 誠に 戰には 勝利 あるべき ことの 様なる 

も、 地形 は 知り 難から す、 合 戰の道 變に應 する を 難と 

す、 秦の 粮公孟 明視 を大將 にして、 晋の 國を轚 しめた 

る 時、 孟 明かなら や 殺と 云處 にて 敗れん と、 蹇叔 前方 

につ もり. しが、 案の 如くな りけ る、 又 韓信は 陳餘を 伐 

つ 時、 左审が 計に て かなら す 井 輕 と 云 出 口 を 守らん 

と はか， 9、 又 仲 達 は 蜀の姜 維が 糧を 運ぶ ベ き 道 を 知 

て、 兼て 伏兵 を 置きて、 かて を 奪：^ る 類、 是 地形の 

上に 付て、 宜 にかな ひ 變に應 する 方略 を^り-敵 を は 

かる こと 鏡に 向 ふが 如に て、 た^ 平地 は 騎馬の 戰に 

しく、 險 阻は步 兵に. y  く、 此の 如き 地に て は 何とす 

る、 彼の 如き 地に て は 如何 檨に すると、 傅授 おしかた 
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を覺 えたる 如の ことに は 非す、 是 孫子が 貴ぶ ところ 

にて、 地形ば かりに 拘る べきに 非る ゆ へ 、地形 者 兵 之 

助 也と、 上 將之道 をなら べ擧て 云へ るな.^、 故に 地形 

を 知ても 用に 立る と 立てぬ と は、 大將の 昝不智 によ 

ると. g る ベ し、 

慨. 此 而 用. 戰 者， 必 取不，，鉱1 而 

用 轆者必 敗、 

此と 指した る は 上の 文に 云 へ る、地形^^^兵之助と、上 

將之道とのニっな..=^、知此而用戰 と は この 道理 を叨 

かに 知て、 而もよ く是を 合戰の 上に 取 用 ひて 川に 立 

る 人 は、 必勝 利 を 得る と 云 ことなり、 たと ひ此 道理 を 

知 b. たれば とて、 戰の 上に よく 取，.^ 用 ひざれば、 必 

と云ひ難し、知て用るをょしとすべしと云意な.=^、不 

知 此而用 戰者必 敗と 云 は、 此遨理 を 知らす、 なを さら 

戰の 上に 取 川る ことの ならぬ 人 は、 必 败北 すると 云 

ことなり、 知る と 云 を 杜牧が 注に は、 地形 を 知る こ-こ 

な. 0 と 云 へ， 0 梅 堯臣、 張預が 注に は、 地形と 上將之 

逍とを 知る J なりと 云 へり、 杜牧が 注 は 用 ゆべ から 
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れ、 

凡此. ^へ 者 "ま 之 道 i  、乾 之 至， 任、 

不. 可. 不. 察 也、 

是は 右の 六 敗 を 結 ベ る詞 なり、 總 じて 右に 云 へ る 走 

弛 陷崩亂 北の 六 は、 何れも 敗軍の 道な，^、 走 は 敵 味方 

の 勢の 多少 を考 へ ぬ 所より 起り、 弛 は かしら 弱くし 

て 士卒 强 きょり 起り、 陷は 頭强 くして 士卒 弱き よ， o- 

起 hN  、崩 はお もた ちた る もの 怨を 含む より 起， 、亂は 

大將 柔弱なる ところより 起. 9、 北 は 選 鋒な き 所 より 

起る、 されば 此六 は大將 たる もの、 我が 任と すべき 

ことにて、 明かに 了察せ やして かな はぬ ことな りと 

云 意な り、 將 たる もの は、 軍の 勝負 を 我が 大切の 役目 

と 思 ふべき こと ゆへ、 至 任と 云な り、 

夫 地-形 者乓； 之 助 也、^ 歒 制. 碼、 

計， 險阨 遠近， 上- 將ノ之 道 也、 

此篇 前に 六 地を說 き、 次に 六 敗を說 く、 六 地 は 地の 形 

にて 六 收は將 の 道 を 失 へ る こと を 說 ける を 承け て、 

是ょり 末 は、 重きと ころ 專ら將 の 道に ある こ.. 0 を 明 
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さん 爲に、 こ、 に 語の 端を更 め、 夫と 云 字に て發 語し 

て 云な. CS  、地形 者 兵 之 助 也と は、 この 篇は 地形の 篇に 

て、 前に 六 地の こと を說 きたれ ども、 地形の 利 を 得れ 

ば 、必勝つ とこ ろうべ からす、 地形の 利 は 合 戰の助 

けになる までの ことな hN と 云 意な， o、 助けと 云 時 は 

手つ だ ひまでの ことにて、 主と する 所にてはなきな 

b、料^と云は敵の虛寳强弱を料.^察することな..^、 

制. 勝と は 敵に 勝つ の 道 を 制作して、 方略 を なすこと 

なり、 險阨 遠近と は、 險は さかし とよみて せっしよ な 

、阨 はせば しとよ みて 地形の せばく迫，.^たる處な 

ち、遠近は遠きと近きとな，.^、押前ょり陣取..^防戰の 

場所、. いっく は 節 所な. 9、 こ、 は 難所な b  、逮近 は な 

に 程 あ， 0 と はか， CV つもる を、 計- 險阨 遠近, と 云な り、 

上 將之道 也と は、 總大將 の 道な りと 云 ことな b  、され 

ば 地の 形 は 合戰の 助けと なる までの ことにて、 其 地 

の 形の 上に つきて、 敵の 强弱虛 貧、 幷に敵 はいか やう 

に 働くべき と 云 こと を 料， CV 察して、 敵に 勝つ の 方略 

を、 わが 方寸の 胸中よ， 0 作り出し、 土地の 節 所、 難所、 

道路の 逮近を 目算して、 兵糧よ， 9 兵 具 人-おの 用 皮 ま 

で、 1 つもの こる ことなき を、 總大將 の 道と するな り 


レ强、 兵 無，， 選 鋒： 曰. 北、 

將 不能 料 敵と は、 將に 智慮な き ゆ へ 、敵の 虛實を 料， り 

察する こと 能 はぬな り、 不能と 云 こと ば 意 を 付く ベ 

し、 昝慮 なき 時 は 敵の 虛實を 料ん とすれ ども、 明かに 

知る こと 能 はぬな り、 以少合 衆 と は 、敵と 合戰す る ， J 

と を 合する と 云、 少勢を 以て 多勢と 合戰 する ことな 

b  、以 撃. 强と は、 弱 兵 を 以て 强敵 をう つ ことなり、 

兵 無 ％』 鋒 1 と は、 選 鋒 は ゑら ベる ほこさきと よみて、 

ゑら みすぐ りたる 武勇の 兵 を 先手に. する ことな， =>、 

軍兵の 內に剛 も あ- OV  、臆 も あ hs  、强も あ b. 、弱 も あ， 0-、 

様々 あ. CV て j 樣 になき もの な，.^、三軍の士何れも武 

勇の 士 ならん こと を 願 ひても、 是又 世界に なき こと 

にて、 而もなら ぬ ことなり、 故に 軍に は必 武勇なる も 

の を 選て、 是を 先手に してた、 かふ 時 は、 殘る 軍兵に 

は 剛臆 さま  、ありと 云へ ども、 先手の 勢 ひに つれ 

て、 皆？^ になる ことなる ゆへ、 必選 鋒なくて 叶 はぬ も 

のなる に、 愚 將は其 わけ を 知らす して、 軍兵の 中に 選 

鋒な き ゆへ、 兵 無， 一 選 鋒 一と 云な..：'、 一段の 意 は、 軍 をす 

るに は必 とて、 武勇の 兵 を 選て 先手と し、 さて 敵 
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の 虛實を はか.. i し實を 避け 虛を うつ 時 は、 少勢 にて 

も 多勢に かち、 弱 兵 にても 選 鋒の 勢 ひ を 以て 强敵 を 

も肷る ことなる に、 愚 將は其 道理 を 知らす、 虛實を も 

料ら す、 選 鋒 もなくても、 少勢 にても 多勢に も かたる 

、ものな り 、弱 兵 にても 强敵 にも かたる ものな..^ 

と覺 えて、 浪 りに 戰ふ 故、 必 敗北す、 是を 北と 云. V 云 

へ る 意 也、 總 じて 古よ.^、 軍 をす るに は 必選鋒 あ， o、 

泰 秋の 時分、 齊の國 にて 伎 撃と 云て 劍 術の 上手 を 用 

ひ、 魏の國 にて は武卒 とて 强 力の 兵 を 用 ひ、 秦の國 に 

て は銳士 とて 首 功 を 以て 士卒 を勵 まし、 漢の 代に は 

是を俠 客 奇才と 云て、 男 だての もの を 用 ひ、 其 外吳に 

は 解 煩と 名付け、 齊 には訣 命と 名つ け、 唐に は 跳盪と 

云 ひ、 宋 には枴 子馬と 云、 皆 選 鋒の ことな. -、 或は 先 

手に 用 ひ、 或は 親 兵と て 大將の 手 廻.^ に 用 ひ、 或は 奇 

兵 伏兵に 用る こ と、 古今の 定法な り、 殊に 中 軍 を 中堅 

と 云 こと、 大將の 旗本 は 用心 ケ」 きびしく する 道理、 又 

危に 臨て は、 如何様の 强敵幾 百 萬の 敵に 圍 まれても、 

打破て 通る やうに して ig く ゆへ、 中 軍 は 堅き を 貴ぶ 

道理に て、 中堅と 名 付るな り、 こ、 に は 入らぬ ことな 

れ ども、 選 鋒の ついでに 是を 記す、 忽に する ことな か 
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の 軍の 敗ん こと を 心に 顦ひ 居たり、 趙腐も 卿の 位 を 

望み けれども、 許容な か h> し を 腹 立て 、 居た.？ し を 

知らす、 兩人を 楚の陣 へ 使者に 命 や、 郤克と 云 もの 兩 

人 使者に ゆく こと を 聞て、 必晋の 方の 敗軍 せんこと を 

知りたり、 案の 如く 兩 人の 使者、 楚 王の 怒る やうに 云 

ひかけ、 る ゆ へ 、楚軍ょ，.^とりかけ合戰をはじめ、遂 

に 晉の方 中 軍 下 軍の 二手、 大きに 敗軍せ るな り、 此時 

隨會と 云 もの、 上 軍の 將 軍な.^ しが、， 兩 人の もの 使に 

ゆきな ば、 必楚王 を 怒らせ * 方へ とり かけさすべし、 

味方の 大將 は、 もとより 盟曾 にて 事 を 靜 めん 了簡な 

る處 へ 、楚 軍と りかけば、 敗軍 必定 なりと て、 鞏朔韓 

穿 雨 人に 云 ひ 付け、 敎 山の 下に 伏兵 を 七手備 へ 置て、 

敗軍 を も.^ か へし、 上 軍ば か，^ 事故な かりし な. 9、 

將 弱 不. 嚴、 敎-道 不. 明、 吏 卒 • 無. 常 

スル r ヲ  ナルヲ  ト 

陳. 兵 縱-橫 、曰. 亂、 

將弱不 厳， と は、 總大將 柔弱に て、 下 これ を 畏れす、 法 

令嚴肅 になく 下 法 を 守らぬ ことな，. =N  、敎道 不明と は、 

軍 術を敎 道と 云、 軍 術 明かなる と 云 は、 分數形 名な ど 

分明に て 、士卒 覺 へ 易く、 しかも 平生より 練 熟して お， 
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しかに しなれ、 紛れ 取 ちが ゆる ことなき を 云、 され 

ば 明かなら ぬと 云 時 は 、半生 習し なくて、 組 分 合圖の 

作法 混亂 して、 わけ 分明なら ぬ を 云な り、 吏卒 無常と 

は、 吏 は 頭 役人な り、 卒は 士卒な り、 今まで 頭 役人 を 

する ものが 忽 士卒に な，.. V  、士卒が に はかに 頭 役人と 

な， 9、 すべ て 役儀 ひた ものうつ， か は. 0 て、 定ま. C 'な 

きを 云、 陳兵 縱橫と は、 備を 立る こと を陳 兵と 云、 縱 

橫と は亂れ たる こと なり、 備の たて やう 埒 もな く亂 

れ たる こと を 云、 大將 柔弱に て咸嚴 なく、 賞罰 明かな 

らぬ ゆへ 、軍 中 法令た 、す、 平生 練 熟する やうに 数 へ 

なら はさぬ 故、 軍 術 明かなら や、 人の 取 成し まかせに 

役替を さする ゆへ、 吏卒 無常な. o、5si. 術 明かなら ぬ ゆ 

へ 、陳 兵縱橫 なるな り、 亂と 云 へ る 所以な お、 是皆大 

將儒 弱なる ゆ へ と 知る ベ し、 吏卒無 <5 と 云 を杜牧 は、 

吏卒皆 《：9 のの，.^ に. 拘ら ざるな りと 云へ b  、劉 寅彭織 

耀は、 吏卒皆 職分に 一 定 したる 守りな しと 云へ. 9、 施 

子 美 は 吏 卒皆定 b たる 次第な しと 云へ ト人皆 意 は か 

はれ ども 義は 同じ ことな. 9、 

將 不. 能. £ 軋 、以 ふん 合  1# 以つ軋 m 


大-吏 怒 而 不. 服、 遇. 敵 慰 而 自 戰、 

將 不. 知，， 其ノ 能； 曰. 崩、 

大 吏と は總 じて 大將を 將と云 ひ、 將の 下にて 司る 所 

ぁるものを吏と云、侍大將ょり諸役人までなh^、今大 

吏と 云 は、 吏の 內 にて おもだち たる もの を 云、 侍大將 

物 頭なる ベ し、 怒而 不服と は、 總大將 の 命令 下知 をな 

すに、 侍 大將物 頭 怒て 心服せ ぬ ことな 、遇， 敵慰而 

自 職と は、 侍 大將物 頭の 腹立ち 心服せ ぬ 所 あれば、 敵 

にあ ふたる 時 は、 必總大 將の命 を 用 ひす、 われ 一 分の 

合戰 をす るな， 9、 是上を 怨る所 あるより 出た る こと 

なる ゆへ 、慰 而自戰 と 云な.^、 われ 一 分の 合戰 をす る 

と は、 第の 總體 にか ま はす、 或は 自身 一 己の 功名 を 心 

がけ、 或は 總大將 に ふて、 すま じき 合戰 なれ ども、 總 

大將の 命なる ゆ へ 、是非な しとて 戰ひ、 或は 戰死 する 

ことなり、 將 不知 其 能と 云 は、 大 吏の かくの 如く 怒 慰 

る 所以 を說 けり、 其 手の 內に て も 侍大將 となり、 物 頭 

となる 程の ものが、 何とて 怨 怒る なれば、 總大將 たる 

人、 其 人の 才能 醬量を 知らざる ゆへ、 是を 怒り 腹 立る 

こと 是本 根な b  、侍 大將物 頭の 才能 器量 を 知らぬ と 


云は、或は總大將に最負偏頗ぁるか、或は我を立て.- 

老功の者の了簡を用ひぬことなh^、大.吏の 述懷 これ 

より 生じて" 義心な きもの は 敵へ 屬し、 義心 ある もの 

はとても 滅. C に 及ぶ ことなれば、 馬革に 尸 を裹て 死 

を 潔くし、 見ぐ るし き 死 を すま じき とて 必戰 死す る 

な. >  、是を 將 不知 其 能と 云 へ b  、曰 崩と は、 右の 如な 

る は 山な どの われて 崩る、 意に て、 大 吏と 將と心 一 

致せす、 われ，， ^なる 所よ， o,、 備 しまらす 破る こ と 

を 云な， o、 昔漢 の李廣 はす ぐれた る良將 にて、 匈奴よ 

り も飛將 軍と 號 して おおられ たる 者なる を、 大將軍 

衞靑 その 材能を 知らす、 先手 を 願 ひけれ ども ゆるさ 

>り ければ、 李廣 これ を lah- 、合戰 身に します して 功 

なかり し 類、 又 春秋の 時 楚王鄭 の國を 伐ちし 時、 晉の 

國 より 鄭の國 へ 後 詰 をし ける に、 楚の臣 伍參楚 王に 

. 申して 云 やう、 晉の 方の 將軍皆 新 役に て、 下 その 下知 

をき かす、 副 將先穀 むまれ つき 勇剛を 好み、 人に もど 

る 者に て、 大將の 命 を 用 ひす、 このたびの 戰ひ は晉の 

方 打 負ん こと 治定 な.^ と 云、 この 時 晉の大 夫 に、 魏 

錡、 趙旃と 云 もの あり、 魏錡は 公 族た らんこと を かね 

願 ひけれ ども 許されす、 是に 立腹して、 この度 晉 
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しに、 魏 州の 者と も 田 布 を あなど， -、 驢馬に 乘ひ乍 

ら 陣中 を 行き けれども、 E 布 その 無 鰭なる こと を 禁 

する こと もなら ざ. 0 しが、 果して 合戰に 及びし 時士 

卒田 布が 下知 を 用 ひす、 軍 破れて 田 布 自害せ る こと 

あり、 是皆卒 强吏弱 曰. 弛と 云 へ る 類なる ベ し、 


吏 强卒弱 P 陷、 


吏强卒 弱と は、 將吏は 勇猛 剛強に 士卒 は 儒 弱なる を 

云、 是を陷 t 云 は、 陷は をち いるな， o、 たと へばお と 

し 穴 へ 入り、 或は 海 川 へ おち 入れば、 出る こと あた は 

ざ る 如なる * へ なり、 將吏 たる 者お のれが 勇猛 剛强 

なる に 誇て 、曾て 士卒の 上 を 知らす、 士卒つ かる、 か 

煩 ふか、 或は 太平：：： 久しくて 合戰 のこと になれ す、 人 

々奢て 手足 をう まし、 弓馬 をも嗜 まねば、 人お のづか 

ら 弱くなる、 或は 衣服 食事 家宅 等 平生 奢 を 極め、 夏 は 

笠 を かぶり、 冬 はこた つに あた 、物 ごと 公家 上鷓の 

如に そた ち て 、幼少よ . り 艱難な る こと を 知らねば、 軍 

中の 栖 居に 返 屈し、 險 阻の 地に 至て は 步行も ならぬ 

樣 なる を、 將吏 又勘辨 なく、 如何 樣な る - 」 とも すれば 

なる ものな hN と 思 ひ、 なりに くき 戰ひ、 か 、る まじき 


場 を かくる 時 は、 必 士卒 を 死に 陷 るれ ども、 是を 死地 

より 出す ことなら や、 その はて は 士卒 用に た ぬ ゆ 

へ、 其 身ば かりの 武勇 を 働き、 つき 從ひ 守護す る 者な 

ければ、 やがて 生擒 になる 故に、 士卒 を も 陷れ、 其 身 

も陷る 道理に て、 是を陷 と 云な り、 昔 楚の莫 敖が羅 

國を 伐ちし 時、 羅國 小國 なれば、 莫敖 これ を 見 あな 

ど. 9、 而も 元よりし やうの こ はき 生れつき にて、 我れ 

1 分の勇氣を奢ふくせぁ.=^し ゅへ、第中のこと何に 

て も 諫めた らん もの を は 刑に &し 付ん と、 堅く 法令 

を 出し、 * 方の 士卒の 弱き を も 顧みす、 無理なる 合戰 

をして 羅國 と廬戎 との 雨 に 收られ たる ことこの 類 

, なり、 故に 陳 « が 注に、 人 皆 血氣 あれば 誰か a ふ 心 

なからん、 將に 威も德 もな く、 士卒に ならし なけれ 

ば 、人 皆 儒 弱になる と 云 へ 、誠に 人の 氣 質に はさま 

< ^あ hs て、 强 きも あり 弱き も あり、 勇なる も あ hss 

したる も あれ ども、 兵の ならし を 以て、 萬の 勢 も 一 

致の 力 を 合せ、 よはき も 臆した る も、 一  樣に 男に し 

てつよ くなる こと、 大 將の敎 にあれば、 吏强卒 弱と 云 

は、 畢竟 平生の 敎 のたら ぬ 故な りと 知るべし、 


る 前にな， 9 とも、 逸足 を 出し 引く ことなり、 又戰 はす 

して 足ば やに 引く べしと 云 意 も あり、 總 じて 古よ 

十分 一 の 人數を 以て、 十 總倍を 打ち、 勝利 を 得る こと 

も其數 少なから す、 周 瑜が三 萬の 兵 を 以て 曹 操の 八 

十 萬 を 破り、 謝 玄が八 萬の 兵 を 以て 符 堅が 八十 餘萬 

を 破りし 類な り、 され ども 人數 十分 一 と十總 倍と 懸 

隔の違 ひ あれと も、 將の 智謀 か、 兵の 剛臆 か、 天の 時 

の 利か、 地の利 か、 兵糧の 多少 か、 又 敵 味方 勞 すると 

勞 せざる との 違 ひか、 人情の 一 致す るかせ ざる か、 勢 

の銳 なる 所かぬ けたる 所 か、 是等 のこと を 目算に 入 

れて、 引きお として 見れば、 人數の 多少 谷 別なる も 或 

は 等分に なり、 或は 味方 却て 十倍に なりて、 敵 は 十分 

1 になる 道理 ありて、 大きなる 勝利 を 得た る ことな 

^、その 考へ もなくて、 十總 倍の 敵に とり かくる こと 

をば、 孫子が 戒めて かく 云 へ るな り、 

卒强ノ 吏？ imk、 

卒は 士卒な b  、吏 は將吏 にて 大將物 頭 諸 役人な.^、 卒 

つよく 吏よ はきと 云 は、 士卒に は 大身なる もの も あ 

り、 豪强 なる もの も あ 、或は 君の 出頭 人な ど 勢の あ 
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る 者 も あ. 0 て、 將 吏の 手に まわ. 0 難き を 云、 是卒强 き 

な，.^、 將吏儒 弱なる か、 又は 智謀 少く 氣に はた は.^ 

なく、 或は 君 は 疎遠 なれば、 おの づ から 君の 寵愛し 玉 

ふ もの を 心 ま に 取り さばく ことならぬ、 是を 吏 弱 

と 云、 總 じて 上 は 下 を 帥 ひ、 尊き は賤 きを 統る ものな 

るに よりて、 百 萬の 士卒に も だんく に 頭 をつ けて、 

是を しめく  る 時 は、 fen 萬の 兵 も 吾 一 人の 手足 を 使 

ふ 如くに な. 9 て、 上下 一 致す る ゆへ、 合 戰に利 を 得る 

ことなる に、 かくの 如く 頭 は よはく 紐 子 はつよ けれ 

ば、 たと へ ば、 强 弓に つ るなくて 弛し 置きた る 如くな 

h- 、なにほど 强き 弓な りと も、 弦と 云 もの を かけて 是 

を 引く によ.. >  て 、吾が 手に入れて 自由に 用に 立る を、 

弦な き 弓 は 引くべき 樣 なければ、 何の 用に か 立たん、 

將吏 弱く 士卒 强き は、 弓の 弦 を 弛した る 如くに て、 毫 

髮も 敵を碎 くたり になら す、 何の 用に もた 、ぬ ゆへ、 

是を 弓の 弦 を 弛した るに 喩へ、 弛と 名付けて 孫子が 

戒めたるなh^、孟子に云 へ る 如く、 鄒と 魯と戰 ひたる 

に、 有司 は 三十 三人まで 打 死した るに、 士卒 は 一  < も 

死なす と 云 こと あり、 又 唐の 長慶 のころ、 田 布と 云大 

將を魏 州の 節度 使と して、 王 廷湊を 伐ちた る こと あ 
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して 叶 はぬ ことな 、故に 不可 不察 也と 云 へ るな，.^、 

故 兵 有 二 走 者： 有，， 弛 者； 有. 陷 者； 有： 

崩 者； 有ニ亂 者： 有，， 北 者； 凡 此 六ノ者 

非， 天地 ノ之 災， 將 之過リ 也、 

上に 六 地の利 害 を 云 へる を 承け て、 こ、 には肷 北の 

道 を 六つ 說け 、總 じて 右に とける 六 地の利 害 は、 地 

形の上に具は.=^たる道理までの こと な 、合戰 をす 

るに 至て は、 地形の 上に 又 人の わざ 加 はるに よりて、 

地形の 利害に 具 は h> たる 常 法の 上 に、 き はまりな き 

變ぁ， 9、 故に 前の 行軍 篇 にも、 後の 九地 篇 に も、 地の 

利を說 たる 次に は、 必 人事 を說 け， 、是 孫子が 深意な 

b  、意 をつ けて 見る べし、 走と は 足早にに ぐる ことな 

り、 弛と は 弓の 弦 を 弛した る 如く、 しめ 繩 ゆるま. 0 て 

用に 立たぬ こと を 云な り、 陷 はおち いると よみて、 掘 

川 おとしあな、 ど へ 落る に^ へて、 生擒 になる こと 

を 云 へ. 9、 崩 はく づ る、 とよみて、 山な どのく づれ落 

る こ ろ ゆ へ、 われ/、 になる こと を 云、 亂 はみだる 

、とよみて、 右往左往 にらち もなくなる こと を 云、 北 
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はに ぐると よむ、 敵に 面 をむ けす 引く ことな. 0-、 前の 

走と 同じ やう なれ ど も、^^^はぁしはゃに引取る意な 

b  、凡此 六 者、 非 天地 之 炎、 將之過 也と は、 總じ てこの 

走 弛 陷崩亂 北の 六し な は、 天の めぐ. 0 時の 速に て ふ 

來. 0 たる 炎に も 非す、 又 地の利に そむきた る 所よ 

り 生じた る災 にも 非す、 將 たる 者の、 兵 道 を しらぬ 所 

ょ，^出たる咎過なりと云意な，.=^、 

充勢： £m.ri£+>p 走ト、 

夫は發語の詞な.^、是ょり下に六敗を說けるゅへ、孫 一 

子が こ、 ろに 事 を 大切に 思て、 語の 端を更 めた るな 

,9、 勢 均と 云 は、 將の 智謀 も 敵 * 方 同じ 位な り、 兵の 

剛臆 も 敵 味方 同じ 位な b 、天の 時 地の利 兵糧の 多少 一 

も 敵 味方 同じ 位な り、 又 士卒の 疲 たると 疲 ざる も 同 一 

じ 位なる を 云な り、 以 一 撃 十と は、 右の 如く 一  切の こ 

と 何もかも 敵 味方 同じ 位なる に、 十分 一 の 人數を 以 一 

て、 十總 の 敵へ 取り かくる を 云な 、曰 k と は、 右 

の 如なる 時 は、 必戰に 及ばす し * 方 敗北す ベ きな 

り、 敗北と は 云す して 走る と 云 は、 收 北と.； K は 戰て上 

のこと なり、 走と 云 時 は 或は 戰ひ、 或はい まだ 戰はざ 


と は、 敵 味方 人數の 多少 同き を 勢 均しと 云、 敵の 陣を 

固めて 居る に、 人數を 敵の 陣處へ 遣し、 合戰 をし かけ 

て 敵 を 引出し、 戰 はする 樑に する を 挑戰と 云な り、 敵 

* 方の 陣間 はるかに 遠く て 、人数の 多少 敵 味方 同じ 

ことなれば、 人數を 遣して 敵へ 合戰 をし かけ、 敵 を 引 

出す ことな. 0 難しと 云 意な. o、 兩 方の 陣處の 間遠く 

隔 .9 たるに、 此方よ. C ゆけば 此方 勞 して 敵 安佚な， 9、 

敵 来れば 敵勞 して この 方 安佚 な り、 されば 寄せ 來る 

方疲る  ゆへ 、待て 軍 をす るに 利 あ ^、是 以， 佚 撃， 勞 

の 道 を 用る 場處な hs  、然るに * 方の 人數 敵よ， り 多勢 

なる 時 は、 往 來の路 遠く 、人数の 勞 する 程 を考へ て、 

荒 手 を 入れ かゆるな り 、敵陣 へ 人數を 遣し 戰を 挑む 

こと も、 正兵 奇兵 救應の 手分け、 幷 にわが 陣處を 守る 

人數澤 山なる ゆ へ 、是又 やすき ことなり、 人數 敵よ 

多 くもなき に は、 第 一 に 人數の 手分けな り 難き ゆ へ 、 

難 以挑戰 と 云な， 9、 戰而 不利と はたと ひ 人 數の手 分 

け もな，^ て、 敵 を 挑て 合 戰を始 め て も 利な きなりと 

云 意な り、 是敵は 安佚に て、 味方 は勞 す、 以， 佚 撃， 勞の 

利 を 敵に 得さす る ゆ へ なり、 本文の 遠 形と 云 を、 杜佑 

は 本國を はなる、 こと 遠き な， 010 云 へ り、 それ は 九 
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地 篇の重 地に て、 遠 形の 地に 非す、 誤. 0 なり 用 ゆべ か 

らす、 又 杜牧が 注に 勢 均と 云 は、 總 じて 遠 形の 地 は 敵 

よ. 9 寄 すれば 敵勞 し、 味 方 より 寄 すれば 味方 勞 する 

ところ、 敵 味方 何れも 同じ ことなる V」 云と 云へ り、 然 

れば近 地 にても 敵 味方の 勢 均しけ れ ば、 逮 形の 地の 

處に ばか かく 云べ からす、 故に 今 外の 諸 說に從 て、 

遠 形の 地なる 上に、 敵 味方の 人數 同じ 位なる ことに 

するな り、 杜牧又 遠 形の 地に て戰 ん と 思 は  >陣 所 を 

移して 敵陣 へ 近よ るべ しと 云 へ，.^、 又逮 形と 云 は、 大 

抵敵 味方の 陣 所の 問 三十 里と 云へ，^、 日本 路の 三 里 

なり、 尤三里 以上 を 云べ し、 

凡 此六者 地 之 道 也、 將ノ之 至-任、 

不 JE.. 不 也、 

是は 上の 文 を 結びた る詞 な .9、 凡此六 者と はすべ て 

上に 云 へ る 通 形、 挂形、 支 形、 隘形、 險形、 遠 形の 六 は、 

地形に 備 はりた る 自然の 道理 な り、 故に 地 之 道 也と 

云、 將之至 任と は、 將 は大將 な ， ^、至. 任 は 至極の やく 

めな.=^、地形をょく知るは、大將たるもの 、大切の や 

くめに 極まりた る ことな れ ば、 地形 をば よく 察せす 
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分に 味方に 地の利 を 取らねば 叶 はぬ こと な. o、 高け 

れば敵 を 見お ろし、 東南に 向た る處 は、 冬は溫 かに 夏 

は凉 く、 濕氣 すくなく 疾を 生せ ぬ な .9、 杜牧 が說 に、 

可， 捨蔭而 就" 高、 不， 可 „捨」 商而 就, 陽 と 云 へ ，0、 高 陽の 

1 一つ そろ はぬ こと ある ものな り、 地形 は 高 けれども、 

山 を 東南に うけた る 地 あ -.^ 、山 を 西北に うけ たれ ど 

も、 地形 卑き、 處ぁ り、 然る 時 はたと ひ 山 を 東南に 受 

けて 陽 地に は 非す とも、 地形 高くて 高地に 叶 ひたる 

に 陣取る ベ しと な り、 峰 澠の地 を 證慷に 引て 云 へ る 

なり、 又 高き 地 を 第 一 とすると 云に 付て、 張 預は裴 行 

儉が こと を 引けり、 行儉突 厥と 云 夷 をう つ 時、 rn 晚に 

陣を 取り、 土手 を もつ き 堀 を も ほり 出來 ける に、 急に 

陣處を 高き 岡に 移しけ り、 諸將 同心せ す、 何れも 草 臥 

侍る と 云 ひけれ ども、 行儉 き、 入れす、 急に 陣處を 移 

しける に、 其 夜風 雨 暴かに 來て、 始めに 陣を 取し 處へ 

水 をお し 上げ、 水の 深さ 一 丈餘 ばかりにな.^ ければ、 

諸 將我を をり ける MJ あ hv と、 されば 陣所は 高 き をよ 

しとす、 殊に 節 所 は 皆 山中 なれば、 山中に は 水のに は 

かに 出る 二と など ある ものな れ ば、 いよ， 高き を 

第 一 とすべき な.^、 若 敵 先 居. 之引而 去， 之 勿. 從 也と 
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は、 もし 敵が 我よ b 先き に 高 陽の 地に 陣を取 ら ば 引 

きさる ベ し、 敵と 同く 此 地に 居る ベ からすと 云 意な 

り、 引 去る に 二つの 意 あ り、 一 つ は 前に 云へ る 如く、 

敵に 以 擊卞、 以 ぉ擊. 勞、 以， 先擊 の 得 ある ゆ へ 、 

ゎれは卑き、を以て高きょ，.=^ぅ た れ、 勞を 以て 佚に 

うたれ、 後 を 以て 先にうた る、 失 あり、 一 つ は 敵 この 

地に 陣を 取て 我 を ま つ に、 我 はこ  >  に 0 らす引 去る 

時 は、 敵に 先 を とられす、 敵に つか はれぬな り、 其 上 

敵わが 引 去る を 見て は 、こ.. -に陣 を 取 b 居て 所用な 

き ゆへ、 敵 もこ、 を 打 起ちて、 我が 陣を 取る 處へ來 る 

べし、 是 敵の 取 置きた る 地の利 を 奪 ひ、 耍害を はなれ 

させて、 而も われ は 先き へ 陣を 取り かためて 居る 處 

へ 敵 來るゅ へ 、以」 咼擊， 下、 以 fep 勞、 以. 先， 後の 勢 

ひ は 却て 此方に あるな り、 是 この 地 を 引 去る を 以て、 

敵の 方へ と b たる 先 を、 此方 へと りかへ す 道理な b 

と 知る ベ し、 


遠 形 者 勢 均 難， 以 挑， 

レ禾 

逮 形と は 敵 味方の 陣間逮 きを 云な、 


而不 


，勢 均 難- 以挑， 戰 


を實 すると 見、 不盈と 云 を虛と 見た b  、畢竟 敵に 虛ぁ 

りて 此谷 口の 守り を 奪 ふ ベ くん ば、 守らぬ も 同じ こ 

となれば、 賈林 がかく 注せるな- 9、 

險 形 者、 我 先 居. 之、 必 居， _高 陽， 以 

待. 敵、 若 敵 先 居. 之、 引 而 去. 之 勿 

挺 也、 

險 形と は 曹操は 地形 險 陰と 云 へ り、 險は さかし、 隘 

はせば しとよ む、 杜牧 は山峻 しく 谷 深し と 云へ，， ^、劉 

は溪澗 坑坎、 困， 車 阻 、不 Je- 馳 突； 險阻 難， 行と 云： 

へ b 、溪澗 はたに 川な り、 坑坎は あな 、 り、 困 車 阻 馬 

と は 舉も馬 も 行が たきこと なり、 不 馳突 一と は馳 

引 不自由なる ことなり、 險阻 難， 行 と は 節 所に て あり 

き 難き なり、 總 じて 節 所 難所 を 名 づけて、 險 形の 地と 

云 ベ し、 我 先 居 之と は、 右の 如なる 節 所な ら ば、 敵に 

とられぬ 先き に、 * 方よ 先 づ 陣取る べしと 云 意な 

り、 年 陸の 地 さへ 先き に 陣取る 時 は、 致， 人而 不， 致， 於 

人 一の 得 あり、 まして 節 所 は、 往來 かけ 引 自由なら す、 

山間 谷が けな ど 奇伏を 置く ベ き 地 も 多 く、 16. 地な ど 


の 見え わた たる 通， 9 なるやう にな れ ば、 先き に陣 

を 取れば、 地形の 案內 もよ く 熟し、 陣も 取り 固めて ひ 

まに なれば、 心も定 り氣も おちつ き、 以 J 咼 繫. 下、 以 

, 佚 撃. 勞、 以， 先 撃. 後の 得 あ .9、 以高擊 下と 云 は、 われ 

は 先き に陣を 取る ゆ へ、 心 ま /- に 高き 處に陣 を 取 布 

くに、 敵 は 後 なれば 高き よき 處 をば われに 取られて、 

ひき、 處に陣 を 取る ゆへ、 高き より 卑き をう つ 時 は、 

勢 ひ 順にて 勝利 あるな， o、 以， 佚霁勞 と 云 は、 佚 はと 

くと 落着きて 辛勞を やすめた る な 、勞は 始めて お 

りっきたるみぎ，.：^なれば、草臥れたる最中なるなh^、 

されば くたびれ を 休めた る 兵 を 以 て、 草臥れた る を 

打つ ことな，.^、 以. 先 撃. 後と は、 先き に 陣取る もの は 

物 ごとに 先き なり、 後に 來る もの は 物 ごとに 後な り、 

とくと 陣を取 b 、おちつきて 居る ゆ へ、 敵の 來るを 心 

靜 かに 待う け、 よき 圖を 見て、 此方よ. 先 をし かけて 

打つ ことなり、 如 此き得 ある ゆ へ、 我 先 居 之と 云へ 

り、 必居高 陽以待 敵と 云 は、 險 阻の 地なら ば必 高き 處 

にて 山 を 西北に うけ、 東南へ 向きた る處に 陣を収 て、 

敵 を まつ べしと 云 意 な b 、平地に さ へ 陣場は 高 陽 を 

よしと す、 まして 險 阻の 地 は 不自由なる なれば、 隨 
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の 口な りと 云へ り、 兩 山の 間に 平地 ありて、 其 口 狭き 

に 其 口より 通路す る 意 な ，.=^、中の平地を山に對して 

谷と 云た る^り、 大 谷の 口と 云 時 は、 中 廣くロ 狹き意 

おの づ から 見 ゆるな， 9、 我 先 居， 之 と は、 この 地 は 中 

廣 くて 人 數を いかほど も內 にお か れ、 まわり 山 なれ 

ば 要害よ く、 口せば ければ 其 口 へ 人數を 出せば 敵 近 

よる ことならぬ ゆへ 、敵 こ 、に陣 を 取る 時 は、 たやす 

. く 撃ちが たし、 故に 敵の 陣を 取らぬ 先き に、 我 まづこ 

一  > に 陣を取 .o-s るべ しと 云 意な り、 必盈. 之以 待. 敵と 

は、 谷の 口 をふさぐ こと を盈 ると 云な. 9、 必 この 谷 口 

へ 人 數をは b 出して 是をふ さ ぎ、 敵の この 谷 口 へ 入 

らぬ樣 にして 待つ べしと 云 意 な り、 子細 は 敵 この 谷 

の內へ 入る 時 は、 この 地の 要害 はこの 谷 口 一 稲の u 

な b 、谷 口 を 守る によりて 敵よ り 手 を さす ことなら 

す、 是 地の利な り、 今 敵 こ の 谷 口よ， 0 內へ 入る 時 は、 

地の利の 詮た、 す、 合戰の 巧拙 を 以て 勝負 わかれて、 

地に よ， 0 ての 勝利 は な し、 故に 敵 を 入ぬ やうに する 

ことな 、若 敵 先 居つ N 盈而 勿從と は、 もし 敵が 我より 

先き に此 〔4- へ 人數を 入れ、 この 谷 口 を 塞かば、 たと へ 

ば 人數， M 袋の 中へ 入れ き、 袋の 中より 一 つ 宛と り 


二三 四 

出して 合戰を さ せ、 疲れたる もの をば 又 袋の 中へ 入 

れ、 荒 手 を 又 袋の 中よ.. -取 出して 働かす る 如くなる 

ことなれば、 敵 は 安穏に 氣遣 ひなく 合 戰をし て、 致 

，に 人而不 k 致 一一 於 人 一の 道理に 叶 ふゆ へ、 必と りかくる こ 

と 勿れと 云 こと を、 勿 k 從と 云た る なり、 從 ふと は 敵 

の 居る 處 へと，. >  かくる こと を 云 な b  、不 盈而從 之と 

は、 敵 もし 此 谷の 中に 陣取りたり とも、 A 數を 出して 

この 谷 口 を 塞かす ん ば、 敵の あと を 追て 谷の 中へ 入 

るべ し、 然る 時 は 谷 口の 要害 破れて、 地の利なくなる 

によりて、 平地の 合戰も 同じ ことなりと 云 意な り、 諸 

注の 意み なかく の 如し、 今按 する にこの S 形の 地 を 

此方へ 取り、 この 谷の 內に 入る 時 は、 兩 方の 山まで も 

この 方の 物になる に よ り、 敵 はこの 谷 口ば か と 思 

へ ども、 山 へ 人數を 取り上げ、 山上より 奇兵 を 以て 働 

くべき も わが 心 ま な り、 故に是 を 勝利の 地と した 

る ことなり、 又 人 數を谷 口に 盈 て 、谷 a を 基く と 云 

も、 あながちに 谷の 口へ 人數 をた てなら ベ て 塞く こ 

とに 非す、 おの 入口に 人 は 一 人 も ら ぬ やうに 見え 

た，. >  とも、 此 谷の 口より 敵の 入らぬ やうに 守る を、 孫 

- 子は盈 ると 云た る な .c' 、故に S 林が 注に は盈 ると 云 


となり、 其耍 害の 地 を 奪 はる、 時 は、 奪 はる、 方 地の 

利 を 失 ひ、 奪 ひたる 方 地の利 を 得る ゆへ、 これ を棄る 

を 見て は、 必 * はんとす ベ きこと なる を、 敵が 知て わ 

が 人 數を陣 城よ- >  出して、 敵の 棄 たる 陣 城の 地 を 奪 

ん とて 來るを 伺 ふ は、 兩陣の 中の 惡 地に てうつ べき 

爲の計 な り、 是 我に 利を與 へて 我 を 誘く ことなる ゆ 

へ、 是を利 我と 云と 「張 預が云 ひたるな. CS  、され ども 

其 吾が 陣城 を搆 へたる 地 を棄て 、、去る ばか b に 限 

. ^たるに は 非す、 或は 敵方に 虛 なる 處ぁ. 9 て、 陣城を 

乘り とらる べき 樣 なること を挤べ て 味方に 見 せ、 或 

は僞 てうら 切り をす ベ き 樣に內 通 をす る 者 ある 頓 

も、 同じ 道理な り、 されば 何 ほど 味方の 利と なる ベ き 

こと あ， 0 とも、 必 容易に その 我が 籠りた る陣 城の 地 

より 先き へ 出づ ベから すと 云 こ と を、 敵雖， 利. 我、 我 

無， 出 也と 云 へ るな.^、 引而 去， 之 令， 敵 半 出 一而 撃， 之 利 

と は、 * 方の 籠りた る 陣城を 明け て 引 去るべし と 云 

こと を、 引 而去之 と 云 な り、 然る 時 は敵必 これ を 知 

て、 その 持 固めた る陣 城より 人數を 押出して、 味方の 

明けた る 陬城を 取 b に來る ベ し、 其 時 敵が 人 數を半 

分く b 出して、 半分 は いまだ 其 陣城を 出ぬ さか ひ を 
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伺 ひて、 是を うつ 時よ 勝利 ありと 云 意 を、 <^ ラ敵半 出： 

而 之 利と 云 へ るな り、 尤敵 味方の 間の 地、 人 數を立 

てられす、 分合變 化の ならぬ 地 なれば、 人 數を皆 押出 

したり とも、 うたば 勝利 ある ベ けれども、 人 數を皆 押 

出す 時 は 先 へ 進む こと もなら す、 後 へ 引く  > 」 ともな 

らす、 ゆき 方の なき 軍兵なる ゆ へ、 死地になる なり、 

敵 良將 なれば 死地に 人數 を 置く 時 は、 窮鼠 却て 猫 を 

かむ 勢 ひに て 、是を 打 て 勝利 を 得が たく、 勝利 を 得て 

も 味方の 人數 損するな b  、人數 を 半分く. 0 出して、 半 

分 は城內 にある とき は、 士卒の 心い まだ 定まらす、 備 

も 立て 固めぬ ゆ へ、 是を うちて 必滕利 ある ことなり、 

是 孫子が 軍法に 老 たる 所な り、 

ia, 形 者、 我 あ-居 >i 、必 € 之 __以 待ナ 

ヲシ  一 I  ハ  ニテハ  レフ r  ンパ 

. 敵 、若 敵 先 居. 之、 盈 而 勿. 從、 不. 盈 

而 從. 之、 

隘 形と 云 は、 せば きくち な. 9、 南方より 山ので さき 出 

合て、 口 狭く 中 廣き地 を 云、 曹操 は兩. ^間 通 谷 也と 云 

ひ、 張預は 左右 高山に て 中に 平 谷 あ と 云 ひ、 又大谷 
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もさへ すれば 味方の 地になる ゆ へ、 引く 時に も 誰も 

妨る ものな く、 自由に 引る /"なりと 云 意な り、 敵 若 

有， 備出 而不， 勝、 難以返 不利 と は、 敵 もし 油斷 なく 手 

あて 備を よくして 、撃ち て も 勝たれ まじき は 人數を 

引上げに くき 地 ゆへ 利な きな り、 如, 此 ならば 必 この 

挂 形の 地へ 人數を 押出す ベ からすと 云 意な. 9、， こか 

く 一  擧に 勝た る、 なら ぱ、 此 地へ 人數を 出すべし、 さ 

なくば 必人數 を 出す ベ から やと 云戒 な .9、 陳罈が 注 

に、 もし 萬. 一 この 地へ 陷 りて 返る ことなら すん ば、 敵 

の糧を 掠め、 久しく 陣を 取る 謀 をな し、 其內に 勝利の 

圖を伺 ひて 擊っ べしと 云 へ 、され ども 孫子が 戒め 

明白 なれば、 必此 地に 陷ら ぬ樣 にすべきな り、 

我レ d 而 不 .#¥a? 而 不. 利、 曰 

我 出 而不， 利 と は、 我 も 人 數を此 地へ 押出して は 勝利 

なきな り、 被出而 不， 利 と は、 敵 も 人 敫を此 地 へ 押出 

して は 勝利な きな b  、曰レ 支 と は、 如 此き地 をば 支 形 

の 地と 云と な， 9、 敵 味方と もに 人 數をこ  >  へ 押出し 

て は 利な き ゆへ、 兩 方より に ら みあ ひて 居る 地なる 

ゆへ、 兩 方よ b つき は b さ へて 居る 意に て、 支 形の 
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地と 名つ くるな 、杜牧 が 注に は、 敵 も 味方 も 高く 險 

阻なる 處に陣 を 取り 固めて 居 ん に、 其兩 軍の 間の 地 

地 なれ ども、 狹く 長くて、 人數を 押出しても 備を立 

る 場所な く、 敵 を かさに 受る 地なる を 云と 云へ b  、劉 

寅が 說 に は、 敵 味方 兩軍 ともに 高く 險 m なる 耍辔の 

地に 陣城を 構へ 居ん に、 其 中間の 地 又 節 所に て 足場 

あしく、 備の分 合 もなら す、 又 相互に 救 ひ あ ふ こと も 

ならぬ 地な りと 云へ b  、とかく 兩 方より にらみ 合 ひ、 

支へ つめて 居るべき 地の、 人數を 出して 働く こと は 

ならぬ 所 を 云べ し、 尤敵 味方と もに、 其 陣城を 取りた 

る 地よ. 9 內 へ 敵 を 入れて は 叶 はぬ 地な りと 知る ベ 

し、 

支， 形 者 敵 雖. 称 I 我、 我 出 也、 引，^ 

リ チ  チノ  1K  テパ  1K ァリ 

而去. 之 、令，， 敵 半 出， 而擊. 之 利、 

支 形 者 敵 維. 利 J§ 、我 無 出 也 と は 、敵よ. り 我が 勝利の 

あるべ き樣 なること を し かくる を 利 我と 云、 張預 が 

說に は、 敵が 陣城 を搆 へたる 耍 害の 地を棄 去る こと 

な. 0 と 云へ， 、支 形の 地 は 雨 方よ. 0 要 の 地 を 守て、 

にらみあ ひて、 そ れ より 內へ 互に 入れぬ 樣に する こ 


るな り、 敵に とられす * 方へ とる と こ ろ、 虛實篇 に、 

先處。 戦地； 而待. S 敵 者 佚す と 云 ひ、 致， 人 而 不， 致， 於 人， 

と 云 へ る 意な り、 利 一一 糧道 一と は、 糧道と は 兵糧 を本國 

よ，^ と， 9 よす るみち な，^、 通 形：^ 地 は 要害 難所な き 魔 

場な れば、 敵 自由に 往來 する ゆ へ、 吾が 後へ ま はり、 

本國 よ. >  の 兵糧の 道 をた ちきるべき こと 第 一 の氣遣 

ひなり、 故に 何れの 地 にても 兵糧の 道 を 氣遣ふ べき 

ことなる 中に も、 通 形の 地に 限り、 第一 にこの 手當て 

を すべきな り、 利す ると は、 利 は 通 利の 意 に て、 糧の 

道の 塞がらぬ 樣に すると 云 ふこと な り、 糧の 道の ふ 

さがらぬ 樣に すると 云 は、 或は 小 荷駄 備を 堅固に し 

て是を 守護し、 或は^ 國 にて は、 道 を 作て 兵糧 を は 

こぶな り、 マ S 道と は 十 里 も 二 十 里も兩 方に 築地 をつ 

きて、 中 を 兵糧 を はこばす る ことな 、以戰 則 利と 

は、 如 ^ 此 して 戰 ふとき は 勝利 ありと 云 意なら、 

可：， 以 往： 鼠ぎ 仮 J; 曰. 挂ト、 

可 1- 以往 一と は 此方より ゆく こと は 自由な る な 、難， I 

以返 一と は 此方 へ かへ る J は不 由なる なり、 如. 此な 

る 地 は 物に ひき か、 hs たる 意 ゆ へ、 是を挂 形の 地と 
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云な， -、 張 昭杜牧 が說に は、 險阻之 地、 與， 敵 共有。 犬 牙 

相錯 一と 云 へ . ^、犬 牙相錯 と は、 大の牙 はがんぎ の 如 

く、上の牙は下の牙の間 へ入，.^、下の牙は上の牙の間 

へ 入て ある ものなる ゆへ、 敵地 と 味方の 地と 入， 0 組 

て ある を、 犬 牙相錯 ると 云、 險 阻なる 地に て 敵 味方の 

地 入 組て ある ゆへ、 往 易くて 返 h- 難き 地 なりと 云 意 

なり、 劉 寅が 說に は、 前 低く 後 高き 地な りと 云 へ り、 

* 方の 方 は 高く、 敵の 方は卑 ければ、 高き よ. り 卑き方 

へ 人數を 出す は 順にして やすく、 卑 き 方より 高き 方 

へ 人 數ケ」 引取る は 逆 なれば 難き ゆ へ、 往 易くて 返， 9 

がた きと 云 意な り、 何れにしても 往 やすく 返 h- がた 

き 地 は、 物に 引き か/ -,9 たる 様なる ものなる ゆへ、 挂 

形の 地と 云な り、 

挂 形 者、 敵 無 fe 出テ而 勝；之" 敵 若 

有 .備 出 而不. 勝、 難，， 以 返へ 不. 利、 

挂形者 敵 無. 備出而 勝 之と 云 は、 油斷 したる を 無備， こ 

云、 挂 形の 地 はと かく 返 h> かたき 地 ゆ へ 、敵 に 汕斷ぁ 

りて、 たしかに 敵の 不意 を擊て 勝つ べき 圃を 見ば、 こ 

の挂 形の 地へ 人數を 押出して 敵 を搫っ ベ し、 軍に 滕 
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地形 第 十 

此篇は 地の 形 を 論せ る ゆ へ 、地形 篇 と名づ く、 集 

注の 古本に は 地勢 篇と 名づ く、 地勢 は 地の 勢 ひ 

なり、 形 あ れば その 形に 隨て それ^, \ "のい き ほ 

ひ あれば、 地形 地勢 同義な り、 され ども 形と 云 は 

定まりた る 形な.^、 勢と 云 は 運動の 義ぁ り、 故に 

張預が 注に は、 この 篱は 地の 形な り、 下の 九地 篇 

は 地の 勢な りと 云 へ り、 此篇の 首に も 地形 有 通 

者と 云 へ れば、 地 勢と 云へ る は 傳寫の 誤なる ベ 

し、 

孫 子 曰、 地 形-有. 通 者： 有 h 者： 有，， 

支 者； 有 ，陰 者； 有， 險 者； 有， 遠 者； 


總 じて 土地の 形に この 六 品 ありと な ，0、 通す ると は 

通路ふさがらぬ意な.=^、挂 る と はもの 、鈎な どに か 

z-b. たる 意な. o、 支る と はっき は h> て 持ち あ ふ 意な 

り、 隙き と は 口の せば き 意な. o、 險 しきと はけ はしく 

さかし き 意な，.^、 遠き と ははる かに 遠き な. 0  、 尙 委し 

く 本文に 見えたり、 


我 可，， 以 往， 彼 可，， 以 來； P 通、 

我 可 一 1 以往, と は、 この 方より 敵の 方 へ ゆく こと も 自由 

になるな， 9、 彼 可， ー以來 一と は、 敵の 方 よ， 0 此方 へ * る 

こと も 自由になる なり、 是は 平 地 打っ^ き廣 くやす 

ら かなる 地に て、 諸方の 通路よ き 場なる ゆ へ、 如， 此 

き地を名っけて通と云と な ，.^、是を四通八達の地と 

云、四角八方へ通達する地と云意な，^、 

通-形 者 先 居， _高 陽； 利，， 糧- 道， 以 戰 

ァリ 

貝 禾 

是は通 形の 地に ての 軍の しゃう を 云 へ -.. ^、高 陽と は 

嵩 はたかき 處、 陽 は 高き 處を 背に貨 たる を 云な り、 通 

形の 地は廣 場な b  、廣場 にても 少しの 丘陵な ど 地の 

高き 處 ある ベ し、 それ を 敵に とられ ぬ 先き に、 先づ 早 

く陣を 取る べしと 云 ふこ と を、 先 居 。高 陽 一と 云な-.^、 

行軍 篇に平 陸 は 高 を 右 背に すと 云 へ る 意 な り、 總じ 

て廣 場は戰 地な り、 か け はなしの 合戰 をす るに 場 も 

廣く てよ きなり、 さ れ ども 勢 ひの 順逆に よりて 勝負 

ある こ i なる ゆへ 、高 陽 の 地 を 敵に とられぬ 橾 にす 


しむ 樣 にして、 其 上 に て それば かりにて は 上下 一 樣 

に 法 を 守らぬ ゆへ、 刑罰 を 以て 上下 一 檨に法 を 守る 

やうに そろ ゆる を、 必 取の 道と 云と 云 意な 、必 取の 

道と は、 必勝 利 をと る 道と 云 ことな-. >、 

令 # 行ァ、 以 敎，， 氣民) 則 民 服" 

令と は 平生の 下知 な り、 敎 ると は 時に 臨です る 軍 中 

の 下知な b  、平生の 下知 もとより よく ゆきわた，..^、 民 

上の 法 を 守る 時 は、 時に 臨て 軍 中に て 下知 をな すに、 

民よ く 心服して、 上の 下知 を 守る と 云 ことな， 0 '、民と 

は 士卒な り、 

令 不素 行： 以 敎， 其 ざ 一則 民 不. 黾 

平生の 下知 士卒に ゆきわたらす、 唯 軍に 臨で 士卒 を 

下知す るば かりなれば、 士卒 上の 下知 を、 心よ b 納得 

せす 用 ひぬ ものな，. と 云 こと な 、右の 二 條は總 じ 

て 軍の 法 は、. 平生 士卒に よく 練 熟さ せ て 置くべき こ 

とな， と 云 意な. o、 い と  >  さへ 生死 不知の 場に 臨で 

は、 人の 心紛亂 する ものなる を、 是 はかくせ よ あれ は 

しかせよ と、 六 借し きこと を 下知せば、 士卒 會 得せ ざ 
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らんこと こ と は hN な り" 

令 素行 者、 與. 衆 相 得 也、 

是は 上の 1 一段 を 結びて、 平 生 の 下知よ く 士卒 へ ゆき 

わたる 時 は、 法と 士卒と 一 致す ると 云 意な.^、 平生 そ 

の 法に よく なれて 居る ゆ へ、 士卒む づ かしき ことに 

思 はす、 合點 もはやく、 わざ もよ く 働く こ と を、 相 得 

るとは云な，0^、たと へば吾國の風俗に、男子たるもの 

は あたま を はられ て は 堪忍なら す、 男の た、 ぬと 云 

こと、 中古よ， 0 の ことな り、 よく 立ち か へ て考れ 

ば、 弱輩なる ことなれ ども はや 年久しく 風俗と な hs、 

人々 幼少より 覺 えこ み て、 男子 はかく あるべき はす 

のこと な，. と 心よ b 納得して、 かって あやしま や、 是 

中古の 名將 士卒の 勇 氣を養 ふ 法 術より 起 KV て、 吾が 

國の 風俗と なれ. o、 又 武士の 大小 を揷 ひこと も、 中古 

よ， CN のこ となれ ど も、 武士た る もの は 幼少よ.. >  さし 

つけて 、如何様なる ひ は づ なる もの も 曾て 重し とせ 

す、 厄介と もせぬな り、 是又練 熟せる 所より、 令と 衆 

と 相 得る が 故な りと 知るべし、 
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のなる ゆ へ、 こ に 又 士卒 を 治る 法 を說 けるな.^、 孫 

子が 心 深き かな、 卒は 士卒な b  、親附 する と は、 士卒 

われ を 親み て 父母の 如く 思 ひ、 われに よく 附き從 ふ 

ことなり、 服す ると は 心より 納得して、 わが 罰 を受る 

ことな， 、難 用と は 用に たてに くきと 云 ことなり、 一 

段の 意 、士卒い まだ 我 を 親み 我 に 心よ. -附き 從はざ 

るに は、 罰 を 施す ベ からす、 我 を 親 ひこと なき 士卒に 

罰 を 施 1 時 は、 士卒け すみ 畏れて、 心より 吾が 罰を尤 

なること かなと は 思 はぬ なり、 何 ほど 道理に 當 りた 

る 刑罰な りと も、 元よ..^ 將 を 父母の 如く 思 ふこ ろ 

なき 時 は、 其 刑罰 を 心よ. 納得して 受る こと はなき 

ものな. 9、 刑罰 を、 心より 納得して 受る ほどの 士卒に 

非れば、 軍 を させて 用に 立る こと はなり 難き な，.^、 何 

故 なれば、 其 身に 罪 ありて さへ 死 を いやがる 人 を、 い 

かにして 罪な きに 殺さる ベ き、 軍に て は 罪な き 士卒 

を 敵と 戰は せて、 死なし むる ことなれば、 よ く，， --上 

を 親む こ/ < ろ あるに 非 ん ば、 用に 立つ まじき なりと 

云 意な b、 

卒 -已-ー 親- 附、 而 罰 不. 行、 則 不. 可. 用 


也、 

士卒す でに 吾に 親み、 よく 心よ.^ 附き從 ふての 上に、 

刑罰 を 行 はぬ 時 は、 士卒 恩に 驕 へて 法 を 畏れぬ ゆへ、 

士卒 わが ま、 になり て 法令 を 用 ひす、 軍 は 法 を 以て 

衆 力 を 一 致し、 勝ち を 取る もの なれば、 如 此の 士卒 も 

又用に立たぬと云意な，..^、 
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故 令. 之 以. 文、 齊乏 以 k 、是 謂，， 必- 

取 一 

故と は 上の ニ條 をう けて 云 へるな ^、之と は 士卒 を 

指て 云、 令す ると は 命令 を 施 マ ことにて 、士卒 を 下知 

する ことな， OS  、文と は文德 にて 仁愛 恩澤を 云、 齊とは 

そろ ゆる ことなり、 仁愛 恩澤 ばか. にて 刑罰 を 施さ 

> る 時 は、 君子 は 上の 恩に 感じて よく 法 を 守れ ども、 

中 人 以下 は 却て 心安く 思 ひて 法 を 破る ゆ へ、 法 を 守 

る もの も あ. o、 守らぬ もの も あ. hs て そろ はぬ を、 今 刑 

罰に て 1 隱に法 を 守らす る 樣 に そろ ゆる ことなり、 

武とは 武威に てこ にて は 刑罰の ことなり、 先 士卒 

を 下知す る に は、 恩 を 以て 士卒の 吾に なつきした 


など， o かろし むる こ /- ろな り、 尤 敵を畏 る、 は、 臆し 

たる ことなれば、 何の 用に もた  >  ぬ將 にて、 それ は 云 

に 及ばぬ ことなり、 大抵 は 合戰は 武道なる ゆ ゑ、 武を 

好み、 進む を 好む をよ きこと、 心得る より、 つまび 

ら かに 敵 を 料る こと をせ ぬ ゆ へ、 相 敵の 法の 次に か 

く 云 へ るな り、 兵 非 益 多 也と 云 句 を、 後世の 本に は、 

多く は 兵 非， 貴。 益 多 一と 作れ り、 軍の 道 は 多勢 を 貴ぶ 

に 非す と 云 意な り、 尤 道理 はさる ことなれ ども、 一 段 

の 文勢 開え かぬ る な^^、杜牧が注にはゎれと敵と人 

数の 多少な く、 又 武勇なる 士卒 を も 持たぬ 時 は、 賤き 

下 卒の內 より 材能 ある もの を擇 みと，^ て、 今までの 

軍兵に 雑へ、 力 を 併せ 敵 を はかりて、 勝利 を 得べ しと 

云へ. 9、 是は取 人と 云 を 人の 材 能を擇 むこと に 見た 

るな，..^、是にても通す ベ けれども、 惟と 云 字の 義 立た 

す、 そのうへ 下の 文に も 敵の こと を 入と 云 つれば、 文 

例 か はるに よ，. >  て 用 ひ 難し、 梅堯臣 が說に は、 武進を 

繼で 進む とよめ り、 人數 敵よ， 9 多く もな く、 つ V きて 

進む ベ き檨 なき 時 は、 奴 僕な ど 賤き下 卒のカ を 併せ、 

敵 を はか， 0 て 勝 を 取るべし と 云 へ hs  、武進 をつ ぎて 

す、 むと 見る こと、 文義 いか  >  ぁ るべき、 其 上 力の 宇 


を 奴 僕の ことに 見る こ と、 漢晉 以後の 文に は ある こ 

となり、 上古の 文に はなき ことな れ ば、 用 ひがたし、 

直 解の 一 說に は、 惟の 字 を雖の 字に 作 て、 雖， 無，， 一武 進 

レル ス ルニヲ リ テル ュ 

足 一一 5 併， 力、 料 ， 敵 取 入 而已と 云 意に 兇た.^、 惟と 云 字 

にて 通じ かたき ゆへ、 かく 改めて 見た るな らん、 

い t タメ  アナ トル チ ハ  ニセ ラル  二 

夫 惟 無 k 、而 易. 敵 者、 必 擒， 於 人， 


是は 上の 條 のうら な，. ^、思慮 もな く て 敵 を あな 

心 やすき ことに 思 ふ 者 は、 必 敵に 生擒 にせら る、 も 

のな b と 云 意な り、 思 盧 と 云 は 上の 文に 云 へ る 相 敵 

の 法に て、 よく 敵 を 料 察して、 敵 S 情 をよ く 知， 9、 こ 

れに 勝つ ベ き 道 を 得て 軍 をす る ことなり、 武を 好み、 

進む こと を 好む 所よ b  、敵 を あなどる 心 生す るな 
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卒 • 親- 附； 而 罰. 之 則 不. 服 、不. 服 

則 難. 用 也、 • 

是 より 篱の終 りまで、 士卒 を 治る 道 を 云へ. CS  、上に 相 

敵の 法を說 ける を 承け て、 將 たる もの 敵 を はか， 9 て、 

散に かおんと 0. みする 時 は、 手前 を 忘る 、所 ある も 
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ませし は、 名 將の作 略な り、 馬 を 殺して 肉 を 食 ふ も、 

糧 なしと て 侮る ベ か ら す 、朱の 華 元は 朱の 城 園 まれ 

て 兵糧 盡きは て、 子 を 易へ て 食す る 程に あ...' しか ど 

も、 遂に 城下の 盟を うけす、 晉の圃 の 軍法に は 出陣よ 

り歸陣 まで、 陣厘を 起 つ 時 は、 井 をふさぎ 竈 を やぶ 

る、 是を など 窮寇と 云べ けん、 又 李 想史思 明が 决し 

て降參 せんと 料，.^ し を、 士卒 皆 さ ， やきて そし け 

り、 是乂李 想 衆の 心 を 失 ひた 力と も 云 ひ 難し、 周の 世 

宗平城 を 救 ひ 玉 ふ 時、 賞 を 頻りにして 將を も卒を 

も勵 まし 玉 へる こと あ れ ば、 强 ちに 窘 なみ 困め る 故 

な. CV とも 云が たし、 人質 を 送て 謝する とも、 油斷 さす 

べき 謀に 如此 せる こと 其た めし 多ければ、 何とて 一 

槪を 以て はかる ベ けん、 總て是 を 云に、 相 敵の 法は醫 

老の 脈經の 如し、 徵 者の 脈經を 諳んじたり とも、 不窮 

の 變を盡 さん こと は 舯解妙 悟して、 病 情に 通達す る 

にあり、 兵 もまた しかな b と 思 ふべ きな K 

兵 € 益 一 多 テ也ま き) 武- 進， 足- -以 I, 

あ 料： 敵ヲ あ： 九 而 已、 

是と 下の 條と 合せて、 1 一條 は 上の 相 敵の 法 三十 三條 


を 結ぶ 詞な b. 、兵 非 益 多 也- -は、 軍兵 は 數を增 して 多 

くな.. > たるに は 非れ どもと 云 意 な り、 惟 無- 武進 一足， 

以併, 力と は、 武進 は武を 好み 進む こと を 好む ことな 

り、 併 力 は 手前の 軍兵に 力 を 合せて、 少 勢が 多勢に む 

かふことな，.^、人數を多く增したるにはぁらで、手前 

の 軍兵に 力 を 併せ、 小勢が 大勢 同前に なること は、 た 

> 武ヶ 一好み、 進む こと を 好む ことなくと 云 意な り、 料 

, 敵 取 k 人 而已と は、 敵の 上 をよ く 察し 料 て、 敵の 働き 

の上ょh^、吾が勝ちを取出すゃぅ にす るまでの こと 

なりと 云 意な り 、取. 人と は 人より 取る と 云 意な b  、人 

と は 敵な り、 取と は 勝利 を 取る ことなり、 一段の 意、 

人數を 多く 增 して、 みかたの 軍兵の 力 を 益す は 勿論 

のこと なり、 人數は 多く 益す にても なくて 、味方の 軍 

兵に 力 を あはせ、 前々 より は 兵の 力強くな り、 多勢 同 

前になる こと は、 惟武を 好み 進む こと を 好む ことなく 

て、 敵 をよ く 察し はかり、 敵の する こと を 此方へ 取 

用 ひて、 吾が 勝利に する 所に あるな..^ と 云 意な. 9、 敵 

の 働き を 取て わがものに する 所、 孫子が 深 な 、さ 

れ どもよ く 敵 を 察し 料る に 非れば、 敵の 働き を 取る 

ぼ？ ね： 5 を 好み 進 ， 」 ，もお.， S: 皆 A を ゆ 


こと あれば、 近而靜 者、 恃 -其險 一也と も 云 ひ 難し、 趙暉 

が 王 景榮を 攻めし 時、 壁 を 堅く して 出 ざ.. >  しかば、 * 

方の 軍兵 を、 敵方の 加勢 の 兵に こしら へて 見せ ぬれ 

ば、 景榮カ を 得て 人數を 押し出し たる こ ともあれば、 

戰を 挑む ばか，.^ を 敵 を 引出す 計と は 云 ひ 難 し、 永昌 

公が 栢を 伐て 庵と し、 取 勢を舍 せし こ ともあれば、 木 

の 動く を 見て 寄せ 來 るとば かり も 云 ひが た し、 張須 

陀が人 數を草 中に ふせた る こと も あ れ ば、 疑 兵に は 

あらで、 まことの 伏兵なる こと も あるな り、 于謹 大敵 

に 逢 へ ば、 山中の 鳥 獸を逐 出させ、 われ は 高き 處 へ 上 

,9、 指揮す るて い を 見せた る は、 覆 伏 をば 設けす して 

設けた る やうに 思 はせ たるな， 9、 武者 ほこ. 0 を 見て、 

其 形の 高き ぞ卑 きぞ 狹きぞ 廣きぞ と て、 それに 泥ん 

で 伺ん とせば 、普 晉 と齊と の 取合 ひに、 晉軍 わざ と 薪 

に繩を つに 人 地の 上 を ひかせて、 ほ， 」 り を 夥しく 起せ 

たるな ど を晃て は、 大 軍の よせ 來 ると 思 ふべ し、 使者 

の 口上へ いく だるに、 眞に 和^ を このみ、 使者の 口上 

强 みある に、 眞に 進む も あるべ きこと な 、輕 車を兩 

方 へ はり 出す ち 引く ベ き 方 便 にす る も はか り 難し、 

難 藤なる ことなき に 和 を £ ふ も、 われ 知す とも、 本國 


に 憂出來 たらん も はか.^ 難し、 かけはし りて 備を立 

るに も、 ヌ いかなる 謀 や あら ん すら ん、 半 進 半 退に 

も、 眞 に亂れ たる 備も あらん、 杖つ き 立つ にも 疲れた 

^と 詐りて 見す る こ. とも ある ベ し、 水 を 汲で 飮で見 

るに も、 秦の國 より 涇 水の 流れに 毒 を 入れた る 類 も、 

疑 はす まじき 爲に は、 のみて こそ 見せん すらん、 利 を 

見て 進まざる も、 法令の 嚴 なる 備は、 將の 命令 を 待つ 

こと あ， o、 鳥の 集る は虛 な， 9 と 云へ ども、 田 單が即 墨 

城に て、 鳥に 食物 を與 へし かば、 群 鳥 城 中に あつまり 

し 類、 ある まじき に 非す、 軍士の 夜 呼ばる は 恐る、 な 

b と 云へ ども、 吳の戰 舟 を楚 へ とられし に、 吳の兵 偽 

て 楚國の ものと な 、ひそかに 夜中に 敵 船の 側に 忍 

び 入り、 敵の 伏 船 こそ ひそかに 味方 の 船に まさ. 9 た 

れと 呼ば.， >  し か ば、 i の 船 ども 騒ぎ 立ちた る ひま 

に、 彼 船 を 奪て 歸. 9 しこと も あるな り、 孫子が 語 を 一 

邊に 守ら まし かば、 味方の 者の 敵陣に て 呼ばる VJ ば 

知らす し て 、愚 かなる わざに もな， 9 ぬ ベ し、 軍擾れ て 

旌 動く にも、 俘" 崩れて 伏兵 を設る こと も あるべし、 

吏の 怒る は 士卒の 倦た るな りと 云へ ども、 楚 の 子 革 

が、 摩 s して 以て 王の 出る を またん と 云て、 士卒 を勵 
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委 謝と 云と 云 へ ，り、 字義 詳 かなら す、 用 ひが た し、 賈 

林が 說に は、 委を たはむ とよみて、 氣 さきた はみ よは 

くて、ゎびごとを云と見た..=^、是非とも休息せんと思 

ふ 時 は、 人質 を 出して 戰ひを やむ る こと 定法 なれば、 

此說は 宜しから ぬな り、 

兵 怒而相 迎^^ 而 不. 合、 叉. 不，， 相 

ラ  テ. V  3  チ 

去， 必謹 察. 之、 

兵 怒 而相迎 ると は、 敵 兵の 氣象 ことの 外に 怒り、 威勢 

を ふる ひて、 あの方よ， 0 よせく る を 云な， 、迎 ると は 

出迎る こ、 ろに て、 此方より 取り かくる によりて、 そ 

れに應 やる に は あ ら で、 彼が 方よ h> よせく る ことな 

り、 久而不 合と は、 時刻 を 移せ ども 合戰を 始めぬな 

り、 合する と は戰を 合せ、 鋒を变 ゆる ことな，^、 又 不- 

相 去, と は 又 引き もせぬ ことな. o、 必謹 察つ ゾ』 と は、 右 

の 如なる 敵 は、 * 方の 動き を 待ちて、 奇兵 伏兵な ど を 

以て 撃つ べき 方便なる によ り て、 殊の外に むづ かし 

き 敵な り、 必 謹で 大切に おも ひ、 よく/^ こ、 ろ を 付 

けて 察すべ しと 云 ことな，. >  、この 敵 は 最初の 怒て よ 

せ 來る所 はや 方便な b  、怒て よせ 來る ほどに て は、 是 
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非と も 1 戰を始 むべき ことな る に、 久しく 戰 ひを始 

めぬ は、 怒りの 一 邊 にて 思慮な き 敵と 思 はせ、 此方よ 

り戰を 始めさすべき 計な り、 然 る に 此方よ.：.^ 戰を始 

めぬ ゆへ、 人數 をく り 上げす して 榡子を 見るな，. >  、眞 

實に 怒て 寄せ 來る敵 も、 功 者 なれば、 戰て 利な きを 見 

て は、 戰を 始めぬ こと あるな..^、 され ども 怒て よせ 來 

る 勢 ひなれば、 戰を はじめて は あしきと 思 は  > 、早速 

引く ベ きを、 引 もせぬ はいか さまに も 六 借し き 敵な 

.0、 とかくに 方便 あ b て、 見えに くき 敵な. o、 又決斷 

なき 敵に も ある こと な -^、 攻に孫 子 も是 ^^iJ^H 可と も 

さだめす、 た  > 謹 察 之と 云へ るな b 、右 相 敵の 法 合て 

三十 三 箇條、 但し 殺， 馬肉、 艮 と懸， 缺 不， 返との 一 一箇 條 

を 一 つに したる 說 なれば、 三十 ニ箇條 なり、 是皆 孫子 

大略A-擧て、敵を察するすぢみちを數へたるな..^、此 

法 を 堅く 守て、 敵 を 視る法 は是に 極ま b た 、此 外に 

法な しと 泥む ベから す、 其 意 を 開宗に 委く输 せり、 劉 

鄯晉 と對陣 せじに、 靜 にして 物音な かりし かば、 晉軍 

よ 人 を 遣 はして 伺 はせ た る に、 旗を驢 背に く  、り 

つけて 殘し 置 き、屛のぁたh^をぁh^かせたるばか.o 

にて、 人 は 一 人 もな く、 いつのまにか 陣處を 移しけ る 


使ひ、士卒の難儀をも顧.^みす、後になりては思ひの 

外に 士卒の 心服せ ぬ 所 を 見つ け て 、士卒が 二心 を さ 

し はさみ、 或は 落 行ん かと ひた もの 氣遣ふ は、 其將の 

しかた 不 吟味の 至極と 知る べしと 云 こと な .=^、此 一 

事 を 聞て、 諸事 武道の 上に 不吟眛 なること あ る を 知 

ると 云 意な b  、よく 武道 を吟 * したる 將は、 何 ほど あ 

ら けなく 士卒 を 使 ひたる と て、 それに 士卒が 畏る 

ものに 非す、 とかく 無理なる ことなく 士卒 を 使 ふ を、 

吟味の つま.. >た ると 云な b  、又將 の 人が ら暴惡 なる 

人 も、 士卒 を あらけ なく 使へ ども、 それ は 後まで 士卒 

の叛ん かと 畏る 、ことなし、 最初 は あらけ なく 使へ 

ば、 士卒が われ を 畏れて 命に 從ふ榡 に 見 ゆる ゆへ、 そ 

れを よき ことかと 思 ひ、 後に 至， o- て は 士卒の 心服せ 

ぬ こと を 知て、 殊の外に 士卒 を 氣遣ふ は、 不 吟味よ hs 

起， 0 たる ものな り、 ま 曰 操、 李筌、 杜牧幷 に 張預、 劉 寅が 

一 說に は、 暴を卒 暴の 義に 見 て、 先 暴と 云 を、 最初 は 

敵 を かるく 思 ふこと な.. >  と 見、 其 衆と 云 を 敵の 大軍 

と 見て、 後 畏、， 其 衆, と 云 をば、 後に 至 て 敵の 大軍を 

畏る と 見、 不精 之 至 也と 云 を、 敵 を 料り 察する こと 

の 精し くな き 至極と 見た る な り、 初めは 粗忽に て 敵 

1 i i 子 行軍 第 九 


を かるく 思 ひ て、 後に な，.^ て 敵の 大 軍なる を 見て 殊 

の 外に 畏る. -は、 其 將の敵 を 料る こと 精し からす、 粗 

末の 至 な-. と 知る べしと 云 意な り、 是 にても き- J 

ゆれ ども、 下の 文に 無 而易 V 敵と 云 へ る と、 重言に 

なるな. o、 故に 用 ひす、 

リメ  スルハ  ス ルナ リ  セント 

來委謝 者、 欲，， 休-息， 也、 

來委 謝する と 云 は、 人質 を 送て わびごと をす る こと 

な.^、 委は委 質と て 人質の ことな. -、 來委は 委を來 た 

すと よみて、 人質 を 送る ことなり、 謝 はわび こと を 云 

ことな. >  、欲， 休息 一也と は、 暫く 人數を やすめ、 時節 ヒ 

待て 再びと，.^ かけんと 思 ふこと なり 、總 じて 休息す 

ると 云 は、 末に 働く ベ き爲に 休息す る 道理に て、 休息 

せんと 云ふ詞 に、 時節 を 待て 再びと かけんと 思 ふ 

意 こもれり、 一 段の 意 敵より 人質 を 送て わび こ と を 

云 は、 此方に 心安/、 思 はせ、 是非ともに 合戰を やむ る 

了簡な り、 かくの 如く 是非ともに 合 戰 を やめん とす 

る は、 士卒 も 殊の外に 草 a れ たる ゆへ、 先づ 士卒に も 

休 息をさ せ て、 時節 を 待つ r 簡な りと 知るべし と 云 

意な り、 李签、 張昭が 注に は、 徐か に 進み 疾く 返く を 
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後 詰 加勢の 約束 もはづ れ ぬる 程の こと 皆 失 計 なれ 

ば、 勢 だんく に ゆきつ まり、 末々 は滅 13 すべき 榡子 

見 ゆる ゆへ、 士卒 皆 二 心 いだき 心 はなる、 ものな 

れ ども、 合戰に 勝利 を 得れば、 士卒の 氣も又 勇み 出る 

ものなる に、 それ もなら ぬ 時 は、 愚將は 大形 は 士卒に 

物を與 へ、 士卒の 機嫌 をと るな b  、故に ひた もの 褒美 

を與 ると きかば、 其如此 なること を 知べ しと 云 意な 

、この 窘 むと 前の 窮寇と は、 皆 ゆきつ まりた る なれ 

ども、 前の 窮寇 はせん かたなく ゆきつ ま たれ ども、 

上下の 心 一致して 二心な き ゆ へ、 必死の 一 戰を 心が 

くるな， o、 是は 士卒の 心 離れん とし、 將も さほどに た 

ぎ.^ たる ことなく、 唯 褒美 をせ つく 與 へて 士卒の 

、む を だまし、 1 日々々 と 日數を 送て 待つ 所 あるな 


t スルハ  ス ルナ リ 

數罰者 困 也、 


數 罰する と はせ つく 士卒 をと がに 云 ひ 付る ことな 

り、 困す ると はくた びる 、ことな，^、 士卒く たびれ て 

精 を 出さ や、 上の を 用 ひす、 法令 を も 守らぬ ゆ へ、 ひ 

たものと が を 云 ひ 付け、 士卒 を 罰して、 勵 みの 出る や 


うにす る こと、 庸將 のす る ことな り、 故に 敵方に てせ 

つく 刑罰 を 行 ふと 聞て、 士卒の くたびれて 精 を 出 

さぬ こと を 知る とな， o、 この 困す ると 云と、 前の 窘む 

と 云との 相 逢 は、 窘 むと 云 は、 だんく に 勢 ひの ゆき 

つま， てく る ことな 、困す ると 云 は、 士卒の 草臥れ 

て 使 ひにく、 な，.^ たる ことなり、 又 上に 吏 怒 者 倦 也 

と 云 へ ると、 この 條と大 かた 同じ ことなり、 吏 怒 者 倦 

也と 云 へ る は、 時に あたりて 一 備 一 手の 上 を、 備の上 

にて見て知ることな..^、是 は 其 手の 總體を しること 

な..^、 是其 差別な h -、 

先 暴 而ぺ恍 畏，， 其， 衆， 者、 不 精， 之 lif 

也、 

先 暴と は 暴 は 暴虐な， 9、 あらけ なく 士卒 を 使 ひて、 士 

卒を あはれ むこ 、ろの なき な り、 最初に は 物 ごと あ 

ら けなく、 士卒 を 使 ふ を 先 暴と 云 な. c- 、後畏 。其 衆 一と 

は、 其 衆 は その 士卒 を 云、 後に な， 9 て は 士卒の 二心 を 

いだき、 或は にげ 去ん かと 畏る  >  ことなり、 不精 之 至 

也と は、 く はしから ざるの 至りと よみて、 不 吟味の 至 

極と 云 ことなり、 一 S の 意、 最初 は 士卒 を あらけ なく 


陣屋 へ. 返らぬ は 窮寇な b と 云 意 な .=^、是に て も 義理 

通す るな り、 昔孟， 明が 陸 へ 上りて 舟 を 焚きす て、 楚軍 

の 釜 を 打破り し 皆 この類な り、 
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諄-諄 翁-翕 徐 與乂 言 者、 失. 衆 也、 

諄.々 はく  h,- ごと、 よみて、 くり かへ し 丁寧に もの を 

云 ことなり、 翕 翁 は收歛 する 貌 なり、 收歛 すると は 威 

勢 を 張らす、 肩 を いから か さす、 すくみす ぼ ま b た る 

ていな り、 徐與， 人 言と は、 ゆ る やかに 静かに 士卒と 

もの を 云 ことな...^、 失， 衆と は 士卒の 心 を 失 ふ義に 

て、 士卒の 心 はなれた る を 云な り、 一 段の 意將 吏の 士 

卒 にもの 云 ふ體を 見る に、 くり 返して 丁寧に、 威勢 も 

なく 靜か にもの を 云 は、 士卒の 心 はなれた る ゆ へ 、士 

卒の 機嫌 を... 、きびしく 物 を 云 ひ 付る ことならす、 

だましな ごむる あ. 0 さまな， 0 と 云 意 な り、 翕々 を講 

義開宗 武備 志に は、 言 偏 を 加 へ て 譲々 に 作る、 正 宇 通 

に疾 言な り と 注して、 はやくちに 物 云 ふこと な，. >  、徐 

與 k 人 言と 云へ るに 碍れば 用 ゆ ベ からす、 曹 操の 注 

に、諄々は語る貌、翕々は失』§貌と云 へ..^、諄々はく 

,CN か へ してもの云ことなれば、物がた，，^する貌なh^、 


上よ， 0 屹と 士卒に 物 を ゆし 付る こと はなら すし て、 

はなしな どの 檬に云 は、 衆の 心 はなる /-故な.„.^、翁々 

は 威勢の 落ちた るて い ゆへ 、失 貌と云 ひたるな 

b  、志 を 失と は、 氣を とられた る こと な り、 此注 右に 

解せ ると 同意な り、 直 解に は 諄々 は懇 至の 貌、 翁々 は 

和合の 貌と云 へ ^、杜 牧は 諄々 者乏， 氣聲促 也、 翁々 

者 顛倒 失 k 貌と云 へ り 、梅 堯臣は 諄 々 吐 a 誠懇， 也、 翁 

々曠。 職 事， 也と 云へ， -、 何れも 穩 かなら す、 李 答、 賈 

林、 王晳、 何 氏、 張預は 諄々 翁々 徐與人 言と 云 へ る を、 

士卒の ていに して 失 衆 也と 云 へ る を ば、 將が 衆の 心 

を 失 ひたる にして 見 た り、 士卒が 肩身 をす ベ てく b 

か へし、 靜か にさ、 やきても の 云 は、 上 を 恐れ 上を怨 

むる 體 なる ゆ へ、 是 を 以て 士卒の 心の 離れた る を 知 

ると 云義 な，.^、 是 にても 通 やれ ども、 此條 より 下 は、 

皆 將の上 を 云 たれば 、類例. 合 はぬ ゆへ 用 ひぬな hs、 

t 賞者窘 也、 


數賞 すると はせ つく 褒美 を 士卒に 與 ふること な 

り、 窘 也と は 勢 ひゆき つまりて、 急に せま hs たる こと 

の ある ことな， 0-、 ひた もの 勝利 を 失 ひ、 計 もちが ひ、 
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怒 者 倦 也と は、 士卒 疲れ 草 臥る S 時 は 下知 をう けす、 

頭の 手に まわらぬ ゆへ 腹 立るな b  、故に 吏の 怒る を 

見て 士卒の 草臥れた る を 知るな り、  . 

殺. 馬 肉人艮 者、 軍 無. 糧 也、 

馬 は 軍 中に て 第 一 に 大切なる もの なり、 故に 人馬と 

云 ひ、 兵馬と 云 ひ 、古より 士卒に 並 ベ て是を 云な， 9、 

周の 世に 武の事 を 司る 官を司 馬と 云 て、 馬 を 司る と 

かきた 、武道に 馬の 肝要なる こと 見つ べし、 然るに 

馬 を 殺して 其 肉 を 食す る は、 軍 中に 糧 なき 故な り、 糧 

なけれ は 士卒の いのちな き ゆ へ、 大切なる 馬 なれ ど 

も、 殺し て 其 肉 を 食す る >  J となり、 

懸プ 其ノ 化， 者、 窮-寇 ナ^、 

缺 はやき ものな り、 缺を懸 ると は、 やきもの /1 類を樹 

の 枝な どに かけて、 飯 を こしら ゆる こと な .9、 不 J^, 

其 舍,とは、舍はぃゑな，.^陣屋 を 云、 陣屋 を 出て 戰ひ 

たる 敵の、 もとの 陣屋へ 返らす、 野原に 臥すな.^、 窮 

寇 はき はまれる あだと よ む、 あだと は 敵 を賤 むる 詞 

な， 、き はまる と は ゆきつ まりた る ことなり、 行きつ 
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ま， 9 たる 敵と 云 ことな，， ：r  、ゆきつ まりた る 敵と は、 死 

に 狂 ひに 覺悟を 極めた る 敵の こと な り、 陣屋 を 出た 

る ものが、 本の 陣屋へ も 返らす、 野原に 臥し、 飯 をた 

くに 竈 を も ぬらす、 樹の 枝に 缻を つるして たく は、 今 

日 を 限りの い のちと 覺悟 し て、 明日の こと を 思 はぬ 

敵な りと 云 ことなり、 一 本 に は 此條と 上の 條を 一 つ 

にして、 粟 肉食、 軍 無^へ g  、不， 返， 一 其舍ー 者窮寇 也と 

作る、 粟 馬と は 粟 は 米の MJ な b  、米 を- iJJ- に 食 はする と 

云 は、 明日の 食 は 入らぬ と覺 悟した-る 敵 ゆへ.、 肸へ s 

かす、 取 出して 馬に も 米 を 食 はするな b  、肉食す る.^ 

は、 小 荷駄な どっけさせる 牛- 洱ケ」 殺して、 其 肉 を 食す 

るな， CS  、是も 今日 を 限りと 思 ふゆ へ 、牛 は 入らぬな 

^^、又魚肉等を買て食すると見てもょし、有無の 一 戰 

と極むる上は、金銀の費も惜まぬな..^、又士卒.：^馳走 

する 道理 も あるな り、 軍 無. 懸， K と は、^ 國，： て は 多 

く は 米を甑 にて 蒸て 飯に する な b  、散の 釜に は 多く 

缻 を 用 ゆ、 陣屋 はせ はき ゆ へ 、飯 をた き 仕舞 て は、 其 

缻 をば 外へ 出して かけて 置く な .9、 然るに まろばし 

すて、 常の 如くに かけて 置か ぬ は、 今：：！ 切りに て は 

や 入らぬ と 思 ふゆへ な 、如此 にして 日 慕 るれ ども 


に し て 法<^嚴な れ ば 、s^ 巾^ま 返り て 、夜 は 扣 

子 木の 聲 と- の 嘶く 聲 ばか.^ す る を、 名將の w 所と 

す、 やかましく 呼 は り 叫ぶ は、 心に K る 所 ある ゆ 

へ 、自然と 继に發 する ことなり、 

W 搔とは W 屮 さはぎ 立つ こと ある を 云な 6. 、 將 不レ重 

と 云ば、 たと ひ 脇した る 大將に は 非 やと も、^ 將の人 

とな hv  、輕々 しくて 威な き 時 は、 陬 巾 さはぎ 立つ こと 

ある ものな hv 、故に！ を以 て將に 威の なき こと を 知 

もな，，^、：j53:周g■夫七^を5^治する時、夜屮に陣中さは 

一 ぎ 立ち 、本陣まで 騒勸 した る >  J と あり 、周； g 夫 そしら 

ぬ ふ， 0 して 勉き す、 や は. 0 臥して B ければ、 しばらく 

の內に^ま..^た，.='と云こと あ 、又 三國 の張逾 も， 4- 

祉に 屯せ し 時、 夜中に 陣中 ふと 騷動 せり、 張 逸さ はが 

や 木 陣に立 ちて： S け れ ば、 iS く ありて 静ま，. > た と 

一 なり、 將の 物に » せぬ 所より 威生 じ、 威 あると ころ 法 

令 殿に して、： 水屮静 な， 0 と 知るべし、  . 

クハ  ル、 ナリ 

旌， 旗 動者齔 也、 


旌旗 ははた なり、 はたの 動く は備の 狐る、 なり、 旌は 

一 のかな めに て、 一 ^の W 兵 に！ I：！ をつ くるな り、 

備ケ- 分け 糾を わく る も、 この 旗の 立處を 以 て 其備の 

場所 を i 儿め、 旌 進む 時 は 進 み、 旌 退く W は. 退く、 旌ぃ 

まだ 励かざる 時 は 士卒 一 足 も 引く ベ か らす、 引く 時 

は旌を 立てた る^まで 引きて 蹈 る ごとな り、 然 

るに旌励きゎた..^亂る 、 時 は、 其備 たと ひ 動かす と 

も、 必 崩る 、 な..^、： 將の： S 令た ざる ゆへ 旌矶 る、 

施の g る 、ほどの ことなる ゆ へ 、必辦 る 、 ことなり、 

故に はたの？ i く を 以て 士卒 の^る 、を 知る な .0、 古 

W の ffi 公齊 と！： と 云 にて 戰 ひけ る 時、 齊の 5^ 脉 

れ たり 、もし 伏兵 欣 け て 偽り 引き て 、！ g を 入れん^ 

かと « ^ふところに、^ の 將 W-WM^ より 下..^ て 、敵 

^の の 轍の f 挑れ たる を：：：^ 、はるかに- ぱで 旗の * き 

たる を 見て なしと て、^ 公に す、 め逐 打に して、 

大き に 勝利 を^た る も、 此木 文の ^なり 、 

史怒者 n、  • 

史と は將の 下に 鳩した るお 人 を 云、 今：：： 本に て は 小 

紐^よ. -、 足 輕大將 お 役人の るいまで を も； ぶ ベ し、. 5f 
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. 、 £^-::3-ることなb  、  I  ::ト负などの仆れて15る 

を兑ゥ け、 成 は 旗？^^: い" のる い 取， o 符て は、 一 かと 

の K 名になる 物の、 取り^して ある を も 利と 云べ し、 

かくの 如きる い を：： 几 て は、 必^て 是を 取る こふ 兵卒 

の W なる に、 今 是.： ながら 取ら やして 行く は 、士卒 

の 疲れたるな り、 勝利 あるべき 場 を兑ゥ /-、 か 、らす 

して 引く は、 1E* の 士卒 传 つかれたるな，. >、 

ノ ィルハ  ナリ 

S 人 は，：. I のと まること なリ 、虚は 虛な 、s:::f.- に 

とまらば、 其 wng に は 人な しと 知る ベ し ilK 化 

-^、  ws; は W の 3：: と はか は h ^「ゆ 生 は 人 もな き WW に 

小 2^- を かけ、 人 g 移しく あ つ ま.<^居 て、劍戟を並 ベ 立 

て、 旌峨 をた て^く ゆ へ に、 wcas れ 驚きて とまらぬ 

ものな..^、 然るに 陣： S の 卜： に.：； I のと まる は、 敵 其 w を 

叨け 去て 人す まぬ ゆ へ、 cS 恐る、 ことなく 來る うへ 

に、 大， ボ のす みたる あと なれ は、 物の^ち こぼれ あ 

る ゆ へ 、お c^::! ルを食 せんとして 來る なり 、故に 古よ. 0 

c5 ある を 以て 人な きを 知る こと、 其た めし 多し、 左 W 

にも楚敏ょ..^郯の國レ，，-伐ちた る 時、 楚は 大取猛 勢な 


れば、 鄭の 方に は 戦に 及ばす^ 行く 支 皮し ける 時、 物 

见 の 者 $： て 、楚貉 お. 楚兵去 炎と： *ム た る こ とぁ .^  、 

藉は帷 翁と て陬 扇に 打ちた る^な hv  、又脊 より 齊を 

伐ちた る 時 も、 臂の大 失 叔，： 1: が ：mi に、城上：^^3齊師 

通矣と 云へ り 、域の 上に ぬの あつまる ぉ兒 て、^ の， 水 

^の^たる こと を 知れる な 、：： ^は 今：：： 本の 城と は 

a- は.^、 s^u の 城な ど はま わり に 細 を ほり、 を かけ 

たるば か. 0 にて、 內に はさまで 大きなる おもな きに、 

人多くぁっま.^、wの支度にて劍就を，立^ぶれば、人 

の： S る W は はと まらぬ ゆ へ、 c:! の あるに て 人の な 

きを 占 へ るな り、 
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夜 呼 者 恐 也、 

敵の！： 所に て、 夜よ ば  >  る * のしき りに W ゆる は、 士 

卒 恐る と 知るべし とな. o、 是大將 なき ゆ へ に、 士 

卒 まで こ ろ 脇し て、 夜に なれば かしましく 呼ばる 

な.^、 總 じて-牛 生 夜道な ど を ゆく に、 火 も とぼさす 唯 

« り 物 も 云 はす 靜か にあり く は、 極めて 5. 変々々 し 

き^9のす る こ とな^' 、高聲 に て よば 、 ih- くは 、^ 

したる もの /'する ことな り、^ 中も^ じこと な. o、 大 
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に、 僞て する ことなりと 云 意 な b  、是は 取合に 及び、 

鋒 を 交 ゆるに 及ぶ 時の こと な り、 懸る時 は 一 度に か 

け、 引く 時 は 一 度に 引く は 常 法 な 、軍法 立た す、 勝 

れて 弱き 備は、 鋒 を 交へ ぬ 前に も 見 崩れと て、 敵の 猛 

勇の けしき を 見て 崩る こと あ ，cs  、其 中に 武勇なる 

もの は 蹈み留 よる を 半 進み 半 返く と 云、 是將 の號令 

I  > の はぬ ゆへ 、士卒 ばら/. になり、 勇なる もの は 

進み、 騰 したる もの は 退くな .rs 、號令 調 ふ 時 は 士卒 も 

勇 怯な く、 進 返 一 度な り、 され ども かほ どに 見 崩れ を 

する こと、 又む ざと ある ベ くもなき、 至 て 弱き 敵なる 

ゆ へ 、箇樣 にある まじき 敵の 箇檨 にある は、 眛方 を僞 

引く 謀と 見る べき ことなり、 又 諸 備の內 にて、 か る 

備も あ. CS  、引く 備も ある は、 人數を 分け 手配り をす る 

なれば、 却て 敵の 氣遣 ふべき ことにて、 敵 を 偽 引く 謀 

に はならぬ な.^、 とかく 一  備の 士卒 は、 か、 る も 引く 

も 一 同なる ベ きを、 1 同なら ぬ樣 にす る を、 甄れ たな 

形 をして 敵に 見す ると 云た る な b  、昔 吳國 より 楚國 

を 伐.^ ける 時 は、 罪人 を 備に 作りて 取 かけ、 或は 進み 

或は 返き て、 楚の 兵を僞 引た る こと あり、 是 はかけ つ 

引つ 樣々 にし たる ことな 、本文と は 少しい はれ 


杖 而立 者飢 也、 

杖 而立と は 兵 具 を K にっき て 立ちてをる ことな，^^、 

士卒 飢え 爐れ たるて いな h^、杖の字を 一 本に は 仗の 

字に 作る、 仗 はよ ると よ む、 物に よりすがる 意な り、 

義理 通す るな， 5、 

汲テ而 氣飮 者 i", 也、 

水汲みに 出た る もの  >-、 水 を 汲て 陣 所へ 持て ゆく 間 

を まちかね、 先づ 取て 飮む は、 水に うえた る 故な り、 

一 人 かくの 如なる を 見 て、 三軍 皆渴 する こと を 知る 

と 云へ..^、 され ども 炎天の 時節な ど、 陣 場より 水の あ 

る處 へ 路の程 も あ ら ば、 水 汲む ものば か..' 咽、 祸 くこ 

とも ある べし、 神理は 筆に つくされ ぬと 云 こと、 如此 

なる 類なる べし、 


見. 利 而不. 進者勞 也、 

直 解說約 大全に は、 不の 字の 下に 知の 字 あ て、 不 

, 知 に 作れ，.^、 なき 方 まされ ..=^、見.利とは勝利ぁる 
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+: 來の 注に は、 前方に 何の 約束 もな. く 和 を 請 ふと 見 

たる 說 あれ ども、 和 を 請 ふこと 即約柬 なり、 前方よ.. > 

和 を 請 ふべ しと 約束す る こと あるべ から ざ れ ば、 此 

說は從 ひ 難し、 又 何 の 故 もなくて 和 を 請 ふと 見た る 

說 あり、 道理 は殊の ほか 勝れた る說な b  、され ども 約 

なきと 云 を、 何の 故 もな くと 見 る こと 字義に 叶 はね 

ば、 是又用 ひがた し、 又た しかなる 誓約 を もせす し 

て、 和 を. 講 ふと 見た る說も あれ ども、 誓約と もに て だ 

てに てす る こと あれば、 此 說も從 ひがたし、 又陳 « が 

^に は 、未。 屈 弱 一而 無. 故 請， 和と 云へ り、 是は 約の 字 を 

せ はし とよみて、 困み 難儀に 及ぶ こ と に 用る こと 

ある ゆ ゑ、 合戰に まけた るに てもなく、 何の こま hrv た 

る こと もな きに 和 を 請 ふと 云 意な， 0-、 此說 まされ， r>、 

今 是に從 ふな b  、謀 也と はて だての 爲 に 和 を 請 ひた 

る に で 、眞實 に 和談を このむ に 非す、 或は * 方 を油斷 

させて 打ん とか 、或は 後 詰 加勢 を 待合す るか、 或は 眛 

方に 內 通の もの ありて、 其 一 左右 を 待つ かなる ベ 

し、  • 


ス ルナ リ 


奔-走 而陳. 兵車， 者 期 也、 


諸 本に 車の 字な し、 今 集注 本に 從ふ、 奔走 はかけ はし 

る ことなり、 陳 兵車と は、 兵車 はいく さ 車な.. >  、いく 

さ 車 を 押出し、 備を 立る を陳 すると 云な り、 期と は 日 

限 刻限の 約束な.^、 一  段の a 敵陴馳 せちが へ 、急ぎ あ 

わて、 兵車 を 押出し、 備を 立る てい 見 ゆる は、 遠方よ 

の 加勢、 又は 內通 うら 切り の 約束の 日限、 别限 到来 

する ゆへ 、急ぎて 戰ひを はじめ、 力 を 合せて 戰ん とす 

るな と 云 意な，^、 直 解 講義に は、 期 を 誓約の 義に見 

て、 軍兵 を聚 めて 誓約 をす る ゆへ に、 使 方々 へ はせ ち 

が ひ、 諸手の 大將 など を 呼び集めて、 行列 をな すてい 

見 ゆると 云へ. o、 迁 遠なる 說 なり、 用 ひ 難し、 此段は 

上の 段に 連ねて 見るべし、 此方へ いつ は.^ て 和談を 

請 ひて a ての 上に て、 かやうな るて い 見えば、 加勢 後 

詰の 待合せ の 時節 到來 すると 知るべし と 云 意な，..'、 

半， 氣半ハ 1/ 者 誘" 也、 

半 進 半 返と は、 一 隊の 中の 人數、 半分 は 進み 半分ば 引 

くこと なり、 誘と は僞引 ことなり、 一 隊の 中に て 人数 

半分 はす 、 み、 半分 は 引く は、 號 令亂れ て整齊 ならぬ 

形な b  、かくの 如く 見 ゆる は、多くは敵を僞引ん^：？ 


約諾 あ b て、 會盟 あるべき に きわまり、 越 王 起る と閡 

き會盟 なく 歸り玉 は  >  、敵より 追 打ちに せられ、 不覺 

を 取るべし、 越の 起 る こと をば 隱 して 會盟 あるべし 

と 申す、 吳王夫 差と くに 會盟 あるべき を、 先 後の 爭に 

よりて いま、 で 延引 せ 、さらば 晉の君 を 先き にせ 

ん や，. J あ. 0 ければ、 王孫 雄 こ、 ろ やすく、 晉の 君よ， y 

先き に 會盟の 血を歃 り、 諸侯の 長と な..^ 玉 はんこと 

一 つの 計 あ， 9 とて、 三 萬の 軍兵 を 以て、 夜中に 晉の陣 

場の 一 里 手前まで 押よ せ陣を 取 る、 其聲 天地 を 震動 

せ. o、 晉 より 董褐を K 者に 來 らしめ、 會盟に 定まれる 

に 何 ゆへ にかく はし 玉 ふ ぞと問 ひけ れば、 吳王 自身 

使者に 向 ひ、 和睦に 及ぶ ベ きも 今日に き はまり、 和睦 

やぶる ベ きも 今 日に き はまる と あ けれ ば、 董揭 

歸て晉 の 君へ 申しけ る は、 吳 王 の 顔色 大きなる 憂 あ 

るに 似たり 、勝負 を 一 戰に 決すべ き體 なりと、 朋吳王 

先き に 血 を歃る べきに 極ま り、 會盟畢 て本國 へ 歸り 

ける こと あ. c 、是董 揭が此 本文 を 知らぬ ゆへ、 吳 王の 

顔色まで を 見ち が へ、 あと にて 越の 起，.^ たる を 憂 ひ 

し を、 生死 を 1 戰 にき は め たるて いなりと 思 ひける 

な.^、又秦の,ょ."晉の.陣所へ使^|?の來れるに、晉の 


臾駢對 面して、 使者 目 動 而言肆 惧， 我 也と 云け.^、 

使者の 目睛 定まらぬ を 以て、 殊 の 外に 恐れた る こと 

を 知り、 口上の ほし ひ ま /- なる を以 て 、我 を だ ま し て 

强みを見せたりと知れ .^、果して其夜秦の軍は引き 

けるな り、 是は 孫子の 本文の 意に 叶へ り、 


ス ルナ： 
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輕-車 先 出 居 _ 其 側， 者陳 也、 

輕車 はいく さ 車な り、 兵器 兵糧 をのす る 車 を ま 車と 

云て、 丈夫に 重く こしら へたる ものな. o、 いくさ 車 は 

手が ろく、 馳 引の 自由なる 樣に こしら へたる ゆ へ 是 

を輕 車と 云な b  、先 出 居 其 側と は、 輕車を 先き へ 押し 

出して、 備を 立つ ベ く 思 ふ 場所の 兩 旁に 備ゅ るふ ひ 

^、備 を 立 固めざる 處を、 敵に かけ 破らる 、 こと ある 

ものなる によ て、 輕 車を兩 旁へ はり 出して、 敵 を 押 

ゅるな.c^、陳也とは備ヒ立っ るな^-，備を立るは戰は 

ん とする 敵な. o、 されば 輕 車の 諸 勢 よ り 先き に兩旁 

へ 張 出す を 見ば、 備を 立て ， 合^ を 始めん とする 敵 

なりと 知る べしと なり、 

メ セ シキ r  フハ  テ  ナリ 

無 fe 而請. 和 者 謀 也、 


二 一  五 


來 のて い ある ものな h と 云 意な り、 

辭 #r 而 €備ぎ 進？ 也、 

辭 単と は、 使者の 口上なる ほどへ りく  * たりて 閬 ゆる 

ことな b 、益 備 と は 合戰の 支度 をます 油斷 せぬ 

ことなり、 進と は 寄來る 敵な. 0 と 云 意な， o、 是は 敵よ 

b 使者 來 りて 云 ふ 口上 をき くに、 殊の外に へ，. ^下り、 

つよみなる こと はなく、 又 人 を 遣 はして 敵陣の てい 

を 伺 はすれば、 合戰の 支度 油斷 なく 見 ゆる は、 攻め 來 

るべき 敵な りと 知るべし と 云 意な り、 使者の 口上へ 

,0  くだりた る は、 吾 を あざむき 油斷 さすべ き爲 な.. >、 

昔 趙奢闕 與の後 詰 をす る 時、 敵の 間者 來 ければ、 殊 

の 外に 馳走し て、 間者 歸 ると 其 跡より 急に 取り かけ 

たる こと あ り、 是 使者の 詞卑 きと はか はれ ども 同じ 

道理な り、 又 齊の田 軍 即墨を 守りし 時、 燕の 將騎 劫是 

を 5^ む、 田 單降參 すべ きょし を 使者に て 申し 遺し、 又 

城 中の 大身なる もの よ. り、 私に 使 を 敵方の 諸 將へ遣 

はして、 城 落 ると も 妻女 をと りこに し 玉 はぬ やうに 

頼む とて、 金銀 を 送らせ、 城 中に て は 自身 士卒と 同じ 

くす きく わ を 持て、 城の 要害 を 修理し、 妻子までに 骨 


I  ニー  ra: 

一 折る わざ を させ て 、士卒 をば 馳走し ける を、 騎劫 愚將 

一 にて、 まことに 城中褒 へた. 0 と 思 ひ汕斷 したる 所 を、 

人 救 を 出して 打ち破り け る、 是も騎 劫 この 本文の 法 

を 知.^ たらば、 な ど 田 舉 に 破 ら れんと 思 はる な 

り、 

辭强而 進驅者 ？f 也、 

辭强と は 使者の 口上 詞のは づれに 强みを あら はし、 一 

必死の 一 戰 をすべき 様に 云 ひなす ことな b  、進驅 と 

は 人數を 進め 馳來 るべ き體に 見せ かくる ことな， 9、 

一 段の 意 敵より 來れる 使者の 口上 强みを 含み、 戰ひ 

VJ 好む やうに 聞え、 人 數をも 進め、. おな と 馳せ逮 へ か 

、.cv 來る ベ き 檨に見 ゆ る は、 必 引く 敵な りと 云 意な 

. ^、昔 吳王夫 差 兵 を 中國に 出し 威勢 を ふる ひ、 時の 盟 

主 晉の定 公と、 黄 池に て會盟 あるべき に 定まれ-.^、 さ 

れ ども 吳王夫 差と 晉の定 公 と、 何れ か 先き に 血を歃 

. 'るべき と兩君 雄を爭 ひ て、 いまだ 會盟 はな かりけ る 

所に、 越 王 勾践 謀反して、 夫 差の 留守 をね らひ攻 入る I 

と 注進 あ，^ ければ、 夫 差 太た 恐れて、 大 夫を聚 めて 評 一 

議 あり、 王孫 雄議 して 曰く、 これほどに 中國の 盟主と 一 


こと も あるべ けれども、 覆 の 字 を古來 よ. 0 兵書に 用 

ひ 来れる 常訓を 知らぬ 說な り、 


ぼ銳 者車來 也、 


是ょ. 0 下の 四條 は、 武者 ほ こ， 9 を 見て 敵 を 知る こと 

なり、 塵と は人數 の往來 する に は、 必す ちり ほこ. 0 起 

っな..^、是を倭俗に武者ほこ^' と 云な り、 高 而銳と 

は、 上へ 高く 先き とが.， >  て 杉な りに ほこ. 0 立つ こと 

な b  、車 は 軍車な り、 武者 ほこり 上 へ 高 く、 さ. きとが 

b 杉な-りに 起つ は、 敵 車戰を す ベ きため、 車に てよ せ 

來 ると 知る ベ し、 車 は 重き ものに て、 其 はする 勢 ひき 

びし く 前後に つ >  くもの ゆへ、 徒 武者と はちが ひ、 橫 

せば く 上へ 高く たつな. o、 昔楚 の潘黨 が、 塵 を 見て 晉 

の 兵の 來る こと を 知りた る こと 左傳 にあ る も、 此法 

を用ひて知..=^たるなるべし、 


卑而廣 者徒來 也、 

ほこ の 起ち やう 上へ 高く あが ら： す、 橫は 5- 廣く見 

ゆる は、 徒 武者の 來る， V 知るべし と 云 意な b  、徒 武者 

は 車よ. 0 足お そく、 又 車より ふみつけ 輕く、 又 行列 を 


ひろく 備へ來 る 


なして  一 .< くの 間 を 明 け て、 橫 1 

ゆ ゑ、 卑 くして 廣 きなり、 

軋而條 i# 者ぎ-採" 也、 


散す ると は 、ほこりの 起ち やう I 處 に聚ら す、 方々 へ 

分る 、な. o、 條 達と はすお たちて つ いくな 、樵 採と 

は 薪 を こる こと な h^、薪を取るには方々 へ 打ち 敷り 

て 思 ひくに 薪 ある べき 處々 へ ゆく 故、 その ほこり 

方々 にち hv て I 處に聚 まらぬ な 、陣 所へ 山より 往 

來 する ゆへ、 廑 ほこり もす ぢ 立ちて、 細く つ くな， CN 

と 云 意な..^、 

小々 而 住-あ f^irj^ 也、 

少とは 塵の たち やうの かろき ことな .9、 往來と は ほ 

こりの 動き やうに、 往來 のて い 見 ゆる ものな り、 營軍 

と は陣を 取る ことなり、 是は陣 を 取らん とする 時 は、 

騎馬の 兵 を 四方 へつ か はし、 地形 を 見 つ くろ ひ、 又陣 

を収 h 固めぬ 所 を 敵ね ら ひて 寄せ 來る ものなる ゆ 

へ、 敵の 來 るかと 物見 を も 出すな り、 騎馬の  一 ニ騎ほ 

どづ /'も、 方々 へ 馳せ違 ふ 故、 ほこ ，cs も すくなく、 往 
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鳥， I ハ者 t ぜ、 

鳥 起と は 鳥の 地よ b 飛び 起つ ことに 非す、 鳥の 何 心 

なく 16. らに 飛び ゆく こと、 あ る 處に 至て ふと 高く 飛 

び 上る は、 其 下に 敵の 伏兵 ありと 知る べしと 云 こと 

なり、 鳥 は 目の はやき もの ゆ へ、 草 村な どの 中に 人の 

かくれて 居る を、 上より 見付け、 そこまで 平らに 飛び 

來れ ども、 其處に 至て 彼の 人の 居る に 驚きて、 急に 高 

く 飛び 上るな り、 

獸駭者 覆 也、 

獸駭と は 猪 鹿の るい、 總 じて 山中に 居る 獸の、 山 かげ 

或は森林のかげょ..^駭きたるてぃ に て、 走り 來るを 

云な り、 覆 はむ き 合 ひて 戰ふ 敵の 外に、 橫 合よ hs かく 

れて寄 來る敵 を 云 な ^、此 文字く つがへ すと よむ 時 

は ふ くの 音な. り 、お ほふと よむ 時 は ふの 音な り、 こ、 

T で 

にて はお ほふ 意に て ふの 音に よむ ことな り、 是は網 

よ b 出た る 字な. 9、 鳥 な ど を 取る にかた わきより 追 

はせ て、 彼れ が 思 はぬ 方より、 網 を 以てお ほひ 打ち か 

ぶせ て 取る ことな り、 それに^ へ てむ き 合て 戰ふ外 


二  一二 

に、 思 はぬ 方より 橫合ひ を 打 つ を、 掩 とも 稷 とも 云、 

皆お ほふ 意な り、 一段の 意、 山陰 或は 森林の かげよ， 

獸 多くに げ來る は、 そ の 方より 横 を 打つ 敵來 ると 知 

るべ しと 云 意な.^、 施+ 美が 說 に、 伏と 稷を 混して、 

少勢を 伏と 云 ひ、 多 を 覆と 云、 伏 も 覆 も 人 數をか 

くし 置く ことな. c- と 云へ b  、尤 伏は少 勢なる ものな 

^、覆 は 大勢なる ものな り、 伏 も 複も皆 かくす ことな 

h ヽ され ども 伏 はもの かげに 臥し かくれて 居て、 ふと 

起き 上りて 切て か、 る； な 、故に その ふし かくれた 

る 上 を、 飛ぶ 鳥 驚きて 高く 飛び 上る ことなり、 稷は臥 

しかくれ て 居る ものに 非す、 一 方の 物 かげよ h- 橫合 

ひに よせ 來るを 云、 故に 其方より 獸 ども， 逃げ 來 るな 

り、 日本 にても、 昔 八幡 太郞 奥州 陣の 時、 飛鳥の 忽 一 

ち亂 る， -を 見て、 大江 g 房より 傅 へ し * 法に、 伏兵 

在. 野 飛雁亂 At と 云 こと あ，. >  とて、 草の 中 を さがさせ 

て 伏兵 を 捜し出し たる こと あり 、是鳥 起 者 伏 也と 云 

へ る 意な り、 義經 it 越 を 落せし 時、 野獸 多く 內裡の 方 

へ 逃げ 來るを 平家 知ら ざり しこと、 是獸 駭者複 也と i 

云へ るに 叶へ り、 又 黄 獻臣が 一 說に、 複を くつ かへ す 

と 見て、 敵 陷阱を ほりて 待 ゆへ 獸駭 くと 云 へり、 さる 


に 及ぶ ベ き 程の 里數 にても な き に、 敵の 諸 軍 はおの 

が 本陣に あ， 9 ながら、 侍 大將物 頭な ど、 一 組 二 組 も * 

方の 陣處 へ さしこし、 合戰 をし かくる は、 * 方の 軍兵 

を引勸 かしてと， 9 かけ さ せ、 或は 伏兵 奇兵 を かまへ 

待て、 軍 を せんと 云 ふ 謀な りと 云 意 な り、 尉綠 子に 

も、 挑. 戰者無 4- .氣 と 云へ ，9、 敵より 戰を 挑まば、 全 

體の氣 を 以て 働く ことな かれと 云 意 に て、 全 體を以 

て 働く 待 は、 敵の 方便に の. y  、大きなる 敗北 を 招くな 


ナル 


其 所 fej 易者 利 也、 

是は 上の 遠 而挑戰 者、 欲 人 之 進 也と 云 へ る 句の 意 を 

說け b  、其と は 敵 を 指して 云、 所レ居 易と は、 險阻 なき 

平地 に 一 S 取 る ことなり、 敵 を 偽 引きて 奇兵 伏兵 を以 

て 勝つ こと は、 平 地 に陣を 取て 居る 敵の 勝利 を 得る 

所、多くは此術なりと云意な.=^、かくの如く上の箇條 

へ っけて見ること、R林、梅堯g、張預が注の意な，.^、 

李签、 杜牧、 張预が 一 說に は、 總 じ て陣を 取る は 地の 

險阻を かたどる 5 な る に、 敵 平地に 陣を 取り 少しも 

要害 を 構 へ ぬ は、 必 別 に 勝利 を 得る 計 あ.^ と 知る ベ 


しと 云へ り、 是 にても 道理 通 やるな，， >  、され ども 文勢 

を考 ふるに、 上の 說 まされり、 


衆- 樹動 者來 也、 
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衆樹 はもろ/、 の 木な， o、 多の 木 を 云、 來とは 敵の よ 

せ來 るな り、 高 き處へ 人 を あげて 遠處を 眺望 さす る 

に、 多く 木の 勸 きて 見 ゆる こと ある は、 敵の よせ 來る 

なりと 知る ベ し、 子細 は、 敵 木 をき りて 道 を 作り て 、 

と をる 先き を あ け、 引く 時の 爲を 慮りて 來る もの ゆ 

へ、 木 共 多く 動く ものな..^ と 云 意な り、 一 說に、 敵 木 

を 切. 0 て 兵 具 を增す こと あ， csu 云說 あれ ども、 つね 

に は ある まじき ことな. 0-、 

衆-草 多 障 者 疑 也、 

衆 草 は 多き 草な り、 草 を 多く 結びて 物 かげ を こしら 

へ 、方々 に 障へ 蔽 ふやう にして ある は、 伏兵 を 置きた 

ると われに 疑 はしむ る 術 な 、敵 潜に 退く 時 跡 を 慕 

れんこと を氣遣 ひて、 * 方の 疑 ひて 妄りに 進まぬ 爲 

にす る 計 な り、 又 直 解に 伏兵の ある こと も ある ベ し 

と 云へ. 9、 され ども 本文の 正意に 非す、 

TnTI  , 
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の 檨體を 窺 はする 場所な りと 云 意な， -、 謹と 云 文字 

を 心に つけて 見る ベ し、 少しの 伏兵に 大軍を 敗られ、 

或は 味方の 様子 を 敵に 知らる、 處 より、 敵の 計に 落 

る こと 皆油斷 より 生す る な り、 油斷 して 敵 を あなど 

る 心なく、 愼み 大切に、 伏兵 物見 を さがす ベ しと 云 意 

なり、 諸 本に 軍 行 を 軍 旁に 作る、 軍の 旁と よ み て、 陣 

を 取.^ 又は 軍兵の 押し ゆく 旁と 云 意 な b  、義理 同じ 

ことな り、 險阻、 潢井、 葭葦、 山林、 翳薈 を、 諸 本に 險 

阻、 潢井、 林木、 蒹葭、 翳薈に 作れり.、 又 險 阻、 潢井、 蒹 

sr 讓薈と 作.^ たる 本 も あり、 何れも 義理 同じ ことな 

り、 今 は 集注 本に 從 ふ な ，.^、蘸践と云は蒹はをぎな 

^、篇 の 首より 是ま では、 軍 を處く 場所の こと を 云へ 
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近而靜 者、 恃，， 其險， 也、 

是ょ h> 下の 三十 三 條は敵 を 相る 法 な り、 敵 を 相る 法 

と は 物見の ことなり、 近と は 敵 間近き ことなり、 靜と 

は靜 ま，.：^ 返て 合戰 もし かけす、 物音 もな きこと な ，0-、 

恃其險 也と は、 其 地形の 險阻 にて、 よ， 0 つかれぬ を恃 

みて居ると云意な，，^、此條の意敵間近くな，0ては、互 


に合戰 をし かけ、 勝負 を 決す る 心得 ある ベ きに、 さは 

なくて 敵靜 まり 返..^ て 物音 も せす、 合 職 をすべき 樣 

子 も 見えぬ は、 敵の 備 たる 場所 險難節 所なる ゆ へ 、味 

方より 取りよ すべ き 様な き 故 に、 敵 これ を恃 みに し 

て そしらぬ ふり をして 居る と 云 意 な り、 是は 尉緣子 

に 分. 險者無 as 心, と 云 意な り、 險阻を かたど.^、 是ょ 

り、 手前 は 敵の い ろ ふこと ならぬ 處 なりと 界を 分て 

守る ゆへ、 戰ふ 心なき 道理な. o、 昔 司 K 仲 達遼柬 を 

返 治す る 時、 敵將 文懿遼 水の か は を 隔て i 陣城を 固 

め、 取合 は ざり しは是 なり、 仲 達 わき 道より 本 城へ 取 

かけた，c^しゅ へ、 文懿 やむ こと を 得すして 合 戰に及 

び、 敗北した りしな h>、 

メ  ム  ヲ  ハルナ リ ノ  ン r ヲ 

遠而 挑. 戰 者、 欲， 入 之 進， 也、 


遠と は 敵 間遠き なり、 挑戰と は、 彼の g; 所より 人數を 

さしこし、 合戰 をし かけ * 方 を 引出す こ と な b  、欲， 

人 之 進 一と は、 こ、 にて は 敵より 云ふ詞 なる ゆ へ、 眛 

方 を さして 人と 云 、昧 方の 人 衆 を 進めて 、敵 の 陣處 へ 

よす る樣 にさせた きこ、 ろ、 敵に あると 云 意な b、  I 

段の 意、 敵の 陣 所と 吾が 陣 所と 間遠くて 、いまだ 取合 


されば 凡 地 有 天澗、 天井、 天牢、 天羅、 天陷、 天 

隙 T とよむな り、 され ど も 下の 井、 牢、 羅、 陷、 隙の 五 

は、 皆 人の 作りた る もの を 借.. 用 ひて 喩 へ にして、 是 

ほ 天然の 井な り、 天然の 牢獄な り、 天然の あみな り、 

天然の おとしあな 、- -9、 天然の われめな りと 云 意な 

れば、 天の 字 ある こと 尤 な"、 澗 はもと より 天然の も 

の なれば、 あ ら ためて 天の 字 を 加る に 及ばぬ ことな 

り 、絶の 字 を 加る にて、 通路た えたる 澗と 云義に 見る 

こと、 道理 穩 かなれば、 此說 をば 用 ひぬな り、 

軍 行，， 有， 險 阻ま 井、 葭 葦、 山 林、 藝 

薈ー 者、 必 謹 覆. 索 之； 此 伏姦之 1^ リ 

k 也、 

軍 行は陣 押しな り 、險 阻と は 險は溝 堀坑が けの るい、 

阻 は 一 方 高く 一 方 卑き所 な ^、二字 を 合せて 總 じて 

せっしよ を 云な り 、背 操の 注に、 險は 一 方 高く 一  方 ひ 

き、 處、 阻 は 水 多き 處 な..： MJ 云 へ る は、 前の 軍爭篇 の 

注と 相逯 せ， o、 そのうへ 阻の 字 を、 散水に かきたる 沮 

, の 字 ふ-見 あやまりた るな， c- 、用べ か らす、 潢 井と は、 
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潢 はため 池な. り、 井 は 深き 坑 なり、 萆は 二字： S にあ 

しとよ む、 获 よしな どのし げりた る處 な. o、.s 林 はや 

ま はやしな り、 樹立ち しげ， O たる 處を 云、 翳薈は 草木 

のしげ.， >蔽 ひたる 處を 云、 覆 索と は、 稷は反 複の義 に 

て、 いく 度 も 丁寧に する 意、 索 はもと め あなぐ ると よ 

みて さがす ことな， c- 、反覆 丁寧に さがす べしと 云 意 

にて 覆 索と 云へ り、 直 解に は 覆と 索と を 二つに 見て、 

左 傅の 三 複七稷 を 引き 、味方より は 伏兵 を 置き、 又 敵 

の 伏兵 をば さがし もとむ ると 云 意に 見 たれ ど も、 文 

勢穩 ならす、 反 覆 丁寧に 敵の 伏蟲 VJ さがす 意に 見て 

よし、 敵の 伏兵の あるべき 處 なれば、 眛 方よりも か >, 

る處に 伏兵 を 置く こと は 云す して 明か なり、 伏姦 と 

は 伏 は 伏兵な り、 不意 を 打つ ベ き爲 にかくし S  く 軍 

兵 を 云、 姦は姦 細と て、 敵の 樣體 ケ」 窺 ふべき 爲 にかく 

し 置く 物見な り、 一 段 の 意 は、 軍兵の 押し 行く先き 

に.、 險阻 にて 山川 入.. > くみ た る處 ある はかくれ が あ 

, ^、或は 池 掘 あながけ 、森林 草木の しげりた る處、 茅 

野 葦原の るい、 何に て も人數 のか くれ 居るべき 檫な 

る處 あらば、 必謹. ていく 度 も 丁寧に さがすべし、 是は 

敵よ..^ 伏兵 を 置き、 又は 物見す つば を隱し 置き、.^ 方 

二  D 九 


孫 子 


行軍 第 九 


二 〇 八 


道 高下 あ， りて、 或は ひろく、 或は 狹 く、 と を. 0 難き 處 

な hvi 云へ， o、 今按 やる に 天然の あみと 云 時 は、 草木 

はへ しげ， o、， まつ は. 0 まと ひ、 其 中に 入れば 網に か 、 

ちた る 如く、 身の ふりま はし 自由なら す、 弓矢 その外 

の 兵器 も 用が た^ 所なる ベ し、 天 陷とは 天然のお と 

しあな と 云 MJ なり、 曹 操の 注に は、 地形 陷るを 云と 云 

へ. >  、杜牧 が 注に は、 谷川 ひろくして 水色 藍 をた、 へ、 

淺さ 深さ も 測られす、 道ぬ かり 泥 深くて、 人馬 通せぬ 

を云と云 へ.^、賈林、施子美は泥路のことな..^と云 へ 

り、 張預、 黄獻 K  、彭 繼耀 は、 道 かた そげに て 泥 深き を 

云と 云へ り、 今按 する に 或 は 沼、 ふけ 田、 古川の あと 

など、皆人-illの足を働かせぬ自然の落しぁな、，c^、天 

隙 は 天然の われめと 云 意 な り、 壁 垣な どに われめす 

きまの ある 如く、 行路に ところ ほ， 0 切. 0 有て、 ゆ 

きに くき 處 なる ベ し、 曹操 の 注に は、 山間の 道せば 

く、 地形 深さ 數尺、 長 さ數丈 ばか. 9 なる を 云と 云 へ 

,.^、杜牧は地にみぞぁな多く、木石亂れてぁる處と云 

へり、 張預 は道狹 くて あな 多き 處と云 へ b  、賈 林、 黄 

獻 おは 兩 方け はしき 山 に て、 其 間 四 五 里 ほど も 通る 

に 深く 暗くて、 出入な， にくき を 云と 云 へり、 前の 諸 


說は、 皆 通る 路に 木石 ほり. 切，.^ ある を、 物の ひ V きわ 

れ めに 喩 たる 意な. 9、 贾林、 费獻 E が 說 は、 山の われ 

めの 間 をと をる 意に 見た る な ^、必 亜 去 之 勿 近 也と 

は、 右の 六 害の 地 は 、皆.！ 惡の地 なれば 、不慮の こと 

ある 時 は 智慧 も 勇力 も 出が たき 故、 かくの 如き 地 を 

ば、 速 かに 立 去りて 近よ る ことな かれと 云 意な り、 吾 

遠 之 敵 近 之と は、 右の 六 害の 地に は、 われ 遠の く 様に 

して、 敵に は 近 よらす べしと 云 意な り、 吾 迎之敵 背 之 

と は、 われ 右の 六 害の 地 の 方へ 進み 迎る樣 にもて な 

す 時 は、 敵必 この 地 をう しろに あつる ものな 、敵に 

六 害の 地 を 後に させて S く 時 は、 軍に は 進 返 ある も 

のなる ゆへ、 敵 退く とて 必六害 の 地へ おちいるな り 

i 云 仁，^ り 、昔宋 の武 帝、 南 燕の 慕 i 谷恪を 返 4^ し 玉 ふ 

時、 大峴山 を 事 ゆへ なく 通りて、 天に 仰ぎて 喜び 玉 ふ 

は、 この 六 害の 地 を 知れる ゆへ なh^  、又李陵^奴 と戰 

ひし 時、 鞮汗 山の 草木の 中に かくれ、 匈奴に 商き 處ょ 

-.. '射られ、 進退 心に まかせ ざり しは是 を 知らぬ 故な 

hv  、凡 地 有 絶 澗と云 ふ 絶の 字の 下澗の 字の 上に、 天の 

字 あるべし と 王晳云 へ り、 是は 下の 五つに は 皆 天の 

字 ありて、 こ、 に 天の 字な き ゆ へ にかく 云 へ るな り、 


樣 にて、 人の 通 ひな..^ 難き 處 を 云な ... ^、曹 操が 注に 

は、 山 深く 水大 なるや 絕撊と 云と 云へ， 9、 山中へ 深く 

入 て ある 大河 は、 大形 右の 如くなる ものなる ゆへ、 

かく 云 へり、 賈 林は兩 岸深濶 にして、 人 行 を 斷っを 云 

と 云へ り、 兩 方の 岸 高く そば だち、 水底まで 殊の ほか 

に 深く、 しかも 川 は  >濶 くて 人の 往來 のなら ぬと 云 

意な..'、 張預 は、 B 谷深峻 にして、 過ぐ ベ き なき を 云 

と 云へ， 9、 雞谷は 二字と もに たにな. y  、谷 ふかく 峻し 

くて、 人のと をら れ ぬと 云 意な り、 何れの 注 にても 聞 

ゆるな り、 とかく 絶の 字に 意 を 付けて 見るべし、 人の 

わたられす こされぬ 谷川の ことなり、 天井と は 天然 

自然の 井と 云 意に て、 人の 掘. 9 たる 井に て はなく、 天 

然と 井の 如くなる 處ぁ. 、人馬 この 中へ 入りて は 出 

る ことならぬ 地な り、 曹 操の 注に は、 四方 高く 中央 下 

き を 云と 云へ.^、 杜牧が 注に は、 地形 凹 下にして 大 

水の 及ぶ 處を 云と 云へ り、 回 はな かく ぼ、 下 は ひき、 

なり、 大水の 及ぶ 處と は、 方々 の 水の 流れ 落る 處と云 

S なり、 外の 諸說は 曹橾杜 牧が注 を 合せて 注せり、 

但し 井の 如く なりと 云に付けて料簡の^^ふことぁ 

り、 人々 都會の 地に ある 井 を 見慣れて、 井と 云 はちい 
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さき 丸き ものと 思 ふ な 、田 舍の井 はかく はなき な 

.9、 とかく 四方 高く 中 ひきく、 しかも 深くて 方々 の 水 

の 落 合 ふ處と 心得べ し、 天 牢とは 天然の 牢獄と 云 こ 

とな，.^、 曹 操の 注に は、 深山の 過ぐ ると ころ 蒙 蘢 の 如 

なるな と 云 へ. 9、 深山う ちか こみて、 其 中 をと をる 

に 草木う ちお ほひて 暗き 處と云 こと な b ヽ杜牧 は 山 

問 迫 狭に して、 以て 人 を絕っ ベ き處 な.^ と 云 へ h^、山 

の 間せば くせ ま て、 人のと をら れぬ處 と 云 ことな 

h>、 賈林は 四 邊澗險 にして、 水草 相 兼 ね、 中央 倾侧 に 

して 出入 皆 難き を 云と 云 へ b  、四 方 は 谷に てけ はし 

く、 水 も 流れ 草 も はへ しげり、 中は路 かた そげに て そ 

こ へ 分け入る こ と も、 又 出る こ ともなり 難き 所と 云 

意な b  、張預 は山險 しく 環り 繞 て、 入る 所せば きを 

云と 注せり、 劉 寅、 彭繼耀 は、 け は しき 山 四方 をと り 

まきて、 入 やすく 出 難き 所な. 0 と 云へ， 、牢獄に 似 

たる 意 なれば、 劉 寅、 彭繼耀 が 注 を 用 ゆ ベ し、 天羅は 

天然の あみと 云 意な り、 杜牧、 張預、 黃獻 お、 彭 繼耀、 

施 子 美が 注 に は、 何れも 林木し げりて 縱橫に 入り 亂 

れ、 或は 薪 紫 深く 生 ひしげ 、或は 荆榛 しげり あ ひ 

弓な ども 用に 立たぬ 地な りと 云へ b  、賈 林が 說には 
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を 云へ り、 前に 云へ る 如く、 日 あた に て、 病 を 生せ 

す、 是を右 背に あつる 時 は 敵 を 順にう けて、 かさより 

おとし かくる 得 ある ゆへ な，.^、 丘陵 隄防皆 高き 處な 

此ビへ 之 利、 氣. 之 助 也、 

是は 上の 凡箪好 而惡 V 下 と 云より 下 を 結びた る詞 

なり、 右に 云 へ ると こ ろ、 皆兵 道の 勝利、 地形の 助け 

を 得て、 勢 ひつよ くなる ことなりと 云 ことなり、 兵 道 

の 勝利、 陣を 取る 地形の 善 惡に隨 て、 必勝 負の 分る ベ 

きに あらね ども、 人 は 地の 上 を はこびて、 合戰も 地の 

上に てす る ことな れ ば、 地形の 勝利 を 助く る こと 多 

きなり、 ， 

フ リナ  ラバ ル ント  ナ ノ マルチ 

上 雨 水， 沬至、 欲. 涉 者 待，， 其 定， 也、 

張賁が 注に、 是 は 上の 處 水上 之 軍と 云 へ る內の 文の 

鉛簡 なり と 云へ ^、さも ある べし、 上と はみ な 上 を 

云、 水沫は 水の あ わ な り、 山中に は 私 雨 ある ものな 

、それ ゆへ みなかみ 雨 ふ， 9 て、 川す そ はふらぬ こと 

も あるな、 り、 上 雨と は 川上ば かり 雨の ふるこ となり、 


二 〇 六 

山川の 川上より 水沫 たもて 流れ 來 ら ば、 川上 は 雨と 

知るべし、 必 暴かに 水の 出る こと ある べし 、欲. 涉者 

待 一一 其定 一也と は、 かくの 如き 川 を 涉んと せ ば、 暫く ひ 

か へ て 其 水勢の しづ まる を 待ち あ は せ、 とくと 見.： 正 

めて わたるべし、 ふと 涉り か、 りたる 時、 急に 川上よ 

h- 水 出て 來，. > 、押し流さる、 こと ある べきと 云ふ氣 

遣 ひな り、 箇 なること は 山川に あらで はなき もの 

なり、 

凡 地-一 あ，， 絕-澗 、天-井、 天- 牢、 天- 羅、 天- 

陷、 天. 隙； 必 一.^- 去. 之 勿. 近 也、 吾 遠 

チ -ーハ ッ カシメ  -マ ハ へ テ -I ハ シメョ -I 

乏敵 近. 之、 吾 迎. 之 敵 背. 之、 

是六 害の 地な，..^、 六つと もに 大きに 害の ある 地なる 

ゆへ、 六 害 と 云な り、 絕澗と は 絶た る 澗と云 ことな 

、絕- たると は 唆しく 切 立てた る榇 なること な b  、澗 

は 兩山夾 水 を澗と 云と 注せる 字 な り、 兩方 山に て 中 

を 川の 流る、 を濶と 云、 山の 間にある 水と 云 意に て、 

散水に 間と 云 字 を かくな り 、絶た る 澗と云 時 は、 兩方 

はゃま、中は川にて、しかも其岸：5^はしく切立てたる 


故に 高き をよ しとす、 地形 卑き時 は 四方 も 見えす、 敵 

より 見お ろされ、 敵に かさよ b おとされ、 审き處 に は 

濕氣 碰ん にて、 士卒の 氣も欝 すれば、 卑を嫌 ふな，.^、 

陽 を 貴ん て 陰 を 賤んす と は、 陽 は 山 を 西北に うけた 

る處、 陰 は 山 を 東南に うけた る處を 云、 山 を 西北に う 

くる 時 は、 日 あたりに てあか るく、 暖か に 夏 は凉し 

く、 陰濕 少なく 人の 疾生 せす、 兵 具の 爲 にもよ きな.^、 

山 を 東南に うくる 時 は、 曰 あたらす くらく、 冬 はさむ 

く. 夏 は 熟し、 陰濕 多く 人の 疾 生じ やすく、 兵 具 も 損じ 

やすきな り、 故に 山 を 西北に うくる をよ しとして、 山 

を 東南に うくる を あし、 とするな り、 養. 生而處 と 

は、 水に 乏しから す、 馬 草 薪の 澤 山なる 處は、 人馬の 

命 を 養 ふ 地なる ゆへ、 是を 養生と 云、 地形の 堅き 地に 

居る こと.^ 實に處 ると 云、 土の や はら かにな く、 虛け 

ぬ 意な.^ 、曹操 の 注に 、實猶 也 と 云 へ り 、是も 高き 

地 はかた きものなる ゆべ、 かくの 如く 注せり、 高き こ 

と を實と 云に は 非す、 高き 地は實 する ものな り-、 軍 

無 一， 百疾 一と は、 百疾 はもろ くの 病 な り、 右に 云 へ る 

如きの 地に 陣取る 時 は、 軍 中に 人 の 病な きものな 

. ^、軍 を 押して 敵地 を ゆく 時 は、 人馬 飲みつ けぬ 水 を 
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飮む ゆへ、 水ゐ たり 二し 煩 ふこと 多し、 殊に 軍 中の 栖居 

は 平生と は 違 ひ、 衣服 食物 家具に 至る まで、 皆 不自由 

がちに て、 人人 病 を 生じ やすし、 人馬 煩 ふ 時 は 多勢 も 

無勢と：！ じく、 强き 兵-.^ 弱 兵と 同じく、 軍兵お のづか 

ら勢ひ を 失 ふ、 是肷北 をと る 根元なる ゆへ、 孫子 は專 

陣中に て 病 を 生せ ぬ こと を 第 一 に 云へ るな 、是^ 

必勝と は、 右に 云へ る 如の 所に 陣を 取る 時 は、 人- ii:T 病 

を 生せ ぬ ゆ へ、 是を 必勝の 道と すると 云 意な り 、必勝 

はかなら すかつ とよみて、 必定 勝利 を 得る 意な b  、勝 

利の 极 元は 軍兵の 一 和に 本 づ く、 衣食 家居 不自由に 

て、 病氣の 生す る樣 にある 時 は、 下々 怨 1^.9 て 一 和せ 

ぬな り、 されば 陣取りに 病の 生せ ぬ樣 にす る を、 必勝 

の 道と するな， o、 

丘陵 隄防 ハ必 ませへ 陽； 而 右， W 之 一 

丘 は 土の 高き を 云、 陵 は 丘の 大きなる を 云、 隄防 はつ 

、みなり、 陽と は 東南 を 云、 前に は 山川、 斥澤、 平 陸の 

陣場を 分ち て 云た るに よ b て、 こ、 に は 山川、 斥澤、 

卒 陸に 限らす、 總 じて 如何 樑の地 にても、 とかく 高き 

處を 右う しろに 當て /'、東 か 南に 陣を 取るべき こと 
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が 注に は、 古の 天子な，^ と 云 へ .9、 然れば 後世 亂れた 

る 時には、 四方に 王 號を稱 せし もの 多き 如く 、黄 帝の 

御宇 天下い まだ 一 統せ ざり し 時 に は、 四方に 帝號 を 

稱せ しもの あ. -て 、蛩尤 など も 其 內の 一人なる べし、 

それ を號 して 四 帝と 云た るなる ベ し、 是曹 操、 李签、 

張預 以下の 諸 注の 意な り、 されば 本文の 意は總 じて 

右に のぶ る、 處， 山 之 軍、 處，， 水上 一之 軍、 處，， 斥澤， 之 軍、 處，， 

平 陸, 之 軍、 この 四 軍の 勝利の 道 は、 古 黄 帝 もこの 道 

を 以て、 四方の 帝 號を稱 せし 亂賊を 誅伐して、 天下 を 

一統し 玉 へ b  、是 兵家の 元祖 黄 帝よ. -傳 は， 0 たる 軍 

術 なれば、 尊び 信じて 守る ベ しと云意，な.^、黄獻臣が 

說 に は、 四 帝 を 伏羲、 神 農、 少昊、 顓頊の 四 帝と す、 伏 

義、 神 農 は 黄 帝より 前な， 0,、 少昊、 顓現は 黄 帝よ， 9 後 

な，..^、 又 或 說に勝 を まさると よ む、 右の 四 軍の 法 は、 

黄 帝の 立て 玉 ふ 軍法 に て、 黃帝 はかくの 如く 軍の 道 

を 說き玉 ひ、 後世まで も亂賊 を： 牛げ、 天下 を 一 統 する 

道を敎へ玉ふ、是黄帝の德のこ.=^の四帝にまさ.9て.、 

五 帝の 內第 一 とする 所な. 0 と 云 意 な b. 、此說 にても 

道理 通す る ことな b 、又 梅 堯臣、 王晳、 何 氏 は 四 帝の 

帝の 字 を、 軍の 字の あやま b と 云 へ 、其 時 は 黃帝右 


二 〇 四 

の 軍法 を 用 ひて、 山に て 軍 をし 玉 ふ 時 は、 山の 軍に 勝 

ち、 水邊 にて 軍 をし 玉 ふ 時 は、 水邊の 軍に 勝ち、 斥澤 

にて 軍 をし 玉 ふ 時 は、 斥澤の 軍に 勝ち、 平 陸に て 軍 を 

し 玉 ふ 時 は、 平 陸の 軍に 勝ち 玉 ふと 云 意に て、 黃 帝の 

四軍に勝ち玉ふ所以んと見たる な，.^、前のニ說文字 

をな ほさす して 通 すれば、 この 說は 文字 を 改めた る 

說 なる ゆへ、 用 ゆべ からす、 

凡 軍 好. 高 而 i4 ス、 貴. 陽ノ而 賤lJ^ 

養. 生 而 良實、 軍 無，， 百， 疾， 是 謂，， 必- 


前に 山と 川と 斥澤と 一. 午 陸との 四 軍の こと を 一： ム ひ、 こ 

> に は 又 右の 四 軍に 拘ら す、 總 じて 陣を 取る こ /'ろ 

ぇを說 け 、故に 發 端に 凡 軍 はと 云へ. >  、總 じて 軍に 

はと 云 意な り、 高 を 好んで 下を惡 むと は、 地形の 高き 

處を よしと して、 地 形 の ひき をば 嫌 ふと 云 ことな 

b  、地形 高き 時 は 四方 を 見 はらして、 敵 を 目の 下に 見 

おろし、 高み よ ..^、かさぉとしにかけぉろす利ぁり、 

風 も 吹きぬ きて 疾も 生せ す、 士卒の 氣も： IS せぬな リ、 


にても、 皆 前と 左に 敵 を 受る時 は、 手む きょく 順な.. >、 

故に 曹橾 も戰便 也と 注せり、. 戰ふ 勝手 の よき ことな 

-.. ^、前， 死後. 生と は、 死 は 死地に て 草木の なき 處を 云、 

生 は 生地に て 草木の 生じた る處を 云、 後に あつれば 

要害に なり、 前に あつれば 邪魔になる ゆへ、 草木 ある 

をば 後に するな り、 但 この 死生の こと を 杜牧が 注に、 

ハ  キナリ {. キナリ 

死者 下 也、 生者 高 也と 云へ り、 此說 にて は 上の句の 右 

背高と 云と 重  一一 一！： にな る な b  、賈林 は 岡阜を 11\ 生 、戰 

地 曰， 死と 云 へ b 、是も 同 意 な -り、 王 晳の兵 皆 陽に 向 

ふべ し、 前， 死後， 生と 云 へ る は、 後， 死 前， 生と 云べき 

を、 文 誤て 顚 倒した るなる べしと 云 へ，..'、 是は 東南の 

こと を 生と 云 ひ、 西北 の こと を 死と 云 へ ると 見た る 

ゆ へ 、かく 云 へ り、 是又 生の 字 死の 字の 義を失 へ るな 

b  、施 子 美 は 前 は 死路を 敵に 與 へて、 後 は 生に 據て固 

めと すと 云へ り、 河 を死路 とし、 何 を生路 とすると 云 

こと を 云 はす、 張昭は 高に 處て高 を 右 背に する 時 は、 

前に 來る敵 死なし めて、 後 は 吾が 軍氣を 生す ベ し 

と 云へ，.^、 かくの 如く 見 れ ば、 是又 重言になる なり、 

皆 生地 死地と は 何 を 云 へ ると 云 こと を 知す し て、 ま 

げて 道理 を附 けたる 說 な，.^、 用 ふべ からす、 此處平 陸 
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之 軍 也と は、 上 を 結ぶ 詞 な り、 上の 三 句に 說 ける 所、 

平地に 軍兵 を 居く 法な，^ と 云 意な り、 

凡此 四， 軍 之 利、 黃， 帝ノ之 所お リ 勝，， 

四 帝， 也、 

是は 上の 文 を 結ぶ 謌な b 、篇の 首よ b 以下 を 結で か 

く 云 へ るな り、 四 軍と は、 上に 云 へ る處. 山 之 軍、 處， 水 

上 一之 軍、 處 fe: 澤 一之 軍、 處 陸， 之 軍、 この 四つ を 云、 利. 

と は 山に 軍兵 を處 くに は 如何様に する、 水邊に 軍兵 

を處 くに は 如何様に するな ど、 四つと も に其地々々 

に具は，oたる勝利ぁ，^、是を四軍の利と云な.c^、黃帝 

は 五 帝の 一 人に て 古の S 人な b 、有 熊 氏と も 云 ひ、 軒 

轅氏 とも 云、 風 后より 握 奇の陣 法 を傳受 し、 井田の 法 

を 定めて、 八陣の 法是ょ トメ 起る、 故に 是を軍 家の 元祖 

とするな b  、黄 帝の 前に も 共 ェ祝融 の戰の MJ など 云 

ひ 傅れ ども、 黄 帝の 時 S 尤と云 もの、 首 山の 銅 を 採て 

五兵 を 作りし より 兵 具 始まれば、 合 戰も黄 帝より 始 

まるな り、 四 帝と は 四方の 帝と 云 i な b. 、尤 ilw 帝の 時 

四方の 帝 あ，.^ しと 云 こ と、 何れの 書籍に も兒 えね ど 

も、 蚩尤が こと を 大戴禮 には庶 人と あ-..^、 史 記の 應劭 
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る ことなり、 背 一一 衆 樹, と は、 衆樹 はお 、き 樹と云 意に 

て、 淼 林の るい を 背に あつる こと を 云な hv、 斥 * の 中 

は足場ぁしくて、陣を^るにも備を立るにも、<?ロ|^に 

も 宜しから ぬ處 なれ ども、 水と 草と 木との ある 處は、 

地 堅き ものな b 、水と は 川な，. y 、川上 よ ..^、年々水の 

流る、 勢に て 土 を 流し 來るゅ へ、 斥 澤の地 外 は皆沙 

場 なれ ども、 川の ある ほと に は 地の 堅き 處 あり、 草 

ある 處は土 ある ゆへ 地 堅き な，.. -、 沙には 草 は 生せ す、 

沙 にても 沙淺 くて 下に 土 近ければ 草 生す るな b  、斥 

齒の 足場 あしき は沙 なる ゆへ なり、 沙場 にても 草の 

生す る處 は、 沙淺 くて 土 近き ゆ へ 、足場 少し はよ きな 

り、 其 上 草の根と ち 合 ふ て、 足 もと 堅き 道理 も あり、 

又 水に かつえす、 馬 草に 事欠ぬ 爲も あれば、 水草に 近 

づく をよ しとす、 又 森林 少し にても 樹の ある 處は、 是 

も 土 堅く、 其 上 斥澤の 地に て は、 樹木なら では 要害に 

取るべき もの 外に はなき ゆ へ、 是 ，ど 背に 當て、 戰ふ 

と 云 ことなり、 異國 にて 北 狄の地 は 皆 沙漠と て、 數千 

里が 內沙 場な り、 海邊 にに 非れ ども 皆 斥澤の 類な り、 

さる ゆへ 于幹突 厥と 云 ふ 北の えびすと 戰ふ 時、 川 を 

- 切て 陣を 設けし は、 眛方は 水に fT- や、 突 厥 は 水 


を 汲むべき 處 なくて、 人馬 水に うえ、 遂に 突 厥 敗れた 

り、 1^， 勃々 と 云 え ぴ す、 王 奚と云 ものと 戰ふ時 

も、 勃々 堰を斷 もき りし か ば、 王奚が 軍兵、 水に かつ 

え て败軍せることなど、この本文に叶 へ，.=^* 

此ぼ k 澤 一之^ 也、 

是上を 結ぶ 詞な 、斥 澤の地 を 押し 行き、 敵に 出逢た 

る 時の 仕形な..^ と 云 意な り、 

-ーハ 牟  ュ リ 二シ キ チ ニシ  チ ニス  チ  レ 

平-陸 處. 錢右脊 高； 前. 死 後. 生、 此 

處¥ 陸-之 軍 也、 

是义 軍を處 くこと を說 ける 四 筒條の 一 つ な 、；牛 地 

に 軍兵 をお くこと を 云 へ ，.^、平陸とは、平はi6•地、陸 

は 陸地な り、 山 も 川 もな き 平地 を 云 な ^、處 易と 云 

は、 易は坦 易と てた いらに 足場よ きを 云、 地の 總微山 

も 川 もな き 處に陣 を 取. 0 備を 立る に は、 其 内 にても 

又 地に 高下な く、 かけ 引の 足場よ き 地 を 用 ゆ ベ しと 

云5な，^^、右背高とは、山にても丘にても高き處ぁら 

ば、 右と 背と に當っ べし、 されば 左と 前と ひきくなる . 

な，.^、 劍を 持て 働く も、 矛 を 持て 働く も、 弓鐡 砲の るい 


に さまで 高下 も 見 へ すと も、 川上 のかた に陣を 取り、 

敵 を 川下の 方に うくる 樣に すれば、 * 方の 足下 高く、 

敵の 足下 は卑 く、 走. 9 か、 る 勢 ひ 順な り、 川下に 陣を 

取て、 敵に 川上の 方 を 取ら るれば、 少しつ 、にても つ 

まさき 上りに て 勢 ひ 逆な.^、 故に 川屮 にても、 川ば た 

にても、 とか くに 川下よ b 川上 へ のぼる は 逆にて あ 

し と 云 意な， o、 古 來の說 に、 川上より 敵 毒藥を 流す 

こと ありと 云 へり、 さる こと も ある ベ し、 それば か 

の 用心に 限り て、 川下に 陣を取 こと を 禁す るに は 非 

す、 


、無 ま 水流， と 云 迄 を 

、人數 を 居く 法な と 

のこと なり、 みなかみ 


此處，水上コ^-軍，也、 

この 一 句絕， 水必 遠. 水と 云 

結ぶ 詞 なり、 是皆 川の ほ 

云 意な. o、 水上 はか はの ほ 

とよむ は 俗よ みなり、 

ルニハ  ヲ. - カニテ レ マル r 

絕： 斥 澤： 惟 亟 去 無. 留、 

"li^ 又 第 兵 を虑 くこと を說 ける 四 箇條の 1 つに て、 斥 

澤を押 行く こと を 云 へ..=^、斥澤とは、斥はSJM之地と 
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注せり、 a はし ほな り、^ は海邊 などの 鹽の ある 地 を 

云、 澤は 水の たま る 處、 水 海な どの ほと を 云な h -、 

絕斥澤 と は、 海 邊の鹽 地、 又は 湖 邊を押 行く ことな 

,9、 惟と は 是に限 て此外 はなき こと を 云な り、 亟去 

無. 留 と は、 急に 押しと をり て必 逗留す ベ からすと 云 

意な， 9、 湖海の ほとり 鼴の ある 土 は" 土の 性 あしく、 

多く は沙 場に て、 足下 あしき ものな り、 地形 必 うち il 

きて、 たよる ベ き 要害な く、 水 もな く、 iHiT 草 も 少なし、 

濕氣 多くして 煩 を 生す、 陣を 取り 備を 立る に、 至極の 

惡所 とす、 唯 急に おしと をり て逗 せざる より 外、 か 

くの 如の 場に て は、 別によ き 仕形 はなき と 云 意な り、 

若 交. t 阜 於 斥 澤ノ之 中； 必 依， >  水 草， 

ュセョ  ヲ 

而 背. 衆 樹： 

上に は 11£： 澤 をば 急に 押と を .0、 必足 をと  >  めぬ こと 

を 云 へり、 こ 、に はされ ども 不意の 變 にて、 ふと 敵に 

斥い M の 中に 出逢 ふこと ある 時の こと を 云 へ り、 若 

交，： 軍 於 斥 澤之中 一と は、 もし 思 ひ かけす 斤澤の 中に 

て、 敵と 箪を 交へ 合戰に 及ぶ MJ あらん g: と 云 意な. =>、 

必依 一一 水草 一と は、 必水 あり 草 ある 處を 離れぬ やうに す 
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上りて、 勢 ひた ゆむ 所 あり、 しばし 間 あれば 備を立 固 

めて、 背 水の 陣 となる、 故に 人数の 半分 川 を濟り た る 

所 を、 間 をぬ かす 打つ こと 定法な り、 奪 秋の 時に、 晋 

の 將軍陽 « 父と、 楚の將 軍 < ^尹 子 上. と、、 恍 水と 云 川 を 

夾 みて 陣を 取.^ たる 時、 陽^ 父楚の 軍兵に 川 を 渡ら 

せ、 半 渡 を 打つ ベ き爲 に、 備を あと へく り けれ ば、 楚 

の 將軍子 上 も、 晋の 軍兵に 川 を わ たらせん と 備をぁ 

とへ くり、 互に 川 を わたら や、 合戰に 及ばす して か へ 

り しこと あり、 

，生ぎ f 

視. 生の 解 前に 見 一え た. 9、 水邊 に人數 を處 くに も、 草 

木の 生す る 所 を 見 はか ら ひ、 其う け やう 心得 ありと 

云 ことなり、 處 WE と は、 水 邊は總 體地卑 きものな. ft -、 

其內 にても 高き 處 ある ベ し、 人數 をお くに はと かく 

高き 處を よし と す、 敵よ せ來る 時、 高下の 勢 順な り、 

其 上 ひき、 處 にて は、 敵より 水 をせ きかくる か、 又 山 

川な ど は 1 夜 にても ふと 水 出る こと あ り、 其 時陣場 

へ 水 押入る な b  、敵 來ら とも 士卒 濕氣 にあたり 煩 

ふ 害 あり、. まして 水の 押入り さはく 處を间 ひて、 敵よ 
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せ 來る時 は、 まくる こと 必定 な り、 故に 水邊 にて は、 

高き 處に 人數 をお く を 殊に 宜しと する なり、 張预 が 

說に は、 川ば たに 陣を 取な にも、 又 川 中に 舟 を 浮る に 

も、 東南に 向 ひ 高き 處を よしと すと 云 へ 、視. 生と 

云 を 東南に 向 ふこと 上 K へ る は、 誤なる こと 前に 解 

せ，. '、川の 中に 舟 を 浮る に、 高き 處を よしと すると 云 

こと、 心得が たき 說 なり、 

レ フル r  テ 

きレ 1-1 力 1  、か， 

是 は舟戰 のこと な，.^、 川の 流れ を、 川下. よ b 川上へ 攻 

め 上る こと を 云 へ ，0、 敵 は 水の 流る、 勢に 乘 じて 顺 

なり、 味方 は 流れに 逆 ふて 逆 なれば、 川上へ 攻め上る 

ベ から やと 云へ り、 是は狹 き 川の こと を 云、^ 國の江 

水と 云 川な ど は、 廣さ Kn 里と 云 へ ば、 日本の 十 里ば か 

り も あるべし、 その 如なる 大河に 舟 を 浮 るに は、 舟に 

帆 を かけて 風に 乘 じて 往来す る ゆ へ、 あなが ュ りに 川 

の 流れの 順逆に か、 らゃ、 風の 順逆 を 見る ことなり、 

本文に 抅 るべ から や、 又 この 本文 を、 川下の ひさ、 地 

に陣とらぬことな.<^ と云 へり、 是も 同じ 道理な り、 水 

はと かくひき、 處へ 流る 、ものな. o、 故に 水 邊の地 


從 はす、 備を立 固 め た る處へ か、 りて 敗北した る こ 

と、 古今の 笑 ひぐ さと なれり、 又 三國の 時に 魏 S 將郭 

淮、 漢 中と 云處を 固めて 居た，^ ける に、 劉備漢 水と 云 

川 を わた b て 押 寄す ベ き體 なりけ れ ば、 郭淮が 方の 

諸將 、味方 は 少勢敵 は 多勢な り、 川 を わたられて は 利 

を 得が たし、 川ば たに 人數を 出し て ふせがん と 云け 

れば、 郭淮州 ひす、 川ば たよ.^ 遠々 と備を 立て 待ちけ 

れば、 劉 備人數 の 半 ば 川 を わた，. - たる 所 を齷っ ベ き 

謀なる こふ を知\  、漢水 を 渡ら ざ h.- しこと あり、 この 

外韓 信が、 龍 a を 維 水と 云 川に て 殺し、 夫槩 王が、 楚 

王 を淸發 と云處 にて うち 、公孫 瓚が、 货巾賊 を 東 光に 

て攻肷 り、 薛_5？ 均が、 范 陽と 云處 にて 竇建德 を肷 りし 

るい、 皆 敵の 人數 のなかば 川 を 渡りた る處 をう ちし 

な. 9、 杜牧 王暂が 注に、 水 內の內 の 字 を^の 字の 誤な 

りと 云り、， § は ほとりな， o、 然れば 水、 枘は 川ば たのこ 

となり、 勿， 迎-之 於 水. 柳 一と は、 川ば た へ 人數を 出す こ 

とな かれと 云ず， に 見た るな れ ば、 * 方よ.^ 人 數を川 

ばた へ 出す 時 は、 敵 必川を わたらぬ ゆへ、 勝つ べき 所 

なしと 云 意な b 、さも あるべ けれども、 それにて は 下 

の 文の 無， 附， 水而 迎 V 客 と 云と 同じ 意になる なり、 用 


ふべ からす、 令&. 濟 一而 搫， 之 利と は、 敵の 人數の 半分 

川 を 渡りて 陸へ あ が -り、 殘る 勢の いまだ 渡らざる 前 

に攀っ べしと 云 ことなり、 軍の 備をも 立て 固めす、 後 

勢 もつ ， かぬ 所な れ ば、 敵の 備亂れ 力 も w 一  ならぬ 

ゆへ、 必勝 利 ありと 云 ことなり、 敵の 人 數の川 を 半分 

ほど 渡る 所 を、 川 中 へお，. =^立 ちて 打てと 云 ことに は 

非す、 然る 時 は 前の 勿， 迎„ 之 於 水 內 一と 云 詞と齟 鰌す 

るな， 9、 半の 字 を 敵の 人數 へ かけて 見る ベ し、 川 へ か 

けて 見る ベ からす、 

欲ー戰 者ハ無，，附^^ 而 迎1,客、 

附水と は 川 を 前に あて 、、川ば たへ ひしと 人 數を備 

る ことなり、 客と はよ せく る 敵 を 云な り、 戰ん とする 

もの は、 前に 戰ふ場 を 明け おくべし、 川ば たに 人數ヒ 

ひしと 附 けて 備る時 は、 前に 戰ふ ベ き 場所な し、 その 

うへ 古よ b 川 を 循に とり、 川ば たへ 人數を 出して、 よ 

せく る 敵 を 待ちて 利 を 得た る こと 少 れ なり、 川 を 前 

にあ つれば、 進むべき 場な き ゆへ、 退く までの ことな 

り、 川ば たに 備 へ たる 敵 を 見ながら、 川 を 渡 て は せ 

升る 勢、 ふせぎ 止めが たきものな h,. 、川 を 渡..^ て 岸へ 
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な" ば、 必 川に 遠き 處 に 陣取る やうに す べしと 云 こ 

とな. >  、是に 兩說 あり、 曹 操、 李 签、 梅 堯 臣、 王晳、 張 

預、 施 子 美、 黄 獻臣は 川 を わたるべき 前の ことに 云へ 

、先き に 川 ある 處に陣 を 取，.^ 備を 立てば、 川端へ 近 

づ くべ からす、 吾が 陣と 川との 間にら い 地 を 明けて、 

川へ 逮 くすべし と 云 意に 見 たり 、一つ に は 敵の 川 を 

半分 わたりた る處を 磐つ 利 あり、 一 つに はわが 進 返 

自由な 、川に ひしと 付きた る 時 は、 前 は 川 なれば 進 

む ベ き處 なく、 唯 退く ことば か.^ 自由な. y  、其 上 川ば 

たに ひしと 人數を 出して、 川 を 盾に とる ところ、 川 を 

たのみに する 一 邊な り、 故に 川 を わたらる  > '時 は 負 

る こと 必定な. 9  、川より 手前に 遠く 扣 へたる 時 は、 敵 

に 川 を わたれと 場 を 明けて 敵 を 引つ く る 所、 勝利の 

具はる場な-^^，又劉寅，彭繼耀は川を絕^^-て陣を取る 

は、 川に 遠き をよ しとす と 云 へ ，^^、是は川をゎたり 

て、 陣を 取り 備を 立る に は、 先陣 は 川 を はなれて 遠く 

すべし、 さ れ ば 後陣の 川 を わたりて 備る場 を あけて 

置く によ， OS て、 あとより. 濟る もの ゆ る 》( -と備 を 立 

て、 敵に 半 渡 をうた る、 失な しと 云 意な.^、 兩說 とも 

に 通 やれ ども、 前の 說の方 古今の 定法な 、川 を 渡， 5 
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て陣を 取む 備を 立る に は、 事に よ. 0 て、 川 は K に 後に 一 

あつる 一, とも ある べし、 又 間 を 遠く  くこと も ある I 

べし、 決して 川との 間 を 遠くす べしと 云べ か 二す、 

リ 1K  ヲ  ラパ  レル r テ  二  メナ 

客 絕. 水 而 來 勿. 迎， 之 於 水.. 內； 令，， 一 

半濟， 而擊. 之 利、 

客と は 敵 を 云、 總 じて 待つ もの 主と し、 寄せ 來るも 一 

の を 客と す、 亭 生と 客人に 險 へたる 詞な， o、 客 絕水而 

來と は、 われ 川よ.^ 手前に 陣を 取. 居る 時、 敵 川 を わ 

たりて 寄せ 來る 時の ことなり、 勿. 迎„ 之 於 水 內 一と は 

之と は 敵 を 指して 云、 水 內は川 中な 、迎 ると は 吾が 

人 數を川 中まで 出 し て 、川 を わた る 敵 をう つ ことな 

り、 敵 も 味方 も 一 つに 川 中 にても みあ ふ 時 は、 キ； 客の 

勢 ひ混亂 して、 陣法も 亂れ、 思 ふやうな る 働きなら ぬ 

ゆ へ 、川 中まで 出迎 て戰 ふこ と を禁 じたる な，.^、 

秋の 時、 宋の 襄公楚 王と 涨と 云處 にて 戰 ひし 時、 楚の 

{21.兵先手ばか，.=^川？渡 て、 後 勢つ、 かざる 所 を 打つ 

ベ しと 公子 目 夷 ゆし けれども、 襄公川 ひや、 先陣 後陣 

皆 川 を わたりし まひて、 い ま だ備 立と 、の ほらざる 

所 を 撃つべし と、 目轰又 申し けれども、 襄公 それに も i 


を處 くに は、 死 を 前にし 生 を 後に すと 云 文 あり、 平 陸 

にて は 西北 を 前にして、 東南 を 後に すべき 道理な し、 

又是を 日輪 VJ 前にう く れ ば、 軍に 利な き 道理に 引き 

合せて 說く人 も あれ ども、 山と 水邊 にて は 東南 を 前 

にして、 平地ば か.^ に 西北 を 前にし、 柬南を 後に すべ 

き 道理な し、 唯 草木 ある 處を 生と 云 ひ、 見 はから ふこ 

と を も視と 云と 見 れ ば、 前後の 文 さはり なく 通す る 

なり、 總 じて 古書 は 字義 を 第 一 とす、 生の 字 は 土に 從 

ひ 山に 從ふ 文字に て、 中 は 草な 、草の 土より 生じた 

る貌な b 、故に 字の 本義 は、 草木の 土よ.^ 生す る こと 

を 生と 云て、 それより 轉じ用 ひて、 其 外の 生類のう ま 

る、 にも、 又 生活の 義 にも 用る ことなり、 古書の 字義 

に 暗 く.. -て、 古來の 注み な あやまれり 、處 J 咼とは 地形 

の 高き 所に 居る 意な り、 陣を 取に も備 へ を 立る にも、 

地形の 高き 處を よしと すと 云 こと な，. >  、是も 吾 は 高 

き處に 居て、 高 き より 卑 きを 撃つ は 勢 順なる ゆ へ な 

り、 此 一 段は總 じて 軍兵 を 山に 處 くこと を 云て、 山 は 

必高 きものな るに、 かく 云 へ る 意 は、 山に 軍兵 をお く 

とて、 山の 項 上 山の 脊 などに 人 數を匱 かる、 ものに 

て はなし、 必 山中の 少しに て も 1^ なる 處を 見た て 、 、 


陣をも 取り、 備をも 立る ことなり、 故に その 平なる 處 

の內 にて は、 高き 方に 此方の 軍兵 を 蘆て、 敵 を ひき 

處に受 る やうに せよ と 云 ふ ことな..^、 戰， 降 無，. 登と 

は、 坂 を 降.. M し戰ふ \ し、坂を登.9て戰ふこと勿れと 

云意な，o、降.,^は順、登，c^は逆 な り、 R 兩人ぁ ひて む 

かひの 闘 にても、 打つ 太刀になる 方に 勝ち あり、 自然 

の 勢 ひなり、 諸 本に 降の 字 を隆の 字に 作る、 隆は 高し 

とよむ、 其 時 は 本文 を隆 きに 戰 ふに は 登る ことな か 

れ とよむべし、 敵 高き 處に 陣取り 居て 戰ん に、 其 場へ 

攻め 登る ことな か れ、 卑き處 へ 引出して 戰ふ べしと 

jK 意に 見る、 義理 は 同じ こと なれ ど も、 句法 穩 なら 

す、 杜牧 張預が 注 に、 一 本に は 降に 作る と 云へ， o、 故 

に 今 其 說に從 て 本文 を改 るな b  、此處 山 之 軍 也と は、 

右の 三 句 は、 山 に 軍兵 を 立 てお く 法な りと 云 意な 


サ カレ 


絕. 水 必 遠. 水、 


是 また 軍を處 くこと を 說 ける 四 箇條の 一 つ に て、 

兵 を 水上に おく こと を說 けり 、絶. 水必 遠. 水と は、 水 

と は 川な り、 人數 を 押す に 川 を わたりて 行く ベ き路 
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又 山へ 上る は 逆なる ゆへ、 敵 ひそかに 山上へ 取 上 

げ、 上よ， 0 落し かくる 失 あり、 殊に 山に は 草木な ど あ 

る もの ゆへ、 敵の 物見な ど 鼻の 先き の 山の 上に、 草木 

にから ま 居る ベ き 氣遣も あ り、 山 を こすと き は 前 

ひらきて 向を視 おろす 得 あり、 後 高く 前 ひきく 順な 

る ゆへ 、す/' みやすき 得 あり、 自然と あと へ 引きに く 

き 得 あり、 敵よ b 吾が 後 を 見す かさぬ ゆへ 、人数の 多 

少も はかられす、 山 を 此方の 物にする ゆへ、 山中の 草 

木 等 をき. 0 取て 用に 立る 得 あり、 如 此の. 得失に て、 山 

を こして 陣を 取る を 法と する な り、 梅 堯臣は 山に へ 

だてら る とき は 谷に 依る とよみ て、 前に 山 あると 

き は 谷に そふと 見 た ， ^、絕 山の 二字 を 山に へだてら 

る、 とよむ こ と、 字法穩 なら や、 施 子 美 は斷絶 山險と 

注して、 山 をた ちきる ことに 見たり、 絕 字の 古義 を 知 

らす、 何れも 非な り、 依 谷と は 谷 は 山水の ながる、 處 

な 、依る と は 近つ き 傍 ふ 意に て、 谷川に ひしと ひき 

そふて 居る ことな ，< ^、山水の 流る 、處 には必 草め る 

もの なり、 故に 劉 寅 は 地 有。 水草 一 I3L 谷と 云 へ b 、山 

中に て 水 も あ 草 も ある 處を 谷と 云と 云 意な， x?s、 

谷川の 流に そふて 陣を取 ると き は、 水に 事 か/, す、 
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馬 草の たよ .9 あ， 0  、ひしと 引 そふて 陣取る とき は、 敬 

に 水草の 地 を とられぬ 得 あり、 昔武都 羌.， ， 云 えびす、 

山上に 陣を 取り、 馬援に 水草の 地 を 奪 は れ、 戰 ひま 

けたる も、 依レハ <^ の 法 を しらぬ ゆへ な b  、祖吳 子に、 

無，當_- 天 竈 1 天 竈者大 谷の 之 口な りと 云 へ ， ^、是 又 谷 

ある 處に陣 を 取る 用心 な り、 視 生と は 生 は 草木の あ 

る處なり、視るとは見っくらふことな..^、森林又茅野 

など 草木の ある 處を 見つ くろ ひ、 其 森林 又 かや 野な 

どの 取 樣 にて 得 多き もの な 、總 じて 草木の ある 

處は、 陣 具の 用意に 事缺 す、 兵糧 盡 きても 食物 ある も 

のな り、 急なる ことにて 陣屋 を 張ら やと も、 風雨の ふ 

せぎ にもな， 0-、 又 人數を 見す かされぬ 得 も あり、 草木 

なき 處 とくらぶ れ ば 生類に 便り ある 場所な. 、鳥獸 

も 多く は 草木 ある 處に栖 む もの な . ^、故に 草木の 生 

する處を本文に生と云な，.^、曹橾の注に、化者陽也と 

云へ る をう け て、 李筌、 杜牧、 陳畴、 賈林、 梅堯 お、 張 

預、 劉 寅、 黃獻臣 、彭 繼耀み な 視と云 を 只 目に 見る 意 

にして、 陽 を 前にう くると 云義 にて 、東南に 向 ふこと 

を 云と 說け 、兵 は 陰 道 なれば、 陽氣 ケ-受 ると き は 勝 

つな ど 仝 K 說ぁ り、 皆 迂遠の 僻說 なり、 下に 平 陸に 軍 


將之過 也と は、 總 じて 右に 云 へ る五危 は、 各將 たる も.. 

の、 ー德 にて、 其 上に 具 はる 過ちな りと 云 ことな- 9、 

用兵 之災 也と は、 將は 軍の 司 命に て、 軍の 勝負 は將に 

か、 る こと ゆへ、 軍の 上に て、 炎 はこの 五危に 根ざす 

と 云 意な， cv、 

覆. 軍 殺. 將 必 以，， 五- 危； 不. 可 二 之 不- 

. 察 也、，. 

覆 軍と は 一軍皆ぅたる/1ことな，.^、殺，將とは大將の 

うたる、 ことなり、 一 軍の 敗北より 大將の 生害 必こ 

の五危 よ. 0 出る ことなれば、 利の 上に 害 具 はり、 害の 

上に 利の 具 はる こと、 察せす して 叶 はぬ ことな-. ^と 

云 意な. -、 孫子が 丁寧の 戒 なち、 • 
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行軍 は 軍 を やる とよみて 陣 押しの ことなり、 此 

篇は陣 押し よ り、 陣を 取り、 軍兵 をお く 場處、 幷 

に 物見 取合まで のこと を 云 へ り、 皆 軍兵 を 押し 

ゆく 內 のこと なる ゆ へな り、 

孫 子 行 SJX 


孫子 曰 凡 iLW- 相. 軋、 

この 一 句 一 篇の 綱な り、 凡と は總 じて と 云詞 な.^、 處 

軍と は陣を 取る にても、 備を 立る にても. -總 じて 軍兵 

をお く 場所の ことな，.^、 相-敵と は 物見な り、 此篇に 軍 

兵を鼠く場所のこと四っ、物見のこと三十三ぁ...^、故， 

に 發端 に こ の 二 を 云 へ b  、絕^山依，谷 と 云 よ 、伏 姦. 

之 所處と 云まで は 軍兵 を 置く 場所 を 云、 近而靜 者と 

云より 必謹察 之と 云まで は 物見 な ，9、 兵 非 益 多と 云 

より 末 は 人 を 使 ふ 道を說 け b  、此 相の. 字 を 講義に は， 

兩 軍相對 する 義に說 けり、 用 ゆべ からす、 . 

ヮ タリ  テリ-一  ラ  ニチニ  ル r 

絕. 山 依. 谷、 視. 生 處. 高、 戰. 降 無. 登、 

此處. 山 之 軍 也、 

是 軍を處 くこと を說 ける 四 箇條の 一 な，.^、山に軍兵- 

をお くこと を 云 へ ，.^、絶山とは山をこぇ-て山をぅし 

ろに する こと な り、 總 じて 軍 は 前へ 進む こと を 主.^ 

す、 行く さきに 山 ある に、 其 山の きわまで 行きつ め 

て、 山 を こさ  >  ると き は、 先き に 山塞が て ある ゆ 

へ、 前 へ 進む に 害 あ，.^、 又 さき を 見 はらさぬ 失 あ，.^、 
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智勇のなを..^なりと思ひ、項羽の慕下を立ち去..^、故 

鄕 に歸. ^、憤りの 餘 りに、 終に 發背を 煩 ひて 死した る 

こと あり、 是 一 點 の瑕瑾 をう け じと する 心よ， 、莫大 

の 功業 を やぶ b  、始終の 勝利に 心づ かぬ 失 あるな り、 

名聞の 心 ふかく、 一  點の 瑕瑾を 受け じと する 上に て.、 

涯 分に 弓矢 を はげみ 功業 を 立る 得 あれ ども、 又 かく 

の 如き 失 あ..^ と 知るべし、 

titc 可. 煩ス 也、 

是五危 の 第五な.^、 仁德 ある 人の 失 を 云な り、 仁德ぁ 

りて 民 を 愛する こと、 人の 上た る もの、 德 これに 越 

たる こと 又も ある まじ、 君 は 勿論な り、 將 たる もの も 

君よ， 9 數 萬の 軍兵 を ぁづ かり、 數 萬の 軍兵 は 皆將を 

父母と たのむ ことにて、 其 生死 は將の 1 心に ある こ 

となれば、 仁德 なくて 將 となる こと、 まことに 其 器に 

非す と 云つ べし、 され ども 仁德 あまり あ，. > て 决斷た 

らぬ時 は、 又 是に失 あ b  、煩す と は 骨折らす る ことな 

,.^、仁德ぁまり有て民を愛する心ふかき人は、其心專 

ら民を 安ん やる 上に あるに よりて、 それに ひた も の 

に 取り かけ、 其 民. を 苦む る樣 にす る 時 は、 吾が 民の 敵 
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に. 苦 めら る を. 見て は、 其 通りに さし くこと をせ 

す、 吾が 辛 勞をか へり 見や、 ヌもく 敵の 出る 度 ごと 

に、 後 詰 加勢に 出る により、 遂に はっかれ くた びれ、 

却て 國の ょは^^となるな^^^，是を可煩也 と 云 なり、 

骨折り 疲る、 檨 にせら る、 と 云 ことな 、義を 以 て 

よく 決斷 する 人 は、 全體の 害に ならぬ ことなれば、 民 

の苦，むをも事にょh^ては見棄て、敵の方便 に 取合 は 

ぬに よりて、 敵より 是を 疲ら かさん i 思ても、 疲 かす 

こと 能 はす、 されば 仁 は義. を 以て 輔 とす、 義の 决斷な 

き 時 は、 仁德 さへ 害と なるな，^、 以上の 五危皆 將の德 

なり、 必死 は 勇な り、 必生は 智な， 、忿速 は 氣の 勝ち 

たるな 、廉潔 は 功名 を 立，^ 人な， 、愛 民 は 仁徳な 

り、然れば五っともに皆利なh^、利に害は離れぬもの 

ゆ へ 、五 危其內 に 具 はる、 萬 事 皆 かくの 如し、 こ、 を 

よく 會 得する 時 は、 變 化の 道 こ 、 に盡 く、 故に 九變の 

鴛是を 以て 說き 終れ， 9、 . 

凡 此五者 將之過 也、 用. 兵之災 

也、 

これよ..^ 下 は、 上の 五危を 結びた る詞 な，. >  、凡此 五 者 


ると 云 は、 其 极元氣 に 使 はる、 所 あるより 起るな， 9、 

智勇 兼備した る將 にても、 かくの 如き 失 は ある もの. 

なり、 昔 司 馬 仲 達、 孔 明より 婦人の 装束 を 贈られ、 怒 

て戰ん とせし こと、 姚襄 が苻黄 眉に 侮られて、 怒て 戰 

ひう たれし こと、 皆す ぐれた る 大將の 上に も ある こ 

とな， 9  、 此 氣を以 て 功 をた て 、又 此氣を 以て あやまつ 

なり、 可 侮 也と 云 は、 氣に K はる 、 ことなき 人 は 侮 h- 

て も 取合 はぬ ゆへ 、侮る 計 も 何の 役に た す、 是を侮 

られぬと云な^^、氣に使はる 人 は 侮らる、 時 は、 持 

病の 怒り 起，^ て、 すま じき 合戰 をして 不覺 をと る ゆ 

へ 、是を 侮らる 所 あ と 云 ことにて、 可 侮と 云た る 

な，.^、 愚なる かな、 人に 侮られて こらえぬ は、 其 心に 

は 侮 AJ うけぬ と 思 へど も、 人に 侮らる こと を 嫌 ふ 

1 念より、 侮 を 以て 其 怒り を 動かして、 すま じき 戰を 

させら る 所、 却て 人の 侮を受 ると 云 もの なること 

を 知らす、 人の 侮る に 取合 はねば、 彼れ がし かくる こ 

と 皆無 用なる ことに な，. >  て 、我に は 一 點の 動き なき 

によりて 、是却 て 侮 を 受け ぬと 云 ものな、 り、 戒む ベく 

愼む べし、 
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率 潔 可 也、 

是五危 の 第 四な b  、智勇 兼ね 備は， 9 て も、 名聞の 深き 

人に ある 失な り、 廉潔 はきれ いなる ことなり、 廉 はか 

どと よみて、 物の 差別 さか ひめの はきと 立ちた る こ 

と を 云て、 立派 を このむ ことなり、 潔 はい さぎよ しと 

よみて、 一 點 のけ がれな きこと なり、 名聞の 心 深き と 

は、 或は 武道の 名聞 ふかく、 或は わが 一 己の 立派 を こ 

のむ ことな. 、かくの 如 き^は 一 點の 瑕谨 けがれ も 

なき 樣 にと 心がけ、 少しも 人の 褒^ を うけぬ こと を 

第 一 とするな b  、此心 ある 時 は たと ひ 智勇 兼備し C 

もこの 一 念 大きなる 害と な， 9、 武道の 瑕瑾 か、 又は 一 

己の た ぬ樣 なること を 以て、 是を けがし 尊む る 時 

は、 すま じき 戰 をして 不覺 をと る ものな り、 昔 項 羽の 

師の 范增と 云し 人 は、 智勇 拔 群に すぐれたる 人 なり 

しか ども、 陳 平が 謀に て 間者 を 入れて、 項 羽と 范增 と 

の 君臣の 間 をへ だて、 范增が 計の 用 ひられぬ 樣 にし 

つれば、 かく 吾が 計 を 用 ひられぬ 上 は、 項 羽に つき 從 

ふと も 遂に 勝利 を 得が たし、 范增が 居りながら 項 羽 

に まけさせ たる i 當代 後代に も 思 はれん こと 、わが 

1  一太 三 
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らんと 心 を 決定す る こと は、 智の 勝れた る 人の する 

ことな， 9、 元來 軍の 方便、 奇 正虛實 かけ 引の 道に よく 

練 熟して、 軍 か 手に入. 9 てお る ゆへ、 如何 樣の危 き 場 

にて 人 は 皆 打た る /'とも、 吾 は 生きて 返る こと 治定 

なりと心を落しっく^$こと、誠に智慧拔群にすぐれ、 

つねの 人の 及ばぬ 所 ある 人なら では、 かく 迄に おと 

し 付る こと はなる まじき ことな. り、 され ども 天地の 

間に は 智慧の 及 はぬ こと ある ものな， o、 何程の 名將 

な. 0 とも、 運 盡る時 はうた る、 こと 古今 其 例 多し、 人 

生に は 生くべき 場な， 9 とも、 義理の かくる 所に 於 て 

死なで 叶 はぬ は臣 たるの 道な 、然るに 我が 智 のす 

ぐれた る 所に くら はれて、 智慧に て ならぬ こと はな. 

きものな りと 思 へ ると ころ、 是智餘 ，0 ありて 却て 其 

智 にくら まさる 所な り 、阿 故に 如此 なると 云に、 智 

勇 は 車の 兩輪 にて. 日と 月との 如く、 陰と陽との 如し、 

日 升れば 月 入 、月 出れば 日 沈む、 陰極れば 陽 生じ、 陽 

極れば 陰 生す、 故に 智の すぐれたる 人 は 必 その 勇 足 

らざる所ぁ，.^、勇の すぐれたる 人 は 必其智 たらぬ 所 

あ hv  、心 を必 生に おとし 着る こと、 其智 あまり あれ ど 

も義勇の心たらぬ所ょ^^、死すべ き 場 を は づす失 あ 
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りて、 たと ひ生擒 になり て も 智慧 を 以て 生きて 返ら 

んと思 ふに よりて、 かくの 如き 將は 生擒 になる もの 

な， 9、 司 馬 法に 上 生 多 疑と 云へ， 、上 生と は 生 をた つ 

とぶ とよみて、 其 心に とかく 命 を 全くす る をよ きこ 

と 思 ふ 人 を 云、 命 さ へ あれば 衰 へたる 國をも 再び 

興し、 運 も ひらかる、 と 云 こと を 知て、 心を必 生に 決 

定 するな り、 多， 疑と 云 へ る は 智慧 多き 人の こと を 云 

へり、 智慧 多ければ 一 事 を 萬理に a る ゆへ、 其 心に 疑 

ひ 多き ものな り、 疑 ひ あれば 一 途に 決せす、 是 勇の 自 

然と 足らぬ 所な り、 古來諸 注に はこの 必 生と 云 こと 

を 皆 臆した る將 のこと に 云へ り、 尤 臆した る 意よ b 

も、 必 生きて 返らん とする ことなれ ども、 その 如なる 

將 はもと 將の 器量に 非す して、 云に 及ばぬ ことなれ 

ば、 孫子が こ、 にこと さらに 擧げて 論す るに 及ぶ ま 

じき ことなり、 故に 今 其 說に從 はす、 

忿 -速ハ 可ぎ ル 

是五危 の 第三な り、 たと ひ 智勇 備は. りても、 氣 にっか 

はる 失 ある 將の こと を 云へ，..^、忿速とは忿はぃか 

り、 速 は 急なる ことなり、 忿を こらえす 短盧 なる 失 あ 


,.^たる 一 の 尖りに 居る 人、 必 一番 鏠 をつ き * 人に 滕 

れた る 勇 功 をな す ゆ へ 、是軍 中 第 一 の 手柄と する こ 

と 通. 法な り、 是は 士卒の 上の ことにて 大將の 道に 非 

れ ども、 急切の 場に 臨みて は、 自身に 士卒に 先 だ >^ 

んは、 士卒 何として 其 下知 を 用ん や、 故に 勇猛の 大將 

は 皆 身命 を輕ん じて 士卒 を 率る ゆ へ 、士卒 も 又 勇 

氣に ひかれて つぎなる もの も 勇に なる ゆへ、 名將の 

下に 臆 兵な しと 世俗に も 云ひ傳 るな り、 如此 なる 持 

は、 我 は 死 を 何とも 思 はす、 敵 は 死 を 惜む 心 ある ゆ 

へ、 我が 鋒の 强き こと 敵に 十倍し、 よく 少勢を 以て 多 

勢を打破^^、敗軍をももち返して、危き場を蹈なをす 

こと 大將 の勇氣 にあ， -、 是 軍旅の 第 一 とする 所に し 

, て、 此本體 立ざる 時 は、 智謀 計 策 も 用に 立た す、 故に 

もの ふ は 勇 を尙 ふこと、 和漢 古今み な異途 なく、 臆 

したる 將の 武功 を 立る こと、 和漢 古今に 又 其 例な し 

故に 將に 必死の 心 ありて 勇剛 すぐれ たる は、 まこと 

に寶 とすべ きこと にて、 あしき こと、 云に は 非す、 さ 

れ ども 如 此の 勇氣 ばかりにて、 智 5- たらぬ 所 ある 時 

は、 勇の 一 邊に 陷るゅ へ、 いつも 必死と ばかり 心が 

け、 軍に かけ 引き ある こと を 知らす、 戰 ふ場戰 はぬ 場 
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の ある こと を 知らす、 引く ベ き 場 を も 引かす、 戰 はぬ 

.場让 ても戰 ふゆへ、 必不覺 を 取る ことな， 9  、但し 勇猛 

の 人 は生擒 などに なること は 大きなる 恥辱と 思 ふゆ 

へ 可 殺と 云へ，.^、 其將 殺す こと はなれ ども、 生擒に 

する こと はな. ON にくき こと ゆ へ かく 云へ る なり、 曹 

操 張預が 注に、 奇伏を 以て 是を 殺す と 云へ り、 是は勇 

將を 殺ん とせば、 其 人 勇者 なれば 力 わざに て 殺ん と 

すれ ば 、眛方 を 多くうた る、 ゆへ 、奇兵 伏兵 を 以て 是 

を 殺す となり、 勇に して 思慮な き ゆべ、 勝に 乘 じて 追 

ひ來^^、奇兵伏兵にはさまる こと を 知らぬ こと、 多 

く 勇者に ある ことなる ゆへ、 かくの 如く 注せ，.^、 され 

ども 一 途匸拘 るべ からす、  . 

必-生 可. 慮 也、 ， 

是五， 危の 第二な り、 智 あ.. 'て 勇な き 將の過 を 云へ り、 

必 生と は 生を必 とすると よみて、 生きて 返らん と 心 

を 決定した る こと なり、 可， 虜とは 生 取に せらる 、 

と 云 ことな b  、總 じて 軍 は 死 場に て、 命 を 的に かくる 

はもの ふの 定まりた る こと なれば、 誰 人 も 戰 場に 

赴きて は、 生て る ベ き 心 は ある まじき に、 生きて 返 
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か 移らぬ かと 庭な ど を 見 玉 は  > 返くべし と 云 こと あ 

り、 是を吳 略の 文に 考へ 合すれば、 古の 聖人の 三代の 

時 は、 吾邦 唯今の 風俗の 如く、 士大 夫た る もの 朝夕 刀 

劍をば 身 を 離さ >hv しなり、 秦の始 皇帝の 時、 臣下 を 

氣遣ふ 心 深くて、 殿上に 侍る もの を 皆無 刀に なして 

よ，.^、 世の 風俗と な b  、異朝に て は 今 は みな 無 刀 な 

b  、此方 禁裏 にても 武官の 外 は帶劍 せざる も、 唐朝の 

醴の 移れるな る べし、 本文に は 關らぬ ことなれ ども、 

事の っゐ でに 記すな，.^、 . 

H 有，， ， 五危； 

將は大將なり、五危は五っのぁゃぅきことハ^„^、上の 

文に 利の 中に 害 あ， 9、 害の 中に 利 ある こ i を 云 をう 

けて、 大將の 身の 上に も 五の 危き こと ある こと を 

云へ り、 此五は 人の 氣 質の 上に 於て、 何れも 取り所 あ 

,.^て、ひとかど用に立っ氣質なり、かくの如く用に立 

つ 所 あれば、 又 それく に 其 害 あ， 9 て、 是を 知らぬ 時 

は 軍の 勝利 を 失 ふこと 是ょ， C '生やる ゆ へ 、是を 五の 

危 きこと 云 へ るな り、 この 五危. すな はち 上の 文に 

云 へ る 五 利な，..，'、 五の 危 きこと を 五の 利と 云 へ る は、 
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是を 五の 危 きこと \ 知らぬ 時 は 五危 なり、 危 きこと 

なりと 云 こと を 知て、 それ，^ に 其 手 あて を する 時 

は是 すな はち 五の 利と なる、 又 敵將の 上 を 此五危 に 

て 察して、 それく の氣 質に 隨て是 を 挫く 時 は、 是則 

ち 味方の 利と なる ゆ へ 五 利な：..^、 總 じて 利害の はな 

れぬ ことかく の 如し、 

必- 死>.殺ス 也、 

是五危 の 內の第 一 な， 9、 勇 あ b て 智 なき 將の 過 を 云 

へ， 5、 必死と は 死を必 とすると よみて、 心 を 死に 决す 

る ことな ，0、 凡 軍と 云 もの は 人 を 殺す わざ なれば、 劍 

戟を 執て 戰 場に 赴く あの、 誰か 敵 を 殺す こと を 思 は 

ざらん、 わが 敵 を ころさん とする 如く、 敵 又 われ を 殺 

さんと する なれば、 死 を 怕れて は 軍 は ならぬ ことな 

り、 もの ふの 道 たれ も かく 思へ ども、 急切の 場に 臨 

て は 勇なる もの まれなる ゆ へ 、古老の 物語 h> にも、 そ 

なへ は必 杉な， 5 になる ものな りと 云へ り、 されば 身 

命を棄 て、 必死 を 心が くる もの、^ に 眞 先にす、 み 

て、 勇の 少づ 劣. ft- たる もの ほど 段々 に あと さがる 

ゆへ、 覺 へや 杉な になる と 云へ. o、 此 すぎなり にな 


故 用. 兵 之 法、 無. 恃， 其 不ぁ 、，吾 

有パ， 以 待， 也、 無. 恃，， 其 不， 攻、 恃， 吾 有， 

. 所. 不. 可. 攻 也、 

是は 上の 文に 利害に 泥 まや、 利害に 明かに 練 熟する 

時 は、 鄰國の 諸侯 をよ く 吾が 手に入れ、： 1§ 服役 使奔趨 

せし むる こと を 云 を 承け て 、合戦の 法 も 目前の 利害 

に 泥む まじき こと を 云へ り、 用兵 之 法と は、 軍の 道と 

云 ことな， > 、其と はニ處 ともに 敵 を 指して 云、 無 fe:, 

其不 „,來 と は、 敵の よせ 來らぬ は 利害の 上に て 云へば 

當 分の 利な り、 され ども 利と 害と 離れぬ もの ゆへ、 敵 

の來ら ぬを恃 みに して、 心安く 思 ひ 油斷す る 所、 是味 

方の 虚 にて、 敵に うたるべき 所 なれば、 害 こ、 に 具 ゆ 

る ゆへ、 敵の よせ 来らぬ を 心安が り、 恃 みとす る こと 

なかれと 云へ， 5、 恃， 一 吾 有 待 一也と は、 吾に 敵の よせ 

來るを 待 うけてよ く 是に應 じ、 敵より 不意 を うたる 

ことのな き 所 ある を 恃 みとせ よと 云 意な. 9、 敵の 

よせ 來るを 待う けて、 よく 是に應 する こと は、 利 あ. ft 

ば害ぁり、害ぁれば利ぁ，.^、安き中に 危き 所 あり、 危 

きと ころ- 一安. 所 あ て、 1£事 も、 フ らお もて うら お 


孫 子 


大 變第八 


もてと 離れぬ ものなる こと を、 よく 徹底して 知る 所 

よ 、害な き處 にも 害 を 盧り、 安き 中に も 危 きを 忘 

れす 、思慮 周密に して 一 邊に 落ち や、 萬 變に應 じて 如 

何 樣の變 を も 待う けて、 よく それ <\ -に應 するな り、 

無， 恃， 其不, 攻と は、 敵の われ を 攻めざる を 見て、 心安 

しと 恃 むこと なかれ、 恃 ところ 油斷 にて 虛な 、是敵 

に攻ら る、 所な b と 知て、 當 分の 安危に 泥む ことな 

かれと 云 意な. > 、恃 „ 吾 有 サ所， 不， 可， 攻也 と は、 われに 

如何 樣に しても 敵に 攻られ ぬ 所の ある を恃 みとせ よ 

と 云 ことな b 、如何 檫 にしても 敵の 攻る ことの なら 

ぬと 云 は、 利害 は 離れぬ ものと 云 こし を 知て、 油斷な 

くすきまなき所を云なh^、畢竟此句は 上の句と 同意 

な，0'、く，9か へして丁寧に1}^たるものな，.>、此條の注 

に 何 氏 吳略を 引て、 君子 當„ 安 年 之 世 一刀 劍不， 離 k 身と 

云へ り、 君子た る もの は安穩 治平の 世に て、 干戈 を 動 

かす 時節に てな けれども、 刀劍は 身 を はなさぬ と 云？ 

意な り、 是^ 人の 敎に 安不 危と の 玉 へ る 意な，.^^、 

禮記 にも 長者に 侍る 膿 を 記す る 中に、 長者の 退屈せ 

る體 あらば、 機嫌 を 見 はから ひ. 早く 返く べき こと を 

云と て、 長者た る 人 劍の首 を もて あそび、 日影の 移る 
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孫子 ほど 文の 奇妙なる 書な し、 歷代 の 文人 是を稱 美 

せる も、 孫子が 文章 をた しなみ てかきた るに は 非す、 

其 逍理の 妙處を 得た る ゆへ 中に 綳て 外に 彪 はる 5 道 

理 にて、 自然と 文章 他 書に すぐれたるな り、 古 來の注 

に はこの 三 句 は： M の 文 を 承け て 利害に W まぬ しるし 

を 云た る こと 會 せす、 三 句 を 1 句く に わけて 說 

たる ゆ へ 、文勢 前後に 貫かす、 而も 其義淺 くして 差別 

わかれ 難し、 屈， 諸侯 ー者以 と 云 を、 或は 彼が 嫌 ふこ 

と をす ると 云 ひ、 或は 其國の 賢臣を この 方へ うらが 

へらせ、 或は 姦人 を 其 國へ遣 はし、 出頭 させて 其國の 

政道 ケ-亂 り、 或は 間 を 入れて 君臣の あ ひだ を はなし、 

或は 細工の 上手 をお く.^ て、 其國の 君の 普請 作 事 或 

はさま <\- の 器物 を 作りて、 金銀 を 費す やうに しか 

け、 或は 淫樂 をお くりて 其國の 風俗 を變 じ、 或は 美女 

をお くりて 政道に 怠らせな どす る 類 を 云と， 云へ b、 

皆 さる ことなれ ども、 前後の 文に 貫通せ ぬ 注 なり、 

役， 諸侯， 者以， 業と 云 をば、 曹 操が 注に は、 彼が 勞 する 

樣 なること をし かくる ことな， rtN 、彼が 引けば 我 は 攻 

め ゆき、 彼が 切て 出れば 我 は 引きな どして、 彼 をな や 

ますこと、 云 へり、 此注 にて は 業の 字の 意き こ へす、 
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杜牧 張預が 注に は、 我が 國富饒 なる 時 は 勢 強き によ 

りて、 敵お のづ から 我に つか はる、 と 云へ，^、 是は業 

を 田 業の 意に 見 たれ ども、 字義 穩 ならす、 杜佑 は其國 

に 普請 作 事 等、 或は 結構なる 器物 音樂等 はやりて、 民 

の勞 する やうに すると 云へ り、 是 にて は 役の 字の 意 

閬 へ ぬな. y  、王 晳は左 傅の ffl 常が 語に、 吾兵 業已加 ® 

矣と云 を 引て、 軍 をし かくる こと，^ 業と 云と 見た hN、 

左 傅の 意 は 業已の 二字に て すでにと 云 意なる こと を 

知らす、 何れも 從ふ ベから す、 又 直 解の 一 說に、 諸侯 

屈せら る 、こと は 害 を 以てな，^^、諸侯に 役 せらる 、 

こと は 業 を 以てな，.^、 諸侯に 趨ら しめらる こと は 

利 を 以てな りと 讀て、 利害に 滞り 泥み て、 利に 害を雜 

へ、 害に 利を雜 へて 慮る ことの ならぬ 愚 將の、 鄰國の 

諸侯に 屈服 させら る、 こと は、 害 を 見て は 害の 一 邊 

に 泥む ゆ へ なり、 鄰國の 諸侯に 役 使 せらる  >  こと は、 

事業に 苦み て それに 泥む ゆへ なり、 鄰國の 諸侯に 引 

動かされて 趨赴 くこと は、 利 を 見て は 利の 一 邊に泥 

む 故な と 云 意な りと 云 へり、 此說は 今の 解と、 其 

義相 通す、 され ども 紆曲なる 說 なる ゆへ 是に從 は 

す、 


とも 眛 方と もっかぬ 國 にても あれ、 鄰國の 諸侯 さ 

て 云な..：^、 屈する と は 屈服す る ことにて、 鄰國の 諸 

侯の 吾が 威勢に 屈服，， >  て 、臣 とな 從 ふこと な.^、 害 

:V は 其 諸侯の 害になる こと を 指して 云な り、 役す る 

と は 役 使す る義 にて、 奴， 僕 を 使 ふ， 如く、 鄰國の 諸侯 を 

使 ふこと な b 、業と は 利害 まざ， 0 て、 利と も 害と も か 

た 付けて 名 付ら れぬ 5 を 指して 云へ る 也、 趨 しむと 

ははしb赴むく義な，.^、利とは鄰國の諸侯の 利と な 

る MJ を 措して 云な hs 、上の 文に 云 へ る 如く 利害に 泥 

まぬ 人 は、 よく 鄰國の S? 侯 を 我が 心 ま、 に はから 丄 

な， 、何 にても 害の ある こと をお どして、 屈服 させた 

きと 思て する こと も、 其方 便が よくき て、、 ひま  >1 

に 鄰國の 諸侯が 屈服す ると 云 こと を 、屈， 諸侯， 者以， 害 

と 云へ り、 又 利害 入れ まざ， 9 て、 利と も 害， ともつ かぬ 

事 を 以てな りと も、 鄰國の 諸侯 を 奴 僕の 如く 使 ひ、 東 

へ な b とも 西 へな.. とも、 たてに な hs とも、 よこにな 

^とも、 わがした き樣 にす る 時、 それ も 心 ま 、になる 

と 云 こと を、 役， 諸侯 ー者以 と 云 へ 、又 何 にても 利 

の ある こと を しかけて、 鄰國の 諸侯 を そこ へ はし- 9 

赴く 樣に する 時、 我が 心よ、 に 走" 赴く なりと 云 こ 
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と を、 趨 一一 諸侯 1 者以， 利と 云な り、 是皆 利の 上に 害 を 

見、 害の 上に 利 を. 見て、 一 邊に 泥まぬ ゆへ なり、 利害 

の 道理 明かなら ぬ 人 は、 害 を 以て 鄰國の 諸侯 を 屈服 

せんと 思へば、 彼れ を 害する わざば か して、 屈服 さ 

せんとす るな b  、利害に 泥まぬ 人 は、 害に 利を雜 へ て 

取り はから ふゆへ、 彼 を 屈服 させんと 思 ふ 時 は、 彼 わ 

れに屈服すれば利ぁ.<?^、屈服 せねば 害 ある 樣に はか 

らふ ゆ へ 、 一 邊に害 を 以て はから ふと はか は， 9 て、 其 

方便 ことの 外にき /- て、 よく 屈服す る な，.^、又利害 

の 道理 明かなら ぬん の 利 を 以て 鄰國の 諸侯 を趨 赴か 

しめんと する わざ は 、彼が 悅ぶ ベ き 利ば か を 以て 

はから ふなり、 利害に 泥まぬ 人 は、 利に 害を雜 へて と 

り はから ふゆ へ 、彼 を 趨り來 らし めんと する. 時、 彼が 

趨來る 時 は 利 あ， 5、 趨來ら ぬ 時 は 害 ある やうに はか 

らふ ゆへ、 一 邊に 利 を 以て は からふとはかはh^て、 

其方 便 ことの 外にき て、 よく 趨 赴ぐな， 0-、 又 利と も 

害と もっかぬ 業 を 以て 彼 を 役 使す る 上 も、 同じ こそ 

なりと 云 意な. o、 上の 文に は 利と 害との 二つ をなら 

ベて、 二 句 を 以て 云て、 こ /- に は 又 利害 業の 三 つ を以 

て 云 へ る は、 文法の 變化な 、總 じて 軍書の 內 にて、 
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に 叶 ふべ し、 


雜， 於 害： 而患 可. 解 也、 

雜於 害と は、 利 を 害に 雜 へ て 思慮す るな り、 患 ど は 炎 

難な り、 解と は絲 のむ す ぼ ふれて とけぬ 樣に、 事の む 

つかしき 炎 難の ほどけ 去る ことなり.、 可 fe^ と は とか 

る， -と云 ことな..'、 事の 害 出來て 難儀に 及ぶ 時、 つね 

の 人 は 其 害ば かり 心に あ， 5 て、 害 ひ 中に 利の 具 はる. 

こと. を しらぬ ゆ へ 、其 害に 返 屈して、 志 挫け 氣衰 へ 、 

終に は 其 炎 難 を 免 かる、 こと 能 はす、 智將は 一 邊に 

目前の 害ば かり をば 思 はす、 害に 利の 具 はる こと を 

知て、 よく 其 害の 中よ. 0 利 を 見出して、 其方 略 をな す 

ゆへ、 其 災難の むす ぼ ふれた る もと かる、 なり、 杜牧 

が 注に、 たと へば 敵に 圍 まれた る は 害な， o、 我が 心 こ 

の 害に 陷る時 は 勝利の 手筋 は 見へ や、 た >  ひたすら 

に圍を 破て 逃れ 去ん とす、 是 一 邊に 其 心 害に 陷るゅ 

へな 、士卒 を勵 まし、 勢 を 》 て 戰ひ 勝ち、 其 利に 乘 

して 園 をと く 時 は、 其圍 とき やすき は、 害に 利 を まじ 

へ て 慮る ゆ へ なりと 云 へり、 昔 張， 方と 云 もの、 洛陽 

へ攻 入り、 數度 うち 負けければ、 人 皆 夜中に 洛陽を 落 
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ち 去るべし とす、 む、 張方對 へ て 勝負 は 軍の 《；？ なり、 

負 を 以て 勝ちと なすこ と を， - こそ、 名將の 作 略と すれ 

とて、 其 諫を用 ひす、 夜中に 敵陣 へ お しょせ、 敵 を 追 

崩し、 大に 勝利 を 得た.^、 是 數度 打 負けた る は 害な 

b  、敵 は 利 を 得た るな り、 され ども 敵の 心 凝り 生じて 

眛 方 を 見 侮，.^、 油斷 生す ると ころ、 是眛 方の 利な り、 

昧 方の 內 からさ へ 夜 逃に せよ と諫 むる 程 なれば、 敵 

よ， 0 も 大形 一 兩 日の 內に、 張 方 こそ 洛 陽に たまりえ 

す 引 去る ベ. r:^ と 皆々 思 ひ、 夜 打ちに 寄せ 求るべし と 

は 思 ひも よらぬ 所へ、 押よ せた る ゆへ、 敵の 實極 まり 

て虛 となり、 味方の 虛 極ま， 0 て實 とな， o、 遂に 勝利 を 

得た るな り、 是 害に は 利を雜 へ て 思慮す る 時 は、 其災 

難のと くる， 例證 なり、  , 


是 故 屈，， 諸 侯， 者 以 .害、 役，， 諸 侯， 者 

以 JT 趨 JS. 侯， 者 以. 利、 

是は 上の 文に 利に 害を雜 へ、 害に 利を雜 へ て 思慮 

して、 利害に 泥まぬ こ. と を 云た る、 其し るし を 云へ 

b  、上の 文の 利害 は、 味方の 利 味方の 害 也、 此本义 

. の 利害 は 、人の 利害 也、 諸侯. は 敵に て も， あれ、 又. 欧 


iiss する 字に て、 事業 を 云な.， >  、事業と は 何 にても 

思 ひ 立ち 取 立てた る こと を 云な.，^、 信 はまこと /- 云 

字 なれ ども、 古 は 伸の 字と 通じ 用るな， o、 事業 を 伸る 

と は、 思 ひ 立ち 取 立てた る 事業の、 中途に ておし か > 

めら れす、 心の ま 、 に 成就す る ことな，.^、 伸る は， &む 

のうら にて、 伸る と 云 はか  > め られぬ 意なる ゆ へ な 

り、 可 信と はの ベ らる 云 意に て、 か いめら れぬ樣 

になる こと を 云な. 9、 つねの 人 は 事 を 思 ひ 立ち 取. 5 

たてんと する 時 は、 其 事に 利 あり て 成就す， ベ き 筋ば 

か b を 見て、 害の 出來ん こと を雜 へて 思慮せ ぬ ゆへ、 

不意に 害 生じて、 其 害に おしか  >  め られ、 其 事 を 遂に 

成就せ ぬな り、 智者 は 一 邊に利 あ， 0 て 成就す べきす 

ぢばか^^をば思慮せす、害の出米て 妨 けと なるべき 

筋まで も雜 へて 思慮して、 其 事 を 思 ひたち 取 立る ゆ 

へ、 たと へ 害 生す ると も 不意に 非す、 皆 わが 兼て 思慮 

し 置きた る こと ゆへ 、其 害の 害 に なら ぬ 様に、 それ ぞ 

れに手 あて をして、 其窖 におし かいめら れす、 其 事 終 

とげ 成就 せらる  こ》^-を 本文に かく 云 へ るな り、 昔 

鄭の國 、蔡の 國と戰 て 軍に 聘 ければ、 鄭の國 の 君臣 何 

, れも 喜びたり し 中に、 子產 I 人 曾て 喜ばす して 曰く、 

r   
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鄭 は小國 なれば、 あた， 9 の 大國に c さるべき こと を 

こそ 常に 思 ふ べき ことなれ、 然るに 文德 なくて 武功 

の ある は 莫大の 禍 な.^、 近邊の 大國に 或は 惡 まれ、 或 

は氣遣 はれな ば、 國 の安穩 なる ある まじと 云 へ り、 

果して いくほど なく 楚國 よ. >  鄭の國 へ 取 かけ、 上下 

難儀に 及べ b  、是 子產は 智者なる ゆ へ 、利 を 見て は 害 

を まじへ て 了簡せ るな り、 賈 林が 注に は、 利 を 以て K 

を 撫る時 は、 刑罰 を雜 へ て 民 を 畏す ベ しと 云 意に 見 

た. CS  、尤 この 理も こも b て ある ベ けれども、 是は國 の 

治めの こと、 見て、 軍旅の 道に 非す、 そのうへ 本文 は 

上の 文に 智者 之盧必 雜-於 利害， と あれば、 智將の 事 を 

思慮す る 上 へ かけて 見る へ し、 利 を 恩賞と 見、 害 を « 

罰と 見た る こと は さる ことなれ ども、 事に よ h- 品に 

よ.. >  て 、專 恩賞ば かり 與 へて 、刑罰 を 施さ ぬ 時 も あ る 

ベ し、 專 刑罰ば か を 施して、 恩賞 を與 へぬ こと も あ 

る ベ し、 必 恩賞と 刑罰と を雜 へす して 叶 はぬ と 云 こ 

と、 不通の 論な 、本文の 意 を 賞罰の 上に うつして 見 

る 時 は、 恩賞 を 與る時 は 恩賞 を與 へ て 下の 悅び 利の 

ある ことば か. 0 を 思 はす、 是に よりて 害の 生す る こ 

とまで を雜 へ て 、思慮す る こと、 見る 時 は、 本文の 意 

1 K: 五  I 
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て利甞 は 離れぬ ものな 、元來 入，. >  まじ はりて ある 

ものな り、 賈 生が 賦 にも、 吉凶 禍福 は糾 へる 繩の 如し 

と 云 へ h ヽ繩を あざな へる て い、 下の 繩が 上 へ f、 

上の 繩が下 へ なる 、吉凶 禍福 も その 如く、 吉の 中に 凶 

あ b  、凶の 中に 吉 あり、 禍の 底に 福 かくれ、 福の 內に 

禍 ひそまる、 晝 あれば 夜 あり、 夏 あれば 冬 あり、 畫に 

は 塞の 利 あり、 畫の害 あり、 夜に は 夜の 利 あり、 夜の 

害 あり、 冬に は 冬の 利 あ b  、冬の 害 あ. 0  、 夏に は 夏の 

利 あり、 夏の 害ぁ.=^、 一  切の 事 皆 かくの 如し、 萬 事 

萬 物の 上に 自然に 具足して、 一 事 一物 皆 ことぐ 

く 利と 害と 離れぬ ものな り、 智將は よく 天地 萬 物 

の 道理、 もと 如此 なること を 會 得する ゆへ、 利 を 見 

て も 利に 泥ます、 害 を 見ても 害に 泥ます、 利の 上に 

て は 其 利に 具 はる 害を雜 へて 思慮し、 害の 上 にて 

は 其 害に 具 はる 利 AJ 雜へ て 恩 慮して、 利害 みな 目 

前に 瞭然た る ゆ へ 、其 害 を 避けて 利 を 取る、 されば 

天地の 間に 利な くして 害ば かりなる 時な く、 害な 

くして 利ば かりなる 時な く、 又 iIばか..^にして 利の 

なき 處 なく、 利ば か. CS にして 害の なき 處 なき ゆへ、 智 

者の 取り はから ひに て は、 一時 一 處 として 皆 利 を 離 
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れす、 ゆくさき 至る 處に 於て、 悉く 勝利 を W まじき 處 

はなき なり 、周易に も 天下 之 事と 云 ， 」 と を 天下 之 K 

と 云へ， 、醸 は 雑 亂の貌 と 注せ 、是吉 M 禍福つ ねに 

雑 亂れて ある ものなる ゆへ、 其现 を闭 さん 爲に、 雜 

亂の義 を 取て、 天下の 事 を 天下の 贖と 云 へ るな b  、本 

文の 雑の 字よ く/、  * ふ ベ きな b  、賈 林が 注に、 雜の 

字 を 一 本に は 親の 字に 作り、 又 一 本に は 難の 字に 作 

ると 云 へ. 9、 親の 字に 作る 時 は 智者 之盧必 親， 於 利害 一 

と改 む、 是は利 も 害 も 道理の 上に てう はさの 様に 思 

慮せ ャ、 親切に 吾が 身に 引 あて、 思盧 すると 云 こと 

な b  、尤 軍略 は 多く 辯 口 空談に な， 0 て、 親切に 其 利害 

を 見る もの まれ なれば、 是も 面白 けれども、 雑の 字の 

意 * 深く 前後の 文と 賞 通せる に は 劣れり、 又 難の 字 

に 作る 時 は 、智者 之盧必 難-於 利害 一と 改む、 此時は 事 

の 利害 を はかる にやす く と 思慮せ す、 いかにも 愼 

て、 大切に 思盧 すると 云 意な. 、是は 儒者の ロ氣 あり 

て 其義最 劣れり、 故に この 二 說に從 はす、 

へ 尹  I 二  ッ トメ  シ ノブ 

雜， 於 利， 而務 可. 信 也、 ， 

雜於 利と は 害 を 利に 雜 へて 思慮す る な， 5、 務は 事務 


云へ b 、九變 の 下の 五 事と 云 意に て かく 云へ りと 注 

す、 賈林 彭繼耀 みな 是に從 ふ、 され ども 塗 有 不， 由 

等の 五 句 は、 事 至て 廣 くして、 而も 一 事 さし 定めた る 

きっかけ なく、 唯 一 途 、はる まじき こと を 云 へ 

れば、 是を五 利と 名 づけ 難し、 其 上. 本文の 語勢、 五 利 

は九變 より 淺 きこと なれば、 此說 何れも 從ふ ベから 

す、 鄭靈 が 說に は、 地 無， 舍、 衢地合 ス久、 絕地 無， 留、 

園 地 則諜、 死地 則 戰と云 五 句 を 指す と 云 へ り、 此說は 

舊說に從て、九地，をゃは，.^此篇の內にて說きっれば、 

九 變五利 差別な し、 又 張賁が 說に從 て、 上の 篇の高 陵 

勿 向と 云より 下の 八 句 を 九變と 見て、 把 地 無 舍とー 云.. 

より 下の 五 句 は、 九地 驚の 衍文 なれば、 是を 指して 五 

利と 云 ひ 難し、 又 直 解の 內の 一 說に は、 下の 文の 雜„ 

於 利， 而務 可， 信 也、 雜„ 於 ま而患 可， 解 也、 是故屈 „ 諸侯 f 

者以 J« 、役 一 諸侯 一 者 以^、 趨 一一 諸侯 一 者以， 利と 云 へ る 五 

句 を 指す と 云 へ ^、され ども 五の 內、 前の 二と 後の 三 

つ、 類に ならぬ ことなれば、 是 をなら ベ ^五 利と 云 ひ 

難し、 其 上 間に 是故 と 云 字 あれば、 文法に さは， 0 あ 

. ^、かたぐ 用 ひ 難し、 黄獻臣 は、 五 利 は 九變の 中に 

あり、 把 地無舍 、絶 地 無留、 塗 有所不 由と 云 三つ を 一 
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利と し、 衢地合 交 を 一 利と し、 園 地 則 謀、 死地 則戰を 

1 利と し、 軍 有 所 不擊を 一 利と し、 城 有 所 不攻、 地 有 

所 不爭を 一 利とすと云 へ，.^、混^せる說な，.^、用ゅべ 

からす、 今 は 施 子 美が 說に從 て、 篱 末の 五 危を五 利と 

定 むるな り、 九變を 前に 云 ひ、 五 利 を 後に 云て、 間に 

此 本文 ある こと、 いか  >な，ft^と疑ふ人もぁれども、古 

代の 文章 定法に 拘る ベから す、 

«^^^故智者ノ之齓、必まー於利15； 

是 より 末 は、 利と 害と 離れぬ ものなる こと を 云へ り、 

上に 云 へ る 九 變皆害 を 知る を 利と せる をう けて 云べ 

るな， 9、 上 をう けたる ゆへ 是 故と 發端を 出せ， o、 智者 

は智將 なり、 智者 之盧 と は 智將の 思慮な b  、必雜 „ 於 

利害 1 と は 必害を 利に 雑  <  、利 を 害に 雜 へ て 思慮す る 

と 云 ことなり、 常の 人 は 利 ありと 見る 時 は 1 邊に 利 

ばか， o 目に 見えて、 害の ある こと を 知ら ャ、 利 を 見て， 

1 途に 進む ゆ へ 、必 敵に 襲る 、害生するな.9、害ぁh^ 

と 見る 時 は、 一 邊に 害ば かり 目に 見えて、 利の ある こ 

と を 知らす、 害. を 見て 一 途に 退避け て 進む こと を 忘 

れ、 ぉぢ おそる、 ゆへ、 勝利の 場 を はづ すなり、 總じ 
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をば 地の利 を 得た，.^ と はせ ぬな...^、 一 本に 於の 字な 

く、 地 之 利の 下に 矣の字 あ， -、 

治. 兵 不. 知-九 變 之 術 知，， 五 利， 

不. 能. 得，， 人 之 用， 矣、 

兵 を 治む ると は、 軍に たつ 前に、 軍 中の 支度 諸事の 手 

配. 0 をす る ことなり、 九變之 術と は 即 上に 云 へる 九 

變之 利な り、 九變 はもと 害 を 知らす る こと を說 たれ 

ども、 害 を 知て 是を 避く る 所すな はち 利なる ゆべ、 九 

變之利とも云ひ、利害を明かに知る所ょ.^ 勝利 を 得 

る は、 是 すな はち 軍 術なる ゆ へ 、九變 之 術と 云な り、 

五 利と は 即篇の 終りに 云へ る 五危の ことなり、 五危 

は將 のかた ぎに 色々 あるに 付て、 それ，^ に 其 かた 

ぎに 隨て危 きこと ある 品 を 五つ 擧たる ゆへ 、五危 と 

云、 是を よく 知る 時 は、 危き. ことなき 道理に て、 是す 

な はち 利なる ゆ へ、 こ 、に は 五 利と 云な， 9、 得 人 之 用 

と は、 人 を 吾が 用に たつる ことな.^、 五 利 は 人 を 使 ふ 

上の 利害 を 云へ b  、軍に たつ 前に 軍 中の 支度手配，..^ 

をす るに は、 先づ それぐ の 人 を 得て、 それ <\ 'に 其 

器量に 應 じて 軍の 手配 b をす る こと 肝要な， 9、 故に 
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五 利 をよ く 知て 人 を 使 ふ 上の 利害に 通達す る 時 は、 

人 をよ くわが 用に 立るな. y  、され ども 九 變之術 を 知 

らぬ時 は、 なに ぼ ど 五 利 を 知て 人 を 使 ふ 上の 利害に 

通達しても、 人 を わが 用に 立る ことなら ぬと 云 意な 

り、 其 子細 は、 九 變の道 は 軍に 臨ての 變 化な \ 軍に 一 

うち 立つ 最初に 軍 中の 支度 諸事の 手配.^ をす るに 

末々 軍 中に て變に のぞみ 事に 應 する 上の 變 化まで を 

も、 兼て よく 通達し おか ざれば、 たと ひ 人 を 使 ふ 上の 

利害 をよ く 知ても、 人 を わが 用に 立る ことなら ぬと 

な，.^、 一 切の 事 常 を 知て 變を 知らぬ 時 は V 事に 臨て あ 

やまるな r9、 まして 軍は爭 ひなり、 兩軍 あらそ ふ 所に 

は 無 盡の變 動 出來る もの なれば、 變 化の 理に よく  * 

達せす して 叶 はぬ こと なる ゆへ、 是 より 上の 三. 句 は 

皆く. CS かへ して、 九 變の利 を 知す して かな はぬ こと 

を 云 へ るな り、 よくく 味 ふ ベ し、 本文の 五 利を曹 操 

は、 謂 一一 下 五 事 一也と 云へ.^、 何れ を 指して 下の 五 事と 

云へ るに や、 明かに. 其 品 を 云 はす、 張 預は曹 操が 下の 

五 事と 云へ る は、 此 文の 下の 五 事 を 云に 非す、 九變の 

中に て 末に 塗 有 不. 由、 軍 有. 所， 不 fer 城 有辆ネ 

^、地 有 Jwk ジ爭、 君命 有. 所. 不. 受と云 へ る を 指して 


故 將 通，， 於 九變之 利， 者、 知. 用. 兵 

矣、 

是ょ 下の 三 句 は 前に 九變 のこと を 云 を 承け て、 將 

たる もの 九變と 云 こと を、 知す して 叶 はざる ことな 

りと 云 こと を 明せ， 9、 將は 大將 なり、 九 變之利 と は、 

上の 文に 云へ る 九 變は皆 害の ある こと を 云へ り、 然 

るに 利と 云 へ る は、 將 たる もの 能く 害の ある 所 を 知 

て是 をせ ざれば、 是即 勝利の 道なる ゆ へ 、九變 之 利と 

云 へ るな. 9、 下の 文に 智者 之 慮、 必雜 „ 於 利害 一と 云 へ 

る意な..^、その意は利の上に害そなはり、害の上に利 

具 はる、 利 を 見て 害 を 知らざる ゆへ に 敵に 敗られ 不 

覺を 取る、 今 九變の 道理に 通達して、 よく 其 害 を 避く 

る は、 利に 迷 はすして よく 利 を 失 はざる ゆへ、 戰に不 

覺 なし、 是 を合戰 をす る 道 を よく 知.^ たる 大將と 云 

ものな りと 云 意に て、 知 用兵 矣と 云へ るな り、 九變之 

利と 云 へ る を、 集注 本に は 九 變之地 利と 云 へり、 地の 

字 衍文なる べし、 直 解、 講義、 開宗、 說約、 大全、 武備 

志、 正義、 兵 鏡、 備考の 諸 書に 皆 地の 字な し、 今 是に從 

ふ、 
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將不. 通，， 於 九崑之 利， 者、 雖 k: 地 

形； 不. 能. 得， 地 之 利，； 

この 將も將 軍な り、 地形 は 土地の 形な， 9、 山 あ. 0 川 あ 

b  、險 阻な り 平地な b  、曲 hv たる 路な， 0-、 直なる 路な 

、高し 卑し、 廣し狹 しな ど 云 へ る やうなる 地の なり 

を 云、 即 下の 地形 鴛、 九地 篇に 說 ける 事 ども、 皆 地の 

形な，.^、地之利とはその地その地に、もとそれ<,、の 

勝利 具 はりて ある を 云な り、 右に 云へ る 九 變之利 は 

一 途 にか、 はらす、 時に 臨て 變 化する こと を說 けり、 

大將 たる もの 是に 通達せ ざる 時 は、 たと ひ よく  土地 

の 形 を 知 、こ、 に は 山 あ h- かしこに は 川 あ、 9、 森林 

あ. b  、草 野 あ，. >  、足場よ し、 足場 あし i  、途 のす ぐ 道 ま 

はり 道な ど、 明細に よく 合點 しても、 その 地の 上に て 

1 定 したる 勝利 を 知た るば かりな b  、土地の 上に 具 

はる 勝利 も、 軍の 變 化に 隨てか はりあ， o、 然るに 九變 

の 利 を 知らぬ ゆ へ 、全く 土地の 利の 常と 變を 我が も 

のにして、 勝利. をと る こと は 能 はぬ と 云 意な-^、 1 定 

したる 地の利 を 得ても、 變 化の 上の 地の利 を 得ぬ 時 

は、 地 利の 全を盡 さぬ ゆへ、 孫子が こ、 ろ に は、 それ 
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くよ， 9 付くべき 樣 もな きていな b  、押 付け 天子 の 

壁 輿 至り けれども、 番の兵 さらに 是を 入れ 奉ら や、 軍 

中には 唯將 軍の 命 を 承る ことにて、 天子の 勅 を も 用 

ざる こと 軍の 法な b  、將軍 周 亜 夫よ 何の 申し 付け 

もなければ、 たと ひ 天子な b- とも 入れ 奉る ベ き 様な 

しと 云、 やがて 勅使に 節 を 持せ、 周亞 夫へ 行幸なる こ 

と を 仰せ 遣 はさる、 節 はしる しの 旗に て、 是を もた ざ 

れば 軍門 をと をさぬ 約束の しるしな り、 其 後 周 亜夫 

が 方よ，. >  、御 車 を 入れ 奉るべし と 下知 ありて、 本陣に 

行幸な り、 周亞夫 奏聞し ける は、 軍禮を 以て « 顏を拜 

せんと 云、 勅許 ありて 甲冑 を 帶し揖 して 拜 せす、 還 幸 

の 後 周 亞夫は 眞の將 軍な b  、覇上 棘 門の 陣處は 兒戯 

の 如しと 勅 あ b け， 、兒戯 と は ちいさき 2g どもの， Q 

そび たは ふれの ことなり、 物 まねの 樣なリ と 云 こと 

な..^、日本にても將軍の御座所を柳營と云も、この細 

柳營の 故事、 周亞 夫が 名高き より 起れ り、 是等は 皆 君 

賢 君なる ゆへ、 君命 を 受けざる こと V な， しな. o、 衞 

靑は漢 の名將 なれ ども、 軍 中の 事 ども みな 一 々に奏 

閒 して 勅 詔 を受て 取り 行 ひし は、 時の 天子 武 帝は英 

雄の 君 なれ ども、 疑 ひの 心つ よか. 0 しゅへ なリ、 され 
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ば 孫子が この 本文 も、 時代に よりて 行 ひがたき 世 あ 

る べし、 され ども 君た る 人 も是を 知らざる 時 は、 將を 

使 ふ 道 を 知らす、 將 たる 人 も是を 知ら ざれば、 將の當 

然の 職分に 晴 きなり、 誠に 將の 職分 は 至て 重き こと 

なり、 右の 五箇 條を九 變の數 の內に 入れた る說 あれ 

ども、 前の 五箇 條と 事の 模樣大 に か はりた る ことな 

れば、 ならべて 九 變と云 ひ 難し、 又 右の 五箇 條を、 下 

の 文に 云 へ る 五 利な りと 云 說 あれ ども、 下の 文の 勢 

ひ、 五 利 は九變 よりかろ きことの 様に 見 ゆるな り、 然 

るに 右の 五箇 條は、 前の 九變 より 道理 廣 くして、 而も 

事 を さし 定めた る ことなれば、 五 利と 云 ひ 難し、 ffl 前 

に 九 變を擧 るに 付て、 總 じて 軍の 道 は 1 途 にか、 は 

る まじき こと を、 五箇 條に說 た.^ と. 見るべし、 又 講義 

に は 把 地 無舍と 云よ，. >此 本文まで を 奇兵な り、 前に 

將受命 於 君 合軍聚 衆と 云 は 正兵な りと 云 へ .c^、是大 

なる 誤な， 9、 用 ふ ベ から 中、 奇兵 正兵 谷 別に 分つ ベ き 

に 非す、 そのうへ 奇 正は備 組の 上の ことにて、 是は軍 

の 總體へ か、， 9 たる ことなれば、 奇 正と 云詞 用 ひが 

たし、 常 變と云 こと を 云 ひ あやま. 0 たるなる べし、 


なること なれば、 君命 を も 受けざる こと 大將 軍の 職 

分の 當、 然 なり、 故に 尉繚 子に は、 兵 者 凶器 也、 爭者逆 

德也、 將 者 死宫 也、 無 ま， 於 上， 無 k> 一 於 下； 無. 敵，， 於 前， 

無^。 於 後一と 云へ b  、兵 は 人 を 殺す 道 なれば、 いまい 

ましき 器なる ゆへ 凶器な b 、國郡 を 爭ふは 順 道に 非 

やして 逆德 なり、 大將軍 は 命 をす て  >  つとむる 役な 

れ ば死官 な.^、 死官 なる ゆへ 天に も 制せられす、 地に 

も 制せられす、 向 ふさき にたてつ く 敵 もな く、 後 へ に 

下知 をな し 玉 ふ 主君 もな し、 主君な きに は 非す、 其 軍 

を將 ゆる 間 は、 主君に な b 代. 9 て 心 ま /- に 取り はか 

らひ、 別に 主君の 下知 を 受けぬ ゆへ、 無 主 於 後と 云な 

hv  、され ども 後世に 至て は 君に 賢 君 まれに して、 を 

きづか ひ 疑 ひ 玉 ふ 心なき 君は少 く、 そのうへ 位 貴く 

勢 ひつよ ければ、 諛ふ もの 多く、 諫る人 はまれなる ゆ 

へ、 何事 も われ をよ しとの み 思 ひ、 老功の 將 器量の 仁 

を も、 われより は 智慧 劣れる とのみ 思 ひ、 軍 中の 事 ま 

でも、 此方より わが 智慧に て はから はる 、こと 思 

ふ 君 多し、 將 たる もの も 君のお に は 命 をす て、、 たと 

ひ 君命に 違 ふ 罪に 沈む とも、 君の ため 軍に 勝利の あ 

る こと をば、 我 をす て 身 を 打 入れて する 人少れ なる 
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ゆ へ 、孫子 - J の 本文 を說 て 、將 の將 たる 職分 を 知- 

む るな..^、 然れ ども 君と 將 との あ ひだ  君臣の 親み .ss 

く、 必疑 ひ氣づ かひの 心 生じて、 たと ひ 軍に 勝利 を 得 

て、 一 旦 恩賞 を 蒙ても、 歸陣の 後 外の 事に かこつけ、 遂 

に禍を 蒙りし ことども、 歷代 そのためし 多き なり、 孫 

子が 吳王 寵愛の 美人 を 斬り、 司馬穰 苴が莊 賈を誅 し、 

魏綠が 楊 干を戮 せし 類、 叉漢景 帝の 時七國 震 せし 

に、 周 亞夫勅 を 承 は. - 征伐せ しが、 七阈 急に 粱 王を攻 

めけ り、 粱王は 天子の 御. 連枝 なれば、 周亞 夫に 梁 を 救 

ふ ベ しと 勅 あれ ども、 周 亞夫是 を 受けす 、梁の 國を餌 

にか ひ 七 國を追 崩し、 梁の 國も事 ゆへ なか. 0 けり、 又 

文 帝の 時、 匈奴より 攻來 るべき 樣子 なりければ、 周 ffi 

夫、 劉 鱸、 徐厲 三人の 將 軍に 命じて、 細 柳、 覉上、 棘 門 

三箇處 に陣. V 張 しめらる、 文 帝 かの 陣所 くへ 行幸 

ありけ るに 観 上、 棘 門 二箇所の 陣所 にて は、 天子の 行 

幸と 聞きて、 大將ょ 0 以下 あはて ふためき て 御迎に 

出た 、それより 周^ 夫が 細 柳の 陣 所へ 行幸 あ b け 

るに、天子の御先供軍門に至.c^けれども、番の兵是を 

納れ す、 そのて い 甲冑 を帶し 弓に 矢 を はけ、 唯今 敵の 

來 るべ きを 待つ ていな，. >  、號令 厳しく 備亂れ す、 なか 
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の寶を 得ん 爲に、 多くの 人民 米穀 を 費す こと、 大 なる 

損な と ゆして、 珠 崖を棄 置せ 玉 ふこと あ， 、是皆 孫 

子が この 本文の 意な.？、 

君 命 有. 所. 不. 受、 

君と は 天子 にても あれ、 諸侯 にても あれ、 大將 たる 人 

の爲に 主お なる 人 を 云、 生 君の 仰せ付け を 君命と 云、 

凡臣 たる もの 主君の 仰せ付け を 受けぬ と 云 こと、 不 

忠無禮 の 第 一 なり、 され ども 軍の 道 臨機 應變の 働き 

あ.^ て、 變 化の 道 間に 髮を 容れぬ こと ゆ へ 、勝利の た 

しかなる 所 さへ あれば、 君命 を も 受けぬ こと あ， CS と 

云 意な り、 總 じて 大軍を おこす 時、 其 主君た る 人 自身 

馬 を 出し 玉 ふこと あり、 是を 主將と 云、 天子に て は 前 

漢の 高祖、 後漢の 光武、 蜀の 昭烈 など、 英雄の 君 は 皆 

自身 大將 軍の 職 をつ とめ 玉 ふ、 此 時は將 直に 君なる 

ゆ へ 、君命 をう けぬ と 云 ことなし、 又 たれ にても 臣下 

の內に 器量の 人 を えらみ て、 總大將 に 命 せらる/ n  J 

と あ， o、 是 を大將 軍と 云、 其 時 は 天子 わざく 壇 をき 

づ かしめ、 壇上に て 天地 を 祭り、 其 人 を 壇上へ 召て、 

自身 鉄鉱の 柄 を 其. <  へ 授け 玉 ひて、 大將 軍の 任 を 命 
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せらる、 鈇鉞は 人 を 罰する 器なる ゆへ 、天子 へ 伺 は- 

す、 心の ま、  に 罪 ある もの  を 罰せよ と 云  ことなり、 其 

時に閬ょ.^外は將軍これを制せょ、蘭ょり 內は寡 人」 

これ を 制せん と の 玉 ふこと 古法な り、 閩 と は s: の 地 

伏の ことな b  、閩 より 外 は將軍 これ を 制せよ と 云 は、 

このたび 大將 軍の 任 を 承りて 出陣す る 上 は、 國 門 の 

地 伏 を 越て より、 路次 にても 軍 中 同前に、 何事 も 君 へ 

伺 はや、 賞罰 を 心 ま、 に すべし と 云 こと な h,- 、其內 

に 賞に は國 郡を與 へ 、官位 を與 ふること あれば、 君な 

ら ではならぬ ことな. り、 大將 軍の 主と る 所 は # ら人 一 

を罰することにて、副將軍ょ.=^已下は、皆大將軍の心-. 一 

ま、 に 罰するな. 9、 それ ゆへ 鈇鉱 を授る こと？ S をお 

もに したる 意な り、 51 よ 內は寡 人 これ を 制する 

云は、國中朝廷は君の御心ま、な，.^と云ことな，9、是 

は 元よりか く ある ことにて、 珍しから ぬ ことなれ ど 

も、 今 あらためて 大將 軍に、 罰 を 心 ま にせ よと 許し 

玉 ふに 付て、 それに 對 しての 玉 ふ詞な b  、賞罰 は國の 

大事に て、 君の 天下 を 掌に 握.^ 玉 ふ も、 この 賞罰 を以 

て 恩威 を われ 1 人に 專ら にし 玉 ふに、 それ を さへ 大 

將 軍に ゆるし 玉 ふ 道理 ゆへ、 其 外の 事 は 勝利た しか 


云と 云 へ 、昔 吳王夫 差 齊の國 を攻ん t 

胥諫 て、， 志 於齊， 猶. 獲 一一 石 田， 也 と 云 へ 


爭 はすと 云 人 、杜牧 は 得ても 守 難く、 失ても 害な 

き 地と 云 ヘリ、 梅堯 e は 得ても 益な き 地と 云へ， 9、 張 

預は 得ても 合 職の いき ほひに なら や、 失 ひて 損なき 地、 

又は 遠方の 地 は、 得ても 遂に は 我が ものに なら ぬ を 

せし 時、 伍子 

り、 齊は 吳國 

よ. は數 千里 を 隔てた る 國 なれば、 其 地 を 攻め 取て 

も 何の 用に 立た す、 敵國の 中 なれば 人數を 遣して 是 

を 守らし め、 其 費 も 莫大 なれば、 益な く？ -て失 多し、 

石 地の 田 は 穀物 生せ すして、 是を 耕す に 辛勞 多き が 

如きに たと へ たり、 夫 差 是を用 ひす、 本國を 明けて 齊 

へ 取 b かけ、 越國 より 虛を うたれ、 遂に 滅 c せし な 

b  、又 南北朝の 時、 南朝の 大將陶 侃 は 武昌と 云 處に督 

府を 立て、 北方の 押へ に備は ，0 た. 、武昌 城の 北に は 

江 水と 云 大河 あ hv  、その 江 水をさ かひて 北 は、 大 かた 

北朝の 地に て、 處々 に 南朝に 屬 したる 處も あり、 然る 

に武昌 城の 川 向 ひに、 邾 城と 云 古城の あと あり、 これ 

へ 軍兵 を 遣して 守らし めて 然る ベ しと 申せし もの あ 

'、陶 侃 答へ す、 され ども 武功の 將 ども ひた もの この 

こと を 申しけ，. r>  、ある 時陶 W 川 向へ 獵に 出け るが、 諸 


將を 呼で 云 やう、 南朝の 地 川 向に も あれと も、 南朝の 

要害 全く この 江 水に あり、 今 邾城は 江 水の 北に あれ 

ば、 味方の 地 を 離れ 獨り 立ちの 城な. -、 地つ ^き 群 夷 

の國な-^^^，群夷ょ^^さま-^-の珍物出るなり，今邾城 

をと， 9 立て 城主 を 遣し S ぼかば、 城主 群 夷の 珍 物 を 貪 

るべ し、 群 夷へ これ を責 求めば、 群夷必 憤り を 合み、 

北朝の 兵 を 引 入るべし、 然れば 此城を 取 立る こと 禍 

の 本な り、 昔 三 國の時 は、 吳 の孫權 よ， 0 三 萬の 兵を以 

て 守りた る 城な り、 今 これ を 守らば 人數 又 三 萬 入る 

べし、 たと ひ 守る ベ き人數 ありと も 何の 益 もな き JJ 

な， 9、 又 時 を 観 ひまに 乘 じて 北朝へ 攻 入る ことの あ 

らん 時 は、 此城 なくと もなる ことな- ^、緊要なる こ. と 

に 非 やと 云て、 遂に 其 城 を 取 立てす、 其 後陶侃 死して 

庾 亮武昌 にあ- 9 し 時、 邾城 をと，. >  たて 、 陶« が 計り 

し 如く、 大 なる 敗北 を 致せる こと あ h>  、又 漢の時 南海 

の 中に ある 珠 崖と 云國を きりとり、 大軍を 遣して こ 

れを 守らし む、 其時賈 捐之諫 て、 珠崖 は珠の 出る 國な 

る ゆ へ 、朝廷 重寳に 覺 食せ ども、 米穀 生せ ねば、 大軍 

を 遣し 置く に 兵糧の 運送の みならす 、多に の 軍兵 故 

鄕を 離れ、 すみなれぬ 熟國 へ ゆき 死す る も 多し、 無用 
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城に も攻 むま じき 城 ありと 云 意な り、 曹 操の 注に は、 

城 小くて 要害 堅固に、 兵糧 饒 かなる をば 攻む ベから 

すと 云へ b  、賈 林が 注に は、 城 を 守る もの 忠義の 人に 

て、 堅固に 守る をば 攻む ベから やと 云へ-^、 王 晳が注 

に は、 其 城 要害の 地に 非す とも、 攻落 すに 骨折れて 士 

卒も 損すべく、 外の 働きの 邪魔になる か、 或は 堅城に 

非す とも、 士卒 命を棄 て、 守る か、 或は 攻 落すべき こ 

と 明かに 晃ぇ た，^ とも、 後 詰 ある 城 をば 攻む ベから 

や .と 云 へ り、 張 預は攻 落して • も 守られす、 棄 置ても 患 

にならぬ 城の i な h- と 云へ b  、尙幾 品 も ある べし、 昔 

宋の順 帝の 時、 荆州刺 史沈攸 之 謀反して、 金 陵の 都へ 

攻め上る 時 、都 城と 云 城の 侧 をと を b ける に、 沈攸之 

カドデ 

軍の 首途 に、 此 城を蹈 つぶして と をらん と 云ければ、 

沈攸 之が 下司に 减寅と 云 もの、 此城 なかく 十日 廿 

日に て 落つ ベ きに 非す、 この 城に 手間 とらば 威勢 を 

損する 失 あり、 只 押 へ の 人數を 置き、 まっすぐに 金 陵 

に攻 入るべし、 金 陵 さ へ 落ちたら ば、 根本た ふれて 枝 

葉な ど 全き こと を 得ん やと 云 ひけれ ども、 沈攸之 用 

ひす 攻め か、. 9、 利 を 失 ひ、 遂に 本意 を 達せす うたれ 

しこと あ 、又 後 周の 武帝齊 を c さんため、 ま づ河陽 
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城 を攻ん とす、 吏 部 宇文娥 進んで 曰く、 河 陽 城 は 天下 

のかな め なれば、 敵 も 精兵 を 籠 a きた b  、力 を盡 して 

攻む ともな かく 落城す ベから す、 汾 曲の 城 は 城 も 

小く 要害 も淺 く、 しかも 其 地 を 奪 得ば、 諸方の 働き 宜 

き處 な， 0 と 云 けれども、 武帝用 ひ 玉 はす、 河 陽 城へ 取 

b かけ、 勞 して 功な か，.^ ける、 其 後 又 軍 をお こして 宇 

文微が 計に 從ひ、 汾 曲を攻 落し、 遂に 齊を 滅 したり、 

* 秋の 時 晋の士 勾 I5i 陽 城 を 攻んと 云ければ、 苟^が 

曰く、 城 小に して 堅固な り、 勝つ とも 武勇に なる i 

じ、負たらば笑はれんとて攻めざ.=^しこともぁ..^、樂 

毅は齊 の 七十 城 を 落して、 僅に 殘 りたる 莒卽遷 を攻 

めす、 陸 機 は W 陵 を 攻めす、 韋孝寛 は 永 橋 を 攻めざる 

類、皆孫子が心を用ひて勝利をぇたるな-.^、 

地 有き》、 

敵 味方の 間にある 地 は、 手に入 るれば 手に 入れた る 

方、 段々 に 威勢 強くなる ゆへ、 敵よ.^ も 味方よりも 2? え 

を爭 ふこ となれ ども、 地に も爭 はぬ 地 あ と 云 意な 

^、又い かやうな る 地 を あらそ はぬ 地と 云 なれば、 03 

操が 注に、 小利の 地爭 得ても あとから 失 ふべ きをば 


に 勝利な か， o しこと あり、 又 前 漢の景 帝の 時、 七國の 

謀叛 を 退治 せん 爲 に 、周 n 立 夫 勅 を 蒙り 東國 へ 發 向す、 

趙涉と 云 もの 申す やう、 このたび 謀叛の 首領 英王は 

もとよ， 0 大國 にて、 富 諸侯に こえ、 多く  士卒に- m 恩 

施し 傲き ぬれば、 このたび 將 5Bt- の 柬征 あるべき を 間 

て は、 命 を棄て 、恩 を 報 せんと 思 ふ 兵 を處々 に 置て、 

將軍を ねら は せらる ベ し、 嘴 澠と云 道 は 柬國 への 本 

道 なれ ども、 險 阻の 地 なれば 必 かま，.^ を藏し ！^^く ベ 

し、 南の 方 藍 田より 武關 と云關 所へ か、 り 玉 は 、洛 

陽までの 行程、 日數 僅に  一 二日な. ら では 違 ふま じ、 殊 

に 本道に 非れば、 將 taf のと をり 玉 ふと 敵 も 知る まじ、 

然 らば 敵の 知らぬ 內に洛 陽に 旗 を 建て 玉 は  > 、敵 徒 

みな 將 fBf は 天より 飛來 b 玉 ひたる かと 驚て、 其 * 妙 

に 肝 をけ すべし と 云、 周亞夫 その 議に從 ひ、 其 身は武 

關 をと をり、 人 を 遣して 崤澠を さがさせければ、 案の 

如く 伏兵 を あまた 捕へ たる こ i も あ ro' 、是皆 と をら 

ぬ 道の あると 云例證 なり、 

ま. 有. 所. 不 jr 

軍と は 敵軍な り、 敵を兑 ては必 撃つ とば かり 心得べ 


から や、 敵に もうつ まじき 敵 ありと 云 意な ひ、 曹操は 

擊 べき 敵な りと も、 味方の 陣場 あしき 地に て、 逗留な 

り 難ければ うたぬ こと あ， 9、 又 撃収て も、 iri まで 益に 

ならぬ 敵 なれば うたす、 又窮寇 など は 死戰を する も 

の なれば、 打 ベ からすと 云 へ り、 又 杜牧は 上に 云へ 

る、 銳卒を 攻めす、 歸師 をと  > めす 0 死地 を 攻めぬ 類、 

或は 我 强く敵 弱き に、 敵の 先陣 はやく 到着す る 時う 

つ ベ からす、 敵 驚き 返 走せば、 鏖 すべ き 敵 も 取の がす 

失 あ b 、此類 皆うた ぬ 敵な りと 云 へ り、 又 陳 « は、 小 

利 を 見て 打べ からす、 さまでの こと も なきに 軍兵 を 

勞 する 失 あ.^ と 云へ，. -、 又賈林 は、 威 を 以てお どし、 

德を 以てな づけば、 降參す ベ き 敵 をば うたす と 云 へ 

、王哲 は 上. に 云へ る、 餌 兵 又は 正々 の 旗、 堂々 の陣 

のる いなりと 云へ 、又 張預 は、 棄 置て 損に ならす、 

打ち勝ちても 利な きをば 撃つ ベ からす、 又 我 弱く 敵 

强 きか、 又 我 は 無理に て 敵に 理 あらば 打べ からすと 

云へ 、此 諸說の 外に も猶 うつ まじき 敵 あるべし、 委 

く考 ふべ し、 

城 有. 所. 不. 爭、 
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なれば 彼卷に 解す、 

是 より 下の 五 句 は、 上に 九 變を說 く をう けて、 反覆し 

て 云 へ るな，.^、由るとは其道をとをることな，*^、塗有 

, 所， 不. 由と は、 軍 を 押 行く 塗 は、 如何 樣 なる みちに て 

も、 塗に て さ へ あれば と を. 9 てよ きと 心得べ から や、 

塗にもとをるまじき道ぁりと云意なh^、李筌が注に、 

險阻 にて 狹き塗 はと をる ベ からす、 必 伏兵 ある もの 

なれと 云べ， o、 曹操 張預が 注に は、 險 阻なる 塗 はと を 

らぬ ことなれ ども、 事に よりて やむ を 得すして と を 

る こと も あ，. >  と 云へ 、畢竟 本文の 意 は、 必險 阻なる 

路を とらぬ と 云 ことに 非す、 何路な hN とも、 時に 臨み 

事に よりて、 と をらぬ 路と云 ことがあ ると 云 意な り、 

李筌が 注の 如く、 險 阻なる 路の 伏兵 を 氣遣ふ 時 は、 近 

路な b とも 其路を と をら すして、 ま は， 0 路な， 0 とも 

大道 をと をるな り、 是 にても 本文に と をらぬ 路のぁ 

ると 云に 叶 ふなり、 又曹操 張預が 注の 意 なれば、 大道 

をと をる 時 は、 路も廣 く 伏兵の 氣遣 もな けれども、 路 

遠くて 事の 間に あはす、 しかも 敵の 伏兵 を 設けぬ と 


T 七 四 

云 こと を 知る 時 は、 大道 を と をら やして 險 阻なる 路 

をと をるな， 0-、 是 にても 本文に と をらぬ 路の あると 

云た るに 叶 ふなり、 何れ にても つねの 人 は 何 心なく 

と をる 道 を、 名將 は勘辨 をして と をらぬ ことの ある 

と 云 意な 、鄧 艾は路 もな き 七 Kn 里の 山中 を if 

しこと も あり、 孫子 は 限りて 如何 欉 なる 塗 をと をら 

ぬと は 一 K はぬな. = ^、心 を 付けて 見るべし、 昔 後 漢の光 

武、 馬援耿 舒兩人 を大將 とし て 、武 陵の 五 溪蠻と 云 え 

びす を 返 治させ 玉 ひし 時、 壺頭充 道と て 二す ぢの道 

あり、 壺頭 は路近 けれども 山川の 險 阻なる をと をり、 

充道は 地 なれと も 遠し、 兩 人の 大將の 內耿舒 允道 

よ b ゆかんと 云ければ、 援は： n 數を 多くく. > 兵 精 

を 費す こと せんなき ことなり、 頭より 攻入ト 人 要害 

の 地を攻 取らば、 敵お のづ から 敗れん とて、 光武へ 伺 

ひける に、 光武 壺 頭よ. 9 か て 然るべ しと 勑語ぁ 

,.^、 やがて 壶 頭より 進みけ る、 敵 高みに 人數を は，. >  出 

し 、要害 を 構て 守 しかば、 左右な くと をる ベ き 様な 

し、 其 上 山川の 水 はやくして 舟に て 上る こと なり 難 

く、ぉりしも！_^?濕の時分、處も 阈 ffi 磷の 地 なれば、 

士卒 も 多く 疫癘 を ffi ひ、 K 援 もつ ひに 病 付て 死し、 軍 


に 及ばす 、但し 張 賁が說 に從て 下の 文 を 衍文 として 

見る 時 は、 此 本文 も 將受命 於 君、 合軍聚 衆と 云 九字衍 

文と なるべき か、 軍爭篇 にてば 、命 を 君に 受て軍 を 合 

せ 衆を聚 るより、 交 和而舍 する まで 皆 定法 あ， 9 と 云 

意に て、 文勢よ く 開 ゆれ ども、 こ、 にて は 凡 用兵 之 法 

と 云ば かりにて よく 閡 ゆる こと にて、 將受命 於 君 合 

軍聚 衆と 云 は、 いらざる ことな- 9、 故に 衍文なる ベく 

はる、 


ffij- 地 無. 舍、 衢-地 合. 交、 

この 二 句 今 張 賁が說 に從ひ 衍文と 見る ゆへ、 こ、 に 

解說 せす、 下の 九地 篇に 解せ るな， 9、 

ニハ レ マル r 

絕， 地 無. 留、 

絶 地と は 李签が 注に、 水 もな く 薪 もな く、 馬 草 もな き 

處を絕 地と 云と 云 へ り 、是は 人馬 絶命の 地と 云 意な 

b  、賈 林が 注に は、 大きなる 谷な ど、 切 所 あ て 先き 

へ ゆかれぬ 所 を 絶 地と 云へ，..^、 是は路 の， 絶えた る 地 

と 云 ことな. o、 梅堯 K 張預が 注に は、 本國の 通路 をた 

ち はなれた る 地と 云へ b  、賈 林、 梅 堯臣、 張預が 注の 

意 なれば、 大 かた 九地 篇の圍 地 死地 重 地と 同じ こと 


なり、 李 筌が說 しかるべ し、 留まる と は 久しく 逗留す 

る ことな 、人馬 絕 命の 地 なれば、 久しく 留まる こと 

誠にす まじき ことなり、 又 直 解の 一 說に、 絕地 を死絕 

の 地と 見て、 無 留と云 を 敵 を留 むる ことな かれと 見 

たり、 是は 窮寇勿 迫と 云と 同意に なれば、 從ふ ベから 

す、 古 も 武都充 と 云 ゑび す、 S 道の 山上に 陣を 取.^ 耍 

害を守.9ければ、馬援水草の地を奪ひた.^、ゑびす水 

にかつ え 馬 草に 事 かきて、 遂に 敗北した る こと あ，.^、 

絕地 無. 留と云 こと を 知らぬ ゆへ な，^、 張賁が 注に は 

無の 字 を 勿の 字に 作る、 前後の 文例 を考 るに さも あ 

るべ し、 前に 論す る 如く 張 賁が說 に 從ふ時 は、 此 本文 

の 前 へ 凡 用兵 之 法と 云 間の 十七 字 を 削り 去て、 上篇 

の 高 陵 勿 向と 云より 下の 三十 一 一字 を 入れ、 此 本文 の 

次へ 上篇の 終りに ある、 此 用兵 之 法 也と 云 六 字 を 入 

る ベ し、 されば 一 段の 意、 凡合戰 をす る 法は此 九箇條 

ぁ，^、是合戰をする法な，.^と結び止むる意にて、此用 

兵 之 法 也と かきとめ たるな，.^、 

園-地 ハ 則 謀、 死-地 則 戰、 

この 二 句、 又 張賁が 本に 從て 衍文， V す、 九地 篇の 衍文 
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箇條の 外にて 合て 九箇條な，.^、子細は 右の 九箇 

條の變 に 値 ふ 時 は、 君命 を も 受けす、 宜 きに 隨ひ 

時に 臨で 取 さばくべ しと 云 意なる ゆへ、 九變の 

條 末に 君命 有 禾， 受と： 云 へ ると 見たる なh^、 

武備 志の 評注に は 十箇條 なれ ども、 大數を 以て 

九變と 云と 云へ り、 張賁劉 寅が 說に は、 上の 篇の 

高 陵 無 向と 云より 末 を 此篇の 錯簡と 見、 この 篇 

の祀 地、 衢地、 圍地、 死地の 四 を、 九地 篇の 衍文と 

見て、 上の 驚の 八に 此篇の 絕地を 入れて 九變 と 

見た るな hs 、王晳 が 注に は、 九 は 數の 極り なれ 

ば、 用兵の 法 は 變化を 極むべし と 云 ことにて 九 

變と云 へ ，9  、強ちに 九と 云詞に 泥む ベ からすと 

云 意に 見たり、 諸 說紛々 として 一 決しが たし、 さ 

れ ども 張賁劉 寅が 說、 道理 宜しき 樣な. -、 張預が 

注の 如 なれば、 九地 篇 にて 事す みたる ことな h^、 

何故に 此 篇を說 ける や、 其 上し もの： 文に 不通 於 

九 變之利 者雖知 地形 不能 得 地 之 利と 云 へ， 9、 九 

地篇 にある 九 箇條は 全く 地形の ことなれば、 其 

事 を 此篱に 九變と 云て、 此九變 に 通せねば、 地形 

を 知ても 用に 立ぬ と 云た る 道 m きこへ がた し、 


賈 林が 說の如 なれば、 本文の 十 筒 條の內 前の 五 

筒條 一 類に て 後の 五箇 條 一 類な. -、 前の 五箇 條 

と 後の 五箇 條とを 合せ て、 九 變と云 ベ き樣 なし、 

又其內 にて 一 箇 條を總 結語と すべき 樑 なし、 か 

た < ^文勢 句 法 分れ や、 又 武備 志の 評注の 如な 

れば、 實は 九つ ある 者 を大數 にて 十と 云た る こ 

と は あれ ども 十 ある もの を大數 にて 九つと 云 こ 

と 珍しき ことな， OS  、旣に 大数と 云 名目に 逮 ふな 

り、 又 王 晳が注 は、 手の. つかぬ 說 なれ ども、 孫子 一 

篇の內 に數を 以て 云た る 所 は、 皆 その 數品 あり、 

こ、 にば か 至極の 義に 九の 字 を 用る こと 文例 

おしかなら す、 故に 諸 說の內 にて、 今 張賁劉 寅が 

說に 從 ふな，.^、 され ども 前の 篇に もこと はる 如 

く、 古書の 錯簡 衍文、 たしかにた.^ し改 むる こと 

なり 難き なり、 此說 決定して よしと 思 ふ ベから 

す、 唯 取 用 ひて 實 用に 立る 所 を 思 ふべ きな h -、 

孫子 曰 凡 用. 兵 之 法、 將 受， _ 命 於 

君； 合. 軍 1. 

軍 爭篇の 首と 文 言 同じ ことな， 、故に び 解說 する 


ふ、 ゑび すの 猛勢十 萬に 圍 まれ、 水に 渴 えて 難儀す、 

軍兵 皆 井の 泥 を 衣服に 包み、 絞.^ て 其 汁 をのむ、 人 •  梅 

揭死 する もの 夥し、 符彥 卿が 曰く、 手を束ねて 生擒れ 

ん より は、 命を棄 て 、國恩 を 報 せんとて、 精兵 をす ぐ 

りて 自身 戰を はじめ、 大きに 北狄を 破りし こと も あ 

り、 是又敵 孫子が 本文 を 知らす して、 敗北に 及べるな 

り、 - 

用 >; 之お 也、 

この 一 句 は 結語な.^、 張賁劉 寅が 說に、 上の 故 用兵 之 

法と 云 は 衍文に て、 高 陵 勿 向と 云よ.. >是 まで、 下の 九 

變篇. の 文錯簡 して こ、 にあり、 九 變篇の 始めに 合. 軍 

聚， 衆と 云 へ る 文の 下 へ 入れ、 此 結語の 此 用兵 之 法 也 

と 云 六 字 を 九 變篇の 絕地無 留と云 へ る 文の 下 へ 入る 

ベ しとな り、 尙九變 篇の內 に 衍文 あ. 9、 それ は 九變篇 

の解に說け.=^、さればこの本文の 高 陵 勿 向と 云より 

窮寇 勿. 迫と 云まで を 九 變の內 の 八つと 見て、 九變篇 

の 內の絕 地 無 留と云 を 入れて、 九變の 數乞 合せた る 

ものな，.^、總じて古書の錯簡衍文明か に考へ が たし、 

張賁劉 寅が 說 決して 孫子が 本義なる ベ しと も 思 はれ 


す、 され ども 此篱の 故 用兵 之 法と 云よ. 0 末 は、 いかさ 

まに も 軍爭の 術に も 非す、 外の 篇の 錯簡と 思 はる、 

な..'、 章 段 句 讀を考 へ 正して、 たと ひ 古書の 如くな し 

たりと も、 書を講 する 用處 にて、 今 曰 兵 を 用ん 上に は 

何の 益 もな きこと な b  、まして 高 陵 勿 向と 云より 下 

は、 上下の 文勢に 拘 はらす、 一句に 一 句の 用處 あれ 

ば、 錯簡 衍文 を考へ 正さす とも、 弓箭の 道是 によりて 

益 を 得べき ことな hN、 

九 變第八 

この 篇は 九つの 變を說 ける ゆへ、 九 變と名 づけ 

た.=^、變とは《：5法に拘らす、時に臨で變化するこ 

となり、 是に 九つの 品 あるに よりて 云 へ るな，.^、 

^その 九變の 箇條 は、 張預が 注に は、 圯地無 舍、 

衢地合 交、 絕地 無留、 圓地則 謀、 死地 則戰 と 云 へ 

る 五箇 條は、 九地 篇に云 へる 九地の 變 なる ゆ へ 、 

五箇 條 なれ ども 本づく 所に 隨て 九變と 云と 見^ 

り、 賈 林が 說に は、 把 地無舍 より 君命 有 ネ. 受 

まで 十箇條 なれ ども、 末の 君命 有. 所， 不， 受と云 は 
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て戰 ひける ゆ へ 、城 中 皆 落つ ベ き 便り を 得す、 人の 心 

おの づ から 1 致して、 寄 手 敗北した る こと も あり、 皆 

事の. 欉 はか はれ ども、 孫子が 意 を 得た る ものな，.^、 

窮寇 はき はまる あだと よむ、 き はまる と は 至極 ゆき 

っま..^たることなり、ぁだとは 敵 を 賤 しめたる 詞に 

て、 唯 敵と 云 こと、 心得べ し、 迫る と は 急に せりつ む 

る ことな， 9. 、 至極 ゆきつ ま. 0 たる 敵 は. 死 狂 ひする も 

の ゆへ、 ゆるやかに 追 ふ べし、 急に せ b つむる 時 は、 

必不覺 をと る ものな り、 家 語に も 鳥 窮肌喙 、獸 窮赃攫 

と 云 こと あり、 俗語に も 窮鼠 反て 猫 を噬と 云へ 、春 

秋の 時吳國 よ.^ 楚國を 伐ち、 楚の兵 敗北す る 時、 先き 

に 大河 あ， 0 しを吳 王闔閭 追つ め 撃ん とす、 夫槩王 諫 

クメ ルケ モノ スラ フ ヤヲ ャ  シテ r ヲレ  サハヲ  ン 

めて 曰、 困 獸猶 闘、？^ 人 乎、 知へ 不. 免而致 、必敗 

チ  テ  ラ  二 ハ 

,我、^^^使3半濟；而後可，撃也と云へり、困獸とはゅきっ 

まりた るけ だものな り、 畜類 にても ゆきつ まり せん 

かたなければ 必鬪ふ もの な， o、 まして 人 なれば 獸ょ 

b 智慧 ある ものに て、 先き に 大河 あれば 先き へ は 行 

かれぬ と 云 こと をし りて、 とても 免れぬ と S ャは -〉 必 


1 さ 

死の 戰を なして、 必我を 敗るべし、 人數 半分 ほど 河 を 

済る 所 を 撃た ば、 彼れ が心專 一 ならぬ ゆへ、 勝利，^ 得 

べしと 云 意な り、 闔閭 これに 從て 勝利 を 得た る こと 

あ，.^、 又 漢の趙 充國先 零 充と云 ゑび す を 伐つ 時、 ゑび 

す 漢の大 軍 を 見て 恐れて 引きけ るが、 さきに 德水と 

云 大河 あ.^ て 、道狹 くわき へ ゆく ベ き樣 なし、 趙充國 

迹を 慕て 追 ひけれ ども、 わざと 敵に 追 付？ - ぬ 様に ゆ 

る やかに 追 行きけ 、諸將 不審 なしければ、 充國答 

て 曰く、 敵 は窮寇 なり 急に せりつ むる こと ある ベ か 

らす、 緩 かに 追 は  >必 軍 を 反へ さじ、 急に 追 は  > 必死 

の戰 をな すべ しと 云、 果して ゑび す ども 數萬人 、齒水 

の 河に 溺れて 死にけ. 5、 其 弊に のりて 充 H 急に おひ 

つ め、 悉く 退治せ，.^、 是緩 かに 追 はれて 河に 溺る 、 こ 

と は、 ゆるやか なれば 落 延て命 を 全く せんと 思 ふ 心 

よ.^、 心 縢して さき を 急ぐ によりて、 いそぎて 河 渡 

ん として 溺れし な，. >  、もし 急に 追たら ば、 先き に 大河 

あ， o、 とても 逃れぬ 命と 知て、 必死の 戰を なさん こと 

治定 なり、 充國 まことに 老將 にて、 よく 孫子が 方略 を 

用 ひたり、 又 五代の 時 石晉の 大將 符彥 卿、 杜^ 威、 北 

國の見 分に 出で 、野中に て ふと 北 秋の ゑび すに 逢 


擊せ ざり しこと も あり、 又張掖 郡と 云處 にて、 後凉の 

呂弘と 云 大將、 段 業と 云 もの を攻 たれ ども 軍 利 あら 

す、 引ん とす、 段 業路を たちき， 0 て 擊ん とする 時、 沮 

梁 蒙 遜 孫子の 語 を 引て 諫めけ るに、 段 業 用 ひす、 殘ら 

す 打殺して 後の 禍を斷 つ べしと て 合戰 し、 大に 敗北 

せし こと あ.. > 、又 曹橾袁 尙と戰 し 時、 故鄕へ 歸る敵 

も、 大道 を 引く は 本國へ こ ろ さす こと 專 一 なれば 

打つ ベから す、 山に-からま..^ 引く は 其心專 1 ならす 

とて、 打て是 を 破-^ しこと も あ， 9、 1 M にこ、 ろうべ 

からす、 

齓師必 闕，、 

圍師と は 敵 を かこむ ことなり、 必闕と は きびしく 四 

方 を 園み つむる こと をせ す、 1 方 明け 置て 敵 を 落す 

ことな， o、 四方より 圍 みつめて 落つ ベ き 道なければ、 

敵の 心專 一 にて 其 力 十倍す、 故に 必 一 方 を 明る こと 

定法な り、 曹 操が 注に 司 馬 法 を 引て 、園， 其 三面， 闕， 其 

一面； 所 S 以示， 生路 一也と 云へ b  、図み つむる 時 は敵必 

死の 心になる、 一 方 明る 時 は 落ちて 命 を 全くすべき 

と 云 心 あ 、是 敵に 生く ベ き 路を こしら へ て 見す る 
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こ、 ろ ゆへ 、示 生路と 云へ る なh^、昔 後漢の 光武の 

時、 妖巫 とて 幻術 をす る 巫 « の 鎖に、 維 汜と云 もの 一 

揆を 起した る 時、 其 弟子の 單臣、 傅鎭兩 人、 原 武城を 

攻めと b 立籠る、 臧宮と 云 大將數 千の 軍兵 を 以て 攻 

れ ども 落ちす、 人數 多く 打れ たる 時、 明 帝い まだ 東海 

王に てまし くた. 0 しが、 孫子が 本文の 意 を 以て、 圍 

を ゆるめられければ、 程なく 城 落ちた る こと あ 、又 

張 步と云 もの 齊の國 を 押領 せし 時、 光武の 大將 耿<弁 

軍兵 を 率 ひて； 是を 征伐せ しに、 ま づ張步 が 持の 城 祝 

阿を攻めけるが、其近處に鍾城と云城ぁ，.^、鍾城の方 

を 明けて 祝 阿 城 を 三方よ.^ 圍み 手痛く 攻めければ、 

祝 阿の 人数し ろ を 落ちて、 鍾城 へ つぼみけ る、 鍾 城の 

もの 祝 阿の 城 攻めの てい を閡 き、 鍾城 を も 明けて 落 

行たり、 是 孫子が 法 を 用 ひて 攻めぬ 城まで を も 落し 

たるな，. > 、又 南北朝の 時 北朝の 方 1 一 つ にわれ て、 爾朱 

兆 高歡と 國を爭 ひける 時、 高歡 南 陵 山と 云 處に こも 

.0 ける に、 人數三 萬まで もなかり ける、 爾朱兆 は 二十 

萬の 兵 を 以て 是を圍 む、 孫子が 法 を 用て 三面 を 園み 

ければ、 高歡 牛馬 をつな ぎ 合せ、 爾朱 兆が 明け 澄き た 

る 方 を 塞ぎ、 味方の 軍兵の 落る ことの ならぬ 樣 にし 

f 六 九 
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勝利 を 我に 與 へて、 我 を 釣ん とせば、 それに 取りつ か 

す、 いろ ふべ からすと 云 こと を、 勿 X 良と 云な り、 杜牧 

は 敵よ. 9 食物の 內に 毒 を 入れて 棄て 置く こと あり、 

是を食 ふ ベから すと 云 ひ、 張預は 小 荷駄 兵糧 牛馬 を 

棄 て、、 敵に 奪 はせ て 餌と する に、 と h- つくべ からす- 

と 云、 皆 狹き說 也、 とかく 何に  て も 勝利 を與 へて、 敵 

をつ る を 餌と 云と 心得べ し、 敵の W に つく 所 を橫ょ 

,.^是を打っか、或は敵.の追來るAJ妨ん爲に、餌を與へ 

て 敵の 路に 手間と る樣 にす る こと も あり、 又 向 ふ 敵 

を だしぬき、 引き はづ して 他處へ 赴ん とする 時 も、 餌 

を 飼 ふこと ぁリ、 何れ にても それに 取りつ く 時 は、 敵 

の 方便に のる ゆへ、 食す る こと 勿れと 云 ことな. 9、 陳 

^は 食の 字 を 貪る と 云 字の 誤なる べしと 云 たれ ど 

も、 食の 字に 貪る 意 あり、 本文の 如くに て 明かな り、 

ル  ハレ ム^ 1 

歸師勿 .遏、 

^1師とは故鄕へ歸る軍兵なり、士卒幾百莴人 ありと 

も、 人々 久しき 旅 をし たれば、 父母 妻子に 逢 ひたく 思 

ふこ ろ 親切なる ゆへ、 是を 遮り 遏 めて か へす まじ 

と，. 9 時 は、 其 心 一 致に な/ f  、.SQ 驗^^ 假 もや，， - 
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て、 一 人- (-皆 悉く 命 をす て  > --戰 ふ ものな 、故にた 

とひ 戰ひ 勝つ とも * 方の 人數 多く 打 たれ、 大 なる 損 

になる ゆへ、 遮り 遏 めて 歸す まじき 檨に は、 せぬ もの 

なりと 云 ことなり、 昔曹操 自身 張繡を 攻めけ る 時、 荆 

州の 刺史劉 表より 張繡が 方へ 加勢し、 曹 操の 歸路 を 

たちきる、 曹操引 還さん としければ、 張 儘 あとよ. 0 追 

ひかくる 前後に 敵 をう け 難 偶に 及ぶ 所に、 劉 表張缠 

何れと も 要害 を 固めて 戰 はす、 曹操 即夜 中に 蟥道 を 

掘 て 、小 荷駄 を 先き へ 遣し 、奇兵 を 設けて 待ければ、 

敵ょh^は曹操夜中に落ちた，r^と思ひ、追ひ 來る所 を 

軍 を はじめ、 後よ.^ 奇兵 起り、 夾打 にして 大に敵 を 破 

たり、 曹橾苟 IS に 語りけ る は、 敵 吾が 歸師 をと  >  め、 

吾に 死地 を與 へたる ゆへ 軍に 勝た. 0 と 云 へ り、 又齊 

の建武 一 一年、 北朝より 齊の鍾 離 城を圜 みたる 時、 崔慧 

景と云 大將鍾 離の 後 詰 をし、 北朝の 軍兵 皆 退^り け 

るに、 いかいした b. けん、 邵陽洲 と 一 云 ふ しまに、 北朝 

の人數 一 萬 人 ほど 引き かねて、 路を と. 9 きられ 居た 

りしが 、馬 五 百 匹 進す ベ し、 道 を 借し 玉へ と 乞 ひけ 

る、 慧景 殘らす 打殺して 恩賞に 預 らんと せし を、 慧景 

が 旗下の 軍 主に 張 欣泰と 云 もの、 孫子が 本文 を 引て 


り 、又 唐の 太 宗みづ か ら諸軍 を 率 ひ、 劉 武周を 退治し 

玉 ふ 時、 玉 壁 城に 登て 敵の 備を 眺望し、 江 夏 王道 宗を 

召て、 敵 を 挫く 方略 を 尋ね 玉 ふ 時、 道宗對 へて 曰く、 

賊徒 大 軍の い き ほ ひ を恃み さかよ せに 押來 る、 其 鋒 

ちからわざに 挫き 難し、 陣城を 取り 要害 を搆 へ 、合戰 

を やめて 其 勢の ぬく る を 待つべし、 敵 は 烏 合の 勢に 

て、 一 旦 一 眛を なすと 云へ ども、 日數を 經ば必 われ 

くになり、 其の上 糧乏 くなる べし、 其 期 を 待ち 玉 は 

>戰 はすして 擒 となる べしと 云、 太宗 わが 見る 所 も 

これに 同じと 勅 詔 あ..^ て、 その 如くし 玉へば、 敵 菜し 

て 糧盡て 夜 引く 所 を、 いぬ を 付て これ を 伺 ひ、 一 戰に 

て 勝ち 玉 ふこと も あり、 又 薛仁果 を 征伐し 玉 ふ 時、 敵 

の 勢 十餘萬 そのいき ほひ 勇猛に して、 太 宗の陣 へ せ 

^^合をしか け、合戰を 挑み ければ、 諸將 戰んと 奏聞 

す、 太宗の 仰せに 味方 はしば く 利 を 失 ひ、 敵 はかち 

ほこ-.^ て 勢つ よし、 陣城を 固めて 其 勇氣を ぬくべし 

とて 取合 ひ 玉 はや、 日 數を經 る內に 敵方 糧少 くな b、 

二心 を はさむ もの 出 來るを 見て、 粱實と 云 大將に 命 

じて、 淺水 原と 云 處に陣 城 を 取らせ 玉 ふ、 敵方の 猛將 

羅 喉と 云 もの 攻め けれども、 要害 を 固めて 戰 はす、 羅 
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赎 怒て 愈 急に 攻めけ る 時、 將軍龐 玉に 命じ 玉 ひて、 敵 

陣の 右の 方へ 人數を 出し 餌に かひ 玉 ふ、 羅喉 果して 

梁實 をば 別 軍に 押 へさせ、 自身 龐 玉と 戰ひ 魔 玉 收軍 

に 及ばん とする 所に、 太宗 左の 方よ hv 大軍を 以て 不 

意 を 打ち 玉 ひ、 左右より 夾て 攻め、 遂に 勝利 を 得 玉 ふ 

こと も あ hv  、又 春秋の 時楚國 よ. 0 隨の國 を 伐ちし に、 

隨の大 夫 そのき み隨 侯に 申さく、 楚國 にて 左 を 上に 

すれば、 楚の君 は 左 備に 居 玉 ふ ベ し、 其備は 精鋭の 兵 

なり、 右備へ 取り かけば 必 敗れん、 一 方 敗れば 其 勢に 

乘 じて 兩 車皆败 れんと 云 へ ども、 寵臣 少師 これ を 用 

ひす、 强き敵 を さじお きて 弱き 敵に か 、る こと 武， 奥 

に 非す とて、 左備と 戰ひ收 北した る こと も あ，^、 是皆 

鋭卒を 攻めざる と攻 るとの 相違な り、 

俩-兵 勿 k， 

餅 はえば なり、 餅 兵と は 魚に えば を かふ 如く、 敵の 手 

ころに 打と るべ き樣 なる 人數 なりと も、 土地 な，.^ と 

も、 又 兵糧な， 0 とも、 財寶 なりと も、 敵に あてが ひ、 敵 

その 勝利 を 貪て それ を 取ん とする 樣に する を 云、 食 

と はえば にか、 る ことな， 9、 敵よ. 0 計に て、 何 にても 

1 山ハ 七. 
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を 以て かけ 败. 0  、 安慶緒 を虜 にした る こと も あ. OS  、總 

し r 弹り 崩れ て 、敵 を僞 引く  ，  J と、 古今 そのためし 多 

し、 され ども 不功 者なる もの は、 敵を僞 引ん ために 佯 

て 崩る、 とて、 誠の 崩になる こと 又 多し、 


ル r 


銳-卒 勿. 攻、 

鋭 は 精鋭と 注す、 精 はしらげ な. 9、 米 を しらげ たる 如 

くすぐり たる 意な り、 銳 はする どに て 勢の 盛んにす 

る どに して、 其 鋒に 向 ひ 難き を 云、 卒は 士卒 軍兵な 

り、 すぐ， c> えらみ たる 軍兵の 勢 盛んに するどなる を 

ば、 む ざと 攻む ベ からすと 云 意な り、 陳轉が 注な ど 

に、 千 遠鬪 其 鋒 奠 .當 と 云 へ. -、 はるぐ と 遠方よ 

.e 是非 勝利 を 心 かけて 來る敵 は、 其 勢 するどに て、 其 

鋒に はな か- --向 ふ ことな.^ 難き と-云， 0 云 意な， 9、 

されば すぐ り ゑら みたる 軍兵ば か. o- に 限らす、 勢に 

の. -て 攻め 來る 軍兵の 鋒に は、 向 ひがたき 道理な.， r、 

蜀の 先主 關羽、 張 飛 をう たれ 愤り甚 しく、 吳國 を攻ん 

とて 大軍を 率 ひ、 自身 發 向し 玉 ひ、 夷 陵と 云 處に陣 を 

取り 玉 ふ、 吳の 方より 陸 遜 討 手に 向 ひける が、 其 勢の 

するどな るに は、 む ざと か、 るべ からすと て 合戰を 


M 八 六 

せ や、 七 八 箇月 を經て 軍兵の 疲れ 怠り、 勢 ひの ぬけた 

る 所 を 待て 破.^ しこ とぁ..^、又ーニ國の末に 吳の 將諸 

葛恪、 魏の新 城 を 園み ける 時、 魏の 方に は 司^ 景王、 

母 丘、 儉文欽 を 遣 はして 拒し む、 母 丘、 儉文欽 戰んと 

しければ、 景 王の 曰く、 諸葛恪 遠く 木國を はなれ 深く 

攻來 り、 軍兵 を 死地に 置た.^、 其 鋒 するどに てた やす 

く 撃ち 難しと て、 陣城を 取り 固めて、 合戰 をせ す數： ：！ 

を 送る、 諸葛恪 もみた て 、新 城を攻 落さん として、 手 

負 死人 多く 出 來るを 見て、 景王 人數を 本 國の方 へ ま 

はし、 路を斷 ちきる ベ き樣に 見せければ、 諸お 恪 これ 

に 惧れて 逃げ去た る こと も あ. 9、 又 前趙の 劉曜、 西充 

の ゑび す を 退治した る 時、 劉曜が 方の 將軍游 子 遠、 ゑ 

びす の 大將權 第と 戰て數 筒 度 これ を 破る、 權渠が 子 

に 伊 餘と云 もの、 專 諸が 勇、 慶 T}r か はやわざ を備 へた 

る 勇士な り、 父の 戰に打 まけた る を 憤り、 生死 不知の 

ゑび す ども を 引率して、 子 遠が 陣 門へ おしかけ、 雑言 

吐て 訇，. ^けれども、 子 門 を S て戰 はす、 數：： ：を經 

ければ、 伊餘が 心に 其 勇力 を 恐れた.^ と 思 ひ、 驕 りの 

心 生す る を 見て、 未明に 陣を拂 て 伊 餘が陣 へ よせ、 作 

,0 て 北て 引出し、 伏兵 を 設けて 生擒 にせし こと も あ 


と 云な， 9、 古より 旗 靡き 轍 甄れ、 人囂く 馬駭ぐ を眞の 

敗北と し、 引け ども 旗色 整 ひ、 行列 そろ ひ、 足 もと 亂 

れす、 或は 森林な どの 方 を、 ひた もの 見返..^ 見返. 9 す 

るは佯 北な b  、其 顧る 方に 伏兵 あ，.^ と 知る ことなり、 

昔 戰國の 時、 秦の國 より 趙の國 を 伐ちし に、 趙の國 よ 

b 趙括 を大將 として、 長 平と 云處 にて 是を 拒ぐ、 秦の 

方に は 白 起 を上將 軍と して よせたり、 趙 括が 方より 

か て 軍 を 始めけ るに、 白 起老將 なれば、 わざと 崩 

れて 引きた る を、 趙括眞 に 崩る、 と 思 ひ、 秦の 方の 陣 

城の きわまで 追つ め、 陣 城へ 攻 入ん とし けれども • 兼 

て 要害 堅固に したる 陣城 なれば 攻 入る こと あた はぬ 

所に、 白 起が 兼て 設けた りし 二 萬 五 千 人の 奇兵 趙括 

が 後 をと りきる、 又 一 軍 五 千騎を 以て 趙 括が 陣 所の 

間 を 取 きれば、 趙の 方の 軍兵 二 きれに な..^ て 互に 相 

救 ふこと もなら す、 我が 陣 所へ 歸るこ ともなら や、 兵 

糧の 道た えて， 難儀に 及ぶ 所 を、 白 起 輕兵を 出して 是 

をう つ、 趙括戰 負けて 遂にう たれた る こと あ. 9、 又蜀 

の昭烈 帝い まだ 劉 表に 屬し 玉 へ る 時、 劉 表が 命に よ 

KV て 曹橾を 攻め 玉 ふに、 曹 操よ， 夏 侯惇、 李典兩 人に 

是 AJ 拒 かしめ 對陣 しける 時、 昭烈 忽ち 陣 尾に 火 を か 


け 引かれけ る 、夏 侯 惇諸將 に 命じて 追 伐し む、 李 典が 

曰く、 敵 故な くして 返く は必 伏兵 あり、 ことに 此 みち 

す ぢ狹く 草木 茂れ，^、 追 ふ ベ から 中と、 され ども 夏 侯 

惇用 ひす、 案の 如く 夏 侯惇が 軍兵 伏兵に 夾 まれ すで 

に危か b し を、 李 典 兼 て 心 づき 救 ひの 兵 を 遣し け る 

ゆへ、 事故な か b しこと あ.. > '、又 南北朝の 比、 北齊の 

侯景、 梁の 武 帝へ 降 參し、 彭 城ん 云 城を圍 みける 時、 

北齊の 大將高 澄、 慕容、 紹宗を 遣 はし 是を 伐し む、 紹 

宗 計りて 曰 、梁の 方の 軍 かたぎ 武く物 はやければ、 お 

し はなしの 合戰 にて は 勝利 を 得 かたしと て、 徉り 崩 

て僞 引け， CN  、梁の 方 にても 景侯 下知して、 敵 を 追 ふと 

も 二 里に 過べ からすと 云、 H 本の 八 九 町なる べし、 さ 

れ ども 軍兵 用 ひす、 長 追して 大に 敗れた る こと あ.^、 

又 唐の 安祿 山が 謀反の 時、 唐の 方に は 郭子儀 勅 ♦v- 蒙 

b  、安祿 山が 方の 衞 州の 城 を 園む、 祿 山が 子 安 慶緖三 

軍 を 率 ひて 後 詰す、 郭子儀 三千の 射手 を 物 かげに か 

くし 置き、 備を 少し あとへ く.^ ける を 慶緖追 かけ、 郭 

子 儀が 軍兵 を陣 城の 內へ 追 込む、 郭子儀 軍門 を 開き 

ければ、 太鼓の 聲 夥しく、 三千の 射手 一 度に 矢 を 放ち 

て 雨の ふる 如く 射 かけ 、 る、 賊徒 度 を 失 ふ 所 を、 本備 
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ちた る こと あ. 9、 是は吳 は 勝 兵の 勢、 蜀は敗 兵の 勢 巳 

に 分れた る 上 なれば、 地勢の 順逆に 妨け なか. しな 

,0、 本文 は將の 智勇 も 均しくて、 軍の 勢力 一 樣 なる 敵 

と戰ふ 上の こと を 云へ り、 

-1 スル ヲバヲ レム 力 フル r 

背 fe 勿. 逆、 

丘 もお かとよ む 小山の ことなり、 背 と は 山 を 後に 

あて 、陣を 取た る ことな hN  、逆と は 此方よ. CS 仕 懸け 

て戰 ふこと な， o、 山 を 背に あて 、陣を 取た る 敵 をば、 

しかけて 戦 ふこと なかれと 云 意な 、其 意 は 山 を 後 

にあ つれば、 後へ引れ ぬ こ、 ろ あるに より、 其 勢つ よ 

きな. y  、そのうへ 山の 近處 ほど 地形つ まさき 上りな 

る ものな り、 故に この 方よ. 0 仕懸れ ば、 敵よ， 0 はつ ま 

さき 下 hN にて 順な. CS  、此方より は つまさき 上. o- にて 

逆な 、順逆の 勢 谷 別な， o、 故にし かけて 戰 ふべ から 

す、 平地へ 引出して 打つ べしと 云 意な り、 昔 南北朝の 

時、 北朝の 方 又 一 一 つに われて、 接 周と 高 齊とニ 帝に な 

り て爭 ける 時、 济陽は 高齊の 方な h- ける に、 後 周の 方 

ょ，.^軍を遣はして洛陽を圍みた.：^、高齊の 方の 大將 

段韶 これ を ふせぐ、 卬 坂と 云 ふ 山に のぼ 、後 周の 方 


一六 四  ！. 

の 軍勢 を 見す かさんと て 大和 谷と 云處 まで ゆきた る 

時、 後 周の 方の 軍兵と ゆき 逢 ふた， o、 段韶 すな はち 山 

を 後に して 備を 立て 待つ 處に、 後 周の 取 勢 徒 武者 を 

前に 立て、 か/'  .9 ければ、 段韶 騎兵に 下知して 戰 W 

に 引きけ る を、 後 周の 軍兵 ひた 追 ひに 追 上る、 段韶敵 

軍の 疲れたる を 待ちて、 高みよ ひお しおろ し、 大 にう 

ち崩したる類これな..^、 . 

リ -1 グ ルヲパ レ オフ r 

佯 北 勿. 從、 

俘 北と は 直に 敗北す るに あらで、 此方 を 僞：？ ん ため 

にいつ はりて 引な り、 從 はした かふと 云 字な り、 敵の 

引く あと を戀 ふて 追 ひゆく ことな，.^、 n ハ逐と 云 時 は 

敵 を 追 ひとむ る >  j ともこ もる ゆ へ、 從と 云 字 を かき 

て 長 追 をす る 意 あ b  、まことに 敗北す る 敵 は 、s を 迫 

討に して 功 を なすこ ともあれ ども、 佯て 北る 敵なら 

ば、 迹を戀 ひゆく ベ からす、 必 伏兵に 逢て 不覺 をと る 

なりと 云 意な り、 李 典が 語に、 無. 故 返ダ町 M と 云へ 

り、無故退とは戰ひ負けた.るにはぁらで、何の子細も 

なく引くことな，o^、是味方を伏兵のぁる 場所まで 引 

きつけて 、横 を 入れて 勝つ べき 計なる ゆへ、 不 追 


ゆ へ 、氣心 力の 上に て、 われ をよ く 治む る こと を 云 へ 

るな-.^、 

Ml 邀，， 正 正ノ 之 旗： 勿 .撃， 堂 堂ノ 之 陣； 

此治. 變者 也、 

上に 氣心カ を 治む る 道 を 云 へ る を 承け て、 こ に は 

又變を 待つ こと を 云へ b  、變と は 敵の 變 なり、 心 を 治 

め、 氣を 治め、 力 を 治む る は、 畢竟 敵の 變を 待つ こと.， 

なる ゆへ かく 云へ 、正々 之 旗と は、 正々 は 正しき 形 

な.^、 敵の 旗色 整り て 亂れ ざる を 云、 堂々 之陣と は、 

堂々 は廣大 な. - とも 注し、 威條 なりと も 注す、 大 軍に 

してし かも その 備實 して、 一 點の虛 なき を 云、 邀と は. 

此方より しかけて 是を 打つ ことなり、 敵大軍 にして 

其備實 し、 一 點の虛 なる 處 なく、 旗色 整.^ て飢れ ざる. 

敵 を、 此方よ. 9 仕 かけて、 これと 収合 ふこと ある ベ か 

ら すと 云 こ と を 無 レ邀， 正 々 之 旗 一 勿 fe^ 一一 堂 々 之陣 一と 云 

なり、 此治變 者 也と は、 かくの 如く 實を 避け 强 きを 

避く る は、 始終まで かくの 如き 敵 をば うたす と 云 こ 

とに 非す、 敵の 變を まちて 其 變に隨 ひて： 是を 打つ と 

云 ことなり、 梅 堯臣が 注に は、 正々 之 旗 堂々 之 陣は我 
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を 恐れぬ 敵な り、 敵の われ を 恐れぬ は、 あら はれ 見え 

たる 外に 奇變の 術 あるに よりて、 我 を 恐れぬ と 知て、 

其奇變 のと ころ を 察して、 是を とh^はからふべし と 

云 へり、 此注 にても 義通 するな 6、 直 解 開 宗の說 に 

は、 變とは 常に ことなる ことなり、 敵 をう つ は 軍の 常 

法なる に、 如 此の 敵 をば よけて 擊 たぬ こと (3 法に こ 

となる ゆ へ 、變を 治む と 云と 注せり、 この 注に て は 治 

の義 きこえす、 從 ふべ からす、 

故 用ノ. 兵テ之 法、 高-陵 勿. # 

故 用兵 之 法と 云 ふ 五 字 衍文な b  、篇の 終りに 具に 論 

す、 高 陵 はたかき おかと よむ、 おかと は 小き 山の やう 

なる ものな，.： >  、向 ふと は 高 陵の 上に 居る 敵 を 見上げ 

て攻る こと を 云、 戰の勢 ひ 高き 處ょ hs  ,ネ き 處を擊 つ 

は 順な り、 卑き處 より 高き 處を攻 る は 逆な り、 其， 1： 石 

にても 何 にても、 山より 落す 時 は、 僅の もの にても 大 

きなる ふせぎと なるな り、 故に 高みに 居る 敵 を 見 上 

げて攻 むべ からすと 云 意な. -、 諸 葛孔明 も、. E 陵之戰 

不， 仰。 其 高， と 云 へ り、 され ども 昭烈帝 馬 鞍 山に 陣を 

取り 玉 へ る 時、 „4< の將 Saf 陸 遜、 四方よ..^ せ..^ よせて 勝 
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利害の 變千變 萬 化に して、 まことに まぎろ はしき こ 

と是に 超た る は 又も ある まじ、 一 著 を あやまてば 其 

害甚 しく、 多くの 人命 を 失 ひ、 * 方の 弱みと なる、 故 

に 疑 ひと 恐れとの 一 一 つ の 情 胸中に P て、 心の 安き ひ 

まなかるべし、 故に 其 心太 山の 動せ ざる 如なる 人に 

非ん ば、 胸中 常に 閒暇 無事にして、 事の 萬 變に應 する 

に、 一 つと して 亂れ ぬ樣に する i は なる まじき こと 

な. o、 大將の 心 明か なれば 味方 常に 治ま，.、 大將の 心 

動せ ざれば 味方 常に 靜な り、 治まる と は 軍 中の 法令 

式々 に 調 ひて * 少し にても 手 もつれす る MJ なき MJ な 

^、静 と は 軍中靜 ま，. „ ^か へ. 9 て、 物音 もせぬ 5 なり、 大 

將の心 明か なれば 疑な く、 大將の 心 動せ ざれば 恐れ 

なし、 明かなる は智 なり、 動せ ざる は 勇な b  、疑 ひと 恐 

れは 智勇の 足らぬ 所より 生じて、 軍 中の 亂る ヽと譁 

しきと は、 大將の 心の 疑 ひ 恐れより 生す 、以， 治 待， 鄱 

以 K 靜待 JS: と 云 へる 二つ の 待の 字 かろく 見る ベ し、 心 

をつ けて これ を 待に は 非す、 吾が 心に 疑 ひ 恐れな き 

時 は、 吾 か 軍 中 は に 治ま b て靜 な. o.、 かくの 如く 我 

が 心 を 治めて 敵 將の心 を 奪 ふ 時 は、 敵の 軍 中 は 必亂 

れ譁か る ベ し、 彼れ が 軍 中の 亂れ譁 き時ぞ 誠に 彼 を 


一 六 二 

打つ べき 圖 なる ゆへ、 か、 る處を 待 受けて、 これ をう 

つと 云 こと を 待と 云た るな. 9、 

以 k 待 .遠、 以. 佚 待. 勞、 以. 飽， 待. 饑、 

此 治， 力 者 也、 

是は 上に 心 を 治め 氣を 治む る こと を 云へ る を 承け 

て、 こ、 に は 又 力 を 治む る こと を 云へ り、 力 は 勢力な 

り、 前に 云 へ る氣 とこの 力と は 似た る ことなれ ども、 

氣は 勝つ 所 を 以て 云 ひ、 力 はた、 ゆる 所 を 以て 云な 

,.^、近とは路の近きな，.>、遠とは逮路なり、以.近待，遠 

と は、 われ は 近き 路を 押て、 敵の 長途 を 押し 來るを 待 

つ ことな， o、 佚 はっかれ ぬ ことな hv  、勞 はっかる 、こ 

となり、 以 ，勞と は、 我が 軍兵の つかれぬ を 以て 〔 

疲れたる 敵 を 待ちう くる ことな.. = ^、飽 と は 兵糧の 0 

.c- ある ことなり、 饑とは 兵糧の &らぬ こと なh^、以 

レ飽 待. 饑とは 兵糧 澤山 にて、 敵の 飢 へたる を 待つ J£ 

云な，.^、 如此 なる 時 は * 方 は 勢力 あま， 9 あ， 0 て、 敵 は 

勢力 足らぬ ゆへ 、必敵 を 挫く ベ し、 是敵味 万の 勢力 の 

とりはから ひなり と 云 こと を- 此治レ 力 者 也と 云へ る 

な，.^、 軍爭 は？ ひに ひかれて 手前の ぬく る 道理 ある 


夜より 生す、 極 陰の 中よ， り 一 陽 生じ、 夜 休息す る ゆへ 

に 朝の 氣 するどな り、 此 意を會 得して、 敵の 氣の 盛ん 

なる 所 をば 是を 避けて 戰 はざる べし、 我 を 陰に して 

戰はす 働かす ひか へ 止めて S くこと、 たと は  >  何に 

て も 腹 たつこと あらんに、 其 怒 を 押へ 胸 を さす，. y て 

居る が 如し、 この 怒發 せぬ 內は、 怒の やむ ことなし、 

こらへ くて 堪忍の ならぬ と 云 時に 發 する 時 は、 其 

怒りん：？ に 一 倍す、 是 夜より 朝の 氣の 生す る 道理な り、 

されば 本文の 治氣者 也と 云 は、 其理 敵 味方に 通 やる 

ことなり、 昔 齊の國 と の 國と戰 ひし こと あ hs  、長 勺 

と云處 にて 對陣 せし 時、 齊の 方に て か 、り 太鼓 を 打 

っ卷 聞へ ければ、 魯の君 莊公戰 を はじめん とす、 將軍 

曹劇 おしと  >  む 、齊の 方に て 又 太鼓の 音 すれ ども、 曹 

劇 尙莊公 を 押 へ て 合戰を 始めす、 三度 目の， 太鼓の 時、 

今ぞ よき 時節な りと て戰を 始め、 何の 手 もな く 勝た 

^、莊 公 いかなる 故 ぞと問 はれければ、 曹劍 答て 曰 

く、 戰 は勇氣 な， < ^、初 度の 太鼓に て 士卒の 氣 おこる、 

二度の 太鼓に てお こ. - たる 氣衰 へ、 三度 目に 至れば 

勇氣竭 るな b  、彼れ が勇氣 はっきた るに、 われ は 敵に 

取合 はす 待つ ゆ へ 、勇 氣內 に滿っ 、滿 たる を 以て 賜た 


る を 打つ ゆへ 勝た るな，.^ と 云 へ り、 又 唐の 武德 年 巾 

に、 太 宗竇建 德と戰 ひ 玉 ひしに、 德の 軍兵 數 si の內 

に遍満 して 夥しき 大軍 なり、 太宗 高き 處に 登り 玉 ひ、 

諸 將！； 仰せての 玉 はく、 敵 殺 所 を經て 來 るに 物音 か 

しか ましく 聞 ゆ、 是を 以て 察する に、 軍に 法令な しと 

思 はる、 我が 城へ 近々 と 押よ せて 陣を 取る は、 我 を か 

ろしめ 侮る 心 あり、 敵より 何 ほどに 戰ひを いどむ と 

も、 » まで 戰ふ ベ からす、 晝 時分に ならば、 必 敵の？^ 

氣衰ふ べしと あ. 9 けり、 畫に なりて 敵の 軍兵と も 皆 

石の 上に 坐し、 又 争て 水を飮 むてい 見えければ、 よき 

時分な りと て、 合戰を はじめ 建德 を生擒 にし 玉 ひし 

こと あり、 是^ 氣の始 中 終を考 へて、 銳氣を さけて 惰 

歸を うちた る例證 なり、 

以. 治 待 k 、以. 靜 待. 譁、 此 治. 心 者 

也、 . 

是は 上に 將軍可 奪 心と 云 八 る を 承け て、 心 を 治む る 

こと を 云 へ ，9、心を治むると云は、心のと，：^はからひ 

のこと なり、 大將 たる もの、 吾 一 人の 身 方寸の 心 を以 

て、百萵の第兵を^*ひて大敵と對陣せんに、勝負の道 
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此 治. 氣 者 也、 


上に 三軍 可 奪 氣と云 へる に 付て、 こ  > に 氣を 治る こ 

と を 云 へ るな り、 氣を 治る と は氣の 取り はから ひの 

ことなり、 朝氣 鋭と は、 鋭 は とがる こと な hs  、とがり 

たる もの 先き ベ はより つかれぬ 如くに、 勢の つよ 

きことを云な，.^、夜半に陽氣生じて、寅の時に陽氣成 

就す、 日の 運行 も： n 暮れ は 段々 に 地の 底 へ み、 亥の 

後 子の 前に 至極 沈みき りて、 子 時より 少づ 、 昇るな 

り、 段々 に 昇りて、 に 至て 地 を 出る 陽氣の 生じ 來る 

勢なる ゆ へ 、朝の 氣 はする ど なり、 塞氣惰 と は、 陽氣 

午の 時に 至て 衰 ふるな り、： n の 蓮 行 も 寅より 次第 次 

第に 昇りつ めて、 午の 時に 至て そろく と 西へ 傾く、 

是 昇る 勢 if まりて、^ 勢衰 ふるゆへ、 « の 氣は惰 ると 

云な り、 慕 氣歸と は、. &の 時に 至て 陽氣 伏す るな. o、 日 

の 運行 もも はや 地下 へ 赴くな.. >  、人 も その 如く 夜 休 

息し、 とく と やすみて 養 ふゆへ、 朝の 氣 はする どに 盛 

んな -.^ 、其 盛んなる こと 晝に至 て 極まる ゆ へ 、そろ そ 

ろと 惰り返 屈する 氣 にな.^、 暮に なれば 家へ 歸てゃ 

すみた き氣 になる ゆ へ 、暮氣歸と.云な..^、されども朝 


晝晚 ばか に 限らす、 lE にても 始めと 中と 終り は 皆 

此意 なり、 最初 はする どに 盛んにて、 中頃に 至て 

し、終りになれば宿處へか へ，h^たき心になる、故に張 

預が說 に は、 朝 畫暮は * なり、 實に朝 « 晚 のこと に は 

非すと云へ，，^、道理尤なれども、 一日の 中 朝截晚 にも 

この 意 あり、 もの 、始中 終に も此意 あり、 よく 會 得す 

る 時 は、 兩說 ともに 同じ 意 なり、 故蕃用 fes? 避-其 鋭 

氣， 撃 一 1 其 惰歸， と は、 右の 如く 氣に 初 中 終の か はり あ 

る こと を 知て、 よく 人 數を使 ふ大將 は、 敵の 氣の. 盛ん 

に するどなる 所 をば 是を 避けて 撃す、 敵の 氣に 惰り 

怠屈の 生じ、 歸て 休息した きころ になる 所 を 槃っ な 

り、 是も 畢竟 實を 避けて 虛を 撃ち、 敵と 爭 はす 举 ひな 

き 場 を ゆく 逍理 なり、 此治氣 者 也 と は、 かくの 如く、 

氣の 初と 中と 終 りの 差別 ある JJ を 知て、 敵 をう つに 

も 此勘辨 をす る は、 氣の とりさばき をよ く 知た， る 人 

と 云 ものな b と 云 意な り、 但し 本文に は 敵の 上ば か 

,0 を 云て、 味方の 氣の養 ひや ラ はなし、 是又 本文の 

理 にて 明かな り、 我が 氣を いつも 朝の 氣の 如くす る 

時 は、 是を よく 味方の 氣を 治む ると 云、 いつも 朝の 氣 

の 如くす ると は 、如何様に してなる べき なれば、 朝 は 


あれ ども、 其 若干の 智愚 剛騰强 弱の さまぐ の 人 を 

緞ひ 合せて、 一 箇の 堅陣と なして、 大軍を 碎き、 强敵 

を 挫く こと 全く 氣 にあり、 氣の 運ぶ ところ 造化と 力 

を 同く す、 前の 兵 勢篇に 分數形 名奇正 虛實を 以て、 兵 

の 勢 ひ をな すと 云 へ る も、 此氣の 勢な b と 知る べし、 

故に 此氣を 奪 ふ 時は大 軍に も 勝つ べし、 この 氣を奪 

はる/. 時は少 勢に も 破らる ベ し、 婿の 獅子 を 制し、 蛞 

蝓の蛇 を 伏し、 猫の 巢鳥を にらみ 落す るい、 豈 大小 强 

弱の 差別 あらん や、 是皆氣 の 妙 用な り、 故に 氣 敵陣 を 

稷ふ時 は、 敵の 動靜 みな 掌中の 罨羅 架の 如し、 氣の ぬ 

けたる 所 を 擊っ時 は、 たと ひ爲 獲な..^ とも、 など 己が 

力に 吞れて 却て 颠覆を 致さらん や 、よくく  * ふ ベ 

し、 » この 氣の 主宰と なる もの は 何 ぞと云 時 は、 大將 

の 心な h- 、三軍 を 率る もの は大將 なり、 氣の 主宰た る 

ものは心な^^、虎と見て射る時は堅石にも 羽 を飮ま 

しむ、 志の 專 一 なる 所氣 これに 從 ふこと、 孟子 も說 き. 

たれば、 三軍の 勇氣は 大將の 一 心に あり、 心の 妙 用 天 

地 も 外なら す、 前の 文の 兵の 形な き處、 其 本源 こ、 に 

あ， 0 と 知 ベ し、 され ども、 ひ はよ く 物に 應 する 所よ .9、 

是 ハ.， 奪 ふこと 又 易し、 故に 吾が 心 を 敵に 奪 はる、 I 


あるべ し、 又 敵 將の心 を も 奪 は  >  奪 はるべ し、 この間 

に 於て 工夫 を つくべし、 軍兵 は 合戰を 搾ぐ ものなる 

ゆへ、 其 氣を奪 ふべ しと 云 ひ、 大將は 謀 を 以て 三軍-ザ」 

率る もの ゆ へ 、其 心 を 奪 ふと 云へ り、 三軍と 大將は 離 

れぬ ものに て、 氣と心 も はなれぬ もの なれ ども、 又孟 

子に 云 へ る 趨ぉ蹶 者の 喩の 如く、 敵に よりて 氣を奪 

へば、 心 も 自ら 奪 はる >敵 あり、 武勇 を 第一 とする 敵 

な，.^、 氣を 奪て. も 心 を 奪 は ざれば 勝つ こと を 得が た 

き 敵 あり、 智謀 を 第 I とする 敵な b ヽ氣と 心と 一 にし 

て 二、 二に して 一なる もの ゆへ 、本文に も 二つ をなら 

べ擧て 云へ り、 上の 文に 吾が 軍兵の 耳目 を 治めて、 敵 

の 軍兵の 耳目み 變動 する こと を 云へ b 、吾が 軍兵の 

耳目 を 治む る は、 吾. い 軍兵の 氣と心 を 專 一 にす る 道 

なり、 敵の 耳目 を變勸 する は、 敵の 心と 氣を奪 ふ 道な 

. ^、尙 是 より 报廣 めて、 此 外に 心 を 奪 ひ 氣を奪 ふ 術、 

良將の 作用に あるべき ことなる ゆへ、 此 本文に かく 

云へ るな-.^、 

日  1^ 故 貌 氣 銳、 晝 氣 惰、 暮 氣 歸、 

用. 兵 者、 P あ 銳 -氣， 撃， あ 惰 歸： 
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き爲 にて、 文義 をす ますこと を 第 1 とする に 非れば、 

此 解の 內に 誤な-りと 云 へ る 說も、 時に 臨て 用 をな す 

上に は、 1 つと して 棄る こと あるべ からす、 此 本文に 

云 へ る、 鲞戰に 旌旗を 多 く- -、 夜 戰に火 鼓 を 多くす る 

類の£を疑兵と云なb-、疑兵とはぁh^もせぬ軍兵を、 

あるかと 敵に 疑 はする ことなり、 道理 を 以て 察して、 

十に 九つ 加勢 も 後 詰 も ある まじと 思 ひても、 今 一 つ 

の 處に疑 あれば、 敵の 心專 一 ならす、 專ー なれば 强 

く、 分 るれば 弱し、 たと ひ 我が 方便に のら やと も、 敵 

に 疑心の 出 來る處 に虛ぁ h- と 知るべし、 本文に なき 

ことなれ ども、 事の 序に 云な り、 杜牧が 注に、 夜の 戰 

は廣 場に てす る ことに 非す、 多く は 敵の 陣 所に 夜 打 

をす る ことなり、 然る に 太鼓 を 打ち 松明 を 多くせば、 

却て 敵に 案内 をして、 味方の 備を 見す かされん と 云 

ふ 不審， VJ あげて、 其 答に、 是 敵より 此方へ 夜 打 をす る 

時の ことなり、 古の 陣屋の 法 は 大陣の 中に 小陣ぁ 

て、 恭 盤の 目 を もりた る 如く、 道路 十文字に 通達し 

て、 かくし かなく 作るな， 9、 その 四 辻の 處に、 雨に き 

えぬ やうに 土 を 塗.^ て か の處を こしら へ 置き、 

夜 打 入る と 知る 時 は、 營 門の 樓 にて 太鼓 を 打つ と、； y 


々のか  >り を たくべし、 然る 時 は營中 白晝の 如く な 

らん、 而々 の 持 口 を 固めて、 妄 に さはぎ 勤 かす、 大 

將の 下知に 隨ひ、 游兵を 以て 是を 挫く、 是火 鼓の 敵の 

耳目 を變 する ゆ ゑんな，.^ と 云 へ 、此說 も 尤 なれ と 

も、 本文 は强 ちに 合戰に 限らす、 火 鼓 を 以て 敵 を ふす 

ぶる こと も あり、 或は 敵陣の 四方より 火 をつ けて や 

きたて、 或は 敵陣 近く 忍びより、 金 太鼓 を 以て 敵の 心 

を 奪 ふこと も あ， 0,、 畢竟す る 所 は、 旌旗八 A 鼓 は 味方の 

耳目 を 一 にす る もの ゆ へ、 敵 もこれ に 耳目 を つくる 

により て、 又よ く 敵の 耳目 を 變 動す、 故に 寮 は旌 旗、 

夜 は 火 鼓に 超て、 敵の 氣を奪 ふべき もの なき こと を 

云 へり、 敵の 氣已に 奪 はる 、時 は、 視れ ども 見えす 聽 

けど も 聞え す、 炬火 白 塞の 如くな りと も、 我が 人數を 

見す かすべき と 云 ふ 憂 ある まじき ことな， 5、 唯 本文 

の 深意に よく 徹して、 會 得すべ きこと なり、 

t 三え 可. 奪 k  、將え 可. 奪. 心，、 

三軍は三^3七千五百人にて、總じて 大 のこと を 云 

な， CS  、其 內には 智者 も あ. 、愚者 も あり、 勇者 も あり、 

臆した る 者 も あり、 健 かなる もの も あ， ON  、弱き もの も 


こえぬ ゆへ、 金 鼓 を 以て 士卒の 耳 を 一 にす るな b 、手 

使 ひ 指さし ばか b にて は 遠く 見 へぬ ゆへ 、旌旗 を 以 

て 士卒の 目 を 一 にす るな り、 一 にす ると 云 は 百^の 

人數 なりと も、 一 人 を 使 ふ 如く、 坐 作 進 返、 疾 徐疏數 

の 節 を 違 へ す、 部 伍 行列、 分 合 向背 を 思 ふま、 にす る 

こと を 云な-.^、 

人 旣專丄 、則 勇-者 不. 得，， 獨 進； 怯- 

者 不. 得，， 獨 返； 此 用. 衆 之 法 也、 

人旣專 一 なれば と は、 百 萬の 人數 すでに 金鼓旌 旗の 

合圖を 以て、 其心專 一 になる 時 はと 云 意な 、勇者と 

は 武勇なる ものな り、 怯 者と は 臆病なる ものな.^、 多 

くの 士卒の 內に は、 剛 なる も ある ベ し、 臆せる も ある 

べし、 剛 なる 者 は 進ん と 欲し、 臆せる 者 は 返く こと を 

好む、 余鼓旌 旗の 合圖、 平生よ く 練 熟して 法令 厳 道な 

れば、 士卒の 心 尊 一 になる によりて、 剛 なる 者 も わが 

心剛 な. 0 とて、 獨 はなれて 先き へ 進む こと 能 はす、 臆 

せる 者 も わが 心 臆すれば とて、 獨 離れて 返く こと あ 

たはす、 五 人 三人 十 人 二十 人なら ば 如何 樣 にも なる 

ベ けれども、 數 萬の 人 數を使 ふこと は 如此 なら ざれ 


ば 能 はざる ゆ へ 、用， 衆 之 法 也と 云 へ り、 用 ^ 衆と は 大 

勢 を 使 ふと 云 ことなり、 上の 軍政と 云よ 是ま では、 

耳目 を 治む る 道 を 云へ り、  • 

二  ノ ュ  クシ  チ ノ 1 ーク スルハ  チ 

故夜戰 多 ニ火 鼓； 晝 戰 多， 旌 旗； 所コ 

以 變，， 人 之 耳目， 也、  ， 


夜の 戰に 火鈹を 多/、 すると は、 夜 は 旌 旗の 色 あ la え 

わかぬ ゆへ、 松明の 火と 大鼓の 數を 多くして、 少勢 を 

多勢に まが はする こと あり、 畫戰に 旌旗を 多くす と 

は、 晝 はかし この 山間、 こ、 の 森の 中に 旌旗を 多く 立 

て、、 是亦 人數を 多く 見す るな， 9、 或は 又 後 詰 加勢の 

ある やうに 見す るに も 用 as 、人の 耳目と は 敵の 耳 at 

な. „ ^、金 鼓 旌 旗は昧 方の 耳目 を 専一 にす る もの なれ 

ば、 敵よりも 又 是に心 を 付る ゆ へ、 かくの 如く 變 化し 

て、 敵 人の 耳目 變 動して、 敵の 心 を 奪 ひ、 敵の 氣を 

奪 ふこと を、 所以 變人之 耳目 也と 云へ るな り、 施 子 美 

が說に は、 人と. 云 を 敵 * 方に かけて、 咏 方の 耳 mfc 變 

する意もぁh^と云 へり、是又 一 段 深き 說な. 9、 さも あ 

る べき ことな. 5、 され ども 本文の 主意 敵の 耳目 を 

變 する ことなり、 總 して 軍書 は 取 用 ひて 用 をな すべ， 
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坐 は ひざ まづ くと よみてお.^ しく こと な b 、作 は た 

つと よみてた ち あがる こ i なり、 進 はか X- る、 返 は ひ 

く、 疾は はやき なり、 徐は ゆるやか なる な..^、疏はま 

と をき なり、 數 はせ はしき なり、 節 はふし な. かぎ 

なり、 尺蠖の 屈む は 伸ん が爲 な. o、 進て か、 るに 敵 間 

遠ければ 勢 ひぬ くる もの ゆへ、 敵へ か、 る 間にお 

しきて はたち あが， 0、 立 あが， 0 て は 又お. 0 しき、 步み 

の 数 を 定めて、 いき ほひの ぬけざる 樣に 坐 作の ふし 

を 立て、 序破急の 次第 を 以て、 段々 に 勢 を つむる こ 

と、 是疾徐 疏數の 節な り、 皆 それぐ によき 程の ふし 

つが まへ ある を 節と 云な. y、 吾邦に て は 多く 貝 太鼓 

を 用 ひ、 余： は 用る 流 も あり、 用 ひざる 流 も あり、 又 事 

によりて 签感篥 等の 樂器を 用 ひて 合圖 にす る こ. -も 

あ 、强 ちに 何れの 器 を 用 ひて よきと 云 こと は. ある 

まじき ことなり、 只 士卒の よく 覺ぇ やすく 聞き まか 

ひなく、 明かに 遠く 聞 ゆる をよ しとす、 尤樂器 をも不 

時の 合 圖には 用 ゆべ. けれども、 貝 太鼓 金 皆 勇猛の 聲 

にて、 軍 威 を 助く る 所 あり、 詮 する 所 は 坐 作 進 返疾 

徐疏 數の 節に あ， 9 と 知 ベ し、 旌旗は 部 曲 行列 分 合 

背の しるしな り、 部 曲 は 組備、 分 合 は鏞を 合する と 


分く ると、 向背 は備 のむ く 方う しろに する 方、 是皆旌 

旗 を 以て しるし と す、 前 朱 雀、 後 支武、 左靑 龍、 右 白 

虎、 中央に 招搖 とて、 北 斗， の 七星 を 薔 くこと 古： g な 

り、後世には十ニ神將などをも用ひたh^、吾邦にては 

靑黄赤 白 紫の 五色 を 以て、 王 源平 藤 橘の はたの 色と 

すると 云ひ傳 へたれ ども、 古 來の將 種 この 五 姓に 限 

ら ねば、 禮 家の 曲說 なる ベ し、 今 は 古の 旗 を も 用 ひ 

す、 # 馬 印麾を 用て 旌 旗の 代りと す、 是又 何れ をよ し 

とし、 何れ を あしし とする こと ある ベ からす、 只是も 

士卒の 覺ぇ やすく 見 まが ひの なく、 明かに 遠/、 見え、 

事の わけむ つかしく なくて、 いそが はしき 場 にても 

取. 0 ちが へな く、 風雨に まけす、 ni 月のう つろ ひよ-^ 

をよ しとすべし、 する 所 は 只 部 伍 行列の しま. 0 と 

なりて、 分 合 向背の 合 圖に 用る にあ， 0 と 知る ベ し、 


スル 


夫 金 鼓旌旗 者、 所お 一,,人之耳. 

目 -也、 

上に 古の 軍書の 詞を 引て、 是 より 孫子が 語なる ゆへ、 

發 語の 詞を 置て 夫と 云 へ るな り、 人と は 味方の 士卒 

.^IK おゆ、 St 歉； J;lKk , る， iK,,、  て 云 ふ 飼 は 送く- 


方よ，. >  知る ことなり、 前 の 文の 故其疾 如，， 風と 云よ 

是 まで 文勢 を 一 貫して 見る ベ し、 右に 云 へ る 如く 軍 

は詐を 以て 立ち、 利 を 以て 動き、 分 合 を 以て 變化 をな 

す ものなる ゆ へ に、 如 風 如 林 如 火 如 山 如 陰 如 雷なる 

妙 用 を 以て、 軍 の 働 をな すべし、 され ども 軍宰 にも 

掠鄕と廓地とのニっぁ，^て、何れ も敵に襲はれ破ら 

れぬ てあて をな し 置き、 拆 われに 權衡を かけて、 遠近 

遲 速の つ も， 9、 道路 迂 直の 考 へ をし て 働く を 軍 (^ ^の 

法と する ゆへ、 此軍， 之 法 也と 語 を 結べ るな，. >  、諸說 

みな きれく に 見る ゆへ、 一 篇の 文意き こえす 、味 

ふべ し、 


ク クル. 


罕政 曰、 言 不， 相 聞： 故 爲，， 金 鼓； 顧 

不， 相 見， 故 爲，， 旌 旗； 

是ょ， 篇の終 hv まで は、 耳目 氣心カ を 治む る こと を 

云へ h -、 軍&は 勝利 を毫 厘の 間に 爭ふ 故、 爭 ひに 取 

られて 手前の ぬく る 失 あらん こと を 恐れて、 孫子が 

丁寧に 云 へ るなる ベ し、 軍政と 云 ふ は 梅 堯臣が 注に、 

軍之葡 典な りと 云へ.^、 王晳が 注に は 古 軍書な.. >  と 

云へ-..^、 舊 はふる しとよ む、 典 は 典籍に て 書籍の こと 
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なり、 されば ふるき 古の 軍書な り、 それ を 軍政と 云 へ. 

る は、 政 はまつ ごと、 よむ、 法令の ことな hN  、軍の 

法と 云 意に て、 古の 軍書の こと を 軍政と 云へ る なる 

ベ し、書經に司馬掌-邦政ーとぁ.=^ て、古は 政と 云 へ ば 

1 字 にても 軍 中の 法令の ことになる 故な り、 言 不„ 相 

聞 一 故爲， 一 金 鼓， と 云 は、 金 鼓 は かね 太鼓な. -、 周 鵡を案 

する に、 かねに 鏡 鐸镯の 三つ あれ ども、 其 制度 詳かな 

らす、 畢竟 かねに て 引き、 太鼓に て か  > る 合圜 なり、 

軍 中に て か、 れ 引けと 云て 下知す る こと も、 五 人 十 

人なら ば詞 もき こ ゆべ けれども、 數 萬の 軍兵 なれば 

詞 にて は 聞えぬ ゆ へ 、古の 聖 人 金 太鼓と 云 もの を 作 

b て、 詞 のか は ひに し 玉へ る ゆへ 、言 不一 一 相 聞 1 故爲， 一 金 

鼓， と 云な b 、視不 n 相 見， 故爲 _,旌 旗， と 云 は、 旌旗は 二字 

ともに はたと よむ、 其 制度 日本の はた のぼりと 違 ふ 

なり、 用る 意 は 同じ ことな b  、人 數を使 ふに 指 を さし 

手つ かひ をしても、 五 人 三人 は 使 ふべ けれども 、瓛萬 

の 軍兵 なれば、 措 さし 手つ かひ は 見えぬ ゆへ、 古の 蕓 

人 旌旗を 作 b て、 指さし 手 使 ひの か はりに し 玉 へ る 

ゆへ、 視不， 一 相 見 一 故爲， ー旌旗 一と 云な. -、 異國の 法 を 案す 

るに、 余： 鼓 は 坐 作、 進 返、 疾徐、 疏數の 節 を 知らし む、 

1 五 五  I 
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て も 切り取り、 倾分を ひろむる ことな， o、 敵 を  一 * に 

t ぼす やうなる 大きなる 合 戰には 非す し て、 少づ 、. 

敵地 や. 蠶 食して 領分 を廣 むる こと なり、 かくの 如く 

地 を 廓む るに は 利 を 分つ と 云 は、 利 は 地の利な 、土 

地の 耍害 をつ も.. >  は か b  、人數 を 分けて 是を 守らし 

めて、 段々 に廣 ひるな b  、されば 掠 鄕も廓 地 も 土地の 

もよ. 'を 分けて、 人 衆 を 遣す こと は 同じ ことな 

れ ども、 掠鄕は 暫時 人数 を 分けて 敵 を 押 へ 、兵糧 を 取 

て歸る ことな れ ば、 是を人 數の上 へ かけて 分 衆と 云 

ひ、 廓 地 は 始終 其地ケ 敵に 奪れ ぬ 様に 守て 、味方の 勢 

ひ をつな ぐ なれば、 地 の 利の 上へ かけて 利 を 分つ と 

云な り、 軍爭の 上に この 二し な あ， て、 何れも かくの 

如く 分 衆 か 分利 か、 とかく 手 あて を 仕 S て、 よき 圖を 

見て 上に 云へ る 如， 風 如， 林 如， 火 如， 山 如 fe? 如 な る 

妙 用 を 以て 働/、 ， ケ とな. CS  、こ のよ き圆 を 見切て 動く 

こと を、 懸. 權而 動く と 下の 文に 云 へ るな..'、 分 衆と 云 

を 杜牧が 注に. は 、亂妨 をす る に、 人 數を分 け て 、段 々 

に 次第して 遣すべし、 一 人 遣す ベから すと 云 意な り 

と 云 へ . ^、文 義穩 ならぬ やう な ^、何 氏 梅堯臣 は、 分 

衆 を 衆に 分つ とよ み て、 亂妨の 物 を 衆 軍へ 分ち 與ふ 


る こと 見、 分利と 云 を 其廣め 取りた る郡鄕 を、 功 わ 

る ものに 與 ふること と 見た 、上下の 文勢に 叶 はす、 

其 上 分 衆 分利と 對 したる 文法に 合 はぬ なり、 又 喪 林 

王晳 は、 掠鄕の 二字 を^ 向と 改めたり、 是又廓 地と 對 

せす、 用 ひがたし、 廓 地の 二字 を 賈林は 地 を 度る と訓 

せり、 張 預は打 ひらきた る 地の ことなりと 云 へり、： i: 

れも 文義穩 ならぬ ゆへ 用 ひぬな. y、 


權は はか，. > の おも，. > なり、 懸とは 秤 のぉもりを天平 

の衡にかけて、物の輕^5?をはかることなり、懸權而動 

とは、天1^}'のさほに分銅をかけて、物の11<©ーを知る如 

く、 我が 心の はかりに て 敵 味方の 虛實を はかり 、遠近 

遲速 のつ もり を 明かに 知て 働く ことな り、 もし 我に 

權度 なく、 兼て 明か に 勝つ ベ き阖を 知らす して 軍 

VJ なす 時 は、 危 きこと なりと 云 意な り、 

先& 迂 軋 之 計， 者 勝い 此 罕爭ノ 之 

ナリ 

法 也、  ， 

迂 K 之 計と 云 こと は 前に 見え た ... '、先知す ると は 前 


云 は、 皆備を 固めて 動かぬ こと を 云な り、 摧 すと は 

つのく だくる とよむな り、 地形に よ り て 或 は Ml 角に 

なりと も、 或は 圓く なりと も、 陣を 取.. 固めた るて い、 

盤石 をつ きす ゑた る 如 に て、 さはる もの は摧 くる と 

云 意な， 0  、動かぬ 意の 上に、 力量の つ よく 向 ふ もの 、 

ひしぐ る 意 を 云 へ り、 本文に 如 山と 云へ るお のづか 

ら此意 こもれ， 、難， 知 と は 敵より 我が 備を はか. 0 知 

られぬ ことな. 、如 と は 陰 はく もる と よ む、 雲霧 

のこと なる べし、 我が 備を 敵よ り はかる ことのなら 

ぬと ころ は、 雲霧の 打蔽 ひて、 日月の 光 も 見え わかぬ 

如く、 暗々 潔々 として 敵 斗 方 を 失 ふ 意な り、 動 如 „ 雷 

震 一と は、 動き はたらきて 敵 を 挫く 場 を 云 へ り、 雷 は 

いかづちな，^、 震 は？ fS の 落る こと を 云へ 、敵の 虛を 

兑て是 を 挫く こと、 敵の 不意に 發 して、 しかも 分數形 

名奇 正の 法に 練 熟した る 所よ，. >  、其 勢 險に其 節 短く、 

sir を發 つが ごとく、 鷹の 鳥 を 取る 如く、 火急に 打て 

か、 る ゆへ 、常の 頭上よ..^ 落 か、.. >  、よく ベ き 所な き 

が 如く；; P これに 應 やる こと 能 は す、 賈 林が 注に、 疾 

不， 及：， 應と 云べ b 、武成 王の 詞 に も、疾雷不，及，掩，耳 

との玉 へ..^、常の落か  >  る 響きに は、 耳 を 塞き あはす 


る 問 もな きもの な ，0-、 散 を 打つ こ i その 如くすべし 

となり、 李筌が 注に、 盛 怒 也と 云へ る は、 可 fe< 注な り 

用 ふ ベから す、 總 じて 此六句 は、 名將の 531. をす る 妙 

川 を 云て、 如 此の 働きな くんば、 軍爭に 勝利 を 得る 

ことなる まじき こと を 云 へ b 、故に 下の 此軍ー 爭之法 

也と 云までへ つ、 けて 見る ベ し、 張 賁が注 本に は、 

不， 動 如. 山と 云 へる 句 を、 難， 知 如， 陰と 云 へ る 句の 下 

に 置たり、 是は如 火と 如 fei と を 陰 ほに 分けて 對し、 

動く と 不動と を又對 したる 意 に て、 ：彘 きか へたる も 

の なれ ども、 難. 知 如， 陰なる 中よ. -、 動 如 „ 雷 震 一に 發す 

る こと、 句の つ、 き而 白し、 諸 本に 從ふ ベ し、 又此六 

句 を 諸 書に 一句々々 に 例 證を引 て、 別々 のこと， の樣 

に 云へ 、され ども 是は 分數 形名奇 正の 法よ く鍊熟 

したる 名 將の備 は、 この 六の 妙 用 を 兼備る ことにて、 

別々 のこと に 非す と 知るべし、 

ムル -1 ハ ヲ  チ  ヲム ルー 1 ハヲ  ッ  4, 

掠. 鄕 分. 衆、 廓. 地 分. 利、 

掠. 鄕と は、 鄕村 を亂妨 する こと な 、分. 衆と は人數 

を 手分けして、 敵に 襲 はれぬ 様に てあて を 仕 匱て、 心 

安く 亂妨 をす る ことな， 9、 廓. 地 と は 敵地 を少 つ、 に 
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は しづかに 押 行く ことな..^、 靜の 字の 意に 非す、 靜の 

字 は 動かぬ こと、 物音の なき ことに 用 ふ、 徐は おもむ 

ろと も ゆるやか とも 讀 で、 押 行く 上に て しづかなる 

ことなり、 人數を しづ か に 押 行く 體は、 行列と 、の ひ 

て亂れ す、 法令 明かに て さはが しからす、 森林の 樹立 

のい よ やかに かう くし く て、 中々 より 近づかれぬ 

如く あるべ しと 云， と を、 其徐 如， 林と 云 な ，o、§n 操 張 

預が 注に、 不見利 也と 云 へ る は、 是は 何も 勝利の 見え 

ぬ內 のこと な ひと 云 こと な -^、 勝利の 見 ゆる 場 なれ 

ば、 風の 如く 雷の 如く 攻か、 りて 敵 をと りひし ぐ、 い 

まだ さもなくて 人數を 押す 時 は 如 此と看 た b 、され 

ども 勝利 を 見て 押 行く と も、 いまだ 其圖 にいたら ぬ 

時 は如此 なるべし、 故にた  > 押 前の こと、 心得べ し、 

不見利 也と 云へ る 注、 事せば き 様な h- 、孟氏 杜牧が 注 

に は、 敵に 襲 れんこと を 恐れて 如此 すと 云へ り、 押 前 

の氣象 もと かくの 如し、 0 然と 敵 これ を 襲 ふこと は 

ならぬな りと 知る ベ し、 侵掠 はお かし かすむ ると 讀 

む、 侵す と は 敵地 へ攻 入る ことなり、 掠と は 人： H にて 

も、 財寳 にても、 兵糧 にても、 亂妨 する J なり、 但し こ 

、にて は 侵と 云 字 を 重く 見る ベ し、 敵地 へ 働き 入. CN、 


I  一  五 二 

或は 刈 田 をし、 田 畠を蹂 ませ、 或は 地燒 をし、 或は 兵 

糧を奪 はせ、 山 を 切 崩 し 堀 をう め て 敵の耍 $1 を 破り 

などして、 威勢 を 振 ふ 上の を 云 へり、 如. 火 と 云 は 

猛火 の もえ 來. る 其 勢 甚く て 近づ くもの は $J 喪 身 失命 

する 如く、 敵よ h- 人數を 出し、 是を拂 ふこと はな か 

くなら ぬ こと を 云な.^  、詩經 に 如 一一 火 烈 々 Mt. 

敢曷 一と 云 へ る 意な り、 李筌が 注に は、 如 k 僚 仁ぬ 

草, と 云へ る は、 亂妨の 方へ かけて 云 へ b 、火の やけ 

て ahs たる あとに は 物の 一 つも 殘らぬ 如く、 敵の も 

の を 取つ くす こと 云 意な り、 是も 一 說 なれ ども、 亂 

妨は 名將の 好まぬ こと な 、そのうへ 亂 妨に必 火の 

物 を やく 如く、 1 物も殘 さや 取るべし と 云 こ とい か 

い ある ベ き、 唯 敵地へ 働き 入る 其 勢の 猛烈なる こと 

/'見る ベ し、不励と云は備を固めて戰はぬwの^iな 

り、 其 體大. H をつ きす ゑた る 如く、 挑め どもお びけ ど 

も、 安然と して 是に 取合 はす、 近つ きょれば お 石の 時 

ちて 取つ かれぬ 如なる こと を 如.. E と-ヘムな り、 苟 子の 

兵の 篇に、 圆 e 而方 止、 則 若。 盤 石， 然、 鲷っ N! 者^ 摧 

と 云 へ る此 文に 合へ り、 圆居而 方 A すると 云 へ る、 M 

方と は 備の形 或は ffl く 或は 方なる こと な り、 居と 


轉流 利して 滯. o なく 自在なる こと を ば 、如何様に し 

てす る なれば、 人數を 自由に 分けつ 合せつ して、 變化 

無盡 なる 處ょ b する ことな，：：' と 云 意 な b  、兵 勢篇に 

云 へ る分數 形名奇 正、 みな 分合變 化の 上に あ 、分數 

は 分 合の 本な り、 形 名 は 分 合 をす る相闉 な.. >  、奇正 は 

分 合 をす る 仕形な-り、 ロハよ く 分 合 を 自由にす る 時 は、 

變 化無龜 にして 臨機 應變の 妙 用を盡 し、 珠の盤 を 走 

るが 如し、 故に 彭繼耀 も 分合即 » なり、 分 合の 外に 變 

なしと云 へ，=^、人數を分ちっ 合せつ する こと を變化 

,c云な，.^、人數を分けっ 合せつ して 外にな に ぞ變化 

VJ なすと 云 ことに け 非す、 又 古来の 注に この 以 立 

と、 以. 利 励と、 以分 合爲變 との 三つ に、 一 々例 證を擧 

て說 け..^、 是大 なる 誤な b  、此三 句 は 別々 のこと に 非 

す、 以詐 立と- ^ ろ をよ く會 得して、 無形 を 本體 とする 

もの、 其 動き 圓轉流 利す、 これ 以利 動な b  、その 圓轉 

流 利なる 働き は、 分 合の 變を 以てする ことなり、 然る 

に 古 求の 注に は 別. のこと に 見た る ゆ へ、 別々 に 例 

證を 引けり、 是 孫子が 本文 をよ く讀 まぬ ゆへ な. o、 本 

文に は、 上に 故に 兵 はと 云 て、 下に 者 也と 云へ h- 、兵 

の 道と 云 もの は詐を 以て 本 を 立 て、 利 を 以て 動き は 

- i I ^  . 軍 爭第七  m 


たらき、 分 合 を て變化 をな す ものな りと 云 意 なれ 

ば、 きれぐ に 見る ベ からす、 兵 はと 上に 云 ひ 出して 

云た る ことなれば、 兵 道の 全 體是に 越 ゆべ からす、 か 

くの 如く 兵 道 の 全體 によ/、 叶た る將 にあら すん ば、 

軍 t# を 患な くよ くな して 勝利 を 得る こと ある ベ から 

す、 軍爭は 大切なる こと ゆ へ、 軍爭 を說 たる 篇に、 兵 

道の 全 體を說 けるな り、  . • 

二  ノ ハヤ. *-r ク ノ  ノュ ルカ ナル r  /シン スル r 

故 其 疾 如 嵐、 其 狳 如. 林、 侵-掠 如 • 

k 、不. 動 如. 山、 難. 知 如 k 、動 如， 雷 

フル フガ 

震； 

是は妙 用を說 け， 9、 其 疾其徐 と 云 へ る 雨の 其の 字 は、 

皆 軍 を 指して 云 へ-.^、 疾と はは やき ことな.. 、軍 はか 

> る も 引く も 迅速に し て、 敵 その^る を 覺 えす 去る 

を 知らぬ を 風の 如しと 云 な .9、 總 じて 風 は 來處も 知 

れす、 去處も あとかた なきもの なり、 世俗の 語に、 大 

風の 吹て 通りた る あとの 如な りと 云 意 な h  、軍 i.- そ 

の 如く なれば、 風 に 草の 靡く 如く これに 逢 ふ 敵 皆な 

びかす と 云 ことなし、 故に 其疾 如. 風と 云 へ. >  、徐 と 
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故 兵 以. 詐 立、 以. 利 動、 以，， 分 合， 爲 

.變者 也、 

是は 上に 軍爭の 大切なる こと を 云 へる に 付て、 軍道 

の 全體を 云へ b  、兵 以， 詐 立と は、 軍の 道 は 敵 に はか 

られぬ 所 を 以て、 軍の 本體 とすると 云 意な b  、詐 はい 

つ は， 9 なれ ども 活 して 看る ベ し、 我が 手前 を 人に 知 

られ す、 窺 ひ はかる ことのなら ぬ 樣に する 意と 看る 

べし、 立と は 本 を 立る 意に て、 本 體を云 な b  、尤兵 は 

詭道に て、 平生の 道と ちが ひ、 詐り たばかる i を 嫌 は 

ざれば、 やはり いつは， OS と 見ても 苦し かる まじ、 けれ 

ども 總 じて いつはると 云 は 事 の 上に ある ことなり、 

敵に うち 向 ふ 上なら では、 敵 を たばかる こと はなし 

難し、 こ、 に は以詐 立と あれば、 本 體の上 を 云 ひたる 

ゆ へ 、易の 至靜の 中に 至 險を藏 す 意に 看て、 敵に 伺 ひ 

はかられぬ 意と 心得 ベ し、 且つ 軍に 正兵 を 以て 手 も 

なく 勝つ こと 定法 なれば、 い つ は hN たばかる とば か 

h 看る 時 は S. せば くなる な り、 又 ひた ものに 敵 をた 

ばか，.^ だまさん とば か. 0 たくむ 時 は、 無形の 眞理に 

叶 はぬ ゆへ、 敵良將 なれば 却 て その 我がす る 計を以 


.  一 五 〇 

て われ を 制して 遂に 败 北の 媒 となる な . ^、無形の 本 

體即 敵に はかり 伺 はれぬ 所 に て、 孫子 は 是を詐 と 云 

へ るな り、 是 兵書の 詞は、 儒 書、 道 書、 佛蒈 など、 ちが 

ひて、 たやすく 其妙處 をう か か ひ 難き 所 な り、 以， 利 

動と は、 軍 の 道 はと ^こほりな き 所 を 以て 動き はた 

らくと 云 意な， o、 利 は 圓轉流 利の 義 にて、 滯 りっかえ 

しぶる ことなき 意な り、 是も 古來の 注に、 勝利 を 見て 

動く と 看て、 勝利の たし か なる 所なければ 勸か ぬと 

心得た る說 多し、 又 王晳孟 氏が 注に は、 利， を 以て 敵 を 

誘む くと 看たり、 何れも 道现狹 く？ -て殘 る 所 あり、 子 

細 は 勝利 を 見て 動く こ と は、 軍 をす る 程の もの は 腐 

愚の 將な りと も、 手前の 勝利と 思 はすして 動く こと 

あらん や、 是 云に 及ばぬ ことな， o、 其 上た しかなる と 

云詞を 加へ ねば 義 明白なら す、 利 を 以て 敵 を 誘む く 

と 云 時 は、 正兵の 働 もる 、なり、 故に 今 改めて 圆轉流 

利の 義 となすな b 、八陣 の 法、 其 外 合戰の 道、 活動 M 

轉を贵 ばす と 云 こと なし、 無形 を本體 として 働く 時 

は、 圓活 自在なる 所 軍道の 至極と 心得べ し、 以 分合爲 

變と は、 分 はわ かる 合 は あ ふな 、變 は變化 な b 、是 

は 上の 以利勸 と 云 意 を 委く說 たる もの な 、その 圓 


ケ など 、其 地形 を 明らか に 知らざる 時 は 、それ. 

の 手 あて をす る ことならぬ ゆ へ、 人數を 押す こと は 

ならぬ と 云 意な..^、 山林、 險阻、 a 澤 の 六つ を擧 げた 

る は 大槪を 云 へ るな， 9、 この 六に 限り た る ことに は 

非す、 總 じて に は、 他國へ 人數を 押して、 間道な 

どよ b 近路 を 打つ こと ある ゆへ、 かく 云へ， o、 

不； 用 鄕道ー 者" 不. 能. 得， 地ノ 利， J 

これまで 三 箇條は 軍 爭の耍 術 な り、 鄕 道と は 鄕は鄕 

人に て、 其 處の鄕 民 を 云、 道 は 導の 字と 通じてみ ちび 

く. よむ、 その 處の鄕 民 を案內 者に して、 軍の 道 引 を 

さする ことな b 、其 處の鄕 民 を案內 者に せ ざれば 地 

の 利-^ 得す 、地の利と 云 は、 山林、 險阻、 祖澤の 地に、 

それ，^、 の 勝利 そな はる、 此處は 何れの 山 をめ ぐり 

て 何れの 處へ ゆく 道 あ b  、何れの 處は路 なし、 其路は 

廣き狹き、平地なり、難所な.》^、地の性ぃかゃぅなh^、 

薪 小屋 具 3? の 草 あるかな き か、 山川 なれば 水の 出る 

, 時分、 海 なれば 潮 候、 或は 猛獸 毒蟲の 人の 害 をな す も 

のぁ，.^、その猛獸毒蟲は何を畏る、、如何榡にして其 

害 を 避る、 或は 毒草 毒 水の 人 を 病し むる もの あ b  、其 
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毒 をば 如何 樣 にして 解す るな ど、 云 やうなる こと、 

案內を 知ら ざれば 皆 其 害 を かふ  >  り 、案內 を 知る 時 

は 其 害 にあ はすして 恙なき こと を 得る 、是 地 の 利 

にて、 其鄕 R に 非れば 知らぬ ことな， OS  、故に 軍 爭には 

必其所 々 の 案內を 第 一 とし て、 人の 通ら ぬ 深山 絶 谷 

を もた やすく 通りて、 敵に しらせす 不意， ど 打ちて、 神 

速の 働き を なすこと な b  、昔 李 廣が匂 奴 を 打つ 時に、 

道に 迷て 約束の 場に て 味方の 諸將 におり あはす、 其 

罪に 罸 せられし は鄕 導な き ゆ へ な b 、衞靑 は 匈奴 を 

攻 るに 張 翳 を案內 者に 用 ひて、 一 軍 水草に かつえす、 

高宗の 高麗 を 伐ち 玉 ひしに は、 南 生 を案內 者に して、 

彼が 虛實 をし り 玉 ひしる い、 古今 其 例枚掣 する に 暇 

あらす、 然るに 鄕導を 用る とて、 敵の 間者なる こと を 

知らす、 却て 敵の 計に 落ちた る こと、 是乂 古今に^ 轍 

多し、 戒 むべき ことなり、 又鄕 導の 鄕の字 を嚮の 字に 

見て、 きを 以て 向 ふさき を 知る 意に て、 嚮導の 案內 

者と 云へ る こと、 儒 書の 通訓 な，^、 され ども 古 * の-注 

に、 皆鄕 人の 意に 用 ひ、 鄕 人に 非れば、 其 地の く は 

しき こと は 知り 難き 道理 强 けれ ば、 今 これ を 改め 

す、 
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の 方 にても あれ、 味方 にても あれ、 鄰國の 諸侯 を 云な 

,..^、豫交とは豫と云は、先きたちて前方ょh^と云意な 

り、 このたび 軍 をす るに 付て、 鄰國の 諸侯へ あらため 

て 交 b を 結ばん とする 時 は、 敵の 方よ. 9 其 諸侯 へ 、吾 

よ.^ 先き に 交，. >を 結びて 置た る ゆ へ、 其 諸侯 敵と 親 

しくな， CS て 居て、 吾が 方の 交.. >  を ばう けぬな り、 或は 

外む きに て僞 で、 此方 へ 親しき 様に 交. -を睦 く.， -て、 

內證は 敵と 一 味す る 時 は、 却 て 味方 敵の 謀に 落るな 

、故に 軍 を 起さぬ 前に、 鄰國の 諸侯と とくと 交り を 

結びて 置くべき こと な り、 され ども その 諸侯の 內證 

を 知らぬ 時 は、 先 だち て 交り を 結びた く 思 ふと も、 彼 

れが 吾に そむか ぬ 様に する ことならぬ な り、 內證の 

諜と云 は 其 諸侯の 固 は 君臣の 間い かやう に て、 何 を 

以て 立て 居る 國 な.^、 それ ゆへ 彼れ が 好む こと は 如 

何様なる ことなりと 云 こと あ ，-9、 是を とくと 知る 時 

は、 彼 を 我が 昧 方に 取 入る \ こと 自由になる ものな 

,.^、故に 不』 48 侯 之 謀 一 者、 不， 能， 豫 交一と 云へ り、 軍 

爭に は、 鄰國の 諸侯の 持 分の 地の 內を 通りて ゆく 

こと あり、 又 鄰國の 諸俟を わが 助け と せで 叶 はぬ 

j こと も あり、 故に 是軍攀 の 要 道な り、 この 諸侯と 云 
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を、 古 來の注 多く は 敵の こと、 見た b  、尤 敵の 諜を知 

ら やしても、 鄰國の 諸侯に 交る こと を 得が たし、 され 

ども 敵の こと をば こ 、にさし 出して 諸侯と 云 まじけ 

れば、 其說從 ひが た し、 張預、 劉 寅、 彭繼耀 、黄 獻臣は 

今の 解と 同意に 見たり、 杜牧が 注に は、 豫 交と 云 を 兵 

を 交へ て戰 ふこと、 見た-..^、 兵 を 交る こと を、 さし 出 

して 交る と 云 ふべ からす、 誤な り、 

不. 知，， 山林 險阻沮 澤ノ之 形， 者" 不 

ャル r  チ 

山 はやまな b 、林 はは やし も， 0 な， rtv 、險 は坑塹 なりと 

注せり、 坑は あな 塹は ほ. 9 なれば、 堀川が けな どの 類 

なるべし、 阻 は 一 高 一 下な， と 注して、 たか ひきの あ 

る 地形な り、 坂路の 類なる べし、 a は 水草 漸： S な と 

注せり、 漸： S は 地の 水つ きたる こと を 云、 草な どの 生 

じて 水つ きなる 地 を 云な り、 澤は衆 水の 歸 する 所と 

注して、 水の たまる 處、 池 水 海の 類な り、 形と は 地 

の 形な b  、行軍と は人數 をお す ことな， OS  、總 じて 人數 

を 押 しゅくべ き處に 山が ある、 川が あ る、 森が ある、 

池が ある、 掘 切. 9 が ある、 坂路 な. り、 石 地な，.^、 細路な 


たる 字な ，9、 兵糧の^ へ を 云 ベ し、 右の 如く 遠路 へ は 

せ 行きて、 敵よ，.^ 先き に 其 利 を 取ん とする 時 は、 兵糧 

小 荷駄の るい まきもの にて 迹 にさが る ゆ へ、 皆 敵に 

奪 はるべし、 何 ほど 勝利なる ベ き 場所 を 踏し めた hs 

とも、 總 じて 軍に 兵糧 小 荷駄な き 時 は、 必滅 C に 及ぶ 

もの なれば、 迁 直の 計 を 知らす して 第 をな す 時 は、 

大 なる 害 ありと 知る ベ しと 云 意 な ，9、 され ども 唐の 

太宗の 金剛 を 征伐し 玉 ふ 時、 一 □ 1 夜に 二百 餘 里の 

路を ゆきて、 第に 勝ち 玉 ふるい 古今 其 例 多し、 是皆迂 

直の 計 を 知る と 知らざる との 差別 な .9、 卷 甲と 云 を 

張預が 注に、 悉甲 とよみた るは大 なる 誤な り、 又晝夜 

不 k を 兼行と 云と 云へ り、 上の 曰夜不 と 云と 重言 

になるな. o、 用べ からす、 杜牧 が說 に、 其 法と 云 を、 孫 

子が 百 里 五十里 三十 里に して 利 を爭ふ 時の 法を敎 へ 

たる ものな りと 見 た 其 意 は 百 里 さきの 利 を爭ふ 

時 は、 三 萬 七 千の 人數 ならば、 まづ 達者なる もの を 三 

千 七^す ぐり て 先き へ 遣す ベ し、 是を其 法 十 一 而至 

と 云、 のこ.. >  の 軍勢 は あとよ 段々 に 行くべし、 早朝 

にかけ つ/、 もの も あり、 己 午の 時に かけつく もの も 

あり、 未 中の 時に かけく つもの も あり、 如此 する 時 
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は、 先き へ馳 つき^る 軍兵 戰ひ 疲れたる 頃、 次の 軍兵 一 

はせ つきく 段々 に 働く ゆ へ、 荒 手 を 入替る 意に な 

ると 見た. り、 是も  一 iif 聞 ゆる 様なる 說 なれ ども、 文義 

を 以て 云 時、 至と 云字穩 ならす、 道理 を 以て 云 時 は、 

然 らば 何れも 十分 一 とか 五分 一 とか 云 ベ し、 路の逮 

近に よ て、 十分 一 と 半分と 三分 二との 差別 あるべ 

からす、 其 上 あとよ、 り 行きつ く は 疲れたる 故な り、 疲 

れ たる 兵 何として あらてな， 0 とも その せん あら ん 

や、 用 ひ がた き說 な，^、 委積を 王晳が 注に は、 薪鹽蔬 

材之 《 と 云 へ り、 薪 はたきぎ、 鹽は しほ、 蔬は 野荣、 材 

は 材木な り、 薪 盥蔬は 糧食の 內に こもる、 材は輜 {^ の 

內に こもれば、 此 說も從 ひがたし、 講義に は禾 芻之屬 

也と 云へ， OS  、禾 はわら- 蒭は 馬の 草な り、 道理 はさ も あ 

る ベ けれども、 禾^ の こと を委 積と 云 へ る こと、 例證 

たしか ならす、 張 預杜牧 は 財貨^と 注して、 金銀の こ 

と、 見た 、是 ももつ ともなれ ども、 是 又例設 なけれ 

ば 今 劉 寅が 說に從 て、 貯 へ の 兵糧 を 云と 定 むるな り、 

故 不. 知，， 諸- 艮之 謀ハ 者、 不. 能. 豫メ 交； 

是ょ b 下 三箇條 は、 軍 爭の耍 道を說 けり、 諸侯と は 敵 
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二つ あはす る をかぬ ると 云 ゆ へ、 二日 あるく 路の， 9 

を 合せて 一 日 にある くこと な り、 倍 道 も 兼行 も 1 つ 

ことな， 9、 みちの h., の 方より 云 へ ば 倍 と 云 ひ、 人 

の あるく 方よ. 9 云へば 兼行と 云 な クホ 法の みちの 

.9 と 云 は 張預が 注に、 凡 軍 曰 行 三十 里と 云へ り、 日本 

のちみ の， OS に て は、 一 日に 三 里 ほ どづ のつ も， 0 な 

,9、 一  倍 なれば 六 里 以上な. 、これ は 三軍の 人 數を押 

し 行く 上の ことにて、 三軍の 人 數三萬 七 千 五 百 人、 車 

の數は 千乘な h>  、大軍 にて しかも 車 ある ゆへ 、倭 國^ 

行の常法ょ^^は遲きなり、倭國にては大抵 一 日 五 里 

づ 5 にて 陣を 取る を <dS 法と すべし、 百 里 而爭， 利 則擒。 

三將 軍， と は、 百 里 は 日本 路十 M なり、 三 萬 七 千、 車 千 

乘の 人數を 以て、 もみ にもんで 十 里 さきの 勝利 を爭 

はんとす る 時 は、 必 三軍の 大將 皆生擒 になる ことな 

^、勁 者 先疲者 後と は、 達者なる もの は 早く つ き、 疲 

れ 武者 は あとに さがる と 云 ことな 、其 法と は その 

つも と 云 ことなり、 達者な れ ば 先き へ ゆき 疲れた 

る は あとに さがる ゆ へ、 右の 人數 にて 十 里 さきの 利 

を宰ん とすれば、 人數三 千 七 五十 ほどなら では そ 

ろ はす、 十の もの 九つ は あとに さがる ゆ へ 、其 法 十 一 


而 至と 云、 十分 一 ならでは かけつけ ぬと 云 ことな.^、 

五十里 而 1  学， 利 則 歴= 上 將^, と 云 は、 五十里 は =1 本路 

五里ほどな..^、上將軍とは先手の大將な，9、麼とはぁ 

ながち に生擒 になら すと も、 難儀に 及び 手痛き めに 

逄ふことな.=^、是も右の 如く三萬七千五百人ぉ？千乘 

にて、 五 里 さきの 利 を 1  学へば、 先手の 大將車 難儀に 及 

ぶな り、 其 法 半 至と は 五 里 先き の 利 を^ ふ 時 は、 三ず：： 

七 千 五 百の 人數を 半分に して 其 一 つなれば、 一 萬 八 

千 七 百 ほどなら では かけつけぬ つも な.. >  と 云 意な 

り、 三十 里而？ 利 則 三分 之 一 一 至 と は、 三 里 さきの 利 

を (ラ へば、 三 _s 七 千 五 百 を 三つに 分けての 其 二つに 

て、 一 一 萬 五 千 ほどなら では かけつ け ぬ ものな りと 云 

ことなり、 されば 擒 三 將軍 とも 麼上將 軍と もな けれ 

ば、 の 法に 叶 ふなる ベ し、是故53^無輜^^则1^無 

糧食 則 IT 無 委積則 C と は、 輜 ま は 小 荷駄 を 云、 ^ 

に は 兵糧の ことに 云 へ ども、 こ 、に は 下に 兵糧の こ 

と ある ゆ へ 、陣具 衣服 軍 中 諸式の 道具 を 云べ し、 皆 小 

荷駄の 車に のす る もの なり、 糧食 はかて 食物 なれば 

兵糧な. り、 當分 入用の 兵糧 を 云べ し、 委賴 はつみた く 

は ゆる 意の 字 に て、 是も 多く 兵糧の ことに £5 ひ來り 


用 ひす、 世間 流布の 誤. 9 たる 本に 從 て 下の 5 の 字 を 

*の宇に作h^たるゅ へ、^=^義牽强附會になりたるな 


* ハ 


f 而 爭. 利 則 不. 及、 委. 軍 而 爭 

. 利 則 輜-重 捐、 

是も軍 爭の危 き 故 を 云 へ り、 擧 k 軍 と は 軍 こぞり てと 

も讀 で、 總 軍の i な， 9、 擧 y 革 而爭， 利と は、 總 軍殘ら す 

押 行て、 敵よ. = ^先き に 勝利の 場 を 得ん とするとき は、 

人 多ければ 路遲く て、 敵より 先き に 其 場へ ゆく こと 

ならぬ ものな hN と 云 意 な り、 不 及と は 追 ひ つかぬ こ 

とに て、 こ、 にて は 間に あはぬ ことなり、 遲 くて 事の 

間に合 はぬ 意な， o、 委， 軍 而爭， 利 1 云 は、 軍兵の 迹 へ 

さがる を も 構 はすす て 置く を委 軍と 云 な り、 輜重は 

小 荷駄な b  、軍 行の 遲く なると 云 は、 兵糧 小 荷駄な ど 

の やうなる 重き もの ある ゆへ な-. >  、故に 軍兵の 迹へ 

さがる を も かま はす 棄 置きて ゆく 時 は、 兵糧 小 荷駄 

ほど あとへ さが 、敵に これ を 取らる、 ゆ へ 、輜 重捐 

と 云へ- 5、 然 れば迂 直の 計 を 知ら やして、 軍举を せん 

とする 時 は、 かくの 如き 失 あ. 0 と 云 意に て、 前の 文の 
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軍 爭爲. 危 と 云 意 AJ  、かさ ねて こ、 にて 說け. 9  、 

氣故 _ 一  卷テ. 甲，^ 而氣、 曰-夜 不. 氣、 倍け 氣 

兼-行、 百-里 而爭. 利 則檎， 三將 軍； 

勁 者 先疲者 後、 其 ノ法十 一 而至、 

-1 メ  フ キ ハ  1K  ッ マック  チ  ノ 

五十里 而爭. 利 則 蹶，， 上 將 軍； 其 

法 半 至、 二十 里 而爭， 利 則 三 分 

之 二 至、 氣故軍 無，， 輜算則 亡、 無，， 

糧食， 則 亡、 無， 委積如 亡、 

是は 前の 委 ズ卓而 争. 利 と 云 意 をく りかへ して 委細に 

說け り、 卷甲而 趨と云 は、 冑を 着て は 重くて 路の はか 

ゆかぬ もの ゆ へ 、急ぐ 道に は 甲を脫 ぐな り、 m 《画の 曱 

は奰み 具足の 樣に する な .h' 、それ ゆへ 甲を脫 きて 荷 

物へ 入る、 こと を卷 甲と 云な り、 日夜 不處と は、 畫夜 

ともに 下に 居らぬ 意に て、 晝夜 二六時中 休息せ す路 

VJ あ， 9 くこと なり、 倍 と は 常 法の みちの. 0 マ：^ な 

る ことなり、 兼行と は 兼 はかぬ ると よむ、 總 じて 物 を 

一 s: 五 
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にど も、 趙 奢が 軍兵 はやこれ に陣を 取れば 叶 はす、 事 

々皆 不意に 出た る 働な れ ば、 秦の 方の 者と も 仰天す 

る處 を、 趙奢 下知し てせ め か >  、遂に 閼與 の 園み を 

解た ビ、 是 この 本文の 迂 直の 計 を 知りた る 冽證な hN、 

又鄹艾 の國へ 攻め入り し に、 劍閣の 本道 をば 蜀の 

大將 軍姜維 これ を 支 へ けれ ば、 鄹艾 わざと 陰 平と 云 

處ょ. c 七 百 里の ま は b 道 をして、 人 もな き 山中 を 通 

り、 本道の 軍兵よ..^ 先き に 成 都 へ 攻め 入 る、 是 この 

本文に 云 へ る、 ま は. 道 を 直 道に なした るな hs  、隆平 

の 道 七 百 里 は 絕壁嶮 崖 かさなり て、 たやすく 通る ベ 

き 様な し、 士卒 は 木の 根に と b 付き、 崖 をった ひ 手に 

手 を 組て 山 を 下り、 鄧艾は 毛氈に て 身 を まき 崖よ. 0 

ころび 落ち、 若干の 難處を 通り けれども、 元よ， 0 人の 

かよ はぬ 路 なれば、 敵 一 人もなかh^けh^、是患を利と 

なした る 本文の 意な. 、名將 なれば とて、 など 神仙 縮 

地の 術 を 得て、 ま はり 路 をす ぐ路 になさん や、 只爭は 

ざる を 以て 爭ふ を、 軍爭の 極意と 知る ベ し、 

故 軍- 爭 爲リ. 利、 罕爭 爲 に危、 

是 は軍爭 は 大切なる ことなる わけ を 云 へ h^、迂直の 


計 を 知た る 人、 これ をす る 時は滕 利と なる、 迂 直の 計 

を 知ら ざ る 人、 是をす る 時は危 きこと なりと 云 意な 

K 一  本に 軍 爭爲， 利、 衆 爭爲危 と あ b て、 下の 軍の 字 

を 衆の 字に 改めて あ. 9、 因て 講義に、 軍 を 分て する を 

軍 爭と云 ひ、 總 軍の こおす 赴く を 衆爭と 云、 敵と 勝利 

の場を爭て、敵ょ..^先きに是を得んとするには、人数 

を 分けて 赴く 時 は、 手輕 くして 速なる ゆへ 利 あり、 總 

軍 殘らゃ 赴く 時 は、 人 多ければ 路必； f きもの にて、 運 

き 內には 不意の 變來る ゆへ 危 しと 云 へ .9、 文 義を以 

て 云 時 は、 人數を 分つ を 軍爭と 云 ひ、 人數を 分けざる 

を 衆爭と 云と 云へ る こと 心得が た し、 取理を 以て 云 

時 は、 一 往聞 ゆる やうな れ 共、 軍爭の 極意、 あながち 

に 人數を 分る と 分けぬ に はなき ことな れ ば、 分る と 

-、 

分けぬ にて 利と なり 危 きこと 、 なると 云べ からす、 

故に 此說 信用し が た し、直解には備を立て行列を^^- 

しくす る を 軍 爭と云 ひ、 備 をた て 中 行列 もみだ ゲな 

る を 衆爭と 云と 云へ り、 字 意 も逍理 もさる ことなれ 

ども、 人數を 押す に 備をも 分け す 行列 もみだり なる 

こと、 言語 道斷 なること にて、 軍爭 ばか b に 限らぬ こ 

となれば、 此 說又從 ふべ からす、 講義 直 解 共に 古本 を 


なれ ども、 敵 も是を 取ん と し、 われ も是を 取ん とし、 

互に 1^- ふ 時 はわが す る 程の こと をば 敵 もす るな り、 

わが 行く 程の 路をば 敵 も ゆく ゆ へ、 ハ  1 術に て 云へば 

相 打の 位に て、 至て 危き J な hN  、故に ま はり 路 すぐ 路 

の 目算と 云 こと をよ く 知た る 人 は、 敵と 爭 はぬ 場 を 

行くな b  、敵に は 直 道 を 行く こと をば 知らす、 外に 又 

敵の 好む こと を あてが ひ て、 敵の 心 を それへ 取.. >涯 

く時は、たとひ敵は^5-道をゅき て もゎれょ，.^遲くな 

るなh^、故に是をまは，^^道を直道にする計とも云ひ、 

ま は， 0 道 すぐみちの 目算 をよ く 知た ると も 云 な り， 

まして 引 違へ て 敵の 思 ひがけぬ 直 道 を ゆく 時 は、 皆 

敵の 不意なる ゆ へ 、敵 はわれ を 神 通の 如く 思 ふべ し、 

畢竟 敵と 5^ ひの なき 場 を 以て 爭 ふこ と を、 孫子が 極 

意と すると 兒る べし、 昔 戰國の 時分、 秦の國 より 韓の 

國を 伐ち、 闕與と 云 城 を^み、 危か hv け れ ば、 13； より 

趙の國 へ 後 詰 を 乞け り、 趙 王より 趙 奢と 云 もの を將 

軍と して 、闕與 の 後 詰 を させけ るに 、趙奢 命 を 承り て 

趙 のみや こ邯郸 を發 足し、 二十 里 ゆきて 陣を 取り、 軍 

中 へ 中し 渡す や う は、 此 たび 趙奢 命 を 承て 大將軍 

と な hs  、第 勢 を 引率す る 上 は、 懸るも 引く も趙 奢が 心 


のま なれば、 何事に よらす 諫言 を 申した らん をば、 

斬罪に 處 せんと 下知す、 三十 里 は n 本の 三 里 ほど；： > 

b  、秦の 方に は 趙奢後 詰に 來 ると 聞て、 趙の國 の 持ち 

の武 安城の 西に 陣を 取 る、 金 太鼓の 聲 すさまじく 武 

安城の 內の屋 ともまで 其 響に 震動 せ b 、武 安城より 

もこの よしを 趙 奢に 吿 けれ ども、 趙奢 さらに 取り合 

す、 軍 中 の も OS こらえ かね、 武 安の 後 詰 はなすべき こ 

とな.=^と諫めければ、趙奢立ち處に斬罪に*し付け、 

閼與の 方へ も發 足せす、 廿八 nn まで 逗留し 、あまつ さ 

へ 陣處に 要害 を 構へ、 陣 城の やう！： 支度し、 さらに 闕 

與へ 赴く ベ き 檨に見 え す、 然る a へ 秦の國 の 間の 者 

來 りければ、 趙奢 これ を 知て よく 馳走して やりけ り、 

秦の 方に て是 をき 、趙奢 はな かく 閼與へ 後 詰 を 

すべき 心に て はなしと 思 ひけ，. >  、趙奢 は 問の 者の 歸る 

といな や 旗 を も卷 き、 士卒 甲 を もぬ がせて、 闘 與の方 

へ 間道 を 通り、 急き て 二 曰 一夜に 到着し、 關與 城の 手 

前 五十 に陣を 取る、 ir 本の 五 里 ほどな り、 秦の 方よ 

,0 驚きて この 押 へ に 向 ひ 5::- れ ば、 趙奢は 引ら が へ 兵 

萬 人 を 開與 城の 北-山へ 上け させ た 、くつき やうの 

要害 なれば、 秦の 方よりも この 北山へ 取 上ん としけ 
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やして はやく 勝利 を 取る こと はならぬ こと なり、 さ 

れば 遠路 を 近路と なし、 患 を 利と する こと は、 誠に 神 

通 妙 用に 非 すん ばな b 難き ことなりと 云 意 な b  、こ 

の 以&, 5 爲， 利と 云 は、 以迁爲 直と 同じ こと な り、 ま は 

b 逮き路 を ゆけば、 敵より 先き に 其 場に 至る ことな 

らす、 中途 を 敵に うたれ などす る こ ともあれば、 是即 

患な り、 其 ま はり 遠き 路を 近く 取 用 ひ て 直路と なし、 

敵に 知らせす、 敵よ， 0 先き に 其 場に 至る 時 は 、我が 

勝利と なる によりて、 是悤を 以て 利と するな. 9、 此段 

を 杜牧が 注に は、 遠路 へ 赴ん と 思 ふ 時 は、 近處 へ 働て 

見せて、 敵に 近 處と思 はせ 置て、 吾 は 引 違 へ て 遠路 へ 

働く こと を以， 迂爲 と 云、 遠路 へ 赴く べき こと を 敵 

に 知らる、 時 は 患 あれ ど も、 如此 する 時 は 吾が 利と 

なる ゆ へ 、以， 患爲， 利と 云 意に 見 た -^、 此說の 如くな 

れば 遠近と 云べき ことな. -、 本文に 以 爲 と は 云 

すして、 以迂爲 直と 云 たれば、 此說穩 かなら す、 迂直 

と 云 はや はり 同處へ 行に、 ま は h- 道と すぐ 道 と ある 

ことな， OS  、遠近と は 別な り、 

ラ -1 . クテ ノ  ヲ  クニ  チ  シ チレ テ  I 一  シ 

♦ 故 迂，， 其 塗， 而 誘. 之 以. 利、 後. 人 發 


.  1 四 二 

4^: 人ぎ 知>」 直ノ之 計： も 也、 

是は 上に 以 爲 ^ 直以 爲 y 利と 云 へ る、 其 ま は.. -路 

を 直路に なし、 患 を 利に する は 如何様に してす るぞ 

と 云、 其 化 欉を說 けり、 故 はわ ざと 詞 なり、 其 塗 

と は 我がと ほる 路を 云.、 直路 を ゆくべく 思  >ュ 時 は、 わ 

ざとゎが通る塗をばまは^^路をゅくゃぅに し て、 敵 

に 油斷を さする ことな 、之と は 敵 を す、 敵に 小利 

を與へ て 誘む き たぶらか し て、 敵の われに 心 を とら 

れて、 我が 間道よ b ゆく に 氣 のっかぬ 様に する こと 

なり、 後. 人發と は、 敵より 跡に 發足 する こと なり、 

先， 人 至と は 敵より 先き に 其 場に ゆきつく ことなり、 

a 直 之 計と はま はりみ ち 直路 の 目算な り、 右の 如く 

間道よ. 0 直路 を 打て、 勝利の 場 を 取ん と 思 ふ 時 は、 わ 

さ，. S (^ま は b 路を ゆきて 敵に 油斷を さ せ、 敵に 小利 

を與 へて、 敵の 心 を ひきとめ て、 敵の 知らす^ えぬ 

様に する 時 は 、敵より 後に 發 足しても、 敵よ，^ 先き に 

ゆきつくな り、 これ はま は り 路 すぐ 路の 目算 をよ く 

知た る もの、 する ことな， 0 と 云 意 な b  、總 じて 軍爭 

の篇は 敵と^,^ 攀て 敵より 先き に 其 場へ ゆく こと 


鄭司 農が 注に、 軍門 を 和と すと 云へ り、 古 は旌を 立て 

て陣 小屋の 門と す、 軍兵 上下 一 和す る こと を 欲する 

ゅへ、和門と名っけたることなh^、交和とは和を交ゅ 

ると 云義 なる ゆ へ 、敵 も 和 門 を 立て、 味方 も 和 門 を 立 

る 意に て、 對陣 する こと を 云な 、舍 すと はや どると 

讀て、 陣屋 を 取り 其處に 宿す る こと を 云な り、 されば 

總 じて 軍 をす る 作 法 は、 總大將 たる もの 君命 を 受け 

て、 大勢の 軍兵 を あつめ、 手 を 分け 備を 組む よ b  、敵 

味方 對陣 する に 一至る まで、 皆容 易なる ことに は 非 

れ ども、 軍爭の 一 事な かんづく むづ かしき ことなり、 

故に 莫， 難， 於軍爭 一と 云 へ るな 、賈 林が 注に は、 交 和 

而舍 すと 云 を、 士 衆交雜 和合 而 止と 云 へ， o、 士 はさ ふ 

らひ衆 は雜人 な b  、さ ふら ひも 雑人 も 入， 0 まざ h> て 

居る と 云 意に 見たり、 是衆心 一 致しが たき ゆ へ 、勝利 

を爭 ふこと 難き ことな hvi 云 意な り、 衆の 心 一 致せ 

ざれば、 計 も そろ はす、 手 もま わらぬ もの ゆ へ、 手ば 

やき わざ はなし 難き 道理 な り、 一 旦閒 ゆる 樣 なる 說 

なれ ども、 本文 は 交 和 而舍と あれば、 士衆 ともに 一 和 

ん たる ことに ならでは 見られぬな， o、 又 張預が 1 說 

に、 上下 一 和せ すん ば陣を 取る ベ からす、 上 下 交.^ 和 


睦 して 陣を 取る ベ. しとい つて、 吳子 の內の 不. 和， 於 

國； 不^, 以出 fe. 、不 fe, 於 軍； 不， 可， 以出际 と 云 語 を 引 

けり、 是は 陣取ば か， 0 に 限りた る に 非れば、^ ひが 

た- f 莫難於 箪爭と 云 を曹 操が 注 に 、從 。始受 7 命 至， 於 

交 和 1 軍爭難 也と 云へ り、 軍爭は 出陣す るよ， り、 對陣 

までの 內に 根，. >  たる ことに 非 れ ば、、 此說 亦從ふ ベ か 

らす、 張 預が說 に は、 與， 人相 對而 爭， 利 天下 之 至難 也 

と 云へ り、 軍爭は 對陣の 時ば か， 9 に 限た る ことに 非 

す、 是亦從 ふべ からす、 

軍， 爭 之 難 者、 以. 9;! 爲 k 、以. 患 爲 

ト 

レ禾 

是は 軍爭の 容易なる ことに 非る わけ を 云 へ . ^、迂 と 

はま は- 9 路の ことな， OS  、直 はすぐ 路 のこと な，.： >  、患は 

味方の 患 炎になる こと を 云 な ^、利 は * 方の 勝利に 

なること を 云 な -9、 軍爭の 容易なら ぬと 云 は 何故な 

れば、 路 のま は 逮 にて、 はる と 日 數を經 て ゆく 

所 を も、 この 方の 取 用 ひ やうに て、 近路す ぐ路 とな 

し、 わが 患 ひ 害と な る こと をも變 じて 勝利と なさ > 

れば、 敵と 爭て 敵よ.. >  先 きに 其 場に 至り、 敵に 知らせ 
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されば 土に 値 ふ 時 は 木 か て で も 金に あ へ ば まくる、 

金 は 木に 値 へ ば 勝 て ども 火に 値 へ ば まくる なれば、 

天地の 間 定まりた る 勝 はなし、 故に 五行 無， 常勝 一と 云 

へり、 四時 は * 夏 秋 冬なら、 泰 は 木の 旺？$ -の位 なり、 

夏 は 火の 旺 分の 位な り、 秋 は 金の 旺 分の 位な， 9、 冬 は 

水の旺分の位な，.^、土用は土の旺分の位な.=^、旺する 

もの は必 ほろび、 盛んなる もの は、^ 衰ふ、 天地の 間 は 

たと へば 糾 へる 繩の 如し、 下なる が 上と なり、 上なる 

が 下と なる、 勢强 きも 弱む 所 あり、 負けた る 中に も 勝 

つ 所 あ， o、 よく 此 道理に 通 徹する 時 は、 勝 あらやと 云 

ことなく、 負 あらやと 云 ことなし、 冬 夏に よ， 0 日の 短 

長 あり、 望と 晦は 月の 生死な .9" よく 造化の 道 を會 

し 、消長、 進退、 盈虛 の 狸 を會 得し て 、 兵家 の 妙 處に至 

るべき ことな， CN  、深く 眛 へ て、 虛實を 掌に 握るべし と 

軍 爭第七 

軍爭は 軍の 爭 な h^、軍の爭と云は勝利AO爭ふ こ 

とな，.^、勝利を爭ふと云は、土地兵賴其外何にて 
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も、 敵が 得れば 敵の 勝利と な. -、 味方が 得れば 味 

方の 勝利と なる 肝要なる もの を ば、 敵に 取られ 

ぬ先に、この方ょ.h^まづ是を取るこlJなり、或は 

f 敵より この 方へ 取 かけ 來 る に、 われ は 引ち が へ 

て 敵の 本 城 を攻取 る 類、 皆 敵に 知らせぬ 檨 にし 

て、 時刻 を爭 ひ、 神速なる をよ し と す、 大抵 この 

類に 軍爭と 云 こと あるな. o、 

孫 子 曰、 凡 用. 丘へ 之 法、 將 受 1 命，^ 於 

君： 合. 軍 テ聚. 衆、 交-和 而 舍 、莫. 難， 於 

W き 

此篇 に軍爭 のこと を 說 くべき た め、 こ に ま づ軍争 

の殊の ほかにし に く き、 むつ かしき ことなる こと を 

云 へ..^、 凡 用 レ兵之 法 と は、 總し て 軍 をす る 作法と 云 

ことなり、 將受， 命 於 君, と は、 將は 總大. 將な. o、 れは主 

君な，.^、總大將たるもの主君の命<=lを承，c>て、軍の總 

大 將に備 はる ことな. 0-、 合軍聚 * と は 軍兵 を 組合せ、 

大勢の衆をぁっめ、手配を•することな，..^、交和而舍と 

は、 和 は 軍門な 、周. 趦 に 以， 旌爲， 左右 和 門， と あ.^、 


と あれば 無形に 非す、 無形 を 以て 勝つ ゆへ、 皮々 同じ 

計 を 用る ことなくして、 敵の 形 に應 じて 窮り なき 妙 

用 を發 すると 云 意な り、 

夫 兵 形 象. 水 _ 、水ノ Z 形 避. 高ぽ ：趨ク 

卞、 兵 之 形 避. 實 而 擊， 虛、 

無形の 妙 ® を 、喻を 設けて 明せ る ゆへ、 語の 端 を更め 

て發 語の 詞を 置け り、 兵 形象. 水 と は喩へ なり、 合戰 

の 道 は 無形な. 9、 た と へ て 云 は ^水の 無形なる 如し 

と 云 意な り、 さ れ ども 水 は 地形の 高き 處を さけて ひ 

き、 >  方へ おもむく、 その 如く 合 戰の道 は 敵の 實をさ 

けて 虛を うつ、 兵 も 水 も 形な し I 云へ ども、 是 その 一 

定 したる きっかけな り、 

 尹 -I  スレヲ  テニ  スチ 

水 因. 地 而 制. 流、 兵 因. 敵 而 制， 勝、 

水 は 束 へ な b とも 西 へな りと も、 南 へ なりと も 北 へ 

なりと も、 其 地形に よりて 流る 、 な b  、制， 流と は 制 

, 勝 と 云へ る 制の 字 を か， 9 て、 水と 對 待して 云た る詞 

なり、 制の 字に 義理な しと 知るべし、 兵 又 水の 如く 敵 

の 形に よ h- て、 それ <\- に 勝利 を 制作す、 敵の 形 さま 
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ざま なれば、 勝利の 道 もさ ま  、な， り、 もと 一 定 した 

る 勝ち はなき と 云 意な り、. 

故 兵 抵^ 勢； 氣 Mi 軋 形： 

右の 如なる 道理 ゆへ、 合戰の 道に 定まりた る 勢 ひな 

く、水に定まh^たる形なしと云意なb、勢ひと云も形 

のこと なり、 備 立の 上に て云詞 なり、 

能 因. 敵 變 化、 而 取き.^ 者 謂，， 之 "神 j 

よく 敵に 隨て 此方， つ 翻 化して、 一 定 したる， i なく、 そ 

れ ぐ 敵の 上に 自然と 備 りて ある 勝利 を 取 る は、 無 

形の 位よ 出る J にて、 一 襄も 作り こしら へたる も 

のに 非る ゆへ、 敵 も はかる こと 能 はす、 是を 神妙 不測 

の 作用と 云 ベければ、 謂 之 神と 云 へ り、 

故 五-行 無，， 常ノ 勝； 四-時- 麵， 常，^ 位； 日- 

有， 短 長； 月 有，， 死 生： 

これ は 天地 自然の 道理に 引合せ て、 勝 ft の 至理を 明 

せり、 五行 は 木 火 土 金 水な， CS  、木 は 土に 勝ち、 土 は 水 

に 勝ち、 水 は 火 は 勝ち、 火 は 金に 勝ち、 佥 又木に 勝つ、 
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方の 形 を も 兼て 云 べし、 味方 無形な りと 云 へ ども、 大 

軍に は大 軍の 形、 小勢に は 小勢の 形、 攻 るに は攻る 

形、 守る に は 守 る 形、 又 地形に 付て それぐ の 形 あ 

り、 此皆 自然に 具足した る 形な 、かくの 如く 敵 味方 

に 自然の 形 あり、 無形なる 人 は 別に 形 を こしら ゆる 

ことなし、 敵 味方 それぐ の 自然の 形の 上に つきて、 

敵の 形 をと hs ひしぐな，^、 措 勝 於 衆と は、 衆 は 味方の 

軍兵な り、 措と はくばり S きも.. CN つくる ことなり、 泶 

方の 軍兵に それ それに これ はかく せ よ、 彼れ は 何と 

せよ と、 合 圆 約束 を わり 付る を、 勝利 を 士卒に くば 

S きもり つくる と 云 意に て、 措滕於 * と 云、 され ども 

士卒 は如此 して 何の 益 になる と 云 こと を 知らぬ ゆ 

へ、 衆 不能 知と 云 へ 、味方の 知る こと は 敵 も 知る、 

眛 方の 知らぬ こと は 敵 も 知 こと 能 は す、 たと へ ば韓 

信が 囊沙の 計の 時、 眛 方の 軍兵に 下知して、 ふくろに 

入れた る 兵 親 をす て さ せ、 その 囊の內 へ 砂 を 入れさ 

せて、 士卒 何故と 云 こと を 知ら す、 韓信を 怪しめ ど 

も、 大將の 命 なれば その 通りに したる が 如し、 かくの 

如く 敵眯 方の 自然の 形に よ て、 自然の 勝利 を 得る 

こと、 一 點の私なき處にて、無形の妙msなh^、深く* 
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ふべ し、 

人 皆 知. 我 所边 ノ駁， 之 形， J 而 莫： 知； 

吾 所 & 制， 勝 之 形； 

これ は 上の 衆不， ，知と 云へ るに 付て、 く  か へして 

云へ，^、 人 は 一 切の 人な り、 人^ 知， 我 所。 以勝， 之 形， と 

は あとの た び は 背 水に て 勝たり、 このたび は 囊沙に 

て 勝たり と、 其 勝た る 形 を ば 人 皆 これ を 知るな り、 

而莫， 知 T 吾 所- 以制 勝 之 形. -と は、 制勝と 云 は 勝利 を 制 

作す るな り 、勝利 を 制作す る.. J は、 勝利 を の 胸中よ 

- .9 つくり 出す ことなり、 何故 にこの たび は 囊沙の 計 

を 用 ひ、 何故に あとのた び は 背 水の 計 を 用た ると 云 

こと をば、 人 皆 知らぬ と 云 意な り、 何 ゆへ に 知らぬな 

れば、 無形の 位なる ゆへ なり、 

故 其. 戰 勝 不 、而 鹰 形- 於 無- 窮ー 

戰 勝不. 復と は、 一 度戰 勝ちた る 計 を 又 用る と 云 こ 

と はなき なり、 應っ形 於 無窮 一と は、 敵の 形に 應 じて 勝 

利の 道 さま A  、とか は， 0 て、 窮り つくる MJ なしと 云 

意な り、 如此 する 時 は 勝利 を 得る と 云 ふ、 窮. 0 たる こ - 


ろ遂に眞の形とな..^て、敵に勝を取らるべし、譬へば 

劍術 にさ まぐ の 表裡を 以 て、 敵 を 動かさん とする 

時、 無形なる 場に よく 叶 ひたる 人に 値 ふ 時 は、 その 表 

裡を する 太刀、 むだ ことになるの みならす、 表裡を す 

る 所に 過ち あ. y て、 この 過ちに かたる か 如し、 故に 

形 兵の 至極 は、 必 無 形の 場に 至ら ざれば 至極に 非す 

と 云 へ >  、それ 無形 なる 時 は、 われ に 伺 ふ ベ き 形な 

し、 われに 伺 ふ ベ き 形な けれども、 軍 は 勝負 を專 とす 

る もの ゆ へ 、敵の 勝ん とする 意より、 吾に なき 種々 の 

形 を 敵の 服 花に て 見て、 その 眼 花の 形に つきて、 敵に 

形出來 るな り、 敵に 形の 出來 ると ころ、 卽 敵の 肷 北の 

所な 、この 意 を 施 子 美 も、 吾雖， 不， 形， 之、 而 彼且以 

へお ノ 形と 云 へ. -、 然れば 無形 は 敵に 形す るの 至極な 

り、 兵の 極 妙 これに 超る ことなし、 故に これよ hN 篇の 

終まで 皆 この 意な ，9、 

無. 形、 則 深-間 不. 能. 窺、 智-者 不. 能 

レ謀、 


これ は 上に 無形の こと を 云 へる に 付 て、 是を 賛嘆し 

て 云へ り、 深 問と は 軍に すつ ば を 入れて、 敵 を 伺 ふ を 


間と 云、 然れ ども 間の 極意 はすつ ばの ものば か. o- に 

限らす、 孫子の 內 にも、 用 間の 篇ぁ， 9、 深間 はふ かき 

間な 、形な き處 によく 叶 ひたる 將を ば、 何 ほと 深き 

間な とも、 これ を 窺 ひ はかる こと 能 はす、 敵に 如何 

程の 智者 あり I も、 勝つ べき 謀 を 運す こと 能 はぬ と 

云 意な b  、まことに 人 周 身の 防を備 ふと 云 も、 無形 

の ふせぎな， 9、 邵康 節の 一念 不^ 處、 鬼神 奠， 得， 窺と 

云 ひ、 禪 家に 魔 外 伺 無 fe: と 云 へ る も、 皆 この 無形の 

位な b  、され ども 無形 は圓 形な，.^、 圓 形は實 な り、 形 

名分 數奇 正の 法よ く 練 熟せす ん ば、 この さか ひに 至 

b 難 けん、 たと へ ば 四角なる もの、 角 をお ろせ は 八 

角な 、八 角なる もの 、角 をお ろせ は 十六 角な り、 又 

その 角 を とれば 三十 一 一角な り、 それよ. 0 六十 四角、 そ 

れ より 百 二十 八 角、 だんく に 角 を 取れ は 後に 一 つ 

の圓 形と なる、 圓形ぼ 角な く？ - て全體 みな 角な， 、空 

理を談 じ て、 趙 括が 徒らに 父の 書を讀 める 類に 陷る 

ことな かれ、 

R 形 而 £ 跣 於 氣； 衆 不. 能. 坏 

これ 無形の 用處を 云、 因， 形と は 形 は 敵の 形 な り、 味 
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故に 此 段の 計 は 人數を 以て 直に 敵の 備を あて、 見る 

なり、 是を 角と 云、 これにて 敵の 備の內 に て、 何れの 

手がっょき、何れの手がょはきと云こと知る /-な，.^、 

或は 强き處 より 攻めく づ し、 或はよ はき 處ょり 攻め 

くづ す、 この 策、 作、 形、 角の 四つ に て、 敵の 虛實を は 

か る 時 は、 掌 を 指す 如く 知る  >  ことなり、 たと へ ば 翳 

師の疾 を 察する に、 望、 聞、 問、 切の 四 を 以て 其 疾の情 

を 知る が 如し、 昔 後漢の 光武 王莽を 退治し 玉 ふ 時、 み 

づ から 三千の 兵 を 以て、 王 莽 が 方の 總大將 王 尋王邑 

が 中 軍の 備を 犯して、 敵の 有餘を 知.^ 玉 ふこと あり、 

又晉の 世に 謝 支と 云 大將、 劉牢 之と 云 者に 五 千の 兵 

を與 へ、 洛澗と 云處 にて 苻秦 の備を あて、、 其 手の 大 

將梁成 を 討 取り、 敵の 不足 をし，.^ たる 類、 此 段の 意な 

り、 此 角の 字 を 曹 操、 李签、 杜牧、 梅 堯臣、 張預 はは か 

ると よめり、 劉 寅 この 諸說を 譏て、  < 川の 字 を はかる と 

よむ こと 本據 なしと 云へ り、 月 令！！！ 仲春 角-斗 甬, と あ 

れば、 本據 なしと は 云べ からす、 され ども 敵 味方 を は 

か， 0 くらぶ る は、 前に 云 へ る 策の はか.. > の 上に て濟 

たる ゆへ、 從 ふべ からす、 劉 寅 又 左 傅の 左 右 角 

, 之と 云 文 を 引て 、軍の 左右 角を以 て、 敵の 備を あつ 


る こと  > 云へ， C  、左右 角と 云 は、 同く 左傳 の范宣 子が 

語に、 軍 をす る を 鹿 を 捕 ふるに たと へて、 掎る 角と る 

と 云 こと あ hs  、それ は 鹿の 足 を 取， OS  、角 を 取て 捕る 如 

く、 軍に 左右の 備を 立 て、 橫を 入れて 勝つ ことなり、 

我が 人数 を 以て 敵 を あて 5、 敵の 強弱 を 知る こと は、 

t よ， 0 も あつ べし、 後よりも あつ べし、 橫 よりあつ る 

に 限る ベから ざれば、 劉 寅が この 說、 又從 ふべ から 

す、 

故 形. 丘へ 之 極、 至，， 於き 形、 

右に 策、 作、 形、 角の 四の. はか b を 說け. 9、 是 細かに わ 

くる 時 は 四つ なれ ど も、 羅竟 この 方の 兵に 形 を こし 

ら へて、 敵 に 伺 はする 樣に し て 、敵の 形 を 引出す 術な 

るに よりて、 i に は 形 兵と 云 二字に て、 上の 策 作 形 

角の 四 をす ベく、 りて 云へ り、 形 兵 之 極 至， 於 無， 形と 

云 は、 右の 如く さま <\- と 味方の 形 を こしら へ 、敵に 

伺 はる /-檫 にして、 敵の 形 を 引出す こと、 無形なる 場 

に 叶 はすん ばなる まじき こと な 、無形なる 場に 叶 

はすして、 敵 を はかる. ベ き 爲に僞 て 手前に 形 を こし 

ら へば、 無形なる 敵に 値 ふ 時、 其 形 を こしら ゆると こ 


るべき て だ て を 得す、 伺 ふ ベ き 形 を あ ら はす 時 は、 敵 

これに 取り付て 手當て をな す もの な り、 是を 以て 敵 

の 死生の 地 を 知る MJ な り、 死生 之 地， と は こ に てう 

てば 苑地 二て、 敵のう たる、 場な り、 こ 、にて うてば 

生地に て、 敵のう たれぬ 場な 、又 事に よ て 死地に 

て 却て 生き、 生地に て 却て 死す る こと も あり、 とかく 

此方より 示す 形に のる 所に、 敵の 形 あら はる  ゆへ、 

J 敵の 生死 分明に わかる、 こと な ，5、 是を 死生の 地 を 

知る と 云な. 9、 上の 作 之と 一ぶ にて、 勸 かぬ 敵 は 智將な 

.rr' 、され ども 手前 を 無 形 にして 伺 ふ ベ き 所な き 様に 

して 居れば、 勝負の さか ひ 分れ や、 又 かたの 如の 智將 

は、 必 敵の 變を 待つ ものなる ゆへ、 此方よ， 9 わざと 伺 

はる 、形 を こしらえて、 撃つ べき 虛を あら はす 時 は、 

必是を まことの 虛と 思て、 是に のる こと 治定 なり、 こ 

、にて 敵の 生死 分 るれ ど も、 人 は 地 を 離れて 働く こ 

，こなら す、 合 戰も地 を 土臺に し て 士卒に 地の 上 を は 

こばせ て戰 はする こと な り、 敵 かたの 如く 智將 なれ 

ば、たとひ此方の虛を見てそれにの..^た.=^とも、分數 

形 名 調 ほりた る備 をば 、是を 撃つ ともた やすく 勝利 

を 得が たし、 唯 地形のと hs やうに て、 こ、 にて うてば 
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必 敵の 敗る 、 と 云 繭 あ . り 、故に 本文に 死生の 地 を 知 

ると 云た るな り、 地の 字に 意 をつ けて 見る べし、 合戦 

の專耍とする所なh^、陳峰、孟氏、賈林、梅堯HWが注に 

は、 形と 云 を 敵の 形と 見たり、 文 義穩な らす、 前後の 

文例と も 違 ふ、 從ふ ベ からす、 

之-ぎ 知 1 有- 餘 不- 足ビ氣 

之と は 敵な り、 角の 字 は 漢書の 律歷 志に、 角は觸 也と 

注し て、 ものに ふれさ はる こ， こなり、 これに ふる /'と 

は、 人數を 以て 敵 を 一 あて あて 、見る な 、苻餘 は 

ぁまりぁりとょみ て、っょき^な，•^、不足はたらすと 

よみてよ はき ことなり、 前の 如く 軍 を 出さ  > る 前に、 

五 事 七 計 を 以て これ を 策...' て、 敵 味方の 得失 を 知 b  、 

敵に 失 多く 味方に 得 多き 時 は 軍に 及ぶ、 是策 なり、 其 

後 敵 を 動かして 見る を 作と 云 ひ、 手前に うたる 、こ 

と を こしら へ て 見す る を 形 と 云、 それに ものらぬ 敵 

は、 智謀 深き 敵將 にて、 たやすく 勝ち 難し、 され ども 

智謀 深 けれども 武 男の たらぬ こと あ り、 將の 武勇 あ 

ま.. >  あれ ども、 士卒の 武房 たらぬ こと ゐり、 士卒 武勇 

なり とても、 總軍 あま ねく 武勇な る こと を 得が たし、 

!B i I  ^ — r, 「ヨ气 — 
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樣は 如何様に 勸 くと 云を以 て、 其 軍 かたぎの 筋 を 知 

ると 云 意な b  、右の 策， 之而知 一一 得失 之 計 一と 云 は、 軍 を 

起さ. V る 前に、 この 方 にて 料簡 を 以て 敵 を はかるな 

り、 此段は 旣に軍 を 起して 後、 敵へ 何事 にても しかけ 

て、 敵 を 引 動かす こと を IK へば、 上の 段よ..^ は 又 一 重 

親切なる はか.^ 樣 なり？ 杜牧 張預が 注に は、 作の 字 を 

激 作の 意に 見て、 敵將 をせ かせて、 其 怒，^ の 動き を 見 

る こと、 云へ り、 怒り も 敵の 動きの 一 つなれば、 非說 

と は 云 ひ 難 けれども、 事せば き說 なり、 直 解に は吳子 

が 語 を 擧て此 段の 例證 とせり、 吳 子が 語の 意 は、 輕き 

もの  武勇なる に 人數を あつ け て 敵に と， 9 かけ、 僞 

り 引て 敵 を こ、 ろみん に、 敵の か 、.9 來る てい、 坐 作 

の 節 をた が へや、 法 令 正しく、 北る を 追へ 共 靜に追 

て 長 追せ す、 利 を 見ても 見ぬ ふ..^を す る 敵 は 智將な 

り、 備 さはぎ 立ちて 人聲 やかましく、 旗亂れ 士卒ば & 

くになり、 眛 方の 北る を 見て は 足 を 限りに 追討ん 

とし、 利 を 見て 迷 ふ は愚將 なりと 云へ. CS  、是も 敵の 勸 

きを 晃る 一 術な り、 又 張 預は晉 の 文 公 楚國と 取合の 

あ， 0 し 時、 楚國の 使者 宛 * を 留めて 反さす して、 楚國 


たる こと、 孔 明か 婦人の 装束 を 仲 達に 贈. 0 たれ ども、 

仲 達 腹 立ざる こと を、 此 段の 例證 とす、 是等も 敵 を 動 

がす 一 術な，. > と 知る ベ し、 李筌が 注に は、 作の 字 を 候 

の 字に 作る、 候の 字 はう か  > ふとよ む、 雲氣. 風 鳥 を 候 

ふて 吉凶 を 察する こと 上 K へり、 賈林王 晳も候 ふと 

見た. >  、され ども 作の 字の 意味 深き に は 劣るべし、 張 

賁が 本に は、 作の 字 を詐の 字に 作る、 詐 はいつ はると 

讀て敵 をた ば かる ことなり、 是 にても 通 すれ ども、 

上の 動 靜之理 と 云に かけて 見る 時 は、 作の 字 まされ 

形： 之 ぼ 知， 死生 ノ之 地ゾ 

之と は 敵 を 指し て 云、 形す ると は 我が 形 を 敵に 示す 

ことなり、 わが 形と は、 何 にても 此方の すきま を 敵 

の 伺 ひ はかる 所 ある を 云、 或は 强く 見せ、 或は 弱く  》^ 

せ、 或は 多勢に 見せ、 或は 小勢に 見 せ、 或は 人 數を分 

て 見せ、 或は 合せて み せ、或は^2-へ働くべくみせ、或 

は 西 ,、 働く ベ く E せ、 こ  >  よ h-, 淡ら ば 被らる ベ し、 あ 

そこより 攻めば せめと る ベ しと 云 やうなる 所の、 あ 

ら はれ 見 ゆる を 形す る と 云、 伺 ふ べき 形なければ 破 


かり 難し、 下 計 を 出さば、 枕 を 高 く.， -て 臥し 玉へ と 云 

へ..^、高祖ぃかゃぅなるを 上計 中 計 下 計と 分つ やと 

問 玉 ふ、 薛 公が 曰く、 黥 布 柬は吳 國を攻 取. -、 西は楚 

國を攻 取 、齊 ® を 一 つに して、 燕 趙の國 々へ 廻文 を 

遺 b 一  味せ しめ、 吾が 居城 を 固く 守ん は 上計な. 9、 東 

は吳 國を攻 取り、 西は楚 阈を攻 取り、 韓魏 ニ國を 一 つ 

にして、 敖 倉と 云 へ る 天下の 兵糧 を 積た る處を 奪て、 

こ、 にたて 籠. y  、成 阜と云 へる 要害の 口 を 塞ん は 中 

奸な.c^、柬は吳國ケ-攻取..^、西は下蔡を攻取，9、財寳 

を 越國へ 運び、 其 身 は 長 沙へ引 入ん は 下 計な りと 答 

たり、 高祖 重ねて 問 ふ、 鯨 布が 計 右の 上計 中 計 下 計の 

三つの 內 にて は、 何れに て か あらんす ら んと ありけ 

れば、 薛公、 黥 布 は元來 いやしき もの なれば 料簡 卑劣 

な. b  、下 計 を 出さん と 云け る、 果して その はかりし 

如くな， 9 き、 又 南北朝の 時分、 西魏の 帝より 于 謹と 云 

大將を 遣して、 南朝の 帝 梁の 元 帝 を、 江 陵と 云處 にて 

攻 ける 時、 于謹 はかりて 曰く、 元 帝 江 陵 を 打 す て、 南 

朝 代々 の 都 丹 陽 へ 入 b 玉 は  >  上策 な . ^、居 民 を 江 陵 

城 へ こめて、 後 詰 を 待 玉 はい 中 策な り、 江 陵の 旁ら に 

羅郭と 云 へ る 要害 あり、 小 城な b  、これに 籠らば 下策 


な. o、 然るに 江 陵の 民 ども 處を 移す こと を 難儀に 思 

ふ ベ し、 元 帝 又 懦弱に て、 决斷 なき 人 なれば、 下策 を 用 

ひら べしと計，.=^け る に、 して その 如くな、 りし こ 

と あ 、又 石 勒と云 1- ひすの 大將、 劉 曜が洛 陽 城に あ 

,0 ける を攻 ると て、 劉曜成 阜の耍 害へ 人数 を 出さば 

上策な り、 洛 水の 川ば たに 人數を 出さば 中 策な.^、 や 

はり 洛陽 城に こもらば 下策な， y と はかりけ る に、 劉 

曜洛陽 城に こも.^ て、 遂に 石勒に 殺された る こと あ 

り、 總 じて 古今の 名將、 敵の 得失 を 計 h ノし こと 多き 中 

に、 直 解 開 宗に此 三つ を擧 て、 後來の 手本と せ， 9、 

ォ d 之ぎ 知， 動靜， 之 理チ； 

之と は 敵 を さして 云、 作 こすと は 杜佑劉 寅が 說 何 

にても 此方よ- 9 敵に しか けて、 敵のう ごき を 見る こ 

とな^^と云 へ り、 され ども 兩 說 ともに 作 爲の義 に 見 

た，^、 今 は 作興の 義に 見て よく 通す るな り、 勸は うご 

くな，.^、 靜は しづかな と讀 て、 動かぬ ことなり、 理 

は 情理な，. >  と 注せる 字な り、 情 はかた ぎ理 はす ぢめ 

な- 9、 軍 かたぎの すぢを 云な..^、 敵 へ 何事 に て もし 

かけて 敵 を 引 起し、 敵が それに 動く か 動かぬ か、 勸き 
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是は上 を 結びた る詞 なり、 勝 可， 爲 也 と はノ 敵に か つ 

こと は 自由に 吾が 心 ま になる ことなりと 云 ことな 

り、 右の 如く 多勢 も 用に た、 ぬ もの ゆ へ "越國 の 軍兵 

多勢 なれ ども、 是に滕 つ こと は、 なるほど 自由になる 

ことなりと 云 意な，.^、 前の 軍 形篇に は 勝 可 k 知、 而不 

y 可， 爲と 云へ，.^、 この 文と 相違の やう な り 、軍 形篇の 

意 は、 ひろく 軍 理を說 て、 敵に， かたれぬ 道 を、 軍の 本 

とする こと を說 け.^、 此 本文 は 致 人の 術に て、 敵 を わ 

が 自由に 使 ふ 道を說 ける な り、 文の 主意 谷 別なる ゆ 

へ 相違せ る やうな り、 さ れ ども 軍 形 篇に勝 可 知而不 

可 爲と云 へ る 道理 を會 得す れ ば、 此 本文に 云 へ る 如 

く、 勝 はこの 方の 自由になる ことなりと 知る べし、 敵 

雖，衆可^^ぉ、〔.鬪とは、敵たとひ多勢な，^^と云とも、其 

多勢の 取 兵が、 わ れ と戰 ふこ. とのなら ぬ樣 になる こ 

とな b と 云 意な.^、 上の 文に 云 へ る 如く 、偽の 形を以 

て 敵 を 使 ひて 敵に 備を 分けさせ、 其虛を 撃つ 時 は、 敵 

多勢 なれ ども、 其 多勢の 敵が 戰の地 戰の日 を 知らす 

して、 皆 手に あはぬ ゆへ、 われと 戰 ふこと はならぬ な 

、如此 に 敵の 多勢が 皆む だ ことになる 樣に はから 

ふゆへ、 吾に 十倍の 大勢 も、 われ 二十 分 一 の 小勢に な 


:1 三 

りて、 敵に 勝つ こと は 心の ま ， になる ことな. o、rl れ 

ば こ の敵雖 k ポ可 k 使， 套， 闘と 云 は、 勝 可. 爲 也と 云 へ る 

所以なら、 ， 

故 、而 知， 得失 ノ之 計； 

上の 文に 致 人の 術に て 吾 は 無形に して 敵 は 有形なる 

こと を 云 へ る を 承て、 こ に は 致 人と 云 へ ばと て、 手 

をた、 きて 奴 僕 を 呼 使 ふやう に、 敵の 使 はるべき に 

非る によりて、 先づ よく 敵の 情 を 知て、 後に 人 を 致の 

術 を 施す こと を 得る 道理 を 云 へ り、 策 之と 云べ る、 之 

と は 敵 を 指す、 策る とはい まだ 軍 を 起さ、 る 前に、 帷 

幄の 中に て 敵 を はかる ことなり、 知得 失 之 計と は、 敵 

の 計の 得失い かんと 知る i な h- 、得失と は 宜しき に 

叶 ふこと を 得と 云 ひ、 宜 きに 叶 はぬ を 失と 云な hs  、ま 

づ 最初 軍 を 出す ベ き 前 に、 帷幄の 中に 於て、 敵 は 如何 

樣の計 をな すべ きと 察 し て、 其 計の 宜に叶 ふと 叶 は 

ぬと を 以て、 tSf の 勝負 を 知る、 即始計 篇の五 事 七 計な 

. ^、昔 漢の 高祖の 時 九 江 王 鯨 布 S ゆ 反しけ るに、 一 € 祖薛 

公 を 召て 尋ね 玉へば、 薛公對 て 曰く、 鯨 布 上計 を 出さ 

ば、. E 東 をば 奪 はれ 玉 ふべ し、 巾 計 を 出 さ ば、 勝负は 


云 へり、 大な る 惧な 、唯 張預が 注に、 能 使， 一 敵 人， 如 

, 期而來 以與. 我戰， と 云 へ ， -、 * ふ ベ し、 思 ふべ し、 

不. 知，， 戰 地ゴ， C 知， 戰 RT: 則 左 不に能 

レ救レ 右、 右 不レ能 レ救レ 左、 前 不 救. 後、 

後 不. 能. 救. 氣、 而 况. 遠 者 ま 十 里、 

近 者數里 乎、 

是は 上の 文の うら を 云へ b 、致. 人 の 術 を 知らざる も 

の は、 敵わが 不意に 出る ゆ へ 、先た ちて 戰地戰 c: を定 

る こと はならぬ な. o、 前後左右に 備を 立て 、、相互に 

橫を 入れ 救 ひ あ ふやう に 兼て 設 くと 云 と も、 敵に 不 

意 をうた る は、 左 は 右 ケ-救 ふこ.. j ならす、 右 は 左 

を 救 ふこと ならす、 前 は 後 を 救 ことならす、 後 は 前 を 

救 ことならぬ も のな り、 まし て 近く は數盟 を 隔 て 、遠 

く は數十 i を 隔て 先 きに ある 味方 を 救 こと、 なに 

となる ベ けんや、 故に 致 人の 術 を以、 虛實を 掌に 握 

時 は、 敵の 働き 皆 わが 案の 內 にて、 不意 をうた る、 二 

となし、 

孫 子 ^！！货第六 


以. 吾 度. 之、 越 か 之 兵 雖. 4" 亦 奚ゾ 

益： 於 勝 敗， 哉、 

此書は 孫子が 吳王 闔廬に 上りし 書 に て、 其 時分 吳と 

越と 隣國 にて かたきの 國 なる 故、 越國 のこと を 云 へ 

るな. り、 以 J^n 度. 之と 云 ふ、 吾と は 孫子が 自稱 せるな 

b 、孫 十が 心 を 以て 是を はかり 見る にと 云 意な.^、 越 

人 之 兵と は、 越國の Ssf 兵 を 云 な り、 亦奚 益，， 於 勝收， 哉 

と は、 勝負の た..^ に はならぬ と 云 意な り、 前の 文に 說 

る 如く、 致 人の 術 を 以て 敵 を 制する 時 は、 多勢 も 何の 

用に た /'す、 少勢 同然になる ものなる ゆ へ 、孫子が 心 

を 以てつ もり はかれば、 越國の 軍兵 幾 百 萬な りと も、 

此方の 心の ま、 に はから ひ て、 互に 後 詰 をす る こと 

ならぬ ゆ へ、 人數の 多き が 勝負の たりに はならぬ と 

なり、 この 吾と 云 字 を、 吳の 字に かきたる 本 あ 、前 

後の 文勢に 合 はす、 從ふ ベから す、 越 人 之 兵と 云 を、 

人に 越えた る 兵と 見た る說 あり、 是又從 ふべ からす.： 

故 曰 勝ハ 可. 爲 也、 敵 雖. 衆 可. 使. 無 
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なる、 吾が 人數は 元の 如く なれ ども、 敵の 人數少 くな 

るに よりて、 おの づ から 吾が 人數 は、 敵より は. 劣勢に 

なる， M 云 こと を、 衆 者 使 一一 人備, 己 者 也と 云 な り、 然れ 

ば 畢竟 此篇の 首に 云 へ る、 致， 人 而不. 致 一一 於 人 一と 云 ふ 

が、 虛實を 吾が 掌に 握る 所な り、 

故 知， 戰 之 地； 知， 戰 之 日： 則 可，， 千 

里 而 會 -戰； 

故と は 上の 文の 寡 者 備. 人お 也、 * 者 使，， 人 術， 己 者 也 

と 云 へ る を 承て、 か/、 の 如く、 此方よ，^ 敵 を 自由に 使 

ふこと なること ゆ へ にと 云 意な..^、 戰之 地と は、 敵と 

戰ふ ベ き 場所な り、 戰之： n と は、 敵と 戰ふ ベ き H 限な 

り、 知る と は 兼て ま へ かたよ. 0 知らる ことなり、 千 

里 は 遠路 を 隔てた る こと を 云 へ ^、會 戰とは 合戰す 

る ことなり、 敵と 戰 ふべ き 場處は 何れの 處、 敵と 戰ふ 

べき：：： 限 は 幾 en と、 かねて 前方よ 明かに 知る 時 は、 

千、 里の 遠路 を 隔てた る 先き のこと を も、 かねて 此方 

よ. 0 きつ ふ を 極 め て あぶなげ な，、、 いつ 幾日に どこ 

にて 合戰 すべし と、 前方 より 定め-つる 、ことな 

ニム 意な り、 前の 文に は 戰の 地の ことば かり 云て、 


4 ノ 段に は 戰 の：：： のこと も 添て 云 へ り、 其 意 は 戰の場 

所ば かりに 限らす、 戰の ：：： 限、 其 外敵の 大將 はたれ、 

合戰 のて だて は 如何 梳に すると 云 こと ま でも、 兼て 

知らる /- ことなる ゆ へ、 此 段に 戰の n のこと を 添へ 

たりと 知る ベ し、 拆 この 段 の 肝 文 は、 故と 云 字に あ 

^、敵の 變化 時に 臨て さま なる ベ きを、 何として 

孫子が かく 云へ る なれば、 畢竟 上の 文の 意な.^、 上の 

文に 備. 人と 使， 人 « "己との 差別 を 云 へ り、：：： 篇 の 

致， 人と 致. 於 入との 道 理 に て、 孫子が 妙 用 こ 、 にあ 

、敵の 變化無 貧なる  >  と 、孫子 なれば とて a 力 を， ぬた 

るに 非す、 何として これ を 知ん や、 然るに 戰の 場所：：： 

K 何に よらす、 前方より 千 里 さきまで を も 兼て： nii! を 

知て、 あぶなげなく 合 戰 をして 勝利 を 得る こと は、 敵 

を 自由に 此方の 心の ま /- に 使 ふ こと を 得る^ は、 い 

づ くにて 戰ん も、 いづれ の：：： に戰ん も、 皆々 此方 次 

なる ゆ へ、 是 前方よ..^ 明かに 知らる 云な b 、も 

し 左榡に 敵. を 自由にす る ことならぬ 時 は、 吾が 掌に 

握らぬ 敵 なれば、 たと ひ 前方に 明か に 知た，. >  とも、 何 

，として 決定す る こと を 得 ん や、 古今の 注解 $!： この 4jg 

,5^ 誤て、 戰の 地、 戰の日 を 知 て、 後に 勝の ある やうに 


境な. -、 

故 備， 前 則 後 寡、 備. 後 則 前 寡、 備 

, 左 則 右 寡、 備. 右 則 左 寡、 無. 所， 不 

  シ 

fe  0 無. 所. 不. 寡 

是も 上の 文に、 敵 吾と 戰ふ べき 場所 を 知らす して、 無 

用の 處へ 手配り をす る こと を 云 へ る をう け て、 敵に 

使 はれて、 方々 へ 手配り をす る ことの 害 を 云へ り、 前 

の 方を氣 遣て 前の 方 へ てあて をす れ ば、 後の方の 人 

數少 くなる 、是後 の方媳 な.^、 後の方へ 手 當てを すれ 

ば、 前の 方少 くなる、 是 前の 方虛な ち、 左の 方へ 手 あ 

て を すれば、 右の 方少く な る、 是 右の 方虛な り、 右の 

方へ てあて を すれば、 左の 方少/ 、なな、 是 左の 方虛な 

b 、無^" 不 fe と は、 方々 處々 へ てあて をす る ことな 

り、 無. 所. 不. 寡と は、 方々 處々 の 小勢に な る ことな 

b 、人數 を 分けて 方々 處々 へ 手 當てを すれば、 方々 處 

々皆 小勢に な， て、 方々 處々 皆虛 なり、 この 虛な る處 

をう つ 時 は、 吾 は 多勢に て 敵 は 小勢 なれば、 勝つ こと 

疑 ひなし、 是皆吾 形 を 敵 しら やして、 無用なる 處へ手 


あて をして 人數を 配る ゆへ、 其 跡 本； 虛 になる こと を 

云へ 、この 道理 を 推して 云 は  >  、攻る 時 は 守る こと 

を 知らす、 守る 時 は攻る こと を 知らす、 是皆 吾に 形 あ 

る ゆ へ なり、 攻て攻 るに 滯 ら す、 守て 守る に滯ら す、 

是を 形な しと 云、 てだてに て 勝ん とたく む もの は、 其 

うらに 負備 はる、 故に 兵の 法 は 形な きを 本と す、 形な 

きの 用 處は人 を 致す にあり、 此篇の 首に 致， 人而不 

y 致 V 於 y 人と 云へ る 所、 一 貫して 其 妙 處に通 やべ し、 

寡 者 備乂 者 也、 衆 者 使，， 人 備， 已 . 

ナレ パナリ 

者 也、 

是は 上の 吾 所 „ 與戰， 之 地 不可知と 云 へ るより 下 を 結 

びて、 形な き 時 は人數 分れ ャ して 多くな， o、 形 ある 時 

は人數 分れて 少 くなる 道理 を說 け ^、人と は 吾に 對 

する もの を 指し 云ふ詞 にて、 味方より は 敵 を し、 敵 

より は 味方 を さす、 人數 寡くなる は 何故 なれば、 人が 

攻來 ん とて 無用のと ころへ 其手當 て をす る 故な..^ と 

云 意 を、 寡 者 備. 人 者 也と 云 な り、 人數 多くなる は 

何故 なれば 、わが 攻め 往 くべき とて、 そで もな き處へ 

敵が 手 あて をして 人數を わくる ゆ へ、 敵の 人 數少く 
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吾 之 所 與戰者 約矣と 云な り、 こ の 約の 字 を 王 晳が注 

に は、 大 約の 篛と M た， 9、 大 約と は 大數を 以て 云た る 

ことと 云 意な り、 其 時 は 前 の * 以 +攻. 1 と 云 は、 十と 

1 との 數に 限る ベ から や、 唯 敵 は 人數を 分け て 小勢 

にな，. ^、味方 は 人數を分けざれば多勢なh^と云こ，^ 

を、 以， 十攻 J と 云た る ものな b と 云 意な b  、此注 も 

道理な きに 非れ ども、 古人の 書に 自分と 注解 をす ベ 

き檬 なし、 其 上 かくの 如く 見る 時 は、 能以； 外 撃， 寡. 者、 

則 吾 之 所 與戰者 約矣と 云た る 文義穩 なら ね ば、 從ふ 

ベから す、 

吾 所，， 良戰， 之 地 不. 可. 知、 i4 一可. 知、 

则 敵 所. 備 者 多、 敵 所ノ. 備 者 多、 則 

吾 所. 與戰， 者 寡矣、 

是は又 上の 文の 意 をく りか へし、 推廣 めて 云へ るな 

,.^、吾所ーー與戰1之地 と は、 わが 敵と 取合 ふ べき 場所の 

ことな， o、 不ぃ 可い 知と は 敵の 方より 知られぬ ことな 

b  、吾に 形な き ゆ へ 、わか 敵と 取合 ふ ベ き 場 所 は、 何 

れの 所に て 取合 ふべき と 云 こ と を、 敵の 方よ 知ち 


ぬと 云 意な り、 不. 可. 知、 則 敵 所. 備者 多と 云 は、 備る 

と は 手當て をす る こと な 、わが 敵と 取合 ふ ベ き 

所 は、 何れの 程と 云 こと を 敵より 兼て 知らねば、 あそ 

こも 心 元な く、 こ、 も覺 束な く、 敵より 方々 處々 へ 手 

あて をす る ゆ. へ、 敵 所， 備者 多と 云へ. o、 敵 所. 備者 多、 

則 吾 所 者 寡 矣と云 は、 右の 如く 敵より 方々 處々 

へ てあて を すれ ども、 皆 用 もな き處 へ、 入らざる こと 

をす る なれば、 其內 1 處の 敵なら で、 吾と 戰 ふこと あ 

たはぬ ゆ へ 、吾と 戰ふ敵 は 寡くなる と 云 意な り、 前の 

故 形， 人と 云よ，^ 下、 吾 之 所 與戰者 約 矣と云 ま で は、 

吾に は實に 形なくて、 敵に は僞り の 形 を 作て 見す る 

こと を 云 ひ、 此 段よ b 末 は、 吾に 形な きことば かり を 

云て、 敵に 僞 の 形 を 作て 見す る こと をば 云 はす、 是 

吾に 形な きと ころ、 必勝の 本體 にて 、孫子が 極意 こ 

にあ b  、子細 は 吾 位い まだ 形な き 處に叶 はすして、 敵 

に 僞て形 を 作て？^ せんとば か h- する も の は、 形な き 

處に叶 ひたる 敵に あ ふ 時 は、 其 偽て 作る 形が、 却て 敵 

に はからる 、具の 形 となりて、 虛こ  >  に備 はる ゆ へ 、 

是負 けの 本な b  、故に 吾に 形な き 所 を本體 として、 人 

に 形す る 所 は 作用な りと 知る ベ し、 是獨往 獨來の 妙 


もの を 十に 分けて 百づ 、 な ，5、 是以 十攻其 ！ 也と 云 

は 、味方の 千に て 敵の 十に 分けた る 一 つ を 攻る時 は、 

十總 倍の 人數 にて 攻るゎ け に て、 以. 十攻， 一 其 一 一也と 

云 へ b  、敵の 人數を 十に 分け たる こ と 、前の 段の 注 

に 云へ る 如く、 味方に もな きこと を 敵が 心つ きて、 

人數を 引分けて 方々 へ 遣す ゆ へ、 千 を 十に わけ たれ 

ば、 九つ は S お 方々 へち.^ て、 1 つ 分の こりて ある を、 

味方の わけぬ 勢に て か、 る ゆ へ、 千 を 以て w を攻る 

意な り、 則 我 衆而敵 寡と 云 は、 則と は如此 なる 時 はと 

云 意な り、 右の 如く 敵に 人數を わけさせて、 其 跡 へ か 

る W は、 * 方 多勢に て 敵 無勢に なで ゆへ、 我 衆而敵 

寡と 云な hs  、是 もと 對 待の 人數 なれ ども、 形 あると 形 

なきとの ちが ひに て、 對 待の 人 數が變 じて、 十 總« の 

人數 になる 道理な り、 

能 以. 軋 撃. 寡 者、 則 吾 之 氣與 戰， 

者お 矣、 

これ は 上の 故 形 入、 而我 形と 云よ.^ 下 を 結べ る 語 

f  、能 以. 衆墼. 寡 者と 云 は、 上 に 形、 而 我 無， 形、 则 

我 W 而敵 分、 我 專爲. 一 、敵 分 爲. 十、 是 以十攻 其 一 也、 
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則 我 衆而敵 寡と 云 をう けたる 詞 なる ゆ へ、 我 は 無形 

にて 敵に は 有形と 見 せ、 敵の 人數を 引分け 其虛 へ か 

る こと を、 よく 自由にす る 人 を 云な り、 かくの 如く 

敵の 人數 引分け させて 懸る 時 は、 敵の 人 數は少 く 

な. 9 て、 味方 は 本の 如くなる ゆ へ、 以， 衆 撃， 寡と 云 も 

のな り、 能と 云 字に 意 を 注ぐべし、 我に は 伺 はる、 形 

なき時は、敵ょ..^眼花にてぁりもせぬ形をとら へ て、 

其 用心に 人數を 分る よ り、 對 待の 人數 却て 拔 群の 相 

逢になる、 かくの 如く 敵 Aicl 由に する こと、 我に 伺 は 

る ベ き 形な きこと を 得た る 人に 非れば 能 はぬ ことな 

り、 此位 を、 自. S に 手に入れ たる 人 を 指して 云と 知べ 

し、 S 之 所與戰 者と は、 わが 敵と た  かふ 所と 云 こと 

な 、約矣 と は肝耍 なる き、 めの 處 を 云 f  、是 敵の 

虛を 指して 云な り、 敵 は 此方 を はかり 知る こと あた 

はぬ ゆへ、 人撤を 方々 にわけ、 方々 に 手配り をして、 

こ、 ぞ肝耍 なる 處と云 こと を 知 ら す、 われ は 敵の 人 

數を 分けさせて 置て、 其虛 なる 所 を 見す まして 擊て 

か、 る 時 は、 一 處を 破て、 其 外 はみ な戰 はすして やぶ 

る 、なれば、 是 わが 敵と 戰ふ所 は 、肝要なる 所 一 つ を 

取て、 專 一に 是を攻 るな b  、此意 を 能 以ぉ槃 JST 则 
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見られぬ こと を 我 無形と 云と 云 意な b  、此說 も 前の 

張預說 約の 說 より 廣き說 な り、 とかく 是も わ： a, 奥の. 

手 1:^ ば 敵に しらせす、 敵に はかられ ぬ 様に する こと 

を 云な，.^、 右の 諸 注 何 れ も 敵 をた ばかる こと を 云た 

れ ども、 是 軍旅の 至 妙 に 非す、 孫子が 心 法と 云 ひ 難 

し、 軍の 至理を 論す る 時 は、 實 なる 時 は 形 な し、 虛な 

る 時 は 形め，^、 吾實な る 時 は 吾に 伺 ふ べき 形な き ゆ 

へ 、敵 自然に 誤て、 我に なき 形 を 見る な ，9、 是 敵の 眼 

花に て われに ある 形に あらす、 是を 本文に、 形， 人而 

我 無. 形と 云 た るな り、 され ども 是は 至極の 5- 以 

て、 至極の 虛を攀 時の ことにて、 石 を 卵に なぐる 勢な 

、虛實 は 移り か は..^ て變化 常な きもの なれば、 たと 

ひ 湯武の 軍な とも、 われに も 臨時の 虛 あるべし、 敵 

にも 臨時の 實 あるべし、 やそれ より 下 は、 敵に 又强 

弱さ まぐ あるな れ ば、 詭道 を 以て 敵 を らしむ る 

こ と、 又 軍の 常 法と なれり、 故に 張預、 黄 獻臣、 彭繼 

耀、 施 子 美 等の 說、 何れ も 取 用て， M 〈用と すべ し、 我專 

而敵 分と 云 は、 我が カは專 一 にて、 敵の 力 はわ かる、 

ことな b  、實に はわれに もな きこと を、 敵の 方より 眼 

花に て 見 あやまり 、東より よせく る、 西よ 襲 ひ.^ 


る、 あそこに かま. CN あり、 こ 、 に橫槍 あ り、 あれ も、 じ 

もとな し、 是も あぶなし と 思 ひ、 人數を 方々 に 分け 

て、 手く ばり を すれば、 敵の 人數 わくる に 隨て少 くな 

る、 たと ひ 人數を わけ や と も、 心 を處々 にく ばれば、 

満腹 皆 疑 M なる ゆ へ 、其 働 奪 一 ならす、 虚の形 あら は 

る、 時 は、 われ は 人數を も 分け す、 虚を 見て 動く ゆ 

へ、 其働專 一 なり、 是を我 專而敵 分る と 云、 

我專爲 J  、敵 分爲. 十、 是以. 十 攻，， 

其 一 ， 也 、則 我 衆而敵 寡、 

是は 上の 文 を 承け て 云、 上の 文 に 形. 人而我 無. 形、 则 

我 專而敵 分と 云 へる に 付 て、 專 なると 分る との 得 

失 を 云 へるな り、 我專 一 なれば、 人 數をも 分けす 始め 

のま 、 なる ゆへ、 いつも ひとつに て 居るな り、 敵 は 人 

數を 分る 時 は、 一 つの 物 を 分けて 十に するな り、 是は 

あながちに 人數を 十に わくる と 云 ことに は 非す、 二 

つに も 三つに も、 四つに も 五つ 六つに も、 七つ 八つ 九 

つ 十に も わくべ けれども、 其 至 極 を収て 十と 云な り、 

たと へば 敵 味方 何れも 千つ、 の 人数の 時 は、 我專爲 

1 なれば、 始めの 如く 千な， 5、 敵分爲 十な れ ば、 千の 


る やう なれ ども、 敵に 疑 はす る と 云 を 本文の 文面の 

外に 添て 見ねば きこえぬ なれば、 是又從 ひがたし、 劉 

寅が 說に は、 其 所 之と は 敵の 攻め 來る路 を 云て、 乖其 

所 之と はて だて を 以て 敵 を 疑 は せ て、 敵の あらぬ 方 

へ ゆく 様に する 時 は、 此方へ 攻め 來る路 を わきへ そ 

むかす る わけな，.^ と 云へ り、 義理 宜し けれども、 所 

, 之と 云を攻 來る路 とば か 見た る 所、 せば き樣な 

b、 

故 , 人- 而 我 形、 則 我專而 敵 。 

分、 

上に 敵の 料簡に 落ちぬ こと を 云に 就 て、 これよ.^ 下 

は、 敵に はかられぬ こと を 云へ り、 形 人と は 人と 云 は 

敵な 、形す ると は 軍情 を 外へ あら はして、 敵より 伺 

ひ はからる 、樣にすることなh^、是眞Kに非す、張預 

が 注に は、 吾 之 正使，， 視以爲 ％  、吾 之 奇使ラ 敵視 以爲 y 

正と 云へ り、 此 說は奇 正の 上に て、 僞 一.^ の 形 を 見す る 

ことと 云 へり、 货獻臣 が 注に は、 示乂 以 一一 虛實之 形 一と 

云へ，.^、此說は虚實の上にて、僞の形を敵に見するこ 

とと 云へ り、 說 約に は、 虛張， 掩襲现 伏 之 形， と 云へ り、 
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掩襲は 旗 を卷き 人數を かくし て、 敵の 不意に 取 かく 

る ことなり、 埋伏 はかま， 0 伏兵 を 置く ことなり、 虛張 

と は實に は掩襲 もせす 埋伏 もな けれ ど も、 箇樣 にす 

ベ き 様なる 體を、 うは べにて し かけて 敵に 見す る >L0 

なり、 此說は 掩農埋 伏の 上に て、 僞、 の 形 を 敵に 見す る 

ことを云、講義に は所JH^得而 見， 者 誤， 敵 之 術な b- と 

云へ 、敵の 方より 伺 ひ 見ら る 、所 は、 此方より 僞の 

形 を 敵に 見せ て、 敵に しそこな ひ を さする てだてな 

ちと 云 意な り、 此說 は、 前の 張預、 黃獻臣 、說 約の 說ょ 

り 廣き說 にて、 宜き樣 な. 9、 とかく 何 にても 敵の 方よ 

り 、来方 を 如何 樣に 働く と 伺 ひ はからる 、樣に 見せ 

かけて、 實には その 如くせ ぬ こと を 云と 心得べ し、 我 

無レ形 と は 實には 敵に 伺 ひ はからる A 形 は、 我に なき 

こと を 云な b  、張預 が 注に は、 以^ 爲 fcr 以 &爲， 奇、 

變化紛 転 使 ラ敵奠 "測と 云へ 、此 說は奇 正の 上に て、 

われに、 奇 正の 定形な きこと を 云へ b  、說 約に は 秘ー其 

形 ー不， 露 使，， 敵 人 1 但疑 • 我掩襲 之 形 云 へり、 此 說は掩 

襲の 上に て、 敵に. われで 伺 はせ ぬ こと を 云へ り、 講義 

に は 所. 不^,, 得而見 1 者 、制， 勝 之 道と 云 へ り、 わが 敵 

に 勝つ 道の いか やう にして 勝つ と 云 ことの、 敵よ- 5 
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る圜を 見切て、 馬 燧が諸 軍 起き 立ちて 切り か、 る、 田 

悅 敗軍して 引く、 馬燧 兼て 下知して 田悅 方の 軍兵の 

渡. 0 し 橋 を 焚せ ける を、 知らす し てもとの 路 へ か 

り 引きけ るが、 渡る ベ き 橋 はなし、 跡より は眛 方の 大 

軍 崩れ か、.^、  S 水に 流れて 死す る もの 二 萬 人、 軍に 

大利を得たることぁh^、是皆此文の意なり、畫地とは 

地に すお を 引く ことなり、 畫， 地 而守， 之と は 何の 要害 

と 云 こと もな く、 是ょ b 內 はこの 方の 陣屋の 構へ な 

と、 ロハ 地に すぢを 引た るば か. りなる こと を 云な， os、 

本文の 意 は、 我が 心に 戰ふ まじく さへ 思へば、 たと ひ 

地に すお を 引て 界に し て、 是ょ. 0 內は 味方の 構な，. > 

と 云と も、 敵 そのす ぢの內 へ 入る こともな..5^す、何ほ 

ど戰 ひたく 思 ふ と も、 われと 戰 ふこと はならぬ な h,- 

と 云 意な..^、 それ は 如何 欉 にして その 如に、 敵に 戰は 

せぬ ことのなる ぞと 云へば、 乖„ 其 所 之 なり、 其と は 

敵 を 云、 之と は 向 ふこと な b  、乖 くと はわき へそむ く 

る ことなり、 敵の この 方へ 向 ふ 心 を 引 違 へ て、 わき へ 

向 ふやう にす る 意 な h.- 、是も 敵の 意外に 出る こと を 

する時は、敵の心それに移.=^ぁゃしみ疑ふゅ へ、殊外 

に氣遣 ふて、 容易に 攻る ことならぬ « なや、 前 麓の 李 


將軍 匈奴の 大 軍に 圍 まれ 危か hv し 時、 李將軍 士卒に 

下知して、 馬の 鞍 をお ろして 休息 させければ、 勾 奴 疑 

て 戰はざ しな， 9、 又 三 國の時 、超 雲 數十騎 にて 曹橾 

の大 軍に 出合 ひ、 戰 ひながら 引て わが 陣城 へ 引 入， 9、 

軍門 を 押し 開き、 旗 を ふ せ、 太鼓 をう た す、 靜 ま.^ か 

へ，，^て居たぅければ、伏兵ぁらんかt 畏れて、 曹操軍 

を 引し こと も あり、 又 曹操呂 布と 對陣 せし 時、 曹 操の 

軍兵 刈 田に 出た なをね らい 呂 布陣 * に 押よ せ た り， 

曹操の陣處に人數僅千ばかりぁ..^け る が、 早速 陣處 

を 出で 、備 をた て、 半ば 、隄 のかげ に隱れ ければ、 呂 

布戰 すして 引ける こと も あ ^、此 外 前に 擧 げし 孔明 

が 琴を彈 せし 類、 皆 凡慮の 外なる こと をして、 敵の 意 

外に 出る ゆ へ 、敵戰 ふこと を 得ざる なり、 李 筌が注 

に は、 乖の字 を あやし、 と讃 て、 敵の あやしむ 様なる 

こと をす る ことと 云 へり、 意 はさる ことなれ ども、 乖 

の 字 を あやしと よむ こと 穩 ならす、 本文の 意と け 難 

ければ 從 ふべ からす、 杜牧が 注に は、 敵 を 疑 はする 時 

は、 敵 最初 われ を攻 むべき と 思 ひし 意と ちが ひて、 

攻めすして去ると見たh^、その時は之を來ると見て、 

其 所 之と 云 を 敵の 來 し 所と 云 意に する な 、：迎 


て 居る こと はならぬ となり、 其と は 敵 を 指す、 敵の 必 

救 ふ 所と 云 は、 或は 敵の 主君、 或は 敵の 妻子、 或は 敵 

のおの み 力に する も の を 攻め、 或は 敵の 往來 せす し 

て 叶 はぬ 路を 塞き、 或は 敵の 兵糧 を こ め 置た る處を 

奪ん とし、 或は 敵の 兵糧 速 送の 路を 塞ぎ、 或は 敵の 故 

鄕へ 歸る路 をた ちきり、 何 に て も 敵の 大切に 思 ふ 方 

を攻れ ば、 敵 何 ほど 戰 やして おりたく 思 ふと も、 戰は 

ではならぬ な，.^、 是を攻 ，1 其 所 一一 必救 一也と 云な '、昔 司 

仲達遼 柬を攻 る 時、 公孫 文懿 大河 を 阻 て V 堅く 守 

て、 さうな く 攻め入る ベ き樣 なし、 又 その 河 を 越て 敵 

の 働く やうに せんと 思へ ども、 文懿仲 達が 老將 なる 

こと を 知て、 合 戰に利 ある まじく 思 ひ、 戰 はすして 味 

方の ss^ 勢 を 疲ら かし、 其 弊に の，. >  てうたん とて.、 曾て 

取 あは ざり ければ、 仲達此 本文の 意 を 用て、 文 fl が极 

城襄 平と ーム * をの b 取ん と、 まっすぐに 襄 平へ 攻入 

る、 文 之 を閒て せんかた なく 取合に 及び、 打 まけた 

る こと あり、 又 唐の 巾 頃 淄靑の 節^ 使 田悅、 帝威 をな 

ぃがしろにし、|^|叛の企ぁるにょり、馬燧討手に向ひ 

ける に、 兵糧 少しと 開て、 田 悅陣城 V」 堅めて 曾て 戰は 

す、 Sil 燧諸 Saf に 下知して 十 H の糧を 資して、 軍 を 進め 


て 食 n と 云 處に陣 を 取..'、 田 悅が陣 城と は、、 一^ 水と 云 

河 一 筋 を 隔て、 對陣 せり、 馬燧が 方の 諸將、 此 度の 戰 

ひ は 兵糧 少 きを 難儀に 存じ つ るに、 剩へ僅 十 U の糧 

ばかり を 持せ て、 のこる 兵糧 を棄 て、 深く 敵地へ 入り 

玉 ふこと 心得が たしと 云、 燧 答て 曰く、 總 じて 兵糧 

少き時 は 速に 勝負 を 決する をよ しとす、 悅今淄 州、 

靑州、 一 $ ^州 三方の， I 兵と 云 ひ 合せ、 おのく 處， ：- に陣 

城 を 構 へ て 合戰を 好まぬ は 、味方の 糧少 きを 知り、 徒 

らに日數を送らせて、兵糧の壶るを待ち三方ょ ，.^夾 

み 打ちに すべ き 計と 見えたり、 もし 昧方淄 州、 靑州、 一 兌 

州の 敵 を 押 へんと すれば、 人數少 く？ -て勢 を 分つ ベ 

からす、 兵法に 攻其必 救と 云 こと ありと て、 夜半に 兵 

糧 をつ かひ、 雞 鳴より 前に 太鼓 を 鳴し、 角 を 吹き、 我が 

陣屋 を 打ちた ち、 谊 水に 傍 ふて、 田 悅が本 城 魏州を 指 

して 攻め入.^ け. 9、 案の 如く 田悅 あとよ， り淄 州、 靑州、 

一 免 州の 軍兵 四お 人 を 引率して 橋 を わたりて 追 か け、 

草 野に 火 を か けて 働きけ b  、馬燧 諸 fs- を おりし かせ、 

前なる 草 野 を 西 間ば か b 刈ら せ、 舆士千 餘人を や， £ 

に 立て 、、敵の 来る を 待ちけ b  、田悅 が 軍兵 追 付きけ 

る 頃 は、 草 野の 火 も 消えて、 諸 勢 を 長 追して 氣 の衰； < 
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か く 敵 を 追 崩して 引く  >  J と を 云 たれば 其義狹 く.. - て 

廣 くわ.：： -ら す、 今按 する に、 本文に 速と 云 へる 一 字に 

て、其義明かな..^と思はる、この速と云は敵に對して 

云 へ る速なるな.c^、足のはゃきこと に は 非す、 其將 

飛行の 術 を 得た とも 、士卒 はつねの. <  なり、 敵の あ 

しの 遲速 も、 味方の 足の 遲速も 同じ ことなり、 故に あ 

しの はやき ことに 非す、 敵に 對 して 云 へ る遲 速と は、 

敵よ， 方 を 引く ベ しと 料簡した る 後に 引く なれ 

ば、 敵 はは やく. g 方 はお そき 道理に て、 敵の 料簡に 落 

る ゆ へ 、孫子が 云 へ る 速なる に 非す、 敵の いまだ 心 

つかざる 前に 引く 時 は、 敵の 不意に 引く ゆへ、 味方 は 

先 敵 は 後な，.^、 是を 速と 云 へるな るべ し、 かくの 如な 

る 時 は、 味方 引て 後 敵始て これ を 知る ゆへ 追つ くこ 

と 能 はす、 是を速 而不. 可つ 及 也 と 云、 如此 なれば 陳 « 

梅堯 h:h が說 も、 おの づ からこの 內に こもるな り、 是名 

將の 引く は 虛實の 妙處を 得る ゆ へ、 敵の 不意に 引く 

道理な， 9、 然れ ばか 、 る も 引く も 皆 不意なる 時 は、 我 

は 先 敵 は 後、 我は實 敵は虛 になり て、 萬 全の 道 を 得る 

なり、 


1 ニニ 

故ぎ 戰ト 敵雖, 壘ぽ； 氣不； 得 

J^,, 與レ 我戰， 者、 攻 k 〈所， 必 救， 也、 我 

不. 欲. 戰 雖 JsL 地 而 守， 之、 敵 不 1 得，， 

與レ 我戰， 者 、，其 所ヒ 也、 

上に 進む と 返く と の、 敵の 不意に 出る こと を 云た る 

をう けて、 こ、 に は 又攻る と 守る との 敵の 料簡に 落 

ざる こと を 云へ り、 それ ゆへ また 故と 云 字 を 以て、 上 

を 承け たり、 高 深 Jli は、 城 にても 陣城 に て も、 耍 

害 を 構へ て 堅く 守て 合戰 をせ ぬ ことな り、 壘 とは辦 

石垣の 總名 なり、 溝 は 堀 な り、 摒 石垣 を 高く 築 立て、 

堀 を 深く 堀る は、 皆と ぢ こも h> 居て 戰ひ をす まじき 

爲 な.. >  、右に 云 へ る 如く、 進む こと も 返く こと も 敵の 

機先に 出れば、 敵に 制せられぬ 道 ゆへ、 攻るも 守る 

も 皆 わが 心 ま、 なり、 われさ へ 合戰を せん，^ 思 へば、 

たと へ 敵 は 石垣 を 高く 築き、 堀 * ゲ 深く ほり、 耍寄を 構 一 

へ て 其 中に 籠り、 我と 戰ふ まじく 思 ふと も、 戰 はぬ こ 

と はならぬ こと 也 、如何様に すれば 敵に 是非とも 戰 一 

はする ぞと 云に、 攻其 所必 救と き は、 われと 戰 はすし 一 


な h と 云 意な り、 又 名將の 引く 時に、 敵 これ を 追 ふこ 

とのなら ぬの は 何故 なれば、 はやくして 追つ かれぬ 

故な b、 その はやき と 云 は 如何様なる を 云と 云に、 本 

文に 速而不 Jh:\ 及と 云て、 唯 はやき とば か.^ 兑 ゆるな 

^、諸家の 注に、 ものの はやき と 云 道理 を 明かに 說き 

た る ものな し、 李 签が說 に は 、必輜 重 在 k 先、 行 遠而大 

軍始 返、 是 W 不， 可， 追と 云へ b  、輔重 は 小 荷駄な 、大 

取は總 軍の ことなり、 必小 荷駄 を 先き へ 引て、 小 荷 欺 

の遙に 引た らんころ ほひ を 見 て、 總軍 一 皮に 引く ゆ 

へ、 その 引く こと 物 か ろくして 敵 慕 ふこと ならぬ と 

云 意な 、さ れ ども 是は as;. 法の 調 たる 第の 常 法な 

b. 、この 本文 は 兵 機の 妙 を 云た る もの なれば、 李筌 が 

説 その 妙 を 得た ると 云が たし、 杜牧が 注 に は、 旣攻 B 

S ハ虚 i 敵必 敗、 敗 喪 之 後 安能 追， 我と 云へ り、 肷は败 £ 皁 

なり、 喪 はう しな ふとよ みて、 人數を 多くう たれた る 

ことなり、 是は 上の句 に 銜其虚 也と ある 意 をつ  >  け 

て 見て、 敵の 虚を攻 め て、 敵 旣に敗 喪す る 上 なれば、 

敵われ V」 追 こと あた はすと 云 へ り、 一 B 一 聞 ゆる 樣な 

れ ども 勝^ 常な し、 敗れた と て 敵 を 追 ふことの 能 

はざる に 非す、 名將 はよ く 敗卒を 以て、 勝ち こ ほ， 0 た 


る 敵の 引きぎ わ を 打ち、 利 を 得た る こと 多し、 むかし 

曹操、 人 數を率 ひて 張 翁が 城 を ii める 時、 城 堅固に し 

て 落ち かねければ 、園 め る 城 を まき ほぐし 引きけ る 

を、 張繡 後よ. - 襲ん とす、 賈朗 これ を 止め けれども 張 

翁き 入れす、 5^ して K 爾が 云け る 如く、 曹橾 かねて 

伏兵 を 設けて、 敵に 慕 はれぬ 計 をな しける i へ、 張繡 

が 5sf 兵 却 て曹 操に うたれ ぬ 、其 時 張 繡賈爾 に 問 ける、 

公す でに 味方の 败 れんこと を 知りつ れば、 又必 味方 

の 勝つ ベ き 道 を 知 ベ し と 云、 賈 翊 答て 敗卒を 以て 襲 

へ と 云、 張 繡其敎 にした が ひ 敗られた る 士卒 を 率へ 

て、 又 曹操を 追 かけ 襲て是を肷.^ける類なり、然れ 

ば杜 牧が說 も： いまだ 兵 機の 妙に 達せす、 陳 峰が 說に 

は、 逐， 利而 返" 敵不， 知， 所， 追 也と 云 へ ，-^、逐利而退と 

は、 勝利の 場 をぬ かさす 引く ことなり、 敵 を 追 崩して 

勝利 を 得ん に、 其 場 をぬ かす 引く 時 は、 敵の 機先に 

引く ゆへ、 敵 慕 ふこと なら ぬ な り、 梅堯 は、 が 注に は 

因 ¥: 一、 弊 我 追 一と 云へ り、 是も 同意な b  、其 弊と は 

敵の 弊な， - 、敵お 追 崩し 其 弊に 乘て 引く 意な り、 右の 

ニ説兵機の妙を得た.=^と云 ベ し、 され ども 戰を取 結 

ばす とも、 人 數を引 上る こと あ. 9、 陳 崎梅堯 は、 と 
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は 神妙 不思議^る ことな り、 神 乎 神 乎と は是 もく 

かへ して 嘆美せ るな り、 至 „ 於 無， 聲と は、 形な きもの 

は 見えね ども、 聲 あれば 聞 ふるな り、 取 略 神妙の 至極 

に 至て は、 聲も なく、 臭 もな く、 曾て 其 攻め 來 るを覺 

ベす、 是を 無聲と 云な り、 されば 無形 i 無 聲とは 同じ 

やうなる ことなれ ども、 靜 にして 守る 方に て 云 へば、 

いづく を攻 むべき と 云 形 も 見え ぬ を、 微妙の 至極と 

し、 動て 攻る 方に て 云へば、 いつ 來 りしと 云 こと を 知 

られぬ を、 物の 聲 なきに へ て、 神妙の 至極と す、 動 

くも、 靜 なる も、 守る も、 攻 る も、 敵の 料簡に 落ちす、 

敵是を はか b 伺 ふこと 能 は ぬ は、 敵の 司 命な.. > と 云 

意な，..'、 司 命 は 前に 注 せる 如 く、 天の 司 命 星と 云 星 

は、 人民の 吉凶 禍福 を 司 て、 萬 民 をい かさん も 殺ん 

もこの 星の ま なり、 右の 如きの 將は、 敵を活 さん も 

ころさん も、 其 心の ま、 なれば、 能爲 一一 敵 之 司 命 一と 云 

へるな り、 
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進 而 不. 可 JI 者、 衝，， 其 虛， 也、 返 而 

不. 可. 追 者、 速而 不>.及 也、 

是は 進退に 付て 不意の 妙 を 云 へ ，り、 進む と はか /- る 


ことなり、 不 と はふせ ぎと  > むる ことの ならぬ 

ことな， 、其 虛とは 敵の 虛 なる 所な り、 銜くと は 勢 ひ 

を以言 ひたる 詞 にて、 戰 ふに 及ばす、 進み か、 る 勢 ひ 

を 以て つきやぶ る 意 な り、 軍の 勝利 は ffiii に はやる 

雙 紙に、 古の 勇士の こと を 大力 或は はやわざ、 或は， 1 

術 槍 弓の 上手に て、 一 人に て 多くの 敵 を 打ちて 勝利 

を 得た るな ど、 かきたる 様 な る、 細かなる ことに 非 

す、 ロハ 虛實を 以て 勝利 を 得る こと な b 、實 する 時 は、 

衆 力 一 致して 其强 きこと 石の 如し、 虛 なる 時 は 多勢 

なれ ども 其 力 分散して、 卵の 脆き が 如し、 石 を 以て 卵 

になげ つくる 勢 を 形容して 、街-其 虛 一と 云た る ことな 

h 、返く IJ は 人 2^ をく， 9 上る , J とな ，9、 不レ レ追 と は 

跡 を 慕 ふことの ならぬ こと な り 、速と はは やき こと 

なり、 不，， 可， 及と は 追 ひっかれ ぬ ことなり、 されば 名 

將の懸 る 勢 ひ を 防ぎ 正む る こ となり 難き は 敵の 虚 

なる 所 を銜く ゆへ な， 9、 虛 とは即 不意な， o、 わが 思 は 

ぬ 所 ほど 力の 出されぬ こと は な し、 故に 敵の 料簡の 

つかぬ 所 を、 衆 力 一 致の 勢 ひ を 以て 銜き やぶる 時 は、 

敵 これ を ふせぎと いむる ことならぬ な hN  、是 名將 の 

か、 る は 虚實の 妙處を 得 て、 敵の 不意に か、 る ゆ へ 


は是を さみして あざ笑 ふ な ，^>，されども其時の宜き 

に 合 ひたれば こそ、 萬 世に 云ひ傳 ふれ、 たと ひ 深く 巧 

なる 計 ごとな りと も 、時の {. 且 きに 叶 はやん ば、 何の 益 

か あらん、 故に 今 淺き說 を も 深き 說を も、 高き 說をも 

卑き說 を も、 並 べ擧る な 、よむ 人淺 きを も、 深き を 

も、 高き を も、 卑 きを も、 其理を 貫通し て、 わが 理と 

し、 其 わざ を 全くして、 わが わざとせば、 孫 子 が 意 を 

も是ょ hv して 得べ し、 徒らに 是は 高し、 是は 卑し、 是 

は淺 し、 是は 深し と 判 をす るの みならば、 兵の 實用 

な. n し、 趙括が よく 父の 書を讀 て、 父 も 難す る こと 

あたば ざ，. >  しか ども、 卒に白 起に 敗られ、 身 死し 圃危 

くして、 笑 ひ を离 世に 傳 へたる 額なる べし、 

故 善 攻 者、 敵 不. 知，， 其ノ 所. 守、 善 守 

一 者、 敵 不. 知， 所. 攻、 

一 是は 上の 文 を反複 して、 その 妙 處を贊 嘆せ り、 街攻者 

一 敵不， 知。 其 所" 守と 云 は、 善攻 者と は、 上の 文に 云 へ る 

攻而必 取お な b  、攻 ると なれ は必 敵の 城 を 攻め 落し 

て、 攻 るに おちぬ 城な き名將 は、 敵の 守らぬ 所 を攻る 

一 ゆへ、 其 城 を^る こと 敵の 料簡に わたらす、 故に 敵 そ 
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の 守. 0 やう， ど 知ら ぬな，.^ と 云 意な り、 蕃守 者、 敵不 一 

,知„ 其 所 k と 云 も、 善 守 « と は 上の 文に 云 へ る守而 I 

必固 者な. 9、 守る となれば よく 其 城 を 守. りと  > けて、 ！ 

敵に 落さる、 と 云 ことなき 名將 は、 敵の 攻ぬ所 を 守 一 

る ゆへ、 龙ハ城 を 守る こと 敵の 料簡に わたらす、 故に 敵 一 

その 攻め やう を 知ぬな，. >  と 云 意な， 、孔 明少 勢に て 一 

仲 達に 圍 まれけ る 時、 門 を 掃除 させ、 其 身は樓 上に 一 

のぼ.^ て 琴を彈 して 居ければ、 仲 達攻る 料簡 を 失 ひ 一 

し は、 孫子が 云る 敵不レ 知，， 其 所 7 攻な b  、又 仲 連 孟達を 一 

攻 るに、 千里の 山川 を 八 H に 越て、 其 城を圍 しかば、 一 

孟達 守るべき 方略 失 ふ、 是又 孫子が 云へ る 敵不， 知，， 一 

お 所』 r な ，9、 皆 名 將の妙 用、 聞晃に 渉らぬ 所な り • 一 

4, ル カナ  ナル カナ  リ  一一  ナル カナ  ナル カナ  一 

微乎微 乎 至， 於 無. 形、 神 乎 神 乎 一 

至： 於 無； JT 故 敝爲ニ 敵 之 司 命： 一 

是は 上の 段の 意を贊 嘆せ る 語な.. > 、微は 微妙な り、 微 一 

乎微 乎と はくり か へして 嘆美せ る 語な 、至： 一 於 無お 

とは、愚將の軍はその計ぁらはにして見ぇゃすく、良 

將の軍は其計ふかくして見ぇ難し、^至！£に1^.1ては、 

1 點も はか 伺 ふ ベ き 形な きに 至る こと な り、 柳と 
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率して 急に 西北の 方より 攻 けれ ど も、 兼て 備 へ f 

ければ、 敵の 計に おち ざり け ^、是 杜牧が 注の 意な 

り、 王晳が 注に は、 守 以 也と 云 へり、 實を 以て 守 

ると は、 其 將材能 ありて、 兵 具， 費 ひ 、要害 堅固に、 用心 

きびしく、 後 詰の 手 つか ひよ く、 兵糧 澤 山に、 士卒の 

心 1 致す る こと な 、此意 は 守る と攻 ると は 相對す 

る もの に て、 如何 樣に 守ても 敵 これ を攻 すと 云 こと 

なし、 右の 如くに 一 點の虛 なく、 實を 以て 守る は， 敵の 

攻 るに 付て 守る に 非す、 た や 吾な 守る わけに て、 敵の 

攻る こと 屆か ぬ 所 あ 、故に 敵の せめぬと ころ を 守 

ると 云 ものな りと 云 意な り、 右の 杜牧 が說と 大抵 同 

じ 意に 歸 すれ ども、 說き やう 意味 深し、 李 靖が說 に は 

攻るを 以て 守 る と 云 へ b  、是は 敵の 攻るを 拒ぐ はう 

け 太刀の 道理に て、 相手な き 場に 非す、 是を 守る を以 

て 守と すると 云な り、 城に 籠らす 引逄 へ て 切て いで、 

合戰を 以て 勝利 を 得る 蹄 は、 た I ひ 敵 を 一 擧に追 反 

さすと も、 敵 案に # 違し、 此方の 兵威に 氣を奪 はれ 

て、 計 皆 違 ふ ものな り、 名 將は城 を 盾に して 防戰 をす 

ると、 故老の 云へ る 意、 此說に 叶 へ ， ^、是 守る と攻 る. 

.と 一 理 なる 道理 を 云へ，^、 尤 面白き 說 なり、 張 預が說 
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に は、 よく 守る もの は 九地の 下に 藏 ると 云へ b. 、九地 

の 下に かくる 、時 は 吾に 攻 むべき 形な し、 敵な に 、 

取り付て 是 を攻ん や、 さ れ ば わが 守る は 彼れ が 攻め 

ぬ 所 なれば、 是敵 のせ め ぬ 所 を 守る と 云 ものな- 9 と 

云 意な.. >  、右の 諸說の 中 に、 張 預が說 は、 兵の 至现 を 

明かして 誠に 極 妙の 談 なり、 よく 其理を 得ば、 天下に 

獨步 せん、 され ども 其 道理 を說 くと も 其 わざ を 得が 

たからん、 王 晳が餘 は、 攻るも 守る も 皆 わが 本 を 調る 

上に ありと 見たり、 是 軍の 本體 にて、 g: 々の 妙 用 もバぇ 

を 本に せ ざれば、 たしかなる 勝利 は 得が たし、 され ど 

も 其 言 何に 泥 まば、 作用の 上に ゆきわたら じ、 李靖が 

說は攻 ると 守る との わざに 滞らす、 攻るも 守 る も 一 

理 なれば、 其 わざ も 二つなら ぬ こと を 明かして、 兵の 

作用に 於て 其 妙處を 得たり、 王晳が 說を體 とし、 李靖 

が說を 瓜と して、 張 預が說 の 深意に 叶 ふべ し、 杜牧が 

說は、 淺く 文面に つきて 云た る もの なれ ども、 淺 きと 

て棄っ べきに 非す、 淺く あ， 9 ときこと な. 9 とも、 其 時 

々の宜 きに 叶て 勝利 を さ へ 得るな ら ば、 深き 說には 

まさるべ し、 總 じて 古人の 合戰の 上に て、 てだて 謀の 

あさば かなる 隨 なることの ある を晃 て は、 今時の 人 


城を攻 るに 敵 これ を 守らす と 云 ことなし、 敵に 右の 

如く 虛 ある 時 は、 守れ ども その 守りのと > かぬ 所 あ 

b  、是を 敵の 守らぬ ところと 云と 云へ 、是又 杜牧が 

說ょ. >  1 重 深き 說な. -、 李 靖が說 に は、 守る を 以て 攻 

ると すると 云 へ hs  、城 を 攻めて 落さん とのみ 思 ふ は、 

攻るを 以て 攻る とする もの な-.^、 攻る 術を盡 すと 云 

とも、 敵 又 守る 術を盡 して 是を 拒ぐ、 今 それ を 引か へ 

て、 曾て 城 を 攻めす、 唯 吾 陣屋 AJ 守て 居 る 時 は、 敵 案 

に 相違して 是に應 する 術 を 知らす、 吾と 爭 ふこと を 

得す、 この 中に 勝つ ところ ある 意な り、 是又今 一 重 深 

き說 なり、 張 預が說 に は、 吾が 攻る こと 九天の 上に 勸 

く 如なる 時 は、 敵 守る 術 を 失 ふゆへ、 是 すな はち 敵の 

守らぬ 所 を攻 るな リと云 へ ，.^、是軍形篇の語を用ひ. 

て 注せり、 杜牧、 王晳、 李靖が 注、 皆 一 理 ありと 云へ ど 

も、 てだて 表裡の 末に 流る、 張 預が說 に 至 て は、 敵に 

求めすして吾に求む、獨往獨來の妙處を得た.，^、守而 

必 固と は 城 を 守て は必 これ を 守，.？ V 屆 け、 守る とな 

て 敵に 落さる、 と 云 ことなき ことな り 、守.. 其 所  不 

,攻 と 云 ふ、 其の 字 は 敵 を 指し て 云、 敵の せめぬ 所 を 

守る ことな hs  、總 じて 城 を 守 る は 敵の 攻 るに 應 じて 
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是を 拒ぎ 落され じと爭 ふ、 たと へ て 云 は  > 、攻る は 打 

つ 太刀な b  、守る は. うけ 太刀な ，0、 きられ じくと 敵 

の 太刀 をう くれば、 うけ 太刀に な. CV て 其 勢 敵の 下に 

か 》 み 、敵の 上に 超えす、 っゐに 敵に 制せ ら る、 故に 

名 將の城 を 守る は、. 敵の 攻めぬ 所 を 守るな り、 是又爭 

ひの なき 場に て、 敵 これ を攻る こと を 得 や、 その 敵 

の 攻めぬ 所 を 守る と 云 は、 如何 檨 のこ と 云と なれ 

ば、 杜牧 が 注に は、 不， 攻尙 守、 何 fj- 其 所 乎と 云 ~ 

b  、この 意 は 敵の 攻めぬ 所 を 守る と 云 は、 敵の 攻めぬ 

所まで を も 守る と 云 意と 見たり、 敵の せ めぬ 處 まで 

も 守る なれば、 敵の 攻 るに 付て 拒ぎ 守る に 非す、 攻る 

處 攻めぬ 處と云 差別な く、 すきまな く 守るな 、その 

守る こと 敵 を ふせぐ に 非す して われ を 守る な ，9、是 

敵に つか はれす、 敵に つかぬ 道理 ゆへ、 敵の 下に か、 

ます、 うけ 太刀に ならす、 敵の 上に 立ち こ ゆ れ ば、 如 

何樣 にせ めても 落さる、 ことなしと 云 意 な 、漢の 

景 帝の 時、 七國の 謀叛 を しづ めんと て、 周亞 夫と 云將 

軍、 昌邑と 云 處に陣 城 を 取る、 七 國の兵 東南の 方よ 

攻めければ、 周亞夫 下知して 西北の 方 を 守らせたり、 

人皆怪 みける に、 東南の 方の 戰の 最中に、 敵 精兵 を 引 
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これ は攻 ると 守る との 上に 付て、 不意の 理を說 く、 即 

虛實 の精微 なり、 攻而必 奴と は、 敵の 城 を 攻て必 これ 

を 攻めと，.^、 攻る とな， 9 て 落ち ぬ 城の なき こと を 云 

なり、 攻 其所不 守と 云 ふ 其の 字 は、 敵 を 指し て 云、 敵 

の 守らぬ 所 を攻 ると 云 ことな，. >  、總 じて 城 を攻 るに、 

落ちざる は 何故に おちぬな れ ば、 我 は是を 落さん i 

し、 敵 はこれ を 落され じと 守る、 敵と 味方と 力 を 以て 

爭ふ によ て、 石と 石とう ち 合 はする が 如 なれば、 兩 

方と も 損じ 破れて、 全き こと を 得が たし、 故に 名將の 

城 を攻る は、 敵の 守らぬ 所 を攻 るな り、 是ハ 学の なき 場 

にて、 是を 落す に 力 を 用 ひす、 石 を 以て 卵に 投 るが 如 

し、 扨い かやうな る を、 敵の 守らぬ 所 を攻 ると は 云と 

なれば、 杜 牧が說 に、 警„ 其 東， 撃，， 其 西； 誘 „其前 ま 其 後， 

と 云へ，^、 警 ると は、 鐘 太鼓 を 鳴らして 攻め 支度 をす 

る J なり、 襲 ふと はしの び 入て 擊っ ことな. 9、 東の 方 

よ b 鐘 太鼓 を 鳴らし、 或は 火矢 大筒 を 打ち かけ、 攻む 

べき 樣に 見せかけ 置て、 引きち が へ て 西よ..^ 攻め、 或 

は 前方よ. り 敵 をい ざな ひ 引き出し て、 後よ， 0 忍び入 

て攻 落す たぐ ひなり、 昔 後 漢の 光武の 將軍 に耿舞 と 

云 もの、 張 步と云 敵 を 攻めけ る 時、 張步が 持ちの 城に 
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西 安と 云 城、 臨 淄と云 城、 其 間 四十 里 あ り、 西 安城 は 

小さ けれども 要害 堅固 な.^、 臨淄は 大きなる 城 なれ 

ども 攻 やすき 所 ありけ 、耿舞 軍 中に 下知して 攻具 

を 支度 させ、 五 =n 過て 西 安を攻 むべ しと 云 ひ 渡し、 敵 

方よ，^ 生 捕たり し囚 を、 油斷 したる ふりに てに がし 

け， o、 西 安に て是 をき、、 用心 さび し く 守. ければ、 

耿<并 明日 早天に 臨淄 へ 押 寄せ た 、彼の 生 捕の にげ 

か へ， 9 たるが 云 ひたる 詞を 信じて、 城 中汕斷 したる 

ところ 一 もみに 攻 落す、 臨 淄の城 落ちければ、 西 安 堅 

固な-りと 云へ ども、 近處に 助けな くし て 獨 立の 勢な 

り 難く、 一 城 を 落して 二 城 共に 手に入， 9 たる こと あ 

り、 後漢の 世の 末に 朱， 焦と 云 もの、 黄 巾の 賊の 大將韓 

忠を 宛と 云處に て攻 ける 時、 太 鼓 を 鳴して 西南の 方 

よ b 取 かけ、 手痛く 攻 ければ、 賊徒 力 を 一 つに して 是 

を ふせ！,.、 朱 篤 精兵 五 千 を 引率して、 潜 かに 柬 北の方 

より 城を乘 り、 遂に 其 城 を 手に入れ ける、 是哲 杜牧が 

注の 意な b ヽ王晳 が 注に は、 敵の 守らぬ 所 を 攻るは 敵 

の 虛を攻 る ことなり、 敵の 虛と 云は大 將に材 能な く、 

兵 具 調ら す、 要害 堅固なら す、 法令 油斷 あ り、 後 詰い 

まだ 来らす、 兵糧 不足なる ことなりと 云へ り、 此意は 


を Sf つ 時 はわれに たてつく ものな き 道理なる 其し る 

しの. ャ 極と 云 ことな，. y  、行 千里と は、 敵 國の內 を 千里 

ほど はる と 行く こと な h^、不勞とは何の辛勞骨 

折 もな きこと な り、 敵 國の內 を 千里 ほど も はる <^ 

と 人數を 押し 行かば、 たと ひ弱 敵な， 9 とも、 彼れ も 人 

數を 出し 是を さ、 へ ふせがん とすべ し、 それ を 打ち 

なびけ て 通 ら ば、 千里の 間に は 若干の 辛勞 なる ベ き 

ことなる に、 何の 辛勞 骨折 もな く 押て 通る と 云 は、 無 

人の 地 を 行く 故な り、 無 人 の 地と は 人の なき 處を云 

な 、是は 敵の 險阻 要害 を賴 みに して、 用心 をせ ぬ 方 

角より 押 行く 時 は、 たと ひ 千里の 地 を 行く とも、 人な 

き處を 行く が 如し、 われに 敵對 し、 われ を 妨げて こそ 

人と も 云べ けれ、 わが 押 行く先き の 人 ども、 曾て われ 

に 敵對せ すん ば、 人な き處を 行く と 云 ものな り、 如此 

なれば たと ひ 千里の 路を押 しゅくと も、 なにの 辛勞 

か あらん や、 昔 三國の 末に、 魏の 方より 鍾 I 鄹艾兩 人 

を大將 として、 蜀の後 主 を 退治せ しむ、 鐘會は 劍閣の 

本道より 人数 をむ け、 れば、 蜀の 大將姜 維人 數を率 

ひて ふせぎ 戰ふ、 其 時 邵 艾陰 平と 云 まよ h- 山中へ わ 

け 入り、 毛氈に て わが 身 を 包みて、 はるかの 山 岸 を 


ころび 落ち、 人 もな き處を 七 百 里と ほ b て、 S の 都 成 

都まで 攻入 、たやすく 是を返 治す、 是敵耍 害 を賴み 

て、 この 方角よ b は、 曾て 敵の 來 るべ きこと に 非す と 

思た る 方よ b 攻 入りた るな れ ば、 趨其所 不意と 云 ふ 

道 现に叶 ふゆ へ 、千里 を 行く も 何の 勞 もなくて、 人な 

き 地 を 行く 如くな しな，^、 其 後 唐の 太宗、 李靖を 西 

海道の 大總 管と し、 吐 谷 渾と云 ふ ゑび す を 平げ しむ、 

李靖 空虚の 地 二 千里が 間 をと ほり て、 輙く吐 谷. 渾を 

平げ し はこの 類な り、 不意 は 敵の こ、 ろつ か g 處な 

れば、 是に 過た る虛 なし、 敵の 虚を うつ こと は 鹿 丁が 

牛 を さくに、 刃 を 骨 節の 間容虛 の處に 施す ゆへ、 力 も 

入らす 刃 も こぼれす、 一 刀 を 以千牛 を さけ ども、 とぎ 

たてた る 刀の 如しと 云け る 道理 に て、 是を Jaf 法の 至 

極と す、 敵の 意つ かぬ ところよ，， >  行けば、 敵われに 敵 

對せす、敵對するものなければ獨往て獨返る故、^vの 

效の 至極 を 云 時 は、 千里の 地 を ゆけ ども、 曾て 勞 する 

ことなき なり、 

攻テ而 必 取 者、 攻，， 其， 所， 不 J7 也、 守 

而 必 固， 者、 守，， 其 所， 不. 攻 也、 
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云 は、 將の 心に こ  を專 要と して、 敵の 思 ひ 付ぬ 內 

に、 急き てこ、 へ走り趨くな，.=^、其所，ー必趨ーと云は敵 

の 表な. o、 其 所， 不， 意と 云 は 敵の うら な .0、 敵の 是非 

ともに 働くべき 所へ、 わ れ も 人數を 出して 敵に 組合 

ひ、 敵の 表 をし かと 引 向けて、 扔人數 を まわして 敵の 

思 ひがけぬ 方よ. 0 急に 赴て 打取る と 云 mjAJ 、出， 一 其 所, 

必趨； 趨 一一 其 所芣. 意 と 云な り、 この 段よ b 末、 乘其所 

之 也と 云まで は、 虛實の 神 理を說 て、 前の 段の 生 客の 

上に て 虛實 を說た る を 承け て 、其 骨髓を 明せ り 、骨髓 

と 云 は 不意な，. >  、不意 は 敵の 虛 にして、 不意 を 伐つ 時 

は 味方い つも 實な ひ、 され ども 不意 は 裏な， り、 うら あ 

れば必 表 あ...'、 表に 組合 ふ ものな きに、 其 うら を 伐ん 

とせば、 わが うらと 思 ふ もの いつのまにか 表に なり 

て、 敵 却て わが 不意 を 伐つ ベ し、 是 天地 盈虛、 與時消 

息す と 易に 說 ける 道理に て *虛 實掌を 返へ すが 如し、 

あぶなき ことな， 、表に 組合 ふ もの あれば、 敵 うら を 

氣遣ふ 意つ くと も 表の 搾 急な れ ば、 うらまで は 手 及 

すして、 わが 不意と 見た る 所、 いつまでも 不意な り、 

是又 致， 人而、 不^> 於 人， の 妙 用な，^、 故に 軍の 勝ち は 

趨ー其 所 ^不^^- と 云に あれ ども、 敵 を 制する 妙 用 は、 出， 


二  ®  . 

其 所 一一 必趨 一と 云に あるな り、 よ く- ふ ベ し、 然る 

に 諸 本に 本文 を 出， 一 其 所禾邋 、趨， 其 所, 不， 意と かける 

は、 この 意 を 知らぬな.^、 諸 本の 如 なれば、 二 句 共に 

一 意に て、 文勢 快き 樣 なれ ども、 不意 を 掌に 握る 術な 

ければ、 孫子が 本意に 非る べし、又必の字と不の字と 

文字似たれば、集注 の古本^傳^^？の誤ならんかと云 

人 も あれ ども、 曹 操の 注に 使， 敵不， 得 „ 相 往 而救， 之 也 

と あ 、相往 くと は兩 方へ ゆく ことな， 9、 表に 取 紡ぶ 

所 あれば うら へ ゆく ことの 能 はぬ 意 な 、又 何 氏が 

注に は、 令， i 敵. 人， 须 ,應^§ と 云 へ り、 是專に 敵の 必趨 

く 所 へ 人數を 出し て 、敵 を 我に 應 せし め て 、敵と 味方 

との 氣を しかと 組合せて、 其 うら を擊っ 意な り、 op 橾 

何 氏が 注旣 に如此 なれば、 古本 は 必の字 を 用 ひて、 刊 

本の誤に非ること明かな，.^、 

行 ¥ 里， 而 不. 勞 者 、行： 於 無-人， 之 

地， 也、 

是は 上に 不意の こと を 云た るに 付 て、 不意の 極效を 

云へ-.^、 極效と は 至極の しるしと 云 ことな hN  、しるし 

と は 事の 成就す る 所 を 云な り、 不意 は 敵の 虚 にて、 虛 


證、 南北朝の 世の 末に、 隋の 高祖 北方の 帝位に 登り 玉 

へど も、 南方い まだ 手に入ら や、 この 時 南方の 帝を陳 

の 後 主と 云、 天下 久しく 南北に 分. -て、 南國 こと-』 豊 

饒 なりければ、 隋の 高祖の 臣高頟 が訐 にて、 南 國收納 

の 時 を 伺 ひ、 軍兵 を 催し 南 國へ攻 入ん と 沙汰 させけ 

、南朝に て 其 風 說を傳 へ 聞き、 軍兵 を聚 め、 砦 要害 

を 守らし む、 され ども 合戰を はじめす、 日數を 送て 取 

り 合 を やめ、 敵 休息 すれば、 又 軍兵 を 催して 攻 入ん と 

沙汰 させ、 幾度 も かくの 如して 騒がせ、 其 疲れたる 圖 

を 計りて 攻 破りし こと あ，. >  、吳の 伍子 胥が 楚の國 を 

攻めけ る 時 も、 敵 出陣す れば引 き、 敵 ひけば 打て 出 

て、 南 を攻ん として 北 を 攻め、 敵 北に 向 へば 南へ 取 か 

け、 一 年の 內に 楚國 より 七 度 ま で 人數を 出させて 疲 

らせ しこと あり、 このるい 皆勞 ^ 之の 略 な り、 又 敵 を 

飢 やす 術 は、 多く は 敵の 小 荷駄 をき，.^ 取り、 或は 米藏 

へ 火 を かけ、 或は 刈 田 をし、 麥禾を ふませな どす る 類 

なり、 隋の 代の 末に、 李 密と云 もの 繁陽城 に 籠りし 

を、 隋 帝より 宇 文化 及と 云 人 を大將 として これ を攻 

めしめ たる 時、 化 及が 愚將 にて、 しかも 糧少き 知 

て、 李 【お 和 を 乞 ひ降參 しけ れ ぼ、 化 及 喜び 油斷 して、 


士卒に心ま 、 に兵糧をくはせ け り、兵糧ゃが て^?1る 

を 伺 ひて、 季 【せこれ を 追拂し こ と あり、 又 司 馬景王 

諸葛誕 を壽泰 城に て圍 みし 時 も、 城 中の 糧少き を 

察して、 寄 手 も 兵糧 盡 きた. 0 とて、 引 支度 をした る 

に、 諸 葛 誕油斷 して 兵糧 の しまつ を せ す、 糧壶て 落 

城せ る こと あ b  、是等 も 敵 をう やす 策 の 1 つなる ベ 

し、 

R, 其ノ 默，， 必 き趨： 其.^  不. 意、 

所 必趨と 云 を 諸 本に 所 不趨に 作る、 今 集注 本に 從ふ、 

其 所 必趨、 其 所 不意と ある、 この 二つの 其の 字 は敵ヒ 

指すな b- 、出 其 所 必趨と 云 は 出敲所 „ 必趨 一と 云 こ と 

な b  、所。 必趨 一と 云 は、 敵の 是非ともに 馳せ 向 ふ 所 を 

云、 出と 云 は、， a 此の方 角へ わが 人數を 出して、 敵と 

戰ひを 取組むな り、 趨，， 其 所 禾釜， と 云は趨 一一 敵 所ネ， 意 

な.^、 所 不意と 云 は 意なら ぬ 所と 云 こ、 ろに て、 敵 

の 思 ひがけぬ 所 を 云な，.^、 趨とは 走， 9 趨く 意な hs  、前 

の 出と 云 は、 人數を 出して 戰ひを 取 結 びた るば か， 9 

にて、 わが 心に こ 、を 專途 とする に は あらぬな り、 出 

と 云. は あら はに さし 出す こ 、ろ あ .9  、このき くと 
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中に て是を 破，.^ しこと あ り、 この類み な 敵の 大切に 

思 ふ 所 を 攻て、 彼が 害と なること をす るな り、 

二  ス ルテモ  シ ヲ クテモ  ヤシ テキ ヲモ 

故 敵 佚 能 勞. 之、 飽 能 飢. 之、 安 能 

カス チ 

動. 之、 

この 三 句 は 上の 文に、 利害 を 以て 敵 を 使 ふこと を說 

ける を 承け て、 かくの 如く 利害 を 以て 使 ふ 時 は、 敵わ 

が 心 ま なるこ と を 云 へ 、敵 佚す ると は 、敵の 疲れ 

す 精力 ゆたかに あま ある こと な り、 飽 くと は 敵の 

兵糧 澤 山なる こ tj な り、 安き と は 敵の 堅く 守て 動か 

ぬ ことな， CN  、上文に 云 へ る 如く、 良將は 利害 を 以て 敵 

を 使 ふ 術 を 得る ゆへ、 精力 ゆたかに てた やすく 撃と 

り 難き 敵な とも、 よく 心 ま、 に是を 疲ら かし、 其 精 

カを弱まして是を撃っ、兵糧ゅたかなる敵な，，：^とも、 

よく 心 ま、 に 其 兵糧 を 失 はし め て、 弊に のりて 是を 

撃つ、 si!  く 守て 動かぬ 敵な. 9 とも、 よく 心 ま、 に是を 

動かし て 動く 所 を 撃 と る  >是 皆 利害 を以 て 使 ふゆへ、 

わが 心の ま 、になるな b 、篇の 首より こ 、まで は、 文 

勢 一 貫し て 皆 敵 を 致す 術 を說 け り、 敵 を この 方へ 引 

きつけて、 わか 思 ふま に 敵 を ま はすこと は、 先づ敵 


f   ；..  一  ニー 

の 情に よく 通達して、 敵の 利と すると ころ、 敵の 害と 

する 所 を 知る べし、 敵の 利と する 所と は、 敵の 好む こ 

とな，^^、敵の害とす る 所と は、 敵の いやがる ことな 

り、 敵の このむ こと 敵の いやがる こ. とを以 て 敵 を 使 

ふと 云 は、 わか 虛は 敵の 好む 所な り、 虛を 攀ん とする 

は 敵の いやがる ことな，.^、 地の利と 兵糧 はこの む 所 

なり、 地の利 兵糧 を 奪ん とする は いやがる ことなり、 

屈服 降參 する は 彼れ が 好む 所 な り、 武名 を 失 はしむ 

, る， は 彼れ がいやが る ことなり、 此外何 にても 利 を 見 

せて 進まして、 害 を 見せて 返 かしむ る 時 は、 敵の 進退 

わが 掌に ある ゆへ、 疲れぬ 敵 もっから かすべし、 兵糧 

ゆたかなる 敵もう やす ベ L  、勸か ぬ 敵も勸 かす ベ し、 

敵 はわれに 使 はれて、 われ は 敵 を 使 ふ こ と 傀儡 を ま 

わす 如く なれば、 我 はいつ も 主にな り、 敵 はいつ も 客 

にな b  、主客の 勢 立つ 時 は、 敵 はいつ も虛に し て、 我 

は いつも 實な hs  、實を 以て 虚を繫 つ こと、 石 を 以て 卵 

に投 する が 如くな， 、是 篇 首より 此 段まで の 主意な 

り、 然るに 古來の 注に 多く 一 段く に 義理 を 取 、別 

々に見るゅへ文勢くた<^になh^ て、 孫子が 主意 あ 

ら はれす、 其 說に從 ふ ベ からす、 敵 佚能勞 之と 云 ふ 例 


利 之と 云 之の 字 は、 敵 を さして 云な-. >  、利す と は 勝利 

を 見す る ことな ヽ されば 敵に か ゝら すると も、 ひか 

すると も、 又 如何 樣に なりと も、 敵に さすべき と 思 

て、 思 ふやう になる こと は * 如何 檨に すれば かくの 如 

く 自由になる ぞと 云に、 そ の わが 思 ふやう に 敵が な 

して、 敵に 勝利の ある 様に 敵が 思へば、 敵わが させた 

きと 思 ふこと をす るな. o、 能 使，、 一一 敵 人 ー不ん I： へ 至と は、 敵 

の 此方へ 攻め 來ら ぬ樣 にす る こと を 云、 其 外い つく 

へな りと も、 わ が 好まぬ 處 へ敵ヒ 働かせぬ こと を も 

云、 又 何事 にても 敵に させぬ こと を も 云 ベ し、 害， 之 

の 之 も 敵 を さして 云、 害すと は 害の ある 樣に しかけ. 

て 見す る ことな，.^、 敵に 此方 へせめ 來ら すま じと 思 

ひ、 又 何く へな りと も、 わが 好まぬ 方へ 敵 を やる まじ 

く 思 ひ、 又 何 にても 敵に その 事 を さす まじく 思 ふに、 

思 ふま  に 敵の 此方の 好まぬ 處へ 来らす ゆ か す、 此 

方の 好まぬ をせ ぬ檨 にす る MJ の m 由に な る は、 如 

何様に してなる ぞと 云へば、 其 事 を すれば、 敵に 害 あ 

る やうに 思 はすれば 敵 其 事 をば せぬ なり、 敵 味方 共 

に 利の ある こと をば な し て、 害の ある こと をば せぬ 

もの ゆ へ 、利害 を 以て 敵 を 使 ふ 時 は、 敵 此方の 思 ふや 
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うになる、 是敵を 此方へ 引付る 術な り、 利， 之 也 ，^J 云 

を、 古來の 注に、 財 寶の利 を 以て 敵 を 誘む くこと な 

と 云 へ る說 あり、 財寳 ばかりに 限る ベ からす、 地の利 

よりして、 こ に 陣取らば 勝利 ある べきと 見 ゆる 處 

など を 知らぬ 樣に思 は せ て、 敵よ ゥ これ を 取ん と爭 

ひ來る やうに するな ども、 利 ^ 之 な り" 又 軍に 負けて 

見す る も、 味方の まけ は 敵の 利 なれ ば 、利， 之な り、 總 

して 何 にても 敵の このむ 所と 見る ベ し、 又 敵に 害 あ 

る こと  云 は、 昔 戰國の 時分、 梁の 惠王趙 の 國へ攻 入 

„ -、 趙の國 の 都邯鄲 城を圓 み、 邯鄲危 か. 5 け れ ば、 趙 

王よ. 9 齊の宣 王 へ 後 詰 を 乞 ふ、 齊の宣 王の 將軍田 忌、 

人 數を率 ひて 邯鄲 城の 後 詰 を せんとし ける 時、 孫臏 

が 計に て、 邯鄲の 後 詰 はせ やして、 梁の 都へ 攻入， 0 け 

れ ば、 梁 の 軍兵 わ が國 の都危 しと 聞て、 邯鄲 の圍を 

解き、 軍 を 本國へ 返す 所 を、 馬 陵と 云 ふところ にて、 

梁の 國の將 軍 龐涓を 撃 取し こと あり、 又 三國の 時、 魏 

の曹橾 河北と 云處 へ 出陣せ し を 伺 ひ、 黑 山と 云處の 

賊徒 武陽城 をせ めけ れ ば、 曹操 これに は 構 はす 山中 

へ わけ 入 b  、賊徒の 本 城を攻 む、 賊徒 これ を 聞て 武陽 

城 をう ち棄 て、 軍 を ひき か へす 所 を、 伏兵 を 以て 途 

 二 1 


孫 子 虚資第 六 . 

方の 打つ 太刀 は 中ら や、 後に 一 步踏出 したる もの、 

打つ 太刀 は 中る 位 あ 、是間 あ ひ 同じと 云へ ども、 一 

方 さきへ 踏 出す にて 間 あ ひつ まる ゆ へ、 後に 出る 方 

の 太刀 中るな り、 軍 も その 如し、 敵^ 方 間を備 だけ S 

きて 互に 相對 し、 何れも 傍に 奇 兵を備 へ て 橫槍を 入 

れんと する に、 懸る方 負く るな， 、懸る 方向 ひの 奇兵 

へ 間近くなる によりて、 撗を 入れられて 負るな，. >  、此 

外敵 をお びき 橫を 入れて 勝つ る い、 皆 敵 をよ き圖に 

引付けて 勝つな り、 され ど も 敵 かやうな る 場へ うか 

うか..'. -踏 出して、 橫を 入れら る 、 こと ある ベ から や、 

此方よ，， ^橫を 入れん とする 時 は、 敵よ b 又 其 橫を押 

ゆべ し、 されば 箇檬 なる 場へ 敵 を 引付けて、 輙く 打て 

取る と 云 は、 合戰 の 上 手の、 よく 兵の 勢 を 我物に し 

て、 敵の いやながら 進む やうに 仕 かけて、 敵に 進ます 

るに 非ん ば 叶 ふ ベ からす、 故 に 善 戰者致 人と 本文に 

說 たる ことにて、 戰の 上手なら ではならぬ ことな. 0-、 

致》 人 と 云 へ る 奥義 は、 敵 を か 、ら する ことば か りに 

は 限らす、 懸ら せて 勝つ べき 敵 なれば、 懸ら せて 擊て 

取. o、 引せ て 勝つ ベ き 敵 なれば、 引せ て 撃て 取り、 敵 

の 旗 を 東へ 向けて よき 時 は 東へ 向け. さ せ、 西へ 向け 
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てよ き 時 は 西へ 向けさせ、 如何 樣と も、 此方の 自由に 

敵 を 取て ま はすこと な. o、 かくの 如 なれば、 赏 なる 敵 

を も 心 ま 、 に虛 になす ベ き 故、 吾 は い つ も實 にして、 

敵 は いつも 虛な 、故に 李衞公 も、 千 章 萬 句、 不;， af; 乎 

致. 人 而不, 致， 於 人， 而已と 云 へ り、 よくく 會 得すべ 

し、 李筌が 注に、 本文の 致 人と 云 を、 致 一一 人之勞 一と 見 

て、 敵 をつ からかす ことに 云 へ り、 不致於 人と 云 を、 

不， 致 一一 人 之 佚 一と 見 て、 敵 を 安樂に してお かぬ こと、 

云へ， 9、 義理 狭くなる の みに 非す、 勞 佚の 字 を 加へ 

て、 孫子が 語に なき 意 を 添 へ たれば、 從ふ ベ からす、 

ク  チメ  ハス レバ ナリニ ク 

能 使 敵 人， 自 至. 者 利. 之 也、 能 使.，， 

敵 入不， 得 k 者 害. 之 也、 

上に 敵 を 引付る こと を 說 て、 この 段に は その 如く 人 

を 此方へ 引付る 道 を說 けり、 敵 人と は 敵の ことなり、 

自至とは、此方ょ-<^はぃろはぬに、敵の方ょり獨來る 

こと を 云な， 5、 但し この 至る と 云 字、 此方へ か、，^ 來 

る ことば かりに 限 ら す、 いづくな りと も 鬼 角に ゆく 

ことを云なh^、能使，&人ー自至lは、此方ょりはぃろ 

はぬ に、 敵の このみ 來る やうに さする こと を 云な，^、 


負 ある ものに て， 人々 勝つ こと を 好む こ 、ろ 盛んに、 

又 合戰の 勝負 は 瞬 息 を またぬ もの に て、 間ぬ け ぬれ 

ば必 おくれに なるこ と 多き 上 に 、急迫な る 場合 にて、 

見切， 0 定めた しかなら ねば、 大形 は 身命 をす て 、無 

二 無 三に 切，.^ か/ -  b て、 勝利 を 得る こと 多き ゆへ、 少 

し をし なる れ ば、 武勇に 任せて 押懸る やうに な b 

ゆく ものな. 9、 かくの 如き 敵 A, 一 制する に は、 待.， T 軍に 

利 ある こと 老功の 將の する こと な ，0、 され ども 懸る 

と 待と は 皆 軍の 所作に て、 懸る は 陽、 待つ は 陰な り、 

陰陽 一 つも かけて 叶 はねば、 懸待 何として 一 偏に 拘 

る ベ き 、孫子が 本文の こ  ろ は、 其 主意、 先處戰 地と 

後處戰 地との 分ち にあ り て、 主客 勞 佚の 勢 を 第 一 に 

說 きたり、 われ 先に 場 を 取れば、 手前に せ はしき こと 

なき ゆへ、 ゆる， と 敵 の虛を 察し て、 懸て なりと も 

待てな， 0 とも、 心の 儘になる ことな b 、此心 持 を 本文 

に 待と 云た る なれば、 待 軍とば かり 心得べ からす、 懸 

る， T 待も^ 待な りと 心得べ し、 畢竟 この 待と 云 字の 

神现 は、 下の 文の 致 人と 云に て、 よくく 神 悟すべき 

ことな，^、 
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故 善戰者 致乂、 而 不. 致. 於 人； 

此文は 上の 文 を 結びて、 虛實の 神 理を說 け. 9、 是は虛 

これ は實 と、 敵 * 方の 上に て 定ま. 0 たる 虛實 を說か 

ば、 死 底の 虛實 にて、 活 底の 虛實に 非 じ、 虛實 の紳理 

はよ く 敵の 實を虛 にし、 味方の 虛を實 にす るな- 9、 さ 

れ ば 活動 自在 にて 虛實は 吾 掌中 にあるな， 0  、 是 この 

本文の 意な. 9、 上 の 文 はこの 本文の 舯理 を喩り 知し 

むべき 爲に、 一 端 を擧 げたる ものと 知るべし、 上の 文 

の 意に て、 此 文の 意盡 ると 思 ふべ か らす、 致， 人と 云 

ひ 、不. 致-於 人 1 と 云 ふ 致の 字 は、 至らし むる 上 K 意な 

り、 至らし むる と は 呼よ する 意な，^、 呼よ すると は 引 

付る こ， 0 なり 、致. 人と は、 人と 云 は 敵な， o、 敵 を 此方 

へ 引付る ことな b  、不& 一一 於 人， と は 敵の 方へ 引付け 

られぬ ことな，.^、 上 の 文に 云た る 如く 敵よ，.^ さきに 

場 を 取り、 敵 をよ き圖に 引付けて 擊 取る は、 善 戰ふも 

の する ことな b  、敵に 場 を とら れ て 後に 其 場へ 赴 

んは、 敵に 引付けられ たる ものに て、 善戰ふ もの、 せ 

ざる ことなり、 劍術を 以て 喩ん に、 敵 味方 立 向 ひ、 敵 

よりにても * 方よ りに て も、 一 步 さきへ 踏 出した る 

i3S  漏 画 
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孫 子 曰、 凡 先 處，， 戰 地， 而 待. 敵 者 

シ -1  テ  二，  ム クニ  ハス 

佚、 後處， 戦地， 而趨. 戰 者勞、 

是 はま 客の 勢 を 以て、 處實の 理 を說 けり、 凡と は總じ 

てと 云 ことなり、 戰 地と は、 戰て 勝利 ある べき 地形な 

，Q  、先處 ，ー戰 地， と は、 戰て滕 利 あるべき 場所へ、 敵の 陣 

取らぬ 先き に 、此方より 陣を 取. 0. 備 を 立つ る ことな 

,5、 待. 敵と は 敵の 來るを 待もう くる 意な，.^、 佚 は 安 

佚に て、 骨折らす 辛勞 なき 意の 字なら、 * 方の 疲れ を 

も 息め、 ゆるく と 支度 をして 敵 を 待う く る 意 を 云 

なり、 戰て 勝利 あるべ き 地形 を、 敵に とられぬ 先き に 

此方より 陣を 取って、 敵の 來るを 待う くる 時 は、 士卒 

の 疲れ を もやす め、 ゆる. と 支度 を もし、 又 何も か 

もし まひ、 ひま なれば 敵の 様子 を もよ く 見て、 擊っ ベ 

き ii を ものが さす、 又 地の利 を この 方へ 取り つれば、 

諸事の てっか ひもよ し、 敵の 攻め 來 る も 此方の 不意 

に 非す、 かねて 思 ひま ふけた る 圖に歒 を 引つ け、 心の 

ま、 に はから ふなり、 後處 一一 戰 地 一と は、 戰て利 ある 場 

を 敵に 取られた る ゆ へ、 あと から 其 場に 陣取る こと 

な り 、 00 と は ゆきか/ -  の 合 g をす る ことな， 、勞 


すと は 骨折 辛勞 する ことなり 、味方の 疲を やすめす、 

支度て つか ひ、 ゆる/、 とする ことならす、 何事 も ゆ 

きつ まりせ はしな く、 手の ま は b にくき 意 あり、 戰て 

利 あるべ き 場 を 敵に 取 ら れ、 あとから 其 場 へ 行て 陣 

取る 時 は、 敵 はは や 陣取り 備を立 固めて 居た る ゆへ、 

ゆきか、 に 合戰を 敵より しかけん もこ 、ろ もと 

なければ、 心 ひまな く油斷 もなら や、 疲れ を も 息む る 

間な く、 諸事の 支度て つか ひもせ はしくて、 ゆるやか 

なるこ となく、 何 かに 心 とら れ て 敵 を 打つ べき 圔も 

おの づ からぬ くる こと ある ベ し、 心さ はがしければ 

目 も 見えぬ もの ゆ へ、 敵 を 察する こと も詳 かなる こ 

と を 得が たし、 是 畢竟 主客の 勢と 云 ものに て、 先に 場 

を 取.. >  たる は 主と なり、 後から 來る もの は 客と なる、 

主 は 亭主 客 は 客人な り、 亭主 は 何事に 付ても 勝手て 

つか ひよく、 客人 は 諸事 不自由なる ものな り、 生は實 

にして 客は虚 なり、 主客に 勞 佚の 分ち あ， 9 て、 主 はつ 

ねに 佚し、 客 はつねに 勞 する さか ひ、 き 得すべき こと 

な...^、 本文に 待. 敵と ある を 見 て、 5^ はと かく 懸 るよ 

待に 利 あ^と 云 ふ 人 あり、 尤以 fes 制 fe  、以. 靜制. 動 

め i.y  特 に 利 f ゆ sf^Afifem 
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なれば、 極めて 高き こと を 云て、 ト； の 文に 云 へ る危き 

場な. 9、 石圓 かに 場 も 千 W の 山 なれば、 即 上に 云へ る 

危則 動、 M 則 行の 道理に てた と へ た.^、 是を 軍の 上に 

て 云 は  >  、形 名分 數奇 正の 變 に 鍊 熟した る 軍兵 は 、圓 

き 石の 如し、 兵の 勢 を 以てよ き 場所に 備る は、 千 係の 

山に 置く が 如し、 是に 兵の 勢 を 背に 負せ て 是を使 ふ 

こと、 手 を 以て 彼の 石 を まろばす が 如し、 然れば 石 を 

鳥の 子に 投げつ ぐる 如に て、 敵 これ を 支 ゆる こと あ 

たはす、 是 別の 子細に 非す、 皆 兵の 勢な りと 云 意に 

て、 勢 也と 云 ふ 二字 を 以て、 一 篇を 結べ 、此篱 の 結 

語と 軍 形篇の 結語と 似た る樣 なれ ども、 軍 形篇は は 

かられぬ 所よ 、迅速の 妙 用を發 する こと を 云 ひ、 こ 

の篇は 兵の 勢 を 以て 圓轉 自在なる 意 を 云て、 主意 各 

別な り、 され ども 形勢の 二つ は 離れぬ もの ゆへ、 軍 形 

篇の 結語に も 勢の 意 を 霜^ h^、 


虛實第 六 ， 

虛實の 字 意 は 上の 篇 の 解に 見えた.^、 全 體の虛 


實を云 時 は、 明將の 11 は實 なり、,， 將の備 は虛な 

. ^、然 れ ども 臨時の 虛實を 云 時 は、 明將の 備も虛 

なること あ.，^、 閽將の 備も實 なる ごと あり、 虛實 

は 移り 易り て やます、 循環の 端な きが 如し、 兵の 

勢 を 以て 是を 制する 時 は、 實も變 じて 虛 とな， o、 

虛も變 じて 實 となる、 されば 敵に かま はすして、 

務て 己を實 する は 軍の 本體 な り、 實を 避て 虛を 

撃ち、 實 なれば 守 .9、 虛 なれば 攻る は、 軍の 常 法 

なり、 よく 敵の 實 虛 になし、 味方の 虛を實 にな 

す は、 軍の 妙 用な，.^、 其 元は 上 篇に云 へ る 分數形 

名より 調り て、 士卒 を 使 ふこと 手足 を 使 ふごと 

く、 分 合 自在なる 上に、 よく 奇 正の 勢 を 以て 敵 を 

使ふ時は、虛實掌にぁ，.^ て 、必勝の 道 を 得、 故 

に 兵 勢篇の 次に 此篇 ある な .^、蒈橾の注に、能 

虚 a 實 彼 己一 也と 云へ..^、 彼 は 敵 己 は 味方な り、 敵 

を も 味方 を も、 虛に す るも實 にす る も 我心の ま 

、にす る 意に て、 誠に 虛實の 至極な 、故に 唐の 

太宗 も、 朕觀。 諸 兵書； 無， 出-孫 武； 孫武卞 三 篇、 镒广 

出&實 一と の 玉へ り、 十三 篇の 髓腦こ の篇 にあ 

.0 と 知る べし、 
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なれば 是に のる、 功 者 なれば、 眞に 崩る 、 と 僞て崩 

る との 際 を 見分けて、 是を追 はす、 今 弱卒 を 出して 

敵に あたらす る 時、 弱卒なる ゆ へ 、崩る、 は 是眞の 崩 

れ にて 偽に 非れば、 敵， も 伺 ふこと 能 はすして、 是を逐 

ふ 時、 强卒を そな へ 置て、 虛を 撃て 是に 勝つ、 是 人 を 

擇び 分て、 其 人々 の强弱 剛臆の 上に 兵の 勢 を 持た す 

る 二  ろ ゆへ、 背に 荷 はする 道理に て、 勢 を 任せし む 

と 云な b  、此段 も 古 來の說 に、 擇 人と 任 勢と を ふた わ 

けにして說た.=^、 一 篇の 文勢に 暗く して、 孫子が 深意 

を 失へ り、 從ふ ベから す、 
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任. 勢 者 其 戰乂 也 如 木 石： 木 

石 之 性 安則 靜、 危 則 動、 方 ， 則 止、 

圓 a{ 行、 

上の 文に 擇人而 任 勢と 云 を 承け て 云へ り、 任 勢 者と 

は 名將を 云、 戰 人と は 士卒に 合戰を さする ことなり、 

名將の 士卒に 合戰を さする は、 兵の 勢 を その 士卒の 

背に 負せ て戰 はする こと、 たと へば 木と 石 を まろば 

す 如な， 、その 木石 を まろばす と 云 ふ^ へ は、 如何な 
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る ことなる に、 木石の 性 は 安ければ 靜 かに、 危 けれ は 

動くな り、 安と 云 は 半 地に 置く ことなり、 木 にても 石 

にても 、早 地に おく 時 はおち つき 安らかなる ゆへ、 平 

地の こと を 安と 云な り、 靜と云 は 動かぬ ことなり、 危 

と はかた 下りなる 場 を 云な..^、 かた 下りなる 場に E 

けば 仆る 、もの ゆ へ 、危と 云た るな，.^、 されば 木石の 

本性 平 かなる 處に 置けば 勤 かす、 ふろくなる 處に 0 

けば動くな..^、是場所にょ^-て 兵の 勢 を 収る喩 へな 

h,- 、方 則 止、 圓則 行と は、 四角なる 木石 は、 下の す はり 

よき ゆへ ころばしても 止まりて 動かす、 圓き 木石 は 

下の す は，.^ ふろくなる ゆへ、 ころばせば 走 行くな 

、是 士卒の 上に 付て 兵の 勢 を 取る 喩 な.^、 

故 善 戰. 人 之 勢、 如 .轉 ニ圓 石ヲ於 千 

悦之 山， 者 勢 也、 . 

上の たと へ を 承け て 云へ，. >  、上に 喩 へたる 如く、 名將 

のよ く 勢 を 以て 士卒 を 使 ひて 合戰を さする こと、 丸 

き 石 を 千 W の 山より ころばし 落す 如く にて、 其 勢す 

る どに して、 是を ふせぎと  > むる こと 能 はざる は、 兵 

の 勢に 通達す る 故な， 9 と 云 意な， CV  、千 W は 大抵 千 間 


る ことな， o、 古より 王 賢 君名將 何れも 人材 を 第 一 

とする ことなる に、 孫子が かく 云 へ る 深意 は、 兵の 勢 

を 論す るに 付て、 人材の 求め やう を敎 へたるな 、尤 

士大將 物 一 S よ.. - 士卒に 至る まで、 皆 それぐ に 其 器 

量藉 はりた る 人 を 持ちて 合戰を せば、 いみ じき こと 

なる ベ けれども、 かくの 如に よき 人ば か..^ を 持ん こ 

と あるべ からす、 其 上お のが 兵の 勢に 拙き こと をば 

知らす して 、齊が 下の 士大將 物 頭 士卒の かげに て N. 

に 勝ん と 思 ふこと、 誠にった なき ことなり、 兵の 勢 を 

よく 知て 士卒 を 使 ふ S: は、 隠せる もの も 勇に な b  、弱 

き 備も强 くなる、 是名將 の 作 略な， o、 其 上人に 求む る 

と 我に 求む ると、 其 心 入れ 谷 別なる ことなり、 深く  * 

ふべ し、 

二  クテ  チ  セシム ヲ 

故 能 擇. 人 而 任. 勢、 . 

上に 云へ る 如く、 名將は Sef の 勝ち を 兵の 勢に 求めて、 

下の 剛隠 AJM めざる ゆ へ 、合戰 を よくす る 人 は よく 

人 を 揮ぶな り、 能と 云 字に 心 を 付くべし、 愚なる 大脉 

は、 擇 人と 云 へばよ き 人ば かひ をす ぐり、 剛 なる 人ば 

かり をす ぐ， 0 て、 是 にて 軍に 勝ん とす、 それ ゆへ 下へ 
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せめ 求む る ことつ よくして、 人 をと がめ 人を責 む、 こ 

れ 甚だ 滯 りたる ことにて、 力 を 以て 勝ん こと を 求る 

道理に なるな， 9、 かくの 如くなる を 孫子 は 責> 一 於 人 一 

と 云な. 9、 又 人 を 擇 ぶこと を 知 たれ ども、 よく 人 を擇 

ぶと け 云 はれぬな. > 、名將 はよ く 兵の 勢に 通達して、 

こ， 0 滯るこ となし 、故智 ある もの をば 將 とし、 勇なる 

もの をば 先登と し、 カ强 きものに 旗 を 守らせ、 下卒に 

は 飛道具 を 持せ、 上 卒には 短 兵 を 持せ、 臆した る もの 

に は 物 を 守らせ、 それぐ に 人 を 使 ふ、 唐の 太宗、 味 

方の 弱き 備を 敵の 强き 備に 當て、 味方の 强き備 を 敵 

の 弱き 備に 當て、 弱き 備を 以て 敵の 强き備 を 引 動か 

し、 强き備 を 以て 敵の 弱き 備を 打破り、 其 勢 を 以て 敵 

の强き備も破れたることぁ，<=^、是ょく勢を用て、ょく 

人を擇 たるな り、 然れば 擇と云 は、 ゑら びす ぐ，.^ てよ 

きば か，.^ を 取る に 非す、 とく， と ゑり わけて、 智愚剛 隠 

を それ <\- に 使 ふこと なり、 枉 勢と 云 は 兵の 勢 を そ 

の 人々 に 任ん さする ことな 、任と さする と は 背に 

物 を 荷 はする こ ろな b  、喩 へ ば 弱き 卒を 先 へ 出す 

は、 わざと 崩れて 敵 をお びかん 爲 なり、 强き卒 にわ ざ 

と 崩れよ と 云 ひ 含めて、 敵 をお びかす る 時 は、 敵愚將 
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べき、 是 兵の 勢 をよ く 知て、 敵 を 動かす ことの 上手な 

る 人の、 よく 敵の 守り を變 する 道な.^ と 云 意な り、 以 

,卒 待 ^ 之と 云 ふ 卒の字 を、 李靖 が太宗 問對 に は、 本の 

字に 作る、 本と 云 を 張預が 注に、 正兵 なりと 云 ？、 

直 解に は 上の 文の 治亂 臭怯强 弱の 語に かけて、 眞治 

眞勇 眞强の 本と 3^ た. >  、又 古 來 諸家の 說に 、やはり 卒 

の 字に して 精卒 勁卒な ど 見た，.^、 精卒は しらげ た 

る 士卒と 云 ことにて、 すぐ.^ たる 軍兵 を 云な り、 勁卒 

はつよ き 士卒な. o、 尤利を 見て 敵の 動く 所 をば、 すぐ 

りたる 軍兵 を 以て、 敵の 動き を 待 受けて 是を攀 つ ベ 

きこと なれば、 義理 は 通す る やう なれ ども、 本文に も 

なき 精の 字 勁の 字 を 足して 見る こと、 孫子が 本意に 

叶 ふま じく 思 はる、 又 精の 字 勁の 字 を 加へ す、 唯 士卒 

のこと、見る時は、奇兵を以て勝っ意になるな，o^、正 

を 以て 合 ひ、 奇を 以て 勝 こと、 軍の 通 法 なれば さも あ 

るべ けれども、 正兵 を 以て ひしぎ て 勝 こと も ある ベ 

し、 奇兵ば か.^ に は 限る； まじ ければ、 是又 通せぬな 

'、又 直 解の 說に從 て、 眞治眞 勇 眞强の 本と 見る 時 

は、 道理 は 深 妙なる やう なれ ども、 畢竟 理學 者の 舌端 

なり、 用 ゆべ からす、 張 預が說 に 從て、 正兵と 見る こ 


1〇 四 

とも、 是乂 正兵ば か hv に は； 限る まじければ 川 ゆべ か 

らゃ、 今按ャ るに、 古本の 卒の字 は 文字の かきあやま 

りに て、 李靖が 本の 字に 從ふ べし、 本と 云 は 車 形篇に 

昔 之善戰 者、 先爲， 不 k 脉、 以待 „ 敵 之 可, 勝と 云 へ る、 

是敵に勝っの根本な、<=^、敵の利とすることを 以て 敵 

を 動かして、 敵 動く は是 敵に 勝つ べき 所な り、 され 

ども 吾 は 敵に かたれぬ こと をして 敵の 励き を 待つ ベ 

し、 是以. 本 待 y 之な..^、 多く は 利 を 以て 敵，^ 動さん と 

して は、 却て 眛 方の 形 あら はれて、 敵に うたる、 こと 

あるべし、 故に 孫子 心 を 付けて 丁寧に 敎へ 戒めて、 以 

, 本 待つ 云 へ るな り、 誠に 兵の 勢に 通達す る 人に 非 

んば、 かくまで はと 思 はる 、なり、 

^  戰 者、 氣，， 之， 於 勢： 不. 罠， 之， 於 

人； 

篇の 首より 段々 に 上に 說 ける 如く、 兵の 勢と 云 もの 

尤肝耍 なる ゆへ、 合戰の 上手と 云 もの は、 唯 この 兵の 

勢の 上に て 車の 勝負 を 求めて、 人の 材能器 B の 上に 

付て、 軍に 勝つ こと を 求む る こと をば せぬ となり、 故 

求 一一 之 於 勢； 不 乏於 人； と 云 へ り、 責 ると 云 も もとむ 


を擊て 勝ん と 思て、 備ヒ勸 かす やうに しかくる こと 

を 云、 これ は 軍に 功 者なる 人 は 誰も 知りた る ことに 

て 、誰も 敵 を 動 かして 其虛を 撃ん と 思 へど も、 それに 

動く 敵 あり、 動かぬ 敵 あ .0、 この 方より 形， 之して 敵 

を 動かす に、 敵必 これにの. 9 て 動く こと は、 善 動 一敏； f9 

^ら ではならぬ ことなり、 故に 善 動， 敵 者、 形. 之敵必 

從， 之、 チ之敵 必取乏 と 云な り、 從 ふと は 、敵わが 形す 

る 所に 從ひ て備を 動かす こと を 云な り、 予 之と は、 何 

にても 敵の このむ こと 敵の 利と する こと を 敵に あた 

ふること なり、 この 方の 失策に て 敵の 利と なる こと 

を これ 取れ とて 敵に 予ん に、 敵て だてに のる 時 は、 こ 

れを 取る、 方便に のらぬ 時 は 取らす、 必 敵に と ら する 

様に する こと は、 よく 敵 を勸 かす 人なら では ならぬ 

ことなり、 是皆勢 を 知 る と 知ら ざ る 上に ありて 、勢 を 

知る 人 は、 二重 三重 前方よ 、末に かやう にな. 0 ゆか 

すして 叶 はぬ と 云 勢 を 以てし かくる ゆ へ、 不功老 な. 

る 敵 この 勢に 使 はれて、 いやと もに われに 動かさる 

> こと を 云 へ るな り、 古來の 注に、 形 之と 云 を、 多く 

は 弱き 形 を 敵に 見す る こと、 云 八り、 され ども それ 

のみに 限る ベから や、 或は 强き形 を 敵に 見せて 敵 を 
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ち  >  ませ、 或は 弱き 形 を 敵に 見せ て 敵 を おごらせ、 又 

智慮 深く 昧 方の 動き を 待つ 敵なら ば、 味方の 動き を 

あら はして 見せ、 何 にても 敵の 動く こと を あら はし 

て 見す る こと を. 云と 見る べし、 一 槩に抅 るべ からす、 

予， 之と 云 を も、 古來の 注に は、 多く 金銀 米穀の るい 

を予 ふること， -說 きたれ ども、 これ も 金銀 米穀 土地 

人民 又は 要害の 地な ど、 何 にても 味方に 得れば. M 方 

の 利と な b  、敵に 得れば 敵の 利と なることの、 兩 方よ 

.c' 爭ふ ベ きもの を 、味方の 料簡 ちが ひ、 或は 心 付か 

す、 或は 手と^ かすして、 是を 取らぬ やうに 敵に 思 は 

する を、 予>』 と 云な り、 是又 一 邊に抅 る ベ からす、 

以.利 動.之、以.ぁ ^£之, 

之 は 上に 形， 之予， 之と 云 ふに 就きて、 その 仕形 を 云な 

b  、以， 利 動， 之と 云 は、 上の 文に 形， 之予レ 之と 云 も、 畢 

竟 敵の 望む こと を 以て 敵 を 動かすな り、 利と は 敵の 

望む こと を 云な 、軍 を 典して 合 職に 及ぶ と 云 は、 も 

と 爭ふ所 あり、 故に 智慮 深く 軍に 功 者に て、 妄に 動か 

ぬ 敵な b とも、 其 心の 望む こと 必 ある べきな り、 この 

彼が 望む こと を 以て これ を衛 さば、 など か § かざる 

§1 
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意な り、 水の 石 を 漂 はす 喩 へ、 上の 文に 詳 かなり 、強弱 

形 也と は、 其 軍の 强 きと 弱き と は、 其 形の 見 ゆると 見 

えぬ とに あ， ^ぶめ の 人 は 人數も 多く  -撝物 具 も きらび 

や かにして、 樣子 かう くしく 見 ゆる を强 しと 思 ひ、 

さなければ 弱し と 云、 それ は 外の かたちに 付き 

て、 眞實の S 弱に 非す、 眞實の つよみと 云 は、 敵 •  よ .9 

何とも 伺 ひ はかられぬ を 云な り、 伺 ひ はからる 、 所 

あらば 弱き 所な りと 知る ベ し、 是 强 弱の まことの 形 

なり、 形 篇を考 へて 、孫子が， 形の 字の 意 を 知るべし、 

李 签が說 に、 治亂數 也と 云 を、 時の 蓮數 な.^ と 見た 

^、然 らば 軍の 勝負 も 時の 運と 見ば 何ぞ 兵の 道 を 用 

んゃ、 兵家の こ \ ろに 非す、 杜牧、 梅 堯臣、 張 預が說 に 

は、 治めて 亂る、 は數 也、 勇に して 怯き は 勢 也、 强 にし 

て 弱き は 形な と よみて、 手前 をよ く 治めて 外を亂 

れ たる やうに 見せ、 實には 勇なる に 外を朦 して 見せ、 

實 には强 けれども 外 を. 弱，、 して 見す る こと 云 へ 

、强て 道理 を 面白き やうに ときたる 說 にて、 文句の 

通りに 見た る說に 非す、 從ひ 難し、 開宗 の. 說に は、 亂 

れ たる を 治む るは數 也、 怯き を 勇に する は 勢な，.： 、弱 

きを 强く する は 形な， OS と よむ、 むつ かしき 見やうな 


一 〇 二 

り、 本說 のと ほ に て此意 もこ もるな り、 

-; ク カス ヲ ハチ クニ  t  二  へナ 

故 善 動. 敵 者、 形. 之 敵 必 從. 之、 予 

乏敵必 取. 之、 

上に 段々 分數形 名、 奇正 虛實の 變を詳 かに 說き、 圓特 

自在に 勢 を 取る ゆ へん を 明かして、 こ、 に 至りて 勢 

を 以て 敵 を 制する こと を 云へ， 9、 此 段の こ、 ろ 右に 

云 へ る 如く、 治亂、 勇 怯、 强弱、 皆 吾が する ま ， になる 

こと ゆへ、 敵 を 動かす ことわが 心の ま  なり、 分數治 

ま-.^ て强 勇なる 敵 は 伐つ ベから す、 是を 伐ん とせば、 

是を 動かす ベ し、 動く 時 は 敵の 虛こ、 にあ. 、是 うつ 

ベ き 所な b  、動か すん ば 形の 見えぬ 敵な り、 伐つ ベ か 

らす、 され ども 兵の 勢 をよ，、 知 たる 人に あらで は、 

よく 敵 を 動かす ことなる まじ、 此 本文に 善 動. 敵 者と 

云 へ る は、 兵の 勢 をよ く 知た る 人な.^ と 知る ベ し、 兵 

の 勢 をよ く 知た る 人の 敵；^」 動かす は、 如何 樑に して 

動かす と 云ん に、 形. 之と 予. 之と なり、 形 之 と は 勝负 

の 形の あら はる 所 を 形と 云、 この 取 は 勝つ べし、 此 

軍 は 負くべし、 こ、 をうた ば 勝つべし と 云 、すが， た模 

樑の見 ゆる ことなり、 されば 形. 之と 云 は、 敵の こ 


夏 あれば 秋 冬 あ り 、秋 冬 あ れば * 夏 あ り、：：： 出れば 入 

,9、 入ば 又 出づ、 月に 盈炭 あ， 9、 潮に 進 返 あり、 人に 呼 

吸 あり、 是を 天地の 道 は K る <\- 盈虛を なすと 云、 故 

に亂は 治の 內ょり 生す、 治 を 恃んで 怠る ことな かれ、 

怠る 所に 亂 生す、 敵の 治に 屈する ことな かれ、 治 極ま 

れば亂 生や、 怯 は 勇の た ゆむ 所に 生す、 勇を恃 めば 吾 

氣の いっかた ゆみた る こと を 知ら や、 敵の 勇氣も ぬ 

くる 所 あ， 0,、 弱は强 にっきて 離れぬ ものな り、 吾强き 

ところに 弱み あり、 敵の 弱き ところ も 侮る ベ からす、 

治 勇 强は實 な， o、 亂怯 弱は虛 な， r>  、虛は 實 より 生す、 

虛も よく 實に變 す、 よく 此理に 通 徹すれば、 圓轉 自在 

にして 兵 機の はたらく こと、 盤 を 走る 珠の 如なる ベ 

し、 然れ ば圓の 一字 まことに 兵 勢の 至極なる ゆへ、 此 

段よ，..' 一篇の終りまで、專らこの圓の字を說け，.^、* 

ふべ し、 李 签が說 に、 本文の 治 亂を國 家の 治亂 のこと 

にして 云へ り、 尤 道理 は 通 やべ けれども、 この 本文 は 

陣 制の 上 を 云た るな， 9、 李 签が說 用 ひがたし、 曹橾、 杜 

牧、 梅 堯臣、 王晳、 何 氏、 張預が 說に は、 何れも 本文の 

意 ケ-敵 をた ばかる 意と 見た. 9、 手前の 備 治まり たる 

所より は、 よく 備の 亂れ たる 樑 にして 敵 を 欺く こと 


なると 云 こ と を、 亂生 一一 於 治 1 云、 手前の 士卒 勇な る 

所より は、 よく 臆し たるまね をして 敵 を 欺く こと な 

ると 云 こと を、 怯 生 „ 於 勇, と 云、 手前の 備强き 所 より 

は、 よく 弱き ふ， 9 をして 敵に 見す る こと も なると 云 

こと を、 弱 生 一一 於强 一と 云と 見た るな b  、面白き 說 なれ 

ども、 僅に ！ 邊を說 得て、 兵 勢の 深意に 叶 はす、 故に 

從 はす、 

治亂數 也、 勇 怯 勢 也、 强 弱 1" 也、 

上の 文に 治亂 勇怯强 弱の こと を 云た る を 承け て、 治 

亂 勇怯强 弱の 本 を 明せ 、治 亂數 也と は、 數は 分數な 

り、 軍 中の 法令の よく 調， 5 て、 埒 もな く亂る ことな 

くす み すゑ <\« までよ く 調 ふと 云 は、 前に 云 へ 

る 分數の 上に ある ことなり、 分數 定まら ざれば、 士卒 

をし めく/^ る 所な き ゆへ 亂る なり、 分數 定まる 時 

は 段々 に 頭 を 付け、 頭に 頭 を 付けて しめく、 る ゆへ、 

百 萬の 人數も 掌に 握る 如くなる と 云 意 な 、勇 怯 勢 

也と は、 士卒の 武勇と 臆する と は、 勢に のる とのらぬ 

との 差別な り、 勢に のりて 働く 時 は 臆した る もの も 

皆 武勇に な 、き ほひぬ くる 時 は 勇士 も 臆する と 云 
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る 、ことな かれと 古老 も 云 へる ぞゃ、 司 馬 法に、 陣行 

唯 疎、 戰惟密 と 云 へり、 備 はすき たる を よし とし、 戰 

ふ 時 は 精力の そろ ひて すきまな きをよ しとす と 云 意 

なり、 この 意を會 得せば 圓密の 注 誤なる こと 明なら 

ん、 一 段の 意 は 鬪亂れ たる 時 は紛々 転々 として、 埒も 

なく、 前後左右 入り 亂れ たる 樣 なれ ども、 分數 形名奇 

正の 法よ く 練 熟した る備 は、 その 圓轉 自在なる こと、 

形圓 なる もの を ころばす に、 渾々 沌々 として 滞. 0 な 

きが 如に して、 敵より 是を 亂る こと も 牧るこ i もな 

ら ぬと 云 こ、 ろな， 9、 太 宗問對 の 中に、 此 本文 を八陣 

に 引き合せ て、 散而成 ^ 八、 復 而爲， 一 と 云た る を f 

會 して、 本文の 紛々 々鬪亂 、而不 と 云 は、 散而 

成， 八 こと、 混々 沌々 形圓、 而不， 可， 敗と 云 は、 復而 爲 

J こと 云說 あれ ども、 是亦大 なる 誤な 、八陣 に 

分れた ると ころ、 行列 隊伍 分明 なれば、 紛々 々と 云 

ベから す、 復而爲 J と 云 を、 混々 沌々 に 引合せ たる 

は 形 M と 云に 泥み たる ものな， CS  、李靖 が 語の 意 は 分 

合 自在なる こと を 云て、 即 圓轉 して 滯らぬ 意な b と 

知る ベ し、 陣 法の こと は 尙搔奇 八 陣の法 を よく 會得 

し、 太宗 そ なべ 律べ 、七嘗 に 普. く識 達ん： 武備 © 


の陣圖 の內、 俞大 猷が陣 法な ど 考 へ 合せば 其 妙處に 

至るべし、 武備 志の 內 にも 愚 を 使 ふの 計に て、 古今の 

種々 の 陣圖を 載せたり、 惑 ふこと なかれ、 

亂 生，， 於 き 怯 i 於 as^; 弱 生，， 於 1: 

是は 上の 段に、 分數 形名奇 正よ く 調り て、 亂れ ても亂 

れ ざる 備 のこと を 云て、 至極 を 明せ るに よりて、 此段 

に は 至極の 上 を、 又 一 重說 きたる な， 9、 亂 と は、 隊伍 

行列 亂れ て、 號令 約束 調 はざる ことなり、 治と は 隊伍 

行列ょく調..^て、號<^約束明かに、手もっれすること 

のな きを 云、 怯 はった なしと よみて 臆した る ことな 

^、勇 は 武勇な- 9、 弱 は よはく 力なき ことな .9、 强は 

威力の つよき こ， 0 な. 9、 上の 段に 云 へ る、 紛々 紀 々闘 

亂而不 V 可， 亂也、 渾々 混々 形 圓而不 也と 云へ る 

は、 分數 形名奇 正まで よく 調り たる 備 なれば、 治男强 

の 三を備 へ て 必勝の 備 立な.^、 され ども 虎赏の 奥義 

に 徹して 見る 時 は、 一 定の 實 なく、 一 定の 虛 なし、 故 

に敵將 武功 なれば 味方の 實を變 じて 虚. とし、 敵り 虛 

を變 じて 實と す、 味方の 將 武功 なれば、 味方の 麼を變 

じて 實， とし、 敵の 實を變 じて 虛 とす、 天道 循環して * 


旋； 綴 齊則變 化 不^と 云 へり、 かくの 如く 分數た 、す 

して、 只 五十 騎を 一. 備 とするとば かり 覺 へ て、 五十人 

を 一 處に聚 め i 庇た るば かりにて は、 鬪ひ 亂る 、時 は 

必混亂 する こと なり、 又 李签は 渾沌 合雜 也、 形圓無 

向背 一也と 注して、 前後の 差別 分れぬ こと、 し、 王晳 

は形圓 にして 測られざる 貌な と 注し、 何 氏 は 形圓 

と は 行列な きなりと 注し、 張預は 渾沌 を 交錯 なりと 

注して、 入. 0 まじりた る こと、 す、 是 にて も義 理通 す 

れ ども、 上の 紛々 紀 々鬪亂 と 云と 同意に なるな hv  、只 

杜 佑が 注に 渾々 として 車輪 轉り 行き、 沌々 として 歩 

み驟き 奔.^ 馳 すと 云 ひ、 梅堯臣 は、 形 首尾 なく、 應ゃ 

る こと 前後な く、 陽 旋陰轉 すると 注せ，. >  、皆 分 數形名 

よく 調 ひたる 備の、 進 返 分 合の 約束 亂れ す、 人數 のつ 

ぎめ はなれす、 圓轉 自在なる こと を 云て、 孫子が 意に 

叶 へ るなる べし、 又形圓 なると 云 字に 泥み て、 備の形 

を圓 形に 立る ことな. y と 云說ぁ h>  、大 なる 誤な り、 必 

用べ からす、 備に 方圓 曲直 鋭の 形 あ， 9 と 云 は、 備數を 

立る 時 地形に よりて、 丸く も、 四角に も、 長く も、 三角 

にもなるな，.^、多くの備の總體のなh^のことなb、 1 

備の形 を 云に 非す、 たと ひ 一 備の形 を ffl く 立た るが 


利 あ. CN  、鋒 矢に 立た るが よき こと ありと も、 木な ど に 

て 物の 形 を 作りた る 如なる ものに 非ず、 進て 鬪ふ 時 

は 何時も 一 文字に ならでは ならぬ もの なり、 是皆軍 

法の 赏際を 得ざる もの、 圖 式に 泥み て 備に 形 ありと 

思 ふなり、 又 本文の 意 を、 備を まんまるに 立て 、、隊 

伍 行列の 分けめ 見えぬ やうに して、 敵 を 惑 はす 術 な 

と 見る 說ぁ. 0-、 尤兵は 誰 道 なれば、 箇 様なる こと も 

ある ベ けれども、 孫子が この 段の 本意 は、 陣 法の 全 體 

を 云た る ものな b 、その 如き 一 いろ 一 しなの こと を 

云た るに 非す、 用 ふ ベ からす、 又 形圆と 云 を 圓は、 圓 

密の義 な...' と 注せる 說も あ..^.、 密 はもの つき 合て 

すかぬ ことなり、 是又大 ひなる _瘐 なり、 備に 人數. をす 

きまな. く 立てば、 堅固なる ベ しと 思 ふ は、 白人の 了簡 

なり、 孔 明が 陣 法に、 陣 間に 陣を 容れ隊 間に 隊を容 る 

と 云て、 大 備小備 ともに 四方 を備 だけ あけ、 一 備の內 

にて は 人間に. < を容る 、とて、 人の 間 に は 人の 一 人 

居る ほど 明る ことなり、 又 白 を 曳 くに 足れり とも 

云 へ ，.^、拔身の矛靱をぁと へ 引 ほど 問 を 明る こと な 

b  、かくの 如くせ ざれば 前後左右の 働き 不自. 由に て、 

友 崩の 失 あ，.^、 馬 を 入る に は、 必 まばらなる 備に 入 
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陣 にて 變 化，.」 て 敵 を 制す、 郎 敵と 鬪ふ上 なれば、 何れ 

の， 說も皆 通す るな，. y、s: し陣 法と 云 は、 備立 のこと な 

り、 常に 營を陣 小屋と 云に よ. 9 て、 營を 布く こと を陣 

取と 云 ひ、 それよ， 0 して 陣取の 法を陣 法と 一 覽るは 心 

得 違 ひな.^、 黃獻 臣が說 に、 この 段の こと を分數 形勢 

の 外の ことの やうに 云た る は、 分數 形勢 を はなれて 

陣法 なしと 云 こと を 知らす、 惧 な.，^、 紛々 坛々 と は、 

紛紀と 云 語 を 重ねた る ものな，..^、 紛 は もの f 

, し て亂る 、形な り、 それ を 打 重ねて 紛々 紜 々と. 云た 

る は、 亂れ たる こと をつ よく 云 へ る詞 なり、 鬪亂と は 

敵 味方 鋒 交へ て M ふ 時 は、 備の形 必入亂 る、 もの な 

る ゆへ、 その 事 を 云へ り、 不 と は 敵よ，. >亂 る こ 

とのなら ぬと 云 ことなり、 渾々 混々 と は まろき 貌な 

り、 諸 本に 混 混沌々 に 作る 同じ 意な り、 まろき 貌と云 

は、 强 ちに備 を圓く 立る と 云 こと に は 非す、 圓轉自 

, にして 滯. 0 なき ことなり、 それ ゆ へ r 曹操は 出入 有 

, 道 齊|_^^ 也と 云へ b  、齊 整.， 云 は、 行列の そろ ひ 調り 

たる ことに は 非す、 約束の 調り たる こと を 云、 李靖が 

語：^圓所っ以綴ーと云 へる こ、 ろな b 、綴 はつ  > る とよ 

む、 離れ はなれなる もの を、 絲 などに て 鼓り つけて は 
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なれぬ 檨に する 意な り、 鬪ひ亂 れて紛 々紜々 として 

行列 も 亂れ、 らち もな き 檨に見 ゆれ ども、 散亂せ ぬ は 

この緩と云ものにて亂れぬな..^、綴とは 即分數の法 

な.^、 五 人 を 伍と 云て 五 人に 一 人の 筆 かしら あ. - 、倫 

を 立る 時 は 四 人の もの は 筆頭の 四 維に あ，. て、 左と 

前の 間 を 左の 一 とし、 左と 後の 間 を 左の 二と し、 右と 

前の 間 を 右の 一 とし、 右と 後の 間 を 右の 二と す、 w 行 

く 時 は、 筆頭 先に 立て、 次に 左の ！ 、次に 右の 一 、次に 

左の 二、 次に 右の 二と 次第す るな り、 鬪ふ時 は 筆； §場 

を 見 はから ひ 進んで 立つ 時 は、 筆- § の 左に 左の 一 、其 

左に 左の 二、 筆頭の 右に 右の 一 、其 右に 右の 二と なら 

びて 一 文字の 如し、 五 伍 廿五人 を 一 組と して、 小 組頭 

あ hs  、是 又備を 立る 時、 押 行く 時、 鬪ふ 時、 右に 同じ、 一一 

組合て 五十 騎 一 備 なり、 何れも 上に 同じ 、如何様に 亂 

れて も、 一 伍 五 人 は 一 所に なりて 離れす、 五 伍の 筆頭 

五 人 は、 進 返 分 合 皆 小 組頭に 隨 ひて、 心 ま、 4 に 進退す 

る MJ なし、 小 組. 如 二人 は ー備の 士大將 を， 守 て、 士大 

將 討死 すれば 五十 騎皆 討死 1- るな り、 かくの 如く 法 

令 約束 調 ふ 時 は、 人數 のつ ぎめ 離れぬ ゆ へ 、斷 絕散亂 

する ことなく、 圓轉 自在な り、 是を 李靖、 M 所 "以 一一 其 


に 切り か、 る 類な， OS  、險の 字の 本意 易の 坎の卦 の こ 

、ろな b 、坎の 卦は坎 中速と て、 上下 陰に て 中に 一 陽 

あり、 陰 は 靜に柔 かに 止まりて 勸 かや か  >  みて 伏す 

る所に、陽は動て進み、っょくするどにはげしき意な 

,.=^、故に險と云は、至極靜なる內ょ，9 忽ち 動き、 至極 

柔 かなる 內 よ.. > 忽剛 く、 屈みて 伏し 止まりて しこ. 9 

たる 內 より、 忽ち 迅速の 勢を發 する こ ろ もちな hN、 

此意 を會得 せば、 險の 字の 妙義神 悟す ベ し 、 其 節 短 と 

は、 奇兵 を 以て 敵 を 打つ ベ き圖は 短き をよ しとす、 短 

と は間數 のつ まること を 云、 敵と 我との あ ひだの 間 

數 つまる 時 は、 吾が いき ほひ 拔け すして 力 全き 故な 

り、 張預が 註に、 進んで 擊っ こと は 五十 步を 節と して 

遠す ぎた る は あし と 云へ， o、 大抵 I 步を 一 問と 見 

て、 五十 步は 五十 間な り、 され ども これ は李靖 が太宗 

問對 より 出た る ことにて、 彼 本文 を 案す るに、 三十 步 

よ，. - 五十 步に至 ると 云へば、 三十 間より 五十 間な り、 

馬 軍 は 五十 步と云 へ ば 五十 間な り、 然れば 張預が 說 

は 騎兵の こと を 云へ..^、 尤 本文 は 進で うつ 上に て 其 

節 を 云へ ども、 總 じて 節 は 皆 勢 を强 くす る 道 なれば、 

道理 通すべし、 
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勢 如. 彍 .驽 、節 如. 發. 機、 

是は 上段 を驽 弓に * へ て 云 へ b  、上の 段に 其 勢. 險と 

云 へ る は、 弩弓を はるが 如しと な.^、 つねの 弓 も 同じ 

ことな 4^、 古 は 弩弓を 盛んに 用た る ゆへ、 弓と. は 云 は 

やして 弩と 云へ り、 弓 を 射る に 持て はなつ 勢 折き て 

疾 きを 致す 道理な り、 其 節 短と は 機 を 發す るが 如し 

となり、 機は弩 弓の 引が ねな り、 驽 弓の 引が ね を 切て 

はなす こと まぢかく 引う けて はなつ 時 は 百發百 中し 

て、しかも^*っょきに喩ぇたるな.9、 

紛-紛 転-1  ち鬭ノ #而 不. 可 k 也、 渾- 

渾 混-混 形 圓、 而 不. 可& 也、 

是は 分數形 名よ く 調.^ て、 奇正虛 實の變 を 知た る備 

のこと を 云な 、何 氏 は鬪ふ 勢を說 くと 云 ひ、 杜牧張 

預は陣 法な と 云 へり、 李 靖が太 宗に對 へたる に は、 

八陣 の法變 化して 敵 を 制する に 及で は、 則紛々 転々 

鬪亂而 法不， 亂、 混々 沌々 形圓 而勢不 此 所謂 散而 

成レ 八、 復 而爲， 一 者 也と 云 へ b  、然れ ば 分數形 名よ く 

調， 、奇正 虛實の 變を備 へたる は即陣 法の 至極、 即八 

^ I  九 七 
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さか ひを擊 つな 、いまだ 地 を とびはなれぬ 內は、 彼 

いま， た發 動せ ざるに よりて、 彼れ が 所作 見へ ねば、 彼 

れが體 定まらす、 定まらざる を 打つ 時 は其變 はか.. y 

，し、 今 鴛 鳥の 物 をと る ことこの 圖を はづ さ  > る ゆ 

へ 、百度 發 して 百度 も あやまた す、 是節を 得る ゆ へ な 

り、 軍 も その 如し、 敵の 旗 正兵に 向 ふて 氣の 糾合た る 

所 を、 奇兵 を 以て 打つ 時 は 、彼 別に 變 化す る こと を 得 

ざる ゆへ、 吾が 打つ 處 かれが 虛 なる 處 にて、 石 を 以て 

鳥の 子 を 打つ が 如し、 もしい まだ 敵の 氣の 我が 正兵 

に 向 はぬ 所 を 打 つ^は、 敵わが か、 る を 見て 別に 變 

化する のみなら す、 彼 は 動かざる に 我 は はや 動く ゆ 

へ、 我 却て 虛な 、ことによ...^ て 我に 奇 正の 別な くな 

KV て 、敵 寡を以 て 衆 をう つ 術 を 奮 ふ ， J と を 得 ベ し、 是 

勢の 上に、 又 節と 云 こと を說 ける ゆ へ ん なり、 

114^-:^_善1者ぜ^勢1、其ノ節短、 

是は 上に 勢と 節を說 ける ゆ へ に、 又 こ 、 に 一 その 勢と 

節の ffl ひ檬を 云へ 、上に 說 ける 道理 ゆへ に、 合戰を 

よくす る 人 は、 兵の 勢 は 險を用 ひて 其 節 は 短き を よ 

しとす と 云 意な， 0-、 險は さかし ともけ はしと も よめ 
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ども、 和訓に て其義 通じが たし、 曹操李 签張預 が 註に 

は 險辦疾 也と 云へ b  、疾 はとし とよみて はやき こと 

な b  、此註 親切なら す、 もし 果してと き 意なら ば 上の 

文に 激水之 疾鷲鳥 之疾と 云へ るに て理 きこえた る 

に、 又 文字 を か へて、 こ に 其 勢險と 云に 及ばざる こ 

となり、 梅 堯臣が 註に は、 險則迅 と 云 へ. 9、 險 なる 時 

はとし と 云 意に て險 はなき ゆ へ んな り、 此說 まされ 

,0 と 云べ し、 王暂 か 註に、 險 者折以 致， 其疾 一也、 如， 水 

得 一一 險隘 一而 成, 勢と 云へ.^、 この 意 は、 險と云 はもと 地 

形險 阻なる ことな b  、隘 はせば きな. 、地形 岩ぐ み峻 

しく、 岸の 間せば く、 水の 流れ と を b 難く、 折れ 曲り 

たる 處 にて は、 水 かくの 如なる 地形に せかれて、 はげ 

しき 勢 をな すなり、 その 如く 合 戰の勢 も、 くじく 所よ 

り 極めて はげしき 勢 を 致す こと な. CN  、くじく  10 云 は 

折る ことにて、 ひとふし ふし を 付る ことなり、 總 じて 

氣 のか しらは 强く、 半ば を 過れば 氣 ぬしる もの ゆへ、 

敵 間い まだ 遠き に ひ， とのし にか、 る 時 ははげ しき 勢 

をな さす、 故に^ を 入る、 時 は 敵 間近く の. 5 かけ、 そ 

れ より 乘， 0 ひらき 勢 を 取り、 ひづ みより 乘 込むな 

,5、 步立 なれば 折 敷き、 折 敷く 中より 立 上 h^、 一 さん 


が 正 を 正と 見、 奇を奇 と 見ば、 吾奇を 正と し、 正 を奇， 

として 是 にかつ、 敵わが 正 を奇と 見奇を 正と 見ば、 吾 

正 を 正と し 奇を奇 として 是に かつと 云 へ^^^-，かくの 

如なる 時 は、 奇正は 時に 臨て 變 化する ことにて、 兼て 

定 むべき に 非す、 かねて 定 むる 時 は 敵より 是を はか 

る 、時 に. 臨で 變 化する ゆへ、 敵 はか る こと 能 はす、 奇 

を變 じて 正と し、 正を變 じて 奇 とし、 生じ. て やむ 

ことなし、 たと へば 正 を 以て 敵に 合せ 奇を 以て 勝つ 

時、 奇 敵と 合 ふ 時 は、 奇は 正と な h 正又奇 となる、 故 

に 本文に 奇正相 生、 如 循環 之 無 端と 云へ， -、 もとより 

兼て 定めた る ことなければ、 敵な にと して 是を はか 

り 知ん や、 故に 孰 能窮之 哉と 云 へ るな b 、是 孫子 一 篇 

の 至極な 、よくく 眛 ふべ し、 其 支 3 曰 尙虛實 篇に詳 

かなり、 

激 -水ノ 之 疾、 至，， 於 漂お 者 勢 也^鴛- 

^^之疾，至於  毀-折， 者 節 也、 

この 篤 は 兵 勢 翁なる に、 上の 文に は 奇正を 云て 勢と 

云 こと を 云 はす、 然るに 正兵 を 以て 敵へ つめかけ、 い 

やと もに 敵に 戰は せて、 奇兵 を 以て 是 に^つ こと、 是 
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必然の 勢な，.^、 故に 奇正即 勢なる によ て、 こ、 に 至 

b て 勢を說 け り 、勢 を以 て 敵 を 制して 是を うつに 節 

あ...'、 故に 又 節 を 說 けり、 激 水と は せき かへ る 水 を 

云、 疾と はは やき ことな hs  、せき か へ る 水の さかまく 

勢の はやく 速 かなる にて は、 大石を もた  >  よはし 流 

す 程に 至る、 是 軍に 勢 を 用る ゆ へんな， 9. 、 水 はや はら 

かにして 靜 かなる もの なれ ども、 勢 を かりて は さか 

まき か へ るな り、 石 は ffi きもの なれば、 水に うかばす 

流れざること^:^〔めなれども、激水に せか るれば おし 

流さる こ と、 是又 水の 勢に よりて な. 、軍 も 小人 數 

にて 多勢に 勝ち、 弱 兵に て强 兵に 勝つ こ. i  、かくの 如 

しと 云 へ る * なり.、 敵 は 石な. 、味方の 兵 は 水な， C -、 

是ケ激 せし むる は 勢 を 用る 上に あ， と 知るべし、 驚 

鳥と は 鷹、 维、 鷲、 鵰の るい、 鳥獸 をと る 鳥 をす ベ て » 

i# と 云な り、 毀^と はやぶ りく じくと よみて、 驚 鳥の 

物 をう ちつ かむ こと を 云な り、 鷹 阜鷲鵰 の 類の おと 

しかくる 勢甚速 かにして、 鳥獸を ゃぶ..^ そこな ふに 

至る は、 節に 叶 ふゆへ な-.^、 節と は 節度に て ほどよき 

圖に 中る ことなり、 鷲 鷹の 物 をと るに よき 圖に 叶 ふ 

と 云 は、 鳥の K して 居る 處を とらす、 地 をと び 離る , 
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商 < ^徵羽 ありて、 五.々 廿五聲 になる、 又 其 中に 谷 五一 者 

あり、 又 其 中に 谷 五 昔 あり、 その 變 化無盡 なる に 至 

て、 一 々にき 分け 覺 ゆる こと もなら す、 なか/^ き 

つくされぬな り、 是を 五 聲之變 不可 滕聽也 と 云な 

り 、色 不過五 とに、 物の 色 さまぐ あれ ども 、畢竟 其 

要 をす ベ く  、 る 時 は、 靑黄赤 白黑の 五色に こえす、 五 

色之變 不可 勝觀 也と は、 五色の 變 化に. 至りて、 五色 を 

まじへ 合せて 稱 々の 色と なし、 其 品 一 々に 見 盡すこ 

とも 能 はぬ 程になる を 云な り、 眛不過 五と は、 物の 味 

にさ ま<\ -品 あれ ども、 畢竟 其 要 をす ,7  ， る 時 は、 

鹹苦酸 辛 甘の 五 * にき はま，.^ て、 此 五つの 外へ こえ 

に る * は. なし、 是味不 過 五な り、 鹹は しわ は ゆき な 

, ^、苦 はに がきな， 9、 酸 はすき な， 0,、 辛 はからき なり、 

廿は あ. t< きな，.^、 五味 之 變と云 は、 その 鹹苦酸 辛 甘の 

五 眛 を ませ あはせ 安排 をす る 時 は、 其 * の 品 幾千 萬 

と 云數を 知卞、 不可 勝 害 也と は、 其數 品き はめて 多け 

れば、 1 々にこと <\ 'く 嘗めつ くす こと 能 はぬ とな 

b  、戰勢 不過奇 正と は、 合 戰の勢 を 云 時 は 畢竟 奇 正の 

二 法に 超て、 外に 別の 法な しと 云 ふこと な 、奇正 之 

鍵 不可 勝窮 也と は、 奇 正の 二 法の 外に 別に 合 戰の法 
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なしと 云 へ ば、 心安き ことの やう なれ ども、 其奇 正の 

二 法の 變 化する に 至て、 前に 天地 江河 H 月 四時 を 喻 

へ にし、 又五聲 五色 五味 を喩 にして 云 へ る 如く、^ り 

なき 變化ぁ h- て、 一 々に 窮め 赛す こと 能 はすと 云 意 

な 、たと へ ば 八陣を 以て 云 時 は、 前後左右の 四陣を 

正と し、 四の 隅を奇 i す、 又 八陣を 皆 とすれば、 中 

煢奇を 握て 是に應 す、 一 陣の內 又八陣 ありて、 奇正^ 

分る、 其 一 陣を 以て 云 時 は、 其陣 正にして 其 將の手 廻 

りを奇 とす、 かくの 如く 正の 中に 奇正ぁ 、奇の 中に 

奇正ぁh^、幾重も幾重もかくの如し、これ奇正.の變の 

極め 盡 されぬ 所な. y、 

奇正相 生、 如，， 循-環 之 無. 端、 孰 能 

窮. 之 哉、 

是は 上の 終 而復始 月是 也、 死 而復生 四時 是 也と 云 

〈る を 承て、 奇正 循環の 妙を說 けり、 上の 段に 云 へ る 

如き は、 重 々無盡 な，.^ と 云 へど も、 もとよ 定まりた 

る奇 正にて、 奇 正の 奥義 を盡 さす、 この 段の 意 は奇正 

に 定まりた る體 なき こと を 云 へり、 此意 唐の 太宗 

發 明して、 正 を 以て 合 ひ奇を 以て 勝ん とする に、 敵わ 


な h\ 環 はくわん な， 0-、 くわん をな で さぐりて 見る 

に、 始め もな く 終り もな し、 奇 正の 法 も その 如く、 奇 

正 は 離れて 二つなる ものに 非す、 奇 巾に 正 あ.^、 正中 

に奇 ありて、 奇變 じて 正と なれば 正又變 じて 奇 とな 

る、 正變 じて 奇 となれば 奇又變 じて 正と なる、 たと へ 

て 云 は  > 、日 入れば 月 出で、 月 入れば 日出で、 終て は 

始まり、 始， o- て は 終り、 これぎ. 0 にて 日の 再出ぬ と 云 

ことなく、 これき，. 0 にて 月の 再出ぬ と 云 こと もな し、 

. 又 * 夏 秋 冬の 四時、 萬 物 春 生じて 冬 死す、 され ども 今 

年ぎh^にて死したるもの、又生せぬと云ことなし、死 

して は 生じ 生じて は 又 死す、 かくの 如く、 日月 四時め 

始め もな く 終り もな き 如く、 奇 正の 變化も つくる こ 

10 なきと な， cs、 

聲 不. 過. 五 _ 、五 if 之變 不. 可 k 聽， 

也、 色 不. P 五、 五-色 之 變 不. 可，， 勝 

觀： 也、 味 不. 過. 五、 五-味 之 變 不. 可，， 

勝嘗， 也、 戰 勢不， 過，， 奇 正； 奇正之 

變不. 可 二 勝窮， 也、 
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是は聲 と 色と 味と を喩 へ にして、 奇 正の 變化 き はま 

,0 なき こと を 云て、 上の 文の 無つ お 如 „ 天地； 不. 竭如 

河 一と 云 句の 意 を反稷 して 說け 、聲不 過 五 と は、 天 

地の 間の 物の 聲、 百 千 萬と 云數を しらね ども、 畢竟し 

て 云 時 は、 宮 商角徵 羽の 五 音の 外に 過ぎ 超る 昔な し、 

故 に 古の 塞 人 この 五 を 以て 一切の 音 をすべく、 る、 宮 

は 土の 音に て 至て 重く 濁る 一 S 曰な り、 商 は 金の 音に て、 

宮のー S 曰に つ 、きて 重く 濁る 着な 、角 は 木の 音に て 

重から す輕 からす、 淸ゃ 濁らぬ 音な り、 徵は 火の 音に 

て、 淸 くして 輕き音 なり、 羽 は 水の 着に て 至極 淸く至 

極輕き 音な り、 唇 舌牙齒 喉の 音に 配當 すれば、 唇の 音 

は 羽な り、 は ひふ へ ほまみむめも是なh^、舌のll$^は徵 

な， 、たちって とら， CN るれ ろな にぬ ねの 是 な- 5、 牙の 

音は^?;な，.^、かきくけこ是なり、齒の 音 は 商な，.. -、 さ 

しすせ そ是 なり、 喉の 一 者は宮 なり、 あいう えお やい ゆ 

ゑ よわいう ぇを是 なり、 五 聲の變 と はこの 五 聲の變 化 

したる 所 を 云、 不可 勝聽 也と は、 き、 つくされ ぬと 云 

ことなり、 五 翳の 變 化に 至て、 宮の 中に も宮商 角徵羽 

あ.. >  、商の 中に も 宮商角 徵羽ぁ 、^の 中に も 宮商角 

徵羽ぁ b  、徵の 中に も宫商 角徵羽 あ，.^、 羽の 中に も宮 

I  I  ,  九 三 
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'、され ども 左手 靜 にして 守る は 奇兵の 備 自然にし 

て あるな b  、又 左右の 足 を 用る 上に て 云ん も、 左足の 

踏 定るは 正兵に て、 右足に て 蹴る は 奇兵な hs  、是奇 正 

は 自然の ものに て、 是を 離る、 こと あた はざる 道理 

な.. > 、又兩 人に て 一 人の 敵 を 伐ん に 、雨 人 一 度に か、 

る 時 は兩人 にても 一 人の 如し、 奇 正の 變 なき ゆへ な 

り、 一 人 は 敵と わたし 合て、 今 一 人 傍より 打つ か、 又 

背より 伐つ 時 は、 奇 正の 變 にて 兩人が 兩 人の 用 をな 

すな hs  、是等 は 皆 平生 誰 人 も 知る ことにて、 淺き 道理 

なれ ども、 淺 きを 推して 深き に 至らば、 奇 正の 理 おの 

つから 其 妙處を 得べ し、 

故 善 出. 奇 者、 無. 窮 如 矢 地； 不 M 

シ  ノ 

如： 江 ト产 

よく 奇を 出す ものと は、 奇 正の 法に 熟した る もの 、 

こ とな，.^、上 に は 奇正を 並 ベ 云て、 こ、 に は 奇兵ば か 

り を 云た る は、 畢竟 軍の 勝 を 取る は 奇兵なる に より 

てな-.^、 され ども 奇正は 一 方す てられぬ ものに て、 正 

兵 なれば 奇兵の 用 を なすこと 能 はす、 正兵 を 本に し 

て變に 臨て 奇兵 を 出す こと、 囊の 中より 物 を 出す が 


如なる ゆへ 奇を 出す と 云、 奇兵 をよ く 出す こと は、 正 

兵 を 以て 敵に 對 する 所より、 無 盡の妙 用 を 出す なる 

ゆ へ 、善 出 奇と云 へ ば、 自ら 正兵 を 兼るな り、 それ ゆ 

へ 奇兵ば か hMK たる 樣 なれ ども、 是 より 下み な 奇正 

を 並 ベ 說た ると 心得 ベ し、 無 fe- 如， 天地； 不. f 如 河， 

と は、 奇 正の 妙 用の き はまり 盡る ことなき を 贊 嘆し 

たる語なh^、天地ょ，^萬物を生すること、開關以來億 

や S 世 を ふれ ども、 生々 してやます、 これ ざ b にて 是ょ 

上 は 生せ やと 窮り 限る こと はなし、 又 江河と は、 江 

は 江 水と て、 中華の 西の は づれ岷 山と 云 山より 出て、 

中華 を橫 にわたり て 東海へ 流入る、 北に ては货 河、 南 

にて は 江 水 を、 中華 第 一 の 大河と するな 、河 は 黄河 

な 、江 水 黄河の 水つ くると 云 ことなし、 奇 正の 變も 

その 如しと 云 こ  >-ろな，.^、 

終 而復始 日月 是也、 死" 而復生 

四時 是也、 . 

是も 上の 無， 窮如 一天 地； 不 k 竭如， 江河 一と 云 意 を 推し 廣 

めて、 日月 四時 を喩 へに して、 奇正 循環の 意 を 明せ 

. ^、奇 正 循環と は 下の 本文に あり、 循環 は 環 をな づ る 


L 


b たしかにして、 一 點の{.^.處なきことな，^、車の勝^?3； 

は虛 K にあ- 9、 赏を 避けて 虛を 打つ こと 軍の 定法な 

り、 然るに 右の 分數形 名の 二つよ く 調り たる 備にて、 

しかも 奇 正の. 法 を 心 悟す る 時 は、 我備 はいつ も實し 

て、 敵は變 じて 虛 となる ゆへ、 鷄卵を ひしぐ 如な りと 

云 へ るな. 、尙虛 實 のこと は 孫子 十三 篇 にみ ち 

なかんづく 虛 實の篇 につま びら かな.^、 

凡戦， 者、 以. 合" 爲>- 紙、 

爲， 奇勝と 云 を、 一 本に 以， 奇勝に 作る、 義理 大抵 同じ 

ことな hs  、され ども 正兵 はもと よりあ ものな， o、 故 

に 以てと 云、 奇兵 は 元より 正兵 奇兵と 分る こと も あ 

り、 又 時に 臨て 奇兵 を なすこと も あ，.^、 臨機 應變 のこ 

ろ 多ければ、 爲 すと 云 ふ 方 まされり、 古本に 從 ふべ 

し、 上の 文に 分數形 名奇正 虛實の 四つ を說 けど も、 分 

數形名 は奇正 をな さんため の 下 つくりなり、 虛實は 

奇 正の 上 にあら はる  ゆべ、 此篇は 畢竟 奇正を 主と 

^、故に >  J  、 に奇正 を擧て 是を とけり、 凡戰者 以. 正 

合、 爲 勝と は、 總 じて 合戰は 正兵 を 以て 敵に 相手ぐ 

み、 敵の 是に くひ 付く を 待て、 奇兵 を なして 勝つ、 是 
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合戰の 大法な..^、 千變萬 化しても 皆 この 意 を 出す、 尤 

正兵ば かりにて 勝つ こと も あれ ども、 それ は 味方 は 

つ ょく敵は弱く、强弱對揚せ ぬ時の ことなh^、それと 

て も 奇兵の 備 はなくて 叶 はすと 知るべし、 此 本文に 

凡戰 者と かきたる 意、 總 じて 合戰の 仕樣、 この 奇正を 

離れぬ こと を 云 へり、 合戰の 勝負 は 遠き ことにて、 其 

理 を 說く とも 空談の やうに な，. >  ゆき、 治世に は 人 そ 

の 實際を 得が た し、 譬は兩 人相 鬪ふ 上に て 云ん に、 兩 

人 立，！： ひて 敵 味方の 氣の組 あ ふ 所 は H-兵な..^、此氣 

先き を 以て 闘へば、 から じあ ひに なりて、 全き 勝負 を 

得が たし、 是正 兵ば かりにて 奇兵な き ゆへ な， 9、 氣の 

^合 ふ 所 を 引き はづ して、 氣の あはぬ 所より 打つ 

時 は、 吾が 劍 彼れ が 不意に 發 して、 實を 以て 虛 を 打 ん 

ち、 全き 勝 を 得る 是 奇兵な，. =N  、又 一 等 を 下して 所作の 

上に て 云 は  >  、左 身 を 出す は 正兵な り、 敵 これに 相手 

ぐむ 時 は、 右 へ か は， 9 て 勝つ は 奇兵な り、 其 外の 所作 

も大槩 この 意 を 出す、 又 短剣の 奥義 は、 獨 往獨來 して 

表裡 もな く 所作 もな き は 器 小き なれば、 吾 精神 十分 

に ゆきわた b 不足なる 所な き ゆ へ、 上に 云へ る 强弱 

對揚 せざる 敵に、 正兵ば か h,- にて 勝つ と 同じ 道理な 
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法 を 以て、 備數 多き 大 軍の 備 ごとに^ 敵 を 受けても、 

敗 5^ せす と 云 へ る は、 八 陣の法 を 云な， 、八陣 は 井田 

の 法より 起 b て、 暴竟は 中央. と 前後左右の 五陣 なり、 

その 前後左右に 皆奇と 正と を 組 入れ、 或は 一 備に も 

し、 又 二 備に もす る ゆへ、 合て 八陣 なり、 中央 は 大將軍 

の 旗本に て、 攆 奇の陣 なり、 ま は， 9 の 八陣に 前後左右 

分 るれ ども、 何れ にても 敵に 逢 ふところ を 前と して、 

左右 後 は 立 ことな，^、 其 形 fti^ の 如に て、 互に 相 救て 

^を 入る ゝ こと 凝り 滯る ことなし、 又 八陣の その 1 

陴 くに 皆八陣 ありて、 凡々 六十 四陣、 是 三軍の 大勢 

を 備. る 時. のこと にて、 其 一 陣く皆 それん. -， に 前後 

左右 圆轉 自在な り、 是を 漢書に も 孫吳が 六十 四陣と 

云へ り、 この 外に 却 月の 二十 四陣を 後に 備て、 無窮の 

» を なすこと 孔 明が 傅へ し 所な り、 是八陣 の 本源な 

れ ども、 人數の 多少に よりて 備數も 多少な.^、 備數に 

多少 あるに よりて、 古今の 名 將皆八 陣の意 を 用て、 强 

ちに 八の 數に 限らす、 や 六十 四陣を や、 ロハ 奇 正の 法 

に鍛煉 して、 進退の 變を詳 かにし、 遠近の 步數に て 厳 

實の圖 をはづ さ  >  る を 陣 法の 極意と して、 勝利 を 得 

やと 云 ことなし、 され ども 孫子 は 擦つ と は 云 はすし 


て 敗る  >  ことなしと 云 へ る は、. 1 へ 十四 陣の 法 を 主と 

して 云るな り、 六十 四 陣の法 全から すと も、 其 意， V 以 

て 用れば、 勝利 を 得る ことなれ ども、 勝敗 は 相 0 る も 

のにて、 勝つ 所に 敗れ ある 道理な り、 故に 敗る、 こと 

なき を 極意と し て 、六十 四陣 の 法 全 か らざ れ ば 、如何 

樣の變 に 逢ても 肷れ すと 云 こと；. 正め 難き ゆ へ 、孫子 

は 六十 四 陣の法 を 主と すと a る ベ きなり、 尙 奇 正の 

極意 は 末に 見えた.. -、 


兵 之 所. 加、 如，， 以. 碾 投. 卵 者、 虛 實 

是也、 

これ は 右の 分數 形名奇 正にて、 必然の 勝ち ある こと 

を 云へ り、 兵と は菩 軍兵な，.^、 所 加と は， とり かくる 先 

きを 云、！ S は 礪石 也. と 注して といし 也、 王晳が 說に 

は、 たん §iS 曰に よみて 緞の 字と 通す、 この 時 はきた ひ 

たる 鐵な り、 何れ にても 通す るな り、 卵 は 鳥の たまご 

なり 、吾 軍兵のと りかくる 先き は、 鐵石 をた まごに 投 

け 付る 如く、 何の ざう さもな く 敵 を 打 ひしぐ ば、 虚赏 

なりと 云 こ、 ろな り、 虛は { や； 虚 にて、 外 かわ ぼか，.^ あ 

b て內 はう つけて 何もな き- j とな， 0、 實は 內 のみい 


勢 を 措 揮す る 上に て は、 軍に 負 を とらぬ 仕樣 を こ 

に說け b  、三軍 は 三 萬 七 千 五； お 人に て、 大國の 諸侯の 

人 數高を 云た る もの なれば、 大 軍と 云 こと を 三軍と 

云な b  、衆と は 多勢の ことな， 9、 可 必ヌ 敵而無 

と 云 は 王暂が 注に、 必は畢 の 字の 誤な，^ と 云へ り.、 大 

5^ の人數 なれば 備數も 多き な b  、備數 多き 大 i4 を 不 

功なる 大將 これ を將 ゆれば、 大 軍が 手に あま， 9、 其 上 

先陣 後陣の 間遠く、 ふりま はし 不自由に て、 却て 小勢 

に やぶらる/' こと きな リ、 然るに 1 備/^ に殘ら 

す 敵 を 引う けて 戰て も、 敗軍す る ことなき 仕形 は、 奇 

正の 二に あると 云 ことなり、 尤 小勢に て奇 正の 法 用 

ベから すと 云に も 非す、 又 前後左右に 敵を受 たる 時 

ばか. 9、 奇 正の 法 を 用 ひて、 さもな き 時 は 用 ひぬ と 云 

ことに も 非す、 至極な りに くきこと を擧て 云た る も 

の なれば、 小勢が 敵 を 一 方に 受けた る 時 は、 彌肷軍 は 

なき 道理な b  、扨 その 奇 正の 法と 云 は、 奇兵 正兵の こ 

となり、 正兵 は 正道の 軍 を 云な り、 場所 を 定め、 日限 

を 定め、 式法の，^ 人數を 出し、 槍 を はしめ て 勝負 を 

決することなh^、奇兵と云は、奇は^^變の義にて變化 

を なすこ、 ろな り、 下の 文に も、 凡戰 者以. 正 合、 爲， 奇 

i H ^ 兵 勢 第五 1 1 


勝と 云 へ る 如く、 敵 * 方相對 して、 法の 如く 戰を始 む 

るは疋 兵に て、 奇兵 は 或は 橫を 打ち 、或は 後へ まわ 

り、 或は 場所せば ければ 正兵の 中よ、 り 出、 或は 大物 見 

の 如 く J -て 敵. V 挑み、 或は ^を 入れ、 或は 伏兵と な 

b 、稱々 に變 化して 敵の 不意 を うつ もの を 總 じて 奇 

兵と 云な り、 奇兵 は總軍 なれば 總大 將、 一 手 なれば 一 

手の 大將、 一 備 なれば ！ 備の將 の 掌 さどる 所 ゆ へ 、大 

將の 司る 所 を 握奇と 云な り、 この 意 を よく 會 得すれ 

ば、 奇正は 自然に 備 はる ことなり、 故に 軍の 勝利 はこ 

の奇兵にぁh^、されども正兵なければ奇兵の はたら 

きな hs 難し、 故に 奇正は 一 方す てられぬ ものに て 、合 

戰の道 この 二つに 超えす、 徂し奇 正に つきて 諸家の 

說 一 檨 ならす、 尉繚 子に は、 正兵 は 先 を 貴び、 奇兵 は 

後を贵 ぶと 云 へり、 曹操 は、 先に 出て /-戰 を 合 はする 

を 正と し、 後に 出る を 奇 とすと 云 ベ.^、 李靖 は、 前に 

向 ふ を 正. とし、 後に 却く を 奇 とすと 云 へ り、 李签 は、 

敵に 當るを 正と し、 旁よ b 出る を奇 とすと 云 へ り、 梅 

堯 K は、 動く を奇 とし、 靜 かなる を 正と すと 云 へ り、 

說々 同 なれ ど 气雖竟 敵に 相手 組む を 正兵と し、 變 

化す る を 奇兵 とすと 心得 ベ し 、ぶれば 本文に 奇 正の 
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.<„^、たと へば日の出る方を東と云ひ、0の入る方を西 

と 云 ひ、 日の出る を 朝と 云 ひ、 日の 入る を 慕と 云 ひ、 

出る を 出る と 云 ひ、 入る を 入る と 云 ふたぐ ひ、 皆是聞 

知.=^の爲に 物 ごと， 事 ごとに 合詞. を 付けて 呼ぶ とこ 

ろ、 人の 詞と云 ものに なりたる なれば、 人の さへ づる 

音は皆名なり、故に眞名假名と云こともぁるな，.^、異 

國 にても その 如く、 昔 を 名と 云な，. >  、周 鱧に 書名と 云 

へ る は、 文字 を 形を窨 と 云 ひ、 音 を 名と 云た る なり、 

是 古語に て、 孫子に て 名と 云を售 と 見る ことなり、 さ 

て 金 鼓 を 名と 云 こと は、 五三 人なら ば 一口に て 云て 下 

知す ベ けれども、 多の 人數 にて は 聞 へ ぬ ゆへ、 金 太鼓 

の 合圖を 以て 坐 作 進 返の 節 を なし、 行 止 徐疾の 度 を 

知らし めて、 多勢 を 下知して 闘 はしむ る も、 小人 數を 

下知して 鬪 しむる と 一 般 なり、 尤旌 旗と 云へば 馬 印、 

指 物 笠 印、 釉印 一 切の 合印 こもるな り、 金 鼓と 云へば 

貝 其 外 签簪栗 笛な どに て合圖 する こと ある も 皆 こも 

るな..^、 王 晳が說 に は 形と 云 は、 旌旗金 鼓の 制度 な 

,.^、名とは 各 其名號 あるな. 9 と 云 へ..^、 此 說に 從 へ 

ば、 形と 云 は 旗 相 印 金 太鼓の こしら へ樣の なり かた 

ち；^ ゅハ 名と？ れ. 名 を，； 次第 を ふ も L むる に 
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ことな b  、され ども 是は 古書の 文， に 通せす、 後世の 

文字 使 ひに てと きたる 說 なれば 用 ベから す、 又 杜牧 

が說に は、 旌旗鍾 鼓 は 敵 * 方 共に ある もの なれば、 孫 

子が 兵の 妙處 をと くに、 吾獨 b 得た る J の やうに 云 

べきに 非す、 形 は 陣形と て備 のかた ちな り、 名と は旌 

旗なりと云 へり、是又ひがことな.=^、形名ばかりに限 

らす、 分數 も古來 より 傳 はる ことなれば、 敵 味方と も 

にある ことな， 9、 此 篇の耍 文は奇 正の 二字に 止まる、 

奇 正の 法 をよ く 悟る 時 は、 組 分 も 其 こ  ろに て 分る 

な，.^、旌旗金鼓の合圖も、畢竟奇正の妙用をなすべき 

爲に設 るな， 9、 されば 分 數形名 皆 奇正を 以て 骨子と 

して、 其 精妙 を 得つ べし、 强 ちに 敵 味方 共に 知る こと 

を 厭 は  >  、今 孫子 をよ まざ る もの もな く、 奇 正の 二字 

を 云 はざる もの もな きに、 奇正を 離れて 何 か 更に 兵 

勢の 妙 術 ある ベ き、 只 其 妙 を 心 悟す ると 心 悟せ ざる 

とに あるの み、 

三軍 ノ之 衆、 可. 使， 必受 .敵 而無， 敗 

者，、 奇 正 是 也、 

右の 形 名に て 進 返 分 合の 会 圖を修 §f して 、自由に 多 


備を糾 たる ものな.. =>  、高祖 韓信に 問 玉 ふに、 朕 は 何 ほ 

どの 士卒 引き ま はす 器量 あ，.^ やと あれば、 韓信 答へ 

て 陛下 は 十 萬 人の 將 とな b 玉 ふより 上 は、 御手に あ 

まるべし と 云、 汝 はと 御尋 ありければ、 多々 益.^ 善と 

答た， CN 、多ければ 多き ほど 何. マ： n 萬 にても 手に あまら 

ぬと 云. i な.^、 この 韓信か 多々 益.^ 善と 答た る は、 如何 

様の 仕形 を 以てする こと ぞと程 子に 問た る 人 あり、 

程 子の 答に も 分數 なりと 云 へ り、 程 子 は 三代 井田の 

法、 司 の 軍制 を 極めて、 通 儒 全 才と稱 せられし 人な 

れば、 孫子が 法の 外に、 又 別に 三代 a 王の 妙法 あら 

ば、 是を說 くべ きこと なれ ども、 三代 ffi 王の 法 も、 こ 

の 孫子が 分數 也と 云へ る 一語に こえぬ こと ゆへ、 か 

く 答へ たるなる べし、 又 一 說に 分數の 二字 を、 分 は 上 

下 贵賤の 分別、 數は尺 籍伍符 と 云て、 五 人 紐 人別の 帳 

面の ことな. 0 と云說 あれ ども、 これら は 机 分の 內に 

. こもる ことにて、 而も 上下の 分別と 人別の 帳面とば 

か へ ば、 せ.！？ ければ、 此說に は從ふ ベ からす、 

シムル r チ スル ハシム ルガ チ  ナリ 

鬬. 衆 如 .麵. 寡 形名是 也、 

右の 分 數にて . 、百お の 兵 を も 一 人の 掌に 握て、 條理の 


亂れぬ やうに なるこ， となれ ども、 戰に 臨て 大軍を 下 

知して、 坐^ 進 返 分合變 化の 用 をな さしむ る こと、 四 

五 人の もの に 指 を 以てさし 示し、 口 を 以て 說き 聞せ 

て 使 ふやう に、 自由に 指 引きして、 しかも 士卒の まど 

はぬ 様に する こと は、 形 名と 云 ことの ある. i 云 意 な 

.9、 曹 操の 注に 旌旗を 形と 云 ひ、 金 鼓 を 名と 云 7， 

旌旗を 形と 云と は、 四 五 人なら ば 指さ し をし、 手 まね 

をして なりと もしら す ベ けれども、 多くの 人數 にて 

は 間遠ければ 眼力と、 かぬ ゆへ、 旌 旗と 云 ふ 形 を こ 

しら へ て、 是 にて 合圖を するな り、 一 備くを 分けて 

敵 味方 まぎれす、 味方の 內 にても 備々 まぎれぬ 樣に 

する こと は 勿論な b  、五 方の 陣は 五色 を 以て 分ち、 或 

は 鳥 獸の形 を ゑが き、 備數 多に は 五色に 又 五色 を 雑 

へて、 その 備々 の 旗 を 宛め 置て、 さて 大將 軍の 本陣に 

も其備 かす 程、 その 備々 の 旗の 如くなる 旗 を こしら 

ベ 置て、 其 旗 を 或は 合せ 或は 分ち、 或は 交へ 或は 動か 

す を 以て、 進退 分 合の 下知 をな すと、 是衆 をた、 か は. 

しむる J 寡き をた、 か はしむ る 如く する 法な.， 0-、 金 

鼓 を 名と 云 と は、 名 は 一 者の ことな b  、和語 にても 物の 

音の 意に てね と 云 こと を 名と も 云へ り、 詞は 皆 名な 
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偏將と 云、 偏將を 幾人 も 合せて 是を 統る もの 大將軍 

なり、 曹 操の 注 は、 漢の 法に て說 たる ゆへ 部 曲な h と 

云へ り、 畢竟 紐 分の ことと 知る べし、 數は什 伍な りと 

は、 千 人 を 什と 云 ひ 五 人 を 伍と 云 ゆ へ 、 人數の 員 を 

數と 云な り、 人 數は糾 分に つきた る もの なれば、 分數 

は 畢竟 組 分の ことと 心得るな り、 热 孫子が 意に、 多勢 

を 使 ふこと 少勢を 使 ふ 如く GI 由に する は、 組 分 を 以 

て 使 ふと は、 何故に かく 云 へ る なれば、 軍に は 坐 作 進 

返の 度、 分合變 化の 法 あるに、 是を 一 萬に あまる 人に 

敎 へて、 一 々によく 覺 へ緞鍊 させん こと、 一 人の 力に 

て 叶 ふべ きに 非す、 たと へば 周の 軍勢に て 云 は、、 一 

軍の 將軍吾 下の 士卒 萬 1 一千 五 百 人に 軍法 を 習 はすに 

は、 四 師の帥 四 人に 敎る なり、 四 師の帥 四 人、 また 面 

々 に 其 下に 屬 する 四 旅の 帥 四 人に： 敎へ、 四 旅の 帥 四 

人、 又 面々 に その 下に 屬 する 四 卒の長 四 人に 敎へ、 四 

卒の長 H 人、 乂面々 に 其 下に 屬 する 三 雨の 長 三人に 

敎 へ 、三 雨の 長 又 面々 に 其 下に 屬 する 四 伍の 長 四 人 

に敎 へ 、四 伍の 長 又 面々 に 其 下に 屬 する 四 人の 士卒 

に敎 て、 萬 二 千 五； 6 人 こと -く 其 法に 鍛練す る こ， 

と、 一 人に て 四人づ 敎て J? むな ち、 時に 臨での 下 
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知 ふれ 流し も かくの 如く、 段々 に 云 ひ 合 はする ゆへ、 

萬 二 千 五 百 人 を 治る こと 只 四 人. を 治る が 如な り、 人 

十 人に も敎 へば、 一 々丁寧に よく 修練 さする こと 難 

かるべ し、 只 西 人に 敎る なれば、 如何 樣に もなる ベ き 

ことなり、 又 士卒 も ロハ 五 人の 內 にて 離れす 散らす 進 

返 一 度に 揃 ひて、 心 を 合せ 力 を ひとつに せんこと 如 

何檨 にもなる ベ き i なり、 又 時に 臨て 人數を 分る - J 

ともかくの 如く、 元來 分けて ある もの なれば、 如何 樣 

にも わけら る、 な， o、 又 戰亂れ たらん 時 も、 いか やう 

に 亂れて も此組 分の 法 を 以て 一 5f に 亂る、 ことなし、 

故に 古人 も 所， 御者 雖， 衆、 所， 操 者， お， 寡と 云 へ る は、 大 

勢の 人 を 制御 すれ ども、 吾 掌に 握る 所 は ロハ 四 人 にて 

事す むと 云こ丄 な， o、 孫子 この 意 を 治：， 衆 如， 治. 寡 分 

數是 也と 云 へ るな h '、！ 穰 まが 軍制と、 周の 法と ち 

がふ やう なれ ども、 五の 法に て か は b なし、 五の 法 

と 云 時、 五の 內 一 つ はか しら なれば 四 人つ、 を 治 一 

むる こと 一 例な り 、但し 司 穰 teS は、 八 陣に握 機 を 入 

れ て九陣 なれ ども、 八陣 はニ陣 つ. - 組て 一 は奇 一は 

正， となる ゆ へ 、八陣 は四陣 にて 握 機 を 入れて 五陣な 

り、 漢の 法に 二 を 以て 組 上げた る は皆奇 正の 意に て、 


如し、 奇 正の 法に よく 緞 練して、 うつ ベ き 圖に中 

. ^て發 すれば、 弱 を轉 じて 強と なし、 少勢を 以て 

多勢 を 挫く こと、 尋常の はだら ひに 超たり、 奇正 

の 法 即ち 勢 をな す ゆ へ ん にして、 陣 法の 骨髓； な 

り、 故に 此篇 みな 奇 正の 理を 以て 兵の 勢 を說け 

り、 劉 寅 また、 世の 孫子 をよ く 讀 まざる もの、 其 

書に 陣法 を說 かざる こと 缺 けたる 所 なりと 云 

は、 此篇乃 やり 陣 法の 要旨なる こと を 知らす、 誠に 

孔 明が 八 陣の圖 と 合せ 考 へば、 千 萬 世 之 上に 於 

て 古人の 秘 せし 妙 處 ことぐ く是を 得べ しと 云 

へ， o、 意 を 注く ベ きこと なり、 又 上の 篇を 軍形篇 

とし、 此篇を 兵勢篇 とす、 形 は 總體を 以て 一、K て、 

勢は發 する 所に ある な. 9 、故に 荀悅 は、 勢者隨 

,1 進 返之宜 也と 云 ひ、 施 子 美 は 臨 k 時制， 敵 之 勢 

也と 云へ り、 

孫 子 曰、 凡 治. 衆 如. 治. 寡 矛數 是 

也、 

凡と は總 じて と 云 ことな-.^、 衆 は 多勢な，.. ^、治. 衆と 

は 多勢 を 使 ふ - 」 となり、 寡 は 少 勢な リ、 治 と は 少 


勢 を 使 ふこと なり、 治る と は絲を 治る こ 、ろに て、 よ 

く 其 亂れす もつれぬ 樣に する ことな， 9、 總 じて 少勢 

を 使 ふこと は 易く、 多勢 を 使 ふこと は 難し、 百 千 萬の 

勢 を 使 ふこと ST 五 人 を 使 ふ 如く、 ばらく にもなら 

す 手間取る ことなくて もつれな き榡に する は、 分數 

と 云 こと を 以て これ を 自由にす るな り、 故に 分數是 

也と 云 へ り、 分數と 云、 は 曹 操の 注に、 部 曲 を 分と し、 

什 伍 を 数と すと 云 へ り、 部 曲 は 組 分けな...^、 人 數の組 

みやう、 周の 世の 法 は旣に 謀攻篇 にて 云た る 如な り、 

司馬穰 直が 說は、 一 軍 萬 1 一千 五 百 人 を 五十人つ \ 1 

隊と 定め て 1 一 百 五十 隊 なり、 二百 五十 隊の內 七十 五 

隊 を攆奇 とす、 三千 七 百 五十人な 、のこる 百 七十 五 

隊を八陣に分て、合て八千七百五十人なh^、又漢の法 

は 五 人 を 列と 云 か しら あり、 二列 を 火と 云 十 人 な 

り、 かしら あ 、五 火 を 隊と云 五十人 な， 、かしら あ 

一隊 を 官と云 百 人な り、 かしら あり、 ニ官を 曲と 

云 二百 人な ケ、 此 かしら を 候と 云、 二 曲 を 部と 云 四百 

人な， 9、 この 頭 を 司 馬と 云、 二部 を 校と 云 八 百 人 な 

b  、此頭 を 尉と 云、 二 校 を 稗と 云、 千 六 百 人な， 9、 此將 

を 裨將と 云、 ニ裨を 軍と 云 三千 二百 人な b  、この 將を 
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つもの 、、勝つ べき 圖を 見切て 戰ふ さま を^へ て 云 

時 は、 積 水 を 千 係の 雞 へ さくる が 如な り、 積 水 はつみ 

たる 水な， =s 、隄 をつ きて 積みた  >ぇ たる 水の ことな 

り、 千 W し 云 は 八 尺 を 一 W と 云へば 是 今の 一 間ば か 

,9 にて、 千 W 之雞 は、 大抵 千 間 ほど ある 深き たに な 

hs  、決く ると は、 隄を きる こと なり、 つ 、み を 築て た 

> えたる 水 を、 千 間 程の 溪 底へ 切て 落す が 如しと 云 

こ ろな り、 此 水の 勢に 値て は 、如何様なる ものに て 

も 流れす と 云 ことなく、 打く だかれす と 云 ことなし、 

其 勝つ ことかく の 如くなる ところ、 即軍 形と 云 もの 

なりと 云 意を說 けり、 &  ,  J の喩の >  J  > ろ は、 隄を つ き. 

て 水 を いっぱいに 堪えた る II は、 三軍よ く 調 ほ b、 武 

略勇氣 みち わたりて、 一 點の虛 なる 處 なく、 敵よ 犯 

す こと も、 伺 ふこと も なら ぬ に 險 えたり、 即 上の 文 

に 云 へ る 不可 勝の. 形な り、 不敗 之 地な. 9、 藏於 九地 之 

下な-.^、千^の溪は敵に虛なる處ぁるなり、實と虛と 

のさ か ひ、 千 係う へ と 千 W 下の 如し 、故 に 勝つ ベ き圖 

を 見て 是を 撃つ 時 は、 隄を 切て 千 W の溪に 落す が 如 

/、、た、 えきりた る 勢に て 漲り 落る こふ、 九天の 上 に 

動く 兵の 、迅速 祌 妙に て ふせぐ 方便な きが 如し、 是箄 
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形の 至極に て、 我 は 無形 敵 は 有形なる ゆへ な，^、 此段 

を古說 に、 千 W の溪 にた、 えたる 水 を 切て はなつ と 

見た る說 あ. 5、 文面 穩か ならす、 從 ふべ からす、 
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兵 勢 は 兵の 勢な，^、 勢と 云 は 自然の いき ほひ に 

て、 箇隱 にし かくれば 必 かやう に なると 云 こと 

あり、 * へ ば 水 もな き 山の頂に 瀑布 を こしら ゆ 

るに、 覚 にて 卒地 にある 水 を 取り、 流れ 下る 勢に 

て 最前 水の ありし 地よ- リ 高き 處へ 上る、 其處ょ 

,9 又 下 の 勢に ての ぼる やうに し、 段々 に 勢 を 

取れば、 水な き 山頂に も 至るべし、 故に 此篇 の內 

にも、 水の 流る 、勢に て 大石を 流し、 又 まるき 石 

を 千 W の 山より ころばせば、 と > むる こと 能 は 

ぬ こと を喩と せり、 又 太 原の 劉 寅 は、 猛 獸將. 搏 

必伏. 形、 鶩鳥將 &f 必歛， 翼、 將， 以用ュ 其 勢， 然 也 と 

云 へ...'、 猛き獸 、又は 鷲 K などが 物 を 取ん とする 

時 は 必形を か  > め 翼， ビす ぼむ る は、 街擊の 勢 を 

なさん 爲な. 9 と 云 こと な. り、 兵の 勢 も 又 かくの 


みいりた しかなる 怠に て、 物の 至極 重きに^ へた h -、 

右の 數品調 はす、 不足 すれば、 武略 も 與氣も ゆきわた 

らす、 軍の みい かひな き にて、 物の 至極 かろき に 

喩 へたり、 是數 より 輕 重の 出來る こ、 ろに て、 數^ « 

と 云な.^、 . 

チ 

詹 

はか， 0 より 勝 を 生す ると 云 は、 輕重 より 勝 を 生す る 

こ、 ろな， o、 されば 敵輕く  * 方 赏 ければ、 味方 S 勝是 

よ， - 生す、 敵 重く 味方 輕 ければ、 敵 5 勝 これより 生 

す、 この 重きと 云 は 即此篇 に 先爲， 不 J5\ 勝と 云 ひ、 立， 

於 不敗 之 地 一と 云た る.^、 皆 この ことなり、 此 重き 處 

より 發 する 時 は、 よく 九天 之 上に 動く、 全き 勝 をな す 

ことなる ゆへ、 稱生 勝と 云な り、 

勝-兵 若お. 鎰稱& 、敗 兵 若， 以 

ザ ルガ チ、 

前の 一 曰 度と 云より 稱生滕 と 云まで は、 古の 兵法 の 

語な り、 孫子 これ を 引て、 古の； 本書に かく 云へ る ゆへ 

にと、 その 文の 意 をう けて 勝 ft のこと を 云へ b  、勝 兵 
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と は 勝 ベ き 3^ 兵 を 云な り、 敗 兵と は 負 ベ き 軍兵 を 云 

な 、銖と 溢と は 皆 はか め なり、 二十 四 銖を兩 と 

し、 二十 雨を鎰 とす、 一 兩は 十 もんめ なれば、 一 銖は 

四 分 一 厘六毫 なり、 一 鎰は 1 一 百 目 なり、 然れば 勝 兵 

若， 以， 鎰稱 1, 銖 とて、 軍に かつ 兵の おもみ つよさの ほ 

ど を喩 へ て 云 は  > 、重さ 一 一 百 目の もの を、 四 分 一 厘 六 

毫 ある ものと 粹 にかけ くらぶる 如くな り、 何の て も 

なく 手 まへの 方へ 引き おとすな. 5、 敗 兵 若 „以^ 銖稱, 

.鎰 とて、 又 軍に 負る 兵のお もみつ よさの 程 を たと へ 

て 云 は  > 、四 分 一 厘 六毫. の もの を、 二百 目の ものと か 

け くらぶる 如し、 なにの 苦 もな く 向 ひの 方へ ひき 落 

さる 、なり、 この 二百 目の 方と 云 は、 前に 云 へる 數々 

のこと 皆よ く 調 ひて、 武器 も 勇氣も 三軍に みち わた 

る を 云な り、 四 分 一 厘 六毫の 方と 云 は、 數々 のこと 調 

はぬ 所 あ. ^ て、 武略 勇氣 みち わたらぬ を 云な リ、 

，跃者 ノ之戰 若 k 二 積-水 於 千- 仞 之 

豁， 者 形 也、 

これ 一 篇の 結語な り、 前の * の 意 を 結で、 篇の名 を 軍 

形篇と 名付けた る 所へ 說 きおと したる なり、 軍に 勝 

I  八ミ 


m  i 子 II 軍， ぉ第躑 


せぬ 前の ことにて、 始計篇 のこと なれば、 この 處の. 所 

用に は 非るべし、 

度 生 .量、 

度 はもの さし 量 はます め なれば、 度より 量 を 生す る 

と 云 は、 地形の 上に 付て wig を 何程と はか， 9、 何 W 何 

間の 廣さ にて は、 人數何 ほど 此內に 入れら る 、ぞ と 

はかる ことなり、 是町間 を 極る 所より、 其 場に 人數何 

莴 何千 何百 こめられ 立ら る 、と 云 こと 出る ゆへ、 度 

生 直と 云な b 、杜牧 が 注に は を 只 はかる i と 見 

て、 度， 地已 熟、 然後能 酌 直 m 彼我 之强弱 一と 云 へ b 、地 

形 を よくとくと はか b て 後 、敵-味方の 强弱を はかる 

と 云 意な，. >  、かくの 如く 見る 時 は、 度量 數稱 勝の 五箇 

條に ことなれば、 此說に は從ふ ベから す、 下の 文 

に 勝 兵 若- 以， 鎰稱" 錄敗兵 若。 以， 錄稱" 鎰と ある を 以て 

見れば、 稱生 勝と 云ふ處 にて、 敵 味方の 輕重ヒ 云な 

^、この 處 にて は 輕赏 のこと を 云べ からす、 其 上見檨 

あしき 時 は 五 事 七 計と ひとつ ことに なる な.. 、こ 、 

ろ を 付て * ふべ し、 

.»1 生 .數 に，…，... I —，； ： … .1 


うけ 入る/ -處 より-かす  、しな/,^ の ことが 出る 

と 云 意な り、 されば 地形の 町 間 を はかり、 此 地に 人 數 

I 力 ほと をう け 入 る ゝ と 云 こと If^ むる 所より. そ 

の 人数の 上に 付て、 城なら ばくる わ、 虎口、 塀の 折、 や 

ぐらの かや、 陣 なら ば 小 15； わり、 小路の 付け やう、 備 

分、 行列、 旗 相 印、 兵糧、 兵 具、 號令、 法度の しな <\ -、 

何 にても 人數 に付きた る、 事々 かす <^臂 こ 、より 

出るな り、 これ を 受け 入る \_ 所より 數を 生す ると 云 

なり、 古 來の說 に 或は 數を 人數と 見、 或は 機 變の數 と 

見、 或は； 卓資の 數と 見る 、皆 皮 $S 數稱勝 と 次^す る 

所に 合 はぬ ゆへ、 從 はざる なり、 


生 レ稱、 


かすより はか. 9 を 生やる と は、 右の 如，、 かすく し 

なぐの 上より 輕 重の 分る、 こと を 云な， o、 されば 

城 取なら は 虎口 くるわの 取 やう、 塀 櫓の 付 やう、 陣収 

ならば 小屋 わり、 小路の 付 やう、 備行 列の 立 やう、 皆 

宜しき に 叶， ひ、 兵糧 ゆたかに 兵 具 は餘. あり、 旗 相 印 

まぎれな く、 合圜の 仆樣調 ひ、 號令 法度まで 殘る こと 

なきは、端々末々まで武略も男氣もゅきゎた..^、£^の 


行列の しなく、 旗 相 印の しなく、 號令 法度の 箇條 

箇條、 皆 この 數の 字に こもるべし、 

四-曰 稱、 

四と は、 第. 四筒條 な，^、 四 曰稱と は、 四 筒 條に稱 を 云 

と云こ 、ろな..^、稱ははか..-なり、王晳は權衡也と注 

せ り、 ^ょ まや hN のお も， 9  、，よ ま か h,. さほ ： て 、皆 

はか，. > め のこと を 云 なり、. 賈林が 注に は、 敵と 我との 

德 業の 輕意、 才能の 長， 短 を 知る ことなりと 云へ り、 畢 

竟は秤 は 物の 輕 意 を はかる もの なれば、 輕さ 重さ を 

はかる こと を 云なる べし、 天平の W に は 非る べし、 又 

此稱と 云 を、 かな ふとよ みて 宜 きこと、 見た る說も 

あれ ども、 度量 數 とならべ て 云た る稱 なれば、 はか 

の 方よ.^ 義を とら ざれば、 前後 相應 せぬ ゆへ、 用 ふべ 

からす、 

五 曰 勝、 

五と は 五筒條 ：！！ なり、 五 曰 勝と は 五箇 條 目に 勝 を 云 

と 云 意な り、 是 軍の 勝 负 のこと なり、 

地 生 k、 .  . 
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前の 五箇 條は只 筒 條目錄 を 擧 げたる ものに て、 是ょ 

り 末 は 其 五箇 條の 次第 をと き の ベたり、 地と は 地形 

な，.^、 地^ 度と は 地形より 町 問の 出る こと を 云 へ り、 

總 じて 軍 をす るに は 地 を 離れて 叶 はや、 城 を 取り 陣 

を 取る は 勿論の こと、 備を 立る は この 地の 上に 人 を 

ならぶ るな り、 人數を 押す は、 この 地の 上 を 人に あり 

かするな り、 人 は 地 を はなれて 勸き 働く ことならす、 

基 を 打つ に は 碁枰を 十； 臺に する 如く、 軍 をす る に は 

この 地 を 土 豪に するな. 、故に 前 は 山 か 川 か、 高き か 

卑 きか、. 5 の 高さ 如何程、 川の 深さ いかほど、 後 は い 

かに、 左右 は いかに、 平 場の たてよこ 何 町 何 間 ある 

ぞ、 路のり 何 里 何 町 ある ぞ、 長き か 短き か、 廣 きか 狹 

きか、 丸き 地 かまが りたる 地 か、 いづく にて 如何様に 

し、 こ にて 如何 檨に すると 云 は、 皆 地形に よる こと 

なり、 诚取 にても、 陣取に て も、 備立 にても、 陣押 にて 

も、 合戰 に て も、 皆まづ 地形 を は かりて その 城 を 取 ベ 

き 場、 陣を取 ベ き 場、 備を立 ベ き 場、 陣押 の路 のり、 合 

戰の町 あ ひ、 何 里 何 町 何 間と はか b 積るな. o、 是を地 

より 度 を 生す ると 云な り、 杜牧 が說に は、 我と 敵との 

國 土の 大小 等 を はかる ことと 云へ り、 是は Bef 兵 を發 一 

< 一  ] 
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の 二字 を^た るな， り、 故に 何 氏が 注に も、 孫子 古法 を 

引て、 以て 勝敗の 耍を疏 すと 云へ，.^、 一 曰 度と 云より 

下 は、 古の 軍法 五箇 條な り、 下の 稱生 勝と 云まで に 

て、 古の 軍書の 詞 終るな..^、 一  と は 軍法 五 箭條の 第 一 

なり、 1 曰 皮と は、 軍法 五 筒 條の第 一 をば 度と 云と 云 

.こ、ろ也、度はものさしの^A-也、故に王晳が注には丈 

尺な b と 云 ひ、 S 林 か 注に は 土地 を はかるな りと 云 

へ. 9、 此 五箇 條を 張預が 注に、 營を 安し 陣を 布く 法な 

りと 云 へり、 營は陣 小屋な，.^、 安す ると は陣を 取る こ 

とな<.0^、陣とは備の ことなり、 布く と は備を 立る こと 

な..^、 陣を 取る を 安ん すると 云 は、 やすん やる と は 置 

ことなり、 陣小 屋 は taf 兵 を 入 置く 處ゅ へ 、安ん する 

と 云な，^、 布く と は 物 を ひろげの ぶる ことな- 9、 城 中 

或は 陣 小屋の 內 にこめた る SBf 兵 を 取 出し 、のべ ひろ 

げて、 其 場に くばる こ ろに て、 布く と 云な， 0、.^ 此 

五筒條 を、 陣を 取り 備を 立る 法な りと 云 へる は、 地形 

を はかる こと を 第 一 に 云た る ゆへ、 かく 云へ り、 尤城 

取の 法 もこ もるな り、 城 を 取り 陣を 取， 0 備を 立る に 

は、 先づ其 地形 を 見て、 其 場の 廣さ狹 さ を 積、 り はか 

て、 其 間 數を定 むる こと 根本なる ゆ へ 、丈 尺 也と も、 


さ 

度 土地 也と も 注せるな，.^、 

一 一 曰 量、 

二と は 軍法の 第一 一箇 條な り、 二 SI 量と は、 ニ箇條 H を 

量と 云と 云 >  J  ， ろな り 、量 はます め の - J とな 、故 に 

王晳 は斗斛 なりと 注せ，.^、 一斗 ー斛の 類 は ますめな 

る 故に かく 云へ り、 賈 林が 注に は、 人力の 多少 倉 魔の 

虛實を はかる と 云 へ. 9、 人力と は 士卒の， £ 也 、倉 魔 は 

一 一字と もに くらな 、是 ますめ は 米穀 を はかる もり 

ゆ へ 、倉 魔と 云た るなる ベ し、 然れ ども 本文の 意 は 人 

數を うけいる、 處を、 ますに 穀物 をい る/ -に喩 へ て、 

量と 云 ひたるな るべ し、 

三 曰數、 

三と は 第三 筒條 なり、 三 曰 数と は、 三番 目に は 數を云 

と 云 意な b  、數は 王晳が 注に は 百 千 也と 云 ひ、 は 

1$ 數 也と 注せり、 是は 百千寓 億の かすと 兒 たるより、 

算數 とも 注せるな るべ し、 然れ ども それの みに 限る 

ベから す 、人数の 多少に 付て、 兵 具の かすく 兵糧の 

たか、 成に て はくる わ 虎口の かすし な、 備にて は 小 組 


求 戰とは 下の 求 勝と 云に 對 して 云た る 詞 にて、 た V 

戰を 取組む ことなり、 敗 兵と はまく る 5^ なり、 敵に 角ハ 

る 軍 は 如何 檨 なれば 負る ぞと 云に 勝つ べき 道理 も 

わき ま へ す、 負べ きわけ を も 知らす、 了 gl もな く先づ 

戰 ふなり、 扨戰を 以て 勝ん とす、 是先戰 而後 求. 勝と 

云 ものな り、 されば 勝負 は戰 はぬ に 分れて ある こ 

となる に、 の 道 を 知らぬ 者 は、 是を 見る こと あた は 

や、 戰 ひの 上に て 勝ん とする こと、 孫子が 云 へ る 敗 兵 

に 非す や、 

善 用. 兵 者、 修. 道 而 保. 法、 故 能 爲；， 

勝敗 政！ 

， J れ 前の 2^^不^ 一 衆人 之 所 "知と 云より 下 を 結び て 、 

篇酋 に照應 する Si な...^、 修道と 云 ふ 道 は、 即ち 道 天 i 

地將 法の 道に て、 民の 1* れと 生死 を 一 つに して、 畏れ 

危ぶまぬ 様に 恩 信ケ- 施す 所 を 云、. 修 ると は 時時に 心 

を 付けて、 この 恩 信の すたれぬ 樣に する ことなり、 法 

は、 即道 天地 將 法の 法に て、 曲制官 道主 用な.^、 保と 

はこの 法 をた もも 守て、： K の 破れぬ 檨に する こと な 

り、 爲勝收 之 政と 云 は、 かちまけ を 自由にす る ことな 
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h  、敵に かたす ベ きも まけさす ベ きも、 * 方に かたす 

べき も 負けさす ベ きも、 此方の 心の ま、 なること、 

上た る 人の 號令を 施して、 民 を 心 ま にす るが 如く 

なる 意に て、 勝敗の 政と 云な h  、此 段に 至て、 前の 不 

敗 之 地と 云 もの を 說 けり、 不肷之 地と 云 は 道と 法と 

な. o、 故によ く 兵 を 用 ひ 戰ふ人 は、 道 を 修めて 恩 信す 

たれす、 の 心 を 一 にし、 法 を 保て 備分、 役 分、 陣具、 

兵 具、 兵糧 の 述送 賞罰 の 法に 至る まで、 少し. -油斷 な 

く、 守る 時 は 吾 はいつ も 負け や 肷れゃ 不肷之 地に 立 

つ によ- C て、 敵： つ こと を 掌に 握り、 我心 ュ" 、 にす 

る こと、 政を國 民に 施す が 如し、 是を能 爲ー； 勝敗 之 政 1 

と 云な り、 李签. か說に は、 爲ー i 勝敗 之 政 一と 云 を 政 あし 

く 敗る ベ き 敵に 勝つ と 云 こ 、ろに 見る、 其 は 敗の 

i 政に 勝つ こと をな すと よむ、 文義穩 ならす、 從 ふべ か 

らす、 

兵-法、 一 _ 曰 度、 

是 よりして は 前に 勝 貧の こと を 說 たるに 就て、 古の 

第 書の 語 を あげたり、 兵法と 云 はが 法の ことなり、 

法の こと を かきたる 古書の 語 を げ たる ゆへ、 兵法 


孫 子 軍 形 第 四  .  I 

よ b 伐ぬ 先にと くに 敗れて： る 敵 を 伐つ ゆへ. なりと 

云 こ、 ろな b 、商-解 講義 說約開 宗の諧 本 いづれ も必 

の 字な し、 橥 注の 古本に あ.^ 今 是に從 ふ、 賈 林が 說に 

措の 字 を 金 へんに かきて 雜 な.^ と 注せ...^、 雑 はま じ 

ゆるな 、勝ち を 取る 道 さま <^ まじりて ある 意な 

と 云 へ b  、文義 通せざる 說な b  、從ふ ベ からす、 

善 1 者 立，， 於 不-敗 之 地； 而 不 

失， 鼠 之 敗， 也、 

是又 反覆して 前の 先爲， 不 J5\ 勝 、以 待-敵 之 可 7 勝と 云 

へ る 意を說 け..^、 右の 道理 ゆ へ 、善 戰ふ人 は 不敗の 地 

に 立つな b  、不肷 之 地と 云 は 如何 榡 にしても まけ や 

やぶれぬ 場と 云 i にて、 是 別に かくの 如の 場所 ある 

に 非す、 前に. 云 へ る、 先づ 敵に かたれぬ 計 をす る こと 

な.. > 、され ども 敵に かたれぬ 計 を するとて、 別に 一種 

巧妙の 計 あるに は 非す、 張預が 說に 審， -吾ま 令；, 吾 

赏興 便き 器用； 養。 吾 武勇； 是立， 1 於 不敗 之 地-也、 と 云 

へり、 まことに かくの 如く、 吾 を 堅固 にして、 敵より 

伺 ふこと も 犯す こ ともならぬ 榡 にす る を 不敗の 地と 

云な b 、李 签が說 、開宗 の 說 などに 、要害よ き 地に 備 


，  七 八  ： 

を 立る こと、 云た る は、 是も 不败之 地の 一 つに て は 

ある ベ けれども、 畢莧 地の 字に 泥み て、 土地の こと、 

心得た るよ. 0 云 ふなれば 用べ からす、 立つ と は 敵に 

勝つ 根本 を 丈 夬に屹 とたて 定 むる ことなり、 敵に か 

っ极本 は、 張 預が說 の 如く 味方 ケ- 調ぶ る ことなり、 か 

くの 如く 昧 方の 收れ ざる 位に 立ちす は- 9 て、 敵の 收 

れを失 はぬ を 善戰ふ 人と 云な り、 不失敵 之 收と云 は、 

失 ふと はとり のがす ことなり、 敵の 肷れと 云 は、 敵の 

敗るべき圖を云、敵も活物にて曰々^^々に變じ移り、 

忽に實 し 忽に虛 する もの なり、 其虛 したる 時 こそ 敗 

るべ き 時 なれ、 これ を 敵 之 敗と 云、 こ 、を 取.. >  のがさ 

す、 迅雷の 如く 打つ 時 は、 まことに 九天の 上よ.^ 落下 

る 如くに て、 其 勝 破竹の 勢な り、 

是ノ 故 勝 兵 先勝 ぽ後 求. 戰、 敗-兵 

先戰 而後 求. 賤 

是又上 を 承て 云 へる ゆへ 、是 故と 云 字 を S け. = ^、勝 兵 

と は 勝つ 軍と 云 ことなり、 敵に 勝つ 軍 は 如何様 にし 

て 勝つ なれば、 戰 はぬ さきに まづ 勝て 居るな り、 さて 

其 後に 戰 ふなり、 故に 百戰百 勝して その 勝 はす、 


せる に は 非す、 一 人の 敵の 上に も 勝ち やすき 所 あ.^、 

勝ち やすき 時 あ 、何れ にても 其 勝ち 易き に 勝つ こ 

と を 孫子 は 云へ るなる べし、 

ま 善 戰者ノ 之 勝 也、 麵-智 名-無-勇 

右に 云 へ る 如く 善 戰ふ人 は 勝ち やすきに 滕 つゆへ、 

善戰ふ 人の 軍に かつ こと 、智謀の 名 もな く 武 房の 手 

柄 も 聞へ す、 無理なる 戰を せす、 戰ふ となれば 全き 滕 

利 を 得て 破竹の 勢の 如く なれば、 智謀 も 武勇 も 入ら 

ぬ樣 な，. >  、唯 時の 仕 合せに て 勝ちた る樣 なり、 是名將 

の位づ めの， 勝ちな.^、 施 氏が 注に、 張 良が 簿を 帷幄の 

中に 運ら して、 勝つ こと を 千里の 外に 決し けれども、 

成功 一 度 もなか b し を、 此 段の 證 例に 引たり、 され ど 

も是は 一 人の 上の ことにて 合 戰の上 を 云に は 非 や、 

湯 武の戰 は 申 r も 愚かな，..'、 漢の武 帝の 時の 大將衞 

靑霍去 病 は名將 とも 云 はれ ざれ ども、 匈奴 を 追拂て 

五 千 M をき.^ 取り、 李 廣は名 將の眷 高 けれども、 運命 

弱 く， て 功 を 建てざる 樑に司 iil 遷が史 記に かきたる 

、衞 靑霍去 病が まさりた， 0 と 劉 子肇が 評し た， し 
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も、 孫子が 此 段の 意なる べし、 

ニノ  ッ r  《 

故其戰 勝不レ ぼ、 

上に 云 へ る 如く 勝ち 易き に 勝て、 力 を 用 ひす 智名 

功 もな き ほどの ことなる ゆ へ 、其た、 かひ 勝利 を 得 

る こと、 兼て はか，.^ し 如く 少しも たが ふこと なきな 

り， 

所 Ji,, 必 勝； 4 已 敗き 

也、 

是は上の文に勝っこと1^すと 云 へ る、 をの たが はぬ 

意 とけり、 其 所 一！ 必勝 一と は、 措と は 設け 置く こ、 

ろに て 、手配り 手當て をす る MJ なり、 必勝と は 必勝の 

策な， 0、 其と は 名將を さす、 名將の 必勝の 策 を 手配，^ 

する 所と 云 こ、 ろな り、 已 敗と は 此方よ.. >  伐ぬ 先き 

にと くに 敗れて ある ことなり、 1 段の こ 、ろ、 名將の 

戰は 擦ち を 見切りた る こと いさ、 かも 1^ はや、 その 

1^はぬゎけは如何檬なることにて ぬぞと 云 へば、 

名將の 必勝の 策 を 手配 b する は 、勝れぬ 敵に かつに 

は 非す、 前に 云へ る 如く 勝べき に 勝つ わけに て、 此方 

七 七. 
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古 之 所謂 善 # 者、 勝 I 於 14 勝 も 

也、 

これ も 上 を 承け て 云へ， 9、 古に 云 へ る 善く 戰ふ 名將 

は、 勝ち やすき 所を攻 て、 是に 勝つ 人 を 云な b と 云 意 

な. o、 勝ち やすき 所を攻 ると 云 は、 敵に 勝つ べき 圖の 

ある を 見て 攻る ゆへ、 無理に 敵に 勝ん とする に 非 や、 

かたる、 所に 勝つ 道理なる ゆへ、 滕易 きに 勝つ と 云 

な. 9、 合 戰の道 を しらぬ 人 は、 我 勇氣我 勢力 を 以て 勝 

つ と 心得る ゆ， へ 、敵に 勝つ べき 圖の見 ゆる を 待す、 

力 わざに 勝ん とするな、 り、 されば 力 を 出し 骨 を 折て、 

やうく に 敵に 勝ち得れ ども、 味方に も 人數を うた 

せ、 兵 具 を 費して、 しかも 十分の 勝 は なし、 是を かち 

難き にかつ と 云、 たと へば 竹 木 をよ こに 切る と たて 

にわる と、 其 やすさかた さいかば か. 0 の違ぞ や、 橫に 

切る も きれば きら るれ ども、 手 をいた め 金 もの ゝ ^ 

こぼれて 骨折 多し、 たてに わると 云 は、 元來竹 木に た 

ての もくめと 云 もの あり、 是 自然の { 仝虛 にて fs^ の と 

をる 路すぢ なり、 只>  この 路すぢ をと をる ゆへ、 竹 木； 3^ 

を迎へ て わる によりて、 手 も！ g ます も こぼれす、 
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何の 骨折 もな し、 軍 も その 如く、 敵に かつべき 刚のぁ 

る は 竹 木の もくめの 如し、 この 勝べき 圖を 打つ とき 

は、 吾兵 《や： 虛の地 を 行く が 如なる ゆ へ 、破竹の 勢 をな 

すな. o、 黃獻臣 この 段 を 注して 引た る戰 例に 、頃 羽 を 

打つ こ と を韓信 高祖と 謀 る に 、項 羽 は か ち 難き 敵な 

りと 見て、 先 づ三秦 を 平げ、 魏を滅 し、 趙を滅 し、 代 を 

伐ち、 燕 を 伐ち、 齊を 伐ち、 是に滕 て 項 羽の 與國 なく 

な，. y て獨 たちに なりたる 時、 该 下の 1 戰 にて これ を 

破， 0 しなり、 又 五代の 時 王 朴と云 もの、 周の 世 宗の御 

前にて 天下 を 一 統 する 計 を 申せし に、 國は 弱き 國 

な..^、 幷は 必死の 敵に て 命 をす て 働く ゆべ 打が た 

し、 軍の 道 は先づ やすき 方よ.^ 返 治す る を よし とす 

と 云け り、 のち 宋の 太祖 周の 禪. -を受 て 帝位に のぼ 

.-、 王朴が 計の 如く 吳國を 先に 返 治し、 その 威勢に て 

段々 に 天下 を 一 統し玉 へ ..^と、これらの類を引て、勝 

ちゃす きに 勝つ と はこの ことな と 云へ 、是は 勝 

ちゃすき敵にかっと云ものな^^、多くの 敵の 內 にて 

は、 箇樑 にかち やすき を 先に 打て、 手前の 勢を强 くし 

て、 後 かち 難き 敵 を 打つ こと、 是も かち やすきに 勝つ 

の 中の 一 種なる ベ けれども、 此類 にて 本文の 意を盡 


云 は、 細き もの を 上る ゆ へ 力量の 入らぬ ことな..^、 故 

に， 秋毫 ー不. 爲き カーと 云、 力 多き 人と は 云 はぬ と 云 

こと なり、 a 一一 日月 ー不. 爲ー， W 目 一と は、 曰 月の 兩輪大 

にか x-.o' て 千古に か  >  や くもの なれば、 窗目 にさ へ 

非れば 何人も 是を 見ぬ ものな し、 されば 日月 を 見た 

,£^とて、wほと爲べきに非ャ、目の明かなる人とは云 

はれぬ と 云 ことな， 9、 聞 。雷霆 ー不. 爲 一一 聰耳 一と 云 は、 雷 

はい かづち な，. >  、霆は いかづちの はためき わたる こ 

と を 云、 雷 は 百 里に 震 ふなれば、 百 里の 間 其聲を 聞ぬ 

ものな し、 雷の 聲を聞 たれば とて 聰 耳の 人と は せら 

れす、 聰 耳と は 耳の はやき ことな， 0-、 然れば 三 句 共に 

な， i> やすき 意に て、 な. 0 やすき こと をして は 譽れは 

なきと 云喩 へ な b  、上の 段の 戰勝而 天下 曰 善 は、 勝ち 

にくき 軍に 骨折て 勝つ ゆへ 、人 皆 武功 を ほむるな. <>、 

名 將の戰 はかちに くき 軍に 勝に 非す、 秋毫を 擧げ、 日 

月 を 見、 雷霆を 聞く 如の ことな h- と 云 意な り 、古来の 

說に は、 此 段の 三 句 を 前の 段の 衆人の 知る 處と 云 へ 

るに かけて 見て、 名將 のす る 所 は擧秋  見； n 月、 聞 雷 

S 如きの 誰も なる 5 にて なしと 云 意に 見たり、 一 旦 

閜 ゆる 様 なれ ども、 見 勝不過 衆人 之 所 知、 非 善 之 善 者 
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也と 云 文に 泥み て、 名 將の勝 を 見る は、 人の 見が たき 

所 を 見る と 思て かく 注せり、 是 大きなる r.sh' なり、 衆 

人の 知る 所 は 知" 難き を 知ん と オハ 名將の 無形に 見 * 

未萌に 知る と 云 は、 もとむ つかしき ことに 非す、 知. OS 

やすき ことにて、 喩 へ て 云 は m 月 を 見、 雷霆を 聞く が 

如き ことなり、 名 將の戰 勝つ は、 かち やすき 所に 勝て 

秋 毫を擧 るが 如し、 前に は 戰滕而 天下 曰 善、 非 „ 善 之 

善 者 也 と 云 ひ、 次に は 古 之 所謂 善戰者 、勝，， 於 易, 勝者 

也と 云 へ る 間にある 此段 なれば、 とかく な..^ やすき 

をす る をば 常の 人 は ほめね ども、 是 名將の 道な りと 

見ねば、 前後の 文勢 通 貧せ ぬな り、 其 上 見， 日月， 不， 爲„ 

明 目； 聞，， 雷霆 ー不， 爲ー， 聰耳 一と 云 句 をば、 衆人の 知る 所に 

喩る とも 云 ベ けれども、 擧 一一 秋毫ー 不， 爲， 多 力な 云 句 そ 

の 意に 見られぬな，. > 、しかの みならす 古來の 說の 如 

く、 名將は 人の 及ぬ こと をす ると 云 意に 見れば、 是又 

たれ も 云べき ことにて、 意味 甚淺 く、 孫子が 筆端に 非 

す、 一 * 賛嘆の 話 何の 敎 にもなら ぬな り、 畢党其 あや 

まり a. 勝不， 過， 衆人 之 所 &、 非 „善 之 善^<?,也 と ある 

を、 知，. „ ^難き 听を 知る と 心得る より 起れ り、 
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こと、 クルの 人の 眼力のと  >  かぬ 所 を 知る を 極上と し 

て、 かくの 如なら ざれば、 上の 文に 云 へ る 九天の 上に 

勸く 如の はたらき はならぬ なり、 { めの 人の 眼力のと 

> かぬ 所 を晃 付る と 云 は、， 曹 操の 注に、 見。 未萌， と 云 

へ b  、未 前 はい まだ 萌 さすと よみて、 譬 へば 木の 萌の 

いまだ 出ぬ 前に、 こ、 に は 何が 生すべき と 知る が 如 

し、 いまだ 事の きざしの 見えぬ 先に 是を 知る 時 は、 衆 

人の 知る 所に 過ぎ こえて、 これ を 善の 又 善なる もの 

とするな， o、 たと へ ば 韓信趙 の國を 伐つ 時、 朝の 兵糧 

を もっか はや、 井 n と 云處 よ.^ 人數を 押出し、 何れも 

趙の軍 を 破て 後， に ゆるく と \iK 糧を 使 へ と 云、 諸將 

尤とは 同じ けれども、 心 不合點 な. 0 ける は、 衆人の 知 

る 所に 非る ゆへ なり、 韓信 云た る 如く、 趙の を 朝の 

內に攻 破て、 々に 兵糧 をつ か はせ たり、 是韓 信が 敵 

に 勝べ き圖を 見た る こと、 衆人に 超た る ゆ へ f、 

戰勝而 天下 曰 き い 非善ノ 之 善 者， 

也、 

是も 上の 段と 同じ 意な り、 戰滕而 天下 曰蕃と 云 は、 は 

げみ戰て敵>て破.^、敵將を殺し、ts^に勝っ 時 は、 天下 
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の 人 其 智慧 武勇 を 贊 嘆し て ほむる を 云な， 0  、 是 上の 

文に 云た る勸於 九天 之 上と ころより 敵に かたざる ゆ 

ベ、 戰に骨 析て滕 ち 難き 所 を かつに よりて、 智慧の 巧 

み武 男の 功名 世に 聞へ、 人々 これ を ほむれ ども、 至極 

と は 云 ひ 難し、 故に 善の 善なる ものに 非す と 云へ り、 

勝 を 見る こと も、 無形に 見る に 非れば 善の 善なる も 

のに 非. や、 敵に 勝 こと も 無形に 勝に 非れば 蕃の f むな 

る ものに 非す、 その 無形と 云 は、 無 相， が 寂の 義には 非 

す、 形に あら はれぬ 先に 其 勝 を 見る ゆへ、 衆人 はこれ 

を 知 や 、形に あら はれぬ 所 を 伐て 収るゅ へ 、何の 手 も 

なき ことにて、 人是を 知ら ざれば、 さらに 鐾る こと も 

なきな り、 

故 舉秋 毫， 不. 爲，， 多 か： 見. 日 ru^, 不 

. 爲，， 明 目： 聞，， 雷 霊- 不. 爲，， 聦 耳ト： 

この 三 句は喩 へな り、 秋奄と 云 は、 秋 は あき なり、 

は 長き 毛 を 云な..^、 鳥 獸の毛 は 夏 生か はりて、 秋 は 生 

そろ ふゆ へ 、• 秋に 至て 長き 毛 あるな り、 毛の iji やる 始 

め はさき ふとき ものな. OS  、生 そろ ひて 後 は さき ほそ 

き f  、それ ゆへ 細き こ と を秋毫 の 末と 云 、擧 秋；： S と 


みて 其義狹 し、 用 ふべ からす、 太 一 逍曱經 に は、 K 符 

を 以て 時 干に 加 へ 、後 一 を 九天と し、 後 二 を 九地と す 

と 云へ り、 直 符は其 ：！： の 十一 一 支な.. >  、日の 十一 一 支 を 時 

の 十干へ 加 へ て 順にく  まわし、 其當. 0 處 より あ と 

の 方 一 っめを九天とし、ニっめを；？=^地とすと云^^な 

又 支 女 三宫戰 法に は、 九天 之 上 六 甲子 也、 九 地 之 

下 六 癸 酉 也と 云へ り、 陳 纏が 說に は、 * 三月 は 寅， を 九 

天 之 上と し、 申 を 九地 之 下と す、 夏 三月 は 午 を 九天の 

上と し、 子 を 九地の 下と す、 秋 三月 は 申 を 九天の 上と 

し、 黄 を 九地の 下と す、 冬 三月 は 子 を 九天の 上 と し、 

午 を 九地の 下と すと 云へ り、 是等は 臂愚を 使 ふの 術 

に は 用べ けれども、 泥む 時 は 敗北 まの あた..^ な. 、決 

して 用べ からす、 只尉繚 子に 若 ％ 一一 於 地； 若 JS, 於 天， と 

云 ひ、 吳の 張昭 が、 說 に、 九地、 以，； 藏， 形 之 深， 使，， . 敏不" 

可， 測 、得. 機而 發、 疾若 一一 雷霆； 勢 如， 天 落 一と 云 へ る まこ 

とに 孫子が こ  ろ を 得た， 0 と 云べ し、 

t 能 ク自化 而 全まリ 也、 

是は 上の 七 段 を 結びた るな り、 自 保つ LJ 云 は、 自らと 

は 我 を 指す、、 我 軍 を 保ちて 敵の 我 を 犯す ことならぬ 
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^にす る レ.； S 保と 云、 全勝 と はおぶな き 勝 をせ す、 百 I 

たび 戰て W 度ながら 勝つ ことな，. > 、九地の 下に かく 一 

る 時 は、 よく 自ら 我 軍 を 保ちて 敵に 破らる/, こと 一 

なく、 九天 之 上 に 動/、 時 は、 敵 これ を ふせぐ こと 能 は 

す、 伐てば 必 これ を 破.^、 あぶなげ はなき と 云 意な 一 

り、 されば よく 自 保つ 時は必 全き 勝 をな す、 全き 勝 を 一 

なすこ. とは自 保つ 所よ 發 すと 知べ し、 篇 首より こ 

、まで 通贳 して 一 大 段な，. > 、今し ばらく 文句 を 解ん 

ため、 分て 八 段と なし たれ ども、 くだく に 見る ベ か 

らす、  一 

見 一勝 不. 過， 聚 人 之 所 知、 非き S 之 

善 者， 也、 

是 より 下 又 別に 一 意 を 起して 說 たれ ども、 畢竟 は 上 一 

の 文に 通赏 するな.. > 、見 勝と は 敵に 勝つ べき 闘 を 見 

付る ことな. 9、 不ぃ過 一一 衆人 之 gv® と は、 衆 入 は もろ も 

，ろの 人と よみて、！^ 生 底の 人な り、 ギ生 底の 人の 誰 も 一一 

知る 位の こと を 知て、 別に 過ぎ 超えて 知りが たき 所 一 

をし る にても なきと 云 意な り 、非番 之 善 者 也と は、 至 

極に は あらぬ と 云 意な り、 敵に かつべ き圜. V」 見 付る 
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ん かたなく 守る と 云 こ、 ろになる な"、 攻守の 二 事 

は 一 つと して 棄っ ベから ざるに、 かく 云 時 は 其義缺 

る 所 あり、 孫子が 本意に 非るべし、 

盖，守者藏：於九：^ 之下：善攻者 

勢 於 九天 ノ N} 上； 

善 守る と は、 诚を かため 陣 を 取 ゲ備を 立て 、居ん に、 

敵， 何 ほどに 思ても 是を攻 る こと あた はや、 攻む べき 

方便 を 失 ひ、 攻めても 利 を 得ざる を 善 守 者と 云な..^、 

藏於 九地 之 下と は、 地 を 掘れば だんだんに 土の 品 か 

は.りて、地の至極の底までは九段ぁるな，.^、是を九地 

と 云、 其 九 段 ある 地の 底に かくる、 と は 敵の 目に 見 

えぬ/とな..^、 敵の HJ に 見えぬ とは隱 形の 術に 非す、 我 

守る ところ を 敵に 知らせぬ ことな b 、我 守る 所 を 敵 

に 知らせす と は、 或は 要害 をた のむ 時 は 、要害 を 破れ 

ば 守る 所 を 失 ふ 、後 詰 を 恃む時 は 、後 詰 を 破れば 守 る 

所 を 失 ふ、 取合 はすして 敵 を 疲らさん と 思 ふ 時 は、 兵 

糧を斷 てば 守る 處を失 ふ、 お 蛇の 陣は頂 門の 一 刺に 

あり、 是皆 守る 處を敏 に 知らる /- ゆへ 、敵 これ を攻て 

破る ことにて、 九地 之 下に かくる  に 非るな. o、 善攻 


と は、 吾れ 敵 を 攻る時 敵 これ を 防く こと 能 はす、 力 を 

用 ひすして よく 敵 を 破る を 善攻者 と 云、 勸於 九天 之 

上と は、 天に 九 段 一 ありて、 天の 至極 高き 處を 九天と 

云、 是を喩 へに して 敵の 手のと  > かぬ 處を 九天 之 上 

と 云、 敵の 思が けぬ 處 よ，.^ 攻る W は、 敵 これ を ふせが 

ん とする に 手と  >  かす、 迅 富の 頭上より 職 さ 落る 如 

くなる を、 九天の 上に 動と は 云な b 、高き 處と云 へば 

とて强ちに山ょ..^ぉとす類を云には非す と知 る ベ 

し、 只 敵の 手のと、 か ぬ 處と云 意な b  、一 一句 を 合せ て 

見る 時 は、 よく 九地の 下に かくる 、者に 非れば、 九天 

の 上に 動く こと あた はす、 九地の 下よ，. >發 する 時 は、 

敵の 度 を 失 ふこと 九天の 上に 動く が 如し、 一 篇の首 

に 通 貫して、 よく 敵に かたれぬ 様に する 所よ h- 敵に 

勝べき 圖を 見て 發 する 時 は、 其 はげしき ことか く の 

如し、 攻守 一 理 にして よく 守る もの はよ く 攻め、 よく 

攻る もの はよ く 守る と 知る べし、 されば 九； K 之 上と 

九地 之 下と、 高下 谷 別なる 様 なれ ども、 別に 其處 ある 

に は 非る ベ し、 九地 之 下 九天 之 上と 云 を、 S= 操の 說 

に、 山川 丘陵の 險 ra による を 九地 ドと云 ひ、 天 時の 變 

による を 九天 之 上と 云と 云へ 、是 天地と 云 字 に 泥 


つ ことな， 9、 守る も 攻るも 皆 軍の 名目な， o、 前の 段に 

我 をば 敵に かたれぬ 樑 にし、 敵 をば 虚の 生す る を 待 

て是に 勝つ こと を說て 、敵 味方 を 二つに 分けて 云へ 

るに よ て、 其 味方 を かたれぬ やうに して、 敵に 勝つ 

こと 二つに 非す、 羅竟 1 つ ことなる 道理 を 云ん ため 

に、 此 段に 至て、 其 勝れぬ 様に すると 云 は、 軍法の 守 

ると 云 ものな り、 敵に 勝つ は 第 法の 攻 ると 云 ものな 

りと、 守攻の 二字に 分て 說て、 下へ 段々 說き つ  >  け、 

守攻 一 致の 意 をと きたる なり、 此段 を、 杜牧が 說に、 

敵い まだ 勝べ からざる 時 は 吾 守る べし、 敵に 勝べき 

所 ある 時 は吾攻 むべ しと 云へ り、 尤も 文勢 穩 なる 様 

なれ ども、 篇の 始めに 不可 勝と 云 は、 * 方の 敵に かた 

れぬ こと を 云 ひ、 可 勝と 云 は 敵の . ^方に 勝る、 所 あ 

る を 云 たれば、 其 文勢と ちが ふゆへ、 從ふ ベから す、 

又 張 預が說 に は、 守る と 云を氣 を 守る と； き、 攻 ると 

云 を 心を攻 ると 說 けり、 氣を 守る 時 は、 吾 OS を 全く 

する ゆへ、 この 內 より 發 動して 敵 を 伐つ 時 は、 其つ よ 

きこと ふせぐ ベから す、 心 を 攻る時 は いまだ 戰に及 

やして 敵の 心く じくる ゆへ、 败北旣 に 吾 守る 內に明 

かなり、 守攻 一 致の 道理に て 面白き 說 なり、 され ども 


氣と云 字 を 添へ、 心と 云 字 を そへ たる 所、 いか  >  しく 

思 はる、 孫子 は氣 とも 心と も 云す、 只 守也攻 也と 云た 

れば、 其 儘に 見る こと 孫子が 本意な らん やうな，. >、 


ル te:: 
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守 則 不. 足、 攻 則 有. 餘、 

守る 時 は 足らす ど は、 吾 守て 戰 はざる 時の 檨體 てい 

たらく、 外より は 不足なる 樑に見 ゆる ことな， 9、 然れ 

ども 敵に 勝べき 圖の ある を 待え て 攻る 時に あたり 

て は、 少勢を 以て 多勢 を 伐ちても、 其 力 あまり ありて 

不足なる こと 曾てな きな. o、 故に 攻則 有餘と 云な hv、 

もし 敵 吾が 守る 時の 體の 不足なる やう なる を 見て、 

侮りて 來り攻 る 時 は、 忽 にこれ を 挫く こと、 其 力 あま 

り あるな b 、此ー 一句 上の 段の 不， 可， 勝 iss 寸也、 可， 勝者 

攻 也と 云 を 承け て、 文の 意 を 引 起せるな り、 古来の 注 

に は 皆 吾 力い まだ 足らざる 所 ある ゆへ に、 固く 守て 

敵 を 攻て是 に 勝つ ことなりと 云 へ b 、其 時 は 本文 を 

守る こと は 則 足ら ざれば な， 、攻る こと は 00 り あ 

れ ばな とよむべし、 名 將は萬 全の 勝ちに 非れば、 み 

だり に戰 はざる 意に 叶 ひて 面白き 說 なれ ども、 攻る 

を 主にして 說 きたる 說 にて、 攻る こと ならぬ ゆへ せ 
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を 待た すして 叶 はぬ ことなり、 何 ほど 敵に 勝ちな く 

思ても、 彼に 勝べ き 時節の 見えぬ 內は、 勝つ ことなら 

ぬな り、：！： 達と 孔 明と、 久 く對陣 して 戰 はざる も此道 

理 なり、 

故善戰 者、 能 爲， 不. 可. 勝、 不. 能. 使，， 

. 敵 之必 可， 賤 

故と は 上 を 承け て かく ある ゆ へ に とな b 、上の 段に 

云 ふ 如く 敵に かたれぬ こと は 此方の 備に ある ことな 

る &に、 善戰ふ もの はなる ことなり、 敵に 勝 べき こと 

は 敵の 上に ある ことなれば、 是非ともに 敵 を 此方よ 

b 勝べ き榡 にあら しむる こと は、 よく 戰ふ者 も 能 は 

ぬと 云 意な b  、畢竟 手 翁の こと は 如何 樣 にもな て、 

向に ある こと は必 とせられぬ 道理な，.^、 

t 曰、膨「ハ可 ノ知ル 而不. 可. 爲、 

是は 古語 を 引て 上の 文の 證據と せ.^、 上文に 說 ける 

如の 道现 なる 故に、 古語 にも 勝 可. 知而不 爲と 云 

たると なり、 勝と は 敵に 勝つ ことな..^、 可 知と は 伐て 

勝る ゝ 勝れぬ と 云 さか ひの 知らる と 云 ことなり、 


七 〇 

此方 を 敵に うたれ ぬ樑 に、 よくしす まして 居る. 時ね？ 

手前に 心 をく ばる ことなき 故に、 敵の すきま をば の 

がさす 知るな り、 不可 爲と は、 敵に 勝べ き樣に 此方よ 

り しかくる こと はならぬ と 云 こ to な. C '、尤 計 を 以て 

引 動かして、 敵に 虛の出 來る檬 にす る 時 は、 敵に 避つ 

こと も 此方よ b なること なれ ども、 計に のらぬ 敵に 

あ ふて はすべ き樣 なし、 畢竟 彼に 虛 あれば 勝ち、 慮な 

ければ 勝つ こと あた はぬ ことなれば、 此方 i する 

ことに 非す、 彼が 方よ 負る こと を こしら へて、 此方 

に 勝た するな..^、 一 說に 此方 をよ く 調て 居て、 敵に す 

きま ある 時是を 打ち さ へ すれば 味方 勝つ ゆへ、 味方 

の 勝つ と 云 こと 先立て 知らる なり、 され ども 敵に 

伐べき すきまの 出來る こと も あ， < ^、出 來ぬ こと も あ 

る なれば、 必 味方の 勝つ 樣に. する こと は ならぬ と 云 

意に 見た る も あ，.^、 是 にても 通す るな り、 

不. 可. 勝 i  {.T 也、 可. 勝 

守と は、 城 を 守 b  、陣を 守，， >  、耍 害の 地 を 守り、 其 外 味 

方 を 堅^に 守 b て、 敵の 手 を さす ことの ならぬ 樣に 

する こと を 皆 守る と 云、 攻と云 は 敵 をせ めて 是 にか 


.勝 、以 待，， 敵 之 可. 勝、 

昔 之善戰 者と は、 古の 名將を 云な 、先 爲， チ 可， 勝と 

云 は、 不可 勝と はか たれぬ と 云 ことにて 敵に かたれ 

ぬ ことなり、 先づ 敵の 吾に かつ ことの ならぬ 樣 にす 

ると は、 まづ 手前 を 固めて 、敵よ b 手 を もさす ことの 

ならぬ 樣 ki するな り、 是を 敵に はか， 9 伺れ ぬと 云、 軍 

形の 至極な り、 W 待 一一 敵 j\| 可 "勝と 云 は、 可 勝と は かた 

る、 と 云 こ， とに て、 敵の 方に かたる、 ことの 出來る 

を 待つ と 云 意な り、 待つ と 云 は 時節の 來るを 待つ 意 

なり、 敵に 伐つ べき 圖の いまだ 見えざる 所 を、 强て是 

を 伐ん とする 時 は、 此方に 伐ん とする 形 あら はる 

ゆへ、 敵 この 形 を 見付けて 是を伐 時 は 却て 敵に 制せ 

らる、 た  >  敵に うつ ベ き 所の 出来る を 必 待つ ことな 

-9、 是 無理なる 合戰 をせ す、 位 を 以て 敵に かつ 道に て 

名將の 法な. 9、 かくの 如なる とき は 敵 を 挫く こと 枯 

たる 枝 を 折る が 如し、 故に 下の 文に も、 古の よく 戰ふ 

もの は、 勝ち やすきに 勝つ と 云へ b  、& 敵に かたれぬ 

形と 云 は 一 、如何様の - 」 と ぞと云 へ ば、 彭氏が 注に、 據， 

形勢 之 地； 利 = 糧餉 之路； 備，， 守葡之 具； 明，： 節制 之 法； と 云 


へ，^、 據 形勢 之 地と は、 地形の 勢よ さ 場に 陣を 取るな 

b  、利 糧餉 之路と は、 兵糧の 運送 滯り なく 妨げ なき 檨 

にす るな. 、備守 禦之 具 と は 、味方 を守 敵 を ふ せ ぐ 

兵 具、 一 つと して 手 をつ ズ ことなき 樣に するな り、 明 

節制 之 法と は、 節 はふし なり、 限り なく、 一  切の 事に 

自然の ふし か. ぎり 折目つ が ひ ある ゆ へ 、合 戰の道 も 

是に 則りて、 進む も、 引く も、 戰ふ も、 守る も、 人數の 

箱 b 陣 伍の 法まで、 皆 其 節に 隨て、 進め ども 長 追 せ 

す、 返け ども 遠く 引かす、 勝ても かぶと 3 緖を しめ、 

崩 るれ ども 友 崩れせ す、 是 節制の 法な り、 尤此 四し な 

に は 限る まじ けれども、 かくの 如く 我 を 固く する 時 

は、 敵に 伺 はる ベ き 形 は 見 ゆ， まじき なり、 猶類を 以て 

推して、 其 妙 處を心 悟すべし、 

i41 可. 勝 在パ已、1^ 勝 在. 敵、 

是は 上の 段の 先と 云 字、 待と 云 字の 意ヒ 說 けり、 不 

,可^ 在 巨と は、 敵に 勝れぬ 欉に する こと は、 此方に 

ある ことなれば 、如何様に もなる こと ゆ へ 、前方より 

手前 かたれぬ 樣 にして 居るな，.. ^、可， 勝 在. 敵 と は、 

； に- 傻 つべき こと は 敵の 上に ある ことなれば、 時節 
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を 云、 夷狄 盜賊 など 愚昧なる もの  >、 狂人の 如に くる 

ふと か はりな きと 云 ことなり、 されば 戰ふ 度 ごと に 

必 敗軍す る こと 疑な し、 此 段に 敵 を 知り 眛方を 知る 

と、 昧方を 知て 敵 を 知らぬ と、 敵 を も 味方 を も 知らぬ 

と、 三重に 說 きて、 敵 を 知て 味方 を 知らぬ をば 說 かざ 

る >  J と は、 味方 は 知り 易く 敵 は 知り 難し、 眛方を 知て 

而 して 後に 敵 を 知る ゆへ、 敵 を 知て 味方 を 知らぬ と 

云 こと 其 道理な きこと なれば、 說 かぬ な b と 知る ベ 


し 
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集注 本に は、 軍の 字 を 除きて た 人形と 云、 所謂 形 

篇な，.^、形はかたちとょむ、fs:にかくる、所を情 

と 云 ひ、 外に あら はる、 ところ を 形と 云、 故に 形 

は情の著はれたるな^^とも 注せ..^、 是 勝負の き 

つかけ な， CS  、謀淺 きもの は 形 あら は にして 見や 

すく 、謀 深き もの は 形 かくれて 見が たし、 此形を 

察して 其 情 を 取る 時 は、 敵に 勝つ こと 掌に 握る 

が 如し、 此篇は 敵に はか， 0 同 はれぬ 隱に する こ 


とを說 け. '、是 形. の 至極な り、 我 形 一見 ゆる 時 は、 

敵 其 形に 因て 是を 察して 勝利 を 取る、 吾 形見え 

ざる 時 は、 敵われ を はかる こと 能 はす、 吾 は 敵の 

, 形 を 察して これに 勝つな り、 しか 云へば とて 或 

は 城郭に こもり、 或は 山林に 引 入て 影 を かくす 

ことに は 非す、 只 吾が 計 を 敵に しられぬ 様に す 

る ことなり、 陣を 張， OS 備を 立た る 其 形 は、 目 ある 

もの 見す と 云 ことなし、 是 この 篇に 云へ る 形に 

非す、 陣を張 b 備を 立た る 上に 就て、 其 内に 隱れ 

たるて たての.、 外へ あら はる、 所 を 形の 見 ゆる 

と 云、 外へ 知られぬ を 形の 見えぬ と 云、 されば 形 

は 勝負の きっかけ にて、 其 形の， 見えざる を 形の 

至極と するな b  、さて 謀 攻篇の 次に この 篇を ^ 

くこと、 謀 を 以て 敵を攻 ると 云 は、 戰 はすして 敵 

に勝っの道な^^^-，されども敵に智愚强弱ぁ^^^て、 

1 向に 戰 はやして 勝つ ベ きに 非す、 旣に 戰を 用 

るに 至て は、 形と 勢と 戰の 先務なる ゆ ゑ、 此篇に 

形を云て次の篇に勢を說けるな..^、 

孫 子 曰、 之 氣 可 


を忡 達. 知らす して、 却て 孔 明に 笑 はれた，^、 後 

武、 に 命じて 荆門を 伐せ 玉 ふ 時、 荆門之 事 一 由- 

征南 公一との 玉へ. 9、 郭子儀 史思明 を 退治せ し 時、 肅宗 

の 勅 詔に、 河 東 之 事 一 以委鈿 と の 玉へ り、 故に 兩人 

皆よ く 大功 を 立た る こと、 君不 御の 法に 叶へ b  、され 

ども 將能ぁ b てと 云 文 又 肝要な り、 將能 あらす して 

君 武道に 明かなる 時 は、 將に まかせぬ ためし も 多き 

なり、 後魏の 大武、 北齊の 神武 諸將に 命して 合 戰をさ 

せ 玉 ふに、 諸 將皆勅 詔に 從て 軍功 を 立た. '、勅 詔に 從 

は ざれば、 必肷 U に 及べ，.^、 然れば 將の能 あらぬ と 能 

あると 又 差別 あるべき こと /1 知るべし、 され ども 旣 

に大將 軍の 任 を 命す る 程の 人 なれば、 尤能 ある 將を 

選むべし、 能 あらぬ 將 を大將 軍と する こと、 材能 官職 

に 劣る わけに て 其 任に たへ す、 時に 臨む の 變化又 君 

命 を 守るべき に 非れば、 閫 外の 櫂を專 にす るの 古法、 

知ら すん ば あるべ からす、  . 

.^丘^|^、饥痘之^也、 

是は 上の 六 段 を 結ぶ 語な.^、 此とは 上の 五箇 條を指 

して 云へ り、 上の 五箇 條は 軍の 勝 を 知る 道な.^、 この 


五箇 條に叶 ふ 時 は、 必勝つ と 知るべし と 云 意な. 9、 . 

二  リ  チレ パ  タビ テ  カラメ 

故 曰、 知. 彼 知 .已、 百 戰不. 殆、 不. 知 

チ  レパヲ タビハ チ タビハ ク  ヲレパ 

. 彼而知 Jin 勝 一 負、 不. 知. 彼不 

レ知. 已每. 戰必 敗、 

此段は 古語 を 引て 一 篇の意 を 結ぶ なるべし、 曰と 云 

字 ある を 以て 見れば、 古語 を 引た るな b  、故と 云 字 あ 

る を 以て 晃れ ば、 一 篇の意 を 結びた るな，. >  、彼と は 敵 

なり、 己と は 味方な， CS  、敵 * 方の 强弱 虛實を 明かに 知 

る 時 は、 百た び戰 ても殆 からすと は、 勝た ざれ ども 負 

る ことなき を 云 へ 、敵 を； g ら やして 味方 を 知る と 

は、 * 方の 强弱虛 實を よく 知て 、* 方 のよ く 調- 9 たる 

所 を 以て 戰を なすこと な， ft- 、眛 方の よく 調り たる と 

ころ を 以て 軍に 勝つ こと も あれ ども、 敵 を 知らざる 

時 は、 敵乂 * 方よりも よく 調り たる こと あらんに、 味 

方の 强き ばか- 9 を恃 みに して 戰 ふゆへ、 又 負る こと 

も あるな 、敵 を も 知らす 眛方を も 知らぬ をば、 李筌 

が 注に、 是を 狂寇と 云、 たはれ たる あだと ょめ.《^、た 

はれた ると は 狂氣の ことなり、 寇は爽 狄盜賊 のる い 
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のりに て も 往復と 片道と 勞逸 の 違 あり、 案 に 相違 し 

て 歸る時 は、 其氣褎 ふ、 利 を 見て 赴く 時 は 其氣銳 な 

り、 本文の 意 を かくの 如く 取 用 ひば、 誠に 以 ^ 虞 待。 不 

虞， の 妙所 を 得と 云つべし、 

將化 F 而、 君不. 御セ者 勝、 

是 第五 筒條 なり、 將 能と は 能 はよ くす ると も讀 み、 た 

えた， 9 ともよみ て、 よく 軍 して 將 たるの 任に たえ 

たる器量を云な.=^、智信仁勇嚴の德ぁh^て、前の四箇 

條 によく 叶 ひたる 人なる べし、 されば 軍に 必勝つ ベ 

けれども、 もし 君よ h- 措 引し 玉 ひて、 此將の 心の ま、 

にさせ 玉 はねば 負るな り、 君よ， o- 何事 も 打 まかせ、 心 

のま、 に 働く こと を 制し 玉 はねば 勝つ な，.^、 御と は 

制御と 速屬 して、 箇欉に はせ よ 箇樣に は せぞと 制す 

ることなち、又御J^御ferの御にて、手綱を 付けて 自 

由に はたらかせぬ 意な り、 何れ にても 通す るな り、 右 

四 筒條の 肝要 畢竟 此條 に歸 するな り、 戰ふ べき 圖を 

知り、 戰ふ まじき 圖を 知りたり とても、 人 數を使 ふこ 

と 吾 手に入ら や、 多勢に は 多勢の 用處 あり、 少 勢に は 

少 勢の 用處 ある こと を 知ら ざれば 勝つ. こと を 得が お 


し、 多寡の 用 を 知，^ て も、 上下の 心 一 致せ ざれば 勝つ 

こと を 得が たし、 上下の 心 一 致す とも 油斷 すれば 負 

あ b 、よく 油斷 もな く、 法令 調り、 右の 四 色 一 つと し 

て缺け やん ば 能將と 云べ けれども、 心の ま、 に 働く 

こと 叶 は ざれば また 勝つ こと を 得が たし、 前の 四箇 

條は將 の 能 あると 云內に こもりて、 智信仁 勇嚴の 五 

德備 はる、 將は皆 叶 ふ ベければ、 前の 始計篇 にこ もる 

な b  、唯此 一 句の 君不 御と 云 へ るぞ、 此篇の ff^ 、な 

る、 されば 將は閫 外の 權を 握れば、 尉繚子 にも、 將« 

セ ラレ ニモ セ ラレ -ーモ セラ レニ モ 

上不. 制 一一 乎 天； 下チ 制-一 乎 地 ；$f. 制。 乎 人 一と 云へ. -、 畢 

竟 君と 將 と合體 せす、 君の 將を疑 ひ將を 忌み 玉 ふ 心- 

より、 將に 心の ま、  の 働 を させ 玉 はぬ  ことなれば、 前 

の輔隙 則、 國必 弱と 云よ，..^、 是 まで 文勢 つらぬきて  一 • 

意な りと 知る ベ し、 昔 司 馬 仲 達 諸 ^明 を 五丈原 に 

て 拒ぎ し 時、 魏 帝よ 辛呲と 云 もの を 勅使と して、 必 

合戰を 仕る まじき よしを 綸言 あ..^ と 聞て、 孔明 打 笑 

ひ 仲 達よ く 吾 を 制する ことならば 何れに 千里の 遠路 

を はるく と 天子に 奏聞 せん、 吾と 戰ふ ことの 叶 は . 

ぬ ゆ ゑ、 合戰 すま じきょし 勅 詔 あ.^ と 云 ひ ふらす な 

りと 一 H へ b 、是將 たる もの、 戰に 君命 を 待たぬ こと 


，〔る 時 は 下た る 者お のづ から 是に 威 じて、 上た る 人と 

，-欲 を 同く して、 聊も 我意 を 立てす、 敵 を は 我 私の 仇の 

如く に 人々 思 て 、是を 伐ん とて 命 を すつ る こと を 曾 

；て惜 むこと なし、 是を 上下 同 欲と 云て、 かくの 如くな 

,れ ば 必勝つ なち、 古語 にも 以， 欲從， ん則 可、 以， 人 徒 

-I 鮮. 濟と云 へ り、 吾 欲 を ほしき ま ， に せす、 吾 欲 を 一 

- やめて 士卒の 欲に 從ふを 以欲從 人と 云 ひ、 士卒の 欲" 

を 抑 へ て、 吾した きま ， に 働く を 以人從 欲と 云な，.^， 一 

誡 むべき ことなり、 

...以. 良待ノ 不良-者き、. . 

是. 第 四箇條 な-^、 虞 はは かると よみて 用心す る こと 

な hs  、不虞 ははから すと よみて 油斷 する ことなり、 用 

.心 をして 油斷を 待つ と は、 1^ は 油斷. なく 常に 用心し 

て 、敵より 窺 ふ ベ き 隙の なき 樣 にして 居て、 敵に 油斷 

あ る を 待 て、 其 油 斷の處 を 伐 つ 時 は 勝つ と 云 ことな 

b ヽ油斷 は 不意な.. > 、不意に こえた る虛 なし、 實を避 

けて 虛を 伐つ こと 合戰の 極意 なれば 、勝利 必然なる 

ことな ひ、 前漢の 趙充國 は良將 の譽れ 名高し、 其 軍の 

仕樣つ ねに 遠 斥候 を 務めと し、 行けば 必 戰の備 をし、 
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止れば 聲 壘，^ 堅く すと あり、^ に 物見 を 遠く 出し、 押 

行く に^ 必 唯今 合 戰 すべ き 樑 にして 押， 行き、 人數を 

、押 止む るに は 必陣を 取り、 用心 を嚴 しくした るな り、 

ノ是虞 を 以て 不虞 を 待つ と 云つ べし、 又 周の 代の 末に、 

楚國 よ，. >  陳. の 國を 伐つ ことぁ...^、陳の國は.吳國の 與 

國 なれば 吳 よ，.^ 後 詰 をした も、 吳の 陣 所と 陳の國 と 

• 間 三十 里 ありけ，.^.、 折 ふし 十日 ほど 雨ふりて、 夜 星.^ 

見え ざり ければ、 楚國の 史官 倚 相と 云 もの.. 大將子 期 

に 云 やう、 吳國の 軍兵 この 陰 雨 をよ き 時節と、 * 方の 

陣所 へ 夜 打す ベ しと 云ければ、 子 期 軍 中に 下知して、 

用心 きびしく せ させけ ち、 吳國の 軍兵 案の 如く よせ 

たり けれ. ども、 用心の 體 きびしき を 見て、 取 かけ， し 

て 引きけ る、 倚 相 又 曰く、 三十 里の 路 往來 六十 里 な 

,,9、 此方より 吳の陣 所へ おし 行かば、 かねみ ち 僅 三十 

里、 士卒の 勞逸 ちが ひた hs とて、 吳 軍の 引取る 跡 を 慕 

て吳 國の陣 所へ 押 寄せ、 大に是 を攻破 b しこ 1 あ， 9、 

是元 來楚の 不虞 を 打つ べしと て 吳 より よせ たれ ど 

も、 楚 軍の 用心 きびしき を 見て 引ける な..^、 楚 軍の 

用心 をして 陣所を 固めた と こそ 吳 軍に は 思 ひた 

れ、 楚 軍よ，.^ よすべし と は 思 ひ よら や、 其う へ 同じ 路 
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六 四 


た 、又 唐の 李 晟吐蕃 の 夷 をう ちし 時、 人數 いかほど 

入る ぞと、 唐 帝よ. 0 御 尋ね ありし に、 千 人なら では 入 

らす、 人數を 以て 勝ん とせば、 千 人に て はなが- -.. 足 

らす、 謀 を 用る 時 は 千 人に て餘る ほど なりと こた へ 

し 類、 何れも 多寡の 用 を 知りた.^ し良將 なる ゆへ、 皆 

申せし 如くに 勝つ こと を 得たり、 もし 多寡の 用 を 知 

ら ざる 時 は、 苻 堅が 百 萬の 人數淝 水に 敗られて、 多勢 

も 多勢の 用 をな さす、 蘇 建が 三千の 人數句 奴に 敗ら 

れ て 、寡き も 又 寡き 用 をな さ t  、故 に 衆寡の. 用 をし る 

ものは勝っと云 へ，.=^、其肝耍なる所は 用の 字に あ， 

と 知る へし、 


ウス ル 


上下 同 k 者 勝、 

是 第三 箇條 な， 9、 欲 は ほっする とよみて、 心に ねが ひ 

好む 所な 、ねが ひ 好む ところ を 同じく すると 云 は、 

上の ねが ひこの み 玉 ふこと を、 下た る もの も 同く ね 

がひ好むことな，.^、譬へば軍を起し敵を 退治し 玉 ふ 

を、 下た る 者の 心に 入らざる こと/ はす、 まして 是 

を さみす る 心 露 ほど もな く、 尤なる こと /1、：：b の 底よ 

> 思 入れ、 この 軍に か. たで は 生きて 何の かひ あらん 


と 思 ふ ほどなる 時 は、 下た る ものよ く 艱雑. を も こら 

へ、 危き 場に も ひるまぬな b 、平生な にもの も 身上 相 

應に、 吾 身より 妻子まで も 安逸なら しめ、 靠 くひ だる 

くな き樣 にして 居る に、 軍に 赴きて は 衣食住の 三つ 

何れも平生とかはh^、不自由なんぎなることなり、死 

は 勇士の 輕ん する 所 なれ ども、 この 衣食住の 難儀 は、 

日數久 く氣た ゆむ 程た へ がた ければ、 自ら 將の 心と 

t 致に ならぬ 樣 にな..^. ゅくものな，.^、か<  士卒の 心 

のな， ゆくべき を、 如何 樣 にして 上の 心と 一 致なら 

しめんと なれば、 上た る 人よ く 下た る 者と 欲 を 同く. 

すれば、 下た る もの も覺 えす 上た る 人と 欲 を 同く す 

るな り、 上た る 人の 下た る ものと 欲 を 同く すると は、 

三軍の 陣所 いまだ 定まらされば、 極暑 また 大雨な り 

とも 將 かさ を さ 、す、 三軍 いまだ 食せ ざれば 將 先き 

に 食す る J なく、 珍しき 食物 あれば 必 三軍と 共に す 

越 王 勾践 僅に 一 簞の醱 を 求 得て、 獨 これ を 飮 まじ 

て、 川 水に 流して 三軍 と共にの み 玉 へ る 類、 總 じて士 

卒と 上と 勞逸を 同く し、 飢飽を 共に し、 手き す を かふ 

ぶる を 見て は 吾 身の きすの 如く 養生 を 加 へ 、死ん た 

る を 見て は 親戚の 死した る 如く 悲み玉 ふ，. y な hv  、然 


ども、 虛實の 變じ遷 る こと 間に 髮を 容れ や、 今まで 實 

しても 忽ち 變 じて 虛 となり、 今まで 虛 にしても 忽ち 

變 じて 實 となる、 一 定の實 なく、 1 定の虛 なき ことな 

る ゆ へ 、施 子 美 は、 兵以. 機 勝、 可， 戰不， 可， 戰皆機 也と 

注せり、 機 は 神 悟に あ.^、 其 人に 非れば 機 を 掌に 握 

.^がたし、五代の時晉王、粱王を柏鄕と云處にて伐ち 

玉へ，^、 梁 王の 將に 王景 仁と 云 人、 軍 を 率 ゐて是 を 拒 

む、 晉王 かけ 破ん とし 玉 ふ 時、 晉 王の 臣 に周德 威と 

云 もの 諫て 曰、 梁の 方の 軍兵、 陣 場より 1 一十 餘里 押出 

せ， o、 是 日本の 一 一 三 里 なり、 今 兵の 勢 强し戰 ふ ベ か 

らす、 畫 過に 至らば、 士卒 漸く 飢渴 すべし、 僅 二十 餘 

里の 間 なれば、 陣場 にて 支度し たるま、 なるべし、 腰 

兵糧な ど 持參す ベ け れ ども、 食す ベ きすき まなし、 

飢 湯の 弊に 乘て是 を 攻めば 必勝ん と 云、 午 過に 至て 

梁の 兵 栗して 引返く、 周德威 勝に 乘て 進み、 大に敵 を 

破. c しこと あり、 是可戰 不可 戰さ かひ を 知れる 人な 

り、 故に 趙の將 廉頗秦 を 拒く 時、 秦 より 戰を 挑め ども 

取合 はぬ は 臆した る に 非す、 韓信趙 を攻る 時、 早天 に 

取 懸け、 士卒に 下知して 朝 懸けに ふみつぶし、 軍に 滕 

て 物 食ん と 云け る、 是 又廉頗 よ， 0 韓 信が 勇なる に 非 


す、 廉 頗は戰 ふま じき 圖に あた ，9、 韓信 は戰ふ ベ き闥 

にぁたれる故な...^、司馬仲達が孟達を退治する時、上 

庸と 云處へ おしかけて 早 速攻 落し、 公孫 淵 を 征伐せ 

し 時 は、 遼 東へ 攻入 b 、日數 を 待た や 返 治す、 孔 明と 

渭 南と 云處に 對陣 せし 時に 至て は、 百餘 日まで 戰は 

す、 是皆戰 ふ ベ き 圖と戰 .4 まじき 圖を 明かに 知た る 

ゆ へ 、良 將の名 を 辱し め や 不覺 のまけ を 取ら ざ，. し 

ためしな り、 

ii 衆寡 之 用チ， 者 • 

是 第二 箇條な 、衆 はお ほしと よむ 多勢の ことなり、 

寡 はすくな しとよ む少 勢の こと なり、 用 は もち ゆる 

とよむ、 多勢 を 用て よき か、 少勢を 用 てよ きかと 云 こ 

と を 明かに 知て、 愚將は 多勢 を 用ん とする 處に、 思 ひ 

の 外に 少勢を 用て 勝ち、 少勢 にても 然るべ しと 思 ひ 

の 外に 多勢 を 用る たぐ ひ、 皆 名 將の妙 用な り、 上に 擧 

げたる 十 圍五攻 の 法 は、 定法 にて、 よく 是を 取 用れ . 

ば、 少勢も 多勢の 用 をな し、 惡 しく 是を 取 用れば、 多 

勢も少 勢に 劣る こと あ. >  、秦の 王 翦楚國 を 伐ちし 時、 

六十 萬の 人数に 非ん ば 御う け を 申さ じと 秦王 へ 申し 
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三軍 旣惑且 疑 則、 諸， 侯 之 難 至 

矣、 是 謂 ニ亂. 軍 引， 勝、 

是は 上の 二 段 を 結べり、 上の 段に 云 ふ 如く、 軍に S 軍 

あれば 三軍の 士卒 皆 惑 ひ、 大將 多ければ 三軍の 士卒 

皆 疑 ふ、 三軍の 士卒 旣に惑 ひ 又 疑 ふ 時 は、 士卒の 心 一 

決せす、 號令 日々 にあら たまる によりて、 隣國の 諸侯 

かくの 如きの 隙 を 窺て、 必 敵に 屬 して 不慮の 變をな 

す. i を、 諸侯 之 難 至と 云 へ b  、難 は 炎 難 にて 、不慮の 

變を 云な.^、 至る と は來る 意な り、 かくの 如く 不慮の 

變を 生やる こと 、不慮に 非す、 此方より 招きた る こと 

な.^、 我が ものす きに 我 軍を亂 りて、 敵の 勝 を 引き 招 

く 道理 ゆ へ 、是を 名 付て 亂， 軍 引. 勝と 本文に 云なら、 

引. 勝と 云 を、 * 方の 勝 を 敵より 引 * ふと 見た る說ぁ 

,9、 引と 云 字 を 奪 ふと 見る こと 義理 穩 ならす、 從 ふべ 

からす、 

-ー it  二 テ 9 

故 知. 勝 有. 五、 

上の 五段に は、 負け を 知る こと を 云 ひ、 是 よ..^ 下の 七 

殺 ^  S  き」 ひ， を 説；^,^、 勝 Ms, 相 環 
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の 端な きが 如し、 勝つ 道理 を 知る 時 は 負る 道堙 自ら 

明かな，.^、負る道理を知る時は勝っ 道现 又お のづか 

ら 明かな 、是に 由て 此 段に 故と 云 ふ 字 を 以て、 上段 

をう けて、 負る 道理 かくの 如くなる ゆ へ に、 勝つ こと 

を 先 だ つ て 知る に 五箇 條 ありと 云 へ b  、五箇 條の 主 

義 末の 一 筒 條に歸 す、 よくく 味 ふべ し、 


知お， 以 與 戰： 不， 可，， 以 與 戰， 者 勝、 

是五筒 條の內 の 第 一 箇條な..^、與戰とは 與敵戰 と 云 

ふ 敵の 字 を 略した る 詞 にて、 只 戰 ふと 云 ことな.^、 

知， 可 „ 以與戦 1 不, 可 „ 以與戰 一と は、 戰ふ ベ き 圖を 知り、 

戰ふ まじき 圖を 知る ことな， CN  、この 戰 ふべ き圖、 戰ふ 

まじき 圖、 至て 知り 難き ことなり、 吳 子に は 有" 不， 卜 

而與， 之戰者 八； 有- Kil 而 避つ N! 者 六 一と 云へ b  、卜する 

と は 占な b  、占 はラら かたなり、 事の 吉凶 を 前方より 

知る 術な り、 戰て 勝ん こと を 先にち て 知て、 うらかた 

を假ら す、 戰て かつ まじき こと を 先 ♦  たちて 知て、 占 を 

からす 明かなる こと を 云 へ 、孟氏 はよ く 敵の 情 を 

料 知りて、 其 虛赏を 審に する もの は 勝つ と 注せ hs、 

誠に 戰は 畢竟 實ゃ 避けて 虚ケ 一耀つ に ji する ことなれ 


は、 已 むこと を 得すして 是を總 大將に なし玉ふこと 

な..^、監軍となる人は、平生君の側近に伺候して、目通 

りの 奉公 をよ く 務る人 なれば、 大形 は 武の事 をば 知 

らぬ ものな り、 近習の 臣を總 大將に さし 添 へら るれ 

ば、 總大將 の 威 自ら 輕 くな.^、 後に は 軍 中の 賞罰 法度 

も、 總大將 と 相談に て 、總大 將の心 ま 5 にならぬ 樣に 

な b ゆくな り、 武道 不鍍鍊 なれ ども 總大將 に 相 並ん 

で 軍 中の 仕置 を する 時 は、 士卒み な 監軍を 總大將 の 

樣に 思て 其 命に 從 ふゆ へ 、軍の 敗れと なること を か 

く 云へ り、 唐の 代に、 魚 朝恩.. J 云へ る宦 者、 監軍 とし 

て、 九 節度の 敗軍した る こと、 其 外 例證. き はめて 多 

し、 其 武事 を 鍛鍊 せぬ こと を、 不知 三軍 之 事 と 云、 三 

軍と は總軍 中と 云 ふこと なり、 總大將 と 並んで 軍 中 

の 仕置 をす る こと を、 同 三軍 之 政と 云、 軍兵み な監軍 

を 總大將 にと b 違る こと を、 軍士 惑と 云な ち、 


不. 知兰軍 之權； 而 同，， 三 * 之 任： 

軍士き す 

是又 前に 云へ る 三 箇條の 一 つな，^、 三軍 之權と は、 三 

軍め 舞 柄な An 解と：^  :s  J; の も Ih., 、柄^  S 
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つか 物の 柄な り、 秤の を も，.^ も 刀の つか 物の ゑ も、 皆 

1 つ ある ものに て、 二つな きな， 0-、 おも b を 持て 輕重 

をはか..^、刀の柄をにぎh^槍の柄を執て 撃刺する 如 

く、 軍に も大將 たる 人 賞罰の 權を 執て、 軍 中に 號令 

す、 只 一 人に てすべき ことにて、 兩人 ある ベ からざ^9 

ことな.. >  、是ヒ 三軍の 權と 云、 不知と はこの 道理 を 君 

の知り玉はぬと云ことなh^、三軍之任.^^は.〔任はにな 

ふなり、 軍の 勝負 を 我に 引きう けて 我 役と する を 云 

な 、同 任と は、 軍の 勝負 を 同じ 榡に 引き うけて、 我 

任と する 人い くら も ある ことな 、此 段の 意 は、 人君 

たる 人、 三軍の 權を 握る 人 は 一 人なる べき 道理 を 知 

らす、 一 軍に 大將 を兩 人命 じて、 三軍の 勝負 を兩 人に 

任せし むる 時 は、 號令 一決せ ざる ゆへ、 軍兵の 心 疑て 

專 一 ならぬな.^、 或は 彼の 下知に 從ん とし、 或は 此の 

命に 從ん とし、 進む も 返く も 心 決定せ ゆへ、 必 敗軍と 

なるな り、 易の 師卦 に、 いくさの 道理 を說 たる も、 一 

陽. を 以て 五 陰 をす ベ て、 大將の 一 人なる べき 道理 を 

モ11,^\ッカサドル シ 

著 はし、 又 輿 尸 凶と 說き玉 ひて、 大勢の 軍 を 司る 

を 軍の 凶と せ，. y、 
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の 知，.^ 玉 はぬな、.^、 謂 之 進と は、 君よ， 9 將に 軍 を 進 

めよ との 玉 ふこと な 、謂 之 退と は、 君よ b> 將に軍 を 

返け よとの 玉 ふこと な. 9、 糜 軍と は、 縻 はつな けと よ 

む、 雜を つけて つな ざく、， 9 て 置た る 如に て、 自由 を 


する こ となら ぬ 軍勢な b と 云 意に て 、糜 軍と 云 た る 

な，.„^、千里の馬も、足をゅはゅる時は馳すること能は 

す、 や 軍 は 時に 臨て 千變萬 化す ベ ければ、 其 場に も 

往 やして、 本國 より 君の はから ひ 玉 ふこと、 誠にお ぼ 

つかな きこと な， 、總 じて 大將軍 を 命 やる 時 は、 新た 

に 壇 を 築て 鈹柄を 君の 自身に 將 軍に 授け 玉 ひ、 閫ょ 

り內は 君の 御 心に 任せ 玉 ふべ し、 閬ょ b 外 は 將軍 心 

のま、 に はから ひ 玉へ と 命す る こと、 古の 定法な， o、 

あらたに 壇 を 築く は、 其 禮を崇 くせん 爲な. o,、 鉞の柄 

を授 くる は、 賞罰の 權を 執て 法に 逢 ふ もの をば 心 ま 

> に 罰する こと を 得せし むる しるし な&、 閬は 門の 

地 伏の： ことにて、 e: の 外と 云 は、 僩門を ふみ 出し 出陣 

する よ 、歸陣 までの 間の ことなり、 門の 內と云 は 朝 

廷の 政な り、 太 公 の 語に も、 國 不， 可 „ 以從， 外 治； 軍不 

, 可， 以從， 中 御, と 云 へ .^， 古よ. 9 明君 賢 王 の將を 命 

じ 玉 ふに、 かくの 如の 失な し、 宋の文 帝、 梁の 武帝、 北 
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朝との 軍に 合戰の 日限 時刻まで 命じ 含められ、 終に 

勝利な か. 0 しこと、 史筆の 笑 ひぐ さなり、 戒 むべき こ 

となり、 

メ  ノ  テ  ク スル  ノ  ラ 

不. 知， 三軍 之 事 M 同 J  二軍 之 狭， 

者、 則 軍士 惑矣、  ， ： 

是も 上に. 云へ る、 三 箇條の 一 つな.^、 此段 は、 監 軍の 

害 を 云 へり、 監 軍と 云 は、 其 軍の 總大將 の 外に、 君の 寵 

臣の權 威つ よき もの を、 奉行に 加へ 玉 ふ を 云、 總 じで 

末世の 帝王 諸侯 共に、 人 を 知らざる 所より 猜疑の 心 

つよく、 事 ある 時 は 武功 ある 人 を 總大將 に 命 せらる 

と 云 へ ども、 大 ^aF を 其 人の 進 返に まかす る こと 心 元 

なく 思 ひて、 平生 近習に 召 仕 ふ 寵愛の 臣の、 武事 を も 

知らざる もの を、 監軍 として 指 添る こと、 其た めし 多 

し、 軍の こと は、 武功 ある 總大將 下知す ベければ、 心 

安し、 總大將 の 私 をば、 監軍 これ を 察すべ ければ 是萬 

全の 計な ち-と 思 ふこと、 軍道に 達せぬ 上から は 尤の 

ことな hs  、され ども その 武功 ある 總大將 とも なる ベ 

き 人 は、 其 人 重く、 又 多く は 人が ら厳展 なる もの なれ 

ば、 平生は 君 もさの み 心安べ 思 ひ 玉 はす、 事に 臨て 


家の 强 きも 弱き も、 大將と 君の 間の 親しき と 疎き に 

よる、 君と 將の間 魚と 水との ごとく、 君の 心に 將を少 

しも 疑 ひ 玉 はす、 軍 中の 事 は 何事に よらす 打 任す る 

時 は、 其家必 つよし、 車の そへ 木の 間す かす、 つき 合 

ふて くつろがぬ 時 は、 車 じ やうぶな るが 如し、 又 君と 

將 との あ ひだ 親密なら す、 君の 將を疑 ふ 心 ある 時 は、 

其 家必 よはし、 車の そへ ぎの 間 くつろぎ てがたつ く 

時 は、 其 車 丈夫なら ざるが 如し、 故に 輔周則 國必强 • 

輔隙 則國必 弱と 云 へ るな り 、古来の 注に、 周の 字 を あ 

まねしと よみて、 將の 材能 器量の あまねく 備は& か 

けめ なきと、 將の 謀の あまねく ゆきわた， 9 たると に 

見た る說 あり、 尤 道理 はさ も ある ベ けれども、 隙と 云 

{^と 對 して 置た る 字な， 0-、 隙 あると は 中の へだ、， 0 

たる ことなれば、 君と 將と へ だてな き 意に 見る こと、 

文法宜しきな，*^、かくの如く見る時は、下の文と文勢 

つらな bN て 意味深長な，^、 あまねく 備るこ 、ろに 見 

る 時 は、 一 篇の 中く だくに な，. >  、其 上、 前の 智信仁 

勇 厳と 同意に なるな. 、從 ひがたし、 

故君，之所，，，、：^ き於1,者三、 
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是ょ. 9 下の 五段 は、 上に 云 へ る將は 國の 輔 なりと 云 

をう けて、 君 其將に まかせ ざれば、 軍に 負る と 云 こと 

を說 ける によりて、 故の 字 を 置て、 上の 段 をう けて、 

かく ある ゆへ に、 軍に 於て、 君よ，.^ なし 玉 ふ 患 三つ あ 

りと 云た るな，.^、 君の 仕形 あしき ゆ へに、 軍に 勝 を 得 

す、 さるに よ.. >  て 、君の 軍に 患す る ゆ へんと 云、 將の 

軍 をす るに、 君より 邪魔 をな して、 勝つべき 軍 を かた 

せぬ と 云 意な，. >  、三つの 品 は 下の 三 段に あ b ヽ此段 を 

1 本に、 軍 之 所ュ以 患， 於 君 一 者 三と かきたる 本 あり、 誤 

. ^なり、 直 解と 說約 大全に は、 却て 軍 之 所- 以患， 一 於 君， 

者と かきたる をよ し として、 君 之 所， 以患 一一 於 軍 一 者と 

かきたる を 誤りな りと 云へ ども、 今 集注 本に 從 ふな 

b  、開宗 本に は、 以の 字な く- -て故 君 之 所 患 於 軍 者 三. 

とかけ.^、 缺 文なる べし、 

不ノ 知，， 鼠 之 不パ 可ニ以 進 一而 R^i 

不. 知， 軍ノ之 不. 可お 返， 而 肩 之 返； 

是 謂，， 縻 軍； 

是 上の 段に 云へ る、 三 箇條の 一 つなり、 不知と 云 は 君 

五 九 
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て活 法に 非す、 敵の 擒 となる こと 決定せ り、 又孟 氏が 

說施子 美が 說に は、 © の 字の 意 を 堅守る と 見た b  、箇 

檫 にも 云べ けれども、 上の 文の 逃る と 云 は、 多分 は廣 

場 を 引て、 城 を 守り 避と 云 も、 多分 は 城に 入て 避け 匿 

る、 ことなれば、 前後 相違せ.^、 用べ からす、 此段 は、 

人數 多寡の 定法 を 云、 合戰の 道に 至て は、 全く 是に拘 

るべ からす、 十倍の 人數 とても、 籠城せ ぬ 敵は圍 むべ 

からす、 五倍 人數 にても、 攻る 便りな きこと も あら 

ん、 一 倍の 人數 にても、 二つに 分つ に は 限る まじ、 對 

揚 の人數 にても 戰 すして 勝ん こと 上策な り、 敵より 

人數 少しと も、 吳起は 五百乘 にて 秦の 五十 萬 を 破.^、 

光武 は 數千人 を 以て、 王尋が 四十 二 萬 を 破り、 曹操は 

二 萬 人に て 袁紹が 四十 萬 を 破る 類、 何ぞ 逃避る こと 

を必 とせん や、 上に 段々 不戰而 旭 人 之 兵 こと を 云た 

る を 承け て、 戰を用 ひやして 敵を從 ふると 云 は、 先づ 

敵 * 方の 上 を 明かに 知す して 叶 はぬ こと ゆへ、 是ょ 

b 下の 文 は、 皆 己 を 知り 人 を 知る こと を說に 付て、 ま 

づ敵 味方の 人數の 多寡 を 知る べき こと を 云へ り、 拘 

--泥 ひこと なかれ、 


五八 

夫將 者、 亂 之 輔， 也、 輔 周 則國必 

强、 輔隙 則國必 弱、 

此篇 は、 謀 を 以て 敵 を攻る こと を說 ける に 就て、 敵 味 

方 を 明かに 知ら ざれば、 謀 を なすこと 能 はざる ゆ へ 、 

上の 段に 至りて、 敵 味方の 人數の 多靠に 因て、 軍の 定 

法 ある こと を 云 ひ、 此 段より 末 は、 先づ 味方 を 知る こ 

と を 云 へり、 眛方を 知る i 本に して、 敵 を 知る こと は 

末な り、 さて 味方 を 知る の 本 は、 君の 將に打 任せ 玉 ふ 

か、任せ玉はぬかと云に極まる、君{ssi^をみな將に打 

まかせ 玉 ふ 時 は、 如何 樣 とも 將の 心の ま、 になる ゆ 

へ、 謀 を 以て 敵に 勝ん こと、 掌に 握る が 如し、 もし 將 

に 任せ 玉 はぬ 時 は、 敵 味方 を 明かに 知る とも、 知りた 

る ま に はから ふこと 能 はざる ゆ へ 、其益なきな..^、 

夫將者 國之輔 也と は、 夫は發 語の 詞 なり 、肝要の 道理 

を說 ける 段 ゆ へ 、詞の 端を更 めて 書け，^、 將は 大將な 

,.^、國は國家なり、 輔は 車の 兩傍 にある そへ 木な hv、 

車 を 助けて 力と なる もの ゆへ、 たすけと も 訓す、 周 

は 周密と 注して、 間の すかぬ ことなり、 隙と は ひます 

きまの ことにて、 間の くつろぎ 離れた る ことな 、其 


云、 尤なる ことなれ ども、 本文の 孫子が 意、 旣に 常 法 

大略 を說 て、 曹操又 暫く 一  途を擧 げて學 者 を * せり、 

精理； ^以て 是を 難す る こと、 却て 孫子の 文意に 屍る 

ベ き 樣に思 はる、 敵 即能戰 之と は、 ひとしと は 敵 味方 

對揚 の人數 なること を 云、 敵 味方 人数 多少な くんば、 

奇正變 化して、 隨 分と 精力 を盡 し、 合戰を 以て 是に勝 

つ-こ.. 法な，. -と云 意な り、 是又敵 眛方將 の 智舆、 士 

卒の强 臆 も、 同等なる 上に て 云へ b  、是 よ.^ 下の 三 句 

能戰 之、 能 逃 之、 能 避 之と て、 皆 能と 去 字. を 置け り、 

多勢に て少 勢に 勝つ こと 定理なる ゆへ、 前の 三 句 に 

は 能の 字な し、 人 數對揚 なる よ，..' 下 は、 定理に て 云 へ 

ば、 勝つ こと を 得が たき 道理 ゆ へ 、みな 能と 云 ？、 

心 を 付て 見る ベ し、 少則能 逃 之と 云 は、 人數 敵よ ち 寡 

んば、 よく にげよ と 云 ことな b  、か 、ると も 戰 ふと 

も、 退く こと を 忘れす、 戰て利 を 得と も、 早く 引取て、 

人數を 見す かされす、 勝ちの もどらぬ 樣に せよ と 云 

ことな b  、古 說に、 多く 形 を 匿して 戰 はざる を 逃る と 

云 ども、 其 說に從 ふ 時 は、 下の句の 避く ると 同じ こと 

:-!4 なる ゆへ、 從ふ ベから す、 又 大全 開宗に は、 逃の 字 

を守の字に作^^て、少則？§守之と云へり、守ると云は 


或は 要害 を 守、 り 、或は 城に 籠る を 云、 是 にても 通. やれ 

ども、 逃と 云 字の 活意 あるに は 劣れ"、 孫子が 本意に 

非る べし、 不若則 能 避 之と は、 不 若と は 人 數少き 上 

に、 又將の 智勇 も 敵に 及ばす、 士卒の 剛騰も 敵に 及ば 

す、 加勢 後 詰 もな きを 云、 避く ると はよ けて 出 あはぬ 

樣に する ことなり、 人 數も少 く、 何もかも 敵に 及ばぬ 

なれば、 敗北 必然なる ゆへ、 かくの 如く なる 時 は、 よ 

け かくれて 鋒 を 交へ ざる を 上策と する な 、故 小敵 

之 堅 大敵 之擒 也と は、 上文に 述る ところ、 人數^ 寡の 

定法 を說 て、 かくの 如の 道理 ゆへ、 少勢 にて 一 途に戰 

を 好む 時 は、 必 敵の 擒 となる べしと 戒めた るな h- 、小 

敵と は 味方 少 勢なる こと を 云 へ，.^、 敵よ.^ 見る 詞に 

て 、味方 を 指して 敵と 云た るな り 、堅と は 李 筌". 張預 

は 堅戰と 注し、 杜牧は 將の性 堅忍に して、 逃る こと も 

避る こと も. 能 はざる を 云と 注せ b、 其 心戰の 一途に 

堅 ま b たる ことな， o、 この 堅と 云た る を、 上の句の、 

少則逃 之と あると 相 照して 見る 時 は、 其 自明ら か 

な. o、 小勢 を 以て 大勢と 軍 をせば、 或は かけ 或は 引、 

進退 變 化して、 一 途に拘 はらざる を 軍の 活法 とす、 戰 

の 一途に 堅 まる 時ば、 何 ほどよく 戰ふ とも、 死 法に し 
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, むと は 四面よ b 圍み 合せて、 敵の 落 行かぬ やうに す 

. る なり、 尤糧 の道ヒ 絶ち、 後 詰の： 手當 などす る ゆべ 

, に 、十倍め 人數 入る ことな， o.、# 敵 味方の 將 智勇 優劣 

な. く、 士卒の 剛臆 も 優劣な く、 對 待の 敵なる 時 は、 十 

め 人數に 非ん ば圍 むべ から やと 云 こと な b 、若 敵 

弱く： M 方强 くんば、 十倍に 非す とも 園むべき なり、 三 

-國の 時分、 呂布 敗走して、 下邳 城に 入りし かば、 曹操 一 

倍の 人數を 以て これ を圍 み、 穀、 泗と 云 川 をせ きて 水 

攻にして城を落したる£ぁ.„^、五則攻之とは、五總倍 

の人數 ならば、 其 城を攻 むべ しとな.. >  、城 を 圍 むと 城 

を攻 るとの 分ち は、 四面より 園て 彼が 降參を 待つ を 

圍 むと 云、 城攻の はたらき ある を攻 ると 云な り、 曹操 

. は 三 術 を 正と し、 二 術を奇 とすと 云 へ り、 術 は 道な り、 

是城 中の 人數 千に して、 吾人 數五 千なら ば、 五 千 を 五 

竽 に； 0, け 、三 手 は 三方よ.^ 城 へ か 、りて、 敵に 相手 組 

み、 二手 は 敵の 備 なき 處 よ..^ 乘り襲 ふこと な .0-、 尤奇 

正の 變化 は樣々 なれば、 是 に 限る ベから ざれ ども、 曹 

公大 略 を 云へ るなる ベ し、 杜牧、 陳峰、 杜佑、 梅 堯臣、 

壬晳 みな 是に 從て、 攻 ると 云 を 城を攻 ると して 說 

け b  、張預 、黃 獻臣、 彭繼耀 は人數 五倍なら ば、 前より 
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.驚> し 後よ， 9 襲 ひ、 東より 聲を 揚げて 西よ. C. 槧っ. ベ 

しと 云へ り、 是又城 攻めに 限らぬ ことなり、 古書の 文 

字、 攻 ると 云へば 皆 城 攻め ことなれば、 前の 說に從 ふ 

ベ. し 、要害の 陣を 取る は、 城 も 同じ ことなれば、 後の 

說 もまた 棄 つべき； 2 非す、 倍 則 分 之と は、 一 倍の 人數 

ならば 備を 二つに 分けて、 一 手 は 敵の 棄て 置く こと 

能 はざる 處へか /-..^、 敵に 人 數を分 させて 是を 打取 

り、 或は 一 手 は 敵に 相手 組み、 殘る 一 手に て 或は 後よ 

h- 打ち、 脇より 打つ 類な， o、 曹 操の 說に、 二 を 以て 一 

に 敵 するとき は、 I 術 を 正と し、 1 術を奇 とすと 云 へ 

る是 な， o、 眛方 多勢に て、 敵少 勢なる に、 人數を 分た 

すして 敗れ を 取.^ しためし、 苻堅 湖水に 於て、 w 萬の 

人數を 分た やして、 謝 玄が八 萬の 勢に 破られ、 曹操赤 

壁に 於て、 t< 十 萬の 人數を 分た すして、 周 瑜が三 萬の 

勢に 破られし 類 は 云に 及す、 一 倍の 人數 よりして は、 

必備を 分る ことなり、 杜 牧が說 に、 曹 操の 一 術 を 正と 

し、 1 術 を 奇 とすると 云し を 難 じて、 總 じて 合戰に 

は、 人數の 多少に よらす、 皆奇正 あり、 必 しも 五倍 一 

倍にば か，..' 奇正 あるに 非す、 項 羽 烏 江の 戰に、 僅に 一一 

十八 騎 なる だ も、 奇正を 設け、 循環 相 救し こと ありと 


故と は、 上の 文 を 承け て 云へ.^、 善用 兵 者 と は、 軍の 

手と 云 ことな，^、 屈 一入 之 兵 一而 非 k 也 と は、 よ，、 敵 

の 兵 を 屈服せ しむれ ども、 合戰を 以て 屈服せ しむる 

に は 非す となり、 拔ー 一人 之 城 一而 非. 攻 也と は、 拔とは 城 

を 落す ことなり、 譬 へば 樹の 土に 生 ひ 着きて 取 にく 

きを、 こぎ 取る が 如くなる ゆ へ、 拔と 云な り、 人の 城 

を 落せ ども、 カ攻 にして 落す に は 非す となり、 毀 人 之 

國 而非久 也と は、 毀る と は. U ぼす ことな. 9、 人の 國を 

返 治 すれ ども、 長陣 して 是を返 治す るに 非す とな-り、 

然れば 如何 樣 にして その 如くす るぞと 云に、 必以全 

爭於 天下な り、 全と は 全勝 之 計 なり、 全勝 之 計 と は、 

人數を 損せす、 兵糧 を 費 さや、 手前 を 全 く，. - 、少しも 

很 失の なき 樣 にして 敵に 勝つな b  、是は 不爭 の爭に 

して、 爭 はざる を 以て 爭ふ 道な り、 され ども 軍法の 書 

なる ゆへ、、 3 全爭と はかき た b, 、かくの 如く なれば、 

天下に 我と 爭ふ人 はなき ゆへ、 向 ふところ 勝 やと 云 

ことなし、 故に 兵 不頓而 利 可 全と 云へ り、 頓は 鈍と 同 

宇に して、 なまが ねの こ と な 、多く 人 を 切る とき 

は、 兵器 智 なまが ねになる ゆ へ 、 兵 不頓と 云 時 は、 人 

を 切らす してと 云 こと にて、 戰 はすして 勝つ こ /'ろ 
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な，. > 、利 可 全と は、 手前の 兵器 を にぶらさぬ なれば、 

戰に 及す して 歒を 屈伏 さする ゆ へ 、敵の 人民 を も 殺 

さす、 敵の 財 寶をも 費 さす、 敵の 土地 山川 人民 財寳 

を、 丸ながら 我 ものと なす、 是 全き 利 を 得る と 云 もの 

にて、 かくの 如くなる を、 諫を 以て 攻る、 謀攻の 法と 

號 する ゆ へ、 此謀攻 之 法 也と 云へ り、 頓の字 を 一 說に 

おくと よむ、 兵 をお くと は備を 立る ことな b 、備を 立 

て合戰 する に 及す と 云 こと を、 兵 不頓と 見た る 說も、 

あ. 0 、是 にて も 通 すれ ども、 前 々i 皆 人民 を 殺し、 

兵糧 を 費す こと を、 孫子が 深く 戒 め たれば、 兵 を魏ら 

さやと 見る 說、 優る べし、 

-ー  ヲ  ナラパ 1 i テ ナ ラバ 1  メ. 

故 用. 兵 之 法、 十 則 圍. 之、 五 則 攻 

_K ナラパ  ケ  チ ヒ トシ クンバ  クヒ -I  ンパ 

之、 倍 則 分. 之、 敵 則 能 戰. 之、 少 則 

化 I 逃. 之、 不. 若 則 能 避. 之、 故 小-敵 

之堅大 -I 之擒 也、 

此段は 上の 文 を 承け て、 人數 多少の 定法 を 云へ hv、 そ 

れゅ へ 發 端に、 故 用兵 之 法と 云な り、 十 則圍之 と は、 

我人 數 敵に 十倍せば、 敵 を 園むべし と 云 ことなり、 圓 

I  I 玉 5" . 
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す、 火 にても 燒 けぬ ものな b  、修 むる と は 大楣精 ft を 

こしら ゆる ことな， o、 器械と は 道具の ことにて、 愛に 

ては總 じて 城 攻めの 具 を 云な.^、 具る. と は 支度す る 

ことなり、 異朝の 城 攻めの 具と 云 は、 雲梯を 以て 城 中 

を 射、 砲車 を 以て 大石を 城 中 へ なげ 入れ、 尖 頭木驢 を 

以て 、城 の 摇 土手 を つきやぶる 、此 外援 車、 剗鈎 車、 蝦 

嫫木解 合 車、 狐 鹿 車、 影 車、 高 障 車、 馬頭 車、 獨行 車、 豚 

魚 車な ど II 々の 攻具を 作らば、 百日 ばかh^も か、 る 

べしと なり、 距閽又 三月 而後 已と は、 距園は 土 山 也、 

注して、 土に て 山 を 築 立て、 城の 高さと 同く して 城 を 

攻るを 云、 已 むと は 功 を 成就す る ことな，.^、 距闉を 築 

ん とせば、 又 三月 ほど も 手間 どり て、 功 を 成就 せん.^ 

なり、 皆 城 攻めに は 色々 の 攻具も 入 b て 手間 を 取る 

. ゆへ 、兵糧の 入 目、 士卒の 疲.^  、其 上 久しければ 變生 

する ものに て、 益な き 故 かく 云へ b  、將不 勝 其 忿而蟻 

附 之、 殺 士卒 三分 之 一 而 城不拔 者、 此攻之 2 火 也 と は、 

將は よせての 大將 な， o.、 不滕 其忿と は、 心の せく こと 

なり、 城久く 落ち ざれば、 將も 士卒 も 返 屈して、 せく 

心 出る を 云へ り、 蟻附， 0 は 蟻の 如く 附く とよみて、 蟻 

の夥しく樹に-s^ つきた る 如く、 士卒の 城 を 乘るこ 
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と を 云、 久く 落ちざる 城に は、 寄 手の 將 かなら す 心せ 

きて、 一 擧に城 を 落さん と 士卒 を 下知して、 一 同に 是 

をのら しむ、 され ども 其 城 落ちす して、 よせての 軍兵 

三分 一 はうた る、 は、 是城 を攻て 落さん とする より 

して 生じた る 炎な リ、 攻 ると 云 は、 カ攻 にす る ことな 

^、城 を 落す にカ攻 にして 落さん と 思 ふこと、 下策な 

. -と誡 る 意な b  、孫子が かく 云 たれば とて、 一 向に 城 

攻を 禁じた るに は 非 やと 知るべし、 又曹操 張 預？, 註 

に、 伐 交と 云 を、 兵 を 交 へんと する 所 を 伐つ と 見て、 

兩 軍備 を 立て、 鋒の 合ん とする さか ひ を 見切て、 此 

方より 押 かけて 先 をす る こと を 云と 一!lf く、 穩か なら 

す、 從ふ 7 からす、 

t 善ク 用 パ兵ヲ ^VRX. 之 兵ノ而 非. 恥 _ 

也 、拔. 九 之 城， 而非. 攻 也、 毀，， 人 之 

國， 而非. 久 也、 必以. 全 爭， 於 天下； 

二  メ二プ ラサ  シ カルレ  ノ 

故 兵 不 .頓 而 利 可. 全、 此 謀- 攻 之 

ナリ 

法 也、 


みな 伐 謀と も 云つ べし、 其 次 伐 交と は、 伐 謀 を 軍法の. 

極上と し、 それに さしつ .J- きて は 交り を 伐つな り、 交 

を 伐つ と は、 敵の 交，.^ ねんごろに、 互に 力と なる 國 

と、 中惡 しくなる 様に しかけて、 彼れ に 便..^ を 失 は 

せ、 我 手に入る  >  こと な 、是 心の 起，.^ を 伐つ より 

は、 一 重 外へ あら はれた る こと ゆへ、 其 次と 云へ り、 

六國の 時分 齊國 楚國 交， 9 親しくして、 たやすく 手 を 

さす ベ き樣なかbければ、秦の國ょ，c^ 張 儀と 云 へ る 

辯 舌の 士を 楚國 へつ か はし、 齊の國 と 中 を 違 へ さ. せ、 

遂に 楚の懷 王 を武關 にて 生擒 しこと あり、 又 高祖 項 

羽の 戰に、 九 江 王 黥布兩 方へ 內 通し、 日和 を 見て 居 

たりけ， 9、 高祖の 使者に 隨何 と 云 もの、 黥 布が 方へ 往 

きけ る 折節、 項 羽の 方より 使者 來れ. 9、 隨何 これ を誅 

して、 黥 布が 項 羽へ 云 ひ 分けの ならぬ 檬に なしけ る 

によりて、 是 より 高祖へ 專ら志 を 蓮び け，， ^、又 三國の 

持 分、 韓遂、 馬 超、 兩人 申し 合せて 曹 操に 盾 を つきた f 

る こと あり、 曹 操韓遂 を軍營 より 呼出し、 馬上に て暫 

く 語 b ければ、 馬 超つ ゐに韓 遂を疑 ひ、 計 こと 一 致せ 

すして 軍に まけたり、 又 梁の 武 帝の 時、 北朝の 方の 大 

將軍 高洋、 侯景 なか 惡 しくな. o、 侯景武 帝へ 降参し け 


れば、 高 洋計を 以て 武帝 へ 和談を 乞け.^、 武帝 これ を 

うけ 玉 へ ば、 侯 景疑を 含み、 遂に 謀反して 武帝を 害せ 

b  、是 高洋が 計に て 皆 伐 交の るいな り、 其 次 伐 兵と 

は、 備を 立て 陣を 合せ、 將を虜 にし、 卒を鏖 にし、 軍に. 

勝つ を 云、 是は戰 て 敵に 勝つ なれば、 伐 交より 又 劣れ 

ども、 城を攻 るより 勝れる ゆ へ、 其 次 伐 兵と 云h^、其 

下 攻城と は、 軍法の 極 下と する 所 は、 城を攻 るに あ， 0 

と 云 ことな. 5、 攻城の 害 悉に 下の 文に 見えた， 、攻城- 

之 法爲不 得已と は.、 城 攻めの 法 も、 軍法に 傳授 する こ 

となれ ども、 是を 上策と する に は 非す、 いかに 下策な. 

れば とて、 時に 取て 必用 ひま じきに 非る ゆへ、 B むこ 

と を 得すして 此法 をも傳 ると なり、 城せ め を 好む ベ 

からすと、 深く 誡め たる 語な り、 修櫓 轅輥、 具 器械、 111; 

月 而後 成と は、 城 攻めの 道具 を 支度す るに、 百日 ほど 

も 手間 どる こと を 云 へ 、櫓 は大 盾な b 、車の 上に 立 

るな り、 镇輥は 城 攻めに 堀 を 埋め、 屛 土手 を 掘 崩す 車 

な，.^、 一 名を糗林とも云な，.>、四々料 にて 組み、大繩 

にて 楝を とり、 上に 生 牛皮 を かけ、 其 上へ 土 を 塗. 9、 

下に 十 人ば か，. > も 人の かくる ゝ やうに 持るな b 、車 

の 輪 は 四つ な，.^、 木石 にても ひしげ や、 切ても きれ 
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しむ、 齊國の 主を最 公， と 申せし が、 大國 よりの 使者な 

れば、 范昭に 振舞 を 賜り 馳走 あり、 總 じて 君臣 は铫 

子 を 別にす る ことなる に、 范昭 景公を 【辱し め んと思 

ひ、 君の 御姚 子に て 下された きと 云、 景公寡 人が 铫子 

にて 馳走 申せと 仰せ あり、 范昭旣 に 其铫 子に て飮た 

る 時、 齊の 賢臣晏 子、 其铫 子に て 景 公に す 、 めす、 別 

姚子を 申 付け 、れ ば、 范昭： 3 相違せ り、 范昭 又樂人 

のか しらに 向て、 御馳走に 成 周の 樂を 奏し 玉へ と 請 

ふに、 樂 人の 頭ら 未だ 稽古 仕らす と 答 ふ、 是は成 周の 

樂は 天子の 樂 にして、 諸侯 大 夫の 奏すべ きに 非す、 わ 

ざと 齊の國 に 王法 を 破らせ、 とがめん 爲の 謀に て、 范 

昭 かく 云 けれども、 是又 謀に 落 ざり けり、 范昭晉 に 

か へ ，..^て此ニ品を語りければ、齊に  賢臣ぁ..^ 伐べ か 

ら やとて、 齊を 伐ん とする 企 やみけ り、 不 fej 一一 擦 姐 之 

問； 而折 一一 銜 千里 之 外 一と 晏 子が こと を、 孔子の ほめ 玉 

へ る もこの ことな，^、 又 後漢の 光武の 臣、 寇询と 云 へ 

る 人、 高 峻と云 賊を攻 ける 時、 高峻が 方より 皇甫 文と 

云 もの を 使に さし， 」 す、 是高峻 が 謀 主に て 、智勇す ぐ 

れ たる ものな り、 使に 來 りて 物 云 ふてい、 起居 ふるま 

ひへ くだらす、 いかさま 器量の ものと 見えけ り、 寇 
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恂即是 を誅し て 、高峻 が 方へ 云 ひやる やう、 使者 無赡 

なる ゆへ 是を 誅し畢 ぬ 、，降 參し玉 ふと も、 又 籠城し 玉 

ふと も、 心に 任 かする t 云 ひやり ければ、 高峻明 口 城 

門 を 開て 降參 す、 是 柱と たのむ もの を ， したる ゆへ、 

戰に 及す して 降せ しな，^、 又 三國の 時、 牟； S 吳國を 伐 

ん とて、 江 陵と 云 處に堤 をつ き、 川 舟の 通路よ き 様に 

して、 兵糧 運送の 計 をな す を、 吳 の大將 軍陸抗 これ を 

知て、 堤 を 切らせければ、 其 企 やみた る こと あ， o、 又 

隋 唐の 間に、 李 と 王 世 充と境 を 接 へて 爭 ひける が、 

王 世充： a, 軍兵に、 もてなし をす ると 李密 き、 て、 比 は 

やみの 時分な ト 、李密 が 方の 兵糧 藏を 襲 ふ ベ き 計 な 

b と 察し 知て、 其備を させし が、 王世充 が！^ 相違した 

ることぁ，^^、唐の末に僕固懷恩と云 猛將 叛逆した る 

時、 李抱眞 評定し て 云く  、僕 固懷恩 が 手 を S  くもの は 

郭子儀 一 人な. -、 郭子儀 は 魚 朝恩に 殺された b と、 彼 

邊 にて 專ら 沙汰す るよ し 承りた..： N  、この度の ^反 は 

定めて 郭子儀 死し ぬれば 畏 るべき もの 天下に なしと 

思 ひて、 弓矢 を 引く と 見えた，. > 、郭子 tiS を 召 出され、 

討 手 に 遣 さ るべ し . と 申す 、やが て 郭子 儀勅ヒ 承 り 、出 

陣すと沙汰ぁ.^ければ、懷恩戰に及す敗れた.^、此類 
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數を棄 て 落 行ける、 是險阻 を 守て 人の 兵 を 屈す なな 

,.^、又班超西域に於て、^^の夷を16tげ、るに、夷は愚 

蒙に して 道理に も 通せす、 欲心 深き ものな り、 又 所の 

案內は 知らす、 これ を 平ぐ る こと 難 か，.^ ければ、 金銀 

財寳を 以て これ や-募り、 なかまと なかま を けし 合せ 

て是を 平げ たり、 是 此方 は戰 はす、 夷狄 を 以て 夷狄 を 

攻めし めて、 其 兵 を 屈. するな り、 又 後漢の 光武の 時、 

！^, 、蘇 茂と 云し 强盜 あ. 9 て、 是を誅 罰する こと 難 か 

b ければ、 盜賊 Q. なかまな ち， とも、 打取て 降參 せば 諸 

侯の 位に 封す ベ、 しと あ b しかば、 張步是 を. 聞て 蘇 茂 

- を 討て 降參 す、 是又 盜賊を 以て 盜賊を 攻めさせて、 戰 

に 及 はす 其 兵 を 屈する； iS 略な， 9、 總 じて この やうな 

る 類、 尙 いく. つも ある べし、 

■ 故、 上-兵 伐 パ氣、 氣 t 伐. 交，、 其 次 伐 

k ハ、 其 下攻. 城、 攻. 城 之 法 爲. 不. 得 

jir 修， 櫓 轤輾： 具， 器械， 三-月 而ぺ仗 

成、 距阖又 三-月 而後 已、 將 不. ま， 

. 其忿， 而辨附 之； 殺，， 士 卒， 三-分 之 


一而 城不. 拔者、 此 攻之災 也、 

故とは上の段を承て云へ..^、上段に說く如く、不戰而 

屈 人 之 兵 を、 善 之 善な.^ とする 道理なる ゆへ に と 云 

意な り、 上 兵と は 上の つ はものと 云 義には 非す、 上等 

の 兵法と 注した. る 語に て、 極上の 軍法と 云 ことな， 9、 

伐， 謀と は 敵の 謀 を 破る こと な b  、合 戰に 及ばす、 尤 

城攻 にも 及ば や、 敵の 謀の 根 を 知て、 是を 破.. >  、せつ 

かくた くみし 謀の 無になる 樣に する こと な..^、かく 

の 如くす る 時 は、 敵手 を 出すべき 樣 なくなる ゆへ、 敵 

を 心服 さする 道に て、 軍法の 極上 是に こえた る こと 

はなき な.^^、王晳、梅堯臣などが說に、軍を用ひす 智 

謀 を 以て 敵 を 伐つ ことを、伐謀と云と注せ，.^、文義穩 

かなら す、 從ふ ベ からす、 劍術 などに て 云 は  >  、敵の 

太刀 を 打た すして 心の 起 1 を 打つ こと、 是 伐 謀に 叶 

ふな. 9、 武成 王の. 善 勝. 敵 者、 勝 &i 形 一也と の 玉 へ る も 

是 なり、 いまだ 形に あら はれす、 敵の 心の 内 にある 處 

を 知て 是を 破る こと、 誠に 神妙の 働きな り、 昔 十二 諸 

侯の 時分に、 晉， の 平 公、 齊の國 を攻ん 爲に、 まづ 范昭 

と云大 夫を齊 へ 使に 遣 はし、 齊國の てい や. 伺 は 
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徒 悉く 安堵して 皆降參 し、 殘る輩 は他國 へ 逃げ ゆき、 

事 ゆ へ なく 絲郡 平均せ.. >  、是恩 信 を 以て 人の 兵 を 屈 

するな り、 又. 唐の 代の 中 比、 德宗の 時に 當 りて、 朱泚、 

朱滔、 王武 俊と 云 へ る 三、 人の 大名、 一 昧 して 謀叛し、 

天子 蒙 塵， し 玉へば、 朱泚 天子の 位に 即く、 李 抱 具と 云 

大將、 賈 林と 云 辯 舌の. 士を 王武 俊が もとへ 遣し、 君恩 

を 忘れて 賊徒に くみし、 義理に 背きた ると 云 こと を、 

念 比に 述 しめ、 逆心 を 翻し、 朱泚 朱 滔を返 治し、 大功 

VJ 立ん こと を勸 む、 王 武俊尤 と 同じ けれども、 猶豫の 

體に 見えければ、 李 抱 眞ゎづ か 四五騎 供に 速れ、 王武 

俊が 陣 所へ ゆき、 朱泚 帝位に つき たれば とて、 今 n: 此 

頃まで W をなら べし 者 を、 主君と 仰で べきに 非す、 天 

子蒙麈 まし/ \- て、 御 政道 宜しから ざる ゆへ、 世 中 a 

れ たると て、 御 後悔の 勅 詔な ど諸國 になし 下されて、 

古 禹王湯 王の 自身の 罪 を 数へ 玉へ る、 ® 人の 行 を 學 

び 玉 へ る i 、あり 難き ことな b とて、 涕を 流し 異見し 

ければ、 武俊も 共に 涕を 流しけ る、 李抱眞 やがて 草 臥 

た hs とて、 武 俊が 陣中に 休息し、 氣 遣ふ體 なく 臥 けれ 

ば、 武俊是 に 感じて 兄弟の 約束 をし、 明 ：！： 同じく 人數 

を 進め、 まづ朱 滔を攻 破る、 是 道理 を 取 違へ たる 者 を 


ば、 君臣の 大義 を 述べ て、 其 兵 を 屈する ためしな， ft -、 

又 漢の景 帝の 時、 吳王楚 王な ど 七 箇國の 諸侯 王、 一 * 

して 謀叛 を 起し 長 安の 都へ 攻 上る、 梁 王 は 天子の 速 

枝 なれば、 謀叛に， 一 味せ す、 しかも 長 安と 七國の 間 に 

あれば、 七 國まづ 梁の 國を攻 む、 周 亜夫と 云將 軍、 天子 

の 勅 を 承， 9 て 七 國を追 財に 赴きけ るが、 吳國 § の 

軍兵 は 手 はしかき こと を 得 たれば、 放戰を 以て 勝利 

を 得が たしと て、 周亞 夫、 粱の國 の 東北の 昌邑と 云處 

に、 陣城を 取て 引 籠 hv  、敵方よ 戰を 挑め ども、 一 圓 

に 取合 はす、 遊軍 を 遣 はして 吳楚 兩國の 賴の 道を斷 

ちければ、 吳楚の 軍兵 戰 ふこと もなら す、 又周亞 夫が 

陣城 越て、 長 安の 方へ 進む こと もなら す、 兵粮 乏く 

な b ければ、 對陣 をす る J も 叶 はす、 おの づ から 引返 

きけ り、 是壁を 堅く して 人の 兵 を：^ する 針 略な，.^、 又 

三圃の 時、 母 丘 儉と云 もの 謀叛し ければ、 司 仲 達、 

五 の 人數を 三つに 分け、 18sf ，ゲ」 ば壽恭 城に 籠め、 一 

軍 をば 南頓 城に 籠め、 一 軍 をば 諮宋と 云處へ はし、 

^兵 儉が粮 の 道を斷 しむ、 南顿 何れも 險 m の 地 

なれば、 母丘儉 進んで 闘ん とすれ ども 叶 はす、 引ん と 

すれ ども 叶 はす、 留 らんと すれば 兵粮に 乏し、 遂に 人 
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せ、 我に 從 はする を 至極と すと 云 意な り、 善 之 善 者と 

は、 よきの 至極と 云 ことなる ゆへ、 非 善 之 善 者と は？ 

至極よ しと はせられ ぬと 云 意な. り 、誠に 神武 而不. 殺 

と 易に もとけ り、 むかし 舜 帝の 御代に、 三苗國 謀反せ 

し 時、 禹王討 手に 赴き 玉 ふに、 三苗國 要害の 地に し 

て、 輙く攻 入て 伐つ べき 様な かりし かば、 禹王 歸陣し 

て 文德を 術め 玉へば、 三 苗 やがて 降參 す、 又 文 王崇の 

國を 征伐し 玉 ふに、 人數 をむ け 玉へば、 合戰に 及ばす 

降參 す、 かく.， 6 如き 類 は、 畜人 の 妙 用 なれば、 言語に 

及ばす、 劉 備成都 へ 攻入玉 へ ば、 劉璋 降參 し、 唐の 李 

想 蔡州を 落し、 宋の曹 彬南唐 國を返 治し、 元の 伯 顔 南 

宋を滅 したる は、 何れも 敵 一 人 をも誅 せす、 あきな ひ 

する民も肆らを動かさ ^るなh^、是孫子が所謂 全， 國 

と 云 ものな り、 尤其內 に、 或は 德を 以て 敵 A,! 從 へ 、或 

は 威 を » て 服せ しめ、 或は 計.^」 以て 降參 せし むる、 其 

品は殊 なれ ども、 白 起が 趙の國 の 降 人 四十 _3 人を坑 

にし、 項 羽が 秦の降 人 二十れ i 人 を 殺し、 終に は滅 U せ 

しと は、 雲泥の ちが ひなり、 孫子が 数、 誠に 軍の 深意 

に 達すと 云つべし、 又 劉 氏が 直 解 に 不 ^ 而屈， 人 之 

兵， に 就て、 品品 を擧 た.^、 昔 三國の 時、 魏の曹 操邯鄲 


城を攻 破りた るに、 邯鄲の 枝 城の 易 陽と 云處の 守護、 

韓範と 云 もの、 籠城して 從 はす、 曹 操の 方より 徐晃 と 

云將に 命じて 是を攻 しむ、 徐晃 矢文 を 城 中へ 射て、 僅 

の 城 を 以て 籠城して、 勝利 を 得べき に 非す と 云 こと、 

詳 に .& 遣す、 韓範甚 後悔し て 即時 に降參 す、 是敵 料簡 

違て 我に 敵對す る ゆ ゑ、 利害 を 明かに 述べて、 合戰に 

及ばす 人の 兵 を 屈す.. るな-. >  、又 隋の煬 帝の 時、 柴保昌 

と 云 もの、 綠邵 と云處 にて 、八 萬の 人數を 以て 一揆 を 

起しければ、 爆 帝より 樊子 蓋と 云 大將を 遣 はして、 是 

V,- 平け しむ、 敵方よ，.^ 降參す る もの あれば、 子 蓋 悉く 

是を 執へ て誅戮 す、 是 によりて 後 は 降參 する 者な く 

して、 賊徒の 勢 盛んにな b 、數年 勝利な か， 9 ければ、 

唐の 高祖、 この 時 はい まだ 人臣に てまし く、 名 を 李 

淵と 云し を、 樊子 蓋が 代， 0 に、 爆 帝よ リ討 手に 遣 はさ 

れ ける、 李 淵 は降參 する 敵 を侧. 近く 召 仕 ひ、 少も隔 心 

の體 なかり けり、 賊徒 元 來姦謀 あるに 非す、 揚 帝の 法 

度嚴 しか， 9 ける ゆへ、 刑 を 畏れて 一 揆を 起しけ る を、 

煬帝我 か 政 まの あしき を は 顧みす、 討 手 を むけら る 

、のみなら す、 樊子蓋 又降參 する 者 を 殺しけ る ゆへ、 

事大 總 になり ける が、 李 淵の 恩 信に 感じて、 數 萬の 賊 
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其 次と、 下と、 四 段に 說 たる もの ゆへ、 第二 第三の こ 

、ろな り、 此 段と は 文勢 違 ふな，. >  と 知るべし、 軍旅 卒 

伍の 次第 は、 一 萬 二 千 五 人 を 軍と 云、 五 K= 人 を 旅と 

云、 百 人 を卒と 云、 五 人 を 伍と 云、 是は 周の 世の 法に、 

備の 組み やう、 五人組より 起り、 五 人 を 一 伍と し、 其 

かしら を 伍長 と 云、 五 伍 を兩 と 云、 らを 司 馬と 

す、 是 まで は皆步 立なる ゆ ゑ、 五の 數を 以て 組みた て 

た b  、四 雨を卒 とす、 其 頭ら を 卒長 とす、 是を 車 一 乘 

とし、 車の 前後左右に 騰るゅ へ、 二十 五 人つ、 四 組な 

. ^、是 よ b 上、 又 五 を 以て 組て、 五卒を 旅と し、 五 旅 を 

師 とし、 五師を 軍と す、 諸侯の 位に 公侯 伯 子 男の 五段 

ありて、 公侯の 一 一 つ を大國 とし、 伯 を 中國 とじ、 子 男 

を 小國の 諸侯と す、 大國は 三軍と て、 軍役 三 莴七千 五 

百 人 • 中國は 二軍と て、 軍役 二 萬 五 千 人、 小國は 一軍 

とて、 莴ー 一千 五 百 人、 天子 は 六 軍に て、 七 K 五 千 人 な 

り、 尤大國 を 千 乘の國 と 云 時 は、 一 乘に 百 人 にて、 千 

乘 なれば 十 萬 人なる ベ けれども、 更代して 務る ゆへ 、 

右の 通， りなり、 此 本文 もこの 次第 を 以て、 國と、 軍と、 

旅と、 卒と、 伍と を * て 云 へり、 本文の - J 、 ろ、 敵の J， 

伍 を 打破て 戰 勝つ は、 一 伍 五 人 を 一 人 も 殺さす、 全く 
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手に入る， -に 劣れ. o,、 一  卒 f.:!: 人の 備を 打破て 戰 勝つ 

は、 百 人ながら 全く 手に入る 、 に は 劣る、 五 百 人の 備 

を 打破て 戰 ひかつ は、 五 百 人ながら 全く 手に 入る 、 

に は 劣る、 一 軍 萬 二 千 五 百 人 を 打破て 戰 勝つ は、 萬 二 

千 五 百 人 を、 き や も 付けす 我 もの にす るに は 劣る、 其 

國を攻 破 戰 勝つ は、 十 萬 人 をき す も 付けす、 我 もの 

にす るに は 劣る と 云 こと を、 かくの 如く 云へ， o、 是故 

と は、 右の 如く 敵と 戰 はや、 一 伍 にても、 一 卒 にても、 

1 旅 にても、 一 軍 にても 、一画 にても、 き や も 付けす 

丸な から 我 ものと すれば、 一 伍 を 手に入る、 時 は、 一 

伍の强みな-.=^、 一  卒を 手に 入る 時 は、 百 人の 得な 

り、 一 旅 を 手に入る、 時 は、 五 百 人の 得な り、 一 軍.^ 

手に入る、 時 は、 萬 二 千 五 人の 得な り、 一 國を 手に 

入る /'時 は、 一 國の 得な.^、 かくの 如くなる 道理 ゆ へ 

に 百度 合戰 して Kn 度ながら 勝利 を 得る を、 愚なる 人 

は、 是を 至極と 思 ふ ベ けれども、 旣に 合戰に 及ぶ 時 

は、 味方も人數を失ひて、糧^5^馬兵具の^ 多く、 攻取 

たる 國も打 破られ、 戰 負け ぬれば、 戰 はざる 前の 如く 

の 満足なる 國に 非す、 fe に 度戰 て、 Knffi ながら 勝利 

を 得る をば 至極と せす、 合戰 をせ やして 敵 を 屈伏 さ 


の 諸葛孔 明、 唐の 郭子 儀、 みな 其 身 天下^ 家の 安危に. 

か、 >れ り、 まことに 文昌司 命の 星に 非す や、 . • 一 
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諜攻と は、 謀 を 以て 攻 るな. 9、 合 &: を 戰と云 ひ、 

園. 城を攻 1」 云と 注して、 陣は 備 立て なり、 我騰 

を 以て 敵 備と 合せて、 勝負 を 決する は戰な hN、 

城 を 園て 落さん とする を攻と 云、 故に 作 戰篇の 

次に 此篱を 設け， 9、 城を攻 るに は 力 を 以て 攻る 

を 下と し、 諜を 以て 攻るを 上と す、 故に 謀攻篱 と 

名 付く、 尤 一 篇の 中、 しろ をせ むる ことば か，.^ を 

云に は 非れ ども、 城 を攻る こと を 本に して、 外の 

事に も 云 ひ 及せ るな. 9、 


クスル チ 


孫 子 曰、 夫 用. 兵 之 法、 全齒 爲 1、 

. ル/  I チ  二 クスル テテ  ト . ^ハチ  丄 

破. 國 次. 之、 全. 軍 爲. 上、 破， 軍 次. 之、. 

スルヲ マ  ト k ルハ チ  -I スル テテ  ト 

.14-. 旅爲. 上 破. 旅次. 之、 全. 卒 爲. 卜、 

破. 卒 次. 之、 全. 伍 爲. 上、 破. 伍 次..^i、 
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是故， 百 戰百勝 非 善 之 善 者， 也、 

i 而 屈，， 人 之 兵 之 善 者 也、 

夫は發語の辭な：.^、ffl兵之法とは，、軍をする道と云こ 

i な b 、全國 と は、 國 は敵國 なり、 敵國に きす を つけ 

ぬ こと を 全くす と 云、 戰に 勝て 敵の 將を 殺し、 敵の 士 

卒を殺すに、其國を破.^傷ふな^.=^、其國を破り傷ふて 

手に入る 、時 は、 たと ひ 力足ら やして 我に 從 ひた.^ 

とも、其國の君^ょ，.=^民までも、親子兄弟 一 族 を 殺さ 

れ たる 怨み 殘り、 或は 生擒 にもな，^ て は、 恥辱 を 蒙り 

たる 怨憤 やむ ことなし、 或は 其 國の將 にも 卒 にも、 才 

德 すぐれ て、 吾が 用に 立つべき もの あるべき を、 殺し 

て 吾が 用に 立てぬ は、 大きなる 損なり、 又戰に 負 W 

て、 其 國の民 貧困せば、 其國を 取得ても、 大きなる 損 

なり、 故に 敵 38 にき や を 付け やし て 手に入 る 、を、 極 

上の 計と し、 戰を 以て 打ち破. 0-、 傷 ひ 屠， = 'て 取る は、 

是を 下策と するな り、 故に 全國爲 上、 破國次 之と 云な 

-.^  、次 之と 云 は、 上策に 非す と 云 意な b  、つぐと 云た 

れば とて、 第 二番と 云 こ. とに は 非す、 下策と 云 意に 見 

るべ し、 下の 段に、 其 次く と ある は、 上と 其 次と、 又 

四.^  J 
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け、 敵の 士卒 を 此方の 用に 立る 時 は、 敵に 勝つ ほど 味 

方の 强み S す な 、若し 敵 を 殺して 勝 を 取る とば か 

b 思 ふ 時 は、 敵に 勝ちても、 味方の 軍兵 增さ す、 いつ 

も 同じ ことなる ゆ へ 、勝 敵而 益 强と云 ものに て はな 

きな h '、此 段の 意に よく 徹底せば、 智將の 務食於 敵の 

はかりごと 窺 ひ 見る ベ し、 古 說に得 車十乘 以上と 云 

ぶ 「戰を 以て 敵 を 追 落して、 敵方の f 昧 方へ 鸯 取る 

ことに 見、 賞 其 先 得 者と 云 を、 先づ うる ものと よみ 

て、 * 方の 車 兵の 敵の 車 を 奪 得お る ものに 其 奪 得 ft 

る 車 を 褒美に 與 ふると 見た- 9、 是に て も 通す る檨な 

れ ども、 戰て敵 を 殺す 一 邊に拘 は . る ゆ へ 、孫子が 深意 

を 失 ふなる ベ し、 そのうへ 下の 文の、 其旌旗 と 云、 其 

の 字降參 したる 車の 旌旗を 指して 云な れ ば、 其 先 得 

者と 云 其の 字 も、 降 參の車 を 指して 云と 見て、 二の 其 

の 字 一 意に な， 9、 文例 穩か なり、 古說の 如く 見れば、 

一 は 味方 を 指し、 一 は 敵 を 指し て、 文例 合 はぬ なれ 

ば、 かた/ \從 ひがたし、 


二  < 


故 兵 貴. 勝、 不. 貴. 久、 

この 段 は 一 篇の 大意 を 結べ..^、 一 篇の內 に、 右の 如" 


委細に 說 たる 道理なる ゆへ に、 tsf は 勝つ こ と を贵べ 

ども、 久しく 戰 ふこと を 貴ば や 、勝つ とも 久しく 戰は 

^其 費 多 からん、 戰を やめて 早く 引取る. べし、 上 d 文 

に 云 へ る 如く、 戰を 以て 敵. を 殺 し、 貨を 以て 敵を懷 

け、 一 邊 に滯ら ざる 時 は、 速 勝の 利 を 得べ しと；^、 

故 知. 兵 之 將、 民， 之 司-命 、園-家 安 

危£ 主 也、 

知 兵 之將と は、 よく 兵 道 を 知た る 將と云 ことにて、 前 

の 不盡知 用兵 之 害 者 則、 不能 籲 知 兵 之 利と 云 句 を 

合せ 見るべし、 畢竟 孫子が 意 は、 用兵 之 害 をよ/、！^ し 

て 知た る將 を、 知 兵 之將と 云なる べし、 かくの 如き 將 

は、 よく 速 勝の. 利 を 知て、 久しき 戰を 好ま や、 戰の 一 

途に 泥ます、 計 を 以て 敵 を從 ゆる ゆ へ 、是を 民の 司 命 

と 云な り、 司 命と 云 は、 天の 文昌 星の 第五の 星な， 9、 

人の 吉凶 禍福 を 司る 星な り、 右の 如き 將は、 よく 民の 

艱苦 を 知り、 民 を 傷ら ぬ ゆ へ、 司 命の 星 を 尊ぶ 如く 

に、 民の 思 ふと 云 なり、 國 家 安危 之 主 也 と は、 右の 

如の 將は、 この 人存 すれば 國 家安穩 に、 この 人 死 すれ 

ば 國家危 亡す る ゆへ 、國家 安危 の 主な りと 云へ b  、蜀 


ことの 吾に 利 ある こと を 知る ゆ へ、 戰を勵 むと 云 意 

な，.^、 この 說 にても、 とかく 戰を 以て 敵に 勝つ と 云ば 

か， に歸 するな. o、 其 上 士卒に 亂妨 をす、 む る 意 あ 

れば從 ふ ベ からす、 此段. の徵 意、 前の 段 に、 因 餵於敵 

と 云 は、 貨を 以て 敵方の 將吏 鄕 民 を 味方 へ 引 入れす 

んば 、なり 難しと 云 意 を 合で 云 へ るな， cs、 

故 車 戰 >i_ 車 卞乘 以 上ズ艮 其ノ 先.^ 

得 者， 而 更. 其 旌 旗； 車 雜 而 乘. 之、 

卒 善 前 養. 之、 是 謂，， 勝 一 敵 而 益； 强、 

故の 字 諸 本に なし、 今 集注 本に 從て 是を加 ふ、 此段 

は、 上の 取 敵 之 利^ 貨 也と 云 を 承て 云 へれ ぼ、 故の 字 

ある をよ しとす、 車戰は 車に て戰ふ な b 、戰に 車戰、 

.騎sr徒戰ぁ.=^、是は車戦の 一 つ を 例に 擧 て、 上の句 

の 取 敵 之 利 也と 云 意を說 けり、 車 十 乘 以上 を 得 

と は、 一 乘 に甲士 三人、 步卒 七十 二人 ありて、 十乘以 

上 なれば 敵 七 八 百 人 以上 な ，9、 敵 七 八 百 以上 を 此方 

の 手に入る  こと を 得る と 云 こと に て、 敵の 此方へ 

降參す る を 云 な り 、赏其 先 得 者 と は、 先へ 降参し た る. 


者に 賞を與 ふること なり、 十乘 に大將 分の 甲士 三十 

人、 十乘 以上に て 三十 人 以上 なれば、 一 々に は 賞を與 

へがた し、 故に 最初に 降 鳥した る 者に、 先づ賞 を與ふ 

るな り、 それにて 殘る敵 も 亦降參 する 心になる なり、 

更其旌 旗と は、 旌旗 は相符 しなる ゆ へ 、降参した る 車 

の 上に 立た る はた をば 取て、 此方の 旗 じる し を 立る 

ことな.^、車雑而 乘 之と は、 一 乘の 武者 七十 五 人の 

內、 車に のる は 三人に て、 步卒 七十 二人な り、 その 三 

人の 內、 一 人 も 二人 も眛 方の isf に のらせ、 * 方の 古參 

も、 一 人 も 二人 も降參 の 車に のらせ 、新参と 古參を 

入れ ませて、 互に 車に のらす る ことなり、 是は方 使 を 

以て 降參 一す る こと も ある もの ゆ へ、 用心のお に 入れ 

雜 ゆるな り 、卒 善； 養 之 と は 、步卒 を 念 比 に撫養 ふて 

なつく る樣 にすべし、 降參 したる 士卒 は、 諸事う ゐぅ 

ゐ しく 氣遣ふ 心 多き もの ゆ へ、 隨分心 を 付べき こと 

と 云 意に て、 善して と 一 だな り、 善くす る と は、 どこか 

ら どこ 迄も隨 分に 念 比に する こと な り、 かくの 如く 

する 時 は、 敵の 利と なる ベ き 敵方の 軍兵 み な 吾が 利 

となる ゆ へ 、是を 勝 敵 而益强 と 云な，. 、敵 をば 殺す ベ 

きことばか，：^思はす、戰を用ひゃ、貨を以て敵をなづ 
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子が 本意に 通 徹せん か、 强 ちに 士卒 を 怒らしむ るが、 

孫子の 本意と 思 ひ、 事の 便 b もな きに、 强ゐて 士卒 を 

怒らし めんとの み 思 は い、 却て 文 宇に 滯ち 泥むな る 

ベ し、 まして 本文 一 篇の 文勢、 長陣 をして 氣 のた ゆむ 

こと を 云て、 其 次に 此段を 云 へば、 戰は氣 にある わ 

け、 本文の 骨髓 なるべし、 

取： 敵， 之 利 - 者、 貨也、 

この 段の 意 は、 敵の 利 を 此方へ 取て、 我 か 利と する は 

貨な， OS と 云 ことな、 り、 敵 之 利 と は、 敵の 所持 し^る、 

土地、 人民、 士卒、 兵賴 等の るいな り、 貨とは 金銀 財寶 

f  、尤 上. の 段 に 云 如く、 敵 を 殺し て 猛威 を ふる ふ は 

士卒の 奮激の 氣を 以て、 小勢に て 大敵 を も 挫け ども、 

それば か にて は 全き 利 を 得る ことかた かるべし、 

總 じて 身 ある もの 欲心 あらす と 云 こと な し、 故に 金 

銀 財 資を以 て、 或は 敵方の 鄕民を 味 方 へ 引付け て 案 

內を させ 、問 道より 攻入， 、或は 放火し、 或は 兵粳を 

鸾ふ 便と し、 或は 敵方の 將 吏の、 欲心 ある もの を * 方 

に 引 入れて、 方便 を 以て 敵の 土地 人民 士卒 兵粮、 何に 

て も 敵の 利と なる もの を 味方の 利と なす こ と、 是全 
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き 勝 を 取る 道な り、 か くの 如 く、 智將は 威 を 以て 挫 

オビ 

き、 利 を 以て 誘き、 一 たび はお どし、 一 たび はな づけ 

て 勝利 を 得る こと 速なる ゆ へ、 長陣の 費な しと 云 意 

なり、 この 篇は作 戰篇と 名 づけて、 戰を說 たる 篇 なる 

に、 孫子た かひの 一 途を專 にせぬ 意を說 ける は、 其 

心地 活澄 にして 、圓 機妙轉 せる こと、 後人の 及ぶ ベ き 

に 非す、 一 說に货と云を、重6,^之下、必^&^夫，と注し 

て、 味方の 士卒に、 金銀 財 資を與 へ 、車 功 を 褒美して、 

軍に 勝ち、 敵の 利 を 此方 へ 取る 意に 見た る說 あり、 是 

にても 苦し かる まじ けれども、 其 意 は、 上の句の 殺 敵 

者 怒 也と 云內に 備れ， 9、 其 上其說 は、 とかく 戰を 以て 

敵に 勝つ と 云ば か，..' に歸 して 、不， 戰而屈 ュ人之 兵 一と 

， J ろ、 孫子が 深意な る ， J と を 知ら ぬ な， り 、此 深意 を會 

得して 後よ く、 火急に 戰を 決して、 軍兵の 氣 のた ゆ ま 

ぬ樣 にす る こと 掌に 握な が 如し、 故に 上の 殺 敵 者 怒 

也、 取 敵 之 利者貨 也と 二 句 を 並べ て 云へ るなる ベけ 

れば、 今 其 說に從 はす、 又 一 說に、 取 敵 之 利と 云 を、 敵 

を 取る の 利と よませて、 貨と 云 は 何 にても 士卒の 敵 

方より 奪 ひ 來る物 を、 直に 褒美と して、 士卒に 與るこ 

とと見たる說ぁ，c^、かくぁる時は、吾士卒敵を打取る 


く劓 る、 城 中の 者 ども 惡き 燕の 大將 のし かたかな、 命 

の 惜しき とて、 さやう に-. 辱めら れ て は 生た るか ひな 

し 〔降參 はす まじき こと ぞ とて、 愈々 城 を 固く 守りけ 

る、 田單 また 反間 を はなって、 城 中の 者 共 は、 先祖の 

墓 や i- ほり 崩され、 死骸 を 焚す てられ ん こと を 恐る と 

云 はせ はれば、 敵將又 墓所 を 掘く づ し、 屍 を 焚く、 城 

中の もの 涕を 流し 無念が り、 怒氣 奮激す る を 見て、 田 

單切 ていで、 燕 國の軍 を 追く つし、 齊の 七十 餘城を 取 

りか へしけ 又 後 漢の班 超 天 子 の 命 を 街て 西域 へ 

使に 行き、 鄯善國 へ 至， 、暂 く滯留 した b し 時、 折節 

匈奴より 使來 る、 鄯善王 匈奴の 使者 を 殊の外に 馳走 

しければ、 班 超 か 下司の 士 僅に 三十 六 人 あ. 0 ける が、 

班 超 これに 向て 云 やう、 匈奴の 使者の 来らぬ 前 は、 鄯 

善 王 われく を 崇敬せ しが、 匈奴の 使者 來り けれ は、 

それ を 馳走して、 吾々 をは輕 しむる 體 たらく、 惡き仕 

形な り、 いかさま にも 吾々 をから めと，. >  、匈奴に 送る 

べしと 思 はる、 然ら ば 身 を犲痕 の 食に せら. れ、 空しく 

朽 はてん ことの 腹 立し さよ、 虎穴に 入 ら ざれば 虎子 

をば 得ぬ ぞ とて，、 夜に 入. 0, 大風に 乘 して、 風上より 匈 

奴の使^？の：^^^へ火を か け、 三十 六 人の 內十 人に 太 


鼓 を 打せ、.^ の 手 上る を合圖 にして、 夥しく 太鼓 を 打 

たせ、 おめき さけんで 切入， 0 ければ、 勾 奴の 使者 は大 

勢な b しか ども、 班 超が わつ か 三十 六 人の 手勢 を、 夥 

しき 大 軍と 思 ひ、 驚き 徼れ てに げちる を、 悉く 打取，， > 

しかば、 此 比まで は漢と 匈奴と W 方 へ 從 ひて、 漢 へ 全 

く は 從はざ b し鄯善 王、 終に 降參 一して、 班超拔 群の 賞 

に預. 0 しも、 怒 を 以て 士卒 を激 せしゅ へ 、咏方 もな き 

它國 のお ぼつ かなき 處 にて. ♦ 成が たき 大功 を 立たり、 

この やうなる 類猶も ある ベ けれ ど も、 畢竟 士卒 を 怒 ■ 

ら すると 云. は、 士卒の 勇 氣を專 1 にす る ことな b  、怒 

ら ざれ？^ 敵 を 殺す こと 能 はすと 云に は 非す、 張預こ 

の 段 を、 せして 、尉 緣子を 引き、 民 之 所 "以 戰 1 者 氣也、 

謂。 氣怒則 人人 自戰 一と 云へ b  、氣 怒る と 云 は、 怒る 時ノ 

の-如く、 勇 氣の專 1 なること を 云な， 9/,. 莊 子に. 大鵬 と. 

云 鳥の、 九 萬 里の 天に 飛 上る こ と を、 怒て 飛と 云へ 

b  、これ は 彼 鳥 力 を 出し 氣を 裔プ飛 上る - 」 とを、人.の 

怒に 喩 へて、 怒て 飛と 云て、 何も 腹 立 こと ある を 云に- 

は 非す、 故に 莊子 をよ む もの、 怒る と 云 字 を はげむ と 

訓 じて、 はげんで 飛と よめ 、此 本文の 怒の 字ヒ莊 子 

と 同じ 意に 見て、 只 勇 氣を專 一 に裔 ふこと と 見ば、 孫 
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稗と も かきて、 いね わらの ことなり、 是皆 .i? の 食物な 

り， 一 石と 云 はは か， 9 めな り、 百 二 十 斤 を 一 石と 云、 

前に 論す る 如く、 一 斤 は 四十 三 餞 三分 なれば、 一 石と 

云 は、 五 貫-マ：：： 九十 六錢 なり、 古 は 豆が ら稻 わら 何れも 

ちぎりに て、 重さ を はかりて 用る ゆ へ かく 云 へり、 二 

十分 一 のつ もり 前に 同じ、 二 句の 意 は、 智將は 務て敵 

の 兵粮 を 食す る は、 二十 倍の つよみになる 故な. 0 と 

云 意な り、 

ニス ハ  チ  ナリ 

故 殺 .敵 者、 怒 ^  . 

故と は、 又 上の 文 を 承け たるな り、 上の 文に 云 へ る 如 

く 、遠 境 へ 働き 長陣を 張て は、 國 家の 費夥 し く  *  士卒 

の氣 たるむ ものなる ゆへ、 士卒の 勇氣 たは まや、 き ほ 

ひぬ けぬ 內に、 戰を 決して 早く 引取り、 長く 敵地に 居 

らぬ檨 にせよ と 云 こと を 云た る な り、 殺 敵 者 怒 也と 

は、 總 じて 平生 怯き もの 弱く かひな き 人 も、 一 旦 怒に 

乘 じて は、 人と 爭 ひ闘爭 にも 及ぶな..'、 然るに 合戰 と 

云 もの は、 上 の 催促に よりて 我に 意趣 も 遺恨 もな き 

人と 戰て 、是を 殺ん とす、 上下 心 を 同く し て、 上の 怒 

b 玉 ふ を 見て は、 我 私の 仇の 如く 骨髓に 徹し て 怒る 
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に んば、 誠に 世話に 云る 軍役と 云 ものに なりて、 精 

力 を 奮て、 是非とも にこれ を 殺 ん とまで は © ふま じ 

きな 、名將 は.^ 情の かく ある こと を 明かに 知て、 方 

略 を 設けて 士卒の 氣を 奮激せ し め、 その ま 激の氣 に 

乘 じて、 一 戰を はじむる 時 は、 よく わが 私の 仇 を 伐つ 

如く、 身命 を 忘れて 戰 ふゆ ゑ、 多くの 敵 を 殺し て、 大 

軍 を も 切..' 崩す こと. な り、 然れば 敵 を 殺して 勝利 を 

なすは、此«激の氣な.^.、もし長陣に 及で、 力 疲れき 

ほひぬ け、 # 激の氣 た ゆむ 時 は、 軍に 勝つ こ i あるべ 

からす、 此篇を 作 戰篇と 名付けた る も、 此意 にて 、上. 

の 文に 長陣を 戒めた る も、 專ら此 道理 を 說ん爲 なれ 

ば、 此 一 句尤 この 篱の肝 文と 云つ ベ し、 祖 しこの 怒と 

云に 付て 、古來 の 名將、 方略 を設て 士卒 を 怒らし め 、 

軍に 勝た るた めし 少なら す、 齊の國 七十 餘城を 燕の 

國の將 軍 樂毅に 攻め 落さ れ、 僅に ず ：！ 即 墨の 二 城の こ 

,9 たる 時、 樂 毅は讒 によりて 本 國に喚 反され、 別の 大 

將 代りに 來れ り、 即 墨の 城に は田單 こもりけ るが、 田 

單 反間 を 放って 城 中より 陈參 しなる 者 は、 城 中の も • 

のと 意趣 あ， 9 て、 殊の外に 惡 むな. '、悉く 剣り なば 城 

中の 士卒 喜ぶ ベ しと 云 はせ け れ ば、 彼將尤 とお ひ悉 


-_  ハ  ムス ル r テ  ニス レハ  ノ  ヲ  ル 

故智- 將務. 食 於 敵； 食，， 敵 一 鏵赏： 

吾 一 一-十-興 憩 纤 一 右 赏， 吾 一 一 十 

石&: 

この 段 は 上に 千里に 糧を餓 る 費 を 說 たる をう けて、 

又 因 =糧 於 敵 一 わけ を 云 へ り、 昝將 は智の 深き 大將な 

り、 務食於 敵と は、 1 敵の 兵糧 を 食す る こと を務 ると 云 

ことなり、 務 ると は是を 導 一 のこと として、 精 を 出し 

て かやう にす る ことな，. >  、前の 段に 云 ふ 如く、 本國ょ 

b 兵糧 を述ふ 費英大 なる ゆ へ 、智 深き 大將 は、 さし あ 

たる 合戰の 勝負に 心 を 用る ばかりに 非す、 合 戰に勝 

ちても、 末々 國の よはり になる こと を 慮て、 敵の 兵糧 

を 食す る こと を 募 一 とすると な り、 されと も 敵の 兵 

糧 レ土：：^す る こと、 是 又 智將に 非れば 能 はざる ことな 

り、 1 鍾とは 六 石 四 斗 を 一 鍾 とす、 日本の 六 斗ば か 

なり、 當吾 二十 鍾と云 は、 敵の 兵糧 を 一 鍾食 すれば、 

手前の 兵糧 二十 鍾 がけの、 つよみな リと云 意な， 9、 そ 

の わけ は、 轉輸之 法、 千 E! 輸 Jg 、費 三十 一得」 と あ-り、 

是は 治世 の 如くに： 次 にても、 他 ffi の 人 を 用べき 
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に 非す、 吾國 より 敵國の 陣 場まで、 日本 道 百 里 ばか 

,9 の 長途の、 舟の かよ は ぬ 陸地 を、 兵糧 を はこぶ 時 

は、 人馬の 食物 諸事の 入 目 を 引 て、 二十 分 一 ならで 

は、 さきへ 屈かぬ と 云 ことなり、 いかさまに 一 疋 の！！ il- 

をつ ぎ もせす、 一 人の 夫 か は b- もせす、 衣類 雨具まで 

取 付けて 百 里 ほどの 道 を ゆ か ば、 次第に 人 もく た 

びる ベければ、： n 數 も往來 かけて は 三十日に 近 かる 

ベ し、 馬に も 多く は駄 する こと 叶 ふま じく、 路 次の 警 

固、 野 陣の入 目 を かけて は、 二十 分と つもりた る名將 

の 法 、違 まじく 思 はる.. - なり、 前 漢の趙 充國が 語に、 

1 馬 を 以て、 自ら 三十日の 食を駄 負す と 云へ b  、三十 

日の 食と は、 米 二 » 四 斗、 麥八斛 に て、 一 日の 食 人に 

米 八 升、 馬に 麥ニ斗 六 升の つもち なり、 日本の 升目に 

して は、 人に 米 七 合、 馬に 麥ニ 升餘 のつ もり な り、 1 

疋の 馬に つけたる 食物 を、 人 一 人馬 一 疋 にて 三十日 

に 食ひ盡 すなれば、 三十日 路 ほど ある 處へ、 兵 頼 を 本 

國 より 送る こと はな.. > 難き はす な，. > 、然れ ば 味方よ 

り 取 よ すれば、 二十 倍の 物ス か、 る を、 敵地に て 直 

に 敵の 兵粮 を 食す る なれば、 一 鍾當 二十 鍾な り、 意 杼 

と は、 蒽は萁 の 字と 同じく、 豆 が ら のこと な.^、 1^ は 
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に 七 を 失 ふと は 云 ひ 難し、 用べ からす、 

公-家 ズ 費、 破ハ 車ぶ i 馬、 甲 冑 矢 驽、 

戟 楣 蔽- 櫓、 丘-牛 ノ大 車、 十 去， 其ノハ 

上 三 段に は 下の I を 云 て、 此 段に は 上の 費の こと を 

云へ，. >  、公家と は、 公 はお ほやけ とよむ、 家は國 家の 

意に て、 上の 費び こと を 公家 之 費と 云な り、 甲 はよ ろ 

ひ冑 はかぶと なり、 俊 訓には 取 逢て、 甲 を かぶと 冑を 

よろ ひとよめ り、 矢驽 は、 矢 はやなり 弩は驽 弓 な り、 

弩弓を 云 へば 常の 弓 もこ もる な り、 異朝に は 多く 弩 

弓 を 用 ゆ、 材， 5:" 贩張 とて、 大力の SR をえ ら び、 脚に て 

ふませて 弓 を はらす る な り 、マ あ 翁の 驽、 千鈞の 弩と 

て、 弓の 至極つ よき は、 此驽 弓に こえた る ことなし、 

一 放しに 矢の 二三 百 も 出る 樣に しかけた る も あり、 弩. 

弓なら では 弓の 大 わざ はなき ことなり、 日本 にても、 

古 は太宰 肘な どに は、 驽師と て 驽弓 を敎る 役人 あり 

て、 習 はしめ たる こと、 古書に 見えた b  、講義 本に は、 

矢弩を矢弓に作，.^、開iー•「：說約大全などには、弓矢に作 

る、 今 集注 本に 從 ふな b  、戟楣 と は戟は ほこな り、 か 

L,  nn^^  ^  ま 


四 〇 

ぎの 二つ ある ほこな り、 十文字の るいな り、 槻 はたて 

なり、 蔽櫓は 車の 上に 立る 大盾 なり、 一 本に は 矛 格と 

あ， 9、 矛 は 長刀の 如くに て、 かぎの ある ほこ なり、 丘 

牛大車とは、兵糧をはこぶ大^^を云、丘牛 とは、丘は 

大 なり、 大きなる 牛と 云 ことなり、 その 牛 を かけて 引 

かする 大車 のこと なり、 一 說に は、 前に 注せる 丘 旬の 

法に て、 五 百 七十 六 家より、 牛 十二 疋を 出す により 、 

民よ.^ 軍役に て 出す 牛 を 丘 牛と 云と も 云 へ -.^ 、然れ 

ば 牛 をば 民より 出し、 車 をば 上 より. E. はると 見えた 

^、十 去 其 六と 云 は、 是も 過半の 損 C と 云 ことなり、 

前の 百姓の 費に は、 十 去 其 七と 云 ひ、 こ、 の 公家の « 

に は、 十 去 其 六と 云た る は、 兩方 文ケ- 互に し て、 十に 

六 七 を 失 ふと 云 ことなり、 かたくに は 七と 云 ひ、 か 

たくに は 六と 云た るに 拘る ベ か ら す、^ 注 本の 注 

に、 一 本 作 十 去 其 七と あり、 然れ ば兩方 共に、 七の 字 

にかき たる 本 も ありと 兌え たり、 此 段の 意 は、 上の 段 

にある 如く、 民 百姓の « 夥しく、 それの みならす、 上 

の 費 は 戰車を 打破り、 もっかれ 煩 ひ、 甲 弓矢、 戟 

もちた て、 大盾小 荷駄 車まで、 十の もの 六 七に 損失す 

ると なり、 
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國 本の 吾が 組合 ひ、 一 丘の 民 百 四十 四 軒、 一 甸の民 五 

百 七十 六 軒へ、 金銀 を 取に さしこす ゆへ J 右の なかま 

にて、 もや ひて 出す 金銀の 高增 して、 勝手 ことの 外に 

せ はしく なること を、 急 於 丘 役と は 云な り、 

力 屈 財 殫，， 中 原： 內 虛. 於 家； 百-姓 ノ 

之 費 十 去 二 其 七；  . 

1 本に、 財 殫と云 二字な くして、 力 屈 中原と あり、 上の 

二 段に、 ffi 内と 陣處 にての 費 多き こと を 云た る を、 此 

段に 結びて 云へ り、 皆 下の 費な 、上の 費の こと は 下 

の 段に あり、 力 屈財殫 中原と 云 句 は、 上の 近 於師者 * 

賣、 意 買 則 i 財竭、 財竭 則 急 於 丘 役と 云 三 句 を 結 

て、 陣處 にての 費 を 云 へり、 力 屈する と は 精力 屈しく 

たびる  >  ことなh^、中：s-は中國を云、中國と云は中華 

の 總名を も 云へ とも、 こ、 にて は吳國 より 云 た る詞 

にて、 齊©晉 宋の國 々は、 諸圃の 中に て 1§ 野う ちつ > 

きね る國 共なる ゆへ 、中 K と 云、 吳の國 、越の 國、 楚國 

などの 樣 なる 邊國の 君、 弓矢 を 取て 軍 をす るに は、 中 

國の 方へ 打て 出る 時 は、 威名 を 天下に ふる ひ 、霧 王の 

紫 を 成就す る ゆへ、 是 を專途 とする こと、 日本 にても 

1 .  


戰國の 時分 は、 京都の 方へ と 働く を 弓,^ 1 のかせ 

ぎと する が 如し、 此書は 孫子が 吳 王に 說 たる 書に て、 

吳國ょh^逮境へ軍を出すと云 へ ば、 皆 中原へ 働く こ 

となる ゆ へ 、遠國 の陣處 にて、 民の 精力 屈 し、 財寶竭 

ると 云 こと を、 力 屈して 財 中原に 竭 くと 云た るな り、 

古來の 注に は、 中原 を 只 野原の ことと 見て、 大 軍の 陣 

處 は大， t 野原なる 意に、 51 得て、 陣處と 云 こと を、 中原 

と云たると說けh^、尤中原は只野原のこ と に 用る こ 

と、 詩經 なと に は あれ ども、 此書 などに て は、 親切な 

らぬ なり、 內虛於 家 と は、 上の 國之貧 於 師者遠 轍、 遠 

輸則 百姓 贫と云 二 句 を 結びて、 領內の 費 を 云へ り、 內 

と は領內 な， 、家と は 士卒の 面々 の 家々 なり、 虛 しと 

は財寳 悉く 靖て、 家 內には 何もな きこと な， 、遠 境へ 

兵粮 を 運 ふ 時 は、 領內の 民家 は 皆签 逾 になる と 云 意 

な b  、百姓 之 費 十 去 其 七と は、 中原の 陣處も 力 屈し、 

財资竭 き、 領内の 民家 も 皆 虛 なる 樣 にある 時 は、 下 

たる 百姓の 費 は、 十の 物にして、 七つ ほどなくな， fts た 

る 積. 0 な， 9 と 云 意な り、 十に 七つと 云 は、 ロハ 過半と 云 

ことと 心得べ し、 施 子 美が 一 說に 、七十ず〕 家 を 以 て、 

十 萬 人 を 養 ふと 云 算用に て 注し たれ ど も、 それ は 十 
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云な， 9、 國 とは顿 分の 民 を 云、 貧 於師と は、 軍陣 ある 

ゆ へ に、 勝手 あしぐ なること なり、 逮輸と は 遠 國へ兵 

糧をはこぶことな^^、領分の民の軍陣ゅべ に、 勝手 あ 

しズ なり、 貧乏す ると 云 は、 遠國へ 兵糧 を 運ぶ 故な り 

と 云 意な り、 尤近 境に て戰ふ も、 事な きに はしか ざれ 

ども、 遠國へ 兵糧 を 蓮ぶ こ と、 民の 大きな る愁な る 

故、 かく 云 へ ^、遠 輸則 百姓 貧と は、 遠國 へ 兵糧 を 運 

ぶ 時 は、 ffl 分の 民 百姓、 かな らゃ 貧困す るな，？、 

近，， 於 師， 者 貴賣、 貴賣則 百姓 財 

竭、 財 竭 则 急，， 於 丘 役； 

この 一 段 は、 下の 費 の tS に て、 戰場 にての 費 を 云な 

り、 近於師 者と は、 師とは 吾が 陣處 な b 、わが 陣處の 

近邊に 居る、 敵方の 在家 を 云 な り、 近 於師者 貴賓と 

は 、大窜 の陣を 取りた る近邊 は、 其處の もの ども 利 を 

貪て、 必諸 色の もの、 何に よらす 高直になる ものなる 

を 云 へ り、 锻寶則 Kn 姓 W 竭と は、 百姓 は 味方の 百姓な 

,.=.^、 吾國の 民の 軍兵に 調 まれて、 敵國 に在陣 する もの 

VJ 措， 0 て 云な， CS  、士卒の ことなりと 見る ベ し、 吾陣所 

の 近邊に て 、賣物 の價 高直なる 時 は、 手前の 車 兵の 财 


贊竭 ると 云 こと ケ、 百姓 財竭と 云な り、 财賜則 急へ あ 丘 

役と は、 丘 役と は、 十六 井 を 丘と 云、 役は眾 役な り、 周 

の 司 馬の 法に、 民の 家 一 軒に 就て、 百： S の 田 を 耕し、 九 

軒に て 田 九 百 tg を. 一 井と 名つ け、 其 I 井 を 四つ 合せ 

て、 民の 家 數四九 三十 六 軒、 田地 高 も 四 九 三千 六 K=:g 

を 一 邑と 名つ け、 其 一 邑を又 四つ 合せて、 民の 家 数 三 

四の 十二に、 又 四 六 1 一十 四 せて 百 四十 四 軒、 田地の 

高 も 同し 算用に て、 一 萬 四千 四百 畝 を 一 丘と 名づ. く、 

是 十六 井 を 一 丘と 云な り、 其 一 丘 を 又四ッ 合て、 一 四 

の 四に 四々 十六 を 二つ. ffi ね て、 民の 家數 百 七十 六 

軒、 田地の 高 も 同じ 算用に て、 五 萬 七 千 六 百歃を 一 甸 

と 云て、 此 一 甸ょ， 9 の 軍役、 K 四 匹、 牛 十二 匹、 軍車 

1 兩、 武者 七十 五 人 を 仕立て、 出す 也、 是を丘 甸の役 

とも 云 ひ、 丘 役と も 云な 、張預 が 注に 七十 萬 家の 力 

をば て、 餉を十 萬の 師に 供す ると 云た る も、 右の 算用 

にて、 八 分 一 のつ も，. y に 合な り、 財 竭刖急 於 丘 役と は、 

财竭 ると 云 は、 上の句 の 百姓 财竭と 云 をう けたる 詞 

にて、 軍兵に 調れ たる 百姓の、 敵國に 陣取て S る もの 

どもの 财资 を、 陣場 にて 物の 僚 高直なる 故に、 悉く 使 

ひ竭 したる こと を 云な り、 かく 陣所 にて WIS 竭れ ば、 


は， 云た るな 、され ども、 竹 木 は 何く に ある もの を、 

陣具を 持 行べき に 非す、 敵地に 川 あらんに、 それ を 渡 

んとて 舟 を 陸地 を 持 行 ベ きに 非す、 又 兵 具の るい も、 

报失多 時 は、 敵の 兵 具 を * 取て 時の 用 をた す も、 戰場 

の 通 法な り、 况ゃ 此篇の 末に も、 敵の 車 を 奪取て 川る 

こと を 云 たれば、 强 ちに 本國の 器用なら では 用 ざれと 

云 ことに は 非す、 唯 兵糧 を本國 より はこぶ こと、 费多 

きこと V- 云ん 爲に、 云た る 句 な，？ と輕く 見る ベ きこ 

となり、 古來 多く 此 句に 泥み て、 欉々 の說 あり、 國と 

云 は敵國 な.. と云說 あ...'、 是處々 の 文例に 違 ひ、 その 

う へ 下の句に は 敵と 云 ひ、 此 句に は國と 云、 問 もな き 

內 にか やうに 詞をか へ て、 紛ら はしく 書くべき 樣な 

ければ、 誤りの 說 なり、 又 器 川 損したら ば、 本國 より 

取りよ せて 用 ゆ ベ し、 兵糧 は敵國 にある を 用べ しと 

云說 あれ ども、 是又 泥み たる 說 な り、 敵の 兵 具 は、 決 

定 して 味方の 用に た、 ぬと 云 道理な け れ ば、 必本國 

より 取よ す ベ き檨 な し、 又 SI. 用 は輕く 兵糧 は 重き ゆ 

へ 、器用 をば 本國 より 持 行と 云說 あれ ども、 雲梯 Slf: 樓 

のる い、 輕 きものに はな けれども、 持 行す して 叶 はぬ 

なり、 唯 器用の るい は、 尤损失 は あるべ けれ ど も、 兵 
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糧の 如く その ま、 食 ひ へ らす ものに てな け れ ば， 本 

國 より 持 行て 用 をた さる、 もの な .9、 兵糧 は長陣 を 

する ほど 夥しく 入る もの に て、 跡よ. 9 はなくなる も 

みなれ は、 敵の 糧を 奪て 食す る を 以て 第 一 の 計と す 

る 意に て、 取 用 於國の 一 句 は、 け h- やうに 云た ると 心 

得べ し、 それ ゆ へ に 下の句に、 故 軍 食 可 足 也 と て、 食 

物の HJ ばか 云て、 器用の こと をば 云 はぬな り、 され 

ども S 糧と云 こと 大切の こと な り、 敵 も 用心 をす る 

もの なれば、 敵の 兵糧 も輒く とらる べきに 非 や、 又 古 

よ，.^  士卒の 亂妨 をす ると て、 鄕 村へ うち、 り、 營陣を 

空 やして 敵に 襲 はれ、 不覺を 取た るた めし 少 きに 非 

や、 故に 孫子 上に 善用 兵 者と 云た.. >  、軍の 上手に あら 

ざれば、 sss こと も 又な り 難き ことと 知べ し、 

國ノ之 A 於 師， 者 遠 ク衡遠 輸則 百- 

シ 

姓 貧、 

これよ.. >  下 、十 去 其 六と 云まで は、 又 前の 意 を 反複し 

て、 遠 境へ 軍 を 出す こ と、 上下 共に 費 多き こと を 云 

て、 十 去 其 七と 云まで は、 其 内に て 取り わきて 下の 疲 

れを 云、 この 一 段 は、 下の 費の 內 に て、 領內の 疲れ を 

三^ 
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. ^て 勤る ことな b ヽ當 年の 戰に、 當 年の 年番の もの 打 

たるれば、 兵卒 不足なる によりて、 來 年の 年番の もの 

をく， 0 こして S よす る は、 ^5 る 意なる ゆ へ 、借る と 云 

と 見た る說も あり、 是 にても 通 すれ ども、 少し ま は.^ 

遠き 說 なり、 糧不三 載と は、 糧は兵 鶴 な り、 載す ると 

は 車に 載す ると 云 ことにて、 兵粮 を はこぶ ことなり、 

三た びの せす と 云 は、 出陣の 時に、 國 境まで 兵粮 を 車 

に 載せ はこびて 送り、 歸陣の 時、 又國 境まで 兵粮 をの 

せ 運びて 迎る ばかり に て、 兵粮 を はこぶ こと 都合 兩 

度な り、 敵地 へ 兵賴を は >  J び 送る ことなき ゆ へ 、三た 

び 載せす と 云な り、 是又 速に 戰て、 長陣 をせ ざる 利 を 

云な り、 通 典 の 注に は、 舟と 車と 人夫と 三 段に 送る 

を、 三た び 載す ると 云と 云へ， o、 海 川 をば 舟に て 送 

、平地 をば 車に て 送 、險阻 をば 人夫に て 送る なれ 

ば、 平地、 險山、 海 川と 三重に つ ぎ て、 兵 頼 を 送る は、 

誠になん ぎなる ことなれば、 是を 戒めて、 糧不三 載と 

も 云べ けれども、 三つ を 重ねたり とも、 近くて 速 かな 

らば、 苦し かる まじき ことなり、 海ば か h^、或は山ば 

か..^、 或は 平地ば かりに て も、 遠 境へ 想 を 送らば、 其 

費 ％ しかる. ベければ、 IS れる說 なるべし、 取 用 於國と 


=1 六 

は、 用 は 器用と てうつ はものな り、 總 じて 兵 具 その ほ 

か 入用の 道具 を 云 べし、 國とは 本國な b 、本陣の 時 兵 

具 其 他の 諸道 具 をば、 本 國 より 持 行べ しと 云 ことな 

.=^、因糧於敵とは、兵粮をば敵國にて取て&1ふと云こ 

とな..^、因とは新しく支度せす、もとょ..=>ぁる物を直 

に 取て 使 ふこと な， 9、 敵國 に 於て 敵の 朝夕 を 養 ふと 

て、 賴置 たる 兵糧 を 奪取て、 方の 用に 立よ と 云 こと 

なり、 故 軍 食 可 足 也と は、 よく： 束 をす る大將 は、 かく 

の 如くす る ゆ { 、兵糧 を本國 より 述ば すして、 軍 中の 

食物 不足な く ある ベ しと 云 こと な ，9、 畢 竞長陣 をし 

て、 敵國 へ本國 より 糧を 運ぶ は、 人民の 大ゐ なる 疲れ 

となる こと をつ よく 云. べき 爲に、 かく 云た るな. 0-、 取 

用 於 國と云 句 も、 下の 因糧於 敵と 云 句 を 云ん 爲に、 本 

國ょ. -持行 やして 叶 はぬ 物 を 云 たるな . ^、太刀、 刀 

翁、 弓矢な ど は、 人々 の 得道 具、 長短 大小の 寸法、 それ 

,---の手に合^:^る程ぁり、其外の 攻具等 も、 兼て 出陣 

の砌. 9、 廟算の 上に て、 此度は 如何様の 働 をすべき か 

と、 方略 をき はめて 打 出る ことなれば、 持 出す して 叶 

はぬな，.^、 其 外 入らで 叶 はぬ 物 を 持 ゆかす、 事に 臨て 

手 をつ く は 、思慮の 淺 きが 致す 處 なれば、 取 用 於國と 


陣 の害甚 しき こと を、 反覆 丁寧に 說て、 こ、 に 至て 利 

害の道理，^^ 一  言に 說盡 して 云ら く、 かく ある 故に、 軍 

を 起して 害の ある こと ど も を、 根 葉 を 籤して 知る ベ 

きこと な 、箇 樣に戰 ひ、 箇樣に 計 を 運ら して、 こ > 

に 勝利 あり、 こ /1 に 得 ありと、 何 ほど 明か に 知た る樣 

なりと も、 それ はま だ 前方なる ことな. CN  、勝利に 目 を 

付けて は、 見る ところ 必 明かなら す、 害の ある 所 を、 

底 を識 して 知て こそ、 利の ある 處を も、 底を盡 して 知 

もる ベ けれ、 害の ある 處を 底を識 して 知らざる も の 

は、 何としても 利の ある 處を、 底を盡 して 知る こと は 

なる まじき とな h -、 

クルチ  ハ ■,  タビセ  タビ  * 

善用 Jii ハ者、 役 不，， 再籍； 糧 不，， 三 載； 

取， 用 於 國， 因 1 糧 於 敵； 故 軍， 食 1ST 

レ足 也、 

善用 兵 者と は、 取 を 上手に する ものと 云 ことな ひ、 但 

し 孫子が 意 は、 上の 段 を 承て、 よく 第の 害 ある 處 をつ 

くして 知た る 人 を 指し て、 善用 兵 者と 云た る ことな 

^、何 ほど Ssf の 勝利 を 得る 處を よく 知..： V  、合戰 を 上手 
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にしても、 軍の 害 を 知らぬ 人 は、 必不覺 を と り、 滅 

を 招く ゆ へ 、孫子が 心に は、 軍 をよ くす ると は 云 はぬ 

なり、 役 不再鐯 と は、 役と は 民 を 役に あて 軍 中へ 召 

連れ、 軍兵と して 使 ふこと な，.^、 古 は 兵 農い まだ 分れ 

やして、 ft 民 を 以て 軍兵と せし な.. >  、日本 にても 古 は 

かくの如し、故に當代武家の官職を役と云は、もと21- 

兵ょり起^^し詞なり、籍とは伍籍のことなり、伍は五 

人 組に て、 備 立の 本 は、 五 人 を 一 組と する より 組 はじ 

むるな り、 籍は着 到の 帳な， 9、 着 到の 帳に は、 組備を 

分けてし るす ゆ へ 、伍籍 と 云、 然 れば籍 すると は 着 到 

の 帳に 付けて、 軍兵の 列に 入る ことなり、 再籍 する 

と 云 は、 最初い くさ を 起して 打 出る 時、 民 を ゑら びて 

伍鐯 にしる し、 他國に 赴け ども、 軍 利 あらやして 多く 

うたれ、 或は 年 を 經る戰 ひなれば、 去年 ゑら びし 軍兵 

は、 か はりて 故 鄕に歸 る ゆへ、 再び 別人 を 着 到に 付け 

て 本國ょ 軍兵 を 呼よ する を、 再籍 すると 云な..^、 役 

不再鐯 と 云 時 は、 速 かに 戰て 勝利 を 得、 長陣 をせ す、 

又 打 死 もなければ、 最， 初 召 れ たる 軍兵の ま、 にて、 

再 軍兵 を 調ら むこと なき を 云な h. -、 一 說に鐯 の 字 を 

かると よむ、 民 を 役に あて /'軍兵と なすに も、 年番ぁ 
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返 治し、 亂逆を SS るに は、 せで 叶 はぬ わけ に て、 軍 を 

するな， 9、 此 道理 を 知ら す、 是を 好で 久く戰 をな せ 

ば、 必 下の 怨 より、 樑 々 の變を 生 すると 云 意な り、 

又李衞公は 、^1!_ノ機事、以，速爲，舯と 云、 へ り 、機 事 と は 、 

たと へば 禪 機の 如し、 一 機相投 すると ころ、 間に 髮を 

容れ す、 此圖 をはづ さす 戰て、 大敵 を も 挫く わざなる 

ゆ へ 、速なる を 以て 祌妙 とする な り、 故に 施子类 は、 

此段を 注して、 得 失， 機 毫釐 間 耳と 云 へ り、 圆 にあ 

たると 圖 にはづ る、 と、 1 塞 1 釐の 間 だゎづ かの ま 

なる を、 ひた ものに 戰 ふべ き圖 をはづ し、 返く ベ きぐ 

わい を 失 ひ、 おの づ からに 長陣 をす る こと、 誠に 愚將 

のす る ことな， CN、 

夫 兵 久メ而 國ノ称 「ぎ、 未，， 之 有， 也、 

上の 段に も 夫と 云て、 こ、 にも 又 夫と 云 こと は、 久く 

戰 ふこと を 孫子 深く 誡 めて、 く， 9 か へして 云 ゆへ、 又 

語の 端を更 めて 云な b  、軍久 くや i やして、 其 國の利 

となる こと はなき ことなりと 云 意な り、 

故 不. 盡 「知 用ノ k ハ 之 齊者、 則 不. 能 


用. 兵 之 利 也、 


是又久 戰の害 を、 上の 文に 云 へ る を 承け て、 利害の 道 

理を說 け.^、 用兵 之 害と は、 軍 をして 害の ある こと を 

云へ. o、 用兵 之 利と は、 軍 をして 益の ある こと を 云 へ 

h- 、盡 知と は、 入 くます み^, \.- 迄の こる 慮な く、、 二 

重 三直の 先き まで を も 知りつ/、 す こと な り、 凡 利害 

は 付て 離れぬ ものに て、 天地の 間に 於て 一 切の こと、 

何事にょらす、利ぁれば害ぁ...^、害ぁれば利 あ り、 利 

あ て 害な きこと なく、 害 あ て 利な きこと なし、 施 

子 美が 說に、 蘇 先生 曰、 見， 其败， 而後 見， 其 成； a- 其 害， 

而後 見-其 利； 心 間 無事、 是以 若， 此 明 也と 云 を 引けり、 

まことに 平 心に て 見る 時 は、 上智の 人なら すと も、 利 

害 明か に靈 して、 くらき こと は ある まじ けれども、 總 

じて 軍 をす る こと は、 或は 貪欲の 心よ，^、 國邵を 取ん 

とし、 或は 蹰慢の 心より、 威權を ふる はんとす る ゆ へ 

起る ことなれば、 大形 は 5^ をし て 利の ある こと をの 

み 思て、 害の ある 處へ は心づ かす、 是 利に 惑 ふ 所よ 

り、 其 心 蔽ひ昧 まされて、 其害甚 しけれ ども 覺 えぬな 

b 、故に 孫子 上の 文 に も、 軍に 费 多く 害 多く、 殊に 長 


る こと を 云へ b  、鈍 兵 挫銳と は、 上文の 其用戰 也勝久 

則、 鈍 兵 挫銳と ある *1? を、 下の句ば かりく りかへ して 

云た るな り、 屈 力と あえ は、 是も 上の 文 の、 攻城 則 力 

屈と ある 句 を、 下ば かト- くり か へして 云な り、 貨と 

ある は、 是も 上の 久暴師 則國用 不足と ある を 承け て、 

その 國用 不足と 云 意ば か..^ 用て、 詞をか へたるな り、 

諸侯と は 隣國の 諸侯な. 9、 乘 其弊而 起と は、 平生は 力 

弱ければ、 吾に 畏れ 從て： H5 たる 諸侯が、 今 吾が 鈍 兵 挫 

鋭 力 屈貨殫 たる 弊に のりて、 よき 時節と 思 ひ、 軍 を 起 

して 攻め 來 ると 云 こ となり、 善 其 後と は、 後 末々 ま 

で、 何事な き樣 によく と の へ て、 治む る こと を 云な 

り、 拙速と は、 拙 はった なし 速 はすみ やか なり、 合戰 

に は 謀 もった なく 下手 なれ ど も、 速に 火急なる を以 

て 勝利 を 得る こと な り、 巧と は合戰 のて だてに 上手 

なること なり、 一 段の 意 は 久く戰 て、 勢 ひた ゆみ、 勇 

氣 もぬけ、 力 も つ き、 財寳 もつ くる 時 は、 士卒 は 外に 

苦み、 百姓 は 國に怨 る 弊 あり、 平生は 力 叶 はす、 我に 

從ふ 隣國の 諸侯、 この 弊 をよ き 時 節 と、 軍 を 起し、 間 

に乘て 攻め 來り、 遂に * 方の 滅！ 3 に 及ぶ べし、 たと ひ 

味方に 智_ 淡 深き 者 あ b とも、 かくの 如く 軍 を 遠方へ 
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押出して、 久しく 戰 ひたる 國の 後々 末々 まで、 何事な 

くよ くと、 の ほり、 全く さ か ふる 樣に する こと はな 

る まじき となり、 故に 合 戰の道 はたと ひ 計に 拙く、 軍 

に 下手な b  ..: も、 疾 雷 不. 及 耳、 牵電 不^. 瞬 ylQ ご 

とく、.^ 急に 勝負 を决 して 利 を 得る こと は、 古より 多 

く 其 ほまれ 聞え たれ ど も、 たと ひ 計に 巧に 合 戰に上 

手 にても、 年月 久しく、 陣を 張-..^ て 益 ある こと をば、 

孫子 はい まだ 睹す となり、 上に は 聞く と 云 ひ、 下に は 

赌すと 云た る は、 文 を 互にした る ものに て、 みる もき くも 

同じ ことな， o- 、 强ち 泥む ことな かれ、 呂氏 春秋に、 兵 は. 

欲。 急捷； 所- 以 一 決 取&、 不可 X 而用 1 と 云 へ 、急捷 は 

急疾捷 先と て、 火急に して はや わ ざ に 先 をす る こと 

なり、 軍 は 火急なる をよ しとす る ゆ へ 、手ぬ るく 後に 

なること なき 樣に、 手ば しかき 働き を このむな り、 そ 

の 故 は 一 時に 勝負 を 決して、 勝利 を 取る ゆへ な，..^、 年 

月 久しく 戰ふ ベ からすと 云 意 な り、 又吳， 徹と云 名 

將は、 兵 貴， 在， 速 と 云 ひ、 杜佑は 兵 者 凶 久則 生， 變 

と 云へ- 9、 凶 薷 は いまく しき 物と 云 ことな.. > 、軍 

は 多くの 人 を 殺す わざな れ ば、 元來 いまく しき こ 

とに て、 人た る もの 、嫌 ふ ベ きわ ざ なれ ども、 惡人を 
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城 則 力 屈と は、 これ も 上下の 句の 勢に て、 久しくと 云 一 

字 を 言外に こめた，.. -、 久攻， 城と 見 るべ し、 落かぬ る 一 

城 を、 久しく 日數を 費して 攻れ は、 將も 士卒ら 力く た 

びれ 屈するな り、 其 間に 必 さまぐ の變 出て 來て、 縱 

ひ 城を攻 落した，. - とも、 其 益な きこと なり、 むかし 玄 

宗の 時、 安祿 山が 亂 起り し に、 張 巡 許 遠と 云 大將、 唯 

陽城に こもり しを、敵の大將、尹子奇令狐潮 これ 

を攻 む、 張 巡 許 遠 天に 誓 ひ、 命 をす て、 城 を 守りし か 

ば、 年月 を經て 漸くに 攻 落し た b  、城 は 落 たれ ども、 

敵の勢 もこれ よ.^ 衰 へたる こと、 唐 書に 見えた， 9、 故 

に 漢の韓 信 百 萬の 兵 を ひ きゐて 三秦を 落し、 趙魏を 

平け、 向 ふ 所 敵な く、 破竹の 勢の 如く 攻な び け、 其 勢 

に乘 じて 燕の 國を 攻ん とせし かば、 廣武君 諫めて、 將 

軍 倦み疲れ たる 兵を擧 て、 堅城の 下に 頓 しめば、 恐く 

は 城を拔 くこと 能 はじと 云け る も、 此 段の 意な. 、久 

暴 師則圃 用 不足と は、 師とは 大軍を 云、 暴す と はもと 

日に てらる ， こと を 云に よ り、 人數を 敵國へ 押出し 

て は、 野に ふし、 山に ふし、 雨に うたれ、 日に てらる > - 

と 云 意に て、 暴師と 云な ..^、大軍を遠國へ押出して 

は、 兵 頼の 運送、 金銀の 入目夥 し く、 國 家の 用度 必不 


足して、 君 も臣も K も 皆 貧困に 及ぶな b  、漢の 世に 文 

帝 景> お ニ代儉 約を專 にして 、民 を 撫養ひ 玉 ひし かば、 

國 豊かに 民 富みけ る、 武 帝に 至て、 天下 富饒 なる 力に 

乘 じて、 大軍を 催し、 匈奴と 云け る 北の 夷 を 攻め、 其 

外 朝鮮 を 平け、 南 越 交 趾を返 治 し、 西域 を從 へ らる、 

武帝 もとより 英雄の 主に して、 賢 臣名將 朝廷に みち 

みち たれ ども、 數十 年の 間 四方 を 征伐し 玉 ふゆ ゑ、 遂 

に は 上 も 下.^ 悉く 貧困して、 盜賊 盛んに 起 、已 に騷 

動に 及ばん とせし も、 孫子が 此誡め を 犯せる ゆへ な 

り、 

レ ラシ  チ キ チ  シ  ヲス it ハ  チ 

夫 鈍. 兵 挫. 銳、 屈. 力 貨、 則 諸 侯 

乘： 其ノ  i^, 而 起 、雖. 有，， 智 者： 不. 能 J  口：： 

せへ 後， 矣、 故 兵 聞，， 拙 速； 未. ま， 巧 之 

キヲ 

久， 也、 

夫は發 語の 詞な ，9、 詞の 端を更 め、 發 端の 語 を S くこ 

と は、 上に 軍に 費 多き i と、 久しく 陣を張 れ ば、 カ疲 

れ 勇た ゆみ 、費い よ/ \甚 しき こと を 云 をう けて、 发 

にて 改めて 端 をお こ し て、 合 戰の 速なる をよ しとす 


して 車 甲冑の 類、 押し合せ て 云 は J5.、 一 日に 千金の 入 

目 を 入れ やん ば、 軍用 調 ふ ベ からすと なり、 然後十 萬 

之 師擧矣 と は、 さやう に 日々 千金 づ A 入 目 を 入れて、 

其 後 やうく に、 十 萬の 人數 はおし 出さる と 云 意 

な hs  、擧 ると は、 地に ある もの を あげ 動かす 意な. り、 

さやう の 費 を いと ひて は、 大軍を やすくと、 十日 

路の 遠方へ 運び出す こと はならぬ とな.^、 千金と 云. 

は、 公 羊傳の 注に は、 百 萬の 錢を百 金と 云と あれば、 

千金 は 千 萬の 餞なる ゆ ゑ、 餞 一 萬 貧の ことなり、 又漢 

の 食貨志 に は、 黄金 四方 一 寸 にて 重さ 一 斤 を 一 金と 

云と あれば、 千佥は 黄金 百 六十 貫目の ことな "り、 然れ 

ども、 沈存 中が. 筆談に、 古今 w 目の 不同 を 論じて、 一 

斤 は 四十 三 匁 三分な りと 云 ひ、 明の 王 元 美が 宛委餘 

編に、 黄金の 重さ 四十 三錢 三分 は、 餞 十 賞 か 二十 貫に 

あたる と 云へ b- 、然れ ば、 公 羊 傅の 注と、 大抵 符合せ 

,.^、 され ども 皆 大槪を 云た る もの なれば 、強ちに 千金 

の數に 泥む ベ からす、 まして 今日 本の 物價と は、 はる 

かに 違 あるべし と 思 はる、 され ども 後來の 考の爲 め、 

里數 斤目の こと を も あらまし を 記すな ，cs、 


其 用 也、 勝 久 則 鈍レ兵 挫 レ銳、 攻 

レ城則 力 屈、 久 暴. 師則國 用 不 JUT 

- 上の 段に は、 まづ 軍に 物 入の 夥しき こと を 云て、 此段 

に は 長 S: の 害 を 云へ り、 其 用 戰 也、 勝 久則鈍 兵挫銳 

と は、 上の 段 をう けて、 箇檨に 十 萬の 人数に て、 千里 

の 外に 働く は 費 多き ことな る が、 其. <數 にて 戰をな 

さば、 とかく 手間 を 取らす、 日數を くらぬ 樣 にすべき 

なり、 たと ひ戰に 勝つ とも、 久しく 日數 をく り、 長陣 

を すれば、 勇氣た ゆ み、 將も卒 も 皆 惰る氣 になり て、 

思 はぬ 不覺を 取る ものな， 0、 兵 を 鈍らす と は、 兵 は 兵 

具な b  、純ら すと は、 わ ざの よ き 切れ もの こぼ 

れ、 鈍刀になる に喩 へ て、 勇氣 のぬ くる こと を 云な 

、鋭 を 挫く は、 銳 はする どな b とよ み て、 矛の 先き 

剣の 先き の、 とが b たる こと を 云な hs  、剣戟の きっさ 

きのく じけ 折た ろ 如く、 武勇の 鋒な まると なり、 むか 

し 樂毅と 云 名將、 燕の 昭 王の 命 を 街み、 齊の國 へ攻入 

り、 暫時の 間に、 齊の國 の 七十 餘城を 落した， 0 しか ど 

も、 莒と即 墨との 二 城 をお としかね て、 三年まで 平け 

得す、 遂に 田單に 破られた る も、 久しき の 失 な り、 攻 
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總數を 以て 、千里の 外へ 押出さん に 、其 兵粮 米 馬の 豆 

翁 等 を 蓮ぶ，.^ を 云な り、 但し 異國の 千里と 云 は、 古 は 

周 尺八 尺 を 一 步 とす、 周の 一 尺 は 日本 今の 曲尺 の 七 

寸ニ分弱な..^、これを知る£は、唐書に開元通寳徑八 

分と あり、 今 世に 殘， る 開元錢 を、 曲尺に て はかる 

に、 又 凡 分 あり、 是 唐の 尺 は 即今 の 曲尺と 同き なり、 

扨 周 尺 は隋書 に 、後 周の 玉 一尺 は、 晉前 尺に 比する に、 

1 尺 一 寸 五分 八 釐と云 ひ、 通 典に、 玉 尺 を 論 し て、 大 

尺の 六 之 五に 當 ると 云り、 晉前尺 は即周 尺な り、 大尺 

は 唐 尺に て、 即今の 曲尺な り、 H てこれ. V 算 し て、 周 

尺 は 今の 七寸 一 分 九 厘 六毫三 絲に當 ると 知 る、 故に 

, 七寸ー 一分 弱と 云た る な り、 然れば 周の 一 步は 今の 五 

尺 七寸六 分な り、 一 里 を 三百 步 とする 時 は、 曲尺の 百 

七十 二 丈 八 尺に て、 四 町 四十 八 間、 千里 は 四千 八 百 町 

なれば、 百 三十 三里餘 な り、 周の 末に は、 或は 六尺 を 

1 步 とし、 或は 六尺 四寸を 一 步 として、 其 制諸國 同じ 

からす、 秦に 至て 一 統 して、 六尺 一 步に 定め た り、 六 

尺 を 一 步 とする 時 は、 1 里 三百 步は、 今の 三 町 三十 六 

間にて、 千里 は 三千 六 百 町即百 里な り、 されば 本文に 

千里 餓賴と 云 は、 大抵 日本の 里數 1^ て、 百 里より 百 1;1 


三十 里 ほどの 道 なれば、 平生の 道に して、 十日 路程 を 

兵粮 を は こぶ i な，. > 、內外 之 費と は、 內 は領內 な..^、 

外 は 軍 所な り、 賓客 之 用と は、 客人の ま か な ひなり、 

軍 あれば 隣國 より 使者の 往來も あ.^、 又 反間 游說の 

士 にも 入用 を考 へハ 金銀 を與 へ て、 諸國 へう ち 散し、 

計 策 をな さしむ、 漠の 高祖の 千金 を陳 やに 與 へ 、反間 

をな さしむ る 誠、 又は 軍 中に て 士卒へ 饗應を 賜る も、 

軍用の 外 なれば、 この 賓客 之 用と 云內 にこ もる と、 王 

晳、 施 子 美が 注に あり、 膠漆 之材と は、 弓 其 外 諸の 兵 

具に 用る、 にか はうる しなり、 材と云 は、 材木の 材に 

て、 にか は うるし は、 其領內 よ，.^ 出る もの なれば、 是 

を 買 取る に 及ばす、 材木 を. H よち 伐り 取て 使 ふ 如く、 

其國ょ b 出る もの を 直に 用る を 云な，.^、 車 甲 之.. 奉と 

は、 車 は 軍車な り、 甲 は 甲胄な り、 舉は奉 養の 意に て、 

車 は 軍 をのせ、 甲胄 は 軍士に きすれば、 皆 5^  士を舉 養 

する もの ゆ へ 、奉と云なり、4^1,め膠漆之 材 は、 細かな 

る 費 を あげ、 車 甲 之 奉 は、 大きなる 費 を あげ た り、 日 

費 千金と は、 右の 如く 十 萬の 軍兵に、 四千 匹 の - 忠、^ 

二 千 匹の 牛 を、 十日 路の外 へ 出す 時 は 、領内 軍 所の 

入 目、 賓客の もてなし、 細に して は 膠漆の 類、 大き 14 


をのせ て a 引 自由なら す、 革に て つ  みて 丈夫に こ 

しらへ、 守て 動かざる ゆへ、 あま； £ の 名 あ り、 牛 十二 

匹に て 引かす る 也、 馳車を は 千駟と 云. ひ、 革 摩 をば 千 

乘と 云、 何れも 車 千の ことなれ ども、 馳車は 馬に か 

け、 はせ 引き を 第 一 にす る ゆへ、 馬へ かけて 詞を 立て 

て、 幾駟と 云な り、 革 車 は 荷物 をのす る 爲 め、 幾乘と 

云な，.^、 總 じて 古 は 車 戰と云 こと ありて、 軍に は 又 車 

を 用 ゆ.、 それ ゆ へ 軍の 字 も 車に 從 ふな. >、Biis は大國 

, にて、 平地 多き ゆへ、 車 を 用た ると 見えた，. y  、押 前に 

は a 車 を 先へ 立て、 革 車 を 後に す、 陣を 取る 時 は馳単 

を ま は hv に S き、 革 車 を 中に をく、 戰に 臨て は 車 をな 

らべ て備を 立て、 是 にて 矢 鐡砲を も 防ぎ、 又 休息 を も 

するな. CS, 懸れ ども 妄に 懸ら す、 崩る /- 時 も、 大 崩れす 

る ことなし、 故に 三代 戰國の 間、 專ら是 を 用 ひたるな 

、後代に 及で、 騎兵 を專 にして 合戰 をす る ゆ へ、 自 

ら車戰 の 法す たれ、 御者の 法 も、 車の 制 度 も、 皆 絶て 

傅ら す、 節制の 軍に 心 ある 名將、 車 戰の法 をと. り 起ん 

とすれ ども 叶 はす、 代々 北狄の 禍中國 にたえざる も、 

此法 すたれたる 故な りと 云へ り、 實に北 狄の夷 は、 馬 

の 名人 なれば、 馬 入れ を .i- むこと、 車戰に 非ん ば 叶 ひ 


雛 かるべし、 帶甲十 萬と は 、帯 甲 は 甲 を 帯す とよむ、 

武者の >  J となり、 武者 十 萬 と は、 馳 車に は甲士 三人、 

步卒 七十 二人、 合て 七十 五 人な り、 甲士 は大將 にて 車 

の 上に あり、 前 拒、 左 角、 右 角と て、 二十 四人づ 前と 

左と 右と に備を 三つに 分けて 立る な り、 革 車に は坎 

子と て 、食事 を拖 る 者 十 人、 守 装と て 、衣類 兵 具 を 司 

る 者 五 人、 厩 養と て、 馬 牛 を 詞ふ者 五ム、 樵 汲と て、 薪 

を 取り 水 を 汲む もの 五 人に て、 合て 二十 五 人、 然れば 

a 車 一 つ、 革 車 一 つに て、 人數百 人づ， -、 a 車 千駟、 革 

車千乘 にて は、 都合 十 萬 人な. り、 然れ ども 帶 甲と ある 

時 は、 合戰 をす る 武者ば かりの MJ なれば、 馳 車の 方ば 

かり を數 へ て、 七十 五人づ 、都合 七 萬 五 千なる を、 

孫子 大數を 擧て十 萬と 云 へ るな り、 栴堯 おが 說に は、 

馳 車の 方に、 甲 士步卒 合て 二十 五 人、 革 車の 方に、 甲 

士歩卒 合て 七， 十五 人に て、 都合 十 萬 人と 云へ り、 尤時 

の 手配りに よりて、 箇榛 にも ある ベ けれども、 蒈 操の 

新書の 說 より、 代々 諸家の 說 前に 述る 如し、 大 數を擧 

ぐと 云 說に從 ふべ し、 想 十 萬と 云詞 も、 大抵 &里 四方 

の 國を領 する、 千乘の 諸侯の 上に て 云へ るな 、千里 

«糧 と は、 右の 人數十 萬、 馬 四千 匹、 牛 一 萬 1 一千 匹の 

I  二. . 
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作 はお こすと 讀て、 奮 ひ 作す こ となり、 戰は 

交， 兵 也 と 註し て 、劍戟 を 交 へて 合戰 する ことな 

b 、軍 を せんと 思に は、 まつ 勝負 を 目算し て、 勝 

つ ベ き 計 を 定めて、 其 後に 合戰に 及ぶ ゆ へ 、始計 

篇を 第一 として、 作 戰篇を 第二と す、 奮 ひ 作す と 

. 云 こ、 ろ は、 軍兵 を 押出し、 敵の 境へ 入らん に > 

E 數を 久しく 經る 程、 その 費 莫大に して、 而も 兵 

氣 次第にた るむ ものなる ゆ へ、 士卒の 勇 氣を奮 

作して、 合戰を 速に すべし と 云 意に て、 作 戰篱， こ 

名 付た， 9  、是施 子 美が 說 にて 、黄 獻臣 もこれ を 用 

たり、 玉晳張 預が說 に は、作の字を、軍の支度を 

することに云 へ..^、此說にても通すべけれども、 

一 驚の 主意、 合戰の 道、 勇氣 のた るまぬ 樣に すべ 

きこと を 云へ る ゆ へ、 前の 說に從 ふなり、 

孫 子 曰、 凡 丘へ 之 法、 馳-車 千 駟、 


革-車 千 乘、 帶-甲 十 萬、 千-里-鎖 J# 

則 內外之 費、 賓 客ノ Z 用、 膠 漆 之 

材、 車 甲 之 奉、 曰 費， 千 金； 然 後 十 

萬 ノ之師 舉矣、 

則の 字な き 本 も あり、 此段は 長 陣の害 を 云ん 爲め、 軍 

をす る は 費 多 きこと を 云へ り、 凡 用兵 之 法と は、 總じ 

て 軍 をす る 作法と 云 こ と な，.. -、 馳車 千駟と は、 馳車 

は、 曹操、 梅堯 E  、施 子 美が 注に、 輕 車 也と 云、 李签 

は戰車 也と 注 し、 張 預は攻 車 也と 注す、 合戰を する 

車な り、 車 を 小く 輕く こしら へ、 馳引 自在なる 樣に 

する ゆへ、 樣々 の 名 あり、 千駟 と は、 駟は馬 四 匹な 

り、 車 一 つに 馬 四 匹 か く る なh^、兩服兩驂とて、轅 

の 內にニ 匹、 これ を兩 服と 云、 轅の 外に 二 匹、 是を兩 

驗と 云、 それ ゆ へ 合戰を する 車 千と 云 こと を、 馳車 

千駟， と 云な り、 革 車 千乘 は、 革 車 は 曹操、 梅 堯臣、 

施 子 いづれ も 重 車 也と 注す、 杜牧は 輜車重 車 也と 

注し、 張預. は 守 車 也と 注す、 兵 具 兵糧 衣 服 等、 諸道 具 

をのする車な...^、小荷駄のことを輜重と云、重き荷物 


で、 時に 當て、 千變萬 化の 妙 用 をな し 出す ことな. 9、 

其 ゆへ は、 兵 はもと 詭道なる によ，.^ て、 其 仕形 一 定す 

る ことなし、 或は 能しても 能 はざる 様に 見せかけ、 用 

る こと を も 用 ひぬ 樣に思 はせ、 遠國へ 働く をば、 近國 

と 云 ひ 習 はし、 近國へ 働％ をば、 遠 國と云 ひふら し、 

或は 利欲 を 以て 引出し、 亂 れぬ備 をば、 方便 を 以て 是 

を亂 し、 實 したる 敵 をば、 油斷 せす して 時節 を 見、 ほ 

こさき 强き敵 をば、 暫く さけて 衰るを 待ち、 或は 辱し 

めて 怒らせ、 或は 敬 ひて 驕，^ をつ け、 ゆたかなる をば 

疲ら かし、 或は 一 和す る をば へだく になし、 畢竟 は 

敵の 備 なき 油 斷の處 をせ め て、 敵の 思 ひがけぬ 處ょ 

り 計 を 出して これ を 挫く こと、 是 兵家の 軍に 勝つ 妙 

術 なれ ども、 皆 軍に 臨ん で 變に應 する 上の ことなれ 

ば、 今 出陣の 前戰 はぬ 先 に、 云ひ述 ぶべき に 非す、 そ 

れゅ へ に 軍に 先 だち て 勝負 を 知 る は、 五 事 七 計を以 

て定 むる ことな b と 云 意な り、 この 本文の 傅と 云 を、 

傳授の 意に 見る 說もぁ 、これにても 通す るな り、 . 

夫 未. 戦" 而 廟-算 、滕ン 者 得 〔算 多 也、 

未. 戰 而 廟- 象" 不. 勝 者， 艮 算ダシ 也、 

ク 
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多. 算 勝、 少. 算 不. 勝、 而 况 於. 無. 算 

乎、 吾 此 觀. 之 勝負 見矣ノ 

此段 は、 一 篇の 結語 な り、 夫は發 語の 詞 にて、 詞の n 

を更 むる 時 置く 詞 なり、 前に 戰に 臨み、 兵の 勢 をな す 

こと を 云た るに よ，. M し、 愛に 至て 一 篇の 主意に 反り、 

語の 端を更 めて、 又 五 事 七 計 說て、 一 篇を 結びた る 

なり、 廟算と 云 は、 廟は 墓の ことに は 非す、 宗廟. とて 

先祖 を 祭る 處な り、 國 王の 宮殿の 東の 方に あり、 總じ 

て、 軍 は國の 大事に て、 其 國の存 C のか、 る わけ ゆ 

へ 、軍 を 起さん とする 時 は、 國の 老臣 を宗 靡へ 集め、 

先祖の 神主の 前にて、 右の 五 事 七 計に て 軍の 勝負 を 

目算す るな b 、是を 廟算と 云、 得算 多少と 云 は、 右の 

五 事 七 計に てめ やす を 立て、、 算木 を 以て 數を とり、 

敵に いくつ 、味方に いくつと、 目算す るな-り、 其 時 そ 

の 算木の 數を 多く 得た る 方 勝ち、 少 く 得た る 方 負く 

るな り、 少 きさ へ 負る を、 まし て 5^ んゃ 五 事 七 計の 

內に、 一 つも 叶 はやして、 算木 を 一 つも 置べき 樣 なき 

を や、 是を算 なしと 云、 滅. □ すべき こと 決定せ. 0 とな 

り、 吾れ 孫子 この 廟算を 以て、 合戰の 勝負 を觀 るに、 

一 5  , 


て、楚國の境へ働き入り、楚ょh^是を打拂んとて、人 

數を 出せば 引き、 敵 引た b とて、 楚の 軍兵 引けば、 又 

打て 出て、 楚又 出れば 其 ま、 引き、 一 年の 內に七 度 

まで 懸け 合たり、 終 hN に 楚國の 疲れたる を 見て、 三 手 

の 軍兵 一 あに 起， て、 是を 破りし ことな ども、 此 本文 

の 意な. 9、 

シム 1K パ  ナシ _K 

親 而 離. 之、 

親 ひとは、 君臣の 間した しき を も、 又隣 國と 親しき を 

も 云な 、皆て だて を 以て、 君臣の 間 を は な し、 隣國 

の 交り をへ だて、 孤立の 勢と して 是を 破る ことなり、 

攻；， 其 無， 備 、出，， 其 不- 意； 

此ニ句 は、 上の 十二 句の 骨髓 にて、 上の 十二 句の 樣々 

の方略は、皆このニ句の意に歸するな^^、本文のニっ 

の 其と 云 字 は、 皆 敵 を 指して 云な り、 無備 と は、 用心 

なく 油斷 したる 處を 云な，.^、 不意 は を も はすと 讀て、 

敵の 思 ひかけ ぬ處を 云な.^、 敵の 油斷 したる 處 をせ 

むれば、 敵 これ を禦ぐ こと あた はす、 敵の 思 ひかけ ぬ 

處 よ，^ 出れば、 敵 仰天して 度 を 失 ふゆへ、 戰 はぬ 前に 

勇氣 折く るな り、 總 じて 兩 人相 戰ん に、 或は 臥した る 


處を 打ち、 或は 後よ，.^ 切 ら ば、 何 粗の s-士 なりと も、 

輙. く 弱 兵に 打るべし、 是 愚かなる おも， 知る ことにて、 

別に 奧 ふかき 道理に 非す、 W 千 萬の 兵を聚 めて、 敵 味 

方と 分 れ、 備を 張り 、陣を 設け、 國を爭 ひ 城 を拔く  >  J 

と、 兩 人相戰 ふと、 大小 多寡の Bi|; あれ ァも、 其 道理 一 般 

なり、 故に 太公望の 詞 にも、 動莫， 神 t 於 不 意；諜ノ$^^&3, 

于不 識， と 云へ，^,、 

此レ兵 家 ど 勝、 不. 可，， 先 傳¥、 

これ は 上 を 結ぶ 詞な， -、 兵家 之 勝と は、 兵家 軍に 勝つ 

の 妙 用と 云 ことな b  、先傳 と 云 ふ 傳の字 は、 傳 示傳泄 

と 註して、 云 ひ述る MJ なり、 此 I 段 は、 上の 計 利 以聽、 

乃爲之 勢、 以佐其 外と 云より、 下の 文 を 承け て、 此ニ 

句に て 結 ぶ な， り、 始計 一 篇の 文勢、 前に 五 事 七 計に 

て、 戰は ぬ さきに 勝負 を 知る こと を 云 て、 其 次に 其 五 

事 七 計の つもりに て、 勝利 あるべ きと 目算 せんに、 主 

將も 尤と聽 入れ 玉 ひて、 出陣 に 及ば  >  兵の 勢と 云 ふ 

こと をな して、 兼て 定めた る H;^ 當 ての 助けと して、 全 

き 勝 を 取る ベ きなり、 然れ ど も、 其 兵の 勢と 云 は、 そ 

の 兼て 勝利 あるべ きと 定めた る 手 あての 上に ちなん 


道な，.^ と云說 あり、 尤 面白き 說なれ ども、 前段に 斷は 

る 如く、 詭道と 云 は、 强ち にいつ はりだます ことば か 

, ^に 非す、 千變萬 化して、 敵に はからせぬ こと を 云な 

れば、 正道の 戰も、 千變せ H 化の 一 つ な り、 或は 正道 を 

用 ひ、 或は 表裡を 用る こそ 、具の 詭道 なれ、 然れば 古 

來の說 の 如く、 實 して これに 備へ、 强 くして これ を 避 

くと よみて、 なる ほど 孫子が 本意 に 逮 ふべ か らす、 

ラク  ？ -ダシ  ヲ 

怒 而 撓乏、 

敵 武功の 將 にし て、 輙く 勝利 を 得が たき 時、 ハ將短 

慮な リと 知らば、 計お 以て 是を 怒らす ベ し、 IT 勿に も、 

身を條 るみち を說 きて、 懲 愁と云 へ る、 二つば 

か h- ぉ擧 玉へ， o、 さばか りの 人 も、 制し 難き は 怒な 

、怒る 時 は 、兼ての 計略 を も かきみださ れ て、 必敵 

を 侮り、 すま じき 合戰を もす る もの なれば、 是乂 方略 

の 一 つなり、 され ども 尉繚 子に、 宽不. 可 „ 激而怒 一と 云. 

へ. =^  、生れつき 寬大 なる 人に は、 怒る ベ き樣 なること 

を すれ ども、 曾て 勸 せぬ 人 あ.^、 諸葛孔 明、 司 馬 仲 達 

と！^ 陣 せし 時、 仲達戰 へ ば 必孔明 に 破らる 、 こと を 

知りて 、様々 に すれ ども、 壘 を 堅 く.. -て 兵.！^ 出さす、 


其時孔 明、 巾 幅と 云 もの を 贈れり、 女の かふ ものな 

り、 臆病なる こと 女の 如し、 おの こ、 の氣槪 はなき と 

て、仲達をぁざけ，.^たる意なり、されども仲達gせざ 

... ^しかば、 孔明 もせん かたな かりき、 是 又尉繚 子の 心 

なり、 

ク r  ラシ テ 

卑 而 驕. 之、 

智勇と もに すぐれたる 人 も、 慢心 は ある もの なれば、 

手前 を ひきさげて.、 殊の外に あがめ 尊べば、 必麟 生じ 

て、 油斷 する ものな..^、 是を 卑而驕 之と 云 な ，c^、卑く 

すと は、 吾 を卑く ひ き さ げ、 向 ひ を 敬 ひ 尊ぶ ことな 

り、 越 王勾踐 の、 英王夫 差 を 敬 ひ、 唐の 高祖の 李 .s- を 

敬 ひ 玉 へ るな ど、 智 敵の 心 を驕ら せ て、 油斷 させ、 終 

にこれ を 返 治せるな り、 

ス^チ パ  ラカシ  チ 

佚， 而勞. 之、 • ， 

佚す ると は 安逸な，， ^、敵の 上下 安逸 なれば、 兵の 力 全 

くして、 破れが たき 國 な，.^、 然 らば 方便 を 以て 是 をつ 

からかすべし、 昔吳の 公子 光と 云 大將、 楚國を 伐つ ベ 

き 謀 を、 伍 員に 尋ねた..^ ければ、 伍 員が 謀に て、 軍兵 

を 三 手に 作り、 二手 をば かくしお き、 一 手の 軍兵 を 55 
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とせしかば•備忽亂れた，^、謝支兼て符堅が半渡を擊 

つの 計 を 用ん とて、 備の亂 る 、 を は 思 ひつく まじと 

察して、 右の 如く 申し 遣した るに、 案の 如くて だてに 

の b, たる ゆへ、 一 戰に てこれ を 敗る、 これ 亂而取 之の 

はかりごと 也、 或は 火 を かけ、 馬 を 切て はなしな どし 

て、 敵陣 を 亂す計 は、 其 品い くら もめる ベ し、 また 手 

前 を瓤し て 敵 を か、 らせ、 是を 打取る と 云說ぁ h\ 是 

は 上の 利而銹 之と 云 意な り 、亂而 取 之 と 云と は、 少し 

と をき 說 な，. >  、又 本文 を 、みだれて これ を 取と よみ 

て、 敵國の 政道 亂れ て、 埒も なきと 知らば、 速に これ 

を攻 取り、 或は 城 中 陣中の 法の 亂れ たる を、 亂 れに乘 

じて 攻 落し、 或は 備の 亂れ、 足 並の 定まらぬ を 討 取る 

類 も、 亂れて 取 之な.^、 みだれて 、みだして、 兩點 何れ 

も 用べき な b  、或說 に、 みだして と讀時 は、 此方より 

計 を 以て 亂す こと ゆ へ、 詭道な り、 みだれて と讀時 

は、 彼れ が 自分と 亂れ たる を攻 取る ゆ へ、 正道に て、 

詭道に 非す、 此段 は、 兵の 詭道 を說 たる 戲な れ ば、 み 

だしてと よむ 說、 然る べしと 云 もの も あれ ども、 最前 

にこと はる 如く、 詭道と 云 は、 强ち にいつ はりた ばか 

るば か. 5 に 非 や、 千變萬 化して、 一 定の格 を 守らぬ こ 


となれば、 兩說 ともに 用べ し、 

賓而 備>^  ^而避 >i、 

實 すると はみ ちた る ことなり、 敵の 備 法制 整， 0 て、 す 

きまな く油斷 なく、 打つ ベ き圜の 見えぬ ことな b- 、か 

やうなる 敵なら ば 、味方 も備. V」 設けて、 時の 變を 待べ 

し tfe-b  、備 を設 ると は、 敵の 腐 を 討ん とば かり 思 は 

す、 眛 方に うたる ベ き虛の なき 樣 に、 油斷 なく 守り 

て、 變 A, 一 待 ことなり、 强と云 は 勢 ひの 强 きこと な K 

或は 猛將の 勝ちに 乘，. ^た る 勢、 或は 勇 將の會 稽の恥 

を 雪ん とする 勢、 或は 陣を 列す る 上 にても、 將^ 猛に 

して、 兵馬 精け たる 備 をば、 是を よけさけ て 鋒 を， は 

や、 其 勢の ぬけた る M を 打べ しと 云 ことな， o、 ー說 

に、 此ニ句 を、 實 して これに 備 へ、 强 く，. - てこれ を 避 

くと 讀む時 は、 詭道に f  、正道 な •  り 、實 して これ を 

備 へしめ、 强 くして これ を 避けし めと よむべし、 其 意 

は 、味方の 備 もと 實 せざる を實 した る樣に 見せかけ 

て、 用 もな き處 まで 敵に 用心 させ、 敵に ち  > み を 付け 

て、 聊爾 にか 、ら せぬ 様 に し、 * 方の 勢 弱 けれども、 

强き 簾に もてなして、 敵に よけさす る樣 にす る、 是詭 


づきて 是を伺 は V 、其 妙處に 至る ベ し、 

故 _ 一能； 而 示 >i 不テ J# ^而 示，， 之 _  一 

用、 

故と は 上の 文 を 承る 詞な. '、上の 文に ある 如く、 兵 は 

詭道なる ゆへ、 かやう くと 詭道の 作 略 ケ」、 是 よ，^ 下 

十四 句に 說 けり、 是皆 上に 云 へ る 兵の 勢な り、 能す る 

とは、吾カにかなひ、吾手ぎゎになること な，.^、不能 

と は、 力に 叶 はす、 手に あまる こと な h^、示すとは見 

せかく る ことなり、 用る と は 取 弔る ことなり、 たと 

へば、 戰て勝 ことが なれ ども、 ならぬ 樣に思 は せ、 城 

を攻 落す ことが やすくと なれ ど も、 ならぬ 機に し 

て 見せ かくる は、 能 而示之 不能な り、 又 こ、 にて はか 

やうの てだて を せんな ど、 敵の 氣 つか ふ處 なれば、 左 

樣 なる 手 だて をば せぬ 樣に 見せ か け、 何々 の 兵 具 を 

用 ひて 利 ある 所 あれば、 それ をば 用 ひぬ 樣に思 はせ、 

我 臣の內 にも、 敵の 手 を 置く もの をば 用れ ども、 用 ひ 

ぬ樣に 見せ かく. るな ど、 みな 用 而示之 不用な， 5、 皆 敵 

に 油斷を させ、 度に 迷 はる 道な り、 
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近 而 示. 之 遠： 遠 而 示， 之 近； 

近 國を攻 むべき と 思 は  > 、遠國 を 攻 るふり にもて な 

し、 遠國に 働く ベ きとす る 時 は、 近處に 働く ふ，.^ をす 

る ことな- 9、 

 メ  ァ ザフキ チ I ダメ  f 

利 而 誘. 之、 亂 而 取. 之、 . 

レテ 

利と は、 敵の 好む こと を 云な り、 或は 財 寳米粮 を 取ら 

せ、 或は 國郡 を與 へ 、或は 一 旦の 勝利 を與 へ などす る 

ことな b  、誘く と は、 だまし 引出す ことな .9、 是は城 

に引こも.：^、或は耍害を固めて、出ざる敵或は戰まじ 

き 闥を 守りて、 戰 はざる 敵な ど を、 彼れ が 好む ことに 

て 惑 はして、 是を 引出す ことな b  、亂而 取 之 と は、 て 

だて を 以て 敵の 亂れ ぬ備 をみ だ し て、 是を 打取るな 

. ^、むかし 秦の符 堅と 晉の 謝玄、 淝 水と 云 川 を 夾んて 

陣を 取る、 謝 玄使を 遣 はして、 少し 備を あ、 とへ く，..^ 玉 

は  > 淝水を 臍て 、合戰 を 仕らん、 かやう に 川 を 夾ん 

で對陣 して は、 せん もな きこと 也と 云、， 堅尤 とて 備 

を あと へく る、 其 意 謝 支が 軍勢の 川 を 半 濟る所 を、 討 

んと 思て な， 5、 半 渡を擊 つ と. 云 は、 古の 兵法 なれ ど 

も、 符 堅の 第 兵 二十 萬に あまる 大軍を 、あと へ くらん 

■  二 111 
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き戰 にて、 まぐれ あた. y とも 云べ し、 兵家の 全き 勝に 

は 非 やと 云 意に て、 H 利と 云た るな..^、 此篇は 始計篇 

にて、 出陣 前の、 始計 こそ 勝利の 根元に て あ れ と、 ロハ 

を 大切に 云た る な 、さて 軍の 上手の 勝利 を 得る 

は、 哲 この 勢に て、 禍を轉 じて 覷 I し、 まく ベ き 軍に 

勝ち、 さても 奇策 妙計 かなと 世に も 云 ひ 傅へ、 書に も 

しるして、 後世に ももて はやし、 又 孫子が 妙 處も此 勢 

にある ことなる を、 かやう に 云 へる 孫子が 深意、 よ 

くく  * ふべ し、 あ b 難き ことなり、 又此因 利と 云 

を、 敵の 利、 又は 時に ての 利と 見る 說も あ 、尤 

兵家の 作 略 神妙なる 處、 みな 敵の 利に 因.^ ちなん で、 

* 方の 勝 をな し、 時に 取て 天地人の 上に て、 何に よら 

す 其 事々 の 利に ちなん で、 兵の 勢 をな す ことなれば、 

此說は 孫子が 妙 意 を 得た る樣 なれ ど も、 一 篇の 文勢 

に 竦 く.， ：> て 、孫子が 手厚き 處を しらぬな. o、 深く 思 ふ 

べし、 


兵 者 詭道 也、 


是は 上の 文に、 因 利 而制其 權と云 へ る をう けて、 此權 

と 云 もの を、 合戰の 上に て 大切に する わけ を 云 へり、 


總じて合戰の道は鉋道なり、^§道と云は、脆はぃっは 

,0 とも、 あやしと も、 たが ふと も よ む、 是は 唐の 文字 

に 倭國の ことば を 付て、 文 宇の 訓を 定む るに、 一 言 

にて とくと、 其 字の 意 を 云 ひ 取られぬ こと あるに よ 

て、 一 宇にニっも三っも字訓ぁるな..^、ょのっね認 

道と 云へば、 いつは，^ と云訓 ばか， 5 に 泥み て、 合戰と 

云へば、 とかく 表裡 たばかり を、 軍の 本意と 定 むる は 

僻事な-り、 あやしと は 敵よ hs あやしみ 、何とも 合點の 

ゆかぬ ことな h ^、たが ふとよ む 時 は、 詩經の 詭隨、 孟 

子の 跪 遇な との、 詭の 字の 意に て、 正しき 定格 を 守ら 

ぬ， ことなり、 故に 兵 は 詭道な りと 云 は、 軍の 道 は、 と 

かく 手前 を 敵に はか b 知られす、 見す かされぬ 樣に 

して、 千 變萬化 定ま. たる ことのな きを、 軍の 道と す 

るな， 5、 されば、 敵より は是 をた ばか る と 思 ふゆへ、 

いつは b とも 訓 するな b  、易の 師の卦 に、 聖人の 兵法 

を 明し 玉へ，..'、 師の卦 は、 外坤の 卦 にて、 內坎 の卦な 

ひ、 坤は 至靜を あら はし、 坎は 至險を あら は す、 至て 

靜 にして 動かす、^ もな く 臭 もな き 中に、 はか， 9 知ら 

れす、 犯し さ はられぬ 物 ある、 是 軍の 本體に し て、 八 

陣の 根元な，^、 孫子が 兵^ 詭道 也と 云 を も、 こ  >  に 本 


ちて はかる ベから す、 故に 五 事 七 計 何れも 宜しくて、 

味方の 滕 にき はま，^ たる 軍に て も、 何事な くして 勝 

べきに 非れば、 兵の 勢と 云 こと をな して、 軍の 勝 を 助 

くる こと を 云た るな h- 、計 利 以聽と は、 右の 七 計に て 

つもり 計て、 味方の 勝利と 知り、 軍の 手 當てを せん 

に、 主將 尤と聽 入れ 玉 ひ、 上下 一 致して いよく 勝利 

に究 まり たれ ども、 猶又 兵の 勢と 云 こと をな して、 其 

助けと するとな b  、佐 其 外と は、 右の 五 事 七 計に て は 

. か ，9 つもりて、 設 たる 手當て は、 出陣 前にき はまる こ 

とに て、 是を內 謀と 云な 、內 謀に て 及ば や 屈かぬ 處 

ある を、 兵の 勢 ひに て 助け手った ひて、 全き 勝利 をな 

す ゆへ 外 を 佐く と は 云な-.^、 

勢ハ 者、 因  1 利 一  Si へ權. 一 也、 

是は 上の 文に 勢と 云た るに よ，^ て、 其 勢と 云 は、 如何 

樣 のこと ぞと、 其 わけ を 云 へ ，c,、 利と 云 は、 上の 文に 

ある 五 事 七 計に て はか，.^ て、 此軍 はか やうに し て 勝 

利 あ， 0 と、 つもり 定めた る 所 を 云 ふ、 因と は 何事に て 

も、 それ. JiJ もとた て土臺 にして、 其 上へ ちなみて する 

こと を 云な- 、權と はもと 符のを もりなり、 g: の. を も 
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は、 左へ 移し、 右へ 移し、 樣々 に變じ 易へ て、 宜しき 

に 叶 ふ ものな，. ^  、それ ゆへ 何 にても 變じ換 へ、 特じ移 

してよ きぐ あいに あたる こと を、 權と 云な り、 制す と 

は制作の義にて、此方ょ^.^作..^出し、しかくることな 

,..^、兵の勢は、天ょり降るにも非す、地ょhs湧き出る 

にも 非す、 此方より 作り出して、 將の 掌に 握り、 全き 

勝 をな す もの ゆへ、 制と 云な り、 本文の 心 は、 上文に 

勢と 云 もの をな して、 內 謀の 助けと すると 云、 其 勢と 

云 は 、如何様の ことなれば、 其 五 事 七 計 に て、 兼て つ 

も..^ はかりて、 是 にて 勝利 あると 定めた る 處を、 土臺 

とし、 元と して 戰 場に 臨 て は 、それにち なみて、 時に 

取ての 變 化よ き圖に あたる こ と を、 此方より しかく 

る 、 是を勢 と 云 と な .=^  、尤 五 事七計 に て つ &,cs て は 、 

勝利な き 軍な，.^ と も、 時に 取て せで 叶 はぬ こと も あ 

るべき なれば、 左樣 なる 軍に は、 勢 を 取て 勝利 を 得る 

こと、 名 將の作 略に ある ベ し、 され ども 孫子が 心 は、 

兵の 正道 を 云な.^、 兵の 正道に て 云 時 は、 名 將の作 略 

に て、 何 ほどよく 勢 をと りて 軍に 勝つ とも、 前方 五 事 

七 計に てつ も，. >  はか. 9 て、 利な き はすの 軍 を、 無理に 

し て 、今 勢の 作 略ば か， 9 にて 勝利 を 得る は • 皆 あぶ な 
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されば 右の 七 計 を 尤と思 召さ ば、 留まりて 仕へ 奉る 

べし、 gp 玉 はすば、 留. o 仕 へ て もせん なき ことなる ゆ 

へ、 立 去るべし と 云 ことなり、 然れば 孫子が 心 は、 合 

戰の 勝負 は 此五事 七 計に て、 戰は ぬ 前に 定まる と 云 

わけ を、 第 一 とする な b ヽ將の 字 を はたと 讀む こと、 

王晳張 預が說 なり、 陳輝梅 堯臣は 將の字 を 主 將と兒 

る、 一 段の 意 は 王 晳張預 と 同じ けれと も、 總 じて 始計 

篇の 内に て、 主 將を將 と は 云す、 文例 相逮 せ，.^、 はた 

とよむ 說宜 しからん * 又孟 氏が 說は、 裨將と 見る、 是 

は 大將の 下の 士大將 の  >と なり、 施 子 美が 說に は、 はた 

ふ讀 むと、 諸將と 見る と、 兩說を あげたり、 黄獻 E は、 

君より 見れば 總大將 を 0 し、 總大將 より 見れ は士大 

將を 措す と 云 へ b- 、將の 字 を 總大將 士大將 と 見る^ 

は、 下の 文 を、 これ を 留めん、 これ を 去ん とよむべし、 

吾 計 を 川 ひぬ 士大將 をば、 除き 去る ベ し、 用る 士大將 

をば、 留め置て 召 仕 ふべ しと 云 意な り、 一 段の 義理 

は、 何れ にても 通す るな り、 され ども 此 段の 吾 計と 云 

は、 卽 上文の 七 計の ことなれば、 聽 用る と聽 用ざる を 

ば主將 へ かけ、 留まる と 去 をば 孫子 へ かけて 見ねば、 

始計 一 篇の 文勢 通 貫せ ぬ なり、 さる にても 將の字 を 


はたと よま やして、 主將と 見る こと は、 文 列に 合. は ぬ 

ゆ へ 、今 王 晳張預 が 説に 從 ふな" 、尤五 n 巾す こと を 用 

ひ 玉は卞 は 立 去るべし と 云 こ と、 忠. おの 道に はづれ 

たる 様 なれ どら、 戰國七 雄の 時 は、 いまだ 君 E の 約束 一 

をな さね ども、 容 卿客將 など. -て、 他 固の 人來 て其國 

に 居る もの 多し、 孫子 も 齊の國 人に て、 この 時吳國 へ， 一 

东. り、 奥 王闈廬 とい まだ 君 R の 分^ まらざる 前に、 此 一 

書 を 作. 0 て獻 じた，： >  と 見えたり、 故に * 記の 孫子が 一 

g にも、 孫子 初て 奥 王に まみえ た る 時、 吳 王の 飼に、 一 

子 之 十三 篇吾术 之矣と あるな り、 又 本文の 用 之と 一 

ある 字 を、 兵 を 川る と 見る 說 あり、 其 時 は、 はた 吾 計 一 

を聽 やして これ を 用 ひばと よむな"、 字： 種なら す、 

從ふ ベから す、 

テア リ  キ ハチ メカ チ  クノヲ 

計利以 聽、 乃 爲乏 勢お 佐， 其 外： ， 

此 段より 下、 不可 先傳 也と あるまで は、 勢 ひのこと を 

云 へり、 右の 五 事 七 計の つもりに て、 勝 ft は 分る ヒ J 

となれ ども 1 単に は 不意の 變 動と 云 もの あり、 天地の 

氣も、 日々 夜々 に 生々 し て 止 ます、 人. また 活物 なれ 

ば、 兩 eef 相對 する 上に て、 無 鼓の 變勸 起る こ と、 先た 


聞て は 怒る を 云な り、 敵と 味方と は、 何れ かか やうな 

ると、 たくらべ はかる ことなり、 

力 セル 

士 卒、 孰 練、 ， 

練と は、 熟する こ. とな b 、熟する と は、 法に 熟する を 

云、 旗 合符し をよ く覺 へ、 余： 太鼓の 合圆 をよ くわき ま 

へ 、備を 分け、 備を 合せ、 懸るも 引 も、 起つ も 坐く も、 

ょく合圖を違へゃ、手問とらす、^^?達者 に て、 武藝 

に 調練した る ことなり、 敵 味方 何れ かか やうなる と、 

たくらべ はかる こと を、 本文に かく 云へ り、 

賞 罰、 孰 明、 

賞み だ. 9 なれば、 费多 けれども 士卒 恩と 思 はや、 罰み 

だ. - なれば、 殺せ ども 士卒 恐れす、 故に 功 あれば、 怠 

趣 ある 人 を も 賞し、 罪 あれば、 親子 にても 赦 さす、 か 

やうなる を 賞罰 明か な，.^ と 云、 敵と * 方と は、 何^か 

賞 IS 明かな りと、 たくら ベ はかる こと を、 本义 にかく 

云へ，^、 右の 七 計の 內、 兵 衆 孰强と 云よ b  、末の 三 は 

皆^の よく 立た る 上の こと を、 又 委細に 擧 たる もの 

にて、 七 計 を 五 事に 合せ 見れば、 末の ral は 皆 五 事の 内 

の 法な り、 五 事の 內 にて は、 法と 云 もの 尤肝耍 なるこ 
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と ゆ へ 、孫 +が 念お 入 れ て、 細かに 分けて 云た る 也、 

諸 葛孔明 も、 名 ある 將の 備に て も 、法な き 軍 は 破り や 

すし、 名な き 將の備 な， 0 とても、 法 ある 備は 破， 0 難し 

と 云へ. 9、 

吾以っ 4 知，， 勝負， 矣、 

吾と は 孫子が みづ から 云た るな ，り，、 此とは 右の 七 計 

を 云、 孫子 は 此七計 に て、 敵 咏方を くらべ はかりて、 

敵 味方い つれ か 勝ち、 何れ か 負る と、 明かに 知る とな 

り， 

ハタ  ナ  ヲ t パ  ヲ  ン マラン  二 ハタ  パ 

將 聽： 吾 計， 用. 之 必 勝、 留. 之、 將 不. 

聽；， 吾 計， 用；； 之、 必敗、 去. 之、 

此段 は、 勝負の 道 は、 右 P 五 事 七 計に て 明かに 分る 、 

こと を、 丁寧に 云 へ b 、將 とは辭 な h\ もしと 云 意な 

り、 吾 計と は、 卽 孫子が 勝^の つ もり な ，9、 右の 七 計 

を 云な.^、 もし 吳王 閬廬 孫子が、 右の 如く 五 事 七 計に 

て はかりつ も b て、 此戰は 勝な..^、  ft な，. „ ^と 定めた る 

を、 尤と聽 入れて 用 ひ 玉 は  > 、必勝 利 あるべし、 尤と 

思 はす、 聽 入れす 用 ひ 玉 は す は、 必 敗北に 及ぶ べし、 
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て、 吳子 是を誅 した h  、又 齊の景 公 の 時、 燕 晋兩國 よ 

b 齊の 國ケ 攻て、 * 方 軍に 利 を 失 ふ 有し 時、 晏平仲 

と 云 si  、司 .mt 積 i 且を g| む、 景 公則 纏 直を將 軍の 官に 

なし、 燕 晋兩國 の 敵を儎 しむ、 穰 I 且 申して 曰く、 臣賤 

しき 者に て、 今に はかに 將 軍の 官 となれば、 士卒 E ん 

せす、 願く は 君の 寵臣 を 一 人 軍の 舉行 になし 玉 へ と 

云、 景 公則 莊賈と 云 寵臣 を 添ら る、 穰苴 莊賈と 約束す 

る やう、 日中に 軍門に 來，. ^玉 へ と 云、 莊賈 君の 寵臣な 

れば、 もとよ. 0 穰宜が 下知 を 用 ひす、 漸く 暮時 になり 

て 軍門に 來る、 穰苴 なに 故 遽く來 る やと 11 ふ、 莊賈答 

て 曰、 親類の 者 共な ご.. -を惜 み、 餞す るに 隙 をと りて 

遲か b しと 答 ふ、 穰直が 曰く、 將 たる 者 は、 家，^ も 身 

を も、 親類 を も 忘る、 を 以て 忠 とす、 今， 深く 我國に 

攻入 b  、國中 騒動し、 君の 憂甚 し、 汝 やうなる ffi き 

任を受 ながら、 何として 親類の なご， 0 を惜 て、 出陣の 

刻限 を 違た る やとて、 軍 正 を 呼て 問 ふ て 曰く、 軍の 

法に は、 合圖の 日限 剥 限 を遲な はりた る 人 をば、 如何 

樣の 科に 處 する やと 問 ふ、 軍 正が 曰く、 斬罪な.^ と 

答 ふ、 積 t 且則莊 賈を誅 して 其 由 を 軍 中に 相觸 る、 士卒 

大きに 恐れて、 穰宜 が 法 を 違 へす、 遂に 燕晋の 敵 を逐 


一 八 

拂て 取られた る 郡 を 取 返した る な り、 又孔 明が 下の 

士大將 に、 馬謖と 云し もの、 孔 明が 下知 を 守らす して 

肷 軍に 及し かば、 孔明涕 を 流して 是を誅 す、 吳の呂 蒙 

も、 我 同郷の 人の、 幼少よ なじみた る もの 軍 中に て 

笠を盜 たれば、 涕を 流して 是を 斬 る、 又魏 の曹橾 は、 

士卒に 田 畠 を蹂み 作物 を そこな ふべ か らす、 背く も 

の は 斬罪に 處 せんと、 法令 を 出せし に、 曹 操の 馬 はな 

れ て 、麥 畠を蹂 損した. >  、我が 出した る 法令 を、 0 身 

破る べきに非すとて、旣に自害せんとす、群ぉ樣々と 

諫ければ、さらば是な..^とも、我頸 の 代 にすべき と 

て、 自身 我髮を 切たり、 是等は 皆 古今に すぐれたる 名 

將の、 1 たび 法 を 出して は、 か，.^ そめに も 破る こと を 

せ ざ， 9 しためし な. o、 かやうな る 程 なれば 、法令よ く 

行 はる /-な，.^、敵味方をたくらべはかるに、何れかか 

やうに 法令の 行る、 と考る こと を、 本文に、 法令 孰む 

と 云た るな り、 

兵 衆、 氣强ぃ 

兵 は 軍兵な \ 衆 は 人 衆な b  、强と 云 は、 士卒 武勇に、 

馬つ よく、 兵 具 もよ く、  士卒 太鼓 を閱 て は 喜 び 、金 を 


法は法度な，.=^、令は下知な..^、されば法はかねて定る 

を 云、 令は當 座の 下知な り、 行 はる、 と は、 下知 法度 

のきく ことなり、 上より 下知 法度 をた て も、 下た る 

者是を 守らす、 或は 表 向ば か，. >  守る 樑 にして、 實は是 

VJ 守らざる は、 行る. と 云 もの に て はなき 也、 是は. < 

の 守り 難き 法度 をた て、 又 賞罰に 依怙 最負 ある 時 は、 

法令 行れぬな り、 総 じて 下知 法度 は 事 多き を 嫌 ふな 

,.^、法度の箇條すくなくして、法を犯す時 は、 たと へ 

資人 高位 に て も ゆるさす、 法 にお こな ふ 時 は、 下知 法 

度の きかぬ と 云 こと はなき な 、魏の 曹橾此 段 を 注 

して、 設而不 V 犯、 犯 而必誅 す， と 云 へ .-、 誠に 名言な 

り、 設とは 法 を 立る 5 な b  、上よ.. >  法度 を 立 る に、 下 

たる 者是を 犯すな れ ば、 法度と 云 ものに て はなき な 

^、法 は- ト たる 人の 犯さ  >  る を 以て 法と 云な り、 故に 

設而 不犯と 云な り、 法度 を 犯す 時 は、 誰 人に よらす 必 

誅 する なれ ば、 法 を 立る 程に て、 犯す 者 は なきな り、 

故に 犯. g 必誅と 云な b  、古の 名將皆 かくの 如し、 孫子 

始て 吳王鬧 嵐に まみへ た る 時、 闔邋女 に *^ 軍法 をな 

ら はすべし やと 問 ふ、 孫子 答 て、 女 なれば とて、 敎ら 

る まじき に 非す と 云. 閻魔 則、 宮女ほ 八 十 人 を 出 さ る 、 


孫子 其內 にて、 闔盧の 寵愛の 美人 二人 を 組頭と 定め、 

百 八十 人に 戟ケ」 もたせ、 二 組に わけて 備を 立て、 下知 

して 曰く、 汝 何れもむ ねと、 左右の 手 と、 せなかと を 

知 やと 問 ふ、 宫女 何れもなる ほど-杯 知たり と 云、 孫子 

が 曰く、 前 は 胸 を 見よ、 左 は 左の 手 を 見よ、 右 は 右の 

手 を 見よ、 後 は 背 を 見よ と 云、 何れも 畏まる と 云、 孫 

子 則 < ロ圃の 太鼓 を 打てば、 宫女 大き に 笑 ふ、 孫子が • 

曰、 合圖の 示し合せ 調 は ざ る は、 士卒の 罪に 非す、 將 

の 罪な. - とて、 又 右の 如く 委細に 云 ひ 含め、 苒 び合圖 

の 太鼓 ヒ 打つ 時、 宫女又 大きに 笑 ふ、 孫子が 曰く、 合 

圖の 示し合せ を もとく とした る に、 法 を 守らざる は 

士卒の 罪な b とて、 組； g と 定めた る兩 人の 宮女を 斬 

ん とす、 閬魔 大きに 驚き 赦 すべ きょし を 仰せ けれど 

も、 將た る もの、 軍に 在 て は 君命 を も受ざ る 所ぁ..=^と 

て、 遂に 是を誅 し、 二番目の 宮女を 組の 頭と 定め、 再 

合 圖 の 太鼓 を 打し かば、 坐 作 進 返み な 法の 如に して、 

一 人と し て 法に 背く も のなかり きなり、 又 吳子魏 の 

國の 軍兵 を 率 ひて、 秦の國 と 取合 ひける 時、 一 人の 勇 

士 ありて、 下知な き に 敵陣に か け 入り、 首 取て 歸る、 

軍法に 違 ひ ぬ れば 、功. ハれ ばと て赦 すべきに 非す と 
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ぬ 過 あれ ども、 人に 國郡 を與る こと を惜 ます、 又よ く 

人の 諫を 用る 人 なれば、 始終の 勝利 は、 高祖の 方に あ 

らんと はか，.^ しが、 後 其 はか b た. 0 し 如くな りし も、 

此 本文の 意な り、  ， 

將、 孰 力 有. 能、 

將とは 士大將 を 云な..^、 能と は 才能に て、 器量の？ -な 

b  、即 上の 文に ある、 智、 信、 仁、 勇、 嚴の 五德備 はりた 

る を、 有能と 云な， o、 此 本文の 意 は、 敵の 士大將 共と、 

* 方の 士大將 ともと は、 何れ か 器量 まさ たると、 く 

らべ はかる ことなり、 むかし 漢の 高祖の 時、 魏王魏 豹 

が 謀叛 を 起した ると ，聞 玉 ひ て、 外の こと をば 尋玉は 

で 、魏 豹が 方の 總大將 は 誰 ぞと尋 玉へ り、 柏 直と 云 人 

なりと 申ければ、 い， まだ 口 わきの 黄なる 若者な り、 何 

として 此方の 韓 信に 及ぶ べき、 心安し と あり、 又 騎馬 

の 大將は 誰ぞ. -尋玉 ふ、 碼敬 なりと 答 ふ、 是は よき 弓 

取 なれ ども、 此方の 灌罌に は 及ばす と あり、 又 歩卒り 

大將は 誰と 尋玉 ふ、 項它と 答れば、 此方の 曹參 にかけ 

合. ふ べきに 非す、 扨 は 心安し とて、 外の こと を 尋玉は 

す、 軍 を はじめ、 一 かけ 合に て 魏豹を 生 取りに し 玉 ふ 


.  1 六 

も、 此意 なり、 

天地、 孰 

天と は 天の 時、 地と は 地の利な り、 前 の 五 事 の內に 

て は、 天と地 を ニ齒條 にして あり、 发には 一 筒條 につ 

^めて 云へ り、 天の 時 地 の 利 を ば、 敵の 方に 得た る 

か 、* 方に 得た る か とくら ベ はかる ことな. = '、天の 時 

も、 地の利 も、 主し を 定めぬ もの に て、 に 得 わば 

* 方の 利と な.^、 敵方に 得れば 敵方の 利と なる ゆ へ 、 

天地 孰 得た ると 云へ. -、 敵 味方 孰れ か 得た る と. 云 意 

な.^、 五 事の 次^に は、 道 天地 將 法と 次第して、 此處 一 

に は道將 天地.. 次第した る MJ は、 天地に 逆 ふ て^を 一 

する こと はならねば、 尤重 きこと なる ゆへ、 五 事の 時 一 

は、 道 天地 將 法と 次第す るな，.^、 され ども M じき 天の 

時、 同じき 地の利な る に、 將 のとり はから ひ にて、 

敵の 利に もな，..^、 又 味方の 利に もなる ゆ へ 、天地-ど 得 

ると 得ぬ と は、 將 の功不 功に ある ゆ へ 、s に は 道將天 

地と次第を立た..^、 . 

法令、 氣 1$、、 


凡此五 者、 將 莫. 不. 聞、 知. 之 者 勝、 

不. 知 者 不. 勝、 

此段 は、 右 の 五 事の 變 極の 理に通 達すべき こと を 云 

へり、 凡と は、 總じ てと 云 ことな. 9、 此五 者と は、 右の 

五 事 を 云、 將 は主將 な， o、 問と 云 も 知る ことな.^、 知 

れ ども 變 極の 理に 通達せ ぬ を、 孫子 は 間と 云、 變 極の 

理に^»5|!するを知と云なり、變極の理に通佳すとは、 

右の 五 事の 上に 於て、 千變萬 化する 所 を、 一 々に 其 至 

極に ぬけと をり て、 我物と する ことな 、總 じて 右の 

五 事 をば、 主將た る 程の 人 は、 誰も 皆 知た る こと に 

て、 珍ら しき ことに は 非す、 され どら 人々 われ も 知た 

ると は 思へ ども、 其變 極の 理に 通達す る 人 はまれな 

り 、通達す る 人 は 軍に 勝ち、 通達せ ぬ 人 は 負く、 通達 

せす して 叶 はぬ ことなりと ぞ、 

故 校. 之， 以. 計、 而 索萁ノ 情； 

故と は、 上の 文 をう けて、 かやう ある ゆ へ にと 云 意な 

,.^、上文に ある 如く、 五 事の 至極に 通達す る 人は滕 

ち、 通達せ ぬ 人 はまく る ゆ へ に、 此五事 を目錄 にし 


て、 是 にて 敵^ 万ヒ くらべ は か り、 目算して、 その 軍 

隋を もとむ ると 云 意な り、 


曰、 主、 孰 有. 道、 . 

この 曰と 云より 下 は、 上文に 校之以 計と 云 へる、 其た 

くらべ 様 を說 けり、 此： ：？ 七つ ある ゆへ、 曹操王 晳が注 

より、 是を七 計と 云 ひ 習 はせ ども、 五 事の 外に、 別に、 

七 計な しと 知べ し、 主 は主將 な り、 孰 有 道と は、 敵の 

主 將が道 あるか 、味方の 主 將が道 あるかと、 敵 * 方 を 

たくら ベ はかる ことなり、 有 道と 云 は、 則 前の 五 事の 

內に、 道 者 、令 民與上 同 意、 可與之 死、 可與之 生、 而不 

畏危 也と ある 處に叶 ふ を、 道 あると 云な. 9、 むかし g; 

信？？ 羽 を 背きて、 高 組に した 時、 項 羽 は 諸侯の 

權を 取て、 威 天下に 振 ひたれ ども、 生得 あらけ なき 大 

將 にて、 人 を 殺す こと を 好み、 さし 當り は？ 鼬義 め，.^ て 

愛敬ら しけれ ども、 人に 國郡 を與 ふること を惜 み、 又 

人の 異見 を 用 ひぬ 人 なれば、 智 ある 人、 みな 項 羽に 

從 はす、 又 高祖 はわ づ かに， 漢 中の 王に して、 小身 なれ 

ども、 器 大 やうに して、 民.^ 苦し め す、 細かなる 法 

度 を 立す、 面 にむ かひ て 人を惡 口し、 又 人 を う やま は 
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二 代 目の 大將 つぎに て も、 兵威 先代に を とらぬ こと 

なりと ぞ、 » この 曲 制、 官道、 生^と 云に、 古 來樣々 の 

說 あり、 梅 堯臣茅 元 儀が 說 は、 曲 制と、 官 道と、 主用 

と、 三に わけて 說 けり、 ま づ曲制 と は、 備分 陣取の 法 

制な 、備 立の 根本 は、 人の 家に 東西南北の 四の 隣 あ 

b て、 合て 五 を 五人組と 定む る より、 五 人 を 一 伍と 

云、 是備の 元な り、 十 伍 を 一 隊と 云、 五十人な り、 ニ隊 

を 一 曲と 云、 百 人な り、 何 萬 人な り と も、 是 より 段々 

に 組立る ゆ へ、 曲と 云 時 は、備の ことは皆こもるな 

,.^、備分の法制とは•如何樣なることぞと  云 に、 旗 

印、 笠 印、 釉印、 余： 太鼓、 坐 作 進 返の 合圖 な り、 是 にて 

何 萬の 人數 にても、 分 合 自在の 變を、 一 人 を 使 ふ 如く 

ならしむ、 官 道と は. tn:! の 道な り、 官と云 は、 軍 中には、 

組頭、 小 組 頭、 旗 舉 行、 鐵砲 大將、 弓 大將、 長柄 頭、 目 

付、使番 な ど 、 て 、 そ れ く の 役儀 ぁ 、是官 な b 、官 

の 道と 云 は、 各 其 役儀く に て、 士卒 をすべく、 り 

て、 それく のす ぢ道ぁ り、 是は士 大將の いろ ふこ 

と、 物 頭の いろ ふこと、 目 付の いろ ふ こ と、 いろはぬ 

ことと 云 筋み ち あるな， 、それ ゆ へ 曲 制に て 分ち て、 

官道 にて つらぬ/、 な，. = ^、主用と 云 は、 用度 をば 主る 


人 ありと 云 意な り、 用度と は、 兵粮、 小 荷駄、 金銀 米穀 

等、 陣取の 具、 城攻の 具、 或は 賓客の もてなし、 褒 に 

與 ふる 物な どな 、是智 主る 役人 別に 冇て、 合 戰を司 

る 人 はかま はぬ ことなる ゆへ、 官 近の 外に 、マ. 主用と 

云な り、 軍 中の 法度 淀 は、 右の 三の 上に 立つ ことなる 

ゆ へ 、法 者 曲 制、 官道、 主用 也 と 云な b  、劉 ®. か說に 

は、 曲 制官道 を皆備 分の ことなりと 云へ..^、 其 時 は 十 

伍を隊 とし、 ニ隊を 曲と す、 前に 見へ たり、 二 曲 を 宫 

と 云 二百 人な り、 然れば 曲も官 も皆備 組の ことにて、 

曲 制 は備の 法制な り、 前の 說と 同じ、 官道 は備立 陣取 

に は 往来の 道 を 明け、 又は 備 押の 次第、 兵粮の 述 送な 

ど^ 道な 、扨 主用と 云 は、 主と し 用る と 云 ことな hs、 

曲制宫 道の 仕形、 いか やうの 陣法を 主と し 川る と 云 

こと 有て、 是 にて 軍の 勝負 分る、 ゆへ、 敵 は 何 を 主と 

し 用る、 味方 は 何 を 主と し 用る と 云 こと を、 たくらべ 

はかりて、 勝負 を 察する と 云 ことな と 云へ り、 此說 

も 文勢の 上に て 云 へ ば、 宜しく 聞 ゆるな り、 前 S 說と 

合せ 見れば、 事たら ぬ樣 なれ ど も、 役 分 も 用度 も、 備 

に 付た る もの なれば、 右の 二の 說を よきと やすべ き、 

又 杜牧張 預が說 も、 大抵 右の ニ說の 意に 出す、 


法 者、 曲 制、 官 道、 主 用 也、 

是は五 事の 內の五 曰 法と める、 其 法と 云 は、 如何 樣の 

こと を 云ぞ と、 其 わけ を說 けり、 法 は 法令 な b  、軍 中 

の 法度 淀 を 云な..^、 人の 生れの 一 樣 ならざる こと、 面 

の 異なる が 如し、 けなげな る 人 あ り、 臆病なる 人 あ 

,5、 目の はやき 人 あり、 手 はしかき 人 あり、 手ぬ るき 

人 あり、 足 はやき 人 あ..^、 おそき 人 あ り、 其 外氣. たて 

かたぎ 一 樣 ならす、 大將 一 人く を 直に ひきま はさ 

ば、 大將の 心の 如くになる ベ けれども、 是 又なら ぬ こ 

とな，.^、 士大將 の 心々、 又 谷 別 なれば、 たと へ ば 連 碁 

を 打が 如し、 一 人よ き 手 を すれば、 次の 人 あしき 手 を 

うちて、 前う ちた る 石 は 無になる は、 心の 一 致せざる 

故な、 り、 心 一 致 すれば、 千 萬 人の 力 ひとつに 合 て、 一 

人の 力と なる ゆ へ 、千 萬 人が けの 力な..^、 心 一 致せ ざ 

れば、 千 萬 人 われ. くになりて、 一  < つ 、の 力なり、 

故に 第 に は 法度 淀を定 め て、 千 萬 人の 力 を 一 人の 力 

となす ことなり、 世間に きやりと 云 ふこと 一の り、 木 や 

り を 云て おんど を 取り、 ゑい 音 を そろ へ て、 是を あぐ 

れば、 十 人しても 擧らぬ 重 き 物 も、 五 人しても あがる 
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なり、 十 人の 力よ はきに 非す、 五 人の 力 つよきに 非 

す、 力の 1 致す ると、 一 致せぬ との 違 ひなり、 きやり 

と 云 法に 非れば、 多くの 人の 力 一 致せざる， g く、 軍に 

も 法と 云 もの 有て、 百 萬の 軍兵 も 我 身 を 使 ふが 如し、 

されば 道、 天、 地、 將、 法の 五 は、 何れも 一 つと して か 

けて 叶 はぬ. ふなれ ど も、 道將 法の 三 を 又 肝- =iv, とする 

なり、 士卒の 思 ひっかざる 大將 の、 士卒の 一 致した る 

大將 と戰て 勝つ と 云 ふ... -、 古今 其た めしなければ、 道 

の 肝要なる こと 勿論 なれ ど も、 それ は 平生の ことに 

て、 軍に 臨んで は、 將 法の 二に き は ま る、 將に 五德備 

れば、 天の 時、 地の利 を-の やまつ こと は、 決してな き 

>  J となり、 乂 法 も、 五 德備、 り た る將の 、法度 淀の あし 

きこと は ある ましき 樣 なれ ど も、 何 ほど 五德備 ると 

も、 いまだ 聖人 の 地に 至ら すん ば 法の 微妙 を 蜜す こ 

と あた ふま じ、 よく 名 將の法 を傳受 して、 つね <\- も 

心 をつ けて 吟昧 し て、 士卒に つねぐ 是を なら はし 

め、 よく 練 熟せ ざれば、 たと ひ 五 德 備る將 と て も、 士 

卒笞が 手足 を 使 ふ 如に ならぬ ゆ へ、 法と 云 ものに て 

はなき なり、 されば 五 事の 內 にても、 尤法を 肝要の 至 

極と やすべき、 古よ .0 名 將の よく 法 を 立 置た る 跡 は、 
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模 立身 を さ せ て 、人 を い さ ます る 方便 をし か け 、手 を 

よく 物 や はら かにして 、人 を だ ます 類 は 、皆 眞實の 仁 

に 非す、 大將た る 人の 仁 は、 た  >  人の 飢寒 をよ く 知 

り、 士卒と 辛苦 を 同じく し、 萬 民 を 安堵な さしむ る こ 

とな，^、 士卒の 病 氣を尋 て は 顔色 をし はめ、 手 班 を か 

ふ 、..^、打死したると聞ては、涕をな が し、 功 ある 人 

の 子孫 を棄 す、 ふるきな じみ を 忘れす、 民 士卒の 妻子 

を 養 ひ、 朝夕 安堵の 思 ひ を なす 樣 にす る を、 將 たる 

人の 仁と は 云な り、 勇 は 武勇な. o、 是も 武勇 を 鼻に か 

け、 高慢 甚 しく、 陽 氣 を專ら にし、 喧嘩 口論 を このみ、 

或は 力つ よき を武と 思 ひ、 或は 武藝 はやわざ を武と 

心得る たぐ ひ は、 將 たる 人の 勇に は 非す、 將の 勇と 云 

は、 大軍を 畏れす、 猛勢を も 物の 數 とも せす、 小勢に 

ても戰 ふべき 圖を はづ さす、 敗軍しての 後に も勇氣 

くじけす、 敵に 逢て は必鬭 ひ、 後 詰 をす る に は、 大敵 

の內 へ も飛入.^、又大敵に圍れては打破て必出で、危 

き 場に も ひるまぬ を、 將 たる 人の 勇と 云な り、 嚴 はき 

びし き， と讀 て 、威 の 强 き こ と な 、 さ れ ど 威を强く 

すれば とて、 頷 に て 人 を 使 ひ、 目に て 人 を 使 ひ、 かほ 

つき をけ うとくして、 人のより つかぬ 榡に する こと 


にも 非 や、 又 あらけ な く 人 を しか. o、 少しの こと を 

とがめ 、猿 細な る 法 俊 を 立て 、諫言の 舌 を符 ましむ る 

ことお 云に も 非す、 將た る 人の 嚴と云 は、 第 中の 法令 

千 萬 人 を 使 ふ も、 一 人 を 使 ふ 如く、 人馬の 足音ば かり 

聞え て、 物 云 ふ 音 はせ す、 陣取、 備立、 役 分、 行列、 金 太 

鼓の 作法、 旗の 進め やう、 懸るも 引 も、 合 も 分る、 も、 

變化 在に して 手間と る こと な く、 軍兵 將を 畏れて 

敵 を 畏れす、 將の 下知 を 守て 君の 下知 を も 用 ひす、 か 

やうなる 將は、 忍び入て 殺す こと はなる ベ けれども、 

其備を 敗る こと は 曾て 叶 はぬ な 、皆將 たる 人の 1 

心の 威より 起て、 一 人 を も 殺さね ども、 よく 三軍の 心 

を畏れしむ、是將たる人の嚴な.=^、大凡智ぁる人は男 

たらす、 勇なる 人は智 たらす、 仁 なれば 嚴な らす、 厳 

なれば 仁なら す、 四の 德備は て も、 信 また 備，^ 難し 一 

凡 こ の 五 德を備 へ ざ れば、 大將の 任に 叶 ひ 難し、 敵 

の將と * 方の 將とを 、此 五德を 以てた くらべ はか. > 

て、 其 優劣 以、 車の 勝 ftv 一知 こと を 云 な ^、近 の 

學 者に、 この 五 德 を 仁 翁 禮智信 の 五常に 引合せて、 曲 

說を云 もの あ，^、 五常 は 人の 心に 具 はる 理な り、 此五 

德は將 の 器量 を 云て、 各 別の ことなり、 用べ からす、 


意な b ヽ智は 智慧な り 、智慧と 云 は 世 問に 云 ふ、 利口 

發 W なること に も 非す、 又學問 博く し て、 様 々のこと 

を 知 るに . ^非す、 又 弓馬 劍 術 、館長 刀 等の、！ S 々 の 

蕩 能の 奥義 を 究めた. るに も 非す、 又 1$ 道發叨 して、 三 

* に： 池： a! したる 智慧に も あらす、 唯よ く 人情に ぬけ 

と を， 0 て、 上た る 者 下た る 者、 敵と なり 万と なる、 

々の 人の 心 あ <： ばい をよ く 知り、 かやうな る J を 

喜び、 かやうな る こと を いやがり、 一 旦 はか やうなる 

,i を悅 ベ ども 、奥意 はか や うなる， とに 安堵し、 か やう 

なること を 氣遣 はしく 思 ふな ど、 云榡な る、 人の 心 

§ きをよ く 知り ク$ の大 くなら-ぬ 前に、 此事は 末に か 

やうに なると 云 こと を、 早く 見付けて、 如何 樣 なる 詐 

h にても だまされす、 如 何様なる 讒言 にても 惑 はさ 

れす、 又 事の 變の來 る 、其 變に應 じて それぐ に 取 

极ふ こと、 定まりた る ことな く、 よく 其 宜しき に 叶 

ひ、 禍の來 る をよ く 取扱て 福と なす、 是 等を將 たる 者 

の智と 云な， 9、 信 はまこと な. o、 まこと、 は 平生 人の 

うろんなる を 嫌 ひ、 物の * 實 なる を 好み、 我 も 少しの 

約束 を も 違へ ぬ 様 に し、 前方 かやう に 云た る詞 ある 

に 、今 かやう にせば、 誰 か 心に 恥 か しきな ど 、云 ふ樣 


なる を 、世間に て は 信と 覺 ゆれ ども、 それ は a 女子の 

信に て、 將 にる 人の 信に 非 や、 心 至て せ ば く、 たよ は 

くせ まりた る 人の する こと な り、 將 たる 人の 信と 云 

は、 赏 罰の 定めの 上に 付て、 かやうな る を は 賞すべき 

と、 號令を 出した" ば、 たと ひ 吾が にくき 八な りと 一 

も、 約 東の 如く 賞し、 S が scr 一なる 人な りと て も、. 輕 

き 功 を 重く 賞せ す 、叉 かやうな る をば 罰す ベ きと、 II 

令 を 出したら ば 贵人を も 避けす、 親類 を も最 負せ I 

, や 、氣に 合た る 人 を も、 過 あれば 是を 罰. す、 下知 法度 

を變 じか ゆる ことなく、 我 身の 大儀なる ことにても、 

先 だち て 出した る 法度な れ ば、 少しも かゆる ことな 

く、 とか く 賞罰 號 令な どの 様な る 、萬 民 へ わたる こと 

を、 約束の 逸 はぬ 樣に すれば、 將 の 誠、 民 士卒の 心に 

ぬけと をり て、 民 士卒 深く 心服し、 少しも 上 を 疑 ひう 

ろん に 思 * ふこと なし、 是を將 たる 人の 信と 云 ふ 也、 仁 

と 云 は 慈悲な り、 慈悲と 云へば とて、 かほつ き 愛敬り 

しく、 もの 云 ひやさし くて、 人 を だまし、 或は 金銀 箱 

帛を與 へて 人 を だまし、 或は 慈悲 善极 とて 、非人 乞食 

に 物 を とらせ、 僭 法. g を 供養す る 類 は、 婦人の 仁に し 

て、 大將の 仁に 非す、 利 勘 細かに し て、 少しつ、 の規 
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よしあし は、 たと へ ば吉 Ril:! 方 を 用 ひて、 士卒の いさ 

むこと あり、 破て 士卒の むこと あ 、飢 僅の 弊に の 

らんと すと も、 其手當 をよ くした る國 をば、 飢饉 なれ 

ばと て 侮る ベから す、 風雨に も油斷 せざる 敵 あり、 塞 

暑に も ひるまぬ 敵 あり、 此樣 なる 類 は、 みな 時のと り 

はから ひの よきと あしきと な り、 故に この 陰陽 寒暑 

の 時制 を 以て、 敵 味方 を はか..^ たくらぶ る こと を、 五 

事の 內の天 I」 は 云な.^ -、 此 陰陽と 云 ふ を、 張 預が說 に 

は、 陰陽の 道理と 見たり、 それ は 三才に 通す る 陰陽に 

て、 天の 時に 限らぬ わけな れ ば、 誤の 說 なり、 又 陰と 

陽と、 塞と 暑と、 時と 制と、 六に つけて 說 たる說 あり、 

是乂 くた ぐし き說 な.^、 用べ からす、 

地" 者、 遠 近、 險 易、 廣 狹、 死 色， 也、 

此段は 五 事の 內 にて、 三 曰 地と ある、 地と 云 はいかな 

る こと ぞと、 其 わけ ゃ說 け .c^、地とは地の利なh^、如 

何様なる 地形 にても、 皆 そ れ ぞれの 勝利 備 はりて あ 

る もの ゆ へ "地の利と 云な り、 遠近 は 遠き と 近き とな 

h,- 、險と は難處 なり、 易 は 平地 な り、 廣は ひろき 地な 

り、 狹 はせば き 地な り、 死 は 死地と て 引處 もな く、 逃 
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る處 もな く、 残ら や 敵に 打 ころさ る ベ き 地な り、 生地 

と は 命 を 全うする に 便り ある 地 を 云 ふ な り、 近 方 を 

先にして、 遠方 をば ゆるやかに すべ し、 難 處は歩 立に 

宜しく、平地は騎_^^に 宜 し、 廣 地は大 軍に.！？！ く、 狹地 

は 小勢 に 宜し、 死地 は戰ふ に宜 く、 生地 は 守る に.； Fi 

し、 是皆 一 定 したる 地の利の 大槪 なり、 神 功桌后 は 近 

き 熊 襲 を さし- &て、 f 返さ 朝鮮 を 征伐し 玉 ひ、 義經 は-ぬ 

にて if 越 を 落し た り、 或は 廣地も 小勢 を 用 ベから ざ 

るに 非.^、 狹地も 大軍を 用 まじき に は K る まじ、 死地 

を 守、 り、 生地に 戰ふ も、 時の 變 によりて 必 しもせ ざる 

ことに は 非す、 其 上 地の利の こと は、 此 本文の 八い？ に 

も 限 る ベ からす、 尙又 九地 篱 など 考合 はす ベ し、 と か 

く 本文の 意 は、 敵が 地の利 を 得た るか、 失 ひだ る か、 

味方が 地の利 を 得た るか、 失 ひたる かと 云 ふこと を、 

たくらべ 考 ふべき 爲に、 かく 云へ るな り、 

將 者、 智、 信、 仁、 勇、 厳 也、 

此段 は、 五 事の 內 にて、 四 曰將と あ る、 其 將と云 は 如 

何檨 なること ぞと、 其 わけ を 云 へ b 、將 は大將 なり、 

大將 たる 人 は、 此 五つ の 德を備 ふ べき ことなりと 云 


やして、 勝利 を 得た るた めしな， o、 用る も 破 る も、 皆 

愚 を 使 ふの 術と 知 ベ し、 又 寒醫と 云 は 、冬の 襄氣、 夏 

の I 者氣 な.^、 是は 天の 時の ft にて、 實に其 用 ある こと 

を 云ん ため、 此ニ つ を 麟 て、 其 外 を も 知らす るな b ヽ 

泰 夏 秋 冬、： D 夜 朝 暮、 飢饉 豊年、 旱 洪水、 大風 大雨、 大 

雷 大雪、 潮の 滿 干の 類、 みな 天の 時の 內 に て、 W に 其 

ffl ある ことなり、 たと へば 農作の 時 軍 をお こせば、 民 

の 害と な ひ、 終に 米穀 少なくな りて、 國の 弱みと なる 

額、 ヌ極靠 IS  t 者の 時 は、 士卒 塞 暑に 疲れて、 働き はか 

、しからす、 病氣を 化する 類、 叉 冬 は 北國を 征伐せ 

す、 S は 南國を 征伐せ やと 云 こと あり、 漢のー 祖 この 

誠 を 知らす、 雪中に 匈奴と 云 ふ 北 國の夷 を 伐 玉 へり、 

匈奴 は 北 國の極 塞に なれたる 翁 ゆ へ、 さらに ひるむ 

ことなし、 味方の 兵 は 雪に なやみて、 措の もげた る 

者、 十 人の 內には 二 三 人 ほ どづ 、ありければ、 遂に 白 

^城と 云 ふ 城に かこまれて、 いたく 攻られ 、難儀に 及 

び 玉へ. n- 、漢の 世の 元祖に る 入に、 手 きめ を 見せた 

る ゆ へ 、漢の 世 四 Knl 牛が 問 は、 匈奴の 勢强く し て、 代 

々この 患 ひ 絶 ざり しも、 高祖の 冬不， 征， 北 と 云 こと を 

知玉はぬょ.^起れ"、又後漢の低の名將に、伏波將軍 
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^援と 云 人 も、 此理に 階く して、 極暑の 時嶺 南と 云處 

の离 を攻 た.^、 嶺；^ の 地 は、 四季 共に 雷鳴 て、 雪と 云 

もの 降らす、 常に 四 五月の 時分の 檨 にて、 殊に 瘙氣と 

云て 濕 熟の 氣 盛んなる 國 なれば、 中國の 人、 この 國に 

ゆけば、 必 かの ffi 氣 にあた.^ 煩 ふ な 、馬援 が 軍兵 

も、 十に 八 九 は 疫癘 を 煩 ひ て、 軍に 利な かりし とな 

り、 但し 日本の 內は、 かやう の熱國 なけれ ば、 夏不. 征 

と 云 こと は、 0:1 本に はいらぬ ことなり、 又 突 厥と 

云 夷 は 弓 を 上手に 射 て、 是を せむ るに 便 力 を 得 ざり 

しに、 唐の 太宗は 長雨の 時分、 弓の 膠と け、 矢 の 羽ぬ 

れて、 弓に 利の なき 時節 を 伺 ひ、 是を攻 て 勝利 を 得 玉 

へり、 又 大風 大雨に は 敵 多く は油斷 する ものな り、 風 

上よ" 火 を 放ち、 雷の 威に 乘り、 ：！： 月 を 背に 負 ふて、 

劍戟の 光 を 添 へ、 飢儘 洪水の 弊に のり、 夜 臥た る 所 を 

伺 ひ、 又は 節句 歳の 慕な ど、 人界の つとめす して 叶 は 

ぬ 用事 を務 ると て 士卒のう ち 散る 時節な ど、 細に 考 

へ ば、 いくら も ある べき ことな り、 此檫な る 類 をば、 

孫子 は 寒暑の 二字に こめて 云た るな. '、時制と 云 は、 

時と は 上の 文の 陰陽 寒暑の 時 な り、 制と は それ を 取 

り はから ふこと な り、 陰陽 寒暑のと.. y はから ひ樣の 
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り、 まづ 陰陽と 云 は、 日 取、 時 取、 方角の 吉凶、 年月の 

吉凶、 十干 十二支、 五 運、 七曜、 九曜 のく  b 様、 雲氣煙 

氣の 見様、 總 じて 軍配の 家に 云 ひ 習 はす 類 は、 皆 陰陽 

五行の 相 生 相尅を もとにして、 くみ 立た る こと ゆ-へ、 

是を 陰陽と 云 なり、 智の 明らかなる 人 は、 吾心 吾 身よ 

、家國 天下の 上まで も、 明かに 其 道理 事 勢に 通達し 

て、 毫髮も 疑な き ゆ へ、 事 を 執行 ふ 上に 於ても、 其 疑 

なき 心より 執行 ふに よりて、 迷 ひ 惑 はす、 危ぶみ 畏れ 

すして、 よく 其 事 を 成就 すれ ど も、 愚かなる 人 は、 道 

理事 勢に 晴 くして、 事々 の 上に 迷 ひ 惑 ひ、 危ぶみ 畏る 

、心 ありて 、決定し て 其 事 を 執行 ひ、 成就す る こと あ 

たはぬ ゆへ、 古の 疆人 この 陰陽の 術を敎 へ て、 吉 ：=、 

吉方、 士！ 1 相 を 以て、 其 志 をい さ ま せ、 危 ます 畏れす 心 

を 決定し て 、 其 事 を 成就せ し む、 是 愚民 の 心 を、 決定 さ 

すべき 爲の敎 にて、 實には 其 用な き ゆへ 、智者の 用る 

所に 非す、 故に 古よ.^ 賢 王名將 の、 此 陰陽の 術 を 用 ひ 

玉 へ る ことさら になし、 さ れ ども 古より 愚かなる 人 

の 用 ひ 習 はした る こと に て、 人 皆 信 やる 者 も 多 けれ 

ば、 兵家に は 直に 是を取 用 ひて、 愚 を K ふの 術と する 

ゆへ、 孫子 もこ に擧 たるな り、 是に 泥む をよ しとす 


r  八 

るに は 非す、 古吳 越の 戰の 時、 吳王夫 差 越^ を攻ん と 

せし 時、 歲 星と 云 星、 越の 分野 を 守 れ り，， 分野と 云 は 

天の 二十 八 宿 ケ-、 大唐 四百 餘 州に 配當 して、 此星は 何 一 

と 云 H に感迪 すると 云 ふ 習 ひ な り、 〈成 星 は 五 星の 內 

の 1 つに て、 德を 司る 星な り、 守る と 云はク のの 行 道に 

はづれ て、 久く 其 にと  > まること なり ノ威 0^ は！！ 

を 司る 星 ゆ へ 、iil ある 國の 分野 を 守る わけなれば、 越 

の 國は攻 ましき ことな る に、 吳王夫 差 是を攻 て ほろ 

びた ると なり、 又 十六 國の 時分 に、 歳星と 鎭 星と、 燕 

の 國を 守れり 、歳星 は 德 ケ」 司り、 g 〈星 は 福 を 司， 0 て、 

福德備 はる わけなる に、 秦の國 よ. 0 是ヶ 伐て、 却て 燕 

の國に ほろぼされ たる な トビ、 是 みな 天の 時を考 へす 

して、 Sof に 負 をと b しなめ しなり、 又 周の 武 王の 紂王 

を 伐 玉 ふ 時、 うらかた 惡 しか b ければ 、太公望 龜 を 焚 

すて、 蓍 をお b すて、 枯 たる 草朽 たる 骨 に、 何の 生靈 

ありて 吉凶 を 知ん とて、 遂に 紂を. a し 玉へ 、宋の 高 

祖、 劉 裕の慕 容超を 征伐 ぁ ..^ し ^、往 にあ たれ 

り、 往て. LJ る 日 なれば、 今 日 の 出陣と、 まり 玉へ と、 

諸將諫 ければ、 1€祖 の 仰 に、我往て彼l:>るなh^とて、 

搆 はす 攻て、 遂に 是を返 治す、 是 みな 天の 時に かま は 


地 もな し、 天地人と もに 我 一 本の^ 霸に S て、 我心の 

ま、 に 自在なる 妙處、 この 一 字に 露顯 するな り、 眛 ふ 

ベ きこと な. £^  、但し かやう にば か， 0 云 は 3- 、初 、ひ，：： \\ 

は 、如何様に して 民 を？ 5 やうに あらし めんと 惑 ふべ 

きに よ.^ て、 孫子が 意に も 叶 ふべ からん 檨 なる 說を、 

こ、 に擧 るな b  、張 預が說 に、 恩 信 使 fe! と あり、 恩 は 

恩澤 なり、 信 はもの、 たが はぬ こ となり、 賞罰 は 勿 

論、 大將 たる 人 は、 何 にても もの たが はぬ 樣に すべ 

し、 是 信な. o、 恩 あれば 民 上に したしみな つ く.、 信 あ 

れば民 上 を 疑 ひけす むこと なし、 故に 恩 信の 二に て、 

上と 下との 心 ひとつに な り て、 へたく にならぬ ゆ 

へ 、民 . ^-此 本文 の 如く あらしむ る ことなるべきな 、 

又货獻 臣か說 に、 通， 上下 之 情 一と 云 へ . ^、是 又 神妙な 

る說 なり、 上下の 情に 通す と は、 上た る 人、 下の 情 を 

とくと よく 如る ことな h- 、位高く 身 富み、 境界 も かよ 

るに よりて、 聰明 才智の 人 も、 下の 情 は 知りが たき も 

のな b  、下の 情 を 知 らざ れ ば、 慈悲と 思て する こと 

も、 下の 爲； i ならす、 物の たが はぬ 様に すべきと 思 ひ 

て も、 する ことにつ かゆる こと 出来て、 たが へねば な 

らぬ樣 にな..^ ゆくな. り、 故に 上下 の^に 通せねば、 B 


信 もた ぬな り、 古の 名將 は、 身 を 高 上に 持な さす、 

下 を 親み 近つ けて、 よく 下の 情 を 知た る ゆ へ 、恩 信 も 

よく 恩 信の 用 を な し、 民 を此 本文の 如く あらしめ た 

る こと * 書 典に 歷々 たれば、 かやう に 心 を つ i け て 見 

ば、 孫子が 心に も 遠 かる まじ く 思 はる、 尤 時に 臨て、 

急に 民を此 本文の 如く あらしむ る こ とも、 名 將の作 

用に おる ことなれ ども、 此篇， の 文勢 は、 軍の 前に、 敵 

味方 ヶー はかり くらぶる 上の こと を 云 だ れ ば、 まづ平 

日の 上の ことと 心得べき なり、 

1^ ぎ、 陰 陽、 寒 暑、 時 制" 也、 

此段 は、 前に 云た る 五 事の 內の、 二 曰 天と ある は、 如何 

樣 のこと ぞと其 わけ を說 けり、 天と は 天の 時な り、 時 

と は、 天の はこび な り、 細かに 云 は  > 、古より 今と は 

こびゅく上も時な..^、 一  年 十二月の はこび も 時な り、 

1 月 三十日の はこび も 時 な.. -、 一 口 十二時の はこび 

も 時な 、天 は 古より 今に 至る まで、 日夜 朝暮 はこび 

めぐる もの ゆ へ、 總 じて 天に か 、りたる こと をば、 皆 

天の 時と 云に てこ もる ことなり、： S 天の 時の こと を、 

陰陽 寒暑 時制な り と 云 は、 大綱 を搫て 云た る ものな 
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にして、 懸るも 引 も、 死ぬ る も 生 る も、 上た る 人 をす 

て ぬ ことなり、 一 一 つ の 之と 云 ふ 字 は、 K を 指して 云な 

b  、畏れ 危ぶ まざらし む と は、 畏れ 氣遣 ふべ き 場、 危 

きこと を も、 士卒が 畏れ ゃ危 まぬ 様に あ らしむ る こ 

とな 、是も 生死 を 1 つに すると 同じ ことなれ ども、 

生死 を 1 つに すると 云 は、 士卒の 心の 一致なる こと 

を 云て、 畏れ 危 まざらし むと 云 は、 士卒の 氣の剛 なる 

襟に する ことなり 、尤 士卒 の 心 親切な れば、 おの づか 

ら剛 なる わけ も あれ ども、 左 檫に見 る は 理窟の 上の 

ことな， o、 士卒の 上と 生死 を ひとつに する は、 士卒の 

心 を 取る 所に あ， 0 て、 士卒の 剛 なる 様に する は、 士卒 

の氣を たくましく する 所に ある な り、 たと へば 三國 

の 時分、 蜀の劉 備の曹 操に 追 落され、 新 野と 云 ふ處を 

落：、 玉へ る 時、 數莴の 民と もが 劉 備の跡 を 追て、 道 も 

と をら れぬ 程お ち 行きけ る こと あ h^、かゃぅにKに 

深く 慕 はれた る 劉備 なれ ども、 此數 萬の R を 以て 戰 

ふこと はなら ざ. o- し、 是民 上と 生死 を 一 つに すれ ど 

も 、民の 心の 剛 になる 樣に する 所の、 いまだ 足らぬ 故 

なり、 かやうな る 差別 ある ゆ へ、 孫子が 意 を 加へ て、 

詞を 添た るなる べし、 扨 この 段の 主意 は、 上の a- に、 


1 曰 道と 云た る 其 道と 云 は、 いか やうなる こと を 云 

となれば、 士卒が 上と 心 を 一 つに して、 いか やうに も 

上の 思ふ欉 になり、 生死 を も ひとつに して、 しかも 其 

心剛に し て、 物 を 畏れ 危ぶむ ことなき 様に あらしむ 

る、 是ケ 道と 云な り、 この 道 を. 筒條の 一 つに し て、 こ 

の箇條 にて 云 は V 、敵が 箇 様に、 あるか、 味方が 简槠に 

あるかと、 たくらべ はかる べしと 云 ふ 意な り、 この 迫 

と 云に 付て、 是は 王道な りと 云 ふ 15 饥も あ..^、 又疆 道な 

b と 云說も あり、 王霸を 兼た ると 見； る說も あり、 是. 

みな 後人の 憶說 に て、 何れ 孫子が 意に 叶 ひたりと も 

云が たし、 孫子 は 王道と も、 霜 道 と も、 又 王 tf を 兼た 

ると も 云 は ぬ 也、 た  >令 民與上 同意、 可與之 死、 可與 

之 生、 而 不畏危 也と 云た る なれば、 孫 千が 意 は、 王道 

にても あれ、 又. 薪 道 にても あれ、 又 何の 道 にても それ 

には搆 はや、 た > 士卒 を かやう にあら しひる を、 道と 

は 云た るな り、 孫子が 意 は 一 の 令と 云 ふ 字の 上に あ 

、士卒に かやう あらしむ る こと は、 上の せし むる 所 

にあ て、 別にむ つかし，、、 な b にくき ことにて はな 

し、 如可樣 にも、 せしめば せしめら る 、 ことな.^ と 云 

意な.^、 誠に 兵家 者 流の 奥意 は、 上に 天 も な く、 下に 


ベ き 所、 まくべ き 所の 外に 見 ゆる を 形と 云、 形 はか 

たちと 讀て 外に 見 ゆる 意 な，. 、勝 ベ きわけ 負べ きわ 

けの、 內 にかくれ て 外へ 見えぬ 所 を さ し て ，取 情と 云 

なり、 軍理 など 、も 云 ふ ベ けれと も、 理と云 へ ば 理窟 

になるな.c^、理 は なるほど 聞 えても 合 はぬ こと ある 

もの な 、り、 情 は情實 とて 實に 手に 取た る 如くた しか 

なる 所 を 云、 又 人の 腹中へ たち 入て 其 人情 を 知る 程 

ならねば ならぬ わけ ゆ へ 、軍情と 云ふ詞 あるな り、 扨 

この 一 段の 意 は、 上文に ある 如く、 軍 は 其 家の 大事に 

て 多くの 人の 生死 家の 存 {J のか、 る 所 なれば、 勝負 

の 境 を 察し 考へ すして 叶 はぬ わけ ゆ へ に、 其 察し 考 

る 仕様 は、 次の 段に ある 五 事 を 筒 條目錄 にして、 我. n 

算を以て敵味方をはかh^くら ベ て、 敵 * 方 何れ か 勝 

ベ き 何れ か 負べ きと 云 ふ 軍情 を 尋ね もとむ べき こと 

なりと 云ふ总 なり、 尋ね 竟 ると 云 は、 失 ひて 叶 はぬ 物 

を 失 ひて 一 大事と 尋ね « る 如 く、 此 軍情 を 尋ね-覚め 

て、 必 得べ きこと なり、 

一 曰 道、 一 一 曰 天、 三 曰 地、 四-曰 將、 

五 曰 法、 


この 五つ は、 即 上の 文に あ る 五 事な り、 >  ^ の 道 天地 將 

法の 五 を 目錢 にた て 、、是 にて 敵 味方 を はか.^  くら 

ぶる ことな. 0  、 扨 この 五の ひとつく の わけ は、 次の 

文に 委く說 けり、 

道 者、.^ f^,fe 與レ上 同 ま、 可，， 與， 之 死； 

可，， 與. 之 良： 而不. 畏レき 也、 

此 段"、 上の 文の 一 曰 道と ある、 道の 字の こと を說け 

,9  、 民と 云 は 、異國 にて は、 百姓 をお もに 心得 べし、 我 

國 にて は、 士を おもに 心得 ベ し、 子細 は、 4、 國 にて は 

民兵と て、 專ら民 を 第 兵に 用る 也、 故に 民 を 云て 官人 

はこ もるな. o、 我圃に て も、 上代 は 異國の 如 なれ ど 

も、 今 は 民 を 軍兵に 川る こと はなき ゆ へ、：^ と 云 ふ 字 

を、 士卒と 云 ふ 字に 直して 心得べ し、 さ， 0 とて 1 向 

に、 民 はか やうに なくても よしと 云 ことにて はなし、 

民まで も かやう にあれば、 いよ /\ のこと なるべし、 

ま づ異國 と 我國 と、 事の 樣の違 ひたる こと を辨 へね 

ば、 異圃の 書の 義理 はすまぬ もの ゆ へ 、かく 斷 はるな 

り 、令 民與上 同意 と は、 上の 思 ふ 機に 士卒の なること 

な. 、可 與之死 可與之 生と は、 上と 士卒と 生死 を 一 つ 
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兵 は國の 大事に て 多くの 人の 生死 も 家の 存 c も 軍の 

勝負に よる ことな れ ば、 かやうな る を 軍に 勝て 生べ 

き 地と し、 かやうな る を 軍に 負けて 死すべき 地と す、 

かやう にす る は 軍に かちて 家の 存 する 道 な り、 かや 

うにす る は 軍に まけて 家の. D る 道な りと 云 こと を 察 

し 知らす して 叶 はぬ ことなりと 云 意 な り、 かやう に 

說 出して 勝負の 知 やう を 下の 文に 說 きたる な b. 、孫 

子 は 百度 戰て 百度 勝つ 道 を 得 て、 今の 世まで も 兵家 

の 祖と云 はる 、程の 人な れ ば、 軍 をす る こと は 心安 

きこと に 思 ふ ベ き 樣に思 は る、 に、 一 部の 最初に か 

やうに 云た る 所、 尤心を 染め て 深く 味 ふべき ことな 

b 、俗 說には 多 く 死生 之地存 C 之 道と 云 句 を 上 へ つ 

けて、 兵の 大事なる わけ は、 死生 之地存 C 之 道な， 9 と 

云 意に 見れ ども、 猿 注 本に は國の 大事な りと 云に て 

切て、 死生 之 地， _JEJ 之 道 を 不 可不 察と 下 へつ いけて 

あり、 今此 說に從 ふなり、 

ュチ スル- 一二 シ  チ ルー I  . テ メ チ  ム 

故 經. 之 以，， 五-事； 校. 之 以. 計、 而 索，， 

其 情： 

此段は 上の 文に 不可 不 察と 云 へる により て、 その 察 


し樣を 云へ 、故と は 上の 文 を 承る 詞 なり、 上の 文に 

云た る 如くの わけ ゆ へ にと 云 意 な り、 經 はつねと も 

讀む 機の たて 絲 のこと な り、 機の 橫絲は 左右へ 移り 

動け ども、 たて 絲は 一定して 動かす、 絹布の 骨になる 

物な. 、この ゆ へ に 經之以 五 事と 云 は 、軍の 勝負 を. 祭 

し考る 上に は 五つの 事を以 て、 一 定した る箇條 E 錄 

にして、 是 にて 察し 考 ると 云 こと 也、 この 經の字 を 直 

解に は 常と 訓す るに 泥み て、 主將 たる 人の 常常 守.^ 

て 軍の 本と する こと、 云 へり、 道理 はさる、 となれ ど 

も始計 一 篇の 文勢に 暗き な り， 一 篇 に、. W 意 は、 この 

五つに 叶 ひたる 人 は 勝ち、 叶 はぬ 人 は 負る と 云 ふ 目 

錄に擧 たる な ^、扨 この 五つに 叶 ひたる 人 は 軍に も 

勝つ なれ ば、 主將 たる 人の つ ねぐ 守る べき こと、 

云 ふわけ は、 おの づ から 見 ゆる を、. 其 意に て經の 字の 

義を說 く は あしき な り、 又武經 大全に は經理 なりと 

注して をさむる 意に し、 黄獻 E は 經緯の 意と 晃 たる 

は、 何れも 的 切の 注に あらす、 用べ から や、 その 五 

事 は 次の 段に ある な り、 校と は 敵と 味方と 何れ かま 

さる 何れ か 劣る と、 くらべ 見る ことなり、 計と は 目算 

な. CS  、其 情と は 敵 味方の 軍情な り、 軍情と 云 は 軍に 勝 


つ はる ことと 心得る は 僻事な .c- 、兵 は 詭道 な れ 

ば、 人 をた ばかる も 計の 內の 一 つなる ベ けれど 

. も 、計の 字の 意 は、 もの をつ も b はかり ED 算. V- す 

る ことな， o、 此始 計の 篇は、 總 じて 軍 を せんと 思 

は  >  、まづ 敵と 味方 を はか b  くらべ て、 眾 に 勝べ 

きか 勝 まし きかと 云 こ と を、 とくと 目算して 見 

て、 果し て 勝べき 圖をき はめて 軍 をす ベ き f-O を 

云 へ り、 孫子 一 部 は 專ら合 戰の道 を說て 治國平 

天下の 道 をば 說 か す、かゃぅに前方にっも，.^は 

かる こと は 合 戰の本 な り、 前方に 目算 をせ や 了 

簡を 究めす して 合戰に 勝つ と 云 こと はなき わけ 

なる ゆ へ 、此篇 を 孫子の 開卷第 一 碗と するな り、 

0 1 と は 次第の 一 と 云 ふ 意 に て、 孫子 十三 篇の 

最初 なれば かく 云へ ち、 此篱を 集注 本に は； S 篇 

と 云、 始の 字な し、 

孫 子 曰、 兵 者 國ノ之 大- 事、 死 生， 之 ， 

地、 存亡 之 道、 不. 可. 不. 察 也、 

一 部 十三 驚 共に 篇 ごとの 始に皆 孫子 曰と 云 こ と は、 

十三 篛 ともに みな 孫 武が語 なれば な. 9、 兵と 云 は、 も 


と 弓 鐘靱矛 等の 武器の 總名 なり、 それより 轉 じて 武 

器 を 持つ 人. i 云 ふわけ にて 武士 を も 兵と 云 ふ、 此時 

はつ はものと 訓 する な hv  、此 本文に て は 兵 革な ど /- 

云 やうなる 詞 にて 軍の こと を 兵 と 云、 軍に は 武士 を 

用 ひて 武器 を 取り あっか ふゆ ゑな，. >  、國と は國 郡-の 

國には 非す、 國 家と 云と 同じ 樣 なる 詞に て 諸侯の 家 

を 云な り、 大 夫の 上に て は 家と 云 ひ、 諸侯の 上に て は 

國と 云、 君 の 身の上よ.^ 家來民 百姓まで を も 籠め て 

云詞 な.^、 されば 兵 者國之 大事と は、 軍と 云 もの は 諸 

侯の 身の上に て は是に 過た る 大きなる こと はなしと 

云 意な り、 ひと 取 にても 物 入 夥しく、 民の 愁も甚 しき 

こと、 外の ことに は、 かやうな る 類 またも な く、 多く 

の 人の 生死、 國 の 立つ も c る も 軍の 勝負に か、 る こ 

となれば かく 云 へり、 死生 之 地と 云 は、 地 は 場所な 

h,- 、軍 は 場所 を 大切な りと す、 死す る 場 あり 生る 場 あ 

る ゆ へ 死生の 地と 云な り、 存亡 之 道 と は存は 家の た 

つ ことなり、 4J は ほろ ぶるな り、 道と は 軍に 勝て 家の 

たつ 道と 負て 家の る 道と ある こと を 云 な b 、不可 

不察 也と は 明かに 察し 知らす して はならぬ 事な. 5 と 

云 意な り、 されば 死生 之地存 t 之 道 不可 不察 也と は、 
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き 書な .9、 さ て この 書の 作者の 孫子と 云し は齊 

の國の 人な り、 孫 は 姓な，. >  、子 は 男子の 美稱 と 

て、 おの こ/' を 尊ぶ 詞 な，.^  、名 を 武と云 たるに よ 

^て 孫武 とも 云、 又 姓名の 下に 子の 字 を 置て 孫 

武子 とも 云 な り、 是は苟 子と 云 人の，. <^を 孫子と 

も 云た る こと あるに より て、 それに まが はす ま 

じき 爲に 孫武 子と も稱 せるな る ベ し、 もと 齊の 

國の人な.=^しが、伍子胥が薦めにょh^ て 吳の國 

に 召され、 吳王闔 魔に 仕へ 上將 軍の 官 とな ，0、 楚 

國と戰 ひ 楚の軍 を 破 b  、楚國 の 都の 都と 云處ま 

で攻 入り、 楚王を 追 落し 武威 を 天下に 顯 はす、 吳 

國は 東南の 邊土 にて 夷の 風俗な りければ、 其 時 

分まで 諸侯の 數 にも 入れられ ざ. 9 け る * か、 此戰 

より 勢强 く、 齊 の國、 晉の國 など、 皆 諸侯の 盟主 

にて 國も大 く、 威勢 も强 かり けれども、 吳 王闔廬 

に 手 を 置 たる は、 過半 は 孫于が 力な とぞ きこ 

へし、 其 後 闔廬、 遊興に 長して 政務に 怠られけ る 

を 見て、 官. V 辭 して 齊の 國に歸 て 病死せ. 、唐 

の 李靖も 孫子が >  J と を 脫然高 蹈と云 て ほめた る 

も、 官祿の 利 を 貪ら や 吳國を 立 去り、 伍子 胥が如 


二  . 

きの 禍を 蒙らざる こと を 云 へ り、 總 じて 合戰の 

道を說 たる 書に、 孫子に 超た る はなき ゆ へ 、和漢 

共に 崇 重す、 又 孫 子の 書 八十 1 一 篇と漢 寄の 藝文 

志に はかき たれ ど もぶ r の K に 傅る は ロハ 此 十三 

篱な b  、三國 の 時、 魏の曹 操 この 書の 注解 を せら 

れ たると き、 重複 を剛 た. りと、 杜 牧晃以 道な どが 

說に 見へ た. >  、然れ ども 史 記の 孫武が 樽に、 孫子 

初て 吳王 闔廬に 見えた る 時、 閬 廬の詞 に、 子 之 十 

三篇、 吾 悉觀， 之 矣と云 へ り、 又大史 公が 赞に も 世 

俗 所， 稱師旅 皆 道 一一 孫子 十三 篱 一と ある を 見れば、 

孫子が 本書 は 本より 十三 篇 なること 明かな..^、 

史 記の 正義に は 劉 向が 七錄に 孫子 兵法 三 卷とぁ 

る を 引合せて、 今 の 世に 傳 はる 十三 篇は 上卷な 

b  、中 下の 卷外 にあ. 9 と 云へ ども、 是は傅 會の說 

なるべし、 
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始は はじめな り、 計 は はかりごとな. 9、 はか りご 

と を 始めと すと 讀む なり、 文字 の 意 を 知らぬ も 

の は、 はかりごと 上 K へ ば、 はや 人 をた ばかりい 
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此書を 孫子と 名づ くる こ と は 、孫子が 編た る 書 

なる ゆ へ かく 云 へ ^、孟子 の 書 を 直に 孟子と 名 

づけ、 老子 莊子列 子が 書 を 直に 老子 莊子列 子と 

云が 如 し、 古の. んは 眞實に 己れ に學 得た る 所 あ 

おそ 一 道 を 成就し、 その 成就 したる 所 を 書に 著 

ァ ナガ 

はし、 强 ちに 古書 を もから す 古語 を も 集めす、 唯 

我 自得の tE> を その まゝ に 書き あら はすに より 

て、 其 書 を 觀れば 其 人の 全體 明かなる わけに て、 

直に 作者の 名 を 書の 名と する ことなり、 大凡 此 

等の 類 を みな子 書と 云 ふ、 塞 人の 書 を 經と云 ひ、 

賢人の 書 を 子と 云と いふ もこの こと な り、 而る 

に宋の 世に 至りて、 神 宗の元 豊年 中に、 この 孫子 

に吳 子、 太 宗問對 、司. 法、 尉繚 子、 三 略、 六韜を 

合せて 七 書と 名つ け、 武士の 本經 とす、 それ ゆへ 


に 又 これ を武經 とも 云な り、 武經七 書の 內 にて 

は、 孫子 吳子を 誤な き 書と す、 司 馬 法、 尉 線 子、 111 

略、 六韜に は、 後人の かき 加 へ たるらん と 疑 はし 

き處も 多し、 さて 孫 吳の內 にて は、 また 孫子 を 第 

一 とす、 故に 明 の 茅 元 儀 も 孫子より 前なる 書の 

意 は 孫子に 遺 さ す、 孫子よ 後の 書 は 孫子 を さ 

し 置く こと あお は す、 孫子 一 部に て 兵家の 道に 

のこる ことな し、 其餘の 五書 を は 孫子の 注疏な 

,cs と 心得べ しと 云へ り、 是は太 宗問對 は、 あら は 

に 孫子の 意 を解釋 したる もの ゆ へ、 云に 及ばす 

とて、 除きて 外の 五書の こと を 云た る なれば、 六 

書 共に 孫子の 注疏と 云つ べし、 宋の朱 服 もこの 

わけに て、 七 書の 次第 を 立る に 首に 孫子 次に 吳 

子と 次第 し て、それょ，.^段々 に外の五書をっらー 

ねたるな り、 然れば 七 書の 內 にても 尤 尊信す ベ 
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今 政 艮軍 4.; 焉。 故- 克， 艮至 治，； 則 其ノ K 也。 在 \ 邦 必 講"。 在. 家 必 講。 戰 鬬 不. 可. 不. 習。 

古 之 道， 也。 古 之 稱，， 師 旅， 而 存， 于， 今 者 數 家。 修乏 者 率 自>- 孫 チ初 云。 方 今 上 下。 

ン r ヲ  ヲメ  キヤ  シノ  ニス ル -; チ  テ  二  -1 

莫 T 不 k&,K 說， 者： 而 談者之 難 也。 難，， 夫 辭 之 異， 俗。 乃 亦 至 T 束乏 閣 上； 而 不， 得 

1， 焉。 此ノ 解 也。 物 先生 中 歳 之 作 § 。當， 其 博， き 之 き； 旁 及ノ 所， 至。 緖 餘 以 修， 之。 遂 

復 執 k 「，御， 古チ。 假ァ， 此- 會ス， 彼。 而 異 者 同 ク矣。 難 者 易 矣。 覩 者 若， 未" 始 自 知. i 其 俗 之 殊- 

域，。 £ 其 世 之 や 則 不11^& 々 ，焉 。且 孫子 亦 閎廓深 遠。 U 論，， 其 術； 文 雖. 不. 

爲％ヲ 。尙 哉 古 之 遣 也。 唯是古 來諸釋 家。 間 亦 不， 習， 兵。 往 々 以， 揖 讓 之 言； 例： 舰 

其 辭 蓋 溺，， 其 職， 矣。 未. I 能， 卒 f 義， 也。 物 先生 乃比而 正 k 一。 義 之 易 J 心 者 始. K  。而 

テルメ  ノル ス キヌ  クカヲ  プス i ハ 

旨 之 難， 得 者 始 顯。 然 後 言 意 不， 可， 盡 者 盡矣。 且學者 說^ 之 以，， 空 言 ii 焉 者。 

時或强 軋。 義 苟 不， 中 未，， 必 有， 用。 則 亦 U 害，， 於 事， 而 已。 戎 大 事 也。 其 所お 以 施 r, 

ル  ニス レバ  ルー！ ヲスヲ  ナ ラン ャ  タラ  ュ  ナリ 

設 於 用； 動 乃 謬， 方 以， 圓。 豈 可 乎 哉。 則 亦 不， 厭， 諄 々 ，焉 。是 物 先生 之 意 也。 

寬延庚 午 之 春  服元喬 


孫子 國 字解 序 

余 聞， 之 故老 之 言， 曰。 昔 物 子 解，， 此 書， 也。 當 時 1^ 吾" 先 侯永慶 公。 修，， 藩 中之武 

備； 物 子 因 進，， 此 書， 矣。 蓋 先 侯 其 先 出，， 于 桃 園 王； 迄 ^ 于 源公鎮 義； 有 I 三 子； 長 RL 

八 幡 君； 次 曰，， 加 茂 君； 季 曰_, 新 羅 君； 新 羅君居 d 甲 陽 之 陰； 世 爲， 

天子 之 藩屛； 先 侯 以， 其 同 族； 其 先 亦 皆 世 居， 于， 甲。 其 宗法 性 公 當 「，戰 國 時； 烕 

震， 於 天 下； 雷 i 關 東？ ま騖 關 西； 兵 略 節 制。 以 天 下； 至， 今 傳，， 其 法， 者。 靡 T 弗， 宗， 

其 遣 法， 者 .矣 。故 先 侯 亦 從 (祖 宗 之 遺 術氣 修"， ，藩 之 戎 政"； ん 一  > ぉ此 解； 大 賞乏。 

置，， 之 于坐 右； 拳々 不， 措， 之 矣。 嗚乎此 書 也。 兵 之 要 樞。 而 弗， 可， 不， 學 者 也。 盧 手， 

之 チ四 海， 不， 爲， 少。 覽 耦， 之 チ 一 身， 不， 爲， 多。 舒， 之 螟， 於 六 合； 卷， 之 葬于 一 寅是 

亦 非，， 詭 道 之 道， 乎。 道 濟 再 讎，， 此 書； 將 于 天 下； 佘 乃 有， 感，， 故 老 之 言； 聊 序， 

此卷 端； 以與， 道濟， 云。  • 

寬延庚 午 之 春  ，  源 信 卿 叙 

孫^-兩字^  、源 信鯽序  一 


漢籍 國 字解 全書 第十卷 解題 附著^ 小傳   ^  

南 郭と呼 ベ り。 京都の 人、 江 戶に來 り、 柳澤吉 保に 仕 ふ。 荻 生 徂徠を 

見る に 及ん で、 大 に 其の 學を喜 び、 遂 に 之に 師事 し、 徂 徠亦稱 して 

妙 才と爲 す。 年 三十 四に して 致仕し、 專ら詩 古文 辭を 修め、 徒を聚 

め 教授す。 南郭 人と 爲り 沖雅 にして 磊 落、 其 の 人と 交る や、 談笑 怡 

々、敢 て抗 論して 是非 を爭は ず。 弟 子に 對 する や、 又 敢て自 から 師 

道 を 以て 居らず。 諸侯 其の 名 を 聞き、 往々 延招敬 待す。 肥 後 國主細 

川 氏 尤も 善く 鱧 遇し、 學を問 ひ 又 時に 政事 を 諮詢す。 寶曆九 年 六 

月 二十 一 曰 残す。 年 七十 七。 南郭 文集、 大東世 語 等の 著 あり。 今 鼓に 

收 むる 所の 國 字解 は 南郭の 講義 を、 門人 林 元圭の 筆記した る も 

のな り。 
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徠と相 見る や、 徂徠數 刻の 間、 戰 法を談 じ、 復 他事に 及ばず と 云 ふへ 

孫子 國 字解が 群 書に 卓出して 異彩 を 放てる もの 故な きに 非ず _ 

唐詩 選 服 部 南 郭講述 

【本書の 解題】 唐詩 選 は 後人の 僞書 なれ ど も、 其 の 詩 は、 後人の 偽作 

にあら ず。 唐 代の 制、 天下の 士を 試む るに、 作詩 亦 其の 科目の 一 た 

れば、 有名 詩人の 輩出と 共に 巨 構 傑作の 衆多なる こと は、 询に後 

人學詩 一の 津 筏と 爲し、 百世 詞 壇の 祧祖と 崇め て、 傳誦 研究す るに 

足れり。 されば 後 世、 其 の 詩 を選輯 して 學 者の 圭臬 となす 者、 王 安 

石が 唐 百 家 詩選、 金の 元 遣 山が 唐詩 鈹吹、 元 の 揚士宏 が 唐音、 明の 

高 様が 唐詩 品. 彙 等 の 著、 其， の 數 多から ずと なさ ず。 明 氏の 中葉に 

當 り て、 李攀龍 と 云 ふ 者 あり、 字 は 于麟、 一 に滄 溟と號 す。 其 の 友人 

王 世 貞、 字 は弇洲 一 に 鳳 洲と號 す。 共 に 一 派の 古文 辭を 唱道 し。 自 

漢籍 國 字解 全隶 S 第十卷 解艇附 著者 小傳  五 


漢辯 5i 字酵 全書 第十卷 解 镇附蕃 教小傳  a   

【講述 者の 小傳】 荻生徂 徠、 名 は 雙 松、 字 は 茂 卿、 字 を 以て 行 は る。 通 稱 

は 總右衞 門と 云 ふ、 徂徠は 其の 號、 又 蘐圜、 赤 城 翁と 號す。 自か ら先 

世 物 部 守 屋の裔 孫た る. を以 て、 姓 を 修めて 物と な し、 物 茂 卿と 云 

ふ 。江戸の 人、 父 を 方 庵と  一 ふ。 方 庵德川 幕府に 仕へ て、 醫官 となり、 

罪. を 獲て 上 總に竄 せら る。 徂徠 幼に して 岐嶷、 父に 隨ひ上 總に居 

, り、 讀 書 研究 を 積む HJ 十二 年、 父 赦に 逢. ふに 及 び、 從 ひて 江 戶に歸 

り、 後 に 柳澤吉 保に 仕 ふ。 其 學、 初 め 程 朱を宗 とす。 年 五十に 及び、 明 

の 李 搶溟、 王 食洲の 古文 辭を讀 み、 感奮す る 所 あり、 改めて 復古の 

學を 主張 し、 論 語 徵、 辯 道、 辨 名 等 を 著 はし、 宋 懦 を 攻擊し 子 思孟軻 

に 及ぶ。 學者靡 然として 景嚮 し、 海 內の學 風、 爲 めに 一 變の 觀を呈 

せ り。 將 軍 綱 吉、 吉 宗、 屢 t 召 して 經義を 講ぜし め、 又 諮詢す る 所 あり。 

享保 十三 年 正月 十六 曰歿 す、 年 六 十三。 著述 甚 多 し。 徂 徠少き 時、 兵 

學を 研修し 、晩年 復專ら 武事に 心 を 寄. す。 熊 本. の薮震 庵、 初 めて 徂 


者 た り。 文 章 の 妙、 亦 古より 推して 有数の 者と なせ り。 我 が 朝鎮山 

陽 は、 甞 て 評して (莊 ま 妙， 於， 用， 虚、. (左 氏) 妙， 於， 用， 實 、兼乏 者 孫子 之 

論， 兵 也と 云 へ り。 亦 以て 其の 行文の 妙 如何 を 想 見す ベ し。 左れば 

和漢 昔時の 兵法 學者 は、 皆 孫子の 書 を 尸 祝せ ざる はなき のみな 

ら ず、 文 章 家 も 又 其の 精鍊簡 核の 筆墨に 於 て、 尙 ぶ所少 からず と 

な す。 注 解の 書甚多 し。 曹 操の 注 は 世に 魏武注 孫子と 稱 し、 今 に 傳 

行 せ り。 四 庫 全書 總 目に 據れ ば、 其 の 外 諸家の 述作 多 かれ ども 傅 

はらざる 者、 亦尠か らず。 近時 淸の孫 星. 衍は、 宋 の 士ロ天 保が 李筌、 杜 

牧、 梅 堯臣、 王晳 等の 諸 注 を 蒐輯せ る 孫子 十 家 註 を校刊 せり。 孫子 

に關 する 諸 說、 大 略 此の 甕に 具れ りと 謂 ふ べき か。 我が 邦に て は- 

平 山 行 藏 の 孫子 折衷、 佐 藤 一 齋の 孫子 副詮 等の 著 あれ ども、 今兹 

に は 物 徂徠が 著述の 孫子 國 字解 (^ きを 收む。 其の 講說の 明晰に 

し て、 引 據の 的確なる こと は、 多 言 を 要せず。 

籍國 字解 仝 害 第十卷 解齷跗 著者 小傳  三 
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りし を 魏の曹 操が 注解せ し 時、 其 の 繁剩を 削 り、 其 の 精粹を 筆し 

て、 今 の 書 を 成せり と 云へ り。 さ れ ども 西漢の 史家 は、 柬 漢の 史家 

が、 未だ 藝文志 を 著さ ヾ る 以前に 於て、 前述の 如く 、己に 孫子の 篇 

數を 十三 篇と 明記し たれ ば、 謂 ゆる 八十 ニ篇 は、 固 より 後世の 附 

益の 書に し て、 孫 武が 自著に あらざる こと は、 復 疑 を容れ ず。 而 し 

て 十三 篇 は、 始 計、 作 戰、 謀 攻、 軍 形、 丘ハ 勢、 虛 實、 軍 爭、 九 變、 行 軍、 地 形、 九 地、 

火 攻、 用 間の 各 篇に分 ち、 軍 謀、 丘ハ 事の 注意す ベ きこと を 論 列せ り。 

殊に 其の 中に 載す る 百戦百勝 非，， 善 之 善 者， 也、 不， 戰 而 P, 人 之 兵， 者 

善 之 善 者 也と 云 ひ、 上 兵 伐 あ 次 伐. 交、 其ノ 次 伐. 兵、 其ノ 下 攻". 城 と 云 ひ、 

リチレ ハチ  カラ  ラ 于テレ ハチ  ラ チレ ハ  ス 

知， 彼 知， 己 百 戰 不， 殆、 不， 知， 彼、 而 知 JU 一勝 一 爱、 不， 知， 彼 不， 知 ，己 毎 戦 必 

敗 と 云 ひま 戰 者 致， 人 而 不， 致， 於， 人 と 云へ るが 如き は、 獨り 古今 兵 

家の 要 道た るの みなら ず、 凡 そ 斯の活 世界に 處 し、 活 事業に 從事 

し、 大 活躍 を 試みん と 志す 者の、 均く 格言 至訓 として 服膺す ベ き 
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解題 附 著者 小傳 

孫子 荻生祖 徠講述 

【本 書 の 解. 題】 周代吳 固の 將軍 孫武の 著な り。 支 那矣 法 の 書 は、 風 后 

(黃 帝 の 臣) の 撰せ る握奇 經、 太 公望 呂尙の 著 はせ る 六韜等 あれ ど 

も、 皆 後人の 假 託して 作れる 者なる こと は、 古 人已に 之を辨 ザ り。 

獨り 孫子 は、 司 馬 遷が史 記の 孫 武列傳 に、 吳 王 閨盧の 言 を錄 して、 

明に 其の 書 十三 篤 ある こと を 云 ひ、 漢の班 固が 藝文 志に も、 亦 著 

錄 して 孫武の 自著と なせ り。 但 藝 文 志に は 孫子 兵法 八十 ニ篇圖 

九卷と ある を以 て、 張 守 節 は 十三 篇を 上卷 とな し、 他 に 中 下の 二 

卷 ありし ならん と 云 ひ、 唐 の 杜牧は 孫武の 原書 は 本、 數 十 萬 言 あ 
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